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■対象製品

マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連
法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。
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Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標もしくは商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
X/Openは，The Open Groupの英国ならびに他の国における登録商標です。
XATMIは，X/Open Company Limitedが開発したアプリケーションインタフェースの名称です。
その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。
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R-1945D-216，R-1945E-216，R-F19456-2156，R-F19456-21C6」には，Oracle Corporationまたはその
子会社，関連会社が著作権を有している部分が含まれています。
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が著作権を有している部分が含まれています。
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す；
なお，その一部は IEEE Std 1003.1-1990，(C) 1990 Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.
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ます。
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変更内容

変更内容（3000-3-D53-50） uCosminexus TP1/Server Base 07-06，uCosminexus TP1/Server 
Base(64) 07-06

追加・変更内容 変更個所

DCUAPCONFPATH環境変数にユーザサービスデフォルト定義
ファイルが設定できる説明を追加した。

1.3.1，1.3.2，3.17.3，3.17.5，
7.1.9，8.1.5，11.1.1，
13.　運用コマンドの詳細

dcdefchk

hostnameコマンドが返す名称を IPアドレスとマッピングできる環
境設定が必要である説明を追加した。

1.3.2

ノード構成の変更（ノードの追加や削除）に自動的に対応できるよ
うにした（ノード自動追加機能）。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• nammstr
• namndopt
• namndrm
• namnlcre
• namnldel
• namnldsp

namsvinfコマンドに -xオプションを追加した。
次のコマンドの説明を変更した。
• namalivechk
• namblad
• namchgfl
• namndchg
• namsvinf
• namunavl

namdオンラインチェックファイルを追加した。
また，性能検証用トレース情報に，次のイベント IDを追加した。
• 0xf030～ 0xf035
• 0xf10c～ 0xf10f
• 0xf110～ 0xf114
• 0xf219
• 0xf21a～ 0xf21f
• 0xf220

1.3.5，3.11，10.9，12.1.4，
13.　運用コマンドの詳細

namalivechk，
namblad，
namchgfl，
nammstr，
namndchg，
namndopt，
namndrm，
namnlcre，
namnldel，
namnldsp，
namsvinf，
namunavl，

付録 F(1)，付録 L.1(1)

性能検証用トレースの情報を CSV形式で出力し，トレース解析でき
るようにした。
これに伴い，dcalzprfコマンドを追加した。
また，性能検証用トレース情報の取得例および活用例を追加した。

3.8.5，10.8，12.1.4，
13.運用コマンドの詳細

dcalzprf，
付録 L.2，付録 L.3

$DCDIR/spool/save配下のトラブルシュート情報ファイルについ
て，説明を追加した。

3.14.1

系切り替え機能使用時の動作について説明を追加した。 9.4，
13.　運用コマンドの詳細

dcstart

運用コマンド入力時の注意事項を追加した。 12.1.5



uCosminexus TP1/Server Base 07-05，uCosminexus TP1/Server Base(64) 07-05，uCosminexus 
TP1/Message Control 07-05，uCosminexus TP1/Message Control(64) 07-05

保守資料の取得先ディレクトリに prc_current_work_pathオペラン
ドおよび prc_coresave_pathオペランドで指定するディレクトリを
追加した。

13.　運用コマンドの詳細
dcrasget

定義変更をシステムに反映するため dcresetコマンドの実行が必要
であることを次の定義の説明に追加した。
• システム環境定義
• プロセスサービス定義

13.　運用コマンドの詳細
dcreset

未起動のホストが，システム共通定義の all_nodeオペランドに含ま
れていた場合，OpenTP1の起動に時間がかかる注意事項を追加し
た。

13.　運用コマンドの詳細
dcstart

次のコマンドの注意事項を追加した。
• dcstop
• jnlchgfg
• jnlls
• jnlunlfg

13.　運用コマンドの詳細
dcstop，
jnlchgfg，
jnlls，
jnlunlfg

ユーザサーバごとに，共有化したバッファの使用サイズを制限でき
るようにした。
これに伴い，scdlsコマンドの出力形式を変更した。

13.　運用コマンドの詳細
scdls

新しいプロセスの起動タイミングについて，説明を追加した。 13.　運用コマンドの詳細
scdrsprc

被アーカイブジャーナルノードの不正ジャーナル情報ファイルの最
大ファイル数を 1に変更した。

付録 F(1) 表 F-2

追加・変更内容 変更個所

65535を超えるユーザ IDには対応していない旨を追加した。 1.2.1

退避コアファイルのディレクトリについて，プロセスサービス定義
の prc_coresave_pathオペランドを指定している場合の退避ディレ
クトリを追加した。

1.3.6(3)(b)，3.14.1，7.1.12(3)，
10.8

/tmp/betran.logファイルの世代管理方式を変更した。 3.5

監査ログの出力項目を変更した。 3.7.4(2) 表 3-12

一つのリソースマネジャを複数の制御単位に分け，接続するユーザ
名称などを変更してリソースマネジャに接続できるようにした（リ
ソースマネジャ接続先選択機能）。
これに伴い，エラーログ情報のファイル名またはディレクトリの情
報，およびサイズの説明を変更した。
また，性能検証用トレース情報のイベント IDに 0x4018を追加し
た。

11.1.1 表 11-1，付録 F(1)，付録
L.1

prcteeコマンド実行方法について，注意事項を追加した。 12.1.4 表 12-1，
13.　運用コマンドの詳細

prctee

追加・変更内容 変更個所



Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用する場合の注意事項
を追加した。

13.　運用コマンドの詳細
dcsetup

filmkfsコマンドの -sオプションに最大セクタ長に関する説明を追加
した。

13.　運用コマンドの詳細
filmkfs

ジャーナルの編集対象について説明を追加した。 13.　運用コマンドの詳細
jnledit

出力形式 SYNC（同期型メッセージ）および IO（非同期型問い合わ
せ応答メッセージ）について，一時的にメッセージが増加する場合
があることを追加した。

13.　運用コマンドの詳細
mcftlsle

追加パス名は絶対パス指定であることを追加した。 13.　運用コマンドの詳細
prcdlpath

追加パス名の有効範囲について説明を追加した。 13.　運用コマンドの詳細
prcdlpath

変更パス名は絶対パス指定であることを追加した。 13.　運用コマンドの詳細
prcpath

出力メッセージ「KFCA00751-E」を追加した。 13.　運用コマンドの詳細
prcdlpath，
prcdlpathls

prcteeプロセスが出力する OpenTP1の標準出力，および標準エラー
出力のファイル出力先を変更できることを追加した。

13.　運用コマンドの詳細
prctctrl

次の場合の注意事項を追加した。
• dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンドを実行する場合
• prcountファイルを修正する場合
• コマンド引数のファイル長と出力ファイル名を省略する場合

13.　運用コマンドの詳細
prctee

ジャーナルのレコードサイズの注意事項を追加した。 付録 D

ジャーナル取得条件の種別 CJを追加した。 付録 D.6，付録 D.7

種別が GJ，IJ，MJ，OJ，CJ（メッセージ入力時，同起点取得時，
メッセージ出力時）の計算式について，32ビット版の場合と，64
ビット版の場合とで分けた。

付録 D.7

TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）が出力するファイ
ルに，OpenTP1デバッグ情報ファイル 2を追加した。

付録 F(1)

TP1/Server Base（UNIX版固有）が出力するファイルに，次のファ
イルを追加した。
• dcsetup用バックアップファイル 2
• OpenTP1制御ファイル 1
• OpenTP1制御ファイル 2

また次のファイルを削除した。
• モジュールトレースデータファイルのバックアップファイル
• モジュールトレースデータファイル

付録 F(2)

Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で実行する場合の注釈を追
加した。

付録 F(2)

追加・変更内容 変更個所



uCosminexus TP1/Server Base 07-02，uCosminexus TP1/Message Control 07-01

性能検証用トレース情報に，次のイベント IDを追加した。
• 0x5200
• 0x5201

付録 L.1(1) 表 L-1

次に示すイベント IDのトレースデータ長を変更した。
• 0x1000～ 0x1001
• 0x1003
• 0x1005
• 0x1007～ 0x1009
• 0x2000～ 0x2001
• 0x2003～ 0x2005
• 0x4000
• 0x4002
• 0x4004
• 0x4006
• 0x4008
• 0x400a
• 0x400c
• 0x400e
• 0x4010
• 0x4012
• 0x4014
• 0x4016
• 0x5001～ 0x5008
• 0x6400～ 0x6401
• 0x6420～ 0x6421
• 0x6430～ 0x6431
• 0xd000
• 0xd002
• 0xf008
• 0xf100～ 0xf101

付録 L.1(1) 表 L-1

追加・変更内容 変更個所

前回のオンライン停止時に残っていた未処理受信メッセージや未送信メッ
セージを引き継ぎ，TP1/Message Controlの構成を変更できるようにした
（MCF構成変更再開始機能）。
これに伴い，次の終了モードを追加した。
• MCF構成変更準備停止

また，これに伴い次のコマンドを変更した。
• dcstartコマンドに -bオプションを追加した。
• dcstopコマンドに -qオプションを追加した。

2.1.4，2.2.1(5)，2.2.1(7) 
表 2-2，2.2.2，5.10，
10.6.3(5)，
13.　運用コマンドの詳
細

dcstart，
dcstop，

付録 D.6，付録 H.1

追加・変更内容 変更個所



uCosminexus TP1/Message Control 07-00，uCosminexus TP1/Message Control(64) 07-00

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容（3000-3-D53-40） uCosminexus TP1/Server Base 07-04，uCosminexus TP1/Server 
Base(64) 07-04，uCosminexus TP1/Message Control 07-05，uCosminexus TP1/Message 
Control(64) 07-05，uCosminexus TP1/NET/Library 07-05，uCosminexus TP1/NET/Library(64) 
07-05

追加・変更内容 変更個所

リモートMCFサービスに関する記述を削除した。 3.10.1(2)，4.4.2(1)，
13.　運用コマンドの詳
細

mcftstart，
mcftstop，

付録 H

追加・変更内容

アクセス権限についての説明を追加した。

MCFダンプファイルの説明を変更した。

サービス関数動的ローディング機能で使用する，UAP共用ライブラリのサーチパスをオンライン中に変
更できるようにした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• prcdlpath
• prcdlpathls

また，OpenTP1が出力するファイル一覧に，次のファイルを追加した。
• prcdlpathコマンドの引き継ぎファイル

チェックポイントダンプ取得契機のスキップ回数を監視できるようにした。

OpenTP1の起動コマンドがリターンした直後にMCFの運用コマンドを実行する場合，mcftlscomコマ
ンドでMCF通信サービスの開始を待ち合わせられるようにした。
これに伴い，mcftlscomコマンドに次のオプションを追加した。
• -w
• -t

mcftlsleコマンドで，最大未送信メッセージ数を表示できるようにした。
これに伴い，mcftlsleコマンドに次のオプションを追加した。
• -m
• -r

mcftlsbufコマンドで，最大バッファ使用数を表示できるようにした。
これに伴い，mcftlsbufコマンドに次のオプションを追加した。
• -m
• -r

次のコマンドの一括処理ブロック数に関する説明を変更した。
• dambkup
• damload
• damrstr

出力形式中の静的共用メモリブロック使用サービス種別の詳細を追加した。



変更内容（3000-3-D53-30） uCosminexus TP1/Server Base 07-03，uCosminexus TP1/Server 
Base(64) 07-03，uCosminexus TP1/Message Control 07-03，uCosminexus TP1/Message 
Control(64) 07-03，uCosminexus TP1/NET/Library 07-04，uCosminexus TP1/NET/Library(64) 
07-04

dcstop -f入力時の注意事項を追加した。

不要な出力メッセージを削除した。

出力メッセージを追加した。

注意事項に，UJ以外のジャーナルファイルをレコードまたはブロック単位に編集した場合の説明を追加
した。

出力形式中のファイル名称が 59文字以内である旨を追加した。

次のコマンドを，トランザクション第 2状態が「u」以外であれば受け付けられるようにした。
• trncmt
• trnfgt
• trnrbk

これに伴い，これらのコマンドに -qオプションを追加した。

OpenTP1が出力するファイル一覧に，次のファイルを追加した。
• prcpathコマンドの引き継ぎファイル

OpenTP1デバッグ情報ファイルのファイル名またはディレクトリ名の説明を，UNIX版とWindows版
とで分けた。

damd生存確認ファイルのサイズの説明を，32ビット版の場合と 64ビット版の場合とで分けた。

追加・変更内容

OpenTP1ファイルへのアクセス要求で，イベントトレース（FILイベントトレース）を出力できるよう
にした。
これに伴い，FILイベントトレース情報ファイルを追加した。また，prfgetコマンドの -fオプションに
_flを追加した。

ジャーナルサービスで性能検証用トレース（JNL性能検証用トレース）を出力できるようにした。
これに伴い，JNL性能検証用トレース情報ファイルを追加した。また，prfgetコマンドの -fオプション
に _jlを追加した。

ロックサービスを使用した排他制御の各種イベントの性能検証用トレース（LCK性能検証用トレース）
を出力できるようにした。
これに伴い，prfedコマンドの -dオプションを指定した場合に LCK性能検証用トレース情報ファイルを
出力できるようにした。
また，prfgetコマンドの -fオプションに _lkを追加した。

プロセスをアボートしなくても UAPトレース（UAPトレースデータファイル）を取得できるようにし
た。
これに伴い，次のファイルを取得できるようにした。
• UAPトレースデータファイル
• UAPトレースデータファイルのバックアップファイル

監査イベントに「OpenTP1サービス開始」，および「OpenTP1サービス停止」を追加した。

追加・変更内容



特定のノードのサービス情報を優先的に使用する機能（サービス情報優先度指定機能）を追加した。
これに伴い，優先選択ノードの定義ファイルの説明を追加した。
また，次のコマンドの出力形式の説明を変更した。
• namsvinf

リモート API機能を使用する場合の注意を追加した。

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能（RTSSPP）が開始している場合にリアルタイム統計情報
サービスを終了させるときの対処についての説明を追加した。

OpenTP1ファイルシステムのユーザ領域情報として使用中領域と未使用領域（空き領域）の一覧を表示
できるようにした。
これに伴い，次のオプションを追加した。
• filstatfsコマンドの -Sオプション

ジャーナルファイルレスモードで使用できない機能として，次のコマンドを追加した。
• jnlmkrf

MCF通信サービスの状態表示について，説明を追加した。

アプリケーションに関するタイマ起動要求の状態を表示できるようにした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• mcfalstap

縮退運転の原因と，復旧手順についての説明を追加した。

ユーザタイマ監視の状態を表示できるようにした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• mcftlsutm

OpenTP1の標準出力，標準エラー出力をリダイレクトする prcteeプロセスを停止・再開始できるよう
にした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• prctctrl

次のコマンドを実行するための条件を変更した。
• damrstr
• tamrstr

システム環境定義のmode_confオペランドに AUTOを指定している場合の注意事項を追加した。

dcsetupコマンドの -dオプションに，-yオプションまたは -nオプションを省略した場合の説明を追加し
た。

dcshmlsコマンドの実行結果として得られる，OSに確保要求した共用メモリプールの大きさの算出式を
追加した。

OSの時刻補正機能などによる時刻戻しが発生した場合について注意事項を追加した。

コマンドのメモリ所要量の見積もり式を追加した。

出力先ファイル名を指定する場合の文字数制限をなくした。

mcftlsleコマンドの出力形式で，未送信メッセージ数の表示可能数を変更した。

トレース情報ファイルの編集結果を csv形式で出力できるようにした。
これに伴い，次のオプションを追加した。
• prfedコマンドの -vオプション

stslsコマンドの実行結果として得られる物理ファイル状態について，説明を追加した。

追加・変更内容



uCosminexus TP1/Message Control 07-02，uCosminexus TP1/NET/Library 07-03

uCosminexus TP1/Message Control 07-01，uCosminexus TP1/NET/Library 07-01

監査イベント（OpenTP1ファイルシステムに対するアクセスエラー）について，出力内容の説明を追加
した。

UNIXのメッセージ送受信関数で使用する資源の見積もり式で，次の見積もり式を変更した。
• メッセージ IDの数
• メッセージ ID当たりの最大待ち合わせメッセージの総バイト数
• OpenTP1のすべてのメッセージのうちの最大待ち合わせメッセージ数

次に示すイベント IDのトレースデータ長を変更した。
• 0xf000～ 0xf104
• 0xf106～ 0xf204
• 0xf206～ 0xf218

追加・変更内容

キューを監視している場合，および相手システムからの応答メッセージ受信を待ち合わせしている場合
に，監視処理中および処理完了時にログメッセージを出力することで，処理状況を把握できるようにし
た。

MHPでサービス関数動的ローディング機能を使用できるようにした。

次の操作を，ライブラリ関数でできるようにした。
• コネクションの状態表示，確立，および解放
• サーバ型コネクションの確立要求の状態表示，および受付開始・終了
• アプリケーションに関するタイマ起動要求の削除
• 論理端末の状態表示，閉塞，閉塞解除，および出力キューの削除
• MCF通信サービスの状態取得

相手システムとのメッセージ送受信に関するネットワークの状態を表示できるようにした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• mcftlsln

最大未処理受信メッセージ数を表示できるようにした。
これに伴い，次のオプションを追加した。
• mcftlssgコマンドの -mオプション

また，最大未処理受信メッセージに関する注意事項を追加した。

追加・変更内容

メッセージ送受信での主なイベントで，性能検証用トレース（MCF性能検証用トレース）を出力できる
ようにした。
これに伴い，MCF性能検証用トレース情報ファイルを追加した。また，prfgetコマンドの -fオプション
に _mcを追加した。

サーバ型コネクションの確立要求の受付開始・終了を，手動でできるようにした。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• mcftofln
• mcftonln

追加・変更内容



変更内容（3000-3-D53-20） uCosminexus TP1/Server Base 07-02，uCosminexus TP1/Message 
Control 07-01，uCosminexus TP1/NET/Library 07-01

リアルタイム統計情報の取得項目として，MCFの情報も取得できるようにした。
これに伴い，次のコマンドのオプションの組み合わせについて説明を追加した。
• rtsedit
• rtsls
• rtsstats

追加・変更内容

OpenTP1管理者の登録に関する注意事項を追加した。

プロセスサービスでイベントトレースを出力できるようにした。
これに伴い，プロセスサービスイベントトレース情報ファイルを追加した。また，prfgetコマンドの -f
オプションに _prを追加した。

PRFトレースファイルのバックアップ抑止機能を追加した。
これに伴い，性能検証用トレースファイルの運用方法，および性能検証用トレースファイルのバック
アップファイルを追加した。

XAリソースサービスで性能検証用トレース（prfトレース）を出力できるようにした。
これに伴い，XAR性能検証用トレース情報ファイルを追加した。

ネームサービスでイベントトレースを出力できるようにした。
これに伴い，NAMイベントトレースを追加した。また，prfgetコマンドの -fオプションに _nmを追加
した。

Linuxで，次のコマンドを実行したときに出力されるファイルの拡張子を .gzに変更した。
• dcrasget -c
• usmdump

サービス関数を動的にローディングできる機能を追加した。
これに伴い，ユーザサーバプロセスのリフレッシュ機能の説明を変更した。また，次の項目の注意事項
を追加した。
• rtsstatsコマンド
• リアルタイム統計情報の取得
• リアルタイム統計情報の取得情報の設定変更

監査ログを出力する機能を追加した。
これに伴い，監査ログの運用方法を追加した。また，dcauditsetupコマンドを追加した。

リモート API機能に関する説明を変更した。

OpenTP1で使用するディスク量の扱いに関する説明で，次のディレクトリを追加した。
•「$DCDIR/spool/dcjnlinf/unload/*」

時刻変更に関する説明を変更した。

システムジャーナルファイルを使用しないでシステムを運用する機能（ジャーナルファイルレス機能）
を追加した。
これに伴い，次の内容を追加した。
• ジャーナルファイルレス機能を使用する場合のシステムの運用方法
• 運用コマンドの出力メッセージ
• dcsetupコマンドの -jオプション

追加・変更内容



リアルタイム統計情報サービスで，RTSログファイルをバックアップする機能を追加した。
これに伴い，RTSログファイルの作成についての説明を変更した。

システムジャーナルファイルの並列アクセス機能を追加した。
これに伴い，システムジャーナルファイルの使い方についての説明を変更した。

アンロードチェックの抑止に関する説明を変更した。

入力キューに滞留するメッセージキューを監視する機能を追加した。
これに伴い，メッセージキューの滞留監視機能の概要および処理の流れを追加した。

次に示すコマンドの，コマンドログの出力可否を変更した。
• trnstics
• trndlinf
• lckrminf
• damadd
• damrm
• damhold
• damrles
• damchdef
• tamadd
• tamrm
• tamhold
• tamrles
• tamload
• tamunload
• prfget
• rtsstats

filmkfsコマンドの注意事項を変更した。

mcftswptrコマンドの出力メッセージとして，KFCA10266-Wを追加した。

namchgflコマンド，または namndchgコマンドを実行してノード数を変更する場合の注意事項を追加
した。

XAリソースサービスで性能検証用トレース（prfトレース）を出力できるようにした。
これに伴い，XAR性能検証用トレース情報ファイルを追加した。また，prfgetコマンドの -fオプション
に _xrを追加した。

複数の RPCトレースファイルにまたがって電文が出力されている場合，rpcmrgコマンドが何も出力し
ない，または出力情報に抜けが発生する説明を追加した。

rtseditコマンドおよび rtslsコマンドを実行した場合に，「----」が表示されたときの説明を追加した。

コマンドの対象外のサーバについて説明を追加した。

スケジュールサービスの動作をサービス単位で指定できるようになった。
これに伴い，サービス単位の情報を取得するために，scdlsコマンドに次のオプションを追加した。
• -aeオプション
• -eオプション
• -tオプション

次に示す二つの説明を追加した。
• 出力形式の，トランザクション情報が表示された場合に，「初期状態」を追加した。
• 注意事項に，""***""が表示された場合の説明を追加した。

構造体 dc_mcf_dump_infoの形式の long型を int型に変更した。

追加・変更内容



リアルタイム統計情報サービスで取得できる項目を追加した。

追加・変更内容



はじめに

このマニュアルは，分散トランザクション処理機能 OpenTP1の運用方法と操作方法について説
明したものです。
本文中に記載されている製品のうち，このマニュアルの対象製品ではない製品については，
OpenTP1 Version 7対応製品の発行時期をご確認ください。

■対象読者
システム管理者，システム設計者の方々を対象としています。
このマニュアルは，マニュアル「OpenTP1 解説」を前提としていますので，あらかじめお読み
いただくことをお勧めします。

■文法の記号

(1)文法記述記号
文法の記述を説明する記号です。

(2)属性表示記号
ユーザ指定値の範囲などを説明する記号です。

文法記述記号 意味

｛　　｝
波括弧

この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択できることを示します。
（例）filcopy　〔-｛c｜ r｜ f｝〕

-c，-r，-fの三つのオプションのうち，どれか一つを指定することを示します。

〔　　〕
きっ甲

この記号で囲まれている項目は省略できることを示します。
（例）dcstart 〔-n〕

dcstartと指定するか，または dcstart -nと指定することを示します。

｜
ストローク

この記号で区切られた項目は選択できることを示します。
（例）jnlls -j　sys｜ cpd

-jオプションに sysか cpdのどちらかを指定できることを示します。

＿
下線

この記号で示す項目は，該当オプションまたはコマンド引数を省略した場合の仮定値
を示します。
（例）filcopy 〔-｛c｜ r｜ f｝〕

オプションの指定を省略した場合，-cオプションを仮定することを示します。

…
点線

この記号で示す直前の項目を繰り返し指定できることを示します。
（例）dcsvstart -u　ユーザサーバ名〔，ユーザサーバ名〕…

-uオプションのユーザサーバ名を繰り返し指定できることを示します。

△
白三角

半角スペースを示します。
（例）論理ファイル名△物理ファイル名

論理ファイル名と物理ファイル名の間に半角スペースを挿入することを示しま
す。
I



はじめに
(3)構文要素記号
ユーザ指定値の内容を説明する記号です。

■その他の前提条件
このマニュアルをお読みになる際のその他の前提情報については，マニュアル「OpenTP1 解
説」を参照してください。

属性表示記号 意味

～ この記号のあとにユーザ指定値の属性を示します。

《　　》 ユーザ指定値の省略値を示します。

〈　　〉 ユーザ指定値の構文要素記号を示します。

((　　)) ユーザ指定値の指定範囲を示します。

構文要素記号 意味

英字 アルファベット（A～ Z，a～ z），および＿（アンダスコア）の文字

英字記号 アルファベット（A～ Z，a～ z），＃，＠，および￥

英数字 英字と数字（0～ 9）

英数字記号 英字記号と数字（0～ 9）

特殊文字 ＊

符号なし整数 数字（0～ 9）

16進数 数字（0～ 9），A～ F，および a～ f
（ただし，数字（0～ 9），a～ fと記述している場合は，A～ Fは含まない 16
進数）

識別子 先頭がアルファベット（A～ Z，a～ z）で始まる英数字列

記号名称 先頭が英字記号で始まる英数字記号列

文字列 任意の文字の配列

パス名 記号名称，／，および　．（ピリオド）
（ただし，パス名は使用する OSに依存）

OpenTP1ファイル名 アルファベット（A～ Z，a～ z），数字（0～ 9），　．（ピリオド），＿（アン
ダスコア），および＠で構成される文字列（最大 14文字）
II
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第 1編　OpenTP1の環境設定

1　 環境設定
OpenTP1の環境設定とその手順を説明します。

1.1　概要

1.2　スーパユーザによる環境設定

1.3　OpenTP1管理者による環境設定

1.4　TP1/Message Control 実行のための準備
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1.　環境設定
1.1　概要
ここでは，OpenTP1開始直前までの環境設定手順を説明します。OpenTP1の環境設定
は，OSの管理者であるスーパユーザの作業から始まります。その後，スーパユーザが登
録した OpenTP1管理者が，OpenTP1の環境設定を引き継ぎます。

次に示す OpenTP1の機能を使う場合には，通常の環境設定手順に加えて，各製品をご
使用になる場合の専用の手順が必要になります。

• TP1/Message Control
• TP1/Messaging
• TP1/Message Queue
• TP1/NET/OSI-TP-Extended

1.1.1　環境設定手順の概要
OpenTP1の環境設定手順について図で説明します。

（1） OpenTP1の環境設定手順

OpenTP1の環境設定手順を次の図に示します。
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1.　環境設定
図 1-1　OpenTP1の環境設定手順

JP1/Base，JP1/AJS，および JP1/AJS2 - Scenario Operationと連携して，スケールア
ウトのシナリオテンプレートを利用すると，OpenTP1の環境設定手順の一部を自動化で
きます。シナリオテンプレートを利用した環境設定については，「3.16.3(3)　スケールア
ウトと DPMを利用する OpenTP1の環境設定手順」を参照してください。

（2） TP1/Message Controlを使用する場合

TP1/Message Controlを使用する場合の環境設定の手順を次の図に示します。
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1.　環境設定
図 1-2　TP1/Message Controlを使用する場合の環境設定の手順

（3） TP1/Messagingを使用する場合

TP1/Messagingを使用する場合の環境設定の手順については，マニュアル「TP1/
Messaging 使用の手引」を参照してください。

（4） TP1/Message Queueを使用する場合

TP1/Message Queueを使用する場合の環境設定の手順を次の図に示します。

図 1-3　TP1/Message Queueを使用する場合の環境設定の手順

（5） TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する場合

TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する場合の環境設定の手順を次の図に示します。

図 1-4　TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する場合の環境設定の手順
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1.　環境設定
1.2　スーパユーザによる環境設定
OpenTP1を実行するためにスーパユーザが実施する環境設定について説明します。
OpenTP1の運用コマンドの詳細は，「13.　運用コマンドの詳細」を参照してください。

OSに依存する部分は，ユーザが使用する OSのマニュアルを参照してください。

1.2.1　OpenTP1管理者の登録
OpenTP1をインストールする前に OpenTP1管理者のユーザ IDを OSに登録します。

ユーザ IDには必ずパスワードを設定しておいてください。なお，OpenTP1システムは
65535を超えるユーザ IDには対応していません。

ログイン名称：任意

ユーザ ID：任意

グループ ID：任意

ホームディレクトリ：任意

ログインシェル：任意

OpenTP1管理者には，次の権限が与えられます。

• OpenTP1の各種システムファイルやディレクトリの所有者としてのアクセス権が与
えられます。これによって，ほかのユーザからの書き込みを禁止できます。

• OpenTP1の構成変更を伴うような運用コマンドを実行できます。

ユーザ IDの登録後，必ずパスワードを設定してください。

1.2.2　OpenTP1グループの設定
OpenTP1専用のグループを設定してください。

OpenTP1グループを設定すると，グループ以外のユーザによるファイルのアクセスを制
限できるので，OpenTP1の機密保護を強化できます。

1.2.3　OpenTP1のインストール
OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールします。OpenTP1インストールディ
レクトリは，ご使用の OSによって異なります。
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1.　環境設定
1.2.4　OpenTP1ディレクトリの作成
OpenTP1ディレクトリを作成します。OpenTP1ディレクトリ名長は，ご使用の OSに
よって異なります。

OpenTP1ディレクトリにシンボリックリンクは使用できません。

OpenTP1ディレクトリだけで一つのパーティションを割り当ててください。そのパー
ティションは，ほかのプログラムで使用しないでください。ほかのプログラムが
OpenTP1ディレクトリのパーティションにファイルを作成して，ディスク容量および i
ノード数を圧迫した場合，OpenTP1の動作に支障が出ることがあります。

所有者，グループおよびモードを次のように指定します。

所有者：OpenTP1管理者

グループ：OpenTP1グループ

モード：0755

1.2.5　OpenTP1の OSへの登録と削除
OpenTP1の OSへの登録と削除の方法について説明します。

（1） OpenTP1の OSへの登録

OpenTP1管理者が OpenTP1のシステム定義情報を作成したあと，スーパユーザは，
OpenTP1の dcsetupコマンドを使用して，OpenTP1を OSへ登録します。

dcsetupコマンドに指定した OpenTP1ホームディレクトリに OpenTP1の実行に必要な
ディレクトリやファイルが存在しない場合は，OSへの登録とともに，実行に必要なディ
レクトリの作成，ファイルのコピー，およびリソースマネジャの追加を行います。した
がって，一度環境を作成したディレクトリに対して dcsetupコマンドを実行すると OS
への登録だけを行います。

マルチ OpenTP1を使用しない場合，OpenTP1ホームディレクトリに /BeTRANを指定
してください。これによって，初めて OpenTP1を OSへ登録するときにファイルのコ
ピーを省略できます。/BeTRANのオーナーおよびグループは，プログラムのインストー
ル時に rootの IDに変更されます。インストール後に dcsetupコマンドを実行する場合
は，/BeTRANのオーナーとグループを OpenTP1管理者の IDに変更してください。

マルチ OpenTP1を使用する場合，新たに OpenTP1用のディレクトリを作成し，ディレ
クトリのオーナーとグループを OpenTP1管理者の IDに変更して，dcsetupの引数に指
定してください。マルチ OpenTP1を使用するときは，ルートパーティションを圧迫し
ないようルートパーティション以外のディレクトリを指定してください。

OpenTP1を OSに登録する際には次の点に注意してください。
6



1.　環境設定
• OpenTP1のホームディレクトリとして指定するディレクトリとして，リモートファ
イルシステム上のディレクトリ，またはシンボリックリンクしたディレクトリは指定
しないでください。指定した場合の動作は保証できません。

• dcsetupコマンドで指定する OpenTP1ホームディレクトリは必ず，OpenTP1用に作
成したディレクトリか，または /BeTRANというディレクトリを指定してください。
それ以外のディレクトリを指定した場合は環境が破壊されます。

• dcsetupコマンドを実行することで，OpenTP1ホームディレクトリに存在するディレ
クトリ（aplib，bin，conf，etc，examples，include，lib，spool，tmp），およびそ
のディレクトリの下にあるファイルのオーナーとグループは，OpenTP1ホームディ
レクトリのオーナーとグループに合わせて変更されます。
オーナーとグループの変更は，examplesを除くディレクトリが一つでも新規に作成さ
れたときに行われます。

（2） OpenTP1の OSからの削除

OpenTP1を OSから削除する場合は，OpenTP1を終了してからスーパユーザが
OpenTP1の dcsetupコマンドを使用します。

OpenTP1を OSから削除するときは，OpenTP1ホームディレクトリにある環境を削除
するかどうかを選択します。OpenTP1ホームディレクトリにある環境を削除する場合，
OpenTP1ホームディレクトリの指定場所によって次のように処理が異なります。

OpenTP1ホームディレクトリが /BeTRANの場合
• spool，および tmpディレクトリの削除
• RM接続情報の削除
• メッセージオブジェクトファイルの削除

OpenTP1ホームディレクトリが /BeTRAN以外の場合
• bin，etc，include，lib，spool，および tmpディレクトリの削除
• RM接続情報の削除
• メッセージオブジェクトファイルの削除

なお，dcsetupコマンドを実行したときに，すでに OpenTP1が OSから削除されていて
も，dcsetupコマンドによって OpenTP1ホームディレクトリにある環境を削除できま
す。

OpenTP1ホームディレクトリにある環境を削除しなかった場合は，必要に応じて，再度
dcsetupコマンドを実行することで，OpenTP1の OSへの登録だけを実行できます。
OpenTP1ホームディレクトリ下の環境が変わる場合は，いったん dcsetupコマンドで
OSから OpenTP1を削除したあと，再度 dcsetupを実行して OpenTP1を OSに登録し
てください。
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1.　環境設定
1.2.6　OpenTP1ファイルシステム領域の作成
OpenTP1ファイルシステムは，キャラクタ型スペシャルファイル上，または通常ファイ
ル上に作成できます。

OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペシャルファイル上に作成する場合は，
OpenTP1ファイルシステム用にディスクパーティションを割り当てます。このパーティ
ションは，マウントしないでください。

OpenTP1ファイルシステムを通常ファイル上に作成する場合は，OpenTP1ファイルシ
ステム用にディスクパーティションを割り当てる必要はありません。

OpenTP1ファイルシステムを作成するときは，キャラクタ型スペシャルファイル上と通
常ファイル上のどちらに作成する場合でも，次の 2種類の OpenTP1ファイルシステム
を作成します。

●システム用 OpenTP1ファイルシステム

●ユーザ用 OpenTP1ファイルシステム

したがって，OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペシャルファイル上に作成す
る場合は，システム用とユーザ用の 2種類のディスクパーティションを割り当てます。

OpenTP1ファイルシステムを作成したキャラクタ型スペシャルファイルや通常ファイル
を OpenTP1ファイルシステム領域といいます。権限を持たないユーザから OpenTP1
ファイルのある OpenTP1ファイルシステム領域をアクセスされないようにするために，
OpenTP1ファイルシステム領域の所有者とアクセス権は，次の表に示すように設定しま
す。

所有者とアクセス権の設定には OSのコマンドを使用します。

表 1-1　OpenTP1ファイルシステム領域の所有者とアクセス権

注
システム用とユーザ用を同一 OpenTP1ファイルシステム領域に割り当てることも

OpenTP1ファイルシステム領域 所有者 アクセス権

ユーザ ID グルー
プ ID

所有者 グループ そのほか

システム用 OpenTP1
管理者

OpenT
P1グ
ループ

rw
（読み書き
ができる）

r-
（読むこ
とができ
る）

r-
（読むこ
とができ
る）

ユーザ用 OpenTP1
管理者

OpenT
P1グ
ループ

rw
（読み書き
ができる）

rw
（読み書
きができ
る）

r-
（読むこ
とができ
る）
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1.　環境設定
できます。その場合，アクセス権はユーザ用としてください。

1.2.7　ドメイン通信の環境設定
ドメインを代表するスケジュールサービスをドメインデータファイルに登録すると，
dc_rpc_call関数を使用したドメイン指定の通信が実現できます。ドメイン間通信の電文
はすべて，ドメインを代表するスケジュールサービスを経由して，最終通信先のスケ
ジュールサービスに渡ります。

ドメインは複数の OpenTP1サーバで構成されます。そのドメインを代表する OpenTP1
サーバを決めてください。その OpenTP1サーバのスケジュールサービスがドメインを
代表するスケジュールサービスになります。ドメインデータファイルには，ドメイン代
表スケジュールサービスを登録します。ホスト名を指定してドメインデータファイルに
登録します。ドメインデータファイルとは，DNSの hosts情報ファイルのことです。

ドメイン指定の通信をするには，ユーザサーバからドメイン指定の dc_rpc_call関数を発
行します。電文を受けたドメイン代表スケジュールサービスは，ドメイン内の最終通信
先のスケジュールサービスにその電文を渡します。

ドメイン指定の通信をするには，次の環境設定が必要です。

（1） ドメイン代表スケジュールサービスの登録

ドメインデータファイルには，三つのドメイン代表スケジュールサービスが登録できま
す。namdomainsetupコマンドを使用して，ドメイン代表スケジュールサービスのホス
ト名を登録します。ドメイン代表スケジュールサービスを登録できるのは，スーパユー
ザだけです。

（2） ドメイン代表スケジュールサービスのポート番号の登録

/etc/servicesにドメイン代表スケジュールサービスのポート番号を登録します。ポート番
号は，すべてのドメインで同一にしてください。次の形式で指定します。

 
OpenTP1scd　ポート番号/tcp　エイリアス名
 

• OpenTP1scdは固定です。
• プロトコル名は tcpを指定します。
• 任意のエイリアス名を指定できます。

OpenTP1を起動するすべてのホストの /etc/servicesにドメイン代表スケジュールサービ
スのポート番号を登録してください。ただし，NISで運用している場合は，NISサーバ
の /etc/servicesだけに登録します。

/etc/servicesにポート番号を登録しなかった場合にドメイン指定の dc_rpc_call関数を発
行すると，DCRPCER_NO_PORTでエラーリターンします。
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1.　環境設定
（3） システム定義の指定

1. スケジュールサービス定義
ドメイン代表スケジュールサービスのポート番号を定義します。スケジュールサービ
ス定義の scd_portオペランドにドメイン代表スケジュールサービスのポート番号を
指定してください。このポート番号は，/etc/servicesに登録したポート番号を指定し
ます。

2. システム共通定義
自ドメインを構成するノードを設定します。システム共通定義の all_nodeオペラン
ドにノード名を指定します。

（4） 同一ホスト内に複数のスケジュールサービスがある場合

マルチ OpenTP1や系切り替え機能使用時など，同一ホスト内で複数のスケジュール
サービス（OpenTP1）を起動する場合，それぞれのスケジュールサービスごとにポート
番号は異なります。同一ホスト内の複数のスケジュールサービスを，ドメイン代表スケ
ジュールサービスとして設定すると，ドメイン指定の dc_rpc_call関数を発行して，設定
したスケジュールサービス間のドメイン通信はできません。同一ホスト内で複数のスケ
ジュールサービスを起動する場合は，そのうちの一つのスケジュールサービスだけを，
ドメイン代表スケジュールサービスにしてください。環境設定を次に示します。

1. ドメイン代表スケジュールサービスの登録
ドメイン代表スケジュールサービスとしてドメインデータファイルに登録するスケ
ジュールサービスを一つだけ登録します。

2. ポート番号の登録
/etc/servicesに登録するポート番号は一つだけです。ドメインデータファイルに登録
したスケジュールサービスのポート番号を登録します。

3. システム定義
ドメイン代表スケジュールサービスのポート番号を，スケジュールサービス定義の
scd_portオペランドに指定します。/etc/servicesに登録したポート番号です。
システム共通定義の all_nodeオペランドに，自ドメインを構成するノード名を指定
します。

1.2.8　システム共通定義の変更
OpenTP1を OSに登録したあとにシステム共通定義を変更した場合は，OpenTP1を再
登録してください。再登録には，次の二つの方法があります。

（1） スーパユーザが変更する場合

定義変更後，OpenTP1を正常終了してから OpenTP1を OSから削除します。

dcsetupコマンドに -dオプションを指定します。次に，変更した定義を有効にするため
に dcsetupコマンドを使用して，OpenTP1を再登録します。
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（2） OpenTP1管理者が変更する場合

OpenTP1管理者は，dcresetコマンドを使用してシステム共通定義を変更できます。
dcresetコマンドは，OpenTP1正常終了後に実行します。OpenTP1オンライン中に
dcresetコマンドを実行するとシステムダウンします。
11



1.　環境設定
1.3　OpenTP1管理者による環境設定

OpenTP1を実行するために OpenTP1管理者が実施する環境設定について説明します。
OpenTP1の運用コマンドの詳細は，「13.　運用コマンドの詳細」を参照してください。

OSに依存する部分は，ユーザが使用する OSのマニュアルを参照してください。

1.3.1　システム定義の作成と確認
スーパユーザが OpenTP1を OSに登録する前に，OpenTP1管理者は OpenTP1のシス
テム定義を作成します。システム定義を作成したあとで dcdefchkコマンドを実行する
と，OpenTP1を起動する前に，システム定義の指定値に誤りがないかどうかをチェック
できます。システム定義および定義チェックの詳細については，マニュアル「OpenTP1 
システム定義」を参照してください。

（1） dcdefchkコマンドでチェックできる内容

dcdefchkコマンドを実行すると，次に示すチェックが行われます。

（a）システム定義の構文チェック

システム定義の構文チェックでは，次の内容をチェックします。

• 各オペランドに指定した値が指定できる文字かどうか。
• 各オペランドに指定した値が最小値，または最大値を超えていないかどうか。
• 定義コマンドに不正なオプションが指定されていないかどうか。
• 定義コマンドに指定したコマンド引数，およびフラグ引数が指定できる文字かどうか。
• 定義コマンドに指定したコマンド引数，およびフラグ引数が最小値，または最大値を
超えていないかどうか。

（b）システム定義の論理チェック

システム定義の論理チェックでは，オペランドまたは定義コマンドに指定した値が
OpenTP1を運用する上で問題ないかなどをチェックします。主に次の内容をチェックし
ます。

• 複数のオペランドまたは定義コマンド間にわたる指定内容の相関関係に問題がないか
どうか。

• オペランドまたは定義コマンドに指定した値が推奨値かどうか。
• オペランドまたは定義コマンドに指定したファイルおよびディレクトリのアクセス権
限に問題がないかどうか。

（c）OpenTP1ファイルのチェック

OpenTP1ファイルのチェックでは，システム定義に指定した OpenTP1ファイルが正し
いファイルかどうかをチェックします。
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1.　環境設定
（2） dcdefchkコマンドのチェック処理の流れ

dcdefchkコマンドのチェック処理の流れを次に示します。

1. オペランドの構文チェック
定義格納ディレクトリ下のシステム定義ファイルに対して，オペランドの構文チェッ
クを行います。チェックの順序は，次のとおりです。
1.　$DCCONFPATH下にあるシステム定義ファイル
2.　$DCUAPCONFPATHが指定されている場合，$DCUAPCONFPATH下にある
ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定義ファイル

2. KFCA00258-Iメッセージの出力
1.の構文チェックを行った定義ファイルの一覧を KFCA00258-Iメッセージに出力し
ます。このとき，システムサービス定義としてチェックを行ったファイルだけを出力
します。ユーザサービス定義としてチェックを行ったファイルは出力しません。

3. KFCA00254-Rメッセージの出力
dcdefchkコマンドに -rオプションが指定されている場合に，1.の構文チェックエ
ラーを検出すると，KFCA00254-Rメッセージを出力します。KFCA00254-Rメッ
セージは，コマンド処理を続行するか停止するかを選択するためのメッセージです。

4. システム定義（ユーザサービス定義以外）に指定した定義コマンドの構文チェック
（論理チェックを一部含む）
定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATH，$DCUAPCONFPATHで示されるディレ
クトリ）下のシステム定義に対して，定義コマンドの構文チェックを行います（論理
チェックを一部含む）。
なお，この処理以降では，次に示すメッセージ区分を持ったメッセージを出力しま
す。ただし，一部メッセージ区分を持たないメッセージを出力することもあります。

メッセージ区分
ERROR：OpenTP1の起動および停止ができない状態，または動作不完全となる
問題を検出した場合に出力します。
WARNG：推奨しない値が指定されていることを検出した場合に出力します。
CHECK：指定された定義の妥当性について確認を促す場合に出力します。

5. システム定義（ユーザサービス定義以外）の論理チェック
定義格納ディレクトリ下のシステム定義に指定されている定義の論理チェックを行い
ます。

6. ユーザサービス定義に指定した定義コマンドの構文チェック（論理チェックを一部含
む）
定義格納ディレクトリ下のユーザサービス定義に指定されている定義コマンドの構文
チェックを行います（論理チェックを一部含む）。

7. ユーザサービス定義の論理チェック
定義格納ディレクトリ下のユーザサービス定義に指定されている定義の論理チェック
を行います。
13



1.　環境設定
チェック処理の流れの順番を次の表に示します。表内の番号は，チェック処理の流れの
順番と対応しています。なお，OpenTP1ファイルのチェックは，dcdefchkコマンドの
チェック処理の流れの 4.および 5.で行っています。

表 1-2　dcdefchkコマンドのチェック処理の流れ

（3） 注意事項
• dcdefchkコマンドは，OpenTP1の動作中でも実行できます。その場合，確認するシ
ステム定義の指定値は動作中の OpenTP1で有効な値ではなく，コマンド実行時にシ
ステム定義に指定した値です。例えば，プロセスサービス定義に指定した prcsvpath
の値を prcpathコマンドで変更しても，チェック対象の値はプロセスサービス定義に
指定した値となります。

• コマンドを実行する環境に設定した環境変数 $DCDIRを OpenTP1ディレクトリとし
て使用します。そのため，dcstartコマンドを実行する環境に設定した OpenTP1ディ
レクトリパス名と異なる値を設定している場合，正しく定義チェックできません。

• $DCCONFPATH，および $DCUAPCONFPATHに指定したディレクトリパスが 50
バイト以上の場合，構文チェックでエラーを検出したときに出力するメッセージ
（KFCA00242-E）に出力される定義ファイル名が途中までしか出力されません。
チェック対象の定義ファイルを 50バイト以下のディレクトリパス名で示されるディ
レクトリにコピーし，$DCDIR/conf/envに putenv形式で指定する環境変数
DCCONFPATHにコピー先ディレクトリを指定して dcdefchkコマンドを実行してく
ださい。

• 定義チェック対象としないファイルを定義格納ディレクトリに格納しないでください。
システム定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATHおよび $DCUAPCONFPATH）下
にシステム定義ファイル，ユーザサービス定義ファイル，およびユーザサービスデ
フォルト定義ファイル以外のファイルがあると正しく定義チェックできません。ただ
し，ドメイン定義ファイル格納ディレクトリ，およびドメイン定義ファイルは除きま
す。

• システム定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATH，および $DCUAPCONFPATH）
下にあるシステムサービス定義ファイル以外のファイルで，ファイル名が「.」や「_」
で始まるファイル，およびファイル名が 9バイト以上のファイルについては，チェッ
クの対象外になります。

• dcdefchkコマンドが定義チェックの対象とするオペランドは，マニュアル
「OpenTP1 システム定義」に記載しているオペランドだけです。 
• 定義チェックコマンド（dcdefchkコマンド）と OpenTP1ファイルの作成コマンド
（jnlinitコマンドなど）を同時に実行しないでください。

チェック種別 オペランド 定義コマンド（コマンド形式）

（set形式） ユーザサービス定義以外 ユーザサービス定義

構文チェック 1. 4. 6.

論理チェック 5.および 7. 4.および 5. 6.および 7.
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1.　環境設定
• 構文チェックでオペランドの指定値に問題を検出した場合，論理チェックでは，その
オペランドにデフォルト値が指定されていると解釈して論理チェックを行います。

• ファイルやディレクトリのアクセス権限チェックは，コマンドを実行したユーザの
UID/GIDに従ったアクセス権限のチェックを行います。

• 待機状態など，OpenTP1ファイルシステムにアクセスできない状態の場合，論理
チェック時にメッセージを出力することがあります。

• dcdefchkコマンドの定義チェック時に出力する一部のメッセージには，dcdefchkコ
マンド専用のメッセージ区分を持たないメッセージがあります。そのため，dcdefchk
コマンドに -eオプションを指定しても，メッセージの種類が Eであるメッセージを出
力することがあります。

• 環境変数（putenv形式および dcputenv形式の定義）は，正しく論理チェックできな
いことがあります。

1.3.2　OpenTP1管理者の環境設定
OpenTP1のコマンドを実行するために，ログイン環境に次の環境変数を設定してくださ
い。

DCDIR
OpenTP1ディレクトリを完全パス名で指定します。DCDIRに設定するディレクト
リ名は，50バイト以内で指定してください。OpenTP1ディレクトリにシンボリッ
クリンクは使用できません。

DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイルを格納するディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指
定します。
なお，アクセス権限は，DCDIRと同じにする必要があります。DCDIRのアクセス
権限については，「1.2.4　OpenTP1ディレクトリの作成」を参照してください。

DCUAPCONFPATH
OpenTP1ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定義ファイ
ルを DCCONFPATH環境変数で設定したディレクトリとは別のディレクトリに格納
したい場合，そのディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指定します。
なお，アクセス権限は，DCDIRと同じにする必要があります。DCDIRのアクセス
権限については，「1.2.4　OpenTP1ディレクトリの作成」を参照してください。

PATH
$DCDIR/binを PATHに加えます。

また，hostnameコマンドが返す名称を IPアドレスとマッピングできる環境設定（/etc/
hosts，DNSなど）が必要です。
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1.　環境設定
1.3.3　OpenTP1の内部制御用資源の確保
OpenTP1が内部制御用に使用する OSの資源を確保するには，dcmakeupコマンドを使
用します。dcmakeupコマンドを実行すると，資源を確保し，OpenTP1ディレクトリ下
に格納します。確保する資源の数は，OpenTP1ディレクトリ下のシステム定義から解析
します。

プロセスサービス定義の prc_process_countオペランドの値を変更した場合は，dcsetup
コマンドを実行したあと，dcstartコマンドを実行する前に，必ず dcmakeupコマンドを
実行してください。

dcmakeupコマンドを実行しなかった場合，OpenTP1の開始処理でこのコマンドの処理
が実行されますが，十分な数の資源を確保するのに時間が掛かることがあります。

1.3.4　OpenTP1ファイルシステムの初期設定
OpenTP1管理者は，filmkfsコマンドで，キャラクタ型スペシャルファイル，または通
常ファイルを，OpenTP1ファイルシステムとして使用できる状態に初期設定します。

1.3.5　OpenTP1ファイルの作成
OpenTP1の filmkfsコマンドで初期設定した OpenTP1ファイルシステム上に，次の表
に示す OpenTP1ファイルを作成，初期設定します。

表 1-3　作成，初期設定する OpenTP1ファイルと使用する運用コマンド

OpenTP1ファイル 初期設定
する運用
コマンド

OpenTP1
ファイルを
作成する
OpenTP1
ファイルシ
ステム領域

備考

ステータスファイル stsinit システム用
OpenTP1
ファイルシ
ステム領域

ノード内に必須

ジャーナル関係のファイル システムジャー
ナルファイル

jnlinit

チェックポイン
トダンプファイ
ル

XARファイル xarinit ノード内に任意※ 1

ノードリストファイル namnlcre ノード内に任意
16



1.　環境設定
注※ 1
XAリソースサービスを使用するときに必要です。

注※ 2
TP1/Message Controlを使用するときに必要です。

注※ 3
TP1/Message Queueを使用するときに必要です。運用コマンドの詳細はマニュアル
「TP1/Message Queue 使用の手引」を参照してください。

ステータスファイル，システムジャーナルファイル，チェックポイントダンプファイル，
XARファイル，およびノードリストファイルは，システム用 OpenTP1ファイルシステ
ム領域内に作成してください。

次のファイルは，ユーザ用 OpenTP1ファイルシステム領域内に作成してください。

• メッセージキューファイル
• MQAキューファイル
• DAMファイル
• TAMファイル

なお，ISAMファイルについては，マニュアル「索引順編成ファイル管理 ISAM」を参
照してください。

1.3.6　OpenTP1ファイル以外のファイルの作成
OpenTP1を実行するためには，OpenTP1ファイル以外に次に示す OSのファイルが必
要です。

（1） ユーザが作成するファイル

ユーザが作成するファイルを次に示します。

メッセージキューファイル queinit ユーザ用
OpenTP1
ファイルシ
ステム領域

ノード内に任意※ 2

MQAキューファイル mqainit ノード内に任意※ 3

DAMファイル damload ノード内に任意

TAMファイル tamcre ノード内に任意

OpenTP1ファイル 初期設定
する運用
コマンド

OpenTP1
ファイルを
作成する
OpenTP1
ファイルシ
ステム領域

備考
17



1.　環境設定
• ユーザプログラムファイル
UAPの実行形式プログラムを格納するファイルです。

• MCF通信プロセスプログラムファイルおよび MCFアプリケーション起動プロセスプ
ログラムファイル
メッセージ制御機能を使用する場合に，作成するMCF通信プロセスの実行形式プロ
グラムおよびMCFアプリケーション起動プロセスの実行形式プログラムを格納する
ファイルです。

• 各種定義ファイル
OpenTP1の各種定義を格納するファイルです。
定義ファイルは，OSのテキストエディタを使用して，テキストファイルとして作成
します。

上記のファイルをユーザが作成するディレクトリ下に作成します。なお，ディレクトリ
$DCDIR/aplibと $DCDIR/confは，OpenTP1のインストール時に作成されます。

ユーザが作成するファイルとディレクトリを次の表に示します。

表 1-4　ユーザが作成するファイルとディレクトリ

注※ 1
プロセスサービス定義で変更できます。

注※ 2
ユーザサービス定義で変更できます。

注※ 3
インストール時または OSへの登録時に作成されるファイルですが，動作環境によっては定義
内容の変更が必要なファイルです。

ファイル ディレクトリ ファイル名 ファイル種別

ユーザプログラムファイル $DCDIR/aplib/※ 1 実行形式プログ
ラム名※ 2

実行形式ファ
イル

MCF通信プロセスプログラムファイル，
MCFアプリケーション起動プロセスプロ
グラムファイル

$DCDIR/lib/
servers/

実行形式プログ
ラム名

実行形式ファ
イル

各種定義ファイル システム環境定義 $DCDIR/conf/ env テキストファ
イル

システム環境定義以
外の定義

$DCCONFPATH/ 定義ファイル名 テキストファ
イル

システムサービス情
報定義

$DCDIR/lib/
sysconf/

システムサービ
ス情報定義ファ
イル名

テキストファ
イル

システムサービス共
通情報定義※ 3

$DCDIR/lib/
sysconf/

mcf テキストファ
イル
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1.　環境設定
（2） インストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレク
トリ

OpenTP1のインストール時に作成されるファイルを次に示します。

• OpenTP1プログラムファイル
OpenTP1のプログラムを格納するファイルです。
OpenTP1の実行形式ファイルと UAPの作成に使うファイルがあります。
• OpenTP1の実行形式ファイル：システムサービス，コマンド
• UAPの作成に使うファイル：ヘッダファイル，アーカイブファイル

• 定義解析用ファイル
OpenTP1の内部で，定義解析用に使用されるファイルです。

• メッセージオブジェクトファイル
メッセージテキストを格納するファイルです。

上記のファイルは，OpenTP1が作成するディレクトリ下に作成されます。

OpenTP1のインストール時，または OSへの登録時に作成されるディレクトリを次に示
します。

• ユーザプログラムファイルディレクトリ
ユーザプログラムファイルを格納するディレクトリです。

• 各種定義ファイルディレクトリ
OpenTP1の各種定義ファイルを格納するディレクトリです。

• システム管理情報ディレクトリ
システム管理情報を格納するディレクトリです。

• 退避コアファイルディレクトリ
退避コアファイルを格納するディレクトリです。

• コマンドログディレクトリ
コマンドログファイルを格納するディレクトリです。

• デッドロック情報ファイルディレクトリ
デッドロック情報，タイムアウト情報ファイルを格納するディレクトリです。

• トランザクション情報ディレクトリ
トランザクション情報を格納するディレクトリです。

• ジャーナル情報ディレクトリ
ジャーナル情報を格納するディレクトリです。

• プロセスサービス情報ディレクトリ
プロセスサービス情報を格納するディレクトリです。

• トランザクションジャーナルディレクトリ
トランザクションジャーナル情報を格納するディレクトリです。

• サーバリカバリジャーナルディレクトリ
サーバリカバリジャーナル情報を格納するディレクトリです。

• トランザクション制御用オブジェクト格納ディレクトリ
トランザクション制御用オブジェクトファイルを格納するディレクトリです。
19



1.　環境設定
• オンラインテスタ用ディレクトリ
オンラインテスタで使用するファイルを格納するディレクトリです。

• システム内部排他制御用ディレクトリ
OpenTP1内部の排他制御用の情報を格納するディレクトリです。

• システム内部同期制御用ディレクトリ
OpenTP1内部の同期制御用の情報を格納するディレクトリです。

インストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレクトリを次の表
に示します。

表 1-5　インストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレクトリ

（凡例）
－：ユーザは指定する必要がないことを示します。

注※

名称 ディレクトリ ファイル名

OpenTP1プログ
ラムファイル

OpenTP1サーバ $DCDIR/lib/servers/ －※

コマンド $DCDIR/bin/ －

ヘッダファイル $DCDIR/include/ －

アーカイブファイル $DCDIR/lib/ －

定義解析用ファイル $DCDIR/lib/sysconf/ －※

$DCDIR/lib/sysdef/ －

メッセージオブジェクトファイル $DCDIR/lib/ emsgtxt，jmsgtxt

ユーザプログラムファイルディレクトリ $DCDIR/aplib/ なし

各種定義ファイルディレクトリ $DCDIR/conf/ なし

システム管理情報ディレクトリ $DCDIR/etc/ －

退避コアファイルディレクトリ $DCDIR/spool/save/ なし

コマンドログディレクトリ $DCDIR/spool/cmdlog/ －

デッドロック情報ファイルディレクトリ $DCDIR/spool/dclckinf/ なし

トランザクション情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dctrninf/ なし

ジャーナル情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dcjnlinf/errinf/ なし

プロセスサービス情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dcprcinf/ なし

トランザクションジャーナルディレクトリ $DCDIR/spool/dctjlinf/ －

サーバリカバリジャーナルディレクトリ $DCDIR/spool/dcsjl/ －

トランザクション制御用オブジェクト格納
ディレクトリ

$DCDIR/spool/trnrmcmd/
userobj/

dc_trn_allrm.o

オンラインテスタ用ディレクトリ $DCDIR/spool/uto/ なし

システム内部排他制御用ディレクトリ $DCDIR/spool/olkfifs/ －

システム内部同期制御用ディレクトリ $DCDIR/spool/olkrsfs/ －
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1.　環境設定
MCFを使用する場合は，ファイルの作成が必要です。

（3） OpenTP1実行時に作成されるファイル

次に示すファイルは，オンライン実行時に OpenTP1によって動的に作成されます。

（a）通常作成されるファイル

OpenTP1実行時，通常作成されるファイルを次に示します。

• メッセージログファイル
OpenTP1が出力したシステムメッセージを格納するファイルです。

• MCFトレースファイル
TP1/Message Controlのトレース情報を格納するファイルです。

• スケジュールキュー情報ファイル
OpenTP1の内部で，スケジュールキュー情報を格納するファイルです。

• RPCトレースファイル
RPCトレースを格納するファイルです。

• トレース情報ダンプファイル
OpenTP1内部のトレース情報を格納するファイルです。

• 性能検証用トレース情報ファイル
性能検証用のトレース情報を格納するファイルです。

• 性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイル
性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• XAR性能検証用トレース情報ファイル
XAリソースサービスを使用したトランザクション連携の各種イベント（アプリケー
ションサーバからのトランザクション要求，OpenTP1のトランザクション処理）の
トレース情報を格納するファイルです。

• XAR性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイル
XAR性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• JNL性能検証用トレース情報ファイル
ジャーナルサービスのトレース情報を格納するファイルです。

• JNL性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイル
JNL性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• LCK性能検証用トレース情報ファイル
ロックサービスを使用した排他制御の各種イベントのトレース情報を格納するファイ
ルです。

• LCK性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイル
LCK性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• MCF性能検証用トレース情報ファイル
MCF性能検証用のトレース情報を格納するファイルです。

• MCF性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイル
MCF性能検証用トレース情報ファイルのバックアップファイルです。
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• TRNイベントトレース情報ファイル
トランザクションブランチで呼び出される XA関数やトランザクションサービス（ト
ランザクション管理サービス，トランザクション回復サービス，およびリソースマネ
ジャ監視サービス）の各種イベントのトレース情報を格納するファイルです。

• TRNイベントトレース情報ファイルのバックアップファイル
TRNイベントトレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• NAMイベントトレース情報ファイル
ネームサービスで実行される通信処理，キャッシュへのサービス情報の登録，削除な
どの各種イベントのトレース情報を格納するファイルです。

• NAMイベントトレース情報ファイルのバックアップファイル
NAMイベントトレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• プロセスサービスイベントトレース情報ファイル
プロセスサービスのトレース情報を格納するファイルです。

• プロセスサービスイベントトレース情報ファイルのバックアップファイル
プロセスサービスイベントトレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• FILイベントトレース情報ファイル
OpenTP1ファイルへのアクセス要求に対して，指定した値以上の処理時間が掛かっ
た場合にイベント情報を格納するファイルです。

• FILイベントトレース情報ファイルのバックアップファイル
FILイベントトレース情報ファイルのバックアップファイルです。

• RTSログファイル
リアルタイム統計情報を格納するファイルです。

• MCF稼働統計情報ファイル
MCFの稼働統計情報を格納するファイルです。

• UAPトレースデータファイル
UAPトレースのトレース情報を格納するファイルです。uap_trace_file_putオペラン
ドに Yを指定した場合にだけ作成されます。uap_trace_file_putオペランドは，次の
どれかの定義で指定します。
• システム共通定義
• ユーザサービスデフォルト定義
• ユーザサービス定義

• UAPトレースデータファイルのバックアップファイル
UAPトレースのトレース情報を格納するファイルのバックアップファイルです。

なお，OpenTP1実行時には，システムサービス，およびユーザサーバのカレントワーキ
ングディレクトリも作成されます。

OpenTP1実行時に作成されるファイルは，OpenTP1が作成するディレクトリ下に作成
されます。通常作成されるファイルとディレクトリを次の表に示します。
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1.　環境設定
表 1-6　通常作成されるファイルとディレクトリ

名称 ディレクトリ ファイル名

メッセージログファイル $DCDIR/spool/ dclog1，および dclog2

MCFトレースファイル※ 1 $DCDIR/spool/ mcftAXXZZ※ 2

スケジュールキュー情報ファ
イル

$DCDIR/spool/ scdqid1，および scdqid2

RPCトレースファイル $DCDIR/spool/ rpctr1，および rpctr2※ 3

トレース情報ダンプファイル $DCDIR/spool/save/ dcmtrdp1，および dcmtrdp2

性能検証用トレース情報ファ
イル

$DCDIR/spool/dcprfinf/ prf_nnn※ 4

性能検証用トレース情報ファ
イルのバックアップファイル

$DCDIR/spool/save/ prf_nnn.bk1※ 5，および

prf_nnn.bk2※ 5

XAR性能検証用トレース情
報ファイル

$DCDIR/spool/dcxarinf/ _xr_nnn※ 4

XAR性能検証用トレース情
報ファイルのバックアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/ _xr_nnn.bk1※ 5，および

_xr_nnn.bk2※ 5

JNL性能検証用トレース情報
ファイル

$DCDIR/spool/dcjnlinf/prfinf/ _jl_nnn※ 4

JNL性能検証用トレース情報
ファイルのバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _jl_nnn.bk1※ 5，および

_jl_nnn.bk2※ 5

LCK性能検証用トレース情
報ファイル

$DCDIR/spool/dclckinf/prf/ _lk_nnn※ 4

LCK性能検証用トレース情
報ファイルのバックアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/ _lk_nnn.bk1※ 5，および

_lk_nnn.bk2※ 5

MCF性能検証用トレース情
報ファイル

$DCDIR/spool/dcmcfinf/ _mc_nnn※ 4

MCF性能検証用トレース情
報ファイルのバックアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/ _mc_nnn.bk1※ 5，および

_mc_nnn.bk2※ 5

TRNイベントトレース情報
ファイル

$DCDIR/spool/dctrninf/trace/prf/ _tr_nnn※ 4

TRNイベントトレース情報
ファイルのバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _tr_nnn.bk1※ 5，および

_tr_nnn.bk2※ 5

NAMイベントトレース情報
ファイル

$DCDIR/spool/dcnaminf/ _nm_001，_nm_002，および
_nm_003

NAMイベントトレース情報
ファイルのバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _nm_nnn.bk1※ 5，および

_nm_nnn.bk2※ 5
23



1.　環境設定
（凡例）
－：ユーザは指定する必要がないことを示します。

注※ 1
TP1/Message Controlを使用するときだけ作成されます。

注※ 2
AXXZZ：

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：トレーススワップファイル識別子

注※ 3
ファイル名はシステム共通定義で変更できます。

注※ 4
nnn：それぞれ，次に示す定義の prf_file_countオペランドで指定した値を上限とし
た 001から始まる値です。
• 性能検証用トレース：性能検証用トレース定義

プロセスサービスイベントト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dcprcinf/ _pr_001，_pr_002，および
_pr_003

プロセスサービスイベントト
レース情報ファイルのバック
アップファイル

$DCDIR/spool/save/ _pr_nnn.bk1※ 5，および

_pr_nnn.bk2※ 5

FILイベントトレース情報
ファイル

$DCDIR/spool/dcfilinf/ _fl_001，_fl_002，および
_fl_003

FILイベントトレース情報
ファイルのバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _fl_nnn.bk1※ 5，および

_fl_nnn.bk2※ 5

RTSログファイル $DCDIR/spool/dcrtsinf/※ 6 rtslog[1～ 10]※ 6，※ 7

MCF稼働統計情報ファイル $DCDIR/spool/※ 8 mcfstc※ 8

カレントワーキングディレク
トリ※ 9

$DCDIR/tmp/home/サーバ名 .ID
※ 10/

－

UAPトレースデータファイ
ル

$DCDIR/tmp/home/サーバ名 .ID dcuat.map

UAPトレースデータファイ
ルのバックアップファイル

$DCDIR/spool/save/trc/※ 11 サーバ名 n.uatmap※ 12，および

サーバ名 _n.uatmap※ 12

名称 ディレクトリ ファイル名
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1.　環境設定
• XAR性能検証用トレース：XAR性能検証用トレース定義
• JNL性能検証用トレース：JNL性能検証用トレース定義
• LCK性能検証用トレース：LCK性能検証用トレース定義
• MCF性能検証用トレース：MCF性能検証用トレース定義
• TRNイベントトレース：TRNイベントトレース定義

注※ 5
nnn：バックアップ元のファイル名に対応した値です。

注※ 6
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_nameオペランドの指定を省略し
た場合，このディレクトリに RTSログファイルが作成されます。

注※ 7
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_countオペランドに指定した値分
ファイルを作成します。

注※ 8
運用コマンド（mcfstats）で出力ファイル名を省略したとき，このディレクトリに
このファイルが作成されます。

注※ 9
カレントワーキングディレクトリはシステム共通定義の prc_current_work_pathオ
ペランドを設定することによって変更できます。

注※ 10
ユーザ環境設定コマンドの場合，サーバ名は '_usrcmd'と表示されます。IDは 1以
上の通番です。ただし，運用コマンド（dcstart，dcstop，dcsvstart，および
dcsvstop），およびユーザ環境設定コマンドには，'.ID'は付きません。

注※ 11
プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドを指定している場合，ディ
レクトリは，「（prc_coresave_path指定値）/trc/」となります。

注※ 12
n：ファイルの通番（1～ 3）です。

（b）障害時に作成されるファイル

障害時に作成されるファイルを次に示します。

• 共用メモリダンプファイル
OpenTP1が出力した共用メモリの内容を格納するファイルです。

• 退避コアファイル
異常終了したプロセスのコアファイルを退避するファイルです。

• デッドロック，タイムアウト情報ファイル
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1.　環境設定
デッドロック情報，タイムアウト情報を格納するファイルです。
不要となったファイルは削除してください。

• MCFダンプファイル
TP1/Message Controlのダンプを格納するファイルです。

• MCF共用メモリダンプファイル
メッセージ送受信関連のシステムサービスで障害が発生したときに，共用メモリプー
ル中の，TP1/Message Controlが出力した内容を格納するファイルです。

• 未決着トランザクション情報ファイル
障害発生時，未決着のトランザクション情報を格納するファイルです。
不要となったファイルは削除してください。

• 不正ジャーナル情報ファイル
ジャーナルを読み込むときに不正なジャーナルを検知した場合，その不正なデータを
格納するファイルです。

• 入出力キューの内容複写ファイル
入出力キューの内容複写コマンド（mcftdmpqu）を実行したときに，入出力キューの
内容を格納するファイルです。

• UAPトレース編集出力ファイル
UAPが異常終了した場合に，UAPのトレース情報を自動的に編集出力して格納する
ファイルです。

• OpenTP1デバッグ情報ファイル
UAPが異常終了した場合に，OpenTP1の情報を格納するファイルです。

OpenTP1実行時に作成されるファイルは，OpenTP1が作成するディレクトリ下に作成
されます。障害時に作成されるファイルとディレクトリを次の表に示します。

表 1-7　障害時に作成されるファイルとディレクトリ

名称 ディレクトリ ファイル名

共用メモリダンプファイル $DCDIR/spool/ Linuxの場合
shmdump[1～ 3].gz，およ
び shmdump.XXX※ 1[1～
3].gz

その他の場合
shmdump[1～ 3].Z，および
shmdump.XXX※ 1[1～ 3].Z

退避コアファイル $DCDIR/spool/save/※ 2 サーバ名 n※ 3

デッドロック，タイムアウト
情報ファイル

$DCDIR/spool/dclckinf/ ファイル名※ 4

MCFダンプファイル※ 5 $DCDIR/spool/ mcfdKAXXZZ※ 6

MCF共用メモリダンプファ
イル※ 5

$DCDIR/spool/ mcfsAXXY※ 7

未決着トランザクション情報
ファイル

$DCDIR/spool/dctrninf/ ファイル名※ 8
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1.　環境設定
注※ 1
XXX：リソースマネジャ名（dam，tam，ist，ism）

注※ 2
プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドを指定している場合，退避
コアファイルは，prc_coresave_pathオペランドに指定したディレクトリに退避しま
す。

注※ 3

n：退避コアファイルの通番（1～ 3）
ただし，サーバが強制停止時（dcsvstop -dfコマンドもしくは prckillコマンド
を実行したとき，または実時間監視タイムアウトになったとき）に出力される
コアファイルには，通番は付きません。なお，プロセスサービスのコアファイ
ルが 'core'という名称で，ディレクトリに取得されることがあります。また，
ユーザ環境設定コマンドが異常終了した場合，そのコアファイルは '_usrcmd'
に通番（1～ 3）が付いた名称で退避されます。

注※ 4
デッドロック検知日時を基に決定されます。ファイル名の長さは日付が 1けたか 2
けたかによって異なります。

（例）
10月 3日 6時 29分 56秒のとき…Oct3062956
10月 10日 18時 6分 0秒のとき…Oct10180600

注※ 5
TP1/Message Controlを使用するときだけ作成されます。

注※ 6
KAXXZZ：

K：プロセス種別
m：MCFマネジャプロセス
c：MCF通信サービスまたはMCFアプリケーション起動サービス
u：ユーザサービスその他

不正ジャーナル情報ファイル $DCDIR/spool/dcjnlinf/errinf/ r_n※ 9

入出力キューの内容複写ファ
イル

$DCDIR/spool/ ファイル名※ 10

UAPトレース編集出力ファ
イル

$DCDIR/spool/save サーバ名 n※ 11.uat

OpenTP1デバッグ情報ファ
イル

$DCDIR/spool/save サーバ名 n※ 11.deb

名称 ディレクトリ ファイル名
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1.　環境設定
AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：ダンプ通番（01～ 99）

注※ 7
AXXY：

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義のmcfmenv -mの idオペランドで指定したMCFマネ
ジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義のmcftenv -sで指定したMCF通信プロセス識別子

Y：ファイルの通番（1～ 3）

注※ 8
rl＋トランザクションサービス開始時刻（16進数 8けた）がファイル名になりま
す。

注※ 9
n：不正なデータを検知したジャーナルの世代番号（16進表示）

注※ 10
入出力キューの内容複写コマンド（mcftdmpqu）で指定されたファイル名

注※ 11
n：ファイルの通番（1～ 3）

（c）OpenTP1内部処理用のファイル

(a)，(b)に示したファイル以外に，$DCDIR/spool/と $DCDIR/tmp/の下には，
OpenTP1内部処理用のファイルがあります。ユーザは勝手に変更しないようにしてくだ
さい。なお，$DCDIR/tmp/下の内部処理用のファイルは，OpenTP1を開始するとすべ
てクリアされます。

（d）OpenTP1が使用する OS用のファイル

OpenTP1は，/dev/consoleや /dev/nullを標準入出力で使用します。/dev/consoleおよび
/dev/nullのパーミッションは変更しないでください。変更されたパーミッションによっ
ては，動作を保証できなくなります。

1.3.7　リソースマネジャの登録
OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールするときのトランザクションサービス
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制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式プログラムには，リ
ソースマネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルはリンケージさ
れていません。dcsetupコマンド実行時，インストールされている OpenTP1のプログラ
ムプロダクトを判断し，自動的に OpenTP1提供のリソースマネジャ（DAM，TAM，
MCF，ISAM，MQA）の XAインタフェース用オブジェクトファイルをリンケージしま
す。そのため，OpenTP1下でそのほかのリソースマネジャを使用したトランザクション
を実行する場合は，dcsetupコマンド実行後，OpenTP1を開始する前に，OpenTP1の
trnlnkrmコマンドで OpenTP1提供以外のリソースマネジャを登録してください。
trnlnkrmコマンドを実行すると，トランザクションサービス制御用実行形式プログラ
ム，クライアントサービス実行形式プログラム，および標準トランザクション制御用オ
ブジェクトファイルが再作成されます。

なお，OpenTP1以外が提供するリソースマネジャを使用する場合については，マニュア
ル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

1.3.8　トランザクション制御用オブジェクトファイルの作成
OpenTP1下で動作する UAPがトランザクション内でリソースマネジャにアクセスする
場合，その UAPにトランザクション制御用オブジェクトファイルをリンケージする必要
があります。

OpenTP1に登録されているすべてのリソースマネジャをアクセスする UAPの場合は，
OpenTP1が提供する標準トランザクション制御用オブジェクトファイルの
dc_trn_allrm.o（dcsetupコマンド実行時に作成され，trnlnkrmコマンド実行時に再作
成される $DCDIR/spool/trnrmcmd/userobj下のファイル）をリンケージします。

OpenTP1に登録されている一部のリソースマネジャだけをアクセスする UAPの場合は，
trnmkobjコマンドでトランザクション制御用オブジェクトファイルを作成して，UAP
にリンケージします。

トランザクション内でリソースマネジャにアクセスしないUAPの場合は，トランザク
ション制御用オブジェクトファイルをリンケージする必要はありません。ただし，
trnlnkrmコマンドでリソースマネジャの登録状態を変更した場合，標準トランザクショ
ン制御用オブジェクトファイルをリンケージしているUAPは，再びリンケージする必要
があります。

ただし，グローバルトランザクションを構成するすべてのUAPに，同じリソースマネ
ジャをリンケージすると，コミット処理を最適化（プロセス間通信を抑止）できて，ト
ランザクション性能が向上します。

OpenTP1を開始する前に，トランザクション制御用オブジェクトファイルと，リソース
マネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルを UAPにリンケージし
てください。
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1.3.9　システム共通定義の変更
dcresetコマンドを使用すると，OpenTP1管理者がシステム共通定義を変更できます。
dcresetコマンドを実行すると，システム共通定義の変更した内容が OpenTP1に反映さ
れます。dcresetコマンドで定義を変更する場合は，OpenTP1正常終了後に実行してく
ださい。OpenTP1オンライン中に実行すると，システムダウンします。

dcresetコマンドを使用する場合は，dcsetup -dと dcsetupコマンドを実行（定義の削除
と登録）する必要はありません。スーパユーザがシステム共通定義の変更内容を
OpenTP1に反映する場合に，dcsetup -dと dcsetupコマンドを実行します。
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1.　環境設定
1.4　TP1/Message Control実行のための準備

TP1/Message Controlは，OpenTP1プロセスサービスによって起動されます。TP1/
Message Controlの通信サービスを起動するためには，ユーザがMCFメイン関数をコー
ディングする必要があります。

ここでは，TP1/Message Controlを実行するためにユーザが準備することを説明します。
なお，以降 TP1/Message Controlを「MCF」と呼びます。

1.4.1　MCF通信サービスの MCFメイン関数の作成方法
プロトコルごとのメッセージ送受信機能を使用する場合，MCF通信サービス用のMCF
メイン関数をコーディングし，コンパイルおよびリンケージしてください。

MCFメイン関数ではスタート関数（dc_mcf_svstart）を発行します。

UOCを使用する場合は，MCFメイン関数でUOCの関数アドレスを指定してください。
UOCは，MCFメイン関数と同じ言語（K&R版 C，ANSI C，または C++）で作成して
ください。

なお，TP1/NET/XMAP3プロトコル使用時は，UOC内で使用するマッピングサービス
を，あらかじめMCFメイン関数で開始しておく必要があります。マッピングサービスの
開始については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/XMAP3編」を参照して
ください。

プロトコルと UOCを定義するMCFメイン関数のコーディング概要を図 1-5と図 1-6に
示します。

図 1-5　プロトコルと UOCを定義する MCFメイン関数のコーディング概要（ANSI Cと
C++の場合）
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1. プロトコル提供ヘッダファイルを取り込みます。
dcm×××× .hの××××はプロトコルごとに変わります。各プロトコルのマニュ
アルを参照してください。

2. 使用する UOCの関数を extern宣言します。UOCのリターン値は DCLONG型にし
てください。
これらの UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

3. UOCテーブルを extern宣言します。
2の UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

4. 各 UOCの関数アドレスを，次に示すシステム提供変数に設定します。
dcmcf_uoctbl.msgrcv    /*入力メッセージ編集UOCアドレス */
dcmcf_uoctbl.msgsend   /*出力メッセージ編集 UOCアドレス */
これらの UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

5. スタート関数を発行します。必ずコーディングしてください。

 

図 1-6　プロトコルと UOCを定義する MCFメイン関数のコーディング概要（K&R版 C
の場合）

1. プロトコル提供ヘッダを取り込みます。
dcm×××× .hの××××はプロトコルごとに変わります。各プロトコルのマニュ
アルを参照してください。

2. 使用する UOCの関数を extern宣言します。UOCのリターン値は DCLONG型にし
てください。
これらの UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

3. UOCテーブルを extern宣言します。
2の UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

4. 各 UOCの関数アドレスを，次に示すシステム提供変数に設定します。
dcmcf_uoctbl.msgrcv   /*入力メッセージ編集 UOCアドレス */
dcmcf_uoctbl.msgsend  /*出力メッセージ編集 UOCアドレス */
これらの UOCを使用する場合だけコーディングしてください。
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1.　環境設定
5. スタート関数を発行します。必ずコーディングしてください。

1.4.2　アプリケーション起動サービスの MCFメイン関数の
作成方法

アプリケーション起動機能とMCFイベント処理用MHPを使用する場合，プロトコル用
とは別に，アプリケーション起動サービス用にMCFメイン関数をコーディングし，コン
パイルおよびリンケージしてください。

MCFメイン関数ではスタート関数（dc_mcf_svstart）を発行します。

タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合は，アプリケーション起動サービス用のメ
イン関数で，タイマ起動引き継ぎ決定UOCのアドレスを指定してください。タイマ起動
引き継ぎ決定 UOCは，MCFメイン関数と同じ言語（K&R版 C，ANSI C，または
C++）で作成してください。タイマ起動引き継ぎ決定 UOCについては，マニュアル
「OpenTP1 プログラム作成リファレンス C言語編」を参照してください。

アプリケーション起動サービス用のMCFメイン関数のコーディング概要を図 1-7と図
1-8に示します。

図 1-7　アプリケーション起動サービス用のMCFメイン関数のコーディング概要（ANSI 
Cと C++の場合）

1. アプリケーション起動サービス提供のヘッダファイルを取り込みます。
2. 使用する UOCの関数を extern宣言します。UOCのリターン値は DCLONG型にし
てください。
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

3. UOCテーブルを extern宣言します。
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

4. タイマ起動引き継ぎ決定 UOCの関数アドレスを，次に示すシステム提供変数に設定
します。
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dcmcf_uoctbl.rrntime   /*タイマ起動引き継ぎ決定UOCアドレス */
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

5. スタート関数を発行します。必ずコーディングしてください。

　

図 1-8　アプリケーション起動サービス用の MCFメイン関数のコーディング概要（K&R
版 Cの場合）

1. アプリケーション起動サービス提供のヘッダファイルを取り込みます。
2. 使用する UOCの関数を extern宣言します。UOCのリターン値は DCLONG型にし
てください。
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

3. UOCテーブルを extern宣言します。
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

4. タイマ起動引き継ぎ決定 UOCの関数アドレスを，次に示すシステム提供変数に設定
します。
dcmcf_uoctbl.rrntime    /*タイマ起動引き継ぎ決定 UOCアドレス */
タイマ起動引き継ぎ決定 UOCを使用する場合だけコーディングしてください。

5. スタート関数を発行します。必ずコーディングしてください。

1.4.3　MCFメイン関数のディレクトリへの組み込み
MCFメイン関数のディレクトリへの組み込み方法の概要を次の図に示します。
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図 1-9　MCFメイン関数のディレクトリへの組み込み方法の概要

注※
MCF実行形式プログラム名は，先頭がmcfuで始まる 8文字以内の名称を指定して
ください。

1.4.4　MCFサービス名の登録
MCFを実行するために，MCFサービス名をシステムサービス構成定義で定義しておく
必要があります。

MCFサービス名はMCFマネジャ定義オブジェクトファイル名と一致させてください。

1.4.5　システムサービス情報定義ファイルの作成
システムサービス情報定義ファイルを OSのテキストエディタで作成します。作成する
ファイルのパス名は，「$DCDIR/lib/sysconf/システムサービス情報定義ファイル名」と
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1.　環境設定
してください。

定義形式を次に示します。

 
set module = "MCF実行形式プログラム名"
set fixpriority = 52
 

module
ユーザが作成したMCF通信サービス，またはアプリケーション起動サービスの
MCF実行形式プログラム名を指定します。
MCF実行形式プログラム名は，先頭がmcfuで始まる 8文字以内の名称としてくだ
さい。

fixpriority
OSの固定プロセス実行優先度として 52を指定します。

1.4.6　定義オブジェクトファイルの作成
定義オブジェクトファイルを次の手順で作成します。

ただし，開始から再開始の間に定義オブジェクトファイルを変更してはなりません。変
更した場合，再開始の動作は保証できません。

1. OSのテキストエディタを使用して，MCFの定義ファイルから，次に示す定義ソース
ファイルを作成します。
• MCFマネジャ定義ソースファイル
• MCF通信構成定義の共通定義ソースファイル
• MCF通信構成定義のデータコミュニケーション定義ソースファイル
• MCFアプリケーション定義ソースファイル

2. MCF定義オブジェクト生成ユティリティを使用して，定義ソースファイルから，次
に示すオブジェクトファイルを作成します。
• MCFマネジャ定義オブジェクトファイル
• MCF通信構成定義の共通定義オブジェクトファイル
• MCF通信構成定義のデータコミュニケーション定義オブジェクトファイル
• MCFアプリケーション定義オブジェクトファイル

3. MCF定義結合ユティリティを使用して，MCF通信構成定義の，共通定義とデータコ
ミュニケーション定義のオブジェクトファイルを結合します。

定義オブジェクトファイルの作成方法の概要を次の図に示します。
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図 1-10　定義オブジェクトファイルの作成方法の概要

注※ 1
次に示すコマンドで生成します。
 
mcf××××△-i△〔パス名〕入力ファイル名△-o△〔パス名〕出力オブジェクト
ファイル名
 

mcf××××は，ソースファイルごとに異なります。
mcfmngr：MCFマネジャ定義ソースファイル
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mcfcomn：MCF通信構成定義ソースファイル
mcfosua：MCF通信構成定義の TP1/NET/User Agentプロトコル固有定義ソー
スファイル
mcftcp：MCF通信構成定義の TP1/NET/TCP/IPプロトコル固有定義ソース
ファイル
mcfostp：MCF通信構成定義の TP1/NET/OSI-TPプロトコル固有定義ソース
ファイル
mcfxp：MCF通信構成定義の TP1/NET/XMAP3プロトコル固有定義ソース
ファイル
mcfosnf：MCF通信構成定義の TP1/NET/OSAS-NIFプロトコル固有定義ソー
スファイル
mcfhdlcs：MCF通信構成定義の TP1/NET/HDLCプロトコル固有定義ソース
ファイル
mcfhsc1：MCF通信構成定義の TP1/NET/HSCプロトコル固有定義ソースファ
イル（HSC1手順の場合）
mcfhsc2：MCF通信構成定義の TP1/NET/HSCプロトコル固有定義ソースファ
イル（HSC2手順の場合）
mcfx25：MCF通信構成定義の TP1/NET/X25プロトコル固有定義ソースファ
イル
mcfhnanf：MCF通信構成定義の TP1/NET/HNA-NIFプロトコル固有定義ソー
スファイル
mcfslup2：MCF通信構成定義の TP1/NET/Secondary Logical Unit - TypeP2
プロトコル固有定義ソースファイル
mcfncsb：MCF通信構成定義の TP1/NET/NCSBプロトコル固有定義ソース
ファイル
mcfhna560：MCF通信構成定義の TP1/NET/HNA-560/20プロトコル固有定義
ソースファイル
mcfapli：MCFアプリケーション定義ソースファイル
mcfslup1：MCF通信構成定義の TP1/NET/Secondary Logical Unit - TypeP1
プロトコル固有定義ソースファイル
mcfx25ex：MCF通信構成定義の TP1/NET/X25-Extendedプロトコル固有定義
ソースファイル
mcfhna56s：MCF通信構成定義の TP1/NET/HNA-560/20 Data 
Transportation Supportプロトコル固有定義ソースファイル

注※ 2
次に示すコマンドで，MCF通信構成定義の二つのオブジェクトファイルを結合しま
す。
 
mcflink△-i△共通定義オブジェクトファイル名△データコミュニケーション定義
オブジェクトファイル名△-o△出力オブジェクトファイル名
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1.　環境設定
1.4.7　コマンドログ取得のための準備
MCF関連の運用コマンドのコマンドログを取得するためには環境変数を設定する必要が
あります。環境変数の設定についての詳細は，「3.6.2(2)　コマンドログの取得方法」を
参照してください。
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第 2編　OpenTP1の運用

2　 OpenTP1の開始と終了
OpenTP1の開始方法と終了方法について説明します。

2.1　開始

2.2　終了
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2.　OpenTP1の開始と終了
2.1　開始
OpenTP1の開始方法と開始モードについて説明します。

2.1.1　開始方法
OpenTP1の開始方法には，次の二つがあります。

• 自動開始
自動的に開始する方法です。

• 手動開始
OpenTP1の開始コマンド（dcstart）を入力して開始する方法です。

2.1.2　開始モード
OpenTP1の開始モードには，次の二つがあります。

• 正常開始
前回のオンラインが正常に終了して引き継ぐ情報がないとき，または新たに
OpenTP1を開始するときのモードです。

• 全面回復による再開始
前回のオンラインの終了状態を引き継いで開始するときのモードです。
以降「再開始」と呼びます。

2.1.3　開始方法の決定
開始方法は，システム環境定義（mode_conf）の指定内容によって決まります。

（1） システム環境定義で AUTOを指定

開始方法は自動開始になります。

（2） システム環境定義で MANUAL1を指定

開始方法は手動開始になります。

ただし，前回の OpenTP1が異常終了の場合は自動的に再開始します。

（3） システム環境定義で MANUAL2を指定

開始方法は手動開始になります。

2.1.4　開始形態の決定
開始方法と開始モードの組み合わせを開始形態といいます。
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2.　OpenTP1の開始と終了
開始形態は，前回の終了モードとシステム環境定義（mode_conf）の指定内容によって
決定されます。

開始形態の決定を次の表に示します。

表 2-1　開始形態の決定

注※ 1
OS起動時は自動開始となります。

注※ 2
dcstart -nコマンドで強制的に正常開始することもできます。ただし，強制的に正常
開始すると前回仕掛り中の情報は失われます。

注※ 3
OS起動時は手動開始となります。

また，MCF構成変更再開始を使用する場合の開始形態については，「5.10.3(2)　MCF構
成変更再開始機能による OpenTP1の再開始」を参照してください。

開始形態決定の条件 開始形態

前回の終了モード mode_confの指定値 開始方法 開始モード

正常終了 AUTO 手動※ 1 正常開始

MANUAL1 手動

MANUAL2

強制正常終了 AUTO 手動※ 1 正常開始

MANUAL1 手動

MANUAL2

計画停止 A AUTO 手動※ 1 再開始

MANUAL1 手動 再開始※ 2

MANUAL2

計画停止 B AUTO 手動※ 1 再開始

MANUAL1 手動 再開始※ 2

MANUAL2

強制停止 AUTO 手動※ 1 再開始

MANUAL1 手動 再開始※ 2

MANUAL2

異常終了 AUTO 自動 再開始

MANUAL1 自動※ 3

MANUAL2 手動 再開始※ 2
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2.2　終了
OpenTP1の終了モードと終了方法について説明します。

2.2.1　終了モード
OpenTP1の終了モードについて説明します。

（1） 正常終了

新しいサービス要求の受け付けを禁止し，スケジュールキュー上のすべてのサービス要
求の処理完了後，OpenTP1が終了します。

MCFを使用している場合，入力キュー，および出力キュー上のすべてのメッセージの処
理が完了後，OpenTP1は終了します。このため，正常終了の際，MCFは滞留メッセー
ジが 0件になるのを，入力キュー，出力キューの順番で監視します。監視時間は，MCF
通信構成定義のタイマ定義（mcfttim）で指定します。

キューを監視している間，一定間隔でログメッセージ（KFCA16532-I～ KFCA16537-I）
が出力されます。ただし，このログメッセージは，MCFマネジャ定義のログメッセージ
出力抑止定義（mcfmsmsg）で出力を抑止できます。

正常終了中に，入力キュー，出力キューに対して，新たなメッセージの入力が連続して
（または断続的に）発生すると，「正常終了が終わらない」，「OpenTP1システムがダウン
する」，「ERREVTAが起動される」という事象を発生させる場合があるので，ご注意く
ださい。

（2） 強制正常終了

運用中に異常終了したサーバがあっても，(1)の正常終了と同じように，新しいサービス
要求の受け付けを禁止し，スケジュールキュー上のすべてのサービス要求の処理完了後，
OpenTP1が終了します。

この終了モードは，運用中に UAPなどのサーバが異常終了しても，システムは正常に終
了できます。

また，強制正常終了のあとは正常開始になるため，前回のオンラインの状態は引き継ぎ
ません。

（3） 計画停止 A

新しいサービス要求の受け付けを禁止し，スケジュールキュー上のすべてのサービス要
求の処理を完了したあと，OpenTP1が終了します。

MCFを使用している場合，入力キュー上の未処理メッセージはすべて処理されます。こ
のため，計画停止 Aの際，MCFは，入力キュー上の滞留メッセージが 0件になるまで
44



2.　OpenTP1の開始と終了
監視します。監視時間は，MCF通信構成定義のタイマ定義（mcfttim）で指定します。

キューを監視している間，一定間隔でログメッセージ（KFCA16532-I，KFCA16533-I，
KFCA16536-I，KFCA16537-I）が出力されます。ただし，このログメッセージは，
MCFマネジャ定義のログメッセージ出力抑止定義（mcfmsmsg）で出力を抑止できま
す。

計画停止 A中に，入力キューに対して，新たなメッセージの入力が連続して（または断
続的に）発生すると，「計画停止 Aが終わらない」，「OpenTP1システムがダウンする」
という事象を発生させる場合があるので，ご注意ください。

なお，出力キュー上の未送信メッセージは残ります。

オンラインを停止する時間になっても出力キュー上のメッセージを処理しきれなかった
場合には，計画停止 Aで OpenTP1を終了させます。

（4） 計画停止 B

現在実行しているサービスの完了を待って，OpenTP1が終了します。

スケジュールサービスは新しいサービス要求の受け付けを禁止し，現在処理中のサービ
ス要求だけを処理します。その他のサービス要求はすべて破棄されます。

MCFを使用している場合，メモリキューの入力キュー，および出力キュー上のメッセー
ジは破棄されます。ディスクキューの入力キュー上の未処理メッセージ，および出力
キュー上の未送信メッセージは残ります。

（5） MCF構成変更準備停止

終了モードMCF構成変更準備停止については，「5.10.3(1)　MCF構成変更再開始機能
による OpenTP1の終了」を参照してください。

（6） 強制停止

現在実行しているサービスの完了を待たないで，OpenTP1が直ちに終了します。

スケジュールキュー上のサービス要求はすべて破棄されます。

MCFを使用している場合，メモリキューの入力キュー，および出力キュー上のメッセー
ジは破棄されます。ディスクキューの入力キュー上の未処理メッセージ，および出力
キュー上の未送信メッセージは残ります。

（7） 異常終了

何らかの異常が発生すると，OpenTP1が全面停止します。

スケジュールキュー上のサービス要求はすべて破棄されます。

MCFを使用している場合，メモリキューの入力キュー，および出力キュー上のメッセー
ジは破棄されます。ディスクキューの入力キュー上の未処理メッセージ，および出力
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2.　OpenTP1の開始と終了
キュー上の未送信メッセージは残ります。

終了モードによるスケジュールキュー上のサービス要求，および入出力キュー上のメッ
セージの扱いを次の表に示します。

表 2-2　スケジュールキュー上のサービス要求，および入出力キュー上のメッセージの扱
い

（凡例）
○：すべて処理します。
△：残ります。
×：すべて破棄します。

2.2.2　終了方法
OpenTP1への終了要求は，運用コマンドで行います。

終了モードと運用コマンドを次に示します。

• 正常終了：dcstopコマンド
• 強制正常終了：dcstop -nコマンド
• 計画停止 A：dcstop -aコマンド
• 計画停止 B：dcstop -bコマンド
• MCF構成変更準備停止：dcstop -b -qコマンド※

• 強制停止：dcstop -fコマンド

注※
MCF構成変更準備停止を使用するためには，TP1/Message Control - Extension 1が
必要です。

なお，強制停止した場合に，仕掛り状態を引き継ぐ必要があるときは次回の OpenTP1
を再開始してください。引き継ぐ必要がないときは正常開始してください。

終了モード スケジュール
キュー上の
サービス要求

入力キュー上のメッセージ 出力キュー上のメッセージ

ディスク メモリ ディスク メモリ

正常終了 ○ ○ ○ ○ ○

強制正常終了 ○ ○ ○ ○ ○

計画停止 A ○ ○ ○ △ ×

計画停止 B × △ × △ ×

MCF構成変更
準備停止

× △ × △ ×

強制停止 × △ × △ ×
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2.　OpenTP1の開始と終了
2.2.3　注意事項
OpenTP1のシステムサービスを killコマンドで直接停止させると，OpenTP1は異常終
了します。
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3　 OpenTP1オンラインの運用
OpenTP1の正常時の運用方法について説明します。

3.1　サーバに関する運用

3.2　スケジュールに関する運用

3.3　トランザクションに関する運用

3.4　排他に関する運用

3.5　標準出力ファイルに関する運用

3.6　ログ機能

3.7　監査ログの運用

3.8　トレースに関する運用

3.9　共用メモリに関する運用

3.10　OpenTP1のドメインに関する運用

3.11　ノード自動追加機能を使用する運用

3.12　TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する運用

3.13　リモート API機能を使用する運用

3.14　OpenTP1の連続運転に関する運用

3.15　XAリソースサービスを使用する運用

3.16　JP1連携時の運用

3.17　リアルタイム統計情報サービスを使用する運用
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3.　OpenTP1オンラインの運用
3.1　サーバに関する運用

3.1.1　ユーザサーバの開始
ユーザサーバは，サーバ単位に開始できます。オンライン中の開始もできます。

ユーザサーバの開始方法には，次の二つがあります。

• ユーザサービス構成定義に従って，OpenTP1開始時に開始します。
この場合，システムサービス構成定義で uap_confを指定しておく必要があります。

• オンライン中に運用コマンド（dcsvstart -u）を入力して開始します。

ユーザサーバの開始を次の図に示します。

図 3-1　ユーザサーバの開始

3.1.2　ユーザサーバの終了
（1） 終了モード

ユーザサーバは，サーバ単位に終了できます。

ユーザサーバの終了モードには次の二つがあります。

• 正常終了
新しいメッセージの受け付けは禁止され，スケジュールキュー上のすべてのサービス
要求の処理が完了後，ユーザサーバは終了します。

• 強制停止
ユーザサーバをすぐに停止します。
スケジュールキュー上のサービス要求は破棄され，応答待ち状態のクライアントにエ
ラーリターンします。

（2） 終了方法

ユーザサーバの終了は，運用コマンドを使用して OpenTP1へ要求します。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
終了モードと運用コマンドを次に示します。

• 正常終了：dcsvstopコマンド
• 強制停止：dcsvstop -fコマンド

（3） ユーザサーバの終了形態と OpenTP1全体の終了形態との関係

ユーザサーバを強制停止すると，OpenTP1は正常終了できません。

ユーザサーバを再開始し，正常終了させたあと，OpenTP1を正常終了するか，または
OpenTP1を正常終了以外（強制正常終了，計画停止 A，計画停止 B，強制停止）で終了
させてください。

（4） ユーザサーバ（MHP）終了状態でのアプリケーション起動要求の扱いに
ついて

アプリケーションの起動要求が発生したとき，該当するMHPが開始されていない状態，
または正常終了・強制停止している状態であった場合，その起動要求は次のように扱わ
れます。

• メッセージ受信による起動要求：ERREVT2を起動
• UAPからの関数発行による起動要求：ERREVT2を起動（ただしタイマ起動の場合
は，ERREVT4を起動）

• MCFイベント発生によるMCFイベント処理用アプリケーション起動要求：廃棄

（5） 注意事項

ユーザサーバを killコマンドで直接停止させると，OpenTP1が異常終了することがあり
ます。

3.1.3　サーバの状態表示
ユーザサーバ，およびシステムサービスの状態を，prclsコマンドで表示できます。表示
内容はサーバの状態，プロセス IDなどです。

3.1.4　ユーザサーバ，およびユーザサーバから起動されるコ
マンドのサーチパス

（1） サーチパス名の表示と変更

OpenTP1がユーザサーバを開始するときに使用するサーチパスは，prcpathlsコマンド
で表示できます。

また，サーチパスは prcpathコマンドで変更できます。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
（2） サーチパスの引き継ぎ

プロセスサービス定義で prc_take_over_svpath=Yを指定すると，再開始時にサーチパ
スを引き継ぐことができます。ただし，次の場合は prc_take_over_svpath=Yを指定し
ても，パスは引き継ぎません。

• 系切り替えが発生した場合
• 前回のオンライン中にサーチパスの保存に失敗した場合
• ファイルからのサーチパスの回復に失敗した場合

（3） 注意事項

サーチパスに指定したディレクトリ間で，コマンド名が重複しないように注意してくだ
さい。コマンド名が重複している場合，正しいコマンドが起動しないで別のコマンドが
起動することがあります。また，コマンド名は，OpenTP1が提供するコマンド群
（$DCDIR/binの下）のコマンド名とも重複しないようにしてください。

3.1.5　ユーザサーバの入れ替え
OpenTP1実行中にユーザサーバを入れ替えることができます。

（1） サービス提供プログラム（SPP）の場合

次の手順でユーザサーバを入れ替えてください。

1. ユーザサーバを dcsvstopコマンドで終了します。

2. ユーザサーバを入れ替えます。必要ならユーザサービス定義も入れ替えます。

3. 入れ替えたユーザサーバを dcsvstartコマンドで開始します。

現在稼働中のユーザサーバがあるディレクトリとは別のディレクトリ下に，新しいユー
ザサーバを作ることもできます。この場合，次の手順で実行してください。

1. ユーザサーバを dcsvstopコマンドで終了します。

2. 別のディレクトリ下にユーザサーバを設定します。

3. prcpathコマンドで新しいディレクトリにパスを変更します。

4. 新しいユーザサーバを dcsvstartコマンドで開始します。

ただし，dcstartコマンドで OpenTP1を再開始すると，元のユーザサーバに戻ります。

（2） メッセージ処理プログラム（MHP）の場合

サービスグループ単位に，実行中のMHPを入れ替えることができます。

次の手順で入れ替えてください。

1. ユーザサーバ（サービスグループ）のスケジュールを mcftdctsgコマンドで閉塞しま
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3.　OpenTP1オンラインの運用
す。または，入力キューを mcfthldiqコマンドで保留します。

2. ユーザサーバを dcsvstopコマンドで終了します。

3. ユーザサーバを入れ替えます。

4. 入れ替えたユーザサーバを dcsvstartコマンドで再開始します。

5. 入れ替えたユーザサーバ（サービスグループ）のスケジュールを mcftactsgコマンド
で閉塞解除します。または，入力キューの保留を mcftrlsiqコマンドで解除します。

ユーザサーバ（サービスグループ）のスケジュールを閉塞している間に発生した起動要
求は，ディスクキューの場合，閉塞解除後に再スケジュールされます。メモリキューの
場合は，すでにスケジュールされたものを含めて，エラーイベントとなります。

また，スケジュールの閉塞（mcftdctsgコマンド）または入力キューの保留（mcfthldiq
コマンド）実行時に，-rオプションを指定すると，全面回復時には閉塞状態や保留状態
は引き継がれません。

3.1.6　ユーザサーバのプロセス
（1） プロセスの終了

ユーザサーバのプロセスを強制停止する場合は，dcsvstop -fコマンドを使用してユーザ
サーバを強制停止してプロセスを強制停止します。この場合，ユーザサーバのすべての
プロセスが強制停止します。

特定プロセスだけを強制停止する場合は，prckillコマンドを使用します。

prckillコマンドは，ユーザサービス定義，またはユーザサービスデフォルト定義の
prc_abort_signalオペランドで指定した，シグナル番号でプロセスを強制停止します。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
3.2　スケジュールに関する運用

3.2.1　スケジュールの状態表示
次のような場合，scdlsコマンドでスケジュールサービス下で動作するサーバのスケ
ジュール状態，またはサービスの状態を表示できます。

• サーバの状態を知りたいとき
• 現在のスケジュールキューの状態を知りたいとき
• サービス要求のキューイング数を知りたいとき
• サービスごとの閉塞状況を知りたいとき（ユーザサービス定義で service_hold=Yと指
定している場合）

表示内容は，スケジュールサービス下で動作するサーバの数，サーバ名，現在のサービ
ス要求キューイング数などです。

3.2.2　スケジュールの閉塞，および再開始
ユーザサーバに障害が発生したり，実行形式ファイルの入れ替えなどでユーザサーバの
スケジュールを停止したいときには，scdholdコマンドでスケジュールを閉塞します。
ユーザサービス定義で service_hold=Yと指定しておくと，サービス単位にスケジュール
を閉塞できます。ただし，MHP，およびシステムサービスに対するスケジュールの閉塞
はできません。MHPのスケジュールはmcftdctsvコマンドで閉塞してください。

スケジュールを閉塞すると，それ以降に発生したサービス要求，およびスケジュール
キュー上のサービス要求はエラーリターンされます。ただし，-pオプション指定の
scdholdコマンドを実行すると，スケジュールキュー上のサービス要求はスケジュールを
再開始するまで保持されます。また，スケジュール閉塞以降に発生したサービス要求も
受け付けられます。

scdholdコマンドで閉塞したスケジュールは，scdrlesコマンドで再開始できます。

再開始時に，スケジュールの閉塞状態を引き継げます。そのためには，ユーザサービス
定義で次の指定をしてください。

• receive_from=queue
• hold_recovery=Y

なお，ユーザサービス定義の指定によってもスケジュールは閉塞します。スケジュール
を閉塞する指定と条件を次に示します。

• hold=Yと指定し，ユーザサーバが 1回異常終了したとき
• term_watch_timeオペランドを指定し，指定した時間内に連続して 3回ユーザサーバ
が異常終了したとき
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3.　OpenTP1オンラインの運用
3.2.3　スケジュールの自動閉塞
（1） 異常終了時のメッセージ

MHPが異常終了した場合，サービスグループのスケジュールを自動閉塞して，異常終了
したMHPの受信メッセージをスケジュールキューの先頭に再スケジュールできます。
ただし，全面回復時には，MHPの受信メッセージは再スケジュールされません。

アプリケーション属性定義では，次のように指定してください。

   mcfaalcap -g srvghold  = s
                recvmsg   = r
             -d holdlimit = 1

サービスグループのスケジュール自動閉塞の指定の組み合わせによって，異常終了した
MHPのメッセージの扱いが異なります。次の表に異常終了時のメッセージの扱いを示し
ます。

表 3-1　異常終了時のメッセージの扱い

注※ 1
メモリキューはため込みません。

注※ 2
スケジュールキューの先頭にスケジュールされます。

（2） サービスグループ自動閉塞後に到着したメッセージ

サービスグループのスケジュールが自動閉塞した前後に，到着したメッセージの扱いを
表 3-2と表 3-3に示します。

表 3-2　ディスクキューのメッセージの扱い

アプリケーション属性定義の指定 メモリキュー ディスクキュー

サービスグループ
スケジュール自動
閉塞指定あり
（srvghold=s）

再スケジュール指
定あり
（recvmsg=r）

異常限界回数に達
している

ERREVT2※ 1 スケジュール待ち
状態※ 2

異常限界回数に達
していない

ERREVT2また
は ERREVT3

ERREVT2また
は ERREVT3

再スケジュール指定なし
（recvmsg=e，または省略）

ERREVT2また
は ERREVT3

ERREVT2また
は ERREVT3

サービスグループスケジュール自動閉塞指定なし
（srvghold=m，または省略）

ERREVT2また
は ERREVT3

ERREVT2また
は ERREVT3

閉塞種別 タイミング

閉塞前に到着して入力キューに登録してい
るメッセージ

閉塞後に到着したメッセージ

入力とスケジュールの
閉塞

スケジュール待ち状態になる。閉塞解除後
にMHPを起動する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。
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表 3-3　メモリキューのメッセージの扱い

（3） アプリケーション閉塞とサービス閉塞のメッセージ

アプリケーション閉塞やサービス閉塞をしたメッセージの扱いを表 3-4と表 3-5に示し
ます。

表 3-4　アプリケーション閉塞のメッセージの扱い

入力の閉塞 MHPを起動する。 ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

スケジュールの閉塞 スケジュール待ち状態になる。閉塞解除後
にMHPを起動する。

入力キューに登録してスケ
ジュール待ち状態になる。

閉塞種別 タイミング

閉塞前に到着して入力キューに登録してい
るメッセージ

閉塞後に到着したメッセージ

入力とスケジュールの
閉塞

ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

入力の閉塞 MHPを起動する。 ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

スケジュールの閉塞 ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

閉塞種別 タイミング

閉塞前に到着して入力キューに登録してい
るメッセージ

閉塞後に到着したメッセージ

入力とスケジュールの
閉塞

ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

入力の閉塞 MHPを起動する。 ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

スケジュールの閉塞 ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

閉塞種別 タイミング

閉塞前に到着して入力キューに登録してい
るメッセージ

閉塞後に到着したメッセージ
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表 3-5　サービス閉塞のメッセージの扱い

3.2.4　ノード間負荷バランス
OpenTP1は，サービス要求処理の負荷を分散して各ノードに振り分けています。

この負荷分散をノード間負荷バランスといいます。

（1） ノード間負荷バランス機能の前提条件

ノード間負荷バランス機能を使用するには，次の条件を満たしている必要があります。

• 複数のノードに同一のサービスを提供するユーザサーバが起動されている
• 各 OpenTP1ノード間は，システム共通定義の all_nodeオペランドに自分以外のノー
ドを定義することで，お互いの OpenTP1ノードで起動されているユーザサーバの情
報（ネーム情報）をやり取りしている

注
ノード間負荷バランス機能は，ノード間でユーザサーバの動作条件がほぼ同じであ
ることを前提としています。選択されるノードによって次に示す条件が大きく異な
る場合は，ノード間負荷バランス機能に不適当な環境ですので，同じ名前のサービ
スグループを複数のノードに配置しないでください。
• 公衆回線の回線料金などの通信コスト
• 回線速度
• 回線品質
• ノードの単体性能

（2） ノード間負荷バランス機能の運用形態

ノード間負荷バランス機能を使用する際の運用形態には，次の二つがあります。

サーバ側の判断でノード間負荷バランスを行う
サーバ側（TP1/Server Base）のスケジューラが，より負荷レベルの低いノードへ要
求を転送し，処理を実行します。

サーバからの負荷情報を基にクライアント側の判断でノード間負荷バランスを行う
この形態では，クライアントとして使用しているプログラムによって処理が異なり

閉塞種別 タイミング

閉塞前に到着して入力キューに登録してい
るメッセージ

閉塞後に到着したメッセージ

入力とスケジュールの
閉塞

ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

入力の閉塞 MHPを起動する。 ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。

スケジュールの閉塞 ERREVT2に対応する入力キューに再度登
録する。

ERREVT2に対応する入力
キューに登録する。
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ます。
• クライアントに TP1/Client/Pまたは TP1/Client/Wを使用
クライアント側（TP1/Client/Pまたは TP1/Client/W）は，サーバ側から得たサー
バの負荷レベルの情報を基に，クライアント側でサービス要求を行う OpenTP1
ノードを決めてから RPCを行います。

• クライアントに TP1/Server Baseを使用
クライアント側（TP1/Server Base）は，これから要求を出そうとしているサーバ
の負荷レベルをすでに知っているため，最初から負荷レベルの低いノードに対し
て RPCを行います。要求を受け取った時点で，スケジューラは負荷レベルの評価
による転送はしないで，自ノードで要求を処理できる状態であれば自ノードで処
理し，サーバが閉塞しているとき，および，自ノードのサーバの負荷レベルが
LEVEL2で，他ノードに負荷レベルの低いサーバがあるときだけ，ほかのノード
に対して処理要求を転送します。

ノード間負荷バランスを使用する場合は，次のように定義します。

表 3-6　ノード間負荷バランスを使用する場合の定義

（3） 負荷状態の参照

スケジュールサービス定義で scd_announce_server_status=Yを指定すると，OpenTP1
は，30秒以上の任意の間隔でサーバの負荷状態をすべてのノードに通知します。
OpenTP1は，サービス要求処理をサーバの負荷状態に応じたノードを選択してスケ

ノード間負荷バランスの
運用形態

種別 定義内容

サーバ側の判断で負荷分
散を行う

サーバ
（TP1/Server Base）

スケジュールサービス定義
• set scd_this_node_first = N(デフォルト )
• set scd_announce_server_status = Y(デ
フォルト )

クライアント
（TP1/Client/P，TP1/
Client/W）

クライアント環境定義
• dcscddirect = Y(TP1/Client/Pの場合 )
• dchostselect = Y(スケジュールの依頼をラン
ダムに変更したい場合だけ )

クライアント側の判断で
負荷分散を行う
（クライアントに TP1/
Client/P，TP1/Client/W
を使用）

サーバ
（TP1/Server Base）

スケジュールサービス定義
• scd_this_node_first=N(デフォルト )
• scd_announce_server_status=Y(デフォル
ト )

クライアント
（TP1/Client/P，TP1/
Client/W）

クライアント環境定義
• dccltloadbalance = Y
• dccltcachetim = xx(秒 )

クライアント側の判断で
負荷分散を行う
（クライアントに TP1/
Server Baseを使用）

サーバ
（TP1/Server Base）

スケジュールサービス定義
• scd_this_node_first=N(デフォルト )
• scd_announce_server_status=Y(デフォル
ト )クライアント

（TP1/Server Base）
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ジュールします。

scd_announce_server_status=Nを指定した場合は，サーバの負荷状態はほかのノードに
通知されません。したがって，OpenTP1はランダムにノードを選択してサーバをスケ
ジュールします。

scd_announce_server_statusオペランドの指定は，分散環境を構成するすべてのノード
で同じにしてください。指定が異なると，特定のノードに負荷が集中します。

次に示す両方の条件に該当する場合は，scd_announce_server_status=Nを指定してくだ
さい。

• 同一サービスグループが複数ノードに存在しない環境
• 通信コストの掛かる回線を使用しているなどの理由で，できるだけ通信をしたくない
環境

この場合，ノード間負荷バランスをする必要はありません。したがって，そのほかの
ノードにサーバの負荷状態を通知する必要もありません。
scd_announce_server_status=Yを指定すると，サーバの負荷状態を通知するために回線
を使用します。サーバが一つのノードだけで起動されている場合は，そのすべてのノー
ドで scd_announce_server_status=Nを指定して，サーバの負荷状態の通知を抑止して
ください。

（4） 自ノードの優先

ノード間負荷バランスでは，サーバが自ノードにあっても，必ず自ノードにスケジュー
ルされるとは限りません。

要求されたサーバが自ノードにある場合に，自ノードのサーバを優先してスケジュール
するときは，スケジュールサービス定義で scd_this_node_first=Yを指定してください。
ただし，要求されたサーバが自ノードにない場合，自ノードのサーバが過負荷状態や閉
塞状態などでスケジュールできない場合は，ほかのノードにスケジュールします。

ノード間の通信を少なくしたいシステムに有効です。

scd_announce_server_statusオペランドと scd_this_node_firstオペランドの組み合わせ
を次の表に示します。
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表 3-7　scd_announce_server_statusと scd_this_node_firstオペランドの組み合わせ

（5） ノード間負荷バランスとほかの機能との組み合わせ

ノード間負荷バランスをほかの機能と組み合わせて使用する場合の動作を次の表に示し
ます。

表 3-8　ノード間負荷バランスとほかの機能との組み合わせ

オペランド scd_announce_server_status

Y N

scd_this_node_first Y サーバの負荷状態をほかのノードに
通知します。負荷を考慮したノード
間ロードバランスになりますが，自
ノードにあるサーバが優先されま
す。

サーバの負荷状態をほかのノードに
通知しません。ランダムに選択され
たノードのサーバにスケジュールさ
れます。自ノードにサーバがある場
合で，スケジュールできるときは，
自ノードにスケジュールされます。

N サーバの負荷状態をほかのノードに
通知します。負荷を考慮したノード
間ロードバランスになります。スケ
ジュール可能な負荷の低いサーバの
ノードにスケジュールされます。

サーバの負荷状態をほかのノードに
通知しません。ランダムに選択され
たノードのサーバにスケジュールさ
れます。自ノードのサーバでも，自
ノードにスケジュールされない場合
があります。

組み合わせる機能 ノード間負荷バランスの
使用形態

動作

TP1/Clientで常設コ
ネクション

• サーバ側の判断で負荷分散を行
う

• クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに
TP1/Client/P，TP1/Client/W
を使用 )

TP1/Server Base側の CUP実行プロセ
スが，常設コネクションを張ったノード
で RPCを行うため，ノード間負荷バラ
ンスは，「クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに TP1/Server 
Baseを使用 )」と同じ結果になります。

TP1/Clientでトラン
ザクション制御 API

• サーバ側の判断で負荷分散を行
う

• クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに
TP1/Client/P，TP1/Client/W
を使用 )

TP1/Server Base側のトランザクショナ
ル RPC実行プロセスが RPCを行うた
め，ノード間負荷バランスは，「クライア
ント側の判断で負荷分散を行う (クライ
アントに TP1/Server Baseを使用 )」と
同じ結果になります。

リモート API機能 • サーバ側の判断で負荷分散を行
う

• クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに
TP1/Client/P，TP1/Client/W
を使用 )

• クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに
TP1/Server Baseを使用 )

TP1/Server Base側の rapサーバが実際
に RPCを行うため，ノード間負荷バラ
ンスは，「クライアント側の判断で負荷分
散を行う (クライアントに TP1/Server 
Baseを使用 )」と同じ結果になります。
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（6） ノード間負荷バランスの拡張機能

ノード間の負荷を分散するための拡張機能として，次の指定ができます。

● LEVEL0のノードへのスケジュール比率の指定
スケジュールサービス定義の schedule_rateオペランドを指定することによって，負
荷レベルが LEVEL0のノードへ優先的にスケジュールさせることができます。

●負荷監視のインタバル時間の指定
ユーザサービス定義およびユーザサービスデフォルト定義の loadcheck_intervalオペ
ランドを指定することによって，サービスグループごとに負荷監視インタバル時間を
指定できます。

●負荷レベルのしきい値の指定
ユーザサービス定義およびユーザサービスデフォルト定義の levelup_queue_countオ
ペランドおよび leveldown_queue_countオペランドを指定することによって，負荷レ
ベルを決定するしきい値（サービス要求滞留数）をサービスグループごとに指定でき
ます。

●通信障害時のリトライ回数の指定
スケジュールサービス定義の scd_retry_of_comm_errorオペランドを指定することに
よって，サービス要求のスケジュール時に通信障害が発生した場合でも，障害ノード
以外へのスケジュールをリトライさせることができます。
この指定をしない場合は，通信障害時に再スケジュールしないでエラーリターンしま
す。
なお，この機能は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。TP1/
Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了承く
ださい。

3.2.5　プロセス数の変更
scdchprcコマンドを使用して，ユーザサーバ，および一部のシステムサーバの常駐プロ
セス数や最大プロセス数を該当サーバ運用中に変更できます。プロセス数の変更によっ
てプロセス数の過不足が生じる場合には，プロセスの終了または生成をします。変更内
容の有効期間は該当サーバが終了（強制終了を含む）するまでであり，システムの全面
回復では引き継がれません。

なお，この機能は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。TP1/
Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了承くださ
い。

3.2.6　スケジュールキューの監視
クライアントからのサービス要求がサービス処理の段階で遅れ始めると，スケジュール
キューからサービス要求を取り出せないため，スケジュールキューにサービス要求が滞
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留する場合があります。

ユーザサービス定義の schedule_delay_limitオペランドにスケジュール遅延限界経過時
間を指定すると，サービス要求がスケジュールキューに滞留している時間を監視できま
す。スケジュールキューにサービス要求が登録されているにもかかわらず，サービス要
求が取り出されない状態が，スケジュール遅延限界経過時間を超えた場合，つまり，最
終キュー操作時刻と，スケジューラによるキューの状態チェック時刻との間隔が，
schedule_delay_limitオペランドに指定した時間を超えた場合，該当サーバごとに
KFCA00838-Wメッセージを出力します。

最終キュー操作時刻は次の契機で更新されます。

• スケジュールキューからサービス要求が取り出されるとき
• スケジュールキューに滞留しているサービス要求が 0の場合，スケジュールキューに
サービス要求が登録されるとき

また，ユーザサービス定義で schedule_delay_abort=Yを指定すると，KFCA00838-W
メッセージとともに KFCA00839-Eメッセージを出力して，スケジューラデーモンを強
制停止し OpenTP1をシステムダウンさせます。OpenTP1システムがホットスタンバイ
構成になっているシステムでは，サービス要求が滞留している状態を検知して系切り替
えを実行する契機になります。

schedule_delay_limitオペランドに 15を，schedule_delay_abortオペランドに Yを指
定した場合のスケジュールキューの監視の例を次の図に示します。
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図 3-2　スケジュールキューの監視の例（schedule_delay_limit=15，
schedule_delay_abort=Yの場合）
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● 説明

1. スケジューラがキューの状態をチェックします。
スケジュールキューに登録された，またはスケジュールキューから取り出されたサー
ビス要求はありません。サービス要求滞留時間は計算されないため，スケジュール遅
延限界経過時間とサービス要求滞留時間は照合されません。処理は続行されます。

2. 三つのサービス要求が登録されます。
一つ目，および二つ目のサービス要求は取り出され，処理が開始されます。
三つ目のサービス要求は，処理を行うシステムに空きがないため，滞留します。この
時点の最終キュー操作時刻は，11秒です。

3. スケジューラがキューの状態をチェックします。

この時点の最終キュー操作時刻は，11秒です。サービス要求滞留時間※ 1が 9秒間の
ため，スケジュール遅延限界経過時間に指定した値を超えていません。そのため，処
理は続行されます。

4. 一つ目のサービス要求の処理が完了します。
三つ目のサービス要求が，一つ目のサービス要求を処理していたシステムへ取り出さ

れ，処理が開始されます※ 2。この時点の最終キュー操作時刻は，27秒です。

5. 四つ目のサービス要求が登録されます。
二つ目，および三つ目のサービス要求が処理中で，処理を行うシステムに空きがあり
ません。そのため，四つ目のサービス要求は，スケジュールキューに滞留します。こ
の時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。

6. 五つ目のサービス要求が登録されます。
二つ目，および三つ目のサービス要求が処理中で，処理を行うシステムに空きがあり
ません。そのため，五つ目のサービス要求は，スケジュールキューに滞留します。こ
の時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。

7. スケジューラがキューの状態をチェックします。

この時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。サービス要求滞留時間※ 1が 2秒間の
ため，スケジュール遅延限界経過時間に指定した値を超えていません。そのため，処
理は続行されます。

8. スケジューラがキューの状態をチェックします。

この時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。サービス要求滞留時間※ 1は 12秒間
のため，スケジュール遅延限界経過時間に指定した値を超えていません。そのため，
処理は続行されます。

9. 六つ目のサービス要求が登録されます。
二つ目，および三つ目のサービス要求が処理中で，処理を行うシステムに空きがあり
ません。そのため，六つ目のサービス要求は，スケジュールキューに滞留します。こ
の時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。

10.スケジューラがキューの状態をチェックします。

この時点の最終キュー操作時刻は，28秒です。サービス要求滞留時間※ 1が 22秒間
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のため，スケジュール遅延限界経過時間に指定した値を超えています。そのため，
OpenTP1システムがダウンします。

注※ 1
サービス要求滞留時間は，スケジューラによるキューの状態チェックの時刻から，
最終キュー操作時刻を引いた値です。

注※ 2
三つ目のサービス要求は，実際には，16秒間（27秒－ 11秒）スケジュールキュー
に滞留しています。これは，スケジュール遅延限界経過時間の指定値を超えていま
す。
しかし，スケジュール遅延限界経過時間の指定値を超えているかどうかは，スケ
ジューラによるキューの状態チェックの時刻から，最終キュー操作時刻を引いた値
（30秒－ 28秒）で判断されます。したがって，処理は続行されます。

3.2.7　スケジュールキューの滞留監視
クライアントからのサービス要求がサービス処理の段階で遅れ始めると，スケジュール
キューからサービス要求を取り出せないため，スケジュールキューにサービス要求が滞
留する場合があります。

このとき，スケジュールキューに滞留するサービス要求を一定の時間間隔でユーザサー
バ単位に監視する機能を，スケジュールキューの滞留監視機能といいます。このスケ
ジュールキューの滞留監視機能はユーザサーバ（SPP）だけで有効です。スケジュール
キューにサービス要求が滞留する様子を次の図に示します。

図 3-3　スケジュールキューにサービス要求が滞留する様子

1. 何らかの理由によってサービス要求の処理が遅れる。

2. スケジュールキューからのサービス要求の取り出しが遅れる。
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3. サービス要求がスケジュールキューに滞留する。

スケジュールキューの滞留監視時にスケジュールキューに滞留しているサービス要求数
が，システム定義のオペランドに指定した値を超えた場合は，KFCA00833-Wメッセー
ジが出力されます。さらに，オペランドの指定によっては，そのあと KFCA00834-E
メッセージが出力され OpenTP1をシステムダウン（強制停止）させます。

（1） 指定するオペランド

スケジュールキューの滞留監視機能を使用するには，次に示すユーザサービス定義また
はユーザサービスデフォルト定義のオペランドを指定します。個々のオペランドの詳細
についてはマニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

1. stay_watch_queue_count
スケジュールキューの滞留監視判定を開始する際の判断になるサービス要求滞留数を
指定します。

2. stay_watch_check_rate
スケジュールキューの滞留監視判定で使用する，サーバが処理できるサービス要求の
処理率を指定します。

3. stay_watch_abort
スケジュールキューの滞留監視判定式を満たした場合に，OpenTP1をシステムダウ
ンさせるかどうかを指定します。

4. stay_watch_start_interval
スケジュールキューに滞留しているサービス要求数を監視するインタバル時間を指定
します。

5. stay_watch_check_interval
スケジュール滞留監視判定式を基に判定処理を行うインタバル時間を指定します。

上記のオペランドを指定できるユーザサーバは SPPだけです。これらのオペランドを
rapサーバ，MHPサーバに指定してもスケジュールキューの滞留監視機能は有効になり
ません。また，stay_watch_queue_countオペランドの指定を省略，または
stay_watch_queue_countオペランドに 0を指定した場合，上記 2.～ 5.のオペランドの
指定値は無効になるので注意してください。

（2） 処理の流れ

スケジュールキューの滞留監視の処理の流れを説明します。なお，ユーザサーバ（SPP）
はすでに起動されている状態とします。

1. stay_watch_start_intervalオペランドで指定した値を基に，一定の時間間隔でスケ
ジュールキューの監視を開始します。

2. スケジュールキューに滞留しているサービスの要求数が stay_watch_queue_countオ
ペランドの指定値を超えた時点でスケジュールキューの滞留監視判定区間に入り，滞
留監視判定が開始されます。
スケジュールキューの滞留監視判定が開始されると，スケジュールキューの滞留監視
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判定式によってスケジュールキューの滞留状況が判定されます。

スケジュールキューの滞留監視判定式

判定後の処理を次に示します。
• スケジュールキューの滞留監視判定式が成立しない場合
処理が続行されます。

• スケジュールキューの滞留監視判定式が成立し，stay_watch_abortオペランドに
Nを指定している場合
KFCA00833-Wメッセージが出力され，処理が続行されます。

• スケジュールキューの滞留監視判定式が成立し，stay_watch_abortオペランドに Y
を指定している場合
KFCA00833-Wメッセージ，および KFCA00834-Eメッセージが出力され，
OpenTP1をシステムダウンさせます。

3. スケジュールキューの滞留監視判定処理は stay_watch_check_intervalオペランドで
指定したインタバル時間で，ユーザサーバ単位の監視を行います。
スケジュールキューに滞留しているサービスの要求数が stay_watch_queue_countオ
ペランドで指定した値よりも少なくなった場合は，1.に戻ります。

（3） 処理の流れの例

ユーザサービス定義の各オペランドで次のように指定した場合のスケジュールキューの
滞留監視機能の処理の例を説明します。

ユーザサービス定義
set stay_watch_queue_count=30（個）
set stay_watch_check_rate=70（%）
set stay_watch_abort=Y
set stay_watch_start_interval=5（秒）
set stay_watch_check_interval=10（秒）
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図 3-4　スケジュールキューの滞留監視機能の処理の例

stay_watch_queue_count=30と指定しているため，図 3-4で C2から C5の区間および

C8以降の区間で，スケジュールキューの滞留監視判定が行われます。スケジュール

キューの滞留監視判定区間では，stay_watch_check_intervalオペランドの指定値の間隔
による監視が行われます。この一定時間間隔の監視で，サービス要求の処理件数とサー
ビス要求の処理率を基にスケジュールキューの滞留監視判定式による判定が行われます。

スケジュールキューの滞留監視判定式
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図 3-4の例を判定式で表すと次のようになります。
 
Pn-1 - Bn < m1 × Pn-1
 

（凡例）
n：0または正の整数
Pn-1 - Bn：該当区間のサービス要求の処理件数

m1：サービス要求の処理率（set stay_watch_check_rateオペランドの指定値）
Pn-1：該当区間のサービス要求の滞留数

次の表は，図 3-4でのサービス要求の処理件数，およびスケジュールキューの滞留監視
判定式の判定結果をまとめたものです。

（凡例）
n：0または正の整数を示します。
－：該当しません。

上記の表で n=1または n=7の場合，スケジュールキューの滞留監視判定式が成立します
が，スケジュールキューの滞留監視判定中ではないため，OpenTP1システムはダウンし
ません。また，n=2または n=8の場合，スケジュールキューの滞留監視判定の開始時で
あるため，OpenTP1システムはダウンしません。

n=9の場合は，スケジュールキューの滞留監視判定中で，スケジュールキューの滞留監
視判定式が成立し，かつ stay_watch_abort=Yであるため，OpenTP1をシステムダウン

n サービス要求の処理件数
（Pn-1 - Bn）

期待するサービス要求
の処理件数
（m1× Pn-1）

スケジュールキューの滞留監視判定
式の判定結果

（Pn-1-Bn<m1× Pn-1）

0 － － 滞留監視判定の対象外

1 18-9=9 0.7× 18=12.6 滞留監視判定の対象外

2 28-25=3 0.7× 28=19.2 滞留監視判定の開始

3 32-8=24 0.7× 32=22.4 OpenTP1オンライン続行

4 45-13=32 0.7× 45=31.5 OpenTP1オンライン続行

5 35-0=35 0.7× 35=24.5 OpenTP1オンライン続行

6 30-3=27 0.7× 30=21 滞留監視判定の対象外

7 11-5=6 0.7× 11=7.7 滞留監視判定の対象外

8 17-15=2 0.7× 17=11.9 滞留監視判定の開始

9 32-29=3 0.7× 32=22.4 OpenTP1システムダウン
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させます。

3.2.8　ユーザサーバプロセスのリフレッシュ機能
scdrsprcコマンドを使用すると，ユーザサーバのオンラインを停止しなくてもユーザ
サーバプロセスを停止および再起動できます。scdrsprcコマンド実行時にサービス要求
実行中のユーザサーバプロセスは，サービス要求が完了したあとに停止および再起動し
ます。

ここでは，ロードモジュールの入れ替え手順，サービス関数の入れ替え手順，および新
しいロードモジュールまたはサービス関数での起動確認について説明します。

なお，この機能は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。TP1/
Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できません。

（1） ロードモジュールの入れ替え手順

scdrsprcコマンドを使用すると，オンラインを停止しなくてもユーザサーバのロードモ
ジュールを入れ替えられます。ロードモジュールの入れ替え手順を，次に示します。

1. 該当ユーザサーバの新しいロードモジュールを格納したディレクトリを作成します。

2. prcpathlsコマンドでユーザサーバのサーチパスを確認します。

3. prcpathコマンドで該当ユーザサーバのサーチパスより前に 1.で作成したディレクト
リを指定します。

4. scdrsprcコマンドを実行します。

（2） サービス関数の入れ替え手順（サービス関数動的ローディング機能使用
時）

サービス関数動的ローディング機能を使用している場合，オンラインを停止しなくても
ユーザサーバのサービス関数を入れ替えられます。サービス関数の入れ替え手順を，次
に示します。

1. 該当ユーザサーバのユーザサービス定義の serviceオペランドに指定した UAP共用ラ
イブラリ名を変更します。

2. scdrsprcコマンドを実行します。

また，UAP共用ライブラリ名だけをユーザサービス定義に指定している場合は，次の手
順でもサービス関数を入れ替えられます。

1. 変更したい UAP共用ライブラリのサーチパスが示すディレクトリに，UAP共用ライ
ブラリがあることを確認します。
サーチパスに指定したディレクトリ間で，ライブラリ名が重複しないように注意して
ください。ライブラリ名が重複している場合，正しいライブラリが読み込まれないで
別のライブラリが読み込まれることがあります。また，ライブラリ名は，OpenTP1
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が提供するライブラリ群（$DCDIR/lib下）のライブラリ名とも重複しないようにし
てください。

2. prcdlpathコマンドを実行して，UAP共用ライブラリのサーチパスを変更します。
プロセスサービス定義の prc_take_over_dlpathオペランドに Yを指定すると，
OpenTP1の再開始時に，prcdlpathコマンドで設定したサーチパスを引き継げます。
ただし，次の場合はパスを引き継ぎません。
• 系切り替えが発生した場合
• 前回のオンライン中にサーチパスの保存に失敗した場合
• ファイルからのサーチパスの回復に失敗した場合

3. scdrsprcコマンドを実行します。

（3） 新しいロードモジュールまたはサービス関数での起動確認

新しいロードモジュールまたはサービス関数での起動を確認するには，OSのシステムコ
マンドで該当するユーザサーバのプロセス起動時刻を確認し，scdrsprcコマンドの実行
時刻と比較してください。

なお，scdrsprcコマンドを使用してサービス関数を入れ替える場合は，ユーザサーバの
サービス関数を削除または追加できません。ユーザサーバのサービス関数を削除または
追加する場合は，dcsvstopコマンドを使用してユーザサーバを終了したあとに，
dcsvstartコマンドを使用してユーザサーバを開始させる必要があります。

scdrsprcコマンドを使用する場合，または dcsvstopコマンドと dcsvstartコマンドを使
用する場合について，ユーザサーバのサービス関数を変更できる範囲を次の表に示しま
す。

表 3-9　ユーザサーバのサービス関数を変更できる範囲

（凡例）
○：変更できます。
×：変更できません。

注※
MHPの場合にサービス関数を追加するときは，アプリケーション属性定義（mcfaalcap）を変
更する必要があります。

実行方法 サービス関数の入れ
替え

サービス関数の追加 サービス関数の削除

scdrsprcコマンドを使用 ○ × ×

dcsvstopコマンドと dcsvstart
コマンドを使用

○ ○※ ○
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3.3　トランザクションに関する運用

3.3.1　トランザクションの状態表示
トランザクションマネジャが管理するトランザクション，およびリソースマネジャの情
報を，trnlsコマンドで表示できます。

表示内容はプロセス ID，トランザクショングローバル識別子，リソースマネジャ名など
です。

3.3.2　トランザクションの強制決着
trnlsコマンドでトランザクションの状態を表示したときに，トランザクション第 1状
態，第 2状態，および第 3状態が READY（p，n）状態となり，その状態が長く続く場
合は，グローバルトランザクションを構成している各トランザクションブランチが，何
らかの要因（通信障害など）でトランザクションを決着できない状態になったと考えら
れます。この場合，OpenTP1がリトライしてトランザクションを決着させます。
OpenTP1のリトライを待てない場合は，ユーザが運用コマンドを入力して，該当するト
ランザクションブランチを強制決着（ヒューリスティック決定）できます。ルートトラ
ンザクションブランチがコミットしている場合，trncmtコマンドを実行してトランザク
ションブランチをコミットします。ルートトランザクションブランチがロールバックし
ている場合，trnrbkコマンドを実行してトランザクションブランチをロールバックしま
す。ルートトランザクションブランチがコミットしているか，ロールバックしているか
は，trnlsコマンドでトランザクションの状態を表示するか，または logcatコマンドで
メッセージログファイルを参照して確認してください。

同一グローバルトランザクション内でトランザクションブランチが別計算機上に分散し
ている場合でも，運用コマンドは計算機ごとに入力する必要があります。その場合，す
べてのトランザクションブランチを同一の方法（コミットするか，ロールバックするか）
で決着させてください。

trncmtコマンドを実行すると，trnlsコマンドで表示したトランザクション第 1状態は
HEURISTIC_COMMIT状態になります。trnrbkコマンドを実行すると，
HEURISTIC_ROLLBACK状態になります。その後，trncmtコマンド，または trnrbk
コマンドによる処理が終了するまでの一時的な経過状態として，
HEURISTIC_FORGETTING状態になります。

3.3.3　トランザクションの強制終了
通信障害が発生してトランザクションを強制決着すると，トランザクションブランチ間
の連絡が完了するまでトランザクションを終了できません。通信障害が長時間回復する
見込みのない場合には，トランザクションを強制終了できます。この場合，-fオプショ
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ン指定の trncmtもしくは trnrbkコマンド，または trnfgtコマンドを使用します。

-fオプションを指定した trncmt，または trnrbkコマンドを実行すると，トランザク
ション第 1状態，第 2状態，および第 3状態が READY（p，n）状態のトランザクショ
ンを，強制的にコミット，またはロールバックします。この場合，該当するトランザク
ションブランチの決着結果を，同一グローバルトランザクション内のほかのトランザク
ションブランチに通知することはできません。そのため，同一グローバルトランザク
ション内のすべてのトランザクションブランチを，同一の方法で決着できなくなること
があります。

-fオプションを指定しない trncmt，または trnrbkコマンドを実行したあと，トランザ
クションを強制終了したい場合は，trnfgtコマンドを使用します。trnfgtコマンドを実
行すると，トランザクション第 1状態，第 2状態，および第 3状態が
HEURISTIC_FORGETTING（p，n）状態のトランザクションを，強制的に終了しま
す。この場合も，該当するトランザクションブランチの決着結果を，同一グローバルト
ランザクション内のほかのトランザクションブランチに通知することはできません。そ
のため，同一グローバルトランザクション内のすべてのトランザクションブランチを，
同一の方法で決着できなくなることがあります。

トランザクションを強制終了すると，リソースマネジャが使用していた資源が解放され
るので，ほかの UAPから使用できるようになります。

3.3.4　未決着トランザクション情報ファイルの削除
トランザクションサービス定義で trn_tran_recovery_list=Yを指定すると，未決着トラ
ンザクション情報ファイルが $DCDIR/spool/dctrninfの下に作成されます。このファイ
ルは全面回復のたびに作成されます。不要になったファイルは削除してください。ファ
イルが増えるとファイルシステムを圧迫する場合があります。

ファイルを削除するには，OpenTP1開始時に自動的に削除する方法と任意の時点で削除
する方法があります。

OpenTP1開始時に自動的に削除する場合は，トランザクションサービス定義
trn_recovery_list_removeオペランドで normalか forceを指定してください。

任意の時点で削除する場合は，trndlinfコマンドを実行してください。

3.3.5　トランザクション統計情報の取得開始，終了
トランザクション統計情報のジャーナルファイルへの取得を，trnsticsコマンドで指示で
きます。

トランザクション統計情報の取得は，-sオプション指定の trnsticsコマンドで開始でき
ます。-sオプション指定の trnsticsコマンドを実行すると，trnsticsコマンドが正常終了
したあとに開始されるトランザクションから，トランザクション統計情報を取得します。
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trnsticsコマンドが正常終了する前に，すでに開始されていたトランザクションに関して
は，トランザクション統計情報を取得できません。

また，トランザクション統計情報は，OpenTP1のシステム定義で trn_statistics_itemに
nothing以外を指定したユーザサービスが実行したトランザクションでだけ取得できま
す。

トランザクション統計情報の取得の終了は，-eオプション指定の trnsticsコマンドで指
示します。-eオプション指定の trnsticsコマンドを実行すると，trnsticsコマンドが正
常終了したあとに開始されるトランザクションから，トランザクション統計情報を取得
しません。

トランザクション統計情報を取得する場合，取得する情報の種類が多くなるほどトラン
ザクションの性能は劣化します。そのため，トランザクションの性能が劣化してもかま
わない場合だけ，トランザクション統計情報を取得するようにしてください。

なお，OpenTP1再開始時は，trnsticsコマンドの指定は引き継げません。OpenTP1再
開始時は，OpenTP1再開始前のトランザクションサービス定義の trn_tran_statistics
（トランザクションブランチごとの統計情報を取得するかどうか）の指定に従います。

3.3.6　XAリソースサービス使用時のトランザクション統計
情報の取得

XAリソースサービスのトランザクション統計情報も，trnsticsコマンドで取得できま
す。ただし，トランザクション統計情報を取得するトランザクションブランチが，アプ
リケーションサーバから派生したトランザクションブランチなのか，または OpenTP1
から開始されたトランザクションブランチなのかの区別はできません。すべて OpenTP1
内のトランザクションブランチとして扱われます。また，rapサーバ上のトランザクショ
ンブランチの CPU時間情報は取得できません。
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3.4　排他に関する運用

3.4.1　排他情報の表示
排他情報を，lcklsコマンドで表示できます。

表示内容はデッドロックプライオリティ値，資源名称，待ち時間などです。

3.4.2　排他制御用テーブルのプール情報の表示
排他制御用テーブルプールの使用率を監視するには，lckpoolコマンドを使用します。

lckpoolコマンドでは，次に示すサーバとサービスの排他要求数，排他制御用テーブル
プール使用率などが表示されます。

• ユーザサーバ
• DAMサービス
• TAMサービス
• MQAサービス

3.4.3　デッドロック情報ファイルとタイムアウト情報ファイ
ルの削除

出力されたデッドロック情報とタイムアウト情報を，lckrminfコマンドで削除できます。
lckrminfコマンドを実行すると，コマンドを実行した時刻から起算して「24時間×
lckrminfコマンドで指定した日数」以前に作成されたデッドロック情報ファイルとタイ
ムアウト情報ファイルを削除します。
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3.5　標準出力ファイルに関する運用
OpenTP1配下のプロセスの標準出力，標準エラー出力は，通常ファイル /tmp/
betran.log（デフォルト時）となっています。このファイルはマシン起動時に削除するな
どの仕掛けがないかぎり，無制限に増加しディスクを圧迫してしまう可能性があります。
これを防ぐために，/tmp/betran.logファイルを世代管理させることができます。

/tmp/betran.logファイルを世代管理させるには，次のように設定します。

1. $DCDIR下で OpenTP1が起動している場合，OpenTP1を停止します。

$ dcstop<CR>

2. prcteeプロセスを停止します。
prcteeプロセスを停止する方法として，dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンドを
使用する方法があります。

dcsetupコマンドを使用する方法
# /BeTRAN/bin/dcsetup -d $DCDIR<CR>

KFCA01836-R 指定した OpenTP1ディレクトリ下の実行に必要なファイルを削

除するかどうか指定してください。
[y：削除する　n：削除しない ]

　
n<CR>

　
OS（/etc/inittab）に OpenTP1が登録されている場合，OSから削除します。た
だし，Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用するときは，OS（/etc/init
ディレクトリ下の OpenTP1制御ファイル）に OpenTP1が登録されている場合，
OSから削除します。

prctctrlコマンドを使用する方法
# /BeTRAN/bin/prctctrl -e<CR>

3. $DCDIR/bin/prcoutファイルを開き，prcteeコマンドの定義（下線部分）を変更しま
す。prcteeコマンドについては，「13.　運用コマンドの詳細」を参照してください。

（HP-UXの例）
 1 #!/bin/sh

 2 #!ALL RIGHTS RESERVED,COPYRIGHT (C)1995,HITACHI,LTD.

 3 #!LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.

 4 #!@(#) prcout(96/12/18 14:36:42)-1.7

 5 PATH=/bin:/usr/bin

 6 export PATH

 7

 8 if [ ! -d "$1" ] ; then

 9     echo "usage : prcout OpenTP1_directory" 1>&2
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10     exit 1

11 fi

12 DCDIR="$1"

13 export DCDIR

14 $DCDIR/bin/prctee 0 /tmp/betran.log

4. prcteeプロセスを起動します。
prcteeプロセスを停止したコマンドによって，起動方法が異なります。

dcsetupコマンドを使用して prcteeプロセスを停止した場合
dcsetupコマンドを使用して prcteeプロセスを起動します。
# /BeTRAN/bin/dcsetup $DCDIR<CR>

OS（/etc/inittab）に OpenTP1を登録します。ただし，Red Hat Enterprise 
Linux Server 6以降で使用するときは，OS（/etc/initディレクトリ下の
OpenTP1制御ファイル）に OpenTP1を登録します。

prctctrlコマンドで prcteeプロセスを停止した場合
prctctrlコマンドで prcteeプロセスを起動します。
# /BeTRAN/bin/prctctrl -s<CR>

なお，dcresetコマンドを実行，または OpenTP1を開始した場合でも，prcteeプロ
セスを起動できます。 
77



3.　OpenTP1オンラインの運用
3.6　ログ機能

3.6.1　メッセージログ
オンラインの状態を監視するために，次の二つの機能があります。

• リアルタイム出力機能
• メッセージログファイルへの出力，および編集出力機能

（1） リアルタイム出力機能

メッセージログファイルに出力されるメッセージログを，リアルタイムに標準出力に出
力できます。標準出力に出力するには，ログサービス定義で log_msg_console=Yと指定
します。このとき，メッセージ通番，要求元プロセスのプロセス ID，出力要求時の日時
などを出力するかどうかを指定できます。

なお，log_msg_consoleオペランドの指定は，オンライン中に logconコマンドで変更で
きます。

（2） メッセージログファイルへの出力，および編集出力機能

（a）メッセージログファイルへの出力

OpenTP1は，各システムサービス，MCF，UAPからの出力要求を受けて，メッセージ
ログファイルにメッセージログを出力します。

メッセージログファイルには $DCDIR/spool/dclog1と $DCDIR/spool/dclog2の二つがあ
ります。二つのファイルはラウンドロビン方式で使用され，1世代前のメッセージ情報が
保証されます。ファイルが切り替わるときには，その旨のメッセージが出力されます。
ファイルを保存する必要がある場合は，上書きされる前にバックアップしてください。

（b）メッセージログ編集出力機能

logcatコマンドを実行すると，メッセージログファイル中のメッセージを標準出力に出
力できます。このとき，$DCDIR/spool/dclog1と $DCDIR/spool/dclog2の二つのファイ
ルのメッセージが時間順にマージされ，古いものから順に出力されます。

（c）ログ出力量に関する注意事項

ログの出力量が多い場合には，次に示す弊害が発生するおそれがあります。OpenTP1を
運用する際には，障害発生時にメッセージの出力量が激しく上昇しないような注意が必
要です。

• dc_logprint関数および CBLDCLOG('PRINT')のリターンが遅くなる
これはトランザクション処理時間が延びることを意味し，全体をスローダウンさせる
要因になります。

• ログ出力処理に大量の CPUを消費する
78



3.　OpenTP1オンラインの運用
システム定義の指定によって OpenTP1のログ出力以外に OSの syslogfileや JP1に
メッセージを渡すために CPU消費が上昇する傾向が現れます。

• 運用監視に支障がでる可能性がある
大量のメッセージ出力によって，運用監視をするためにメッセージを収集しているプ
ログラムが処理に追い付けなくなる可能性があります。

3.6.2　コマンドログ

（1） コマンドログの出力形式

OpenTP1の運用コマンドを実行した場合に，コマンド実行時刻，終了時刻などの情報を
$DCDIR/spool/cmdlogの cmdlog1，および cmdlog2に出力します。cmdlog1，および
cmdlog2は，1MBを超えた時点でラップアラウンドします。

cmdlog1，および cmdlog2は viエディタなどで参照できます。コマンドログにはコマン
ドの開始時刻，終了時刻が出力されるので，コマンドの実行に必要な所要時間の測定な
どができます。

出力する情報は次のとおりです。

 
> AAAA BBBB C  DDDD/DD/DD EE:EE:EE.EEEEEE FFFFFFFF : GGGGGGGG : 
HHHHHHH
 

• >：コマンドログの 1行の始まりを示すコマンドログレコード開始識別子です。
• AAAA：実行したコマンドのプロセス IDを半角数字で出力します。
• BBBB：コマンド実行者のユーザ IDを出力します。
• C：プロセス内のメッセージ通番を出力します（実行したコマンドプロセスが出力し
たコマンドログ情報の通番です）。半角数字で 0～ 65535まで出力します。65535を
超えた場合は 0に戻ります。

• DDDD/DD/DD：コマンドログに出力した年月日を，YYYY/MM/DDの形式で半角数
字で出力します。

• EE:EE:EE.EEEEEE：コマンドログに出力した時刻を，HH:MM:SS.mmmmmmの
形式で半角数字で出力します。なお，mmmmmmはマイクロ秒を示します。

• FFFFFFFF：コマンド実行時のコマンドライン情報を出力します。OpenTP1内部で
実行するコマンドが出力されることがあります。

• GGGGGGGG：次の識別情報を出力します。
start：コマンド開始時の情報を示します。
end：コマンド終了時の情報を示します。
info：コマンド実行中の保守情報を示します。

• HHHHHHH：コマンドの保守情報を出力します。

（2） コマンドログの取得方法

MCF関連の運用コマンドでは，コマンドログを取得するために環境変数を設定する必要
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があります。環境変数を設定する必要があるコマンドについては，表 12-1を参照してく
ださい。ここでは，環境変数の設定手順について説明します。

• 手動で運用コマンドを実行する場合
OpenTP1管理者のログイン環境に次の環境変数を設定してください。
変数：DCMCFCMDLOG
値：Y
設定していない場合および「Y」以外の値を設定した場合は，コマンドログを取得し
ません。

• 自動で運用コマンドを実行する場合
OpenTP1の UAPから dc_adm_call_command関数を発行して運用コマンドを実行す
る場合は，該当の UAPのユーザサービス定義またはユーザサービスデフォルト定義
に次のように設定してください。
putenv DCMCFCMDLOG Y

設定していない場合および「Y」以外の値を設定した場合は，コマンドログを取得し
ません。COBOLおよび DMLインタフェースを使用してコマンドを実行する場合も
同様です。

（3） 注意事項

MCF関連の運用コマンドのコマンドログ取得についての注意事項を次に示します。

• UAPやシェルファイルを使用して同時に大量のコマンドを実行する場合は，コマンド
ログ出力がボトルネックになり性能劣化が予想されます。この場合は，環境変数
DCMCFCMDLOGは設定しないでください。

• 運用コマンドの実行でエラーが発生した場合，環境変数 DCMCFCMDLOGの設定に
関係なくコマンドログを取得することがあります。
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3.7　監査ログの運用
監査ログとは，システム構築者，運用者，および使用者が OpenTP1のプログラムに対
して実行した操作，およびその操作に伴うプログラムの動作の履歴が出力されるファイ
ルです。

監査ログには「いつ」「だれが」「何をしたか」などが記録され，システムの使用状況や
不正アクセスなどを監査する資料として使用できます。

3.7.1　監査ログ機能の環境設定

（1） 定義の作成

監査ログを出力するには，次に示す定義を指定します。

• ログサービス定義の log_audit_outオペランドに Yを指定
• ログサービス定義の log_audit_messageオペランドに監査ログを取得する項目のメッ
セージ IDを指定

作成したログサービス定義は，システム環境定義（$DCDIR/conf/env）の環境変数
DCCONFPATHで指定したディレクトリに格納してください。システム環境定義に環境
変数 DCCONFPATHが指定されていない場合は，$DCDIR/confをシステム定義格納
ディレクトリと仮定します。

なお，ログサービス定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参
照してください。

（2） 実行環境の作成

ログサービス定義を作成したあと，dcauditsetupコマンドを実行すると，監査ログ機能
に必要なディレクトリおよびファイルが作成されます。作成されるディレクトリおよび
ファイル名を次の表に示します。

表 3-10　dcauditsetupコマンドの実行時に作成されるファイルとディレクトリ

注※
ログサービス定義の log_audit_pathオペランドの指定を省略した場合のディレクトリです。

ファイルおよびディレクトリ ユーザ ID グループ ID アクセス権 内容

$DCDIR/auditlog※ OpenTP1管理
者のユーザ ID

OpenTP1管理
者のグループ ID

0777 監査ログ
ファイルを
格納する
ディレクト
リ

$DCDIR/auditlog/audit.log※ OpenTP1管理
者のユーザ ID

OpenTP1管理
者のグループ ID

0666 監査ログ
ファイル
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log_audit_pathオペランドを指定した場合，指定したディレクトリが作成され，作成された
ディレクトリ下にファイルが作成されます。
なお，作成されるディレクトリは最下層だけです。上位のディレクトリは事前に準備しておく
必要があります。また，最下層のディレクトも事前に準備する場合は，上記の表に示す権限に
なるように作成してください。

実行環境を作成したあとに監査ログについての定義を変更する場合，次に示す手順で
行ってください。

1. OpenTP1を停止します。

2. 定義を変更します。

3. dcauditsetupコマンドを実行します（スーパユーザ権限で実行してください）。

4. dcresetコマンドを実行します。

5. OpenTP1を起動します。

システム環境定義の DCCONFPATHオペランドを変更した場合，変更後の
DCCONFPATHに格納されたログサービス定義の設定を有効にする必要があります。こ
の場合も同様の方法で変更を行ってください。

（3） 監査ログの取得項目の指定方法

監査ログを取得する項目は，ログサービス定義またはユーザサービス定義の
log_audit_messageオペランドで指定します。

監査ログを取得する項目のメッセージ IDと定義の対応については，マニュアル
「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

なお，ログサービス定義の log_audit_messageオペランドの指定値を変更した場合は，
dcauditsetupコマンドを実行して，定義の変更を反映させる必要があります。

（4） 監査ログの取得項目の例

監査ログは大量に取得すると性能劣化を招くため，必要な項目だけを取得するようにし
てください。推奨する監査ログの取得項目を次に示します。

• OpenTP1の開始，終了などに関する監査ログ（KFCA33400-I～ KFCA33404-E）
• コマンド実行に関する監査ログ（KFCA33419-I）
• ユーザサーバで任意に取得した監査ログ（KFCA34000-x～ KFCA34999-x）※

ユーザサーバで監査ログを取得する場合は，まず動作履歴を残したいユーザサーバを
絞り込んでください。ユーザサーバプログラムを修正できない場合は，サービス関数
の実行開始（KFCA33412-I），または実行完了（KFCA33413-I）のどちらかの監査ロ
グを取得することで，ユーザサーバプログラムへのアクセス記録を管理できます。

注※
KFCA34000-x～ KFCA34999-xは，UAPで任意の監査ログを取得する場合に，
監査ログに対して割り当てられるメッセージ IDです。xには dc_log_audit_print
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関数で指定したメッセージの種類（E，Wまたは I）が入ります。

推奨する監査ログの取得項目について，ログサービス定義およびユーザサービス定義に
指定した例を，次に示します。

ログサービス定義の log_audit_messageオペランドの指定

監査ログを出力するユーザサーバのユーザサービス定義

（5） 監査ログの取得についての注意事項

監査ログを大量に取得すると性能劣化を招きます。取得対象には，監査に必要な項目だ
けを選択して，指定してください。事前に性能評価を実施してから使用することをお勧
めします。

3.7.2　監査ログの出力方式

（1） 監査ログの出力先

監査ログは，ログサービス定義の log_audit_pathオペランドで指定した出力先にシフト
方式で出力されます。デフォルトの出力先を次に示します。

• Windowsの場合
%DCDIR%¥auditlog¥audit.log

• UNIXの場合
$DCDIR/auditlog/audit.log

監査ログファイルは，ログサービス定義の log_audit_sizeオペランドで指定したサイズ
に達するまで出力されます。また，ログサービス定義の log_audit_countオペランドで指
定した世代数の監査ログファイルが出力されます。

シフト方式による監査ログの取得の流れを次の図に示します。なお，ここでは
log_audit_countオペランドの指定値が 4の場合の例を示します。

set log_audit_message=33400,33401,33402,33403,33404,33419

set log_audit_message=34000
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図 3-5　シフト方式による監査ログの取得

1. カレントファイル（audit.log）に監査ログが蓄積された結果，カレントログファイル
の容量が log_audit_sizeオペランドの指定値に達したとき，カレントファイルの名称
は audit001.logに変更されます。

2. 1.以降，再びカレントファイルの容量が log_audit_sizeオペランドの指定値に達した
とき，カレントファイルのバックアップファイルである audit001.logは，
audit002.logに名称が変更されます。そのあと，カレントファイルの名称は
audit001.logに変更されます。

3. 2.以降，再びカレントファイルの容量が log_audit_sizeオペランドの指定値に達した
とき，カレントファイルのバックアップファイルである audit002.logは，
audit003.logに名称が変更され，audit001.logは，audit002.logに名称が変更されま
す。そのあと，カレントファイルの名称は audit001.logに変更されます。

カレントのファイルの数が log_audit_countオペランドの指定値を超えた場合，そのバッ
クアップファイルは削除されます。

（2） 監査ログの障害

障害が発生して監査ログの出力に失敗すると，監査ログの出力でエラーが発生したこと
を通知するメッセージが標準エラー出力，および syslogに出力されます。

（3） 監査ログの切り替え時の注意事項

出力先ファイルの切り替えが発生したプロセスの実行者が rootまたは OpenTP1管理者
ではない場合，新たに作成される監査ログファイルの所有者は，そのプロセスの実行者
になります。

3.7.3　監査ログファイルの見積もり例
監査ログファイルは，世代数が多いほど出力先ファイルの切り替えに伴うオーバヘッド
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が大きくなります。監査ログファイルのサイズを大きく指定することで，ファイルの切
り替え回数を減らし，世代数が多くならないようにしてください。

一つの監査ログファイルで 7日間運用する場合のファイルサイズの見積もり例を次の表
に示します。

表 3-11　監査ログファイルの見積もり例

注
• 単位時間当たりの監査ログ量を見積もった上で，監査ログファイルの容量および
世代数を見積もってください。

想定システム例 取得する監査ログ 1日当たりの監査
ログファイルの

サイズ

監査ログファイルの最大サ
イズ（log_audit_sizeオペラ

ンドの指定値）

OpenTP1およびユーザサー
バの起動・停止操作を重点的
に監視する場合
• OpenTP1の起動・停止：

1回 /日
• ユーザサーバの起動，停
止：1回 /日× 100サーバ

• KFCA33400-I
（OpenTP1開
始）

• KFCA33402-I
（OpenTP1正常
終了）

• KFCA33405-I
（ユーザサーバ
開始）

• KFCA33406-I
（ユーザサーバ
正常終了）

約 60キロバイト 1メガバイト

サービスの実行操作を重点的
に監視する場合（監視対象
サーバが限定されている場
合）
• 監視対象とするユーザ
サーバ数：5

• 1サーバ当たりのサービス
関数実行回数：60件 /時
間

• 1日の業務時間：8時間
• 監査ログを取得する回数：

1回 /サービス

KFCA34000-I
（UAPで任意に発
行するログ，ログ
メッセージサイズ
を 400バイトとす
る）

約 1メガバイト 10メガバイト

サービスの実行操作を重点的
に監視する場合（すべての
サーバを監視対象とする場
合）
• 起動するユーザサーバ数：

100
• 1サーバ当たりのサービス
関数の実行回数：60件 /
時間

• 1日の業務時間：8時間
• 監査ログを取得する回数：

1回 /サービス

KFCA34000-I
（UAPで任意に発
行するログ，ログ
メッセージサイズ
を 600バイトとす
る）

約 28メガバイト 200メガバイト
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• イベントごとの監査ログ量については，「付録 C 監査イベントの出力情報」を参照
してください。

3.7.4　監査ログに出力される情報
（1） 監査ログの出力形式

監査ログは次の形式で出力されます。

「CALFHM 1.0」は，ヘッダ情報です。監査ログに共通で出力されます。

（2） 監査ログの出力例と出力項目

監査ログの出力例を次に示します。

監査ログの出力項目を次の表に示します。

表 3-12　監査ログの出力項目

CALFHM 1.0,出力項目1=値1,出力項目2=値2,・・・出力項目n=値n

CALFHM 1.0, seqnum=1, msgid=KFCA33400-I, 
date=2007-10-30T16:09:59.884+09:00, progid=OpenTP1, compid=adm, pid=11600, 
ocp:ipv4=192.112.100.10, ctgry=StartStop, result=Success, 
subj:euid="tp1user", obj="smpl", op=Start, loc="/OpenTP1", msg="User tp1user 
started OpenTP1(smpl)."

出力項目名 意味 出力内容 共通情報／固有

情報※ 1

seqnum 通番 プロセスごとに監査ログの通番が出力さ
れます。

共通情報

msgid メッセージ ID メッセージ IDが出力されます。

date 日付・時刻 メッセージが出力された日時が次の形式
で出力されます。
YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD
YYYY：年
MM：月
DD：日
T：日付と時刻の区切り
hh：時
mm：分
ss：秒
sss：ミリ秒
TZD：タイムゾーン※ 2

progid 発生プログラム
名

「OpenTP1」という文字列が出力されま
す。
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compid コンポーネント
名

監査事象が発生したコンポーネントの名
称が出力されます。監査ログを出力する
APIを使用して UAPから取得した監査
ログの場合，「*AA」の形式で出力されま
す。AAは，監査ログを出力する APIで
指定した値です。「*」から始まらない場
合は，OpenTP1によって出力される監
査ログになります。

pid プロセス ID 監査事象が発生したプロセスのプロセス
IDが出力されます。

ocp:ipv4t 発生場所 監査事象が発生した IPアドレスが出力
されます。

ctgry 監査事象種別 監査事象の種別が次の形式で出力されま
す。
• StartStop：サーバ，サービスなどの
起動・終了を示す事象です。

• Authentication：ユーザ認証が実行さ
れたことを示す事象です。

• ConfigurationAccess：設定および構
成の変更を示す事象です。

• AccessControl：ユーザが管理リソー
スへのアクセスを試みて成功・失敗し
たことを示す事象です。

• Failure：ソフトウェアの異常を示す事
象です。

• LinkStatus※ 3：機器間のリンク状態
を示す事象です。

• ExternalService※ 3：外部サービスと
の通信結果を示す事象です。

• ContentAccess：ユーザの重要なデー
タへのアクセスを試みて，成功・失敗
したことを示す事象です。

• Maintenance：保守操作を実行して成
功・失敗したことを示す事象です。

• AnomalyEvent：異常な通信の発生を
示す事象です。

• ManagementAction※ 3：プログラム
の重要なアクションの実行を示す事
象，ほかの監査事象を契機として実行
するアクションなどを示す事象です。

result 監査事象の結果 監査事象の結果が次の形式で出力されま
す。
• Success：監査事象の成功を示す事象
です。

• Failure：監査事象の失敗を示す事象で
す。

• Occurrence：成功および失敗の区別が
ない事象です。

出力項目名 意味 出力内容 共通情報／固有
情報※ 1
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subj:euid サブジェクト識
別情報

監査事象を発生させた利用者または代行
するプロセスが次のどちらかで出力され
ます。
• 実効ユーザ（OSアカウントのユーザ

ID）
• プロセス ID

subj:pid

obj オブジェクト情
報

監査事象となった操作の対象の情報が出
力されます。

固有情報

op 動作情報 監査事象となった操作の種別が次の形式
で出力されます。
• Start：起動を示します。
• Stop：停止を示します。
• Login：ログインを示します。
• Logout※ 3：ログアウトを示します。

• Logon※ 3：ログオンを示します。

• Logoff※ 3：ログオフを示します。
• Refer：設定情報の参照を示します。
• Add※ 3：設定情報の追加を示します。

• Update※ 3：設定情報の更新を示しま
す。

• Delete：設定情報の削除を示します。
• Occur：障害などの発生を示します。
• Enforce：処理の実施を示します。
• Up※ 3：リンクの活性を示します。

• Down※ 3：リンクの非活性を示しま
す。

• Request※ 3：要求を示します。

• Response※ 3：応答を示します。

• Send※ 3：発信を示します。

• Receive※ 3：受信を示します。

• Install※ 3：インストールを示します。

• Uninstall※ 3：アンインストールを示
します。

• Backup※ 3：バックアップを示しま
す。

• Maintain：保守作業を示します。
• Invoke※ 3：管理者などの呼び出しを
示します。

• Notify※ 3：管理者などへの通知を示
します。

objloc オブジェクトロ
ケーション情報

オブジェクトロケーション情報が出力さ
れます。

出力項目名 意味 出力内容 共通情報／固有
情報※ 1
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注※ 1
共通情報として分類されている出力項目は，すべて監査ログに出力されます。固有
情報として分類されている出力項目は，状況によって任意に出力されます。

注※ 2
タイムゾーンは，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒（UTC）からの時差で表示されま
す。表示形式と意味を次に示します。

+hh.mm
UTCから hh時間mm分進んでいることを示します。

-hh.mm
UTCから hh時間mm分遅れていることを示します。

Z
UTCと同じ

日本標準時の場合，+09:00と表示されます。

注※ 3
監査ログを出力する APIを使用して，UAPから監査ログを取得するように実装した
場合にだけ出力される情報です。

監査イベントごとに設定される項目の詳細については，「付録 C 監査イベントの出力情
報」を参照してください。

3.7.5　監査イベントの一覧と出力ポイント
監査ログを出力するイベント（監査イベント）の一覧とイベント発生時に監査ログが出

from:ipv4 リクエスト送信
元ホスト

監査事象が複数のプログラム間で連携し
て動作する場合に，リクエストの送信元
の IPアドレスが出力されます。

from:port リクエスト送信
元ポート番号

監査事象が複数のプログラム間で連携し
て動作する場合に，リクエストの送信元
のポート番号が出力されます。

to:ipv4 リクエスト送信
先ホスト

監査事象が複数のプログラム間で連携し
て動作する場合に，リクエストの送信先
の IPアドレスが出力されます。

to:port リクエスト送信
先ポート番号

監査事象が複数のプログラム間で連携し
て動作する場合に，リクエストの送信先
のポート番号が出力されます。

loc ロケーション情
報

環境変数 DCDIRに設定された情報が出
力されます。

msg 自由記述 監査事象の内容を示す文章が出力されま
す。

出力項目名 意味 出力内容 共通情報／固有
情報※ 1
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力されるポイントについて説明します。

（1） 監査イベントの一覧

監査イベントの一覧を次の表に示します。

表 3-13　監査イベントの一覧

メッセージの詳細については，マニュアル「OpenTP1 メッセージ」を参照してくださ
い。

注※
KFCA34000-x～ KFCA34999-xは，UAPで任意の監査ログを取得する場合に，監

監査イベント メッセージ ID

OpenTP1開始 KFCA33400-I

OpenTP1待機状態 KFCA33401-I

OpenTP1正常終了 KFCA33402-I

OpenTP1異常終了 KFCA33403-E

プロセスサービスの重大なエラー KFCA33404-E

ユーザサーバ開始 KFCA33405-I

ユーザサーバ正常終了 KFCA33406-I

ユーザサーバ異常終了 KFCA33407-E

ユーザサーバ閉塞 KFCA33408-I

ユーザサーバのサービス閉塞 KFCA33409-I

クライアントユーザ認証成功 KFCA33410-I

クライアントユーザ認証失敗 KFCA33411-W

サービス関数の実行開始 KFCA33412-I

サービス関数の実行完了 KFCA33413-I

不正電文の破棄 KFCA33414-W

RPC呼び出し完了 KFCA33415-I

RPC応答の受信
（dc_rpc_poll_any_replies関数の使用時）

KFCA33416-I

rapの不正電文の破棄 KFCA33417-W

OpenTP1ファイルシステムに対するアクセスエラー KFCA33418-W

コマンドの実行 KFCA33419-I

OpenTP1サービス開始 KFCA33420-I

OpenTP1サービス停止 KFCA33421-I

UAPからユーザが任意に取得する監査ログの取得 KFCA34000-x～
KFCA34999-x※
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査ログに対して割り当てられるメッセージ IDです。xには dc_log_audit_print関数
で指定したメッセージの種類（E，Wまたは I）が入ります。

（2） 監査ログの出力ポイント

イベント発生時に監査ログが出力されるポイントについて説明します。

（a）OpenTP1開始

OpenTP1を開始するときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

図 3-6　監査ログの出力ポイント（OpenTP1開始）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-14　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1開始）

（b）OpenTP1待機状態

OpenTP1を待機状態にするときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1開始 1 KFCA33400-I
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図 3-7　監査ログの出力ポイント（OpenTP1待機状態）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-15　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1待機状態）

（c）OpenTP1正常終了

OpenTP1を正常終了するときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1待機状態 1 KFCA33401-I
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図 3-8　監査ログの出力ポイント（OpenTP1正常終了）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-16　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1正常終了）

（d）OpenTP1異常終了・プロセスサービスの重大なエラー

OpenTP1が異常終了するとき，またはプロセスサービスに重大なエラーが発生するとき
の監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1正常終了 1 KFCA33402-I
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図 3-9　監査ログの出力ポイント（OpenTP1異常終了・プロセスサービスの重大なエ
ラー）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-17　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1異常終了・プロセ
スサービスの重大なエラー）

（e）ユーザサーバ開始

ユーザサーバを開始するときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1異常終了 1 KFCA33403-E

プロセスサービスの重大なエ
ラー

2 KFCA33404-E
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図 3-10　監査ログの出力ポイント（ユーザサーバ開始）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-18　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（ユーザサーバ開始）

（f） ユーザサーバ正常終了

ユーザサーバを正常終了するときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

ユーザサーバ開始 1 KFCA33405-I
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図 3-11　監査ログの出力ポイント（ユーザサーバ正常終了）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-19　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（ユーザサーバ正常終了）

（g）ユーザサーバ異常終了

ユーザサーバが異常終了するときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

図 3-12　監査ログの出力ポイント（ユーザサーバ異常終了）

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

ユーザサーバ正常終了 1 KFCA33406-I
96



3.　OpenTP1オンラインの運用
この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-20　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（ユーザサーバ異常終了）

（h）ユーザサーバ閉塞・ユーザサーバのサービス閉塞

ユーザサーバが閉塞するとき，またはユーザサーバのサービスが閉塞するときの監査ロ
グの出力ポイントを次の図に示します。

図 3-13　監査ログの出力ポイント（ユーザサーバ閉塞・ユーザサーバのサービス閉塞）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-21　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（ユーザサーバ閉塞・ユーザ
サーバのサービス閉塞）

（i） クライアントユーザ認証成功・失敗

クライアントユーザの認証が成功，または失敗したときの監査ログの出力ポイントを次
の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

ユーザサーバ異常終了 1 KFCA33407-E

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

ユーザサーバ閉塞 1 KFCA33408-I

ユーザサーバのサービス閉塞 1 KFCA33409-I
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図 3-14　監査ログの出力ポイント（クライアントユーザ認証成功・失敗）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-22　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（クライアントユーザ認証成
功・失敗）

（j） RPCの実行

同期応答型 RPC，非同期応答型 RPC，および非応答型 RPCを実行したときの監査ログ
の出力ポイントをそれぞれ図 3-15，図 3-16，および図 3-17に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

クライアントユーザ認証成功 1 KFCA33410-I

クライアントユーザ認証失敗 1 KFCA33411-W
98



3.　OpenTP1オンラインの運用
図 3-15　監査ログの出力ポイント（同期応答型 RPC）

図 3-16　監査ログの出力ポイント（非同期応答型 RPC）
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図 3-17　監査ログの出力ポイント（非応答型 RPC）

これらの図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対
応を次の表に示します。

表 3-23　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（RPCの実行）

（k）不正電文の破棄

不正電文が破棄されたときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

サービス関数の実行開始 1 KFCA33412-I

サービス関数の実行完了 2 KFCA33413-I

RPC呼び出し完了 3 KFCA33415-I

RPC応答の受信
（dc_rpc_poll_any_replies関数
の使用時）

4 KFCA33416-I
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図 3-18　監査ログの出力ポイント（不正電文の破棄）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-24　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（不正電文の破棄）

（l） OpenTP1ファイルシステムに対するアクセスエラー

OpenTP1ファイルシステムに対するアクセスエラーが発生したときの監査ログの出力ポ
イントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

不正電文の破棄 1 KFCA33414-W

rapの不正電文の破棄 1 KFCA33417-W
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図 3-19　監査ログの出力ポイント（OpenTP1ファイルシステムに対するアクセスエ
ラー）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-25　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1ファイルシステム
に対するアクセスエラー）

（m）コマンドの実行

コマンドを実行したときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1ファイルシステムに対
するアクセスエラー

1 KFCA33418-W
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図 3-20　監査ログの出力ポイント（コマンドの実行）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-26　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（コマンドの実行）

（n）OpenTP1サービス開始

OpenTP1サービスを開始したときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

図 3-21　監査ログの出力ポイント（OpenTP1サービス開始）

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

コマンドの実行 1 KFCA33419-I
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この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-27　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1サービス開始）

（o）OpenTP1サービス停止

OpenTP1サービスを停止したときの監査ログの出力ポイントを次の図に示します。

図 3-22　監査ログの出力ポイント（OpenTP1サービス停止）

この図に示した監査ログの出力ポイントと出力される監査ログのメッセージ IDの対応を
次の表に示します。

表 3-28　監査ログの出力ポイントとメッセージ IDの対応（OpenTP1サービス停止）

3.7.6　監査ログの運用例
監査ログを使用して監査を実施するシステムでは，監査ログをすべて保存しておくこと
が求められます。そのため，シフト方式によって削除される監査ログファイルをバック
アップしたり，監査ログの出力に失敗した場合は，システムを停止するなどの運用を検
討したりする必要があります。これらの処理は，JP1などの運用管理プログラムを使用

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1サービス開始 1 KFCA33420-I

監査イベント 図中の番号 出力される監査ログのメッセージ ID

OpenTP1サービス停止 1 KFCA33421-I
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して自動実行することをお勧めします。また，JP1/NETM/Auditを使用することで，複
数のホストに分散している監査ログを自動的に収集し，一元的に監査ログを管理できま
す。

ここでは，JP1などの運用管理プログラムと連携して監査ログを運用する例について説
明します。

（1） 監査ログを自動でバックアップする運用例

監査ログの出力先ファイルが切り替わると，ファイルが切り替わったことを通知する
メッセージが標準出力および syslogに出力されます。JP1などの運用管理プログラムを
使用すると，ファイル切り替えを通知するメッセージを監視して，自動でファイルを
バックアップできます。

運用管理プログラムを使用して，監査ログを自動でバックアップする流れを次の図に示
します。

図 3-23　監査ログを自動でバックアップする流れ

1. 監査ログの出力先が，カレントファイルからカレントファイルのバックアップファイ
ルに切り替わります。

2. 監査ログの出力先が切り替わったことを通知するメッセージ（KFCA01925-I）を
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OpenTP1が出力します。
3. JP1などの運用管理プログラムが通知メッセージを検知します。
4. JP1などの運用管理プログラムが古い監査ログファイルを取得します。

（2） 監査ログの出力失敗時にシステムを停止させる運用例

JP1などの運用管理プログラムを使用すると，監査ログの出力に失敗したことを通知す
るメッセージを監視して，システムを自動で停止できます。

運用管理プログラムを使用して，監査ログの出力に失敗した場合にシステムを自動で停
止させる流れを次の図に示します。

図 3-24　監査ログの出力に失敗した場合にシステムを自動停止させる流れ

1. 障害によって OpenTP1が監査ログの出力に失敗します。
2. 監査ログの出力に失敗したことを通知するエラーメッセージ（KFCA01921-E～

KFCA01924-E）を OpenTP1が出力します。
3. JP1などの運用管理プログラムがエラーメッセージを検知します。
4. JP1などの運用管理プログラムが OpenTP1を停止させます。

（3） 監査ログの自動収集および一元管理の運用例

運用管理プログラムとして JP1/NETM/Auditを使用すると，監査ログの自動収集，およ
び収集した監査ログを一元管理できます。一元管理をすることで，複数のサーバから収
集した監査ログの検索，集計，結果の出力などが容易にできます。JP1/NETM/Auditを
使用した監査ログの収集，および一元管理の例を次の図に示します。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
図 3-25　JP1/NETM/Auditを使用した監査ログの収集・一元管理の例

この例では，複数の OpenTP1サーバがそれぞれのディスクに出力した監査ログを監査
ログ管理サーバで自動収集しています。また，監査ログ管理サーバに収集された監査ロ
グは，監査ログ管理データベースで一元管理しています。

JP1/NETM/Auditとの連携で必要となる JP1関連製品を次に示します。
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表 3-29　JP1/NETM/Auditとの連携で必要となる JP1関連製品

監査ログは次に示すタイミングで自動収集されます。

• 指定した日時に定期的に収集
•（JP1/Baseの）イベントデータベースの切り替え時に自動収集
• 即時収集

OpenTP1サーバおよび監査ログ管理サーバで必要な設定について説明します。

OpenTP1サーバで必要な設定
OpenTP1サーバの設定手順を次に示します。
1. JP1/Baseをセットアップします。
2. 監査ログ管理サーバから，監査ログ収集対象の OpenTP1サーバに，JP1/Base
のアダプタコマンドのファイルとアダプタコマンドの動作に必要な定義のファイ
ルをコピーします。

3. イベントサービスを起動します。

監査ログ管理サーバで必要な設定
OpenTP1は JP1/NETM/Auditを標準サポートしています。そのため JP1/NETM/
Auditで OpenTP1を収集対象に設定できます。
OpenTP1では JP1/NETM/Auditで使用する製品定義ファイルおよび動作定義ファ
イルを，次の場所に格納しています。
• 製品定義ファイルの格納場所
（インストールディレクトリ）/jp1_template/JP1_NETM_Audit/OpenTP1.conf
• 動作定義ファイルの格納場所
（インストールディレクトリ）/jp1_template/JP1_NETM_Audit/
admjevlog_OpenTP1.conf

JP1/NETM/Auditを使用した監査ログの収集および一元管理の詳細については，マニュ
アル「JP1/NETM/Audit」を参照してください。

JP1関連製品 機能 配置するサーバ

JP1/NETM/Audit JP1/Baseと連携して，
OpenTP1サーバが出力する監
査ログを収集します。また，収
集した監査ログを監査ログ管理
サーバのデータベースで一元管
理します。

監査ログ管理サーバ

JP1/Base 出力された監査ログを，JP1イ
ベントとして送受信します。

• 監査ログ管理サーバ
• OpenTP1サーバ
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3.8　トレースに関する運用

3.8.1　UAPトレースの出力
UAPが異常終了した場合は，UAPトレースが自動でファイルに編集出力されます。ま
た，uatdumpコマンドを使用してUAPトレースを標準出力に編集出力できます。

出力内容は，起動していたサービスが属するサービスグループの名称，UAPトレース情
報の取得日時などです。

なお，UAPトレースの詳細，および uatdumpコマンドについては，マニュアル
「OpenTP1 テスタ・UAPトレース使用の手引」を参照してください。

3.8.2　RPCトレースに関する運用

（1） RPCトレースのマージ

複数の RPCトレースファイルのトレース情報をマージする場合，rpcmrgコマンドを使
用します。rpcmrgコマンドを実行すると，トレース情報を時系列に並べ，RPCトレー
スファイルの形式で出力できます。

（2） RPCトレースの出力

RPCトレースファイルから RPCトレースを編集して出力する場合，rpcdumpコマンド
を使用します。オプションの指定によって，ユーザが必要な範囲の RPCトレースだけを
出力できます。

出力内容は，起動していたサービスが属するサービスグループの名称，RPCトレース出
力元のプロセス IDなどです。

（3） 注意事項

RPCトレースを取得した場合，処理速度が低下し，RPCがタイムアウトでエラーリター
ンすることがあります。その場合は，次のどちらかの対処をしてください。

• dc_rpc_set_watch_time関数を発行して，最大応答待ち時間（未発行時：180秒）を
十分な値まで増やしてください。

• 状況に応じて次の 1.または 2.の最大応答待ち時間（デフォルト値：180秒）を十分な
値まで増やしてください。
1. watch_timeオペランド（システム共通定義，ユーザサービス定義，またはユーザ
サービスデフォルト定義で指定）に指定した最大応答待ち時間

2. クライアントから rapサーバに引き継いだ最大応答待ち時間

クライアントから rapサーバに最大応答待ち時間を引き継ぐかどうかは，クライアン
109



3.　OpenTP1オンラインの運用
ト環境定義の DCWATCHTIMINHERITオペランド（TP1/Client/W，TP1/Client/P
の場合），または TP1/Client/J環境定義の dcwatchtiminheritオペランド（TP1/
Client/Jの場合）で指定します。
DCWATCHTIMINHERITオペランドまたは dcwatchtiminheritオペランドに Yが指
定されている場合は，上記 2.の最大応答待ち時間を使用してください。
DCWATCHTIMINHERITオペランドまたは dcwatchtiminheritオペランドに Nが指
定されているか，指定が省略されている場合は，上記 1.の最大応答待ち時間を使用し
てください。

3.8.3　MCFトレースのスワップ
最新のMCFトレースをファイルに出力したい場合は，mcftswptrコマンドでMCFト
レースファイルをスワップしてください。

3.8.4　MCFトレースの一時出力
共用メモリ上に取得しているMCFトレース情報を，任意のタイミングでMCFトレース
ファイルに出力できます。MCFトレース情報の取得を開始するには，mcftstrtrコマン
ドを使用します。MCFトレース情報の取得を終了し，MCFトレースファイルに出力す
るには，mcftstptrコマンドを使用します。これらのコマンドは，主にMCFトレースの
ディスク出力機能を使用しないように定義した場合（mcfttrc -t "disk=no"）で，一時的
にMCFトレースファイルを取得したいときに使用します。

MCFトレース情報をMCFトレースファイルへ出力する処理の概要を次の図に示しま
す。
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図 3-26　MCFトレースの一時出力処理の概要

3.8.5　性能検証用トレースに関する運用
OpenTP1は，OpenTP1で動作するサービスの主なイベントで，性能検証用トレース情
報を取得しています。性能検証用トレース情報は，性能検証およびトラブルシュートの
効率向上を目的とします。

prfgetコマンドでトレース情報を取得し，prfedコマンド，または dcalzprfコマンドで
編集出力します。prfgetコマンドは，性能検証用トレース情報をバイナリ形式で UNIX
ファイルに出力します。prfedコマンド，または dcalzprfコマンドは，バイナリ形式の
トレース情報をキャラクタ形式に編集出力します。prfedコマンド，または dcalzprfコ
マンドは，トレース情報の詳細を見るために使用します。

性能検証用トレース情報取得機能の特長は次のとおりです。

●ノードおよびプロセスをわたる場合でもトレースを追うことができます。

● APIの単位でなく，内部のイベント単位でトレースを取得するので，どの処理が性能
ネックか検証できます。

各トレース情報がいつ取得されたかは，出力されたイベント IDで識別します。イベント
IDとトレース情報取得のタイミングについては，「付録 L.1　性能検証用トレースの取得
情報」を参照してください。

また，性能検証用トレースの利用例を「付録 L.3　性能検証用トレース情報の解析例」に
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記載してあります。併せてご参照ください。

なお，この機能は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。TP1/
Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了承くださ
い。

注意事項
• 通常再開始，ホットスタンバイでは，トレース情報は引き継がれません。
• 性能検証用トレース取得機能では，オンラインの性能に影響がないように，ト
レース取得での排他は行われません。このため，マルチプロセッサ環境でトレー
ス取得の競合が発生した場合，トレース情報が抜けたり，不正なトレース情報が
取得されることがあります。不正なトレース情報は，prfedコマンド，または
dcalzprfコマンドでトレース情報を編集すると，エラーレコードとして表示され
ます。

性能検証用トレース取得機能での，性能検証用トレースファイル運用の流れを次の図に
示します。

図 3-27　性能検証用トレースファイルの運用の流れ
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1. オンライン中に出力される prfトレースデータは $DCDIR/spool/dcprfinf下に
prf_nnn※ 1というファイル名で取得されます。一つのファイルの容量は，

prf_file_sizeオペランドで指定した値です。また，ファイルの世代数は
prf_file_countオペランドで指定した値です。オンライン中は一つのファイル容量が
いっぱいになるとスワップしてトレースを取得します。

2. OpenTP1の終了処理時には，$DCDIR/spool/save下にある prf_nnn.bk2※ 2を

prf_nnn.bk1※ 2に移します。

3. $DCDIR/spool/dcprfinf下の prf_nnn※ 1を $DCDIR/spool/save下に prf_nnn.bk2※
2としてコピーします。

注※ 1
nnn：性能検証用トレース定義の prf_file_countオペランドで指定した値を上限
とした 001から始まる値です。

注※ 2
nnn：バックアップ元のファイル名に対応した値です。

（1） OpenTP1で取得する性能検証用トレース

OpenTP1では性能検証用トレースとして次の表に示すトレースを取得します。これらを
総称して性能検証用トレースと呼びます。また，性能検証用トレースデータを取得する
ファイルを性能検証用トレースファイルと呼びます。

注※
nnn：それぞれ，次に示す定義の prf_file_countオペランドで指定した値を上限とした 001か
ら始まる値です。
・性能検証用トレース：性能検証用トレース定義
・XAR性能検証用トレース：XAR性能検証用トレース定義
・JNL性能検証用トレース：JNL性能検証用トレース定義

トレース名称 性能検証用トレースファイル名

性能検証用トレース prf_nnn※

XAR性能検証用トレース _xr_nnn※

JNL性能検証用トレース _jl_nnn※

LCK性能検証用トレース _lk_nnn※

MCF性能検証用トレース _mc_nnn※

NAMイベントトレース _nm_001，_nm_002，_nm_003

プロセスサービスイベントトレース _pr_001，_pr_002，_pr_003

FILイベントトレース _fl_001，_fl_002，_fl_003

TRNイベントトレース _tr_nnn※
113



3.　OpenTP1オンラインの運用
・LCK性能検証用トレース：LCK性能検証用トレース定義
・MCF性能検証用トレース：MCF性能検証用トレース定義
・TRNイベントトレース：TRNイベントトレース定義

（2） 性能検証用トレースファイルのバックアップ機能

OpenTP1の性能検証用トレース取得機能では，トレースデータの誤消去による調査時の
資料不足を防止するため，OpenTP1の終了時にトレースファイルのバックアップを取得
しています。トレースファイルのバックアップを取得するメリットおよびデメリットは
次のとおりです。

• メリット
OpenTP1終了時に，取得済みのトレースデータをバックアップすることで資料の誤
消去による調査資料不足を防止できる。

• デメリット
• バックアップするためにディスク領域が必要になる。
• OpenTP1の終了に時間が掛かる。

（3） 性能検証用トレースファイルのバックアップの抑止

性能検証用トレースファイルのバックアップ機能はメリットがある一方，定義によって
はデメリットの方が大きくなる場合があります。メリットよりデメリットの方が大きい
場合は，バックアップを抑止できます。この場合，OpenTP1は自動的にバックアップを
取得しないため，運用に当たって性能検証用トレースファイルをバックアップするよう
にしなければなりません。

性能検証用トレースファイルのバックアップを抑止する場合は，障害調査などの場合に
資料不足にならないように，十分に検討することをお勧めします。
114



3.　OpenTP1オンラインの運用
3.9　共用メモリに関する運用

3.9.1　共用メモリ使用状況の表示
OpenTP1稼働中の共用メモリの使用状況を知りたいときは，dcshmlsコマンドを使用し
ます。dcshmlsコマンドを実行すると，現在使用中の共用メモリの合計値，共用メモリ
の使用率などを表示できます。また，オプションの指定によって，静的共用メモリ，ま
たは動的共用メモリの使用状況も表示できます。

3.9.2　メッセージ格納バッファプール
OpenTP1はクライアントからのサービス要求を，いったんメッセージ格納バッファプー
ルに蓄積して処理しています。このメッセージ格納バッファプールは，ユーザサーバ単
位に共用メモリに作成されるので，サービスを処理するユーザサーバの数が増えるとシ
ステムのリソースを圧迫する場合があります。

スケジュールサービス定義の scdbufgrpオペランドを指定した場合，メッセージ格納
バッファプールを共用できます。一つのメッセージ格納バッファプールを複数のユーザ
サーバで共有するので，共用メモリの使用量を削減できます。一つのメッセージ格納
バッファプールを共用する複数のユーザサーバをスケジュールバッファグループと呼び
ます。

スケジュールバッファグループが共用しているメッセージ格納バッファプールの状態を
表示するには，scdlsコマンドに -bオプションを指定します。次の内容が表示されます。

• メッセージ格納バッファプール使用可能サイズ
• メッセージ格納バッファプールの使用中のサイズ
• メッセージ格納バッファプールの最大サイズ
• メッセージ格納バッファプールを共用しているユーザサーバ名

これらの情報はスケジュールバッファグループごとに表示されます。また，共用してい
るユーザサーバの情報として，次に示す情報がユーザサーバ単位に表示されます。

• ユーザサーバの状態
• サービス要求の滞留数
• 最大サービスと要求の滞留数
• ユーザサーバが使用しているメッセージ格納バッファプールサイズ
• ユーザサーバが使用できるメッセージ格納バッファプールの最大サイズ

OpenTP1起動時に，スケジュールサービス定義で指定しただけの共用メモリを確保でき
ないときはシステムダウンします。この場合は，メモリの値を見積もり直してください。
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3.10　OpenTP1のドメインに関する運用

システム共通定義の all_nodeオペランドで指定したノードを一つのまとまりにしたもの
を OpenTP1のドメインといいます。

3.10.1　ドメイン構成の変更
ドメインを構成するノードを OpenTP1の動作中に変更するには，namndchgコマンド
または namchgflコマンドを使用します。それぞれのコマンドでドメイン構成を変更する
方法を次に示します。

（1） namndchgコマンドを使用したドメイン構成の変更

システム共通定義の all_nodeオペランドを変更し，namndchgコマンドを実行してドメ
イン構成を変更します。ドメイン構成の変更手順を次に示します。

1. システム共通定義の all_nodeオペランドのノードの構成を変更します。
2. namndchgコマンドを実行します。コマンドが正常終了すると，変更したノードでド
メインが構成されます。

また，namndchgコマンドに -lオプションを指定すると，そのときにドメインを構成し
ているノード名とポート番号（all_nodeオペランドの指定内容）が表示されます。

（2） namchgflコマンドを使用したドメイン構成の変更

ドメイン定義ファイルの定義でドメインの構成を変更します。namchgflコマンドを使用
すると，システム共通定義を変更しなくてもドメイン構成を変更できます。namchgflコ
マンドを有効にするには，システム共通定義の name_domain_file_useオペランドに Y
を指定してください。name_domain_file_useオペランドの詳細については，マニュアル
「OpenTP1 システム定義」を参照してください。ドメイン構成の変更手順を次に示しま
す。

1. ドメイン定義ファイルを作成します。
2. namchgflコマンドを実行します。コマンドが正常終了すると，変更したノードでド
メインが構成されます。グローバルキャッシュは初期化され，無登録状態になりま
す。all_node_exのドメイン定義ファイルも変更対象にするには，namchgflコマンド
に -eオプションを指定してください。

ドメイン構成の変更前後で同一ノードが指定されていた場合，そのノードについては，
次の情報を変更前から引き継ぎます。

• RPC抑止リストの登録状態
• コネクションの接続時刻
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● ドメイン定義ファイル

システム共通定義を変更しないでドメイン構成を変更するには，ドメイン定義ファイル
が必要です。ドメイン定義ファイルには，all_nodeを指定するファイルと，all_node_ex
を指定するファイル，さらに優先選択ノードを指定する定義ファイルがあります。優先
選択ノードの定義ファイルの指定方法は，all_nodeを指定するファイルおよび
all_node_exを指定するファイルと同じです。

ファイル名称は 40バイト以内の任意の名称です。それぞれのファイルを次の場所に格納
してください。

all_nodeを指定するファイル
$DCCONFPATH/dcnamndディレクトリ下

all_node_exを指定するファイル
$DCCONFPATH/dcnamndexディレクトリ下

優先選択ノードを指定する定義ファイル
$DCCONFPATH/dcnamprディレクトリ下

これらのファイルのノード名やポート番号などに不正があった場合は，KFCA00656-E
（ノード名不正），KFCA00657-E（ポート番号不正）または KFCA00666-E（ホスト未定
義）のメッセージを出力後，namchgflコマンドがエラーリターンし，ドメイン構成の変
更は無効となります。

また，優先選択ノードの定義ファイルに指定したノードが all_nodeのドメイン定義ファ
イルに指定されていなかった場合は，KFCA00603-W（all_nodeに未定義）のメッセー
ジを出力し，優先選択ノードの指定は無効となります。なお，同一ファイル内のほかの
行で正しく定義されているノードについては，優先選択ノードの指定は有効となります。

それぞれのディレクトリ下に，複数のドメイン定義ファイルを格納した場合，同じディ
レクトリ下に格納されているすべてのドメイン定義ファイルを合わせて一つのドメイン
（OpenTP1システム）を構成します。

次の場合，ドメイン定義ファイルは，自ノードだけのドメインとして OpenTP1システ
ムを構成します。優先選択ノードの定義ファイルは，ドメイン定義ファイルの指定に従
います。

• ドメイン定義ファイルが正しい場所に存在しない場合
• ドメイン定義ファイルを格納するディレクトリが存在しない場合
• ドメイン定義ファイルにノードが指定されていない場合

ドメイン定義ファイルの記述形式を次に示します。

 
ノード名〔,〔ポート番号〕〕〔,〕
 

ノード名　〈1～ 255文字の識別子〉
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3.　OpenTP1オンラインの運用
OpenTP1システムのすべてのノード名を指定します。識別子に使用できる文字は英
数字，ピリオド，およびハイフンです。/etc/hostsに定義したホスト名がノード名に
なります。

ポート番号　〈符号なし整数〉((5001～ 65535))
ネームサーバがウェルノウンポート番号として使用するポート番号を指定します。
ポート番号を省略した場合，システム共通定義の name_portオペランドに指定した
ネームサービスのポート番号を設定します。name_portオペランドを指定していな
い場合，10000を設定します。

• 1行に指定できる文字数は 272バイトです。
• 1行には，ノード名とポート番号を一組だけ指定できます。
• コメントを記入する場合は，コメントの先頭に '#'を記述してください。
行の先頭に '#'を記述すると 1行全体がコメント扱いになります。

• システム定義で使用している，複数行に分けて記述する場合の継続符号 '¥'は不要で
す。

• 二つ目のコンマ（,）以降の文字は，エラー判定の対象外です。

注意事項
• ドメイン定義ファイルに指定するノードには，一意のノード識別子を指定してく
ださい。

• 変更前のドメイン構成からノードを削除すると，次の機能が正しく動作しないお
それがあります。
・ISTサービス
・マルチノード機能
• トランザクショナル RPCを使用したサービスを利用している場合，ドメイン構成
の変更時に削除したノードのノード識別子と同一のノード識別子が指定されてい
るノードは，追加しないでください。このようなノードを指定した場合，次の動
作は保証できません。
・回復処理
・ISTサービス
・マルチノード機能
• 系切り替え構成で namchgflコマンドを使用する場合，リラン時に備え，実行系と
待機系で同じ内容のドメイン定義ファイルを格納してください。

• namchgflコマンドの実行中に killコマンドなどで namchgflコマンドプロセスを
強制停止させないでください。ネームサービス機能が正しく動作しなくなるおそ
れがあります。

• リランの前後で name_domain_file_useオペランドを変更した場合の動作は保証
できません。

ドメイン定義ファイルの記述例を次に示します。

 
0---+----1----+----2----+----3----+----4----+----5----+----6----+-
---7----+-
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3.　OpenTP1オンラインの運用
10.209.117.30,11111,                                            #コメント
10.209.117.40,33333,                                            #コメント
                （改行）※

#ZZZ※

10.209.117.50,11111
10.209.117.60,33333
10.209.117.70
10.209.117.80,
10.209.117.90,,

                （空行）※
 

注※
改行，空行，またはコメントだけの行でも指定が継続していると判断します。

（3） 追加ノード数の変更

ネームサービスが使用できる共用メモリの領域は，OpenTP1起動時に定義します。共用
メモリの領域のサイズはオンライン中には変更できません。そのため，OpenTP1起動時
に，必要な共用メモリの領域（最大ノード数）を確保してください。最大ノード数は，
システム共通定義の all_node_extend_numberオペランドまたは
all_node_ex_extend_numberオペランドで指定します。これらのオペランドの詳細につ
いては，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

3.10.2　ドメイン代表スケジュールサービス
OpenTP1を使用して大規模な分散システムを構築する場合，OpenTP1システムを小規
模なドメインに分割して運用できます。OpenTP1システムを小規模のドメインに分割し
て運用する場合，システム共通定義の all_nodeオペランドは自ドメイン内の各
OpenTP1ノードだけを定義します。OpenTP1システム内のすべての OpenTP1ノード
を定義する必要はありません。

ドメインの窓口となるスケジュールサービスをドメイン代表スケジュールサービスと呼
びます。ドメイン代表スケジュールサービスは，ドメインデータファイル（DNSの
hosts情報ファイル）に登録します。ドメインデータファイルへの登録および削除は，
namdomainsetupコマンドを使用します。

ドメイン間の通信は，dc_rpc_call関数でサービスグループ名にドメイン修飾して実現し
ます。ドメイン間の通信では，OpenTP1は指定されたドメイン代表スケジュールサービ
スの IPアドレスを DNSサーバに問い合わせ，サービス要求をそのドメイン代表スケ
ジュールサービスに渡します。サービス要求を受け付けたドメイン代表スケジュール
サービスは，そのサービス要求を自ドメイン内のサーバUAPにスケジュールします。

また，システム共通定義の domain_masters_addrオペランドを指定すると，DNSサー
バに IPアドレスを問い合わせないで，直接，通信先のドメイン代表スケジュールサービ
スと通信するので，通信回数を削減できます。ドメイン代表スケジュールサービスの定
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3.　OpenTP1オンラインの運用
義方法の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

3.10.3　起動通知情報の無効化
システム共通定義の name_notifyオペランドで指定した通信先 OpenTP1への起動通知
機能を強制的に無効にするには，namunavlコマンドを使用します。namunavlコマン
ドの実行後は新たにコネクションを確立するので，通信先から起動通知情報を受け取ら
ない場合でも正常に通信できるようになります。

3.10.4　OpenTP1起動確認とキャッシュ削除機能
namalivechkコマンドを使用すると，コマンドを実行した時点での OpenTP1システム
内の他 OpenTP1ノードの起動状態を確認できます。

OpenTP1ノードのダウンを検知した場合，該当する OpenTP1ノードのすべてのサービ
ス情報をキャッシュから削除します。そのため，以降の RPCでは，ダウンしている
OpenTP1ノードが通信対象ではなくなり，不要な通信を抑止できます。OpenTP1シス
テムのうちの一つの OpenTP1ノードがダウンしたときに namalivechkコマンドを実行
すると，効率良く RPCを実行できます。
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3.11　ノード自動追加機能を使用する運用
ノード自動追加機能とは，OpenTP1システムへのノードの追加や削除を容易にするため
の機能です。

ノード自動追加機能を使用すると，既存ノードでの定義修正をすることなく，ノードの
追加および削除ができます。ノード自動追加機能を使用しない OpenTP1システムでは，
ノードの追加，削除を伴うシステム構成を変更する場合，すべての OpenTP1ノードで，
定義を修正する必要があります。

3.11.1　ノード自動追加機能を使用するための構成
ノード自動追加機能を使用する場合の構成例を次の図に示します。

図 3-28　ノード自動追加機能を使用する場合の構成例

注※
ノーマルノードとは，バージョン 07-05以前の OpenTP1を使用しているノード，
またはこの機能を使用していないノードのことです。この機能を使用する構成に，
ノーマルノードを混在させることもできます。ノーマルノードを混在させて使用す
る運用については，「3.11.5　ノーマルノードを混在させて使用する運用」を参照し
てください。

（1） マネジャノード

マネジャノードは，OpenTP1システムを構成するすべてのノード情報を管理するノード
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3.　OpenTP1オンラインの運用
です。OpenTP1システム内に一つだけ必要です。システム共通定義の
name_service_modeオペランドでmanagerを指定します。

（a）マネジャノードの役割

マネジャノードの役割を次に示します。

• ノードの稼働状況の監視
マネジャノードは，OpenTP1システム内の全ノードの稼働状況を一定間隔で監視し
ます。

• ノードリストへのノード情報の登録
OpenTP1システム内にノードが追加された場合，追加されたノードからマネジャ
ノードにノードリスト要求が送信されます。マネジャノードはこれを受信し，ノード
リストにそのノードの情報を登録します。

• ノードリストからのノード情報の削除
エージェントノードやノーマルノードに障害などが発生した場合，マネジャノードは
これを検知し，ノードリストからそのノードを削除します。
停止したノードをノードリストから削除したくない場合は，システム共通定義の
name_remove_down_nodeオペランドに Nを指定します。

• ノードリストの配布
マネジャノードは，次の場合に最新のノードリストを各ノードに配布します。
• ノード構成の変更後に，エージェントノードからノードリスト要求を受信した場合
• OpenTP1システム内に新たにノードが追加された場合

（b）マネジャノードの構成および運用

マネジャノードが障害などの要因で停止すると，次のような影響があります。

• OpenTP1システムにノードを自動追加できない。
OpenTP1システム内で，追加したノードとほかのノードで，RPCが実行できません。

• OpenTP1システムからノードを自動削除できない。
停止しているノードへ RPC要求を出す場合があります。

• エージェントノードにノードリストが配布されないため，各ノード間でノードリスト
に不整合が生じる。
マネジャノードが保持しているノードリストのノードだけが RPCの実行範囲となる
ため，負荷分散が不完全になることがあります。

マネジャノードの障害時対策として，次の構成および運用にしてください。

• 系切り替え構成にする。
• ノードリストの引き継ぎ機能を使用する。

系切り替え構成を導入できない場合の対応については，「3.11.3(3)　ノード自動追加機能
の障害時の運用」を参照してください。ノードリストの引き継ぎ機能については，
「3.11.2(3)　ノードリストの引き継ぎ機能を使用する」を参照してください。
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（2） エージェントノード

エージェントノードは，マネジャノードに管理されるノードです。システム共通定義の
name_service_modeオペランドで agentを指定します。

マネジャノードが障害などの要因で停止した場合，エージェントノードをマネジャノー
ドに昇格させて，マネジャノードとしてノード管理を代行させることもできます。

（3） ノードリスト

ノードリストは，OpenTP1システムを構成する各ノード情報を格納し，マネジャノード
によって一元管理されます。OpenTP1の共用メモリ上で管理します。

（a）ノードリストの整合性確保

マネジャノードのノード監視によって，ノードリストには各ノードの情報が定期的に反
映され，最新のノード情報を保持します。最新のノードリストは，マネジャノードから
ノード自動追加機能を使用する各ノードに配布され，OpenTP1システム内で同じノード
リストを参照するように制御されています。これをノードリストの整合性確保といいま
す。

ノードリストの整合性確保の流れを次の図に示します。
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図 3-29　ノードリストの整合性確保の流れ

図で示したノードリストの整合性確保の流れについて説明します。番号は図中の番号と
対応しています。

1. マネジャノードとエージェントノードは，ノード監視およびノードリスト要求の送受
信をします。

2. マネジャノードが，ノード Aの停止を検知します。
3. マネジャノードは，マネジャノードのノードリストからノード Aを削除します。
ただし，システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランドに Nを指定した
場合は削除しません。

4. ノード Bからマネジャノードへノードリスト要求を送信します。
124



3.　OpenTP1オンラインの運用
5. マネジャノードは，ノード Bへ最新のノードリストを送信します。

（b）ノードリストの更新タイミング

ノードリストはノードの追加や削除時に更新されます。

次の場合は，ノードリストを更新しないで，次回のノードリストの整合性を確保すると
きに更新します。

• マネジャノードがノードリストからノード情報を削除する際に，サービスグループ情
報の検索など，ノードリストを参照する処理が並行して動作している場合

• エージェントノードでノードリストの整合性を確保する際に，サービスグループ情報
の検索など，ノードリストを参照する処理が並行して動作している場合

（c）ノードリストの引き継ぎ機能

ノードリストはノードリストの整合性確保によって，共用メモリ上でオンライン中に更
新されます。共有メモリは OpenTP1の開始ごとに初期化されるため，前回オンライン
時のノードリストの情報は失われ，ノードリストが再構築されます。このため，起動直
後のノードリストには自ノードの情報しかない状態になり，ノードリストの整合性が確
保されるまでの間，RPCの要求先が制限されてしまいます。

ノードリストの引き継ぎ機能は，このような一時的な制限を解消するための機能です。
系切り替え構成の場合は，必ずノードリストの引き継ぎ機能をお使いください。また，
マネジャノードでも，ノードリストの引き継ぎ機能を使用することをお勧めします。

ノードリストの引き継ぎ機能については，「3.11.2(3)　ノードリストの引き継ぎ機能を使
用する」を参照してください。

（4） その他の機能との併用

ノード自動追加機能は，ノード監視機能および優先選択ノードと併用できます。これら
の機能との併用については，「3.11.4　ノード自動追加機能とその他の機能との併用」を
参照してください。

3.11.2　ノード自動追加機能を使用するための準備
ノード自動追加機能を使用するために必要な準備を説明します。

（1） マネジャノードで必要なシステム定義

マネジャノードに必要な定義，および任意の定義は次のとおりです。

必要な定義

システム共通定義の name_service_modeオペランド
managerを指定します。ノード自動追加機能でのノードの動作モードを「マネ
ジャノード」に指定します。

ネームサービス定義
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• name_audit_intervalオペランド
ノードを監視する間隔を指定します。

• name_total_sizeオペランド
自ノードのネームサービスが確保するサービス情報領域の大きさを指定しま
す。サービス情報領域の大きさについては，マニュアル「OpenTP1 システム
定義」を参照してください。

任意の定義

システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランド
停止したノードをノードリストから削除するかどうかを指定します。

ネームサービス定義の namnlfil定義コマンド
ノードリストの引き継ぎ機能で使用するノードリストファイルのファイル名を
完全パスで指定します。

各システム定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してく
ださい。

（2） エージェントノードで必要な定義

エージェントノードに必要な定義および任意の定義は，次のとおりです。

必要な定義

システム共通定義
• name_service_modeオペランド

agentを指定します。ノード自動追加機能でのノードの動作モードを「エー
ジェントノード」に指定します。

• name_manager_nodeオペランド
エージェントノードを管理するマネジャノードのノード名を指定します。

ネームサービス定義
• name_audit_intervalオペランド
ノードを監視する間隔を指定します。

• name_total_sizeオペランド
自ノードのネームサービスが確保するサービス情報領域の大きさを指定しま
す。サービス情報領域の大きさについては，マニュアル「OpenTP1 システム
定義」を参照してください。

任意の定義

システム共通定義の name_node_add_policyオペランド
ノーマルノードやノード自動追加機能を使用していないノードの情報を，ノー
ドリストに登録するかどうかを指定します。

ネームサービス定義
• name_start_watch_timeオペランド

OpenTP1起動時のノードリスト要求について，応答待ち時間を指定します。
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• name_start_retry_countオペランド
OpenTP1起動時のノードリスト要求について，リトライ回数を指定します。

• name_start_retry_intervalオペランド
OpenTP1起動時のノードリスト要求について，リトライ間隔を指定します。

• name_start_errorオペランド
ノードリスト要求でエラーが発生した回数が，ネームサービス定義の
name_start_retry_countオペランドに指定した値を超えた場合の処理を指定
します。

• name_sync_ready_timeオペランド
ノードリストの同期を取るまでの待ち時間を指定します。

• namnlfil定義コマンド
ノードリストの引き継ぎ機能で使用するノードリストファイルのファイル名
を完全パスで指定します。

各システム定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してく
ださい。

（3） ノードリストの引き継ぎ機能を使用する

ノードリストはノードリストの整合性確保によって，共用メモリ上でオンライン中に更
新されます。共有メモリは OpenTP1の開始ごとに初期化されるため，前回オンライン
時のノードリストの情報は失われ，ノードリストが再構築されます。このため，起動直
後のノードリストには自ノードの情報しかない状態になり，ノードリストの整合性が確
保されるまでの間，RPCによるサービス要求先が制限されてしまいます。

ノードリストの引き継ぎ機能は，このような一時的な制限を解消するための機能です。
前回起動中のノードリストの情報がファイルに書き込まれ，再起動時にその情報を基に
ノードリストが引き継がれ，回復します。

系切り替え構成の場合は，必ずノードリストの引き継ぎ機能をお使いください。また，
マネジャノードでも，ノードリストの引き継ぎ機能を使用することをお勧めします。

ノードリスト情報を格納しておくファイルをノードリストファイルといいます。ノード
リストを引き継ぐ場合は，namnlcreコマンドで事前にノードリストファイルを作成して
おく必要があります。namnlcreコマンドについては，「13.　運用コマンドの詳細」の
「namnlcre」を参照してください。

（a）系切り替え構成でノードリストの引き継ぎ機能を使用する

系切り替え構成の場合は，必ずノードリストの引き継ぎ機能をお使いください。系切り
替え構成でノードリストを引き継ぐ流れを次の図に示します。
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図 3-30　系切り替え構成でノードリストを引き継ぐ流れ

マネジャノードが障害などで停止しても，実行系システムで使用していたノードリスト
がノードリストファイルに書き込まれているため，系切り替え時に待機系システムへ引
き継げます。

（b）マネジャノードでノードリストの引き継ぎ機能を使用する

マネジャノードでノードリストを引き継ぐ流れを次の図に示します。
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図 3-31　マネジャノードでノードリストを引き継ぐ流れ

マネジャノードでノードリストを引き継ぐ場合
1. オンライン中にノードリストをノードリストファイルに書き込みます。
2. OpenTP1の開始時にノードリストには，自ノードの情報しかありません。
3. オンライン時に，前回オンライン時に保存したノードリストファイルからノード
リストを引き継ぎます。
これによって，前回オンライン時と同等の構成で RPC要求が開始でき，エー
ジェントノードからのノードリスト要求にも応答できます。
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マネジャノードでノードリストを引き継がない場合
1. オンライン中にノードリストファイルへの書き込みはしません。
2. OpenTP1の開始時にノードリストには，自ノードの情報しかありません。
3. マネジャノードがエージェントノードからのノードリスト要求を受信するまでの
間，ノードリストの状態は変わりません。

4. エージェントからのノードリスト要求を受信し，ノードリストを更新して，エー
ジェントへノードリストを配布します。
RPC要求を開始できます。

マネジャノードが障害などで停止し再開始した場合も，ノードリストを引き継ぐときと，
引き継がないときでは，RPCの開始までに同様の時間差があります。

（c）エージェントノードでノードリストの引き継ぎ機能を使用する

エージェントノードでノードリストを引き継ぐ流れを次の図に示します。
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図 3-32　エージェントノードでノードリストを引き継ぐ流れ

図で示した流れについて説明します。番号は図中の番号と対応しています。

エージェントノードでノードリストを引き継ぐ場合
1. オンライン中にノードリストをノードリストファイルに書き込みます。
2. OpenTP1の開始時にノードリストには，自ノードの情報しかありません。
3. オンライン時に，前回オンライン時に保存したノードリストファイルからノード
131



3.　OpenTP1オンラインの運用
リストを引き継ぎます。
これによって，前回オンライン時と同等の構成で RPCが開始できます。

エージェントノードでノードリストを引き継がない場合
1. オンライン中にノードリストファイルへの書き込みはしません。
2. OpenTP1の開始時にノードリストには，自ノードの情報しかありません。
3. マネジャノードがノード Bからのノードリスト要求に返信するまでの間，ノード
リストの状態は変わりません。

4. マネジャノードのノードリストの配布のタイミングで，ノードリストは最新の情
報に置き換わり，RPCが開始できます。

エージェントノードが障害などで停止し再開始した場合も，ノードリストを引き継ぐと
きと，引き継がないときでは，RPCの開始までに同様の時間差があります。

3.11.3　ノード自動追加機能の導入後の運用
ノード自動追加機能の導入後の運用について説明します。

（1） ノードリストファイルに関する運用

ノードリストファイルはノードリストを引き継ぐときに namnlcreコマンドで作成しま
す。namnlcreコマンドについては，「13.　運用コマンドの詳細」の「namnlcre」を参
照してください。

ノードリストファイルに関する運用について説明します。

（a）ノードリストファイルの内容表示

ノードリストファイルには，ノード情報，動作モード，マネジャノード情報などが格納
されています。ノードリストファイルの内容を表示する場合は，namnldspコマンドを実
行します。namnldspコマンドについては，「13.　運用コマンドの詳細」の「namnldsp」
を参照してください。

（b）ノードリストファイルの削除

ノード自動追加機能の使用をやめる場合など，ノードリストファイルを削除するには，
namnldelコマンドを実行します。OpenTP1システム内の構成を変更する場合など，
ノードリストファイル中のノードリスト情報をリセットしたいときは，ノードリストを
削除し，ノードリストの作成をします。namnldelコマンドについては，「13.　運用コマ
ンドの詳細」の「namnldel」を参照してください。

（2） ノード自動追加機能の通常時の運用

ノード自動追加機能の通常時の運用として，OpenTP1システムの構成変更や，動作モー
ドの変更について説明します。
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（a）エージェントノードを追加する

OpenTP1システム内に新たにエージェントノードを追加する場合は，追加するエージェ
ントノードのシステム共通定義で，次の定義を指定します。

• name_service_modeオペランドに agentを指定
• name_manager_nodeオペランドにマネジャノードのノード名を指定

追加するノードからマネジャノードへノードリスト要求を送信します。これによって，
ノードリストにノードの情報が追加されます。マネジャノードから各ノードへ追加する
ノードのノード情報が配布され，各ノードは，ノードリストに追加するノードの情報を
追加します。

（b）エージェントノードを削除する

OpenTP1システム内の構成変更や，障害などでエージェントノードが停止した場合に，
エージェントノードを削除する手順を次に示します。

システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランドに Yを指定している場合
削除するノードを停止します。
OpenTP1の停止時に，マネジャノードが停止したノードを検知して，ノードリスト
からノード情報を削除します。

システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランドに Nを指定している場合
削除するノードを停止します。
OpenTP1の停止時に，マネジャノードが停止したノードを検知して，マネジャノー
ド上の RPC抑止リストに，停止したノードを登録します。
マネジャノードから各エージェントノードに最新のノードリストが配布されます。
ノードリストの整合性確保までの間，停止したノードへの RPC要求の送信を抑止す
るには，OpenTP1システム内のノードで namndrmコマンドを実行して，停止した
ノードをノードリストから削除してください。namndrmコマンドについては「13.
　運用コマンドの詳細」の「namndrm」を参照してください。

（c）ノードの動作モードを切り替える

ノード自動追加機能を使用するための動作モード（マネジャノード，およびエージェン
トノード）は，システム共通定義の name_service_modeオペランドの指定値によって決
定します。一度決定した動作モードを変更するには，各ノードのシステム共通定義の
name_service_modeオペランドを変更する方法と，nammstrコマンドで変更する方法
があります。nammstrコマンドについては「13.　運用コマンドの詳細」の「nammstr」
を参照してください。

nammstrコマンドでは，動作モードの変更として，次のことができます。

動作モードの昇格
エージェントノードとして動作しているノードを，マネジャノードとして動作させ
る。
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動作モードの降格
マネジャノードとして動作しているノードを，エージェントノードとして動作させ
る。

マネジャノードの変更
エージェントノード上で，マネジャノードとして指定しているノードを他のノード
に変更する。

なお，nammstrコマンドでの動作モードの変更は，OpenTP1が稼働中の間だけ有効で
す。OpenTP1を再起動すると，システム共通定義に指定した動作モードに戻ります。

ノードリストを引き継ぐと，nammstrコマンドによる動作モードの状態，およびマネ
ジャノードの指定先が，ノードリストファイルに引き継がれます。このため，再起動時
も nammstrコマンドで変更した動作モードを引き継げます。

動作モードの昇格および降格の変更例を次の図に示します。

図 3-33　動作モードの昇格および降格の変更例
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図で示した動作モードの変更について説明します。番号は図中の番号と対応しています。

1. ノード Aを停止します。
ノード A上で動作する OpenTP1，またはユーザサービスプロセスをすべて停止しま
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す。
2. エージェントノード B～ Dは，ノード Aをマネジャノードと認識しています。
3. ノード Bで nammstr -uを実行し，ノード Bがマネジャノードに昇格します。※ 1

-eオプションの指定で，コマンド実行前までにマネジャノードと認識していたノード
Aの情報をノードリストから削除することもできます。

4. ノード C，Dでは，ノード Bからのノードリストの配布に従い，マネジャノードを
ノード Bに変更します。

5. ノード Aの動作モードはマネジャノードのままですが，エージェントノードがない状
態になります。※ 2

6. ノード Bで nammstr -d NODE-Aを実行し，ノード Bがエージェントノードに降格
します。また，ノード Aをマネジャノードと認識します。※ 3

注※ 1
ノード Aの停止を認識しないうちに，nammstrコマンドを実行した場合，エラーに
なることがあります。この場合，namsvinfコマンドに -bオプションを指定して実
行し，ノードの状態を確認します。ノード Aの状態が「INACT」になってから，再
度コマンドを実行してください。

注※ 2
ユーザサーバだけを停止している場合は，OpenTP1システム上にマネジャノードが
二つある状態になりますが，ノード C，Dは，ノード Aからのノードリストは受け
付けません。

注※ 3
ノードリストを引き継いでいる状態で，ノードの動作モードの降格をする場合は，
OpenTP1を停止しないで，nammstrコマンドで実行することをお勧めします。
OpenTP1を停止すると，ノードリストファイルの初期化，システム共通定義の
name_service_modeオペランド，および name_manager_nodeオペランドの修正
後，OpenTP1の再起動が必要です。

動作モードの変更についての注意事項
• マネジャノードまたはエージェントノードからノーマルノードへ変更する場合は，
事前に変更するノードの OpenTP1を停止してください。停止した状態で定義を変
更してから，OpenTP1を起動します。

• ノードリストを引き継ぐ場合，OpenTP1開始時の動作モードは，ノードリスト
ファイル中に格納された動作モードを適用します。ただし，ノードリストファイ
ルの読み込みに失敗したときは，ノードリストファイル中に格納された動作モー
ドではなく，システム共通定義の name_service_modeオペランドに指定した動作
モードに従って，OpenTP1を開始します。

（3） ノード自動追加機能の障害時の運用

マネジャノードが障害などの要因で停止すると，次のような影響があります。
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• OpenTP1システムにノードを自動追加できない。
マネジャノードが保持しているノードリストのノードだけが RPCの実行範囲となる
ため，負荷分散が不完全になることがあります。

• OpenTP1システムからノードを自動削除できない。
停止しているノードへ RPC要求を出す場合があります。

• エージェントノードにノードリストが配布されないため，各ノード間でノードリスト
に不整合が生じる。
マネジャノードが保持しているノードリストのノードだけが RPCの実行範囲となる
ため，負荷分散が不完全になることがあります。

ノード自動追加機能の障害時の運用について，説明します。

（a）マネジャノードが系切り替え構成でない場合の障害時の対応

マネジャノードは系切り替え構成での運用をお勧めします。マネジャノードを系切り替
え構成で構築できない場合，マネジャノードで障害が発生したときは，次のように対応
します。

1. 次のどちらかの方法で，マネジャノードの再割り当てをします。
• 新規にマネジャノードを構築する。
• 既存のエージェントノードで，nammstrコマンドを実行し，マネジャノードに昇
格する。

2. 各エージェントノードに新マネジャノードを認識させます。
• 新規にマネジャノードを構築した場合は，各エージェントノードで，nammstrコ
マンドを実行し，マネジャノードを変更します。

• nammstrコマンドでエージェントノードをマネジャノードに昇格した場合は，マ
ネジャノードからのノードリストの配布によって，各エージェントノードで，新し
いマネジャノードを認識します。

OpenTP1システムから旧マネジャノードが切り離されます。

3. 旧マネジャノードをネットワークから切り離し，障害調査をします。

（b）コマンドによるノード停止状態の検知

ノード自動追加機能を使用して，システム共通定義の name_remove_down_nodeオペラ
ンドに Yを指定している場合，ノード情報の削除は，通常マネジャノードのノード監視
プロセスが行います。ただし，次の場合は，ノード情報を削除しません。

namalivechkコマンドでノードの停止を検知した場合
namalivechkコマンドは，停止を検知したノードを RPC抑止リストへ登録します。
このとき，ノード情報は削除しません。
システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランドに，Yを指定していると
きは，その後，マネジャノードのノード監視プロセスが，RPC抑止リストへ登録さ
れたノードの情報をノードリストから削除します。
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namsvinfコマンドでノードの停止を検知した場合
namsvinfコマンドは，停止を検知したノードを RPC抑止リストへ登録しません。
また，ノード情報の削除もしません。

nambladコマンドでノードを RPC抑止リストへ登録した場合
コマンドに指定したノードを RPC抑止リストへ登録します。このとき，ノード情報
は削除しません。
システム共通定義の name_remove_down_nodeオペランドに，Yを指定していると
きは，その後，マネジャノードのノード監視プロセスが，RPC抑止リストへ登録さ
れたノードの情報をノードリストから削除します。

name_remove_down_nodeオペランドについては，マニュアル「OpenTP1 システム定
義」を参照してください。

3.11.4　ノード自動追加機能とその他の機能との併用
ノード自動追加機能は，優先選択ノードおよびノード監視機能と併用できます。併用し
た場合の運用方法や，ノード自動追加機能の動作の変更点を説明します。

（1） ノード自動追加機能と優先選択ノードとの併用

ノード自動追加機能と優先選択ノードは併用できます。ノード自動追加機能使用時に，
all_nodeオペランドに優先選択ノードを指定します。また，namndoptコマンドで，
OpenTP1のオンライン中にノードの優先度を動的に変更することもできます。

ノードリストを引き継ぐときは，all_nodeオペランドの指定，および namndoptコマン
ドによって変更された優先選択ノードの情報もノードリストファイルへの書き込みの対
象になります。このため，次回 OpenTP1起動時には，ノードリストファイルと共に優
先選択ノードの情報を引き継いだ状態でオンラインになります。

優先選択ノードについては，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。

（a）定義ファイルでの優先選択ノード指定

システム共通定義の all_nodeオペランドで，優先選択ノードを指定する例を次に示しま
す。

 
set all_node=NODE-A:10000:high, 10.209.111.333:10001:high
 

なお，優先選択ノード指定を指定していないノードについては，ノード情報として認識
しません。また，ノードリストにも登録されません。

システム共通定義の all_nodeオペランドについては，マニュアル「OpenTP1 システム
定義」を参照してください。
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（b）namndoptコマンドによる優先選択ノード指定

namndoptコマンドで，OpenTP1オンライン中に優先選択ノードを指定できます。

特定ノード（10.209.111.333）の優先度を LowからHighに変更する場合の，namndopt
コマンドの実行例を次に示します。

 
>namndopt -p high 10.209.111.333:10000
 

namndoptコマンドについては，「13.　運用コマンドの詳細」の「namndopt」を参照し
てください。

（2） ノード自動追加機能とノード監視機能との併用

ノード自動追加機能とノード監視機能は併用できます。二つの機能から監視することに
よって，より短い間隔でノードを監視できます。

ノード自動追加機能とノード監視機能を併用したノード監視の流れを次の図に示します。

図 3-34　ノード自動追加機能とノード監視機能を併用したノード監視の流れ

図で示した流れについて説明します。番号は図中の番号と対応しています。

1. マネジャノードおよびノード監視機能を使用しているノード Aは，監視対象（ノード
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B）のノードの停止を検知します。
2. マネジャノードは，ノードリストからノード Bを削除します。
ノード Aは，ノード Bを RPC抑止リストへ登録します。これによって，ノード Aか
らノード Bへの RPC通信処理が停止します。

3. ノード Cはノード Bに対して RPC通信処理が発生します。
4. ノード Cはマネジャノードへノードリスト要求を送信し，マネジャノードからノード

Bが削除されたノードリストを受信します。これによって，ノード Cからノード B
への RPC通信処理が停止します。

ノード監視機能については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。

3.11.5　ノーマルノードを混在させて使用する運用
ノーマルノードを混在させて使用する場合の注意事項を説明します。

（1） ノーマルノードを混在させて使用する場合のシステム共通定義の指定

ノーマルノードを混在させて使用する場合，システム共通定義に次の指定をしてくださ
い。

• マネジャノードの name_remove_down_nodeオペランドには，Nを指定してくださ
い。Nを指定しないと，次の問題が発生します。
• ノーマルノードが停止し，再開始しても，ノード情報がノードリストに登録されま
せん。

• マネジャノードや他のエージェントノードまたはノーマルノードの起動，停止，お
よび負荷状態の変更に関する通知がノーマルノードへ送信されません。

ノード間の負荷バランスを保つために，name_remove_down_nodeオペランドには，
Nを指定してください。

• name_node_add_policyオペランドの指定によって，RPCの実行範囲と，ノード間の
負荷バランスの範囲が異なります。ノーマルノードを含む構成でノード自動追加機能
を使用する場合は，OpenTP1システム内のノード間の負荷バランスを保つために，
name_node_add_policyオペランドに allを指定することをお勧めします。また，この
場合は，ノーマルノードのシステム共通定義の all_nodeオペランドには，OpenTP1
システムを構成するすべてのノードを指定してください。すべてのノードの指定がな
い場合は，ノード負荷バランス機能が正常に動作しないことがあります。
name_node_add_policyオペランドに using_only，または allを指定した場合のノー
ド負荷バランスの範囲を，それぞれ以降の図に示します。
140



3.　OpenTP1オンラインの運用
図 3-35　name_node_add_policyオペランドに using_onlyを指定した場合のノード負荷
バランスの範囲

この構成例の場合，ノード Aにノード Nのノード情報が送信されません。このため，
ノード Aから SPPを呼び出すとき，呼び出せるのはノードM（マネジャノード），お
よびノード A上の SPPです。
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図 3-36　name_node_add_policyオペランドに allを指定した場合のノード負荷バランス
の範囲

この場合，ノード Aにノード Nのノード情報が送信されます。このため，ノード A
から SPPを呼び出すとき，呼び出せるのはノードM（マネジャノード），ノード A，
およびノード N上の SPPです。

（2） マネジャノードからノーマルノードへ変更する場合の注意事項

マネジャノードからノーマルノードへ変更する場合は，変更したあと，マネジャノード
の再割り当てが必要です。新たにマネジャノードを構築するか，既存のエージェント
ノードをマネジャノードへ昇格させてください。

マネジャノードからノーマルノードへ変更する手順を次に示します。

1. 変更するノードの OpenTP1を停止します。
2. マネジャノードをノーマルノードへ変更します。
システム共通定義の name_service_modeオペランドで，動作モードを変更します。

3. マネジャノードの再割り当てをします。
新たにマネジャノードとするノードを構築するか，既存のエージェントノードをマネ
ジャノードに昇格させます。エージェントノードから昇格させる場合は，nammstr
コマンドに -u，および -eオプションを指定して，旧マネジャノードのノード情報を
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削除してください。
4. ノードリストの整合性確保によって，しばらくすると，エージェントノードのノード
リストから，旧マネジャノードのノード情報が削除されます。
ノードリストの整合性確保までに，エージェントノードのノードリストから旧マネ
ジャノードのノード情報を削除するには，各エージェントノード上で namndrmコマ
ンドに -nオプションを指定して実行します。旧マネジャノードの存在を確認するに
は，エージェントノードで，namsvinfコマンドに -bオプションを指定して実行しま
す。
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3.12　TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する運
用

TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用して，通信プロトコルに OSI TPを使ったクライア
ント／サーバ型通信を実現できます。

TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する場合の環境設定，コマンドについては，マニュ
アル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/OSI-TP-Extended編」を参照してください。
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3.13　リモート API機能を使用する運用

3.13.1　リモート API機能を使用するための準備
リモート API機能を使用する場合，次に示す準備が必要です。

（1） 実行環境の設定
• rapサーバ側

rapsetupコマンドでリモート API機能の実行環境を設定します。
• rapクライアント側

rapクライアントマネジャ機能を使用する場合，rapクライアント側でも rapsetupコ
マンドを実行して，リモート API機能の実行環境を設定します。

（2） 定義の作成
• rapサーバ側

rapリスナーサービス定義を作成します。
• rapクライアント側
ユーザサービス定義とユーザサービスネットワーク定義を作成します。ユーザサービ
スネットワーク定義では，リモート API機能を介しての通信であることを定義するた
めに，dcsvgdef定義コマンドで -wオプションを指定します。

（定義例）
dcsvgdef -g サービスグループ名 -h ホスト名 -p ポート番号 -w

rapクライアントマネジャ機能を使用する場合は，rapクライアントマネジャサービ
ス定義も作成します。

定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

（3） リモート API機能に使用する定義の自動生成
• rapサーバ側

(2)で作成した rapリスナーサービス定義を入力ファイルとして，rapdfgenコマンド
を実行します。これによって，rapリスナー用ユーザサービス定義および rapサーバ
用ユーザサービス定義が生成されます。
生成されたこれらの定義は，$DCCONFPATH下に出力されます。

（実行例）
＞ rapdfgen  rapリスナーサービス定義ファイル名

• rapクライアント側
rapクライアントマネジャ機能を使用する場合，(2)で作成した rapクライアントマネ
ジャサービス定義を入力ファイルとして，rapdfgenコマンドを実行します。これに
よって，rapクライアントマネジャ用ユーザサービス定義が $DCCONFPATH下に生
成されます。
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（実行例）
＞ rapdfgen  -m rapクライアントマネジャサービス定義ファイル名

3.13.2　rapリスナーおよび rapサーバの状態表示
raplsコマンドで rapリスナーおよび rapサーバの状態を表示できます。

3.13.3　リモート API機能の性能改善
リモート API機能を使用した電文の送受信を行う場合，送受信する電文長に依存してレ
スポンスが悪化し，性能が低下することがあります。リモート API機能では，レスポン
ス改善のための性能チューニング用パラメタを提供しています。パラメタでソケット
ウィンドウサイズを大きくし，送受信リトライ間隔を短く設定すれば，レスポンスを改
善できます。

性能チューニング用パラメタの適応については，システム要件に合わせてユーザで判断
してください。性能チューニングパラメタは，次の手順で設定してください。

1. rapリスナーサービス定義の次のオペランドを指定する
• rap_max_buff_sizeオペランド
• rap_io_retry_intervalオペランド
• rap_sock_countオペランド
• rap_sock_intervalオペランド
• rap_connect_retry_countオペランド
• rap_connect_retry_intervalオペランド
• rap_listen_backlogオペランド

オペランドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してく
ださい。

2. オペランドを指定後，rapdfgenコマンドを実行する

3.13.4　rapリスナーおよび rapサーバの起動と停止
rapリスナーおよび rapサーバの起動には，dcsvstartコマンドを実行します。または，
ユーザサービス構成定義に dcsvstart定義コマンドを指定して OpenTP1を開始すること
で，rapリスナーおよび rapサーバを起動できます。

コマンド引数に rapリスナー名を指定して dcsvstartコマンドを実行すると，rapリス
ナーと rapサーバの両方が起動します。

（実行例）
＞ dcsvstart -u rapリスナー名

rapリスナーおよび rapサーバの停止には，dcsvstopコマンドを実行します。または，
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dcstopコマンドを実行して OpenTP1を停止することで，rapリスナーおよび rapサー
バを停止できます。

コマンド引数に rapリスナー名を指定して dcsvstopコマンドを実行すると，rapリス
ナーと rapサーバの両方が停止します。

（実行例）
＞ dcsvstop rapリスナー名

rapリスナーおよび rapサーバは，システム管理者のユーザ識別子で起動してください。
rapリスナーおよび rapサーバは，$DCDIR/spool下にファイルを作成するため，システ
ム管理者のユーザ識別子で起動しないとディレクトリのパーミッションの関係で起動時
にエラーとなり起動できません。

また，rapリスナーの開始時に KFCA00327-Wメッセージが出力されることがあります。
これは，rapリスナーが rapサーバに対してサービス関数を実行する時に発行する RPC
のエラーメッセージです。rapリスナーは，RPCでエラーが発生した場合リトライする
仕様となっているため，エラーメッセージが表示されてもプログラム上の問題はありま
せん。

rapサーバについては，rapサーバ単独での停止および開始（dcsvstopコマンドでの停
止，dcsvstartコマンドでの開始）をしないでください。また，rapサーバがオンライン
中であるとき，rapサーバに対して scdholdコマンドを実行しないでください。ただし，
次の場合には dcsvstartコマンドで rapサーバを起動してください。

• 定義誤りでエラーとなった場合
rapサーバは rapリスナーによって自動起動されますが，処理上，KFCA00244-E
メッセージにシステム定義のエラー個所が表示されません。KFCA01812-Eメッセー
ジの要因コードが CONFIGURATIONの場合は，rapサーバの定義内容を見直してく
ださい。また，rapリスナーは定義誤りなどが原因で rapサーバが起動不可となった
ことを知ることができないため，KFCA26950-Iメッセージを出力し，「リモート API
サービスの準備中」のままとなっています。この場合は，rapサーバのオペランドを
修正したあと，dcsvstartコマンドで rapサーバを手動で起動してください。

• rapリスナーおよび rapサーバの終了中にダウンした場合
rapリスナーおよび rapサーバの終了中に rapリスナーがダウンした場合，次回の
dcsvstartコマンドで rapリスナーを起動しても rapサーバが KFCA26950-Iメッセー
ジを出力し，「リモート APIサービスの準備中」のままとなる場合があります。rap
サーバが開始されない場合は，dcsvstartコマンドで rapサーバを手動で起動してくだ
さい。

3.13.5　rapクライアントマネジャの起動と停止
rapクライアントマネジャの起動には，dcsvstartコマンドを実行します。または，ユー
ザサービス構成定義に dcsvstart定義コマンドを指定して OpenTP1を開始することで，
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rapクライアントマネジャを起動できます。

（実行例）
＞ dcsvstart -u rapクライアントマネジャ名

rapクライアントマネジャの停止には，dcsvstopコマンドを実行します。または，
dcstopコマンドを実行して OpenTP1を停止することで，rapクライアントマネジャを
停止できます。

（実行例）
＞ dcsvstop rapクライアントマネジャ名

rapクライアントマネジャ機能を使用する場合，次の順序で起動します。

1. rapクライアントマネジャの起動
rapクライアント側のノードで，rapクライアントマネジャを起動します。

2. rapリスナーの起動
rapサーバ側のノードで，rapリスナーサービス定義の rap_notifyオペランドに Yを
指定している rapリスナーを起動し，rapクライアントマネジャに通知します。ここ
で起動する rapリスナーの情報は，rapクライアントマネジャサービス定義の
rap_listen_infオペランドに指定されている必要があります。

3. rapクライアントの起動
rapクライアント側のノードで，rapクライアントを起動し dc_rpc_callを発行しま
す。
rapクライアントマネジャは，システム管理者のユーザ識別子で起動してください。
定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

3.13.6　rapリスナーとのコネクション確立処理
connect()が集中して rapリスナーのリッスンキューがあふれると，エラーコード
ECONNREFUSEDが返されます。このエラーコードが返されたときは，再度 connect()
処理をすることで対策できます。connect()のリトライ回数とリトライ間隔は，ユーザ
サービス定義では DCFPL_CONNECT_RETRY_COUNTオペランド，
DCFPL_CONNECT_RETRY_INTERVALオペランドで指定してください。rapリス
ナーサービス定義では，rap_connect_retry_countオペランド，
rap_connect_retry_intervalオペランドで指定したあとに，rapdfgenコマンドを実行し
てください。

3.13.7　リモート API機能を使用する場合の注意
• リモート API機能を使用し，TP1/Server Base，または TP1/LiNKが rapクライアン
ト側のノードとなる場合，rapクライアントと同一の OpenTP1ノード内にある rap
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サーバに対して，API代理実行を要求しないでください。要求した場合の動作は保証
しません。

• リモート API機能を使用し，TP1/Server Baseが rapクライアントとなる場合，RPC
のユーザデータの圧縮機能は使用できません。

• リモート API機能を使用して連鎖 RPC（dc_rpc_call関数の flags引数に
DCRPC_CHAINEDを指定）を行ったが，RPCが正常に終了しなかったため，
dc_rpc_close関数を発行して UAPの処理を中止した場合，rapサーバは連鎖 RPCの
リソースを完全にクリアするために「KFCA26921-E 理由コード =401」を出力し，
Vrext03で異常終了します。また，連鎖 RPCが正常に行われたとしても連鎖 RPCの
終了 RPC（dc_rpc_call関数の flags引数に DCNOFLAGSを指定）を行わなかった場
合も同様に，rapサーバはダウンします。

• rapdfgenコマンドによって作成された rapリスナー用ユーザサービス定義，rapサー
バ用ユーザサービス定義，および rapクライアントマネジャ用ユーザサービス定義は，
$DCCONFPATH下にあることを前提としているため，$DCCONFPATH下から
$DCUAPCONFPATH下に移動しないでください。$DCUAPCONFPATH下に移動し
た場合の動作は保証しません。

• 次に示すコマンドは，rapサーバに対して実行しないでください。実行した場合の動
作は保証しません。
• scdchprcコマンド
• scdholdコマンド
• scdrlesコマンド
• scdrsprcコマンド

• ユーザサービスネットワーク定義の dcsvgdef定義コマンドに -wオプションを指定し
て OpenTP1間でリモート API機能を使用する場合（例えば，アプリケーションゲー
トウェイ型ファイアウォールなどのゲートウェイを介して RPCをする場合など），ト
ランザクション属性で dc_rpc_call関数を発行してもトランザクションにはなりませ
ん。したがって，トランザクション内から連鎖 RPCを開始し，同期点処理で連鎖
RPCを終了させる運用は，リモート API機能を使用した場合には正しく動作しませ
ん。flags引数に DCNOFLAGSを指定した dc_rpc_call関数で，明示的に連鎖 RPC
を終了するようにしてください。

• メッセージを監視する場合，リモート API機能が開始されているかどうかは，
KFCA26952-Iメッセージの出力有無で判断してください。KFCA01813-Iメッセージ
は rapリスナーの開始中に障害が発生した場合も出力されるため，KFCA01813-I
メッセージの出力有無でリモート API機能の開始を判断しないでください。
メッセージの詳細については，マニュアル「OpenTP1 メッセージ」を参照してくださ
い。
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3.14　OpenTP1の連続運転に関する運用

3.14.1　リソースの扱い
OpenTP1を連続運転できるようにするには，連続運転で使用するリソース量が増加し続
けないようにしておく必要があります。OpenTP1では，リソースに関して，次のように
制御しています。

通番
ジャーナルブロックなどの通番は，最大値になると 0または 1に戻してラップアラ
ウンドして使用されるため，連続運転しても問題ありません。

メモリ量
連続運転によって，所要メモリ量が増加し続けることはありません。

ディスク量
ファイルごとのディスク容量の扱いを，次の表に示します。

表 3-30　OpenTP1で使用するディスク量の扱い

ディレクトリ 説　明

/tmp OpenTP1配下のプロセスの標準出力，標準エラー出力ファイル
（betran.log）が格納されます。このファイルは無制限に増加する可能
性があるため，マシン起動時に削除される仕掛けを作ったり，
betran.logの世代管理をしたりすることをお勧めします（「3.5　標準
出力ファイルに関する運用」参照）。

$DCDIR/bin 増加しません。

$DCDIR/lib 増加しません。

$DCDIR/include 増加しません。

$DCDIR/etc 増加しません。

$DCDIR/aplib 増加しません。

$DCDIR/tmp 各プロセスのホームディレクトリになります。プロセスがダウンした
場合，ここにコアファイルができ，その後 $DCDIR/spool/saveまたは
プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドで指定した
ディレクトリに移されます。したがって，一時的に増加しますが元に
戻ります。オンラインを再開始するとクリアされます。

$DCDIR/spool/save/*※ 1 コアファイルが退避されます。コアファイルは 3世代以上は作成され
ないため，一定容量以上にはなりません。

$DCDIR/spool/dclckinf/* デッドロック情報，タイムアウト情報が格納されます。一定間隔で削
除することをお勧めします。※ 2
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注※ 1
$DCDIR/spool/save配下のトラブルシュート情報ファイルは，障害調査が不要であれば rmコ
マンドで削除したり，dccspoolコマンドを用いて経過日数指定などで削除したりしてもかまい
ません。
通常運用の中で，ディスク使用率閾値を設定するなどして，定期的に監視・削除することをお
勧めします。

注※ 2
lck_deadlock_info_remove_levelを指定すると，一定間隔で自動的に削除できます。

注※ 3
リランごとに情報が蓄積されるので，一定間隔で削除するようにしてください。なお，
trn_recovery_list_remove_levelを指定すると，一定間隔で自動的に削除できます。

3.14.2　構成変更時の注意
OpenTP1の環境や構成を変更する場合の注意を，次に示します。

●システム定義の変更

$DCDIR/spool/dctrninf/* トランザクションサービス定義で trn_tran_recovery_list=Yを指定す
ると，未決着トランザクション情報が格納されます。※ 3

$DCDIR/spool/dctrninf/traceには XAインタフェースのトレースが格
納されますが，一定容量でラップアラウンドするため，一定容量以上
にはなりません。

$DCDIR/spool/errlog/* OpenTP1エラーログ情報が格納されます。一定容量でラップアラウ
ンドするため，一定容量以上にはなりません。

$DCDIR/spool/cmdlog/* OpenTP1のコマンドログが格納されます。一定容量でラップアラウ
ンドするため，一定容量以上にはなりません。

$DCDIR/spool/dcjnlinf/* ジャーナル不正ブロック情報が格納されます。通常ここにファイルは
作成されません。

$DCDIR/spool/dcjnlinf/
unload/*

システムジャーナルサービス定義に jnl_auto_unload=Yを指定して，
jnl_auto_unload_pathオペランドの指定を省略した場合に，自動アン
ロード機能が生成したアンロードジャーナルファイルが格納されます。
不要になったファイルは一定間隔で削除することをお勧めします。

$DCDIR/spool/dctjlinf/*
$DCDIR/spool/dcsjl/*

ここに作成されるファイルは削除しないでください。

$DCDIR/spool/trnrmcmd/* trnmkobjコマンドで作成したオブジェクトファイルが格納されます。

$DCDIR/spool/olkfifs/*
$DCDIR/spool/olkrsfs/*

ファイルサイズは一定値であり，ファイル数も定義に比例するため，
一定数以上にはなりません。

$DCDIR/spool/dcprfinf/* ファイルサイズ，ファイル数が一定値であり，かつ，ラップアラウン
ドするため，一定容量以上にはなりません。

$DCDIR/spool/ dclog1，dclog2などのトレースが格納されます。OpenTP1のトレー
スはラップアラウンドするので，一定容量以上にはなりません。共用
メモリダンプもここに出力されます。サイズは定義に依存するため一
定容量になります。

ディレクトリ 説　明
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システム定義には，再開始時に反映されるものと，正常開始時に反映されるものがあ
ります。そのため，必要に応じて OpenTP1を停止してください。

●製品のバージョンアップ
OpenTP1を正常停止させたあと，バージョンアップしてください。

● APの追加
オンライン中に追加できます。

● APの入れ替え
入れ替え対象の APを停止させたあと，APを入れ替えてください。

●MCF通信サービスの部分入れ替え
TP1/NET/TCP/IP，TP1/NET/Secondary Logical Unit - TypeP2，または TP1/NET/
OSAS-NIFを使用している場合，オンライン中にMCF通信サービスのファイルを入
れ替えられます。
MCF通信サービスの部分入れ替えについては，「3.14.3　MCF通信サービスの部分入
れ替え」を参照してください。

3.14.3　MCF通信サービスの部分入れ替え
通信プロトコル製品に，TP1/NET/TCP/IP，TP1/NET/Secondary Logical Unit - 
TypeP2，または TP1/NET/OSAS-NIFを使用している場合，オンライン中にMCF通信
サービスのファイルを部分的に入れ替えられます。該当するMCF通信サービスだけを停
止させてファイルを入れ替えることで，OpenTP1システムを停止させることなくファイ
ルを変更できます。MCF通信サービスの部分入れ替えを実行するには，mcftstopコマン
ド，およびmcftstartコマンドを使用します。

部分的に入れ替られるのは次のファイルです。

• MCF通信サービスのロードモジュール（メイン関数）
• MCF通信サービスに取り込んでいるユーザ作成のライブラリ（UOC）
• 該当プロトコル製品が提供するライブラリ（モジュール入れ替えの場合）

MCF通信サービスの部分入れ替えをすると，次の図のように，MCF通信サービス Bの
業務に影響を与えないでMCF通信サービス Aに関する内容を入れ替えられます。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
図 3-37　MCF通信サービスで部分的に入れ替えられるファイル

プロトコル製品が提供するライブラリを入れ替える場合，該当するプロトコル製品を使
用しているすべてのMCF通信サービスを停止させる必要があります。

mcftstopコマンドを実行して該当するMCF通信サービスを停止する前に，論理端末の
閉塞，およびコネクションの解放をして，該当するMCF通信サービスがメッセージの処
理をしない状態にする必要があります。

MCF通信サービスの部分入れ替えの処理の流れを次に示します。

1. 対象のMCF通信サービスの論理端末を閉塞します。
例：mcftdctle -s 01 -l "*"
MCF通信サービスがメッセージ送信処理をしない状態になります。

2. 対象のMCF通信サービスのコネクションを解放します。
例：mcftdctcn -s 01 -c "*"
MCF通信サービスがメッセージ受信処理をしない状態になります。

3. 対象のMCF通信サービスを部分停止します。
例：mcftstop -s 01

4. MCF通信サービスが停止していることを確認します。
例：mcftlscom -s 01

5. 対象のMCF通信サービスのライブラリを入れ替えます。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
6. 対象のMCF通信サービスを部分開始します。
例：mcftstart -s 01

7. 必要であれば，コネクションの確立，および論理端末の閉塞解除をします。
例（コネクションの確立）：mcftactcn -s 01 -c "*"
例（論理端末の閉塞解除）：mcftactle -s 01 -l "*"

3.14.4　時刻変更に関する注意
OpenTP1ではステータスファイル，ジャーナルファイル，チェックポイントダンプファ
イルなどに日付や時間の情報を格納しています。OpenTP1の再開始時などにその情報を
使用します。また，トレースファイルなど，各種作業ファイルにも日付や時刻の情報を
持ち，さまざまなチェック処理でその情報を使用しています。 そのため，OpenTP1の開
始中，オンライン中，または停止中に時刻を変更した場合，問題が発生します。

OpenTP1では，時刻を変更する場合，adjtime()システムコールのように，常に単調に
時刻の値を増加させながら増加の速度を速くしたり遅くしたりすることで時刻を補正す
る機能を使用することを推奨します。

（1） 時刻を進める場合

OpenTP1のデーモンが一定期間動作しない場合は，OpenTP1の内部のチェックによっ
てタイムアウトになり，システムがダウンします。そのため，システムの時刻を進めた
場合，タイムアウトが発生したと不当に判断してシステムダウンすることがあります。
OpenTP1の開始中，オンライン中，または停止中に，秒単位またはそれより大きな単位
で時刻を進めないでください。何らかのテストで時刻を進める必要がある場合は，
OpenTP1を停止させたあとに時刻を変更してください。

100ミリ秒以下の値であれば，OpenTP1がオンライン中でも時刻を進めることができま
す。ただし，この場合も，統計情報が正確に表示されなかったり，トレース情報の時刻
表示が不当な値になったりする可能性がありますのでご注意ください。

（2） 時刻を遅らせる場合

時刻を遅らせた場合，再開始の失敗，トランザクション回復不正，不当なシステムウェ
イトなどの問題が発生する可能性があり，動作を保証できません。そのため，OpenTP1
の開始中，オンライン中，または停止中に強制的に時刻を遅らせないでください。時刻
を遅らせると，システムの時刻よりも時刻が進んだ状態のファイルが OpenTP1システ
ム内に残り，ラップアラウンド運用のトレースファイルの切り替えに失敗する場合があ
ります。何らかのテストで時刻を遅らせる必要がある場合は，dcstopコマンドで
OpenTP1をいったん終了させてください。

時刻変更後，OpenTP1を起動する場合は，OpenTP1を停止した時刻よりも未来の時刻
になるのを待ってから起動してください。OpenTP1を停止した時刻よりも未来の時刻に
なるのを待たないで起動する場合，dcsetupコマンドの -dオプションでいったん
OpenTP1をシステムから削除し，OpenTP1ファイルシステムの再作成など，システム
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の再構築をしてください。
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3.15　XAリソースサービスを使用する運用

XAリソースサービスを使用する運用について説明します。XAリソースサービスの概要
については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。

3.15.1　XAリソースサービスを使用するための準備
XAリソースサービスを使用するために必要な準備について説明します。

（1） 前提機能

XAリソースサービスを使用するためには，リモート API機能と，次に示す製品を使用
する必要があります。

J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合
• TP1/Client/J
• uCosminexus TP1 Connectorまたは Cosminexus TP1 Connector

.NET Frameworkアプリケーションと連携する場合
• Client .NET
• Connector .NET

（2） 前提となる定義

XAリソースサービスを使用する場合は，次に示す定義を指定する必要があります。

• トランザクションサービス定義の trn_xar_use=Y
• システム共通定義の jnl_fileless_option=N，またはオペランドの指定を省略
• XAリソースサービス定義（ファイル名：xar）

定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

3.15.2　XAリソースサービスのトランザクション管理
XAリソースサービスは，TP1/Client/Jまたは Client .NETからのトランザクション要
求種別に従って，トランザクションの管理を開始したり終了したりします。また，TP1/
Client/Jまたは Client .NETから渡される XAリソースサービスで連携するアプリケー
ションサーバの XID（トランザクション識別子）と，OpenTP1が管理している XIDと
を対応づけて，トランザクション情報を共用メモリ上で管理します。MSDTC連携機能
を使用する場合は，RI（トランザクション回復情報）も管理します。RIとは，トランザ
クション決着処理で障害が発生した場合にトランザクションを回復するため情報で，ト
ランザクション決着処理時にMSDTCが作成します。これらのトランザクションの状態
は，必要に応じて XARファイルに記録されます。
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（1） XAリソースサービスの運用

XAリソースサービスの運用を次の図に示します。

図 3-38　XAリソースサービスの運用

XAリソースサービスを使用する場合で次に示すときは，トランザクションが不正に残る

ことがあります。

• rapリスナー，または rapサーバを強制停止（dcsvstop -fコマンド実行）した場合
この場合，rapリスナーまたは rapサーバを開始（dcsvstartコマンド実行）してくだ
さい。

• リモート API機能で動作が保証されていない操作を行った場合
• rapリスナーおよび rapサーバが正常終了していない状態で，rapdfgenコマンドで起
動中の rapリスナー，および rapサーバの定義を変更した場合
この場合の動作は保証できません。

（2） トランザクション情報の管理

J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合のトランザクション情報の管理
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を次の表に示します。

表 3-31　トランザクション情報の管理（J2EEで動作するアプリケーションサーバと連
携する場合）

（凡例）
○：処理を実行します。
－：処理を実行しません。

注※ 1
トランザクションブランチが read onlyの場合

注※ 2
2相コミット，またはロールバックの場合

注※ 3
1相コミット，またはロールバックの場合

.NET Frameworkアプリケーションと連携する場合のトランザクション情報の管理を次
の表に示します。

表 3-32　トランザクション情報の管理（.NET Frameworkアプリケーションと連携する
場合）

トランザクション
要求種別

トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更（正常ケー
ス）

開始 終了 ファイルの I/O

Start() ○ － ○ なし → Active

Call() － － － 変化しない

End() － － － Active → Idle

Prepare() － － － Idle → Prepared

○ － Idle → なし※ 1

Commit() － ○ － Prepared → なし※ 2

Idle → なし※ 3

Rollback() － ○ － Prepared → なし※ 2

Idle → なし※ 3

Recover() － － － 変化しない

Forget() － ○ － Heuristically Completed → なし

トランザクショ
ン要求種別

トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更
（正常ケース）

開始 終了 ファイルの I/O

Call() ○ － － なし → Active※ 1
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（凡例）
○：処理を実行します。
－：処理を実行しません。

注※ 1
トランザクション内で最初の Call()要求の場合

注※ 2
トランザクションブランチが read onlyの場合

注※ 3
2相コミット，またはロールバックの場合

注※ 4
1相コミット，またはロールバックの場合

（3） XARファイルの運用

XAリソースサービスは，必要に応じてトランザクション情報を XARファイルに格納し
ます。XARファイルは，XAリソースサービスの正常開始処理で初期化されます。

（a）XARファイルの作成

XARファイルは xarinitコマンドで作成し，xarrmコマンドで削除します。また，XAR
ファイルのファイル情報は xarfillsコマンドで確認します。

XARファイルには，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルの二つ
が必要です。オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルは，同一のレ
コード長およびレコード数にしてください。また，I/Oできるファイルにしてください。

通常はオンライン用 XARファイルを使用し，オンライン用 XARファイルに障害が発生
した場合，バックアップ用 XARファイルに自動的にスワップします。障害発生を考慮し

－ － － 変化しない

Prepare() － － ○ Active → Idle → Prepared

○ ○ Active → Idle → なし※ 2

Commit() － ○ － Prepared → なし※ 3

Active → Idle → なし※ 4

Rollback() － ○ － Prepared → なし※ 3

Active → Idle → なし※ 4

Recover() － － － 変化しない

Forget() － ○ － Heuristically Completed → なし

トランザクショ
ン要求種別

トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更
（正常ケース）

開始 終了 ファイルの I/O
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て，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルは異なるディスクボ
リュームに格納してください。

XARファイルは，一つのトランザクションブランチに対して 1レコードを使用します。
そのため，XARファイルには，同時に起動するトランザクションブランチ数（トランザ
クションサービス定義の trn_tran_process_countオペランドの値）以上のレコードが必
要です。

● J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合
XARファイルの 1レコード情報は 512バイトです。キャラクタ型スペシャルファイ
ルを使用する場合，OpenTP1ファイルシステム構築時に filmkfsコマンドの -sオプ
ションで指定したセクタ長の単位でファイルの I/Oを行います。そのため，OpenTP1
ファイルシステムのセクタ長に 512バイトを指定することをお勧めします。ただし，
OSによっては，セクタ長に指定できる値の最小値が 512バイトよりも大きいものが
あります（HP-UXの場合 1024バイト）。そのような OSの OpenTP1ファイルシステ
ムのセクタ長には，指定できる最小値を指定することをお勧めします。なお，指定値
は 512バイトの整数倍にしてください。UNIXファイルシステムを使用する場合，
ファイルの I/Oの単位には 512バイトが仮定されます。

● .NET Frameworkアプリケーションと連携する場合
MSDTC連携機能を使用する場合，XARファイルのレコード長に 1024バイト以上を
指定することをお勧めします。これは，RIのサイズがMSDTCが動作する環境に依
存するため，環境によっては XARファイルのレコード長の不足が原因となってトラ
ンザクション決着処理に失敗することがあるためです。
XARファイルのレコード長（xarinitコマンドの -sオプションで指定）には，
OpenTP1ファイルシステムのセクタ長の倍数を指定してください。XARファイルに
格納できる最大 RIサイズは，xarfillsコマンドまたは xarlsコマンドで確認できます。
XARファイルのレコード長の不足が原因となってトランザクションの決着処理に失敗
した場合は，次に示す手順で XARファイルを再作成してください。
1. OpenTP1を停止します。
2. KFCA32045-Eメッセージの「必要な XARファイルのレコード長」に表示された
値を xarinitコマンドの -sオプションに指定して，XARファイルを再作成します。

3. OpenTP1を正常開始します。

（b）XARファイルの指定

XAリソースサービス定義の定義コマンド xarfileで XARファイルを指定します。指定す
る前に，上記の条件に合う XARファイルをあらかじめ作成しておいてください。存在し
ないファイルを XARファイルに指定した場合，エラーになります。また，トランザク
ションサービス定義の trn_tran_process_countオペランドの値よりもレコード数が少な
い XARファイルを指定した場合もエラーになります。

定義コマンド xarfileの -t onlineオプションでオンライン用 XARファイルを，-t backup
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オプションでバックアップ用 XARファイルを指定します。必ず両方の XARファイルを
指定してください。

（c）注意事項

XARファイルの二重化機能はサポートしていません。また，次の状態では XAリソース
サービスはトランザクション情報を管理できません。

• OpenTP1が未起動
• リモート API機能が未起動
• XAリソースサービスが未起動
• XAリソースサービスが閉塞

XAリソースサービスは，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイル
の両方に障害が発生した場合に閉塞します。閉塞を解除するには，xarrlesコマンドを実
行してください。詳細については，「3.15.4　XARファイルに障害が発生した場合の運
用」を参照してください。

XAリソースサービスが管理するトランザクションの状態を表示するには，xarlsコマン
ドを実行してください。未決着のトランザクションを決着させるには，xarforceコマン
ドを実行してください。

3.15.3　XAリソースサービスの開始と終了

（1） XAリソースサービスの開始

XAリソースサービスを開始すると，XARファイルは初期化されます。XAリソースサー
ビスの開始に失敗した場合，OpenTP1の起動も失敗します。

XAリソースサービスを使用するための定義については，「3.15.1(2)　前提となる定義」
を参照してください。

（2） XAリソースサービスの再開始

XAリソースサービスを再開始するには OpenTP1を再開始します。前回 OpenTP1を正
常開始したときの XAリソースサービスの開始状態によって，XAリソースサービスを再
開始するかどうかが決定します。前回の OpenTP1の正常開始時に XAリソースサービス
を開始していれば，XAリソースサービスを再開始します。XAリソースサービスを開始
していなければ，XAリソースサービスを再開始しません。

XAリソースサービスを再開始すると，XARファイルは初期化されます。

XAリソースサービスの再開始に失敗した場合，OpenTP1の再開始も失敗します。

OpenTP1再開始時に，次の定義オペランドおよび定義コマンドを変更できます。

● xar_eventtrace_level：XARイベントトレース情報の出力レベル
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● xar_eventtrace_record：XARイベントトレース情報ファイルの最大出力レコード数

● xar_session_time：アイドル状態のトランザクションブランチの監視時間

● xar_prf_trace_level：XAR性能検証用トレース情報の取得レベル

● xarfile：XAR物理ファイルの指定

OpenTP1の再開始時に定義コマンド xarfileの値を変更するのは XARファイルに障害が
発生した場合だけです。それ以外の場合，OpenTP1の再開始時に定義コマンド xarfile
を変更すると，トランザクションブランチを回復できなくなるので注意してください。
XARファイルに障害が発生したときのトランザクションブランチの回復方法について
は，「3.15.4　XARファイルに障害が発生した場合の運用」を参照してください。

XAリソースサービスを再開始すると，XARファイルを使用して前回のトランザクショ
ンブランチの状態に戻す処理（トランザクションブランチの回復処理）をします。バッ
クアップ用 XARファイルが使用されている場合，バックアップ用 XARファイルからト
ランザクションブランチを回復します。バックアップ用 XARファイルが使用されていな
い場合，オンライン用 XARファイルからトランザクションブランチを回復します。

トランザクションブランチの回復処理では，XARファイルの各レコードに記録されてい
る前回のトランザクション情報を調査します。1相目の状態（Prepared）のまま決着が
行われていないトランザクションブランチの場合，再び Prepared状態に戻します。
XARファイルにはトランザクションブランチの XID情報が含まれているため，再び XA
リソースサービスで連携するアプリケーションサーバからのトランザクション決着指示
を受け付けられるようになります。

Heuristically completed状態のトランザクションブランチの場合，再びHeuristically 
completed状態に戻し，ヒューリスティックを完了させます。

Prepared状態になる前（Active，Idle）のトランザクションブランチの場合，すべて
ロールバックします。これらのトランザクションブランチの XID情報は削除されるた
め，XAリソースサービスで連携するアプリケーションサーバからトランザクションブラ
ンチの決着要求が来てもコミット決着できません。

また，トランザクション決着済み（コミットまたはロールバック）のトランザクション
ブランチの場合，トランザクションブランチの回復処理が行われてもトランザクション
の決着結果は変わりません。

トランザクションの状態ごとのトランザクションブランチの回復処理を次の表に示しま
す。

表 3-33　OpenTP1再開始時のトランザクションブランチ回復処理

トランザクション状態 処置 XID情報

Active ロールバック 削除

Idle ロールバック 削除
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（3） XAリソースサービスの終了

XAリソースサービスは，OpenTP1の終了時に終了します。すべての XAリソースサー
ビスで連携するアプリケーションサーバからのトランザクションブランチが決着してい
ないと OpenTP1を終了できません。決着していないトランザクションブランチがある
場合，トランザクションブランチの決着を待ちます。OpenTP1の強制停止コマンドを実
行した場合，トランザクションブランチの決着を待たないで強制的に OpenTP1が終了
します。

3.15.4　XARファイルに障害が発生した場合の運用
XAリソースサービスのオンライン中に，XARファイルの I/O障害が発生した場合，オ
ンライン用 XARファイルからバックアップ用 XARファイルに自動的にスワップします。
この機能をスワップ機能といいます。この機能を使用すると，オンライン用 XARファイ
ルに障害が発生しても，XAリソースサービスのオンラインを続行できます。

XARファイルの I/O障害発生時に XAリソースサービスのオンラインを再開始する方法
は，障害がどのファイルで，またどの時点で発生するかによって異なります。障害発生
時点ごとの運用方法を次に示します。

1. オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点で，スワップ機能を使用して新し
い XARファイルと入れ替える方法

2. 1.の後，さらにバックアップ用 XARファイルに障害が発生し，XAリソースサービ
スが閉塞した時点で新しい XARファイルと入れ替える方法

3. オンライン用 XARファイルに障害が発生し，OpenTP1が停止した時点で新しい
XARファイルと入れ替える方法

4. オンライン用とバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，XAリソース
サービスが閉塞および OpenTP1が停止した時点で新しい XARファイルと入れ替え
る方法

1および 2の方法は，OpenTP1を停止させることなく，障害が発生した XARファイル
を新しい XARファイルに入れ替えます。これらの方法は，共用メモリから障害発生前の
トランザクションブランチを回復できます。

1の方法は，バックアップ用 XARファイルに障害が発生する前に対策を実施するので，
より確実に XAリソースサービスを運用できます。

Prepared OpenTP1の PJ出力前 トランザクション決着待ち 残す

OpenTP1の PJ出力後 コミット済み 削除

Rollback only ロールバック 削除

Heuristically completed ヒューリスティック完了 残す

トランザクション状態 処置 XID情報
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3の方法は，OpenTP1が停止しても，バックアップ用 XARファイルの情報から障害発
生前のトランザクションブランチを回復できます。

4の方法は OpenTP1が停止し，さらにオンライン用およびバックアップ用の両方の
XARファイルに障害が発生しているため，新しい XARファイルに入れ替えても，障害
発生前のトランザクションブランチを回復できません。

それぞれの方法の詳細について説明します。

（1） オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点での XARファイルの
入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生すると，XAリソースサービスはバックアップ
用 XARファイルにスワップして運用を続行します。この時点でオンライン用 XARファ
イルを新しいファイルに入れ替えると，OpenTP1を停止させることなく，障害発生前の
トランザクションブランチを回復できます。

XAリソースサービスがバックアップ用 XARファイルを使用して運用中の場合，オンラ
イン用 XARファイルを入れ替えるには，xarholdコマンドを使用して XAリソースサー
ビスを強制的に閉塞します。XAリソースサービスが閉塞しても，ほかの OpenTP1サー
ビスは実行できます。オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点での，オンライ
ン用 XARファイルの入れ替え方法を次に示します。

1. xarholdコマンドを実行します。
XAリソースサービスが閉塞します。

2. 新しいオンライン用 XARファイルを作成します。
障害が発生しているオンライン用 XARファイルとは別のディスクボリュームに作成
してください。新しいオンライン用 XARファイルは，バックアップ用 XARファイル
と同一レコード長，同一レコード数で作成してください。

3. 作成した XARファイルに合わせて XAリソースサービス定義のオンライン用 XAR
ファイルの定義を変更します。
オンライン用 XARファイルの定義だけを変更してください。

4. xarrlesコマンドを実行します。
XAリソースサービスの閉塞が解除されます。共用メモリからトランザクションブラ
ンチを回復し，新しく作成したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソース
サービスのオンラインが再開始されます。

オンライン用 XARファイルに障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え方法を次
の図に示します。
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図 3-39　オンライン用 XARファイルに障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え

（2） バックアップ用 XARファイルに障害が発生した時点での XARファイル
の入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，バックアップ用 XARファイルにスワップ
して XAリソースサービスの運用を続行している間に，バックアップ用 XARファイルに
も障害が発生した場合，XAリソースサービスは閉塞状態になります。XAリソースサー
ビスが閉塞状態になると，XAリソースサービスで連携するアプリケーションサーバから
のトランザクション指示に対して，すべて XAER_RMERRを返します。ただし，障害が
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3.　OpenTP1オンラインの運用
局所化されているため，OpenTP1は停止しないで，XAリソースサービス以外の
OpenTP1サービスは実行できます。また，XARファイルを新しいファイルに入れ替え
れば，XAリソースサービスのトランザクションブランチを回復できます。

オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルの両方に障害が発生して
XAリソースサービスが閉塞状態になった場合の，XARファイルの入れ替え方法を次に
示します。

1. 新しい XARファイルを作成します。
オンライン用とバックアップ用の XARファイルを，同一レコード長，同一レコード
数で，障害の発生していないディスクボリューム上に作成してください。

2. 作成した XARファイルに合わせて XAリソースサービス定義の XARファイルの定義
を変更します。
オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルの定義を変更してくださ
い。

3. xarrlesコマンドを実行します。
XAリソースサービスの閉塞が解除されます。共用メモリからトランザクションブラ
ンチを回復し，新しく作成したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソース
サービスのオンラインが再開始されます。

バックアップ用 XARファイルで障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え方法を
次の図に示します。
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図 3-40　バックアップ用 XARファイル障害発生時の XARファイルの入れ替え
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（3） オンライン用 XARファイルに障害が発生し OpenTP1が停止した場合の
XARファイルの入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止（正常停止／異常
停止）すると，XAリソースサービスは閉塞します。XAリソースサービスを再開始する
には，新しい XARファイルを作成してから OpenTP1を再開始します。

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止した場合の XAR
ファイルの入れ替え方法を次に示します。

1. 新しいオンライン用 XARファイルを作成します。
障害が発生しているオンライン用 XARファイルとは別のディスクボリュームに作成
してください。新しいオンライン用 XARファイルは，バックアップ用 XARファイル
と同一レコード長，同一レコード数で作成してください。

2. 作成したオンライン用 XARファイルに合わせて XAリソースサービス定義の XAR
ファイルの定義を変更します。
定義を変更するのはオンライン用 XARファイルだけです。XAリソースサービスは，
バックアップ用 XARファイルからトランザクションブランチを回復するので，バッ
クアップ用 XARファイルは変更しないでください。

3. OpenTP1を再開始します。
OpenTP1を再開始すると，XAリソースサービスの閉塞が解除されます。バックアッ
プ用 XARファイルからトランザクションブランチを回復し，新しく作成したオンラ
イン用 XARファイルを使用して XAリソースサービスが再開始されます。

注意事項
停止した OpenTP1を正常開始，および再開始するときは，オンライン用および
バックアップ用の両方の XARファイルが I/O可能になっている必要があります。
XARファイルに障害が発生したままでは OpenTP1を開始できません。

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止した場合の XAR
ファイルの入れ替え方法を次の図に示します。
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図 3-41　オンライン用 XARファイル障害発生および OpenTP1停止時の XARファイル
の入れ替え

（4） バックアップ用 XARファイルに障害が発生し OpenTP1が停止した場合
の XARファイルの入れ替え

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，さらに
OpenTP1が停止（正常停止／異常停止）すると，XAリソースサービスは閉塞します。
この場合，障害発生前のトランザクションブランチは回復できません。XAリソースサー
ビスを再開始するには，新しい XARファイルを作成してから OpenTP1を強制正常開始
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します。

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，OpenTP1
が停止した場合の XARファイルの入れ替え方法を次に示します。

1. 新しい XARファイルを作成します。
オンライン用とバックアップ用の XARファイルを，同一レコード長，同一レコード
数で，障害の発生していないディスクボリューム上に作成してください。

2. 作成した XARファイルに合わせて XAリソースサービス定義の XARファイルの定義
を変更します。
オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルの定義を変更してくださ
い。

3. OpenTP1を強制正常開始します。
OpenTP1を再開始すると，XAリソースサービスの閉塞が解除されます。新しく作成
したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソースサービスのオンラインが再
開始されます。ただし，障害前のトランザクションブランチは回復できません。

注意事項
停止した OpenTP1を強制正常開始するときは，オンライン用およびバックアップ
用の両方の XARファイルが I/O可能になっている必要があります。XARファイル
に障害が発生したままでは OpenTP1を開始できません。

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，OpenTP1
が停止した場合の XARファイルの入れ替え方法を次の図に示します。
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図 3-42　オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，
OpenTP1が停止した場合の XARファイルの入れ替え
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3.15.5　XAリソースサービスのトレース
XAリソースサービスは，障害の原因を解析するために次に示すトレース情報を取得して
います。

• XARイベントトレース
• XAR性能検証用トレース

各トレース情報の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
172



3.　OpenTP1オンラインの運用
3.16　JP1連携時の運用

JP1と連携してシナリオテンプレートを利用する機能を使う場合は，JP1/Base，JP1/
AJS，および JP1/AJS2 - Scenario Operationを使用します。JP1/Baseについてはマ
ニュアル「JP1/Base」を，JP1/AJSについては内容に応じて該当するマニュアルを，
JP1/AJS2 - Scenario Operationについてはマニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 - Scenario Operation」を参照してください。

3.16.1　シナリオテンプレートを利用したシステムの運用
OpenTP1で利用するシナリオテンプレートとは，OpenTP1コマンド，および OpenTP1
コマンドを組み合わせた運用手順を，テンプレート（ひな形）として部品化したもので
す。また，シナリオテンプレートを業務に関連づけて運用手順として実行できるように
したものを，シナリオと呼びます。

シナリオテンプレートを利用すると，JP1と連携して OpenTP1システムを自動的に運
用できます。OpenTP1がシナリオテンプレートを提供しているシナリオを次に示しま
す。

• スケールアウト
新しい OpenTP1ノードを構築して，OpenTP1システムのドメイン構成に新しい
OpenTP1ノードを追加します。

• スケールイン
業務単位またはノード単位で，負荷レベルの低いノードのリソースを解放して，他シ
ステムに割り当てます。

• ローリングアップデート
システムを停止させることなく，OSや UAPのセキュリティ対策パッチを適用しま
す。

OpenTP1が提供しているシナリオテンプレートを次に示します。

• OpenTP1_AddNode
• OpenTP1_ChangeNodeID
• OpenTP1_Deploy
• OpenTP1_ScenarioAddNode
• OpenTP1_Start
• OpenTP1_StartUAP
• OpenTP1_Stop
• OpenTP1_StopUAP
• OpenTP1_Undeploy
• OpenTP1_UpdateDomain
• OpenTP1_ScenarioScaleout
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シナリオテンプレートの詳細については，「付録M　シナリオテンプレートの詳細」を参
照してください。

シナリオテンプレートから OpenTP1コマンドを実行する場合は，JP1/AJS2 - Scenario 
Operationで OpenTP1コマンドの終了状態を判断するために，dcjcmdexコマンドに
OpenTP1コマンドを指定して実行してください。また，シナリオテンプレートから実行
される OpenTP1コマンドの優先順位を下げないために，シナリオテンプレートの「優
先順位」を「3」に設定してください。優先順位の設定については，マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 2 - Scenario Operation」を参照してください。

3.16.2　シナリオの登録
シナリオテンプレートを JP1/AJS2 - Scenario Operationに登録するには，次に示すシナ
リオテンプレート定義ファイルを JP1/AJS2 - Scenario Operation Managerのシナリオ
ライブラリフォルダに組み込みます。

シナリオテンプレート定義ファイル
/BeTRAN/jp1_template/ScenarioTemplate/TP1_ServerBase.sjis.xml

組み込み先シナリオライブラリフォルダ
/ScenarioLibrary/OpenTP1/TP1_ServerBase

シナリオテンプレート定義ファイルを JP1/AJS2 - Scenario Operation Managerのシナ
リオライブラリフォルダに組み込む方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 - Scenario Operation」を参照してください。

シナリオの登録時に設定するシナリオ変数について説明します。

（1） シナリオ変数

運用環境によって変化する情報を，シナリオに応じてあらかじめ設定しておく変数をシ
ナリオ変数と呼びます。例えば，ホスト名，ファイル名などをシナリオ変数として設定
したあとで，シナリオ登録時にシナリオ変数の値を設定すると，運用環境に応じたシナ
リオを実行できます。

OpenTP1が提供するシナリオテンプレートは，入力するシナリオ変数（入力シナリオ変
数）から，環境変数，およびシナリオの実行ユーザを設定します。

入力シナリオ変数から設定する環境変数を次の表に示します。

表 3-34　入力シナリオ変数から設定する環境変数

環境変数 説明 シナリオ実行時の設
定値※ 1

DCDIR OpenTP1ディレクトリ※ 2 ?DCDIR?
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注※ 1
「?」で囲まれた文字列は，値を設定する JP1/AJS2 - Scenario Operationの入力シナリオ変数を
示します。

注※ 2
完全パス名を 50バイト以内で指定してください。シンボリックリンクは使用できません。 

注※ 3
完全パス名で指定してください。

これらの環境変数を実行ユーザのシステム環境変数に設定している場合は，入力シナリ
オ変数にもシステム環境変数と同じ値を設定する必要があります。入力シナリオ変数，
システム環境変数の両方を指定した場合の動作については，マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 構築ガイド」の環境変数に関する記述を参照して
ください。

システム環境変数とは，次に示す変数のことです。

UNIXの場合
• JP1/AJS2 - Scenario Operationでシナリオジョブを定義するときに指定したスク
リプトファイルでの定義

• ローカルログインスクリプトでの定義
• システムログインスクリプトでの定義

Windowsの場合
• システム環境変数

シナリオの実行ユーザは，各シナリオテンプレートの入力シナリオ変数USER_NAME
で指定します。シナリオの実行ユーザとして指定できるのは，JP1/Baseでユーザマッピ
ングされたユーザだけです。シナリオを実行する前に，OpenTP1管理者をユーザマッピ
ングしてください。ユーザマッピングの詳細については，マニュアル「JP1/Base」を参
照してください。

3.16.3　スケールアウトの運用
スケールアウトを実行すると，新しい OpenTP1ノードを構築して，OpenTP1システム
のドメイン構成に新しい OpenTP1ノードを追加します。これによって，システム拡張
に伴う作業を速やかに処理できます。

（1） スケールアウトの運用モデル

スケールアウトを実行すると，新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオ，およびド

DCCONFPATH OpenTP1定義ファイルを格納す
るディレクトリ※ 3

?DCCONFPATH?

環境変数 説明 シナリオ実行時の設
定値※ 1
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メイン構成を更新するシナリオが実行されます。

（a）ドメイン構成管理ノードを使用した場合

ドメイン構成管理ノードを使用してスケールアウトを実行する場合の運用モデルを次の
図に示します。

図 3-43　スケールアウトの運用モデル（ドメイン構成管理ノードを使用した場合）

ドメイン構成管理ノードを使用してスケールアウトを実行する場合の手順を次に示しま
す。

1. 新規追加ノードの構築シナリオ (a)を実行し，OpenTP1-Cを構築します。
2. OpenTP1-N（ドメイン構成管理ノード）に対してドメイン構成の更新シナリオ (b)を
実行し，OpenTP1-Cをドメイン構成に追加します。

（b）ドメイン構成管理ノードを使用しない場合

ドメイン構成管理ノードを使用しないでスケールアウトを実行する場合の運用モデルを
次の図に示します。
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図 3-44　スケールアウトの運用モデル（ドメイン構成管理ノードを使用しない場合）

この運用モデルでは，システム内のドメイン構成をノードがお互いに設定し合って管理
します。新しく OpenTP1ノードを構築したあと，ほかのノードが新規ノードを認識で
きるように，すべてのノードに対してドメイン構成を更新します。

ドメイン構成管理ノードを使用しないでスケールアウトを実行する場合の手順を次に示
します。

1. 新規追加ノードの構築シナリオ (a)を実行し，OpenTP1-Dを構築します。
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2. OpenTP1-A，B，Cに対してそれぞれドメイン構成の更新シナリオ (b)を実行し，
OpenTP1-Dをドメイン構成に追加します。

3. OpenTP1-Dに対してドメイン構成の更新シナリオ (b)を実行し，システム内の他
ノード（OpenTP1-A，B，C）をドメイン構成に追加します。

（2） スケールアウトのシナリオ構成

OpenTP1のスケールアウトでは，新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオを実行し
たあとに，ドメイン構成を更新するシナリオを実行します。

それぞれのシナリオについて説明します。

（a）新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオ

新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオの実行順序を，次の図に示します。
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図 3-45　新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオの実行順序

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 3-35　新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオのシナリオテンプレート

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_MakeTP1Dir※ 1 OpenTP1ディレクトリの作成
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注※ 1
ユーザが作成します。OpenTP1が提供するサンプルについては，「3.16.6　サンプルシナリオ
テンプレートの利用」を参照してください。

注※ 2
OpenTP1が提供します。詳細については，「付録M　シナリオテンプレートの詳細」を参照し
てください。

（b）ドメイン構成を更新するシナリオ

ドメイン構成を更新するときの前提条件を次に示します。

• システム共通定義の name_domain_file_useオペランドに Yを指定している
• ドメイン構成を更新するノードがオンラインである

ドメイン構成を更新するシナリオの実行順序を，次の図に示します。

図 3-46　ドメイン構成を更新するシナリオの実行順序

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

2 OpenTP1_SetConfig※ 1 OpenTP1の定義設定

3 OpenTP1_ChangeNodeID※ 2 ノード IDの設定

4 OpenTP1_Deploy※ 2 OpenTP1の登録

5 OpenTP1_MakeFileSystem※ 1 OpenTP1ファイルシステムの作成

6 OpenTP1_Start※ 2 OpenTP1の起動

7 OpenTP1_StartUAP※ 2 UAPの起動

項番 シナリオテンプレートの名称 説明
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表 3-36　ドメイン構成を更新するシナリオのシナリオテンプレート

これらのシナリオテンプレートは OpenTP1が提供します。詳細については，「付録M　
シナリオテンプレートの詳細」を参照してください。

（3） スケールアウトと DPMを利用する OpenTP1の環境設定手順

スケールアウトを実行すると，OpenTP1の環境設定手順の一部を自動化できます。ここ
では，スケールアウトと DPMのディスク複製機能を利用する場合の環境設定手順につ
いて説明します。手順 1.～ 8.は，スーパユーザが実行してください。また，手順 1.～
5.は OpenTP1システムのマスタコンピュータ（ディスク複製元）で，手順 6.は DPM
がインストールされているコンピュータで，手順 7.～ 9.は新しく追加する OpenTP1
ノード（ディスク複製先）で実行してください。

1. /etc/hostsファイルに，OpenTP1システムが使用するホスト名を登録します。

2. OpenTP1管理者を登録します。
詳細については，「1.2.1　OpenTP1管理者の登録」を参照してください。

3. OpenTP1グループを設定します。
詳細については，「1.2.2　OpenTP1グループの設定」を参照してください。

4. OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールします。
OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールするディスク（マスタディスク）
は，必ず OSと同じディスクに作成してください。

5. スケールアウトで使用する，OpenTP1の環境設定をするためのファイルを作成しま
す。
詳細については，「3.16.6（3）　サンプルシナリオテンプレートのカスタマイズ」を参
照してください。

6. DPMのディスク複製機能を利用して，OpenTP1システムのマスタコンピュータから
バックアップしたディスクを，新しく追加する OpenTP1ノードにリストアします。
ディスク複製先のネットワークタイプは，DHCPではなく固定 IPで割り当ててくだ
さい。DPMの使用方法については，マニュアル「JP1/ServerConductor/
Deployment Manager」を参照してください。

7. JP1/AJS - Agentをセットアップします。
JP1/AJS - Agentのセットアップ方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 構築ガイド」を参照してください。

8. OpenTP1ファイルシステムに rawデバイスを割り当てます。

項
番

シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_AddNode ドメイン定義ファイルへの追加

2 OpenTP1_UpdateDomain ドメイン構成の更新
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OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペシャルファイルで運用する場合は，
スケールアウトでの OpenTP1ファイルシステムの初期設定を自動的に処理するため
に，OpenTP1ファイルシステムに rawデバイスを割り当てます。

9. スケールアウトを実行します。
スケールアウトを実行すると，新しい OpenTP1ノードを追加するシナリオが実行さ
れます。このシナリオが実行されると，次に示す処理を自動的に実行できます。
1.　OpenTP1ディレクトリの作成
2.　システム定義の作成
3.　OpenTP1の OSへの登録
4.　OpenTP1ファイルシステムの初期設定
5.　OpenTP1ファイルの作成

3.16.4　スケールインの運用
スケールインを実行すると，ノード単位または業務単位で，負荷レベルの低いノードの
リソースを解放して，他システムに割り当てます。これによって，リソースを有効に利
用できます。

（1） スケールインのシナリオ構成

OpenTP1のスケールインのシナリオには，OpenTP1を停止してノード単位にリソース
を解放するシナリオと，UAPを停止して業務単位にリソースを解放するシナリオの二つ
があります。二つのシナリオのどちらかを実行してください。それぞれのシナリオにつ
いて説明します。

（a）OpenTP1を停止してリソースを解放するシナリオ

OpenTP1を停止して OpenTP1ノードのリソースを解放するシナリオを，次の図に示し
ます。

図 3-47　OpenTP1を停止してリソースを解放するシナリオ

シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。
182



3.　OpenTP1オンラインの運用
表 3-37　OpenTP1を停止してリソースを解放するシナリオのシナリオテンプレート

このシナリオテンプレートは OpenTP1が提供します。詳細については，「付録M　シナ
リオテンプレートの詳細」を参照してください。

（b）UAPを停止してリソースを解放するシナリオ

UAPを停止して OpenTP1の業務リソースを解放するシナリオを，次の図に示します。

図 3-48　UAPを停止してリソースを解放するシナリオ

シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 3-38　UAPを停止してリソースを解放するシナリオのシナリオテンプレート

このシナリオテンプレートは OpenTP1が提供します。詳細については，「付録M　シナ
リオテンプレートの詳細」を参照してください。

3.16.5　ローリングアップデートの運用
ローリングアップデートを実行すると，システムを停止させることなく，OSや UAPの
セキュリティ対策パッチを適用します。これによって，システムを連続運転できます。

OpenTP1の停止および削除によって OpenTP1システムが停止するおそれのあるノード
は，ローリングアップデートを実行しないでください。

項
番

シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_Stop OpenTP1の停止

項
番

シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_StopUAP UAPの停止
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（1） ローリングアップデートの運用モデル

ローリングアップデートを実行する場合の運用モデルを次の図に示します。

図 3-49　ローリングアップデートの運用モデル

（2） ローリングアップデートのシナリオ構成

ローリングアップデートの実行順序を，次の図に示します。
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図 3-50　ローリングアップデートの実行順序

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 3-39　ローリングアップデートのシナリオテンプレート

注※ 1
OpenTP1が提供します。詳細については，「付録M　シナリオテンプレートの詳細」を参照し
てください。

注※ 2
ユーザが作成します。

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_Stop※ 1 OpenTP1の停止

2 OpenTP1_Undeploy※ 1 OpenTP1の削除

3 Patch※ 2 パッチの適用

4 OpenTP1_Deploy※ 1 OpenTP1の登録

5 OpenTP1_Start※ 1 OpenTP1の起動
185



3.　OpenTP1オンラインの運用
3.16.6　サンプルシナリオテンプレートの利用
OpenTP1では，スケールアウトのシナリオテンプレートのうち，新しい OpenTP1ノー
ドを追加するシナリオのサンプルシナリオテンプレートを提供しています。

OpenTP1をインストールした状態でサンプルシナリオテンプレート
（OpenTP1_ScenarioScaleout）を実行すると，新しい OpenTP1の環境構築をしたあと
に，OpenTP1とサンプルユーザサーバ（basespp）を起動します。サンプルシナリオテ
ンプレートをカスタマイズすると，ご使用の環境に合わせて，スケールアウトを簡単に
実行できます。

（1） サンプルシナリオテンプレートの概要

サンプルシナリオテンプレートの概要について説明します。

サンプルシナリオテンプレートは，次の表に示す処理を実行します。

表 3-40　サンプルシナリオテンプレートが実行する処理

項
番

処理内容 シナリオテンプレートの名称 参照する入力シナリオ変数

1 OpenTP1ディレクトリの作
成

OpenTP1_MakeTP1Dir • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• GROUP_NAME

2 OpenTP1の定義設定 OpenTP1_SetConfig • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• BETRAN_FILE1
• BETRAN_FILE2
• PORT_NUMBER

3 ノード IDの設定 OpenTP1_ChangeNodeID • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• NODE_ID

4 OpenTP1の登録 OpenTP1_Deploy • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME

5 OpenTP1ファイルシステム
の作成

OpenTP1_MakeFileSystem • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• BETRAN_FILE1
• BETRAN_FILE2
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シナリオテンプレートごとに詳細を説明します。

1.OpenTP1ディレクトリの作成（OpenTP1_MakeTP1Dir）

OpenTP1ディレクトリ作成シェルファイル※を使用して，次に示す順序で
OpenTP1ディレクトリを作成します。
1. ユーザ名・グループ名を取得（getUSERNAME）します。
指定したUSER_NAME，GROUP_NAMEが取得され，makeTP1Dirシナリオ
に引き継がれます。ただし，USER_NAME，GROUP_NAMEを両方とも省略し
た場合は，JP1/Baseで定義したユーザマッピングのプライマリユーザおよび
ユーザが属するグループが取得されます。

2. OpenTP1ディレクトリを作成（makeTP1Dir）します。
OpenTP1ディレクトリ作成シェルファイル※を使用して，次のような OpenTP1
ディレクトリを作成します。
　・ディレクトリ：入力シナリオ変数 DCDIRの設定値
　・所有者：入力シナリオ変数USER_NAMEの設定値
　・グループ：入力シナリオ変数 GROUP_NAMEの設定値
　・モード：0755
指定した OpenTP1ディレクトリの親ディレクトリがない場合は，親ディレクト
リも含めて作成します。ただし，所有者・グループ・モードの設定は，
OpenTP1ディレクトリにだけ行います。

2.OpenTP1の定義設定（OpenTP1_SetConfig）

OpenTP1環境設定シェルファイル※を使用して，OpenTP1のシステム定義および
ロードモジュールを，次に示す順序で設定します。
1. $DCDIR/aplib，$DCDIR/jp1_template/tools，および $DCCONFPATHディレ
クトリを作成します。

2. /BeTRAN/jp1_template/examplesディレクトリ下の aplib，conf，および tools
を作成したディレクトリ下にコピーします。

3. システム定義のノード固有情報（ファイルシステムのパス名など）を設定しま
す。

6 OpenTP1の起動 OpenTP1_Start • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME

7 UAP（サンプルプログラム）
の起動

OpenTP1_StartUAP • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• USER_SERVER_NAME

項
番

処理内容 シナリオテンプレートの名称 参照する入力シナリオ変数
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3.ノード IDの設定（OpenTP1_ChangeNodeID）
OpenTP1のノード IDを入力シナリオ変数 NODE_IDの設定値で設定します。

4.OpenTP1の登録（OpenTP1_Deploy）
dcsetupコマンドを実行し，OpenTP1を OSに登録します。

5.OpenTP1ファイルシステムの作成（OpenTP1_MakeFileSystem）

OpenTP1ファイル作成シェルファイル※を使用して，OpenTP1ファイルシステム
および OpenTP1ファイルを作成します。
OpenTP1ファイルシステム名は，入力シナリオ変数 BETRAN_FILE1，および
BETRAN_FILE2の設定値になります。

6.OpenTP1の起動（OpenTP1_Start）
OpenTP1を起動します。

7.UAP（サンプルプログラム）の起動（OpenTP1_StartUAP）
入力シナリオ変数 USER_SERVER_NAMEに設定されたユーザサーバの UAPを起
動します。

注※
シェルファイルは，ご使用の OSによって異なります。OSごとのシェルファイルの
パスを，次の表に示します。

表 3-41　OSごとのシェルファイルのパス

（2） サンプルシナリオテンプレートの登録

サンプルシナリオテンプレートを実行するには，サンプルシナリオテンプレートを，
JP1/AJS2 - Scenario Operation Viewの操作によって JP1/AJS - Managerに登録しま
す。

シェルファイル名 OS

UNIX Windows

OpenTP1ディレクトリ作
成シェルファイル

/BeTRAN/jp1_template/examples/
tools/dcjmk_dcdir.sh

（OpenTP1をインストールした
ディレクトリ）
¥jp1_template¥examples¥tools¥
dcjmk_dcdir.bat

OpenTP1環境設定シェル
ファイル

/BeTRAN/jp1_template/examples/
tools/dcjset_conf.sh

（OpenTP1をインストールした
ディレクトリ）
¥jp1_template¥examples¥tools¥
dcjset_conf.bat

OpenTP1ファイル作成
シェルファイル

/BeTRAN/jp1_template/examples/
tools/dcj_mkfs.sh

（OpenTP1をインストールした
ディレクトリ）
¥jp1_template¥examples¥tools¥
dcj_mkfs.bat
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サンプルシナリオテンプレートは，次の場所に格納されています。

/ScenarioLibrary/OpenTP1/TP1_ServerBase/OpenTP1_ScenarioScaleout

サンプルシナリオテンプレートを登録するには，次の表に示す入力シナリオ変数を設定
します。

表 3-42　サンプルシナリオテンプレートへの設定情報

注※ 1
設定を省略できます。入力シナリオ変数USER_NAMEおよび入力シナリオ変数
GROUP_NAMEは，両方設定するか，または両方設定しないかのどちらかにしてください。

注※ 2
キャラクタ型スペシャルファイルを設定する場合は，シナリオを実行する前にパーティション
を割り当ててください。

この設定例の値をサンプルシナリオテンプレートに設定してシナリオを実行した場合，
次の図に示すようなディレクトリ構成の OpenTP1実行環境が作成されます。

入力シナリオ変数 内容 設定例

DCDIR OpenTP1のホーム
ディレクトリ

/home/user/OpenTP1

DCCONFPATH OpenTP1定義ファイ
ル格納ディレクトリ

/home/user/OpenTP1/conf

HOST_NAME※ 1 実行する OpenTP1
ノードのホスト名

hostX

USER_NAME※ 1 OpenTP1のユーザ名 user

GROUP_NAME※ 1 OpenTP1のグループ
名

tp1

BETRAN_FILE1※ 2 OpenTP1ファイルシ
ステムのパス

/home/user/OpenTP1/betranfile1

BETRAN_FILE2※ 2 OpenTP1ファイルシ
ステムのパス

/home/user/OpenTP1/betranfile2

USER_SERVER_NAME ユーザサーバ名 basespp（サンプルでは固定）

NODE_ID OpenTP1のノード識
別子（ノードごとに一
意の 4文字の文字列）

smpl

PORT_NUMBER OpenTP1のネーム
ポート番号

10000
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図 3-51　サンプルシナリオテンプレート実行後の OpenTP1ディレクトリ

（3） サンプルシナリオテンプレートのカスタマイズ

サンプルとして提供される OpenTP1定義ファイルやシェルファイルなどをカスタマイ
ズすると，OpenTP1の構成を簡単に変更できます。また，ご使用の環境に合わせてカス
タマイズしたファイルを，OpenTP1のインストール環境とともに DPMで作成するマス
タディスクに格納すると，スケールアウトを簡単に実行できます。

ユーザがカスタマイズできるサンプルファイルを次に示します。

• サンプルプログラムのロードモジュール
• システム定義ファイル
• OpenTP1環境設定シェルファイル
• OpenTP1ファイル作成シェルファイル

各ファイルのカスタマイズ方法を次に示します。

（a）サンプルプログラムのロードモジュールのカスタマイズ

業務に合わせた SUPおよび SPPを作成し，ロードモジュール（実行形式ファイル）を
任意のディレクトリに格納してください。

（b）システム定義ファイルおよび OpenTP1環境設定シェルファイルのカスタマイズ

OpenTP1のシステム定義をカスタマイズするには，システム定義ファイルおよび
OpenTP1環境設定シェルファイルを変更します。

●システム定義ファイルのカスタマイズ
OpenTP1の各システム定義ファイルの中で，必要なものをあらかじめ設定しておき
ます。設定内容をノードごとに変えたい場合は，シナリオテンプレート用の文字列
「@DCxxxxxx@」を設定してください。「@DCxxxxxx@」の値は，dcjchconfコマンド
で設定できます。

● OpenTP1環境設定シェルファイルのカスタマイズ
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次の表に示すファイルは，OpenTP1環境設定シェルファイルの設定に従って，イン
ストールディレクトリ（/BeTRAN）下から OpenTP1ディレクトリ（$DCDIR）下に
コピーされます。そのため，これらのファイルの格納場所を変更した場合は，
OpenTP1環境設定シェルファイルの設定値を変更してください。

表 3-43　サンプルの OpenTP1環境設定シェルファイルの設定値

OpenTP1環境設定シェルファイルは，システム定義ファイルに設定された文字列
「@DCxxxxxx@」を，dcjchconfコマンドを実行して設定します。サンプルシナリオテ
ンプレートの場合，次の表に示すように設定されます。

表 3-44　サンプルシナリオテンプレートの文字列「@DCxxxxxx@」の設定値

注※ 1
「?」で囲まれた文字列は，入力シナリオ変数に設定された値を示します。

注※ 2
サンプルシナリオテンプレートが実行する「ノード IDの設定」シナリオを実行すると，自動的
に設定されます。

（c）OpenTP1ファイル作成シェルファイルのカスタマイズ

サンプルシナリオテンプレートでは，入力シナリオ変数 BETRAN_FILE1および入力シ
ナリオ変数 BETRAN_FILE2で設定した OpenTP1ファイルシステム（/home/user/

ファイルの種類 格納場所 コピー先

サンプルプログラ
ムのロードモ
ジュール

/BeTRAN/jp1_template/examples/aplib $DCDIR/aplib

システム定義ファ
イル

/BeTRAN/jp1_template/examples/conf $DCCONFPATH

OpenTP1ファイ
ル作成シェルファ
イル

/BeTRAN/jp1_template/examples/tools
（ファイル名：dcj_mkfs.sh）

$DCDIR/jp1_template/tools

ファイル名 オペランド名／定義コ
マンド名

システム定義ファイルの設
定値

OpenTP1環境設定シェル
ファイルの設定値※ 1

cdtrn jnladdpf @DCbetran@ ?BETRAN_FILE1?

env DCCONFPATH @DCconfpath@ $DCCONFPATH

prc prcsvpath @DChomepath@ $DCDIR

sts sts_file_name @DCbetran@ ?BETRAN_FILE1?

@DCbetran2@ ?BETRAN_FILE2?

sysjnl jnladdpf @DCbetran@ ?BETRAN_FILE1?

betranrc node_id※ 2 @DCNODE_ID@ ?NODE_ID?

name_port @DCport_number@ ?PORT_NUMBER?
191



3.　OpenTP1オンラインの運用
OpenTP1/betranfile1および /home/user/OpenTP1/betranfile2）に，次の表に示すファ
イルを作成します。作成するファイルを変更する場合は，OpenTP1ファイル作成シェル
ファイルをカスタマイズしてください。

表 3-45　入力シナリオ変数 BETRAN_FILEに作成されるファイル

注※ 1
/home/user/OpenTP1/betranfile1に作成されるファイルです。

注※ 2
/home/user/OpenTP1/betranfile2に作成されるファイルです。

ファイル名 ファイル種別

cpdf01※ 1 チェックポイントダンプファイル

cpdf02※ 1

cpdf03※ 1

stsfil01※ 1 ステータスファイル（A系）

stsfil03※ 1

jnlf01※ 1 システムジャーナルファイル

jnlf02※ 1

jnlf03※ 1

stsfil02※ 2 ステータスファイル（B系）

stsfil04※ 2
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3.17　リアルタイム統計情報サービスを使用す
る運用

リアルタイム統計情報サービスを使用して，リアルタイム統計情報を取得する運用につ
いて説明します。

3.17.1　リアルタイム統計情報サービスを使用するための準
備

リアルタイム統計情報サービスを使用する場合，次に示す準備が必要です。

（1） 実行環境の設定

rtssetupコマンドで，リアルタイム統計情報サービスの実行環境を設定します。
rtssetupコマンドを実行すると，実行モジュールおよびユーザサービス定義が作成され
ます。作成されるディレクトリとファイル名を次の表に示します。

表 3-46　rtssetupコマンドを実行すると作成されるディレクトリとファイル名

注※
rtssetupコマンドのサーバ格納先パスの指定を省略した場合のディレクトリです。サーバ格納
先パスを指定した場合，ファイルは指定したディレクトリに出力されます。

実行モジュールの格納先や $DCCONFPATHで指定したパスに，すでに同一名称のファ
イルがある場合，rtssetupコマンドはファイルを作成しません。

（2） 定義の作成

リアルタイム統計情報サービス定義およびリアルタイム取得項目定義を作成します。定
義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

3.17.2　リアルタイム統計情報サービスの開始と終了
リアルタイム統計情報サービスでは，次に示す順序でサービスを開始，終了する必要が
あります。

1. リアルタイム統計情報サービスの開始（RTSSUPの起動）

ディレクトリ ファイル名 説明

$DCDIR/aplib/※ rtssup 実行モジュール

rtsspp

$DCCONFPATH/ RTSSUP ユーザサービス定義

RTSSPP
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2. リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の開始（RTSSPPの起動）※

3. リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の終了（RTSSPPの停止）
4. リアルタイム統計情報サービスの終了（RTSSUPの停止）

注※
リアルタイム統計情報サービスの拡張機能（RTSSPP）の開始が必要なのは，リア
ルタイム統計情報サービス（RTSSUP）の開始中に，リアルタイム統計情報の取得
情報の設定を変更したい場合だけです。取得情報の設定変更については，「3.17.5　
リアルタイム統計情報の取得情報の設定変更」を参照してください。

リアルタイム統計情報サービス開始および終了について説明します。

（1） リアルタイム統計情報サービスの開始

リアルタイム統計情報サービスの開始方法には，次のニつがあります。

• OpenTP1の開始後に dcsvstartコマンドで RTSSUPを起動する方法
• ユーザサービス構成定義の dcsvstart定義コマンドで RTSSUPを起動する方法

リアルタイム統計情報サービスは，サービスの開始時に次に示す処理を行います。

共用メモリの確保
リアルタイム統計情報を取得するために必要な，RTSサービス用の共用メモリを確
保します。必要な RTSサービス用の共用メモリを確保できなかった場合，リアルタ
イム統計情報サービスは開始処理を中止します。リアルタイム統計情報サービスで
使用する共用メモリの詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してく
ださい。

RTSログファイルの作成
RTSログファイルの詳細については，「3.17.4(2)　リアルタイム統計情報の RTSロ
グファイルへの出力」を参照してください。

リアルタイム統計情報サービスの管理情報の取得
取得したリアルタイム統計情報サービスの管理情報は，rtslsコマンドで標準出力に
出力できます。

（2） リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の開始

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の開始方法には，次のニつがあります。

• dcsvstartコマンドで RTSSPPを起動する方法
• ユーザサービス構成定義の dcsvstart定義コマンドで RTSSPPを起動する方法
この方法で RTSSPPを起動する場合，次に示すように定義を記述して，RTSSUPを
起動したあとに RTSSPPを起動するようにしてください。
 
dcsvstart -u RTSSUP
dcsvstart -u RTSSPP
194



3.　OpenTP1オンラインの運用
 

リアルタイム統計情報サービスが開始していない状態でリアルタイム統計情報サービス
の拡張機能を開始した場合，RTSSPPは KFCA32723-Eメッセージをメッセージログに
出力したあと，エラーの要因が SERVER DOWNの KFCA01812-Eメッセージを出力し
てダウンします。これらのメッセージが表示された場合は，dcsvstartコマンドで
RTSSUPを起動（リアルタイム統計情報サービスを開始）したあとに再度 RTSSPPを
起動してください。リアルタイム統計情報サービスの拡張機能を開始できます。

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能（RTSSPP）に対して次に示すコマンドを実
行しないでください。実行した場合は，エラーとなります。

• scdchprcコマンド※ 1

• scdholdコマンド※ 2

• scdrlesコマンド※ 1

• scdrsprcコマンド※ 1

注※ 1
RTSSPPがダウンします。

注※ 2
rtsstatsコマンドを実行できなくなります。

（3） リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の終了

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能を終了させるには，dcsvstopコマンドで
RTSSPPを停止させます。

（4） リアルタイム統計情報サービスの終了

リアルタイム統計情報サービスを終了させるには，dcsvstopコマンドで RTSSUPを停止
させます。RTSSPPが開始している場合は，dcsvstopコマンドで RTSSPPを停止させ
てから RTSSUPを停止させてください。

（5） リアルタイム統計情報サービスの再開始

リアルタイム統計情報サービスを再開始するには，リアルタイム統計情報サービスの終
了後に，リアルタイム統計情報サービスを開始させます。リアルタイム統計情報サービ
スは，サービスの再開始時に RTSログファイルを作り直して使用します。

リアルタイム統計情報サービスは，再開始時にリアルタイム統計情報の取得を開始しま
す。取得を開始するときに前回のリアルタイム統計情報サービスで取得していた統計情
報を引き継ぐかどうかは，RTSSUPの開始時の状態によって異なります。

（6） リアルタイム統計情報サービスの動作

RTSSUPの開始時の状態によって，リアルタイム統計情報サービスの動作（前回のリア
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ルタイム統計情報の引き継ぎ，反映されるリアルタイム統計情報サービス定義）が異な
るものがあります。RTSSUPの開始時の状態と，リアルタイム統計情報サービスの動作
を次の表に示します。

表 3-47　RTSSUPの開始時の状態とリアルタイム統計情報サービスの動作

（凡例）
○：リアルタイム統計情報サービス定義の，すべてのオペランドおよび定義コマンドが反映さ
れます。
△：リアルタイム統計情報サービス定義のうち，次に示すオペランド以外が反映されます。
　・rts_service_maxオペランド
　・rts_item_maxオペランド
×：リアルタイム統計情報サービス定義の，すべてのオペランドおよび定義コマンドは反映さ
れません。

注※
-Uオプションを指定した dcstartコマンドで OpenTP1を再開始した場合，リアルタイム統計
情報サービスは開始されません。

3.17.3　リアルタイム統計情報の取得
リアルタイム統計情報は，RTSサービス用の共用メモリに取得されます。

リアルタイム統計情報を取得する方法には，定義で実行環境を指定する方法と，APIで
任意の区間を指定する方法があります。ここでは，定義で実行環境を指定する方法につ
いて説明します。APIで任意の区間を指定する方法については，マニュアル「OpenTP1 
プログラム作成の手引」を参照してください。

定義で実行環境を指定したリアルタイム統計情報の取得の概要を図に示します。

RTSSUPの開始時の状態 リアルタイム統計情報サービスの動作

開始形態 前回の状態 前回のリアルタイム統計情報の引き継ぎ 反映される
定義

開始 未起動 リアルタイム統計情報を取得していない
ため，該当しません

○

再開始 dcsvstopコマンドで停止 引き継ぎません △

-fオプションを指定した
dcsvstopコマンドで強制停
止

引き継ぎます ×

ダウン 引き継ぎます ×

OpenTP1の
再開始※

オンライン 引き継ぎません ○

-fオプションを指定した
dcsvstopコマンドで強制停
止

引き継ぎません ○
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図 3-52　リアルタイム統計情報の取得の概要

1. リアルタイム統計情報サービスは，リアルタイム統計情報サービス定義およびリアル
タイム取得項目定義のファイルの内容を解析します。

2. リアルタイム統計情報サービスは，RTSサービス用の共用メモリにリアルタイム統計
情報の格納領域を設定します。

3. 設定された格納領域には，UAPからのリアルタイム統計情報が定義に基づいて取得
されます。

（1） 取得対象の指定方法

リアルタイム統計情報サービスでは，統計情報を取得する対象を指定できます。取得対
象は，リアルタイム統計情報サービス定義の rtsput定義コマンドで指定します。rtsput
定義コマンドで指定できる取得対象の上限数は，リアルタイム統計情報サービス定義の
rts_service_maxオペランドに指定した値までです。統計情報の取得対象の詳細について
は，「付録 E.5　リアルタイム統計情報」を参照してください。

rtsput定義コマンドのオプションの指定値と，統計情報の取得対象の組み合わせを次の
表に示します。

表 3-48　rtsput定義コマンドのオプションの指定値と取得対象

注※ 1

rtsput定義コマンドのオプションの指定値 取得対象

-u sys システム全体の統計情報※ 1

-u srv -s サーバ名 指定したサーバの統計情報※ 2

-u svc -s サーバ名 -v サービス名 指定したサービスの統計情報

-u obj -o ポート番号 -b IPアドレス 指定したポート番号および IPアドレスの統計情報
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rts_service_maxオペランドで指定する取得対象の指定数に関係なく取得できます。

注※ 2
指定したサーバの次に示す統計情報を取得します。
・サーバ全体での統計情報
・サーバが提供する各サービスの統計情報
・サービス以外の処理（メイン関数など）の統計情報
このため，取得対象の指定数は，指定したサーバが提供するサービス数に 2を加えたものにな
ります。システムサーバや SUPなどのサービスを持たないサーバを指定した場合は，サーバ全
体の統計情報だけを取得します。

リアルタイム統計情報の取得対象に指定したサーバは，リアルタイム統計情報サービス
の開始時にあらかじめ起動しておく必要はありません。次に示す場合でも，リアルタイ
ム統計情報を取得できます。

• リアルタイム統計情報サービスを開始したあとで，取得対象とするサーバを起動した
場合

• リアルタイム統計情報サービスの開始中に，取得対象とするサーバをいったん停止し
て再起動した場合

（2） 取得項目の指定方法

それぞれの取得対象で，取得するリアルタイム統計情報を指定できます。一つの取得対
象で取得できる項目の上限数は，リアルタイム統計情報サービス定義の rts_item_max
オペランドに指定した値までです。

取得項目の指定には，次に示す方法があります。

• rtsput定義コマンドの -eオプションに，取得する情報の項目 IDを指定する方法
項目 IDの詳細については，「付録 E.5　リアルタイム統計情報」を参照してください。

• rtsput定義コマンドの -fオプションに，リアルタイム取得項目定義ファイルを指定す
る方法
リアルタイム取得項目定義の指定方法については，マニュアル「OpenTP1 システム定
義」を参照してください。

（3） 取得間隔の指定方法

リアルタイム統計情報取得間隔は，リアルタイム統計情報サービス定義の
rts_trcput_intervalオペランドで指定します。

取得間隔の概要を図に示します。
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図 3-53　リアルタイム統計情報の取得間隔の概要

RTSサービス用の共用メモリには，リアルタイム統計情報を格納する領域が複数個用意
されています。

1. リアルタイム統計情報サービスは，rts_trcput_intervalオペランドに指定した時間の
経過までは，同じ格納領域で統計情報を取得，編集します。

2. 指定時間が経過したら格納領域を切り替えます。
3. リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_fileオペランドに Yが設定されている
場合，編集が終了した格納領域のリアルタイム統計情報は，RTSログファイルに出力
されます。
RTSログファイルへの出力の詳細については，「3.17.4(2)　リアルタイム統計情報の
RTSログファイルへの出力」を参照してください。

統計情報の取得間隔は，リアルタイム統計情報サービスの正常開始時に，リアルタイム
統計情報サービス定義の rts_trcput_intervalオペランドで変更できます。定義の指定が
反映されるタイミングについては，「3.17.2(6)　リアルタイム統計情報サービスの動作」
を参照してください。

（4） 注意事項
• リアルタイム統計情報を取得する対象となるサーバは，OpenTP1のシステムサービ
スを提供するサーバと，dcsvstartコマンドで起動した UAPだけです。

• サービス単位でリアルタイム統計情報を取得できるのは，UAPだけです。ただし，
SUPと XATMIインタフェースを使用した UAPでは，サービス単位のリアルタイム
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統計情報は取得できません。
• rtsput定義コマンドの -uオプションに srvを指定した場合，指定したサーバが提供す
る各サービスの名称は，そのサーバのユーザサービス定義の serviceオペランドから
取得します。
このため，環境変数 DCCONFPATHまたは DCUAPCONFPATHで指定したパスに，
ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定義ファイルが格納さ
れている必要があります。
ユーザサービス定義ファイルが格納されていない場合は，リアルタイム統計情報サー
ビスを開始できません。また，ユーザサービス定義ファイルに serviceオペランドが
指定されていない場合は，サーバ単位でのリアルタイム統計情報だけを取得します。

• リアルタイム統計情報サービスの開始後にユーザサービス定義に追加または削除した
サービスは，rtsput定義コマンドの -uオプションに srvを指定している場合でも，リ
アルタイム統計情報の取得対象に反映されません。リアルタイム統計情報サービスの
開始後に取得対象の設定を変更するには，rtsstatsコマンドを使用するか，またはリ
アルタイム統計情報サービス（RTSSUP）を再起動してください。
また，リアルタイム統計情報サービスの開始後に，サービス関数動的ローディング機
能で追加または削除したサービスも，リアルタイム統計情報の取得対象に反映されま
せん。リアルタイム統計情報サービスの開始後に取得対象の設定を変更するには，
rtsstatsコマンドを使用するか，またはリアルタイム統計情報サービス（RTSSUP）
を再起動してください。
rtsstatsコマンドを使用して取得対象の設定を変更する方法については，「3.17.5　リ
アルタイム統計情報の取得情報の設定変更」を参照してください。

• システム全体の統計情報，またはマルチサーバを使用している UAPでは，複数プロ
セスからの書き込み処理が同時に行われた場合，リアルタイム統計情報が取得されな
いことがあります。これは，統計情報の取得処理で排他を使用しないためです。

3.17.4　リアルタイム統計情報の出力
RTSサービス用の共用メモリに取得したリアルタイム統計情報の出力について説明しま
す。

（1） リアルタイム統計情報の標準出力への出力

rtslsコマンドを実行すると，RTSサービス用の共用メモリ上に取得したリアルタイム統
計情報を標準出力に出力できます。標準出力に出力できるのは，リアルタイム統計情報
サービスの管理情報および統計情報です。これらの情報を標準出力に出力することに
よって，OpenTP1システムの稼働状況をリアルタイムに把握することができます。

（2） リアルタイム統計情報の RTSログファイルへの出力

RTSサービス用の共用メモリに取得したリアルタイム統計情報は，リアルタイム統計情
報サービスが作成する RTSログファイルに出力できます。RTSログファイルに出力する
には，リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_fileオペランドに Yを指定して，リ
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3.　OpenTP1オンラインの運用
アルタイム統計情報サービスを開始します。

（a）RTSログファイルの作成

リアルタイム統計情報サービスは，リアルタイム統計情報サービスの開始時に RTSログ
ファイルを作成します。

作成する RTSログファイルの数は，リアルタイム統計情報サービス定義の
rts_log_file_countオペランドで指定します。

RTSログファイルを格納先と名称は，リアルタイム統計情報サービス定義の
rts_log_file_nameオペランドで指定します。作成される RTSログファイルの名称には，
RTSログファイルの世代番号が付加されます。次に示すようにオペランドを指定した場
合，リアルタイム統計情報サービスは，/OpenTP1/spool/dcrtsinf直下のディレクトリに
rtslog1，rstlog2，rtslog3という名称の RTSログファイルを作成します。

 
set rts_log_file_count=3
set rts_log_file_name=/OpenTP1/spool/dcrtsinf/rtslog
 

リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_backupオペランドに Yを指定する
か，またはオペランドの指定を省略した場合，リアルタイム統計情報サービスの開始時
に RTSログファイルのバックアップファイルを作成します。上記の定義例のようにオペ
ランドを指定して，/OpenTP1/spool/dcrtsinfの直下のディレクトリに rtslog1，rtslog2，
rtslog3という名称の RTSログファイルが作成されている場合，rtslog1.bk，rtslog2.bk，
rtslog3.bkという名称のバックアップファイルを作成します。その後，rtslog1，rtslog2，
rtslog3という名称の RTSログファイルを作り直します。rts_log_file_backupオペラン
ドに Nを指定した場合は，バックアップファイルを作成しません。

RTSログファイルの出力先に，RTSログファイル，またはバックアップファイルと同じ
名称のファイルやディレクトリを作成しないでください。同じ名称のファイルを作成し
た場合は，RTSログファイル，またはバックアップファイルで上書きします。同じ名称
のディレクトリを作成した場合は，RTSログファイル，またはバックアップファイルを
作成できません。

（b）RTSログファイルへの出力

リアルタイム統計情報サービスは，RTSサービス用の共用メモリに取得した統計情報を，
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_trcput_intervalオペランドで指定した取得間
隔で RTSログファイルに出力します。

RTSログファイルのサイズは，リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_size
オペランドで指定します。RTSログファイルに出力されるリアルタイム統計情報のサイ
ズが rts_log_file_sizeオペランドの指定値を超える場合，出力先は次の世代の RTSログ
ファイルに切り替わります。すべての世代の RTSログファイルを使い切った場合は，最
初の世代の RTSログファイルに戻ってリアルタイム統計情報を出力します。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
RTSログファイルの出力先の切り替えを次の図に示します。

図 3-54　RTSログファイルの出力先の切り替え

（c）RTSログファイルの障害

リアルタイム統計情報サービスのオンライン中に RTSログファイルの I/O障害が発生し
た場合，統計情報の出力先の RTSログファイルを，次の世代の RTSログファイルに切
り替えて出力処理を続行します。

すべての RTSログファイルに I/O障害が発生した場合，KFCA32708-Wメッセージを出
力して RTSログファイルへのリアルタイム統計情報の出力を停止します。RTSサービス
用の共用メモリへの取得は続行します。

（3） リアルタイム統計情報の RTSログファイルの編集出力

rtseditコマンドを実行すると，RTSログファイルに出力した統計情報を，CSV形式で
編集出力できます。

3.17.5　リアルタイム統計情報の取得情報の設定変更
リアルタイム統計情報サービスの開始中に，統計情報の取得対象や取得項目を変更する
には，rtsstatsコマンドを使用します。取得対象や取得項目を変更する場合は，リアルタ
イム統計情報サービス（RTSSUP），およびリアルタイム統計情報サービスの拡張機能
（RTSSPP）を開始している必要があります。

すでにリアルタイム統計情報を取得している取得対象に対して取得項目を追加する場合
の例を，次の図に示します。
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3.　OpenTP1オンラインの運用
図 3-55　取得項目を追加する例

1. 次のように指定して，rtsstatsコマンドを実行します。
 
rtsstats -a -u svc -s サーバ1 -v サービス1 -e ID2 -f ファイル1 
 

2. RTSSPPは，-eオプションによって項目 ID2を追加して，-fオプションで指定した
ファイル 1によって項目 ID3を追加します。

リアルタイム統計情報サービスの開始中に，取得情報の設定を変更する方法について説
明します。

（1） 取得対象の追加

取得対象を追加する場合は，rtsstatsコマンドに -aオプションを指定して実行します。

取得対象の数がリアルタイム統計情報サービス定義の rts_service_maxオペランドの指
定値を超える場合，rtsstatsコマンドは KFCA32742-Eメッセージを出力して終了しま
す。システム全体の統計情報は取得対象の数に含まれないため，取得対象の数が最大数
に達している場合でも追加できます。

-uオプションで srvを指定した場合は，-sオプションで指定したサーバの，次に示す統
計情報の取得を追加します。

• サーバ全体での統計情報
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3.　OpenTP1オンラインの運用
• サーバが提供する各サービスの統計情報
• サービス以外の処理（メイン関数など）の統計情報

このため，取得対象の指定数は，指定したサーバが提供するサービス数に 2を加えたも
のになります。システムサーバや SUPなどのサービスを持たないサーバを指定した場合
は，サーバ全体の統計情報だけを取得します。

追加する取得対象の取得項目は，次に示す方法で指定します。

• rtsstatsコマンドの -eオプションに項目 IDを指定して実行する方法
指定した項目 IDの項目を追加します。

• rtsstatsコマンドの -fオプションにリアルタイム取得項目定義ファイル名を指定して
実行する方法
指定したリアルタイム取得項目定義で Yをした項目をすべて追加します。

取得項目の数がリアルタイム統計情報サービス定義の rts_item_maxオペランドの指定
値を超える場合，rtsstatsコマンドは KFCA32743-Eメッセージを出力して終了します。

（2） 取得項目の追加

すでにリアルタイム統計情報を取得している取得対象に対して取得項目を追加する場合
は，取得対象の追加と同様に，-aオプションに追加する項目を指定して rtsstatsコマン
ドを実行します。

（3） 取得対象の削除

取得対象を削除する場合は，-dオプションを指定した rtsstatsコマンドを実行します。
このとき，-eオプションおよび -fオプションは指定しないでください。

（4） 取得項目の削除

すでにリアルタイム統計情報を取得している取得対象に対して取得する項目の一部を削
除する場合は，-dオプションに削除する項目を指定して rtsstatsコマンドを実行します。

削除する項目は，-eオプションまたは -fオプションに指定します。-eオプションを指定
した場合は，指定した項目 IDの項目を削除します。-fオプションを指定した場合は，指
定したリアルタイム取得項目定義で Yを定義した項目を残して，それ以外の項目をすべ
て削除します。

（5） 注意事項
• rtsstatsコマンドによって取得対象および取得項目を変更できるのは，リアルタイム
統計情報サービスが起動している間だけです。リアルタイム統計情報サービスを正常
停止した場合，次回のリアルタイム統計情報サービスの開始時には，rtsstatsコマン
ドによる変更は破棄され，リアルタイム統計情報サービスの rtsput定義コマンドで指
定した取得対象および取得項目が再設定されます。

• -uオプションに srvを指定した rtsstatsコマンドを実行した場合，指定したサーバが
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提供する各サービスの名称は，そのサーバのユーザサービス定義の serviceオペラン
ドから取得します。このため，環境変数 DCCONFPATHまたは DCUAPCONFPATH
で指定したパスに，ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定
義ファイルが格納されている必要があります。
ユーザサービス定義ファイルが格納されていない場合は，rtsstatsコマンドの実行に
失敗します。また，ユーザサービス定義ファイルに serviceオペランドが指定されて
いない場合は，サーバ単位でのリアルタイム統計情報だけを取得します。

• -uオプションに srvを指定して rtsstatsコマンドを実行したあとに，ユーザサービス
定義の serviceオペランドにサービスを追加または削除した場合，追加または削除し
たサービスは，統計情報の取得対象に反映されません。rtsstatsコマンドを実行した
あとに追加または削除したサービスを統計情報の取得対象にする場合は，rtsstatsコ
マンドを再実行してください。
また，rtsstatsコマンドを実行したあとに，サービス関数動的ローディング機能で
サービスを追加または削除した場合も，追加または削除したサービスは，統計情報の
取得対象に反映されません。rtsstatsコマンドを実行したあとに追加または削除した
サービスを統計情報の取得対象にする場合は，rtsstatsコマンドを再実行してくださ
い。
205





4　 OpenTP1のファイルの運用
OpenTP1で使用するファイルの運用方法について説明します。

4.1　OpenTP1ファイルシステムの運用

4.2　ステータスファイルの運用

4.3　システムジャーナルファイルの運用

4.4　リカバリジャーナルファイルの運用

4.5　チェックポイントダンプファイルの運用

4.6　DAMファイルの運用

4.7　TAMファイルの運用
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4.1　OpenTP1ファイルシステムの運用

OpenTP1ファイルシステムの運用について説明します。OpenTP1ファイルシステムの
容量の見積もり式については，「付録 K　OpenTP1ファイルシステムの見積もり式」を
参照してください。

4.1.1　OpenTP1ファイルシステムの作成
OpenTP1管理者は，OpenTP1ファイルシステムを filmkfsコマンドで初期設定します。
このとき，OpenTP1ファイルシステム領域として，キャラクタ型スペシャルファイル，
または通常ファイルを割り当てます。初期設定は，OpenTP1ファイルシステム領域を割
り当てるときに一度だけ実行します。

OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペシャルファイル上に作成する場合，パー
ティションの容量より大きな値を指定すると，そのパーティションに物理的に続くパー
ティションを破壊することがありますので注意してください。

OpenTP1ファイルシステムを通常ファイル上に作成する場合，OpenTP1ファイルシス
テムの容量不足が発生しないように，容量を正しく見積もってください。

4.1.2　OpenTP1ファイルシステムの状態表示
次のような場合，filstatfsコマンドで OpenTP1ファイルシステムの状態を表示できま
す。

• 初期設定時に指定したセクタ長を確認したいとき
• ユーザに割り当てられた領域の総容量を知りたいとき
• ユーザに割り当てられた領域の中で，未使用の領域の容量を知りたいとき
• すでに作成されたファイルの数や，これから作成できるファイルの数を知りたいとき
• ユーザ領域の使用中領域と未使用領域（空き領域）の詳細を確認したいとき

表示内容は，ユーザ領域総容量，作成済みファイル数，ファイルシステム初期化時刻な
どです。

4.1.3　OpenTP1ファイルシステムの内容表示
次のような場合，fillsコマンドで OpenTP1ファイルシステムの内容を表示できます。

• OpenTP1ファイルシステム中にどのような OpenTP1ファイルがあるか確認したいと
き

• OpenTP1ファイルの所有者，アクセス権，レコード長，レコード数，および最終更
新日時を確認したいとき

• OpenTP1ファイルのロック状態を確認したいとき
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• filchmod（アクセス許可モードの変更），filchown（所有者の変更）コマンドをすべて
のファイル，または複数のファイルに対して実行する前に，OpenTP1ファイルの情
報一覧を出力して確認したいとき

表示内容はアクセス権，所有者名，最終更新日時などです。

fillsコマンド実行時，最終更新日時が最近のものから表示したり，最終アクセス日時が
最近のものから表示したりすることを，オプションで指定できます。

4.1.4　OpenTP1ファイルシステムのバックアップ
OpenTP1ファイルシステムを filbkupコマンドでバックアップできます。OpenTP1
ファイルシステムに障害が発生した場合に備えて，OpenTP1ファイルシステムを定期的
にバックアップしてください。

filbkupコマンドを実行すると，レコード長，レコード数，および最終更新日時など個々
の OpenTP1ファイルの属性もバックアップされます。

バックアップ用のファイルには一つの OpenTP1ファイルシステムだけがバックアップ
できます。複数の OpenTP1ファイルシステムをバックアップしたい場合は，バック
アップしたい OpenTP1ファイルシステムごとに別のファイルを指定する必要がありま
す。

また，OpenTP1ファイル名を指定してバックアップすることもできますが，これは主に
保守情報を取得するために行います。

4.1.5　OpenTP1ファイルシステムのリストア
filbkupコマンドでバックアップした情報は，filrstrコマンドで OpenTP1ファイルシス
テム領域にリストアできます。

また，OpenTP1ファイル名を指定してリストアすることもできますが，これは主に保守
情報を取得するために行います。

4.1.6　OpenTP1ファイル所有者の変更
OpenTP1管理者は，filchownコマンドで，OpenTP1ファイルの所有者を変更できま
す。

4.1.7　OpenTP1ファイルグループの変更
OpenTP1管理者は，filchgrpコマンドで，OpenTP1ファイルのグループを別グループ
に変更できます。
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4.1.8　OpenTP1ファイルのアクセス許可モードの変更
OpenTP1管理者は，filchmodコマンドで，OpenTP1ファイルのアクセス許可モードを
変更できます。

4.1.9　OpenTP1ファイルシステムのガーベジコレクション
OpenTP1ファイルの作成と削除を繰り返した場合，OpenTP1ファイルシステム中に十
分な空き領域があっても，必要な連続領域が確保できないために OpenTP1ファイルが
作成できなくなることがあります。この場合，OpenTP1ファイルシステムのガーベジコ
レクション（OpenTP1ファイルシステム中の使用中の領域を集中させ，空き領域を連続
させること）が必要になります。

OpenTP1ファイルシステムのガーベジコレクションを次の図に示します。

図 4-1　OpenTP1ファイルシステムのガーベジコレクション

OpenTP1ファイルシステムのガーベジコレクションの手順を次に示します。

1. OpenTP1ファイルシステムを filbkupコマンドでバックアップします。

2. バックアップ済みの OpenTP1ファイルシステムを filmkfsコマンドで初期設定しま
す。

3. filrstrコマンドで，バックアップファイルを初期設定済みの OpenTP1ファイルシステ
ムにリストアします。

なお，filstatfsコマンドに -Sオプションを指定して実行すると，OpenTP1ファイルシ
ステム内の連続領域の状況を確認できます。確認した情報を基に，必要に応じて不要な
OpenTP1ファイルを削除すると，前後の空き領域が結合され，大きなサイズの連続した
空き領域を確保できます。
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4.1.10　OpenTP1ファイルシステムの属性変更の手順
容量や最大ファイル数などの OpenTP1ファイルシステムの属性を変更できます。

OpenTP1ファイルシステムの属性変更の手順を次に示します。

1. OpenTP1ファイルシステムを filbkupコマンドでバックアップします。

2. セクタ長などの属性を filmkfsコマンドで変更します。

3. filrstrコマンドで，バックアップファイルを初期設定済みの OpenTP1ファイルシステ
ムにリストアします。

4.1.11　OpenTP1ファイルの再作成
OpenTP1ファイルを作成するに当たり，すでに OpenTP1ファイルが存在する場合，コ
マンドオプションの指定によって OpenTP1ファイルを再作成できます。

OpenTP1ファイルを再作成するために必要なコマンドとオプションの組み合わせを次の
表に示します。

表 4-1　OpenTP1ファイルを再作成するコマンドのオプション

注
ISAMファイルの作成については，マニュアル「索引順編成ファイル管理 ISAM」
を参照してください。

OpenTP1ファイルを再作成するときは，OpenTP1ファイルの作成と，旧 OpenTP1
ファイルの削除が行われます。したがって，一時的に OpenTP1ファイルを作成するた
めの未使用領域が必要になります。未使用領域が不足している場合，容量不足が発生し
OpenTP1ファイルの再作成が失敗します。この場合，いったん OpenTP1ファイルを削
除コマンドで削除したあと，OpenTP1ファイルの作成コマンドを実行してください。

OpenTP1ファイルの作成コマ
ンド

OpenTP1ファイルの削除コマ
ンド

再作成するオプション

filrstr OpenTP1ファイルの種類に
よって次のコマンドを実行
• damdel
• jnlrm
• mqadel
• querm
• stsrm
• tamdel

-t，-o，-rオプションのうちのど
れかを指定

mqainit mqadel -rオプションを指定

queinit querm -rオプションを指定

stsinit stsrm オプションを指定する必要はあり
ません
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4.2　ステータスファイルの運用
ステータスファイルの運用について説明します。ステータスファイルのサイズの見積も
り式については，「付録H.1　ステータスファイルのサイズの見積もり式」を参照してく
ださい。

4.2.1　ステータスファイルの作成と定義
●物理ファイルの作成

OpenTP1を作成する前に，stsinitコマンドでステータスファイルを OpenTP1ファ
イルシステム上に作成します。A系，B系の二系統のファイルを作成します。
A系，または B系の物理ファイルは複数のディスクに分散させて作成してください。
一つのディスク上に同じ系のすべての物理ファイルを作成すると，ディスクの全面障
害が発生した場合，その系は使用できません。全面回復時には A系，B系の両方の正
常なファイルが最低一つは必要です。片系のファイルだけで，OpenTP1は全面回復
できません。
物理ファイルの名称には，ステータスサービス定義のステータスファイル名と同じ名
称を指定します。

●物理ファイルと論理ファイルの対応
作成したステータスファイルの名称と論理ファイルの名称をステータスサービス定義
で指定します。論理ファイル名は，A系と B系のステータスファイルを一組にするた
めに，ユーザが任意に付ける名称です。

また，A系，B系のステータスファイルのうち，どちらか片方の系だけしか使用できな
くなったときに片系運転するかどうかを，ステータスサービス定義の
sts_single_operation_switchオペランドで指定します。

ステータスサービス定義については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照して
ください。

4.2.2　ステータスファイルの使い方
ステータスファイルは，OpenTP1を構成する各システムサービスの稼働状態，ファイル
の状態，各種装置のシステム制御情報などを記録するために使用します。

OpenTP1は，ステータスファイルを A系と B系の二重で管理し，さらに次に示す状態
で管理します。

• 現用
現時点でシステム制御情報の出力対象になっているオープン中の状態です。ファイル
の実体が必要です。

• 予備
現時点でシステム制御情報の出力対象にはなっていないが，現用のステータスファイ
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ルが入出力障害などで使用できなくなったときに，現用のステータスファイルと切り
替えるためにオープン中の状態です。ファイルの実体が必要です。

• 無効
ステータスサービス定義に指定されているが，オープンしないとオンラインでは使用
できないクローズ中の状態です。また，削除されて実体のない状態を，実体なしの無
効ファイルといいます。OpenTP1の開始時に実体がない無効ファイルがあると，
OpenTP1の開始はできません。

• 閉塞
オンライン中にステータスファイルに障害が発生し，閉塞している状態です。
閉塞状態になったステータスファイルは，stsrmコマンドでファイルの実体を削除し，
stsinitコマンドで初期設定したあと，stsopenコマンドでオープンすると，予備の状
態になります。

オンライン中のステータスファイルの状態遷移を次の図に示します。

図 4-2　オンライン中のステータスファイルの状態遷移

ステータスファイルは，ステータスサービス定義で A系，B系それぞれ 7組まで指定で
きます。OpenTP1を正常開始すると，ステータスサービス定義で最初に指定したステー
タスファイルが現用となり，残りのステータスファイルのうち，オープンできたものは
予備となります。ただし，障害が発生してオープンできなかったものは閉塞となります。
再開始すると，前回の現用ファイルが引き継がれます。

現用のステータスファイルには，A系と B系で同じ内容が書き込まれます。

OpenTP1は，A系，B系のどちらかの現用のステータスファイルに入出力障害が発生す
ると，もう一方の系の現用のファイルの内容を A系，B系の予備のファイルに複写し，
その後，予備のファイルを現用に切り替えます。このような，現用のファイルの切り替
えをスワップといいます。ユーザが stsswapコマンドでスワップすることもできます。

障害が発生してスワップしたステータスファイルは，stsrmコマンドで削除し，stsinit
213



4.　OpenTP1のファイルの運用
コマンドで初期設定したあと，stsopenコマンドでオープンすると，予備のファイルとな
ります。

無効のファイルがない場合，ステータスサービス定義に片系運転する
（sts_single_operation_switch=continue）と指定していると，正常な系だけで処理を続
行します。片系運転しない（sts_single_operation_switch=stop）と指定していると，
OpenTP1は異常終了します。

なお，片系運転で処理を続行しているときに，正常な系に障害が発生したり，ステータ
スファイルを更新中に OpenTP1が異常終了したりすると，OpenTP1を再開始できなく
なります。そのため，できるだけ早く両系運転の状態（A系，B系とも運転している状
態）にしてください。両系運転の状態にするには，次の二つの方法があります。

• 予約ファイルを stsopenコマンドでオープンし，予備ファイルを用意します。
stsswapコマンドを実行して現用ファイルをスワップします。

• 障害が発生して閉塞したファイルを stsrmコマンドで削除し，stsinitコマンドで初期
設定したあと，stsopenコマンドでオープンします。片系運転の場合，stsopenコマン
ドを実行すると，障害が発生した系のファイルに正常な系のファイルの内容が複写さ
れ，現用ファイルとして回復できます。

4.2.3　ステータスファイルの状態表示
ステータスファイルの使用状況は，stslsコマンドで表示できます。

表示内容は論理ファイル状態，ファイル内のレコード使用率などです。

4.2.4　ステータスファイルの内容表示
stsfillsコマンドを実行すると，ステータスファイルの内容をオフラインで表示できます。

表示内容は，物理ファイル名，初期設定時刻，レコード長などです。

なお，stsfillsコマンドに -xオプションを指定すると，ステータスファイルを排他的に
オープンして，ファイルの内容を表示します。

4.2.5　ステータスファイルのオープンとクローズ
オープンとは，ファイルの実体が現用，または予備の状態のことをいいます。クローズ
とは，ファイルの実体が無効，または閉塞の状態のことをいいます。

無効のステータスファイルを stsopenコマンドでオープンすると，予備になります。

ただし，現用のステータスファイルが片系運転の場合は，障害が発生して閉塞した系の
ファイルを stsinitコマンドで初期設定したあと，stsopenコマンドでオープンすると，
現用となります。
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予備のステータスファイルを stscloseコマンドでクローズすると，無効になります。

4.2.6　ステータスファイルの削除
無効，および障害が発生して閉塞状態になったステータスファイルは，stsrmコマンド
で削除できます。現用と予備の状態のステータスファイルは削除できません。

4.2.7　ステータスファイルの容量が不足したとき
オンライン中にステータスファイルの容量不足が発生した場合，OpenTP1が予備ファイ
ルの中からスワップできるファイルを選択し，自動的にスワップします。スワップでき
る容量の予備ファイルがない場合，OpenTP1は異常終了します。そのため，stslsコマ
ンドで表示されるステータスファイル内のレコード使用率が高くなった場合，次の手順
でステータスファイルの容量を増やしてください。

1. 予備ファイルの一つを stscloseコマンドでクローズします。
2. クローズしたファイルを stsrmコマンドで削除します。
3. stsinitコマンドの -cオプションに現用ファイルのレコード数より大きな値を指定し
て，stsinitコマンドを実行します。

4. 再作成したファイルを stsopenコマンドでオープンして予備ファイルとします。

4.2.8　ステータスファイルの状態遷移
オンライン中のステータスファイルの状態遷移表を次の表に示します。

表 4-2　オンライン中のステータスファイルの状態遷移表

状態 現用 予備 無効 閉塞

ACTIVE STAND
BY

CLOSE NONE BLOCK
ADE

オープン／クローズ オープン クローズ

状態の番号 1 2 3 4 5

イベ
ント

stsswap実行 → 2 → 1 － － －

stsclose実行 － → 3 － － －

stsopen実行 － － → 2 － －

A系，B系共に障害 → 5 － － － －

予備ファイルあり → 5 － － － －

出
力
片
系
予備
ファイ
ルなし

片系
運転
可

両系
運転
中

－ － － － －
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（凡例）
－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。
ステータスサービスが動作中のときだけ，ステータスファイルの状態を管理してい
ます。
このため，ステータスサービスが動作中に次に示すクローズ状態のファイルに対し
て stsinit，または stsrmコマンドを実行しても，stslsコマンドで表示されるファイ
ル状態は変わりません。
• CLOSE
• NONE
• BLOCKADE

障
害
障
害

片系
運転
中

→ 5 － － － －

片系運転不可 → 5 － － － －

状態 現用 予備 無効 閉塞

ACTIVE STAND
BY

CLOSE NONE BLOCK
ADE

オープン／クローズ オープン クローズ

状態の番号 1 2 3 4 5
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4.3　システムジャーナルファイルの運用
システムジャーナルファイルの運用について説明します。システムジャーナルファイル
のサイズの見積もり式については，「付録H.2　システムジャーナルファイルのサイズの
見積もり式」を参照してください。

4.3.1　OpenTP1のジャーナルについて
OpenTP1のジャーナルの構成について説明します。

（1） レコード

OpenTP1のジャーナルには，OLTPレコードとジャーナルレコードがあります。

OLTPレコード
OLTPレコードは，ジャーナルを取得する場合の I/O単位で，1OLTPレコードは
4096バイトです。jnlinitコマンドの -nオプションで指定するレコード数，および
jnllsコマンドに -dオプションを指定した場合に表示されるレコード数は，OLTPレ
コードを示します。

ジャーナルレコード
ジャーナルレコードは，ジャーナルブロックを構成するデータの単位です。システ
ムで発生する履歴情報，統計情報などの論理的単位が一つのジャーナルレコードに
なります。ジャーナルレコードの最大長は，システムジャーナルサービス定義の
jnl_max_datasizeオペランドに指定した値以下です。jnleditコマンドの結果で表示
されるレコードはジャーナルレコードを示します。

（2） ジャーナルブロック

ジャーナルバッファ上のデータをジャーナルファイルに出力する単位がジャーナルブ
ロックです。一つのジャーナルバッファは，システムジャーナルサービス定義の
jnl_max_datasizeオペランドに指定した大きさで確保されます。一つのジャーナルブ
ロックは 1～ n個のジャーナルレコードで構成されています。ジャーナルレコードを取
得した場合に，ジャーナルバッファにジャーナルレコードが書き込めなくなったり，同
期点ジャーナルレコードの取得要求が発生したりするときは，その時点までのジャーナ
ルレコードを 1件のジャーナルブロックとしてジャーナルファイルに取得します。
ジャーナルブロックをジャーナルファイルに書き込むと，jnllsコマンドで表示されるブ
ロック番号が 1カウント増えます。

OpenTP1のジャーナルは，1件のジャーナルブロックを出力するのに OLTPレコードを
1～ n個使用します。例えば，システムジャーナルサービス定義の jnl_max_datasizeオ
ペランドに 32000を指定していた場合，1～ 8個の OLTPレコードを使用します。最大
8個になるときの計算式は，↑ (32000／ 4096)↑です（↑↑：小数点以下切り上げ）。
ジャーナルバッファにジャーナルレコードを取得できなくなった場合は OLTPレコード
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を 8レコード分使用します。ただし，同期点ジャーナルレコードの取得の場合，その時
点までのジャーナルレコードをジャーナルブロックとして取得するため，4096バイト未
満のジャーナルブロックができる場合があります。この場合は，OLTPレコードは 1レ
コード分だけ使用します。

レコードとジャーナルブロックの関係を次の図に示します。

図 4-3　レコードとジャーナルブロックの関係

図 4-3では，一つのジャーナルブロックは，6個のジャーナルレコードで構成され，二つ
の OLTPレコードを使用してジャーナルファイル内に格納されています。

OpenTP1のジャーナルファイル内の使用済み容量は，jnllsコマンドに -dオプションを
付けて実行して表示されたレコード数に，OLTPレコードの 4096バイトを掛けると求め
られます。例えば，次の図に示すような jnllsコマンドの実行結果を得た場合，jnlgrp02
の使用済みのジャーナルファイル容量は，(13)16× 4096バイト =77824バイトとなりま
す。

図 4-4　jnlls -j sys -dの実行結果

4.3.2　システムジャーナルファイルの作成と定義
ユーザは，OpenTP1を開始する前に，jnlinitコマンドで物理ファイルを OpenTP1ファ
イルシステム上に作成します。このとき，物理ファイルの名称には，システムジャーナ
ルサービス定義の物理ファイル名と同じ名称を指定します。

物理ファイル作成後，複数の物理ファイルを管理するための論理的なファイルである
ファイルグループ，およびファイルグループと要素ファイルの対応関係をシステム
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ジャーナルサービス定義に指定します。

ファイルグループとは，OpenTP1がジャーナルを世代管理するための論理的なファイル
です。オンライン中のジャーナルファイルのスワップなどは，この単位で実行されます。
システムジャーナルサービス定義には，2個以上 256個までのファイルグループを指定
でき，ユーザはそれぞれのファイルグループに任意の名称を付けます。この名称は，シ
ステムジャーナルサービス定義内で一意になるように付けてください。

要素ファイルとは，システムジャーナルファイルの並列アクセス機能を使用する場合に，
分散して使用する論理的なファイルです。オンライン中のジャーナルファイルへのアク
セスは，分散された要素ファイルに並列に行われます。そのため，ディスクへの負荷を
分散できます。

並列アクセス機能を使用する場合は，システムジャーナルサービス定義の
jnl_max_file_dispersionオペランドに 2以上を指定し，jnl_min_file_dispersionオペラ
ンドを指定します。また，一つのファイルグループには 2個以上 8個までの要素ファイ
ルを指定できます。ユーザは，それぞれの要素ファイルに任意の名称を付けます。この
名称はシステムジャーナルサービス定義内で一意になるように付けてください。
jnl_max_file_dispersionオペランドにはファイルグループを構成する最大要素ファイル
数を指定します。jnl_min_file_dispersionオペランドには要素ファイルが障害などで使
用できなくなった場合に，最低限の並列アクセスを保障する要素ファイル数を指定しま
す。

並列アクセス機能を使用しない場合，ユーザは要素ファイルを指定する必要はありませ
ん。

システムジャーナルファイルは二重化することもできます。この場合，OpenTP1を開始
する前に，jnlinitコマンドで A系，B系の二系統の物理ファイルを作成します。物理
ファイル作成後，システムジャーナルサービス定義で jnl_dual=Yと指定し，さらに，A
系，B系の物理ファイルとファイルグループの対応関係を指定します。また，二重化し
たときに，片系しか使用できなくなった場合について，片系運転可とするか，片系運転
不可とするかをシステムジャーナルサービス定義の jnl_singleoperationオペランドで指
定します。

ジャーナルファイルをオンラインで一度使用したあとで OpenTP1の環境を変更した場
合，ジャーナルファイルの再作成が必要です。ジャーナルファイルの再作成が必要とな
る変更を次に示します。

• システム共通定義の node_idオペランドの変更
• システムジャーナルサービス定義の jnladdfg定義コマンドおよび jnladdpf定義コマ
ンドの -gオプションで指定するファイルグループ名の変更

• システムジャーナルサービス定義の定義ファイル名の変更

変更後の環境で，ジャーナルファイルを再作成しないで OpenTP1を起動しようとした
場合，KFCA01240-Eメッセージが出力されます。この場合，エラーとなったジャーナ
ルファイルは使用できません。
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システムジャーナルサービス定義については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を
参照してください。

4.3.3　システムジャーナルファイルの使い方
システムジャーナルファイルは，OpenTP1の各種履歴情報である回復用ジャーナルの取
得と，UAPの任意の履歴情報であるユーザジャーナルの取得のために使用します。

要素ファイルを構成する物理ファイルのうち，一つ以上の物理ファイルがオープンされ
ていることを要素ファイルがオープン状態，物理ファイルがまったくオープンされてい
ないことを要素ファイルがクローズ状態といいます。

要素ファイルを構成する物理ファイルのうち，必要以上の物理ファイルがオープンされ
ていることを要素ファイルが使用可能状態，必要以上の物理ファイルがオープンされて
いないことを要素ファイルが使用不可能状態といいます。要素ファイルを構成する物理
ファイルの必要数は，システムジャーナルサービス定義の指定によって決まります。

• jnl_dual=Nのとき：1
• jnl_dual=Y，かつ jnl_singleoperation=Yのとき：1
• jnl_dual=Y，かつ jnl_singleoperation=Nのとき：2

要素ファイルの状態と物理ファイルの状態の関係を次の表に示します。

表 4-3　要素ファイルの状態と物理ファイルの状態の関係

（凡例）
○：使用可能
×：使用不可能

ファイルグループを構成する要素ファイルのうち，一つ以上の要素ファイルがオープン
されていることをファイルグループがオープン状態，要素ファイルがまったくオープン
されていないことをファイルグループがクローズ状態といいます。

また，ファイルグループを構成する要素ファイルのうち，最小分散数以上の要素ファイ
ルがオープンされていることをファイルグループが使用可能状態，最小分散数以上の要
素ファイルがオープンされていないことをファイルグループが使用不可能状態といいま

要素ファイルの状態 1 要素ファイルの状態 2 物理ファイルのオープン／クロー
ズ状態

使用可能／使用不可能状態 オープン／クローズ状態

片系運転可 片系運転不可 A系 B系

○ ○ オープン オープン オープン

○ × オープン オープン クローズ

○ × オープン クローズ オープン

× × クローズ クローズ クローズ
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す。

要素ファイルの必要数は，システムジャーナルサービス定義の指定によって決まります。

• 並列アクセス機能を使用しない場合：1
• 並列アクセス機能を使用する場合：並列アクセス化する場合の最小分散数

障害の発生などによって使用可能な要素ファイル数が jnl_min_file_dispersionオペラン
ド未満になった場合，ファイルグループをクローズします。要素ファイルで障害が発生
した場合のファイルグループ，要素ファイル，物理ファイルの状態を次の表に示します。

表 4-4　障害発生時と状態の関係

OpenTP1は，オンライン中のシステムジャーナルファイルのファイルグループを次に示
す三つの状態で管理します。

• 現用
現時点でジャーナルの出力対象になっている使用可能状態のファイルグループです。
この状態のファイルグループは常に一つです。

• 待機

状態 ファイルグ
ループの状

態

要素ファイ
ルの状態

物理ファイ
ルの状態

並列アクセ
ス機能未使
用

非二重化で障害，または二重化で A系，B
系ともに障害

クローズ クローズ クローズ

二重化で片
系障害

片系運転可 オープン オープン

片系運転不可 オープン
（予約）

クローズ

並列アクセ
ス機能使用

非二重化で障害，または二重化で A系，B
系ともに障害

クローズ クローズ

二重化で片
系障害

片系運転可 使用できる
要素ファイ
ルが最小分
散数以上

オープン オープン

使用できる
要素ファイ
ルが最小分
散数未満

オープン オープン

片系運転不
可

使用できる
要素ファイ
ルが最小分
散数以上

オープン クローズ

使用できる
要素ファイ
ルが最小分
散数未満

オープン
（予約）

クローズ
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現時点でジャーナルの出力対象にはなっていないが，現用に変更するために待機して
いる使用可能状態のファイルグループです。
この状態はさらに次の二つに分けられます。
• スワップ先にできる状態
上書きできる（回復に必要なジャーナルがない）状態で，かつアンロード済み
（jnlunlfgコマンドでファイルにコピーされた）状態の待機ファイルグループです。
次回スワップ発生時，すぐに現用になることができます。

• スワップ先にできない状態
上書きできない状態，またはアンロード待ち状態の待機ファイルグループです。次
回スワップ発生時，すぐに現用になることはできません。

• 予約
使用不可能状態のファイルグループです。

予約以外のファイルグループは，二つ以上必要です。

OpenTP1を正常開始すると，システムジャーナルサービス定義で指定したファイルグ
ループのうち，ONLと指定したファイルグループがすべてオープンされます。オープン
されたファイルグループのうち，最初に指定したファイルグループが現用となり，その
他は待機となります。オープンできなかったファイルグループ，および ONLと指定しな
かったファイルグループは，予約となります。再開始すると，前回現用だったファイル
グループが引き継がれます。

ジャーナルは，現用のファイルグループに出力されます。現用のファイルグループが満
杯になると，システムジャーナルサービス定義で現用の次に指定したファイルグループ
（待機中）にスワップします。二重化した場合，どちらか一方の系が満杯になると，ス
ワップします。システムジャーナルファイル中のすべてのファイルグループが満杯と
なった場合は，最初のファイルグループに戻ってジャーナルを出力します。

ファイルグループに OpenTP1の回復に必要なジャーナルがある場合，そのファイルグ
ループを上書きできない状態と判断して，保護します。上書きできない状態のファイル
グループは，現用にできません。

上書きできないファイルグループは，OpenTP1がチェックポイントダンプを取得する
と，それ以前のジャーナルは不要となるため，上書きできる状態になります。

4.3.4　システムジャーナルファイルのアンロード
満杯，障害，または運用コマンドによってスワップして待機状態となったファイルグ
ループは，アンロード待ち状態となります。アンロード待ち状態とは，DAMファイルの
回復やユーザの運用に備えて，ユーザがジャーナルをアンロードするまでジャーナルを
保存している状態です。アンロード待ち状態のファイルグループは，現用にできません。

アンロード待ち状態のファイルグループは，jnlunlfgコマンドを使用するか，または自
動アンロード機能を使用するかしてアンロードすると，アンロード済み状態になります。
アンロード済み状態とは，アンロード待ち状態のファイルグループから jnlunlfgコマン
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ドまたは自動アンロード機能でジャーナルをコピーした状態，または jnlchgfgコマンド
でジャーナルを破棄した状態です。

jnlunlfgコマンドまたは自動アンロード機能でアンロードして作成したファイルをアン
ロードジャーナルファイルといいます。

（1） jnlunlfgコマンドを使用したアンロード

ファイルグループからジャーナルが切り離された旨のメッセージ（KFCA01222-I）が出
力されたら，jnlunlfgコマンドを実行してください。

なお，-fオプション指定の jnlunlfgコマンドを実行すると，ファイルグループの状態を
チェックしないでアンロードするため，現用ファイルグループ，およびアンロード済み
のファイルグループをアンロードできます。ただし，アンロード済みのファイルグルー
プを -fオプション指定の jnlunlfgコマンドでアンロードする場合は，一度 jnlclsfgコマ
ンドでクローズしてからアンロードしてください。

-fオプション指定の jnlunlfgコマンドを実行しても，ファイルグループの状態は変更で
きません。

（2） 自動アンロード機能を使用したアンロード

自動アンロード機能を使用すると，jnlunlfgコマンドを実行しなくても，OpenTP1の稼
働中に，自動的にシステムジャーナルファイルをアンロードできます。自動アンロード
機能を使用するには，システムジャーナルサービス定義の jnl_unload_checkオペランド
および jnl_auto_unloadオペランドに Yを指定してください。また，アンロードジャー
ナルファイルを格納するディレクトリは，システムジャーナルサービス定義の
jnl_auto_unload_pathオペランドに指定してください。

なお，自動アンロード機能でアンロードできるのは，システムジャーナルファイルだけ
です。アーカイブジャーナルファイルはアンロードできません。

（a）アンロードの契機

自動アンロード機能でアンロードする契機は，システムジャーナルファイルが現用ファ
イルを解放してアンロード待ち状態になったときです。アンロード待ち状態になるのは，
次の場合です。

• 満杯，障害，または運用コマンドによってスワップした場合
• OpenTP1システムが正常終了した場合

（b）アンロードジャーナルファイル格納ディレクトリの運用

自動アンロード機能を使用してアンロードするアンロードジャーナルファイルの格納
ディレクトリは，システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランド
に指定します。格納ディレクトリには，複数のディレクトリを指定できます。

一つのディレクトリをアンロードジャーナルファイル格納ディレクトリに指定した場合
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• アンロード中にディスク満杯を検知した場合，作成途中のアンロードジャーナル
ファイルを削除し，自動アンロード機能を停止します。

• アンロード中にディスク障害を検知するなど，アンロードジャーナルファイル格
納ディレクトリを使用できなくなった場合，自動アンロード機能を停止します。

複数のアンロードジャーナルファイル格納ディレクトリを指定した場合
OpenTP1を起動して最初に使用するアンロードジャーナルファイル格納ディレクト
リを，次の表に示します。

表 4-5　最初に使用するアンロードジャーナルファイル格納ディレクトリ

　
• アンロード中にディスク満杯を検知した場合，作成途中のアンロードジャーナル
ファイルを削除し，システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオ
ペランドに指定されている次のディレクトリにアンロードジャーナルファイルを
作成します。システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペラン
ドに指定されたディレクトリに，前回使用時に作成されたアンロードジャーナル
ファイルがある場合，さらに次のディレクトリを格納先にします。ファイルを作
成するディレクトリが決定したら，同一世代のアンロードを開始します。システ
ムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランドに指定されている
すべてのディレクトリで，同一世代のアンロードができない場合，自動アンロー
ド機能は停止します。

• アンロード中にディスク障害を検知するなど，アンロードジャーナルファイル格
納ディレクトリを使用できなくなった場合，システムジャーナルサービス定義の
jnl_auto_unload_pathオペランドに指定されている次のディレクトリにアンロー
ドします。ディスク障害が発生したディレクトリは，次回以降のファイル格納
ディレクトリになります。

• システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランドの最終パラ
メタに指定したディレクトリでディスク満杯を検知すると，システムジャーナル
サービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランドの最初のパラメタに指定した
ディレクトリにアンロードします。格納ディレクトリには，複数のディレクトリ
を指定できます。

8個の格納ディレクトリを指定した場合の運用方法を次の図に示します。

OpenTP1の
開始形態

最初に使用するアンロードジャーナルファイル格納ディレクトリ

正常開始 システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランドに指定された
ディレクトリのうち，過去に自動アンロード機能を使用して作成したアンロード
ジャーナルファイルが格納されていない最初のディレクトリ

計画停止後の
開始

前回の OpenTP1稼働時の最後に使用していたディレクトリ

再開始
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図 4-5　アンロードジャーナルファイル格納ディレクトリの運用
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自動アンロード機能を使用したアンロード中に，すべてのジャーナルファイルが満
杯になり，アンロードできない場合は KFCA01220-Eメッセージを出力し，システ
ムを停止します。自動アンロード機能を使用したアンロード中に，ジャーナルファ
イルをクローズした場合は，自動アンロード機能は続行されます。

アンロードジャーナルファイル格納ディレクトリに，次の名称のファイルを格納した場
合，そのファイルを OpenTP1が削除することがあるので注意してください。

 
（システムジャーナルサービス定義ファイル名）_bbbbbbbbbbbb_cc....cc
 

bbbbbbbbbbbb：12文字の任意の文字列

cc....cc：1～ 8文字の任意の文字列

（c）アンロードジャーナルファイル

自動アンロード機能で生成されるアンロードジャーナルファイルは，次の名称規則で
ファイル名の重複を防止します。

 
（システムジャーナルサービス定義のファイル名）_（ジャーナルサービスのランID）
（ジャーナルファイル世代番号）_（ジャーナルファイルグループ名）
 

ファイル名は最大 28文字です。ファイル名を構成するそれぞれの値を次に示します。

システムジャーナルサービス定義のファイル名：最大 8文字の文字列

ジャーナルサービスのラン ID：8けたの 16進数

ジャーナルファイル世代番号：4けたの 16進数
ジャーナルファイル世代番号が 4けた未満の場合，左側に 0を挿入して 4けたにし
ます。5けた以上の場合，下 4けたが付与されます。

ジャーナルファイルグループ名：最大 8文字の文字列

例
システムジャーナルサービス定義のファイル名：sysjnl
ジャーナルサービスのラン ID：40e8ca39
ジャーナルファイル世代番号：3
ジャーナルファイルグループ名：jnlfg02
アンロードジャーナルファイル名：sysjnl_40e8ca390003_jnlfg02

自動アンロード機能を実行中に，アンロードジャーナルファイル格納先として現在使用
しているディレクトリ下に格納されているファイルは，操作しないでください。操作し
た場合，ファイルの整合性は保証できません。アンロードジャーナルファイル格納先と
して使用しているディレクトリは，jnlatunl -j sys -iを実行すると確認できます。
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自動アンロード機能の停止中は，アンロードジャーナルファイルを移動およびコピーで
きます。また，自動アンロード機能を使用中でもアンロードジャーナルファイル格納先
として使用されていないディレクトリ下に格納されているアンロードジャーナルファイ
ルは，移動およびコピーできます。また，ファイル回復用ジャーナルに使用しない場合
は，削除することもできます。ただし，ファイルの操作中に，該当ディレクトリがアン
ロードジャーナルファイル格納先になった場合，OpenTP1が生成するアンロードジャー
ナルファイルを操作しないように注意してください。

（d）自動アンロード機能の再開始

OpenTP1稼働中に，自動アンロード機能が停止した場合，次の手順で再開始します。

1. システムジャーナルサービス定義の jnl_auto_unload_pathオペランドに指定したす
べてのディレクトリから，アンロードジャーナルファイルを退避するか，または不要
なアンロードジャーナルファイルを削除して，ディスクに空き領域を作成します。

2. jnlatunl -j sys -bを実行します。
自動アンロード機能が再開始します。

3. jnlatunl -j sys -iを実行します。
自動アンロード機能が動作中であることを確認します。

（3） アンロードチェックの抑止

アンロード待ち状態のファイルグループを，アンロードしないで現用に割り当てられま
す。これをジャーナルアンロードチェックの抑止といいます。通常 OpenTP1では，
ファイルグループのアンロード状態をチェックしていて，ファイルグループがアンロー
ド済み状態の場合だけ現用に割り当てます。アンロード状態のチェックを抑止すると，
スワップ先のファイルグループがアンロード待ち状態でも，現用として割り当てるので，
ファイルグループをアンロードする必要はありません。

ジャーナルアンロードチェックの抑止機能を使用する場合は，システムジャーナルサー
ビス定義で jnl_unload_check=Nを指定します。この指定は，システム再開時に変更で
きます。

オンライン中にアンロードする場合は，アンロードするファイルグループを jnlclsfgコマ
ンドでクローズしてから，アンロードを実行してください。jnlclsfgコマンドを実行しな
いでオンライン中のアンロードを実行すると，アンロード実行中のファイルグループが
現用になることがあります。このとき，ファイルグループにはアンロード中のデータと，
現用になって新たに書き込まれるデータとが混在するので，OpenTP1はアンロードを中
断しますが，オンラインダウンすることはありません。

アンロードを一度も実行しない場合，アンロードジャーナルファイルを入力するコマン
ドは使用できません。アンロードジャーナルファイルを入力するコマンドを次の表に示
します。
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表 4-6　アンロードジャーナルファイルを入力するコマンド一覧

ジャーナルアンロードチェックの抑止機能を使用する指定でも，jnllsコマンドを実行す
ると，ファイルグループはアンロード待ち状態が表示されます。アンロード待ち状態が
表示されても，そのファイルグループは現用として割り当てられます。

4.3.5　システムジャーナルファイルの再使用
満杯，または運用コマンドによってスワップして待機状態となったファイルグループを
再使用するためには，次に示す条件を両方とも満たす必要があります。条件を満たして
いる場合，次回スワップ時に現用として使用できます。

• ファイルグループが上書きできる状態になっていること
• ファイルグループがアンロード済み状態になっていること

ただし，システムジャーナルサービス定義に jnl_unload_check=N（ジャーナルアンロー
ドチェックの抑止機能）を指定している場合は，ファイルグループの状態をチェックし
ないでスワップします。

オンライン中のシステムジャーナルファイルの状態遷移を次の図に示します。

機能 コマンド

ジャーナル関係の
ファイル管理

ファイル回復用ジャーナルの集積 jnlcolc

アンロードジャーナルファイルの複写 jnlcopy

アンロードジャーナルファイルの編集出力 jnledit

MCF統計情報の出力 jnlmcst

ジャーナル関係のファイル回復 jnlmkrf

アンロードジャーナルファイルのレコード出力 jnlrput

アンロードジャーナルファイルのマージ，時系列ソート jnlsort

統計情報の出力 jnlstts

DAMファイル管理 論理ファイルの回復 damfrc

TAMファイル管理 TAMファイルの回復 tamfrc
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図 4-6　オンライン中のシステムジャーナルファイルの状態遷移

OpenTP1が強制終了または異常終了後，OpenTP1を強制正常開始し，起動処理中に前
回のオンラインで現用として使用していたジャーナルファイルを現用に割り当てようと
したときに，そのファイルグループをクローズし，次のファイルグループを現用として
割り当てます。

クローズされたジャーナルファイルは，jnlunlfgコマンドまたは jnlchgfgコマンドで
ファイルグループのステータスを変更後，jnlopnfgコマンドを実行するまで使用できま
せん。

4.3.6　システムジャーナルファイル情報の表示
システムジャーナルファイル情報は，jnllsコマンドで表示できます。再開始中に読み込
んだシステムジャーナルファイル情報は，jnlrinfコマンドで表示できます。

表示内容はファイルグループ名称，ファイル種別，ファイルグループの状態などです。

4.3.7　システムジャーナルファイルのオープンとクローズ
予約のファイルグループを jnlopnfgコマンドでオープンすると，待機のファイルグルー
プとなります。

上書きできる状態のファイルグループを jnlclsfgコマンドでクローズすると，予約のファ
イルグループになります。上書きできない状態のファイルグループは，回復に必要な
ジャーナルがあるため，クローズできません。

なお，上書きできる状態のファイルグループが一つしかない場合，そのファイルグルー
プはクローズできません。

システムジャーナルファイルのオープンとクローズコマンドによる状態の変化を次の図
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に示します。

図 4-7　オープンとクローズコマンドによる状態の変化（システムジャーナルファイル）

4.3.8　システムジャーナルファイルのステータス変更
アンロード待ち状態となった待機のファイルグループを，実際にはアンロードしないで
状態だけを強制的にアンロード済み状態にするには，jnlchgfgコマンドを使用します。
強制的にアンロード済み状態にするとジャーナルはコピーされないので注意してくださ
い。

アンロード済み状態となったファイルグループは，上書きできる状態であれば，次回ス
ワップ時に現用として使用できます。

4.3.9　システムジャーナルファイルのスワップ
ユーザが緊急に現用ファイルグループのアンロードや編集をしたいときは，jnlswpfgコ
マンドを使用すると，すぐにスワップできます。ただし，スワップ先のファイルグルー
プがないときは，エラーとなってスワップできません。

4.3.10　スワップ先のファイルグループがないとき
OpenTP1では，ファイルグループが満杯になったりジャーナルの出力時に障害が発生し
たりした場合にスワップします。ユーザは，OpenTP1が必ずスワップできるように，ス
ワップ先にできる待機のファイルグループを用意しておく必要があります。

ジャーナルファイルグループのスワップ要因が発生した場合，OpenTP1はメモリ上のス
テータスをチェックし，スワップ先を探します。メモリ上のファイルグループを検索し
た結果スワップ先が見つからなかった場合，オープン中のファイルグループのジャーナ
ルファイル内のステータスを読み込み，ファイル内のステータスでメモリ上のステータ
スを更新します。その後，再度メモリ上のステータスをチェックし，スワップ先にでき
る待機のファイルグループを探します。それでもスワップ先にできる待機のファイルグ
ループがないときは，OpenTP1は異常終了します。

スワップ先のファイルグループがなくて OpenTP1が異常終了した場合，jnlunlfgコマン
ドでファイルグループをアンロードし，障害となったファイルグループがあれば，これ
を対処して OpenTP1を再開始します。それでも OpenTP1を開始できない場合は，シス
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テムジャーナルサービス定義で ONL指定のファイルグループを新たに指定し，
OpenTP1を再開始してください。

4.3.11　システムジャーナルファイルの状態遷移
オンライン中のシステムジャーナルファイルの状態遷移を次に示します。

（凡例）
－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注 1
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。
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ジャーナルサービスが動作中のときだけ，システムジャーナルファイルのファイル
グループの状態を管理しています。また，クローズ中のファイルグループの状態
（アンロード済み／待ち状態，上書きできる／できない状態）は管理していません。
このため，クローズ中のファイルグループに jnlunlfg，または jnlchgfgコマンドを
実行しても，jnllsコマンドで表示される状態は変わりません。
なお，jnlunlfg，または jnlchgfgコマンドを実行したあとに，jnlopnfgコマンドを
実行し，jnllsコマンドを実行すると，現在のファイルの状態が表示されます。

注 2
イベント「満杯スワップ」，「現用障害でスワップ」，「jnlswpfgでスワップ」の現用
から状態遷移するシステムジャーナルファイルは，障害の発生したスワップ元のシ
ステムジャーナルファイルを示します。待機から状態遷移するシステムジャーナル
ファイルはスワップ先のシステムジャーナルファイルを示します。

注※
-a，-b，-eオプションの指定を省略したとき。

4.3.12　システム統計情報のジャーナル出力
システム統計情報をシステムジャーナルファイルに編集出力できます。この場合，
dcstatsコマンドを使用します。dcstatsコマンドを実行すると，-mオプションで指定し
た時間間隔で，システムジャーナルファイルに出力し続けます。編集出力情報は，-kオ
プションで指定した統計情報種別ごとに，それぞれの事象の発生件数，平均値，最大値，
最小値を時系列に出力します。サーバ名を指定して，指定したサーバ単位に出力するこ
ともできます。

システム統計情報の出力は，dcstatsコマンドに -rオプションを指定すると終了できま
す。-rオプションを指定した dcstatsコマンドを実行しないと，OpenTP1が停止するま
でシステム統計情報を出力し続けます。

dcstatsコマンドで指定したシステム統計情報の種別や時間間隔などを変更したい場合
は，dcstats -rコマンドを実行後，dcstatsコマンドを実行し直してください。

dcstatsコマンドの指定は，OpenTP1再開始時には引き継がれません。OpenTP1再開始
後にシステム統計情報を出力する場合は，再び dcstatsコマンドを実行してください。

なお，システム統計情報は，共用メモリ上から標準出力へリアルタイムに編集出力する
こともできます。標準出力へリアルタイムに編集出力するには，dcreportコマンドを実
行してください。

システム統計情報の編集内容は，表 E-2を参照してください。
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4.3.13　アンロードジャーナルファイルの時系列ソート，お
よびマージ

マルチノード機能使用時，アンロードジャーナルファイルとグローバルアーカイブアン
ロードジャーナルファイルの内容をブロック単位にソート，およびマージできます。こ
の場合，jnlsortコマンドを使用します。ノード識別子やジャーナルサーバラン IDの指
定によって，ユーザが必要な範囲の情報だけをソート，およびマージできます。

4.3.14　アンロードジャーナルファイルの複写
アンロードジャーナルファイルの内容をレコード単位に複写できます。この場合，
jnlcopyコマンドを使用します。複写範囲を指定すると，ユーザが必要な範囲の情報だけ
を複写できます。

4.3.15　アンロードジャーナルファイルの編集出力
アンロードジャーナルファイルの内容をブロック単位，またはレコード単位に編集して
出力できます。この場合，jnleditコマンドを使用します。編集範囲やジャーナル取得
モードの指定によって，ユーザが必要な範囲の情報だけを出力できます。オプションの
指定によってファイル情報一覧の出力もできます。

4.3.16　アンロードジャーナルファイルのレコード出力
アンロードジャーナルファイル内のユーザジャーナルレコードの情報，トランザクショ
ンブランチの CPU使用時間情報，またはレスポンス統計情報を編集しないでそのまま標
準出力に出力できます。

この場合，jnlrputコマンドを使用します。出力範囲やジャーナル取得モードの指定に
よってユーザが必要な範囲の情報だけを出力できます。また，オプションの指定によっ
て，コミット決着済みのユーザジャーナルレコードを出力できます。

jnlrputコマンドで出力できるデータを次の表に示します。

表 4-7　jnlrputコマンドで出力できるデータ

データ 概要

ファイル管理情報（128バイト） 該当する出力結果がレコード出力処理結果のデータで
あることを示す情報です。
出力結果全体の状態や内容を示します。
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4.3.17　稼働統計情報の出力
アンロードジャーナルファイルから稼働統計情報を収集し，編集して出力できます。

この場合，jnlsttsコマンド，または jnlmcstコマンドを使用します。

jnlsttsコマンドで編集出力できる稼働統計情報は，システム統計情報，トランザクショ
ン統計情報，レスポンス統計情報，および通信遅延時間統計情報です。

jnlmcstコマンドで編集出力できる稼働統計情報は，MCF稼働統計情報です。

また，次のコマンドを使用すると，アンロードジャーナルファイルを使用しないで稼働
統計情報を出力できます。

• dcreportコマンド
共用メモリ上に取得したシステム統計情報を，標準出力へリアルタイムに編集出力で
きます。

• mcfstatsコマンドおよびmcfreportコマンド
MHPおよび TP1/Message ControlのMCF稼働統計情報を共用メモリに取得し，
UNIXファイルに出力した統計情報を，編集して出力できます。

（1） jnlsttsコマンドで編集できる稼働統計情報

（a）システム統計情報

jnlsttsコマンドの -eオプション（編集項目）に sysを指定します。jnlsttsコマンドを実
行すると，収集したシステム統計情報が時系列に編集出力されます。編集範囲を指定す
ると，ユーザが必要な範囲の情報だけを編集出力できます。

編集内容は，システムジャーナルファイルに出力できるシステム統計情報の編集内容と
同じですので，表 E-2を参照してください。

（b）トランザクション統計情報

jnlsttsコマンドの -eオプション（編集項目）に trnを指定します。jnlsttsコマンドを実
行すると，トランザクションブランチ起動元ユーザサーバ名単位，またはトランザク

レコー
ド情報

レコード管理情報（128バイト） レコード情報の先頭であることを示す情報です。
該当するレコード情報全体の状態や内容を示します。

レ
コー
ド
デー
タ

レコードデータヘッダ
（128バイト）

ジャーナルレコードの固定レコードデータを示します。
固定レコードデータがない場合は予備領域とします。

第 2レコードデータヘッ
ダ
（128バイト）

ジャーナルレコードの第 2固定レコードデータを示し
ます。
固定レコードデータがない場合は出力しません。

レコードデータ（可変
長）

ジャーナルレコードの浮動レコードデータを示します。
浮動レコードデータがない場合は出力しません。

データ 概要
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ションブランチ起動元ユーザサーバのサービス名単位に，収集したトランザクション統
計情報が時系列に編集出力されます。編集範囲を指定すると，ユーザが必要な範囲の情
報だけを編集出力できます。

なお，トランザクション統計情報を取得するためには，あらかじめ，ユーザサービス定
義で trn_statistics_itemオペランドで nothing以外を指定しておく必要があります。

トランザクション統計情報の編集内容を次の表に示します。

表 4-8　トランザクション統計情報の編集内容

（凡例）
○：編集できます。
×：編集できません。

（c）レスポンス統計情報

jnlsttsコマンドの -eオプション（編集項目）に rspを指定します。jnlsttsコマンドを実
行すると，サービス名単位に，収集したレスポンス統計情報が時系列に編集出力されま
す。編集範囲を指定すると，ユーザが必要な範囲の情報だけを編集出力できます。

なお，レスポンス統計情報を取得するためには，あらかじめ，ユーザサービス定義で
rpc_response_statistics=Yと指定しておく必要があります。

表 4-9に示す項目のうち，RPC種別，レスポンスタイムを取得したい場合は，クライア
ント側（dc_rpc_callの呼び出し元）UAPのユーザサービス定義の
rpc_response_statisticsオペランドで Yを指定してください。指定していない場合，こ
の二つの情報は取得されないで，jnlsttsコマンドの編集結果には 0データが出力されま
す。

サービス実行時間，サービス待ち時間については，クライアント側，サーバ側のどちら
のユーザサービス定義の rpc_response_statisticsオペランドで Yを指定しても情報は取
得されます。

レスポンス統計情報の編集内容を次の表に示します。

編集内容 単位

項目 発生
件数

編集値

平均 最大 最小

ブランチ実行時間（同期点処理時間を含む） × ○ ○ ○ マイクロ秒

ブランチ同期点処理実行時間 × ○ ○ ○ マイクロ秒

ブランチ本体決着方法 ○ × × × 件数

子ブランチ含む決着方法 ○ × × × 件数

ブランチ決着プロセス種別 ○ × × × 件数
235



4.　OpenTP1のファイルの運用
表 4-9　レスポンス統計情報の編集内容

（凡例）
○：編集できます。
×：編集できません。

（d）通信遅延時間統計情報

jnlsttsコマンドの -eオプション（編集項目）に dlyを指定します。jnlsttsコマンドを実
行すると，送信先のノード識別子単位に，収集した通信遅延時間統計情報が時系列に編
集出力されます。編集範囲を指定すると，ユーザが必要な範囲の情報だけを編集出力で
きます。

通信遅延時間統計情報の編集内容を次の表に示します。

表 4-10　通信遅延時間統計情報の編集内容

（凡例）
○：編集できます。

（2） jnlmcstコマンドで取得できる稼働統計情報

jnlmcstコマンドを使用して，MCF稼働統計情報のメッセージ受信系，および送信系の
情報を編集出力できます。

論理端末名称ごと，またはアプリケーション名ごとに編集出力できます。どちらの場合
も編集範囲やジャーナル取得モードの指定によって，ユーザが必要な範囲の情報だけを
出力できます。

なお，jnlmcstコマンドは，MCFの取得する統計ジャーナル（IJ，GJ，OJ，AJ）から
MCF稼働統計情報を編集出力します。したがって，MCF稼働統計情報を編集出力する

編集内容 単位

項目 発生
件数

編集値

平均 最大 最小

RPC種別 ○ × × × 件数

レスポンスタイム ○ ○ ○ ○ マイクロ秒

サービス実行時間 ○ ○ ○ ○ マイクロ秒

サービス待ち時間 ○ ○ ○ ○ マイクロ秒

編集内容 単位

項目 発生
件数

編集値

平均 最大 最小

通信遅延時間 ○ ○ ○ ○ マイクロ秒
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場合は，あらかじめ次の定義を指定してください。

• システム定義
MCFアプリケーション属性定義のmcfaalcap（アプリケーション属性定義）で IJ，
GJ，OJを取得する指定をします。

• 各プロトコルの定義
論理端末定義で AJを取得する指定をします。

jnlmcstコマンドで編集するMCF稼働統計情報の編集内容を次の表に示します。

表 4-11　MCF稼働統計情報の編集内容（jnlmcstコマンド）

（凡例）
○：編集できます。
×：編集できません。

（3） dcreportで取得できる稼働統計情報

dcreportコマンドを使用すると，共用メモリ上に取得したシステム統計情報を，標準出
力へリアルタイムに編集出力できます。

このコマンドで編集出力できるシステム稼働統計情報の詳細，および編集内容について
は，表 E-1および表 E-2を参照してください。なお，このコマンドでシステム稼働統計
情報を編集出力する場合，あらかじめシステム共通定義で set statistics=Yを指定してお

統計情報種
別

編集内容 単位

事象  出力形式 編集値

最小 最大 平均 合計

メッセージ
受信系情報

問い合わせメッセー
ジ入力数

0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 件数

一方受信メッセージ
入力数

0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 件数

受信要求発行数 0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 回数

受信メッセージサイ
ズ

0～ 4294967295，
＊，または－

○ ○ ○ × バイト

メッセージ
送信系情報

優先分岐送信要求発
行数

0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 回数

一般分岐送信要求発
行数

0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 回数

応答送信要求発行数 0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 回数

出力数（セグメント） 0～ 4294967295，
または＊

○ ○ ○ ○ 件数
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く必要があります。

（4） mcfstats，mcfreportで取得できる稼働統計情報

mcfstatsコマンドを使用してMCF稼働統計情報を取得し，mcfreportでMCF稼働統計
情報を編集出力できます。

これらのコマンドで取得・編集出力できるMCF稼働統計情報の種別を，次の表に示しま
す。なお，これらのコマンドでMCF稼働統計情報を取得・編集出力する場合，あらかじ
めMCFマネジャ定義でmcfmcomn -w "stats=yes"を指定しておく必要があります。

表 4-12　MCF稼働統計情報の種別

稼働統計情報の出力開始および出力終了の契機は次のとおりです。

●開始
mcfstatsコマンドでMCF稼働統計情報のファイル出力を開始できます。
mcfstatsコマンドを実行すると，-sオプションで指定した時間間隔で，-tオプション
で指定した回数ファイルに出力します。-tオプションを省略した場合は，終了契機ま
で出力し続けます。

●終了
• 指定した回数分ファイル出力を行うと，MCF稼働統計情報のファイル出力を終了し
ます。

• mcfstatsコマンドに -rオプションを指定すると，MCF稼働統計情報のファイル出
力を終了できます。

• MCFの正常・計画・強制・異常終了時にMCF稼働統計情報のファイル出力を終了
します。MCF再開始時にはmcfstatsコマンドの情報は引き継がれていません。
MCF再開始後にMCF稼働統計のファイル出力をする場合には，再度mcfstatsコ
マンドを実行してください。

• 出力したMCF稼働統計の情報が，mcfstatsコマンドの -fオプションで指定した出
力ファイルサイズを超えた場合，MCF稼働統計情報のファイル出力を終了します。

mcfreportコマンドで編集するMCF稼働統計情報の編集内容を次の表に示します。

種別 内容 主な用途

受信メッセージ情報
（サービスグループ単位）

メッセージ処理回数
メッセージ処理待ち数・時間・合計
値・最大値・最小値

サービスグループ関連チューニ
ング用

送信メッセージ情報
（論理端末単位）

論理端末関連チューニング用

コネクション処理待ち情報
（通信サーバ単位）

最大処理多重度チューニング用
（mcfttred -m）
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表 4-13　MCF稼働統計情報の編集内容（mcfreportコマンド）

（凡例）
○：編集できます。
×：編集できません。

4.3.18　ファイル回復用ジャーナルの集積
DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイルを回復するために必要なジャー
ナルレコードを，アンロードジャーナルファイルから抽出できます。この場合，jnlcolc
コマンドを使用します。jnlcolcコマンドを実行して作成したファイルを集積ジャーナル
ファイルといいます。DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイル回復時
に，集積ジャーナルファイルを使用すると，ファイルの回復処理に掛かる時間を短縮で
きます。

4.3.19　ジャーナルファイルレス機能を使用する運用
ジャーナルファイルレス機能とは，システムジャーナルファイル（OpenTP1の各種履歴
情報である回復用ジャーナル，UAPの任意の履歴情報であるユーザジャーナル，および
統計用ジャーナル）を取得しない機能です。

OpenTP1では，システムを回復したり各種の稼働状況を検知したりするために，システ
ムジャーナルファイルを取得しています。しかし，次に示すようなシステムでは，シス
テムジャーナルファイルの取得は必須ではありません。

システムジャーナルファイルの取得が必須ではないシステムの例
• TP1/EEでトランザクションを制御するシステム
• ジャーナルサービスによるシステム回復が不要なシステム
• トランザクション制御を行わないネームサービス機能用のノードを使用するシス
テム

このようなシステムを運用する場合，ジャーナルファイルレス機能を使用し，システム

編集内容 単位

編集種別 取得値 発生
件数

編集値

平均 最大 最
小

受信メッセージ情報 スケジュール待ち行列数 ○ ○ ○ ○ 要求数

スケジュール待ち時間 × ○ ○ ○ 秒

送信メッセージ情報 スケジュール待ち行列数 ○ ○ ○ ○ 要求数

スケジュール待ち時間 × ○ ○ ○ 秒

コネクション処理待ち
情報

スケジュール待ち行列数 ○ ○ ○ ○ 要求数

スケジュール待ち時間 × ○ ○ ○ 秒
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ジャーナルファイルを取得しないようにすることで，リソース管理の負荷を軽減できま
す。

ジャーナルファイルレス機能は，システム共通定義の jnl_fileless_optionオペランドに Y
を指定することで使用できるようになります。ジャーナルファイルレス機能を使用した
環境を，ジャーナルファイルレスモードといいます。

ジャーナルファイルレスモードでは，一部の機能が使用できません。ジャーナルファイ
ルレスモードで使用できない機能を次の表に示します。

表 4-14　ジャーナルファイルレスモードで使用できない機能

分類 ジャーナルファイルレスモードで使用できない機能

機能 トランザクション機能※ 1

XAリソースサービスによるトランザクション機能

DAM，TAM，MCF，MQなど OpenTP1提供のリソースマネジャ機能

各種統計情報

グローバルアーカイブジャーナル機能

自動アンロード機能

ライブラリ関数 dc_jnl_ujput関数

dc_trn_begin関数

dc_trn_unchained_commit関数

dc_trn_chained_commit関数

dc_trn_unchained_rollback関数

dc_trn_chained_rollback関数

dc_trn_info関数

tx_begin関数

tx_close関数

tx_commit関数

tx_info関数

tx_open関数

tx_rollback関数

tx_set_commit_return関数

tx_set_transaction_control関数

tx_set_transaction_timeout関数

運用コマンド jnllsコマンド

jnlunlfgコマンド

jnlchgfgコマンド
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注※ 1
XAインタフェースによるリソースマネジャへのアクセスも使用できないため，
trnlnkrmコマンドで OpenTP1にリソースマネジャを登録しないでください。リ
ソースマネジャが登録された OpenTP1をジャーナルファイルレスモードで起動す
ると，トランザクションリソースマネジャ監視サービスの起動処理でエラーとなり，
OpenTP1が異常終了します。

注※ 2
トランザクション機能が使用できないため，ユーザサービス定義の atomic_update
オペランドは，指定値に関係なく，Ｎが指定されたものとして動作します。

また，ジャーナルファイルレスモードでは，一部の OpenTP1ファイルと定義ファイル
を使用しません。ジャーナルファイルレスモードで使用しないファイルを次の表に示し
ます。

表 4-15　ジャーナルファイルレスモードで使用しないファイル

jnlopnfgコマンド

jnlclsfgコマンド

jnlswpfgコマンド

jnlrinfコマンド

jnldelpfコマンド

jnladdpfコマンド

jnlardisコマンド

jnlarlsコマンド

jnlatunlコマンド

jnlmkrfコマンド

dcdefchkコマンド（ジャーナルサービス定義，システムジャーナルサービス定
義，チェックポイントダンプサービス定義の論理チェック）

その他 OpenTP1の再開始（リラン）によるシステムの回復

ユーザサービス定義の atomic_updateオペランド※ 2

ファイルの種類 ジャーナルファイルレスモードで使用しないファイル

OpenTP1ファイル システムジャーナルファイル

チェックポイントダンプファイル

定義ファイル ジャーナルサービス定義ファイル

システムジャーナルサービス定義ファイル

チェックポイントダンプサービス定義ファイル

分類 ジャーナルファイルレスモードで使用できない機能
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4.4　リカバリジャーナルファイルの運用

4.4.1　トランザクションリカバリジャーナルファイルの運用

（1） トランザクションリカバリジャーナルファイルの回復

OpenTP1の再開始中にトランザクションリカバリジャーナルファイルに障害が発生し，
トランザクションを回復できなくなった場合，jnlmkrfコマンドを使用します。jnlmkrf
コマンドを実行すると，アンロードジャーナルファイルを使用してトランザクションリ
カバリジャーナルファイルを回復できます。

4.4.2　サーバリカバリジャーナルファイルの運用

（1） サーバリカバリジャーナルファイルの回復

OpenTP1の再開始中にサーバリカバリジャーナルファイルに障害が発生し，サービスを
回復できなくなった場合，jnlmkrfコマンドを使用します。jnlmkrfコマンドを実行する
と，アンロードジャーナルファイルを使用してサーバリカバリジャーナルファイルを回
復できます。
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4.5　チェックポイントダンプファイルの運用
チェックポイントダンプファイルの運用について説明します。チェックポイントダンプ
ファイルのサイズの見積もり式については，「付録H.3　チェックポイントダンプファイ
ルのサイズの見積もり式」を参照してください。

4.5.1　チェックポイントダンプファイルの作成と定義
チェックポイントダンプファイルは，複数（2～ 30）のファイルグループで構成されま
す。ファイルグループは，論理ファイルです。通常は，一つのファイルグループは，一
つの物理ファイルと対応しますが，一つのファイルグループに二つの物理ファイルを割
り当てる二重化もできます。

（1） 作成方法

1. 物理ファイルの初期設定
OpenTP1を開始する前に，OpenTP1ファイルシステム上にチェックポイントダンプ
ファイルの物理ファイルを作成します。jnlinitコマンドを使用します。

2. 物理ファイルと論理ファイル（ファイルグループ）の対応
作成した物理ファイルをファイルグループと対応させます。チェックポイントダンプ
サービス定義の jnladdpf定義コマンドで指定します。

（2） 二重化する場合

チェックポイントダンプファイルを二重化すると，全面回復時に障害が発生して一つの
系（A系）のファイルからの回復に失敗しても，残るもう一つの系（B系）のファイル
を使用して全面回復できます。

1. 物理ファイルの初期設定
OpenTP1を開始する前に，A系，B系になる二つの物理ファイルを作成してくださ
い。jnlinitコマンドを使用し，OpenTP1ファイルシステム上に作成します。
A系，または B系の物理ファイルは複数のディスクに分散させて作成してください。
片系運転不可の運用では，一つのディスク上に同じ系のすべての物理ファイルを作成
すると，ディスクの全面障害が発生した場合にその系は使用できなくなり，OpenTP1
は使用できるファイルグループがないとしてシステムダウンします。

2. 定義方法
チェックポイントダンプサービス定義の jnl_dual=Yを必ず指定してください。作成
した A系，B系の物理ファイルとファイルグループの対応は，jnladdpf定義コマンド
で指定します。
二重化の場合，障害時に備えて片系運転ができます。片系運転可，片系運転不可の指
定は，チェックポイントダンプサービス定義の jnl_singleoperationオペランドで指定
します。
チェックポイントダンプサービス定義については，マニュアル「OpenTP1 システム
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4.　OpenTP1のファイルの運用
定義」を参照してください。

4.5.2　チェックポイントダンプファイルの使い方
チェックポイントダンプファイルは，OpenTP1の回復に必要なテーブル情報を取得する
ために使用します。

OpenTP1は障害に備えて，複数のチェックポイントダンプファイルに，ラウンドロビン
方式でチェックポイントダンプを取得します。そのうち，最新世代のチェックポイント
ダンプが OpenTP1の全面回復時に必要となります。全面回復時には，最新世代の
チェックポイントダンプの取得から OpenTP1停止までの間に取得した，回復用のすべ
てのジャーナルも必要です。

最新世代のチェックポイントダンプが読み込めない場合，その直前に取得したチェック
ポイントダンプを使用します。そのチェックポイントダンプファイルも使用できない場
合，さらに一つ前のチェックポイントダンプファイルを使用します。このようにして順
にさかのぼって，使用できる世代のチェックポイントダンプファイルを使用します。こ
のとき，読み込む世代のチェックポイントダンプの取得以降に取得した回復用のすべて
のジャーナルが必要です。必要なジャーナルが上書きされたために失われている場合に
は，回復できません。現状では有効保証世代は 2世代です。最新のチェックポイントダ
ンプ以降に取得したジャーナルが保証されます。

チェックポイントダンプファイルの使用順序を次の図に示します。

図 4-8　チェックポイントダンプファイルの使用順序

OpenTP1は，各サーバのチェックポイントダンプを次に示すタイミングで取得します。

• 各サーバの開始，再開始処理が完了したとき。
• システムジャーナルファイルがスワップしたとき。
• 前回のチェックポイントダンプを取得してから，システムジャーナルサービス定義で
指定した件数のジャーナルを取得したとき。

• 各サーバの終了準備処理が完了したとき。

OpenTP1は，オンライン中のチェックポイントダンプファイルのファイルグループを，
次に示す状態で管理します。

• 上書きできる，または書き込み中の状態
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OpenTP1の全面回復時に使用するチェックポイントダンプを含まないので上書きで
きる状態，またはチェックポイントダンプを取得中の状態です。

• 上書きできない状態
OpenTP1の全面回復時に使用するチェックポイントダンプを含んでいるために，上
書きを抑止している状態です。

• 予約
オープンしないとオンラインで使用できないクローズ中の状態です。

OpenTP1を開始すると，チェックポイントダンプサービス定義で指定したファイルグ
ループのうち，ONLと指定したファイルグループがすべてオープンされます。オープン
されたファイルグループは，上書きできるファイルグループとなります。オープンでき
なかったファイルグループ，および ONLと指定しなかったファイルグループは，予約と
なります。

なお，チェックポイントダンプサービス定義でファイルグループだけ定義して，対応す
る物理ファイルを定義していない（定義コマンド jnladdfgだけ指定し，定義コマンド
jnladdpfを指定していない）チェックポイントダンプファイルに対して，オンライン中
に物理ファイルを割り当てることができます。この場合 jnladdpfコマンドを使用します。
jnladdpfコマンドを実行すると，オンライン中に，新しい物理ファイルをファイルグ
ループに割り当てます。割り当てられたファイルは，予約となります。オンラインで使
用できる状態にするためには，jnlopnfgコマンドでオープンしてください。

チェックポイントダンプの取得が発生すると，上書きできるファイルグループの中から
出力先を選んで，書き込み中のファイルグループとします。

チェックポイントダンプの取得が完了すると，書き込み中であったファイルグループを
上書きできないファイルグループとし，上書きできないファイルグループの中で最も古
いファイルグループを，上書きできるファイルグループとします。

OpenTP1開始時，予約以外のファイルグループは有効保証世代数より 1個以上多く必要
です。ただし，チェックポイントダンプサービス定義で縮退運転オプションに縮退機能
を使用すると指定（jnl_reduced_modeに 1，または 2を指定）した場合，予約以外の
ファイルグループは有効保証世代数より 2個以上多く必要です。

上書きできるファイルグループがない場合は，メッセージログファイルにエラーメッ
セージが出力され，OpenTP1は異常終了します。

4.5.3　チェックポイントダンプファイルの削除
オンライン中に，チェックポイントダンプファイルのファイルグループから物理ファイ
ルを削除できます。この場合，jnldelpfコマンドを使用します。jnldelpfコマンドを実行
すると，jnladdpfコマンドでオンライン中に割り当てた物理ファイルのうち，オープン
されていない物理ファイルまたは閉塞状態の物理ファイルを削除できます。
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4.5.4　チェックポイントダンプファイルの自動オープン
オンライン中にチェックポイントダンプファイルが不足した場合，自動的に予約のファ
イルグループをオープンして上書きできる状態にできます。この場合，チェックポイン
トダンプサービス定義で jnl_reserved_file_auto_open=Yと指定しておきます。

チェックポイントダンプファイルの自動オープンは，ファイル数が有効保証世代数にま
で減った場合に実行されます。ただし，一度でもオープンされたファイル（オープンに
失敗したファイルを含む）は，自動オープンの対象になりません。

4.5.5　チェックポイントダンプの取得先がないとき
オンライン中にチェックポイントダンプの取得が完了し，次回の取得先として使用でき
るファイルグループがない場合，OpenTP1はメッセージログファイルにエラーメッセー
ジを出力します。この場合，予約のファイルグループを jnlopnfgコマンドでオープンし，
上書きできるファイルグループにしてください。

取得先として使用できるファイルグループがないまま，次のチェックポイントダンプ取
得が発生した場合，OpenTP1は異常終了します。

4.5.6　チェックポイントダンプファイル情報の表示
チェックポイントダンプファイル情報は，jnllsコマンドで表示できます。

表示内容はサーバ名，ファイルグループ名，対応するジャーナルファイルの情報などで
す。

4.5.7　チェックポイントダンプファイルのオープンとクロー
ズ

予約のファイルグループを jnlopnfgコマンドでオープンすると，上書きできる状態にな
ります。

上書きできる状態のファイルグループを jnlclsfgコマンドでクローズすると，予約の状態
になります。

チェックポイントダンプファイルのオープンとクローズコマンドによる状態の変化を次
の図に示します。

図 4-9　オープンとクローズコマンドによる状態の変化（チェックポイントダンプファイ
ル）
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4.5.8　チェックポイントダンプファイルの二重化
チェックポイントダンプファイルを二重化すると，チェックポイントダンプ取得時に A
系，および B系のファイルに同じダンプ情報を取得します。そのため，OpenTP1全面回
復時に A系ファイルからの回復に失敗しても，B系ファイルを使用して回復できるので，
チェックポイントダンプファイルの世代戻りを回避できます。

チェックポイントダンプファイルを二重化する場合，片系だけの運転ができる運用（片
系運転可）と，片系だけの運転をしない運用（片系運転不可）の二つの運用方法があり
ます。

片系運転可の運用では，二つの物理ファイルのうちのどちらかが，オープン状態であれ
ば，そのファイルグループは使用できます。したがって，チェックポイントダンプの取
得時，A系，または B系のどちらかに障害が発生した場合でも，正常な系へのチェック
ポイントダンプの取得は続行します。正常な系へのチェックポイントダンプの取得が終
わると，そのファイルグループは有効なファイルグループとなります。

片系運転不可の運用では，両方の物理ファイルがオープン状態の場合だけそのファイル
グループは使用できます。どちらかの物理ファイルがオープンできない場合，そのファ
イルグループは予約状態になり，使用できません。ただし，A系からの読み込み時に障
害が発生した場合は，B系から読み込みます。読み込み完了後，そのファイルグループ
は予約状態になります。

片系運転可と片系運転不可の障害時のファイルグループの状態の相違を次の表に示しま
す。

表 4-16　片系運転可と片系運転不可の障害時のファイルグループの状態の相違

障害内容 片系運転可 片系運転不可

全面回復時
のオープン
障害

片系障害 正常な系がオープン
され処理は続行しま
す。

上書きできる状態の場合，正常な系がオープン
されます（上書きできない状態になると，その
ファイルグループは予約状態になります）。
上書きできない状態の場合，ファイルグループ
は予約状態になります。

両系障害 ファイルグループは
予約状態になります。

ファイルグループは予約状態になります。

チェックポ
イントダン
プ取得中の
障害（書き
込み中）

片系障害 正常な系に取得しま
す。

ファイルグループは予約状態になり，ほかの
ファイルグループに取得します。

両系障害 ファイルグループは
予約状態になり，ほ
かのファイルグルー
プに取得します。

両系障害は起こりません。片系障害発生した時
点で，障害を対策してください。
247



4.　OpenTP1のファイルの運用
片系運転可，片系運転不可の運用方法では，どちらかの系だけの，オンライン中の割り
当て，切り離し，オープン，クローズにも違いがあります。

片系だけのオンライン操作の相違を次の表に示します。

表 4-17　片系だけのオンライン操作の相違

4.5.9　チェックポイントダンプファイルの状態遷移
オンライン中のチェックポイントダンプファイルの状態遷移表を表 4-18に示します。

また，二重化した場合で片系運転可のオンライン中のチェックポイントダンプファイル
の状態遷移表を表 4-19に，片系運転不可のオンライン中のチェックポイントダンプファ
イルの状態遷移表を表 4-20に示します。

チェックポ
イントダン
プ読み込み
中の障害

A系障害 B系から読み込みま
す。

B系から読み込み，完了後にファイルグループは
予約状態になります。ただし，上書きできない
状態の場合は，上書きできる状態に遷移すると
きにそのファイルグループを予約状態にします。

B系障害 ファイルグループは
予約状態になり，一
つ前の世代から読み
込みます。

ファイルグループは予約状態になり，一つ前の
世代から読み込みます。

操作内容 片系運転可 片系運転不可

片系だけのオンライン中の割
り当て

できます。 できます。

片系だけのオンラインからの
切り離し

できます。
ただし，切り離した状態ではその
ファイルグループは使用できませ
ん。

できます。
ただし，切り離した状態ではそ
のファイルグループは使用でき
ません。

片系だけのオープン 両系が割り当てられている場合は，
できます。

できません。

片系だけのクローズ 上書きできる状態の場合は，でき
ます。
上書きできない状態の場合は，で
きません。

できません。

障害内容 片系運転可 片系運転不可
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表 4-18　オンライン中のチェックポイントダンプファイルの状態遷移表

（凡例）
－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。

注※
上書きできないファイルのうち，いちばん古いファイルの状態遷移です。

　

状態 上書きできる 書き込み中 上書きできない 予約

オープン／クローズ オープン クローズ

状態の番号 1 2 3 4

イベ
ント

チェックポイント
ダンプ取得タイミ
ング

→ 2 － － －

チェックポイント
ダンプ有効化

－ → 3 → 1※ －

出力障害 － → 4 － －

jnlclsfg実行 → 4 － － －

jnlopnfg実行 － － － → 1
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表 4-19　片系運転可のオンライン中のチェックポイントダンプファイルの状態遷移表

（凡例）
－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。

注※
上書きできないファイルのうち，いちばん古いファイルの状態遷移です。

　

状態 上書きできる 書き込み中 上書きできな
い

予
約

オープン／クローズ A系 オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

ク
ロ
ー
ズ

B系 ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

状態の番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

イベ
ント

チェックポイントダンプ取得タ
イミング

→
4

→
5

→
6

－ － － － － － －

チェックポイントダンプ有効化 － － － →
7

→
8

→
9

→
1
※

→
2
※

→
3
※

－

A系出力障害 － － － →
6

→
10

－ － － － －

B系出力障害 － － － →
5

－ →
10

－ － － －

jnlclsfgコマ
ンドの実行

-abオプション →
10

→
10

→
10

－ － － － － － －

-aオプション →
3

→
10

－ － － － － － － －

-bオプション →
2

－ →
10

－ － － － － － －

jnlopnfgコ
マンドの実行

-abオプション － →
1

→
1

－ － － － →
7

→
7

→
1

-aオプション － － →
1

－ － － － － →
7

→
2

-bオプション － →
1

－ － － － － →
7

－ →
3

250



4.　OpenTP1のファイルの運用
表 4-20　片系運転不可のオンライン中のチェックポイントダンプファイルの状態遷移表

（凡例）
－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。

注※
上書きできないファイルのうち，いちばん古いファイルの状態遷移です。

4.5.10　チェックポイントダンプ取得契機のスキップ回数の
監視

UAPの無限ループなどが発生すると，チェックポイントダンプの取得処理が連続してで
きない（チェックポイントダンプ取得契機がスキップされる）ことがあります。チェッ
クポイントダンプが取得できないままオンライン処理を続行すると，回復に必要なシス
テムジャーナルファイルが多くなり，最終的には使用できるシステムジャーナルファイ
ルが不足して，システムダウンすることがあります。

チェックポイントダンプ取得契機のスキップ回数を監視することで，このようなシステ
ムダウンを防止できます。これによって，チェックポイントダンプ取得契機のスキップ
が一定の回数に達した場合に，スキップ要因となっているトランザクションの情報を

状態 上書きでき
る

書き込み中 上書きでき
ない

予約

オープン／クローズ A系 オープン クローズ

B系 オープン クローズ

状態の番号 1 2 3 4

イベ
ント

チェックポイントダンプ取得タ
イミング

→ 2 － － －

チェックポイントダンプ有効化 － → 3 → 1※ －

A系出力障害 － → 4 － －

B系出力障害 － → 4 － －

jnlclsfgコ
マンドの実
行

-abオプション → 4 － － －

-aオプション － － － －

-bオプション － － － －

jnlopnfgコ
マンドの実
行

-abオプション － － － → 1

-aオプション － － － －

-bオプション － － － －
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KFCA32550-Iメッセージで表示し，トランザクションの実行プロセスを強制的に停止し
て，トランザクションを決着（コミットまたはロールバック）します。

ここでは，チェックポイントダンプ取得契機のスキップ回数を監視するために必要な定
義などについて説明します。

（1） 必要な定義

チェックポイントダンプサービス定義に次のオペランドを指定します。

• jnl_cdskip_limitオペランド
• jnl_cdskip_msgオペランド

jnl_cdskip_limitオペランドでは，スキップ回数の上限値を指定します。このオペランド
に指定したスキップ回数に達した場合は，スキップ要因となっているトランザクション
の情報が表示され，トランザクションの実行プロセスが強制停止されます。その後，
チェックポイントダンプの取得が完了するまで，スキップが発生するごとに，この処理
は繰り返し実行されます。スキップ回数は，チェックポイントダンプの取得完了時に 0
が設定されます。

jnl_cdskip_msgオペランドでは，スキップ発生時にスキップ要因のトランザクションの
情報を表示するかどうかを指定します。

これらのオペランドは，トランザクションサービス用のチェックポイントダンプサービ
ス定義（jnl_objservernameオペランドに _tjlを指定）にだけ指定できます。オペランド
の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

（2） トランザクションを決着できない場合

スキップ回数を監視してトランザクション実行プロセスを強制停止しても，次に示す場
合はトランザクションの決着ができないことがあります。

• ブランチ拡張先のトランザクションブランチからの応答がない場合
• リソースマネジャからの応答がない，またはエラーの場合

（3） スキップ回数の上限値の見積もり式と算出例

ここでは，jnl_cdskip_limitオペランドに指定するスキップ回数の上限値の見積もり式と
算出例について説明します。

（a）見積もり式

チェックポイントダンプ取得契機のスキップ回数の上限値は，次の見積もり式を目安に
指定します。

↓（a×b÷c）×d↓

（凡例）

a：システムジャーナルサービス定義に指定した，ONL指定の jnladdfg定義コマン
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ドの数

b：システムジャーナルファイルの総ブロック数
総ブロック数は，次の計算式で求められます。
↓システムジャーナルファイルのサイズ÷システムジャーナルサービス定義の
jnl_max_datasizeオペランドの指定値↓

システムジャーナルファイルのサイズが異なる場合は，全システムジャーナル
ファイルの平均サイズを求めて計算してください。

c：システムジャーナルサービス定義の jnl_cdintervalオペランドの指定値

d：チェックポイントダンプ取得契機のスキップを許容する割合（余裕値）
• 有効保証世代数が 1の場合：0.333以下を指定
• 有効保証世代数が 2の場合：0.167以下を指定

↓↓：小数点以下を切り捨てます。

（b）算出例

ここでは，次の条件を満たす算出例について説明します。（　）内の番号は，以降に示す
図中の番号と対応しています。

• ファイルグループ：3世代（すべて同じサイズ）……（1）
計算式中の aに該当します。図中の JNL1～ JNL3が該当します。

• システムジャーナルファイルのサイズ：65メガバイト（68157440バイト）……（2）
計算式中の bを求めるための値です。

• システムジャーナルサービス定義の jnl_max_datasizeオペランド：32000バイト
計算式中の bを求めるための値です。

• システムジャーナルサービス定義の jnl_cdintervalオペランド：1000ブロック……
（3）
計算式中の cに該当します。

• 有効保証世代数：1
計算式中の dを求めるための値です。この例では，dが 0.333となります。

計算式中の bから，システムジャーナルファイルの総ブロック数は，↓ 68157440÷
32000↓＝ 2129になります。この値と，ONL指定の jnladdfg定義コマンドの数 3，
jnl_cdintervalオペランドの指定値 1000，およびチェックポイントダンプ取得契機のス
キップを許容する割合 0.333を用いると，次のように計算式が成り立ちます。

↓（3×2129÷1000）×0.333↓＝2

つまり，jnl_cdskip_limitオペランドに指定するスキップ回数の上限値は 2になります。

以降，この計算式の考え方について説明します。

計算式（↓（a× b÷ c）× d↓）の考え方
ここでは，次の図に示す例で，スキップ回数の上限値の見積もり式の考え方を説明
します。
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図 4-10　スキップ回数の上限値の考え方の例

計算式中の「（a× b÷ c）」について説明します。
この例ではファイルグループが 3世代であるため，全体では，2129× 3＝ 6387ブ
ロックとなります。jnl_cdintervalオペランドの指定値が 1000ブロックであるた
め，6387÷ 1000＝ 6.387となり，システムジャーナルファイルのファイルグルー
プ「JNL1」から「JNL3」の最終ブロックに出力するまで，最低 6回のチェックポ
イントダンプ取得契機が発生します。
処理中のトランザクションの情報が取得される場所によって，チェックポイントダ
ンプ取得契機のスキップ回数は変動します。スキップ回数は，ファイルグループ
「JNL1」の最終ブロック（図中のチェックポイントダンプ取得契機 2）で取得され
た場合は最低 4回（図中のチェックポイントダンプ取得契機 3～ 6），最初のブロッ
ク（図中のチェックポイントダンプ取得契機 1）で取得された場合は最低 5回（図
中のチェックポイントダンプ取得契機 2～ 6）となります。このため，4回目や 5回
目のスキップ発生時にシステムジャーナルファイルのファイルグループとしてス
ワップ先がなくなり，システムがダウンします。つまり，システムダウンを回避す
るためには，スキップ回数の上限を 3回以下にする必要があります。
なお，システムジャーナルファイルのファイルグループは，チェックポイントダン
プの取得によってファイルグループ内の情報が不要になり，アンロードが実施され
るとスワップできる状態となります。
計算式中の「（a× b÷ c）」の算出結果に，チェックポイントダンプ取得契機のス
キップを許容する割合（この場合は 0.333）を乗じると，スキップ回数の上限値（こ
の場合は 2）が決定します。
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4.6　DAMファイルの運用

DAMファイルの運用について説明します。DAMファイルのサイズの見積もり式につい
ては，「付録H.5　DAMファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。

4.6.1　DAMファイルの作成
ユーザは，OpenTP1ファイルシステムを作成したあと，damloadコマンドを使用して，
DAMファイルを作成します。このとき，OpenTP1ファイルシステムのアクセス権は
ユーザ用としてください。また，物理ファイルの名称は DAMサービス定義の物理ファ
イル名と同じ名称を指定してください。damloadコマンドを実行すると，物理ファイル
の割り当て，物理ファイルへの初期データの出力を行います。オンライン中の DAM
ファイルへのアクセスは，物理ファイルではなく，物理ファイルに対応する論理ファイ
ルに対して行います。論理ファイルと物理ファイルの対応関係は，DAMサービス定義で
指定します。論理ファイルは物理ファイルのアクセス権を引き継ぎません。

DAMサービス定義については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してくだ
さい。

DAMファイルは，UAPから作成することもできます。詳細は，マニュアル「OpenTP1 
プログラム作成の手引」を参照してください。

4.6.2　DAMファイルの状態管理
オンライン中の DAMファイルは，次の三つの状態で管理されます。

• 使用中
DAMファイルをアクセス中の状態です。

• 論理閉塞
damholdコマンドで論理ファイルを論理閉塞した状態です。

• 障害閉塞
ディスク障害などが発生して DAMファイルを閉塞した状態です。

4.6.3　DAMファイルの状態表示
DAMファイルの状態は，fills，および damlsコマンドで表示します。

（1） fillsコマンドによる状態表示

fillsコマンドに物理ファイル名を指定して実行すると物理ファイルの状態を表示します。

表示内容は，所有者名，レコード長，最終更新日時などです。アクセス権限も表示され
ますが，物理ファイルのアクセス権限は無効です。書き込み権限がなく，読み込み権限
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だけのファイルに対しても UAPからアクセスし，書き込むことができます。

（2） damlsコマンドによる状態表示

damlsコマンドを実行すると，論理ファイルの状態を表示します。

表示内容は論理ファイル名，ファイルの閉塞状態，ブロック長などです。

4.6.4　DAMファイルの追加と削除
オンライン中に論理ファイルを追加するには，damaddコマンドを使用します。この追
加とは，すでにある物理ファイルを論理ファイルとして定義することです。ユーザは，
damaddコマンドを実行する前に，物理ファイルを作成しておく必要があります。

ディファード更新機能を使用する場合は，damaddコマンドに -dオプションを指定しま
す。-dオプションを指定すると，指定した論理ファイルをディファード更新指定のファ
イルとして追加できます。

また，回復対象外のファイルとして追加登録したい場合は，-nオプションを指定します。
さらに，キャッシュレスアクセス方式を指定したい場合は，-fオプションも同時に指定
します。

論理ファイルをオンラインから切り離すには damrmコマンドを，物理ファイルを削除
するには damdelコマンドを使用します。オンラインで使用している物理ファイルを削
除する場合，対応する論理ファイルを damrmコマンドでオンラインから切り離したあ
と，damdelコマンドを実行してください。

また，オンラインで使用中（オープン中）の DAMファイルは，damrmコマンドでオン
ラインから切り離すことはできません。オンラインから切り離すには，該当する論理
ファイルをオープンしているすべてのサービスで，論理ファイルをクローズする必要が
あります。

4.6.5　論理ファイルの論理閉塞と閉塞解除
オンラインに登録した DAMファイルのアクセスを禁止するには，damholdコマンドで
論理ファイルを論理閉塞します。

また，オンライン中に DAMファイルをメンテナンスするためには，オンラインから
DAMファイルを切り離す必要があります。オンラインから DAMファイルを切り離すに
は，damhold，damrmの順でコマンドを入力してください。

damholdコマンドで論理閉塞した DAMファイルをオンラインでアクセスできるように
するには，damrlesコマンドを使用します。また，障害回復後にオンラインに復帰した
DAMファイルをアクセスできるようにするときにも，damrlesコマンドを使用します。

なお，DAMサービスは，damholdコマンドを受け付けた時点で，指定されたファイル
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のアクセスを禁止状態にします。ディファード更新指定のファイルを論理閉塞する場合，
そのファイルに対応するバッファ領域のブロックがディスクに出力されるまで論理閉塞
待ち状態となり，論理閉塞されません。そのため，バッファ領域のブロックがディスク
に出力されるまで，論理ファイルは削除できません。damrmコマンドを実行してもコマ
ンドエラーとなります。

4.6.6　DAMファイルのバックアップとリストア

（1） DAMファイルのバックアップ

DAMファイルをバックアップするには dambkupコマンドを使用します。

バックアップは，オフラインでも，オンライン中でも実行できます。オンライン中に
バックアップすることをオンラインバックアップといいます。

オフラインでバックアップする手順を次に示します。

1. damholdコマンドを実行して論理ファイルを論理閉塞します。
2. damrmコマンドを実行して，論理閉塞した論理ファイルをオンラインから切り離し
ます。

3. -oオプションを指定しない dambkupコマンドを実行して DAMファイルをバック
アップします。

オンラインバックアップは，dambkupコマンドに -oオプションを指定して実行します。
オンラインバックアップの場合，DAMファイルの論理閉塞（damholdコマンドの実行）
やオンラインからの切り離し（damrmコマンドの実行）の必要はありません。

なお，オンラインバックアップしたファイルを使用して DAMファイルを回復すると，
回復時に使用するアンロードジャーナルファイルの量が少なくて済みます。そのため，-o
オプションを指定しないでバックアップしたファイルを使用して DAMファイルを回復
する場合と比べて，DAMファイルの回復処理に必要な時間が少なくて済みます。

ユーザは，業務を開始する前に，必ず DAMファイルをバックアップしてください。

（2） バックアップの出力先

バックアップの出力先には，ファイルまたは標準出力を指定できます。ファイルに出力
する場合は，dambkupコマンドでファイル名を指定します。標準出力に出力する場合
は，dambkupコマンドで -sオプションを指定します。

（3） DAMファイルのリストア

バックアップしたファイルをリストアするには damrstrコマンドを使用します。

リストアの入力元には，ファイルまたは標準入力を指定できます。ファイルからバック
アップを入力する場合は damrstrコマンドにファイル名を指定します。標準入力から
バックアップを入力する場合は，damrstrコマンドに -sオプションを指定します。
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4.6.7　DAMファイルの回復
DAMファイルの回復を DAM FRCといいます。

DAM FRCは，damfrcコマンドで実行します。damfrcコマンドを実行すると，DAM
ファイルのバックアップと，指定したアンロードジャーナルファイル，または集積
ジャーナルファイルを使用して，DAMサービス定義で指定された論理ファイルを障害が
発生した直前の状態にまで回復します。ただし，damfrcコマンドは回復対象ファイルに
対してだけ実行できます。回復対象外ファイルに対して damfrcコマンドを実行しても，
ファイルは回復できません。

damfrcコマンドを実行すると，DAM FRCで使用する引き継ぎファイルを OpenTP1が
作成します。引き継ぎファイルは，各アンロードジャーナルの処理が完了するごとに，
カレントディレクトリ上に jnlcolc***（***はキー），または jnlcolc***.bak（一時的な
バックアップファイル）というファイル名で作成されます。引き継ぎファイルは DAM 
FRCを複数回に分けて実行するときに使用されます。引き継ぎファイルには，引き継が
なければならないジャーナル情報が取得されます。OpenTP1は，-eオプション指定時の
DAM FRC完了後，引き継ぎファイルを削除します。

なお，DAM FRC実行の手順については，「10.2.6　DAMファイル」を参照してくださ
い。

（1） DAM FRCを 1回で実行するとき

一度で DAM FRCが完了する場合は，damfrcコマンドに -s，-eオプションを両方とも
指定します。-sオプションを指定すると，前回の DAM FRCを引き継ぎません。

（2） DAM FRCを複数回に分けて実行するとき

複数のアンロードジャーナルファイルがある場合，DAM FRCを複数回に分けて実行で
きます。この場合，最初に実行する damfrcコマンドには -sオプションを，最後に実行
する damfrcには -eオプションを指定します。

（3） 複数の DAM FRCを同時に実行するとき

複数の DAM FRCを同時に実行するときには，引き継ぎファイルを個別に作成する必要
があります。この場合，damfrcコマンドに -kオプションを指定します。-kオプション
で別のキーを指定すると，別の引き継ぎファイルが作成されます。最後に実行する
damfrcコマンドには -eオプションを指定してください。

（4） 途中の世代のシステムジャーナルファイルを使用して DAM FRCを実行す
るとき

オンライン中に DAMファイルをバックアップした場合，その時点の世代以降のシステ
ムジャーナルファイルを使用して DAM FRCを実行できます。この場合，damfrcコマン
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ドに -gオプションを指定します。

（5） 集積ジャーナルファイルを使用して DAM FRCを実行するとき

jnlcolcコマンドで作成済みの集積ジャーナルファイルを使用して DAM FRCを実行する
と，DAM FRCの処理時間を短縮できます。この場合，damfrcコマンドに -cオプション
を指定します。

4.6.8　DAMファイルの排他
ブロック排他の場合は，次に示す形式を資源名称として排他されます。

　論理ファイル名＋ハイフン（－）＋（相対ブロック番号＋ 1（16進数））

ファイル排他の場合は，次に示す形式を資源名称として排他されます。

　論理ファイル名（8文字）＋スペース（△）

論理ファイル名が 8文字に満たない場合は，8文字になるように DAMサービスがスペー
スを挿入します。したがって，ファイル排他の場合，資源名の長さは必ず 9文字になり
ます。

ファイル排他とブロック排他の例を次に示します。

1. 論理ファイル dam1 の相対ブロック番号 30にブロック排他した場合
排他資源名＝ "dam1－ 1f"

2. 論理ファイル dam1 をファイル排他した場合
排他資源名＝ "dam1△△△△△ "

4.6.9　オンライン中に DAMファイルを追加する手順
オンライン中に DAMファイルを追加する手順を次に示します。

1. 物理ファイルを damloadコマンドで作成します。
2. damaddコマンドで，1.で作成した物理ファイルを論理ファイルと対応付けます。こ
のとき，DAMサービス定義に指定していない論理ファイルを指定してください。

4.6.10　DAMファイルのキャッシュブロック数の設定
DAMサービスでは，一度読み込んだ DAMファイルのブロックデータを DAMサービス
専用の共用メモリにためておき，同じブロックに参照要求があったときにメモリ上の
データを利用することでファイルに対する I/O回数を削減します。共用メモリ内では各
DAMファイルごとにブロックデータをチェイン管理しています。このブロックデータを
格納する領域をキャッシュブロックといいます。

damchdefコマンドを使用すると，一つの DAMファイルで管理するキャッシュブロック
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数の上限（しきい値）を設定できます。しきい値を設定すると，未使用状態のキャッ
シュブロックが再利用されるためメモリ資源を有効に使用できます。

キャッシュブロック数のしきい値を決定するときの運用例を次に示します。

1. damchinfコマンドを実行して，キャッシュブロック情報を取得します。damchinfコ
マンドの実行結果の例を，次に示します。

2. UAPのアクセス形態によるしきい値に指定する値を考察します。
• 以降，damfile1にほとんどアクセスしない業務の場合

damfile0，damfile2に割り当てられるキャッシュブロック領域は約 20%しかあり
ません。damfile1には，以降ほとんどアクセスしないことから，damfile1の
キャッシュブロックチェインにつながっている 7,900個分のキャッシュブロック用
領域は確保されたままになります。そこで，damfile1のしきい値に小さい値を指定
することで，確保されたままのキャッシュブロック用領域を小さくし，damfile0，
damfile2に割り当てるキャッシュブロック領域を大きくできます。また，damfile1
のキャッシュブロックチェインにキャッシュブロックが多数つながっているため，
キャッシュブロック用領域が不足するとクリーンアップ処理が実行されます。この
場合，クリーンアップ対象が "1"となっていることから，damfile1のキャッシュブ
ロックチェインがクリーンアップ対象となります。そのため，7,900個のキャッ
シュブロック解放処理が実行されることから，急激な性能劣化が予想されます。こ
の現象を抑止するためにも，damfile1にしきい値を指定することが有効です。

• damfile1に頻繁にアクセスする業務の場合
damfile1に頻繁にアクセスするということは，damfile1のキャッシュブロック
チェインの検索処理が頻繁に実行されることになります。この場合，しきい値を指
定することで，キャッシュブロックチェインを短くでき，その結果チェイン検索時
間が短縮します。ただし，しきい値が小さ過ぎる場合，キャッシュ効率が悪化する
ため，かえって性能劣化となります。しきい値を変更しながら最適な値を決定して
ください。

• すべての DAMファイルにまんべんなくアクセスする業務の場合
すべての DAMファイルにまんべんなくアクセスするため，各 DAMファイルに割
り当てられるキャッシュブロック用領域は平均化していることが望まれます。各
DAMファイルのしきい値に同等な値を設定すると各 DAMファイルが使用する
キャッシュブロック用領域が平均化されます。

4.6.11　DAMファイルのブロック長の拡張
DAMファイルのブロック長を拡張するには dambkupコマンドでバックアップしたあ
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と，damrstrコマンドでリストア先物理ファイルのブロック長を指定します。ブロック
長の拡張には，ブロック構成を維持する方式とブロック構成を維持しない方式がありま
す。ブロック構成を維持する方式は，バックアップ元 DAMファイルのブロック構成を
リストア先 DAMファイルでも維持します。ブロック構成を維持しない方式は，バック
アップ元 DAMファイルのデータをリストア先 DAMファイルの先頭ブロックから詰め
て格納します。ブロック構成を維持する場合は，damrstrコマンドに -eオプションと拡
張後のブロック長を指定します。ブロック構成を維持しない場合は，damrstrコマンド
に -pオプションと拡張後のブロック長を指定します。なお，オンラインバックアップし
たファイルのブロック長は拡張できません。また，damfrcコマンドに指定する回復対象
定義ファイルに，ブロック長を拡張した DAMファイルを指定することはできません。

4.6.12　DAMファイルのユーザデータの抽出
DAMファイルの管理情報を除いたユーザデータだけを抽出するには，dambkupコマン
ドに -dオプションを指定します。抽出したユーザデータは damrstrコマンドでリストア
できません。
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4.7　TAMファイルの運用

TAMファイルの運用について説明します。TAMファイルのサイズの見積もり式につい
ては，「付録H.6　TAMファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。

4.7.1　TAMファイルの作成
ユーザは，OpenTP1ファイルシステムを作成したあと，tamcreコマンドを使用して
TAMファイルを作成します。このとき，OpenTP1ファイルシステムのアクセス権は
ユーザ用としてください。また，TAMファイル名は，TAMサービス定義の物理ファイ
ル名と同じ名称を指定してください。作成した TAMファイルと TAMテーブルの対応関
係は，TAMサービス定義で指定します。

TAMサービス定義については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してくだ
さい。

tamcreコマンド実行時，TAMファイルの作成と同時に初期データを TAMファイルに格
納できます。そのためには，tamcreコマンド実行前に，TAMデータファイル（TAM
ファイルの初期データを格納するファイル）を作成し，初期データを格納しておく必要
があります。なお，tamcreコマンドで -sオプションを指定するかどうかで，TAMファ
イルのデータ部のレコード形式が異なります。

TAMデータファイルの形式と -sオプションを指定しない場合の TAMファイルのデータ
部のレコード形式との関係，および -sオプションを指定した場合の TAMファイルの
データ部のレコード形式との関係を以降の図に示します。
262



4.　OpenTP1のファイルの運用
図 4-11　TAMデータファイルの形式と TAMファイルのデータ部のレコード形式との関
係（-sオプション指定なし）

図 4-12　TAMデータファイルの形式と TAMファイルのデータ部のレコード形式との関
係（-sオプション指定あり）
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4.7.2　TAMテーブルの状態管理
オンライン中の TAMテーブルは，次の三つの状態で管理されます。

• 論理閉塞
tamholdコマンドで TAMテーブルを論理閉塞した状態です。

• 障害閉塞
ディスク障害などが発生して TAMテーブルを閉塞した状態です。

• 未閉塞
オンラインでアクセスできる状態です。

4.7.3　TAMテーブルの状態表示
TAMテーブルの状態は tamlsコマンドで表示できます。

表示内容は TAMテーブル名，使用中レコード数などです。

4.7.4　TAMテーブルの追加と切り離し
オンラインに TAMテーブルを追加するには，tamaddコマンドを使用します。追加した
TAMテーブルのローディング契機，アクセス形態は tamaddコマンドのオプションに従
います。追加完了後，tamrlesコマンドで閉塞を解除すると，TAMテーブルをオンライ
ンでアクセスできるようになります。

また，tamaddコマンドに -iオプションを指定した場合の TAMテーブルは，I/O障害処
理続行型テーブルとなります。この場合，TAMファイルの更新時に入出力エラーが発生
しても，該当する TAMファイルは障害閉塞状態になりません。そのため，同一オンライ
ンの UAPからは，アクセスを続行できます。ただし，オンライン再開始時には，TAM
ファイルの状態に不整合が生じるのを防ぐ必要があります。そのため，前回のオンライ
ンで障害が発生したままの TAMテーブル（I/O障害処理続行型テーブル）は，オンライ
ン再開始時，オンラインから切り離されます。オンライン再開始後，TAMファイルを回
復して，再びオンラインへ追加登録してください。

長いレコードの一部分だけ更新するような場合，更新した部分だけのジャーナルを取得
すると，ジャーナル量を削減できます。TAMテーブルを追加するときに tamaddコマン
ドで -jオプションを指定します。

TAMテーブルをオンラインから切り離すには，tamrmコマンドを使用します。オンラ
インから一度切り離した TAMテーブルを同じ TAMテーブル名で再び追加する場合，
ファイル属性（レコード長，キー長など）が同じであれば追加できます。

4.7.5　TAMテーブルの論理閉塞と閉塞解除
オンラインに登録した TAMテーブルのアクセスを禁止するには，tamholdコマンドで
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論理閉塞します。

論理閉塞した TAMテーブルをオンラインでアクセスできるようにするには，tamrlesコ
マンドで閉塞解除します。また，障害回復後，tamaddコマンドでオンラインに追加した
TAMテーブルをアクセスできるようにする場合も，tamrlesコマンドを使用します。

4.7.6　TAMテーブルのロードとアンロード
TAMテーブルをメモリ上にロードする契機は，TAMサービス定義のローディング契機
の指定によって決まります。

startを指定した場合：TAMサービス開始時にロード

cmdを指定した場合：tamloadコマンド実行時にロード

libを指定した場合：TAMテーブルオープン時にロード

ローディング契機が cmdの TAMテーブルは，tamunloadコマンドでアンロードできま
す。

4.7.7　TAMファイルのバックアップとリストア

（1） TAMファイルのバックアップ

TAMファイルをバックアップするには tambkupコマンドを使用します。

バックアップは，オフラインでも，オンライン中でも実行できます。オンライン中に実
行バックアップすることをオンラインバックアップといいます。

オフラインでバックアップする手順を次に示します。

1. tamholdコマンドを実行して TAMテーブルを論理閉塞します。
2. tamrmコマンドを実行して，論理閉塞した TAMテーブルをオンラインから切り離し
ます。

3. -oオプションを指定しない tambkupコマンドを実行して，TAMファイルをバック
アップします。

オンラインバックアップは，tambkupコマンドに -oオプションを指定して実行します。
オンラインバックアップの場合，TAMテーブルの論理閉塞（tamholdコマンドの実行）
やオンラインからの切り離し（tamrmコマンドの実行）の必要はありません。

なお，オンラインバックアップしたファイルを使用して TAMファイルを回復すると，回
復時に使用するアンロードジャーナルファイルの量が少なくて済みます。そのため，-o
オプションを指定しないでバックアップしたファイルを使用して TAMファイルを回復す
る場合と比べて，TAMファイルの回復処理に必要な時間が少なくて済みます。

ユーザは，業務を開始する前に，必ず TAMファイルをバックアップしてください。
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（2） バックアップの出力先

バックアップの出力先には，ファイルまたは標準出力を指定できます。ファイルに出力
する場合は，tambkupコマンドにファイル名を指定します。標準出力に出力する場合
は，tambkupコマンドに -sオプションを指定します。

（3） TAMファイルのリストア

バックアップしたファイルをリストアするには tamrstrコマンドを使用します。

リストアの入力元には，ファイルまたは標準入力を指定できます。ファイルからバック
アップを入力する場合は tamrstrコマンドにファイル名を指定します。標準入力から
バックアップを入力する場合は，tamrstrコマンドに -sオプションを指定します。

4.7.8　TAMファイルからの TAMデータファイルの作成
オンライン終了後，またはオンラインから TAMテーブルを切り離したあとに，オンライ
ンでアクセスした TAMファイルから TAMデータファイルを作成できます。この場合，
-dオプションを指定した tambkupコマンドを実行します。-dオプションを指定した
tambkupコマンドを実行すると，TAMファイル内の有効レコードから，TAMデータ
ファイルが作成されます。作成される TAMデータファイルには，キー値を基に昇順に
ソートされたデータが格納されます。ユーザは，オフラインで TAMデータファイルの内
容を更新できます。更新後，tamcreコマンドを実行すると，オフライン中に更新した内
容が反映された TAMファイルを作成できます。

4.7.9　TAMファイルの削除
TAMファイルを削除するには，tamdelコマンドを使用します。オンラインで使用して
いる TAMファイルを削除する場合，対応する TAMテーブルを tamrmコマンドでオン
ラインから切り離したあと，tamdelコマンドを実行してください。

4.7.10　TAMファイルの回復
TAMファイルの回復を TAM FRCといいます。

TAM FRCは，tamfrcコマンドで実行します。tamfrcコマンドを実行すると，TAM
ファイルのバックアップと，指定したアンロードジャーナルファイル，または集積
ジャーナルファイルを使用して，障害が発生した直前の状態にまで TAMファイルを回復
します。

tamfrcコマンドを実行すると，TAM FRCで使用する引き継ぎファイルを OpenTP1が
作成します。引き継ぎファイルは，TAM FRCを複数回に分けて実行するときに使用さ
れます。引き継ぎファイルには，引き継がなければならないジャーナル情報が取得され
ます。OpenTP1は，-eオプション指定時の TAM FRC完了後，引き継ぎファイルを削除
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します。

tamfrcコマンドで -fオプションを指定すると，複数の TAMファイルを回復できます。
テキストエディタで回復対象定義ファイルを作成してください。回復対象定義ファイル
に複数の TAMファイルを指定します。tamfrcコマンド実行時に -fオプションと作成し
た回復対象定義ファイルを指定します。

TAM FRC実行の手順については，「10.2.7　TAMファイル」を参照してください。

（1） TAM FRCを 1回で実行するとき

一度で TAM FRCが完了する場合は，tamfrcコマンドに -s，-eオプションを両方とも指
定します。-sオプションを指定すると，前回の TAM FRCを引き継ぎません。

（2） TAM FRCを複数回に分けて実行するとき

複数のアンロードジャーナルファイルがある場合，TAM FRCを複数回に分けて実行で
きます。この場合，最初に実行する tamfrcコマンドには -sオプションを，最後に実行
する tamfrcコマンドには -eオプションを指定します。

（3） 集積ジャーナルファイルを使用して TAM FRCを実行するとき

jnlcolcコマンドで作成済みの集積ジャーナルファイルを使用して TAM FRCを実行する
と，TAM FRCの処理時間を短縮できます。この場合，tamfrcコマンドに -jオプション
を指定します。

4.7.11　TAMファイルの排他
レコード排他の場合，レコード識別子（'R'）＋ TAMテーブル番号（10進数 5けた）＋
レコード番号（10進数 10けた）を資源名称として排他されます。

テーブル排他の場合，テーブル識別子（'T'）＋ TAMテーブル番号（10進数 5けた）を
資源名称として排他されます。

レコード資源名称およびテーブル資源名称の形式を次に示します。

 
レコード資源名称:Raaaaabbbbbbbbbb (16けた)
テーブル資源名称:Taaaaa           (6けた)
 

R：レコード識別子

T：テーブル識別子

aaaaa：テーブル番号 (5けた )

bb....bb：レコード番号 (10けた )
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また，デッドロック情報ファイル，タイムアウト情報ファイル，または lcklsコマンドで
表示された TAM排他資源の内容を明確にするには，tamlcklsコマンドに資源名称を指
定します。

4.7.12　オンライン中に TAMファイルを追加する手順
オンライン中に TAMファイルを追加する手順を次に示します。

1. TAMファイルを tamcreコマンドで作成します。
2. tamaddコマンドで，1.で作成した TAMファイルを TAMテーブルと対応付けます。
このとき，TAMサービス定義に指定していない TAMテーブルを指定してください。
なお，TAMサービス定義に指定してある TAMテーブルでも，tamrmコマンドでオ
ンラインから切り離されていれば指定できます。

4.7.13　TAMファイル作成後のシノニム情報の表示
tamcreコマンドで作成したハッシュ形式の TAMファイルについて，シノニムがどの程
度発生しているかを表示するには，tamhslsコマンドを使用します。

4.7.14　TAMファイルのレコード数の拡張
TAMファイルのレコード数を拡張する場合は，いったん，tambkupコマンドの -dオプ
ションでユーザデータだけをバックアップしたあと，tamcreコマンドでレコード数を拡
張した新規ファイルを作成してください。その後，tamcreコマンドの -dオプションで
バックアップしたデータを TAMファイルに割り当ててください。

tamcreコマンドでレコード数を拡張した新規ファイルを作成したあと，tamrstrコマン
ドでリストアしても，バックアップファイルの制御情報が上書きされるためにレコード
数は拡張されませんので注意してください。
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メッセージの送受信について説明します。この章で説明するコ
ネクションが，ユーザの使用するプロトコルで何に相当するか
は，各プロトコルのマニュアルを参照してください。
また，OpenTP1のメッセージ制御機能を使う場合，次に示す
プログラムプロダクトが前提となります。
・TP1/Message Control（メッセージ制御機能の管理）
・TP1/NET/Library（ネットワークの制御）
・TP1/NET/各プロトコル名（通信プロトコル別のインタ
フェースの制御）

5.1　MCF通信サービスに関する運用

5.2　コネクションに関する運用

5.3　アプリケーションに関する運用

5.4　論理端末に関する運用

5.5　サービスグループに関する運用

5.6　サービスに関する運用

5.7　各プロトコル固有の運用

5.8　メッセージキューの滞留監視

5.9　キューに関する運用

5.10　MCF構成変更再開始機能に関する運用
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5.1　MCF通信サービスに関する運用

ここでは，MCF通信サービスに関する運用について説明します。

（1） MCF通信サービスの状態表示

MCF通信サービスの状態は，mcftlscomコマンドで表示できます。表示内容はMCF通
信サーバ名，MCF通信サーバのプロセス ID，MCF通信サービスの状態などです。

MCF通信サービスの状態は，UAPからの関数の発行でも取得できます。詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（2） MCF通信サービスの開始の待ち合わせ

mcftlscomコマンドに -wオプションを指定することで，MCF通信サービスの開始を待
ち合わせることができます。これによって，dcstartコマンド（Windowsの場合は
ntbstartコマンド）がリターンした直後に，MCF通信サービスが開始したかどうかを意
識しないでMCFの運用コマンドを実行できます。

以降，OSが UNIXで，運用コマンド（mcfuevt）を実行する場合を例に説明します。

MCF通信サービスの開始を待ち合わせない場合の，運用コマンド実行時の処理の流れ
を，次の図に示します。
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図 5-1　運用コマンド実行時の処理の流れ（MCF通信サービスの開始を待ち合わせない
場合）

この図では，MCF通信サービスの開始処理中であるため，mcfuevtコマンドの受け付け
ができません。MCF通信サービスが開始したかどうかは，mcftlscomコマンドを繰り返
し実行して確認する必要があります。

MCF通信サービスの開始を待ち合わせる場合の運用コマンド実行時の処理の流れを，次
の図に示します。
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図 5-2　運用コマンド実行時の処理の流れ（MCF通信サービスの開始を待ち合わせる場
合）

この図では，mcftlscomコマンドがMCF通信サービスの開始を待ってからリターンしま
す。このため，MCF通信サービスの開始を確認しなくても，mcfuevtコマンドを実行で
きます。
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5.2　コネクションに関する運用
ここでは，コネクションに関する運用について説明します。

（1） コネクションの状態表示

コネクションの状態は，mcftlscnコマンドで表示できます。mcftlscnコマンドに -dオプ
ションを指定すると，コネクションに対応する論理端末の情報も表示します。表示内容
はコネクション ID，プロトコル種別，コネクション状態などです。

コネクションの状態は，UAPからの関数の発行でも取得できます。詳細については，マ
ニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（2） コネクションの確立と解放

コネクション障害，またはmcftdctcnコマンドの入力でコネクションが閉塞中の場合，
mcftactcnコマンドでコネクションを確立できます。

mcftactcnコマンドで確立したコネクションを解放したいときには，mcftdctcnコマンド
を使用します。コネクションを正常に解放できない場合，mcftdctcnコマンドに -fオプ
ションを指定すると，コネクションを強制的に解放できます。コネクションを強制的に
解放すると，受信途中のメッセージは捨てられて入力キューに登録されません。送信中
の場合，送信処理は中断され，送信途中のメッセージは出力キュー上に残ります。

コネクションの確立と解放は，UAPからの関数の発行でも実行できます。詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（3） コネクションの切り替え

相手システムが異常終了したり，回線障害が発生したりした場合，mcftchcnコマンドで
コネクションを切り替え，メッセージ送受信を続行できます。ただし，切り替え先のコ
ネクションに障害が発生した場合は，mcftchcnコマンドを実行してもメッセージの送受
信はできません。

該当する論理端末をmcftdctleコマンドで閉塞し，切り替え元のコネクション，および切
り替え先のコネクションをmcftdctcnコマンドで解放したあと，mcftchcnコマンドを実
行してください。mcftchcnコマンドを実行すると，コネクションと論理端末の対応を切
り替え，切り替え先のコネクションでメッセージを送受信できます。

mcftchcnコマンドは，未送信メッセージがない状態で実行してください。出力キューに
未送信メッセージが残っている状態でmcftchcnコマンドを実行すると，未送信メッセー
ジは切り替え先のコネクションに送信されます。また，問い合わせ応答形態のUAPが問
い合わせメッセージを受信したあと，応答メッセージを送信する前にmcftchcnコマンド
を実行すると，応答メッセージは切り替え先のコネクションに送信されます。

コネクションを切り替えたあと，コネクションの状態を更新したい場合は，mcftactcnコ
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マンドでコネクションを確立してください。コネクション確立後，mcftlscnコマンドを
実行すると，コネクションを切り替えたあとのコネクション状態を表示できます。

なお，mcftchcnコマンドを実行するには，TP1/NET/High Availabilityをインストール
しておく必要があります。

（4） サーバ型コネクションの確立要求の受付開始と終了

サーバ型コネクションで，コネクション確立要求の受付を開始する場合は，mcftonlnコ
マンドを実行します。一方，コネクション確立要求の受付を終了する場合は，mcftofln
コマンドを実行します。また，mcftlslnコマンドの実行によって，確立要求の受付状態
を表示することもできます。

詳細については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル」の該当するプロトコル編を参照し
てください。
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5.3　アプリケーションに関する運用
ここでは，アプリケーションに関する運用について説明します。

（1） アプリケーションの状態表示

アプリケーションの状態は，mcfalsapコマンドで表示できます。

表示内容は，アプリケーション種別，アプリケーション名，アプリケーションの状態な
どです。

（2） アプリケーションの閉塞と閉塞解除

アプリケーションは，mcfadctapコマンドで閉塞できます。mcfadctapコマンドを実行
すると，オプションの指定によって入力キューの入力，入力キューのスケジュールを閉
塞します。また，アプリケーション属性定義で，アプリケーションが異常終了した場合
のアプリケーションの入力キューの入力，およびスケジュールの閉塞を指定
（aplihold=a）またはアプリケーションのスケジュールに閉塞を指定（aplihold=s）する
と，該当するアプリケーションが異常終了し，アプリケーション異常終了回数に達した
場合，そのアプリケーションは閉塞されます。

入力キューの入力を閉塞した場合，入力キューにすでにあるメッセージは正常に処理さ
れます。閉塞中にメッセージを受信すると，メッセージ廃棄通知イベント（ERREVT2）
が通知されます。

入力キューのスケジュールを閉塞中にメッセージを受信した場合，メッセージ廃棄通知
イベント（ERREVT2）が通知されます。

閉塞されたアプリケーションは，mcfaactapコマンドで閉塞解除できます。mcfaactap
コマンドを実行すると，アプリケーションの異常終了回数は初期化され，0が設定されま
す。

mcfadctapコマンド，またはmcfaactapコマンドで変更した状態（入力キューの入力，
および入力キューのスケジュール状態）を，全面回復時に引き継ぐことができます。
MCF通信構成定義の状態引き継ぎ定義で，アプリケーション数上限値を指定しておく
と，指定した値までの資源の状態を引き継ぎます。

（3） アプリケーション異常終了回数の初期化

アプリケーション異常終了回数は，アプリケーションが異常終了したときに加算されま
す。この回数がアプリケーション定義で指定した異常終了限界回数に達すると，アプリ
ケーション，またはサービスが自動的に閉塞されます。アプリケーション異常終了回数
を初期化（0を設定）する場合には，mcfaclcapコマンドを実行してください。なお，ア
プリケーション異常終了回数は，mcfaactapコマンドでアプリケーションを閉塞解除し
た時点でも初期化されます。
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（4） アプリケーションに関するタイマ起動要求の表示

アプリケーションに関するタイマ起動要求の状態は，mcfalstapコマンドで表示できま
す。表示内容は，アプリケーション名やアプリケーション起動要求の受付時刻などです。

（5） アプリケーションに関するタイマ起動要求の削除

タイマ起動要求をしたアプリケーションの起動を停止するには，mcfadltapコマンドを
使用します。mcfadltapコマンドを実行すると，指定されたアプリケーションに対する
タイマ起動要求を削除し，アプリケーションの起動を停止します。

アプリケーションに関するタイマ起動要求の削除は，UAPからの関数の発行でも実行で
きます。詳細については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してく
ださい。

（6） アプリケーションプログラムの起動

運用コマンドから直接アプリケーションプログラムを起動できます。mcfuevtコマンド
を実行すると，アプリケーション属性定義（mcfaalcap）に指定したアプリケーション名
（UCMDEVT）に対応するサービスを起動します。
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5.4　論理端末に関する運用
ここでは，論理端末に関する運用について説明します。

（1） 論理端末の状態表示

論理端末の状態は，mcftlsleコマンドで表示できます。

表示内容はMCF識別子，論理端末名称，論理端末状態，未送信メッセージ数，最大未送
信メッセージ数などです。

TP1/NET/OSI-TPでは，論理端末に状態を持ちません。

論理端末の状態は，UAPからの関数の発行でも取得できます。詳細については，マニュ
アル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（2） 論理端末の閉塞と閉塞解除

論理端末は，mcftdctleコマンドで閉塞できます。閉塞中の分岐メッセージの送信要求
は，出力キューに滞留します。

論理端末の閉塞は，mcftactleコマンドで解除できます。閉塞が解除されると，出力
キュー上に残っているメッセージが送信されます。

メッセージの受信仕掛り中，または送信仕掛り中に，論理端末を閉塞するmcftdctleコマ
ンドを実行した場合，OpenTP1の動作はご使用のプロトコル製品によって異なります。
プロトコル製品ごとの OpenTP1の動作を次の表に示します。

表 5-1　受信仕掛り中，または送信仕掛り中にmcftdctleコマンドを入力したときの動作

状況 OpenTP1の動作 ご使用のプロトコル製品

受信仕掛
り中の
mcftdctle
入力

受信仕掛り中のメッセージを破棄します。
以降の受信メッセージは入力キューに登録しません。

• TP1/NET/C/S560
• TP1/NET/HNA-NIF
• TP1/NET/HSC（HSC2手順の
場合）

• TP1/NET/OSAS-NIF
• TP1/NET/User Agent
• TP1/NET/User Datagram 

Protocol
• TP1/NET/XMAP3

論理端末が閉塞状態でも，メッセージを受信します。
論理端末閉塞によるメッセージ受信処理への影響は
ありません。

• TP1/NET/HDLC
• TP1/NET/HSC（HSC1手順の
場合）

• TP1/NET/NCSB
• TP1/NET/Secondary Logical 

Unit - TypeP2
• TP1/NET/TCP/IP
• TP1/NET/X25
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論理端末の閉塞と閉塞解除は，UAPからの関数の発行でも実行できます。詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（3） 論理端末のメッセージキューの先頭スキップ

誤って送信要求したメッセージや送信に失敗したメッセージを破棄したい場合，
mcftspqleコマンドを使用します。mcftspqleコマンドを実行すると，キューイングされ
ているメッセージの先頭メッセージを破棄できます。ただし，mcftspqleコマンドを実行
する前に，mcftdctleコマンドで論理端末を閉塞しておく必要があります。TP1/NET/
HNA-560/20プロトコルを使用している場合は，さらにmcftdctssコマンドでセション
を終了しておく必要があります。

また，mcftspqleコマンドを実行する前に，mcftlsleコマンドで論理端末の状態を表示す
ると，論理端末の状態や未送信メッセージ数などを確認できます。

（4） 論理端末の出力キューの内容複写

端末障害が発生したような場合，mcftdmpquコマンドで出力キューに滞留しているディ
スクメッセージの内容を確認できます。mcftdmpquコマンドを実行すると，出力キュー
の内容が指定したファイルに複写されます。-aオプションを指定すると，以前
mcftdmpquコマンドを実行したときの複写先ファイルに，出力キューの内容が再び追加
書き込みされます。

ただし，mcftdmpquコマンドを単独で使用する場合は，mcftdmpquコマンドを実行す
る前にmcftdctleコマンドで論理端末を閉塞しておく必要があります。また，mcftdlqle

送信仕掛
り中の
mcftdctle
入力

mcftdctleコマンドがエラーリターンします。
分岐メッセージの送信仕掛り中でない場合は，論理
端末は閉塞されます。

• TP1/NET/NCSB
• TP1/NET/Secondary Logical 

Unit - TypeP2
• TP1/NET/X25

分岐メッセージの送信処理が中断されます。
UAPからの送信メッセージは，出力キュー上に格納
されます。

• TP1/NET/C/S560
• TP1/NET/HDLC
• TP1/NET/HSC
• TP1/NET/User Agent
• TP1/NET/XMAP3

分岐メッセージの送信処理が中断されます。
UAPからの送信メッセージは，破棄されます。

• TP1/NET/HNA-NIF

分岐メッセージの送信処理が中断されます。
UAPからの送信メッセージは，出力キューにディス
クキューを使用している場合は，出力キュー上に格
納されます。出力キューにメモリキューを使用して
いる場合は，破棄されます。

• TP1/NET/OSAS-NIF

分岐メッセージの送信処理を中断しません。
送信仕掛り中のメッセージの送信完了後に論理端末
が閉塞されます。

• TP1/NET/TCP/IP
• TP1/NET/User Datagram 

Protocol

状況 OpenTP1の動作 ご使用のプロトコル製品
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コマンド（出力キューの削除）と組み合わせてmcftdmpquコマンドを使用する場合は，
mcftdmpquコマンドを実行する前にmcfthldoqコマンドで出力キュー処理を保留してお
く必要があります。このとき，mcftdlqleコマンドの -dオプション（削除種別）には
diskを指定してください。

（5） 論理端末の出力キュー処理の保留と保留解除

論理端末の出力キューの内容複写（mcftdmpquコマンド）と削除（mcftdlqleコマンド）
を続けて行う場合は，複写するメッセージ件数と削除するメッセージ件数を一致させる
必要があります。そのため，この間出力キューへの入力，およびスケジュールを抑止し
なければなりません。このように一時的な出力キューへの入力，スケジュールの保留は，
mcfthldoqコマンドで実行できます。mcfthldoqコマンドを実行すると，オプションの指
定によって，出力キューの入力，スケジュール，または入力とスケジュールの両方を保
留します。

出力キュー処理の保留は，mcftrlsoqコマンドで解除できます。

mcfthldoqコマンドは OpenTP1システムに次のような影響を与えるので，使用する際に
はご注意ください。また，mcfthldoqコマンドを実行後，目的の処理が終了したら，必
ずmcftrlsoqコマンドを実行してください。

• 任意の論理端末の出力キューの入力を保留した場合，該当する論理端末に対してメッ
セージ送信を行ったUAPは，保留解除されるまで停止します。

• 複数の論理端末にメッセージ送信を行うUAPを使用する場合，その一つの論理端末
の出力キューの入力を保留すると，ほかの論理端末へのメッセージ送信も保留解除さ
れるまで停止することがあります。

• 保留中の論理端末が一つでも存在する場合に，正常終了，計画停止 A，または計画停
止 Bで OpenTP1を終了すると，OpenTP1は異常終了します。

mcfthldoqコマンド，またはmcftrlsoqコマンドで変更した状態（出力キューの入力，お
よびスケジュールの保留と保留解除状態）を，全面回復時に引き継ぐことができます。
MCF通信構成定義の状態引き継ぎ定義で，論理端末数の上限値を指定しておくと，指定
した値までの資源の状態を引き継ぎます。このとき，スケジュールの保留によって OTQ
に滞留していたメッセージは，全面回復後でも保留解除待ち状態で引き継がれます。入
力の保留によって OTQへの入力を待たされているメッセージは，全面回復時，OTQに
入力されます。

（6） 論理端末の出力キュー削除

コネクションの確立後，出力キューに残っているメッセージを破棄する場合，mcftdlqle
コマンドを使用します。

mcftdlqleコマンドのオプションの指定によって，ディスクキューだけを削除したり，
ディスクキューとメモリキューを両方とも削除したりできます。

ただし，mcftdlqleコマンドを単独で使用する場合は，mcftdlqleコマンドを実行する前
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にmcftdctleコマンドで論理端末を閉塞しておく必要があります。

TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを使用している場合は，さらにmcftdctssコマンドで
セションを終了しておく必要があります。また，論理端末が代行元論理端末であっては
なりません。

mcftdmpquコマンド（入出力キューの内容複写）と組み合わせてmcftdlqleコマンドを
使用する場合は，mcftdmpquコマンドを実行する前にmcfthldoqコマンドで出力キュー
処理を保留しておく必要があります。この場合，mcftdlqleコマンドの -dオプション
（削除種別）には diskを指定してください。

論理端末の出力キュー削除は，UAPからの関数の発行でも実行できます。詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

（7） 論理端末の出力キューの内容出力

端末障害が発生したような場合，次の手順で論理端末の出力キューの内容をファイルに
出力できます。

1. mcfthldoqコマンドを実行して，出力キュー処理を保留します。
2. mcftdmpquコマンドを実行して，出力キューの内容を指定したファイルに複写しま
す。

3. mcftdlqleコマンドを実行して，出力キューを削除します。このとき，-dオプション
（削除種別）には diskを指定してください。

4. mcftrlsoqコマンドを実行して，出力キュー処理の保留を解除します。

入出力キューのダンプファイルの形式については，「付録 A　入出力キューのダンプファ
イルの形式」を参照してください。

（8） 論理端末に関するメッセージジャーナル取得の開始と終了

メッセージジャーナル（MJ）を取得する場合，mcftactmjコマンドを使用します。
mcftactmjコマンドを実行すると，指定された論理端末に関するメッセージジャーナル
の取得を開始します。メッセージジャーナルは，入力メッセージ編集 UOCコール後と出
力メッセージ編集 UOCコール前に取得されます。

メッセージジャーナルの取得を終了するには，mcftdctmjコマンドを実行します。

（9） 論理端末に対する継続問い合わせ応答処理の強制終了

継続問い合わせ応答処理を終了する場合，mcftendctコマンドを使用します。mcftendct
コマンドを実行すると，指定した論理端末に対する継続問い合わせ応答を強制的に終了
できます。

なお，mcftendctコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/
HNA-560/20プロトコル使用時に使用できるコマンドです。
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継続問い合わせ応答処理については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/
XMAP3編」，またはマニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/HNA-560/20編」を参
照してください。

（10） 代行送信の開始と終了

メッセージ送信先の論理端末が閉塞状態の場合，または障害があってメッセージを出力
できない場合，mcftstaltコマンドを使用します。mcftstaltコマンドを実行すると，メッ
セージの出力を別の論理端末が代行します。

代行送信を終了するには，mcftedaltコマンドを実行します。

なお，mcftstalt，およびmcftedaltコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または
TP1/NET/HNA-560/20プロトコル使用時に使用できるコマンドです。

代行送信については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/XMAP3編」，または
マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/HNA-560/20編」を参照してください。
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5.5　サービスグループに関する運用
ここでは，サービスグループに関する運用について説明します。

（1） サービスグループの状態表示

サービスグループの状態は，mcftlssgコマンドで表示できます。

表示内容はサービスグループ名，サービスグループの状態，受信メッセージ数などです。

（2） サービスグループの閉塞と閉塞解除

サービスグループは，mcftdctsgコマンドで閉塞できます。mcftdctsgコマンドを実行す
ると，オプションの指定によって入力キューの入力，入力キューのスケジュールを閉塞
します。また，アプリケーション属性定義で，アプリケーションが異常終了した場合の
サービスグループのスケジュール閉塞（srvghold=s）を指定すると，アプリケーション
が異常終了し，アプリケーション異常終了限界回数になった場合にサービスグループは
閉塞されます。

入力キューの入力を閉塞した場合，入力キューにすでにあるメッセージは正常に処理さ
れます。閉塞中にメッセージを受信すると，メッセージ廃棄通知イベント（ERREVT2）
が通知されます。

入力キューのスケジュールを閉塞中にメッセージを受信したとき，メモリキューの場合
はメッセージ廃棄通知イベント（ERREVT2）が通知されます。ディスクキューの場合
は，サービスグループの閉塞解除後にメッセージを再スケジュールします。

再開始時に，前回のオンラインで仕掛り中だった入力メッセージの再スケジュールに失
敗すると，該当するサービスグループの入力キューのスケジュールは閉塞されます。

また，次に示すオペランドの指定値を超えたために UAPがタイムアウトで異常終了した
場合も，サービスおよびサービスグループが閉塞対象となります。

• trn_cpu_time
• watch_next_chain_time
• xat_trn_expiration_time

再スケジュール失敗の原因を取り除いたあと，mcftactsgコマンドを入力すると，サービ
スグループの閉塞を解除し，前回のオンラインで仕掛り中だった入力メッセージを再ス
ケジュールできます。

mcftdctsgコマンド，またはmcftactsgコマンドで変更した状態（入力キューの入力，お
よび入力キューのスケジュール状態）を，全面回復時に引き継ぐことができます。MCF
マネジャ定義の状態引き継ぎ定義で，サービスグループ数上限値を指定しておくと，指
定した値までの資源の状態を引き継ぎます。また，全面回復時に閉塞状態を引き継がな
い場合には，mcftdctsgコマンドに -rオプションを指定します。
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（3） サービスグループの入力キューの内容複写

サービスグループの入力キューの内容を出力できなくなったときなど，mcftdmpquコマ
ンドで入力キューに滞留しているディスクメッセージの内容を確認できます。
mcftdmpquコマンドを実行すると，入力キューの内容がファイルに複写されます。-aオ
プションを指定すると，以前mcftdmpquコマンドを実行したときの複写先ファイルに，
入力キューの内容が再び追加書き込みされます。

mcftdlqsgコマンド（入力キューの削除）と組み合わせてmcftdmpquコマンドを使用す
る場合は，mcftdmpquコマンドを実行する前にmcfthldiqコマンドで入力キュー処理を
保留しておく必要があります。この場合，mcftdlqsgコマンドの -dオプション（削除種
別）には diskを指定してください。

（4） サービスグループの入力キュー処理の保留と保留解除

サービスグループの入力キューの内容複写（mcftdmpquコマンド）と削除（mcftdlqsg
コマンド）を続けて行う場合は，複写するメッセージ件数と削除するメッセージ件数を
一致させる必要があります。そのため，この間入力キューへの入力，およびスケジュー
ルを抑止しなければなりません。このように一時的な入力キューへの入力，スケジュー
ルの保留は，mcfthldiqコマンドで行えます。mcfthldiqコマンドを実行すると，オプ
ションの指定によって，入力キューの入力，スケジュール，または入力とスケジュール
の両方を保留します。

入力キュー処理の保留は，mcftrlsiqコマンドで解除できます。

mcfthldiqコマンドは OpenTP1システムに次のような影響を与えるので，使用する際に
はご注意ください。また，mcfthldiqコマンドを実行後，目的の処理が終了したら，必ず
mcftrlsiqコマンドを実行してください。

• MCFアプリケーション起動サービスを使って起動する任意のサービスグループの入力
キューの入力を保留した場合，該当するMCFアプリケーション起動サービスは，す
べてのサービスグループの起動を保留します。

• MCF通信サービスが起動する任意のサービスグループの入力キューの入力を保留した
場合，その入力元論理端末への送信メッセージも，保留解除されるまで，OTQに滞留
します。

• MCF通信サービスが起動する任意のサービスグループの入力キューの入力を保留した
場合，該当するMCF通信サービスの処理性能が劣化することがあります。

• 入力キューへの入力が保留中であるサービスグループに対して，メッセージ入力が
あった場合，その入力元論理端末とその論理端末の属するコネクションに対する運用
コマンドがタイムアウトになることがあります。タイムアウトが発生しても，運用コ
マンドは受け付けられています。サービスグループの保留を解除したあとに運用コマ
ンドは実行されます。

• 保留中のサービスグループが一つでもある場合に，正常終了，計画停止 A，または計
画停止 Bで OpenTP1を終了すると，OpenTP1は異常終了します。
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mcfthldiqコマンド，またはmcftrlsiqコマンドで変更した状態（入力キューの入力，お
よびスケジュールの保留と保留解除状態）を，全面回復時に引き継ぐことができます。
MCFマネジャ定義の状態引き継ぎ定義で，サービスグループ数の上限値を指定しておく
と，指定した値までの資源の状態を引き継ぎます。このとき，スケジュールの保留に
よって ITQに滞留していたメッセージは，全面回復後でも保留解除待ち状態で引き継が
れます。入力の保留によって ITQへの入力を待たされているメッセージは，全面回復
時，ITQに入力されます。なお，サービスグループ数の上限値を指定した環境で，保留
状態を引き継ぎたくない場合は，mcfthldiqコマンドに -rオプションを指定してくださ
い。

（5） サービスグループの入力キュー削除

入力キューに残っているメッセージを削除する場合は，mcftdlqsgコマンドを使用しま
す。

mcftdlqsgコマンドのオプションの指定によって，ディスクキューだけを削除したり，
ディスクキューとメモリキューを両方とも削除したりできます。

ただし，mcftdlqsgコマンドを単独で使用する場合は，mcftdlqsgコマンドを実行する前
に，mcftdctsgコマンドでサービスグループを閉塞しておく必要があります。

mcftdmpquコマンド（入出力キューの内容複写）と組み合わせてmcftdlqsgコマンドを
使用する場合は，mcftdmpquコマンドを実行する前にmcfthldiqコマンドで入力キュー
処理を保留しておく必要があります。この場合，mcftdlqsgコマンドの -dオプション
（削除種別）には diskを指定してください。

（6） サービスグループの入力キューの内容出力

サービスグループの入力キューの内容を出力できなくなったときなど，次の手順でサー
ビスグループの入力キューの内容をファイルに出力できます。

1. mcfthldiqコマンドを実行して，入力キュー処理を保留します。
2. mcftdmpquコマンドを実行して，入力キューの内容を指定したファイルに複写しま
す。

3. mcftdlqsgコマンドを実行して，入力キューを削除します。このとき，-dオプション
（削除種別）には diskを指定してください。

4. mcftrlsiqコマンドを実行して，入力キュー処理の保留を解除します。入出力キュー
のダンプファイルの形式については，「付録 A　入出力キューのダンプファイルの形
式」を参照してください。
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5.6　サービスに関する運用
ここでは，サービスに関する運用について説明します。

（1） サービスの状態表示

サービスの状態はmcftlssvコマンドで表示できます。

表示内容はサービス名，サービスの状態などです。

（2） サービスの閉塞と閉塞解除

サービスは，mcftdctsvコマンドで閉塞できます。mcftdctsvコマンドを実行すると，オ
プションの指定によって，入力キューの入力や入力キューのスケジュールを閉塞します。
また，アプリケーション属性定義で，アプリケーションが異常終了した場合のサービス
の入力，スケジュールの閉塞（servhold=a）またはサービスのスケジュールの閉塞
（servhold=s）を指定すると，該当するアプリケーションが異常終了し，アプリケーショ
ン異常終了限界回数に達した場合，そのサービスは閉塞されます。

入力キューの入力を閉塞した場合，入力キューにすでにあるメッセージは正常に処理さ
れます。閉塞中にメッセージを受信すると，メッセージ廃棄通知イベント（ERREVT2）
が通知されます。

入力キューのスケジュールを閉塞中にメッセージを受信した場合，メッセージ廃棄通知
イベント（ERREVT2）が通知されます。

また，次に示すオペランドの指定値を超えたためにUAPがタイムアウトで異常終了した
場合も，サービスおよびサービスグループが閉塞対象となります。

• trn_cpu_time
• watch_next_chain_time
• xat_trn_expiration_time

閉塞されたサービスは，mcftactsvコマンドで閉塞解除できます。

mcftdctsvコマンド，またはmcftactsvコマンドで変更した状態（入力キューの入力，お
よび入力キューのスケジュール状態）を，全面回復時に引き継ぐことができます。

MCFマネジャ定義の状態引き継ぎ定義で，サービス数上限値を指定しておくと，指定し
た値までの資源の状態を引き継ぎます。
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5.7　各プロトコル固有の運用
ここでは，各プロトコル製品固有の運用について説明します。

5.7.1　セションの開始と終了
セションの開始はmcftactssコマンドで，セションの終了はmcftdctssコマンドで実行で
きます。

なお，mcftactssコマンド，およびmcftdctssコマンドは，TP1/NET/HNA-560/20プロ
トコル使用時に使用できるコマンドです。

セションについては，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/HNA-560/20編」を
参照してください。

5.7.2　バッファグループの使用状況表示
バッファグループの使用状況は，mcftlsbufコマンドで表示できます。

表示内容はMCF識別子，バッファグループ番号，バッファ数，使用中バッファ数，最大
バッファ使用数などです。

5.7.3　マップファイル
TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを使用してい
る場合に，マッピングサービス機能を使用できます。マッピングサービス機能で使用す
る dcmapchgコマンドと dcmaplsコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または
TP1/NET/HNA-560/20プロトコルの場合だけ使用できます。

マッピングサービス機能については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/
XMAP3編」，またはマニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/HNA-560/20編」を参
照してください。

（1） パス名の変更

マッピングサービス機能使用時，使用しているマップを切り替えたい場合は，dcmapchg
コマンドを使用します。dcmapchgコマンドを使用すると，次に示すマップファイルの
パス名を変更できます。

• 標準用物理マップ読み込みパス
• 交代用物理マップ読み込みパス
• 標準用 PAGECモジュール読み込みパス
• 交代用 PAGECモジュール読み込みパス
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（2） 資源の表示

dcmaplsコマンドを使用してロード済みの物理マップ，または PAGECモジュールを表
示できます。dcmaplsコマンドに -sオプションを指定します。

dcmaplsコマンドに -pオプションを指定すると，マップファイルパスのパス名が表示さ
れます。
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5.8　メッセージキューの滞留監視
入力キューに滞留するメッセージキューを一定の時間間隔で監視する機能を，メッセー
ジキューの滞留監視機能といいます。この機能はユーザサーバ（MHP）だけで有効で
す。メッセージキューの滞留監視機能の概要を次の図に示します。

図 5-3　メッセージキューの滞留監視機能の概要

1. MCFサービスの開始後，入力キューに滞留するメッセージキューの監視が始まりま
す。
メッセージキューの滞留数だけを監視している時間を滞留数監視区間と呼びます。監
視はMCFサービスが終了するまで行われます。

2. 入力キューに滞留しているメッセージ数が，しきい値を超えた場合は，一定の時間間
隔で MHPの処理能力を監視します。
この時間を処理能力判定区間と呼びます。処理能力判定区間で，MHPの処理能力が
期待件数に満たない場合，KFCA11820-Wメッセージを出力して処理を続行するか，
または KFCA11821-Eメッセージを出力して OpenTP1システムをダウンします。

なお，メッセージキューの滞留監視の開始後，監視対象として定義したサービスグルー
プがMCFアプリケーション属性定義に定義されていない場合は，KFCA11822-Wメッ
セージが出力され処理は続行されます。

（1） 指定するオペランド

メッセージキューの滞留監視機能を使用するには，次に示すMCFマネジャ定義の
mcfmsvg定義コマンドを指定します。

• mcfmsvg -g "servgrpn=サービスグループ名 "
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入力キューの滞留監視を行うサービスグループ名を指定します。
• mcfmsvg -w "watchcnt=入力キューの滞留監視数 "
滞留数監視区間から処理能力判定区間に遷移する際の判断になる入力キューのメッ
セージ滞留数（しきい値）を指定します。

• mcfmsvg -w "watchint=入力キューの滞留監視インタバル時間 "
入力キューに滞留しているメッセージ数およびMHPの処理能力を監視するインタバ
ル時間を指定します。

• mcfmsvg -w "expectcnt=MHPに期待するサービス要求の処理数 "
次回のMHPの処理能力判定時までに期待するサービス要求の処理数（入力キューに
滞留しているメッセージが処理完了となる件数）を指定します。

• mcfmsvg -w "abort=yes｜ no"
MHPの処理能力の不足を検出した場合，OpenTP1システムをダウンさせるかどうか
を指定します。

それぞれのオペランドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照
してください。

（2） 処理の流れ

メッセージキューの滞留監視の処理の流れを説明します。

1. MCFサービスの開始後，滞留数監視区間が始まり，入力キューの滞留監視インタバ
ル時間（mcfmsvg -w watchintで指定）の間隔でメッセージキューの滞留数の監視を
開始します。

2. 入力キューに滞留しているメッセージ数が入力キューの滞留監視数（mcfmsvg -w 
watchcntで指定）を超えた時点で処理能力判定区間に入ります。
処理能力判定区間では，次に示す式によってMHPの処理能力が判定されます。

MHPの処理能力判定式

判定後の処理を次に示します。
• MHPの処理能力判定式が成立しない場合
処理が続行されます。

• MHPの処理能力判定式が成立し，MHPの処理能力の不足時に OpenTP1システム
をダウンさせる指定をしていない場合（mcfmsvg -w abortに noを指定）
KFCA11820-Wメッセージが出力され，処理が続行されます。

• MHPの処理能力判定式が成立し，MHPの処理能力の不足時に OpenTP1システム
をダウンさせる指定をしている場合（mcfmsvg -w abortに yesを指定）
KFCA11821-Eメッセージが出力され，OpenTP1システムをダウンさせます。

入力キューに滞留しているメッセージ数が入力キューの滞留監視数（mcfmsvg -w 
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watchcntで指定）よりも少なくなった場合，処理能力判定区間から滞留数監視区間
に戻ります。

メッセージキューの滞留監視時の判定条件とMCFの動作を次の表に示します。

表 5-2　メッセージキューの滞留監視時の判定条件と MCFの動作

（凡例）
A：MHPが処理したサービス要求数
B：MHPに期待するサービス要求の処理数
C：前回判定時に滞留していたサービス要求数

（3） 処理の流れの例

MCFマネジャ定義のmcfmsvg定義コマンドで次のように指定した場合のメッセージ
キューの滞留監視機能の処理の例を説明します。

MCFマネジャ定義のmcfmsvg定義コマンドの指定

判定条件 MCFの動作

前回判定時
の区間

滞留数と監
視数の関係

Aと Bの関係 Aと Cの関
係

mcfmsvg -w 
abortの指定

滞留数監視
区間

滞留数＜監
視数

判定しない 判定しない 判定しない 滞留数監視区間の
まま処理を続行す
る。

滞留数≧監
視数

判定しない 判定しない 判定しない 処理能力判定区間
に遷移して処理を
続行する。

処理能力判
定区間

滞留数＜監
視数

判定しない 判定しない 判定しない 滞留数監視区間に
遷移して処理を続
行する。

滞留数≧監
視数

A≧ B A≧ C 判定しない 処理能力判定区間
のまま処理を続行
する。

A＜ C 判定しない

A＜ B A≧ C 判定しない

A＜ C yes KFCA11821-E
メッセージを出力
して，MHPを強
制終了し，
OpenTP1システ
ムをダウンさせ
る。

no KFCA11820-W
メッセージを出力
して，処理能力判
定区間のまま，処
理を続行する。
290



5.　メッセージの送受信の運用
• 入力キューの滞留監視数（mcfmsvg -w "watchcnt=30"）
• 入力キューの滞留監視インタバル時間（mcfmsvg -w "watchint=5"）
• MHPに期待するサービス要求の処理数（mcfmsvg -w "expectcnt=24"）
• MHPの処理能力の不足を検出した場合，OpenTP1システムをダウンさせるかど
うかを指定（mcfmsvg -w "abort=yes"）

図 5-4　メッセージキューの滞留監視機能の処理の例

入力キューの滞留監視数を 30と指定しているため，この図で C2から C5の区間および
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C8以降が処理能力判定区間です。それ以外は滞留数監視区間です。

入力キューの滞留監視を判定する時点でのメッセージキューの滞留数と判定結果を次の
表に示します。

表 5-3　メッセージキューの滞留数と判定結果

項
番

前回判定時から引き続き滞
留しているメッセージ

キューの個数
（Bn）

前回判定時の
メッセージ
キューの滞留

数
（Pn-1）

前回判定時か
ら今回までの
サービス要求
処理数

（Pn-1-Bn）

MHPに期待す
るサービス要
求の処理数

判定結果

1 11 － － 24 滞留数が監視
数に達してい
ないため，滞
留数監視区間
のままオンラ
イン続行

2 9 18 9 24

3 25 28 3 24 滞留数が監視
数に達したた
め，処理能力
判定区間を開
始

4 8 32 24 24 滞留数が監視
数に達してい
るが，MHP
が期待件数以
上のサービス
要求を処理で
きているため，
処理能力判定
区間のままオ
ンライン続行

5 13 45 32 24

6 0 35 35 24

7 3 30 27 24 滞留数が監視
数に達してい
ないため，滞
留数監視区間
を開始

8 5 11 6 24 滞留数が監視
数に達してい
ないため，滞
留数監視区間
のままオンラ
イン続行

9 15 17 2 24 滞留数が監視
数に達したた
め，処理能力
判定区間を開
始
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（凡例）
－：該当しない

（4） 注意事項
• 閉塞中または保留中のサービスグループは，メッセージキューの滞留監視の対象外で
す。また，処理能力判定区間で閉塞または保留した場合，処理能力判定区間から滞留
数監視区間に移行したものと見なされます。したがって，閉塞解除または保留解除し
たあとの最初の監視で，閉塞または保留時の区間に関係なく，改めてメッセージの滞
留数の判定を行い，入力キュー滞留監視数を超えている場合は，処理能力判定区間を
開始します。

• mcftdlqsgコマンドによって削除した入力キューの滞留数は，MHPで処理したサービ
ス要求数に含まれません。

• OpenTP1のオンライン中に，秒単位またはそれより大きな単位で時刻を進めたり戻
したりしないでください。この機能は日付や時間の情報を使用しているため，
OpenTP1のオンライン中に時刻を変更した場合，次に示す問題が発生します。
• 時刻を進めた場合，MCFが判定時刻に到達したと不当に判断して定義内容によって
は OpenTP1システムがダウンするおそれがあります。

• 時刻を戻した場合，定義内容によっては入力キューの滞留監視を行わなくなるおそ
れがあります。

時刻の変更の詳細については，「3.14.4　時刻変更に関する注意」を参照してくださ
い。

1
0

29 32 3 24 滞留数が監視
数に達してお
り，MHPが
期待件数また
は前回のメッ
セージ滞留数
以上の要求を
処理できてい
ないため，オ
ンライン停止

項
番

前回判定時から引き続き滞
留しているメッセージ

キューの個数
（Bn）

前回判定時の
メッセージ
キューの滞留

数
（Pn-1）

前回判定時か
ら今回までの
サービス要求
処理数

（Pn-1-Bn）

MHPに期待す
るサービス要
求の処理数

判定結果
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5.9　キューに関する運用

（1） キューグループの状態表示

キューグループごとに，物理ファイル，およびキューファイルの状態を，quelsコマンド
で表示できます。

表示内容は物理ファイルのレコード長，使用中のレコード数，物理ファイルのパス名な
どです。

（2） メッセージキュー用物理ファイルの割り当て

メッセージキューサービスがメッセージキューとして使用する物理ファイルを，queinit
コマンドで割り当てることができます。

（3） メッセージキュー用物理ファイルの削除

queinitコマンドでメッセージキュー用に割り当てた物理ファイルは，quermコマンドで
削除できます。ただし，指定した物理ファイルがオンラインで使用中の場合は削除でき
ません。
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5.10　MCF構成変更再開始機能に関する運用

MCF構成変更再開始機能は，OpenTP1の再開始時に，オンライン停止時に入力キュー
（ディスクキュー）上に残っていた未処理受信メッセージおよび出力キュー（ディスク
キュー）上に残っていた未送信メッセージを次回のオンラインに引き継いだまま，
OpenTP1ファイルシステムやキューグループの構成変更，および論理端末やアプリケー
ションの構成変更をできるようにする機能です。

MCF構成変更再開始機能を使用するためには，TP1/Message Control - Extension 1が
必要です。

ここでは，MCF構成変更再開始機能使用時の流れや手順，障害対策などについて説明し
ます。

5.10.1　MCF構成変更再開始機能使用時の流れ
MCF構成変更再開始機能使用時の，ユーザの操作の流れについて説明します。

1. OpenTP1を終了します。
コマンドラインからMCF構成変更準備停止のオプション（-b -q）を指定した dcstop
コマンドを実行し，オンラインを停止します。
Windowsの場合，MCF構成変更準備停止による OpenTP1の停止は，サービスダイ
アログや OpenTP1の GUI機能で行うことはできません。コマンドラインから実行し
てください。
TP1/Message Controlは終了処理中にディスクキュー上の未処理受信メッセージまた
は未送信メッセージをバックアップします。
OpenTP1の終了については，「5.10.3(1)　MCF構成変更再開始機能による OpenTP1
の終了」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

TP1/Message Controlの構成を変更する前に，全システムサーバが終了してから，
OpenTP1ファイルシステム，システムサービス定義，メッセージキューサービス定義，お
よびネットワークコミュニケーション定義をバックアップしてください。

2. TP1/Message Controlの構成を変更します。
OpenTP1がオフライン状態になってから TP1/Message Controlの構成を変更しま
す。
変更できる項目は次のとおりです。
• OpenTP1ファイルシステム
• メッセージキュー用物理ファイル
• システムサービス定義とメッセージキューサービス定義
• ネットワークコミュニケーション定義
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構成変更の手順については，「5.10.4　MCF構成変更再開始機能使用時の構成変更手
順」を参照してください。

3. OpenTP1を開始し，オンラインを再開します。
OpenTP1を起動すると，MCF構成変更再開始が行われます。
Windowsの場合，OpenTP1の起動には，サービスダイアログ，コマンドライン，お
よび GUI機能が使用できます。ただし，MCF構成変更再開始を取り消した再開始
モードによる OpenTP1の起動の場合（dcstartコマンドに -bオプションを指定した
場合）は，サービスダイアログや OpenTP1の GUI機能で行うことはできません。コ
マンドラインから実行してください。
MCF構成変更準備停止が異常終了した場合など，終了モードの違いによってMCF
構成変更再開始が行われないことがあります。
OpenTP1の開始については，「5.10.3(2)　MCF構成変更再開始機能による OpenTP1
の再開始」を参照してください。
OpenTP1の起動中に，TP1/Message Controlがバックアップした未処理受信メッ
セージまたは未送信メッセージのリストアを行い，ディスクキューを回復します。

4. MHPを開始します。
dcsvstartコマンドで，追加したMHPを開始します。
MCF構成変更再開始での OpenTP1の起動では，ユーザサービス構成定義に記述し
たMHPは起動されません。MCF構成変更再開始で OpenTP1の起動した場合は，
dcsvstartコマンドで追加したMHPを開始してください。

参考
 

OpenTP1システムの開始に合わせてMHPを自動的に起動したい場合は，システム環境定
義の user_command_onlineオペランドを使用してください。
ただし，user_command_onlineオペランドの使用時には，次のことに注意してください。
• 追加したMHPは，次回の構成変更再開始で自動起動されないよう，

user_command_onlineオペランドで実行するコマンドから起動処理を削除してください。
• user_command_onlineオペランドを実行する必要がない場合は，user_command_online
オペランドの記述を削除するかコメントにしてください。
削除するかコメントにしないと，次回以降の OpenTP1の起動処理が失敗します。

5.10.2　MCF構成変更再開始機能使用時の準備
MCF構成変更再開始機能使用時に，事前に実施しておく必要がある項目について説明し
ます。

（1） メモリ使用量の再見積もり

（a）静的共用メモリ

MCF構成変更再開始機能を使用する場合，MCFサービスで使用する共用メモリの使用
296



5.　メッセージの送受信の運用
量が増加します。MCFマネジャプロセスで使用する共用メモリの見積もり式に 400バイ
トを加算してください。

また，構成変更する内容に応じて共用メモリのサイズを再見積もりしてください。詳細
については，マニュアル「OpenTP1　システム定義」の共用メモリの見積もり式の記述
を参照してください。

（b）ローカルメモリ

MCF構成変更再開始機能を使用する場合，TP1/Message Controlの構成に応じてローカ
ルメモリが増加します。増加するメモリ所要量の計算式を次に示します。

80×a＋128×(b＋c)＋d＋1204

（凡例）
a：キューグループ数（mcfmqgid定義コマンドの指定数）
b：論理端末数（mcftalcle定義コマンドの指定数）
c：MHPサービスグループ数（mcfaalcap定義コマンドに指定したサービスグルー
プの種類数）
d：最大セグメント長（mcfmuap定義コマンドの -eオプションの segsizeオペラン
ドの指定値）

（2） 共用メモリ，ステータスファイル，およびチェックポイントダンプファ
イルの再見積もり

システム定義の内容に応じて，共用メモリ，ステータスファイル，およびチェックポイ
ントダンプファイルの必要量が変わります。システムの構成変更を行う場合は，共用メ
モリ，ステータスファイルを再見積もりしてください。

共有メモリの見積もりについてはマニュアル「OpenTP1 システム定義」の共有メモリの
見積もり式を，ステータスファイルの見積もりについては「付録H.1　ステータスファ
イルのサイズの見積もり式」を参照してください。

また，チェックポイントダンプファイルは，将来的に拡張する分をあらかじめ加算して
おいてください。

（3） ネットワークコミュニケーション定義の見直し

（a）状態引き継ぎ定義（mcfmstsおよびmcftsts）の見直し

MCF構成変更再開始機能では，次の項目の状態を引き継ぐことができます。

• 論理端末
• サービスグループ
• サービス
• アプリケーション

状態を引き継ぐ場合，次の指定値に将来的な拡張分をあらかじめ加算してください。
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• MCFマネジャ定義の状態引き継ぎ定義（mcfmsts -vおよび -g）
• MCF通信構成定義の状態引き継ぎ定義（mcftsts -lおよび -a）

各定義の指定値が不足した場合は，状態引き継ぎの登録ができなかった旨のメッセージ
を出力し，状態引き継ぎは行いません。

（b）UAP共通定義（mcfmuap）の見直し

MCF構成変更再開始機能を使用する場合，MCFマネジャ定義の UAP共通定義に指定
する最大セグメント長（mcfmuap -e segsize指定値）には，次の中で最も大きい値を指
定してください。

• すべてのMCF通信プロセスのバッファグループ定義のバッファ長（mcftbuf -g 
length）

• エラーイベント処理用MHPで送受信するメッセージの最大セグメント長
• アプリケーションプログラムを起動する場合に送信するメッセージの最大セグメント
長

指定値を超える未処理受信メッセージまたは未送信メッセージがある場合は，MCF構成
変更準備停止時に OpenTP1が異常終了します。

（4） オンラインの停止および開始時間の見積もり

オンラインの停止および開始の所要時間は，次の項目に比例して増減します。ご注意く
ださい。

• MCFマネジャ定義の入出力キュー定義（mcfmqgid）の指定数
• MCF通信構成定義の論理端末定義（mcftalcle）の指定数
• MCFアプリケーション定義のアプリケーション属性定義（mcfaalcap）に指定した
サービスグループの種類数

• MCF構成変更準備停止時に入力キューまたは出力キューに滞留しているメッセージ数

（5） 系切り替え構成時の注意事項

系切り替え構成でMCF構成変更再開始機能を使用する場合の注意事項を次に示します。

• ホットスタンバイ構成で，実行系の OpenTP1をMCF構成変更準備停止する場合，
あらかじめ待機系の OpenTP1を停止して，待機系の OpenTP1のMCF構成変更準備
停止時のバックアップファイルを削除しておいてください。
待機系の OpenTP1を起動したままで実行系の OpenTP1をMCF構成変更準備停止し
た場合，終了中に障害が発生すると待機系の OpenTP1システムがMCF構成変更再
開始モードで再開始します。
このとき，待機系の OpenTP1に以前のMCF構成変更準備停止時のバックアップ
ファイルが残っていると，前回オンライン中の未処理受信メッセージおよび未送信
メッセージが失われるおそれがあります。
待機系の OpenTP1システムがMCF構成変更再開始モードで開始し，OpenTP1が異
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常終了した場合，dcstartコマンドに -nオプションを指定して強制的に正常開始する
か，dcstartコマンドに -bオプションを指定して強制的に再開始してください。

• 構成変更をする場合，待機系のシステムサービス定義およびネットワークコミュニ
ケーション定義も実行系に合わせて変更してください。

• MCF構成変更再開始モードでオンラインを再開始する場合，MCF構成変更準備停止
で停止した系で再開始してください。

• HAモニタの計画系切り替えを行う場合，OpenTP1をMCF構成変更準備停止で停止
しないでください。

5.10.3　MCF構成変更再開始機能使用時の OpenTP1の終了
と再開始

MCF構成変更再開始機能使用時の OpenTP1の終了と再開始について説明します。

（1） MCF構成変更再開始機能による OpenTP1の終了

dcstop -b -qコマンドを入力することで，終了モード「MCF構成変更準備停止」でオン
ラインが終了します。

MCF構成変更準備停止の場合，実行中のサービスの完了を待って，OpenTP1が終了し
ます。

スケジュールサービスは新しいサービス要求の受け付けを禁止し，処理中のサービス要
求だけを処理します。その他のサービス要求はすべて破棄します。

TP1/Message Controlは再開始中に，メモリキューの入力キュー，および出力キュー上
のメッセージは破棄します。ディスクキューの入力キュー上の未処理受信メッセージお
よび出力キュー上の未送信メッセージは，システムサービス共通情報定義で指定した
ファイルにバックアップします。

！！！！ 注意事項
 

MCF構成変更準備停止による終了中に OpenTP1が異常終了した場合，次回の開始モード
は再開始となります。このとき，システムの構成は変更できません。

MCF構成変更準備停止による終了中に OpenTP1が作成したMCF構成変更準備停止時
のバックアップファイルは，次のMCF構成変更準備停止が終了するまで OpenTP1は削
除しません。不要となったファイルはユーザが削除してください。また，OpenTP1ファ
イルシステムのバックアップファイルについても，不要となった時点でユーザが削除し
てください。

（2） MCF構成変更再開始機能による OpenTP1の再開始

前回停止したときの終了モードがMCF構成変更準備停止であった場合，オプションの指
定なしで OpenTP1を起動すると自動的にMCF構成変更再開始モードで OpenTP1が再
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開始します。

MCF構成変更再開始モードで OpenTP1が再開始する場合，再開始モードと同様に前回
のオンラインの終了状態を引き継いで開始します。

前回停止したときの終了モードがMCF構成変更準備停止であり，かつ異常終了した場合
は，終了モードによって開始モードが変わります。また，開始モードによっては，構成
を変更できないときがあります。

前回の終了モードによる開始形態の決定条件，開始形態，およびオフライン中の構成変
更の可否について，次の表に示します。

表 5-4　前回の終了モードによる開始形態の決定条件，開始形態，およびオフライン中の
構成変更の可否

（凡例）
○：構成変更できる。
×：構成変更できない。

注※ 1

開始形態の決定条件 開始形態 オフライン中の構成
変更の可否

前回の
停止状態

前回の終了モー
ド

mode_confの
指定値

開始
方法

開始モード

正常終了 MCF構成変更
準備停止

AUTO 手動※ 1 MCF構成変更再
開始

○

MANUAL1 手動 MCF構成変更再
開始※ 2，※ 3

○

MANUAL2

異常終了 MCF構成変更
準備停止中

AUTO 手動※ 1 再開始 ×

MANUAL1 手動 再開始※ 2 ×

MANUAL2

MCF構成変更
再開始中（オン
ライン開始前）

AUTO 手動※ 1 MCF構成変更再
開始

○

MANUAL1 手動 MCF構成変更再
開始※ 2，※ 3

○

MANUAL2

MCF構成変更
再開始中（オン
ライン開始後）

AUTO 自動 再開始 ×

MANUAL1 自動※ 4

MANUAL2 手動 再開始※ 2 ×
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OS起動時は自動開始です。
ただし，Windowsで OS起動時に自動開始する場合については，マニュアル「OpenTP1 使用
の手引 Windows(R)編」を参照してください。

注※ 2
dcstart -nコマンドで強制的に正常開始することもできます。
ただし，強制的に正常開始すると前回停止時の状態情報は失われます。

注※ 3
dcstart -bコマンドで強制的に再開始することもできます。

注※ 4
OS起動時は手動開始です。

5.10.4　MCF構成変更再開始機能使用時の構成変更手順
MCF構成変更準備停止でオンラインを停止した場合，オフライン中に構成変更できる項
目を次に示します。

• OpenTP1ファイルシステム
• メッセージキュー用物理ファイル
• システムサービス定義とメッセージキューサービス定義
• ネットワークコミュニケーション定義

注
これらの項目のほか，マニュアル「OpenTP1 システム定義」の再開始時に変更でき
る定義に記載されているシステムサービス定義も変更対象となります。

（1） OpenTP1ファイルシステムの変更手順

OpenTP1ファイルシステムの変更は，次の場合に行います。

• メッセージキュー用物理ファイルを拡張および追加するための，OpenTP1ファイル
システムの容量が不足している場合

• OpenTP1ファイル数が最大ファイル数に達した場合
• 十分な空き容量があるが，メッセージキュー用物理ファイルを確保するための連続領
域が不足している場合

なお，OpenTP1ファイルシステム用に設定したパーティション，または通常ファイル名
は変更できません。

OpenTP1ファイルシステムは次の手順で変更します。

1. OpenTP1ファイルシステムをバックアップします。
filbkupコマンドで，拡張する OpenTP1ファイルシステムのバックアップを取得し
ます。
$ filbkup OpenTP1ファイルシステム領域名 バックアップファイル名

2. OpenTP1ファイルシステムを初期設定します。
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filmkfsコマンドで，OpenTP1ファイルシステムを初期設定します。このとき，-nオ
プションや -lオプションの指定値には変更前の OpenTP1ファイルシステムより小さ
い値を指定できますが，手順 1でバックアップした OpenTP1ファイルをすべてリス
トアできるだけの値を指定する必要があります。
キャラクタ型スペシャルファイルを使用している場合の例を次に示します。
$ filmkfs -s xxx -n xxx -l xxx スペシャルファイル名

3. OpenTP1ファイルシステムをリストアします。
filrstrコマンドで，手順 1で取得したバックアップから手順 2で設定した OpenTP1
ファイルシステムにリストアします。
$ filrstr バックアップファイル名 OpenTP1ファイルシステム領域名

（2） メッセージキュー用物理ファイルの変更手順

メッセージキュー用物理ファイルを拡張・追加する場合は，必ず OpenTP1ファイルシ
ステムの容量が不足していないかを確認してから実行してください。メッセージキュー
用物理ファイルは，次の手順で変更します。

1. メッセージキュー用物理ファイルを削除します。
quermコマンドで，拡張または削除するメッセージキュー用物理ファイルを
OpenTP1ファイルシステムから削除します。
$ querm メッセージキュー用物理ファイル名

2. メッセージキュー用物理ファイルを割り当てます。
queinitコマンドで，拡張または追加するメッセージキュー用物理ファイルを
OpenTP1ファイルシステムに割り当てます。
$ queinit -s xxx -n xxx メッセージキュー用物理ファイル名

（3） システムサービス定義およびメッセージキューサービス定義の変更手順

システムサービス定義およびメッセージキューサービス定義は，マニュアル「OpenTP1 
システム定義」に記載しているすべての定義内容をオフライン中に変更できます。変更
した構成に応じて，定義の変更，追加，および削除を行ってください。

システムサービス定義およびメッセージキューサービス定義は次の手順で変更します。

1. オペランドの指定値を変更します。
変更が必要なオペランドの指定値を変更します。マニュアル「OpenTP1 システム定
義」の再開始時に変更できる定義に記載されている，システムサービス定義とメッ
セージキューサービス定義のオペランドの指定値を変更できます。
システムサービス定義とメッセージキューサービス定義を変更する場合の例を次に示
します。変更部分は下線で示しています。
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表 5-5　システムサービス定義とメッセージキューサービス定義の変更例

2. キューグループを追加します。
メッセージキュー用物理ファイルを追加した場合，メッセージキューサービス定義に
新たに使用するキューグループを追加します。
メッセージキューサービス定義にキューグループを追加する場合の例を次に示しま
す。追加部分は下線で示しています。

表 5-6　メッセージキューサービス定義へのキューグループの追加例

3. キューグループを削除します。
メッセージキュー用物理ファイルを削除した場合，メッセージキューサービス定義か
ら該当するキューグループを削除します。
メッセージキューサービス定義からキューグループを削除する場合の例を次に示しま
す。

表 5-7　メッセージキューサービス定義からのキューグループの削除例

（4） ネットワークコミュニケーション定義の変更手順

ネットワークコミュニケーション定義の追加，削除，および変更できる定義内容，なら
びに変更手順について次に示します。

なお，ネットワークコミュニケーション定義の追加，削除，および変更できる定義内容
には制限があります。

（a）ネットワークコミュニケーション定義の追加および削除できる定義内容

ネットワークコミュニケーション定義でオフライン中に追加，および削除できる定義内
容を次の表に示します。

変更前 変更後

<システム環境定義 >
set static_shmpool_size =80000

set dynamic_shmpool_size=80000

<メッセージキューサービス定義 >
set que_xidnum = 256

<システム環境定義 >
set static_shmpool_size =100000

set dynamic_shmpool_size=100000

<メッセージキューサービス定義 >
set que_xidnum = 512

変更前 変更後

quegrp -g quegrp1 -f 物理ファイルA
quegrp -g quegrp2 -f 物理ファイルB

quegrp -g quegrp1 -f 物理ファイルA
quegrp -g quegrp2 -f 物理ファイルB
quegrp -g quegrp3 -f 物理ファイルC

変更前 変更後

quegrp -g quegrp1 -f 物理ファイルA
quegrp -g quegrp2 -f 物理ファイルB
quegrp -g quegrp3 -f 物理ファイルC

quegrp -g quegrp1 -f 物理ファイルA
（削除）
quegrp -g quegrp3 -f 物理ファイルC
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表 5-8　オフライン中に追加および削除できる定義内容

注
既存の定義のオプションやオペランド指定値の追加，および削除対象にできるのは，(b)に示す
ものだけです。

（b）ネットワークコミュニケーション定義の変更できる定義内容

ネットワークコミュニケーション定義でオフライン中に変更できる定義内容は，MCFマ
ネジャ定義，MCF通信構成定義（共通定義），およびシステムサービス共通情報定義の
次に示す定義内容です。

オフライン中に変更できるMCFマネジャ定義の定義内容を次の表に示します。

表 5-9　オフライン中に変更できる MCFマネジャ定義の定義内容

定義名 コマンド

MCFマネジャ定義 mcfmqgid（入出力キュー定義）

mcfmsvg（サービスグループ属性定義）

MCF通信構成定義 共通定義 mcftbuf（バッファグループ定義）

アプリケーション起動定
義

mcftalcle（論理端末定義）

プロトコル固有定義
（TP1/NET/TCP/IP）

mcftalccn（コネクション定義の開始）

mcftalcle（論理端末定義）

mcftalced（コネクション定義の終了）

プロトコル固有定義
（TP1/NET/XMAP3）

mcftalccn（コネクション定義の開始）

mcftalcle（論理端末定義）

mcftalced（コネクション定義の終了）

MCFアプリケーショ
ン定義

mcfaalcap（アプリケーション属性定義）

コマンド オプ
ショ
ン

オペランド 定義内容

mcfmcomn -n － 出力通番使用論理端末数※

-p － MCF作業領域長

-j － MCFマネジャプロセスのジャーナルバッファのサイズ

mcfmuap -j － ユーザサーバのジャーナルバッファの大きさ

-e segsize 最大セグメント長

mcfmexp -g － サービスグループの登録数

-l － 論理端末の登録数
304



5.　メッセージの送受信の運用
（凡例）
－：該当しない

注※
前回の指定値より小さい値を指定できますが，前回オンライン時の使用量より小さい値を指定
した場合，KFCA11243-Eメッセージを出力し，MCFマネジャプロセスが異常終了します。

オフライン中に変更できるMCF通信構成定義（共通定義）の定義内容を次の表に示しま
す。

表 5-10　オフライン中に変更できるMCF通信構成定義（共通定義）の定義内容

（凡例）
－：該当しない

オフライン中に変更できるシステムサービス共通情報定義の定義内容を次の表に示しま
す。

表 5-11　オフライン中に変更できるシステムサービス共通情報定義の定義内容

（c）ネットワークコミュニケーション定義の変更手順

ネットワークコミュニケーション定義は次の手順で変更します。

1. キューグループの入出力キュー定義を追加します。
メッセージキューサービス定義にキューグループを追加した場合，MCFマネジャ定

コマンド オプ
ショ
ン

オペランド 定義内容

mcftcomn -j － MCF通信サービスまたはアプリケーション起動プロセスの
ジャーナルバッファのサイズ

mcfttim -p timereqno 最大タイマ監視要求数

msgsize 最大メッセージ長

mcfttrc -t size トレースバッファの大きさ

bufcnt トレースバッファの数

trccnt トレースファイルの数

msgsize トレースとして取得する送受信メッセージの最大サイズ

mcftbuf -g length バッファ長

count バッファ数

extend 拡張バッファ数

形式 オペランド 定義内容

set max_socket_descriptors ソケット用ファイル記述子の最大数

max_open_fds MCF通信サービスまたはアプリケーション起動サービス
でアクセスするファイルの最大数
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義のソースファイルに，新たに使用するキューグループの入出力キュー定義を追加し
ます。
キューグループ quegrp3（ITQ）を追加する場合の例を次に示します。追加部分は下
線で示しています。

表 5-12　キューグループ quegrp3（ITQ）の追加例

2. キューグループの入出力キュー定義を削除します。
メッセージキューサービス定義の変更でキューグループを削除した場合，MCFマネ
ジャ定義のソースファイルから削除したキューグループに対応する入出力キュー定義
を削除します。
キューグループ quegrp2（ITQ）を削除する場合の例を次に示します。

表 5-13　キューグループ quegrp2（ITQ）の削除例

3. コネクションおよび論理端末を追加します。
MCF通信構成定義のプロトコル固有定義のソースファイルに，追加するコネクショ
ン・論理端末のコネクション定義および論理端末定義を追加します。
コネクション CN3，および論理端末 LE3を追加する場合の例を次に示します。追加
部分は下線で示しています。

変更前 変更後

mcfmqgid -q "quekind=otq 
quegrpid=quegrp1"
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp2

mcfmqgid -q "quekind=otq 
quegrpid=quegrp1"
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp2"
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp3"

変更前 変更後

mcfmqgid -q "quekind=otq 
quegrpid=quegrp1"
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp2"
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp3"

mcfmqgid -q "quekind=otq 
quegrpid=quegrp1"
（削除）
mcfmqgid -q "quekind=itq 
quegrpid=quegrp3"
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表 5-14　コネクション CN3，および論理端末 LE3の追加例

4. コネクションおよび論理端末を削除します。
MCF通信構成定義のプロトコル固有定義のソースファイルから，削除するコネク
ション・論理端末のコネクション定義および論理端末定義を削除します。
コネクション CN2，および論理端末 LE2を削除する場合の例を次に示します。

表 5-15　コネクション CN2，および論理端末 LE2の削除例

5. アプリケーション属性定義を追加します。
MCFアプリケーション定義のソースファイルに，追加するアプリケーションのアプ
リケーション属性定義を追加します。
アプリケーション AP3を追加する場合の例を次に示します。追加部分は下線で示し
ています。

変更前 変更後

mcftalccn -c CN1 …
mcftalcle -l LE1 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
mcftalccn -c CN2 …
mcftalcle -l LE2 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
 

mcftalccn -c CN1 …
mcftalcle -l LE1 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
mcftalccn -c CN2 …
mcftalcle -l LE2 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
mcftalccn -c CN3 …
mcftalcle -l LE3 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced

変更前 変更後

mcftalccn -c CN1 …
mcftalcle -l LE1 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
mcftalccn -c CN2 …
mcftalcle -l LE2 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
mcftalccn -c CN3 …
mcftalcle -l LE3 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced

mcftalccn -c CN1 …
mcftalcle -l LE1 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
（削除）
・
・
（削除）
mcftalccn -c CN3 …
mcftalcle -l LE3 ¥
          -k "quekind=disk 
quegrpid=quegrp1" …
mcftalced
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表 5-16　アプリケーション AP3の追加例

6. アプリケーション属性定義を削除します。
MCFアプリケーション定義のソースファイルから，削除するアプリケーションのア
プリケーション属性定義を削除します。なお，アプリケーションを削除する場合，
サービスグループ単位で削除してください。複数のアプリケーションが一つのサービ
スグループに関連づけられている場合，一部のアプリケーションだけを削除できませ
ん。
一部のアプリケーションだけを削除して，MCF構成変更再開始によるオンライン開
始をした場合，OpenTP1終了時に KFCA11002-Eメッセージを出力し，OpenTP1の
終了処理がタイムアウトすることがあるので注意してください。
アプリケーション AP1，および AP2のアプリケーション属性定義を削除する場合の
例を次に示します。

表 5-17　アプリケーション AP1，および AP2の削除例

7. MCFマネジャ定義および MCF通信構成定義のオプションまたはオペランドの指定値
を変更します。
必要に応じて「(a)　ネットワークコミュニケーション定義の追加および削除できる定
義内容」に示したMCFマネジャ定義，MCF通信構成定義のオプションおよびオペ
ランドの指定値を変更します。
MCFマネジャ定義のオプションまたはオペランドの指定値を変更する場合の例を次
に示します。変更部分は下線で示しています。

変更前 変更後

mcfaalccap -n "name=AP1" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk 
¥
               quegrpid=quegrp2 …
mcfaalccap -n "name=AP2" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk 
¥
               quegrpid=quegrp2 …

mcfaalccap -n "name=AP1" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk 
¥
               quegrpid=quegrp2 …
mcfaalccap -n "name=AP2" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk 
¥
               quegrpid=quegrp2 …
mcfaalccap -n "name=AP3" ¥
           -g "servgrpn=SG3 quekind=disk 
¥
               quegrpid=quegrp3 …

変更前 変更後

mcfaalccap -n "name=AP1" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk ¥
               quegrpid=quegrp2 …
mcfaalccap -n "name=AP2" ¥
           -g "servgrpn=SG1 quekind=disk ¥
               quegrpid=quegrp2 …
mcfaalccap -n "name=AP3" ¥
           -g "servgrpn=SG3 quekind=disk ¥
               quegrpid=quegrp3 …

（削除）
・
・
・
・
（削除）
mcfaalccap -n "name=AP3" ¥
           -g "servgrpn=SG3 
quekind=disk ¥
               quegrpid=quegrp3 …
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5.　メッセージの送受信の運用
表 5-18　MCFマネジャ定義のオプションおよびオペランドの指定値変更例

8. 定義オブジェクトファイルを再作成し，$DCCONFPATHにコピーします。
変更したネットワークコミュニケーション定義に対応する定義生成ユティリティを使
用して，定義オブジェクトファイルを再作成し，$DCCONFPATHにコピーします。
MCFマネジャ定義オブジェクトファイルの再作成例を次に示します。
$ mcfmngr -i MCFマネジャ定義ソースファイル -o MCFマネジャ定義オブジェクト
ファイル
$ cp※ MCFマネジャ定義オブジェクトファイル $DCCONFPATH

注※
Windowsの場合，copyコマンドを使用します。

5.10.5　MCF構成変更再開始機能使用時のメッセージのバッ
クアップとリストア

MCF構成変更再開始機能使用時のメッセージのバックアップとリストアについて説明し
ます。

（1） メッセージのバックアップ

OpenTP1が終了モード「MCF構成変更準備停止」でオンラインを停止した場合，TP1/
Message Controlはディスクキューの入力キュー（ITQ）上の未処理受信メッセージと出
力キュー（OTQ）上の未送信メッセージをシステムサービス共通情報定義で指定した
ファイルにバックアップします。

処理が完了したメッセージおよびメモリキューの未処理受信メッセージまたは未送信
メッセージは，バックアップ対象になりません。

なお，MCF構成変更準備停止時のバックアップファイルは，未処理受信メッセージおよ
び未送信メッセージがない場合も作成されます。

未処理受信メッセージまたは未送信メッセージのバックアップの流れを次の図に示しま
す。

変更前 変更後

<MCFマネジャ定義 >
mcfmcomn -n 100 -p 1000

mcfmexp  -g 200 -l 100

<MCFマネジャ定義 >
mcfmcomn -n 200 -p 2000

mcfmexp  -g 300 -l 200
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5.　メッセージの送受信の運用
図 5-5　未処理受信メッセージまたは未送信メッセージのバックアップの流れ

（2） メッセージのリストア

OpenTP1が開始モード「MCF構成変更再開始」でオンラインを開始した場合，TP1/
Message Controlはシステムサービス共通情報定義で指定したファイルからメッセージ
を読み出し，バックアップしたときのキューグループにメッセージをリストアします。

未処理受信メッセージまたは未送信メッセージのリストアの流れを次の図に示します。
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図 5-6　未処理受信メッセージまたは未送信メッセージのリストアの流れ

オフライン中の構成変更によって，リストア先のキューグループが削除されている場合，
TP1/Message Controlは該当するキューグループに格納されていたメッセージを破棄し
ます。

削除したキューグループがある場合のメッセージのリストアの流れを次の図に示します。

図 5-7　削除したキューグループがある場合のメッセージのリストアの流れ
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5.　メッセージの送受信の運用
また，オフライン中の構成変更によって，論理端末またはアプリケーションが削除され
ている場合，TP1/Message Controlは該当する論理端末の未送信メッセージやアプリ
ケーションの未処理受信メッセージを破棄します。

削除した論理端末がある場合のメッセージのリストアの流れを次の図に示します。

図 5-8　削除した論理端末がある場合のメッセージのリストアの流れ

削除したキューグループ，または論理端末がある場合，TP1/Message Controlはメッ
セージ破棄時にログメッセージを出力しません。また，破棄したメッセージに対応する
エラーイベントは発生しません。

なお，アプリケーション起動プロセスのアプリケーション起動用論理端末定義
（mcftalcle）を削除した場合，アプリケーションの起動による未処理受信メッセージが次
回オンラインに引き継がれないことがあります。また，入力キューに滞留していた未処
理受信メッセージが次回オンライン時に引き継がれたあと，MHP内でのアプリケーショ
ンの起動に失敗することがあります。

削除された論理端末から入力した未処理受信メッセージ，および削除したアプリケー
ションから出力した未送信メッセージは破棄しないで，MCF構成変更再開始によるオン
ライン再開始時に引き継がれます。不要なメッセージは，ユーザが削除してください。

5.10.6　MCF構成変更再開始機能使用時の障害対策
MCF構成変更再開始機能使用時の障害対策について，出力されるメッセージ別に説明し
ます。
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（1） KFCA01861-Eメッセージが出力されたとき

KFCA01861-Eメッセージが出力されたときの障害の内容，OpenTP1の動作，および対
処方法を次に示します。

●障害の内容
TP1/Message Control - Extension 1がインストールされていません。

● OpenTP1の動作
1. KFCA01861-Eメッセージが出力されます。
2. dcstopコマンドがエラーリターンします。

●対処方法
TP1/Message Control - Extension 1のリリースノートに従って，OpenTP1環境に
TP1/Message Control - Extension 1を組み込んでください。

（2） KFCA11818-Eメッセージが出力されたとき

KFCA11818-Eメッセージが出力されたときの障害の内容，OpenTP1の動作，および対
処方法を次に示します。

●障害の内容
次のMCF構成変更準備停止中の障害です。
• MCF構成変更準備停止時のバックアップファイルへのアクセス権がありません。
• ディスク容量が不足しています。
• メモリが不足しています。
• キューファイルで I/Oエラーが発生しました。

● OpenTP1の動作
1. KFCA11818-Eメッセージが出力されます。
2. OpenTP1が異常終了します。

●対処方法
自システムおよびシステム定義を見直して障害要因を取り除いたあと，OpenTP1を
起動してください。このとき，開始モードは再開始となります。
システムの構成変更は，MCF構成変更準備停止を再度実施し，オンラインが停止した
あとに行ってください。

（3） KFCA11819-Eメッセージが出力されたとき

KFCA11819-Eメッセージが出力されたときは，バックアップファイルの状態で，障害
の内容や対処方法が異なります。それぞれのケースについて次に示します。

（a）バックアップファイルが消失または破損したとき

バックアップファイルが消失または破損したときの障害の内容，OpenTP1の動作，およ
び対処方法を次に示します。
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●障害の内容
MCF構成変更再開始中の障害です。
MCF構成変更準備停止時のバックアップファイルが消失または破損しました。

● OpenTP1の動作
1. KFCA11819-Eメッセージが出力されます。
2. OpenTP1が異常終了します。

●対処方法
次の手順で前回オンライン時の状態を回復してください。
なお，システムの構成変更は，MCF構成変更準備停止を再度実施し，オンラインが停
止したあとに行ってください。
1. ユーザ側でバックアップしていた OpenTP1ファイルシステム，システムサービス
定義，メッセージキューサービス定義およびネットワークコミュニケーション定義
をリストアします。

2. コマンドラインから OpenTP1開始コマンド（UNIXの場合は dcstart -b，
Windowsの場合は ntbstart -b）を入力してください。このとき，開始モードは再
開始となります。

（b）バックアップファイルの消失および破損以外のとき

バックアップファイルの消失および破損以外の障害の内容，OpenTP1の動作，および対
処方法を次に示します。

●障害の内容
MCF構成変更再開始中の障害です。
• MCF構成変更準備停止時のバックアップファイルへのアクセス権がありません。
• メモリが不足しています。
• キューファイルで I/Oエラーが発生しました。

● OpenTP1の動作
1. KFCA11819-Eメッセージが出力されます。
2. OpenTP1が異常終了します。

●対処方法
自システムおよびシステム定義を見直して障害要因を取り除いたあと，OpenTP1を
起動してください。このとき，開始モードはMCF構成変更再開始となります。
なお，OpenTP1開始コマンドを入力する前にシステムの構成を変更できます。

（4） KFCA11243-Eメッセージが出力されたとき

KFCA11243-Eメッセージが出力されたときの障害の内容，OpenTP1の動作，および対
処方法を次に示します。

●障害の内容
MCFマネジャ定義の出力通番使用論理端末数（mcfmcomn -n）の指定数が不足して
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います。

● OpenTP1の動作
1. KFCA11243-Eメッセージが出力されます。
2. OpenTP1が異常終了します

●対処方法
MCFマネジャ定義の出力通番使用論理端末数（mcfmcomn -n）の指定数を見直して
障害要因を取り除いたあと，OpenTP1を起動してください。このとき，開始モード
はMCF構成変更再開始となります。
なお，OpenTP1開始コマンドを入力する前にシステムの構成を変更できます。

（5） その他のエラーメッセージが出力されたとき

(1)～ (4)以外のエラーメッセージが出力されたときの障害の内容，OpenTP1の動作，お
よび対処方法を次に示します。

●障害の内容
(1)～ (4)以外のMCF構成変更再開始中の障害が発生しました。

● OpenTP1の動作
1. 各種エラーメッセージが出力されます。
2. OpenTP1が異常終了します。

●対処方法
システムの構成変更の有無に応じて次の作業を行ってください。
システムの構成変更をする場合
1. ユーザ側でバックアップしていた OpenTP1ファイルシステム，システムサービス
定義，メッセージキューサービス定義，およびネットワークコミュニケーション定
義をリストアします。

2. 自システムおよびシステム定義を見直して障害要因を取り除いたあと，必要に応じ
てシステムの構成変更を行ってください。

3. OpenTP1を起動してください。このとき，開始モードはMCF構成変更再開始と
なります。

システムの構成変更をしない場合
1. ユーザ側でバックアップしていた OpenTP1ファイルシステム，システムサービス
定義，メッセージキューサービス定義，およびネットワークコミュニケーション定
義をリストアします。

2. コマンドラインから OpenTP1開始コマンド（UNIXの場合は dcstart -bコマン
ド，Windowsの場合は ntbstart -bコマンド）を実行してください。このとき，開
始モードは再開始となります。
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6　 OpenTP1の付加機能の運用
OpenTP1の付加機能について説明します。

6.1　リソースマネジャに関する運用
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6.　OpenTP1の付加機能の運用
6.1　リソースマネジャに関する運用

6.1.1　リソースマネジャの情報の表示
リンケージされているリソースマネジャの情報を確認するには，trnlsrmコマンドを使用
します。trnlsrmコマンドを実行すると，OpenTP1，UAP，またはトランザクション制
御用オブジェクトファイルにリンケージされているリソースマネジャの情報（リソース
マネジャ名，属性，スイッチ名，オブジェクト名など）を標準出力に出力できます。

6.1.2　リソースマネジャの登録と削除
OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールするときのトランザクションサービス
制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式プログラムには，リ
ソースマネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルはリンケージさ
れていません。dcsetupコマンド実行時，インストールされている OpenTP1のプログラ
ムプロダクトを判断し，自動的に OpenTP1提供リソースマネジャ（DAM，TAM，
MCF，ISAM，MQA）の XAインタフェース用オブジェクトファイルをリンケージしま
す。そのため，OpenTP1下でそのほかのリソースマネジャを使用したトランザクション
を実行する場合は，dcsetupコマンド実行後，OpenTP1を開始する前に，trnlnkrmコ
マンドで OpenTP1提供以外のリソースマネジャを登録する必要があります。trnlnkrm
コマンドを実行すると，トランザクションサービス制御用実行形式プログラム，クライ
アントサービス実行形式プログラム，および標準トランザクション制御用オブジェクト
ファイルが再作成されます。なお，OpenTP1以外が提供するリソースマネジャを使用す
る場合については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してくださ
い。

トランザクションサービス制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実
行形式プログラムには，OpenTP1下で動作するUAPがアクセスする，すべてのリソー
スマネジャの XAインタフェース用オブジェクトファイルがリンケージされていなけれ
ばなりません。トランザクションサービス制御用実行形式プログラム，およびクライア
ントサービス実行形式プログラムにリンケージされていないリソースマネジャの XAイ
ンタフェース用オブジェクトファイルをリンケージしている UAPは起動できないことが
あります。

OpenTP1では，最大 32個のリソースマネジャを登録できます。

OpenTP1下で実行されるトランザクションからアクセスしなくなったリソースマネジャ
を削除する場合，-D，または -dオプション指定の trnlnkrmコマンドを使用します。
-D，または -dオプション指定の trnlnkrmコマンドを実行すると，トランザクション
サービス制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式プログラム
から指定したリソースマネジャの XAインタフェース用オブジェクトファイルを削除し，
標準トランザクション制御用オブジェクトファイルを再び作成します。
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trnlnkrmコマンドは，オフラインでだけ使用できます。

6.1.3　トランザクション制御用オブジェクトファイルの作成
OpenTP1下で動作する UAPがトランザクション内でリソースマネジャにアクセスする
場合，その UAPにトランザクション制御用オブジェクトファイルをリンケージする必要
があります。

OpenTP1に登録されているすべてのリソースマネジャをアクセスする UAPの場合は，
OpenTP1が提供する標準トランザクション制御用オブジェクトファイルの
dc_trn_allrm.o（dcsetupコマンド実行時に作成され，trnlnkrmコマンド実行時に再作
成される $DCDIR/spool/trnrmcmd/userobj下のファイル）をリンケージします。

OpenTP1に登録されている一部のリソースマネジャだけをアクセスする UAPの場合は，
trnmkobjコマンドでトランザクション制御用オブジェクトファイルを作成して，UAP
にリンケージします。

トランザクション内でリソースマネジャにアクセスしないUAPの場合は，トランザク
ション制御用オブジェクトファイルをリンケージする必要はありません。ただし，
trnlnkrmコマンドでリソースマネジャの登録状態を変更した場合，標準トランザクショ
ン制御用オブジェクトファイルをリンケージしているUAPは，再びリンケージする必要
があります。

ユーザは，OpenTP1を開始する前に，トランザクション制御用オブジェクトファイル
と，リソースマネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルを UAPに
リンケージしてください。

トランザクション制御用オブジェクトファイルをリンケージしていないUAP，またはリ
ソースマネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルをリンケージし
ていない UAPは，UAP起動時，またはそのリソースマネジャが提供する関数発行時に
エラーとなることがあります。

6.1.4　リソースマネジャモニタの運用
リソースマネジャモニタ（RMM）の機能を使用するには，プログラムプロダクト TP1/
Resource Manager Monitorをインストールしておく必要があります。

（1） 監視対象リソースマネジャ用コマンド作成時の注意

監視対象リソースマネジャ用コマンドは，ユーザが作成し，監視対象 RM定義で指定し
ます。監視対象リソースマネジャ用コマンド作成時の注意事項を示します。

（a）開始コマンド

開始コマンドは，次に示す条件を満たすように作成してください。
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• コマンド終了時には，終了コマンドを実行できる状態になっていること。
• コマンド終了時には，すべての監視対象プロセスが起動を完了していること。
• コマンド終了時には，監視対象リソースマネジャとして処理を監視できる状態になっ
ていること。

• exit()の終了コードが "0"の場合は正常終了し，"0"以外の場合は異常終了となること。

RMMサービスは開始コマンドの処理が終了するのを待って，exit()の終了コードが "0"
の場合は正常終了，"0"以外の場合は異常終了と判断します。

なお，開始コマンドが正常終了しても，監視対象プロセスのプロセス IDの取得処理に失
敗した場合，開始処理は失敗となります。また，OpenTP1が開始コマンドの終了を時間
監視しているため，監視時間を超えた場合も開始処理は失敗となります。

（b）終了コマンド

終了コマンドは，次に示す条件を満たすように作成してください。

• コマンド終了時には，開始コマンドを実行できる状態になっていること。
• コマンド終了時には，すべての監視対象プロセスが終了していること。
• コマンド終了時には，監視対象リソースマネジャのシステムリソースを解放している
こと。

• exit()の終了コードが "0"の場合は正常終了し，"0"以外の場合は異常終了となること。

RMMサービスは終了コマンドの処理が終了するのを待って，exit()の終了コードが "0"
の場合は正常終了，"0"以外の場合は異常終了と判断します。

なお，終了コマンドが正常終了しても，監視対象プロセスがまだある場合は，終了処理
は失敗となります。また，OpenTP1が終了コマンドの終了を時間監視しているため，監
視時間を超えた場合も終了処理は失敗となります。

（c）強制停止コマンド

強制停止コマンドは，次に示す条件を満たすように作成してください。

• コマンド終了時には，開始コマンドを実行できる状態になっていること。
• コマンド終了時には，監視対象リソースマネジャのシステムリソースを解放している
こと。

• exit()の終了コードが "0"の場合は正常終了し，"0"以外の場合は異常終了となること。

強制停止コマンドは，監視対象プロセスがない状態でも実行できます。

RMMサービスは強制停止コマンドの処理が終了するのを待って，exit()の終了コードが
"0"の場合は正常終了，"0"以外の場合は異常終了と判断します。

なお，強制停止コマンドが正常終了しても，監視対象プロセスがまだある場合は，強制
停止処理は失敗となります。また，OpenTP1が強制停止コマンドの終了を時間監視して
いるため，監視時間を超えた場合も強制停止処理は失敗となります。
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（d）監視対象プロセス ID取得コマンド

1. 監視対象プロセス ID取得コマンドの作成
監視対象プロセス ID取得コマンドは，次に示す条件を満たすように作成してくださ
い。
• すべての監視対象プロセスのプロセス IDを標準出力に出力すること。
• プロセス IDの出力形式は，次の図に示すようにすること。

図 6-1　プロセス IDの出力形式

• exit()の終了コードによって，次の状態を RMMサービスに連絡できること。
0：監視対象リソースマネジャはすでに処理中です。
1：監視対象リソースマネジャは正常な状態ではありません。
2：監視対象リソースマネジャは停止中です。

RMMでは，監視対象プロセス ID取得コマンドのモデルとなるコマンドを，
rmmoraidとして提供しています。rmmoraidコマンドは次に示す条件を満たすよう
に作成されています。
• すべての監視対象プロセスのプロセス IDを標準出力に出力します。
• 出力形式は，図 6-1に従います。
• プロセス名をコマンド中に記述すれば，そのプロセスのプロセス IDを，/bin/psを
使用して取得します。

• exit()の終了コードの意味を次に示します。
0：監視対象プロセス IDをすべて取得しました。
1：監視対象プロセス IDが一部ありません。
2：監視対象プロセス IDが全部ありません。

2. 監視対象リソースマネジャの再起動
監視対象リソースマネジャに，障害時の自動全面回復機能がある場合は，RMMサー
ビスでその監視対象リソースマネジャを再起動させる必要はありません。障害時は，
その監視対象リソースマネジャの機能で自動的に全面回復します。プロセス ID取得
コマンドの標準出力の最初に 0を出力してください。これによって RMMサービス
が，監視対象リソースマネジャの全面回復をすることはありません。
監視対象リソースマネジャの機能で自動全面回復する場合，次の条件を満たしてくだ
さい。
• 監視対象のプロセスは一つだけ
• exit()の終了コードは 0または 2
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プロセス ID取得コマンドの exit()の終了コード 0で終了したとき，RMMサービス
は監視対象リソースマネジャの自動全面回復終了と判断します。
プロセス ID取得コマンドの標準出力の出力形式を次の図に示します。

図 6-2　プロセス ID取得コマンドの標準出力の出力形式

（e）そのほか
• RMMサービスでは，ORACLE用の定義に使用できる，次の四つのコマンドを用意し
ています。
　開始コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmorast
　終了コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmorasp
　強制停止コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmoraab
　プロセス ID取得コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmoraid
これらのコマンドは，すべてボーンシェルによってシェルスクリプトで実現されます。
これらの変更可能領域には "＃　CHANGEABLE"と書かれていますので，それらの
行を各環境に合わせて変更，記述してください。

• RMMサービスでは，HiRDB（シングルモード）の定義に使用できる，次の四つのコ
マンドを用意しています。
　開始コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmhirst
　終了コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmhirsp
　強制停止コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmhirab
　プロセス ID取得コマンド：$DCDIR/etc/RMmonitor/rmmhirid
これらのコマンドは，すべてボーンシェルによってシェルスクリプトで実現されます。
これらの変更可能領域には "＃　CHANGEABLE"と書かれていますので，それらの
行を各環境に合わせて変更，記述してください。

• HiRDBは，障害時の自動全面回復機能があります。プロセス ID取得コマンドの標準
出力の最初に 0を出力してください。障害時は，HiRDBが全面回復します。

• 作成されたシェルスクリプトは，RMMサービスによって fork&execされるため，通
常のシェルから実行される場合と，次の七つの点で異なります。
1. 環境変数として，次の変数があらかじめ設定されています。

DCSVNAME："_rmm"（変更不可）
DCDIR：OpenTP1に対して設定したもの（変更不可）
DCCONFPATH：OpenTP1に対して設定したもの（変更不可）
LANG：OpenTP1に対して設定したもの（変更可）
TZ：OSのデフォルト値（変更可）
PATH：プロセスサービス定義の prcsvpathの指定に従う（変更可）

2. カレントディレクトリは $DCDIR/tmp/home/_rmm.×××（×××は RMMサー
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ビスのプロセス ID）です。
3. プロセスの標準入力，標準出力，および標準エラー出力はコンソールです。
4. ユーザ ID，およびグループ IDは，監視対象 RM定義に従います。
5. 制御端末はありません。
6. umaskは 000です。
7. シグナル受信時の動作はすべて OSのデフォルトのものです。

上記の内容は，シェルスクリプト中で使用するコマンド，および起動されるプロセス
に対して影響します。上記の内容に関して設定値以外のものにしたい場合は，シェル
スクリプト中，またはユーザが用意したコマンド中で，変更してください。

6.1.5　リソースマネジャ起動待ち合わせ機能
OpenTP1以外が提供するリソースマネジャ（非同期 RM）は，OpenTP1と同期を取ら
ないで起動・停止できます。XAインタフェースでアクセスする非同期 RMが未起動の状
態で OpenTP1を起動し，その非同期 RMにアクセスするユーザサーバを実行した場合，
xa_open関数エラーとなりユーザサーバの異常終了や閉塞が発生することがあります。
特に，上記のユーザサーバを自動起動（OpenTP1起動時に指定されたユーザサーバを起
動する機能）する場合，その可能性が高くなります。

このような現象を回避するには，非同期 RMの起動を完了させたあと，OpenTP1を起動
するという運用をする必要があります。この機能は，OpenTP1起動時に OpenTP1に登
録された非同期 RMの起動を確認し，未起動の場合には全非同期 RMが起動されるまで
OpenTP1を中断状態とする機能です。この機能を使用することによって，システム開始
時に OpenTP1と非同期 RMとの起動のタイミングを意識する必要がなくなり，システ
ム運用の負担を軽減できます。

非同期 RMの起動確認は，非同期 RMが提供する xa_open関数が正常終了するかしない
かで判断します。したがって，未起動状態でも xa_open関数が正常終了する非同期 RM
との起動待ち合わせはできません。

（1） 使用方法

この機能は，トランザクションサービス定義に trn_wait_rm_openオペランドを指定す
ることで使用できるようになります。未起動非同期 RMの起動確認をリトライする回数，
およびインタバルを指定できます。

（2） 注意事項
• この機能によって起動待ち合わせができるリソースマネジャは，trnlnkrmコマンドで

OpenTP1システムに登録した OpenTP1以外が提供するリソースマネジャだけです。
• トランザクションサービス定義の trn_wait_rm_openオペランドに stopまたは

retry_stopを指定したシステムで，起動待ち合わせ対象のリソースマネジャが障害な
どで起動できなくなった場合は，OpenTP1システムも起動（リラン）できなくなり
ます。リソースマネジャの起動を中止して OpenTP1を起動する場合は，
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trn_wait_rm_openオペランドの指定値を continueまたは retry_ continueに変更し，
OpenTP1システムを再起動してください。リトライ中に開始処理を中止する場合は，
dcstop -fコマンドで OpenTP1システムを強制停止してください。 

• 非同期 RMの起動確認は，非同期 RMが提供する xa_open関数が正常終了するかし
ないかで判断します。したがって，未起動状態でも xa_open関数が正常終了する非同
期 RMとの起動待ち合わせはできません。

• トランザクションサービス定義の trn_wait_rm_openオペランドに retry_continueま
たは retry_stopを指定し，非同期 RMの xa_open関数エラーが発生した場合，
trn_retry_interval_rm_openオペランドで指定したインタバルで，
trn_retry_count_rm_openオペランドで指定した回数だけ，未起動非同期 RMの
xa_open関数を発行します。したがって，実際の xa_open関数発行のリトライ間隔
は，「全未起動非同期 RMの xa_open関数処理時間＋ trn_retry_interval_rm_openオ
ペランド指定時間」となります。

• HiRDBの起動待ち合わせをする場合は，HiRDB 02-05-/G以降を使用してください。

6.1.6　トランザクションの回復待ち合わせ（Oracle9i RAC機
能使用時）

Oracle9i RAC※機能を使用した場合，異常終了時には，障害が発生した運用系サーバか
ら，待機系サーバへインダウトトランザクション（未決着トランザクション情報）が転
送されます。このとき，インダウトトランザクションの転送処理に時間が掛かると，
Oracle9iの仕様上，OpenTP1と Oracle9iの間でトランザクション決着種別が不一致に
なることがあります。

このため，インダウトトランザクションの転送処理を行っている間，OpenTP1のトラン
ザクション回復処理を待ち合わせることで，トランザクションの決着種別の不一致を回
避します。

注※
RACとは，Real Application Clustersの略で，共有ディスクにある一つのデータ
ベースを複数ノードで共用して処理するクラスタシステムのことです。

（1） 使用方法

Oracle9i RAC機能を使用する場合には，トランザクションサービス定義の trnstring定
義コマンドで -rオプションを指定し，OpenTP1のトランザクションの回復を待ち合わ
せます。なお，trnstring定義コマンドの -rオプションを有効にするには，オープン文字
列に "OPS_FAILOVER=T"を指定する必要があります。

trnstring定義コマンドの -rオプションを指定する場合，リソースマネジャからの応答を
待ち合わせるので，トランザクション回復プロセスが占有されます。したがって，トラ
ンザクション並行回復プロセス数（trn_recovery_process_countオペランドの指定値）
を trnstring定義コマンドの -rオプションで指定したリソースマネジャ数分増やしてく
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ださい。トランザクション並行回復プロセス数を増やさなかった場合には，トランザク
ション回復処理に影響を及ぼすことがあります。

（2） 注意事項

トランザクションの回復処理を待ち合わせた場合に，開始処理中，またはオンライン処
理中にリソースマネジャに障害が発生すると，そのリソースマネジャが参加したトラン
ザクションの該当リソースマネジャの障害が回復されるまで，トランザクション回復処
理が遅れます。

トランザクションサービス定義に指定する trnstring定義コマンドの -rオプションは再
開始時に変更，または削除できます。詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム
定義」のシステムサービス定義や，再開始時に変更できる定義についての説明を参照し
てください。

6.1.7　オンライン前トランザクション回復機能
OpenTP1では，トランザクションを回復する場合は，全面回復による再開始時に，
ジャーナルを基にして OpenTP1内で管理しているトランザクションの決着処理をして
います。

オンライン前トランザクション回復機能は，OpenTP1開始時に（正常開始，再開始に関
係なく），トランザクションサービス定義の trnstring定義コマンドの -mオプションで
指定したリソースマネジャから未決着トランザクション情報を取得し，OpenTP1がオン
ラインになる前に回復処理をする機能です。

この機能を使用すると，リソースマネジャからの未決着トランザクション情報がなくな
るまで，トランザクションサービス定義の trn_start_recovery_intervalオペランドに指
定した間隔時間で回復処理が繰り返されます。このため，リソースマネジャからの未決
着トランザクション情報がなくなるまでは，OpenTP1はオンライン状態にはなりませ
ん。

（1） 使用方法

この機能を使用するには，trnlnkrmコマンドで OpenTP1システムにリソースマネジャ
を再登録し，トランザクションサービス定義の trnstring定義コマンドに -mオプション
を指定します。詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」のトランザク
ションサービス定義の説明を参照してください。

（2） 注意事項
• trnstring定義コマンドに指定できるのは，trnlnkrmコマンドで OpenTP1システム
に登録したリソースマネジャだけです。

• xa_recover関数がすぐにリターンしないリソースマネジャが存在した場合，トランザ
クション決着が遅れることがあります。
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7　 マルチノード機能使用時の
運用
マルチノード機能使用時の OpenTP1の環境設定とその手順，
開始方法と終了方法，ノードの状態の表示方法，グローバル
ジャーナルの運用方法について説明します。

7.1　OpenTP1の環境設定

7.2　OpenTP1の開始と終了

7.3　OpenTP1ノードの状態表示

7.4　グローバルジャーナルに関する運用
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7.1　OpenTP1の環境設定

マルチノード機能使用時の環境設定について説明します。環境設定は説明の順に行って
ください。

7.1.1　OpenTP1管理者の登録
スーパユーザが，OpenTP1管理者のユーザ IDを OSに登録します。

ログイン名称，ユーザ ID，グループ ID，ホームディレクトリ，ログインシェルを，す
べて任意に設定します。

ユーザ IDの登録後，必ずパスワードを設定してください。

OpenTP1管理者には，次の権限が与えられます。

• OpenTP1の各種システムファイルやディレクトリとしてのアクセス権が与えられ，
ほかのユーザからの書き込みを禁止できます。

• OpenTP1の構成変更を伴うような運用コマンドを実行できます。

7.1.2　OpenTP1グループの設定
スーパユーザが，OpenTP1専用のグループを設定します。

OpenTP1グループを設定すると，グループ以外のユーザによるファイルのアクセスを制
限できるので，OpenTP1の機密保護を強化できます。

7.1.3　OpenTP1のインストール
スーパユーザが，OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールします。すべての
OpenTP1ノードに TP1/Server Baseと TP1/Multiをインストールしてください。

OpenTP1インストールディレクトリは，ご使用の OSによって異なります。

7.1.4　OpenTP1ディレクトリの作成
スーパユーザが，OpenTP1ディレクトリを作成します。OpenTP1ディレクトリ名長は，
ご使用の OSによって異なります。

OpenTP1ディレクトリにシンボリックリンクは使用できません。

OpenTP1ディレクトリだけで一つのパーティションを割り当ててください。そのパー
ティションは，ほかのプログラムで使用しないでください。ほかのプログラムが
OpenTP1ディレクトリのパーティションにファイルを作成して，ディスク容量および i
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ノード数を圧迫した場合，OpenTP1の動作に支障が出ることがあります。

所有者，グループおよびモードを次のように指定します。

所有者：OpenTP1管理者

グループ：OpenTP1グループ

モード：0755

7.1.5　システム定義の作成
OpenTP1管理者が，OpenTP1のシステム定義を作成します。システム定義は，スーパ
ユーザが OpenTP1を OSに登録する前に作成してください。

システム定義は，グローバルアーカイブジャーナルサービスがあるノード（以降，アー
カイブジャーナルノードと呼ぶ）と，アーカイブジャーナルノードによってアーカイブ
されるノード（以降，被アーカイブジャーナルノードと呼ぶ）では，内容が異なります。

システム定義については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

7.1.6　OpenTP1の OSへの登録
スーパユーザが，OpenTP1の dcsetupコマンドを使用して，OpenTP1を OSへ登録し
ます。この作業は，OpenTP1管理者がシステム定義を作成したあとで行ってください。

7.1.7　OpenTP1ファイルシステム領域の作成
OpenTP1ファイルシステムは，キャラクタ型スペシャルファイル上，または通常ファイ
ル上に作成できます。

OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペシャルファイル上に作成する場合は，
OpenTP1ファイルシステム用にディスクパーティションを割り当てます。このパーティ
ションは，マウントしないでください。通常ファイル上に作成する場合は，ディスク
パーティションを割り当てる必要はありません。

被アーカイブジャーナルノードには，システム用とユーザ用の 2種類の OpenTP1ファ
イルシステムを作成します。そのため，OpenTP1ファイルシステムをキャラクタ型スペ
シャルファイル上に作成する場合は，システム用とユーザ用の 2種類のディスクパー
ティションを割り当てます。アーカイブジャーナルノードには，ユーザ用の OpenTP1
ファイルシステムは必要ありません。

OpenTP1ファイルシステムを作成したキャラクタ型スペシャルファイルや通常ファイル
を，OpenTP1ファイルシステム領域といいます。

権限のないユーザが OpenTP1ファイルシステム領域をアクセスしないようにするため
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に，OpenTP1ファイルシステム領域の所有者とアクセス権は，次の表に示すように設定
してください。所有者とアクセス権は，OSのコマンドで設定します。

表 7-1　OpenTP1ファイルシステム領域の所有者とアクセス権

注
システム用とユーザ用を同一の OpenTP1ファイルシステム領域に割り当てることもできます。
その場合，アクセス権はユーザ用にしてください。

7.1.8　OpenTP1の内部制御用資源の確保
OpenTP1が内部制御用に使用する OSの資源を確保するには，dcmakeupコマンドを使
用します。dcmakeupコマンドを実行すると，資源を確保し，OpenTP1ディレクトリ下
に格納します。確保する資源の数は，OpenTP1ディレクトリ下のシステム定義から解析
します。

プロセスサービス定義の prc_process_countオペランドの値を変更した場合は，dcsetup
コマンドを実行したあと，dcstartコマンドを実行する前に，必ず dcmakeupコマンドを
実行してください。

dcmakeupコマンドを実行しなかった場合，OpenTP1の開始処理でこのコマンドの処理
が実行されますが，十分な数の資源を確保するのに時間が掛かることがあります。

7.1.9　OpenTP1管理者の環境設定
OpenTP1のコマンドを実行するために，ログイン環境に次の環境変数を設定してくださ
い。

DCDIR
OpenTP1ディレクトリを完全パス名で指定します。DCDIRに設定するディレクト
リ名は，50バイト以内で指定してください。OpenTP1ディレクトリにシンボリッ
クリンクは使用できません。

DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイルを格納するディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指

OpenTP1ファイル
システム領域

所有者 アクセス権

ユーザ ID グループ ID 所有者 グループ そのほか

システム用 OpenTP1管
理者

OpenTP1グ
ループ

rw
（読み書きが
できる）

r-
（読むことが
できる）

r-
（読むことが
できる）

ユーザ用 OpenTP1管
理者

OpenTP1グ
ループ

rw
（読み書きが
できる）

rw
（読み書きが
できる）

r-
（読むことが
できる）
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定します。

DCUAPCONFPATH
OpenTP1ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定義ファイ
ルを DCCONFPATH環境変数で設定したディレクトリとは別のディレクトリに格納
したい場合，そのディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指定します。

PATH
$DCDIR/binを PATHに加えます。

7.1.10　OpenTP1ファイルシステムの初期設定
OpenTP1管理者は，filmkfsコマンドで OpenTP1ファイルシステムを初期設定します。

7.1.11　OpenTP1ファイルの作成
OpenTP1管理者は，filmkfsコマンドで初期設定した OpenTP1ファイルシステム上に，
次の表に示す OpenTP1ファイルを作成，初期設定します。

表 7-2　作成，初期設定する OpenTP1ファイルと使用する運用コマンド

注
ISAMファイルを使用する場合は，マニュアル「索引順編成ファイル管理 ISAM」
を参照してください。

ノード OpenTP1 運用コマ
ンド

OpenTP1
ファイルシ
ステム領域

備考

アーカイブ
ジャーナル
ノード

ステータスファイル stsinit システム用 ノード内に必
須

アーカイブジャーナルファイル jnlinit

被アーカイブ
ジャーナル
ノード

ステータスファイル stsinit システム用 ノード内に必
須

ジャーナ
ル関係の
ファイル

システムジャーナルファイ
ル

jnlinit

チェックポイントダンプ
ファイル

jnlinit

ノードリストファイル namnlcr
e

ノード内に任
意

メッセージキューファイル queinit ユーザ用 ノード内に任
意※

DAMファイル damload ノード内に任
意

TAMファイル tamcre ノード内に任
意
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注※
MCFを使用する場合に必要です。

7.1.12　OpenTP1ファイル以外のファイルの作成
OpenTP1を実行するためには，OpenTP1ファイル以外に次に示す OSのファイルが必
要です。

（1） ユーザが作成するファイル

ユーザが作成するファイルを次に示します。

• ユーザプログラムファイル
UAPの実行形式プログラムを格納するファイルです。
アーカイブジャーナルノードでは必要ありません。

• MCF通信プロセスプログラムファイルおよび MCFアプリケーション起動プロセスプ
ログラムファイル
メッセージ制御機能を使用する場合に，作成するMCF通信プロセスの実行形式プロ
グラムおよびMCFアプリケーション起動プロセスの実行形式プログラムを格納する
ファイルです。

• 各種定義ファイル
OpenTP1の各種定義を格納するファイルです。
定義ファイルは，OSのテキストエディタを使用して，テキストファイルとして作成
します。

上記のファイルをユーザが作成するディレクトリ下に作成します。

ユーザが作成するファイルとディレクトリを次の表に示します。表中のディレクトリ
$DCDIR/aplib，および $DCDIR/confは，OpenTP1のインストール時に作成されます。

表 7-3　ユーザが作成するファイルとディレクトリ

ファイル ディレクトリ ファイル名 ファイル種別

ユーザプログラムファイル $DCDIR/aplib/※ 1 実行形式プログラム
名※ 2

実行形式ファイル

MCF通信プロセスプログラム
ファイル，MCFアプリケーショ
ン起動プロセスプログラムファ
イル

$DCDIR/lib/servers/ 実行形式プログラム
名

実行形式ファイル

各種定義
ファイル

システム環境定義 $DCDIR/conf env テキストファイル

システム環境定義
以外の定義

$DCCONFPATH/ 定義ファイル名

システムサービス
情報定義

$DCDIR/lib/sysconf/ システムサービス情
報定義ファイル名

システムサービス
共通情報定義※ 3

$DCDIR/lib/sysconf/ mcf
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注※ 1
プロセスサービス定義で変更できます。

注※ 2
ユーザサービス定義で変更できます。

注※ 3
インストール時または OSへの登録時に作成されるファイルですが，動作環境に
よっては定義内容の変更が必要なファイルです。

（2） インストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレク
トリ

OpenTP1のインストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレクト
リを次の表に示します。

表 7-4　インストール時，または OSへの登録時に作成されるファイルとディレクトリ

名称 ディレクトリ ファイル名

OpenTP1プログ
ラムファイル

OpenTP1サーバ $DCDIR/lib/servers/ －※

コマンド $DCDIR/bin/ －

ヘッダファイル $DCDIR/include/ －

アーカイブファイル $DCDIR/lib/ －

定義解析用ファイル $DCDIR/lib/sysconf/ －※

$DCDIR/lib/sysdef/ －

メッセージオブジェクトファイル $DCDIR/lib/ emsgtxt，jmsgtxt

ユーザプログラムファイルディレクトリ $DCDIR/aplib/ なし

各種定義ファイルディレクトリ $DCDIR/conf/ なし

システム管理情報ディレクトリ $DCDIR/etc/ －

退避コアファイルディレクトリ $DCDIR/spool/save/ なし

コマンドログディレクトリ $DCDIR/spool/cmdlog/ －

デッドロック情報ファイルディレクトリ $DCDIR/spool/dclckinf/ なし

トランザクション情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dctrninf/ なし

ジャーナル情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dcjnlinf/errinf/ なし

プロセスサービス情報ディレクトリ $DCDIR/spool/dcprcinf/ なし

トランザクションジャーナルディレクトリ $DCDIR/spool/dctjlinf/ －

サーバリカバリジャーナルディレクトリ $DCDIR/spool/dcsjl/ －

トランザクション制御用オブジェクト格納
ディレクトリ

$DCDIR/spool/trnrmcmd/
userobj/

dc_trn_allrm.o

オンラインテスタ用ディレクトリ $DCDIR/spool/uto/ なし

システム内部排他制御用ディレクトリ $DCDIR/spool/olkfifs/ －
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（凡例）
－：ユーザは指定する必要がないことを示します。

注
アーカイブジャーナルノードでは，使用されないものがあります。

注※
MCFを使用する場合は，ファイルの作成が必要です。

（3） OpenTP1実行時に作成されるファイルとディレクトリ

OpenTP1実行時に動的に作成されるファイルとディレクトリを次の表に示します。

表 7-5　OpenTP1実行時に作成されるファイルとディレクトリ（マルチノード機能使用
時）

システム内部同期制御用ディレクトリ $DCDIR/spool/olkrsfs/ －

名称 ディレクトリ ファイル名 ノー
ド 1
※ 1

ノー
ド 2
※ 2

メッセージログファ
イル

$DCDIR/spool/ dclog1，および dclog2 ○ ○

MCFトレースファ
イル※ 3

$DCDIR/spool/ mcftAXXZZ※ 4 × ○

スケジュールキュー
情報ファイル

$DCDIR/spool/ scdqid1，および scdqid2 × ○

RPCトレースファ
イル

$DCDIR/spool/ rpctr1，および rpctr2※ 5 ○ ○

トレース情報ダンプ
ファイル

$DCDIR/spool/save/ dcmtrdp1，および dcmtrdp2 ○ ○

性能検証用トレース
情報ファイル

$DCDIR/spool/dcprfinf/ prf_001，prf_002，および
prf_003

○ ○

性能検証用トレース
情報ファイルのバッ
クアップファイル

$DCDIR/spool/save/ prf_nnn.bk1※ 6，および

prf_nnn.bk2※ 6
○ ○

XAR性能検証用ト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dcxarinf/ _xr_nnn※ 7 ○ ○

XAR性能検証用ト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _xr_nnn.bk1※ 6，および

_xr_nnn.bk2※ 6
○ ○

JNL性能検証用ト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dcjnlinf/
prfinf/

_jl_nnn※ 7 ○ ○

名称 ディレクトリ ファイル名
334



7.　マルチノード機能使用時の運用
JNL性能検証用ト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _jl_nnn.bk1※ 6，および

_jl_nnn.bk2※ 6
○ ○

LCK性能検証用ト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dclckinf/prf/ _lk_nnn※ 7 ○ ○

LCK性能検証用ト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _lk_nnn.bk1※ 6，および

_lk_nnn.bk2※ 6
○ ○

MCF性能検証用ト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dcmcfinf/ _mc_nnn※ 7 ○ ○

MCF性能検証用ト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _mc_nnn.bk1※ 6，および

_mc_nnn.bk2※ 6
○ ○

TRNイベントト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dctrninf/
trace/prf/

_tr_nnn※ 7 ○ ○

TRNイベントト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _tr_nnn.bk1※ 6，および

_tr_nnn.bk2※ 6
○ ○

NAMイベントト
レース情報ファイル

$DCDIR/spool/dcnaminf/ _nm_001，_nm_002，および
_nm_003

○ ○

NAMイベントト
レース情報ファイル
のバックアップファ
イル

$DCDIR/spool/save/ _nm_nnn.bk1※ 6，および

_nm_nnn.bk2※ 6
○ ○

プロセスサービスイ
ベントトレース情報
ファイル

$DCDIR/spool/dcprcinf/ _pr_001，_pr_002，および
_pr_003

○ ○

プロセスサービスイ
ベントトレース情報
ファイルのバック
アップファイル

$DCDIR/spool/save/ _pr_nnn.bk1※ 6，および

_pr_nnn.bk2※ 6
○ ○

FILイベントトレー
ス情報ファイル

$DCDIR/spool/dcfilinf/ _fl_001，_fl_002，および
_fl_003

○ ○

FILイベントトレー
ス情報ファイルの
バックアップファイ
ル

$DCDIR/spool/save/ _fl_nnn.bk1※ 6，および

_fl_nnn.bk2※ 6
○ ○

RTSログファイル $DCDIR/spool/dcrtsinf/※
8

rtslog[1～ 10]※ 8，※ 9 ○ ○

名称 ディレクトリ ファイル名 ノー
ド 1
※ 1

ノー
ド 2
※ 2
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MCF稼働統計情報
ファイル

$DCDIR/spool/※ 10 mcfstc※ 10 × ○

カレントワーキング
ディレクトリ※ 11

$DCDIR/tmp/home/サーバ
名 .ID※ 12/

－ ○ ○

UAPトレースデー
タファイル

$DCDIR/tmp/home/サーバ
名 .ID/

dcuat.map※ 13 ○ ○

UAPトレースデー
タファイルのバック
アップファイル

$DCDIR/spool/save/trc/※
14

サーバ名 n.uatmap※ 15，およ

びサーバ名 _n.uatmap※ 15
○ ○

共用メモリダンプ
ファイル

$DCDIR/spool/ Linuxの場合
shmdump[1～ 3].gz，およ
び shmdump.XXX※ 16[1
～ 3].gz

その他の場合
shmdump[1～ 3].Z，およ
び shmdump.XXX※ 16[1
～ 3].Z

○ ○

退避コアファイル $DCDIR/spool/save/※ 17 サーバ名 n※ 18 ○ ○

デッドロック，タイ
ムアウト情報ファイ
ル

$DCDIR/spool/dclckinf/ ファイル名※ 19 × ○

MCFダンプファイ
ル※ 3

$DCDIR/spool/ mcfdKAXXZZ※ 20 × ○

MCF共用メモリダ
ンプファイル※ 3

$DCDIR/spool/ mcfsAXXY※ 21 × ○

未決着トランザク
ション情報ファイル

$DCDIR/spool/dctrninf/ ファイル名※ 22 × ○

アーカイブジャーナ
ルノードの不正
ジャーナル情報ファ
イル

$DCDIR/spool/dcjnlinf/
errinf/

an_X※ 23 ○ ×

被アーカイブジャー
ナルノードの不正
ジャーナル情報ファ
イル

$DCDIR/spool/dcjnlinf/
errinf/

r_n※ 24 × ○

入出力キューの内容
複写ファイル

$DCDIR/spool/ ファイル名※ 25 × ○

UAPトレース編集
出力ファイル

$DCDIR/spool/save/ サーバ名 n※ 16.uat × ○

OpenTP1デバッグ
情報ファイル

$DCDIR/spool/save/ サーバ名 n※ 16.deb ○ ○

名称 ディレクトリ ファイル名 ノー
ド 1
※ 1

ノー
ド 2
※ 2
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（凡例）
○：作成されます。
×：作成されません。
－：ユーザは指定する必要がないことを示します。

注※ 1
アーカイブジャーナルノード

注※ 2
被アーカイブジャーナルノード

注※ 3
MCFを使用するときだけ必要です。

注※ 4
AXXZZ：

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：トレーススワップファイル識別子

注※ 5
ファイル名はシステム共通定義で変更できます。

注※ 6
nnn：バックアップ元のファイル名に対応した値です。

注※ 7
nnn：それぞれ，次に示す定義の prf_file_countオペランドで指定した値を上限とし
た 001から始まる値です。
• 性能検証用トレース：性能検証用トレース定義
• XAR性能検証用トレース：XAR性能検証用トレース定義
• JNL性能検証用トレース：JNL性能検証用トレース定義
• LCK性能検証用トレース：LCK性能検証用トレース定義
• MCF性能検証用トレース：MCF性能検証用トレース定義
• TRNイベントトレース：TRNイベントトレース定義

注※ 8
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_nameオペランドの指定を省略し
た場合，このディレクトリに RTSログファイルが作成されます。

注※ 9
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リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_countオペランドに指定した値分
ファイルを作成します。

注※ 10
運用コマンド（mcfstats）で出力ファイル名を省略したとき，このディレクトリに
このファイルが作成されます。

注※ 11
カレントワーキングディレクトリはシステム共通定義の prc_current_work_pathオ
ペランドを設定することによって変更できます。

注※ 12
ユーザ環境設定コマンドの場合，サーバ名は，’_usrcmd’と表示されます。
IDは 1以上の通番です。ただし，運用コマンド（dcstart，dcstop，dcsvstart，お
よび dcsvstop），およびユーザ環境設定コマンドには，’.ID’は付きません。

注※ 13
uap_trace_file_putオペランドに Yを指定した場合だけ，このファイルが作成され
ます。uap_trace_file_putオペランドは，次のどれかの定義で指定します。
• システム共通定義
• ユーザサービスデフォルト定義
• ユーザサービス定義

注※ 14
プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドを指定している場合，ディ
レクトリは，「（prc_coresave_path指定値）/trc/」となります。

注※ 15
n：ファイルの通番（1～ 3）

注※ 16
XXX：リソースマネジャ名（dam，tam，ist，ism）

注※ 17
プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドを指定している場合，退避
コアファイルは，prc_coresave_pathオペランドに指定したディレクトリに退避しま
す。

注※ 18

n：退避コアファイルの通番（1～ 3）
ただし，サーバが強制停止時（dcsvstop -dfコマンドまたは prckillコマンドを
実行したとき，または実時間監視タイムアウトになったとき）に出力されるコ
アファイルの場合は，通番は付きません。なお，プロセスサービスのコアファ
イルが’core’という名称で，ディレクトリに取得されることがあります。ま
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た，ユーザ環境設定コマンドが異常終了した場合，そのコアファイルは’
_usrcmd’に通番（1～ 3）が付いた名称で退避されます。

注※ 19
デッドロック検知日時を基に決定されます。ファイル名の長さは，日付が 1けたか，
2けたかによって異なります。
（例）10月 3日 6時 29分 56秒のとき…Oct3062956
　　　10月 10日 18時 6分 0秒のとき…Oct10180600

注※ 20
KAXXZZ：

K：プロセス種別
m：MCFマネジャプロセス
c：MCF通信サービスまたはMCFアプリケーション起動サービス
u：ユーザサービスその他

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：ダンプ通番（01～ 99）

注※ 21
AXXY：

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

Y：ファイルの通番（1～ 3）

注※ 22
rl＋トランザクションサービス開始時刻（16進数 8けた）

注※ 23

n：不正なデータを検知したジャーナルのリソースグループの通番
この通番は，グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の jnldfsv定義コマ
ンドの -aオプションに指定したリソースグループに，順番に割り当てられる値
です。

X：不正なデータを検知したジャーナルの世代番号
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注※ 24
n：不正なデータを検知したジャーナルの世代番号

注※ 25
入出力キューの内容複写コマンド（mcfdmpqu）で指定したファイル名

なお，この表に示すファイル以外に，$DCDIR/spool/，および $DCDIR/tmp/の下には，
OpenTP1の内部処理用のファイルがあります。ユーザは勝手に変更しないようにしてく
ださい。$DCDIR/tmp/下の内部処理用のファイルは，OpenTP1を開始するとすべてク
リアされます。
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7.2　OpenTP1の開始と終了

7.2.1　開始
一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを
構成する複数の OpenTP1ノードを開始できます。この場合，dcmstartコマンドを使用
します。

dcmstartコマンドを実行すると，次に示す OpenTP1ノードを正常開始，または再開始
します。

• コマンド入力環境の環境変数 DCDIRに対応した OpenTP1ノードが属するマルチ
ノードエリアを構成するすべての OpenTP1ノード

• 指定したマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノード
• 指定したノード識別子の OpenTP1ノード

グローバルアーカイブジャーナル機能を使用する場合，アーカイブジャーナルノードは，
ほかのノードと同様に dcstartコマンド，または dcmstartコマンドで開始します。この
とき，ほかのノードと同時か，または先にアーカイブジャーナルノードを開始してくだ
さい。ほかのノードを先に開始すると，あとでアーカイブジャーナルノードを開始した
ときに，そのノードのジャーナルをアーカイブできなくなることがあります。

また，アーカイブジャーナルノードは，ほかのノードがすべて正常終了している場合だ
け正常開始してください。ほかのノードが正常終了していない場合に，アーカイブ
ジャーナルノードを正常開始すると，正常終了していないほかのノードのジャーナルを
アーカイブできなくなることがあります。

7.2.2　終了

（1） 終了モード

（a）正常終了

一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを
構成する OpenTP1ノードをすべて正常終了します。マルチノードエリア，またはマル
チノードサブエリアを構成する OpenTP1ノードのジャーナルはすべてアーカイブされ
ます。

次回の開始は正常開始となります。終了したときのアーカイブジャーナルファイルの続
きにはジャーナルをアーカイブしません。

（b）計画停止

一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを
構成する OpenTP1ノードをすべて正常終了，または計画停止します。マルチノードエ
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リア，またはマルチノードサブエリアを構成する OpenTP1ノードのジャーナルはすべ
てアーカイブされます。

次回の開始は再開始となります。終了したときのアーカイブジャーナルファイルの続き
にジャーナルをアーカイブします。

（c）強制停止

一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを
構成する OpenTP1ノードをすべて強制的に終了します。

次回の開始は再開始となります。終了したときのアーカイブジャーナルファイルの続き
にジャーナルをアーカイブします。

（d）異常終了

何らかの異常が発生した場合，一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，ま
たはマルチノードサブエリアを構成する OpenTP1ノードを直ちに終了します。

次回の開始は再開始となります。終了したときのアーカイブジャーナルファイルの続き
にジャーナルをアーカイブします。

（2） 終了方法

一つの OpenTP1ノードから，マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを
構成する複数の OpenTP1ノードを終了するには，dcmstopコマンドを使用します。

dcmstopコマンドを実行すると，次に示す OpenTP1ノードを終了します。

• コマンド入力環境の環境変数 DCDIRに対応した OpenTP1ノードが属するマルチ
ノードエリアを構成するすべての OpenTP1ノード

• 指定したマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノード
• 指定したノード識別子の OpenTP1ノード

終了モードと運用コマンドを次に示します。

　正常終了：dcmstopコマンド

　計画停止：dcmstop -aコマンド，または dcmstop -bコマンド

　強制停止：dcmstop -fコマンド

なお，OpenTP1ノードごとに終了する場合は，dcstopコマンドを使用します。

終了モードと運用コマンドを次に示します。

　正常終了：dcstopコマンド

　強制正常終了：dcstop -nコマンド

　計画停止：dcstop -aコマンド，または dcstop -bコマンド
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　強制停止：dcstop -fコマンド

グローバルアーカイブジャーナル機能を使用する場合，アーカイブジャーナルノードは，
ほかのノードと同様に dcstopコマンド，または dcmstopコマンドで終了します。このと
き，ほかのノードと同時か，またはほかのノードのあとにアーカイブジャーナルノード
を終了してください。ほかのノードより先に dcstopコマンド，または dcmstopコマンド
を実行すると，ほかのノードの終了を待ち合わせます。この待ち合わせの最大時間は，
グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の jnl_arc_terminate_timeoutに指定して
おきます。詳細についてはマニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

また，アーカイブジャーナルノードは，ほかのノードがすべて正常終了している場合で
ないと正常終了できません。ほかのノードの終了状態を確認したあと，アーカイブ
ジャーナルノードの終了モードを指定してください。

次のような場合，アーカイブジャーナルノード側では接続中の状態が残ったままとなる
ため，アーカイブジャーナルノード側で jnlardisコマンドを実行し，接続を解除してく
ださい。

• アーカイブジャーナルノードとの接続が完了していない（KFCA04130-Iメッセージ
が出力されてない）状態の被アーカイブジャーナルノードで，OpenTP1の終了コマ
ンド（dcstopコマンド）が実行された場合

• 被アーカイブジャーナルノードに jnl_arc_terminate_timeoutオペランド（グローバ
ルアーカイブジャーナルサービスとのタイムアウト）を設定し，被アーカイブジャー
ナルノードの終了時にタイムアウトが発生した場合（KFCA04148-Wメッセージが出
力された場合）
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7.3　OpenTP1ノードの状態表示

マルチノードエリアを構成する各 OpenTP1ノードの状態を，dcndlsコマンドで表示で
きます。

オプションの指定によって，次に示す状態を表示できます。

• マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1
ノードの状態

• 指定した OpenTP1ノードの状態
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7.4　グローバルジャーナルに関する運用

7.4.1　アーカイブジャーナルファイルの構成，および作成と
定義

グローバルジャーナルサービス機能では，アーカイブするノードやその業務に応じて 16
種類までのリソースグループを使うことができます。一つのリソースグループは，一つ
のアーカイブジャーナルサービス定義で指定します。

アーカイブジャーナルサービス定義では，複数の物理ファイルと，それを管理するため
の論理的なファイルであるファイルグループ，および要素ファイルとの対応関係を指定
します。

ファイルグループとは，OpenTP1がジャーナルを世代管理するための論理的なファイル
で，オンライン中のジャーナルファイルのスワップなどは，この単位で行われます。一
つのリソースグループには，2個以上 256個までのファイルグループを指定でき，ユー
ザはそれぞれのファイルグループに任意の名称を付けます。この名称は重複しないよう
に付けてください。

要素ファイルとは，アーカイブジャーナルファイルの並列アクセス機能を使用する場合
に，分散して使用する論理的なファイルです。オンライン中のジャーナルファイルへの
アクセスは，分散された要素ファイルに並列に行われるので，ディスクに対する負荷を
分散できます。

並列アクセス機能を使用する場合は，アーカイブジャーナルサービス定義の
jnl_max_file_dispersionオペランドに 2以上を指定し，jnl_min_file_dispersionオペラ
ンドを指定します。また，一つのファイルグループには 2個以上 8個までの要素ファイ
ルを指定でき，ユーザはそれぞれの要素ファイルに任意の名称を付けます。この名称は
重複しないように付けてください。ただし，リソースグループで分散数は一意ですので，
それぞれのファイルグループには同じ数の要素ファイルを指定しなければなりません。

並列アクセス機能を使用しない場合，ユーザは要素ファイルを指定する必要はありませ
ん。ただし，OpenTP1は一つのファイルグループが一つの要素ファイルであるかのよう
に処理します。

アーカイブジャーナルファイルは二重化することもできます。この場合，一つの要素
ファイルには，A系，B系の二つの物理ファイルを指定します。この二つの物理ファイ
ルには，同じ内容のジャーナルが書き込まれます。二重化する場合は，アーカイブ
ジャーナルサービス定義で jnl_dual=Yと指定します。jnl_dual=Yと指定したときに片
系の物理ファイルしか使用できなくなった場合について，片系運転可とするか，片系運
転不可とするかを jnl_singleoperationオペランドで指定します。

アーカイブジャーナルファイルを二重化しない場合は，一つの要素ファイルには一つの
物理ファイルを指定します。ただし，リソースグループで二重化するかどうかは一意で
すので，それぞれの要素ファイルには同じ数の物理ファイルを指定しなければなりませ
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ん。

ユーザは，OpenTP1を開始する前に，jnlinitコマンドで OpenTP1ファイルシステム上
に物理ファイルを作成します。このとき，物理ファイルの名称には，アーカイブジャー
ナルサービス定義に指定した物理ファイル名と同じ名称を指定します。

物理ファイル作成後，物理ファイルと要素ファイル，ファイルグループ，およびリソー
スグループの対応関係をアーカイブジャーナルサービス定義で指定します。

アーカイブジャーナルサービス定義についてはマニュアル「OpenTP1 システム定義」を
参照してください。

アーカイブジャーナルファイルのサイズの見積もりについては，「付録H.4　アーカイブ
ジャーナルファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。

7.4.2　アーカイブジャーナルファイルの使い方
アーカイブジャーナルファイルには，複数のほかのノードのシステムジャーナルファイ
ルの内容と同じものが，混在して取得されます。

要素ファイルを構成する物理ファイルのうち，一つ以上の物理ファイルがオープンされ
ていることを要素ファイルがオープン状態，物理ファイルがまったくオープンされてい
ないことを要素ファイルがクローズ状態といいます。

要素ファイルを構成する物理ファイルのうち，必要以上の物理ファイルがオープンされ
ていることを要素ファイルが使用可能状態，必要以上の物理ファイルがオープンされて
いないことを要素ファイルが使用不可能状態といいます。

物理ファイルの必要数は，アーカイブジャーナルサービス定義の指定によって決まりま
す。

• jnl_dual=Nのとき：1
• jnl_dual=Y，かつ jnl_singleoperation=Yのとき：1
• jnl_dual=Y，かつ jnl_singleoperation=Nのとき：2

要素ファイルの状態と物理ファイルの状態の関係を次の表に示します。

表 7-6　要素ファイルの状態と物理ファイルの状態の関係

要素ファイルの状態 1 要素ファイルの状態 2 物理ファイルのオープン／クローズ状
態

使用可能／使用不可能状態 オープン／クローズ状
態

片系運転可 片系運転不可 A系 B系

○ ○ オープン オープン オープン

○ × オープン オープン クローズ

○ × オープン クローズ オープン

× × クローズ クローズ クローズ
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（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

ファイルグループを構成する要素ファイルのうち，一つ以上の要素ファイルがオープン
されていることをファイルグループがオープン状態，要素ファイルがまったくオープン
されていないことをファイルグループがクローズ状態といいます。

また，ファイルグループを構成する要素ファイルのうち，必要以上の要素ファイルが
オープンされていることをファイルグループが使用可能状態，必要以上の要素ファイル
がオープンされていないことをファイルグループが使用不可能状態といいます。

要素ファイルの必要数は，アーカイブジャーナルサービス定義の指定によって決まりま
す。

• 並列アクセス機能を使用しないとき：1
• 並列アクセス機能を使用するとき：並列アクセス化する場合の最小分散数

OpenTP1は，オンライン中のアーカイブジャーナルファイルのファイルグループを次に
示す三つの状態で管理します。

• 現用
現時点でジャーナルの出力対象になっている使用可能状態のファイルグループです。
この状態のファイルグループは常に一つです。

• 待機
現時点でジャーナルの出力対象にはなっていないが，現用に変更するために待機して
いる使用可能状態のファイルグループです。
この状態はさらに次の二つに分けられます。
• スワップ先にできる状態
アンロード済み（jnlunlfgコマンドでファイルにコピーされた）状態の待機ファイ
ルグループです。次回スワップ発生時，すぐに現用になることができます。

• スワップ先にできない状態
アンロード待ち状態の待機ファイルグループです。次回スワップ発生時，すぐに現
用になることはできません。

• 予約
使用不可能状態のファイルグループです。

予約以外のファイルグループは，二つ以上必要です。

OpenTP1を正常開始すると，アーカイブジャーナルサービス定義で指定したファイルグ
ループのうち，ONLと指定したファイルグループがすべてオープンされます。オープン
されたファイルグループのうち，最初に指定したファイルグループが現用となり，その
ほかは待機となります。オープンできなかったファイルグループ，および ONLと指定し
なかったファイルグループは，予約となります。再開始すると，前回現用だったファイ
ルグループが引き継がれます。

ジャーナルは現用のファイルグループに出力されます。現用のファイルグループが満杯
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になると，アーカイブジャーナルサービス定義で現用の次に指定したファイルグループ
（待機中）にスワップします。二重化した場合，どちらか一方の系が満杯になると，ス
ワップします。システムジャーナルファイル中のすべてのファイルグループが満杯に
なった場合は，最初のファイルグループに戻ってジャーナルを出力します。

7.4.3　アーカイブジャーナルファイルのアンロード
（1） アンロード

満杯，障害，または運用コマンドによってスワップして待機状態となったファイルグ
ループは，アンロード待ち状態となります。アンロード待ち状態とは，DAMファイルの
回復やユーザの運用に備えて，ユーザがジャーナルをアンロードするまでジャーナルを
保存している状態です。アンロード待ち状態のファイルグループは，現用にできません。

アンロード待ち状態のファイルグループは，jnlunlfgコマンドでアンロードするとアン
ロード済み状態になります。アンロード済み状態とは，アンロード待ち状態のファイル
グループを jnlunlfgコマンドでジャーナルをコピーした状態，または jnlchgfgコマンド
でジャーナルを破棄した状態です。

ファイルグループからジャーナルが切り離された旨のメッセージ（KFCA01222-I）が出
力されたら，jnlunlfgコマンドを実行してください。

jnlunlfgコマンドでアンロードして作成したファイルをグローバルアーカイブアンロー
ドジャーナルファイルといいます。

なお，-fオプション指定の jnlunlfgコマンドを実行すると，ファイルグループの状態を
チェックしないでアンロードするため，現用ファイルグループ，およびアンロード済み
のファイルグループをアンロードできます。ただし，アンロード済みのファイルグルー
プを -fオプション指定の jnlunlfgコマンドでアンロードする場合は，一度 jnlclsfgコマ
ンドでクローズしてからアンロードしてください。

-fオプション指定の jnlunlfgコマンドを実行しても，ファイルグループの状態は変更で
きません。

（2） アンロードチェックの抑止

アンロード待ち状態のファイルグループを，アンロードしないで現用に割り当てられま
す。これをジャーナルアンロードチェックの抑止といいます。通常 OpenTP1では，
ファイルグループのアンロード状態をチェックしていて，ファイルグループがアンロー
ド済み状態の場合だけ現用に割り当てます。アンロード状態のチェックを抑止すると，
スワップ先のファイルグループがアンロード待ち状態でも，現用として割り当てるので，
ファイルグループをアンロードする必要はありません。

ジャーナルアンロードチェックの抑止機能を使用する場合は，アーカイブジャーナル
サービス定義で jnl_unload_check=Nを指定します。この指定は，システム再開時に変
更できます。
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オンライン中にアンロードする場合は，アンロードするファイルグループを jnlclsfgコマ
ンドでクローズしてから，アンロードを実行してください。jnlclsfgコマンドを実行しな
いでオンライン中のアンロードを実行すると，アンロード実行中のファイルグループが
現用になることがあります。このとき，ファイルグループにはアンロード中のデータと，
現用になって新たに書き込まれるデータとが混在するので，OpenTP1はアンロードを中
断しますが，オンラインダウンすることはありません。

アンロードを一度も実行しない場合，アンロードジャーナルファイルを入力するコマン
ドは使用できません。アンロードジャーナルファイルを入力するコマンドを次の表に示
します。

表 7-7　アンロードジャーナルファイルを入力するコマンド一覧

ジャーナルアンロードチェックの抑止機能を使用する指定でも，jnllsコマンドを実行す
ると，ファイルグループはアンロード待ち状態が表示されます。アンロード待ち状態が
表示されても，そのファイルグループは現用として割り当てられます。

7.4.4　アーカイブジャーナルファイルの再使用
満杯，または運用コマンドによってスワップして待機状態となったファイルグループを
再使用するためには，ファイルグループがアンロード済み状態になっている必要があり
ます。

ただし，システムジャーナルサービス定義に jnl_unload_check=N（ジャーナルアンロー
ドチェックの抑止機能）を指定している場合は，ファイルグループの状態をチェックし
ないでスワップします。

オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの状態遷移を次の図に示します。

機能 コマンド

ジャーナル関係のファイル
管理

ファイル回復用ジャーナルの集積 jnlcolc

アンロードジャーナルファイルの複写 jnlcopy

アンロードジャーナルファイルの編集出力 jnledit

MCF統計情報の出力 jnlmcst

ジャーナル関係のファイル回復 jnlmkrf

アンロードジャーナルファイルのレコード出力 jnlrput

アンロードジャーナルファイルのマージ，時系列ソート jnlsort

統計情報の出力 jnlstts

DAMファイル管理 論理ファイルの回復 damfrc

TAMファイル管理 TAMファイルの回復 tamfrc
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図 7-1　オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの状態遷移

グローバルアーカイブジャーナル機能を使用する場合で，次のようなときは，すべての
ジャーナルをアーカイブ済みであっても最終ファイルグループのファイルステータスが
アーカイブ済みにならないことがあります。

• システムジャーナルサービス定義に jnl_arc_terminate_check = Nを指定していると
き

• ジャーナルサービス定義の jnl_arc_terminate_timeoutに 0以外を指定してあり，タ
イムアウトによってアーカイブサービスの途中で終了した場合（終了時に 
KFCA04148-W　理由コード：2008を出力した場合）

ファイルのステータスをアーカイブ済みにする場合は，jnlchgfgコマンドを使用してく
ださい。

7.4.5　アーカイブジャーナルファイル情報の表示
アーカイブジャーナルファイル情報は，jnllsコマンドで表示できます。再開始中に読み
込んだアーカイブジャーナルファイル情報は，jnlrinfコマンドで表示できます。

表示内容はファイルグループ名称，ファイル種別，ファイルグループの状態などです。

7.4.6　アーカイブ状態の表示
グローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグループとジャーナルサービスの
リソースグループの関係，およびアーカイブ状態を jnlarlsコマンドで表示できます。

7.4.7　アーカイブジャーナルファイルのオープンとクローズ
予約のファイルグループを jnlopnfgコマンドでオープンすると，待機のファイルグルー
プとなります。待機のファイルグループを jnlclsfgコマンドでクローズすると，予約の
ファイルグループになります。なお，待機のファイルグループが一つしかない場合，そ
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のファイルグループはクローズできません。

アーカイブジャーナルファイルのオープンとクローズコマンドによる状態の変化を次の
図に示します。

図 7-2　オープンとクローズコマンドによる状態の変化（アーカイブジャーナルファイ
ル）

7.4.8　アーカイブジャーナルファイルのステータス変更
アンロード待ち状態となった待機のファイルグループを，実際にはアンロードしないで
状態だけを強制的にアンロード済み状態にするには，jnlchgfgコマンドを使用します。
強制的にアンロード済み状態にするとジャーナルはコピーされないので注意してくださ
い。

アンロード済み状態となったファイルグループは，上書きできる状態であれば，次回ス
ワップ時に現用として使用できます。

7.4.9　アーカイブジャーナルファイルのスワップ
ユーザが緊急に現用のファイルグループをアンロードしたり編集したりしたいときは，
jnlswpfgコマンドを使用すると，すぐにスワップできます。ただし，スワップ先のファ
イルグループがないときは，エラーとなってスワップできません。

7.4.10　スワップ先のファイルグループがないとき
ユーザは，必ずスワップできるようにスワップ先にできる待機のファイルグループを用
意しておく必要があります。ファイルグループが満杯になったり，ジャーナルの出力時
に障害が発生したりしてスワップするとき，スワップ先にできる待機のファイルグルー
プがないと，OpenTP1は異常終了します。

スワップ先のファイルグループがなくて OpenTP1が異常終了した場合，jnlunlfgコマン
ドでファイルグループをアンロードし，障害となったファイルグループがあれば，障害
を取り除いて OpenTP1を再開始します。再開始を試みても OpenTP1を開始できない場
合は，アーカイブジャーナルサービス定義で ONL指定のファイルグループを新たに指定
し，OpenTP1を再開始してください。

また，グローバルアーカイブジャーナルサービス中の被アーカイブノードが，システム
ジャーナルのスワップ先がなくてシステムダウンした場合，次のように対処してくださ
い。
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• グローバルアーカイブジャーナルサービスを続行する場合は，システムジャーナル
サービス定義で ONL指定のファイルグループを新たに指定して，被アーカイブノー
ドを再開始する

• グローバルアーカイブジャーナルサービスを続行しない場合は，すべてのシステム
ジャーナルファイルを jnlunlfgコマンドでアンロードし，被アーカイブノードを再開
始する

7.4.11　アーカイブジャーナルファイルの状態遷移
オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの状態遷移表を次の表に示します。

表 7-8　オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの状態遷移表

（凡例）

状態 現用／待機／予約 現用 待機 予約

アンロード済み／待ち － 待ち 済み 待ち 済み

状態の番号 1 2 3 4 5

イベ
ント

満杯スワップ → 2 － → 1 － －

現
用
障
害
で
ス
ワ
ッ
プ

並列
アク
セス
機能
未使
用

非二重化で障害，または二重化で
A系，B系共に障害

→ 4 － → 1 － －

二重化で片系
障害

片系運転可 → 2 － → 1 － －

片系運転不可 → 4 － → 1 － －

並列
アク
セス
機能
使用

非二重化で障
害，または二
重化で A系，
B系共に障害

障害
が発
生し
た物
理
ファ
イル
を閉
塞し
たあ
と

使用で
きる要
素ファ
イルが
最小分
散数以
上

→ 2 － → 1 － －

二重
化で
片系
障害

片系
運転
不可

使用で
きる要
素ファ
イルが
最小分
散数未
満

→ 4 － → 1 － －

片系運転可 → 2 － → 1 － －

jnlswpfgコマンドを実行してスワップ → 2 － → 1 － －

jnlunlfgコマンドを実行 － → 3 － → 5 －

jnlchgfgコマンドを実行 － → 3 － → 5 －

jnlopnfgコマンドを実行※ － － － → 2 → 3

jnlclsfgコマンドを実行※ － → 4 → 5 － －
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－：起こり得ない，または状態が遷移しないことを示します。
→ n：遷移先の状態の番号を示します。

注
すべてのイベントは正常に処理されるものとします。
グローバルアーカイブジャーナルサービスが動作中のときだけアーカイブジャーナ
ルファイルのファイルグループの状態を管理しています。また，クローズ中のファ
イルグループの状態（アンロード済み／待ち状態）は管理していません。そのため，
クローズ中のファイルグループに jnlunlfg，または jnlchgfgコマンドを実行しても，
jnllsコマンドで表示される状態は変わりません。
なお，jnlunlfg，または jnlchgfgコマンドを実行したあとに，jnlopnfgコマンドを
実行し，jnllsコマンドを実行すると，現在のファイルの状態が表示されます。

注※
-a，-b，-eオプションの指定を省略したとき。

7.4.12　グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイ
ル，およびアンロードジャーナルファイルの時系列
ソート，およびマージ

グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルとアンロードジャーナルファイル
の内容を時系列にソート，およびマージできます。この場合，jnlsortコマンドを使用し
ます。ソート，およびマージした結果は，グローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの形式で出力されます。

また，次に示すようなソート，およびマージもできます。

• 被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルに出力された時間に
よって，すべてのノードのジャーナルをソート，およびマージ

• 特定のノードのジャーナルだけをソート，およびマージ

7.4.13　グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイ
ルの編集出力

グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルの内容を，ユーザが確認できるよ
うにテキスト形式に編集して出力できます。ブロック単位，またはレコード単位で編集
します。この場合，jnleditコマンドを使用します。

jnleditコマンドを実行すると，すべての被アーカイブジャーナルノードのジャーナルを
出力できます。また，jnlsortコマンドの結果を入力することで次に示すような編集，お
よび出力もできます。

• 被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルに出力された時間に
よって，すべてのノードのジャーナルをソートし，編集して出力
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• 特定のノードのジャーナルだけを編集して出力
• すべてのノードのうち，特定のグローバルトランザクションに関係するジャーナルだ
けを抽出し，システムジャーナルファイルに出力された時間でソートし，編集して出
力

7.4.14　グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイ
ルのレコード出力

グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルの内容を，ユーザが独自のプログ
ラムで処理するために，ジャーナルをバイナリ形式で出力できます。

この場合，jnlrputコマンドを使用します。

jnlrputコマンドを実行すると，すべての被アーカイブジャーナルノードのジャーナルを
出力できます。また，jnlsortコマンドの結果を入力することで次に示すような出力もで
きます。

• 被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルに出力された時間に
よって，すべてのノードのジャーナルをソートし，出力

• 特定のノードのジャーナルだけを出力
• すべてのノードのうち，特定のグローバルトランザクションに関係するジャーナルだ
けを抽出し，システムジャーナルファイルに出力された時間でソートし，出力

7.4.15　稼働統計情報の出力
グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルから，すべての被アーカイブ
ジャーナルノードの稼働統計情報を収集し，編集して出力できます。

この場合，jnlsttsコマンド，または jnlmcstコマンドを使用します。

すべての被アーカイブジャーナルノードの情報を出力するほかに，jnlsortコマンドの結
果を入力することで次のような出力もできます。

• 特定のノードのジャーナル情報だけを出力

7.4.16　ファイル回復用ジャーナルの集積
すべての被アーカイブジャーナルノードのファイル（DAMファイル，TAMファイル，
ISAMファイル）を回復するために必要なジャーナルを，グローバルアーカイブアン
ロードジャーナルファイルから抽出できます。この場合，jnlsortコマンドと jnlcolcコマ
ンドを使用します。jnlcolcコマンドを実行して作成したファイルを集積ジャーナルファ
イルといいます。DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイル回復時に，集
積ジャーナルファイルを使用すると，ファイルの回復処理に必要な時間を短縮できます。
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7.4.17　被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナ
ルファイルのアンロード

被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルは，通常はアンロードす
る必要はありません。

ただし，アーカイブジャーナルファイルと被アーカイブジャーナルノードのシステム
ジャーナルファイルとでは，ジャーナルが出力されるタイミングにずれがあります。こ
のため，DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイルの回復のためにすべて
のジャーナルが必要になる場合は，アーカイブされていない部分のジャーナルの有無を
確認し，被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルをアンロードす
る必要があります。

また，障害が発生してアーカイブできなくなった場合も，被アーカイブジャーナルノー
ドのシステムジャーナルファイルをアンロードする必要があります。

7.4.18　被アーカイブジャーナルノードのファイル回復
被アーカイブジャーナルノードの DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイ
ルが障害となった場合，バックアップファイルとジャーナルによってファイルを回復し
ます。この場合，jnllsコマンド，および OSのコマンドを使用して，バックアップファ
イルの大きさと，ファイルの更新に必要なジャーナル量を比較してください。バック
アップファイルの方が大きい場合は被アーカイブジャーナルノードでファイルを回復し，
小さい場合はアーカイブジャーナルノードでファイルを回復すると，ファイル転送に必
要な時間が短くて済み，ファイルを早く回復できます。それぞれの場合の手順を次に示
します。

（1） バックアップファイルの大きさがファイルを更新するジャーナル量より
大きいとき

あらかじめ被アーカイブジャーナルノードにバックアップファイルを保持しておきます。
バックアップファイルが，オフライン状態でバックアップしたファイルの場合，バック
アップ後の，次の被アーカイブジャーナルノードのオンラインのジャーナルサービスの
ラン IDが，ファイルの回復に必要になります。オンラインバックアップしたファイルの
場合，そのときの被アーカイブジャーナルノードのオンラインのジャーナルサービスの
ラン IDが，ファイルの回復に必要になります。このラン IDを，以降，「R」として説明
します。

次の手順でファイルを回復してください。

1. 回復に必要なアーカイブジャーナルファイルを jnlunlfgコマンドでアンロードしま
す。回復に必要なアーカイブジャーナルファイルは，被アーカイブジャーナルノード
のラン IDが R以降のジャーナルを含むものです。ラン IDは，jnlarlsコマンド，お
よび jnllsコマンドで確認してください。

2. 被アーカイブジャーナルノードでアーカイブされていないジャーナルを含むすべての
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システムジャーナルファイルを，jnlunlfgコマンドでアンロードします。
3. 1.のグローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルから，被アーカイブジャー
ナルノードのノード識別子と被アーカイブジャーナルノードのラン IDの Rをキー
に，jnlsortコマンドでジャーナルを集積します。

4. 集積したジャーナルを被アーカイブジャーナルノードに転送します。OSのコマンド
で転送してください。

5. 転送したジャーナルファイルと 2.のアンロードジャーナルファイルを指定して
jnlsortコマンドを実行し，ジャーナルをさらに集積します。

6. バックアップファイルを DAMファイル，または TAMファイルにリストアします。
DAMファイルの場合は damrstrコマンドで，TAMファイルの場合は tamrstrコマ
ンドでリストアしてください。

7. 5.の集積ジャーナルファイルを使用して，被アーカイブジャーナルノードでファイル
を回復します。DAMファイルは damfrcコマンドで，TAMファイルは tamfrcコマ
ンドで回復してください。ISAMファイルの回復については，マニュアル「索引順編
成ファイル管理 ISAM」を参照してください。

（2） バックアップファイルの大きさがファイルを更新するジャーナル量より
小さいとき

あらかじめアーカイブジャーナルノードにバックアップファイルを保持しておきます。
バックアップファイルが，オフライン状態でバックアップしたファイルの場合，バック
アップ後の，次の被アーカイブジャーナルノードのオンラインのジャーナルサービスの
ラン IDが，ファイルの回復に必要になります。オンラインバックアップしたファイルの
場合，そのときの被アーカイブジャーナルノードのオンラインのジャーナルサービスの
ラン IDが，ファイルの回復に必要になります。このラン IDを，以降，「R」として説明
します。

なお，この場合，アーカイブジャーナルノードに TP1/FS/Direct Access，または TP1/
FS/Table Accessを組み込んでおく必要があります。また，アーカイブジャーナルノード
上にファイルを回復するための作業用のファイルとして，OpenTP1ファイルが必要で
す。

次の手順でファイルを回復してください。

1. 回復に必要なアーカイブジャーナルファイルを jnlunlfgコマンドでアンロードしま
す。回復に必要なアーカイブジャーナルファイルは，被アーカイブジャーナルノード
のラン IDが R以降のジャーナルを含むものです。ラン IDは，jnlarlsコマンド，お
よび jnllsコマンドで確認してください。

2. 被アーカイブジャーナルノードでアーカイブされていないジャーナルを含むすべての
システムジャーナルファイルを，jnlunlfgコマンドでアンロードします。

3. 2.のアンロードジャーナルファイルをアーカイブジャーナルノードに転送します。
OSのコマンドで転送してください。

4. 3.の転送したアンロードジャーナルファイルと 1.のグローバルアーカイブアンロー
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ドジャーナルファイルを指定して，被アーカイブジャーナルノードのノード識別子と
被アーカイブジャーナルノードのラン IDの Rをキーに，jnlsortコマンドでジャーナ
ルを集積します。

5. アーカイブジャーナルノードには，バックアップファイルをリストアするための，
OpenTP1ファイルシステム上の DAMファイル，または TAMファイルの物理ファイ
ルが必要です。事前に作成していない場合，DAMファイルの場合は damloadコマン
ドで，TAMファイルの場合は tamcreコマンドで作成してください。バックアップ
ファイルを DAMファイル，または TAMファイルにリストアします。DAMファイ
ルの場合は damrstrコマンドで，TAMファイルの場合は tamrstrコマンドでリスト
アしてください。

6. 4.の集積ジャーナルファイルを使用して，アーカイブジャーナルノードでファイルを
回復します。DAMファイルは damfrcコマンドで，TAMファイルは tamfrcコマン
ドで回復してください。ISAMファイルの回復については，マニュアル「索引順編成
ファイル管理 ISAM」を参照してください。

7. 回復した DAMファイル，または TAMファイルを再びバックアップします。
8. バックアップしたファイルを被アーカイブジャーナルノードに転送します。OSのコ
マンドで転送してください。

9. 転送したバックアップファイルを，元の DAMファイル，または TAMファイルにリ
ストアします。DAMファイルの場合は damrstrコマンドで，TAMファイルの場合
は tamrstrコマンドでリストアしてください。

7.4.19　リカバリジャーナルファイルの回復
リカバリジャーナルファイルに障害が発生した場合は，次の手順で回復してください。

1. jnlmkrfコマンドを実行するために必要なジャーナルのポイントを確認します。
2. グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルから，1.のポイント以降の該当
するノードのジャーナルを抽出します。

3. 抽出したジャーナルのファイルを被アーカイブジャーナルノードに転送します。OS
のコマンドで転送してください。

4. 転送した抽出ジャーナルのファイル，および被アーカイブジャーナルノードのアン
ロードジャーナルファイルを指定して jnlmkrfコマンドを実行します。
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8　 マルチ OpenTP1の運用
マルチ OpenTP1の運用方法について，ノード単位で行う正常
時の OpenTP1の運用と異なる部分だけを説明します。
マルチ OpenTP1の場合，同一ノード内でも個々の OpenTP1
を独立して運用できます。

8.1　マルチ OpenTP1の環境設定

8.2　運用コマンド実行時の環境
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8.　マルチ OpenTP1の運用
8.1　マルチ OpenTP1の環境設定

8.1.1　OpenTP1管理者の設定
次のどちらかで，OpenTP1管理者を設定します。

• OpenTP1ごとに，個別に OpenTP1管理者を設定
• 共通の OpenTP1管理者を設定

8.1.2　OpenTP1ディレクトリの作成
OpenTP1ごとに個別の OpenTP1ディレクトリを作成します。

また，ユーザプログラムファイルは，プロセスサービス定義の prcsvpath定義コマンド
で同じパス名を指定すると，マルチ OpenTP1間で共用できます。

OpenTP1ディレクトリ作成時は，次のことに注意してください。

• ルートパーティションを圧迫しないために，ルートパーティション以外のディレクト
リを指定してください。

• リモートファイルシステム，またはシンボリックリンクをしたディレクトリ上には
OpenTP1ディレクトリを作成しないでください。

8.1.3　OpenTP1の OSへの登録
OpenTP1ごとに，OpenTP1ディレクトリを指定した dcsetupコマンドを実行します。

8.1.4　OpenTP1ファイルシステムの初期設定
マルチ OpenTP1では，OpenTP1ファイルシステム用として，OpenTP1ごとに異なる
パーティション，または異なるファイルを割り当てて使用してください。

複数の OpenTP1で同じパーティション，または同じファイルを共有する場合には，
OpenTP1ファイルシステム用のパーティション，またはファイルの確保と OpenTP1
ファイルシステムの初期設定を，1回だけ行います。OpenTP1ごとには実行しないでく
ださい。OpenTP1ごとに実行すると，すでにあるファイルが消去されてしまいます。

8.1.5　ユーザの環境設定
マルチ OpenTP1の場合も，次に示す環境変数で，特定の OpenTP1を操作できます。環
境変数は，ユーザ開始ファイル（.profile，.login）で各ログイン環境に設定してくださ
い。
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8.　マルチ OpenTP1の運用
DCDIR
OpenTP1ディレクトリを完全パス名で指定します。DCDIRに設定するディレクト
リ名は，50バイト以内で指定してください。OpenTP1ディレクトリにシンボリッ
クリンクは使用できません。

DCCONFPATH
OpenTP1定義を格納するディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指定しま
す。

DCUAPCONFPATH
OpenTP1ユーザサービス定義ファイルまたはユーザサービスデフォルト定義ファイ
ルを DCCONFPATH環境変数で設定したディレクトリとは別のディレクトリに格納
したい場合，そのディレクトリの完全パス名を 246バイト以下で指定します。

8.1.6　共用ライブラリの変更
マルチ OpenTP1では，共用ライブラリの領域は，それぞれの OpenTP1のメモリに常駐
されます。二つの OpenTP1システムのバージョンが同一の場合，共用ライブラリを一
つにできます（HP-UX限定）。二つの OpenTP1システムが一つの共用ライブラリを参
照することで，メモリの使用量を削減できます。

マルチ OpenTP1で共用ライブラリを一つにする方法は，SHLIB_PATHを OpenTP1シ
ステム間で同じにします。次に手順例を示します。

（1） /etc/inittabの変更

1. /etc/inittabを変更するために，OpenTP1を停止してください。OpenTP1稼働中に
作業をするとシステムダウンします。

変更前
 
d1:2:respawn:env SHLIB_PATH=/BeTRAN/lib /BeTRAN/lib/servers/prcd 
/BeTRAN
d2:2:respawn:env SHLIB_PATH=/BeTRAN1/lib /BeTRAN1/lib/servers/
prcd /BeTRAN1
 

変更後（変更個所をアンダーラインで示します）
 
d1:2:respawn:env SHLIB_PATH=/BeTRAN/lib /BeTRAN/lib/servers/prcd 
/BeTRAN
d2:2:respawn:env SHLIB_PATH=/BeTRAN/lib /BeTRAN1/lib/servers/
prcd /BeTRAN1
 

2. dcresetコマンドを入力して，/etc/inittabの変更を OSに反映させます。
dcsetup -dを実行すると，/etc/inittabの内容は削除されます。dcsetup -dを実行した
場合は，dcsetupで登録したあとで再度 /etc/inittabを変更してください。
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8.　マルチ OpenTP1の運用
（2） 環境変数の変更

コマンド発行環境を設定している環境変数を変更します。

変更前

変更後（変更個所をアンダーラインで示します）

OpenTP1システムのバージョンが異なる場合は，動作の保証はできません。また，
SHLIB_PATHのディレクトリ中にライブラリがない場合は，OSの制御でプロセスが起
動されません。

（3） 定義の変更

システム定義の putenv形式に SHLIB_PATHを定義している場合は，環境変数と同様に
変更してください。

8.1.7　OpenTP1ファイルの作成
次に示す OpenTP1ファイルを，各ファイルを初期設定する運用コマンドを使用して作
成，初期設定します。

表 8-1　初期設定する OpenTP1ファイル

環境変数 OpenTP1 A OpenTP1 B

DCDIR /BeTRAN /BeTRAN1

DCCONFPATH /BeTRAN/conf /BeTRAN1/conf

SHLIB_PATH /BeTRAN/lib /BeTRAN1/lib

環境変数 OpenTP1 A OpenTP1 B

DCDIR /BeTRAN /BeTRAN1

DCCONFPATH /BeTRAN/conf /BeTRAN1/conf

SHLIB_PATH /BeTRAN/lib /BeTRAN/lib

OpenTP1ファイル 運用コマンド

ステータスファイル stsinit

ジャーナル関係のファイル システムジャーナルファイル jnlinit

チェックポイントダンプファイル

メッセージキューファイル queinit

ノードリストファイル namnlcre

MQA　キューファイル mqainit

DAMファイル damload
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8.　マルチ OpenTP1の運用
複数の OpenTP1で同じパーティションを共用する場合，各 OpenTP1ファイルは，
OpenTP1ごとに異なるファイル名になるように作成，初期設定します。

8.1.8　OpenTP1ファイル以外のファイルの作成
定義ファイルの格納ディレクトリを，OpenTP1ごとに，異なったディレクトリとして作
成します。それぞれのディレクトリ下に OpenTP1の定義ファイルを作成します。定義
内容は，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

TAMファイル tamcre

OpenTP1ファイル 運用コマンド
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8.　マルチ OpenTP1の運用
8.2　運用コマンド実行時の環境
OpenTP1管理者と，運用コマンドを実行するユーザは，環境変数を設定する必要があり
ます。DCDIRには運用コマンドの操作対象にしたい OpenTP1ディレクトリを，
DCCONFPATHには定義格納ディレクトリを設定してください。

設定した DCDIRによって，どの OpenTP1に対する運用コマンドであるかが決まりま
す。

OpenTP1の環境変数を意識しないで，指定した OpenTP1に運用コマンドを入力できる
ようにするサンプルプログラムが，examples/tools/ディレクトリ下にあります。詳細に
ついては，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。
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9　 系切り替え機能使用時の運
用
系切り替え機能使用時の運用について，系切り替え機能を使用
しない場合の OpenTP1の運用と異なる部分だけを説明しま
す。
系切り替え機能については，マニュアル「高信頼化システム監
視機能 HAモニタ」を参照してください。

9.1　系切り替え機能使用時の準備

9.2　開始と終了

9.3　系切り替えの方法

9.4　ユーザサーバの待機

9.5　運用コマンド
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.1　系切り替え機能使用時の準備
系切り替え機能を使用する OpenTP1間では，次の内容をすべて一致させておく必要が
あります。

• OpenTP1のシステム定義
• ユーザサーバの実行形式プログラム

• トランザクションサービス制御用実行形式プログラム※（trnlnkrmコマンドで再作成
した場合）

• OpenTP1，および関連プログラムプロダクトのバージョン
• OpenTP1管理者の環境（ユーザ ID，グループ ID，環境変数）
• OpenTP1ディレクトリの完全パス名
• OpenTP1ファイルの設定

使用する OpenTP1ファイルは，共有ディスクのキャラクタ型スペシャルファイル上に
作成した OpenTP1ファイルシステムに割り当ててください。

また，システム構成定義で系切り替え機能を使用する（ha_conf=Y）と指定しておきま
す。ただし，系切り替え機能使用時は，トランザクションリカバリジャーナルファイル
機能は使用できません。ユーザサービス定義，またはユーザサービスデフォルト定義で
trf_put=Yと指定しないでください。

OpenTP1で系切り替え機能を使用するためには，OpenTP1で使用するホスト名称を実
行系と待機系で同じにする必要があります。また，そのホスト名称に対応する IPアドレ
スも実行系と待機系で同じにする必要があります。

システム共通定義のmy_hostオペランドが指定されている場合，OpenTP1はその名称
を使用します。my_hostオペランドが指定されていない場合，OpenTP1が稼働している
計算機の標準ホスト名称を使用します。

注※
trnlnkrmコマンドを実行して，OpenTP1に登録するリソースマネジャの登録順序
も，一致させる必要があります。

実行系と待機系の OpenTP1が使用するホスト名称の組み合わせについて，次の表に示
します。

表 9-1　実行系と待機系の OpenTP1が使用するホスト名称の組み合わせ

実行系と待機系の OpenTP1の my_hostオペランドの指定 標準ホスト名称

同じ 異なる

同じ ○ ○

異なる × ×

なし ○ ×
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9.　系切り替え機能使用時の運用
（凡例）
○：有効
×：無効
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.2　開始と終了

9.2.1　開始
実行系にある OpenTP1，および待機系にある OpenTP1は，系切り替え機能を使用しな
い場合と同様に開始します。実行系にある OpenTP1，および待機系にある OpenTP1を
両方とも開始してください。

開始方法は，システム環境定義（mode_conf）の指定内容によって決まります。

OpenTP1異常終了後，自動開始するように，AUTO，またはMANUAL1を指定するこ
とをお勧めします。AUTOとMANUAL1は，OS起動後の開始方法が異なるため，運用
方法に応じて指定してください。

ただし，待機系 OpenTP1を実行系 OpenTP1の未決着トランザクションの決着，データ
ベースの整合性の管理などの後処理に使用する場合は，dcstartコマンドに -Uオプショ
ンを指定する必要があるため，自動開始しないように指定してください。

注意事項
システム環境定義のmode_confオペランドに，AUTOまたはMANUAL1を指定し
た場合は，OpenTP1が異常終了したときに OpenTP1が自動起動されるため，待機
系 OpenTP1を後処理に使用できません。待機系 OpenTP1を後処理に使用したい場
合は，いったん OpenTP1を停止してから，dcstartコマンドに -Uオプションを指
定して実行してください。dcstartコマンドに -Uオプションを指定して待機系
OpenTP1を開始する運用については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してく
ださい。

9.2.2　終了
（1） 実行系 OpenTP1の終了

系切り替え機能を使用しない場合と同様に，dcstopコマンドを実行します。

実行系にある OpenTP1の終了に伴い，待機系にある OpenTP1も終了します。

（2） 待機系 OpenTP1の終了

実行系にある OpenTP1の終了に伴い，待機系にある OpenTP1も終了します。

待機系にある OpenTP1だけを終了するには，-fオプション指定の dcstopコマンド（強
制停止）を実行します。-fオプション以外は指定できません。

なお，HAモニタのコマンドを使用すれば，実行系にある OpenTP1とは非同期に待機系
にある OpenTP1を終了できます。HAモニタのコマンドについては，高信頼化システム
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9.　系切り替え機能使用時の運用
監視機能 HAモニタの各 OS編のマニュアルを参照してください。
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.3　系切り替えの方法
実行系にある OpenTP1に障害が発生した場合，待機系にある OpenTP1に切り替えて，
オンラインを継続できます。系切り替え後，待機系は実行系となります。

実行系から待機系への切り替え方法には，次の三つがあります。

• 自動系切り替え
• 計画系切り替え
• 連動系切り替え

なお，切り替え時に引き継ぐファイルは，共有ディスクのキャラクタ型スペシャルファ
イル上の OpenTP1ファイルだけです。

9.3.1　自動系切り替え
実行系 OpenTP1に障害が発生した場合，自動的に待機系 OpenTP1と切り替えます。

系切り替えの契機となる障害を次に示します。

1. 系障害
• 系のハードウェア障害や電源断
• カーネル障害
• HAモニタ障害
• RS-232Cアダプタ障害
• 系のスローダウン

2. ハード障害
• OpenTP1の論理エラー
• リソースの障害でシステムの運転が続行できない場合
• 通信管理（XNF/S-E2など）障害
• OpenTP1の沈み込み

9.3.2　計画系切り替え
ユーザが HAモニタの計画系切り替えコマンドを実行すると，実行系 OpenTP1を停止
し，待機系 OpenTP1と切り替えます。

9.3.3　連動系切り替え
実行系で複数の OpenTP1が動作している場合，障害発生時に複数の OpenTP1を一括し
て切り替える機能を連動系切り替えといいます。

連動系切り替えは，複数の OpenTP1をグループ化することで実現します。グループ化
した OpenTP1は，そのうちの一つに障害が発生すると，OpenTP1のグループ単位で待
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9.　系切り替え機能使用時の運用
機系に切り替えられます。また，グループ化した OpenTP1内では，障害が発生すると，
グループ単位で切り替える OpenTP1，障害が発生しても切り替えない OpenTP1，とい
うように OpenTP1ごとの設定ができます。

連動系切り替えの環境は，HAモニタで設定します。
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.4　系切り替え機能使用時のオンラインタイミ
ング

系切り替え機能使用時の OpenTP1オンラインタイミングを次の図に示します。
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9.　系切り替え機能使用時の運用
図 9-1　系切り替え機能使用時の OpenTP1オンラインタイミング
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9.　系切り替え機能使用時の運用
注※
ユーザコマンドは HAモニタの機能です。この機能を使用する際，OpenTP1は未起
動の場合があります。そのためユーザコマンドから OpenTP1のコマンドを実行し
た場合，エラーになるおそれがあります。詳細については，マニュアル「高信頼化
システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

図で示した処理の流れについて説明します。番号は図中の番号と対応しています。

1. システム環境定義の user_commandオペランドに指定されたコマンドを実行します。
2. OpenTP1は待機サーバとして起動し，待機状態となります。
3. 実行系 OpenTP1で障害が発生し，系切り替えが行われます。
4. 待機状態だった OpenTP1は実行系 OpenTP1として起動します。
5. OpenTP1のすべてのシステムサーバを起動します。
6. HAモニタに OpenTP1起動処理完了を通知します。
なお，OpenTP1がダウンした場合，ダウンしたのがこの通知の前かあとかによって
HAモニタの動作が異なります。

OpenTP1がこの通知の前にダウンした場合
系切り替えを中断します。

OpenTP1がこの通知のあとにダウンした場合
障害が発生した OpenTP1が待機系として起動している場合，系切り替え処理を
開始します。

7. OpenTP1は，オンライン状態になると KFCA01809-Iメッセージを出力します。
8. 再開始で障害発生前にユーザサーバが起動していれば状態を回復します。
9. システム環境定義の user_command_onlineオペランドに指定されたコマンドを実行
します。
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.5　ユーザサーバの待機
システム環境定義で user_server_ha=Yと指定しておくと，予備の OpenTP1（待機系）
が待機状態になるまでに，ユーザサービス構成定義に指定したユーザサーバのプロセス
だけを起動できます。ただし，次のことに注意してください。

• ユーザサーバは，dc_rpc_open関数の中で実行系から待機系に切り替わるのを待ちま
す。そのため，dc_rpc_open関数が発行されないと，待機系にある OpenTP1を切り
替えられる状態になりません。

• OpenTP1では前回のユーザサーバの構成を引き継ぎます。そのため，待機系
OpenTP1に切り替わったあと，前回のオンラインでユーザサービス構成定義に指定
されていたユーザサーバが構成から外れていた場合，dc_rpc_open関数を発行しても
リターン値 DCRPCER_STANDBY_ENDが返されます。この場合，必ずプロセスを
終了させてください。また，待機系にある OpenTP1に切り替わったあと，ユーザ
サーバの停止処理が行われるため，開始までに時間が掛かります。そのため，ユーザ
サービス構成定義に指定するユーザサーバには，システムの終了まで終了しないユー
ザサーバを指定することをお勧めします。

• 待機系にある OpenTP1が待機系終了する場合も，dc_rpc_open関数を発行してもリ
ターン値 DCRPCER_STANDBY_ENDが返されます。この場合，必ずプロセスを終
了させてください。
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9.　系切り替え機能使用時の運用
9.6　運用コマンド
使用できる運用コマンドには，次の制限があります。

• オフライン中に実行できる運用コマンドは，実行系と待機系にある両方の OpenTP1
を停止してから実行します。ただし，dcstartコマンドは，他系が停止しているかどう
かに関係なく，そのマシンの OpenTP1が停止していれば実行できます。また，待機
系にある OpenTP1では，-nオプション指定の dcstartコマンド（強制的な正常開始）
を実行しても，オプションの指定は無視されます。

• オンライン中に実行できる運用コマンドは，オンライン中の実行系にある OpenTP1
で実行できます。待機系にある OpenTP1で実行できるのは，-fオプション指定の
dcstopコマンド（強制停止）と，-n，または -fオプション指定の jnlunlfgコマンド
（ジャーナル関係のファイルのアンロード）です。
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第 3編　OpenTP1の障害対策

10　障害対策
OpenTP1の障害を分類し，それぞれの障害が発生した場合の
対処方法を説明します。
また，障害情報の取得方法についても説明します。

10.1　障害発生時の現象と原因

10.2　OpenTP1ファイル障害

10.3　ファイル障害

10.4　通信障害

10.5　UAP障害

10.6　OpenTP1障害

10.7　CPU障害

10.8　障害時に取得する情報

10.9　全面回復時に引き継がれる情報
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10.　障害対策
10.1　障害発生時の現象と原因
障害発生時の現象と推定できる原因を次の表に示します。

表 10-1　障害発生時の現象と原因

現象 原因 対策記述個所

UAPを開始できない システム定義が誤っています 10.5

メモリ不足です

UAPが終了しない UAPの不良です

UAPが異常終了する UAP，または OpenTP1の不良です

UAPのリンケージが誤っています

UAPのデッドロックが
発生する

UAP間で排他要求がループしています

OpenTP1を開始できな
い

OpenTP1が正しくインストール，およびセットアップされ
ていません

10.6

OpenTP1のシステム定義が誤っています

メモリ，またはディスクの容量不足です

OpenTP1の開始に必要なファイルがありません

OSの構成が OpenTP1の実行環境として不適当です

TCP／ IP環境がセットアップされていません

ハードウェア（ディスク，または LAN）不良です

ユーザ環境設定コマンドが誤っています

プロセスサービスの処理が中断されました

dcstopコマンドを入力
したのに OpenTP1が停
止しない

UAPの処理が長く続くか，または不良で UAPが終了しま
せん

正常終了時，通信不良などで出力キューにたまったメッ
セージが出力されません

接続しているジャーナルサービスが終了しないため，アー
カイブジャーナルノードの OpenTP1が停止しません

グローバルアーカイブジャーナルサービスとの接続が解除
できないため，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1
が停止しません

OpenTP1が異常終了し
た

OpenTP1のシステムサービス，またはユーザサーバを kill
コマンドで停止させました

10.2

OpenTP1の不良です

スワップ先のジャーナルファイルグループがありません

ステータスファイルの A系，B系の予備ファイルがありま
せん
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ステータスファイルの A系，B系の現用ファイルが読み込
めません

MCFの定義ファイルに障害が発生しました

MCFのキューファイルに障害が発生しました

UOCの不良です

UAPの不良です

OpenTP1の運用コマン
ドが正常終了しない

オプション，またはコマンド引数の指定が誤っています 10.6

運用コマンドを実行できる環境が設定されていません

該当する運用コマンドを実行する権限がありません

OpenTP1の運用コマン
ドが応答待ちタイムアウ
トになる

OSの負荷が高く，応答待ち時間内に処理が完了しません 10.6

ファイルの入出力エラー
が発生する

ファイルに障害が発生しました 10.2，
10.3

ファイル障害メッセージ
が出力される

通信エラーメッセージが
出力される

プロトコルに障害が発生しました 10.4

LANに障害が発生しました

現象 原因 対策記述個所
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10.2　OpenTP1ファイル障害

OpenTP1ファイルに障害が発生した場合の対処方法を説明します。

10.2.1　ステータスファイル

（1） オンライン中

オンライン中の障害は，書き込み時に発生するものと読み込み時に発生するものに分け
られます。

（a）書き込み時

予備ファイルがあるとき
OpenTP1は現用ファイルを予備にスワップします。
その後，次の手順で障害が発生したステータスファイルを初期設定してください。
1. 障害が発生して閉塞したステータスファイルを stsrmコマンドで削除します。
2. ステータスファイルを stsinitコマンドで作成します。
3. 作成したステータスファイルを stsopenコマンドでオープンして，予備状態にし
ます。

予備ファイルがないとき
片系運転可の場合，現用ファイルの片系に障害が発生すると，正常な系だけで処理
を続行します。ただし，片系運転中に正常な系に障害が発生したり，ファイルの更
新中に異常終了したりすると，OpenTP1を再開始できなくなります。そのため，現
用ファイルが片系運転状態となった場合，ユーザは次のどちらかの対策を実施して
ください。
• 予備ファイルを用意してスワップ
現用ファイルを次の手順でスワップしてください。
1.　無効ファイルを stsopenコマンドでオープンし，予備ファイルを用意します。
2.　stsswapコマンドを実行して現用ファイルをスワップします。

• 障害が発生した系のファイルを回復
障害が発生して閉塞したファイルの内容を次の手順で回復してください。
1.　閉塞した系のファイルを stsrmコマンドで削除します。
2.　削除したファイルを stsinitコマンドで初期設定します。
3.　初期設定したファイルを stsopenコマンドでオープンします。
stsopenコマンドを実行すると，正常な系のファイルの内容が，障害が発生した系
のファイルに複写されます。複写が完了した時点で，現用決定時刻を新たに取得
し，現用ファイルとして回復します。

片系運転不可の場合，OpenTP1は異常終了します。
予備ファイルを用意したあと，OpenTP1を再開始します。その後，次の手順で障害
が発生したステータスファイルを初期設定してください。
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1. 障害が発生して閉塞したステータスファイルを stsrmコマンドで削除します。
2. ステータスファイルを stsinitコマンドで作成します。
3. 作成したステータスファイルを stsopenコマンドでオープンして，予備状態にし
ます。

（b）読み込み時

ステータスファイルは A系の現用ファイルから読み込まれます。A系の現用ファイルを
読み込み中に障害が発生した場合，B系の現用ファイルを読み込めるかどうかでユーザ
の対処方法が異なります。

B系の現用ファイルが読み込めるとき
A系と B系の予備ファイルがある場合，OpenTP1は B系の現用ファイルの内容を
A系と B系の予備ファイルに複写します。
A系と B系の予備ファイルがない場合，OpenTP1が停止します。A系と B系の予
備ファイルを用意したあと，OpenTP1を再開始してください。その後，次の手順で
新しいステータスファイルを用意してください。
1. 障害が発生して閉塞した A系の物理ファイルを stsrmコマンドで削除します。
2. A系の物理ファイルを stsinitコマンドで初期設定します。
3. 初期設定したファイルを stsopenコマンドでオープンします。

A系，B系の現用ファイルが読み込めないとき
OpenTP1が停止します。
次の手順で OpenTP1を開始してください。ただし，仕掛り中だった処理は引き継
げません。DAM FRC，TAM FRCを実行してください。
1. 障害が発生したステータスファイルを stsinitコマンドで初期設定します。
2. OpenTP1を dcstart -nコマンドで強制的に正常開始します。

（2） 再開始時

ステータスサービス定義の指定によって，対処方法が異なります。

（a）sts_initial_error_switchの指定を省略，または stopと指定した場合

ステータスファイルに障害が発生した場合，OpenTP1が異常終了します。定義に指定し
たステータスファイルに一つでも障害があれば，OpenTP1を開始しません。対処方法
は，障害が発生したファイルによって異なります。

障害が発生したファイルが前回の現用ファイルの場合
A系，B系の現用ファイルが両方とも障害となった場合，次の手順で OpenTP1を開
始してください。ただし，仕掛り中だった処理は引き継げません。
DAM FRC，TAM FRCを実行してください。
1. 障害が発生したステータスファイルを stsinitコマンドで初期設定します。
2. OpenTP1を dcstart -nコマンドで強制的に正常開始します。

A系，B系の現用ファイルのどちらか片方だけが障害となった場合，次の手順で
381



10.　障害対策
OpenTP1を開始してください。
1. 現用ファイルをスワップするための予備ファイルがあるかどうかを確認します。
予備ファイルがない場合は，stsinitコマンドで予備ファイルを作成します。

2. ステータスサービス定義の sts_initial_error_switchオペランドの指定を
continueに変更します。

3. OpenTP1を再開始します。

障害が発生したファイルが前回の現用ファイルではない場合
次の手順で OpenTP1を開始してください。
1. 障害が発生したファイルの実体がある場合は，stsrmコマンドで削除します。
2. ステータスファイルを stsinitコマンドで初期設定します。
3. OpenTP1を再開始します。

（b）sts_initial_error_switch=continueまたは sts_initial_error_switch=excontinueと指定した場
合

ステータスファイルに障害が発生しても処理を続行します。最新の現用ファイルの片系
に障害が発生した場合は，正常な系の内容を予備ファイルの A系と B系に複写します。
その後，現用ファイルと予備ファイルを切り替えて，OpenTP1を開始します。ただし，
複写できる予備ファイルがない場合，OpenTP1は異常終了します。また，excontinue
を指定した場合，初期化状態のファイルは現用ファイルとはしません。

なお，sts_initial_error_switch=continueと指定すると，OpenTP1は，再開始時にオー
プンできたファイルの中からいちばん新しい現用決定時刻を持つファイルを現用ファイ
ルと決定します。しかし，両系ともオープンできないファイルが一組でもある場合，現
用と決定したファイルが本当に前回の現用ファイルであるかどうか，ステータスサービ
スは判断できません。このような場合，ステータスサービス定義で sts_last_active_file
オペランドに前回のオンラインで最新の現用ファイルだった論理ファイルの名称を指定
しておくことで，OpenTP1が決定した現用ファイルが正しい現用ファイルかどうかを調
べることができます。OpenTP1が決定した現用ファイルが sts_last_active_fileオペラン
ドで指定した論理ファイル名と一致した場合，開始処理を続行します。一致しなかった
場合，開始処理を停止します。ユーザは，A系，B系の現用ファイルが両方とも障害と
なった場合と同様に対処してください。sts_last_active_fileオペランドの指定がなく，
かつ現用ファイルを決定できない場合は，開始処理を停止します。

前回のオンライン中に現用ファイルの片系に障害が発生していた場合，片系運転後の再
開始時に誤ったファイルを現用に選択しないために，ステータスサービス定義の
sts_last_active_sideオペランドに正常な系を指定します。

再開始時，sts_last_active_sideオペランドに指定した系だけがオープンできた場合は，
スワップします。スワップできないと OpenTP1は停止します（ステータスサービス開
始時の現用ファイルの片系運転はできません）。また，sts_last_active_sideオペランド
に指定した系がオープンできないと，OpenTP1は停止します。
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現用と決定されたファイルの A系，B系の内容が異なる場合，sts_last_active_sideオペ
ランドに指定された系に関係なく，最新の情報を持つ系を現用と見なして古い情報を持
つ系に複写後，再開始します。

なお，ステータスサービスは，ステータスサービス起動中に発生したステータスファイ
ル障害，およびオンライン中に障害が発生した現用ファイルの閉塞状態だけを再開始時
に引き継ぎます。このため，オンライン中に stsopenコマンドでオープン，または
stscloseコマンドでクローズした状態は引き継ぎません。

また，ステータスサービスは，オフラインで stsinitコマンド，または stsrmコマンドを
実行したときのステータスファイルの状態を認識しません。

（3） 正常開始時

再開始時の場合と同様に対処してください。

10.2.2　システムジャーナルファイル
（1） オンライン中

（a）書き込み時

スワップ先のファイルグループがある場合
現用のファイルグループへジャーナルを書き込み中に障害が発生した場合，スワッ
プして，新しい現用のファイルグループへジャーナルデータを出力します。このと
き，スワップする前の現用のファイルグループはクローズされ，予約となります。
ユーザが業務履歴を残しておく必要がある処理をしている場合は，障害が発生して
予約となったファイルグループを jnlunlfgコマンドでアンロードしてください。
アンロードできなかった場合は，次の手順で対処してください。ただしこの場合，
ジャーナルを残すことはできません。ジャーナルがないと DAM FRCや TAM FRC
を実行できなくなるので，バックアップを取得しておく必要があります。
1. アンロードできないファイルグループを jnlrmコマンドで削除します。
2. jnlinitコマンドでファイルグループを再び作成します。
3. jnlopnfgコマンドでファイルグループをオープンします。

スワップ先のファイルグループがない場合
スワップ先となる上書きできる待機のファイルグループがないと，OpenTP1は異常
終了します。この場合，次の手順で対処してください。
1. すべてのアンロード待ち状態のファイルグループを jnlunlfgコマンドでアンロー
ドし，上書きできる待機ファイルグループを用意します。

2. OpenTP1を再開始します。

なお，上書きできる待機のファイルグループを用意できない場合は，システム
ジャーナルサービス定義に新たに ONL指定のファイルグループの定義を追加したあ
と，OpenTP1を再開始してください。
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（b）読み込み時

システムジャーナルファイルを二重化している場合，A系の現用ファイルから読み込み
ます。A系の現用ファイルを読み込み中に障害が発生した場合，B系の現用ファイルに
切り替えて読み込みます。

（2） 再開始時

（a）ジャーナルの出力位置の回復

再開始でファイルグループの状態を回復したあと，ジャーナルの出力位置を回復すると
きにエラーが発生すると，OpenTP1は停止します。エラーメッセージが出力されるので
理由コードに従ってエラーの原因を取り除いたあと，OpenTP1を再開始してください。

（b）ファイルグループの追加

全面回復時，システムジャーナルサービス定義に新たにファイルグループを追加できま
す。

（c）スワップ

システムジャーナルサービス定義で jnl_rerun_swap=Yと指定すると，再開始での
ジャーナル出力位置の回復後にスワップします。また，Yを指定していない場合でも，
ジャーナル出力位置の回復時に前回現用であったと思われるファイルグループに障害が
発生，またはアンロードされていた場合も，ジャーナル出力位置の回復後にスワップし
ます。

（d）予約ファイルのオープン

システムジャーナルサービス定義で jnl_rerun_reserved_file_open=Yと指定すると，次
の二つの条件を満たす場合に，予約ファイルを自動的にオープンします。

• 現用のファイルグループ以外の使用できるファイルグループのすべてがスワップでき
ない状態の場合

• 再開始時に使用できるシステムジャーナルファイルの容量を超えてしまい，スワップ
先として使用できるファイルグループがない場合

10.2.3　アーカイブジャーナルファイル
（1） オンライン中

（a）書き込み時

スワップ先のファイルグループがある場合
現用のファイルグループへジャーナルを書き込み中に障害が発生した場合，スワッ
プして，新しい現用のファイルグループへジャーナルを出力します。このとき，ス
ワップする前の現用のファイルグループはクローズされ，予約となります。障害が
発生して予約となったファイルグループは，jnlunlfgコマンドでアンロードしてく
ださい。
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アンロードできなかった場合は，次の手順で対処してください。ただし，この場合
ジャーナルを残すことはできません。ジャーナルがないと DAM FRCや TAM FRC
を実行できなくなるので，バックアップを取得しておく必要があります。
1. アンロードできないファイルグループを jnlrmコマンドで削除します。
2. jnlinitコマンドでファイルグループを再び作成します。
3. jnlopnfgコマンドでファイルグループをオープンします。

スワップ先のファイルグループがない場合
スワップ先となるファイルグループがないと，OpenTP1は異常終了します。ただ
し，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1はそのまま続行します。この場合，
次の手順で対処してください。
1. すべてのアンロード待ち状態のファイルグループを jnlunlfgコマンドでアンロー
ドします。

2. OpenTP1を再開始します。

（b）読み込み時

アーカイブジャーナルファイルを二重化している場合，A系の現用ファイルグループか
ら読み込みます。A系の現用ファイルを読み込み中に障害が発生した場合，B系の現用
ファイルに切り替えて読み込みます。

（2） 再開始時

再開始でファイルグループの状態を回復したあと，ジャーナルの出力位置を回復すると
きにエラーが発生すると，ジャーナルの読み込みを中止し，OpenTP1の再開始を続行し
ます。ジャーナルの出力位置は，エラーが発生する直前までに読み込んだジャーナルを
基に決定します。

なお，OpenTP1の再開始が完了したあと，読み込めないで失われたジャーナルから，
アーカイブを再開します。

10.2.4　リカバリジャーナルファイル

（1） トランザクションリカバリジャーナルファイル

（a）  オンライン中

トランザクションリカバリジャーナルファイルに障害が発生すると，エラーメッセージ
が出力されます。出力されたエラーメッセージに従って，jnlmkrfコマンドを実行してく
ださい。jnlmkrfコマンドを実行すると，OpenTP1がトランザクションリカバリジャー
ナルファイルを回復します。回復できない場合は，OpenTP1を停止し，damfrcコマン
ドや tamfrcコマンドを実行してリソースマネジャを回復したあと，OpenTP1を強制的
に正常開始してください。
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（b）再開始時

再開始時にトランザクションリカバリジャーナルファイルに障害が発生した場合は，
damfrcコマンドや tamfrcコマンドを実行してリソースマネジャを回復したあと，
OpenTP1を強制的に正常開始してください。

（2） サーバリカバリジャーナルファイル

（a）再開始時

サーバリカバリジャーナルファイルに障害が発生して KFCA03015-Eのメッセージが出
力された場合は，jnlmkrfコマンドを実行してサーバリカバリジャーナルファイルを回復
してください。サーバリカバリジャーナルファイルの回復には KFCA03015-Eのメッ
セージで表示された世代のアンロードジャーナルが必要です。なお，現世代のジャーナ
ルも必要です。現世代のシステムジャーナルファイルも必ずアンロードしてください。

jnlmkrfコマンドを実行してもサーバリカバリジャーナルファイルが回復できない場合
は，damfrcコマンドや tamfrcコマンドを実行してリソースマネジャを回復したあと，
OpenTP1を強制的に正常開始してください。

10.2.5　チェックポイントダンプファイル
（1） オンライン中

（a）物理ファイルの再作成

チェックポイントダンプを書き込み時に障害が発生した場合，OpenTP1はメッセージロ
グファイルにメッセージを出力し，障害が発生したファイルグループをクローズして予
約のファイルグループにしたあと，上書きできる状態のファイルグループの中から出力
先を選び直して，再びチェックポイントダンプを出力します。

ユーザは，該当するファイルグループが予約に変更されない場合に限って，jnlclsfgコマ
ンドで障害が発生したファイルグループをクローズして予約のファイルグループにして
ください。

jnlclsfgコマンドで予約にしたファイルグループは，次の手順で上書きできるファイルグ
ループにすることができます。

1. ファイルグループを jnlrmコマンドで削除します。
2. ファイルグループを jnlinitコマンドで再び作成します。
3. 作成したファイルグループを jnlopnfgコマンドでオープンします。

（b）物理ファイルの再割り当て

オンライン中に jnladdpfコマンドで割り当てた物理ファイルに障害が発生した場合，別
の物理ファイルを割り当てます。

二重化の運用の場合は，A系または B系のどちらかの系だけを操作して，別の物理ファ
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イルを割り当てられます。ただし，そのファイルグループはいったん予約状態になるの
で，両系とも物理ファイルの内容は無効になります。また，片系が切り離された状態で
は，ファイルグループは使用できません。

手順を次に示します。

1. 障害が発生したファイルグループをクローズします。
jnlclsfgコマンドでファイルグループをクローズして，予約状態にしてください。

2. 物理ファイルを削除します。
jnldelpfコマンドでファイルグループから障害が発生した物理ファイルを削除します。
A系，B系を指定できます。

3. 別の物理ファイルを割り当てます。
jnladdpfコマンドで正常な物理ファイルを割り当てます。A系，B系を指定できま
す。

4. ファイルグループをオープンします。
jnlopnfgコマンドでファイルグループをオープンし，上書きできる状態にします。

（c）片系の再作成

片系運転可の二重化運用時に，チェックポイントダンプファイルの片系障害が発生した
場合は，障害の発生した系を再作成して両系を使用可能にできます。片系の再作成は，
上書きできる状態のファイルグループだけ実行できます。

手順を次に示します。

1. 障害が発生した系をクローズします。
jnlclsfgコマンドで障害の系をクローズしてください。すでにクローズしている場合
に実行すると，コマンドエラーになります。
なお，正常な系に jnlclsfgコマンドを実行してはなりません。実行すると，物理ファ
イルの内容が無効になります。

2. 障害の系を削除します。
jnlrmコマンドで障害の系の物理ファイルを削除します。

3. 物理ファイルを再作成します。
jnlinitコマンドで障害の系に割り当てる物理ファイルを再度初期設定してください。

4. 物理ファイルをオープンします。
jnlopnfgコマンドで再作成した物理ファイルをオープンします。

（2） 再開始時

OpenTP1を再開始すると，前回の OpenTP1でオープン中であったすべてのファイルグ
ループをオープンします。

（a）チェックポイントダンプファイルを二重化していない場合

オープンできなかったファイルグループ，および前回のオンラインで予約だったファイ
ルグループは予約となります。
387



10.　障害対策
（b）チェックポイントダンプファイルを二重化している場合

A系，または B系どちらかのファイルがオープンできなかった場合
片系運転可の運用の場合，正常な系をオープンして処理を続行します。ただし，片
系運転不可の運用の場合，読み込みが完了したあと，または上書きできない状態か
ら上書きできる状態になった時に，ファイルグループは予約状態になります。

A系，B系のファイルが両方ともオープンできた場合
A系から読み込んで回復します。
片系運転可の運用で A系からの読み込みに失敗した場合は，B系から読み込みます。
片系運転不可の運用で A系からの読み込みに失敗した場合は，B系から読み込んだ
あと（上書きできない状態のときは，上書きできる状態になったあと）にファイル
グループは予約状態になります。

回復に必要なチェックポイントダンプファイルが，オープンエラーなどで読み込めない
場合，OpenTP1はメッセージログファイルにメッセージを出力し，できるかぎりチェッ
クポイントダンプの読み込みを続行します。

なお，再開始時にチェックポイントダンプサービス定義の追加，変更，削除はできませ
ん。

10.2.6　DAMファイル

（1） DAM FRCの手順

DAMファイルに障害が発生すると，障害メッセージが表示され，DAMファイルは閉塞
します。この場合ユーザは，次の手順で DAM FRCを実行してください。

なお，DAM FRCは，回復対象ファイルに対してだけ実行できます。回復対象外ファイ
ルは，更新情報をジャーナルに取得しないため，DAM FRCは実行できません。

1. damrmコマンドを実行して，障害が発生したファイルの論理ファイルを OpenTP1
から切り離します。

2. jnlswpfg，および jnlunlfgコマンドを実行して，DAMファイルの回復に必要な
ジャーナルを準備します。

3. オンライン開始前，またはオンライン中に取得したバックアップファイルを damrstr
コマンドでリストアして，DAMファイルをオンライン開始前，またはオンライン
バックアップ実施時の状態に回復します。このとき，damdelコマンドで障害が発生
した物理ファイルを削除するか，または障害が発生したパーティションとは異なる
パーティションに物理ファイルを割り当てます。物理ファイル名は，オンライン時と
同じ名称にする必要はありません。

4. 回復対象定義ファイルに，回復したい DAMファイルを定義します。回復対象定義
ファイルは OSのテキストエディタで作成します。
定義形式を次に示します。
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〔△〕論理ファイル△物理ファイル名〔△〕（改行）
〔論理ファイル△物理ファイル名〕〔△〕（改行）
        ：           ：
〔論理ファイル△物理ファイル名〕〔△〕（改行）
 

指定する物理ファイルは，バックアップしたファイルをリストアしたものです。オン
ラインバックアップしたファイルをリストアしたもの，またはオフライン状態でバッ
クアップしたファイルをリストアしたもののどちらかを指定してください。混在はで
きません。

5. damfrcコマンドで DAM FRCを実行します。
6. damaddコマンドを実行して，回復処理が終了した DAMファイルを再び OpenTP1
に追加登録します。

7. damrlesコマンドを実行して，論理ファイルの閉塞状態を解除します。論理ファイル
の閉塞状態を解除すると，障害回復した DAMファイルを各トランザクションでアク
セスできるようになります。

（2） DAM FRCが障害などで中断されたとき

複数のアンロードジャーナルファイルを使用して DAM FRCを実行中に，障害などに
よって処理が中断された場合には，damfrcコマンドを再び実行してください。OpenTP1
が引き継ぎファイルを参照し，処理済み以降のアンロードジャーナルファイルを使用し
て DAM FRCを実行します。ただし，-sオプションを指定すると引き継ぎファイルを参
照しないため，-sオプションは指定しないでください。処理済みのアンロードジャーナ
ルファイルがない場合，ジャーナルファイル不正で処理が中断されます。この場合は，-s
オプションを指定して damfrcコマンドを再び実行してください。

10.2.7　TAMファイル

（1） TAM FRCの手順

TAMファイルに障害が発生すると，障害メッセージが表示され，TAMファイルは閉塞
します。この場合ユーザは，次の手順で TAM FRCを実行してください。

1. tamrmコマンドを実行して，障害が発生した TAMファイルに対応する TAMテーブ
ルを OpenTP1から切り離します。

2. jnlswpfg，および jnlunlfgコマンドを実行して，TAMファイルの回復に必要な
ジャーナルを準備します。

3. オンライン開始前，またはオンライン中に取得したバックアップファイルを tamrstr
コマンドでリストアして，TAMファイルをオンライン開始前，またはオンライン
バックアップ実施時の状態に回復します。このとき，tamdelコマンドで障害が発生
した TAMファイルを削除するか，または障害が発生したパーティションとは異なる
パーティションに TAMファイルを割り当てます。TAMファイルの名称は，オンライ
ン時と同じ名称にする必要はありません。

4. tamfrcコマンドで TAM FRCを実行します。
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5. tamaddコマンドを実行して，回復処理が終了した TAMファイルを OpenTP1に追
加登録します。

6. tamrlesコマンドを実行して，TAMテーブルの閉塞状態を解除します。TAMテーブ
ルの閉塞状態を解除すると，障害回復した TAMファイルを各トランザクションでア
クセスできるようになります。

（2） TAM FRCが障害などで中断されたとき

複数のアンロードジャーナルファイルを使用して TAM FRCを実行中に，障害などに
よって処理が中断された場合には，tamfrcコマンドを再び実行してください。OpenTP1
が引き継ぎファイルを参照し，処理済み以降のアンロードジャーナルファイルを使用し
て TAM FRCを実行します。ただし，-sオプションを指定すると引き継ぎファイルを参
照しないため，-sオプションは指定しないでください。処理済みのアンロードジャーナ
ルファイルがない場合，ジャーナルファイル不正で処理が中断されます。この場合は，-s
オプションを指定して tamfrcコマンドを再び実行してください。

（3） I/O障害処理続行型テーブル使用時

（a）オンライン異常終了後の回復処理

I/O障害処理続行型テーブルを使用して更新処理を続行しているときにオンラインが異常
終了した場合，該当する TAMファイルを回復する手順を次に示します。

1. 該当する TAMファイルのバックアップファイルを，tamrstrコマンドでリストアし
ます。

2. バックアップ取得以降，オンライン異常終了までのジャーナルを，jnlunlfgコマンド
でアンロードします。

3. アンロードジャーナルファイルとリストアした TAMファイルを指定して，tamfrcコ
マンドを実行します。

4. 回復済みの TAMファイルを指定した tamaddコマンドを実行して，オンラインに
TAMテーブルを追加登録します。

5. tamrlesコマンドで論理閉塞を解除します。

（b）オンライン処理中の回復処理

I/O障害処理続行型テーブルを使用して更新処理を続行しているときに，オンラインを終
了しないで TAMファイルを回復する手順を次に示します。

1. 該当する I/O障害処理続行型テーブルに対するアクセスが終了した時点で，該当する
TAMテーブルを tamholdコマンドで論理閉塞します。

2. TAMテーブルを tamrmコマンドでオンラインから切り離します。または，-oオプ
ション指定の tambkupコマンドを実行してオンライン状態で TAMファイルをバッ
クアップしたあと，tamrmコマンドを実行してオンラインから切り離します。

3. 該当する TAMファイルに対するバックアップファイルを，tamrstrコマンドでリス
トアします。
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4. バックアップ取得以降，オンライン異常終了までのジャーナルを，jnlunlfgコマンド
でアンロードします。ただし，2.で -oオプション指定の tambkupコマンドを実行し
た場合，jnlunlfgコマンドを実行する必要はありません。

5. アンロードジャーナルファイルとリストアした TAMファイルを指定して，tamfrcコ
マンドを実行します。ただし，2.で -oオプション指定の tambkupコマンドを実行し
た場合，tamfrcコマンドを実行する必要はありません。

6. 回復済みの TAMファイルを指定して，tamaddコマンドで TAMテーブルをオンライ
ンに追加登録します。tamaddコマンド実行後，tamrlesコマンドで TAMテーブルの
閉塞状態を解除します。

（c）オンライン正常終了後の回復処理

I/O障害処理続行型テーブルを使用して更新処理を続行し，オンラインを正常終了した場
合，該当する TAMファイルをオフラインで回復してください。回復しないと，TAM
ファイルの状態がオンラインでアクセスした状態と異なるため，次回のオンラインでは
使用できません。

1. 該当する TAMファイルに対するバックアップファイルを，tamrstrコマンドでリス
トアします。

2. バックアップ取得以降，オンライン正常終了までのジャーナルを，jnlunlfgコマンド
でアンロードします。

3. アンロードジャーナルファイルとリストアした TAMファイルを指定して，tamfrcコ
マンドを実行します。

10.2.8　メッセージキューファイル
メッセージキューファイルに障害が発生すると，エラーメッセージが出力されます。

エラーメッセージに従って，次のように対処してください。

（1） 物理ファイルの容量不足の場合

OpenTP1をいったん正常終了させます。-rオプション指定の queinitコマンドでメッ
セージキュー用物理ファイルの容量を増やしたあと，OpenTP1を開始してください。

（2） ファイル障害の場合

OpenTP1をいったん正常終了させます。quermコマンドでメッセージキュー用物理
ファイルを削除し，新たに queinitコマンドでメッセージキュー用物理ファイルを割り当
てたあと，OpenTP1を開始してください。

（3） ディスクキューが使用できない場合

MCFマネジャ定義の拡張予約定義でメモリキューの縮退運転を指定すると，MCF開始
時に何らかの理由でディスクキューが使用できない場合に，メモリキューを代用して処
理を続行できます。ただし，メモリキューで代用した場合，全面回復時にメッセージを
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回復できません。

オンライン中にディスクキューが使用できなくなったときに，メモリキューで代用する
ことはできません。

メモリキューの縮退運転を開始すると，KFCA11065-Wメッセージまたは
KFCA11066-Wメッセージが出力されます。これらのメッセージが出力された場合は，
縮退運転から復旧する必要があります。

縮退運転となる代表的な原因は，定義間の情報の不一致です。定義間で情報に不一致が
発生する例を次に示します。

• MCFアプリケーション定義のアプリケーション属性定義で指定したキューグループ
ID（mcfaalcap -g quegrpid=キューグループ ID）が，メッセージキューサービス定義
に指定されていない

• MCF通信構成定義の論理端末定義で指定したキューグループ ID（mcftalcle -k 
quegrpid=キューグループ ID）が，メッセージキューサービス定義に指定されていな
い

これらの場合は，次に示す手順でメモリキューの縮退運転から復旧します。

1. OpenTP1システムを停止します。

2. メッセージキューサービス定義に不足しているキューグループ IDを追加します。ま
たは，キューグループ IDが誤っている場合は，訂正します。

3. 手順 2でキューグループ IDを追加した場合は，対応するメッセージキューファイル
の物理ファイルを queinitコマンドで割り当てます。

4. 手順 2で MCFアプリケーション定義または MCF通信構成定義を訂正した場合は，
ユティリティ起動コマンドで定義オブジェクトファイルを生成します。

5. OpenTP1システムを正常開始します。

なお，メッセージキューファイルに障害が発生すると，キューイング中のメッセージは
回復できません。受信メッセージの場合，IJを取得すると入力キューに格納しようとし
たメッセージを確認できます。送信メッセージの場合，OJを取得すると出力キューに格
納しようとしたメッセージを確認できます。IJ，OJを取得するかどうかは，アプリケー
ション属性定義で指定します。

10.2.9　XARファイル
XARファイルに障害が発生すると，障害メッセージが表示され，XARファイルは閉塞し
ます。この場合，XARファイルを回復させる必要があります。XARファイルの回復方法
の詳細は，「3.15.4　XARファイルに障害が発生した場合の運用」を参照してください。
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10.2.10　MCF定義ファイル
MCF定義ファイルに障害が発生すると，エラーメッセージが出力されて，OpenTP1は
停止します。出力されたエラーメッセージの理由コードに従って障害原因を取り除いた
あと，OpenTP1を再開始してください。
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10.3　ファイル障害
ファイルに障害が発生した場合の対処方法を説明します。

10.3.1　メッセージログファイル
メッセージログファイルに障害が発生すると，エラーメッセージは標準エラー出力に出
力されます。

ユーザは障害が発生したメッセージログファイルを削除して，OpenTP1を再開始してく
ださい。障害が発生したメッセージログファイルの内容を残しておきたい場合は，別名
称のファイルにバックアップしてください。
394



10.　障害対策
10.4　通信障害
通信上の障害が発生した場合の対処方法を説明します。

（1） 通信制御装置，端末，回線障害

コネクションに障害が発生した場合，出力されたエラーメッセージの理由コードに従っ
て障害の原因を取り除いてください。その後，mcftactcnコマンドでコネクションを再び
確立してください。

なお，障害発生時の対処方法の詳細は，各プロトコルのマニュアルを参照してください。

（2） LAN障害

LANの障害が発生すると，エラーメッセージが出力されて，計算機間の RPCによるプ
ロセス間通信でクライアントUAPはエラーリターンします。

OS，およびハードウェアの障害対策に従って障害原因を取り除いたあと，OpenTP1を
再開始してください。

（3） マルチノード機能使用時の通信障害

グローバルアーカイブジャーナルサービスと被アーカイブジャーナルノードのジャーナ
ルサービスとの間で通信障害が発生した場合，エラーメッセージが出力されます。この
メッセージに従って障害の原因を取り除いてください。

通信障害の間は，被アーカイブジャーナルノードのジャーナルはアーカイブされません。
その結果，被アーカイブジャーナルノードのシステムジャーナルファイルのスワップ先
がなくなると，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1は停止します。そのため，
個別にアンロードしてください。

また，通信が復旧すると，個別にアンロードしていても，転送されていないジャーナル
からアーカイブを再開します。個別のアンロードとスワップによって，アーカイブしな
ければならないジャーナルをすでに失っていた場合は，以降の該当するノードのアーカ
イブは中止します。そのため，通信復旧後も個別にアンロードしてください。

なお，通信障害の間にアーカイブジャーナルノード，または被アーカイブジャーナル
ノードを停止する場合は，必ず強制停止してください。
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10.5　UAP障害

UAPに障害が発生した場合の対処方法を説明します。

10.5.1　UAPを開始できない場合

（1） システム定義が誤っているとき

ユーザサービス構成定義，ユーザサービス定義の定義内容が誤っている旨のメッセージ
が出力されます。定義項目を見直し，正しく指定し直したあと，UAPを再び開始してく
ださい。

（2） メモリの容量が不足しているとき

メモリの容量が不足している旨のメッセージが出力されます。共用メモリの場合は，シ
ステム定義の定義項目を見直してください。プロセス固有のメモリの場合は，必要ない
プロセスを停止させてください。

10.5.2　UAPが終了しない場合
UAPの状態は prcls，scdlsコマンド，または OSの psコマンドで確認できます。

UAPの処理が終わらないで続く場合，UAPを強制停止してください。

10.5.3　UAPが異常終了する場合
UAPの処理が異常終了したのか，または OpenTP1が異常終了したのかがメッセージに
出力されます。

UAPの処理が異常終了した場合は，UAPを修正したあと，UAPを再び開始してくださ
い。

HP-UXの場合，UAPのリンケージのバインドモードは immediateにしてください。
immediate以外の場合は，UAPが原因不明で異常終了する場合があります。OSの
chatrコマンドで immediateかどうかを確認してください。

OpenTP1が異常終了した場合は，保守員に連絡してください。

10.5.4　UAPのデッドロックが発生する場合
使用する資源の順序がそろうように UAPを修正したあと，UAPを再び開始してくださ
い。
396



10.　障害対策
10.6　OpenTP1障害

OpenTP1に障害が発生した場合の対処方法を説明します。

10.6.1　OpenTP1を開始できない場合

（1） OpenTP1が正しくインストール，およびセットアップされていないとき

OpenTP1のインストール，およびセットアップをやり直してください。

（2） システム定義が誤っているとき

システム定義で指定しなければならない項目の不良内容が，メッセージに出力されます。

システム定義の定義項目を見直し，正しく指定し直したあと，OpenTP1を再開始してく
ださい。

（3） メモリ，またはディスクの容量不足のとき

メモリ，またはディスクの容量が不足している旨のメッセージが出力されます。

必要ないプロセスを停止させるか，または必要ないファイルを削除したあと，OpenTP1
を再開始してください。

また，必要に応じて，OSのシステム定数（特に共用メモリ関連）を見直し，OSを構築
し直してください。OpenTP1の定義内容も見直したあと，OpenTP1を再開始してくだ
さい。

（4） OpenTP1の開始に必要なファイルがないとき

必要なファイルがない旨のメッセージが出力されます。

必要なファイルを準備したあと，OpenTP1を再開始してください。

（5） OSの構成が OpenTP1の実行環境として不適当なとき

OSを構築し直し，OpenTP1の定義内容も見直したあと，OpenTP1を再開始してくだ
さい。

（6） TCP/IP環境がセットアップされていないとき

通信不良のメッセージが出力されます。

TCP/IP環境を正しくセットアップしたあと，OpenTP1を再開始してください。

（7） ハードウェア（ディスク，LAN）不良のとき

入出力エラーのメッセージが出力されます。
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不良デバイスを修理，または交換してください。

（8） ユーザ環境設定のコマンドが誤っているとき

システム環境定義の user_commandオペランドで指定したユーザ環境設定コマンドに誤
りがあると，OpenTP1を開始しようとしても，メッセージもダンプも出力されないで，
開始できない場合があります。

user_commandオペランドで指定したユーザ環境設定コマンドが正しいかどうかを見直
して，対策後に再度 OpenTP1を開始してください。

（9） KFCA00715-Eが出力されるとき

KFCA00715-Eメッセージが出力された場合，dcresetコマンドを実行してください。
KFCA00715-Eメッセージは，OpenTP1の開始処理，または再開始処理ができない場合
に出力されます。これは，何らかの障害でプロセスサービスの処理が中断したことを示
します。メッセージ中に要因コードが示されるので，OpenTP1が開始処理，または再開
始処理ができない障害を取り除いたあとに，dcresetコマンドを実行してください。障害
が取り除かれない場合に，dcresetコマンドを実行しても KFCA00715-Eメッセージが再
出力されます。

dcresetコマンドは，OpenTP1が終了しているときに実行してください。システム共通
定義を変更する場合は，OpenTP1を正常終了して実行しますが，KFCA00715-Eメッ
セージが出力された場合は，異常終了時でも dcresetコマンドを実行できます。
OpenTP1オンライン中に dcresetコマンドを実行するとシステムダウンします。

（10） CPUの負荷が高いとき

JP1/AJSを使用してジョブから OpenTP1を開始するよう設定している場合，dcstartコ
マンドで OpenTP1を開始できないことがあります。このとき，CPUの利用率を確認す
ると，利用率が 100%で，そのほとんどを OpenTP1のシステムサーバプロセスが占有
していると表示されます。

JP1/AJSを使用してジョブから OpenTP1を開始するよう設定している場合，dcstartコ
マンドの OSプライオリティが最低値（nice値が 39）に設定されます。そのため，多数
のシステムサーバプロセスによって CPUの負荷が高まったとき，dcstartコマンドに
CPUが割り当てられません。

次のようなマシン構成の場合，この現象が発生しやすくなります。

• CPUの搭載数が 1個
• OpenTP1のシステムサーバプロセスが多い

この現象が発生している場合，psコマンドを実行して，dcstartコマンドのプロセスの
nice値を確認してください。psコマンドの実行例を次に示します。
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AIXの場合
ps -elf|grep dcstart

  200001 A   betran  16382  21390   2  60 20※ e7e4  3780          
15:56:13  pts/1  0:00 dcstart

HP-UXの場合
ps -elf|grep dcstart

  1 S   betran  6995  6932  0 154 20※         41516c00  344           
c0fa80 15:56:43 pts/tn 0:00 dcstart

注※
nice値を示します。この数値が 39と表示されている場合，dcstartコマンドの OS
プライオリティが最低値になっています。

OpenTP1の運用コマンドを実行するときの OSプライオリティは，OpenTP1のプライ
オリティと同じ値を設定することをお勧めします。OpenTP1の dcstartコマンドのプロ
セスを起動する JP1/AJSのジョブ定義の実行優先順位を，JP1/AJS - Viewから変更する
ことで，OpenTP1の運用コマンドのプライオリティを変更できます。詳細については，
マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 操作ガイド」を参照してくださ
い。

10.6.2　OpenTP1が停止しない場合

（1） UAPの処理が長く続くか，または不良で UAPが終了しないとき

UAPの状態は，prcls，scdlsコマンド，または OSの psコマンドで確認できます。

UAPの処理が終わらないで続く場合，UAPの終了を待つか，または終了しない UAPを
強制停止させてください。

（2） 正常終了時，通信不良などで出力キューにたまったメッセージが出力さ
れないとき

一定時間（MCF通信構成定義で指定した未処理送信メッセージ滞留時間）を経過する
と，MCFの未処理送信メッセージ廃棄通知イベント（ERREVTA）が通知され，
OpenTP1は正常終了します。このとき出力キュー上の未送信メッセージは破棄されま
す。

未送信メッセージを破棄したくない場合は，未処理送信メッセージ滞留時間を経過する
前に OpenTP1を強制停止させてください。その後，OpenTP1を再開始すれば未送信
メッセージを引き継げます。

（3） 接続しているジャーナルサービスが終了しないため，アーカイブジャー
ナルノードの OpenTP1が停止しないとき

アーカイブジャーナルノードの OpenTP1を正常終了，または計画停止するには，すべ
てのジャーナルサービスとの接続が解除されなければなりません。そのため，接続中の
399



10.　障害対策
被アーカイブジャーナルノードのノード状態を dcndlsコマンドで確認し，次に示すよう
に対処してください。

（a）被アーカイブジャーナルノードが異常終了，または強制停止している場合

jnlardisコマンドで強制的に接続を解除するか，または被アーカイブジャーナルノードの
OpenTP1を再開始したあと，正常終了，または計画停止してください。

（b）被アーカイブジャーナルノードが正常終了，または計画停止している場合

jnlardisコマンドで強制的に接続を解除してください。

（c）被アーカイブジャーナルノードがオンラインの場合

被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1を終了してください。

（4） グローバルアーカイブジャーナルサービスとの接続が解除できないため，
被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が停止しないとき

接続先のアーカイブジャーナルノードの OpenTP1がオンラインでない場合，被アーカ
イブジャーナルノードのジャーナルサービスは，グローバルアーカイブジャーナルサー
ビスとの接続を解除できません。そのため，アーカイブジャーナルノードのノード状態
を dcndlsコマンドで確認し，次に示すように対処してください。

（a）アーカイブジャーナルノードが終了している場合

アーカイブジャーナルノードの OpenTP1を再開始してください。

（b）アーカイブジャーナルノードがオンラインの場合

被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1を強制停止してください。

10.6.3　OpenTP1が異常終了した場合

（1） OpenTP1のシステムサービス，またはユーザサーバを killコマンドで直
接停止したとき

処理を続行したい場合は，再開始してください。

（2） OpenTP1内部で不良を検出したとき

理由コードがメッセージに出力されます。

保守員に連絡してください。

（3） MCF通信プロセスが異常終了したとき

UOCの不良の可能性があります。UOCの処理を見直してください。なお，UOC内で使
用するローカル変数のサイズ（スタックのサイズ）の合計が 1キロバイトを超えると，
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MCF通信プロセスが異常終了する場合があります。

（4） UAPの不良が原因で OpenTP1が異常終了したとき

UAPの不良が原因で，OpenTP1が異常終了する場合があります。OpenTP1が異常終了
する前に，UAPの処理が異常終了していないか確認してください。UAPの処理が異常
終了していたときは，UAPの処理を見直してください。それでも原因がわからない場合
は，保守員に連絡してください。

（5） MCF構成変更準備停止中または MCF構成変更再開始中に MCFマネジャ
プロセスが異常終了したとき

理由コードがメッセージに出力されます。

対処方法の詳細については，「5.10.6　MCF構成変更再開始機能使用時の障害対策」を
参照してください。

10.6.4　OpenTP1の運用コマンドが正常終了しない場合

（1） オプション，またはコマンド引数の指定が誤っているとき

オプション，またはコマンド引数の指定が誤っている旨のエラーメッセージが出力され
ます。

オプション，またはコマンド引数を正しく指定し直してください。

（2） 運用コマンドを実行できる環境が設定されていないとき

運用コマンドを実行できる環境が設定されていない旨のエラーメッセージが出力されま
す。

正しい環境を設定してください。特に環境変数の設定に注意してください。

（3） 該当する運用コマンドを実行する権限がないとき

該当する運用コマンドを実行できる権限を持ったユーザで実行してください。

10.6.5　OpenTP1の運用コマンドが応答待ちタイムアウトに
なる場合

OSの負荷が低いときに運用コマンドを実行してください。または，システム共通定義の
最大応答待ち時間（watch_timeオペランド）を長くしてください。
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10.6.6　マルチノード機能使用時の OpenTP1障害

（1） アーカイブジャーナルノードの OpenTP1障害

アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が異常終了しても，被アーカイブジャーナル
ノードの OpenTP1はそのまま続行します。ただし，被アーカイブジャーナルノードの
ジャーナルはアーカイブしません。その結果，被アーカイブジャーナルノードのシステ
ムジャーナルファイルのスワップ先がなくなると，被アーカイブジャーナルノードの
OpenTP1は停止します。そのため，被アーカイブジャーナルノード側で個別にアンロー
ドしてください。

また，アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が復旧すると，被アーカイブジャーナ
ルノード側でアンロードしていても，転送されていないジャーナルからアーカイブを再
開します。被アーカイブジャーナルノード側での個別のアンロードとスワップによって，
アーカイブしなければならないジャーナルをすでに失っていた場合は，該当するノード
の以降のアーカイブは中止します。そのため，通信復旧後も被アーカイブジャーナル
ノード側で個別にアンロードしてください。

なお，アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が復旧するまで，被アーカイブジャー
ナルノードの OpenTP1は正常終了，または計画停止できません。この場合，被アーカ
イブジャーナルノードの OpenTP1は，アーカイブジャーナルノードの OpenTP1の復旧
を待って終了するか，または強制停止してください。

ただし，被アーカイブジャーナルノードのジャーナルサービスが，停止時のアーカイブ
待ち合わせ最大時間（ジャーナルサービス定義の jnl_arc_terminate_timeoutオペランド
で指定）を設定している場合は，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1は正常終
了，または計画停止できます。ジャーナルサービス定義については，マニュアル
「OpenTP1 システム定義」を参照してください。

（2） 被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1障害

被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が異常終了しても，アーカイブジャーナル
ノードの OpenTP1はそのまま続行します。

被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が復旧すると，転送されていないジャーナ
ルからアーカイブを再開します。

なお，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1が復旧するまで，アーカイブジャー
ナルノードの OpenTP1は正常終了，または計画停止できません。この場合，アーカイ
ブジャーナルノードの OpenTP1は，被アーカイブジャーナルノードの OpenTP1の復旧
を待って終了するか，または強制停止してください。

ただし，jnlardisコマンドで接続を強制的に解除した場合は，アーカイブジャーナルノー
ドの OpenTP1は正常終了，または計画停止できます。
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10.7　CPU障害

CPUに障害が発生した場合の対処方法を説明します。

OS，およびハードウェアの障害対策に従って障害原因を取り除いたあと，CPU内の OS
を回復し，OpenTP1を再開始してください。
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10.8　障害時に取得する情報
障害時に取得する情報を次の表に示します。

表 10-2　障害時に取得する情報

取得情報 出力情報 参照方法 注意事項

メッセージログファ
イル
（$DCDIR/spool/
dclog1，dclog2）

OpenTP1，また
は UAPが出力
するメッセージ

logcatコマンド
を実行してくだ
さい。

古いメッセージログファイルを残してお
きたい場合は，メッセージログファイル
の交替で内容が失われる前にコピーして
ください。

コンソールメッセー
ジ

OpenTP1が出
力するシステム
情報

コンソールを見
てください。

プリンタ出力，集中コンソールへの出力
は OSの機能です。

コマンド実行時の標
準出力，標準エラー
出力

OpenTP1の運
用コマンドの出
力情報，および
エラーメッセー
ジ

運用コマンドを
入力した画面で
見てください。

ファイルに残したい場合は，必要に応じ
てリダイレクトしてください。

コアファイル
（./core）

OpenTP1の関
連プロセスの
データ，スタッ
ク

－ OpenTP1が起動するプロセスのコア
ファイルは，$DCDIR/spool/saveまたは
プロセスサービス定義の
prc_coresave_pathオペランドで指定し
たディレクトリ下にサーバ名 n※ 1とい
う名称で退避されます。一つのサーバに
ついて 3個までしか退避されないので，
残しておきたいコアファイルは，必要に
応じてコピーしてください。

UAPトレース uatdumpコマ
ンドを実行して
ください。

共用メモリダンプ
ファイル
（Linuxの場合
$DCDIR/spool/
shmdump〔1～ 3〕
.gz,
$DCDIR/spool/
shmdump.XXX※ 2

〔1～ 3〕.gz，
その他の場合
$DCDIR/spool/
shmdump〔1～ 3〕
.Z
$DCDIR/spool/
shmdump.XXX※ 2

〔1～ 3〕.Z）

OpenTP1が共
用メモリに保持
するデータ

－ 古いダンプファイルを残しておきたい場
合は，必要に応じてコピーしてくださ
い。

MCFダンプファイ
ル
（$DCDIR/spool/
mcfdKAXXZZ※ 3）

MCFに関する
データ

－ 不要になったファイルは消去してくださ
い。
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デッドロック，タイ
ムアウト情報ファイ
ル
（$DCDIR/spool/
dclckinf/ファイル名
※ 4）

資源の待ち合わ
せ状態の情報

OSの cat，また
は viなどのコマ
ンドを実行して
ください。

不要になったファイルは，lckrminfコマ
ンドを実行するか，または，ロックサー
ビス定義の
lck_deadlock_info_remove_levelオペラ
ンドを指定して消去してください。

MCFトレースファ
イル
（$DCDIR/spool/
mcftAXXZZ※ 5）

MCFトレース － 古いMCFトレースファイルを残してお
きたい場合は，必要に応じてコピーして
ください。

RPCトレースファ
イル
（$DCDIR/spool/
rpctr1，rpctr2）

UAPが RPCを
使用して送受信
するメッセージ

rpcdumpコマン
ドを実行してく
ださい。

RPCトレースファイルには，受信メッ
セージが送信メッセージより先に出力さ
れることがあります。
RPCトレースファイルの指定したファイ
ルサイズが小さ過ぎると，ファイル内の
データがすぐに上書きされ，十分な情報
を蓄えることができなくなります。

UAPトレース編集
出力ファイル
（$DCDIR/spool/
save/
サーバ名 n※ 6.uat）

UAPトレース OSの cat，また
は viなどのコマ
ンドを実行して
ください。

一つのサーバについて 3個しか作成され
ないので残しておきたいファイルは，必
要に応じてコピーしてください。

OpenTP1デバッグ
情報ファイル
（$DCDIR/spool/
save/
サーバ名 n※ 6.deb）

OpenTP1内部
情報

－ 一つのサーバについて 3個しか作成され
ないので残しておきたいファイルは，必
要に応じてコピーしてください。

XARイベントト
レース情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dcxarinf/trace/
xarevtr1，
xarevtr2）

XAリソース
サービス用イベ
ントトレース

xarevtrコマン
ドを実行してく
ださい。

古い XARイベントトレースファイルを
残しておきたい場合は，必要に応じてコ
ピーしてください。

XAR性能検証用ト
レース情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dcxarinf/_xr_nnn※
7）

XAリソース
サービス用性能
検証用トレース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古い XAR性能検証用トレース情報ファ
イルを残しておきたい場合は，必要に応
じてコピーしてください。

JNL性能検証用ト
レース情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dcjnlinf/prfinf/
_jl_nnn※ 7）

ジャーナルサー
ビスのイベント
トレース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古い JNL性能検証用トレース情報ファ
イルを残しておきたい場合は，必要に応
じてコピーしてください。

取得情報 出力情報 参照方法 注意事項
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10.　障害対策
（凡例）
－：OpenTP1保守情報のため，参照できません。

注※ 1

n：退避コアファイルの通番（1～ 3）
ただし，サーバが強制停止時（dcsvstop -dfコマンドまたは prckillコマンドを
実行したとき，または実時間監視タイムアウトになったとき）に出力されるコ
アファイルには，通番は付きません。なお，プロセスサービスのコアファイル
が 'core'という名称でこのディレクトリに取得されることがあります。また，
ユーザ環境設定コマンドが異常終了した場合，そのコアファイルは '_usrcmd'
に通番（1～ 3）が付いた名称で退避されます。

注※ 2
XXX：リソースマネジャ名（dam，tam，ist，ism）

注※ 3
KAXXZZ：

K：プロセス種別
m：MCFマネジャプロセス
c：MCF通信サービスまたはMCFアプリケーション起動サービス

LCK性能検証用ト
レース情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dclckinf/prf/
_lk_nnn※ 7）

ロックサービス
のイベントト
レース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古い LCK性能検証用トレース情報ファ
イルを残しておきたい場合は，必要に応
じてコピーしてください。

MCF性能検証用ト
レース情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dcmcfinf/_mc_nnn
※ 7）

MCF用性能検
証用トレース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古いMCF性能検証用トレース情報ファ
イルを残しておきたい場合は，必要に応
じてコピーしてください。

プロセスサービスイ
ベントトレース情報
ファイル
（$DCDIR/spool/
dcprcinf/_pr_001，
_pr_002，_pr_003）

プロセスサービ
スのイベントト
レース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古いプロセスサービスイベントトレース
情報ファイルを残しておきたい場合は，
必要に応じてコピーしてください。

FILイベントトレー
ス情報ファイル
（$DCDIR/spool/
dcfilinf/_fl_001，
_fl_002，_fl_003）

OpenTP1ファ
イル用のイベン
トトレース

prfgetコマン
ド， prfedコマ
ンド，または
dcalzprfコマン
ドを実行してく
ださい。

古い FILイベントトレース情報ファイル
を残しておきたい場合は，必要に応じて
コピーしてください。

取得情報 出力情報 参照方法 注意事項
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10.　障害対策
u：ユーザサービスその他

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：ダンプ通番（01～ 99）

注※ 4
ファイル名はデッドロック検知日時を基に決定されます。ファイル名の長さは日付
が 1けたか 2けたかによって異なります。

（例）
10月 3日 6時 29分 56秒のとき…Oct3062956
10月 10日 18時 6分 0秒のとき…Oct10180600

注※ 5
AXXZZ：

AXX：MCF識別子
A：MCFマネジャ定義の，mcfmenv定義コマンドの -mオプションの idオペ
ランドで指定したMCFマネジャプロセス識別子
XX：MCF通信構成定義の，mcftenv定義コマンドの -sオプションで指定した
MCF通信プロセス識別子

ZZ：トレーススワップファイル識別子

注※ 6
n：ファイルの通番（1～ 3）

注※ 7
nnn：それぞれ，次に示す定義の prf_file_countオペランドで指定した値を上限とし
た 001から始まる値です。
• XAR性能検証用トレース情報ファイル：XAR性能検証用トレース定義
• JNL性能検証用トレース情報ファイル：JNL性能検証用トレース定義
• LCK性能検証用トレース情報ファイル：LCK性能検証用トレース定義
• MCF性能検証用トレース情報ファイル：MCF性能検証用トレース定義
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10.　障害対策
10.9　全面回復時に引き継がれる情報
全面回復時に引き継がれる情報を次の表に示します。

表 10-3　全面回復時に引き継がれる情報

分類 引き継がれる情報

ステータスファイル 閉塞ファイルの状態

システムジャーナルファイル ファイルのオープン状態

チェックポイントダンプファイル

アーカイブジャーナルファイル

ノードリストファイル 動作モード

マネジャノード情報

ノードリスト情報

オプション情報（ノードの優先度）

DAMファイル ユーザデータ

論理ファイルの閉塞状態

TAMファイル ユーザデータ

TAMテーブルの状態

XARファイル XARファイルの閉塞状態

メッセージキュー メッセージ通番

キューポインタ

分岐メッセージ送信

端末構成

UAP UAPの閉塞状態

ユーザサーバの構成
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11　トラブル発生時の調査手順
OpenTP1の障害が発生したときに取得する情報および調査手
順について説明します。
「11.1　取得情報と確認事項」では障害発生時に取得する情報
や確認する事項のうち，あらゆる障害に共通する内容について
説明します。
「11.2　調査手順」では具体的な障害事例を基に，障害発生時
の調査手順について説明します。

11.1　取得情報と確認事項

11.2　調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.1　取得情報と確認事項
ここでは障害発生時に取得する情報や確認する事項のうち，あらゆる障害に共通する内
容について説明します。

11.1.1　取得情報
障害要因を調査する場合に必要な情報を製品ごとに示します。

ここでは調査に必要な基本的な情報を記載しています。「11.2　調査手順」で説明する
個々の障害事例に記載していない障害については，ここで説明する情報を基に障害の要
因を調査してください。

障害要因の調査に必要な情報を以降の表に示します。なお，通信先相手システムも
OpenTP1システムである場合，現象発生ノードだけでなく，通信先相手システムのノー
ドについても次の表の資料を取得してください。

表 11-1　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Server Base，TP1/LiNK，TP1/FS/Direct 
Access，TP1/FS/Table Accessなどの場合）

取得情報 備考

現象発生ノードの betran.log
（OpenTP1の標準出力および標準エラー
出力先ファイル）

UNIX版の場合，$DCDIR/bin/prcoutに指定したファイル
に出力されます。指定していない場合は，次のファイルに出
力されます。
• $DCDIR/spool/prclog1
• $DCDIR/spool/prclog2

Windows版の場合は，イベントログ（アプリケーションロ
グおよびシステムログ）を取得してください。また，標準出
力リダイレクト機能を使用しているときは，システム環境定
義の redirect_file_nameオペランドに指定したファイルも取
得してください。指定していない場合は，次のファイルに出
力されます。
• %DCDIR%¥spool¥prclog1
• %DCDIR%¥spool¥prclog2

現象発生ノードの syslogファイル Windows版の場合，取得する必要はありません。

現象発生ノードの $DCDIRのディレク
トリ情報

UNIX版の場合，次に示すコマンドを実行し，情報を取得し
てください。
 
ls -laR $DCDIR

現象発生ノードの $DCDIR/spool配下の
ファイル

spool配下のすべてのファイルを取得するのが困難な場合は，
spool配下をすべて退避したあと，次に示すファイルを取得
してください。
• $DCDIR/spool/rpclog*
• $DCDIR/spool/errlog/errlog*
• $DCDIR$/spool/errlog/errlog*.nam（バージョン 07-05以
降）

• $DCDIR/spool/cmdlog/cmdlog*
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11.　トラブル発生時の調査手順
注
情報を取得するには dcrasgetコマンドを使用してください。ただし，Windowsのイベントロ
グについては dcrasgetコマンドでは取得できないので，OSのマニュアルに従って取得してく
ださい。

表 11-2　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Client/Pの場合）

表 11-3　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Client/Wの場合）

表 11-4　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Client/Jの場合）

現象発生ノードの $DCDIR/tmp配下の
ファイル

システム共通定義の prc_current_work_pathオペランドを
指定している場合は，その配下のファイルもすべて取得して
ください。

現象発生ノードの $DCDIR/conf配下お
よび $DCCONFPATH配下のファイル

$DCUAPCONFPATHを設定している場合は，
$DCUAPCONFPATH配下のファイルも取得してください。
定義ファイルを取得するときは，ユーザサービス定義または
ユーザサービスデフォルト定義も取得してください。

取得情報 備考

クライアント環境定義ファイル
（%WINDIR%¥betran.ini）

dc_clt_cltin_s関数の引数 defpathに指定がある場合は，引
数に指定したファイルを取得してください。なお，ターミナ
ルサービス機能やメタフレーム機能を利用した PCを使用し
ている場合は，%WINDIR%を「¥Documents and 
Settings¥各ユーザディレクトリ」下に読み替えてください。

dcerr*.trc（エラートレース）
dcuap*.trc（UAPトレース）
dcsoc*.trc（ソケットトレース）
dcmdl*.trc（モジュールトレース）

クライアント環境定義 DCTRCPATHに指定したディレクト
リ配下に出力されます。DCTRCPATHの指定がない場合は，
CUPのカレントディレクトリ配下に出力されます。

取得情報 備考

クライアント環境定義ファイル
（CUPを起動するユーザでログインし
て，OSの envコマンドの実行結果を取
得してください）

dc_clt_cltin_s関数の引数 defpathに指定がある場合は，引
数に指定したファイルを取得してください。

dcerr*.trc（エラートレース）
dcuap*.trc（UAPトレース）
dcsoc*.trc（ソケットトレース）
dcmdl*.trc（モジュールトレース）

クライアント環境定義 DCTRCPATHに指定したディレクト
リ配下に出力されます。DCTRCPATHの指定がない場合は，
CUPのカレントディレクトリ配下に出力されます。

取得情報 備考

クライアント環境定義（定義ファイル名
および格納先は任意）

rpcOpenメソッドの deffilename引数に指定がある場合は引
数に指定したファイルを取得してください。

取得情報 備考
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11.　トラブル発生時の調査手順
表 11-5　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Client for .NET Frameworkの場合）

表 11-6　障害要因の調査に必要な情報（TP1/Message Control，TP1/NET/***の場合）

dcerr*.trc（エラートレース）
dcuap*.trc（UAPトレース）
dcmtd*.trc（メソッドトレース）
dcdat*.trc（データトレース）

情報の出力先を次に示します。
• エラートレース：dcerrtracepathオペランドで指定した
ディレクトリ（dcerrtrace=Yの場合だけ出力されます）

• UAPトレース：dcuaptracepathオペランドで指定した
ディレクトリ（dcuaptrace=Yの場合だけ出力されます）

• メソッドトレース：dcmethodtracepathオペランドで指
定したディレクトリ（dcmethodtrace=Yの場合だけ出力
されます）

• データトレース：dcdatatracepathオペランドで指定した
ディレクトリ（dcdatatrace=Yの場合だけ出力されます）

デバッグトレース
（dcCltXXXXXXXXXXXX.dmp）
（XXXXXXXXXXXXはタイムスタンプを
示します）

CUPを実行するユーザ（または JavaVMを実行するユー
ザ）のホームディレクトリ下の TP1clientJディレクトリに
出力されます。

取得情報 備考

クライアント構成定義 アプリケーション構成ファイルまたはマシン構成ファイルを
取得してください（例：CUP.exe.config）。

dcerr*.trc（エラートレース）
dcuap*.trc（UAPトレース）
dcmtd*.trc（メソッドトレース）
dcdat*.trc（データトレース）

情報の出力先を次に示します。
• エラートレース：<errTrace>要素の path属性に指定した
ディレクトリ（use="true"の場合だけ出力されます）

• UAPトレース：<uapTrace>要素の path属性に指定した
ディレクトリ（use="true"の場合だけ出力されます）

• メソッドトレース：<methodTrace>要素の path属性に指
定したディレクトリ（use="true"の場合だけ出力されま
す）

• データトレース：<dataTrace>要素の path属性に指定し
たディレクトリ（use="true"の場合だけ出力されます）

デバッグトレース
（dcCltxxxxxxxxxxxxx.dmp）
（xxxxxxxxxxxxxはタイムスタンプを示
します）

情報の出力先を次に示します。
• <debugTrace>要素の path属性を指定した場合：<path属
性の指定値 >¥Hitachi¥OpenTP1¥TP1ClientNET

• <debugTrace>要素の path属性の指定を省略した場合：
C:¥Document and Settings¥ユーザ名 ¥Application 
Data¥Hitachi¥OpenTP1¥TP1ClientNET

取得情報 備考

表 11-1の情報 －

次に示す定義
• MCFマネジャ定義
• MCF通信構成定義（共通定義および
個別定義）

• MCFアプリケーション定義

定義の格納先，およびファイル名は任意に指定されたものに
なります。また，オンラインで使用する定義ファイルはオブ
ジェクトファイルですがオブジェクト生成前の定義ファイル
を取得してください。

取得情報 備考
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11.　トラブル発生時の調査手順
（凡例）
－：該当しません。

TP1/Message Queue，TP1/Message Queue - Access，およびMessage Queue - 
Operationの障害要因を調査する場合に必要な情報は，それぞれマニュアル「TP1/
Message Queue 使用の手引」，マニュアル「TP1/Message Queue - Access 使用の手引」，
マニュアル「Message Queue - Operation 使用の手引」を参照してください。

11.1.2　障害が発生したときに確認する事項
障害が発生したときの確認事項を製品ごとに説明します。

OpenTP1関連製品で共通の確認事項
• OpenTP1製品のバージョン
正確なバージョンを確認してください。修正版の場合，バージョン表記に追加さ
れたコードも確認してください。
例：07-00-01，06-03-/Aなど

• 現象発生日時
• 複数ノードが関連する場合，ノード間の時刻差
• 現象発生時のマシンの負荷状態（CPUが高負荷であるなど，わかる範囲で確認し
てください）

• 現象が発生した環境が本番環境かどうか
• ユーザサーバでエラーが発生している場合，現象が発生したユーザサーバの動作
実績

• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

TP1/Clientをご使用の場合の確認事項
• TP1/Clientが動作するサーバと通信相手サーバの間の時刻差

TP1/Message Queueをご使用の場合の確認事項
• 接続している相手製品の名称
• 接続相手が他社製品の場合，現象発生時の他社製品の調査見解

システムサービス情報定義（$DCDIR/
lib/sysconf/配下の先頭 4文字が
「mcfu」で始まるファイル名）

－

システムサービス共通情報定義
（$DCDIR/lib/sysconf/mcf）

－

MCFトレース（$DCDIR/spool/
mcftXXXnn）
（XXXはMCF識別子，nnは通し番号
を示します）

－

取得情報 備考
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11.　トラブル発生時の調査手順
TP1/Message Queue - Accessをご使用の場合の確認事項
• ユーザアプリケーションが使用しているMQCクライアント機能の種別
• XA連携を使用している場合，使用しているトランザクションモニタの製品名称

11.1.3　トレースの確認方法

（1） UAPトレース

（a）UAPトレースの概要

「11.2　調査手順」で説明する調査手順にはUAPトレースを参照する場合があります。
UAPトレースとは，OpenTP1が提供している関数を発行した際に取得されるトレース
情報です。OpenTP1が提供している関数については，プロセス停止時にUAPトレース
を参照することで，どこまで処理が進んでいたのか確認できます。また，関数内で停止
した場合は dc_***（入口）と表示され，関数外で停止した場合は dc_***（出口）と表示
されるため，UAPトレースを参照することで停止した処理が関数内か，または関数外か
を確認できます。

（b）UAPトレースの確認方法

UAPトレースは，異常終了した場合に取得されるものです。正常停止した場合は出力さ
れません。OpenTP1が起動中であれば，異常終了後，$DCDIR/spool/save配下に「ユー
ザサーバ名 n.uat」※というファイル名で出力されます。

UAPトレースファイルは，テキスト形式なので viなどの標準のエディタで参照できま
す。参照する際は，異常終了時に出力される KFCA01820-Eメッセージの PIDを確認し
て，UAPトレースの上部に出力される PIDと比較し，同一 PIDの情報を参照してくだ
さい。

ユーザサーバの異常終了の際に，OpenTP1全体が異常終了してしまった場合，UAPト
レースが $DCDIR/spool/save配下に出力されていないことがあります。$DCDIR/spool/
save配下にUAPトレースが見つからない場合は，カレントディレクトリ（$DCDIR/
spool/tmp/home/ユーザサーバ名）を参照しコアファイルを探してください。コアファイ
ルが見つかったら「uatdump core > 任意のファイル名称」を実行してUAPトレース
ファイルを編集出力してください。

注※
nにファイルの世代番号が入ります。

（2） スタックトレースの確認方法

「11.2　調査手順」で説明する調査手順にはスタックトレースを取得する指示がありま
す。スタックトレースは次に示す方法で取得できます。

UNIXの場合
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11.　トラブル発生時の調査手順
例として AIXおよび Linuxの場合の手順を示します。OSによって取得方法は異な
るので詳細については OSのマニュアルを参照してください。
AIX：「dbx ロードモジュール名称 コアファイル」を実行後，コマンド入力待ちにな
るので，whereを入力します。スタックトレースが表示されます。
Linux：「gdb UAPのロードモジュール名 コアファイル | tee ファイル名（任意）」
を実行後，コマンド入力待ち状態になるので，btを入力します。複数行の出力を
Enterキーを入力して表示させて，すべて表示させたら qを入力して終了します。
指定したファイル名にスタックトレースが出力されます。

Windowsの場合
コマンドプロンプトを起動して，「drwtsn32 -i」を実行しておくことでプロセスの異
常終了時にワトソンログ（スタックトレース情報含む）で指定したパスにログファ
イルが出力されます。詳細については OSのマニュアルを参照してください。
415



11.　トラブル発生時の調査手順
11.2　調査手順
具体的な障害事例を基に，障害発生時の調査手順について説明します。

11.2.1　KFCA00307-Eメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，ファイル記述子の確保に失敗しました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• ユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA00307-Eメッセージは，通信で使用するファイル記述子が確保できなかった場合
に出力されます。ファイル記述子の上限値は，max_socket_descriptorsオペランドの指
定値です。この障害の主な原因を次に示します。

• max_socket_descriptorsオペランドの見積もりが正しくないことによるファイル記述
子の不足

• OSのカーネルパラメタ※の指定値が小さい

注※
カーネルパラメタ名称は OSによって異なります。また，1プロセスまたはシステム
全体とでパラメタが異なります。フローでは，カーネルパラメタ（システム全体）
は，システム全体で使用できるファイル記述子の上限を意味し，カーネルパラメタ
（プロセス）は，1プロセスで使用できるファイル記述子の上限を意味します。な
お，カーネルパラメタを変更する場合は余裕を持った値を指定してください。

次に示すフローに従って原因を調査してください。

KFCA00307-E ソケット不足が発生したため RPCができません。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-1　KFCA00307-Eメッセージが出力された場合の調査手順

各サーバが使用するファイル記述子の総数は，「各サーバの定義に指定されている
max_socket_descriptorsオペランド +max_open_fdsオペランド」です。OpenTP1全体
で使用するファイル記述子の総数は「各サーバのmax_socket_descriptorsオペランド
+max_open_fdsオペランド」です。
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11.　トラブル発生時の調査手順
各サーバのmax_socket_descriptorsオペランド指定値については次の表を参照して確認
してください。計算はプロセス単位で行ってください。

表 11-7　各サーバの max_socket_descriptorsオペランドの指定値

項
番

サーバ名 有効となる max_socket_descriptorsオペランドの指定値

1 prcd，itvd，stsd，cpdd，tjld，
qued，damd，tamd，tamiod，
ismbd，istd，logd，prfiod，
cltcond，cltd，clttrnd，xatd，
xatcd，rmmd，admrsvre， 
mcfrmgrd

システム共通定義（betranrc）の指定値。省略値は 64。

2 namd，namaudtd ネームサービス定義（nam）の指定値。ネームサービス定義
を省略している場合は，システム共通定義（betranrc）の指
定値。省略値は 64。

3 scdd，scdmltd スケジュールサービス定義（scd）の指定値。スケジュール
サービス定義を省略している場合は，システム共通定義
（betranrc）の指定値。省略値は 64。

4 trnd，trnrvd，trnrmd トランザクションサービス定義（trn）の指定値。トランザ
クションサービス定義を省略している場合は，システム共通
定義（betranrc）の指定値。省略値は 64。

5 jnld，jnliod，jnlsdd，jnlswd，
jard，jarswd，jarrvd

ジャーナルサービス定義（jnl）の指定値。ジャーナルサービ
ス定義を省略している場合は，システム共通定義
（betranrc）の指定値。省略値は 64。

6 mcfmngrd，mapsmgrd，
mcfcmdsv，mqtmngd

64で固定。

7 MCFアプリケーションサービ
ス，MCF通信サービス

システムサービス共通情報定義（$DCDIR/lib/sysconf/mcf）
の指定値。省略値は 64。

8 mqad，mqaiod，mqacmd，
mqamnd

TP1/Message Queue 05-12以前
システム共通定義（betranrc）の指定値。省略値は 64。

TP1/Message Queue 05-13以降
MQAサービス定義（mqa）の指定値。省略値は 64。

9 mqtdtcp TP1/Message Queue 05-13以前
304で固定。

TP1/Message Queue 05-14以降
MQTサービス定義（mqt）の指定値。省略値は 64。

10 rapリスナー，rapサーバ rapリスナーサービス定義（任意名称）の指定値。省略して
いる場合は次に示す優先順位に従います（1.＞ 2.）。
1. ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）
2. システム共通定義（betranrc）

上記のすべての定義を省略している場合，省略値は 64。
418



11.　トラブル発生時の調査手順
各サーバのmax_open_fdsオペランドの指定値については次の表を参照して確認してく
ださい。計算はプロセス単位で行ってください。

表 11-8　各サーバの max_open_fdsオペランドの指定値

11.2.2　KFCA00327-Wメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，RPCコールがエラーリターンしました。

11 ユーザサーバ ユーザサービス定義（任意名称）の指定値。省略している場
合は次に示す優先順位に従います（1.＞ 2.）。
1. ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）
2. システム共通定義（betranrc）

上記のすべての定義を省略している場合，省略値は 64。

12 RTSSUP，RTSSPP 64で固定。

項
番

サーバ名 有効となる max_open_fdsオペランドの指定値

1 prcd，namd，namaudtd，
scdd，scdmltd，trnd，trnrvd，
trnrmd，jnld，jnlswd，jnliod，
jnlsdd，jard，jarswd，jarrvd，
itvd，stsd，cpdd，tjld，qued，
damd，tamd，tamiod，ismbd，
istd，logd，prfiop，cltcond，
cltd，clttrnd，xatd，xatcd，
rmmd，admrsvre，mcfmngrd，
mcfrmgrd，mapsmgrd，
mcfcmdsvmqad，mqaiod，
mqacmd，mqamnd，mqtdtcp，
mqtmngd

50で固定。

2 MCFアプリケーションサービ
ス，MCF通信サービス

システムサービス共通情報定義（$DCDIR/lib/sysconf/mcf）
の指定値。省略値は 100。

3 rapリスナー，rapサーバ ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）の指定値。省略値
は 50。

4 ユーザサーバ ユーザサービス定義（任意名称）の指定値。ユーザサービス
定義を省略している場合は，ユーザサービスデフォルト定義
（usrrc）の指定値。省略値は 50。

5 RTSSUP，RTSSPP 50で固定。

KFCA00327-W RPCのサービス呼び出し処理でエラーが発生しました。

項
番

サーバ名 有効となる max_socket_descriptorsオペランドの指定値
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11.　トラブル発生時の調査手順
（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• RPCコール元および RPCコール先のユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点
• RPCコール元および RPCコール先が異なるノードの場合，ノード間の時刻差

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報
• hostsファイル（DNSを使用している場合は不要）
• RPCコール先のノードが他ノードの場合：RPCコール先での表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA00327-Wメッセージは，RPCコールがエラーリターンした場合に出力されます。
この障害の主な原因を次に示します。

• RPCコールの引数に指定したサービスグループ名およびサービス名の不正
• RPCコール先のユーザサーバがダウン

なお，この調査手順では，ネームサービス定義（nam）に name_global_lookup=Yを指
定している場合，RPCコール先を特定できないことがあります。

次に示すフローに従って原因を調査してください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-2　KFCA00327-Wメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.3　KFCA00328-Wメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，RPCコールに対する応答送信が失敗しました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• ユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報
• hostsファイル（DNSを使用している場合は不要）
• 応答送信先が他ノードの場合：応答送信先での表 11-1の情報
• 応答送信先が TP1/Clientの場合：応答送信先での表 11-2，表 11-3，または表 11-4の
情報

KFCA00328-W 応答送信処理でエラーが発生しました。
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11.　トラブル発生時の調査手順
（4） 調査手順

KFCA00328-Wメッセージは，RPCコールに対する応答送信が失敗した場合に出力され
ます。応答送信先の RPCコール元のユーザサーバが存在しないことが原因として考えら
れます。

次に示すフローに従って原因を調査してください。

図 11-3　KFCA00328-Wメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.4　KFCA00502-Iメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，実時間監視タイムアウトが発生しました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• ユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA00502-Iメッセージは，trn_expiration_timeオペランド，
service_expiration_timeオペランドなどの値を満了した場合に出力されます。プロセス
を強制的に停止するため，KFCA01820-Eメッセージも出力されます。この障害の主な
原因を次に示します。

• ユーザ処理部分で時間が掛かっている
• dc_rpc_call関数の応答に時間が掛かっている

次に示すフローに従って原因を調査してください。

KFCA00502-I 実時間監視タイムアウトが発生しました。
428



11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-4　KFCA00502-Iメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.5　KFCA00837-Iメッセージが出力された場合

（1） 現象

dcsvstopコマンドを実行しても，ユーザサーバが停止できない状態で，次に示すメッ
セージが出力されました。

KFCA00837-I サーバの終了処理を保留しています。
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11.　トラブル発生時の調査手順
（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• 停止できないユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

この障害事例の主な原因は，停止しようとしているユーザサーバが要求を受けて動作中
であるためです。dcsvstopコマンドを実行しても要求処理中，または要求がスケジュー
ルキューに滞留している場合，要求に対する処理がすべて完了してから停止します。

次に示すフローに従って原因を調査してください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-5　KFCA00837-Iメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.6　KFCA00854-Eメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，メッセージ格納バッファプール長の不足が発生しま
した。

KFCA00854-E メッセージ格納バッファプールのメモリ不足が発生しました。
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11.　トラブル発生時の調査手順
（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• scdlsコマンドを実行して，スケジュールキューの滞留状態を確認（実行結果は残して
ください）

• trnls -taコマンドを実行して，仕掛り中のトランザクション状態を確認（実行結果は
残してください）

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報
• 時間が経過しても，現象が発生し続ける場合は，可能ならば「dcsvstop -fd ユーザ
サーバ名」を実行してユーザサーバを強制停止してください。実行可能な場合，
$DCDIR/spoolの資料についてはコマンド実行後に取得してください。

（4） 調査手順

KFCA00854-Eメッセージは，該当ユーザサーバのメッセージ格納バッファプール長
（message_store_buflenオペランド）が不足した場合に出力されます。この障害の主な
原因を次に示します。

• message_store_buflenオペランドの指定値が小さい
• ユーザサーバの多重度（parallel_countオペランド）が適切ではない
• 想定以上の RPCコール要求が送信される
• ユーザサーバのサービス関数内で処理に時間が掛かり，RPCコール要求がスケジュー
ルキューに滞留している

次に示すフローに従って原因を調査してください。

なお，次に示すフローでは現象発生直後を想定しています。現象発生から長時間経過し
た場合，調査できないことがあります。ただし，長時間経過しても想定される原因は上
記の四つです。取得している情報から原因を確認できるのであれば，対策してください。
確認できないならば，情報を取得してサポートセンタへ問い合わせてください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-6　KFCA00854-Eメッセージが出力された場合の調査手順

parallel_countオペランドおよびmessage_store_buflenオペランドを変更した場合，ほ
かのオペランドの指定値も見直す必要があります。parallel_countオペランドの指定値
を大きくした場合に変更するオペランドを次の表に示します。なお，balance_countオペ
ランドの変更によるほかのオペランドの見直しは不要です。

表 11-9　parallel_countオペランドの指定値を大きくした場合に変更するオペランド

項
番

定義ファイル名 オペランド名 備考

1 プロセスサービス定義
（prc）

prc_process_count －

2 タイマサービス定義
（tim）

tim_watch_count －

3 トランザクションサー
ビス定義（trn）

trn_tran_process_count －
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11.　トラブル発生時の調査手順
（凡例）
－：該当しません。

表 11-10　message_store_buflenオペランドの指定値を大きくした場合に変更するオペ
ランド

11.2.7　KFCA00906-Eまたは KFCA00907-Eメッセージが出
力された場合

（1） 現象

次に示すどちらかのメッセージが出力されて，リソースマネジャのアクセスに失敗しま
した。

4 ロックサービス定義
（lck）

lck_limit_for*** user，dam，tamおよびmqaの四つ
があります。該当ユーザサーバの処理
に合わせて見直してください。

5 • ユーザサービス定義
• ユーザサービスデ
フォルト定義（usrrc）

• システム共通定義
（betranrc）
• システムサービス共
通情報定義

max_socket_descriptors －

6 システム環境定義
（env）

static_shmpool_size －

7 システム環境定義
（env）

dynamic_shmpool_size dam_tran_process_countオペランド
を変更した場合，見直してください。

8 DAMサービス定義
（dam）

dam_tran_process_count parallel_countオペランドを変更する
ユーザサーバが DAMにアクセスする
場合，見直してください。

9 TAMサービス定義
（tam）

tam_max_trnnum parallel_countオペランドを変更する
ユーザサーバが TAMにアクセスする
場合，見直してください。

10 RAPリスナーサービス
定義（任意名称）

rap_max_client parallel_countオペランドを変更する
ユーザサーバが RAPリスナーにアク
セスする場合，見直してください。

項
番

定義ファイル名 オペランド名 備考

1 システム環境定義
（env）

static_shmpool_size 共用メモリの計算については，マニュ
アルまたは「リリースノート」を参照
してください。

項
番

定義ファイル名 オペランド名 備考
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11.　トラブル発生時の調査手順
 

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• ユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA00906-Eまたは KFCA00907-Eメッセージはリソースマネジャのアクセスに失敗
した場合に出力されます。OpenTP1は OpenTP1以外のリソースマネジャ（Oracle，
HiRDBなど）と連携する際に，標準規格である xaインタフェースを使用してアクセス
します。

OpenTP1側でエラーリターン値を決定しているのではなく，リソースマネジャ側でリ
ターンした情報をメッセージに出力しているため，エラーリターンした原因を究明する
にはリソースマネジャ側での調査が必要です。次に示すフローに従って現象の切り分け
を行い，必要に応じて OpenTP1のサポートセンタ，またはリソースマネジャのサポー
トセンタへ問い合わせてください。

KFCA00906-E リソースマネジャへのアクセス時にエラーが発生しました。

KFCA00907-E リソースマネジャの XA関数でエラーが発生しました。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-7　KFCA00906-Eメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-8　KFCA00907-Eメッセージが出力された場合の調査手順

11.2.8　KFCA01803-Iメッセージが出力された場合

（1） 現象

OpenTP1が正常停止したあと，次回の OpenTP1の起動時に，次に示すメッセージが表
示されて，開始モードとして再開始が選択されました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• OpenTP1の停止から起動までの間でステータスファイルへの操作の有無

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報
• 系切り替え構成の場合：実行系だけでなく待機系での表 11-1の情報

（4） 調査手順

この障害事例の主な原因は，OpenTP1の停止から起動までの間にステータスファイルを

KFCA01803-I OpenTP1の開始モードを決定しました。開始モード：R
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11.　トラブル発生時の調査手順
操作（定義の変更，ファイルのリストアなど）したことです。

次に示すフローに従って原因を調査してください。
440



11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-9　KFCA01803-Iメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.9　KFCA01820-Eメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，プロセスが強制停止または異常停止しました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象が発生したユーザサーバ名
• ユーザサーバの動作実績
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA01820-Eメッセージはプロセスが強制停止または異常停止した場合に出力されま
す。この障害の主な原因を次に示します。

• 実時間監視タイムアウト
• ユーザロジックによる強制停止または異常停止

次に示すフローに従って原因を調査してください。

KFCA01820-E サーバがダウンしました。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-10　KFCA01820-Eメッセージが出力された場合の調査手順

11.2.10　KFCA01864-Eメッセージが出力された場合

（1） 現象

次に示すメッセージが出力されて，コマンドでタイムオーバが発生しました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

KFCA01864-E コマンドでタイムオーバが発生しました。コマンド名：dcstop
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11.　トラブル発生時の調査手順
（3） 取得情報
• 表 11-1の情報

（4） 調査手順

KFCA01864-Eメッセージは，dcstopコマンドを実行後，システム環境定義（env）の
system_terminate_watch_timeオペランドの値を満了した場合に出力されます。この障
害の主な原因は，OpenTP1停止の延長でユーザサーバを停止したときにユーザサーバが
停止できないため，タイマ値が満了になることです。

次に示すフローに従って原因を調査してください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-11　KFCA01864-Eメッセージが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.11　-902: DCTRNER_ROLLBACKエラーリターンが出
力された場合

（1） 現象

dc_trn_unchained_commit関数または dc_trn_chained_commit関数が，エラーコード：
-902，リターン値：DCTRNER_ROLLBACKでエラーリターンしました。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 該当ユーザサーバでの dc_rpc_call関数または dc_rpc_call_to関数の発行有無
• 発行している場合は，グローバルトランザクション構成
• ノードが異なる場合は，ノード間の時刻差

• リソースマネジャを使用している場合，該当ユーザサーバがアクセスするリソースマ
ネジャ

（3） 取得情報
• 表 11-1の情報
• RPCコールを使用していて，子ブランチが他ノードの場合：RPCコール先での表

11-1の情報

（4） 調査手順

この障害事例の主な原因として考えられる点を次に示します。

• 該当ユーザサーバが RPCコールを使用して子ブランチを生成しているとき，同期点
処理に入ったあと，子ブランチ側でロールバック要因が発生。

• 該当ユーザサーバが OpenTP1以外のリソースマネジャ（Oracle，HiRDBなど）を使
用しているとき，同期点処理に入ったあと，リソースマネジャ側でロールバック要因
が発生（この場合，XA関数がエラーリターンしているため，KFCA00906-E，
KFCA00907-E，または KFCA00908-Eメッセージが出力されます）。

• 同期点処理中の通信で trn_watch_timeオペランドの満了。

trn_rollback_information_put=allを指定しておくことで，ロールバックが発生した要因
を示す KFCA00989-Iメッセージが出力されます。トラブル発生時の調査が容易になり
ますので，指定することをお勧めします。

次に示すフローは KFCA00989-Iメッセージを使用して調査する流れです。フローに
従って現象の切り分けを行い，必要に応じて OpenTP1のサポートセンタ，またはリ
ソースマネジャのサポートセンタへ問い合わせてください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-12　-902: DCTRNER_ROLLBACKエラーリターンが出力された場合の調査手順
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11.　トラブル発生時の調査手順
11.2.12　ユーザサーバが起動しない場合
（1） 現象

ユーザサービス構成定義（usrconf）が指定されていますが，OpenTP1の起動の延長で
ユーザサーバが起動しませんでした。

（2） 現象発生時の確認事項
• 現象発生日時
• 現象発生直前の OpenTP1環境に対する変更点

（3） 取得情報
• 現象発生ノードの betran.log

Windowsの場合は，イベントログ（アプリケーションログおよびシステムログ）を取
得してください。

• 現象発生ノードの syslogファイル
Windowsの場合は不要です。

• 現象発生ノードの $DCDIR/conf配下
$DCCONFPATHが $DCDIR/conf以外の場合，$DCCONFPATH配下を取得してく
ださい。

• $DCDIR/spool/errlog/errlog***

（4） 調査手順

ユーザサービス構成定義（usrconf）に指定したユーザサーバを起動させるには次に示す
二つの条件を満たす必要があります。

• システムサービス構成定義（sysconf）に uap_conf=Yを指定している
• OpenTP1の起動モードが正常開始である

この障害の主な原因は，OpenTP1を再開始によって起動したために，ユーザサーバが起
動しないことです。

次に示すフローに従って原因を調査してください。
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11.　トラブル発生時の調査手順
図 11-13　ユーザサーバが起動しない場合の調査手順

この障害事例の類似事例で，再開始によって OpenTP1が起動したときにユーザサーバ
が起動しないという現象があります。再開始で OpenTP1が起動する場合は，前回のオ
ンラインの状態を引き継ぎます。通常，前回のオンラインで起動していたユーザサーバ
は，次回の再開始による OpenTP1の起動時に起動しますが，node_down_restart=Nが
指定されているユーザサーバについては起動しません。再開始による OpenTP1の起動
時にユーザサーバが起動しない場合は，node_down_restartオペランドの指定値を確認
してください。
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第 4編　OpenTP1の運用コマンド

12　運用コマンド
OpenTP1で使用する運用コマンドの入力方法，および記述形
式を説明します。

12.1　運用コマンドの概要
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12.　運用コマンド
12.1　運用コマンドの概要

12.1.1　運用コマンドの入力方法
OpenTP1の運用コマンドの入力方法には，シェルから入力する方法とUAPの中に組み
込んで実行する方法とがあります。

UAPに組み込んで実行する方法の詳細は，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手
引」を参照してください。

12.1.2　運用コマンドの記述形式
運用コマンドの記述形式を次に示します。

（1） コマンド名

コマンド名は，実行するコマンドのファイル名称です。

OpenTP1の運用コマンドは $DCDIR/bin/にありますので，PATHに $DCDIR/binを加
えてください。

（2） オプション

次の説明中に使用する $はシェルのプロンプト，cmdはコマンド名称です。

1. オプションはマイナス記号「-」で始まる文字列で，フラグ引数を取らないか，または
1個のフラグ引数を取ります。
オプションの記述形式を次に示します。
　-オプションフラグ
　または
　-オプションフラグ　フラグ引数

（凡例）
オプションフラグ：1文字の英数字
　　　　　　　　　（英大文字と英小文字は区別されます）
フラグ引数：オプションフラグに対する引数

2. フラグ引数を取らないオプションフラグは，一つのマイナス記号のあとにまとめて指
定できます。

（例）
次の二つは同じ意味です。
$ cmd -a -b -c
$ cmd -abc

　　コマンド名　オプション　コマンド引数
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12.　運用コマンド
3. フラグ引数を必要とするオプションフラグのフラグ引数は，省略できません。
4. フラグ引数中に空白を含める場合で，シェルから入力するときには，前後を引用符
「"」で囲まなければなりません。

（例）
1 2を引数に持つオプション fは，次のように記述します。
$ cmd -f "1 2"

5. 同じオプションフラグを 2回以上指定すると，最後に指定したものが有効になりま
す。

（例）
$ cmd -a 1　-a 2
　　　無効 有効

6. オプションは，コマンド引数より前に指定しなければなりません。

（例）
オプションフラグ aが，フラグ引数をとらない場合，次のように入力すると，
fileと -bは，コマンド引数と見なされます。
$ cmd -a file -b

7. 二つのマイナス記号「--」は，オプションの終わりを示します。

（例）
次のように入力すると，-bはコマンド引数と見なされます。
$ cmd -a -- -b

8. マイナス記号だけのオプションは，入力できません。

（例）
次のように入力すると，「-」はコマンド引数と見なされます。
$ cmd -

（3） コマンド引数

コマンド引数は，コマンド操作の対象となるものを指定します。指定できるコマンド引
数の数は 1024個までです。ただし，コマンドによっては，コマンド引数の上限数が
1024個より少ない場合もあります。

コマンド引数の指定例を次に示します。次の説明中に使用する $はシェルのプロンプト，
cmdはコマンド名称，-aはフラグ引数を必要とするオプションフラグ，-bはフラグ引数
を必要としないオプションフラグ，param1，param2，…paramNはコマンド引数です。

1. コマンド引数の指定がない場合，コマンド引数の数は 0です。

（例）
$ cmd
$ cmd -b
$ cmd -a 1

2. param1だけがコマンド引数であるため，コマンド引数の数は 1です。
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12.　運用コマンド
（例）
$ cmd param1
$ cmd -b param1
$ cmd -a 1 -b param1

3. param1以降がコマンド引数であるため，コマンド引数の数は Nです（ただし Nは
1024以内）。

（例）
$ cmd param1 param2 … paramN
$ cmd -b param1 param2 … paramN
$ cmd -a 1 -b param1 param2 … paramN

12.1.3　運用コマンドの使用方法の表示
運用コマンドの使用方法を知りたい場合，コマンド名に続けてオプションとして -hを指
定すると，そのコマンドの使用方法を示すヘルプメッセージを出力させることができま
す。

ただし，次に示すコマンドについては，-hオプションを指定できません。

• dcmstart
• dcmstop
• dcndls
• dcrasget
• dcreport
• dcreset
• dcsetup
• dcstart
• dcstop
• dcsvstart
• dcsvstop
• jnlardis
• prckill
• prcls
• prcpath
• prcpathls
• prctee
• tptrnls

12.1.4　運用コマンドの一覧
OpenTP1の運用コマンド一覧を次の表に示します。
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12.　運用コマンド
次の表に示すオンライン中に実行できる運用コマンドは，実行時に，次に示す環境変数
に OpenTP1ディレクトリの環境変数と同じものが設定されていなければなりません。

• DCDIR
• DCCONFPATH

　

表 12-1　OpenTP1の運用コマンド一覧

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し

システ
ム管理

OpenTP1の OSへの登
録と削除

dcset
up

× ○ × ○ × × × ○ × スーパ
ユーザ

プロセスサービスの再
起動および定義の反映

dcres
et

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1の内部制御
用資源の確保と解放

dcma
keup

× ○ × ○ × × × ○ ○ OpenT
P1管
理者

OpenTP1の開始 dcstar
t

× ○ × ○ × × × ○ ○ OpenT
P1管
理者

OpenTP1の終了 dcsto
p

× × ○ × ○ ○ ○
※
1

○ ○ OpenT
P1管
理者

システム統計情報の取
得開始，終了

dcstat
s

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

マルチノードエリア，
サブエリアの開始

dcmst
art

× × × ○ ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

マルチノードエリア，
サブエリアの終了

dcmst
op

× × × ○ ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

シナリオテンプレート
からの OpenTP1コマ
ンドの実行

dcjcm
dex

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者
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12.　運用コマンド
システム定義のオペラ
ンドの指定

dcjchc
onf

× ○ × ○ × × × × × OpenT
P1管
理者

ドメイン定義ファイル
の更新

dcjna
mch

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

OpenTP1ノードの状
態表示

dcndl
s

× × × ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

共用メモリの状態表示 dcsh
mls

× × ○ × ○ ○ ○ × ○ 一般
ユーザ

一時クローズ処理の実
行状態の表示

rpcsta
t

× × ○ × ○ ○ ○ × ○ 一般
ユーザ

標準出力，標準エラー
出力のリダイレクト※ 2

prctee × ○ × ○ × × × × × OpenT
P1管
理者

prcteeプロセスの停止
と再開始

prctct
rl

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ スーパ
ユーザ

保守資料の取得 dcras
get

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

システム統計情報の標
準出力へのリアルタイ
ム編集出力

dcrep
ort

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

トラブルシュート情報
の削除

dccsp
ool

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

システム定義のチェッ
ク

dcdefc
hk

× ○ ○
※
3

○ × ○
※
3

× ○ ○ OpenT
P1管
理者

製品情報の表示 dcppli
st

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

サーバ
管理

サーバの開始 dcsvst
art

○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
サーバの終了 dcsvst
op

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

サーバの状態表示 prcls × × ○ × ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

ユーザサーバ，および
ユーザサーバから起動
されるコマンドのサー
チパス名の表示

prcpa
thls

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

ユーザサーバ，および
ユーザサーバから起動
されるコマンドのサー
チパスの変更

prcpa
th

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

UAP共用ライブラリの
サーチパス名の表示

prcdl
pathl
s

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

UAP共用ライブラリの
サーチパスの変更

prcdl
path

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

OpenTP1のプロセス
の強制停止

prckil
l

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

スケ
ジュー
ル管理

スケジュールの状態表
示

scdls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

スケジュールの閉塞 scdho
ld

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

スケジュールの再開始 scdrle
s

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

プロセス数の変更 scdch
prc

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
プロセスの停止および
再起動

scdrs
prc

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

トラン
ザク
ション
管理

トランザクションの状
態表示

trnls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

トランザクションのコ
ミット

trncm
t

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

トランザクションの
ロールバック

trnrb
k

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

トランザクションの強
制終了

trnfgt × × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

トランザクション統計
情報の取得開始，終了

trnsti
cs

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

未決着トランザクショ
ン情報ファイルの削除

trndli
nf

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

OSI　TP通信の未決着
トランザクション情報
の表示

tptrnl
s

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

XAリ
ソース
管理

XARイベントトレース
情報の表示

xarev
tr

× ○ ○ ○ × ○ × × × 一般
ユーザ

XARファイルの状態表
示

xarfill
s

× ○ ○ ○ × ○ ○ × × 一般
ユーザ

XARトランザクション
状態の変更

xarfor
ce

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

XAリソースサービス
の閉塞

xarho
ld

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
XARファイルの作成 xarini
t

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

XARトランザクション
情報の表示

xarls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

XAリソースサービス
の閉塞解除

xarrle
s

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

XARファイルの削除 xarrm × ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

排他管
理

排他情報の表示 lckls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

排他制御用テーブルの
プール情報の表示

lckpo
ol

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

デッドロック情報ファ
イルとタイムアウト情
報ファイルの削除

lckrm
inf

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ネーム
管理

OpenTP1起動確認，
キャッシュ削除

nama
livech
k

× × ○ × × ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

ドメイン代表スケ
ジュールサービスの登
録，削除

namd
omain
setup

× × ○ ○ ○ ○ ○ × × スーパ
ユーザ

ドメイン構成の変更
（システム共通定義使
用）

namn
dchg

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ドメイン構成の変更
（ドメイン定義ファイル
使用）

namc
hgfl

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

起動通知情報の強制的
無効化

namu
navl

× × ○ × × ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
OpenTP1のサーバ情
報の表示

nams
vinf

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

RPC抑止リストの操作 namb
lad

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ノードリスト情報の削
除

namn
drm

× × ○ × ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

マネジャノードの変更 nam
mstr

× × ○ × ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

ノードリストファイル
の作成

namn
lcre

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

ノードリストファイル
の内容表示

namn
ldsp

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

ノードリストファイル
の削除

namn
ldel

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

ノードのオプション情
報の変更

namn
dopt

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

メッ
セージ
ログ管
理

メッセージログファイ
ルの内容表示

logcat × × ○ × ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

メッセージログのリア
ルタイム出力機能の切
り替え

logco
n

× × ○ × ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

監査ロ
グ管理

監査ログ機能の環境設
定

dcaud
itsetu
p

× ○ × ○ × × × ○ ○ スーパ
ユーザ

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
OpenT
P1ファ
イル管
理

OpenTP1ファイルシ
ステムの初期設定

filmkf
s

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1ファイルシ
ステムの状態表示

filstat
fs

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

OpenTP1ファイルシ
ステムの内容表示

fills × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

OpenTP1ファイルシ
ステムのバックアップ

filbku
p

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1ファイルシ
ステムのリストア

filrstr × ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1ファイルグ
ループの変更

filchg
rp

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1ファイルの
アクセス許可モードの
変更

filch
mod

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

OpenTP1ファイル所
有者の変更

filcho
wn

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

ステー
タス
ファイ
ル管理

ステータスファイルの
作成，初期設定

stsini
t

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

ステータスファイルの
状態表示

stsls × × ○ × ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

ステータスファイルの
内容表示

stsfill
s

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

ステータスファイルの
オープン

stsop
en

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
ステータスファイルの
クローズ

stsclo
se

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ステータスファイルの
削除

stsrm × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × OpenT
P1管
理者

ステータスファイルの
スワップ

stssw
ap

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャー
ナル関
係の
ファイ
ル管理

ジャーナル関係のファ
イルの初期設定

jnlinit × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イル情報の表示

jnlls × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

再開始中読み込み済み
ジャーナル関係のファ
イル情報の表示

jnlrin
f

× × ○ × ○ ○ × × × OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルのオープン

jnlop
nfg

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルのクローズ

jnlclsf
g

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係の物理
ファイルの割り当て

jnlad
dpf

○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係の物理
ファイルの削除

jnldel
pf

○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルのスワップ

jnlsw
pfg

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
ジャーナル関係のファ
イルの削除

jnlrm × × ○ × ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルのステータス変更

jnlchg
fg

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルのアンロード

jnlunl
fg

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

自動アンロード機能の
制御

jnlatu
nl

× × ○ × × ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

ジャーナル関係のファ
イルの回復

jnlmk
rf

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

ファイル回復用ジャー
ナルの集積

jnlcol
c

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

アンロードジャーナル
ファイルの複写

jnlcop
y

× ○ ○ ○ × ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

アーカイブ状態の表示 jnlarl
s

× × × × ○ ○ ○ × × 一般
ユーザ

アンロードジャーナル
ファイル，またはグ
ローバルアーカイブア
ンロードジャーナル
ファイルの編集出力

jnledi
t

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

アンロードジャーナル
ファイル，またはグ
ローバルアーカイブア
ンロードジャーナル
ファイルのレコード出
力

jnlrpu
t

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
アンロードジャーナル
ファイル，およびグ
ローバルアーカイブア
ンロードジャーナル
ファイルの時系列ソー
ト，およびマージ

jnlsor
t

× × × ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

稼働統計情報の出力 jnlstt
s

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

MCF稼働統計情報の
出力

jnlmc
st

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

リソースグループの接
続の強制解除

jnlard
is

× × × × ○ × × ○ ○ OpenT
P1管
理者

DAM
ファイ
ル管理
※ 4

物理ファイルの初期設
定

damlo
ad

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

論理ファイルの状態表
示

damls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

論理ファイルの追加 dama
dd

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

論理ファイルの切り離
し

damr
m

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

論理ファイルの論理閉
塞

damh
old

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

論理ファイルの閉塞解
除

damrl
es

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

物理ファイルの削除 damd
el

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
物理ファイルのバック
アップ

damb
kup

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

物理ファイルのリスト
ア

damr
str

× ○ ○
※
5

○ ○
※
5

○
※
5

× ○ × OpenT
P1管
理者

論理ファイルの回復 damfr
c

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

キャッシュブロック数
のしきい値の設定

damc
hdef

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

キャッシュブロック数
の取得

damc
hinf

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

TAM
ファイ
ル管理
※ 6

TAMファイルの初期設
定

tamcr
e

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

TAMテーブルの状態表
示

tamls × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

TAMテーブルの追加 tama
dd

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

TAMテーブルの切り離
し

tamr
m

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

TAMテーブルの論理閉
塞

tamh
old

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

TAMテーブルの閉塞解
除

tamrl
es

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

TAMテーブルのロード tamlo
ad

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
TAMテーブルのアン
ロード

tamu
nload

× × ○ × × ○ ○ ○ ○ OpenT
P1管
理者

TAMファイルの削除 tamd
el

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

TAMファイルのバック
アップ

tamb
kup

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

TAMファイルのリスト
ア

tamrs
tr

× ○ ○
※
7

○ ○
※
7

○
※
7

× ○ × OpenT
P1管
理者

TAMファイルの回復 tamfr
c

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

TAM排他資源名称の変
換   

tamlc
kls

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

ハッシュ形式の TAM
ファイルおよび TAM
テーブルのシノニム情
報の表示

tamh
sls

× ○ ○ ○ × ○ × × × OpenT
P1管
理者

メッ
セージ
キュー
ファイ
ル管理

キューグループの状態
表示

quels × × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

メッセージキュー用物
理ファイルの割り当て

quein
it

× ○ ○ ○ × ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

メッセージキュー用物
理ファイルの削除

quer
m

× ○ ○ ○ × ○ × ○ × OpenT
P1管
理者

リソー
スマネ
ジャ管
理

リソースマネジャの情
報の表示

trnlsr
m

× ○ ○ ○ × ○ × × ○ 一般
ユーザ

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
リソースマネジャの登
録

trnln
krm

× ○ × ○ × × × ○ ○ OpenT
P1管
理者

トランザクション制御
用オブジェクトファイ
ルの作成

trnm
kobj

× ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

トレー
ス管理

UAPトレースの編集出
力

uatdu
mp※
8

× ○ × ○ × × × × × 一般
ユーザ

RPCトレースのマージ rpcmr
g

× ○ × ○ × × × × × 一般
ユーザ

RPCトレースの出力 rpcdu
mp

× ○ × ○ ○ × × × × 一般
ユーザ

共用メモリダンプの出
力

usmd
ump

× × ○ × ○ ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

リモー
ト API
管理

リモート API機能の実
行環境の設定

rapse
tup

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

リモート API機能に使
用する定義の自動生成

rapdf
gen

× ○ ○
※
9

○ ○
※
9

○
※
9

× ○ × OpenT
P1管
理者

rapリスナーおよび
rapサーバの状態表示

rapls × × ○ × × ○ × × × OpenT
P1管
理者

性能検
証用ト
レース
管理

トレース情報ファイル
の編集出力

prfed × ○ ○ ○ ○ ○ × × × OpenT
P1管
理者

トレース情報ファイル
の取り出し

prfget × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
リアル
タイム
統計情
報サー
ビス管
理

RTSログファイルの編
集出力

rtsedi
t

× ○ ○ ○ ○ ○ × × × 一般
ユーザ

リアルタイム統計情報
の標準出力への出力

rtsls × × ○ × × ○ × × × 一般
ユーザ

リアルタイム統計情報
サービスの実行環境の
設定

rtsset
up

× ○ × ○ × × × ○ × OpenT
P1管
理者

リアルタイム統計情報
の設定変更

rtssta
ts

× × ○ × × ○ × ○ ○ OpenT
P1管
理者

OpenT
P1解析
支援

性能検証用トレース情
報解析

dcalz
prf

× ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ OpenT
P1管
理者

コネク
ション
管理※
10，※ 11

コネクションの状態表
示

mcftls
cn

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

コネクションの確立 mcfta
ctcn

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

コネクションの解放 mcftd
ctcn

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

コネクションの切り替
え

mcftc
hcn

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

ネットワークの状態表
示

mcftls
ln

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

サーバ型コネクション
の確立要求の受付開始

mcfto
nln

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
サーバ型コネクション
の確立要求の受付終了

mcfto
fln

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

メッセージ多重処理状
況の表示

mcftls
trd

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

アプリ
ケー
ション
管理※
10，※ 11

アプリケーションの状
態表示

mcfal
sap

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

アプリケーションの閉
塞

mcfad
ctap

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

アプリケーションの閉
塞解除

mcfaa
ctap

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

アプリケーション異常
終了回数の初期化

mcfac
lcap

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

アプリケーションに関
するタイマ起動要求の
表示

mcfal
stap

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

アプリケーションに関
するタイマ起動要求の
削除

mcfad
ltap

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

アプリ
ケー
ション
運用支
援※ 10，

※ 11

アプリケーションプロ
グラムの起動

mcfue
vt

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

一般
ユーザ

論理端
末管理
※ 10，※
11

論理端末の状態表示 mcftls
le

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
論理端末の閉塞 mcftd
ctle

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末の閉塞解除 mcfta
ctle

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末のメッセージ
キューの先頭スキップ

mcfts
pqle

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末の出力キュー
処理の保留

mcfth
ldoq

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末の出力キュー
処理の保留解除

mcftrl
soq

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末の出力キュー
削除

mcftd
lqle

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末に関するメッ
セージジャーナルの取
得開始

mcfta
ctmj

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末に関するメッ
セージジャーナルの取
得終了

mcftd
ctmj

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

論理端末に対する継続
問い合わせ応答処理の
強制終了

mcfte
ndct

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

代行送信の開始 mcfts
talt

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

代行送信の終了 mcfte
dalt

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
サービ
スグ
ループ
管理※
10，※ 11

サービスグループの状
態表示

mcftls
sg

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

サービスグループの閉
塞

mcftd
ctsg

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービスグループの閉
塞解除

mcfta
ctsg

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービスグループの入
力キュー処理の保留

mcfth
ldiq

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービスグループの入
力キュー処理の保留解
除

mcftrl
siq

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービスグループの入
力キュー削除

mcftd
lqsg

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービ
ス管理
※ 10，※
11

サービスの状態表示 mcftls
sv

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

サービスの閉塞 mcftd
ctsv

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

サービスの閉塞解除 mcfta
ctsv

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

セショ
ン管理
※ 10，※
11

セションの開始 mcfta
ctss

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
セションの終了 mcftd
ctss

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

バッ
ファ管
理※ 10，

※ 11

バッファグループの使
用状況表示

mcftls
buf

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

マップ
管理※
10，※ 11

マップファイルのパス
名変更

dcma
pchg

× × ○ × × ○ × × × OpenT
P1管
理者

マップファイルのロー
ド済み資源の表示

dcma
pls

× × ○ × × ○ × × × OpenT
P1管
理者

キュー
管理※
10，※ 11

入出力キューの内容複
写

mcftd
mpqu

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

一般
ユーザ

MCFト
レース
取得管
理※ 10，
※ 11

MCFトレースファイ
ルの強制スワップ

mcfts
wptr

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

MCFトレース取得の
開始

mcfts
trtr

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

MCFトレース取得の
終了

mcfts
tptr

× × ○ × × ○ ○ × × OpenT
P1管
理者

MCF稼
働統計
情報管
理

MCF稼働統計情報の
編集

mcfre
port

× ○ × ○ × × × × × OpenT
P1管
理者

MCF稼働統計情報の
出力

mcfst
ats

× × ○ × × ○ ○ × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
（凡例）
オフ：オフライン中に実行
オン：オンライン中に実行
arcjnl：アーカイブジャーナルファイル
○：組み込み，または実行できます。
×：組み込み，または実行できません。

注 1
プロトコルによって固有のコマンドがあります。プロトコル固有のコマンドについ
ては，各プロトコルのマニュアルを参照してください。

注 2
コマンドログの出力先およびコマンドログの情報については，「3.6.2(1)　コマンド
ログの出力形式」を参照してください。

注※ 1
UAPから実行する場合は，バックグラウンドで実行してください。

注※ 2

MCF通
信サー
ビス管
理※ 10，
※ 13

MCF通信サービスの
部分停止

mcfts
top

× × ○ × × ○ × × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

MCF通信サービスの
部分開始

mcfts
tart

× × ○ × × ○ × × ○
※
12

OpenT
P1管
理者

MCF通信サービスの
状態参照と開始待ち合
わせ

mcftls
com

× × ○ × × ○ × × × OpenT
P1管
理者

ユーザ
タイマ
管理※
10，※ 11

ユーザタイマ監視の状
態表示

mcftls
utm

× × ○ × × ○ ○ × × 一般
ユーザ

機能 運用
コマ
ンド

定
義
に
組
み
込
む

TP1/
Multi未
インス
トール
ノード

TP1/Multiイ
ンストール
ノード

U
A
P
か
ら
実
行

監
査
ロ
グ
の
出
力

コ
マ
ン
ド
ロ
グ
の
出
力

アクセ
ス権限

オ
フ

オ
ン

オ
フ

オン

ar
cj
nl
あ
り

ar
cj
nl
な
し
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12.　運用コマンド
prcteeコマンドはコマンドラインやシェルから実行しないで，必ず $DCDIR/bin/
prcoutに定義し，dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンドで実行してください。
詳細については，「3.5　標準出力ファイルに関する運用」を参照してください。

注※ 3
OpenTP1動作中に実行した場合は，動作中の OpenTP1で有効な値ではなく，コマ
ンド実行時にシステム定義に指定した値です。

注※ 4
DAMファイル使用時にだけ使用できます。

注※ 5
damholdコマンドで論理ファイルを論理閉塞後，damrmコマンドで論理ファイル
を切り離したあとは，オンライン中でも実行できます。

注※ 6
TAMファイル使用時にだけ使用できます。

注※ 7
tamholdコマンドで TAMテーブルを論理閉塞後，tamrmコマンドで TAMテーブ
ルを切り離したあとは，オンライン中でも実行できます。

注※ 8
uatdumpコマンドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 テスタ・UAPトレー
ス使用の手引」を参照してください。

注※ 9
rapリスナーおよび rapサーバが正常停止している場合だけ実行できます。

注※ 10
MCF使用時にだけ使用できます。

注※ 11
運用コマンドを入力してから 180秒以内に処理が終了しないとタイムアウトとなり，
処理を終了します。

注※ 12
コマンドログを取得するには環境変数の設定が必要です。取得方法の詳細について
は，「3.6.2(2)　コマンドログの取得方法」を参照してください。

注※ 13
運用コマンドを入力するタイミング，および定義された環境によっては，制限事項
があります。詳細については，「3.14.3　MCF通信サービスの部分入れ替え」，およ
び「13.　運用コマンドの詳細」の各コマンドの説明を参照してください。
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12.　運用コマンド
12.1.5　運用コマンド入力時の注意事項
● OpenTP1終了中，強制終了中，または異常終了中に運用コマンドを入力すると，コ
マンドプロセスが異常終了することがあります。

● rsh（リモートシェル）コマンドの引数にMCFの運用コマンドを指定する場合，
MCFの運用コマンドの前後をアポストロフィ（’）で囲んで指定してください。

●各運用コマンドは，入力された単位で順番に処理されます。運用コマンドを多数入力
する場合には，順番待ちが発生して，入力数が増えるほど，待ち時間が拡大します。
したがって，運用コマンドの入力を業務運用の一部に組み込む場合は，必要最小限の
入力数となるように運用設計を行ってください。

●運用コマンドを実行するときの OSプライオリティは，OpenTP1のプライオリティと
同じ値を設定することをお勧めします。プライオリティが低い場合で，dcstartコマン
ドを実行すると，OpenTP1を開始できないことがあります。詳細については，
「10.6.1(10)　CPUの負荷が高いとき」を参照してください。

● OpenTP1停止直後に運用コマンドを入力すると，コマンドが中断することがありま
す。
475





13　運用コマンドの詳細
運用コマンドをアルファベット順に説明します。
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13.　運用コマンドの詳細
damadd
damadd

名称

論理ファイルの追加

形式
damadd 〔｛-d｜-n〔-f〕｝〕〔-l キャッシュブロック再利用境界値〕
        論理ファイル名 物理ファイル名

機能

指定した論理ファイルを追加登録します。

すでに使用している物理ファイルに対して別の論理ファイルを割り当てることはできま
せん。

オプション

● -d

論理ファイルを，ディファード更新機能を使用するファイルとして追加登録します。

DAMサービス定義でディファード更新機能を使用するファイルを一つも指定していない
場合，-dオプションは指定できません。

このオプションは，-nオプションと同時には指定できません。

● -n

回復対象外ファイルとして，追加登録します。

このオプションの指定を省略すると，回復対象ファイルとして追加登録されます。

このオプションは，-dオプションと同時には指定できません。

● -f

キャッシュレスアクセスの回復対象外ファイルとして，追加登録します。このオプショ
ンは，-nオプションと同時に指定してください。

● -l　キャッシュブロック再利用境界値　　～〈符号なし整数〉((0～ 4000000))《0》

DAMファイルのキャッシュブロック再利用境界値を指定します。

このオプションの指定を省略して，追加登録した DAMファイルの再利用境界値は，
DAMサービス定義の dam_default_cache_numオペランドの指定の有無に関係なく 0と
して扱われます。
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13.　運用コマンドの詳細
damadd
コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

追加登録する論理ファイルの名称を指定します。

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

論理ファイルに対応する物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01652-E 物理ファイル名が 63文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01653-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01654-E スペシャルファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01655-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01656-E ブロック長が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01657-E DAMファイルではありません 標準エラー出力

KFCA01658-E 同じ論理ファイル名があります 標準エラー出力

KFCA01659-E 同じ物理ファイル名があります 標準エラー出力

KFCA01660-E 初期化されていません 標準エラー出力

KFCA01661-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01662-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01663-E 物理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01664-E 追加領域が不足しています 標準エラー出力

KFCA01665-E オープンファイル数オーバです 標準エラー出力

KFCA01666-E 物理ファイル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01667-E バージョンが不一致です 標準エラー出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01680-E DAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01681-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01682-E ネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01683-E タイムオーバです 標準エラー出力

KFCA01684-E DAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01695-E DAMファイルが未完成です 標準エラー出力

KFCA01696-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01698-E レコード・ロック・セグメントが不足しています 標準エラー出力
479



13.　運用コマンドの詳細
damadd
注意事項
• 登録済みの物理ファイルのブロック長より大きいブロック長を持つ物理ファイルに対
応する論理ファイルの追加登録はできません。

• DAMサービス定義で定義した「オンライン中に追加する最大論理ファイル数」を超
えて追加登録することはできません。

KFCA02524-E ディファード指定で追加登録できません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
dambkup
dambkup

名称

物理ファイルのバックアップ

形式
dambkup 〔-c 一括処理ブロック数〕〔-o｜-d〕
        ｛物理ファイル名　バックアップファイル名｜-s 物理ファイル名｝

機能

指定した物理ファイルの内容を，指定したファイル，または標準出力にバックアップ出
力します。

オプション

● -c　一括処理ブロック数　　～〈符号なし整数〉((1～ 2147483647))《10》

一度に入出力するブロック数を指定します。

指定したブロック数でディスクに入出力されます。ただし，バックアップ元物理ファイ
ルのブロック数を超える値を指定した場合は，バックアップ元物理ファイルのブロック
数でディスクに入出力されます。

● -o

オンライン中に，バックアップします。

このオプションは，対象となる DAMファイルがオンライン状態のときに有効です。

このオプションの指定を省略すると，オフライン状態でバックアップすることになりま
す。この場合，次の手順でバックアップしてください。

1. damholdコマンドを実行して論理ファイルを論理閉塞します。
2. damrmコマンドを実行して，論理閉塞した論理ファイルをオンラインから切り離し
ます。

3. -oオプションを指定しない dambkupコマンドを実行して DAMファイルをバック
アップします。

● -d

バックアップ元の物理ファイルから，先頭の管理ブロックおよびチェックバイトを除い
たユーザデータだけをバックアップします。

● -s

バックアップを標準出力に出力する場合に指定します。
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コマンド引数

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

バックアップ元の物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

●バックアップファイル名　　～〈パス名〉

バックアップ先のファイルの名称を指定します。

-sオプションを指定した場合は，このコマンド引数は指定できません。

注意事項
• オンラインで使用中の DAMファイルに対して，-oオプションを指定しない

dambkupコマンドは実行できません。
• オンラインバックアップが完了すると，KFCA02531-Iメッセージが出力されます。
このメッセージは，通常は標準出力に出力されますが，-sオプションを指定した場合
は，標準エラー出力に出力されます。出力されたメッセージには回復対象ジャーナル
ファイルの世代番号とブロック番号が含まれています。この世代番号とブロック番号
以降のアンロードジャーナルファイルが，DAMファイルの回復時に必要となります。

• -oオプションと -sオプションを同時に指定して dambkupコマンドを実行する場合
に，カレントディレクトリ下に次に示す容量以上の空き領域がないと，
KFCA00107-Eメッセージを出力してコマンドが異常終了することがあります。この
場合，ディスクの容量を調べて不要なファイルを削除して，領域を確保してください。
　　　バックアップ対象 DAMファイルの容量＋ 128バイト以上
　　　（（ブロック数＋ 1）×ブロック長）

• -dオプションを指定してバックアップしたデータは，物理ファイルにリストアできま
せん。

• オンライン中の DAMファイルからは，ユーザデータだけを抽出することはできませ
ん。
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damchdef

名称

キャッシュブロック数のしきい値の設定

形式
damchdef　論理ファイル名　キャッシュブロック数のしきい値

機能

オンライン中，動的にキャッシュブロック数のしきい値を設定します。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

キャッシュブロック数のしきい値を設定する論理ファイル名を指定します。指定する論
理ファイルは，論理閉塞状態でなければなりません。

●キャッシュブロック数のしきい値　　～〈符号なし整数〉((0～ 4000000))

一つの DAMファイルで管理するキャッシュブロック数のしきい値を指定します。

出力メッセージ

注意事項
• damchdefコマンドは，論理閉塞されている論理ファイルだけ有効となります。
• damchdefコマンドで指定したしきい値は，対象論理ファイルがオンライン状態の間
有効となります。damrmコマンドでオンラインから削除した場合は，指定したしき
い値は無効となります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA02568-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02571-E 指定したキャッシュブロック数のしきい値は有効な値ではあ
りません

標準エラー出力
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damchinf

名称

キャッシュブロック数の取得

形式
damchinf 〔-c〕〔-i〕〔論理ファイル名〕

機能

現時点でのキャッシュブロックチェインにつながっているキャッシュブロック数を取得
します。

オプション

● -c

各情報の区切りに ","（コンマ）を付加します。

● -i

キャッシュメモリの全体情報だけを表示します。このオプションを省略すると，各論理
ファイルのキャッシュメモリ情報も表示します。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

キャッシュメモリ情報を表示する論理ファイル名を指定します。この引数を省略すると，
DAMサービスが管理しているすべての論理ファイルのキャッシュメモリ情報を表示しま
す。

出力形式

1. -iオプションを指定した場合，出力されません。
2. 論理ファイル名を指定しないと，DAMサービスが管理している論理ファイルすべて
について，繰り返し出力されます。

• aa...aa：クリーンアップ処理が実行された回数
• bb...bb：次回のクリーンアップ処理の実行対象となるファイル番号
• cc...cc：DAMキャッシュメモリ用共用メモリプールの使用率
• dd...dd：ファイル番号 (シーケンシャルに出力されるとは限りません )
• ee...ee：論理ファイル名（8文字以内）
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• ff...ff：論理ファイル (ee...ee)のブロック長
• gg...gg：論理ファイル (ee...ee)のブロック数
• hh...hh：論理ファイル (ee...ee)につながっているキャッシュブロックの数
• ii...ii：保守情報
• jj...jj：キャッシュブロック数のしきい値
• kk...kk：再利用キャッシュブロックチェインの有無
• Exist…再利用キャッシュブロックチェインあり
• None…再利用キャッシュブロックチェインなし

出力メッセージ

注意事項

damchinfコマンドを，damaddコマンドおよび damrmコマンドと同時に実行した場
合，情報が出力されなかったり，不正な情報が出力されたりすることがあります。その
場合は，再度コマンドを実行してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA02548-I ヘルプメッセージ 標準出力
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damdel

名称

物理ファイルの削除

形式
damdel 物理ファイル名

機能

指定した物理ファイルを削除します。

指定した物理ファイルをオンラインで使用している場合，およびほかのオフラインプロ
セスで使用している場合は，削除できません。オンラインで使用している物理ファイル
を削除する場合は，対応する論理ファイルを damrmコマンドでオンラインから切り離
したあと，damdelコマンドを実行します。

コマンド引数

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

削除する物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。
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damfrc

名称

論理ファイルの回復

形式
damfrc 〔-s〕 〔-e〕 〔-g〕 〔-k キー〕 〔-n〕 〔-c〕〔-m〕
        回復対象定義ファイル名
        ジャーナルファイル名 〔〔△ジャーナルファイル名〕 …〕

機能

指定したジャーナルファイルを使用して，DAMサービス定義で指定された論理ファイル
を，障害が発生した直前の状態にまで回復します。

ただし，回復対象外ファイルに対して damfrcコマンドを実行しても，ファイルは回復で
きません。

オプション

● -s

前回の DAM FRCを引き継ぎません。

このオプションの指定を省略すると，前回の DAM FRCが引き継がれます。

● -e

DAM FRC終了時に，引き継ぎファイルを削除します。

このオプションを指定して DAM FRCを実行した場合，次回の DAM FRC実行時には，
必ず -sオプションを指定してください。

このオプションの指定を省略すると，引き継ぎファイルは削除されません。

● -g

-sオプションの指定があり，かつジャーナル世代番号が 1であるアンロードジャーナル
ファイルの指定がない場合でも，DAM FRCを実行します。

上記の場合，このオプションの指定を省略すると，処理は中断されます。

-sオプションの指定がない場合，このオプションを指定しても無視されます。

● -k　キー　　～ ((001～ 999))《001》

複数の DAM FRCを同時に実行する場合，それぞれ別のキーとなるように指定してくだ
さい。

また，tamfrcコマンド，およびmqafrcコマンドをこのコマンドと同時に，または連続
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して実行する場合も，それぞれ別のキーとなるように指定してください。

前回の DAM FRCを引き継ぐ場合は，前回指定したキーを指定してください。

● -n

集積ジャーナルファイル内の FJの変更後のデータから DAMファイルを回復します。

このオプションの指定を省略すると，集積ジャーナルファイル内の FJの変更前のデータ
と変更後のデータの正当性が検証され，検証結果が正しければ，変更後のデータから
DAMファイルが回復されます。

● -c

コマンド引数に指定したジャーナルファイルを，あらかじめ jnlcolcコマンドで作成した
集積ジャーナルファイルと見なして，DAMファイルを回復します。

このオプションの指定を省略すると，コマンド引数に指定したジャーナルファイルをア
ンロードジャーナルファイルと見なされます。そのため，jnlcolcコマンドで集積ジャー
ナルファイルを作成したあと，damfrcコマンドを実行してください。

● -m

ファイルの回復に必要なジャーナルレコードをファイル上で集積します。

このオプションの指定を省略すると，メモリ上にバッファが確保されて，ジャーナルレ
コードが集積されます。

コマンド引数

●回復対象定義ファイル名　　～〈パス名〉

回復する DAMファイルを定義したファイルの名称を指定します。

回復対象定義ファイルは次の形式で，テキストエディタを用いて作成します。

 
     〔△〕論理ファイル名△物理ファイル名〔△〕（改行）
     〔論理ファイル名△物理ファイル名〕〔△〕（改行）
              :                 :
 

論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉
回復したい DAMファイルの論理ファイル名

物理ファイル名　　～〈パス名〉
回復先の物理ファイル名（完全パス名で指定）
指定する物理ファイルは，バックアップしたファイルをリストアしたものです。オ
ンラインバックアップしたファイルをリストアしたもの，またはオフライン状態で
バックアップしたファイルをリストアしたもののどちらかを指定してください。混
在はできません。
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●ジャーナルファイル名　　～〈パス名〉

DAM FRC実行時に使用するジャーナルファイルの名称を指定します。

-cオプションを指定した場合は，集積ジャーナルファイルの名称を，-cオプションの指
定を省略した場合は，アンロードジャーナルファイルの名称を指定します。

複数世代のジャーナルを処理する場合，複数のジャーナルファイル名を指定します。た
だし，集積ジャーナルファイルの場合は複数指定できません。

オンラインバックアップしたファイルを回復する場合，すべてのアンロードジャーナル
ファイルを指定する必要はありません。オンラインバックアップ完了時に出力された
メッセージ（KFCA02531-I）に含まれる，回復対象ジャーナルファイルの世代番号とブ
ロック番号以降のアンロードジャーナルファイルを指定してください。

なお，オフライン状態でバックアップしたファイルを回復する場合は，すべてのアン
ロードジャーナルファイルを指定してください。

注意事項
• damfrcコマンドは，jnlcolcコマンドを内部で使用しています。そのため，jnlcolcコ
マンドに関するエラーメッセージが出力されることがあります。マニュアル
「OpenTP1 メッセージ」に従って対処してください。
• damfrcコマンドは，条件によってカレントディレクトリにテンポラリファイルを作成
します。そのため，カレントディレクトリには書き込み権を設定してください。また，
テンポラリファイルのディスク容量は，次のようになります。

1. 回復しようとする DAMファイルがオフラインバックアップ※ 1で取得したものを

リストアしたファイルであり，damfrcコマンドに -cオプションを指定していない
場合：
　最大　4096+a　（単位：バイト）

2. 回復しようとする DAMファイルがオンラインバックアップ※ 2で取得したものを

リストアしたファイルであり，damfrcコマンドに -cオプションを指定していない
場合：
　最大　96+4096+a　（単位：バイト）

3. 上記 1.および 2.以外の場合（damfrcコマンドに -cオプションを指定した場合），
テンポラリファイルを作成しません。

（凡例）
　a：damfrcコマンド実行時に指定したアンロードジャーナルファイルの総ディスク
容量※ 3

注※ 1
　DAMファイルのバックアップ時，オフラインの状態（-oオプションなし）で
dambkupコマンドを実行した場合。
注※ 2
　DAMファイルのバックアップ時，dambkupコマンドに -oオプションを指定した
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場合。
注※ 3
　総ディスク容量は，UNIXの lsコマンドで参照できます。複数個指定した場合は，
その合計になります。

• jnlunlfgコマンドに -tオプションを指定して取得したアンロードジャーナルファイル
を指定しないでください。

使用例

次の場合の使用例を示します。それぞれ世代番号は 1，2…とします。

　回復対象定義ファイル：damdef，damdef1…

　アンロードジャーナルファイル：jnl001，jnl002…

　集積ジャーナルファイル：jnlcolc01

1. 複数のアンロードジャーナルファイルを使用し，1回で DAM FRCが完了する場合
回復対象定義ファイル名：/work/damdef
アンロードジャーナルファイル名：/jnldir/jnl001，/jnldir/jnl002
 
damfrc -se /work/damdef /jnldir/jnl001 /jnldir/jnl002
 

2. 3回に分けて DAM FRCを実行する場合
回復対象定義ファイル名：/work/damdef
アンロードジャーナルファイル名：
　/jnldir/jnl001，/jnldir/jnl002，
　/jnldir/jnl003，/jnldir/jnl004
 
<1回目>
damfrc -s /work/damdef /jnldir/jnl001 /jnldir/jnl002
<2回目>
damfrc /work/damdef /jnldir/jnl003
<3回目>
damfrc -e /work/damdef /jnldir/jnl004
 

3. 二つの DAM FRCを同時に 1回で実行する場合
回復対象定義ファイル名：/work/damdef1，/work/damdef2
アンロードジャーナルファイル名：
　/jnldir/jnl001（両方の DAM FRCで使用）
　/jnldir/jnl002（二つ目の DAM FRCだけで使用）
 
<一つ目のDAM FRC>
damfrc -se -k001 /work/damdef1 /jnldir/jnl001
<二つ目のDAM FRC>
damfrc -se -k002 /work/damdef2 /jnldir/jnl001 /jnldir/jnl002
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4. 途中の世代のアンロードジャーナルファイルを使用して，DAM FRCを 1回で実行す
る場合
回復対象定義ファイル名：/work/damdef
アンロードジャーナルファイル名：/jnldir/jnl002，/jnldir/jnl003
 
damfrc -seg /work/damdef /jnldir/jnl002 /jnldir/jnl003
 

5. 集積ジャーナルファイルを使用して，DAM FRCを 1回で実行する場合
回復対象定義ファイル名：/work/damdef
集積ジャーナルファイル名：/jnldir/jnlcolc01
damfrc -sec /work/damdef /jnldir/jnlcolc01
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damhold

名称

論理ファイルの論理閉塞 

形式
damhold 論理ファイル名

機能

指定した論理ファイルを論理閉塞します。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

論理閉塞する論理ファイルの名称を指定します。

出力メッセージ

注意事項

DAMサービスは，damholdコマンドを受け付けた時点で，指定されたファイルのアク
セスを禁止状態にします。ディファード更新指定のファイルを論理閉塞する場合，その

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01662-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01667-E バージョンが不一致です 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01671-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01672-E 論理ファイルは障害閉塞済みです 標準エラー出力

KFCA01673-E 論理ファイルは論理閉塞済みです 標準エラー出力

KFCA01674-I 論理閉塞待ちです 標準出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01680-E DAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01681-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01682-E ネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01683-E タイムオーバです 標準エラー出力

KFCA01684-E DAMサービス終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01696-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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ファイルに対応するバッファ領域のブロックがディスクに出力されるまで論理閉塞待ち
状態となり，論理閉塞されません。そのため，バッファ領域のブロックがディスクに出
力されるまで，論理ファイルは削除できません。damrmコマンドを実行してもコマンド
エラーとなります。
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damload

名称

物理ファイルの初期設定

形式
damload 〔-b 一括処理ブロック数〕ブロック長　ブロック数　物理ファイル名　〔入
力ファイル名〕

機能

OpenTP1ファイルシステム上に物理ファイルを割り当て，指定した入力ファイルから
データを入力して物理ファイルに出力します。このとき，（ブロック長＋ 8）×（ブロッ
ク数＋ 1）が物理ファイルの大きさとなります。また，物理ファイルのアクセス権は
0644（所有者による読み込み権と書き込み権，グループによる読み込み権，他者による
読み込み権）となります。

オプション

● -b　一括処理ブロック数　　～〈符号なし整数〉((0～ 2147483647))《10》

一度に出力するブロック数を指定します。0を指定した場合は，10になります。

コマンド引数

●ブロック長　　～〈符号なし整数〉((セクタ長× n－ 8))

作成する物理ファイルのブロック長を指定します。

入力ファイルに対してもこの指定が有効になります。

●ブロック数　　～〈符号なし整数〉((1～ 2147483647))

作成する物理ファイルのブロック数を指定します。なお，ブロック数が非常に多い場合，
DAMが共用メモリ内で管理しているキャッシュブロックのチェインが大き過ぎる可能性
があります。この場合，性能に影響することがあります。多くのブロック数を持つ DAM
ファイルを作成する場合は，DAMサービス定義の damchlmt定義コマンドを使用して
キャッシュブロック数のしきい値を指定してください。

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステム上に作成する物理ファイルの名称を，完全パス名で指定しま
す。

DAMサービス定義の定義コマンド damfileの物理ファイル名に指定した名称と同じ名称
を指定してください。
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●入力ファイル名　　～〈パス名〉

データを入力するファイルの名称を指定します。

このコマンド引数の指定を省略すると，物理ファイルの割り当てだけ行われます。

注意事項
• damloadコマンド実行時にエラーが発生した場合，物理ファイルが割り当て状態とな
りますので，damloadコマンドを再び実行する前に，damdelコマンドで物理ファイ
ルを削除してください。

• damloadコマンドで指定したブロック数と入力ファイルのブロック数が異なる場合，
次のようになります。

指定したブロック数＞入力ファイルのブロック数の場合：
物理ファイルの最後まで NULLデータのブロックを出力します。

指定したブロック数＜入力ファイルのブロック数の場合：
入力ファイルからのブロック入力を中止して，KFCA02599-Wメッセージを出力
後，damloadコマンドを正常終了します。

• damloadコマンドに指定するブロック長の最大値は，32760です。
• DAMファイルは OpenTP1ファイルシステム上に作成されます。したがって，次の計
算式を満たすブロック長，ブロック数を damloadコマンドに指定してください。
OpenTP1ファイルシステム容量　＞　((ブロック長＋ 8)× (ブロック数 + 1))
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damls

名称

論理ファイルの状態表示

形式
damls 〔-i〕〔論理ファイル名〕

機能

論理ファイルの状態を標準出力に出力します。

オプション

● -i

現在オンラインで使用中の論理ファイルの総数と，追加できる論理ファイル数を表示し
ます。

このオプションの指定を省略すると，論理ファイルの総数と追加できる論理ファイル数
は表示されません。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

論理ファイルの名称を指定します。

このコマンド引数の指定を省略すると，DAMサービスが管理しているすべての論理ファ
イルの状態が表示されます。

出力形式

1. 論理ファイル名を指定しないと，DAMサービスが管理している論理ファイルすべて
について，繰り返し出力されます。

2. -iオプション指定時に出力されます。

• aa...aa：論理ファイル名（8文字以内）
• bb...bb：物理ファイル名（63文字以内）
• cc...cc：ブロック長
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• dd...dd：ブロック数
• ee...ee：DAMファイルの閉塞状態
• Not shutdown…未閉塞
• Logical shutdown…論理閉塞
• Error shutdown…障害閉塞
• Under shutdown request…閉塞要求中

• ff...ff：DAMファイルの属性
• Quick write…即書き
• Deferred write…ディファード
• No recovery…回復対象外
• Cache less…回復対象外およびキャッシュレスアクセス

• g：セキュリティの有無
• Y…セキュリティあり
• N…セキュリティなし

• hh...hh：日時（17文字）
年 /月 /日△時 :分 :秒（年は西暦の下 2けた）

• ii...ii：論理ファイルの総数
• jj...jj：追加できる論理ファイルの数

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01662-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01667-E バージョンが不一致です 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01678-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01680-E DAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01681-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01682-E ネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01683-E タイムオーバです 標準エラー出力

KFCA01684-E DAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01696-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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damrles

名称

論理ファイルの閉塞解除

形式
damrles 〔-o〕 論理ファイル名

機能

指定した論理ファイルの閉塞状態を解除します。

オプション

● -o

障害閉塞した論理ファイルの閉塞状態を解除します。

このオプションの指定を省略すると，damholdコマンドで論理閉塞した論理ファイルの
閉塞状態が解除されます。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞状態を解除する論理ファイルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01662-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01667-E バージョンが不一致です 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01675-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01676-E 論理ファイルは障害閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA01677-E 論理ファイルは論理閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01680-E DAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01681-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01682-E ネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01683-E タイムオーバです 標準エラー出力
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KFCA01684-E DAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01696-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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damrm

名称

論理ファイルの切り離し

形式
damrm 論理ファイル名

機能

指定した論理ファイルをクローズしたあと，オンラインから切り離します。切り離すた
めには，該当する論理ファイルをあらかじめ論理閉塞しておく必要があります。

障害閉塞ファイルもオンラインから切り離すことができます。

コマンド引数

●論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

オンラインから切り離す論理ファイルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01650-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01651-E 論理ファイル名が 8文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01662-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01667-E バージョンが不一致です 標準エラー出力

KFCA01668-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01669-E 論理ファイルは閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA01670-E 該当する論理ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01679-E DAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01680-E DAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01681-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01682-E ネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01683-E タイムオーバです 標準エラー出力

KFCA01684-E DAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01696-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01697-E 他者が使用中のため，削除できません 標準エラー出力

KFCA01698-E レコード・ロック・セグメントが不足しています 標準エラー出力

KFCA02573-E トランザクション実行中のため削除できません 標準エラー出力
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注意事項
• オンラインでオープン中（使用中）の DAMファイルは，damrmコマンドでオンライ
ンから切り離すことはできません。オンラインから切り離すには，該当する論理ファ
イルをオープンしているすべてのサービスで，論理ファイルをクローズする必要があ
ります。ただし，該当する論理ファイルにアクセスしたトランザクションが完了して
いない場合は，該当する論理ファイルをクローズしていても削除処理は実行できませ
ん。この場合，KFCA02573-Eメッセージを出力して処理を中断します。このため，
DAMファイルにアクセスするトランザクションが多数あるときに damrmコマンドを
実行する場合は注意してください。
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damrstr

名称

物理ファイルのリストア

形式
damrstr 〔-c 一括処理ブロック数〕
〔-e リストア先物理ファイルブロック長｜
  -p リストア先物理ファイルブロック長〕
｛バックアップファイル名 物理ファイル名｜-s 物理ファイル名｝

機能

dambkupコマンドでバックアップしたファイル，または標準入力から，データを物理
ファイルにリストアします。

オプション

● -c　一括処理ブロック数　　～〈符号なし整数〉((1～ 2147483647))《10》

一度に入出力するブロック数を指定します。

バックアップ元物理ファイルのブロック数を超える値を指定した場合は，バックアップ
元物理ファイルのブロック数が一度に入出力するブロック数となります。

● -e　リストア先物理ファイルブロック長　　～〈符号なし整数〉((セクタ長× n-8))

リストア先物理ファイルのブロック長をバイト単位で指定します。指定できる最大値は
32760です。バックアップ元物理ファイルのブロック長と同じか，それよりも大きい値
を設定してください。このオプションを指定した場合，リストア先物理ファイルとバッ
クアップ元物理ファイルのブロック構成は変わりません。リストア先 DAMファイルの
各ブロックの拡張された部分は NULL文字で埋められます。このオプションおよび -p
オプションを省略した場合，バックアップ元物理ファイルと同じ大きさのブロック長で
リストアします。

● -p　リストア先物理ファイルブロック長　　～〈符号なし整数〉((セクタ長× n-8))

リストア先物理ファイルのブロック長をバイト単位で指定します。指定できる最大値は
32760です。バックアップ元物理ファイルのブロック長と同じか，それよりも大きい値
を設定してください。このオプションを指定した場合，バックアップ元物理ファイルの
データをリストア先物理ファイルの先頭ブロックから詰めて格納するため，リストア先
物理ファイルではバックアップ元物理ファイルのブロック構成は維持されません。この
オプションおよび -eオプションを省略した場合，バックアップ元物理ファイルと同じ大
きさのブロック長でリストアします。

● -s

リストア元が標準入力の場合に指定します。
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コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

リストア元のファイルの名称を指定します。

-sオプションを指定した場合は，このコマンド引数は指定できません。

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

リストア先 DAMファイルの物理ファイル名を完全パス名で指定します。

注意事項
• メッセージ KFCA02587-Eが，要因：CREATE（物理ファイル割り当て処理），理由
コード：-1514で出力された場合，次の対策をしてください。
• リストア先物理ファイルブロック長を指定していない場合

damrstrコマンドを実行した環境では，指定されたバックアップファイルのブロッ
ク長はサポートできません。リストア先物理ファイルブロック長（-eまたは -p）を
指定して再度 damrstrコマンドを実行してください。

• リストア先物理ファイルブロック長を指定している場合
damrstrコマンドを実行した環境では，リストア先物理ファイルブロック長（-eま
たは -p）に指定した物理ファイルブロック長はサポートできません。物理ファイル
ブロック長は，（リストア先ファイルシステムのセクタ長× n－ 8）で求められる値
を指定してください。なお，指定するリストア先物理ファイルブロック長は，バッ
クアップ元物理ファイルのブロック長と同じかそれよりも大きい値にしてください。

• バックアップ元物理ファイルより小さいブロック長の既存の物理ファイルにはリスト
アできません。

• -eオプションを指定した場合，バックアップ元物理ファイルよりブロック数の少ない
既存の物理ファイルにはリストアできません。

• -pオプションを指定した場合，リストアでユーザデータが入るブロック数が，リスト
ア先の既存の物理ファイルのブロック数よりも多くなる場合はリストアできません。

• -pオプションを指定する場合，リストア先物理ファイルに必要なブロック数は次の式
で求められます（小数点切り上げ）。
バックアップ元物理ファイルのブロック長×バックアップ元物理ファイルのブロック
数／リストア先物理ファイルのブロック長

• dambkupコマンドでオンラインバックアップした物理ファイルデータを，-eまたは
-pオプションを指定してリストアすることはできません。

• damfrcコマンドに指定する回復対象定義ファイルに，ブロック長を拡張した DAM
ファイルを指定することはできません。

• damrstrコマンドに指定するブロック長の最大値は 32760です。
• -eまたは -pオプションにバックアップ元物理ファイルよりも大きいブロック長を指定
した場合，この物理ファイルをアクセスしている DAMアクセス関数の引数に指定し
た入出力領域の大きさを見直してください。

• 物理ファイル名に指定した物理ファイルが未割り当ての場合，物理ファイルのアクセ
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ス権は 0644（所有者による読み込み権と書き込み権，グループによる読み込み権，お
よび他者による読み込み権）となります。
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dcalzprf

名称

性能検証用トレース情報解析

形式
dcalzprf 〔-H ヘッダオプション〔,ヘッダオプション〕〕
〔-L 付加情報オプション〔,付加情報オプション〕〕
〔-x 表示するプロセス数〕
〔-d 起点時刻〕
〔-C 時刻差計算開始イベントID〔,時刻差計算開始イベントID〕...
  -F 時刻差計算終了イベントID〔,時刻差計算終了イベントID〕...〕
〔-o ファイル出力先ディレクトリ〕
〔-T 〔開始時刻〕〔,終了時刻〕〕
〔-r ランID〔,ランID〕...〕
〔-n ノードID〔,ノードID〕...〕
〔-g サービスグループ名〔,サービスグループ名〕...〕
〔-s サービス名〔,サービス名〕...〕
〔-p プロセスID〔,プロセスID〕...〕
〔-v サーバ名〔,サーバ名〕...〕
〔-e イベントID〔,イベントID〕...｜-S｜-U〕
〔-c 通信番号〔,通信番号〕...〕
〔-G グローバルトランザクションID〔,グローバルトランザクションID〕...〕
〔-f 送信元ノード〔,送信元ノード〕...〕
〔-t 送信先ノード〔,送信先ノード〕...〕
〔-R ルート通信番号〔,ルート通信番号〕...〕
〔-E〕
〔トレースデータファイル名〔 トレースデータファイル名〕...〕

機能

標準入力，または指定されたトレースデータファイルから，性能検証用トレース（prfト
レース）情報を入力し，トレース情報を編集出力します。編集結果は，時間とプロセス
の関連を表の形式で示した csv形式でファイル出力します。

このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。

このコマンドのメインオプション一覧を次に示します。

表 13-1　dcalzprfコマンドのメインオプション一覧

オプション 機能 複数指定

-H 編集結果ファイルのヘッダを変更 ○

-L 編集結果にレコード固有の付加情報を追加 ○

-x 一つのファイルに編集出力するプロセスのカラム数を指定 ×

-d 指定した起点時刻から各トレース情報までの時刻差を出力 ×

-C 指定したイベント IDのトレース情報と -Fオプションの引数に指定さ
れたイベント IDのトレース情報の時刻差を出力

○
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（凡例）
○：コンマ区切りで複数の値を指定できます。
×：複数の値の指定はできません。

このコマンドのサブオプション一覧を次に示します。サブオプションによって，編集出
力対象とするトレース情報を選択できます。サブオプションを活用することで，出力
ファイルサイズを小さくすることができます。

表 13-2　dcalzprfコマンドのサブオプション一覧

（凡例）
○：コンマ区切りで複数の値を指定できます。
×：複数の値の指定はできません。

オプションで説明するイベント IDについては，「付録 L.1　性能検証用トレースの取得
情報」を参照してください。

-F 指定したイベント IDのトレース情報と -Cオプションの引数に指定さ
れたイベント IDのトレース情報の時刻差を出力

○

-o 編集結果ファイルの出力先ディレクトリを指定 ×

オプション 機能 複数指定

-T 指定された時刻内に取得されたトレース情報だけを編集出力 ×

-r 指定されたラン IDを持つのトレース情報だけを編集出力 ○

-n 指定されたノード IDを持つのトレース情報だけを編集出力 ○

-g 指定されたサービスグループ名を持つトレース情報だけを編集出力 ○

-s 指定されたサービス名を持つのトレース情報だけを編集出力 ○

-p 指定されたプロセス IDの持つのトレース情報だけを編集出力 ○

-v 指定されたサーバ名を持つトレース情報だけを編集出力 ○

-e 指定されたイベント IDを持つトレース情報だけを編集出力 ○

-S OpenTP1のシステムが出力しているトレース情報だけを編集出力 ×

-U ユーザが出力しているトレース情報だけを編集出力 ×

-c 指定されたクライアント通信番号を持つトレース情だけを編集出力 ○

-G 指定されたグローバルトランザクション IDを持つトレース情報だけ
を編集出力

○

-f 指定された送信元ノード IDを持つトレース情報だけを編集出力 ○

-t 指定された送信先ノード IDを持つトレース情報だけを編集出力 ○

-R 指定されたルート通信番号を持つトレース情報だけを編集出力 ○

-E 処理がエラーリターンしていることを記録したトレース情報だけを編
集出力

×

オプション 機能 複数指定
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オプション

● -H　pid｜ name｜ pid,name

編集結果ファイルのヘッダを変更します。

トレース情報にサーバ名が含まれていない場合，サーバ名を「****」と表示します。

このオプションの指定を省略すると，通番表示となります。

pid
編集結果ファイル内でプロセスごとに割り当てた通番を，プロセス ID表示に変更し
ます。

name
編集結果ファイル内でプロセスごとに割り当てた通番を，サーバ名表示に変更しま
す。

pid,name
編集結果ファイル内でプロセスごとに割り当てた通番を，サーバ名（プロセス ID）
表示に変更します。

● -L　MCF｜ MQ｜MCF,MQ

編集結果に，レコード固有の付加情報を追加します。

MCF
TP1/Message Controlのイベント情報で取得されるMCF固有情報から，論理端末
名を切り出して出力します。

MQ
TP1/Message Queueイベント情報で取得されるキュー名，メッセージトークン，
メッセージ識別子を出力します。

MCF,MQ
TP1/Message Controlのイベント情報で取得されるMCF固有情報から，論理端末
名を切り出して出力します。また，TP1/Message Queueのイベント情報で取得され
るキュー名，メッセージトークン，メッセージ識別子を出力します。

● -x　表示するプロセス数　　～〈符号なし整数〉((1～ 65536))《256》

一つのファイルに編集出力するプロセスのカラム数を指定します。指定を省略すると
256が設定されていることを仮定します。

編集対象の prfトレースファイルに，指定した数より多いプロセスが含まれていた場合，
複数のファイルに分割して編集出力します。出力ファイル数の計算式を次に示します。

↑ P／ -x指定値↑

（凡例）
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↑↑：値を切り上げます
P：出力対象となるプロセス数

小さい値を指定し，上記の計算式の結果が大きくなりすぎた場合，出力ファイル数の上
限により，編集結果ファイルが出力されないことがあります。

必要以上に大きな値を指定した場合，使用する表計算ソフトウェアの表示制限を超える
形式でファイルを作成することがあり，編集結果を正しく表示できないときがあります。

● -d　起点時刻

指定した起点時刻から，各トレース情報までの時刻差を出力します。

起点時刻は，設定されているタイムゾーンの下限値（グリニッジ標準時の場合 1970年 1
月 1日 0時 0分 0秒）から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定します。

起点時刻は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（西暦を 4けたで指定します（1970≦ YYYY））
指定を省略できます。※

注※
「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なされます。「年，月，日」
の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされます。「月，日」，「月」，
または「日」だけを省略することはできません。省略した場合はオプションエラー
になります。「月」または「日」を省略したい場合は，「年」，「月」，「日」のすべて
を省略してください。

起点時刻に 0を指定した場合（"-d 0"）は，出力結果ファイルの先頭に出現したトレー
ス情報の取得時刻を起点時刻として，各トレース情報までの時刻差を計算します。

● -C　時刻差算出開始イベント ID　　～〈6けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

このオプションに指定したイベント IDのトレース情報と，-Fオプションの引数に指定
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されたイベント IDのトレース情報の時刻差を出力します。-Fオプションのイベント ID
と重複しないように，セットで指定してください。

時刻差を計算できるのは，一つのプロセスが出力しているトレース情報に出現している
イベントの間ごとになります。二つ以上のプロセス間で出力しているイベントごとの時
刻差は計算できません。

複数のイベント IDを指定する場合，イベント IDとイベント IDとの間をコンマ（，）で
区切ります。複数イベント IDを指定した場合，該当のイベント IDがトレースから見つ
かるたびに，時刻差計算の始点を上書きしていきます。

● -F　時刻差算出終了イベント ID　　～〈6けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

このオプションに指定したイベント IDのトレース情報と，-Cオプションの引数に指定
されたイベント IDのトレース情報の時刻差を出力します。-Cオプションのイベント ID
と重複しないように，セットで指定してください。

時刻差を計算できるのは，一つのプロセスが出力しているトレース情報に出現している
イベントの間ごとになります。二つ以上のプロセス間で出力しているイベントごとの時
刻差は計算できません。

複数のイベント IDを指定する場合，イベント IDとイベント IDとの間をコンマ（，）で
区切ります。

● -o　ファイル出力先ディレクトリ　　～〈パス名〉

prfトレースの編集結果ファイルを出力するディレクトリを指定します。

指定を省略した場合は，カレントディレクトリに編集結果ファイルを出力します。

● -T　〔開始時刻〕〔,終了時刻〕

指定された時刻内に取得されたトレース情報だけを出力します。

開始時刻，および終了時刻は，設定されているタイムゾーンの下限値（グリニッジ標準
時の場合 1970年 1月 1日 0時 0分 0秒）から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指
定します。

開始時刻，または終了時刻のどちらかを必ず指定してください。開始時刻の指定を省略
すると，先頭から指定した終了時刻までが出力範囲となります。終了時刻の指定を省略
すると，指定した開始時刻から最後までが出力範囲となります。

開始時刻，および終了時刻は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。
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ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（西暦を 4けたで指定します（1970≦ YYYY））
指定を省略できます。※

注※
開始時刻，または終了時刻の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻
と見なされます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と
見なされます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。
省略した場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合
は，「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

● -r　ラン ID　　～〈3～ 10けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

指定されたラン IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -n　ノード ID　　～〈4文字の識別子〉

指定されたノード IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

指定されたサービスグループ名を持つトレース情報だけを編集出力します。

● -s　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

指定されたサービス名を持つトレース情報だけを編集出力します。

● -p　プロセス ID　　～〈符号なし整数〉

指定されたプロセス IDのトレース情報だけを編集出力します。

● -v　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

指定されたサーバ名を持つトレース情報だけを編集出力します。

● -e　イベント ID　　～〈6けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

指定されたイベント IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -S

OpenTP1のシステムが出力しているトレース情報だけを編集出力します。
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● -U

ユーザが出力しているトレース情報だけを編集出力します。

● -c　通信番号　　～〈10けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

指定されたクライアント通信番号を持つトレース情報だけを編集出力します。

● -G　グローバルトランザクション ID　　～〈128文字以内の英数字〉

指定されたグローバルトランザクション IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -f　送信元ノード　　～〈4文字の識別子〉

指定された送信元ノード IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -t　送信先ノード　　～〈4文字の識別子〉

指定された送信先ノード IDを持つトレース情報だけを編集出力します。

● -R　ルート通信番号　　～〈10けたの 16進数（先頭の 0xを含む）〉

指定されたルート通信番号を持つトレース情報だけを編集出力します。

● -E

処理がエラーリターンしていることを記録したトレース情報だけを出力します。

コマンド引数

●トレースデータファイル名　　～＜パス名＞

性能検証用トレースファイルを指定します。トレースデータファイル名の指定がない場
合，標準入力からデータを入力します。また，複数のファイルを指定した場合は，取得
時刻順に並べ替えて出力することができます。

出力形式

dcalzprfコマンドでは，編集したトレース情報を編集結果ファイルに出力します。

編集結果ファイル名は「prfdataX.csv」です。Xの範囲は，0から次に示す値までです。
出力先ディレクトリに，編集結果ファイル名（prfdataX.csv）と同名のファイルがある
場合は，内容を上書きします。

• -xオプション指定時：
↑ P÷ -xオプションの指定値↑－ 1

• -xオプション省略時：
↑ P÷ 256↑－ 1

（凡例）
↑↑：値を切り上げます。
P：出力対象となるプロセス数
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「-C,-F」「-d」「-H pid,name」「-L MCF,MQ」の各オプションを指定したときの性能検証
用トレースファイルの出力形式を次に示します。

図 13-1　性能検証用トレースファイルの出力形式

（凡例）
1，2，および 3：1行で表示します。

性能検証用トレースファイルの出力形式を，表計算ソフトで表示したときの例を次に示
します。
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図 13-2　性能検証用トレースファイルの出力形式（表計算ソフトで表示）

性能検証用トレースファイルの出力条件とヘッダの詳細を次に示します。

表 13-3　性能検証用トレースファイルの出力条件とヘッダの詳細

出力条件 ヘッダ 内容

共通 Date aaaa：トレースを取得した時刻（年）

bb：トレースを取得した時刻（月）

cc：トレースを取得した時刻（日）

共通 Time dd：トレースを取得した時刻（時）

ee：トレースを取得した時刻（分）

ff：トレースを取得した時刻（秒）

共通 under-Sec gggggg：トレースを取得した時刻（マイクロ秒で 6けた）

共通 Node-id hhhh：ノード ID（4文字）
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-C，-Fオプショ
ン指定時

Diff ii...ii：-C，-Fオプションに指定されたイベント ID間の時
刻差（マイクロ秒で 16けた以内）（-Fに設定したイベント
IDの行に出力されます）

-dオプション指
定時

Total jj...jj：-dオプションに指定した起点時刻から各トレース情
報の時刻差（マイクロ秒で 16けた以内）（起点時刻を省略し
た場合は編集出力ファイルごとの先頭トレース情報が起点時
刻になります）

-Hオプション省
略時

1,2,...,256※ 1 kk...kk：イベント ID（詳細については「付録 L.1　性能検
証用トレースの取得情報」を参照）

-H pid指定時 ll...ll※ 2

-H name指定時 nn...nn※ 2，※ 3

-H pid,name指
定時

nn...nn(ll...ll)※ 2，

※ 3

共通 pid ll...ll：プロセス ID（10進 10けた以内）

共通 Trace mm...mm：該当プロセスでのトレース通番（10進 5けた以
内）

共通 Server-name nn...nn：イベントの発生したサーバ名（8文字以内）

共通 rc oo...oo：リターンコード（10進 11けた以内（先頭の符号を
含む））

共通 clt pppp：クライアント OpenTP1識別子（4文字）
qqqqqqqqqq：クライアント通信番号（16進 10けた（先頭
の 0xを含む））

共通 server rrrr：サーバ OpenTP1識別子（4文字）

共通 root ssss：ルート OpenTP1識別子（4文字）
tttttttttt：ルート通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含
む））

共通 svg uu...uu：サービスグループ名（32文字以内）

共通 svc vv...vv：サービス名（32文字以内）

共通 trn ww...ww：グローバルトランザクション ID（128文字以内）
xxxxxxxxxxxxxxxx：ブランチ ID（16文字）

共通 XA xx...xx：イベント種別（75文字以内）※ 4

共通 JNL yy：ジャーナル種別（2文字）※ 5

-L MQ指定時 Que-name zz...zz：TP1/Message Queueを利用した際のキュー名（48
文字以内）※ 6

Msg-Token AA...AA：TP1/Message Queueを利用した際のメッセージ
トークン（16進 18けた（先頭の 0xを含む））※ 6

Msg-ID BB...BB：TP1/Message Queueを利用した際のメッセージ
識別子
（16進 66けた（先頭の 0xを含む））※ 6

出力条件 ヘッダ 内容
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注
トレースで取得されていない項目は「**...**」で表示されます。

注※ 1
コマンドに指定した性能検証用トレースファイルに含まれていたプロセスに振られた通番です。
デフォルトでは一つの出力結果ファイルで 1～ 256が出力されます。-xオプションで 1ファイ
ル当たりの上限値を変更できます。

注※ 2
デフォルトでは一つの出力結果ファイルで 256個のカラムが出力され，-xオプションで 1ファ
イル当たりのカラム数を変更できます。トレースファイル上のプロセス数がカラム数未満の場
合は，カラム数に満たない残りのヘッダおよび内容が空となります。

注※ 3
トレース情報にサーバ名が含まれていない場合，サーバ名を「****」と表示します。

注※ 4
trn_prf_event_trace_conditionオペランドに xafuncを指定した場合は，XA関数名が出力され
ます。
trn_prf_event_trace_conditionオペランドに trnserviceを指定した場合は，次に示すイベント
種別が出力されます。

表 13-4　trn_prf_event_trace_conditionオペランドに trnserviceを指定した場合の出力イ
ベント種別

-L MCF指定時 MCFData1 CC...CC：TP1/Message Controlを利用した際の論理端末名
（8文字以内）※ 7

MCFData2 DD...DD：TP1/Message Controlを利用した際の UOC，
API名，ジャーナル種別などの情報（8文字以内）※ 7

共通 Bin EE...EE：詳細情報の 16進数字列（8文字ごとの△（半角ス
ペース）を含む，575文字以内）※ 8

共通 Ascii "FF...FF"：詳細情報のアスキー文字列（256文字以内）※ 8

イベント タイミング イベント種別

トランザクション管理サービス 開始中 trnd starting

開始完了 trnd started

終了中 trnd ending

終了完了 trnd ended

トランザクション回復サービス 開始中 trnrvd starting

開始完了 trnrvd started

回復開始 trnrvd recovery started

回復終了 trnrvd recovery ended

終了中 trnrvd ending

出力条件 ヘッダ 内容
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※ 5
イベント IDが 0xc001の場合だけ出力します。1文字目はジャーナル種別の 1文字目（例：CJ
の場合は 'C'），2文字目は保守情報を示します。

※ 6
イベント IDが 0xdで始まるものだけ出力します。それ以外は「**...**」で出力します。

※ 7
イベント IDが 0xaで始まるものだけ出力します。それ以外は「**...**」で出力します。

※ 8
システムまたはユーザによる固有データが含まれないレコードでは出力されません。

dcalzprfコマンドでは編集出力ファイルとは別に，編集出力ファイルごとに割り振られ
たプロセスの通番と，実際のプロセスの情報の関連一覧を，標準出力に表示します。

形式は次のとおりです。

終了完了 trnrvd ended

リソースマネジャ監視サービス 開始中 trnrmd starting

開始完了 trnrmd started

終了中 trnrmd ending

終了完了 trnrmd ended

イベント タイミング イベント種別
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出力メッセージ

注意事項
• このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。

TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できません。
• dcalzprfコマンドは prfトレースの編集出力処理に CPUなどのリソースを多く消費し
ます。オンライン中に編集出力を実行した場合，編集対象に指定した prfトレースの
ファイル容量によっては，オンラインに影響を与えるおそれがあります。dcalzprfコ
マンドは原則としてオンライン中には実行しないでください。

• 次に示すトレースは，プロセス内で同一のトレース番号を使用します。このため，こ
れらのトレースだけをコマンドで編集すると，「出力形式」に出力される該当プロセス
でのトレース通番（mm...mm）は連番とならないことがあります。
• 性能検証用トレース
• XAR性能検証用トレース
• JNL性能検証用トレース
• LCK性能検証用トレース
• MCF性能検証用トレース
• TRNイベントトレース
• NAMイベントトレース
• プロセスサービスイベントトレース
• FILイベントトレース

トレース情報の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
• 性能検証用トレースの利用方法については，「付録 L.3　性能検証用トレース情報の解
析例」を参照してください。

• 出力された csvファイルを表計算ソフトで表示させると，Diffや Totalが大きい値の
場合，指数表記で表示されたり，けた落ちが発生することがあります。ただし，Diff
や Totalの値は，-Cオプションまたは -Fオプションに指定するイベント IDや，-dオ
プションに指定する起点時刻の絞り込みによって，値が大きくなることを抑止できま
す。

• 始点（-Cオプション）および終点（-Fオプション）を複数指定することで，始点 -始
点 -終点 -終点…のようなデータの並びになる場合や，途中のトレースが抜けている

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01861-E コマンドでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01882-E コマンドの引数に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA33303-E ファイルのオープンに失敗しました 標準エラー出力

KFCA33304-E ファイルのアクセス中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA33305-E ファイルの書き込みに失敗しました 標準エラー出力

KFCA33307-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA33308-W 条件に合致するトレースデータがありません 標準エラー出力
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場合は，正しく時刻差（Diff）が計算できないことがあります。詳細については，「付
録 L.3(4)　dcalzprfコマンドでの性能検証用トレース解析」を参照してください。

• 編集結果ファイルを出力中に障害が発生し，コマンドが処理を中断，または異常終了
した場合は，編集途中の編集結果ファイルが残ります。このときファイルのヘッダに
は，"Date"～ "Node-id"だけが書かれた状態となります。

• 異なるサーバ名のプロセスに，同一のプロセス IDが割り当たった場合，標準出力や，
-Hオプションを指定して出力されるヘッダのサーバ名には，最初に動作したサーバ名
が出力されます。
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dcauditsetup

名称

監査ログ機能の環境設定

形式
dcauditsetup OpenTP1ディレクトリ

機能

監査ログ機能を使用するために必要な環境を設定します。

ログサービス定義の監査ログに関連するオペランド（log_audit_xxxxオペランド）を変
更する場合は，OpenTP1を停止し，定義を変更したあとにこのコマンドを実行してくだ
さい。また，システム環境定義（env）の DCCONFPATHオペランドを変更した場合，
変更後の DCCONFPATHに格納されたログサービス定義の設定を有効にする必要があり
ます。この場合もこのコマンドを実行してください。

ログサービス定義の log_audit_outオペランドを指定していない場合，または
log_audit_outオペランドに Nを指定している場合は，監査ログ機能は無効です。

このコマンドは，「引数で指定した OpenTP1ディレクトリ /conf/env」ファイルの環境変
数 DCCONFPATHを参照して，監査ログ機能を使用するための環境設定を行います。
envが存在しない場合，または環境変数 DCCONFPATHを定義していない場合，
「OpenTP1ディレクトリ /conf」を DCCONFPATHの環境変数値として環境設定を行い
ます。

このコマンドを実行したときに作成されるディレクトリおよびファイル名を次の表に示
します。事前にディレクトリを準備する場合は，次の表に示す権限になるように作成し
てください。

表 13-5　dcauditsetupコマンドの実行時に作成されるファイルとディレクトリ

注※
ログサービス定義の log_audit_pathオペランドの指定を省略した場合のディレクト
リです。log_audit_pathオペランドを指定した場合，指定したディレクトリが作成

ファイルおよびディレクトリ ユーザ ID グループ ID アクセス権 内容

$DCDIR/auditlog※ OpenTP1管理
者のユーザ ID

OpenTP1管理
者のグループ ID

0777 監査ログ
ファイルを
格納する
ディレクト
リ

$DCDIR/auditlog/audit.log※ OpenTP1管理
者のユーザ ID

OpenTP1管理
者のグループ ID

0666 監査ログ
ファイル
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され，作成されたディレクトリ下にファイルが作成されます。

ログサービス定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参照して
ください。

このコマンドの実行時に，監査ログの出力先ディレクトリおよび監査ログファイルがす
でに存在する場合，次の表に示す実行結果になります。

表 13-6　監査ログの出力先ディレクトリがすでに存在する場合の dcauditsetupコマンド
の実行結果

表 13-7　監査ログファイルがすでに存在する場合の dcauditsetupコマンドの実行結果

コマンド引数

● OpenTP1ディレクトリ　　～〈パス名〉

OpenTP1ディレクトリを 50文字以内で指定します。

ディレクトリのユーザ ID ディレクトリのグループ ID ディレクトリのア
クセス権

コマンドの実
行結果

OpenTP1管理者のユーザ ID OpenTP1管理者のグループ ID 0777 成功

0777以外 エラー

OpenTP1管理者のユーザ ID 他グループ 0777 エラー

0777以外

他ユーザ OpenTP1管理者のグループ ID 0777 エラー

0777以外

他ユーザ 他グループ 0777 エラー

0777以外

監査ログファイルのユーザ ID 監査ログファイルのグループ
ID

監査ログファイル
のアクセス権

コマンドの実
行結果

OpenTP1管理者のユーザ ID OpenTP1管理者のグループ ID 0666 成功

0666以外 エラー

OpenTP1管理者のユーザ ID 他グループ 0666 成功

0666以外 エラー

他ユーザ OpenTP1管理者のグループ ID 0666 成功

0666以外 エラー

他ユーザ 他グループ 0666 成功

0666以外 エラー
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出力メッセージ

注意事項

このコマンドは，スーパユーザだけが実行できます。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA33500-I ヘルプメッセージ 標準エラー出力

KFCA33501-E コマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33502-I ログサービス定義を解析しました 標準出力

KFCA33503-I 監査ログ機能を有効・無効にしました 標準出力
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dccspool

名称

トラブルシュート情報の削除

形式
dccspool 〔-i〕 〔-d 日数〕 〔-k ｛dump｜all｝〕

機能

$DCDIR/spoolディレクトリ下に作成されたトラブルシュート情報を削除します。

オプション

● -i

このオプションを指定すると，トラブルシュート情報が格納された各ファイルを削除す
るかどうかの確認が標準出力に出力されます。確認に対し，yを入力すると，該当ファイ
ルが削除されます。

このオプションを省略した場合は，標準出力に確認が出力されないで，該当ファイルが
削除されます。削除したファイルのファイル名称が標準出力に出力されます。

● -d　日数　　～〈符号なし整数〉((0～ 24855))《1》

dccspoolコマンドを実行した時刻から計算して，「このオプションで指定した値× 24時
間」前の時点以前に作成されたファイルを削除対象にします。例えば，日数に 10を指定
した場合，コマンドを実行した時刻の 240時間前の時点以前に作成されたファイルが削
除対象になります。

このオプションを省略した場合は，コマンドを実行した時刻の 24時間前の時点以前に作
成されたファイルが削除対象になります。

0を指定した場合は，作成時間に関係なくすべてのファイルが削除対象になります。

● -k　dump｜ all　　～《dump》

このオプションでは削除対象のファイルを指定します。

dump
次のファイルが削除対象になります。
• $DCDIR/spool/save下のファイル
• $DCDIR/spool下の共用メモリダンプファイル

all
次のファイルが削除対象になります。
• $DCDIR/spool/save下のファイル
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• $DCDIR/spool下の共用メモリダンプファイル
• $DCDIR/spool/dclckinf下のデッドロック情報ファイルおよびタイムアウト情報
ファイル

• $DCDIR/spool/dctrninf下の未決着トランザクション情報ファイル
• $DCDIR/spool/dcrapinf下の不正メッセージ情報ファイル

削除対象ファイルの一覧を次の表に示します。

表 13-8　dccspoolコマンドで削除対象になるファイルの一覧

（凡例）
○：削除されます。
×：削除されません。

注※ 1
shmdump，shmdump[1～ 3]，shmdump[1～ 3].Z，shmdump.XXX，shmdump.XXX.Z，
shmdump.XXX[1～ 3]，shmdump.XXX[1～ 3].Z（XXXはリソースマネジャ識別子 dam，
tam，ist，または ismが入ります）のすべてを削除対象とします。また，適用 OSが Linuxの
場合，拡張子が '.Z'ではなく，'.gz'になります。

注※ 2
ファイル名はデッドロック検知日時を基に決定されます。ファイル名の長さは日付が 1けたか
2けたかによって異なります。

注※ 3
ファイル名は「rl＋トランザクションサービスの開始時間（一意の 8けたの 16進数）」になり
ます。

ファイルパス ファイルの内容 -kオプションの
指定

dump all

$DCDIR/spool/save下のファイル コアファイル，UAPト
レース，OpenTP1デ
バッグ情報など

○ ○

$DCDIR/spool/ファイル名※ 1 共用メモリダンプファイ
ル。
OpenTP1が共用メモリ
に保持するデータ

○ ○

$DCDIR/spool/dclckinf/ファイル名※ 2 デッドロック，タイムア
ウト情報ファイル。
資源の待ち合わせ状態の
情報

× ○

$DCDIR/spool/dctrninf/ファイル名※ 3 未決着トランザクション
情報ファイル。
未決着トランザクション
の情報

× ○

$DCDIR/spool/dcrapinf/rapリスナー名 .msg
$DCDIR/spool/dcrapinf/rapクライアント名 .msg

不正メッセージ情報ファ
イル。
不正メッセージの情報

× ○
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出力メッセージ

注意事項
• プロセスサービス定義の prc_coresave_pathオペランドを設定し，コアファイルの退
避を行っている場合，このコマンドでは退避先に退避されたコアファイルの削除は行
いません。

• usmdumpコマンドを実行して，$DCDIR/spool/save以外の任意のディレクトリに作
成した共用メモリダンプファイルは，このコマンドでは削除されません。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01861-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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dcdefchk

名称

システム定義のチェック

形式
dcdefchk 〔-r〕 〔-l〕 〔-c〕 〔-w〕 〔-e〕

機能

定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATHおよび $DCUAPCONFPATH）下のシステム
定義ファイル（ドメイン定義ファイルを含む）に指定した値をチェックします。チェッ
クする項目と処理の流れについては，「1.3.1　システム定義の作成と確認」を参照してく
ださい。

なお，定義チェックを行った結果，次に示すメッセージ区分を持ったメッセージが出力
されます。ただし，出力される一部のメッセージについては，次の区分を持たない場合
もあります。

メッセージ区分
• ERROR：OpenTP1の起動および停止ができない状態，または動作不完全となる
問題を検出した場合に出力されます。

• WARNG：推奨しない値が指定されていることを検出した場合に出力されます。
• CHECK：オペランド値の妥当性について確認を促す場合に出力されます。

オプション

● -r

システム定義ファイルの構文チェックで誤りを検出した場合，コマンド処理を続行する
かどうかを確認するメッセージ（KFCA00254-R）を出力します。

● -l

システム定義ファイルの定義チェックを実行します。

このオプションを指定してコマンドを実行する場合，事前にこのオプションを指定しな
いでコマンドを実行することをお勧めします。このときエラーメッセージ（メッセージ
の種類が E）が出力された場合は，そのエラーの対策を実施してください。対策を実施
しないまま，このオプションを指定してコマンドを実行すると，エラーメッセージが複
数回出力されることがあります。

● -c

システム定義ファイルの定義チェックで問題を検出した場合，メッセージ区分が
CHECKに該当するメッセージは出力しません。
525



13.　運用コマンドの詳細
dcdefchk
● -w

システム定義ファイルの定義チェックで問題を検出した場合，メッセージ区分が
WARNGに該当するメッセージは出力しません。

● -e

システム定義ファイルの定義チェックで問題を検出した場合，メッセージ区分が
ERRORに該当するメッセージは出力しません。

出力メッセージ

注
上記メッセージのほかに，KFCA00215-Eメッセージ～ KFCA00223-Eメッセージ，
KFCA00240-Eメッセージ～ KFCA00252-Eメッセージ，KFCA00259-Wメッセージ～
KFCA00282-Wメッセージ，およびマニュアル「OpenTP1 システム定義」の定義チェックの詳
細で示しているメッセージを出力します。

注意事項
• dcdefchkコマンドは，OpenTP1の動作中でも実行できます。その場合，確認するシ
ステム定義の指定値は動作中の OpenTP1で有効な値ではなく，コマンド実行時にシ
ステム定義に指定した値です。例えば，プロセスサービス定義に指定した prcsvpath
の値を prcpathコマンドで変更しても，チェック対象の値はプロセスサービス定義に
指定した値となります。

• コマンドを実行する環境に設定した環境変数 $DCDIRを OpenTP1ディレクトリとし
て使用します。そのため，dcstartコマンドを実行する環境に設定した OpenTP1ディ
レクトリパス名と異なる値を設定している場合，正しく定義チェックできません。

• $DCCONFPATH，および $DCUAPCONFPATHに指定したディレクトリパスが 50
バイト以上の場合，構文チェックでエラーを検出したときに出力するメッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00200-E 指定できないオプションを指定しています 標準エラー出力

KFCA00253-I 定義チェックコマンドを開始します 標準出力

KFCA00254-R 定義指定値にエラーがあります 標準出力

KFCA00255-E コマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00256-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00257-E 定義ファイル名と同じディレクトリがあります 標準エラー出力

KFCA00258-I システムサービス定義として set形式オペランドの構文
チェックを行いました

標準出力

KFCA00283-W 定義チェック中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00284-W 定義チェック中に軽度エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00285-W 必須定義オペランドが指定されていません 標準エラー出力

KFCA00286-W 必須定義ファイルがありません 標準エラー出力
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（KFCA00242-E）に出力される定義ファイル名が途中までしか出力されません。
チェック対象の定義ファイルを 50バイト以下のディレクトリパス名で示されるディ
レクトリにコピーし，$DCDIR/conf/envに putenv形式で指定する環境変数
DCCONFPATHにコピー先ディレクトリを指定して dcdefchkコマンドを実行してく
ださい。

• 定義チェック対象としないファイルを定義格納ディレクトリに格納しないでください。
システム定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATHおよび $DCUAPCONFPATH）下
にシステム定義ファイル，ユーザサービス定義ファイル，およびユーザサービスデ
フォルト定義ファイル以外のファイルがあると正しく定義チェックできません。ただ
し，ドメイン定義ファイル格納ディレクトリ，およびドメイン定義ファイルは除きま
す。

• システム定義格納ディレクトリ（$DCCONFPATH，および $DCUAPCONFPATH）
下にあるシステムサービス定義ファイル以外のファイルで，ファイル名が「.」や「_」
で始まるファイル，およびファイル名が 9バイト以上のファイルについては，チェッ
クの対象外になります。

• 定義チェックの対象とする定義は，マニュアル「OpenTP1 システム定義」に記載して
いる定義だけです。

• OpenTP1ファイルの作成コマンド（jnlinitコマンドなど）を同時に実行しないでく
ださい。

• 構文チェックで定義の指定値に問題を検出した場合，論理チェックでは，該当する定
義にデフォルト値が指定されていると解釈してチェック処理を進めます。

• ファイルやディレクトリのアクセス権限チェックでは，dcdefchkコマンドを実行した
ユーザのUID/GIDに従ったアクセス権限をチェックします。

• 待機状態など，OpenTP1ファイルシステムにアクセスできない状態の場合，論理
チェック時にメッセージを出力することがあります。

• dcdefchkコマンドの定義チェック時に出力する一部のメッセージには，dcdefchkコ
マンド専用のメッセージ区分を持たないメッセージがあります。そのため，dcdefchk
コマンドに -eオプションを指定しても，メッセージの種類が Eであるメッセージを出
力することがあります。

• 環境変数（putenv形式および dcputenv形式の定義）は，正しく論理チェックできな
いことがあります。
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dcjchconf

名称

システム定義のオペランドの指定

形式
dcjchconf 〔-f ファイル名〕 〔-n〕 オペランド名 オペランドの値

機能

システム定義ファイル，および運用スクリプトファイルのオペランドに値を設定します。

dcjchconfコマンドを使用してオペランドの値を設定するには，指定するファイルに，次
のようにオペランド名を「@」で囲んで記述しておく必要があります。

node_idの値を設定する場合
 
set node_id = @DCNODE_ID@
 

dcjchconfコマンドを実行すると，「@」で囲んだオペランド名は，dcjchconfコマンドで
指定したオペランドの値に変換されます。

オプション

● -f　ファイル名　　～〈パス名〉

オペランドの値を設定するファイルまたはディレクトリのパスを指定します。

ディレクトリを指定した場合は，指定したディレクトリ下のすべてのファイルが設定対
象になります。

このオプションを省略した場合は，$DCCONFPATH下のすべてのファイルが設定の対
象になります。

● -n

オペランドの値を設定したあと，改行をしません。

このオプションを省略した場合，オペランドの値を設定したあとの 1行の長さが 80バイ
トを超えるときは，80バイト目に継続符号 '¥'を挿入して改行します。

改行させたくない場合は，-nオプションを指定してください。

コマンド引数

●オペランド名　　～〈1～ 4096文字の文字列〉

オペランド名には，先頭に DCを付けた文字列を指定します。
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●オペランドの値　　～〈1～ 4096文字の文字列〉

オペランドに設定する値を指定します。

出力メッセージ

注意事項
• dcjchconfコマンドは，-fオプションで指定したファイルの格納されているディレクト
リ下（または -fオプションで指定したディレクトリ下）に .dcjchconfという名称の
ディレクトリを作成し，設定前のファイルをバックアップ用に退避します。オペラン
ドの設定に失敗した場合は，.dcjchconfディレクトリのバックアップファイルから回
復してください。

• dcjchconfコマンドは，-fオプションで指定したファイルの格納されているディレクト
リ下（または -fオプションで指定したディレクトリ下）に .dcjchconf.tmpという名称
のテンポラリファイルを作成します。コマンドが実行途中で失敗した場合は，テンポ
ラリファイルが残ることがあります。

• 指定したオペランド名が設定の対象となるファイルにない場合も，dcjchconfコマンド
は正常終了します。

使用例

1. $DCCONFPATH/betranrcファイルの「node_id」に「smpl」を設定する場合
 
dcjchconf -f $DCCONFPATH/betranrc DCNODE_ID smpl
 

dcjchconfコマンド実行前の $DCCONFPATH/betranrc
set node_id = @DCNODE_ID@

dcjchconfコマンド実行後の $DCCONFPATH/betranrc
set node_id = smpl

2. $DCCONFPATH/betranrcファイルの「all_node」に「hostA」および「hostB」を
指定する場合で，指定するオペランドの値に引用符（"）が含まれるとき
 
dcjchconf -f $DCCONFPATH/betranrc DCALL_NODE '"hostA","hostB"'
 

dcjchconfコマンド実行前の $DCCONFPATH/betranrc
set all_node = @DCALL_NODE@

dcjchconfコマンド実行後の $DCCONFPATH/betranrc
set all_node = "hostA","hostB"

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01815-E OSでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01860-E dcjchconfコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E dcjchconfコマンドの処理に失敗しました 標準エラー出力
529



13.　運用コマンドの詳細
dcjchconf
指定するオペランドの値に引用符（"）を使用する場合は，アポストロフィ（'）で囲
みます。また，指定するオペランドの値に空白を含める場合は，引用符（"）または
アポストロフィ（'）で囲みます。
ご使用の OSがWindowsの場合，指定するオペランドの値に引用符（"）を使用する
場合は，引用符（"）を「¥"」と記述します。また，指定するオペランドの値に空白
を含める場合は，引用符（"）で囲みます。
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dcjcmdex

名称

シナリオテンプレートからの OpenTP1コマンドの実行

形式
dcjcmdex OpenTP1コマンド名 〔コマンド引数名〔△コマンド引数名〕…〕

機能

JP1/AJS2 - Scenario Operationで定義されたシナリオテンプレートから，指定した
OpenTP1コマンドを実行します。また，環境変数 PATHに "$DCDIR/bin"をいちばん
前に追加します（環境変数は実行したコマンドでだけ有効となります）。

実行した OpenTP1コマンドが正常終了した場合は 0を，異常終了した場合は 8を，リ
ターン値として返します。

コマンド引数

● OpenTP1コマンド名

JP1/AJS2 - Scenario Operationで定義されたシナリオテンプレートから実行する
OpenTP1コマンド名を指定します。

●コマンド引数名

OpenTP1コマンド名に指定する OpenTP1コマンドのオプション，およびコマンド引数
を指定します。

出力メッセージ

注意事項

OpenTP1コマンド名に dcsetupコマンドを指定しないでください。指定すると，
dcjcmdexコマンドが正しく動作しないことがあります。

使用例

1. dcsvstartコマンドで「basespp」という名称のユーザサーバを開始させる場合
 
dcjcmdex dcsvstart -u basespp

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01815-E OSでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01860-E dcjcmdexコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01886-E OpenTP1コマンドの処理に失敗しました 標準エラー出力
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2. dcjchconfコマンドで，システム定義ファイルの「all_node」に「hostA」および
「hostB」を指定する場合で，パラメタに引用符（"）が含まれるとき
 
dcjcmdex dcjchconf DCALL_NODE '"hostA","hostB"'
 

指定するオペランドの値に引用符（"）を使用する場合は，アポストロフィ（'）で囲
みます。
ご使用の OSがWindowsの場合，指定するオペランドの値に引用符（"）を使用する
場合は，引用符（"）を「¥"」と記述します。
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dcjnamch

名称

ドメイン定義ファイルの更新

形式
dcjnamch 〔-e〕 〔-f ドメイン定義ファイル名〕 ノード名 〔ポート番号〕

機能

ドメイン定義ファイルに新しいノードを追加します。

dcjnamchコマンドでドメイン定義ファイルを更新したあと，namchgflコマンドを実行
すると，オンライン中にシステム共通定義の指定値を変えることなくドメイン構成を変
更できます。dcjnamchコマンドは，システム共通定義の name_domain_file_useオペラ
ンドに Yを指定した場合にだけ使用できます。

オプション

● -e

システム共通定義の all_node_exオペランドで指定するドメイン定義ファイルに，新し
いノードを追加します。

このオプションを省略した場合は，システム共通定義の all_nodeオペランドで指定する
ドメイン定義ファイルに，新しいノードを追加します。

● -f　ドメイン定義ファイル名　　～〈ファイル名〉

ノードを追加するドメイン定義ファイル名を指定します。

$DCCONFPATH/dcnamndディレクトリ下に格納されているドメイン定義ファイルを指
定してください。指定したファイルがない場合，新規に作成されます。

-fオプションを省略した場合は，$DCCONFPATH/dcnamnd/dcj_allndファイルを作成
して，指定したノードを追加します。

-fオプション，および -eオプションを両方とも指定した場合は，$DCCONFPATH/
dcnamndexディレクトリ下のドメイン定義ファイルを使用します。

-fオプションを省略して -eオプションを指定した場合は，$DCCONFPATH/
dcnamndex/dcj_allndexファイルを作成して，指定したノードを追加します。

コマンド引数

●ノード名　　～〈1～ 255文字の識別子〉

OpenTP1システムに追加するノード名を指定します。
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/etc/hostsに定義したホスト名または IPアドレスがノード名になります。

●ポート番号　　～〈符号なし整数〉((5001～ 65535))

ネームサーバがウェルノウンポート番号として使用するポート番号を指定します。ポー
ト番号を省略した場合は，システム共通定義の name_portオペランドに指定したネーム
サービスのポート番号が仮定されます。name_portオペランドを指定していない場合は，
10000が仮定されます。

出力メッセージ

注意事項

ドメイン定義ファイルは，$DCCONFPATH/dcnamndディレクトリ下に作成されます。
ただし，-eオプションを指定した場合は，システム共通定義の all_node_exオペランド
で指定するドメイン定義ファイルが $DCCONFPATH/dcnamndexディレクトリ下に作
成されます。定義ファイルを直接変更する場合は，「3.10.1　ドメイン構成の変更」を参
照してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01815-E OSでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01860-E dcjnamchコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E dcjnamchコマンドの処理に失敗しました 標準エラー出力

KFCA01870-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力
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dcmakeup

名称

OpenTP1の内部制御用資源の確保と解放

形式
dcmakeup 〔-d〕 OpenTP1ディレクトリ

機能

OpenTP1が内部制御用に使用する OSの資源を確保，または解放します。

確保した資源は，OpenTP1ディレクトリ下に格納します。確保する資源の数は，
OpenTP1ディレクトリ下のシステム定義情報から解析します。

プロセスサービス定義の prc_process_countオペランドの値を変更した場合は，dcsetup
コマンドを実行したあと，dcstartコマンドを実行する前に，必ず dcmakeupコマンドを
実行してください。

dcmakeupコマンドを実行しなかった場合，OpenTP1の開始処理でこのコマンドの処理
が実行されますが，十分な数の資源を確保するのに時間が掛かることがあります。

いったん確保した資源は OpenTP1で再利用するため，解放する必要はありません。

すでに資源を確保したあとで dcmakeupコマンドを実行しても，正常リターンし，新た
に資源を確保することはありません。

すでに資源を確保したあとにシステム定義を変更した場合，再び dcmakeupコマンドを
実行するか，または OpenTP1を開始すると，システム定義の指定値が増加しているも
のについて，増加した分に対応する資源だけを新たに確保します。システム定義の指定
値が減少しているものについて減少した分の資源を解放することは行いません。

オプション

● -d

OpenTP1の内部制御用資源を解放します。

このオプションの指定を省略すると，OpenTP1が内部制御用に使用する OSの資源が確
保され，指定した OpenTP1ディレクトリ下に格納されます。

コマンド引数

● OpenTP1ディレクトリ　　～〈パス名〉

確保する資源を格納する OpenTP1ディレクトリを指定します。

マルチ OpenTP1の場合は，OpenTP1ごとに指定します。
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dcmapchg

名称

マップファイルのパス名変更

形式
dcmapchg ｛｛-mM｜-mP｜-aM｜-aP｜-m｜-a｝ マッピングサービス識別子 パス名｝

機能

物理マップファイル，PAGECモジュールの読み込みパス名，またはマップファイルの標
準読み込みパス名を変更します。

dcmapchgコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/HNA-560/20
プロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -mM

標準用物理マップ読み込みパス名を変更するときに指定します (TP1/NET/XMAP3)。

● -mP

標準用 PAGECモジュール読み込みパス名を変更するときに指定します (TP1/NET/
XMAP3)。

● -aM

交代用物理マップ読み込みパス名を変更するときに指定します (TP1/NET/XMAP3)。

● -aP

交代用 PAGECモジュール読み込みパス名を変更するときに指定します (TP1/NET/
XMAP3)。

● -m

マッピングサービス定義ファイルのMAPPATHで指定した，標準用物理読み込みパス名
を変更します (TP1/NET/HNA-560/20)。

● -a

マッピングサービス定義ファイルの ALTPATHで指定した，交代用物理マップ読み込み
パス名を変更します (TP1/NET/HNA-560/20)。
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コマンド引数

●マッピングサービス識別子　　～〈1～ 8文字の識別子〉

マッピングサービス定義で指定したマッピングサービス識別子を指定します。

●パス名　　～〈1～ 255文字のパス名〉

変更後のパス名を指定します。

使用例

1. 標準用物理マップ読み込みパスを /tmpに変更する場合
 
dcmapchg -mM mapserv1  /tmp
 

2. 交代用 PAGECモジュール読み込みパス名を /tmpに変更する場合
 
dcmapchg -aP mapserv1  /tmp
 

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10865-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA10870-E オプションモード〈％s〉の指定に誤りがあります 標準出力

KFCA10871-E マッピングサービス識別子〈％s〉の指定に誤りがありま
す

標準出力

KFCA10872-E dcmapchgコマンド入力に誤りがあります 標準出力

KFCA10873-E ソケットインタフェース〈％s〉に異常が発生しました 標準出力

KFCA10874-E エラーコードは〈％s〉です 標準出力

KFCA10875-E マッピングサービスプロセスとの通信に異常を検知しまし
た

標準出力

KFCA10876-E パス名の変更が失敗しました 標準出力

KFCA10877-E 〈％s〉はマッピングサービス定義ファイルにありません 標準出力

KFCA10878-I パス名を変更しました 標準出力

KFCA10879-E マッピングサービスは起動されていません 標準出力

KFCA10880-E パス名〈％s〉の指定に誤りがあります 標準出力

KFCA10886-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準出力
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dcmapls

名称

マップファイルのロード済み資源の表示

形式
dcmapls ｛｛-s｜-d｜-p｝マッピングサービス識別子｝

機能

マップファイルのロード済みの物理マップ，または PAGECモジュールを標準出力に表
示します。

dcmaplsコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/HNA-560/20プ
ロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -s

標準形式で表示する場合に指定します。

● -d

詳細形式で表示する場合に指定します。

● -p

読み込みパス名だけ表示する場合に指定します。

コマンド引数

●マッピングサービス識別子　　～〈1～ 8文字の英数字〉

マッピングサービス属性定義で指定したマッピングサービス識別子を指定します。

使用例

1. マッピングサービス識別子mapserv1のロード済み資源情報を標準形式で表示する場
合
 
dcmapls -s mapserv1
 

2. マッピングサービス識別子mapserv1のロード済み資源情報を詳細形式で表示する場
合
 
dcmapls -d mapserv1
 

538



13.　運用コマンドの詳細
dcmapls
出力形式

● -sオプションを指定した場合

 
KFCA10888-I    MPSの状態表示を開始します。
KFCA10890-I    ii...ii MAPNAME pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm
KFCA10890-I    ii...ii MAPPATH pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm  
KFCA10890-I    ii...ii ALTPATH pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm
KFCA10890-I    ii...ii PGCMNAME pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm
KFCA10890-I    ii...ii PGCSTDPN pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm
KFCA10890-I    ii...ii PGCALTPN pp...pp
KFCA10891-I    mm...mm
KFCA10889-I    MPSの状態表示を終了します。
 

マッピングサービス属性定義でパス名を省略した場合は，KFCA10888-Iメッセージと
KFCA10890-Iメッセージだけが出力されます。

また，標準用物理マップ読み込みパスの表示（MAPPATH），交代用物理マップ読み込み
パスの表示（ALTPATH）で，マップ名称が 8個以上ある場合は，KFCA10891-Iメッ
セージが続いて出力されます。

• MPS：マッピングサービス
• MAPNAME：常駐する物理マップの読み込みパス
• MAPPATH：標準用物理マップ読み込みパス
• ALTPATH：交代用物理マップ読み込みパス
• PGCMNAME：常駐する PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCSTDPN：標準用 PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCALTPN：交代用 PAGECモジュールの読み込みパス
• ii...ii：マッピングサービス識別子
• pp...pp：パス名
• mm...mm：物理マップ名，または PAGECモジュール名

 

● -dオプションを指定した場合

 
KFCA10888-I    MPSの状態表示を開始します。
KFCA10890-I    ii...ii MAPNAME pp...pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       1
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       1
KFCA10890-I    ii...ii MAPPATH pp...pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
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KFCA10890-I    ii...ii ALTPATH pp...pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10890-I    ii...ii PGCMNAME pp...pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       1
KFCA10890-I    ii...ii PGCSTDPN pp...pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10890-I    ii...ii PGCALTPN pp....pp
KFCA10892-I    mm...mm ss...ss hh...hh ll...ll oo...oo       2
KFCA10889-I    MPSの状態表示を終了します。
 

1. 常駐指定した物理マップ，または PAGECモジュールでもマッピングサービス開始時
に入出力エラーなどで常駐化ができなかったものは表示されません。

2. LRU管理されている物理マップ，または PAGECモジュールは，その時点で最も新
しく使用された物理マップ，PAGECモジュールから順に表示されます。

マッピングサービス属性定義でパス名を省略した場合は，KFCA10888-Iメッセージと
KFCA10889-Iメッセージだけが出力されます。

• MPS：マッピングサービス
• MAPNAME：常駐する物理マップの読み込みパス
• MAPPATH：標準用物理マップ読み込みパス
• ALTPATH：交代用物理マップ読み込みパス
• PGCMNAME：常駐する PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCSTDPN：標準用 PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCALTPN：交代用 PAGECモジュールの読み込みパス
• ii...ii：マッピングサービス識別子
• pp...pp：パス名
• mm...mm：物理マップ名，または PAGECモジュール名
• ss...ss：物理マップサイズ，または PAGECモジュールサイズ（10進形式）
• hh...hh：保守情報 1（16進形式）
• ll...ll：保守情報 2（16進形式）
• oo...oo：保守情報 3（16進形式）

 

● -pオプションを指定した場合

 
KFCA10888-I    MPSの状態表示を開始します。
KFCA10890-I    ii...ii MAPNAME pp...pp
KFCA10890-I    ii...ii MAPPATH pp...pp
KFCA10890-I    ii...ii ALTPATH pp...pp
KFCA10890-I    ii...ii PGCMNAME pp...pp
KFCA10890-I    ii...ii PGCSTDPN pp...pp
KFCA10890-I    ii...ii PGCALTPN pp...pp
KFCA10889-I    MPSの状態表示を終了します。
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マッピングサービス属性定義でパス名を省略した場合は，KFCA10888-Iメッセージと
KFCA10890-Iメッセージだけが出力されます。

• MPS：マッピングサービス
• MAPNAME：常駐する物理マップの読み込みパス
• MAPPATH：標準用物理マップ読み込みパス
• ALTPATH：交代用物理マップ読み込みパス
• PGCMNAME：常駐する PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCSTDPN：標準用 PAGECモジュールの読み込みパス
• PGCALTPN：交代用 PAGECモジュールの読み込みパス
• ii...ii：マッピングサービス識別子
• pp...pp：パス名

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10866-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA10870-E オプションモード＜％s＞の指定に誤りがあります 標準出力

KFCA10871-E マッピングサービス識別子＜％s＞の指定に誤りがありま
す

標準出力

KFCA10872-E コマンド入力に誤りがあります 標準出力

KFCA10875-E マッピングサービスプロセスとの通信に異常を検知しまし
た

標準出力

KFCA10877-E マッピングサービス識別子＜％s＞はマッピングサービス
定義ファイルに定義されていません

標準出力

KFCA10879-E マッピングサービスが起動されていません 標準出力

KFCA10881-E マップ名称一覧表示に失敗しました 標準出力

KFCA10886-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準出力

KFCA10888-I 情報の表示を開始します 標準出力

KFCA10889-I 情報の表示を終了します 標準出力

KFCA10890-I 情報（マップ識別子，パス種別，パス名）を表示します 標準出力

KFCA10891-I 情報（マップ名，PAGECモジュール名）を表示します 標準出力

KFCA10892-I 情報（名称，サイズ，保守情報）を表示します 標準出力
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dcmstart

名称

マルチノードエリア，サブエリアの開始

形式
dcmstart 〔-n〕 〔-p〕 〔-t 開始確認時間〕
         ｛-g マルチノードサブエリア識別子｜-w ノード識別子
         〔,ノード識別子〕…｝

機能

次に示す OpenTP1ノードを，同時に正常開始，または再開始します。

• コマンド入力環境の環境変数 DCDIRに対応した OpenTP1ノードが属するマルチ
ノードエリアを構成するすべての OpenTP1ノード

• 指定したマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノード
• -wオプションで指定した OpenTP1ノード

dcmstartコマンド実行時の各 OpenTP1ノードの状態によって，その OpenTP1ノード
に対する処理は異なります。

dcmstartコマンドは，指定された範囲の OpenTP1ノードがすべて開始処理を完了した
ことを確認するか，または開始できないことを確認するまで，OpenTP1ノードを監視し
ます。また，約 30秒ごとに，開始処理中の OpenTP1ノードを報告（メッセージを出
力）します。

ただし，dcmstartコマンドを入力してから一定時間（マルチノード構成定義の
dcmstart_watch_timeオペランドに指定した値）を経過しても，開始処理の完了，また
は開始できないことを確認できなかった場合は，メッセージを出力し，残りの OpenTP1
ノードの監視を打ち切ります。監視を打ち切られた OpenTP1ノードでは，開始処理が
続行されます。ただし，その OpenTP1ノードの開始処理は滞っている可能性がありま
す。この場合，該当する OpenTP1ノードが開始しない要因を調査し，対策してくださ
い。

dcmstartコマンドで OpenTP1ノードが開始できないことを確認できない状態とは，次
のような状態を検知したときです。

• OpenTP1ノードに開始指示を出したが，OpenTP1ノードの状態が開始確認時間の
間，停止中 (TERM)のまま変化しない状態。
典型的な例として次のような場合があります。
1. OpenTP1ノードの開始指示は伝わっているが，初期化処理に時間が掛かり

OpenTP1の状態が開始中にならない。
2. 開始要求した OpenTP1ノードでは何らかの要因で OpenTP1ノードの開始コマン
ドが起動できない。
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系切り替え機能を使用している OpenTP1ノードは，実行系，および待機系に対して開
始処理を実行します。そのため，両方の OpenTP1に関するメッセージが出力されます。

オプション

● -n

前回の終了モードに関係なく，各 OpenTP1ノードを強制的に正常開始します。

このオプションの指定を省略すると，各 OpenTP1ノードの前回の終了状態から開始
モードが決定されます。

　前回の終了モードが正常終了の場合…正常開始

　前回の終了モードが正常終了以外の場合…再開始

● -p

OpenTP1ノードに開始指示をした時点で，コマンドがリターンします。

各 OpenTP1ノードの開始処理の結果は確認しません。

● -t　開始確認時間　　～ ((0～ 65535))

OpenTP1ノードの開始確認時間を秒単位で指定します。

開始確認は 5秒ごとに行われるため，指定した時間よりも長い時間待つ場合があります。
このオプションを省略した場合は，20が仮定されます。1～ 19を指定した場合も，20
が仮定されます。0を指定した場合は，OpenTP1ノードの開始完了を確認するまでノー
ドの監視を続けます。

このオプションの指定値よりもマルチノード構成定義の dcmstart_watch_timeオペラン
ドの指定値の方が短い場合，dcmstart_watch_timeオペランドの指定値が優先されます。

● -g　マルチノードサブエリア識別子　　～〈1～ 8文字の識別子〉

開始するマルチノードサブエリア識別子を一つ指定します。サブエリア名に *を指定す

ると，マルチノードエリアを指定したと見なされます。*は，シェルに展開されないよ

うに，¥や ' 'でエスケープしてください。

マルチノード構成定義の定義コマンド dcmareaに指定された，マルチノードエリア，ま
たはマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノードを正常開始，または
再開始します。

● -w　ノード識別子　　～〈4文字の識別子〉

指定した OpenTP1ノードを開始します。

複数のノード識別子を指定するときは，ノード識別子とノード識別子との間をコンマ
（，）で区切ります。
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出力メッセージ

注意事項
• dcmstartコマンドで各 OpenTP1ノードを開始する処理では，問い合わせ応答のメッ
セージ出力を抑止します。

• 個々の OpenTP1ノードは，dcstartコマンドを使用して単独に開始できます。ただ
し，dcmstartコマンドと dcstartコマンドは，同時に実行しないでください。同時に
実行すると dcmstartコマンドのメッセージが不正になることがあります。

• 開始処理指示送信先 OpenTP1ノードからの応答が，マルチノード構成定義で指定し
た最大応答待ち時間を超えた場合は，タイムアウトが発生した旨のメッセージを出力
し，該当する OpenTP1ノードに対する処理は打ち切られます。

• 系切り替えが発生しているときに，dcmstartコマンドを実行した場合の動作は保証で
きません。

• 同じ OpenTP1ノードに対して，同時に dcmstartコマンドを実行しないでください。
同時に実行すると，dcmstartコマンドのメッセージが不正になることがあります。

• 一つの OpenTP1ノードが，二つ以上のマルチノードサブエリアに重複して属してい
る場合，-gオプションでどのマルチノードサブエリア識別子を指定しても，開始処理
が実行されます。

• マルチノード物理定義からホスト名を取得できなかったノードの場合，メッセージの
ホスト名部分に '********'が表示されます。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01860-E dcmstartコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04603-I OpenTP1ノードは開始処理を始めました 標準出力

KFCA04604-I OpenTP1ノードはオンライン状態になりました 標準出力

KFCA04605-W OpenTP1ノードは起動できません 標準出力

KFCA04606-W OpenTP1ノードの開始を確認できませんでした 標準出力

KFCA04613-E dcmstartコマンドの引数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04615-E 定義ファイルにエラーがあります 標準エラー出力

KFCA04616-E マルチノード構成定義にエラーがあります 標準エラー出力

KFCA04617-E コマンドの指定はマルチノード構成定義の指定と不整合で
す

標準エラー出力

KFCA04619-W OpenTP1ノードは開始処理の監視時間を超えました 標準出力

KFCA04620-I OpenTP1ノードは開始中です 標準出力

KFCA04621-E マルチノード機能実行時にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA04625-I OpenTP1ノードは待機状態になりました 標準出力
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dcmstop

名称

マルチノードエリア，サブエリアの終了

形式
dcmstop〔｛-a｜-b｜-f｝〕〔-p〕｛-g マルチノードサブエリア識別子｜
                                 -w ノード識別子 〔,ノード識別子〕…｝

機能

次に示す OpenTP1ノードを同時に終了します。

• コマンド入力環境の環境変数 DCDIRに対応した OpenTP1ノードが属するマルチ
ノードエリアを構成するすべての OpenTP1ノード

• 指定したマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノード
• -wオプションで指定した OpenTP1ノード

dcmstopコマンド入力時の各 OpenTP1ノードの状態によって，その OpenTP1ノードに
対する処理は異なります。

dcmstopコマンドは，指定された範囲の OpenTP1ノードがすべて終了したことを確認
するか，または終了できないことを確認するまで，OpenTP1ノードを監視します。ま
た，約 30秒ごとに，終了処理中の OpenTP1ノードを報告（メッセージを出力）しま
す。

ただし，dcmstopコマンドを入力してから一定時間（マルチノード構成定義の
dcmstop_watch_timeオペランドに指定した値）を経過しても，終了処理の完了，また
は終了できないことを確認できなかった場合は，メッセージを出力し，残りの OpenTP1
ノードの監視を打ち切ります。監視を打ち切られた OpenTP1ノードでは，終了処理が
続行されます。ただし，その OpenTP1ノードの終了処理は滞っている可能性がありま
す。この場合，該当する OpenTP1ノードが終了しない要因を調査し，対策してくださ
い。

系切り替え機能を使用している OpenTP1ノードは，実行系，および待機系に対して終
了処理を実行します。そのため，両方の OpenTP1に関するメッセージが出力されます。

オプション

● -a

マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアに属する各 OpenTP1ノードを計
画停止 Aで終了します。
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● -b

マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアに属する各 OpenTP1ノードを計
画停止 Bで終了します。

● -f

マルチノードエリア，またはマルチノードサブエリアに属する各 OpenTP1ノードを強
制停止します。

-a，-b，および -fオプションは同時に指定できません。

-a，-b，および -fオプションの指定をすべて省略した場合，マルチノードエリア，また
はマルチノードサブエリアに属する各 OpenTP1ノードは正常終了されます。

● -p

OpenTP1ノードに開始指示をした時点で，コマンドがリターンします。

各 OpenTP1ノードの終了処理の結果は確認しません。

● -g　マルチノードサブエリア識別子　　～〈1～ 8文字の識別子〉

終了するマルチノードサブエリア識別子を一つ指定します。サブエリア名に *を指定す

ると，マルチノードエリアを指定したと見なされます。*は，シェルに展開されないよ

うに，¥や ' 'でエスケープしてください。

マルチノード構成定義の定義コマンド dcmareaに指定された，マルチノードエリア，ま
たはマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノードを終了します。

● -w　ノード識別子　　～〈4文字の識別子〉

指定した OpenTP1ノードを終了します。

複数のノード識別子を指定するときは，ノード識別子とノード識別子との間をコンマ
（，）で区切ります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01860-E dcmstopコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04607-I OpenTP1ノードは終了処理を始めました 標準出力

KFCA04608-I OpenTP1ノードは停止しました 標準出力

KFCA04609-W OpenTP1ノードは終了できません 標準出力

KFCA04610-W OpenTP1ノードの停止を確認できませんでした 標準出力

KFCA04613-E dcmstopコマンドの引数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04614-W OpenTP1ノードは終了処理の監視時間を超えました 標準出力
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注意事項
• 個々の OpenTP1ノードは，dcstopコマンドを使用して単独に終了できます。ただし，

dcmstopコマンドと dcstopコマンドは同時に実行しないでください。同時に実行する
と dcmstopコマンドのメッセージが不正になることがあります。

• 終了処理指示送信先 OpenTP1ノードからの応答が，マルチノード構成定義で指定し
た最大応答待ち時間を超えた場合は，タイムアウトが発生した旨のメッセージを出力
し，該当する OpenTP1ノードに対する処理は打ち切られます。

• 系切り替えが発生しているときに，dcmstopコマンドを実行した場合の動作は保証で
きません。

• 同じ OpenTP1ノードに対して，同時に dcmstopコマンドを実行しないでください。
同時に実行すると，dcmstopコマンドのメッセージが不正になることがあります。

• 一つの OpenTP1ノードが，二つ以上のマルチノードサブエリアに重複して属してい
る場合，-gオプションでどのマルチノードサブエリア識別子を指定しても，終了処理
が実行されます。

• マルチノード物理定義からホスト名を取得できなかったノードの場合，メッセージの
ホスト名部分に '********'が表示されます。

KFCA04615-E 定義ファイルにエラーがあります 標準エラー出力

KFCA04616-E マルチノード構成定義にエラーがあります 標準エラー出力

KFCA04617-E コマンドの指定はマルチノード構成定義の指定と不整合で
す

標準エラー出力

KFCA04618-I OpenTP1ノードは終了中です 標準出力

KFCA04621-E マルチノード機能実行時にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA04626-I OpenTP1ノードの待機終了処理を始めました 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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dcndls

名称

OpenTP1ノードの状態表示

形式
dcndls ｛-g マルチノードサブエリア識別子｜-w ノード識別子
       〔,ノード識別子〕…｝

機能

指定した OpenTP1ノードの状態を標準出力に出力します。

系切り替え機能を使用している OpenTP1ノードは，実行系，および待機系の状態を出
力します。

オプション

● -g　マルチノードサブエリア識別子　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示するマルチノードサブエリアの識別子を一つ指定します。サブエリア名に *

を指定すると，マルチノードエリアを指定したと見なされます。*は，シェルに展開さ

れないように，¥や ' 'でエスケープしてください。

マルチノード構成定義の定義コマンド dcmareaに指定された，マルチノードエリア，ま
たはマルチノードサブエリアを構成するすべての OpenTP1ノードの状態を表示します。

● -w　ノード識別子　　～〈4文字の識別子〉

指定した OpenTP1ノードの状態を表示します。

複数のノード識別子を指定するときは，ノード識別子とノード識別子との間をコンマ
（，）で区切ります。

出力形式

• aaaa：OpenTP1ノードのノード識別子（4文字）
• bb...bb：OpenTP1ノードの状態（13文字以内）
• NOTUP…通信不可
次のどれかの要因が考えられます。
・OpenTP1ノードの dcsetupコマンドが必要な状態
（dcsetupコマンドの未実行状態，または dcsetupコマンドの再実行が必要な状態）
・マルチノード物理定義エラー
548



13.　運用コマンドの詳細
dcndls
（OpenTP1ノードが未登録，またはホスト名・ポート番号の指定誤り）
・通信障害
（OpenTP1ノードがあるホストの電源が未投入，またはネットワーク障害）
• TERM…停止中，または異常終了中
• START_NORMAL…正常開始中
• START_RECOVER…再開始中
• ONLINE…オンライン中
• STOP…終了処理中（正常停止）
• STOPA…終了処理中（計画停止 A）
• STOPB…終了処理中（計画停止 B）
• STANDBY_START…待機系開始中
• STANDBY…待機中
• STANDBY_STOP…待機系終了処理中
• NETDOWN…ネットワーク障害
• TIMEOUT…タイムアウト
• ????…OpenTP1ノード状態の取得失敗

該当する OpenTP1ノードでエラーが発生しているときに表示されます。該当する
OpenTP1ノードの定義を見直すか，または TP1/Multiがインストールされているか
確認してください。

• cc...cc：マルチノードサブエリア識別子（8文字以内）
どのマルチノードエリアにも属さないノードのマルチノードサブエリア識別子の場合
は，'********'が表示されます。
-gオプションで指定されたマルチノードサブエリア識別子に属する OpenTP1ノード
が，ほかのマルチノードサブエリアにも重複して属している場合，-gオプションで指
定されたマルチノードサブエリア識別子が表示されます。
-w，または -gオプションに '*'で指定された OpenTP1ノードが，二つ以上のマルチ
ノードサブエリアに重複して属している場合，マルチノード構成定義で最初に指定さ
れたマルチノードサブエリア識別子が表示されます。

• dd...dd：ホスト名（64文字以内）
マルチノード物理定義で指定したホスト名が出力されます。
マルチノード物理定義からホスト名を取得できなかったノードの場合は，'********'
が表示されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01860-E dcndlsコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04613-E dcndlsコマンドの引数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA04615-E 定義ファイルにエラーがあります 標準エラー出力

KFCA04616-E マルチノード構成定義にエラーがあります 標準エラー出力
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注意事項

系切り替えが発生しているときに，dcndlsコマンドを実行した場合の動作は保証できま
せん。

KFCA04617-E コマンドの指定はマルチノード構成定義の指定と不整合で
す

標準エラー出力

KFCA04621-E マルチノード機能実行時にエラーが発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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dcpplist

名称

製品情報の表示

形式
dcpplist

機能

OpenTP1ディレクトリに構築した環境で動作している製品の形名やバージョンなどを表
示します。

出力形式
 
#   Product ID           Version   Product Name
--- -------------------- --------- -----------------------------
aaa bb....bb             cc....cc  dd....dd
 

• aaa：通番（3けた）
• bb....bb：製品形名（20文字以内）
• cc....cc：バージョン（9文字以内）
• dd....dd：製品名（40バイト以内）

出力メッセージ

注意事項
• dcpplistコマンドは日立 PPインストーラの情報を使用しています。
• dcpplistコマンドを実行すると，日立 PPインストーラでインストールした製品の情
報がすべて表示されます。したがって，OpenTP1関連製品以外の製品情報も表示さ
れます。

• インストールディレクトリを OpenTP1ディレクトリとして使用している場合に
dcpplistコマンドを実行すると，現在インストールされている製品の一覧が表示され
ます。

• 表示される製品名には，uCosminexusが付与されていない場合があります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01815-E OSでエラーが発生しました 標準エラー出
力

KFCA01860-E 使用方法 標準エラー出
力

KFCA01861-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準エラー出
力

551



13.　運用コマンドの詳細
dcrasget
dcrasget

名称

保守資料の取得

形式
dcrasget　〔-c〕 〔-g〕 〔-l〕 取得先ディレクトリ

機能

OpenTP1のトラブルシュートに必要な保守資料を，指定されたディレクトリに取得しま
す。

このコマンドは OpenTP1管理者の権限を持つユーザが，OpenTP1を操作している環境
で実行してください。OpenTP1の動作に必要な環境変数を適切に設定しているかどうか
を確認してください。

このコマンドを入力すると，保守資料を取得する前に取得対象ディレクトリ※の情報を表
示して，処理を続行するかどうかの問い合わせをします。

取得先ディレクトリには，資料を取得するための十分な空き領域が必要になります。こ

のコマンドでは取得対象ディレクトリ※の情報を中心とした資料を取得します。また，取
得先ディレクトリは，資料取得のための一時作業領域としても使用します。一時作業領

域として，取得対象ディレクトリ※の容量の二倍以上の空き容量が必要になります。この

コマンドを実行する前に取得対象ディレクトリ※の容量を確認し，十分な空き容量のある
ディレクトリを取得先ディレクトリに指定してください

注※
$DCDIR/spoolディレクトリ，および $DCDIR/tmpディレクトリ
（prc_current_work_pathオペランド，および prc_coresave_pathオペランドを指定
している場合は，指定したディレクトリを含む）

このコマンドは，シェルスクリプトなどの実行可能ファイル（$DCCONFPATH/
usrrasget）が存在する場合は，コマンド実行時にこのファイルも実行します。dcrasget
コマンドの実行と同期して実行したい処理がある場合は，このファイルを作成してくだ
さい。

オプション

● -c

保守資料取得先のファイルを，資料取得後に圧縮します。

● -g

保守資料を取得する前に取得対象ディレクトリの情報を表示して処理を続行するかどう
552



13.　運用コマンドの詳細
dcrasget
かの問い合わせをしないで処理を実行します。

● -l

$DCDIR/spoolなどの容量の大きい情報は取得しないで，コマンド実行結果などによって
得られる情報だけを取得します。

コマンド引数

●取得先ディレクトリ ～＜パス名＞

保守資料取得先ディレクトリをフルパスで指定します。

このコマンドは OpenTP1管理者の権限を持つユーザが実行するため，ファイルやディ
レクトリをコマンド実行者が作成できるように，指定するディレクトリに適切なアクセ
ス権限を設定しておいてください。

指定されたディレクトリに，次に示す名称の資料ファイルが生成されます。

dcrasget.HOSTNAME.mmddHHMMSS.AAA.tar[.BB]

HOSTNAME：標準ホスト名

mmddHHMMSS：月日時分秒

AAA：取得される情報単位

SAV：$DCDIR/spool/save，および prc_coresave_pathオペランドで指定したディ
レクトリ下の情報

SPL：$DCDIR/spoolディレクトリ下の情報（saveを除く）

TMP：$DCDIR/tmp，および prc_current_work_pathオペランドで指定したディレ
クトリ下の情報

CNF：$DCDIR/confディレクトリなど定義関係の情報

INF：情報ファイルなどの情報

.BB：-cオプションが指定された場合に付加されます。適用 OSが Linuxの場合は「.gz」
で，その他の OSの場合は「.Z」です。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01861-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01897-I 使用方法 標準出力
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dcreport

名称

システム統計情報の標準出力へのリアルタイム編集出力

形式
dcreport　〔-l 〔-n〕〕 〔-c〕 〔-r〕 〔開始ID 〔△終了ID〕〕

機能

共用メモリ上に取得したシステム統計情報を，標準出力へリアルタイムに編集出力しま
す。

このコマンドは，システム共通定義で set statistics=Yを指定している場合に使用できま
す。また，dcstatsコマンドでシステム統計情報のジャーナル出力要求を指定した場合
も，ジャーナル出力中は，システム共通定義の指定に関係なくシステム統計情報を出力
できます。

なお，出力される統計情報 IDについては，表 E-1および表 E-2の dcreport編集用 ID
を参照してください。

オプション

● -l

標準出力およびメッセージログにシステム統計情報を出力します。

● -n

標準出力へのシステム統計情報の出力を抑止します。

● -c

標準出力へのシステム統計情報の出力を CSV形式で行います。

なお，-lと -cを同時に指定した場合，メッセージログには通常形式で出力します。

● -r

システム統計情報を出力するとともに，累積値をリセットします。

コマンド引数

●〔開始 ID〔△終了 ID〕〕　　～〈符号なし整数〉((1～ 213))

出力する統計情報 IDを指定します。統計情報 IDについては，表 E-1および表 E-2の
dcreport編集用 IDを参照してください。

開始 IDだけを指定すると開始 ID以上のシステム統計情報を出力します。
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終了 IDを指定すると，開始 IDから終了 IDまでのシステム統計情報を出力します。

このオプションを省略するとすべてのシステム統計情報を出力します。

なお，開始 ID，終了 ID共に指定する場合は，「開始 ID≦終了 ID」となるように指定し
てください。

出力形式

●標準出力の場合

 
___________________________________________________
ID     件数        平均        最大        最小
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
aaa  bbbbbbbbbb  cccccccccc  dddddddddd  eeeeeeeeee
 

• aaa：統計情報 ID（10進数 3けた）
• bbbbbbbbbb：件数（10進数 10けた）
• cccccccccc：平均（10進数 10けた）
• dddddddddd：最大値（10進数 10けた）
• eeeeeeeeee：最小値（10進数 10けた）

件数，平均，最大値，最小値のすべてを取得できなかった項目は，件数に 0000000000
を出力し，平均，最大値，最小値に ----------を出力します。

件数だけを取得した項目は，平均，最大値，最小値に ----------を出力します。

件数や取得値の累積でオーバフローが発生した場合，件数，平均に **********を出力し
ます。この場合でも，最大値，最小値は出力します。

 

● -cオプションを指定した場合（標準出力への出力形式（CSV形式））

 
aaa,bb...bb,cc...cc,dd...dd,ee...ee
 

• aaa：統計情報 ID（10進数 3けた以内）
• bb...bb：件数（10進数 10けた以内）
• cc...cc：平均（10進数 10けた以内）
• dd...dd：最大値（10進数 10けた以内）
• ee...ee：最小値（10進数 10けた以内）

件数，平均，最大値，最小値のすべてを取得できなかった項目は，件数に 0を出力し，
平均，最大値，最小値に -を出力します。

件数だけを取得した項目は，平均，最大値，最小値に -を出力します。
555



13.　運用コマンドの詳細
dcreport
件数や取得値の累積でオーバフローが発生した場合，件数，平均に *を出力します。こ
の場合でも，最大値，最小値は出力します。

 

● -lオプションを指定した場合（ログファイルへの出力形式）

 
KFCA01890-I  統計情報：ID=aaa 件数=bb...bb
平均=cc...cc 最大=dd...dd 最小=ee...ee
 

• aaa：統計情報 ID（10進数 3けた以内）
• bb...bb：件数（10進数 10けた以内）
• cc...cc：平均（10進数 10けた以内）
• dd...dd：最大値（10進数 10けた以内）
• ee...ee：最小値（10進数 10けた以内）

件数，平均，最大値，最小値のすべてを取得できなかった項目の情報は出力しません。

件数だけを取得した項目は，平均，最大値，最小値に -を出力します。

件数や取得値の累積でオーバフローが発生した場合，件数，平均に *を出力します。こ
の場合でも，最大値，最小値は出力します。

出力メッセージ

注意事項

dcstatsコマンドによるシステム統計情報のジャーナル出力実行中は，-rオプションを指
定した場合でも累積値をリセットしません。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01860-E dcreportコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E コマンド処理中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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dcreset

名称

プロセスサービスの再起動および定義の反映

形式
dcreset

機能

システム共通定義，システム環境定義，およびプロセスサービス定義を変更した場合は，
変更内容を OpenTP1に反映します。また，KFCA00715-Eメッセージが出力された場合
は，中断されていた開始，再開始の処理を開始（中断されていたプロセスサービスを再
起動）します。

システム共通定義，システム環境定義，およびプロセスサービス定義を変更した場合は，
OpenTP1を正常終了してコマンドを実行してください。

KFCA00715-Eメッセージが出力された場合は，メッセージの要因コードで示す障害を
取り除き，OpenTP1が停止しているときに，コマンドを実行してください。

注意事項
• OpenTP1オンライン中にコマンドを実行すると，システムダウンします。
• このコマンドは，OpenTP1管理者と同じグループ IDのユーザ，またはスーパユーザ
だけが実行できます。

• システム環境定義のmode_confオペランドに AUTOを指定している場合，このコマ
ンドを実行すると OpenTP1が自動開始します。
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dcsetup

名称

OpenTP1の OSへの登録と削除

形式
dcsetup ｛〔-j〕｜ -d〔-y｜-n〕｝ OpenTP1ディレクトリ

機能

指定した OpenTP1ディレクトリにある OpenTP1を OSに登録し，OpenTP1の一部を
OSとともに開始，または終了します。

dcsetupコマンド実行環境に設定されていた次の環境変数は，OpenTP1で使用される環
境変数として OSに設定されます。

• LANG
• TZ

ただし，システム定義の putenv形式で環境変数 LANGまたは TZが設定されていた場
合，そのオペランドが有効になった時点で上書きされます。また，ログサービス定義に
putenv形式で環境変数 TZを設定する場合，dcsetupコマンド実行環境に設定されてい
るタイムゾーンと一致させてください。一致していない場合，syslogの時刻が正しく出
力されません。

また，OpenTP1を OSから削除します。削除は OpenTP1を終了してから実行してくだ
さい。

dcsetupコマンドは，スーパユーザだけが実行できます。

dcsetupコマンドの入力結果および出力結果は，syslogに出力されるメッセージ
KFCA01895-Iまたは KFCA01896-Iに示します。

オプション

● -j

dcsetupコマンド実行時に，インストールされている OpenTP1提供のリソースマネジャ
を登録しません。

システム共通定義の jnl_fileless_optionオペランドに Yを指定している場合は，このオ
プションを指定して OpenTP1をセットアップしてください。

● -d

指定した OpenTP1ディレクトリにある OpenTP1を OSから削除します。
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このオプションの指定を省略すると，指定した OpenTP1ディレクトリにある OpenTP1
が OSに登録されます。

-yオプション，または -nオプションの指定を省略している場合，このオプションを指定
してコマンドを実行すると，OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイルを削除
するかどうか，オペレータへの問い合わせが実行されます。

この問い合わせに対し yを指定すると，OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファ
イルを削除します。nを指定すると，OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイ
ルを削除しません。

コマンド実行時の問い合わせを抑止したい場合は，-yオプション，または -nオプション
を指定してコマンドを実行してください。

● -y

指定した OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイルを削除するかどうかのオ
ペレータへの問い合わせを抑止できます。このオプションを指定すると，指定した
OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイルを削除します。

● -n

指定した OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイルを削除するかどうかのオ
ペレータへの問い合わせを抑止できます。このオプションを指定すると，指定した
OpenTP1ディレクトリにある実行に必要なファイルを削除しません。

コマンド引数

● OpenTP1ディレクトリ　　～〈パス名〉

OpenTP1ディレクトリを指定します。50文字以内で指定してください。

マルチ OpenTP1作成時には，OpenTP1ごとに指定します。

注意事項
• dcsetupコマンドは，セットアップ先の OpenTP1が停止している場合にだけ実行で
きます。

• OpenTP1ディレクトリにシンボリックリンクは使用できません。
• dcsetupコマンド実行時に行われるコンパイル処理では，Cコンパイラを次の順序で
検索します。
1. /bin/ccおよび /lib/ccom

/bin/ccと /lib/ccomの両方が必要です。
2. /usr/bin/cc
3. /usr/vac/bin/cc

上記の検索順序で Cコンパイラが見つからない場合には，dcsetupコマンドを実行す
るプロセスの環境変数 PATHの指定値に従います。
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• Linux以外の OSまたは Red Hat Enterprise Linux Server 6未満で使用する場合，次
のことに注意してください。
• $DCDIR/conf/inittab下に，inittabX（Xは 1～ 3の通番）という名称のファイル
をバックアップ用に退避します。

• dcsetupコマンド実行中は，/etc/inittabをエディタなどで編集しないでください。
編集すると，/etc/inittabが破壊されるおそれがあります。

• dcsetupコマンドを killコマンドなどで中断しないでください。コマンドの処理を
中断すると，/etc/inittabが破壊されるおそれがあります。

• dcsetupコマンドは，/tmpおよび /etcにテンポラリファイルを作成します。テンポ
ラリファイルの作成に失敗すると，/etc/inittabが破壊されるおそれがあります。こ
のコマンドを実行するときは，/tmpおよび /etcに十分な空き容量があることを確認
してください。

• Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用する場合，次のことに注意してくださ
い。
• dcsetupコマンド実行中は，/etc/iniディレクトリ下の OpenTP1制御ファイルをエ
ディタなどで編集しないでください。編集すると，/etc/iniディレクトリ下の
OpenTP1制御ファイルが破壊されるおそれがあります。

• dcsetupコマンドを killなどで中断しないでください。コマンドの処理を中断する
と，/etc/iniディレクトリ下の OpenTP1制御ファイルが破壊されるおそれがありま
す。

• dcsetupコマンドは，/tmpおよび /etcにテンポラリファイルを作成します。テンポ
ラリファイルの作成に失敗すると，/etc/iniディレクトリ下の OpenTP1制御ファイ
ルが破壊されるおそれがあります。このコマンドを実行するときは，/tmpおよび /
etcに十分な空き容量があることを確認してください。
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dcshmls

名称

共用メモリ使用状況の表示

形式
dcshmls 〔-d｛stt｜dyn｜all｝〕〔-r〕

機能

OpenTP1稼働中の共用メモリの使用状況を標準出力に出力します。

オプション

● -d　｛stt｜ dyn｜ all｝

使用状況を表示する共用メモリを指定します。

　stt：静的共用メモリの詳細使用状況

　dyn：動的共用メモリの詳細使用状況

　all：静的共用メモリ，および動的共用メモリの詳細使用状況

このオプションの指定を省略すると，次に示す情報が表示されます。

• 共用メモリプール種別
• 共用メモリプールの大きさ
• 現在使用中の共用メモリの合計
• 現在の共用メモリの使用率
• 共用メモリの最大使用量

● -r

OpenTP1が OSに対して確保するよう要求した共用メモリごとに，確保サイズと使用中
サイズの概算値，共用メモリ識別子，および使用者種別を表示します。
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出力形式

1. -dオプション指定時，またはオプションを指定しなかったときに表示されます。
2.「-d stt」，または「-d all」指定時に表示されます。
3.「-d dyn」，または「-d all」指定時に表示されます。
4. -rオプション指定時に表示されます。

• aa...aa：共用メモリプール種別
• Static…静的共用メモリ
• Dynamic…動的共用メモリ

• bbbbbbbb：共用メモリプールの大きさ（16進数）
• cccccccc：現在使用中の共用メモリの合計（16進数）
• dd：現在の共用メモリの使用率（％）（小数点以下切り捨て）
• eeeeeeee：共用メモリの最大使用量（16進数）
• fff：静的共用メモリブロック使用サービス種別（3文字）
ここでの説明は，マニュアル「OpenTP1 システム定義」，およびマニュアル「TP1/
Message Queue 使用の手引」の共用メモリの見積もり式の名称に対応しています。
• adm…システムマネジャ
• prc…プロセスサーバ
• tim…タイマサーバ
• scd…スケジューラ，およびクライアント拡張サービス※ 1

• lck…ロックサーバ
• trn…トランザクションマネジャ
• jnl…ジャーナルサーバ
• cpd…チェックポイントダンプ，またはサーバリカバリジャーナル※ 2

• tjl…トランザクションジャーナル
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• sts…ステータスサーバ
• nam…ネームサーバ
• que…キューサーバ
• prf…性能トレース取得サービス
• rap…rapリスナーおよび rapサーバ
• xar…XAリソースサービス
• dam…DAM
• ist…IST
• nts…メッセージキュー（OSがWindowsの場合）
• rts…リアルタイム統計情報サービス
• mcf…MCFサービス
• mqa…MQAサーバ，リポジトリ管理機能，またはMQCサーバ
• mqt…MQTマネジャサーバ
• crm…XATMI通信サービス

注※ 1
クライアント拡張サービスを使用する場合，静的共用メモリブロック使用サービ
ス種別は scdと表示される部分に含まれます。

注※ 2
静的共用メモリブロック使用サービス種別が cpdと表示され，かつ静的共用メモ
リブロック管理用 subclass値（16進数）が 00002000となる部分は，サーバリ
カバリジャーナルとなります。

• gg：静的共用メモリブロック管理用 class値（16進数）（内部情報）
• hhhhhhhh：静的共用メモリブロックの共用メモリプールの先頭からの位置（16進
数）

• iiiiiiii：静的共用メモリブロックのサイズ（16進数）
• jjjjjjjj：静的共用メモリブロック管理用 subclass値（16進数）（内部情報）
• kk...kk：動的共用メモリブロックを確保したプロセスのプロセス ID
• llllllll：動的共用メモリブロックの共用メモリプールの先頭からの位置（16進数）
• mmmmmmmm：動的共用メモリブロックの動的メモリプールの先頭からの位置（16
進数）

• nnnnnnnn：動的共用メモリブロックのサイズ（16進数）
• oo...oo：動的共用メモリブロックの種別
• EMPTY…未使用
• USE…使用中

• pp...pp：共用メモリ識別子
• qqqqqqqq：OSに確保要求した共用メモリプールの大きさ（16進数）

OSに確保要求した共用メモリプールの大きさは次のとおりです。
OSに確保要求した共用メモリプールの大きさ＝ OpenTP1制御用共用メモリプールの
大きさ＋静的共用メモリプールの大きさ＋動的共用メモリプールの大きさ
563



13.　運用コマンドの詳細
dcshmls
• rrrrrrrr：現在使用中の共用メモリの概算値（16進数）
TP1/Server Baseの共用メモリの場合，共用メモリプールの先頭から，共用メモリ全
体で使用中であるエリアの最高位までのサイズです。TP1/Server Baseの共用メモリ
プールのレイアウトは，アドレスの小さい順から，OpenTP1制御用共用メモリプー
ル，動的共用メモリプール，静的共用メモリプールと配置されています。そのため，
この値は，OpenTP1制御用共用メモリプールのサイズおよび動的共用メモリプール
のサイズに，静的共用メモリプールの最大使用量を加えた値になります。

• ss...ss：共用メモリプールの確保要求者種別
• btn…TP1/Server Base
• dam…TP1/FS/Direct Access
• tam…TP1/FS/Table Access
• ism…ISAM
• mXX…MQA（XX：16進数で 00～ ff）
• ist…TP1/Shared Table Access
• rts…リアルタイム統計情報サービス

出力メッセージ

注意事項

このコマンドで出力される情報は，処理性能への影響を極力抑えるため，排他処理をし
ないで情報を参照します。このため，タイミングによっては情報を正しく取得できない
可能性があります。KFCA00123-Wメッセージが出力された場合は，再度コマンドを実
行してください。複数回実行しても同じメッセージが出力される場合は共用メモリが破
壊されているおそれがありますので，dcstop -dfでシステムを強制停止してください。そ
の際，KFCA00123-Wメッセージで出力された内容を記録し，コアファイルと共用メモ
リダンプを保存し，保守員に連絡してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00110-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00111-E オプションフラグの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00112-E OpenTP1稼働環境ではありません 標準エラー出力

KFCA00113-E OpenTP1の共用メモリを参照できません 標準エラー出力

KFCA00114-E 共用メモリが破壊されているため，使用状況を検索できま
せん

標準エラー出力

KFCA00123-W 使用状況を確認できない共用メモリブロックが存在します 標準エラー出力
564



13.　運用コマンドの詳細
dcstart
dcstart

名称

OpenTP1の開始

形式
dcstart 〔-ngUb〕

機能

計算機内の OpenTP1を正常開始，または再開始します。

オプション

● -n

前回の終了モードに関係なく，OpenTP1を強制的に正常開始します。

このオプションの指定を省略すると，前回の終了モードの指定内容から開始モードが決
定されます。前回の終了モードが正常終了の場合は，正常開始します。正常終了以外の
場合は，前回の処理内容を引き継ぐために，再開始します。

● -g

ユーザサーバの開始に失敗したとき，および OpenTP1を強制的に正常開始するときの
オペレータへの問い合わせを抑止します。

● -U

このオプションを指定した場合，リラン時にユーザサーバを起動しません。このオプ
ションは，障害が発生し，OpenTP1の状態を回復するために OpenTP1をオンラインに
して作業する必要はあるが，ユーザサーバは起動する必要がない場合などに使用してく
ださい。

このオプションは，系切り替え構成の場合の，待機系 OpenTP1の開始にも使用できま
す。これによって，待機系 OpenTP1を，実行系 OpenTP1の未決着トランザクションの
決着，データベースの整合性の管理などの後処理に使用できます。このオプションを使
用して待機系 OpenTP1を開始する運用については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参
照してください。

● -b

MCF構成変更準備停止で OpenTP1を停止したあと，MCF構成変更再開始ではなく強
制的に再開始します。

詳細については，「5.10.3(2)　MCF構成変更再開始機能による OpenTP1の再開始」を
参照してください。
565



13.　運用コマンドの詳細
dcstart
注意事項
• dcstartコマンドを，バックグラウンドで実行する場合は，-gオプションを指定して
ください。

• dcstart -Uオプションを使用する場合には，次のことに注意してください。
• 正常開始では -Uオプションは無視されます。
• ジャーナルアーカイブノードで指定してもオプションは無視されます。
• オンライン開始後に，このオプションでユーザサーバを起動したい場合には，

dcsvstartを使用してください。
• オンライン開始後に，このオプションでユーザサーバの構成を回復したい場合には，
正常終了および強制正常終了以外でシステムを停止し，dcstartで -Uオプションを
付けないでオンラインを起動してください。

• リラン時に，ディスクキューの ITQにメッセージが残っている場合，該当 APが開
始されていないためメッセージは廃棄されます。このとき，ERREVT2を処理する
APも開始されていないため，ERREVT2も通知されません。また，ユーザサーバ
でアプリケーションプログラムを起動し，そのメッセージがディスクキューの ITQ
または OTQに残っている場合も同様です。

• 前回のオンラインでリモート API機能を使用したあとのリランの際にこのオプショ
ンを指定した場合，リモート APIの構成回復まではしません。このオプションを指
定したあとにリモート API機能を使用したい場合は，オンライン開始後，dcsvstart
コマンドで rapリスナーを手動で起動するか，いったん，正常終了および強制正常
終了以外でシステムを停止してから dcstartで -Uオプションを付けないでオンライ
ンを起動してください。

• OSI TPを使ったクライアント／サーバ形態で通信する場合の通信イベント処理用
SPPも UAPと見なされます。通信イベント処理用 SPPを OpenTP1の開始と同時
に開始するように設定してあるときこの機能を使用すると，通信イベント処理用
SPPが開始されないで，アソシエーションの障害検知や再接続ができなくなりま
す。これを回避したい場合は，-Uオプションで OpenTP1開始後に必ず通信イベン
ト処理用 SPPを開始させてください。

• サーバ閉塞引き継ぎ機能を使用すると，次の問題が発生します。

1. スケジュールの閉塞状態は，dcstart -Uでリランしたオンラインでは引き継がれま
せん。

2. スケジュール閉塞状態の SPPが存在し，かつ dcstart -Uでリランしたオンライン
を，いったん計画停止または強制停止してから再度 dcstartを使用して起動した場
合，dcstart -U以前のオンラインのスケジュール閉塞状態が SPPに引き継がれて
しまいます。dcstart -U以前のオンラインのスケジュール閉塞状態が引き継がれな
いようにするには，次のような対策が必要です。
・dcstart -Uでリランしたオンラインは，正常停止するかまたは強制正常開始す
る。
・全ユーザサービス定義に hold_recovery=Nを指定する。
・スケジュールサービス定義に scd_hold_recovery_count=0を指定する。
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dcstart
• 通信できない IPアドレス，または通信できない IPアドレスに変換されるホスト名
を，システムサービス定義の all_nodeオペランドに指定した場合，OpenTP1の起動
に時間が掛かることがあります。詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定
義」を参照してください。

• dcstartコマンドを OSコマンドで強制停止させた場合，OpenTP1が異常終了するこ
とがあります。

• dcstartコマンドで OpenTP1を起動する場合，プロセスサーバに OpenTP1の起動開
始が通知されます。プロセスサーバへの起動通知に失敗すると，dcstartコマンドの機
能によって，自動的に起動通知をリトライします。
この起動通知をリトライする機能を使用した場合，起動通知に失敗したとき，
KFCA01801-Eメッセージ，または KFCA01861-Eメッセージを出力し，起動通知の
リトライ処理をします。
起動通知をリトライするために使用する定義については，マニュアル「OpenTP1 シス
テム定義」を参照してください。

• dcstartコマンドを実行して OpenTP1を起動する際に，次に示すメッセージが出力さ
れることがあります。
• KFCA01801-Eメッセージ（要因：SETUPまたは PAUSE）
• KFCA01861-Eメッセージ（要因：COMMUNICATIONまたは TIMEOUT）

この場合は，次に示す方法で対処してください。
• dcstartコマンドを再実行する
• システム共通定義の dcstart_wakeup_retry_countオペランドおよび

dcstart_wakeup_retry_intervalオペランドで，OpenTP1の起動をリトライする回
数や間隔を指定する
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dcstats
dcstats

名称

システム統計情報の取得開始，終了

形式
dcstats ｛〔-k 統計情報種別〔,統計情報種別〕…〕 〔-m 時間間隔〕
       〔-｛a｜s｝〕 〔サーバ名〔△サーバ名〕…〕｜-r｝

機能

指定したサーバ名のシステム統計情報を，指定した時間間隔でシステムジャーナルファ
イルに出力します。

システム統計情報の出力は，-rオプション指定の dcstatsコマンドで終了できます。-rオ
プション指定の dcstatsコマンドを実行しないと，OpenTP1が停止するまで出力し続け
ます。

dcstatsコマンドを実行したあとに起動されたユーザサーバの，ユーザサーバ単位のシス
テム統計情報は取得されません。

dcstatsコマンドは，アーカイブジャーナルノードでは使用できません。

オプション

● -k　統計情報種別

出力するシステム統計情報の種別を指定します。

複数の統計情報種別を指定する場合，統計情報種別と統計情報種別との間をコンマ（，）
で区切ります。

　rpc：RPC情報

　lck：ロック情報

　prc：プロセス情報

　nam：ネーム情報

　que：メッセージキュー情報

　scd：スケジュール情報

　mcf：MCF情報

　mqa：MQAサービス情報

　dam：DAM情報
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　tam：TAM情報

　trn：トランザクション情報

　cpd：チェックポイントダンプ情報

　jnl：ジャーナル情報

　osl：共用メモリ管理情報

　ist：ノード間共用テーブル情報

　xat：XATMIサービス情報

このオプションの指定を省略すると，すべてのシステム統計情報が出力されます。

● -m　時間間隔　　～〈符号なし整数〉((1～ 1440))《10》

システム統計情報をシステムジャーナルファイルに出力する時間間隔を，分単位で指定
します。

● -a

システム全体，および全ユーザサーバのシステム統計情報を出力します。

-sオプションと同時に指定することはできません。

● -s

システム全体のシステム統計情報を出力します。

-aオプションと同時に指定することはできません。

-a，-sオプション，およびサーバ名の指定をすべて省略すると，システム全体のシステ
ム統計情報が出力されます。

● -r

システム統計情報の出力を終了します。

ほかのオプションと同時に指定すると，-rオプションが有効になり，ほかのオプション
は無視されます。

コマンド引数

●サーバ名　　～〈1～ 8文字の英数字〉

出力するシステム統計情報の発生元のユーザサーバの名称を指定します。

指定したサーバ単位にシステム統計情報を出力します。

-aオプションを指定した場合，サーバ名の指定は無視されます。
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dcstats
注意事項
• dcstatsコマンドの指定は，OpenTP1再開始時には引き継がれません。OpenTP1再
開始後にシステム統計情報を出力する場合は，再び dcstatsコマンドを実行してくだ
さい。

• ユーザサーバを一度終了すると，正常開始時にはユーザサーバのシステム統計情報出
力の指定は引き継がれません。一度終了したユーザサーバのシステム統計情報を出力
する場合は，ユーザサーバの正常開始完了後に dcstatsコマンドを実行してください。
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dcstop

名称

OpenTP1の終了

形式
dcstop 〔｛-n｜-a｜-b〔-q〕｜-f〔-d〕｝〕

機能

計算機内の OpenTP1を終了します。

オプション

● -n

次のような停止状態のユーザサーバがあっても強制的に正常終了します。

• dcsvstop -fコマンドで強制停止したユーザサーバ
• 異常終了したユーザサーバが SUPまたはソケット受信型 SPPの場合

これらの異常終了したサーバおよび強制停止したサーバをチェックして，システムの正
常終了を続行することが，正常終了の処理と異なります。

● -a

OpenTP1を計画停止 Aで終了します。

● -b

OpenTP1を計画停止 Bで終了します。

● -f

OpenTP1を強制停止します。

-n，-a，-b，および -fオプションは，同時に指定できません。

● -d

OpenTP1を強制停止したときに，稼働するすべてのプロセスのコアファイル，および共
用メモリ情報を取得します。dcstopコマンドが終了しないとき，またはシステムで異常
が発生したときに，トラブルシュート情報としてコアファイル，および共用メモリ情報
を取得するために指定します。

このオプションは -fオプションと一緒に指定してください。

● -q

OpenTP1をMCF構成変更準備停止で終了します。
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このオプションは -bオプションと一緒に指定してください。-bオプションと同時に指定
しない場合，KFCA01860-Eメッセージを出力して dcstopコマンドが終了します。

TP1/Message Control - Extension 1が組み込まれていない場合，KFCA01861-Eメッ
セージを出力して dcstopコマンドが終了します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01801-E 環境変数 DCDIRが未設定です 標準エラー出力

KFCA01821-E OpenTP1を続行できません メッセージログ
ファイル

KFCA01840-I OpenTP1は終了中です メッセージログ
ファイル

KFCA01841-I OpenTP1は停止しています 標準出力

KFCA01842-I サーバは終了中です メッセージログ
ファイル

KFCA01844-E サーバの終了処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01846-E システムを正常終了できません メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01847-E システムを終了できません メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01848-I すべてのユーザサーバが終了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01849-W サーバの終了を待ち合わせます メッセージログ
ファイル，
標準出力

KFCA01860-E dcstopコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E dcstopコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01863-E dcstopコマンドを実行できません メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01864-E タイムオーバです メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01865-E dcstopコマンドを中止します メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01867-E 共用メモリを確保できません 標準エラー出力

KFCA01869-E dcstopコマンドを実行できません 標準エラー出力
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注意事項
• すべてのオプションの指定を省略すると，OpenTP1は正常終了します。
• システムサービスに障害が発生したときに dcstopコマンドを入力すると，タイミング
によっては OpenTP1が異常終了することがあります。

• 部分回復中は終了できません。
• 終了処理中はサーバの再起動を抑止します。
• dcstopコマンドが終了しないとき，またはシステムで異常が発生したとき，dcstop -fd
コマンドで OpenTP1を強制停止し，コアファイルと共用メモリ情報を取得すると，
要因を調査できます。

• dcstop -fdが入力されると，障害情報の取得のためにマシンの負荷が上がります。そ
のため，二つ以上の OpenTP1が同一マシン上で稼働していた場合，マルチ OpenTP1
構成ではタイムアウトが，相互ホットスタンバイなどのHA構成ではスローダウンま
たはタイムアウトが，ほかの OpenTP1で発生することがあります。

• HP-UXの場合，dcsvstartコマンドで起動するユーザサーバのリンケージのバインド
モードは immediateにしてください。immediate以外でリンケージした実行形式
ファイルを使用した場合は，OpenTP1は動作を保証しません。ユーザサーバが原因
不明で異常終了した場合は，OSの chatrコマンドでバインドモードが immediateか
どうかを確認してください。

• dcstopコマンドを OSコマンドで強制停止させた場合，OpenTP1が異常終了するこ
とがあります。

• dcstop -fを入力した場合は，次のことに注意してください。
• 強制停止の延長で，KFCA00105-Eメッセージが出力されることがあります。
• KFCA00105-Eメッセージでアボートコード「olkcrit」が出力されている場合，

dcstopコマンドのリターン値が 0以外になることがありますが，OpenTP1は停止
しています。

• dcstopコマンドが正常リターンした直後に OpenTP1の運用コマンドを入力するシェ
ルスクリプトは，組まないようにしてください。

• OpenTP1停止直後には，dcstopコマンドを入力しないでください。コマンドが中断
するおそれがあります。

• TP1/Message Controlを使用する場合，TP1/Message Controlの起動が完了してから
dcstopコマンドを入力してください。TP1/Message Controlの起動が完了する前に
dcstopコマンドを入力した場合，dcstopコマンドがタイムアウトすることがありま
す。TP1/Message Controlの起動が完了しているかどうかは，KFCA10151-Iメッ
セージが出力されているか，または -wオプションを指定したmcftlscomコマンドで
確認できます。
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dcsvstart

名称

サーバの開始

形式
dcsvstart -u ユーザサーバ名〔,ユーザサーバ名〕…〔-a 引数〕

機能

サーバを開始します。

dcsvstartコマンドは，アーカイブジャーナルノードでは使用できません。

オプション

● -u　ユーザサーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

開始するユーザサーバのサーバ名を指定します。

一つの dcsvstartコマンドで指定できるユーザサーバ名の最大数は 50です。

複数のユーザサーバ名を指定する場合，ユーザサーバ名とユーザサーバ名との間をコン
マ（,）で区切ります。このとき，ユーザサーバ名の直後に空白を入れないでください。

このオプションの指定を省略すると，ユーザサーバは開始しません。

● -a　引数

～〈，（コンマ）および "（ダブルクォーテーション）を除く 1～ 127文字の文字列〉

-uオプションで指定されたサーバのうち，SUPの起動時の第 1引数を指定します。

-uオプションで上記の条件のサーバが複数指定されている場合，そのすべてのサーバの
第 1引数に -aオプションで指定された文字列が渡されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01801-E 環境変数 DCDIRが未設定です 標準エラー出力

KFCA01811-I サーバは開始中です メッセージログ
ファイル

KFCA01812-E サーバの開始処理が失敗しました メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01813-I サーバはオンライン中です メッセージログ
ファイル

KFCA01815-E OSでエラーが発生しました 標準エラー出力
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注意事項
• dcsvstartコマンドが終了しない場合は，dcsvstop -dfコマンドで UAPを強制停止し，
コアファイルを取得すると，要因を調査できます。dcsvstop -dfコマンドを実行する
と，dcsvstartコマンドもコアファイルにトラブルシュート情報を出力して終了しま
す。dcsvstartコマンドの異常終了によって，OpenTP1が異常終了することはありま
せん。ただし，次の場合は OpenTP1が異常終了することがあります。
• dcsvstop -dfコマンドに指定したユーザサーバに対して，ユーザサービス定義で

critical=Yを指定している場合。
• dcsvstartコマンドを OSコマンドで強制停止させた場合。

• MHPを開始するには，MHPに対するサービスの状態がすべて閉塞解除，保留解除さ
れた状態で，dcsvstartコマンドを実行する必要があります。サービスの状態は，
mcfalsapコマンド，mcftlssvコマンド，およびmcftlssgコマンドで確認できます。

KFCA01818-E サーバの起動を中止します 標準エラー出力

KFCA01860-E dcsvstartコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E dcsvstartコマンドの処理に失敗しました 標準エラー出力

KFCA01863-E コマンドを実行できません メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01863-E タイムオーバです メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01866-E サーバ重複エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01867-E 共用メモリを確保できません 標準エラー出力

KFCA01868-E サーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01869-E dcsvstartコマンドは受け付けられません 標準エラー出力

KFCA01870-E メモリ不足が発生しました メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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dcsvstop
dcsvstop

名称

サーバの終了

形式
dcsvstop [-f[-d]] ユーザサーバ名[ ユーザサーバ名]…

機能

サーバを終了します。

dcsvstopコマンドは，アーカイブジャーナルノードでは使用できません。

オプション

● -d

ユーザサーバを強制停止したときに，ユーザサーバのコアファイルを取得します。
dcsvstartコマンド，または dcsvstopコマンドが終了しないときにトラブルシュート情
報としてコアファイルを取得するために指定します。

このオプションは，-fオプションと一緒に指定してください。

● -f

指定したユーザサーバを強制停止します。

このオプションの指定を省略すると，OpenTP1は該当するサーバを正常終了します。

コマンド引数

●ユーザサーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

終了するユーザサーバの名称を指定します。一つの dcsvstopコマンドで指定できるユー
ザサーバ名の最大数は 50です。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01801-E 環境変数 DCDIRが未設定です 標準エラー出力

KFCA01821-E OpenTP1を続行できません メッセージログ
ファイル

KFCA01842-I サーバは終了中です メッセージログ
ファイル

KFCA01843-I サーバは停止しています メッセージログ
ファイル
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dcsvstop
注意事項
• dcsvstopコマンドが終了しない場合，dcsvstop -dfコマンドで UAPを強制停止し，コ
アファイルを取得すると，要因を調査できます。強制停止すると dcsvstopコマンドは
トラブルシュート情報をコアファイルに出力して終了します。dcsvstopコマンドの異
常終了によって，OpenTP1が異常終了することはありません。ただし，次の場合は
OpenTP1が異常終了することがあります。
• dcsvstop -dfコマンドに指定したユーザサーバに対して，ユーザサービス定義で

critical=Yを指定している場合。
• dcsvstopコマンドを OSコマンドで強制停止させた場合。

• MHPに対して dcsvstopコマンドを実行する場合，入力キューへのメッセージ滞留状
態によってMHPが終了しないことがあります。この場合は，dcsvstopコマンドを実
行してMHPを終了したあとのメッセージ処理運用を考慮して，MCFを閉塞
（mcftdctsgコマンドおよびmcfthldiqコマンド）するかどうかを判断してください。

KFCA01844-E サーバの終了処理に失敗しました メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01849-W サーバの終了を待ち合わせます メッセージログ
ファイル，
標準出力

KFCA01860-E dcsvstopコマンドの入力形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01861-E dcsvstopコマンドの処理に失敗しました メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01862-E サーバ名を入力してください メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01863-E dcsvstopコマンドを実行できません メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA01866-E サーバ重複エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01867-E 共用メモリを確保できません 標準エラー出力

KFCA01868-E サーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01869-E dcsvstopコマンドは受け付けられません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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filbkup
filbkup

名称

OpenTP1ファイルシステムのバックアップ

形式
filbkup 〔-y〕〔-r〕〔-i〕〔-｛c｜l｜f｝〕
         OpenTP1ファイルシステム領域名〔/OpenTP1ファイル名〕
         バックアップファイル名

機能

指定した OpenTP1ファイルシステムをバックアップします。このとき，OpenTP1ファ
イルの属性もバックアップします。バックアップ用のファイルには一つの OpenTP1
ファイルシステムだけをバックアップできます。複数の OpenTP1ファイルシステムを
バックアップしたい場合は，バックアップしたい OpenTP1ファイルシステムの数だけ
ファイルが必要です。

filbkupコマンドは，OpenTP1ファイルシステムをバックアップする前にユーザに確認
を求めますが，-yオプションを指定すると，確認を求めないですぐにバックアップする
こともできます。

filbkupコマンドを実行できるのは OpenTP1管理者です。

なお，バックアップした OpenTP1ファイルシステムは filrstrコマンドでリストアでき
ます。

また，OpenTP1ファイル名を指定してバックアップすることもできますが，これは主に
保守情報を取得するために行います。

オプション

● -y

このオプションを指定すると，ユーザに確認しないで，すぐに OpenTP1ファイルシス
テムをバックアップします。

-yオプションの指定を省略すると，OpenTP1ユーザに確認してから OpenTP1ファイル
システムをバックアップします。

● -r

バックアップ先ファイルがすでにある場合，そのファイルを削除して新しくバックアッ
プ先ファイルを作成します。

-rオプションの指定を省略すると，バックアップ先ファイルがすでにある場合 filbkupコ
マンドはエラー終了します。
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filbkup
● -i

OpenTP1ファイルの読み出し中にエラーが発生した場合，そのファイルのバックアップ
を中止して，次のファイルから再び読み出します。なお，エラーが発生したファイルの
残りのエリアはクリアされます。

-iオプションの指定を省略すると，OpenTP1ファイルの読み出し中にエラーが発生した
場合，filbkupコマンドはエラー終了し，エラーメッセージが出力されます。

● -｛c｜ l｜ f｝

-c
指定した OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または
他ユーザが使用中の場合，OpenTP1ファイルシステムをバックアップしません。

-l
指定した OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または
他ユーザが使用中の場合，使用中の OpenTP1ファイルについてはバックアップし
ません。

-f
指定した OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または
他ユーザが使用中の場合でも，OpenTP1ファイルシステムを強制的にバックアップ
します。

コマンド引数

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

バックアップする OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル
名，または通常ファイル名を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

バックアップする OpenTP1ファイルの名称を指定します。

このコマンド引数を指定すると，指定した OpenTP1ファイルだけがバックアップされ
ます。

●バックアップファイル名　　～〈パス名〉

バックアップ先のファイルの名称を指定します。

注意事項
• 指定した OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または
他ユーザが使用中の場合，OpenTP1ファイルシステムのバックアップは行いません。
強制的にバックアップしたい場合は，-l，または -fオプションを指定してください。

• OpenTP1ファイルシステムのバックアップ中にエラーが発生した場合，直ちにバッ
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filbkup
クアップ処理を中断するため，バックアップ先のファイルの中身は保証できません。
この場合のバックアップ先のファイルは削除されません。
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filchgrp
filchgrp

名称

OpenTP1ファイルグループの変更

形式
filchgrp グループ OpenTP1ファイルシステム領域名/OpenTP1ファイル名

機能

指定した OpenTP1ファイルのグループを，指定したグループに変更します。

filchgrpコマンドを実行できるのは，OpenTP1管理者，または OpenTP1ファイルの所
有者だけです。

コマンド引数

●グループ

10進数のグループ ID，またはグループファイル（/etc/group）にあるグループ名のどれ
かを指定します。

指定した文字列がすべて数字で，かつその文字列に一致するグループ名称が /etc/group
エントリ中にない場合，その文字列を 10進数のグループ IDと見なします。

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル名，または通常ファ
イル名を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

OpenTP1ファイル名を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01507-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01533-E 指定した OpenTP1ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01536-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01541-E 指定したグループ名がありません 標準エラー出力

KFCA01543-E 指定したグループ IDが大き過ぎます 標準エラー出力

KFCA01570-E ファイルとのバージョンが不整合です 標準エラー出力

KFCA01571-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力
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filchgrp
KFCA01572-E オープン時に上限値オーバが発生しました 標準エラー出力

KFCA01573-E 指定した OpenTP1ファイルシステム領域がありません 標準エラー出力

KFCA01574-E 指定したファイルのファイル名が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01575-E 指定したファイルがキャラクタ型スペシャルファイルまたは
通常ファイルではないか，ファイルはあっても対応する装置
がありません

標準エラー出力

KFCA01576-E ファイルが OpenTP1ファイルシステムではありません 標準エラー出力

KFCA01577-E filchgrpコマンドの実行権がありません 標準エラー出力

KFCA01578-E OpenTP1ファイルシステムのロックに失敗しました 標準エラー出力

KFCA01582-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01583-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01599-E 異常が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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filchmod

名称

OpenTP1ファイルのアクセス許可モードの変更

形式
filchmod モード OpenTP1ファイルシステム領域名/OpenTP1ファイル名

機能

指定した OpenTP1ファイルのファイルアクセス許可を，指定したモードに従って変更
します。

filchmodコマンドを実行できるのは，OpenTP1管理者，または OpenTP1ファイルの所
有者です。

コマンド引数

●モード

モードは，絶対形式，または記号形式で指定します。

絶対形式で指定する場合，次の意味になります。

記号形式で指定する場合，次の形式で指定します。

　〔だれに〕操作〔アクセス権〕

• だれに：だれに対する許可であるかを指定します。
u…所有者
g…グループ
o…他者
a…所有者，グループ，および他者
この指定を省略すると，aが仮定されます。

• 操作：どのような操作をするかを指定します。
+…アクセス権を追加

絶対形式 意味

0400 所有者による読み出し権

0200 所有者による書き込み権

0040 グループによる読み出し権

0020 グループによる書き込み権

0004 他者による読み出し権

0002 他者による書き込み権
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filchmod
-…アクセス権を削除
=…アクセス権に指定したもの以外を削除

• アクセス権：アクセス権を指定します。
r…読み出しを許可
w…書き込みを許可
アクセス権の指定を省略すると，読み出しも書き込みもできません。操作に =を指定
したときだけ，アクセス権の指定を省略できます。

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル名，または通常ファ
イル名を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

OpenTP1ファイル名を指定します。

出力メッセージ

使用例

スペシャルファイル名が「/dev/rdsk/rhd2a」，OpenTP1ファイル名が「file」のときに，

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01508-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01533-E 指定した OpenTP1ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01536-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01538-E モード引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01570-E ファイルとのバージョンが不整合です 標準エラー出力

KFCA01571-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01572-E オープン時に上限値オーバが発生しました 標準エラー出力

KFCA01573-E 指定した OpenTP1ファイルシステム領域がありません 標準エラー出力

KFCA01574-E 指定したファイルのファイル名が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01575-E 指定したファイルがキャラクタ型スペシャルファイルまた
は通常ファイルではないか，ファイルがあっても対応する
装置がありません

標準エラー出力

KFCA01576-E ファイルが OpenTP1ファイルシステムではありません 標準エラー出力

KFCA01577-E filchmodコマンドの実行権がありません 標準エラー出力

KFCA01578-E OpenTP1ファイルシステムのロックに失敗しました 標準エラー出力

KFCA01582-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01583-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01599-E 異常が発生しました 標準エラー出力
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filchmod
記号形式ですべてに対して読み出し権を追加する例を三つ示します。

 
filchmod ugo+r /dev/rdsk/rhd2a/file
filchmod a+r /dev/rdsk/rhd2a/file
filchmod +r /dev/rdsk/rhd2a/file
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filchown

名称

OpenTP1ファイル所有者の変更

形式
filchown 所有者 OpenTP1ファイルシステム領域名/OpenTP1ファイル名

機能

指定した OpenTP1ファイルの所有者を変更します。

filchownコマンドを実行できるのは OpenTP1管理者，または OpenTP1ファイルの所
有者です。

コマンド引数

●所有者

10進数のユーザ ID，またはパスワードファイル（/etc/passwd）にあるログイン名のど
れかを指定します。

指定した文字列がすべて数字で，かつその文字列に一致するログイン名が /etc/passwdエ
ントリ中にない場合，その文字列を 10進数のユーザ IDと見なします。

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル名，または通常ファ
イル名を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

OpenTP1ファイル名を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01506-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01533-E 指定した OpenTP1ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01536-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01540-E 指定したログイン名がありません 標準エラー出力

KFCA01542-E 指定したユーザ IDが大き過ぎます 標準エラー出力

KFCA01570-E ファイルとのバージョンが不整合です 標準エラー出力

KFCA01571-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力
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KFCA01572-E オープン時に上限値オーバが発生しました 標準エラー出力

KFCA01573-E 指定した OpenTP1ファイルシステム領域がありません 標準エラー出力

KFCA01574-E 指定したファイルのファイル名が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01575-E 指定したファイルがキャラクタ型スペシャルファイルまたは
通常ファイルではないか，ファイルがあっても対応する装置
がありません

標準エラー出力

KFCA01576-E ファイルが OpenTP1ファイルシステムではありません 標準エラー出力

KFCA01577-E filchownコマンドの実行権がありません 標準エラー出力

KFCA01578-E OpenTP1ファイルシステムのロックに失敗しました 標準エラー出力

KFCA01582-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01583-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01599-E 異常が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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fills
fills

名称

OpenTP1ファイルシステムの内容表示

形式
fills｛〔-〔H〕〔L〕〔｛t｜u｝〕〕 OpenTP1ファイルシステム領域名 
       〔/OpenTP1ファイル名〕｜〔-x〕 OpenTP1ファイルシステム領域名 
       〔/OpenTP1ファイル名〕｝

機能

OpenTP1ファイルシステムの内容を標準出力に出力します。

コマンド引数に OpenTP1ファイルシステム領域名だけを指定した場合は，指定した
OpenTP1ファイルシステム内にあるすべての OpenTP1ファイルの内容を，ファイル名
のアルファベット順で出力します。コマンド引数に OpenTP1ファイル名も指定した場
合は，指定した OpenTP1ファイルの内容だけ出力します。

オプション

● -H

表示する情報にヘッダを付けて，ファイル名のアルファベット順に，縦方向に表示しま
す。

● -L

ファイルのロック状態を，ファイル名のアルファベット順に，縦方向に表示します。

● -｛t｜ u｝

-t
最終更新日時が最近のものから順に，OpenTP1ファイルシステムの内容を表示しま
す。

-u
最終アクセス日時が最近のものから順に，OpenTP1ファイルシステムの内容を表示
します。

-Hオプションおよび -Lオプションと，-tオプションまたは -uオプションを同時に指定
すると，表示内容の順序は，-tオプションまたは -uオプションの指定が有効になりま
す。

● -x

ファイル名だけをアルファベット順に，横方向に表示します。
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すべてのオプションの指定を省略すると，OpenTP1ファイルシステムの内容がファイル
名のアルファベット順に，縦方向に表示されます。

コマンド引数

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル名，または通常ファ
イル名を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

OpenTP1ファイル名を指定します。

出力形式

● -Hオプションを指定した場合

 
  MODE   UID     GID    RSIZE   RNUM  TIME    FILE
 aabbcc dd...dd ee...ee  ffff   ggggg hh...hh ii...ii
 

• aa：所有者に対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• bb：グループに対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• cc：他者に対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• dd...dd：所有者名（9文字以内）
• ee...ee：所有者のグループ名（9文字以内）
• ffff：レコード長
• ggggg：レコード数
• hh...hh：最終更新日時
時 :分△月日年の形式

• ii...ii：OpenTP1ファイル名

 

● -Hオプションと -Lオプションを指定した場合
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  MODE   UID     GID    PID  L TIME    FILE
 aabbcc dd...dd ee...ee pppp q hh...hh ii...ii
 

• aa：所有者に対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• bb：グループに対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• cc：他者に対するアクセス権
• r…読み出し権がある
• w…書き込み権がある
• -…読み出し権，または書き込み権がない

• dd...dd：所有者名（9文字以内）
• ee...ee：所有者のグループ名（9文字以内）
• pppp：ロックを掛けているプロセスのプロセス ID
ロックが掛けられていない場合は，「－」が表示されます。

• q：ロック状態の識別フラグ
• E…占有ロック
• S…共有ロック
• -…ロックが掛けられていない

• hh...hh：最終更新日時
時 :分△月日年の形式

• ii...ii：OpenTP1ファイル名

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01503-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01533-E ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA01536-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01537-E オプションフラグの指定がないか，またはオプションフラグ
の組み合わせが誤っています

標準エラー出力

KFCA01570-E ファイルとのバージョンが不整合です 標準エラー出力

KFCA01571-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01572-E オープン時に上限値オーバが発生しました 標準エラー出力
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KFCA01573-E 指定した OpenTP1ファイルシステム領域がありません 標準エラー出力

KFCA01574-E 指定したファイルのファイル名が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01575-E 指定したファイルがキャラクタ型スペシャルファイルまたは
通常ファイルではないか，ファイルがあっても対応する装置
がありません

標準エラー出力

KFCA01576-E ファイルが OpenTP1ファイルシステムではありません 標準エラー出力

KFCA01578-E OpenTP1ファイルシステムのロックに失敗しました 標準エラー出力

KFCA01582-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01583-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01599-E 異常が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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filmkfs

名称

OpenTP1ファイルシステムの初期設定

形式

1. キャラクタ型スペシャルファイルの場合
 
filmkfs -s セクタ長 -n 容量 -l 最大ファイル数
      〔-v OpenTP1ファイルシステム名〕 スペシャルファイル名
 

2. 通常ファイルの場合
 
filmkfs〔-r〕 -n 容量 -l 最大ファイル数 
       〔-v OpenTP1ファイルシステム名〕 通常ファイル名

機能

指定したハードディスクのパーティション，または通常ファイルを，OpenTP1ファイル
システム用に初期設定します。初期設定は，OpenTP1ファイルシステムとして通常ファ
イル，またはパーティションを割り当てるときに一度だけ行います。

filmkfsコマンドを実行できるのは，キャラクタ型スペシャルファイルの場合，スーパ
ユーザ，またはキャラクタ型スペシャルファイルの所有者です。通常ファイルの場合は，
スーパユーザ，または通常ファイルを作成するディレクトリに書き込みを許可されてい
るユーザです。通常ファイルがすでに存在する場合は，スーパユーザ，または通常ファ
イルの所有者です。

オプション

● -r

ユーザに確認を求めないで初期化します。そのため，指定した通常ファイルがすでにあ
る場合，そのファイルの内容は失われます。

-rオプションの指定を省略すると，指定した通常ファイルがすでにある場合，初期化す
るかどうか，確認を求められます。

● -s　セクタ長

OpenTP1ファイルシステムを構築するハードディスクのセクタ長を指定します。

-sオプションには，キャラクタ型スペシャルファイルに対応するディスクのセクタ長を
指定してください。なお，指定できる最大のセクタ長は 2048です。不正なセクタ長を指
定した場合は，引数の指定誤り，I/Oエラーなどのエラーメッセージを出力して，
filmkfsコマンドの処理が失敗します。
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● -n　容量　　～ ((1～ 4095))（単位：メガバイト）

OpenTP1ファイルシステムとして割り当てる容量をメガバイトで指定します。

-nオプションには，キャラクタ型スペシャルファイルの容量以下の値を指定してくださ
い。ディスクボリューム，またはパーティションの容量より大きな値を指定すると，容
量不足，I/Oエラーなどのエラーメッセージを出力して，filmkfsコマンドの処理が失敗
します。

● -l　最大ファイル数　　～ ((1～ 4096))

OpenTP1ファイルシステム内に作成するファイル数の上限を指定します。

● -v　OpenTP1ファイルシステム名　　～〈1～ 8文字の OpenTP1ファイル名〉

OpenTP1ファイルシステムに付ける名称を指定します。

-vオプションの指定を省略すると，OpenTP1ファイルシステムに名称が付きません。

コマンド引数

●スペシャルファイル名　　～〈パス名〉

初期化するスペシャルファイルの名称を指定します。

指定するファイルはキャラクタ型スペシャルファイルです。

●通常ファイル名　　～〈パス名〉

初期化する通常ファイルの名称を指定します。

注意事項
• 容量不足，I/Oエラーなどのエラーメッセージを出力して，filmkfsコマンドの処理が
失敗した場合，OpenTP1管理者は，OpenTP1ファイルシステムの容量を正確に計算
して，ディスクを割り当てる必要があります。

• OpenTP1ファイルシステムにキャラクタ型スペシャルファイルを指定する場合，
UNIXファイルシステムとして使用しているパーティションを指定しないでください。

• OpenTP1ファイルシステム領域名に指定できる長さは 49文字までです。49文字を超
える OpenTP1ファイルシステム領域名を指定した場合，KFCA01574-Eメッセージ
を出力します。

• OpenTP1ファイルシステムの信頼性を確保したい場合，キャラクタ型スペシャル
ファイルを使用する必要があります。
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filrstr

名称

OpenTP1ファイルシステムのリストア

形式
 filrstr 〔-y〕〔-q〕〔-｛t｜o｜r｝〕 〔-｛c｜l｝〕
          バックアップファイル名 〔/OpenTP1ファイル名〕
          OpenTP1ファイルシステム領域名

機能

filbkupコマンドでバックアップした OpenTP1ファイルシステムを OpenTP1ファイル
システム領域にリストアします。

filrstrコマンドは，OpenTP1ファイルシステムをリストアする前にユーザに確認を求め
ますが，-yオプションを指定すると，確認を求めないですぐにリストアできます。

filrstrコマンドを実行できるのは，スーパユーザ，および OpenTP1ファイルシステムを
初期設定するユーザだけです。

また，OpenTP1ファイル名を指定してリストアすることもできますが，これは主に保守
情報を取得するために行います。

オプション

● -y

ユーザに確認しないで，すぐに OpenTP1ファイルシステムをリストアします。

-yオプションの指定を省略すると，ユーザに確認してから OpenTP1ファイルシステム
がリストアされます。

● -q

OpenTP1ファイルシステムのファイル管理情報を一括で書き込み，高速にリストアしま
す。

● -｛t｜ o｜ r｝

リストア元のファイルとリストア先の OpenTP1ファイルシステムに，同じ名称の
OpenTP1ファイルがあるときの動作を指定します。

-t
最終更新日時を比較して，リストア元のファイル上の OpenTP1ファイルの方が新
しければ，OpenTP1ファイルをリストアします。

-o
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同じ名称の OpenTP1ファイルについてはリストアしません。

-r
最終更新日時に関係なく，OpenTP1ファイルをリストアします。

● -｛c｜ l｝

指定を省略，または -qオプションを指定すると，-cが仮定されます。

-c
OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または他ユーザ
が使用中の場合，OpenTP1ファイルシステムをリストアしません。

-l
OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または他ユーザ
使用中の場合，使用中の OpenTP1ファイルはリストアしません。

コマンド引数

●バックアップファイル名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムをバックアップしたファイルの名称を指定します。

● OpenTP1ファイル名　　～〈OpenTP1ファイル名〉

リストアする OpenTP1ファイルの名称を指定します。

このコマンド引数を指定すると，指定した OpenTP1ファイルだけがリストアされます。

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムをリストアするキャラクタ型スペシャルファイル名，または
通常ファイル名を指定します。指定するキャラクタ型スペシャルファイル，または通常
ファイルは，OpenTP1ファイルシステム用に初期設定しておく必要があります。

注意事項
• filbkupコマンドを実行すると，プロセスの打ち切りなどでファイル管理テーブルが孤
立している無効ファイルもバックアップします。filrstrコマンドで -rオプションを指
定した場合，バックアップされた無効ファイルと同じ名称のファイルがあると，その
ファイルを無効ファイルと置き換えてしまいます。このため，基本的に -tオプショ
ン，または -oオプションを指定してください。

• OpenTP1ファイルシステム中の OpenTP1ファイルを他プロセス，または他ユーザが
使用中の場合，OpenTP1ファイルシステムをリストアしません。強制的にリストア
したい場合は，-lオプションを指定してください。

• リストア先の OpenTP1ファイルシステムを初期設定しないで filrstrコマンドを実行
すると，リストアする前にあった OpenTP1ファイルが filrstrコマンド実行後も残り
ます。これは，OpenTP1ファイル単位にリストアされるためです。
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• バックアップファイルのレコード長がリストア先スペシャルファイルのセクタ長より
も短かった場合，またはバックアップファイルのレコード長がリストア先スペシャル
ファイルのセクタ長の倍数でなかった場合，そのファイルはリストアしないで，次の
ファイルのリストア処理を行います。

• OpenTP1ファイルシステムが正常にバックアップできていなかった場合，警告メッ
セージを出力して，OpenTP1ファイルシステムのリストア処理を続けます。

• 4ギガバイトまでの OpenTP1ファイルシステムおよび OpenTP1ファイルに対応した
filbkupコマンドで作成したバックアップファイルを，4ギガバイト未対応の filrstrコ
マンドで回復することはできません。また，4ギガバイト対応の OpenTP1ファイル
システムに対し，4ギガバイト未対応の filbkupコマンドを使用した場合の動作は保
証しません。

• OSの killコマンドの実行や，そのほかのエラーが要因となって filrstrコマンドが異
常終了すると，OpenTP1ファイルシステム全体として整合性が取れないため不正な
状態となります。この場合，エラーの要因を取り除いてリストアし直す必要がありま
す。
-qオプションを指定した filrstrコマンドが異常終了した場合は，OpenTP1ファイル
システムの管理情報の復元がリストア処理の最後に行われ，そのファイルシステムは
OpenTP1ファイルシステムとして認識されなくなります。その場合，OpenTP1ファ
イルシステムの初期設定からやり直してください。
596



13.　運用コマンドの詳細
filstatfs
filstatfs

名称

OpenTP1ファイルシステムの状態表示

形式
filstatfs 〔-w〕〔-S〕 OpenTP1ファイルシステム領域名

機能

指定した OpenTP1ファイルシステムの状態を標準出力に出力します。

オプション

● -w

OpenTP1ファイル管理領域開始位置を表示します。なお，このオプションは，適用 OS
が AIXの場合だけ指定できます。

● -S

ユーザ領域情報として，使用中領域と未使用領域（空き領域）の一覧を表示します。

コマンド引数

● OpenTP1ファイルシステム領域名　　～〈パス名〉

OpenTP1ファイルシステムがあるキャラクタ型スペシャルファイル名，または通常ファ
イル名を指定します。

出力形式

• 1：-wオプション指定時に表示されます。
• 2：-Sオプション指定時に表示されます。
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• aa...aa：filmkfsコマンドの -sオプションで指定したセクタ長
• bb...bb：OpenTP1ファイルシステム中でユーザに割り当てられた領域の総容量
• cc...cc：ユーザに割り当てられた領域の中で，未使用（OpenTP1ファイルとして割り
当てられていない）領域の容量

• dd...dd：一つのファイルとして確保できる容量の最大値（連続した空き領域のうち，
管理情報（2セクタ長分）を除いた最大のサイズ）

• ee...ee：filmkfsコマンドの -lオプションで指定した，作成できるファイルの上限数
• ff...ff：すでに作成されたファイルの数
• gg...gg：作成できるファイル数（最大作成可能ファイル数－作成済みファイル数）
• hh...hh：断片化されたファイル領域数
• ii...ii：OpenTP1ファイルシステムを初期設定したユーザのログイン名
• jj...jj：OpenTP1ファイルシステムを初期設定した日時
曜日△月△日△時 :分 :秒△年（西暦）の形式

• kk...kk：filmkfsコマンドで指定した OpenTP1ファイルシステム名
• ll...ll：OpenTP1ファイル管理領域開始位置
• mm...mm：ユーザ領域開始位置からのオフセット
• nn...nn：ユーザ領域中の使用中または未使用の領域サイズ
• oo...oo：ユーザ領域中の使用中または未使用の表示
• used…使用中領域
• unused…未使用領域

• pp...pp：使用中領域に対応した OpenTP1ファイル名
未使用領域の場合は，"-"が表示されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01536-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01551-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01570-E ファイルとのバージョンが不整合です 標準エラー出力

KFCA01571-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01572-E オープン時に上限値オーバが発生しました 標準エラー出力

KFCA01574-E 指定したファイルのファイル名が長過ぎます 標準エラー出力

KFCA01575-E 指定したファイルがキャラクタ型スペシャルファイルまたは
通常ファイルではないか，ファイルがあっても対応する装置
がありません

標準エラー出力

KFCA01576-E ファイルが OpenTP1ファイルシステムではありません 標準エラー出力

KFCA01582-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力

KFCA01583-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01599-E 異常が発生しました 標準エラー出力
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注意事項
• OpenTP1ファイルを作成する場合，作成に必要なサイズ以上の連続した空き領域が
必要です。連続した空き領域のうち，最大のサイズは「dd...dd」で確認できます。-S
オプションを指定して実行すると，OpenTP1ファイルシステム内の連続領域の状況
を確認できます。確認した情報を基に，必要に応じて不要な OpenTP1ファイルを削
除することで，前後の空き領域と結合させたより大きなサイズの連続した空き領域を
確保できます。

• 出力形式中にキロバイト [KB]で表示される値は小数点以下切り捨てです。したがっ
て，-Sオプションでの一覧表示で，「OFFSET」＋「SIZE」の値が，次の領域の
「OFFSET」と一致しない場合があります。
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jnladdpf

名称

ジャーナル関係の物理ファイルの割り当て

形式
jnladdpf -j cpd -g ファイルグループ名 ｛-a 物理ファイル名｜
         -b 物理ファイル名｜-a 物理ファイル名 -b 物理ファイル名｝

機能

オンライン中に，チェックポイントダンプサービス定義に指定したファイルグループに，
物理ファイルを割り当てます。jnladdpfコマンド入力後，jnlopnfgコマンドでオープン
すると，ファイルグループはオンラインで使用できる状態になります。

すでに物理ファイルを割り当てているファイルグループに対して jnladdpfコマンドを入
力すると，コマンドエラーとなります。

jnladdpfコマンドは，OpenTP1が動作中で，かつジャーナルサービスが動作中のときだ
け入力できます。

オプション

● -j　cpd

チェックポイントダンプファイルに物理ファイルを割り当てます。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

物理ファイルを割り当てるファイルグループの名称を指定します。

チェックポイントダンプサービス定義に指定したファイルグループを指定してください。

● -a　物理ファイル名　　～〈1～ 63文字のパス名〉

ファイルグループに割り当てる物理ファイルの名称を，完全パス名で指定します。

チェックポイントダンプファイルを二重化している場合は，A系に物理ファイルを割り
当てます。

● -b　物理ファイル名　　～〈1～ 63文字のパス名〉

ファイルグループに割り当てる物理ファイルの名称を，完全パス名で指定します。

チェックポイントダンプファイルを二重化している場合は，B系に物理ファイルを割り
当てます。

チェックポイントダンプファイルを二重化していない場合に指定すると，エラーになり
ます。
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出力メッセージ

注意事項

チェックポイントダンプファイルを二重化する場合，A系，または B系のどちらかの系
だけの物理ファイルが割り当てられている状態では，ファイルグループをオープンでき
ません。両方の系の物理ファイルを割り当ててください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA02191-E -aオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02192-W 指定したファイルグループにはすでに物理ファイルが割り当
てられています

標準エラー出力

KFCA02193-E 指定した物理ファイル名は正しくありません 標準エラー出力

KFCA02194-I 物理ファイルを割り当てました メッセージログ
ファイル

KFCA04128-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA26001-E -aまたは -bオプションの指定が誤っています 標準エラー出力
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jnlardis

名称

リソースグループの接続の強制解除

形式
jnlardis -a アーカイブリソースグループ名
         -t ジャーナルリソースグループ名@ノード識別子 〔-p〕

機能

グローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグループとジャーナルサービスの
リソースグループとの接続を強制的に解除します。

オプション

● -a　アーカイブリソースグループ名

グローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグループの名称を指定します。

● -t　ジャーナルリソースグループ名@ノード識別子

グローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグループとの接続を解除する
ジャーナルサービスのリソースグループの名称と，ノード識別子を @で連結したものを
指定します。

● -p

ジャーナルサービスが計画停止したものと見なして，接続を解除します。

このオプションの指定を省略すると，ジャーナルサービスが正常終了したものと見なさ
れて接続が解除されます。

注意事項

指定したジャーナルサービスのリソースグループがオンライン中の場合，jnlardisコマン
ドを実行して接続を解除したグローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグ
ループとジャーナルサービスのリソースグループを，OpenTP1が再び接続し直すことが
あります。
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jnlarls

名称

アーカイブ状態の表示

形式
jnlarls 〔-Z〕

機能

グローバルアーカイブジャーナルサービスのリソースグループとジャーナルサービスの
リソースグループの関係，およびアーカイブ状態を表示します。

オプション

● -Z

ヘッダ行を削除して状態を表示します。

このオプションの指定を省略すると，ヘッダ行が表示されます。

出力形式

• 1：-Zオプションを指定すると表示されません。
• aaaaaaaa：アーカイブジャーナルノードの名称，または被アーカイブジャーナルノー
ドの名称

• bbb：ジャーナルサービス，またはグローバルアーカイブジャーナルサービスのファ
イル種別
• sys…システムジャーナルファイル
• jar…アーカイブジャーナルファイル

• cccccccc：リソースグループ名（システムジャーナルサービス定義の定義ファイル名，
またはアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名）

• d：アーカイブ先識別子
• ＞…この記号の右がアーカイブジャーナルであることを示します。
• ＜…この記号の左がアーカイブジャーナルであることを示します。

• e：接続状態（アーカイブ先識別子の右に示すサービス側が認識している状態）
• c…接続中，またはサービス中
• -…未接続（グローバルアーカイブジャーナルサービスの場合，過去に一度以上接続
されていたことを示す），または初期状態

• d…正常切断の出力完了待ち，または切断処理中
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• f…強制，またはサービス停止切断の出力完了待ち
• i…接続処理中
• n…未サービス

• f：追い付き状態
• w…バッファリング中
• r…追い付き処理中
• s…停止指示
• -…アーカイバの場合に表示

• gggggggg：アーカイブジャーナルラン ID（アーカイブ先識別子の右に示すサービス
側が認識しているジャーナルサーバ側のラン ID）
• アーカイブ先識別子が＞のとき…グローバルアーカイブジャーナルサービスがアー
カイブ済み（出力）であるジャーナルサーバ側のラン ID

• アーカイブ先識別子が＜のとき…ジャーナルサービスがアーカイブ中（転送中）で
あるジャーナルサーバ側のラン ID

• hhhhhhhh：アーカイブジャーナル世代番号（アーカイブ先識別子の右に示すサービ
ス側が認識しているジャーナルサーバ側の世代番号）
• アーカイブ先識別子が＞のとき…グローバルアーカイブジャーナルサービスがアー
カイブ済み（出力）であるジャーナルサーバ側の世代番号

• アーカイブ先識別子が＜のとき…ジャーナルサービスがアーカイブ中（転送中）で
あるジャーナルサーバ側の世代番号

• iiiiiiii：アーカイブジャーナルブロック番号（アーカイブ先識別子の右に示すサービス
側が認識しているジャーナルサーバ側のブロック番号）
• アーカイブ先識別子が＞のとき…グローバルアーカイブジャーナルサービスがアー
カイブ済み（出力）であるジャーナルサーバ側のブロック番号

• アーカイブ先識別子が＜のとき…ジャーナルサービスがアーカイブ中（転送中）で
あるジャーナルサーバ側のブロック番号

出力メッセージ

注意事項

次に示す場合に jnlarlsコマンドを実行すると，正しい状態が表示されないことがありま
す。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01280-E jnlarlsコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01281-E jnlarlsコマンドの入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA04127-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力
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• システムジャーナルファイルのジャーナルデータをアーカイブジャーナルファイルに
転送中で，アーカイブジャーナルファイルの状態が変更されている場合

jnlarlsコマンドで表示される接続状態は，相手ノードが異常終了，または強制停止して
も，変わりません。
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jnlatunl

名称

自動アンロード機能の制御

形式
jnlatunl -j sys 〔｛-i｜-b｜-t〔-w〕｝〕

機能

自動アンロード機能を制御します。次の制御ができます。

• 自動アンロード機能の動作状態を表示します。
• OpenTP1稼働中に，停止した自動アンロード機能を再開始します。
• 実行中の自動アンロード機能を中断します。

オプション

● -j sys

システムジャーナルファイルに対して操作することを示します。このオプションは必ず
指定してください。

● -i

自動アンロード機能の動作状態を表示する場合に指定します。

● -b

OpenTP1稼働中に，自動アンロード機能を再開始する場合に指定します。再開始直後の
アンロードジャーナルファイル格納ディレクトリには，前回稼働時の最後に使用してい
たディレクトリを使用します。

● -t

自動アンロード機能を中断する場合に指定します。実行中のアンロードは強制終了しま
す。

● -w

-tオプションを指定して自動アンロード機能を中断する場合に，アンロードを実行中の
世代に対するアンロードが完了するまでは，コマンドの終了を遅延させるときに指定し
ます。このオプションは，-tオプションを指定したときだけ有効です。なお，-tオプ
ションを指定して -wオプションを省略した場合は，jnlatunlコマンドを実行した時点で
自動アンロード機能を中断し，実行中のアンロードを強制終了します。

このオプションを指定すると，アンロード完了の最大応答待ち時間は，約 9時間（32768
秒）となります。この時間を経過してもアンロードが完了しない場合は，その時点で自
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動アンロード機能を中断し，実行中のアンロードを強制終了します。

出力形式

● -iオプションを指定した場合

状態      アンロード中ファイルグループ   アンロード先ディレクトリ
aa....aa  bb....bb                       cc....cc
現用世代情報
ファイルグループ  世代番号    ランID       アンロード時ファイル名
dd....dd          ee....ee    ff....ff     gg....gg
 

• aa...aa
自動アンロード機能の動作状態

ACTIVE：動作中

STOP：停止中

STOPPING：コマンド停止時，または自動アンロードの処理終了応答待ち

－：自動アンロード機能を使用できない状態
• bb....bb
現在アンロード中のシステムジャーナルファイルのファイルグループ名。アンロード
中でない場合，********が表示されます。

• cc....cc
使用中のアンロードジャーナルファイル格納ディレクトリ名

• dd....dd
現用世代のシステムジャーナルファイルのファイルグループ名

• ee....ee
現用世代のシステムジャーナルファイルの世代番号

• ff....ff
現用世代のシステムジャーナルファイルのラン ID

• gg....gg
現用世代を自動アンロードしたときに作成したファイル名

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01160-I ジャーナルユティリティサービスを開始しました メッセージログ
ファイル

KFCA01161-I ジャーナルユティリティサービスを終了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01162-E ジャーナルユティリティサービスを開始できません 標準エラー出力
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注意事項
• システムの実行環境が自動アンロード機能を使用しない環境の場合，-bオプション，
および -tオプションは指定できません。

• -bオプションで自動アンロード機能の再開始を指示した場合に，コマンドが正常に終
了しても，自動アンロードプロセスの障害などによって自動アンロード機能が開始さ
れていないときがあります。自動アンロード機能が正しく開始されているかは -iオプ
ションを指定して確認してください。

• jnlatunlコマンドで -tまたは -wオプションを指定して，自動アンロード処理の終了
待ちの場合に，OpenTP1が異常終了または強制停止したとき，jnlatunlコマンドは正
常に終了しないで olkcrt2でアボートします。ただし，オンラインへの影響はありま
せん。また，OpenTP1を再起動する必要はありません。

KFCA01163-W ジャーナルユティリティサービスの終了中に障害が発生しま
したが，このまま続行します

メッセージログ
ファイル

KFCA01168-W アンロードを中止します メッセージログ
ファイル

KFCA01169-W 定義句に誤りがあります。ジャーナルファイルの自動アン
ロード機能を使用しないモードで起動します

メッセージログ
ファイル

KFCA01170-I ジャーナルファイルの自動アンロードを開始しました 標準エラー出力

KFCA01171-I ジャーナルファイルの自動アンロードを開始します メッセージログ
ファイル

KFCA01172-I ジャーナルファイルの自動アンロードが完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01173-W ジャーナルファイルの自動アンロード機能を停止しました メッセージログ
ファイル

KFCA01174-W 自動アンロード処理中ですが，処理を中断します メッセージログ
ファイル

KFCA01175-I 自動アンロード処理の終了を待ち合わせています メッセージログ
ファイル

KFCA01176-I 自動アンロード先ディレクトリに設定します メッセージログ
ファイル

KFCA01177-E 自動アンロードでファイルに障害が発生しました メッセージログ
ファイル

KFCA01178-E 自動アンロードの処理中に障害が発生しました メッセージログ
ファイル

KFCA01179-W 自動アンロード先ディレクトリを切り替えることができませ
ん

メッセージログ
ファイル

KFCA01299-I ヘルプメッセージ 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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jnlchgfg

名称

ジャーナル関係のファイルのステータス変更

形式
jnlchgfg -j sys｜jar 〔-r リソースグループ名〕
         -g ファイルグループ名 〔-d サービス定義名〕
       〔-S〕

機能

指定したファイルグループを強制的にアンロード済み状態にします。ただし，現用ファ
イルグループのステータス変更はできません。

また，アーカイブジャーナルファイルのアーカイブ待ち状態を強制的にアーカイブ済み
状態にできます。

オプション

● -j　sys｜ jar

ステータスを変更するジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

対象とするリソースグループの名称を指定します。

-jオプションで sysを指定している場合，システムジャーナルサービス定義の定義ファイ
ル名を指定します。

jオプションで jarを指定している場合，ステータスを変更するアーカイブジャーナル
サービス定義の定義ファイル名を指定します。

このオプションの指定を省略すると，-jオプションで sysを指定している場合は，
$DCCONFPATH/jnlのジャーナルサービス定義で指定したソースグループ名が仮定され
ます。jオプションで jarを指定している場合は，$DCCONFPATH/jarのグローバル
アーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aの先頭に定義したアーカイ
ブジャーナルサービス定義の定義ファイル名が仮定されます。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

ステータスを変更するシステムジャーナルファイルのファイルグループ名を指定します。
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● -d　サービス定義名　　～〈パス名〉または〈ファイル名〉

ステータスを変更するファイルグループを定義しているシステムジャーナルサービス定
義ファイル名を，次のどちらかで指定します。

• /（ルート）で始まる完全パス名で指定
• 定義ファイル名だけで指定
定義ファイル名だけで指定する場合，$DCCONFPATHに定義ファイルが格納されて
いるディレクトリを設定しておく必要があります。

このオプションの指定を省略すると，-rオプションの指定に従います。

● -S

アーカイブ待ち状態をアーカイブ済み状態に変更します。

システムジャーナルサービス定義で jnl_arc_check_level=2を指定した場合は，アーカイ
ブジャーナルファイルをアンロードおよびアーカイブしないと，そのファイルグループ
は再使用できません。アーカイブジャーナルサービスに異常が発生して，アーカイブで
きなくなった場合にこのオプションを指定すると，強制的にアーカイブ済み状態になる
のでシステムを続行できます。

ただし，強制的にアーカイブ済み状態にしたファイルグループがその後，スワップ先の
ファイルグループになった場合は，アーカイブジャーナルサービスが正常に戻ってもそ
のファイルグループをアーカイブすることはできません。

出力メッセージ

注意事項
• jnlchgfgコマンドは，ジャーナルサービス開始中に実行してはなりません。ジャーナ
ルサービス開始中とは，正常開始時は KFCA01100-Iから KFCA01102-Iまで，再開
始時は KFCA01101-Iから KFCA01102-Iまでのことです。実行した場合，システム
ジャーナルファイルの状態が OpenTP1に反映されないことがあります。この場合，
ジャーナルサービス開始，再開始処理完了後に jnlclsfgコマンドで該当するファイル
グループをクローズし，その後，jnlopnfgコマンドでオープンすると，システム
ジャーナルファイルの状態が反映されます。

• jnlchgfgコマンドは，定義ファイルを参照して実行されます。そのため，ジャーナル
を取得したオンライン時と jnlchgfgコマンド実行時の定義ファイルが一致していない
と，ステータスをきちんと変更できません。

• ジャーナルを取得したオンライン時と jnlchgfgコマンド実行時の定義ファイルが異な
る場合，-d，-rオプションを指定します。バックアップ先のディレクトリが
$DCCONFPATHでないときは -dオプションを指定し，ファイル名が変更されたとき

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力
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は -rオプションを指定してください。ただし，この場合でもシステムジャーナルサー
ビス定義，またはアーカイブジャーナルサービス定義は，ジャーナルを取得したオン
ライン時の定義がバックアップされている必要があります。

• OpenTP1停止直後には，jnlchgfgコマンドを入力しないでください。コマンドが中断
するおそれがあります。
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jnlclsfg

名称

ジャーナル関係のファイルのクローズ

形式
jnlclsfg -j sys｜cpd｜jar 〔-s サーバ名〕〔-r リソースグループ名〕
         -g ファイルグループ名 〔-e 要素ファイル名〕〔-a〕〔-b〕

機能

指定したファイルグループを構成するオープン中の物理ファイルをクローズし，オンラ
インで使用しないようにします。ただし，次のファイルグループを構成する物理ファイ
ルはクローズできません。

• 現用，および上書きできない状態のシステムジャーナルファイル，またはアーカイブ
ジャーナルファイル

• 書き込み中，および上書きできない状態のチェックポイントダンプファイル

なお，jnlclsfgコマンドは，OpenTP1が動作中で，かつジャーナルサービスが動作中の
ときだけ入力できます。

オプション

● -j　sys｜ cpd｜ jar

クローズするジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　cpd：チェックポイントダンプファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

チェックポイントダンプファイルをクローズするとき，対象となるサーバの名称を指定
します。サーバ名を指定することによって，ファイルグループ名の検索範囲を限定でき
ます。

このオプションの指定を省略すると，すべてのサーバのチェックポイントダンプファイ
ルでファイルグループ名と一致するもののうち，最初に見つけたものをクローズします。

-jオプションで cpd以外を指定している場合，-sオプションの指定は無視されます。

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

-jオプションで jarを指定している場合，クローズするファイルのリソースグループの名
称を指定します。グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv 
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-aで指定したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名を指定してください。

このオプションの指定を省略すると，オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの
うちから，アーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aの先頭に定義し
たファイル名が仮定されます。

-jオプションで jar以外を指定している場合，-rオプションの指定は無視されます。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

クローズするジャーナル関係のファイルのファイルグループ名を指定します。

● -e　要素ファイル名

クローズするジャーナル関係のファイルのファイルグループ中の，要素ファイルの名称
を指定します。

● -a

A系の物理ファイルをクローズ対象とします。

● -b

B系の物理ファイルをクローズ対象とします。

二重化していないときに指定すると，コマンドエラーとなります。

上記の -a，-bオプションを両方とも省略した場合，次のようになります。

• 二重化していない場合は，-aオプションを指定した場合と同様に，A系の物理ファイ
ルをクローズ対象とします。

• 二重化している場合は，-a，-bオプションを同時に指定した場合と同様に，A系，B
系両方の物理ファイルをクローズ対象とします。

• 片系運転不可の二重化の運用では，-j cpdの指定に，-aまたは -bオプションのどちら
かを指定するとコマンドエラーになります。

なお，クローズ対象となる物理ファイルがすべてクローズ済みのときは，警告メッセー
ジ（KFCA01283-W，または KFCA02168-W）を出力します。ただし，コマンドエラー
にはなりません（コマンド終了コードは 0）。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01216-I ファイルグループのクローズが成功しました メッセージログ
ファイル

KFCA01280-E jnlclsfgコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01281-E jnlclsfgコマンドの入力形式が誤っています 標準エラー出力
613



13.　運用コマンドの詳細
jnlclsfg
注意事項

jnlclsfgコマンドをスワップ処理中，またはほかの運用コマンドの処理中に入力すると，
エラーとなることがあります。

KFCA01283-W jnlclsfgコマンド実行中に軽度エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01285-E スワップ処理中です 標準エラー出力

KFCA01295-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA02128-E 指定したサーバ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA02129-E 指定したファイルグループ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA02130-E -sオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02131-E -gオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02132-E 障害が発生して jnlclsfgコマンドの処理を中止しました 標準エラー出力

KFCA02168-W 指定したファイルグループはクローズ済みです 標準エラー出力

KFCA02170-E ファイルのクローズに失敗しました 標準エラー出力

KFCA02184-E ファイルグループの数が不足しているためクローズできませ
ん

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
614



13.　運用コマンドの詳細
jnlcolc
jnlcolc

名称

ファイル回復用ジャーナルの集積

形式
jnlcolc -k 回復種別 〔-f〕〔-l〕〔-n〕〔-m〕
      〔-i オンラインバックアップ情報名〕〔-c キー〕
      〔ファイル名〔△ファイル名〕…〕

機能

指定したファイルから，DAMファイル，TAMファイル，または ISAMファイルの回復
に必要なジャーナルレコードを抽出し，標準出力に出力します。集積結果をリダイレク
トしてファイルに出力することもできます。

オプション

● -k　回復種別

回復対象とするファイル種別を指定します。

　d：DAMファイル

　t：TAMファイル

　i：ISAMファイル

● -f

最初のファイルから，ファイルの回復に必要なジャーナルを抽出します。このとき，
ジャーナルファイルの先頭ブロック番号が 1から昇順に連番であることをチェックしま
す。エラーであれば処理を終了します。

このオプションの指定を省略すると，前回のジャーナルレコード抽出処理からの引き継
ぎがあるものとして，引き継ぎファイルの最終ブロック番号＋ 1から昇順に連番である
ことがチェックされます。エラーであれば処理を終了します。

● -l

最後のファイルから，ファイルの回復処理に必要なジャーナルを抽出します。その後，
引き継ぎファイルを削除します。

このオプションを指定してファイル回復用ジャーナルを集積した場合，別オンラインの
ジャーナル集積時には，必ず -fオプションを指定してください。

このオプションの指定を省略すると，引き継ぎファイルは削除されません。
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● -n

トランザクション内の同一論理ファイル，同一相対ブロック番号の更新情報があっても，
すべての FJレコードを出力します（FJの更新前と更新後の情報のチェック，および重
複情報の削除はしません）。

このオプションの指定を省略すると，トランザクション内に同一論理ファイル，同一相
対ブロック番号の更新情報があった場合，最終の更新情報だけが出力されます。

このオプションは，回復種別が DAMファイルの場合だけ有効です。

● -m

ファイルの回復に必要なジャーナルレコードをファイル上で集積します。

このオプションを指定すると，-nオプションを指定したと見なします。

このオプションの指定を省略すると，メモリ上にバッファが確保されて，ジャーナルレ
コードが集積されます。

● -i　オンラインバックアップ情報名

指定したファイルからファイル回復用ジャーナルの集積開始情報を取得し，開始位置以
前のレコードをスキップします。

このオプションの指定は，-kオプションに d，または t（回復種別に DAMファイル，ま
たは TAMファイル）を指定した場合だけ有効です。

このオプションの指定を省略すると，ファイルの先頭からファイル回復用ジャーナルが
集積されます。

● -c　キー　 ～ ((001～ 999))《001》

引き継ぎファイルの名称の一部を指定します。実際は，OpenTP1が「jnlcolc***」とい
う名称でファイルを作成し，***にはこのオプションで指定した値が設定されて，引き

継ぎファイルの名称となります。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

ファイルの回復に必要なジャーナルレコードがあるファイルの名称を指定します。マル
チノード機能を使用している場合は，jnlsortコマンドでソート，およびマージ（ノード
の抽出，ジャーナルサーバラン IDの特定）した結果のファイル名を指定してください。

マルチノード機能を使用していない場合は，アンロードジャーナルファイルの名称を指
定してください。

複数のファイルを指定するときは，ファイル名とファイル名との間を空白で区切ります。
指定できるファイル数は 256個までです。
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このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。

出力メッセージ

注意事項
• jnlcolcコマンドで指定した引き継ぎファイルがすでにある場合は，既存のファイルを
「jnlcolc***.bak」という名称で残します。
• 複数のジャーナルファイルを集積する場合，同一オンライン中に出力されたジャーナ
ルファイルである必要があります。1ファイルでも異なる場合は，処理を終了します。

• 出力するジャーナルレコードは，次の種類です。
DAMファイル回復時
　FJ：ファイル（DAM）の更新情報
　HJ：トランザクションの仮同期点情報
　PJ：トランザクションのコミット処理開始情報
　DJ：ヒューリスティック決定情報
　BJ：トランザクションのロールバック情報
TAMファイルの回復時
　CJ：回復対象テーブルの更新情報

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02605-E 引き継ぎファイルのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02606-E 引き継ぎファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02607-E 引き継ぎファイルとアンロードジャーナルファイルの関係が
不正です

標準エラー出力

KFCA02621-W 出力するファイル回復対象レコードがありません 標準エラー出力

KFCA02650-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力

KFCA02651-E jnlcolcコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02652-E jnlcolcコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02653-E jnlcolcコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02654-E jnlcolcコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02655-E jnlcolcコマンドで更新前後情報の不一致を検出しました 標準エラー出力

KFCA02657-E jnlcolcコマンドの -kオプションの指定がありません 標準エラー出力

KFCA02658-E jnlcolcコマンドでファイル回復対象レコードが不正です 標準エラー出力
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　HJ：トランザクションの仮同期点情報
　PJ：トランザクションのコミット処理開始情報
　DJ：ヒューリスティックの決定情報
　BJ：トランザクションのロールバック情報
ISAMファイル回復時
　FJ：ファイル（ISAM）の更新情報
　HJ：トランザクションの仮同期点情報
　PJ：トランザクションのコミット処理開始情報
　DJ：ヒューリスティック決定情報
　BJ：トランザクションのロールバック情報

• jnlcolcコマンドを複数回実行して，複数のアンロードジャーナルファイルからジャー
ナルレコードを集積する場合，-k，-n，-cオプションの指定値は，それぞれの jnlcolc
コマンドですべて同じにしてください。

• アンロードジャーナルファイル名，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナ
ルファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となります。そのため，入力
ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• メモリ確保エラーが発生した場合，-mオプション指定の jnlcolcコマンドを再び入力
してください。この場合，ファイル上でジャーナルレコードを集積するため，処理速
度が遅くなります。なお，ファイル名省略時は，-mオプションは指定しないでくださ
い。

• jnlcolcコマンドは，ファイル（DAM，TAM，または ISAMファイル）回復コマン
ド，および jnlsortコマンドとともに使用して，ファイルを回復するためのコマンドで
す。なお，ISAMファイルの回復コマンドについては，マニュアル「索引順編成ファ
イル管理 ISAM」を参照してください。

• 複数のジャーナルファイルを集積する場合，ファイル名称を時系列に指定してくださ
い。時系列でない場合，ジャーナルファイル不正でエラーメッセージ
（KFCA02601-E）を出力して処理を終了します。
• jnlunlfgコマンドに -tオプションを指定して取得したアンロードジャーナルファイル
を指定しないでください。指定した場合，KFCA02601-Eメッセージが出力されます。

• このコマンドで入力できる文字数はご使用の OSによって変わります。入力文字数が
上限値を超えるとエラーになります。

• 指定したファイル数が 256個以下の場合でも，1プロセスでオープンできるファイル
の最大数を超えるとエラーになります。

使用例

使用例を示します。世代番号は 1，2…とします。

アンロードジャーナルファイル：sysjnl001，sysjnl002，…

1. ファイル分割していないアンロードジャーナルファイルから，DAM FRC用のジャー
ナルレコードを集積する場合
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jnlcolc -k d -f -l /tp1/jnl/sysjnl001
 

2. 三つのファイルに分割しているアンロードジャーナルファイルから，TAM FRC用の
ジャーナルレコードを 1回で集積する場合
 
jnlcolc -k t -f -l /tp1/jnl/sysjnl001 /tp1/jnl/sysjnl002/tp1/jnl/
sysjnl003
 

3. 四つのファイルに分割しているアンロードジャーナルファイルから，DAM FRC用の
ジャーナルレコードを 3回で集積する場合
 
〈1回目〉
jnlcolc -k d -f /tp1/jnl/sysjnl001 /tp1/jnl/sysjnl002
〈2回目〉
jnlcolc -k d /tp1/jnl/sysjnl003
〈3回目〉
jnlcolc -k d -l /tp1/jnl/sysjnl004
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jnlcopy

名称

アンロードジャーナルファイルの複写

形式
jnlcopy 〔-t〔開始〕〔,終了〕〔-j レコード種別〔レコード種別〕…〕
        〔-o ジャーナル取得モード〔ジャーナル取得モード〕…〕
        〔アンロードジャーナルファイル名
        〔△アンロードジャーナルファイル名〕…〕

機能

指定したアンロードジャーナルファイル内の情報を，標準出力に出力します。

マルチノード機能を使用している場合，jnlcopyコマンドは使用できません。

オプション

● -t　〔開始〕〔，終了〕

複写範囲をジャーナルブロック出力時刻で指定します。

開始には，複写を開始する時刻を指定します。終了には，複写を終了する時刻を指定し
ます。

開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定し
ます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
アンロードジャーナルファイルの先頭から指定した終了時刻までが複写範囲になります。
終了の指定を省略すると，指定した開始時刻からアンロードジャーナルファイルの最後
までが複写範囲になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
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指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -j　レコード種別

複写する内容をジャーナルレコード種別で指定します。

複数のレコード種別を指定できます。

レコード種別の指定値と内容を次に示します。

-tオプションを指定し，-jオプションの指定を省略すると，指定した範囲内のすべての
ジャーナルレコードが複写されます。

レコード種別 指定
値

内容 備考

PJ p トランザクションのコミット処理開始情報 同期点ジャーナル

HJ h トランザクションの仮同期点情報

BJ b トランザクションのロールバック情報

TJ t トランザクションの同期点処理終了情報

DJ d ヒューリスティック決定情報

FJ f DAMファイルの更新情報 回復用ジャーナル

CJ c 回復対象テーブルの更新情報

XJ x システムサービス固有回復情報

SJ s システム統計情報 統計用ジャーナル

AJ a 送信完了情報

IJ i 入力キュー登録メッセージ

OJ o 出力キュー登録メッセージ

MJ m メッセージジャーナル

GJ g receive情報

UJ u ユーザ任意の情報 ユーザジャーナル
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-tオプションの指定を省略し，-jオプションを指定すると，指定したレコード種別と同
じジャーナルレコード種別のアンロードジャーナルファイルがすべて複写されます。

-t，および -jオプションの指定を省略すると，アンロードジャーナルファイル内のすべ
ての情報が出力されます。

● -o　ジャーナル取得モード

ジャーナルの取得モードを指定します。複数のジャーナル取得モードを指定できます。

c
トランザクションテストモードでコミット属性のジャーナル，またはMCFのトラ
ンザクション外テストモードのジャーナルを複写します。

r
トランザクションテストモードでロールバック属性のジャーナルを複写します。

s
オンラインテストモード以外のジャーナルを複写します。

このオプションの指定を省略すると，すべてのジャーナル取得モードのジャーナルが複
写されます。

コマンド引数

●アンロードジャーナルファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイルの名称を指定します。

複数のアンロードジャーナルファイルを指定するときは，アンロードジャーナルファイ
ル名とアンロードジャーナルファイル名との間を空白で区切ります。指定できるファイ
ル数は 256個までです。

このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02620-W 対象レコードが存在しません 標準エラー出力

KFCA02630-I ヘルプメッセージ 標準エラー出力

KFCA02631-E jnlcopyコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力
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注意事項
• 複写範囲を指定する場合，開始時刻，または終了時刻と一致するジャーナルレコード
がないときは，開始時刻と終了時刻の間にあるジャーナルレコードが複写対象になり
ます。

• 複写対象のジャーナルレコードがない場合，エラーメッセージを出力して処理を終了
します。

• 開始時刻が終了時刻より遅くなるように複写範囲を指定するときは，必ず「月」「日」，
または「月」「日」「年（西暦）」を指定して，終了時刻が開始時刻よりあとになるよう
にしてください。省略するとエラーになります。日付を省略すると，jnlcopyコマンド
を入力した年月日と見なすため，複写範囲が該当する年月日以外の日付の場合は，必
ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定してください。

• 複数のアンロードジャーナルファイルを指定する場合は，それらのファイルが，同一
オンライン中に出力されたアンロードジャーナルファイルで，世代番号が連続してい
なければなりません。

• アンロードジャーナルファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となりま
す。そのため，入力ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• jnlcopyコマンドの出力情報は，ほかの運用コマンドの入力情報となります。そのた
め，jnlcopyコマンドでは，ファイル，ブロック，レコードの各管理情報も出力しま
す。

• このコマンドで入力できる文字数はご使用の OSによって変わります。入力文字数が
上限値を超えるとエラーになります。

• 指定したファイル数が 256個以下の場合でも，1プロセスでオープンできるファイル
の最大数を超えるとエラーになります。

使用例

アンロードジャーナルファイルの先頭から，1993年 5月 29日 17時 30分 0.999999秒
までの情報を出力する場合

アンロードジャーナルファイル：sysjnl001，sysjnl002

 
jnlcopy -t ,17300005291993 /tp1/jnl/sysjnl001 /tp1/jnl/sysjnl002

KFCA02632-E jnlcopyコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02633-E jnlcopyコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02634-E jnlcopyコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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jnldelpf
jnldelpf

名称

ジャーナル関係の物理ファイルの削除

形式
jnldelpf -j cpd -g ファイルグループ名 〔-a〕 〔-b〕

機能

オンライン中に，指定したファイルグループから物理ファイルを削除します。削除でき
る物理ファイルは，jnladdpfコマンドでオンライン中に割り当てた物理ファイルのうち，
オープンされていない物理ファイルまたは閉塞状態の物理ファイルです。それ以外の物
理ファイルを削除しようとすると，エラーとなります。

jnldelpfコマンドは，OpenTP1が動作中で，かつジャーナルサービスが動作中のときだ
け入力できます。

オプション

● -j　cpd

チェックポイントダンプファイルのファイルグループから，物理ファイルを削除します。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

物理ファイルを削除するファイルグループの名称を指定します。

● -a

A系の物理ファイルを削除します。

● -b

B系の物理ファイルを削除します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA26001-E -aまたは -bオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA26002-E 指定したファイルグループには該当する物理ファイルが割り
当てられていません

標準エラー出力

KFCA26003-I ファイルグループから物理ファイルを切り離しました メッセージログ
ファイル
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KFCA26010-E 指定したファイルグループからは物理ファイルを切り離せま
せん

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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jnledit
jnledit

名称

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの編集出力

形式
jnledit 〔-e 編集種別〕〔-t〔開始〕〔,終了〕〕
        〔-j レコード種別〔レコード種別〕…〕〔-s サーバ名〕
        〔-v サービス名〕
        〔-u トランザクショングローバル識別子
                               〔,トランザクションブランチ識別子〕〕
        〔-o ジャーナル取得モード〔ジャーナル取得モード〕…〕
        〔-m 論理端末名称〔，論理端末名称〕…〕
        〔-w けた〕〔-l 行〕〔-c〕
        〔ファイル名〔△ファイル名〕…〕

機能

指定したアンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロード
ジャーナルファイル内の情報を編集し，標準出力へ出力します。

オプション

● -e　編集種別　　～《f》

編集種別を指定します。

　r：レコード単位で編集します。

　b：ブロック単位で編集します。

　f：ファイル情報一覧を出力します。

● -t　〔開始〕〔，終了〕

編集範囲を指定します。開始には，編集出力を開始する時刻を指定します。終了には，
編集出力を終了する時刻を指定します。

-eオプションで rを指定した場合は，ジャーナルレコードを出力する時刻で指定します。
-eオプションで bを指定した場合は，ジャーナルブロックを出力する時刻を指定します。

開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定し
ます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
ファイルの先頭から指定した終了時刻までが編集範囲になります。終了の指定を省略す
ると，指定した開始時刻からアンロードジャーナルファイルの最後までが編集範囲にな
ります。
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開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -j　レコード種別

編集する内容をジャーナルレコード種別で指定します。

レコード種別の指定値と内容を次に示します。

レコード種別 指定
値

内容 備考

PJ p トランザクションのコミット処理開始情報 同期点ジャーナル

HJ h トランザクションの仮同期点情報

BJ b トランザクションのロールバック情報

TJ t トランザクションの同期点処理終了情報

DJ d ヒューリスティック決定情報

FJ f DAMファイルの更新情報 回復用ジャーナル

CJ c 回復対象テーブルの更新情報
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-jオプションの指定を省略すると，すべてのジャーナルレコード種別が編集対象になり
ます。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の英数字〉

編集する内容をサーバ名で指定します。

このオプションは，レコード種別が cの場合に有効になります。指定されたサーバ名に
一致する CJが編集対象ですが，その CJにトランザクション識別子が設定されていれ
ば，その情報を基に同じトランザクション識別子を持つ別の種別のレコードもさらに編
集対象となります。トランザクション識別子で別のレコードも編集出力したい場合には，
-jオプションで，対象とするレコード種別をあわせて指定します。

-sオプションの指定を省略すると，すべてのサーバが編集対象になります。

● -v　サービス名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

編集する内容をサービス名で指定します。

このオプションは，レコード種別が cの場合に有効になります。指定されたサービス名
に一致する CJが編集対象ですが，その CJにトランザクション識別子が設定されていれ
ば，その情報を基に同じトランザクション識別子を持つ別の種別のレコードもさらに編
集対象となります。トランザクション識別子で別のレコードも編集出力したい場合には，
-jオプションで，対象とするレコード種別をあわせて指定します。

-vオプションの指定を省略すると，すべてのサービスが編集対象になります。

● -u　トランザクショングローバル識別子〔，トランザクションブランチ識別子〕

～〈33けたの英数字，特殊文字，および 16進数字〉

編集する内容をトランザクション識別子で指定します。トランザクション識別子は「ト
ランザクショングローバル識別子，トランザクションブランチ識別子」の形式で指定し
ます。

XJ x システムサービス固有回復情報

SJ s システム統計情報 統計用ジャーナル

AJ a 送信完了情報

IJ i 入力キュー登録メッセージ

OJ o 出力キュー登録メッセージ

MJ m メッセージジャーナル

GJ g receive情報

UJ u ユーザ任意の情報 ユーザジャーナル

レコード種別 指定
値

内容 備考
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-uオプションの指定を省略すると，すべてのトランザクション識別子を編集出力します。

● -o　ジャーナル取得モード

ジャーナルの取得モードを指定します。複数のジャーナル取得モードを指定できます。

c
トランザクションテストモードでコミット属性のジャーナル，またはMCFのトラ
ンザクション外テストモードのジャーナルを編集出力します。

r
トランザクションテストモードでロールバック属性のジャーナルを編集出力します。

s
オンラインテストモード以外のジャーナルを編集出力します。

-oオプションの指定を省略すると，すべてのジャーナル取得モードのジャーナルを編集
出力します。

● -m　論理端末名称　　～〈16けた以内の英数字〉

編集出力する論理端末名を指定します。このオプションは，レコード種別が a，g，i，
m，oの場合に有効になります。

-mオプションを省略すると，すべての論理端末を編集出力します。

● -w　けた　　～〈符号なし整数〉((80～ 132))《80》

1行の出力けた数を指定します。

● -l　行　　～〈符号なし整数〉((12～ 256))《24》

1ページの出力行数を指定します。

● -c

16進数，および文字形式で編集します。

-cオプションの指定を省略すると，16進数だけで編集します。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの名称を指定します。

-eオプションで fを指定した場合だけ，複数のファイル名を指定できます。複数のファ
イル名を指定するときは，ファイル名とファイル名との間を空白で区切ります。指定で
きるファイル数は 256個までです。
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このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。

指定できるオプションとコマンド引数の組み合わせを次に示します。

（凡例）
○：指定できます。
△：指定できますが，編集対象とならない場合があります。レコード種別やジャー
ナルの内容によっては，ジャーナルに該当情報を持たないものがあります。
×：指定できません。
－：無効です。

出力形式

● -cオプションを指定した場合
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注※ 1
レコード種別が AJ，IJ，OJ，MJ，GJの場合は，ジャーナル取得時刻（MCF
ジャーナルバッファに書き出した時刻）を表示します。

注※ 2
トランザクションを開始する CJの場合に表示します。

• 1：指定したレコードの数だけ繰り返し表示されます。
• aa...aa：指定したファイルの名称（59文字以内）
• bbb：ファイル種別
• sys…システムジャーナルファイル
• jar…グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイル

• cc...cc：ファイルの作成日時
• dddddddd：ブロック番号（16進数字 8けた）
• eeeeeeee：レコード番号（16進数字 8けた）
• ff...ff：レコード単位に編集したときの日時
年－月－日 時：分：秒 . マイクロ秒（マイクロ秒は 0～ 999999の 10進数）の形式で
出力します。ただし，TP1/Server Base 06-01より前のバージョンのジャーナルを編
集した場合，マイクロ秒の値は 0が出力されます。

• gg：レコード種別（英字 2文字）
• h：レコードタイプ（英数字 1文字）
• ii...ii：ジャーナル取得モード（英字 13文字以内）
• jj...jj：トランザクショングローバル識別子（英数字と特殊文字で 8文字と 16進数字 8
けた）

• kk...kk：トランザクションブランチ識別子（英数字と特殊文字で 8文字と 16進数字
8けた）

• ll...ll：ジャーナルレコード（16進数字 32～ 96けた，および文字 16～ 32文字）
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ジャーナルレコードが管理情報だけの場合は，タイトルだけ出力します。
• mm...mm：MCFレコードの作成日時
メッセージ制御機能でジャーナルレコードを作成した日時を出力します。
年－月－日 時：分：秒 . マイクロ秒（マイクロ秒は 0～ 999999の 10進数）の形式で
出力します。

• nn...nn：トランザクションブランチ開始日時
年－月－日 時：分：秒 . マイクロ秒（マイクロ秒は 0～ 999999の 10進数）の形式で
出力します。

• vv－ rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

 

●「jnledit -e f」の場合

注※ 1
ファイル種別が jarの場合は，先頭ブロック番号，および先頭レコード番号に
'0x********'を表示します。

注※ 2
各世代最終情報が無効，または設定されていない場合は，各世代最終情報の各項目
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に '*...*'を表示します。
• 1：指定したファイルの数だけ表示されます。
• 2：指定したファイルがグローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルの場合に
表示されます。

• 3：指定したファイルが，jnlunlfgコマンドに -tオプションを指定して取得したファ
イルの場合に表示されます。

• aa...aa：指定したファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• ccc：ジャーナルファイル種別
• sys…システムジャーナルファイル
• jar…グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイル

• dd...dd：ノード識別子
• eeeeeeee：ジャーナルサーバのラン ID（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• ff....ff：使用開始日時
• gggggggg：先頭世代番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• hhhhhhhh：最終世代番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• iiiiiiii：先頭ブロック番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• jjjjjjjj：先頭レコード番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• kkkkkkkk：リソース名称（英数字 8文字以内）
• llllllll：ファイルの世代番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• mmmmmmmm：ブロック番号（16進数字 8けた。先頭に 0xを表示）
• nn...nn：サーバ側のジャーナルデータ取得日時
• oo...oo：jnlunlfgコマンドの -tオプションで指定した開始日時（省略時は '*...*'を表
示）

• pp...pp：jnlunlfgコマンドの -tオプションで指定した終了日時（省略時は '*...*'を表
示）

• vv－ rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02640-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力
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注意事項
• 編集範囲を指定する場合，開始時刻，または終了時刻と一致するジャーナルレコード
がないときは，開始時刻と終了時刻の間にあるジャーナルレコードが編集対象になり
ます。

• 編集対象のジャーナルレコードがない場合，ファイル名，ファイル種別，作成日を出
力します。

• 開始時刻が終了時刻より遅くなるように編集範囲を指定するときは，必ず「月」「日」，
または「月」「日」「年（西暦）」を指定して，終了時刻が開始時刻よりあとになるよう
にしてください。省略するとエラーになります。日付を省略すると，jnleditコマンド
を入力した年月日と見なすため，編集範囲が該当する年月日以外の日付の場合は，必
ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定してください。

• ファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となります。そのため，入力
ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• 16進数字は，（8けた× 4ブロック）の倍数，文字は（4文字× 4ブロック）の倍数
で，合計が -wオプションで指定したけた数に入る値で編集します。

• UJをレコードまたはブロック単位に編集した場合，データはユーザ指定値に 8バイ
ト加えた値を，4バイト境界に調整した値の分だけ編集出力されます。そのため，
ユーザ指定値が 4バイト境界になっていない場合，ユーザ指定値以降のデータには，
無効なデータが出力されます。
実際にユーザが出力したデータは，編集データの先頭 4バイトに設定されているデー
タ長より 8バイト少なく，編集データの先頭 8バイト目から始まります。

• UJ以外のジャーナルファイルをレコードまたはブロック単位に編集した場合，デー
タは 4バイト境界に調整した値の分だけ編集出力されます。そのため，レコードのサ
イズが 4バイト境界になっていない場合，レコードのサイズ以降のデータには，無効
なデータが出力されます。

• このコマンドで入力できる文字数はご使用の OSによって変わります。入力文字数が
上限値を超えるとエラーになります。

• 指定したファイル数が 256個以下の場合でも，1プロセスでオープンできるファイル
の最大数を超えるとエラーになります。

• 次のオプションを使用して編集する内容を指定すると，該当する情報をレコード内に
持ち，条件に一致するジャーナルだけが編集出力されます。
-jオプションで指定するジャーナルレコード種別やジャーナルデータの内容によって
は，該当する情報そのものをレコード内に持たないジャーナルもあります。それらの
ジャーナルは編集出力の対象にはなりません。

KFCA02641-E jnleditコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02642-E jnleditコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02643-E jnleditコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02644-E jnleditコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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• -s サーバ名
• -v サービス名
• -u トランザクション識別子
• -m 論理端末名称

使用例

アンロードジャーナルファイルの先頭から，1993年 5月 29日 17時 30分 0.999999秒
までの情報を，16進数，および文字形式で，レコード単位に編集して出力する場合

アンロードジャーナルファイル：sysjnl001

 
jnledit -e r -t ,17300005291993 -c /tp1/jnl/sysjnl001
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13.　運用コマンドの詳細
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jnlinit

名称

ジャーナル関係のファイルの初期設定

形式
jnlinit -j jnl｜cpd｜srf -f 物理ファイル名 -n OpenTP1レコード数

機能

OpenTP1ファイルシステム下にジャーナル関係のファイルを作成し，オンラインで使用
できるように初期設定します。

オプション

● -j　jnl｜ cpd｜ srf

初期設定するジャーナル関係のファイルを指定します。

jnl：システムジャーナルファイル，またはアーカイブジャーナルファイル

cpd：チェックポイントダンプファイル

srf：OpenTP1ファイルで作成するサーバリカバリジャーナルファイル

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

初期設定する物理ファイル名を完全パス名で指定します。

-jオプションで jnlを指定したシステムジャーナルファイルの場合，システムジャーナル
サービス定義の定義コマンド jnladdpfの物理ファイル名に指定した名称と同じ名称を指
定してください。

-jオプションで jnlを指定したアーカイブジャーナルファイルの場合，アーカイブジャー
ナルサービス定義の定義コマンド jnladdpfの物理ファイル名に指定した名称と同じ名称
を指定してください。

-jオプションで cpd，または srfを指定した場合，チェックポイントダンプサービス定義
の定義コマンド jnladdpfの物理ファイル名に指定した名称と同じ名称を指定してくださ
い。

すでにある物理ファイルを指定するとエラーになります。

● -n　OpenTP1レコード数　　～〈符号なし整数〉((12～ 524287))

初期設定する OpenTP1ファイルのレコード数を指定します。

なお，ここでいうレコードとは，ジャーナルサービスが管理する OpenTP1ファイルシ
ステム上の 4096バイトの領域のことです。
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-jオプションで jnlを指定する場合は，-nオプションには次に示す値以上を指定してくだ
さい。

• システムジャーナルファイルのとき：

↑ ((システムサービス定義の jnl_max_datasize値 )＋ 336)／ 4096↑＋ 12

　　↑↑：小数点以下を切り上げます。

• アーカイブジャーナルファイルのとき：260

注意事項
• jnlinitコマンド実行時，次に示す環境変数に OpenTP1ディレクトリの環境変数と同
じものが設定されていないと，コマンドエラー時にメッセージが出力されません。
　DCDIR

• キャラクタ型スペシャルファイル上に OpenTP1ファイルシステムを作成した場合，
ジャーナル関係のファイルを作成するハードディスクのパーティションは，セクタ長
の整数倍が 4096となるものでなければなりません。

• jnlinitコマンドで初期設定したファイルのレコード数のうち，情報の取得に使用でき
るレコード数は，-nオプションで指定したレコード数 -4レコードとなります。これ
は，OpenTP1が情報の取得に使用できるレコード数（-nオプションの値）から管理
レコード部分（3レコード）を除いて初期化するためです。
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13.　運用コマンドの詳細
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jnlls

名称

ジャーナル関係のファイル情報の表示

形式
jnlls -j sys｜cpd｜jar｜srf 〔-s サーバ名〕〔-r リソースグループ名〕
    〔-g ファイルグループ名〕〔-d〕

機能

ジャーナル関係のファイルについての情報を標準出力に出力します。

オプション

● -j　sys｜ cpd｜ jar｜ srf

情報を表示するジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　cpd：チェックポイントダンプファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

　srf：OpenTP1ファイル化したサーバリカバリジャーナルファイル

cpd，または srfを指定した場合は，ジャーナルサービスが動作しているときだけコマン
ドを実行できます。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

チェックポイントダンプファイルの情報を表示するとき，その対象となるサーバの名称
を指定します。

このオプションの指定を省略すると，すべてのサーバの情報が出力されます。

-jオプションで cpd以外を指定している場合，-sオプションの指定は無視されます。

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

-jオプションで jarを指定している場合，情報を表示するファイルのリソースグループの
名称を指定します。グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド
jnldfsv -aで指定したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名を指定してく
ださい。

このオプションの指定を省略すると，すべてのリソースグループの情報が出力されます。

-jオプションで jar以外を指定している場合，-rオプションの指定は無視されます。
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● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

システムジャーナルファイルの情報を表示するとき，特定のファイルグループの情報を
表示する場合に指定します。

このオプションの指定を省略すると，すべてのファイルグループの情報が表示されます。

● -d

システムジャーナルファイル，アーカイブジャーナルファイル，またはチェックポイン
トダンプファイルの情報を表示するとき，要素ファイルの情報を表示する場合に指定し
ます。

このオプションの指定を省略すると，要素ファイルの情報は表示されません。

-jオプションで srfを指定している場合，-dオプションの指定は無視されます。

出力形式

●「jnlls -j sys -d」，または「jnlls -j jar -d」と指定した場合

注※
B系状態は，システムジャーナルファイルを二重化したときだけ表示されます。

• 1：ファイルグループ状態
• 2：要素ファイル状態
• aaaaaaaa：ファイルグループ名
• bbb：ファイル種別
• sys…システムジャーナルファイル
• jar…アーカイブジャーナルファイル

• cccccccc：リソースグループ名（グローバルアーカイブジャーナルサービス定義で指定
したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名）

• dddddddd：世代番号（16進数）
• e：ファイルグループのオープン状態
• o…オープン中（該当するファイルグループを構成する要素ファイルがオープンされ
ています）

• c…クローズ中（該当するファイルグループを構成する要素ファイルがクローズされ
ています）

• f：ファイルグループの状態
• c…現用（ファイルグループが有効な要素ファイルで構成されていて，現時点で
ジャーナルの出力対象となっています）
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• s…待機中（ファイルグループが有効な要素ファイルで構成されているが，現時点で
ジャーナルの出力対象になっていません）

• n…予約（ファイルグループが有効な要素ファイルで構成されていません）

• g：ファイルグループのアンロード状態※ 1

• u…アンロード待ち（過去に現用として使用されていて，スワップされて現用でなく
なり，アンロードしなければならないジャーナルを含んでいます）

• -…アンロード済み

• h：ファイルグループが上書きできるか，できないかの状態
• d…上書きできません（システムの回復に必要なジャーナルを含んでいます）
• -…上書きできます（システムの回復に必要なジャーナルを含んでいません）

• i：ファイルグループの OpenTP1での状態
• b…jnlunlfg，jnlchgfgコマンドで使用中，または回復処理で使用中の状態です
• -…jnlunlfg，jnlchgfgコマンドで使用中，または回復処理で使用中でない状態です

• j：ファイルグループの不整合状態
• c…過去に現用として使われていたときに，何らかの障害が発生してジャーナルファ
イル内の管理情報が現用のままとなっている要素ファイルがあります。例えば現用
中にジャーナルの出力障害が発生したファイルグループなどです。

• -…過去に現用として使用され，正しく処理されているファイルです

• k：ファイルグループのアーカイブ済み状態※ 1

• u…アーカイブ待ち。マルチノード機能を使用していて，該当するファイルグループ
の中にアーカイブジャーナルファイルに出力されていないジャーナルを含んでいま
す。

• -…アーカイブ済み

• llllllll：ラン ID（ファイルが使用されたときのジャーナルサービス，またはグローバ
ルアーカイブジャーナルサービスのラン ID。16進数）

• mmmmmmmm：先頭ブロック番号（16進数）
• nnnnnnnn：最終ブロック番号（16進数）
• oooooooo：要素ファイル名
• p：要素ファイルのオープン状態
• o…オープン状態（該当する要素ファイルを構成する物理ファイルがオープンされて
います）

• c…クローズ状態（該当する要素ファイルを構成する物理ファイルがクローズされて
います）

• q：要素ファイルが使用できるかどうかの状態
• n…要素ファイルが，オンラインで使用できる物理ファイルで構成されていません
• u…要素ファイルが，オンラインで使用できる物理ファイルで構成されています

• r：要素ファイルのアンロード状態※ 2
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• u…アンロード待ち（アンロードしなければならないジャーナルを含んでいます）
• -…アンロード済み

• s：要素ファイルのアーカイブ済み状態※ 1

• u…アーカイブ待ち。マルチノード機能を使用していて，該当する要素ファイルの中
にアーカイブジャーナルファイルに出力されていないジャーナルを含んでいます

• -…アーカイブ済み

• t：要素ファイルの閉塞状態
• h…閉塞中（該当する要素ファイルを構成する物理ファイルに対するジャーナルの出
力，またはジャーナルファイルヘッダの入出力で障害が発生し，以後ジャーナルを
出力していない物理ファイルを含む要素ファイルです）

• -…閉塞中ではありません（正常な要素ファイルです）

• u：要素ファイルが読み込める，または読み込めない状態
• r…該当する要素ファイルを構成する物理ファイルが読み込めない状態です（全面回
復，部分回復しようとしても，ジャーナルが消去（初期化）されていて読み込めま
せん。システムジャーナルファイルに障害が発生し，障害の要因を取り除いたあと，
物理ファイルを再作成してオープンした場合，この状態になります）

• -…該当する要素ファイルを構成する物理ファイルが読み込める状態です

• vvvvvvvv：該当するファイルでの使用済みレコード数（16進表示）※ 3，※ 4

ジャーナルを出力した OpenTP1ファイルシステム上のレコード数です
• wwwwwwww：該当するファイル内の全レコード数（16進表示）※ 4，※ 5

ジャーナルを出力できる OpenTP1ファイルシステム上のレコード数です
• A：物理ファイルのオープン状態
• o…オープン中（ジャーナルサービスが該当する物理ファイルをオープンしていま
す）

• c…クローズ中（ジャーナルサービスが該当する物理ファイルをオープンしていませ
ん）

• B：物理ファイルの状態
• c…現用（ファイルグループの状態が現用のときは，実際にジャーナルの出力対象に
なっていることを示します。ファイルグループの状態が現用でないときは，過去に
現用だったときに障害が発生し，回復されていないためにジャーナルファイルヘッ
ダにステータスが残っている状態です。jnlunlfg，jnlchgfgコマンドで状態を回復す
るか，または jnlinitコマンドで初期設定しないと再使用できません）

• s…待機

• C：物理ファイルのアンロード状態※ 2

• u…アンロード待ち（該当する物理ファイルに，アンロードしなければならない
ジャーナルがあります）

• -…アンロード済み（該当する物理ファイルには，アンロードしなければならない
ジャーナルがありません）
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• D：物理ファイルのアーカイブ済み状態※ 1

• u…アーカイブ待ち。マルチノード機能を使用していて，該当する物理ファイルの中
にアーカイブジャーナルファイルに出力されていないジャーナルを含んでいます

• -…アーカイブ済み

• E：物理ファイルの閉塞状態
• h…閉塞中（ジャーナルの出力，またはジャーナルファイルヘッダの入出力で障害が
発生し，以後ジャーナルを出力していません）

• -…閉塞中ではありません（ジャーナルを出力できます）

• F：物理ファイルが読み込める状態かどうか
• r…読み込めない状態（全面回復，部分回復しようとしても，ジャーナルが消去（初
期化）されていて，読み込めません。システムジャーナルファイルに障害が発生し，
障害の要因を取り除いたあと，物理ファイルを再作成してオープンしたような場合，
この状態になります）

• -…読み込める状態です

注※ 1
該当するファイルグループが次の場合には，必ず 'u'が表示されます。
• マルチノード機能を使用していないシステムジャーナルファイル
• アーカイブジャーナルファイル

マルチノード機能を使用していて，ファイルグループのアーカイブ済み状態に '-'
（アーカイブ済み）が表示された場合，要素ファイルと物理ファイルのアーカイブ済
み状態に 'u'（アーカイブ待ち）が表示されても，アーカイブされません。状態が不
一致になるのは，物理ファイルに障害が発生して，状態が書き換えられなかったた
めです。

注※ 2
ファイルグループのアンロード状態がアンロード済みの場合は，要素ファイル，物
理ファイルのアンロード状態がアンロード待ちであっても jnlunlfg，jnlchgfgコマ
ンドを実行する必要はありません。ステータスが不一致になるのは，jnlunlfg，
jnlchgfgコマンド実行時に障害が発生し，ステータスが書き換えられていないため
です。

注※ 3
0が表示されているときは，ジャーナルが 1件も出力されていない場合です。全面
回復完了後，現用以外の状態の場合，使用済みレコード数の内容が正しくなくなる
ことがあります。

注※ 4
1レコードとは，ジャーナルサービス，またはグローバルアーカイブジャーナル
サービスで管理する OpenTP1ファイルシステム上の 4096バイトのエリアのことで
す。
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注※ 5
ファイル内の全レコード数はジャーナルサービス，またはグローバルアーカイブ
ジャーナルサービスがジャーナルブロックを出力できる OpenTP1ファイルのレ
コード数であり，jnlinitコマンドの -nオプションで指定したレコード数－ 4です。

 

●「jnlls -j cpd」と指定した場合

• aaaaaaaa：サーバ名
• bbbbbbbb：ファイルグループ名
• cccccccc：世代番号（16進数）
• d：世代状態
• a…上書きできない状態
• u…上書きできる，または書き込み中の状態
• r…予約の状態

• eeeeeeee：オーバライトポインタのジャーナルファイルグループ名
• ffffffff：オーバライトポインタのジャーナルブロック番号（16進数）

 

●「jnlls -j cpd -d」と指定した場合

aaaaaaaa～ ffffffffについては，「「jnlls -j cpd」と指定した場合」と同じです。

• g：A系，または B系のファイル状態
• o…オープン中
• c…クローズ中
• h…障害閉塞中
• -…物理ファイルの割り当てなし

 

●「jnlls -j srf」と指定した場合

• aaaaaaaa：サーバ名
• bbbbbbbbbbbbbbb：ファイル名（チェックポイントダンプサービス定義で指定した
サーバリカバリジャーナルファイルのファイルグループ名）
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• ccccc：サーバリカバリジャーナルファイルのブロック数
• ddd：ファイルの使用率（jnlinitコマンドで初期設定したファイルのサイズに対する，

OpenTP1ファイル化したサーバリカバリジャーナルの割合）

出力メッセージ

注意事項
• ファイルグループの状態を変更中（スワップ中，またはファイルグループを操作する
運用コマンドの処理中など）に jnllsコマンドを入力すると，正しい状態が表示されな
いことがあります。

• システムジャーナルサービス定義で，jnl_unload_check=Nを指定している場合は，
ファイルグループはアンロード済み状態でなくてもスワップ先のファイルグループと
して使用できます。

• jnllsコマンドは OpenTP1が動作中の場合，共用メモリ上のジャーナル管理情報を基
にファイル情報の表示をしています。しかし，OpenTP1が停止しているときは，共
用メモリ上のジャーナル管理情報がないので，物理ファイルを読み込んでファイル情
報を表示します。このため，OpenTP1の停止中に，jnllsコマンドを実行しても
OpenTP1がオンラインで管理する情報は表示されません。

• システムジャーナルファイルとアーカイブジャーナルファイルは，OpenTP1の動作
中と停止中では，表示内容が異なります。OpenTP1の状態と表示内容の関係を次に
示します。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01280-E jnllsコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01281-E jnllsコマンドの入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA01282-E 指定したものが見つかりません 標準エラー出力

KFCA02128-E 指定したサーバ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA02130-E -sオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02132-E 障害が発生して jnllsコマンドの処理を中止しました 標準エラー出力

KFCA02171-E 作業領域が確保できません 標準エラー出力

KFCA02172-I 表示するチェックポイントダンプファイルの情報がありませ
ん

標準エラー出力

KFCA01291-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

表示項目 OpenTP1の状態

表示内容 表示記号 動作中 停止中

ファイルグループ名 aaaaaaaa ○ ○
644



13.　運用コマンドの詳細
jnlls
（凡例）
○：表示されます。
×：表示されません。

ファイル種別 bbb ○ ○

リソースグループ名 cccccccc ○ ○

世代番号 dddddddd ○ ○

ファイルグループに関する
表示項目

オープン状態 e ○ ×

使用状況 f ○ △※ 1

アンロード状態 g ○ ○

上書きの可否 h ○ ×

OpenTP1での状態 i ○ ×

不整合状態 j ○ ○

アーカイブ済み状態 k ○ ○

ラン ID llllllll ○ ○

先頭ブロック番号 mmmmmmmm ○ ○

最終ブロック番号 nnnnnnnn ○ △※ 2

要素ファイルに関する表示
項目

要素ファイル名 oooooooo ○ ○

オープン状態 p ○ ×

使用状況 q ○ ×

アンロード状態 r ○ ○

アーカイブ済み状態 s ○ ○

閉塞状態 t ○ ×

読み込みの可否 u ○ ○

使用済みレコード数 vvvvvvvv ○ ×

ファイル内の全レコード数 wwwwwwww ○ ○

物理ファイルに関する表示
項目

オープン状態 A ○ ×

使用状況 B ○ ○

アンロード状態 C ○ ○

アーカイブ済み状態 D ○ ○

閉塞状態 E ○ ×

読み込みの可否 F ○ ○

表示項目 OpenTP1の状態

表示内容 表示記号 動作中 停止中
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△：表示されますが，OpenTP1動作中と値が異なります。

注※ 1
現用以外の場合は，？が表示されます。

注※ 2
現用のファイルグループは表示されません。また，障害の発生したファイルグルー
プは，表示されない場合があります。

• jnllsコマンドは，OpenTP1の停止中の場合は，物理ファイルを読み込んでジャーナ
ル状態を表示します。どの物理ファイルを読み込むかは，ジャーナル関係の定義ファ
イルを解析して決定します。このため，次に示す定義は変更しないでください。
1. ジャーナルサービス定義
2. システムジャーナルサービス定義
3. グローバルアーカイブジャーナルサービス定義
4. アーカイブジャーナルサービス定義

定義を変更した場合，結果は保証できません。ただし，再開始時に変更できる定義を
変更することはできます。

• OpenTP1の停止中に，次に示すジャーナルファイルを表示する場合は，注意してく
ださい。
1. システムジャーナルファイル，アーカイブジャーナルファイルの場合

OpenTP1が停止している場合は，ジャーナル関係の定義ファイルと物理ファイル
を読み込んで，ファイル情報を表示します。このため，jnllsコマンドは OpenTP1
管理者が実行してください。

2. チェックポイントダンプファイル，OpenTP1ファイル化したサーバリカバリ
ジャーナルファイルの場合
OpenTP1が停止している場合に，jnllsコマンドを実行するとコマンドエラーにな
ります。

• OpenTP1停止直後には，jnllsコマンドを入力しないでください。コマンドが中断す
るおそれがあります。
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jnlmcst

名称

MCF稼働統計情報の出力

形式
jnlmcst 〔-e 編集種別〕〔-l 行〕〔-i 時間間隔〕
        〔-t〔開始〕〔,終了〕〕〔-m 論理端末名称〕
        〔-a アプリケーション名称〕
        〔-o ジャーナル取得モード〔ジャーナル取得モード〕…〕
        〔ファイル名〕

機能

指定したアンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブジャーナルファ
イルから，MCF稼働統計情報を収集し，編集後，標準出力へ出力します。

出力する情報を次に示します。

• MCF稼働統計情報のメッセージ受信系，および送信系情報

オプション

● -e　編集種別　　～《all》

編集種別を指定します。

　let：論理端末名称ごとにMCF稼働統計情報を編集し，出力します。

　uap：アプリケーション名ごとにMCF稼働統計情報を編集し，出力します。

　all：すべてのMCF稼働統計情報を編集し，出力します。

● -l　行　　～〈符号なし整数〉((12～ 256))《24》

1ページの出力行数を指定します。

● -i　時間間隔

MCF稼働統計情報を編集し，出力する時間の間隔を，時間間隔，または分間隔で指定し
ます。

h〔HH〕：時間間隔（01≦ HH≦ 24）で出力します。
HHの指定を省略すると，1時間間隔で出力します。

m〔MM〕：1分間隔（01≦MM≦ 09），または 10分間隔（10≦MM≦ 30）で出力し
ます。

MMの指定を省略すると，10分間隔で出力します。

時間間隔と分間隔の両方を指定すると，エラーとなります。
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-iオプションの指定を省略すると，1時間間隔で出力します。

● -t　〔開始〕〔，終了〕

MCF稼働統計情報の出力範囲をジャーナル出力時刻で指定します。

開始には，出力を開始する時刻を指定します。終了には，出力を終了する時刻を指定し
ます。

開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定し
ます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
アンロードジャーナルファイルの先頭から指定した終了時刻までが出力範囲になります。
終了の指定を省略すると，指定した開始時刻からアンロードジャーナルファイルの最後
までが出力範囲になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。
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● -m　論理端末名称　　～〈1～ 16文字の英数字〉

編集対象の論理端末名称を指定します。

-mオプションの指定を省略すると，すべての論理端末が編集対象となります。

-mオプションの指定は，-eオプションで letを指定した場合だけ有効です。

● -a　アプリケーション名称　　～〈1～ 10文字の英数字〉

編集対象のアプリケーション名を指定します。

-aオプションの指定を省略すると，すべてのアプリケーションが編集対象となります。

-aオプションの指定は，-eオプションで uapを指定した場合だけ有効です。

● -o　ジャーナル取得モード

ジャーナルの取得モードを指定します。複数のジャーナル取得モードを指定できます。

c
トランザクションテストモードでコミット属性のMCF稼働統計情報，またはMCF
のトランザクション外テストモードのMCF稼働統計情報を出力します。

r
トランザクションテストモードでロールバック属性のMCF稼働統計情報を出力し
ます。

s
オンラインテストモード以外のMCF稼働統計情報を出力します。

-oオプションの指定を省略すると，すべてのジャーナル取得モードのMCF稼働統計情
報が出力されます。

指定できるオプションの組み合わせを次に示します。

（凡例）
○：指定できます。
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×：指定できません。
－：無効です。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの名称を指定します。

マルチノード機能を使用している場合は，jnlsortコマンドでソート，およびマージ
（ノードの抽出，ジャーナルサーバラン IDの特定）した結果のファイル名を指定してく
ださい。

このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。

出力形式

「jnlmcst -e let」と指定した場合の出力形式を次に示します。

注※
-eオプションに uapを指定した場合はアプリケーション名が，-eオプションに all
を指定した場合はすべてのMCF情報が表示されます。

• aa...aa：指定したファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• cc...cc：-tオプション指定開始時刻（-tオプション省略時は '*'を出力）
• dd...dd：-tオプション指定終了時刻（-tオプション省略時は '*'を出力）
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• ee...ee：-iオプション指定出力間隔（-iオプション省略時は '△ 1 hour'を出力）
出力時間の間隔と単位を次のように出力します。
• 1時間間隔の場合…△ 1　hour
• 1分間隔の場合…△ 1　minute

• ff...ff：ノード識別子
• gg...gg：論理端末名称
• xx...xx：統計情報（10けた以内の 10進数）
最小値，最大値，平均値，合計値がオーバフローした場合は，'*'を出力します。
平均値は，小数点以下を四捨五入して出力します。
受信メッセージサイズの合計値には，'-'を出力します。

• vv-rr ：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

出力メッセージ

注意事項
• MCF稼働統計情報の出力範囲を指定する場合，開始時刻，または終了時刻と一致する
ジャーナルレコードがないときは，開始時刻と終了時刻の間にあるジャーナルレコー
ドが出力対象になります。

• jnlmcstコマンドの対象となるジャーナルレコードがない場合，処理を終了します。
• 開始時刻が終了時刻より遅くなるようにMCF稼働統計情報の出力範囲を指定すると
きは，必ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定して，終了時刻が開始
時刻よりあとになるようにしてください。省略するとエラーになります。日付を省略
すると，jnlmcstコマンドを入力した年月日と見なすため，出力範囲が該当する年月
日以外の日付の場合は，必ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定して
ください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02670-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力

KFCA02671-E jnlmcstコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02672-E jnlmcstコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02673-E jnlmcstコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02674-E jnlmcstコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力
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• MCF稼働統計情報の編集出力開始時刻は，-tオプションで開始時刻を指定するか，指
定しないかによって異なります。指定した場合，-tオプションの開始時刻が含まれる
時間帯から出力します。指定しなかった場合，該当するファイルの先頭の IJ，GJ，
OJ，AJレコード時刻が含まれる時間帯から出力します。ここでいう時間帯とは，そ
れぞれの開始時刻の時間（hh：00）を基に，-iオプションで指定した時間間隔で区
切った間隔のことです。

• MCF稼働統計情報の出力終了時刻を指定すると，指定終了時刻を含む時間帯まで出力
されます。

• 編集した平均値は小数点以下 1けたを四捨五入して出力します。
• 受信メッセージサイズの合計値には，'－ 'を出力します。
• 最小値，最大値，平均値，合計値がオーバフローした場合，'*'を出力します。
• ファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となります。そのため，入力
ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• -tオプション指定時，指定したファイル中に指定範囲と一致する部分が複数ある場合
は，すべてが出力対象となります。

• -tオプションの終了時刻の「年」に 2038年を超える値を指定すると，CPU消費量お
よびメモリ所要量が増大してコマンドを終了するまでに時間が掛かる場合があります。

使用例

2003年 5月 29日 17時 30分 0.0秒からアンロードジャーナルファイルの最後までの
MCF稼働統計情報を編集出力する場合

アンロードジャーナルファイル：sysjnl001

 
jnlmcst -e all -t 17300005292003 /tp1/jnl/sysjnl001
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jnlmkrf

名称

ジャーナル関係のファイルの回復

形式
jnlmkrf ｛-j trf｜-j srf -s サーバ名｝ アンロードジャーナルファイル名
        〔〔△アンロードジャーナルファイル名〕…〕

機能

OpenTP1の再開始中に障害が発生したジャーナル関係のファイルを回復します。

オプション

● -j　trf

トランザクションリカバリジャーナルファイルを回復します。

● -j　srf

サーバリカバリジャーナルファイルを回復します。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバリカバリジャーナルファイルを回復する場合に，対象となるサーバの名称を指定
します。

-jオプションで srfを指定している場合，必ず指定してください。指定を省略すると，コ
マンドエラーとなります。

-jオプションで trfを指定している場合，-sオプションを指定しても -sオプションの指
定は無視されます。

コマンド引数

●アンロードジャーナルファイル名　　～〈パス名〉

ジャーナル関係のファイルを回復するのに必要なジャーナルが含まれているシステム
ジャーナルファイルに対して，jnlunlfgコマンドを実行して作成したアンロードジャー
ナルファイルの名称を指定します。

アンロードジャーナルファイルが複数ある場合は，そのアンロードジャーナルファイル
をすべて指定してください。アンロードジャーナルファイル名は 64個まで指定できま
す。複数のアンロードジャーナルファイルを指定する場合は，アンロードジャーナル
ファイル名とアンロードジャーナルファイル名との間を空白で区切ります。指定するア
ンロードジャーナルファイルの世代は，順不同でかまいません。

指定したアンロードジャーナルファイルでジャーナルの通番抜けがある場合は，ジャー
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ナル関係のファイルの回復を中止します。
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jnlopnfg

名称

ジャーナル関係のファイルのオープン

形式
jnlopnfg -j sys｜cpd｜jar 〔-s サーバ名〕〔-r リソースグループ名〕
         -g ファイルグループ名〔-e 要素ファイル名〕〔-a〕〔-b〕

機能

指定したファイルグループを構成するクローズ中の物理ファイルをオープンし，オンラ
インで使用できるようにします。

jnlopnfgコマンドは，OpenTP1が動作中で，かつジャーナルサービスが動作中のときだ
け入力できます。

オプション

● -j　sys｜ cpd｜ jar

オープンするジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　cpd：チェックポイントダンプファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

チェックポイントダンプファイルをオープンするとき，対象となるサーバの名称を指定
します。

このオプションの指定を省略すると，すべてのサーバのチェックポイントダンプファイ
ルでファイルグループ名と一致するもののうち，最初に見つけられたものがオープンさ
れます。

-jオプションで cpd以外を指定している場合，-sオプションの指定は無視されます。

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

-jオプションで jarを指定している場合，オープンするファイルのリソースグループの名
称を指定します。グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv 
-aで指定したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名を指定してください。

このオプションの指定を省略すると，オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの
うちから，アーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aの先頭に定義し
たファイル名が仮定されます。
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-jオプションで jar以外を指定している場合，-rオプションの指定は無視されます。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

オープンするジャーナル関係のファイルのファイルグループ名を指定します。

● -e　要素ファイル名

オープンするジャーナル関係のファイルのファイルグループ中の，要素ファイルの名称
を指定します。

● -a

A系の物理ファイルをオープン対象とします。

● -b

B系の物理ファイルをオープン対象とします。

二重化していないときに指定すると，コマンドエラーとなります。

上記の -a，-bオプションを両方とも省略した場合，または -jオプションで cpdを指定し
た場合は，次のようになります。

• 二重化していない場合は，-aオプションを指定した場合と同様に，A系の物理ファイ
ルをオープン対象とします。

• 二重化している場合は，-a，-bオプションを同時に指定した場合と同様に，A系，B
系両方の物理ファイルをオープン対象とします。

• 片系運転不可の二重化の運用では，-j cpdの指定に，-aまたは -bオプションのどちら
かを指定するとコマンドエラーになります。

なお，オープン対象となる物理ファイルがすべてオープン済みのときは，警告メッセー
ジ（KFCA01283-W，または KFCA02167-W）を出力します。ただし，コマンドエラー
とはなりません（コマンド終了コードは 0）。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01215-I ファイルグループのオープンに成功しました メッセージログ
ファイル

KFCA01280-E jnlopnfgコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01281-E jnlopnfgコマンドの入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA01283-W jnlopnfgコマンド実行中に軽度エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01285-E スワップ処理中です 標準エラー出力
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注意事項

jnlopnfgコマンドを，スワップ処理中，またはほかの運用コマンドの処理中に入力する
と，エラーとなることがあります。

KFCA01294-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA02128-E 指定したサーバ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA02129-E 指定したファイルグループ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA02130-E -sオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02131-E -gオプションの指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA02132-E 障害が発生して jnlopnfgコマンドの処理を中止しました 標準エラー出力

KFCA02167-W 指定したファイルグループはオープン済みです 標準エラー出力

KFCA02169-E ファイルのオープンに失敗しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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jnlrinf

名称

再開始中読み込み済ジャーナル関係のファイル情報の表示

形式
jnlrinf -j sys｜jar

機能

再開始中に読み込んだジャーナル情報を出力します。

オプション

● -j　sys｜ jar

情報を表示するジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

出力形式

• aaa：ファイル種別
• sys…システムジャーナルファイル
• jar…アーカイブジャーナルファイル

• bbbbbbbb：リソースグループ名（グローバルアーカイブジャーナルサービス定義で指
定したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名）

• cccccccc：ファイルグループ名
• dddddddd：世代番号（16進数）
• eeeeeeeee：読み込み済みのブロック番号（16進数）
• yyyy/mm/dd　hh:mm:ss：該当するブロックを読み込んだ時間
• ffffffff：現在処理中の世代の先頭ブロック番号（16進数）
• gggggggg：現在処理中の世代の最終ブロック番号（16進数）
現用または障害の発生したファイルグループの場合，「********」と表示されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力
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注意事項
• OpenTP1システムの稼働中でも，ジャーナルサービスが再開始中でないとき，

KFCA01280-Eが出力されることがあります。
• OpenTP1システムの開始ステータスが「再開始」で，ジャーナルサービスがオンラ
インのとき，このコマンドは，最後に読み込んだジャーナル情報を出力します。

KFCA01280-E jnlrinfコマンドが実行できませんでした 標準エラー出力

KFCA01281-E jnlrinfコマンドの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA01282-E 指定したものが見つかりません 標準エラー出力

KFCA01284-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
659



13.　運用コマンドの詳細
jnlrm
jnlrm

名称

ジャーナル関係のファイルの削除

形式
jnlrm -f 物理ファイル名 〔-u〕

機能

OpenTP1ファイルシステム下のジャーナル関係のファイルを削除します。

指定したファイルがオープン中の場合は，削除できません。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

削除する物理ファイル名を完全パス名で指定します。

● -u

-fオプションで指定したファイルがシステムジャーナルファイル，またはアーカイブ
ジャーナルファイルの場合，そのファイルがアンロード待ち状態であっても，強制的に
ファイルを削除します。チェックポイントダンプファイル，またはサーバリカバリ
ジャーナルファイルの場合，-uオプションの指定は無視されます。

このオプションの指定を省略すると，-fオプションで指定したファイルがシステム
ジャーナルファイル，またはアーカイブジャーナルファイルの場合，そのファイルのア
ンロード状態がチェックされます。ファイルがアンロード待ち状態の場合は，コマンド
エラーとなります。
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jnlrput

名称

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルのレコード出力

形式
jnlrput 〔-t〔開始〕〔,終了〕〕〔-e〕〔-f〕〔-l〕〔-c キー〕
        〔-u トランザクショングローバル識別子
                                  〔,トランザクションブランチ識別子〕〕
        〔-o ジャーナル取得モード〔ジャーナル取得モード〕…〕
        〔-j レコード種別〔レコード種別〕…〕〔-q _trn〕〔-q _rpc〕
        〔-d 任意抽出条件〕〔-x〕〔ファイル名〔△ファイル名〕…〕

機能

指定したアンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロード
ジャーナルファイル内のユーザジャーナルレコードの情報，トランザクションブランチ
の CPU使用時間情報，およびレスポンス統計情報を標準出力に出力します。

オプション

● -t　〔開始〕〔，終了〕

レコードデータ情報の出力範囲をジャーナル出力時刻で指定します。

開始には，出力を開始する時刻を指定します。終了には，出力を終了する時刻を指定し
ます。

開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定し
ます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
アンロードジャーナルファイルの先頭から指定した終了時刻までが出力範囲になります。
終了の指定を省略すると，指定した開始時刻からアンロードジャーナルファイルの最後
までが出力範囲になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
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指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべてのジャーナルを出力し
ます。

● -e

コミット決着済みのユーザジャーナルレコード（UJ）だけを出力します。

-eオプションの指定を省略すると，すべてのユーザジャーナルレコード（UJ）を出力し
ます。

● -f

最初のファイルから，コミット決着済みのユーザジャーナルレコードを出力します。こ
のとき，ジャーナルファイルの先頭ブロック番号が 1から昇順に連番かどうかをチェッ
クします。エラーがあれば処理を終了します。

-fオプションは，-eオプションを指定したときだけ有効です。

-fオプションの指定を省略すると，前回のレコード出力処理からの引き継ぎがあるもの
として，引き継ぎファイルの最終ブロック番号＋ 1から昇順に連番であることがチェッ
クされます。エラーがあれば処理を終了します。

● -l

最後のファイルから，コミット決着済みのユーザジャーナルレコードを出力します。そ
の後，引き継ぎファイルを削除します。

-lオプションは，-eオプションを指定したときだけ有効です。

-lオプションの指定を省略すると，次回のレコード出力処理への引き継ぎがあるものと
して，引き継ぎファイルを作成します。
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● -c　キー　　～ ((001～ 999))《001》

引き継ぎファイルの名称の一部を指定します。実際は，OpenTP1が「jnlrput***」とい
う名称でファイルを作成し，***にはこのオプションで指定した値が設定されて，引き

継ぎファイルの名称となります。

● -u　トランザクショングローバル識別子〔，トランザクションブランチ識別子〕

～〈33けたの英数字，特殊文字，および 16進数字〉

出力するユーザジャーナルレコードをトランザクション識別子で指定します。トランザ
クション識別子は「トランザクショングローバル識別子，トランザクションブランチ識
別子」の形式で指定します。

-uオプションの指定を省略すると，すべてのトランザクション識別子を出力します。

● -o　ジャーナル取得モード

ジャーナルの取得モードを指定します。複数のジャーナルの取得モードを指定できます。

c
トランザクションテストモードでコミット属性のジャーナル，またはMCFのトラ
ンザクション外テストモードのジャーナルを出力します。

r
トランザクションテストモードでロールバック属性のジャーナルを出力します。

s
オンラインテストモード以外のジャーナルを出力します。

-oオプションの指定を省略すると，すべてのジャーナル取得モードのジャーナルを出力
します。

● -j　レコード種別

出力する内容をレコード種別で指定します。

レコード種別の指定値と内容を次に示します。

レコード種別 指定値 内容 備考

SJ s システム統計情報※ 統計用ジャーナル

AJ a 送信完了情報

IJ i 入力キュー登録メッセージ

OJ o 出力キュー登録メッセージ

MJ m メッセージジャーナル

GJ g receive情報

UJ u ユーザ任意の情報 ユーザジャーナル
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注※
-qオプションに '_trn'を指定したときはトランザクションブランチの CPU使用時間
情報を，'_rpc'を指定したときはレスポンス統計情報を出力します。

-jオプションの指定を省略すると，ユーザジャーナル（UJ）だけを出力します。

● -q　_trn

指定したファイル内のトランザクションブランチの CPU使用時間情報を出力します。

-qオプションの指定は，-jオプションに s（システム統計情報）を指定したときだけ有効
です。

● -q　_rpc

指定したファイル内のレスポンス統計情報を出力します。

-qオプションの指定は，-jオプションに s（システム統計情報）を指定したときだけ有効
です。

● -d　任意抽出条件

ユーザジャーナルレコード（UJ）を抽出する条件を指定します。

比較データとジャーナルレコードを比較して，比較記号で指定した条件を満たすジャー
ナルレコードを抽出します。抽出条件は 255けた以内で指定します。

抽出条件の記述形式を次に示します。

 
  比較位置,〔比較記号〕,〔比較形式〕,比較データ
           〔,比較位置,〔比較記号〕,〔比較形式〕,比較データ〕
 

1. 抽出条件は二つまで指定できます。
2. 複数の抽出条件を指定した場合は，すべての条件を満たすジャーナルレコードを抽出
します。

• 比較位置　　～〈16進数字〉((0～ 7faf8))
ユーザジャーナルレコードと比較する，比較データの位置を指定します。UAP履歴情
報の先頭からの位置を指定してください。UJコードの場合は，"CODE"を指定しま
す。

• 比較記号　　～《eq》
ユーザジャーナルレコードと比較するデータの比較条件を比較記号で指定します。

eq：UJのデータと比較するデータの内容が等しい。
（UJのデータ内容＝比較データの内容）

ne：UJのデータと比較データの内容が等しくない。
（UJのデータ内容≠比較データの内容）
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gt：UJのデータが比較データの内容より大きい。
（UJのデータ内容＞比較データの内容）

ge：UJのデータが比較データの内容と等しい，または大きい。
（UJのデータ内容≧比較データの内容）

lt：UJのデータが比較データの内容より小さい。
（UJのデータ内容＜比較データの内容）

le：UJのデータ内容が比較データの内容と等しい，または小さい。
（UJのデータ内容≦比較データの内容）

• 比較形式　　～《x》
比較するデータの形式を指定します。ここで指定した形式に従って，ユーザジャーナ
ルレコードと比較データが比較されます。
　x：16進形式
　c：文字形式

• 比較データ
比較するデータを指定します。16進形式で比較データを指定する場合は，0～ 9，a
～ f，または A～ Fの範囲を偶数けたで指定してください。
UJコードを指定する場合は，16進形式で 8けた以内の偶数けたで指定してください。
シェルのメタキャラクタ，コンマ（，），およびスペースは指定できません。

● -x

トランザクション外のユーザジャーナルレコード（UJ）だけを出力します。

-xオプションの指定を省略すると，すべてのユーザジャーナルレコード（UJ）を出力し
ます。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの名称を指定します。

マルチノード機能を使用している場合は，jnlsortコマンドでソート，およびマージ
（ノードの抽出，ジャーナルサーバラン IDの特定）した結果のファイル名を指定してく
ださい。

-eオプション指定時は，複数のファイルを指定できます。複数のファイルを指定すると
きは，ファイル名とファイル名との間を空白で区切ります。指定できるファイル数は
256個までです。

このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。

指定できるオプションとコマンド引数の組み合わせを次に示します。
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。
－：無効です。

出力形式

UJを出力した場合のジャーナルレコード全体の出力形式を次に示します。

1. ファイル管理情報の大きさは 128バイトです。
2. レコード情報の大きさは，レコード管理情報（3）内のレコード情報サイズにありま
す。

3. レコード管理情報の大きさは，ファイル管理情報（1）内のレコード管理情報サイズ
にあります。

4. UJレコードデータヘッダの大きさは，ファイル管理情報（1）内のレコードデータ
ヘッダサイズにあります。

5. UJレコードデータの大きさは，次のとおりです。
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[UJレコードデータの大きさ ]＝ [レコード情報の大きさ ]－ [レコード管理情報の大
きさ＋ UJレコードデータヘッダの大きさ ]

各情報の詳細な出力形式を次に示します。
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注※
トランザクション id有無フラグが 0x00の場合，global_tran_id[12]エントリ，およ
び branch_tran_id[12]エントリに 0x00が設定されます。

1：
ファイル管理情報（出力結果全体の状態や内容）を示します。

2，3，4，5，6，7，8，9，10，11および 12：
レコード情報です。

2：
レコード管理情報（該当するレコード情報全体の状態や内容）を表示します。

3，4，5，6，7，8，9，10，11および 12：
レコードデータ（固定レコードデータを示すレコードヘッダと，浮動レコードデー
タを示すレコードデータ）を表示します。
ただし，トランザクションブランチの CPU使用時間情報の場合は，固定レコード
データを示すレコードデータヘッダだけを表示します。
また，レスポンス統計情報の場合は，固定レコードデータを示すレコードデータ
ヘッダおよび第 2レコードデータヘッダを表示します。

1から 12の出力形式：
dcjup.hで定義されています。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力
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注意事項
• 出力範囲を指定する場合，開始時刻，または終了時刻と一致するジャーナルレコード
がないときは，開始時刻と終了時刻との間にあるジャーナルレコードが出力対象とな
ります。

• 開始時刻が終了時刻より遅くなるように出力範囲を指定するときは，必ず「月」「日」，
または「月」「日」「年（西暦）」を指定して，終了時刻が開始時刻よりあとになるよう
にしてください。省略するとエラーになります。日付を省略すると，jnlrputコマンド
を入力した年月日と見なすため，出力範囲が該当する年月日以外の日付の場合は，必
ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定してください。

• ファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となります。そのため，入力
ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• -eオプション指定時，指定した引き継ぎファイルがすでにある場合は，既存のファイ
ルを「jnlrput***.bak」という名称で残します。

• -eオプションを指定した jnlrputコマンドを複数回実行して，複数のアンロード
ジャーナルファイルからコミット決着済みのユーザジャーナルレコード（UJ）を出力
する場合，-cオプションには，それぞれの jnlrputコマンドですべて同じ値を指定し
てください。

• -eオプションを指定して，複数のアンロードジャーナルファイル，またはグローバル
アーカイブアンロードジャーナルファイルからレコードを抽出する場合，同一オンラ
イン中に出力されたジャーナルファイルである必要があります。

• RPCがタイムアウトした場合，レスポンス統計情報第 2レコードヘッダのレスポンス
タイム（res_min_data，res_miq_data）に，-1が設定されます。レスポンスタイム

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02605-E 引き継ぎファイルのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02606-E 引き継ぎファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02607-E 引き継ぎファイルとアンロードジャーナルファイルの関係が
不正です

標準エラー出力

KFCA02622-W 出力する対象レコードが存在しません 標準エラー出力

KFCA02680-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力

KFCA02681-E jnlrputコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02682-E jnlrputコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02683-E jnlrputコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02684-E jnlrputコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02685-E jnlrputコマンドで抽出対象レコードが不正です 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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以外は 0が設定されます。
• -eオプションを指定した場合，jnlunlfgコマンドに -tオプションを指定して取得した
アンロードジャーナルファイルを指定しないでください。指定した場合，
KFCA02601-Eメッセージが出力されます。

• このコマンドで入力できる文字数はご使用の OSによって変わります。入力文字数が
上限値を超えるとエラーになります。

• 指定したファイル数が 256個以下の場合でも，1プロセスでオープンできるファイル
の最大数を超えるとエラーになります。

• レコード管理情報の「トランザクショングローバル識別子」および「トランザクショ
ンブランチ識別子」の領域に設定される内容は，メッセージなどで出力されるグロー
バルトランザクション IDとは最後の 4バイトが異なります（unsigned DCLONG型
数値が設定されます）。

使用例

1. アンロードジャーナルファイルから，CPU使用時間情報を出力する場合
 
jnlrput -j s -q _trn /tp1/jnl/sysjnl001
 

2. 三つのファイルに分割しているアンロードジャーナルファイルから，コミット決着済
みのユーザジャーナルレコード（UJ）を 1回で出力する場合
 
jnlrput -e -f -l /tp1/jnl/sysjnl001 /tp1/jnl/sysjnl002 /tp1/jnl/
sysjnl003
 

3. 四つのファイルに分割しているアンロードジャーナルファイルから，コミット決着済
みのユーザジャーナルレコード（UJ）を 3回で出力する場合
 
<1回目>
jnlrput -e -f /tp1/jnl/sysjnl001 /tp1/jnl/sysjnl002
<2回目>
jnlrput -e /tp1/jnl/sysjnl003
<3回目>
jnlrput -e -l /tp1/jnl/sysjnl004
 

4. アンロードジャーナル中の 2003年 1月 1日 0時 0分 0.0秒から 2003年 12月 31日
23時 59分 59.999999秒までのシステム統計情報（SJ）を出力する場合
アンロードジャーナルファイル：sysjnl001
 
jnlrput -t 00000001012003,23595912312003 -j s /tp1/jnl/sysjnl001
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jnlsort

名称

アンロードジャーナルファイル，およびグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの時系列ソート，およびマージ

形式
jnlsort 〔-n ノード識別子〕〔-g〕
        〔-i 〔開始ジャーナルサーバランID〕
                                  〔,終了ジャーナルサーバランID〕〕
        〔ファイル名〔△ファイル名〕…〕

機能

指定されたアンロードジャーナルファイル，およびグローバルアーカイブアンロード
ジャーナルファイルの内容をブロック単位で時系列にソート，およびマージします。結
果は，グローバルアーカイブアンロードジャーナルファイルの形式で，標準出力に出力
します。

オプション

● -n　ノード識別子　　～〈4文字の英数字記号〉

指定したノード識別子を持つジャーナルブロックだけをソート，およびマージします。

ノード識別子は，先頭文字を英字で，2文字目以降を英数字で指定します。

このオプションの指定を省略すると，ノード識別子単位にはソート，およびマージされ
ません。

● -g

ジャーナルブロックのマージだけを実行し，ソートを抑止する場合に指定します。

複数のアンロードジャーナルファイル，およびグローバルアーカイブアンロードジャー
ナルファイルを指定した場合は，ラン ID（同一オンラインの場合は世代番号）の昇順で
ファイルを順番にマージします。この場合もジャーナルブロックのソートはしません。
また，このオプションを指定した場合は作業用ファイルは作成されません。

● -i　〔開始ジャーナルサーバラン ID〕〔，終了ジャーナルサーバラン ID〕

～〈1～ 8けたの 16進数字〉((0～ ffffffff))

指定したジャーナルサーバラン IDを持つジャーナルブロックだけをソート，およびマー
ジします。

-iオプションを指定する場合，開始ジャーナルサーバラン ID，または終了ジャーナル
サーバラン IDのどちらか一方は必ず指定してください。両方とも指定する場合は，「開
始ジャーナルサーバラン ID≦終了ジャーナルサーバラン ID」となるように指定してく
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ださい。

開始ジャーナルサーバラン IDを省略した場合は，0から指定した終了ジャーナルサーバ
ラン IDまでがソート，およびマージの範囲となります。

終了ジャーナルサーバラン IDを省略した場合は，指定した開始ジャーナルサーバラン
IDから ffffffffまでがソート，およびマージの範囲となります。

このオプションの指定を省略すると，ジャーナルサーバラン ID単位にはソート，および
マージされません。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイル名，およびグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイル名を指定します。指定できるファイル数は 256個までです。

省略した場合は，標準入力が入力されます。-nオプションの指定を省略した場合は，必
ず指定してください。

指定できるオプションとコマンド引数の組み合わせを次に示します。

（凡例）
○：指定できます。
－：指定は無効になります。

出力メッセージ

オプション -n -g -i アンロードジャーナル
ファイル

グローバルアーカイブ
アンロードジャーナル

ファイル

-n － ○ ○ ○ ○

-g ○ － ○ ○ ○

-i ○ ○ － ○ ○

アンロードジャーナル
ファイル

○ ○ ○ － ○

グローバルアーカイブ
アンロードジャーナル
ファイル

○ ○ ○ ○ －

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力
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注意事項
• jnlsortコマンドでは，OSの sortコマンドを使用するため，一時的に作業用ファイル
を作成します。jnlsortコマンドで作成する作業用ファイルを次に示します。

• 標準入力を指定した場合（コマンド引数のファイル名を省略した場合）は，グローバ
ルアーカイブアンロードジャーナルファイルだけ入力できます。

• このコマンドで入力できる文字数はご使用の OSによって変わります。入力文字数が
上限値を超えるとエラーになります。

• 指定したファイル数が 256個以下の場合でも，1プロセスでオープンできるファイル
の最大数を超えるとエラーになります。

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02690-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力

KFCA02691-E jnlsortコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02692-E jnlsortコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02693-E jnlsortコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02694-E jnlsortコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02695-E jnlsortコマンドで使用するワークファイルでアクセスエ
ラーが発生しました

標準エラー出力

KFCA02696-E jnlsortコマンド対象のブロックがありません 標準エラー出力

ファイル名 ディレクトリ ファイルサイズ

sort_i＋プロセス ID カレントディレクトリ 256バイト×ソート対象ブロック件数

sort_o＋プロセス ID カレントディレクトリ 256バイト×ソート対象ブロック件数

メッセージ ID 内容 出力先
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jnlstts

名称

稼働統計情報の出力

形式
jnlstts 〔-e 編集項目〕〔-u 編集単位〕〔-l 行〕〔-c〕
        〔-i 時間間隔〕〔-t〔開始〕〔,終了〕〕
        〔-s ｛サーバ名｜サービス名｝ 〕
        〔ファイル名〕

機能

指定したアンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロード
ジャーナルファイルから統計情報を収集し，編集後，標準出力へ出力します。

出力する情報を次に示します。

• システム統計情報（システム統計レコード内の各コンポーネント情報）
• トランザクション統計情報（システム統計レコード内の各トランザクションの情報）
• レスポンス統計情報（システム統計レコード内の各レスポンスタイムの情報）
• 通信遅延時間統計情報（システム統計レコード内の通信遅延に関する情報）

オプション

● -e　編集項目　　～《all》

編集項目を指定します。

　sys：システム統計情報を出力します。

　trn：トランザクション統計情報を出力します。

　rsp：レスポンス統計情報を出力します。

　dly：通信遅延時間統計情報を出力します。

　all：上記すべての情報を編集します。

● -u　編集単位　　～《srv》

編集単位を指定します。

srv：サーバ名単位で編集します。
srvを指定すると，-sオプションにはサーバ名を指定したと見なされます。

svc：サービス名単位で編集します。
svcを指定すると -sオプションにはサービス名を指定したと見なされます。

-uオプションの指定は，-eオプションで trn，または allを指定した場合に有効です。
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● -l　行　　～〈符号なし整数〉((12～ 256))《24》

1ページの出力行数を指定します。

● -c

稼働統計情報の編集結果を，CSV形式で出力します。

● -i　時間間隔

稼働統計情報を編集し，出力する時間の間隔を，時間間隔，または分間隔で指定します。

h〔HH〕：時間間隔（01≦ HH≦ 24）で出力します。
HHの指定を省略すると，1時間間隔で出力します。

m〔MM〕：1分間隔（01≦MM≦ 09），または 10分間隔（10≦MM≦ 30）で出力し
ます。

MMの指定を省略すると，10分間隔で出力します。

時間間隔と分間隔の両方を指定すると，エラーとなります。

-iオプションの指定を省略すると，1時間間隔で出力します。

● -t　〔開始〕〔，終了〕

稼働統計情報の出力範囲をジャーナルレコード出力時刻で指定します。

開始には，出力を開始する時刻を指定します。終了には，出力を終了する時刻を指定し
ます。

開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指定し
ます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
アンロードジャーナルファイルの先頭から指定した終了時刻までが出力範囲になります。
終了の指定を省略すると，指定した開始時刻からアンロードジャーナルファイルの最後
までが出力範囲になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
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指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の英数字〉

統計情報を編集出力したいサーバの名称を指定します。

-eオプションで sysを指定し，サーバ名の指定を省略した場合は，すべてのサーバの統
計情報が出力されます。

-uオプションで srvを指定した場合，-sオプションにはサーバ名を指定したと見なされ
ます。

-eオプションで sysを指定し，サーバ名に SYSTEMと指定すると，システム全体の統計
情報が出力されます。

● -s　サービス名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

統計情報を編集出力したいサービスの名称を指定します。

-eオプションで trnを指定し，-uオプションで svcを指定し，サービス名の指定を省略
した場合は，すべてのサービスの統計情報を出力します。

-uオプションで svcを指定した場合，-sオプションにはサービス名を指定したと見なさ
れます。

-e，および -uオプションと -sオプションとの組み合わせを次に示します。

-eオプ
ション

-uオプ
ション

-sオプション 出力対象 備考

sys － サーバ名 指定したサーバのシステム統計
情報

－

SYSTEM システム全体の統計情報 －
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（凡例）
－：指定できません。または，該当しません。

jnlsttsコマンドで指定できるオプションの組み合わせを次に示します。

trn srv サーバ名 指定したサーバのトランザク
ション統計情報

－

svc サービス名 指定したサービスのトランザク
ション統計情報

－

省略 サーバ名 指定したサーバのトランザク
ション統計情報

－

rsp － サービス名 指定したサービスのレスポンス
統計情報

－

dly － － すべての通信遅延時間統計情報 －

all srv サーバ名 指定したサーバに関するすべて
の統計情報

レスポンス統計情報，通
信遅延時間統計情報は全
データ出力

svc サービス名 指定したサービスに関するすべ
ての統計情報

システム統計情報，通信
遅延時間統計情報は全
データ出力

省略 サーバ名 指定したサーバに関するすべて
の統計情報

レスポンス統計情報，通
信遅延時間統計情報は全
データ出力

-eオプ
ション

-uオプ
ション

-sオプション 出力対象 備考
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。
－：無効です。

注※ 1
-uオプションで srvを指定した場合，または -uオプションの指定を省略した場合
は，-sオプションにはサーバ名を指定したと見なされます。

注※ 2
-uオプションで svcを指定した場合，-sオプションにはサービス名を指定したと見
なされます。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

アンロードジャーナルファイル，またはグローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの名称を指定します。

マルチノード機能を使用している場合は，jnlsortコマンドでソート，およびマージ
（ノードの抽出，ジャーナルサーバラン IDの特定）した結果のファイル名を指定してく
ださい。

このコマンド引数の指定を省略すると，標準入力と見なされます。
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出力形式

●システム統計情報の場合

出力形式を次に示します。

-cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形式）。

• 1：指定されたサーバ名ごとに，取得コンポーネントの統計情報を編集して表示しま
す。
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• 2～ 8：1行で表示します。
• aa...aa：ファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• cc...cc：-tオプション指定開始時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• dd...dd：-tオプション指定終了時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• ee...ee：ノード識別子
• ffffffff：サーバの名称

'SYSTEM'と表示された場合は，システム全体の統計情報であることを示します。
• gg...gg：システム統計情報の編集開始時間
• hh...hh：システム統計情報の編集終了時間
• xx...xx：統計情報（10けた以内の 10進数。イベント数，平均値がオーバフローした
場合は '*'を，最大値，最小値，平均値の編集データがない場合は '-'を設定）

• vv-rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

●トランザクション統計情報の場合

-uオプションで srvを指定した場合，または -uオプションの指定を省略した場合は，
サーバ名単位で編集します。-uオプションで svcを指定した場合は，サービス名単位で
編集します。

出力形式を次に示します。
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注※ 1
-uオプションで svcを指定した場合は，「サービス名」を出力します。

注※ 2
-uオプションで svcを指定した場合は，「ユーザサーバ名」を出力します。

-cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形式）。
685



13.　運用コマンドの詳細
jnlstts
• 1：サービス名単位に繰り返し表示します。
-uオプションで svcを指定した場合は，サーバ名単位に繰り返し表示します。

• 2～ 17：1行で表示します。
• aa...aa：ファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• cc...cc：-tオプション指定開始時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• dd...dd：-tオプション指定終了時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• ee...ee：ノード識別子
• ffffffff：ユーザサーバの名称

-uオプションで svcを指定した場合は，サービスの名称を出力します。
• gg...gg：トランザクション統計情報の編集開始時間
• hh...hh：トランザクション統計情報の編集終了時間
• iiiiiiii：サービスの名称（サービス名がない場合は '*'を設定）

-uオプションで svcを指定した場合は，ユーザサーバの名称を出力します。
• xx...xx：統計情報（10けた以内の 10進数。平均値は小数点以下 1けたを四捨五入し
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て表示。また，最大値，最小値，平均値がオーバフローした場合は '*'を，編集データ
がない場合は '-'を設定）

• vv-rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

●レスポンス統計情報の場合

出力形式を次に示します。

-cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形式）。

注
MHPのサービス実行時間，およびサービス待ち時間は取得されません。
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• 1：サービス名単位に繰り返し表示します。
• 2～ 6：1行で表示します。
• aa...aa：ファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• cc...cc：-tオプション指定開始時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• dd...dd：-tオプション指定終了時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• ee...ee：ノード識別子
• ff...ff：サービスグループの名称
• gg...gg：レスポンス統計情報の編集開始時間
• hh...hh：レスポンス統計情報の編集終了時間
• ii...ii：サービスの名称
• xx...xx：統計情報（10けた以内の 10進数。平均値は小数点以下 1けたを四捨五入し
て表示。また，最大値，最小値，平均値がオーバフローした場合は '*'を，編集データ
がない場合は '-'を設定）

• vv-rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

●通信遅延時間統計情報の場合

出力形式を次に示します。

-cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形式）。

• 1：送信先ノード識別子単位に繰り返し表示します。
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• 2～ 4：1行で表示します。
• aa...aa：ファイルの名称（59文字以内）
• bb...bb：ファイルの作成日時
• cc...cc：-tオプション指定開始時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• dd...dd：-tオプション指定終了時刻（-tオプション省略時は '*'を設定）
• ee...ee：ノード識別子
• ff...ff：送信先ノード識別子
• gg...gg：通信遅延時間統計情報の編集開始時間
• hh...hh：通信遅延時間統計情報の編集終了時間
• xx...xx：統計情報（10けた以内の 10進数。平均値は小数点以下 1けたを四捨五入し
て表示。また，最大値，最小値，平均値がオーバフローした場合は '*'を設定）

• vv-rr：バージョン番号－リビジョン番号
• yyyy：ページ

出力メッセージ

注意事項
• 稼働統計情報の出力範囲を指定する場合の開始時刻，または終了時刻と一致する
ジャーナルレコードがないときは，開始時刻と終了時刻の間にあるジャーナルレコー
ドが出力対象になります。

• 開始時刻が終了時刻より遅くなるように稼働統計情報の出力範囲を指定するときは，
必ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定して，終了時刻が開始時刻よ
りあとになるようにしてください。省略するとエラーになります。日付を省略すると，
jnlsttsコマンドを入力した年月日と見なすため，出力範囲が該当する年月日以外の日
付の場合は，必ず「月」「日」，または「月」「日」「年（西暦）」を指定してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA02600-E アンロードジャーナルファイルのアクセスでエラーが発生し
ました

標準エラー出力

KFCA02601-E アンロードジャーナルファイルが不正です 標準エラー出力

KFCA02602-E ジャーナルブロックが不正です 標準エラー出力

KFCA02603-E ジャーナルレコードが不正です 標準エラー出力

KFCA02604-E メモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA02660-I ヘルプメッセージ 標準出力，標準エ
ラー出力

KFCA02661-E jnlsttsコマンドのパラメタ不正，または制限値オーバです 標準エラー出力

KFCA02662-E jnlsttsコマンドのオプションの組み合わせが不当です 標準エラー出力

KFCA02663-E jnlsttsコマンドのオプションの指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02664-E jnlsttsコマンドのファイル名の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA02665-E jnlsttsコマンドの -lオプションの指定値が小さ過ぎるため
統計情報を出力できません

標準エラー出力
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• 稼働統計情報の編集出力開始時刻は，-tオプションで開始時刻を指定するか，指定し
ないかによって異なります。指定した場合，-tオプションの開始時刻が含まれる時間
帯から出力します。指定しなかった場合，該当するファイルの先頭の SJレコード時
刻が含まれる時間帯から出力します。ここでいう時間帯とは，それぞれの開始時刻の
時間（hh：00）を基に，-iオプションで指定した時間間隔で区切った間隔のことで
す。
jnlsttsコマンドの -t，-iオプションの指定と，稼働統計情報（SJ）のアンロード
ジャーナルファイルへの出力時刻との関係を次に示します。

• 稼働統計情報の出力終了時刻を指定すると，指定終了時刻を含む時間帯まで出力され
ます。例えば，-tオプションで終了時刻を 9時 0分 0秒と指定し，-iオプションで時
間間隔を 30分と指定すると，最終時間帯は 9:00～ 9:30ですが，実際は 9時 0分 0
秒の稼働統計情報が出力されます。

• システム統計情報の場合，編集した平均値は小数点以下 1けたを切り捨てて出力しま
す。

• トランザクション統計情報の場合，編集した平均値は小数点以下 1けたを四捨五入し

-tオプションで
指定した開始時

刻

SJのアンロー
ドジャーナル
ファイルへの
出力時刻

-iオプ
ションで
指定した
時間間隔

出力開始時刻 備考

例 1 9時 0分 0秒 9時 10分 0秒 10分 9:00～ 9:10 9：00～ 9：10に該当する
範囲は，9時 0分 0秒から
9時 9分 59秒までで，こ
の時間帯に SJは含まれて
いません。したがって，SJ
は次の時間帯に出力されま
す。

例 2 9時 0分 0秒 8時 50分 0秒 7分 9:00～ 9:07 SJは，-tオプションの指定
開始時刻より前に出力され
ています。したがって，SJ
は出力対象外となり，
jnlsttsコマンドを実行して
も出力できません。

例 3 指定なし 9時 5分 34秒 4分 9:04～ 9:08 9時 4分 0秒から 9時 7分
59秒までの SJが出力され
ます。

例 4 指定なし 9時 37分 0秒 30分 9:30～ 10:00 9時 30分 0秒から 9時 59
分 59秒までの SJが出力さ
れます。

例 5 9時 29分 59秒 9時 30分 0秒 30分 9:00～ 9:30 9：00～ 9：30に該当する
範囲は，9時 0分 0秒から
9時 29分 59秒までで，こ
の時間帯に SJは含まれて
いません。したがって，SJ
は次の時間帯に出力されま
す。
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て出力します。
• イベント数，平均値がオーバフローして '*'が設定された場合でも，最大値と最小値は
保証されます。

• 取得編集時間帯にデータがない場合は，その時間帯に '該当データなし 'を出力しま
す。

• ファイル名の指定を省略すると，標準入力からの入力となります。そのため，入力
ファイルをパイプ，リダイレクションなどで指定してください。

• レスポンス統計情報の場合で，レスポンスタイム取得失敗の統計情報だけが取得され
ていた場合，データにはすべて 0が出力されます。

• -tオプションの終了時刻の「年」に 2038年を超える値を指定すると，CPU消費量お
よびメモリ所要量が増大してコマンドを終了するまでに時間が掛かる場合があります。

• OSの時刻補正機能などによる時刻戻しが発生して取得編集時間帯のデータがマイナ
ス値になった場合，その時間帯の最大値，最小値，および平均値に '*'を出力します。

• jnlsttsコマンドでは，編集する稼働統計情報の項目，出力範囲，または時間間隔に
よってメモリ所要量が異なります。次に示す見積もり式に従って，メモリ所要量を算
出してください（単位：バイト）。

（凡例）
691



13.　運用コマンドの詳細
jnlstts
↑↑：小数点以下を切り上げます。
A：サーバ数。-uオプションに svcを指定した場合はサービス数になります。
B：サービスグループ数。

注※ 1
システムジャーナルサービス定義の jnl_max_datasizeオペランドの指定値になり
ます。

注※ 2
-tオプションで指定した編集開始から終了までの時間を，-iオプションで指定し
た時間間隔の値で割った値です。データがない時間帯はカウントしません。

注※ 3
-uオプションに svcを指定した場合はサービス数になります。

注※ 4
-uオプションに svcを指定した場合は各サービスのサーバ数になります。

使用例

アンロードジャーナルファイルの先頭から 1993年 5月 29日 17時 30分 0.999999秒ま
でのシステム統計情報を，30分間隔で編集出力する場合

　アンロードジャーナルファイル：sysjnl001

 
jnlstts -e sys -i m30 -t ,17300005291993 /tp1/jnl/sysjnl001
 

上記の例の場合，最終時間帯は 17:30～ 18:00ですが，1993年 5月 29日 17時 30分
0.0秒から 1993年 5月 29日 17時 30分 0.999999秒までのシステム統計情報を出力し
ます。
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jnlswpfg

名称

ジャーナル関係のファイルのスワップ

形式
jnlswpfg -j sys｜jar 〔-r リソースグループ名〕

機能

現用のファイルグループを即時に切り替えます。スワップ先のファイルグループがない
場合は，コマンドエラーとなります。

jnlswpfgコマンドは，OpenTP1が動作中で，かつジャーナルサービスが動作中のときだ
け入力できます。

オプション

● -j　sys｜ jar

スワップするジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

-jオプションで jarを指定している場合，スワップするファイルのリソースグループの名
称を指定します。グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv 
-aで指定したアーカイブジャーナルサービス定義の定義ファイル名を指定してください。

このオプションの指定を省略すると，オンライン中のアーカイブジャーナルファイルの
うちから，アーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aの先頭に定義し
たファイル名が仮定されます。

-jオプションで jar以外を指定している場合，-rオプションの指定は無視されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力

KFCA01280-E jnlswpfgコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA01281-E jnlswpfgコマンドの入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA01285-E スワップ処理中です 標準エラー出力
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KFCA01286-E スワップ先がありません 標準エラー出力

KFCA01290-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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jnlunlfg

名称

ジャーナル関係のファイルのアンロード

形式
jnlunlfg -j sys｜jar 〔〔-f〕｜〔-t〔開始〕〔,終了〕〕〕
       〔-r リソースグループ〕〔-R ランID〕
       〔-g ファイルグループ名〕
       〔-o 出力先ファイル名〕
       〔-d サービス定義名〕〔-n〕

機能

指定したファイルグループを出力先のファイル，または標準出力へアンロードし，ファ
イルグループをアンロード済み状態にします。

KFCA01222-Iメッセージが出力されたら，jnlunlfgコマンドを実行してアンロードして
ください。

ただし，現用ファイルグループ，およびアンロード済みのファイルグループは -fオプ
ションを指定しないとアンロードできません。

アーカイブジャーナルをアンロードする場合，アンロードが完了するとアンロード情報
を出力します。

オプション

● -j　sys｜ jar

アンロードするジャーナル関係のファイルを指定します。

　sys：システムジャーナルファイル

　jar：アーカイブジャーナルファイル

● -f

ファイルグループの状態をチェックしないでアンロードします。そのため，現用ファイ
ルグループ，またはアンロード済みのファイルグループをアンロードできます。ただし，
ファイルグループの状態は変更されません。

スワップ先にできる状態（アンロード済みで，かつ上書きできる状態）のファイルグ
ループを，-fオプションを指定してアンロードすると，アンロード中に現用ファイルグ
ループとなることがあります。この場合，オンラインでのジャーナル取得を追い越して
アンロードされると，障害を検知してコマンドエラーとなります。そのため，アンロー
ド済みのファイルグループは，-fオプションを指定してアンロードする前に，一度
jnlclsfgコマンドでクローズしてください。
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実行系 OpenTP1でのアンロードジャーナルファイルは，待機系 OpenTP1には引き継が
れません。この場合，待機系 OpenTP1で -fオプションを指定した jnlunlfgコマンドで
アンロードできます。ただし，他系 OpenTP1で該当するアンロードジャーナルファイ
ルを使用していないときに，jnlunlfgコマンドを実行してください。

● -t　〔開始〕〔，終了〕

アンロードするジャーナルブロックの範囲を時刻で指定します。

開始には，ジャーナルブロックのアンロードを開始する日時を指定します。終了には
ジャーナルブロックのアンロードを終了する日時を指定します。

開始，および終了は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から指定できます。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
ファイルの先頭から指定した終了時刻までがアンロードの範囲になります。終了の指定
を省略すると，指定した開始時刻からジャーナルファイルの最後までがアンロードの範
囲になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
システムに設定しているタイムゾーンによって指定できる範囲が異なります。例え
ば，TZ環境変数に「JST-9」と設定している場合は，1970年 1月 1日 9時 0分 0
秒からが指定できる範囲となります。
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
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「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

このオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報をアンロード
します。

このオプションを指定した場合，-fオプションは指定できません。また，このオプショ
ンを指定してアンロードしても，ファイルグループの状態は変更されません。

-tオプションおよび -Rオプションを指定して，-gオプションを省略した場合，-Rオプ
ションで指定したラン IDのファイルグループのうち，最も古い世代のファイルグループ
内の -tオプションで指定した範囲をアンロードします。

-tオプションを指定して，-Rオプションおよび -gオプションを省略した場合，最新のラ
ン IDのファイルグループのうち，最も古い世代のファイルグループ内の -tオプション
で指定した範囲をアンロードします。

● -r　リソースグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

アンロードするファイルのリソースグループの名称を指定します。

-jオプションで sysを指定している場合，システムジャーナルサービス定義の定義ファイ
ル名を指定します。

-jオプションで jarを指定している場合，アンロードするアーカイブジャーナルサービス
定義の定義ファイル名を指定します。

このオプションの指定を省略すると，-jオプションで sysを指定している場合，
$DCCONFPATH/jnlのジャーナルサービス定義で指定されているリソースグループ名が
仮定されます。-jオプションで jarを指定している場合，$DCCONFPATH/jarのグロー
バルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aの先頭に定義された
ファイル名が仮定されます。

● -R　ラン ID

アンロードするジャーナルファイルグループのラン IDを指定します。

このオプションを省略した場合は，-gオプションの指定に従います。

● -g　ファイルグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

アンロードするジャーナル関係のファイルのファイルグループ名を指定します。

このオプションを省略すると，アンロード待ち状態のファイルグループの中で，最も古
い世代をアンロードします。また，-fオプションは指定できません。

-Rオプションとの組み合わせとアンロードされるジャーナルファイルグループを次に示
します。
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● -o　出力先ファイル名　　～〈パス名〉

出力先のファイルの名称を指定します。

このオプションの指定を省略すると，標準出力へ出力されます。

● -d　サービス定義名　　～〈パス名〉または〈ファイル名〉

アンロードするファイルグループを定義しているシステムジャーナルサービス定義ファ
イル名を，次のどちらかで指定します。

• /（ルート）で始まる完全パス名を指定
• 定義ファイル名だけを指定

定義ファイル名だけを指定する場合，$DCCONFPATHに定義ファイルが格納されてい
るディレクトリがセットされていなければなりません。

このオプションの指定を省略すると，-rオプションの指定に従います。

● -n

ファイルグループの状態を変更しないで，アンロード待ちの状態を継続します。

このオプションを指定することによって，同一世代に対して繰り返しアンロードでき，
複数のアンロードファイルを作成できます。

系切り替え機能を使用している場合，待機系 OpenTP1では -nオプションを指定した
jnlunlfgコマンドでアンロードできます。このときファイルグループの状態は変更され
ません。そのため，実行系 OpenTP1で jnlchgfgコマンドを実行して，ファイルグルー
プの状態をアンロード済みにします。この方法で，実行系 OpenTP1のアンロードの負
荷を待機系 OpenTP1に分散できます。

出力形式

アーカイブジャーナルファイルをアンロードした場合の出力形式を次に示します。

オプション -R

指定あり 指定なし

-g 指定あり -gで指定したファイルグループをアンロードし
ます。
-Rで指定したラン IDと -gで指定したファイル
グループのラン IDが一致しない場合，コマン
ドエラーになります。

-gで指定したファイルグルー
プをアンロードします。

指定なし -Rで指定したラン IDのファイルグループのう
ち，最も古い世代のファイルグループをアン
ロードします。

最新のラン IDのファイルグ
ループのうち，最も古い世代
のファイルグループをアン
ロードします。
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ファイルグループ内でラン IDごとに表示します。

• aa...aa：ノード識別子（4文字の識別子）
• bbb：ファイル種別
• sys…システムジャーナルファイル

• cccccccc：リソースグループ名
• dddddddd：ラン ID（先頭に 0xを付けて，16進数字 8けたで表示）
• eeeeeeee：世代番号（先頭に 0xを付けて，16進数字 8けたで表示）
• ffffffff：ブロック番号（先頭に 0xを付けて，16進数字 8けたで表示）
• gg...gg：ジャーナルブロックの取得時刻（年－月－日　時：分：秒の形式で表示）

出力メッセージ

注意事項
• jnlunlfgコマンドは，ジャーナルサービス開始処理中に実行してはなりません。
ジャーナルサービス開始処理中とは，正常開始時は KFCA01100-Iから KFCA01102-I
まで，再開始時は KFCA01101-Iから KFCA01102-Iまでのことです。実行した場合，
システムジャーナルファイルの状態が OpenTP1に反映されないことがあります。こ
の場合，ジャーナルサービスの開始処理，または再開始処理完了後に jnlclsfgコマン
ドで該当するファイルグループをクローズし，その後，jnlopnfgコマンドでオープン
すると，システムジャーナルファイルの状態が反映されます。

• jnlunlfgコマンドは，定義ファイルを参照して実行されます。このため，ジャーナル
を取得したオンライン時と jnlunlfgコマンド実行時の定義ファイルが一致していない
と，きちんとアンロードできません。

• ジャーナルを取得したオンライン時と jnlunlfgコマンド実行時の定義ファイルが異な
る場合に -d，または -rオプションを指定します。バックアップ先のディレクトリが
$DCCONFPATHでないときは -dオプションを指定し，ファイル名が変更されたとき
は -rオプションを指定してください。ただし，この場合でもシステムジャーナルサー
ビス定義，またはアーカイブジャーナルサービス定義は，ジャーナルを取得したオン
ライン時の定義がバックアップされている必要があります。

• -tオプションを指定して出力したアンロードしたファイルには，次のコマンドを使用

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01141-E 実行環境がジャーナルファイルレスモードのため，コマンド
を実行できません

標準エラー出力
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しないでください。
• damfrc
• tamfrc
• jnlcolc
• jnlrput（-eオプションを指定する場合だけ使用できません）

• OpenTP1停止直後には，jnlunlfgコマンドを入力しないでください。コマンドが中断
するおそれがあります。
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13.　運用コマンドの詳細
lckls
lckls

名称

排他情報の表示

形式
lckls ｛〔-a〕〔サーバ名〕｜〔-r 資源名称〕｝

機能

排他情報を標準出力に出力します。

オプション

● -a

排他資源の占有，および待ち情報を表示します。

このオプションの指定を省略すると，待ち情報だけ表示します。

● -r　資源名称

指定した資源の占有，および待ち情報を表示します。このオプションを指定した場合，
指定した文字列（資源名称）に対して前方一致検索を行い，該当する資源の情報をすべ
て表示します。

コマンド引数

●サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名に指定したユーザサーバについての情報を標準出力に表示します。指定した文
字列（ユーザサーバ名称）に対して前方一致検索を行い，該当するユーザサーバについ
ての情報をすべて標準出力に出力します。

このコマンド引数の指定を省略すると，排他情報があるすべてのユーザサーバに関する
情報が表示されます。

出力形式

• 1，および 2：1行で表示します。ただし，占有，および待ち情報が複数ある場合，そ
の数だけ 2を繰り返し表示します。

• aa...aa：サーバ名（8文字以内）
• bbbbb：プロセス ID（10進数）
• cc...cc：資源名称（16文字以内）
• ddd：サーバ ID（3文字）
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• ee：排他制御モード（2文字）
• EX…ほかの UAPに対して，参照，更新を許可しません。
• PR…ほかの UAPに対して，参照だけを許可します。

• fffffff：要求種別（7文字以内）
• MIGRATE…TAMサービスのロック要求，またはユーザのロック要求
• BRANCH…DAMサービスのロック要求

• ggggg：待ち時間（10進数，単位：秒）
占有情報の場合は *****が表示されます。

• hhh：デッドロックプライオリティ値（10進数）
• iii：排他待ちプライオリティ値（10進数）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00430-E lcklsコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00431-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA00433-E lcklsコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00434-E バージョン不一致のため lcklsコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00437-E lcklsコマンドの形式が正しくありません 標準エラー出力
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lckpool

名称

排他制御用テーブルのプール情報の表示

形式
lckpool

機能

排他制御用テーブルプールの使用率を標準出力に出力します。

出力形式

• aaaaa：ユーザサーバの最大同時排他要求数の定義値（10進数）
• bbbbb：ユーザサーバの現在の排他要求数（10進数）
• ccc：ユーザサーバの現在の排他制御用テーブルプール使用率（10進数）
• ddddd：DAMサービスの最大同時排他要求数の定義値（10進数）
• eeeee：DAMサービスの現在の排他要求数（10進数）
• fff：DAMサービスの現在の排他制御用テーブルプール使用率（10進数）
• ggggg：TAMサービスの最大同時排他要求数の定義値（10進数）
• hhhhh：TAMサービスの現在の排他要求数（10進数）
• iii：TAMサービスの現在の排他制御用テーブルプール使用率（10進数）
• jjjjj：MQAサービスの最大同時排他要求数の定義値（10進数）
• kkkkk：MQAサービスの現在の排他要求数（10進数）
• lll：MQAサービスの現在の排他制御用テーブルプール使用率（10進数）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00430-E lckpoolコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00432-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA00433-E lckpoolコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00434-E バージョン不一致のため lckpoolコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00437-E lckpoolコマンドの形式が正しくありません 標準エラー出力
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lckrminf

名称

デッドロック情報ファイルとタイムアウト情報ファイルの削除

形式
lckrminf -d 日数

機能

デッドロック情報ファイルとタイムアウト情報ファイルを削除します。

オプション

● -d　日数　　～ ((1～ 24855))

lckrminfコマンドを実行した時刻から起算して，「24時間× lckrminfコマンドで指定し
た日数」以前に作成されたデッドロック情報ファイルとタイムアウト情報ファイルを削
除します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00430-E lckrminfコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00433-E lckrminfコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00434-E バージョン不一致のため lckrminfコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00437-E lckrminfコマンドの形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00439-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力
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logcat

名称

メッセージログファイルの表示

形式
logcat 〔-niNIdtHpab〕〔-f メッセージログファイル名〕

機能

メッセージログファイル中のメッセージの内容を標準出力へ出力します。

出力するとき，$DCDIR/spool/dclog1と $DCDIR/spool/dclog2を時間順にマージします。

なお，出力する際に付ける情報をオプションで指定できます。

オプション

● -n

メッセージ通番を表示します。

● -i

要求元プロセスのプロセス IDを表示します。

● -N

1プロセスが出力したメッセージログの通番を表示します。

● -I

システム ID（ユーザが指定した OpenTP1ごとの識別子）を表示します。

● -d

メッセージログの出力要求時の年月日を表示します。

● -t

メッセージログの出力要求時の時間を表示します。

● -H

メッセージログの出力要求元のホスト名を表示します。

● -p

要求元プログラム IDを表示します。
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● -a

上記の情報をすべて付加します。ほかのオプションと一緒に指定した場合，ほかのオプ
ションの指定は無視されます。

● -b

上記の情報を付加しないで，メッセージ IDとメッセージテキストだけを出力します。ほ
かのオプションと一緒に指定した場合，ほかのオプションの指定は無視されます。ただ
し，-aオプションと一緒に指定した場合は，-aオプションの指定が有効になり，-bオプ
ションの指定は無視されます。

● -f　メッセージログファイル名　　～〈パス名〉

メッセージログファイルの名称を指定します。

指定したメッセージログファイルの情報だけが表示されます。

このオプションの指定を省略すると，$DCDIR/spool/dclog1と $DCDIR/spool/dclog2が
時間順にマージされて，古い情報から表示されます。

出力形式

「logcat -a」と指定した場合の出力形式を次に示します。

 
aaaaaaa bbbbb ccccccc dd ee...ee ff...ff gg...gg hhh ii...ii jj...jj 
 

• aaaaaaa：メッセージ通番（半角数字 7文字）
• bbbbb：プロセス ID（半角数字 5文字）
• ccccccc：プロセス内メッセージ通番（半角数字 7文字）
• dd：システム ID（半角英数字 2文字）
• ee...ee：年月日（半角数字 10文字）
年／月／日の形式

• ff...ff：時間（半角数字 8文字）
時：分：秒の形式

• gg...gg：要求元ホスト名（半角英数字 8文字）
ホスト名の先頭 8文字です。

• hhh：要求元プログラム ID（半角英数字 3文字）
先頭が＊で始まるものは UAPが発行したメッセージです。
先頭が＊で始まらないものはシステムメッセージです。

• ii...ii：メッセージ ID（半角英数字 11文字）
• jj...jj：メッセージテキスト
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01950-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01951-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01952-E ログサービスで異常が発生しました 標準エラー出力

KFCA01953-E ログファイル格納ディレクトリが設定されていません 標準エラー出力

KFCA01954-E ログファイルのオープンエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01955-E ログファイルの最終更新時刻の取得に失敗しました 標準エラー出力

KFCA01956-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01957-E ログファイルの形式が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01958-E ログファイルのバージョンが正しくありません 標準エラー出力

KFCA01978-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力
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logcon

名称

メッセージログのリアルタイム出力機能の切り替え

形式
logcon 〔-｛y｜n｝〕

機能

オンライン中に，ログサービス定義のリアルタイム出力の指定（log_msg_console）を切
り替えます。

logconコマンドは，ログサービスが動作中のときだけ有効です。

オプション

● -｛y｜ n｝

-y
log_msg_consoleの指定を Yに切り替えます。Yに切り替えると，メッセージログ
をリアルタイムに標準出力に出力します。

-n
log_msg_consoleの指定を Nに切り替えます。Nに切り替えると，メッセージログ
をリアルタイムに標準出力に出力しません。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01951-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01952-E ログサービスで異常が発生しました 標準エラー出力

KFCA01970-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01971-E 通信障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01972-E ログサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01973-E logconコマンドのバージョンが正しくありません 標準エラー出力

KFCA01974-E 起動状態です 標準エラー出力

KFCA01975-E 未起動状態です 標準エラー出力

KFCA01976-E 環境変数が設定されていません 標準エラー出力

KFCA01977-E ネームサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01978-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力
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logcon
KFCA01979-E オプションフラグの指定がないか，またはオプションフラグ
の組み合わせが誤っています

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfaactap

名称

アプリケーションの閉塞解除

形式
mcfaactap -s MCF通信プロセス識別子 -a アプリケーション名
        〔-k アプリケーション種別〕

機能

アプリケーションの閉塞を解除します。このとき，アプリケーションの異常終了回数は
初期化されます（0が設定されます）。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞を解除するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーションの閉塞を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションの閉塞を解除します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"
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13.　運用コマンドの詳細
mcfaactap
● -k　アプリケーション種別　　～《user》

アプリケーション種別を指定します。

　user：ユーザアプリケーション

　mcf：MCFイベント

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfaactapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfaactapコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は
標準エラー出力

KFCA10371-I mcfaactapコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfaactapコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10386-E 指定したアプリケーションは，登録されていません 標準エラー出力

KFCA10516-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11063-W 該当するアプリケーションはすでに閉塞解除されています 標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ登録処
理に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が
定義で指定された上限値を超えているため状態引き継ぎ登録
ができませんでした

標準エラー出力

KFCA11099-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcfaclcap
mcfaclcap

名称

アプリケーション異常終了回数の初期化

形式
mcfaclcap -s MCF通信プロセス識別子 -a アプリケーション名
        〔-k アプリケーション種別〕

機能

アプリケーション異常終了回数を初期化（0を設定）します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

異常終了回数を初期化（0を設定）するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーション異常終了回数を初期化します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーション異常終了回数を初期化
します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"
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13.　運用コマンドの詳細
mcfaclcap
● -k　アプリケーション種別　　～《user》

アプリケーション種別を指定します。

　user：ユーザアプリケーション

　mcf：MCFイベント

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfaclcapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfaclcapコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcfaclcapコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfaclcapコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10386-E 指定したアプリケーションは，登録されていません 標準エラー出力

KFCA10520-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11070-W 該当するアプリケーションの異常終了回数はすでにクリアさ
れています

標準エラー出力

KFCA11801-W SPP資源のため異常終了回数は初期化できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcfadctap
mcfadctap

名称

アプリケーションの閉塞

形式
mcfadctap -s MCF通信プロセス識別子 -a アプリケーション名
        〔-t 閉塞種別〕〔-k アプリケーション種別〕

機能

アプリケーションを閉塞します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーションを閉塞します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションを閉塞します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"

● -t　閉塞種別　　～《insc》

アプリケーションの閉塞種別を指定します。
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13.　運用コマンドの詳細
mcfadctap
　insc：入力キューの入力とスケジュールを閉塞します。

　in：入力キューの入力だけ閉塞します。

　sc：入力キューのスケジュールだけ閉塞します。

● -k　アプリケーション種別　　～《user》

アプリケーション種別を指定します。

　user：ユーザアプリケーション

　mcf：MCFイベント

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfadctapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfadctapコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcfadctapコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfadctapコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10386-E 指定したアプリケーションは，登録されていません 標準エラー出力

KFCA10517-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11062-W 該当するアプリケーションはコマンドによってすでに閉塞さ
れています

標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ登録処
理に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が
定義で指定した上限値を超えているため状態引き継ぎ登録が
できませんでした

標準エラー出力

KFCA11099-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcfadctap
KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
mcfadltap
mcfadltap

名称

アプリケーションに関するタイマ起動要求の削除

形式
mcfadltap 〔-s アプリケーション起動プロセス識別子〕
            -a アプリケーション名

機能

指定されたアプリケーションに関するタイマ要求を削除し，アプリケーションの起動を
停止します。ただし，ans型，cont型のアプリケーションに関するタイマ要求は削除で
きません。

オプション

● -s　アプリケーション起動プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

アプリケーション起動プロセス識別子を指定します。アプリケーション起動プロセス識
別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcfadltapコマンドを実
行します。したがって，アプリケーション起動プロセスを検索するオーバヘッドが，運
用コマンドの処理に加わります。

アプリケーション起動プロセスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場
合は，-sオプションで，アプリケーション起動プロセス識別子を指定する運用設計を
行ってください。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

起動を停止するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーションの起動を停止します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションの起動を停止します。
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13.　運用コマンドの詳細
mcfadltap
〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfadltapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfadltapコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcfadltapコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfadltapコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10391-E mcfadltapコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10529-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA10704-I タイマ起動処理中のアプリケーションをタイマ起動削除しま
した

メッセージログ
ファイル

KFCA10705-E タイマ起動削除処理中に障害を検知しました 標準エラー出力，
メッセージログ
ファイル

KFCA10706-W 指定したアプリケーションはタイマ起動要求されていないか，
またはすでにタイマ起動されています

標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcfalsap
mcfalsap

名称

アプリケーションの状態表示

形式
 mcfalsap  -s MCF通信プロセス識別子 -a アプリケーション名
         〔-k アプリケーション種別〕

機能

指定したアプリケーションの入力，スケジュールの状態を表示します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーションの状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションの状態を表示します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"

● -k　アプリケーション種別　　～《user》

アプリケーション種別を指定します。
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13.　運用コマンドの詳細
mcfalsap
　user：ユーザアプリケーション

　mcf：MCFイベント

出力形式
 
 aaaaaaaaaaa bbb cccc dd...dd eee fff〔tttt〕
 

• aaaaaaaaaaa：メッセージ ID
• bbb：MCF識別子
• cccc：アプリケーション種別
• dd…dd：アプリケーション名
• eee：アプリケーションの状態（入力）
• ACT…閉塞解除
• DCT…閉塞
• ***…SPPのアプリケーションの場合に表示

• fff：アプリケーションの状態（スケジュール）
• ACT…閉塞解除
• DCT…閉塞
• ***…SPPのアプリケーションの場合に表示

• tttt：アプリケーションのテストモード状態（TP1/Message Control/Tester使用時だ
け表示）
• TEST…テストモード
• 空白…非テストモード

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfalsapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfalsapコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力
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mcfalsap
KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10373-E mcfalsapコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10379-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10386-E 指定したアプリケーションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10518-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfalstap
mcfalstap

名称

アプリケーションに関するタイマ起動要求の表示

形式
mcfalstap 〔-s アプリケーション起動プロセス識別子〕 -a アプリケーション名

機能

指定されたアプリケーションに関するタイマ起動要求を表示します。

オプション

● -s　アプリケーション起動プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

アプリケーション起動プロセス識別子を指定します。アプリケーション起動プロセス識
別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcfalstapコマンドを実
行します。したがって，アプリケーション起動プロセスを検索するオーバヘッドが，運
用コマンドの処理に加わります。

アプリケーション起動プロセスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場
合は，-sオプションで，アプリケーション起動プロセス識別子を指定する運用設計を
行ってください。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

表示するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます

• ＊：すべてのアプリケーションに関するタイマ起動要求を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションに関するタイマ起動要
求を表示します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
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-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"

出力形式
 
mmm　aa....aa　hh1:mm1:ss1　bbbb　hhh2:mm2:ss2
 

• mmm：MCF識別子
• aa....aa：アプリケーション名称 
• hh1:mm1:ss1：アプリケーション起動要求の受付時刻（hh1：時，mm1：分，ss1：
秒）

• bbbb：経過時間，または時刻の種別
• INTV：経過時間指定
• TIME：時刻指定

• hhh2:mm2:ss2：タイマ指定のアプリケーション起動時に UAPが指定した経過時間ま
たは時刻の値（hhh2：時，mm2：分，ss2：秒）
経過時間指定のアプリケーション起動要求時に指定した経過時間が 360000の場合，
100:00:00と表示されます。

表示例
 
KFCA10360-I TAPの状態表示を開始します。
KFCA16436-I A01　ap001    19:06:33　INTV　 00:45:00
KFCA16436-I A01　ap2      19:07:17　TIME　 19:20:00
KFCA16436-I A01　ap000003 19:08:23　INTV　100:00:00
KFCA10369-I TAPの状態表示を終了します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfalstapコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です。開始処理が終了するまで待って再度コ
マンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています。正しい形式で再度コマンドを入力
してください

標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です。再度コマンドを入力して，結果が同じ場合
は，システムの環境を見直してください

標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています。アプリケーション起動プロセス
識別子，アプリケーション名の指定方法を見直して再度コマ
ンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました。このメッセージ
以前にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力
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KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました。このメッセージ以前
にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfalstapコマンド入力元への応答に失敗しました。理由
コードが -19178の場合，アプリケーション名の指定に一括指
定を使用しないか，または先行文字列を付加した一括指定を
使用して表示対象を絞って再度コマンドを入力してください

メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10372-E mcfalstapコマンドが異常終了しました。このメッセージ以
前にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました。アプリケーション起動
プロセス識別子を確認して再度コマンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10391-E コマンドを実行しようとしたサービスでは，mcfalstapコマ
ンドはサポートされていません。-sオプションにアプリケー
ション起動プロセス識別子を指定して再度コマンドを入力し
てください

標準エラー出力

KFCA10563-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA10714-E メモリ不足です。再度コマンドを入力して，結果が同じ場合
は，システムの環境を見直してください

メッセージログ
ファイル

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました。理由コードに応
じた対処をしてください

標準エラー出力

KFCA16436-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA16437-I タイマ起動要求されていないか，すでにタイマ起動されてい
るか，またはアプリケーション名が誤っています。タイマ要
求がある状況でこのメッセージが出力された場合は，アプリ
ケーション名に誤りがないか再確認するか，一括指定を使用
して再度コマンドを入力してください

標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfreport

名称

MCF稼働統計情報の編集

形式
mcfreport 〔-k 編集種別〕 〔-u 編集対象〕 〔-i 入力ファイル名〕
          〔-d 開始日付:終了日付｜対象日付〕 〔-t 開始時刻:終了時刻〕

機能

mcfstatsコマンドで出力したMCF稼働統計情報のファイルを入力し，編集結果を標準
出力に出力します。

オプション

● -k　編集種別　　～《all》

編集する種別を指定します。

all：すべての統計情報を編集します。

in：受信メッセージに関する統計情報を編集します。

out：送信メッセージに関する統計情報を編集します。

cn：コネクション処理待ちに関する統計情報を編集します。

● -u　編集対象

編集の対象となるサービスグループ名，論理端末名称，またはMCF通信プロセス識別子
を指定します。

-kオプションの指定によって，次の項目を指定します。

• allを指定した場合：このオプションを省略します。
• inを指定した場合：サービスグループ名
• outを指定した場合：論理端末名称
• cnを指定した場合：MCF通信プロセス識別子

-kオプションで in，out，cnを指定した場合，このオプションは必ず指定してください。
allを指定した場合，このオプションの指定は無効となります。

サービスグループ名，論理端末名称，MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

編集対象は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できます。一括
指定と一括指定以外の項目を混在して指定できません。一括指定の場合，編集対象を引
用符（"）で囲みます。
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• ＊：すべてのサービスグループ，論理端末，またはMCF通信プロセスに関する統計
情報を編集します。

• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループ，論理端末に関する統
計情報を編集します。MCF通信プロセスはこの指定はできません。

〈一括指定の例〉abcで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-u "abc*"

● -i　入力ファイル名　　～〈1～ 35文字のパス名〉《mcfstc》

mcfstatsコマンドの実行結果ファイルを指定します。ファイル名だけを指定した場合，
カレントディレクトリ下のファイルを編集します。絶対パス名で指定した場合，指定し
たディレクトリ下のファイルを編集します。

このオプションを省略すると，カレントディレクトリ下のmcfstcを編集します。

● -d　開始日付 :終了日付｜対象日付　　～〈10進数〉《s:e》

編集対象となる日付範囲または対象日付を指定します。

このオプション省略時は，-d s:eと仮定されます。

• s：開始日付の省略値（00000101）
• e：終了日付の省略値（99991231）

開始日付，終了日付，および対象日付は，YYYYMMDDで表します。

• YYYY：年（指定したい年の西暦の数字）
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）

● -t　開始時刻 :終了時刻　　～〈10進数〉《s:e》

編集対象となる時刻の範囲を指定します。

このオプション省略時は，-t s:eと仮定されます。

• s：開始時刻の省略値（0000）
• e：終了時刻の省略値（2359）

開始時刻および終了時刻は，HHMMで表します。

• HH：時（00～ 23）
• MM：分（00～ 59）

-dオプションの指定値の範囲内でこのオプションの時刻範囲に該当する個所は，すべて
編集の対象となります。例えば，-d△ 19970101:19970103△ -t△ 0900:1700と指定し
た場合，1997年 1月 1日，2日，3日それぞれの 9:00から 17:00までの統計情報が編集
の対象となります。なお，日付をわたる指定（例 -t△ 2300:0100）はできません。
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出力形式

• aaaaaaaa：入力ファイル名
• bbbb-bb-bb bb:bb:bb：ファイル出力日時
• cccccccc：論理端末名称
• ddd：MCF識別子
• eeeeeeeeee：処理済み同期型送信メッセージ数※

• ffffffffff：処理待ち状態同期型送信メッセージ数の最小値・最大値・平均値・合計値
• g.gggggg：同期型送信メッセージの処理待ち時間の最小値・最大値・平均値・合計値
• hhhhhhhhhh：処理済み問い合わせ型送信メッセージ数※

• iiiiiiiiii：処理待ち状態問い合わせ型送信メッセージ数の最小値・最大値・平均値・合
計値

• j.jjjjjj：問い合わせ型送信メッセージの処理待ち時間の最小値・最大値・平均値・合計
値

• kkkkkkkkkk：処理済み優先分岐型送信メッセージ数※

• llllllllll：処理待ち状態優先分岐型送信メッセージ数の最小値・最大値・平均値・合計
値

• m.mmmmmm：優先分岐型送信メッセージの処理待ち時間の最小値・最大値・平均
値・合計値

• nnnnnnnnnn：処理済み一般分岐型送信メッセージ数※

• oooooooooo：処理待ち状態一般分岐型送信メッセージ数の最小値・最大値・平均値・
合計値

• p.pppppp：一般分岐型送信メッセージの処理待ち時間の最小値・最大値・平均値・合
計値
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• qqqqqqqqqq：処理済みコネクション数※

• rrrrrrrrrr：処理待ち状態コネクション数の最小値・最大値・平均値・合計値
• s.ssssss：コネクションの処理待ち時間の最小値・最大値・平均値・合計値
• tttttttt：サービスグループ名
• uuuuuuuuuu：処理済み受信メッセージ数※

• vvvvvvvvvv：処理待ち状態受信メッセージ数の最小値・最大値・平均値・合計値
• w.wwwwww：受信メッセージの処理待ち時間の最小値・最大値・平均値・合計値

注※
intの上限値まで表示されます。

出力メッセージ

注意事項
• 編集対象が不正であっても，その統計情報が出力されていないものとして処理し，特
にエラーメッセージは出力しません。

• mcfstatsコマンド実行中のファイルが指定された場合の動作は保証しません。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA19751-I MCF稼働統計情報の編集を開始します 標準出力

KFCA19752-I MCF稼働統計情報の編集を終了します 標準出力

KFCA19753-E MCF稼働統計情報編集に必要なメモリが確保できません 標準エラー出力

KFCA19754-E 不当なオプションがあります 標準エラー出力

KFCA19755-E 入力ファイル名の長さが既定値を超えています 標準エラー出力

KFCA19757-E 入力ファイル名の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA19758-E 編集種別の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA19759-E 編集対象の指定がありません 標準エラー出力

KFCA19760-E 編集対象の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA19761-E 日付の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA19762-E 時刻の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA19763-E 入力ファイル処理中に障害が発生しました 標準エラー出力
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mcfstats

名称

MCF稼働統計情報の出力

形式
mcfstats 〔-k 出力種別〕 〔-u 出力対象〕 〔-o 出力ファイル名〕
         〔-f 出力ファイルサイズ〕 〔-s 時間間隔〕 〔-t 出力回数〕 〔-r〕

機能

指定した時間間隔で，MCF稼働統計情報をファイルに出力します。

-rオプションを指定した場合は，MCF稼働統計情報の出力を終了します。

オプション

● -k　出力種別　　～《all》

出力する種別を指定します。

all：すべての統計情報を出力します。

in：受信メッセージに関する統計情報を出力します。

out：送信メッセージに関する統計情報を出力します。

cn：コネクション処理待ちに関する統計情報を出力します。

● -u　出力対象

出力の対象となるサービスグループ名，論理端末名称，またはMCF通信プロセス識別子
を指定します。

-kオプションの指定によって，次の項目を指定します。

• allを指定した場合：このオプションを省略します。
• inを指定した場合：サービスグループ名
• outを指定した場合：論理端末名称
• cnを指定した場合：MCF通信プロセス識別子

-kオプションで in，out，cnを指定した場合，このオプションは必ず指定してください。
allを指定した場合，このオプションの指定は無効となります。

サービスグループ名，論理端末名称，MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

出力対象は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できます。一括
指定と一括指定以外の項目を混在して指定できません。一括指定の場合，出力対象を引
用符（"）で囲みます。
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• ＊：すべてのサービスグループ，論理端末またはMCF通信プロセスに関する統計情
報を出力します。

• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループ，論理端末に関する統
計情報を出力します。MCF通信プロセスはこの指定はできません。

〈一括指定の例〉abcで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-u "abc*"

● -o　出力ファイル名　　～〈1～ 35文字のパス名〉《mcfstc》

出力ファイル名を指定します。ファイル名だけを指定した場合，$DCDIR/spool下にファ
イルが作成されます。絶対パス名で指定した場合，指定したディレクトリ下にファイル
が作成されます。ただし，ディレクトリは作成しません。また，すでに存在するファイ
ル名は指定できません。

このオプション省略時は，$DCDIR/spool/mcfstcに出力します。

● -f　出力ファイルサイズ　　～〈符号なし整数〉((1～ 1000))《10》（単位：メガバイ
ト）

MCF稼働統計情報を出力するファイルのサイズをメガバイト単位で指定します。ファイ
ルサイズは次に示す算出式で算出します。

サービスグループの場合：↑ (64+A)×出力回数／ (1024× 1024)↑

論理端末の場合：↑ (64+B)×出力回数／ (1024× 1024)↑

MCF通信プロセスの場合：↑ (64+C)×出力回数／ (1024× 1024)↑

すべての場合：(64＋ (A+B+C))×出力回数／ (1024× 1024)

（凡例）
↑↑：小数点以下を切り上げます。
A：96×サービスグループ総数
B：64× 4×論理端末総数
C：64×MCF通信プロセス総数

注
この算出式は，-uオプションで "＊ "指定をした場合の最大値を仮定しています。

指定されたファイルサイズを超えた場合は，統計情報の出力を終了します。

● -s　時間間隔　　～〈符号なし整数〉((1～ 43200))《60》（単位：秒）

MCF稼働統計情報をファイルに出力する時間間隔を，秒単位で指定します。

指定を省略した場合は，60秒間隔で出力します。
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● -t　出力回数　　～〈符号なし整数〉((1～ 65535))（単位：回）

出力回数を指定します。

指定を省略した場合はmcfstats -rが実行されるまで，MCFが停止するまで，または -f
オプションで指定したファイルサイズを超えるまで出力します。指定した回数出力する
と終了します。

また，-fオプションで指定したファイルサイズを超えた場合は，指定した出力回数に満
たなくてもMCF稼働統計情報の出力を終了します。

● -r

MCF稼働統計情報の出力を終了します。

このオプションを指定すると，ほかのオプションは無効となります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA19700-E 内部関数処理中に障害が発生しました 標準出力，メッ
セージログファ
イル

KFCA19701-W 共用メモリが不足しているため，MCF稼働統計情報の取得が
できません

標準エラー出力，
メッセージログ
ファイル

KFCA19702-I MCF稼働統計情報のファイル出力を開始しました 標準出力，メッ
セージログファ
イル

KFCA19703-I MCF稼働統計情報のファイル出力を終了しました 標準出力，メッ
セージログファ
イル

KFCA19704-W MCF稼働統計情報の取得を開始していません 標準エラー出力

KFCA19705-W MCF稼働統計情報の出力を開始していません 標準エラー出力

KFCA19706-I ファイルサイズを超えたためMCF稼働統計情報のファイル
出力を終了します

標準出力，メッ
セージログファ
イル

KFCA19707-E MCF稼働統計情報のファイル出力処理中に障害が発生しまし
た

標準エラー出力，
メッセージログ
ファイル

KFCA19708-W MCF稼働統計情報のファイル出力を開始しているため，コマ
ンドは受け付けられません

標準エラー出力

KFCA19709-W 指定されたファイルはすでに存在します 標準エラー出力

KFCA19710-E MCF稼働統計情報のファイル出力準備に失敗しました 標準エラー出力

KFCA19711-E ファイルのオープンに失敗しました 標準エラー出力
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注意事項
• 出力対象が不正であっても，その統計情報が取得されていないものとして処理し，エ
ラーメッセージは出力しません。

• 統計情報出力中のファイルを削除した場合，これ以降の OpenTP1の動作は保証しま
せん。

• 出力時間間隔を短くした場合，MCFの稼働状況によって出力時間間隔が多少広がる場
合があります。
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mcftactcn

名称

コネクションの確立

形式
mcftactcn 〔-s MCF通信プロセス識別子〕
          ｛-c コネクションID｜-g コネクショングループ名｝
          〔-u サブコネクションID〕 〔-S XPサービス名@ホスト名〕

機能

コネクションを確立します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象のコネクションを制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指
定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftactcnコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

確立するコネクションのコネクション IDを指定します。

コネクション IDは，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合
は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理
数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクション IDを指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション IDとコ
ネクション IDとの間を空白で区切ります。同一コネクション IDは，重複して指定でき
ません。

また，コネクション IDは，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定で
きます。一括指定と一括指定以外のコネクション IDを混在して指定できません。一括指
定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクションを確立します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクションを確立します。

〈複数指定の例〉cnn1，cnn2，cnn3を指定する場合
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-c "cnn1△ cnn2△ cnn3"

〈一括指定の例〉cnnで始まるすべてのコネクションを指定する場合
-c "cnn*"

● -g　コネクショングループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

確立するコネクショングループの名称を指定します。

コネクショングループ名は，一度に 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクショングループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション
グループ名とコネクショングループ名との間を空白で区切ります。同一コネクショング
ループ名は，重複して指定できません。

また，コネクショングループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだ
け指定できます。一括指定と一括指定以外のコネクショングループ名を混在して指定で
きません。一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクショングループを確立します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクショングループを確立します。

〈複数指定の例〉　cng1，cng2，cng3を指定する場合
-g "cng1△ cng2△ cng3"

〈一括指定の例〉　cngで始まるすべてのコネクショングループを指定する場合
-g "cng*"

なお，このオプションは，TP1/NET/OSI-TPプロトコル，TP1/NET/X25-EXプロトコ
ル，および TP1/NET/NCSBプロトコル使用時だけ指定できます。

● -u　サブコネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

確立するサブコネクションのサブコネクション IDを指定します。

コネクション IDの指定が一つで，一括指定でないときだけ指定できます。

複数のサブコネクション IDの指定はできません。また一括指定もできません。

このオプションの指定を省略すると，指定したコネクション下のすべてのサブコネク
ションが確立されます。

なお，このオプションは，TP1/NET/HNA-NIFプロトコル使用時だけ指定できます。

● -S　XPサービス名＠ホスト名

接続する XPサービスを指定します。使用するプロトコルが TP1/NET/XMAP3の場合に
指定してください。
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XPサービス名　　～〈1～ 14文字の識別子〉
接続する XPサービス名を指定します。

ホスト名　　～〈1～ 127文字の識別子〉
接続する XPサービスの管理デーモンが動作するホスト名称を指定します。

このオプションを指定する場合は，コネクション IDは一つしか指定できません。また，
-gオプションは指定できません。

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftactcnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftactcnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftactcnコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactcnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftactcnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10500-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA16424-E 指定したコネクショングループは登録されていません 標準エラー出力
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mcftactle

名称

論理端末の閉塞解除

形式
 mcftactle 〔-s MCF通信プロセス識別子〕〔-c コネクションID〕
             -l 論理端末名称 〔-t 閉塞解除種別〕

機能

論理端末の閉塞を解除します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftactleコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞解除したい論理端末に対応するコネクションのコネクション IDを指定します。

複数のコネクション IDは指定できません。また，一括指定もできません。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞解除する論理端末の名称を指定します。

-cオプションを指定した場合は，指定したコネクション IDに対応する論理端末の名称を
指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
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場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末の閉塞を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末の閉塞を解除します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -t　閉塞解除種別　　～〈1～ 8文字の識別子〉《all》

閉塞解除の種別を指定します。

　all：論理端末の端末状態，およびキュー状態の閉塞を解除します。

　term：論理端末の端末状態の閉塞を解除します。

　queue：論理端末のキュー状態の閉塞を解除します。

このオプションは，プロトコルによっては指定できないものがあります。その場合，こ
のオプションの指定は無視されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftactleコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftactleコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftactleコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactleコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力
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上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA10390-E 指定したコネクション IDと論理端末名称の対応が正しくあり
ません

標準エラー出力

KFCA10391-E mcftactleコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10395-E 指定したコネクションには未接続の論理端末名称が指定され
ています

標準エラー出力

KFCA10503-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftactmj

名称

論理端末に関するメッセージジャーナルの取得開始

形式
mcftactmj 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称

機能

指定された論理端末に関するメッセージジャーナルの取得を開始します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftactmjコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

メッセージジャーナル（MJ）の取得を開始する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末に関するメッセージジャーナルの取得を開始します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に関するメッセージジャーナル
の取得を開始します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"
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〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10107-W 指定した論理端末のMJはすでに取得中です 標準エラー出力

KFCA10350-I mcftactmjコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftactmjコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftactmjコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactmjコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10527-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftactsg

名称

サービスグループの閉塞解除

形式
mcftactsg  -g サービスグループ名 〔-t 閉塞解除種別〕

機能

サービスグループの閉塞を解除します。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

閉塞を解除するサービスグループ名を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

また，サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスグループの閉塞を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループの閉塞を解除します。

〈複数指定の例〉seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"

● -t　閉塞解除種別　　～《insc》

閉塞解除の種別を指定します。

　insc：入力キューの入力と，スケジュールの閉塞を解除します。

　in：入力キューの入力の閉塞を解除します。

　sc：入力キューのスケジュールの閉塞を解除します。
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftactsgコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftactsgコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftactsgコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactsgコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10513-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11038-W サービスグループはすでに閉塞解除されています 標準エラー出力

KFCA11042-W MHPユーザサーバが終了中のため閉塞解除はできません 標準エラー出力

KFCA11043-E MHPユーザサーバが起動されていないため閉塞解除はできま
せん

標準エラー出力

KFCA11053-E ユーザサーバが閉塞中のため閉塞解除はできません 標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA11098-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftactss

名称

セションの開始

形式
mcftactss 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 〔-c コネクションID〕
            -l 論理端末名称

機能

指定した論理端末に対応するセションを開始します。

mcftactssコマンドは，TP1/NET/HNA-560/20プロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftactssコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

セションを開始するコネクションのコネクション IDを指定します。

複数のコネクション IDは指定できません。また，一括指定もできません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのコネクションに対して，mcftactssコマン
ドが実行されます。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

セションを開始する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。
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また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末に対応するセションを開始します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に対応するセションを開始しま
す。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftactssコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出
力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出
力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出
力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出
力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出
力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出
力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出
力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出
力

KFCA10359-W mcftactssコマンド入力元への応答に失敗しま
した

メッセージロ
グファイル

KFCA10371-I mcftactssコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactssコマンドが異常終了しました 標準エラー出
力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出
力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出
力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出
力
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上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA10390-E 指定したコネクション IDと論理端末名称の対
応が正しくありません

標準エラー出
力

KECA10395-E 指定したコネクションには未接続の論理端末名
称が指定されています

標準エラー出
力

KFCA10539-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出
力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftactsv

名称

サービスの閉塞解除

形式
mcftactsv -v サービス名

機能

サービスの閉塞を解除します。

オプション

● -v　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

閉塞を解除するサービス名を指定します。

サービス名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，次
に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を増
やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービス名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービス名とサービス名と
の間を空白で区切ります。同一サービス名は，重複して指定できません。

また，サービス名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できま
す。一括指定と一括指定以外のサービス名を混在して指定できません。一括指定の場合
も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスの閉塞を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスの閉塞を解除します。

〈複数指定の例〉ser1，ser2，ser3を指定する場合
-v "ser1△ ser2△ ser3"

〈一括指定の例〉serで始まるすべてのサービスを指定する場合
-v "ser*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftactsvコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力
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KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftactsvコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftactsvコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftactsvコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10384-E 指定したサービスは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10510-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11037-W サービスはすでに閉塞解除されています 標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA11098-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftchcn

名称

コネクションの切り替え

形式
mcftchcn 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -f 切り替え元コネクションID
           -t 切り替え先コネクションID

機能

切り替え元のコネクションと論理端末の接続を無効にして，切り替え先のコネクション
と論理端末を接続します。

mcftchcnコマンドを実行する前に，切り替え元のコネクション上の論理端末を閉塞して
ください。

mcftchcnコマンドは，TP1/NET/TCP/IPプロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象のコネクションを制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指
定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftchcnコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -f　切り替え元コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

切り替え元のコネクション IDを指定します。

複数の切り替え元コネクション IDは指定できません。

● -t　切り替え先コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

切り替え先のコネクション IDを指定します。

複数の切り替え先コネクション IDは指定できません。
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出力メッセージ

メッセージの詳細については，マニュアル「OpenTP1 プロトコル TP1/NET/TCP/IP編」
を参照してください。

注意事項

mcftchcnコマンドを実行するには，TP1/NET/High Availabilityをインストールしてお
く必要があります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftchcnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftchcnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftchcnコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftchcnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftchcnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10392-E 必要なプログラムプロダクトがインストールされていません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftdctcn

名称

コネクションの解放

形式
mcftdctcn 〔-s MCF通信プロセス識別子〕
          ｛-c コネクションID｜-g コネクショングループ名｝
          〔-u サブコネクションID〕 〔-f〕

機能

コネクションを解放します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象のコネクションを制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指
定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftdctcnコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

解放するコネクションのコネクション IDを指定します。

コネクション IDは，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合
は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理
数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクション IDを指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション IDとコ
ネクション IDとの間を空白で区切ります。同一コネクション IDは，重複して指定でき
ません。

また，コネクション IDは，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定で
きます。一括指定と一括指定以外のコネクション IDを混在して指定できません。一括指
定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクションを解放します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクションを解放します。

〈複数指定の例〉cnn1，cnn2，cnn3を指定する場合
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-c "cnn1△ cnn2△ cnn3"

〈一括指定の例〉cnnで始まるすべてのコネクションを指定する場合
-c "cnn*"

● -g　コネクショングループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

解放するコネクショングループの名称を指定します。

コネクショングループ名は，一度に 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクショングループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション
グループ名とコネクショングループ名との間を空白で区切ります。同一コネクショング
ループ名は，重複して指定できません。

また，コネクショングループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだ
け指定できます。一括指定と一括指定以外のコネクショングループ名を混在して指定で
きません。一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクショングループを解放します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクショングループを解放します。

〈複数指定の例〉　cng1，cng2，cng3を指定する場合
-g "cng1△ cng2△ cng3"

〈一括指定の例〉　cngで始まるすべてのコネクショングループを指定する場合
-g "cng*"

なお，このオプションは，TP1/NET/OSI-TPプロトコル，TP1/NET/X25-EXプロトコ
ル，および TP1/NET/NCSBプロトコル使用時だけ指定できます。

● -u　サブコネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

解放するサブコネクションのサブコネクション IDを指定します。

コネクション IDの指定が一つで，一括指定でないときだけ指定できます。

複数のサブコネクション IDの指定はできません。また一括指定もできません。

このオプションの指定を省略すると，指定したコネクション下のすべてのサブコネク
ションが解放されます。

なお，このオプションは，TP1/NET/HNA-NIFプロトコル使用時だけ指定できます。

● -f

該当するコネクションを強制的に解放します。

このオプションの指定を省略した場合の処理は，プロトコルによって異なります。詳細
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については各プロトコルのマニュアルを参照してください。

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdctcnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctcnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftdctcnコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctcnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftdctcnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10501-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA16424-E 指定したコネクショングループは登録されていません 標準エラー出力
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mcftdctle

名称

論理端末の閉塞

形式
mcftdctle 〔-s MCF通信プロセス識別子〕〔-c コネクションID〕
            -l 論理端末名称 〔-t 閉塞種別〕

機能

論理端末を強制的に閉塞します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftdctleコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞したい論理端末に対応するコネクションのコネクション IDを指定します。

複数のコネクション IDは指定できません。また，一括指定もできません。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

閉塞する論理端末の名称を指定します。

-cオプションを指定した場合，指定したコネクション IDに対応する論理端末名称を指定
します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
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場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末を閉塞します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末を閉塞します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -t　閉塞種別　　～〈1～ 8文字の識別子〉《all》

閉塞の種別を指定します。

　all：論理端末の端末状態，およびキュー状態を閉塞します。

　term：論理端末の端末状態を閉塞します。

　queue：論理端末のキュー状態を閉塞します。

このオプションは，プロトコルによっては指定できないものがあります。その場合，こ
のオプションの指定は無視されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdctleコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctleコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftdctleコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctleコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力
754



13.　運用コマンドの詳細
mcftdctle
上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA10390-E 指定したコネクション IDと論理端末名称の対応が正しくあり
ません

標準エラー出力

KFCA10391-E mcftdctleコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10395-E 指定したコネクションには未接続の論理端末名称が指定され
ています

標準エラー出力

KFCA10504-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftdctmj

名称

論理端末に関するメッセージジャーナルの取得終了

形式
mcftdctmj 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称

機能

指定された論理端末に関するメッセージジャーナルの取得を終了します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftdctmjコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

メッセージジャーナルの取得を終了する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末に関するメッセージジャーナルの取得を終了します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に関するメッセージジャーナル
の取得を終了します。

〈複数指定の例〉　len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"
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〈一括指定の例〉　lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10108-W 指定した論理端末のMJ取得処理は停止中です 標準エラー出力

KFCA10350-I mcftdctmjコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctmjコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftdctmjコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctmjコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10528-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
757



13.　運用コマンドの詳細
mcftdctsg
mcftdctsg

名称

サービスグループの閉塞

形式
mcftdctsg -g サービスグループ名 〔-t 閉塞種別〕〔-r〕

機能

サービスグループを閉塞します。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

閉塞するサービスグループ名を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

また，サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスグループを閉塞します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループを閉塞します。

〈複数指定の例〉　seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g"seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉　segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"

● -t　閉塞種別　　～《insc》

サービスグループの閉塞種別を指定します。

　insc：入力キューの入力とスケジュールを閉塞します。

　in：入力キューの入力だけ閉塞します。

　sc：入力キューのスケジュールだけ閉塞します。
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● -r

全面回復時に，サービスグループの閉塞状態を引き継がない場合に指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdctsgコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctsgコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftdctsgコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctsgコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10514-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11064-W 該当するサービスグループはコマンドによってすでに閉塞され
ています

標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理に
失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定した上限値を超えているため，状態引き継ぎ登録が
できませんでした

標準エラー出力

KFCA11098-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftdctss

名称

セションの終了

形式
mcftdctss 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 〔-c コネクションID〕
            -l 論理端末名称

機能

指定した論理端末に対応するセションを終了します。

mcftdctssコマンドは，TP1/NET/HNA-560/20および TP1/NET/C/S560プロトコル使用
時に使用できます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftdctssコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

セションを終了するコネクションのコネクション IDを指定します。

複数のコネクション IDは指定できません。また，一括指定もできません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのコネクションに対して，mcftdctssコマン
ドが実行されます。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

セションを終了する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。
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また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末に対するセションを終了します。
• 先行文字列 *：先行文字列で始まるすべての論理端末に対するセションを終了します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdctssコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctssコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftdctssコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctssコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10390-E 指定されたコネクション IDと論理端末名称の対応が正しくあ
りません

標準エラー出力

KFCA10395-E 指定したコネクションには未接続の論理端末名称が指定され
ています

標準エラー出力

KFCA10540-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftdctsv

名称

サービスの閉塞

形式
mcftdctsv -v サービス名 〔-t 閉塞種別〕

機能

サービスを閉塞します。

オプション

● -v　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

閉塞するサービスの名称を指定します。

サービス名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，次
に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を増
やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービス名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービス名とサービス名と
の間を空白で区切ります。同一サービス名は，重複して指定できません。

また，サービス名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できま
す。一括指定と一括指定以外のサービス名を混在して指定できません。一括指定の場合
も，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべてのサービスを閉塞します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスを閉塞します。

〈複数指定の例〉　ser1，ser2，ser3を指定する場合
-v "ser1△ ser2△ ser3"

〈一括指定の例〉　serで始まるすべてのサービスを指定する場合
-v "ser*"

● -t　閉塞種別　　～《insc》

サービスの閉塞種別を指定します。

　insc：入力キューの入力とスケジュールを閉塞します。

　in：入力キューの入力だけ閉塞します。

　sc：入力キューのスケジュールだけ閉塞します。
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdctsvコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdctsvコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftdctsvコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdctsvコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10384-E 指定したサービスは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10511-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11036-W 該当するサービスはコマンドによってすでに閉塞されていま
す

標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA11098-W SPP資源のため閉塞，または閉塞解除できません 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftdlqle

名称

論理端末の出力キュー削除

形式
mcftdlqle 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称
          〔-d 削除種別〕

機能

指定した論理端末の出力キューをすべて削除します。

mcftdlqleコマンドを単独で使用する場合は，mcftdlqleコマンドを実行する前に，
mcftdctleコマンドまたは dc_mcf_tdctle関数で該当する論理端末を閉塞しておいてくだ
さい。TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを使用している場合は，さらにmcftdctssコマ
ンドでセションを終了しておいてください。また，論理端末が代行元論理端末であって
はなりません。

mcftdmpquコマンドと組み合わせて使用する場合は，mcftdlqleコマンドを実行する前
に，mcfthldoqコマンドで該当する論理端末の出力キュー処理を保留しておいてくださ
い。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftdlqleコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

出力キューを削除する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。
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論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できます。
一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の場合は，
引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末の出力キューを削除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末の出力キューを削除します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
  -l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -d　削除種別

削除種別を指定します。

　disk：ディスクキューだけ削除します。

　memory：メモリキューだけ削除します。

　all：ディスクキューとメモリキューを両方とも削除します。

このオプションを指定すると，未処理送信メッセージ廃棄通知イベント（ERREVTA）
は通知されません。

このオプションの指定を省略すると，未処理送信メッセージ廃棄通知イベント
（ERREVTA）用のMHPが通知され，出力キュー（ディスクキューとメモリキュー）が
削除されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10103-E 指定した論理端末は閉塞（または保留）されていません 標準エラー出力

KFCA10350-I mcftdlqleコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力
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KFCA10359-W mcftdlqleコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftdlqleコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdlqleコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftdlqleコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10507-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftdlqsg

名称

サービスグループの入力キュー削除

形式
mcftdlqsg -g サービスグループ名 -d 削除種別

機能

指定したサービスグループに対応する入力キューを削除します。

mcftdlqsgコマンドを単独で使用する場合は，mcftdlqsgコマンドを実行する前に，
mcftdctsgコマンドで該当するサービスグループを閉塞しておいてください。

mcftdmpquコマンドと組み合わせて使用する場合は，mcftdlqsgコマンドを実行する前
に，mcfthldiqコマンドで該当するサービスグループの入力キュー処理を保留しておいて
ください。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

入力キューを削除するサービスグループの名称を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。一括
指定の場合は，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべてのサービスグループに対応する入力キューを削除します。
• 先行文字列 ＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループに対応する入力キュー
を削除します。

〈複数指定の例〉seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"
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● -d　削除種別

削除種別を指定します。

　disk：ディスクキューだけ削除します。

　memory：メモリキューだけ削除します。

　all：ディスクキューとメモリキューを両方とも削除します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftdlqsgコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー
出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10359-W mcftdlqsgコマンド入力元への応答に失敗しま
した

メッセージ
ログファイ
ル，または
標準エラー
出力

KFCA10371-I mcftdlqsgコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftdlqsgコマンドが異常終了しました 標準エラー
出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー
出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていませ
ん

標準エラー
出力

KFCA10522-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11077-W 指定されたサービスグループは閉塞（または保
留）されていません

標準エラー
出力

KFCA11097-W SPP資源のため入力キューは削除できません 標準エラー
出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー
出力
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mcftdmpqu

名称

入出力キューの内容複写

形式
mcftdmpqu -k 出力単位種別 〔-u 出力単位名〕 -f ダンプファイル名 〔-a〕

機能

入力キュー，出力キューの内容をファイルに複写します。

複写対象はディスクメッセージです。

入力キューの内容を複写する場合は，あらかじめmcftdctsgコマンドで該当するサービ
スグループを閉塞しておいてください。mcftdmpquコマンドをmcftdlqsgコマンド（入
力キューの削除）と組み合わせて使用する場合は，あらかじめmcfthldiqコマンドで該
当するサービスグループの入力キュー処理を保留しておいてください。

出力キューの内容を複写する場合でmcftdmpquコマンドを単独で使用する場合は，あら
かじめmcftdctleコマンドまたは dc_mcf_tdctle関数で該当する論理端末を閉塞しておい
てください。mcftdmpquコマンドをmcftdlqleコマンドまたは dc_mcf_tdlqle関数（出
力キューの削除）と組み合わせて使用する場合は，あらかじめmcfthldoqコマンドで該
当する論理端末の出力キュー処理を保留しておいてください。

オプション

● -k　出力単位種別

ダンプ出力する出力単位の種別を指定します。

　all：入力キュー，出力キューのすべての内容をダンプ出力します。

　svg：サービスグループ単位に入力キューをダンプ出力します。

　le：論理端末名称単位に出力キューをダンプ出力します。

● -u　出力単位名

ダンプ出力の対象となるサービスグループ名，または論理端末名称を指定します。

-kオプションで svgを指定した場合はサービスグループ名を，leを指定した場合は論理
端末名称を指定します。

-kオプションで svg，または leを指定した場合，このオプションを必ず指定してくださ
い。

-kオプションで allを指定した場合，このオプションの指定は無視されます。
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サービスグループ名，または論理端末名称は，一度に 8個まで指定できます。複数の
サービスグループ名，または論理端末名称を指定するときは，引用符 (")で囲んで，名称
を空白で区切ります。同一サービスグループ名，または同一論理端末名称は，重複して
指定できません。

また，サービスグループ名，または論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。
一括指定は一つだけ指定できます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名，ま
たは論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の場合は，引用符（"）で囲みま
す。

• ＊：すべてのサービスグループ，またはすべての論理端末のダンプを出力します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループ，または論理端末のダ
ンプを出力します。

〈複数指定の例〉　seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉　segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-u "seg*"

● -f　ダンプファイル名　　～〈1～ 35文字のパス名〉

出力するダンプファイルの名称を指定します。

ファイル名だけを指定した場合は，$DCDIR/spool下にファイルが作成されます。絶対パ
ス名で指定した場合は，指定したディレクトリ下にファイルが作成されます。ただし，
ディレクトリは作成されません。

Windowsの場合は，絶対パス名で指定できません。$DCDIR/spool下に作成されるファ
イル名だけを指定できます。

● -a

既存のファイルに追加書き込みする場合に，指定します。

このオプションの指定を省略すると，新規にファイルがオープンされて書き込まれます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10103-E 指定された論理端末が閉塞（または保留）されていません 標準エラー出力

KFCA10350-I mcftdmpquコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力
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KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftdmpquコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10372-E mcftdmpquコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10374-I 未送信メッセージをファイルにコピーしました 標準出力

KFCA10375-I ダンプファイル名 標準出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10383-E サービスグループ名は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10519-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11096-W SPP資源のため入力キューはダンプ取得できません 標準エラー出力

KFCA11811-E ファイル出力で障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA11812-E 入出力キューの読み込みで障害を検知しました 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftedalt

名称

代行送信の終了

形式
mcftedalt 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称

機能

代行送信を終了します。

mcftedaltコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/HNA-560/20
プロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftedaltコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

代行を終了する代行送信元の論理端末の名称を指定します。mcftstaltコマンドの -fオプ
ションで指定した論理端末名称を指定してください。

複数の論理端末名称は指定できません。また，一括指定もできません。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10117-I メッセージの代行送信を終了します 標準出力

KFCA10350-I mcftedaltコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力
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上記のほかに，使用するプロトコルに出力されるメッセージが出力されます。詳細につ
いては各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftedaltコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftedaltコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftedaltコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10542-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftendct

名称

論理端末に対する継続問い合わせ応答処理の強制終了

形式
mcftendct 〔-f〕 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称

機能

指定された論理端末に対する継続問い合わせ応答処理を強制的に終了します。

mcftendctコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，TP1/NET/HNA-560/20プロト
コル，または TP1/NET/HNA-560/20 DTSプロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -f

継続問い合わせ応答処理を即時強制終了する場合に指定します。このオプションを指定
すると，直ちに継続問い合わせ用一時記憶領域を解放し，該当する論理端末からの問い
合わせを処理しているMHP（エラーイベントを含む）は異常終了します。このときエ
ラーイベントは起動しません。

-fオプションを指定したmcftendctコマンドの実行後にMHPが次に示す処理をしたと
き，MHPが異常終了します。

• TP1/Message Control以外のリソースマネジャにもアクセスするMHPのサービス終
了時

• 継続問い合わせ用一時記憶領域アクセス時（dc_mcf_tempget関数，dc_mcf_tempput
関数発行時）

• ロールバック要求時（dc_mcf_rollback関数発行時（action：DCMCFRTRY，または
DCMCFNRTNの場合））

このオプションの指定を省略すると，MHPが該当する論理端末からの問い合わせを処理
中の場合，エラーメッセージが出力されます。

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftendctコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
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ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

継続問い合わせ応答処理を終了する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末に対する継続問い合わせ応答処理を強制的に終了します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に対する継続問い合わせ応答処
理を強制的に終了します。

〈複数指定の例〉　len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉　lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftendctコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftendctコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftendctコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftendctコマンドが異常終了しました 標準エラー出力
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上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftendctコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10521-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfthldiq

名称

サービスグループの入力キュー処理の保留

形式
mcfthldiq -g サービスグループ名 〔-k 保留種別〕〔-r〕

機能

指定したサービスグループに対応する入力キューの処理を保留します。

このコマンドを使用すると，OpenTP1システムに「注意事項」に示す影響を与えます。
このコマンドを実行後，目的の処理が終了したら，必ずmcftrlsiqコマンドで保留解除を
行ってください。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

入力キューの処理を保留するサービスグループの名称を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。一括
指定の場合は，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスグループに対応する入力キューの処理を保留します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループに対応する入力キュー
の処理を保留します。

〈複数指定の例〉seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"

● -k　保留種別　　～《insc》

入力キューの保留種別を指定します。
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　insc：入力キューの入力とスケジュールを保留します。

　in：入力キューの入力だけ保留します。

　sc：入力キューのスケジュールだけ保留します。

● -r

全面回復時に，入力キューの保留状態を引き継がない場合に指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfthldiqコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー
出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10359-W mcfthldiqコマンド入力元への応答に失敗しまし
た

メッセージ
ログファイ
ル，または
標準エラー
出力

KFCA10371-I mcfthldiqコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfthldiqコマンドが異常終了しました 標準エラー
出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー
出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていません 標準エラー
出力

KFCA10523-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11072-W 該当するサービスグループはすでに保留されてい
ます

標準エラー
出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継
ぎ登録処理に失敗しました

標準エラー
出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き
継ぎ個数が，定義で指定された上限値を超えてい
るため，状態引き継ぎ登録ができませんでした

標準エラー
出力
778



13.　運用コマンドの詳細
mcfthldiq
注意事項
• MCFアプリケーション起動サービスを使って起動する任意のサービスグループの入力
キューの入力を保留した場合，該当するMCFアプリケーション起動サービスは，す
べてのサービスグループの起動を保留します。

• MCF通信サービスが起動する任意のサービスグループの入力キューの入力を保留した
場合，その入力元論理端末への送信メッセージも，保留解除されるまで，OTQに滞留
します。

• MCF通信サービスが起動する任意のサービスグループの入力キューの入力を保留した
場合，該当するMCF通信サービスの処理性能が低下することがあります。

• 保留中のサービスグループが一つでもある場合に，正常終了，計画停止 A，または計
画停止 Bで OpenTP1を終了すると，OpenTP1は異常終了します。正常終了，計画
停止 A，または計画停止 Bで OpenTP1を終了するときは，すべてのサービスグルー
プの保留を解除したあとに dcstopコマンドを実行してください。

• 入力キューへの入力が保留中であるサービスグループに対して，メッセージ入力が
あった場合，その入力元論理端末とその論理端末の属するコネクションに対する運用
コマンドがタイムアウトになることがあります。タイムアウトが発生しても，運用コ
マンドは受け付けられています。サービスグループの保留を解除したあとに運用コマ
ンドは実行されます。

KFCA11800-W SPP資源のため入力キューは保留，または保留
解除できません

標準エラー
出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー
出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfthldoq

名称

論理端末の出力キュー処理の保留

形式
mcfthldoq〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称 〔-k 保留種別〕

機能

指定した論理端末に対応する出力キューの処理を保留します。

このコマンドを使用すると，OpenTP1システムに「注意事項」に示す影響を与えます。
このコマンドを実行後，目的の処理が終了したら，必ずmcftrlsoqコマンドで保留解除を
行ってください。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcfthldoqコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

出力キューの処理を保留する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できます。
一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の場合も，
引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末に対応する出力キューの処理を保留します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に対応する出力キューの処理を
保留します。
780



13.　運用コマンドの詳細
mcfthldoq
〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -k　保留種別　　～《insc》

保留種別を指定します。

　insc：出力キューの入力とスケジュールを保留します。

　in：出力キューの入力だけ保留します。

　sc：出力キューのスケジュールだけ保留します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10104-W 該当する論理端末はすでに保留されています 標準エラー出力

KFCA10122-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA10123-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA10350-I mcfthldoqコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfthldoqコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcfthldoqコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcfthldoqコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcfthldoqコマンドはサポートされていません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcfthldoq
注意事項
• 任意の論理端末の出力キューの入力を保留した場合，該当する論理端末に対してメッ
セージ送信を行った UAPは，保留解除されるまで停止します。

• 複数の論理端末にメッセージ送信を行う UAPを使用する場合，その一つの論理端末
の出力キューの入力を保留すると，ほかの論理端末へのメッセージ送信も保留解除さ
れるまで停止することがあります。

• 保留中の論理端末が一つでもある場合に，正常終了，計画停止 A，または計画停止 B
で OpenTP1を終了すると，OpenTP1は異常終了します。正常終了，計画停止 A，ま
たは計画停止 Bで OpenTP1を終了するときは，すべての論理端末の保留を解除した
あとに dcstopコマンドを実行してください。

KFCA10525-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
782



13.　運用コマンドの詳細
mcftlsbuf
mcftlsbuf

名称

バッファグループの使用状況表示

形式
mcftlsbuf -s MCF通信プロセス識別子 -b バッファグループ番号〔-m〕〔-r〕

機能

バッファグループの使用状況を標準出力に出力します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -b　バッファグループ番号　　～〈符号なし整数〉((1～ 512))

使用状況を表示するバッファグループの番号を指定します。

複数のバッファグループ番号は指定できません。

allを指定すると，該当するMCF通信プロセスに対応するすべてのバッファグループの
使用状況が表示されます。

● -m

次に示す時点から現在までの，最大バッファ使用数（使用中バッファ数と使用中拡張
バッファ数の合計の最大値）を表示します。

• 正常開始
• 再開始
• 部分開始
• mcftlsbufコマンドに -rオプションを指定して実行

このオプションで表示される最大バッファ使用数と，バッファグループ定義（mcftbuf）
で指定したバッファ数（-gオプションの countオペランドで指定）を比較することで，
定義値の妥当性を検証できます。定義値の妥当性の検証については，以降の表示例を参
照してください。

● -r

コマンド実行後，表示したバッファグループの最大バッファ使用数をリセットします。
783



13.　運用コマンドの詳細
mcftlsbuf
出力形式
 
mmm ggg NNN XXX YYY ZZZ [MMM]
 

• mmm：MCF識別子
• ggg：バッファグループ番号
• NNN：バッファ数
• XXX：使用中バッファ数
• YYY：拡張バッファ数
• ZZZ：使用中拡張バッファ数
• MMM：最大バッファ使用数（-mオプション指定時だけ表示）

表示例

（凡例）
a：バッファグループ番号
b：バッファ数
c：最大バッファ使用数

この例では，バッファグループ 2，バッファグループ 3は最大バッファ使用数の値が
バッファ数以上になっています。これは，バッファグループ定義（mcftbuf）で指定した
バッファ数が，一時的にすべて使用されたことを示しています。この場合，バッファグ
ループ定義（mcftbuf）のバッファ数の指定を見直すことをお勧めします。
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlsbuf
出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlsbufコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlsbufコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10366-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10372-E mcftlsbufコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10385-E 指定したバッファグループ番号は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10509-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscn
mcftlscn

名称

コネクションの状態表示

形式
mcftlscn 〔-s MCF通信プロセス識別子〕
         ｛-c コネクションID｜-g コネクショングループ名｝〔-d〕

機能

コネクションの状態を標準出力に出力します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象のコネクションを制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指
定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftlscnコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示するコネクションのコネクション IDを指定します。

コネクション IDは，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合
は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理
数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクション IDを指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション IDとコ
ネクション IDとの間を空白で区切ります。同一コネクション IDは，重複して指定でき
ません。

また，コネクション IDは，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定で
きます。一括指定と一括指定以外のコネクション IDを混在して指定できません。一括指
定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクションの状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクションの状態を表示します。

〈複数指定の例〉cnn1，cnn2，cnn3を指定する場合
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscn
-c "cnn1△ cnn2△ cnn3"

〈一括指定の例〉cnnで始まるすべてのコネクションを指定する場合
-c "cnn*"

● -g　コネクショングループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示するコネクショングループの名称を指定します。

コネクショングループ名は，一度に 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のコネクショングループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，コネクション
グループ名とコネクショングループ名との間を空白で区切ります。同一コネクショング
ループ名は，重複して指定できません。

また，コネクショングループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだ
け指定できます。一括指定と一括指定以外のコネクショングループ名を混在して指定で
きません。一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのコネクショングループの状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのコネクショングループの状態を表示しま
す。

〈複数指定の例〉cng1，cng2，cng3を指定する場合
-g "cng1△ cng2△ cng3"

〈一括指定の例〉cngで始まるすべてのコネクショングループを指定する場合
-g "cng*"

なお，このオプションは，TP1/NET/OSI-TPプロトコル，TP1/NET/X25-EXプロトコ
ル，および TP1/NET/NCSBプロトコル使用時だけ指定できます。

● -d

コネクションの状態，そのコネクションに対応する論理端末などの付加情報を表示しま
す。

このオプションの指定を省略すると，コネクションの状態だけが表示されます。

出力形式

• 1：-dオプション省略時はこの行だけ出力します。
• 2：コネクションに対応する論理端末などの付加情報を出力します。
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscn
• mmm：MCF識別子
• cccccccc：コネクション ID
• ppp：プロトコル種別
• sssss：コネクション状態
• ACT…確立
• ACT/B…確立処理中
• DCT…解放
• DCT/B…解放処理中

• dddd：詳細ステータス（保守情報）
• bbbbbbbb：プロトコルによって表示内容が異なります。表示内容は各プロトコルのマ
ニュアルを参照してください。

• llllllll，ttt，uuuu：-dオプション指定時だけ表示します。また，プロトコルによって
表示内容が異なります。表示内容は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlscnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlscnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10361-I 標準情報 標準出力

KFCA10362-I 詳細情報 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10373-E mcftlscnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftlscnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10502-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscn
上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

KFCA16424-E 指定したコネクショングループは登録されていません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscom
mcftlscom

名称

MCF通信サービスの状態参照と開始待ち合わせ

形式
mcftlscom 〔｛-s MCF通信プロセス識別子｜-w〔-t 待機時間〕｝〕

機能

MCF通信サービスの状態を参照，またはMCF通信サービスの開始を待ち合わせます。

• MCF通信サービスの状態参照
MCF通信サービスに使用するファイルの一部を入れ替える場合，MCF通信サービス
の部分停止後に，このコマンドを実行し，MCF通信サービスの部分停止の完了を確認
します。

• MCF通信サービスの開始待ち合わせ
dcstartコマンド（Windowsの場合は ntbstartコマンド）で OpenTP1を起動し，
MCF通信サービスの開始を待って業務を実行させる場合，このコマンドを実行し，す
べてのMCF通信サービスの開始を待ち合わせます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

状態を参照するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定します。MCF通
信プロセス識別子は複数指定できません。

すべてのオプションを省略すると，すべてのMCF通信サービスの状態を出力します。

● -w

すべてのMCF通信サービスの開始を待ち合わせる場合に指定します。

● -t　待機時間　　～〈符号なし整数〉((0，10～ 3600))《0》（単位：秒）

すべてのMCF通信サービスの開始を待ち合わせる時間（待機時間）を指定します。0を
指定した場合は，MCF通信サービスが開始するまで待ち合わせます。

指定した待機時間を経過した場合，コマンドのリターン値として，2が返されます。

出力形式

● -sオプションを指定した場合

 
KFCA16431-I bb cc...cc dd...dd ee...ee ff...ff gggg
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscom
• bb：MCF通信プロセス識別子
• cc...cc：MCF通信サーバ名
• dd...dd：MCF通信サーバのプロセス ID
• ee...ee：プロトコル種別
• ff...ff：MCF通信サービスの状態
• OFFLINE…停止状態
• STARTING…準備中
• ONLINE…開始状態または終了準備中
• PREENDING…終了準備中（部分停止時だけ出力されます）
• ENDING…終了中

• gggg：保守情報

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlscomコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー
出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー
出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー
出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10359-W mcftlscomコマンド入力元への応答に失敗しまし
た

メッセージ
ログファイ
ル

KFCA10360-I MCFの状態表示を開始します 標準出力

KFCA10369-I MCFの状態表示を終了します 標準出力

KFCA10370-I mcftlscomコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftlscomコマンドが異常終了しました 標準エラー
出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー
出力
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlscom
注意事項
• -wオプションを指定したmcftlscomコマンドを，複数のシェルまたは UAPから同時
に実行しないでください。

• -wオプションを指定したmcftlscomコマンドを実行し，かつMCF通信サービスの開
始完了を待ち合わせている場合，次に示す運用コマンドも実行を待ち合わせます。
mcftactsg，mcftactsv，mcftdctsg，mcftdctsv，mcftdlqsg，mcftdmpqu，mcfthldiq，
mcftrlsiq

KFCA10391-E mcftlscomコマンドはサポートされていません 標準エラー
出力

KFCA10558-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー
出力

KFCA16431-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
mcftlsle
mcftlsle

名称

論理端末の状態表示

形式
mcftlsle 〔-s MCF通信プロセス識別子〕〔-c コネクションID〕
           -l 論理端末名称 〔-q〕〔-m〕〔-r〕

機能

論理端末の状態を標準出力に出力します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftlsleコマンドを実行
します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの処
理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -c　コネクション ID　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示したい論理端末に対応するコネクションのコネクション IDを指定します。

複数のコネクション IDは指定できません。また，一括指定もできません。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示する論理端末の名称を指定します。

-cオプションを指定した場合，指定したコネクション IDに対応する論理端末名称を指定
します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
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場合も，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末の状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末の状態を表示します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -q

指定した論理端末に対応する出力キューの保留状態を表示します。

このオプションの指定を省略すると，論理端末に対応する出力キューの保留状態は表示
されません。

● -m

次の時点から，現在までの最大未送信メッセージ数（出力キューが待ち合わせたメッ
セージの最大数）を表示します。

• 正常開始
• 再開始
• 部分開始
• mcftlsleコマンドに -rオプションを指定して実行

なお，このオプションで表示する最大未送信メッセージ数と，出力メッセージ最大格納
数（論理端末定義（mcftalcle）の -mオプションのmmsgcntオペランド，および
dmsgcntオペランドで指定）を比較することで，定義値の妥当性を検証できます。定義
値の妥当性の検証については，以降の表示例を参照してください。

● -r

コマンド実行後，-mオプションで表示した論理端末の最大未送信メッセージ数をリセッ
トします。

出力形式
 
mmm llllllll sss [tttt]
    aaaaa bbbbbbbb
    SYNC xxxxxxxxxx yyyyyyyyyy zzzzzzzzzz [uuuuuuuuuu]
      IO      :          :          :          :
    PRIO      :          :          :          :
    NORM      :          :          :          :
    iii ooo
 

• mmm：MCF識別子
• llllllll：論理端末名称
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• sss：論理端末状態
• ACT…閉塞解除状態
• DCT…閉塞状態

• tttt：論理端末のテストモード状態（TP1/Message Control/Tester使用時だけ表示）
• TEST…テストモード
• 空白…非テストモード

• aaaaa：代行種別（代行送信時だけ表示）
• ALT_F…代行元
• ALT_T…代行先

• bbbbbbbb：論理端末名称（代行送信時だけ表示）
該当する論理端末が代行元論理端末の場合，それに対応する代行先論理端末名称を表
示します。この場合，aaaaaには ALT_Tを表示します。

• SYNC：同期型メッセージ※ 1

• IO：非同期型問い合わせ応答メッセージ※ 2

• PRIO：非同期型一方送信メッセージ（優先）
• NORM：非同期型一方送信メッセージ（一般）
• xxxxxxxxxx：未送信メッセージ数（unsigned shortの上限値まで表示可能）
• yyyyyyyyyy：未送信メッセージの先頭の出力通番（intの上限値まで表示可能）
• zzzzzzzzzz：未送信メッセージの最後の出力通番（intの上限値まで表示可能）
• uuuuuuuuuu：最大未送信メッセージ数（-mオプション指定時だけ表示。unsigned 

shortの上限値まで表示可能）
• iii：出力キューの入力の保留状態（-qオプション指定時だけ表示）
• NOH…保留解除
• HLD…保留

• ooo：出力キューのスケジュールの保留状態（-qオプション指定時だけ表示）
• NOH…保留解除
• HLD…保留

注※ 1

未処理送信メッセージを破棄した場合（ERREVTAを起動するケース），メッセージ
の破棄が完了するまで，いったん，同期型メッセージの出力キューに格納するため，
未送信メッセージ数が一時的に増加します。

注※ 2

次の場合，未送信メッセージ数が一時的に増加します。
• 応答型または継続問い合わせ応答型のアプリケーションを起動するメッセー
ジを，運用コマンド（mcftdlqsg）で入力キューから削除した場合。

• 応答型または継続問い合わせ応答型のアプリケーションの動作（異常終了な
ど）によって，本来，起動される ERREVT3が何らかの要因で起動できな
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かった場合。

表示例

（凡例）
a：未送信メッセージ数
b：最大未送信メッセージ数

この表示例を基に，次に示す条件を前提にして，定義値の妥当性について説明します。

• システムで想定した最大未送信メッセージ数：10
PRIO，NORMの未送信メッセージ数として，それぞれ 5を想定したときの合計値。

• 出力メッセージの割り当て先：メモリキューを使用（論理端末定義（mcftalcle）の -k
オプションの quekindオペランドにmemoryを指定）

• メモリ出力メッセージ最大格納数：20（論理端末定義（mcftalcle）の -mオプション
のmmsgcntオペランドの指定値）
システムで想定した最大未送信メッセージ数 10と余裕値 10の合計値。

この例では，最大未送信メッセージ数（b）の合計が 14となり，想定していた最大送信
メッセージ数 10を超えていることになります。

そのため，システムに何らかの問題が発生していないかどうかを確認することをお勧め
します。システムに問題がない場合は，定義値の見直しをお勧めします。
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlsleコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlsleコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10364-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10365-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10373-E mcftlsleコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10381-E 指定したコネクションは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10390-E 指定したコネクション IDと論理端末名称の対応が正しくあり
ません

標準エラー出力

KFCA10391-E mcftlsleコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10395-E 指定したコネクションには未接続の論理端末名称が指定され
ています

標準エラー出力

KFCA10505-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftlsln

名称

ネットワークの状態表示

形式
mcftlsln 〔-s MCF通信プロセス識別子〕〔-t〕

機能

ネットワークの状態を表示します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈16進数字〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

MCF通信プロセス識別子は複数を指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCF通信プロセスに対して，mcftlslnコ
マンドを実行します。

● -t

相手システムとのメッセージ送受信に関するネットワークの状態を表示します。

このオプションの指定を省略すると，サーバ型コネクションの確立要求の受付状態を表
示します。

出力形式
 
mmm uuuuuu
 

• mmm：MCF識別子
• uuuuuu：ネットワークの情報を表示します。
プロトコルによって表示内容が異なります。表示内容については，マニュアル
「OpenTP1 プロトコル」の該当するプロトコル編を参照してください。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlslnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力
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KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlslnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログファイル，
または標準エラー出力

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10372-E mcftlslnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftlslnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10561-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E RPC障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA16432-I ネットワーク情報の表示 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftlssg

名称

サービスグループの状態表示

形式
mcftlssg -g サービスグループ名 〔-q〕〔-m〕

機能

サービスグループの状態，および現在キューイングされている受信メッセージ数を表示
します。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

状態を表示するサービスグループ名を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

また，サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスグループの状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループの状態を表示します。

〈複数指定の例〉seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"

● -q

指定したサービスグループに対応する入力キューの保留状態を表示します。

このオプションの指定を省略すると，サービスグループに対応する入力キューの保留状
態は表示されません。
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● -m

OpenTP1を正常開始または再開始してから現在までの，最大未処理受信メッセージ数を
表示します。

出力形式
 
aaaaaaaaaaa bbb cc...cc ddd eee fff[(mmm)] [tttt]
aaaaaaaaaaa     iii ooo
 

• aaaaaaaaaaa：メッセージ ID
• bbb：MCF識別子
• cc...cc ：サービスグループ名
• ddd：サービスグループの状態（入力）
• ACT…閉塞解除
• DCT…閉塞
• ***…SPPのサービスグループの場合に表示

• eee：サービスグループの状態（スケジュール）
• ACT…閉塞解除
• DCT…閉塞
• ***…SPPのサービスグループの場合に表示

• fff：該当するサービスグループに対応する入力キューの未処理受信メッセージ数（int
の上限値まで表示可能）

• mmm：該当するサービスグループに対応する入力キューの最大未処理受信メッセー
ジ数（-mオプション指定時だけ表示され，intの上限値まで表示可能）

• tttt：サービスグループのテストモード状態（TP1/Message Control/Tester使用時だ
け表示）
• TEST…テストモード
• 空白…非テストモード

• iii：入力キューの入力の保留状態（-qオプション指定時だけ表示）
• NOH…保留解除
• HLD…保留
• ***…SPPのサービスグループの場合に表示

• ooo：入力キューのスケジュールの保留状態（-qオプション指定時だけ表示）
• NOH…保留解除
• HLD…保留
• ***…SPPのサービスグループの場合に表示
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出力メッセージ

注意事項

入力キューにディスクキューを使用している場合で，かつ OpenTP1再開始前に未処理
受信メッセージがあるとき，その未処理受信メッセージ数が OpenTP1再開始時の最大
未処理受信メッセージ数になります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlssgコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlssgコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10367-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10373-E mcftlssgコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10515-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftlssv

名称

サービスの状態表示

形式
mcftlssv -v サービス名

機能

指定したサービスの入力，およびスケジュールの状態を表示します。

オプション

● -v　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

状態を表示するサービスの名称を指定します。

サービス名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，次
に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を増
やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービス名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービス名とサービス名と
の間を空白で区切ります。同一サービス名は，重複して指定できません。

また，サービス名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できま
す。一括指定と一括指定以外のサービス名を混在して指定できません。一括指定の場合
も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスの入力，およびスケジュールの状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスの入力，およびスケジュールの
状態を表示します。

〈複数指定の例〉ser1，ser2，ser3を指定する場合
-v "ser1△ ser2△ ser3"

〈一括指定の例〉serで始まるすべてのサービスを指定する場合
-v "ser*"

出力形式
 
aaaaaaaaaaa bbb cc...cc ddd eee
 

• aaaaaaaaaaa：メッセージ ID
• bbb：MCF識別子
• cc...cc：サービス名
• ddd：サービスの状態（入力）
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• ACT…閉塞解除状態
• DCT…閉塞状態
• ***…SPPのサービスの場合に表示

• eee：サービスの状態（スケジュール）
• ACT…閉塞解除状態
• DCT…閉塞状態
• ***…SPPのサービスの場合に表示

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlssvコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlssvコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10368-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10373-E mcftlssvコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10384-E 指定したサービスは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10512-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftlstrd

名称

メッセージ多重処理状況の表示

形式
mcftlstrd -s MCF通信プロセス識別子

機能

メッセージの多重処理状況を表示します。

MCF通信プロセスは，複数のコネクションから同時期に受信したメッセージおよび
UAPから，複数のコネクションに対して同時期に送信要求されたメッセージを，並行し
て処理できます。並行して処理できる多重度の上限値は，最大処理多重度定義
（mcfttred　-m）の指定値で変えることができます。ただし，システムの環境によって
は，高トラフィック状態でも，定義で指定した値まで並行処理をしない場合があります。
この場合，むだにローカルメモリを使用していることになり，かえって性能に悪影響を
与えていることがあります（最大処理多重度定義の指定値を 1増すごとに，MCF通信プ
ロセスが使用するローカルメモリが約 32キロバイト増加します）。

このコマンドを使用して，多重処理状況を調査し，最大処理多重度定義の指定値を
チューニングしてください。例えば，高トラフィック状態でこのコマンドを数回実行し
た結果が，常に running＜現在の処理多重度定義値（処理多重度定義指定値＞コネク
ション数の場合，コネクション数），かつ，waiting＞ 0である場合は，running以上の
多重処理は望めません。処理多重度指定値を running＋α（αは安全値。推奨値は 3）
に変更してください。実行結果が running＝現在の処理多重度定義値（処理多重度定義
指定値＞コネクション数の場合，コネクション数），かつ，waiting＞ 0である場合は，
処理多重度を上げることができる可能性があります。現状のスループット，ターンアラ
ウンドタイムなどの性能要件の満足度およびメモリとの兼ね合いから，定義値の変更を
検討してください。

なお，より統計的に処理状況を把握したい場合は，MCF稼働統計情報を取得してくださ
い。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子

コマンドの対象となるMCF通信プロセス識別子を指定します。

このオプションは指定必須です。

MCF通信プロセス識別子は複数指定することはできません。また，*を使用してグルー
プ名を指定することはできません。
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出力形式
 
KFCA16430-I aaa running=bbbb waiting=cccc limit=dddd
 

• aaa：MCF識別子
• bbbb：処理中のメッセージを持つコネクション
• cccc：処理待ち状態のメッセージを持つコネクション数（intの上限値まで表示可能）
• dddd：最大処理多重度定義（mcfttred -m）の指定値
（最大処理多重度定義の指定値よりコネクション定義の数が小さい場合は，コネクショ
ン定義の数）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlstrdコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10372-E mcftlstrdコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10555-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA16430-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力
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mcftlsutm

名称

ユーザタイマ監視の状態表示

形式
mcftlsutm 〔-s MCF通信プロセス識別子〕
          ｛ -a アプリケーション名 ｜ -l　論理端末名称 ｝

機能

ユーザタイマ監視の状態を表示します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できませ
ん。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftlsutmコマンドを実
行します。したがって，MCF通信プロセス識別子を検索するオーバヘッドが，運用コマ
ンドの処理に加わります。

MCF通信プロセスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -a　アプリケーション名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

表示するアプリケーションの名称を指定します。

アプリケーション名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のアプリケーション名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，アプリケーション
名とアプリケーション名との間を空白で区切ります。同一アプリケーション名は，重複
して指定できません。

また，アプリケーション名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指
定できます。一括指定と一括指定以外のアプリケーション名を混在して指定できません。
一括指定の場合も，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのアプリケーションの，ユーザタイマ監視の状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのアプリケーションの，ユーザタイマ監視
の状態を表示します。

〈複数指定の例〉apl1，apl2，apl3を指定する場合
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-a "apl1△ apl2△ apl3"

〈一括指定の例〉aplで始まるすべてのアプリケーションを指定する場合
-a "apl*"

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

表示する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も，引用符（"）で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末の，ユーザタイマ監視の状態を表示します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末の，ユーザタイマ監視の状態を
表示します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

出力形式
KFCA10360-I UTMの状態表示を開始します。
KFCA16433-I mmm aaaaa(bbbbb)　ccccc
KFCA16434-I mmm dd...dd ee...ee ff...ff gg...gg hh...hh
KFCA16434-I mmm dd...dd ee...ee ff...ff gg...gg hh...hh
KFCA10369-I UTMの状態表示を終了します。
 

• UTM：ユーザタイマ監視
• mmm：MCF識別子
• aaaaa：ユーザタイマ登録数（5けた）
• bbbbb：通信プロセスを正常開始または再開始してから現在までの最大ユーザタイマ
登録数（5けた）

• ccccc：同時に時間監視できるユーザタイマの最大値（5けた）
• dd...dd：ユーザタイマ登録時に指定したアプリケーション名（8けた）
• ee...ee：ユーザタイマ登録した時間（hh:mm:ss）
• ff...ff：ユーザタイマ登録時に指定した論理端末名称（8けた）
• gg...gg：ユーザタイマ登録時に指定したタイマ要求識別子（8けた（16進形式））
808



13.　運用コマンドの詳細
mcftlsutm
• hh...hh：ユーザタイマ登録時に指定した起動時間（hh:mm:ss）
360000を指定した場合は 100:00:00となります。

表示例

●通信プロセスにユーザタイマが登録されている場合

 
KFCA10360-I UTMの状態表示を開始します。
KFCA16433-I A01 30(100) 10000
KFCA16434-I A01 ap001    05:00:59 lec00101 00000001  00:00:50
KFCA16434-I A01 ap001    23:59:59 lec001 　00000002  99：00:00
KFCA16434-I A01 ap001001 00:01:20 lec00101 00003600 100:00:00
KFCA10369-I UTMの状態表示を終了します。
 

●通信プロセスにユーザタイマが登録されていない場合

 
KFCA10360-I UTMの状態表示を開始します。
KFCA16433-I A01 30(100) 10000
KFCA16435-I A01 MCF運用コマンドで指定されたユーザタイマは登録されていませ
ん。 コマンド名＝mcftlsutm
KFCA10369-I UTMの状態表示を終了します。
 

●通信プロセスにユーザタイマが定義されていない場合

 
KFCA10360-I UTMの状態表示を開始します。
KFCA16438-E A01 MCF運用コマンドは使用できません。 コマンド名＝mcftlsutm
KFCA10369-I UTMの状態表示を終了します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftlsutmコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です。開始処理が終了するまで待って再度コ
マンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています。正しい形式で再度コマンドを入力
してください

標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です。再度コマンドを入力して，結果が同じ場合
は，システムの環境を見直してください

標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています。MCF通信プロセス識別子，アプ
リケーション名，および論理端末名称の指定方法を見直して
再度コマンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました。このメッセージ
以前にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました。このメッセージ以前
にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力
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KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftlsutmコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10360-I 状態表示を開始します 標準出力

KFCA10369-I 状態表示を終了します 標準出力

KFCA10372-E mcftlsutmコマンドが異常終了しました。このメッセージ以
前にログ出力されたメッセージを参照してください

標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました。MCF通信プロセス識別
子を確認して再度コマンドを入力してください

標準エラー出力

KFCA10562-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました。理由コードに応
じた対処をしてください

標準エラー出力

KFCA16433-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA16434-I 上記の出力形式を参照してください 標準出力

KFCA16435-I mcftlsutmコマンドで指定したアプリケーション名または論
理端末名のユーザタイマが登録されていないか，指定したア
プリケーション名または論理端末名称が誤っています。ユー
ザタイマが登録されているか，指定したアプリケーション名
または論理端末名称が誤っていないか確認してください

標準出力

KFCA16438-E mcftlsutmコマンドが使用できない環境です。MCF通信構成
定義のタイマ定義で，ユーザタイマ監視機能を使用しない指
定（mcfttim usertime=no）になっています。コマンドで指定
した通信プロセスが正しいか確認してください。コマンドで
指定した通信プロセスが正しい場合は，ユーザタイマ監視機
能を使用する指定（mcfttim usertime=yes）にしてください

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftofln

名称

サーバ型コネクションの確立要求の受付終了

形式
mcftofln -s MCF通信プロセス識別子

機能

サーバ型コネクションの確立要求の受付を終了します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈16進数字〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

MCF通信プロセス識別子は複数を指定できません。

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftoflnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftoflnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログファイル

KFCA10370-I mcftoflnコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10372-E mcftoflnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftoflnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10560-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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は各プロトコルのマニュアルを参照してください。
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mcftonln

名称

サーバ型コネクションの確立要求の受付開始

形式
mcftonln -s MCF通信プロセス識別子

機能

サーバ型コネクションの確立要求の受付を開始します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈16進数字〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

MCF通信プロセス識別子は複数を指定できません。

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftonlnコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftonlnコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログファイル

KFCA10370-I mcftonlnコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10372-E mcftonlnコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftonlnコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10559-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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814



13.　運用コマンドの詳細
mcftrlsiq
mcftrlsiq

名称

サービスグループの入力キュー処理の保留解除

形式
mcftrlsiq -g サービスグループ名 〔-k 保留解除種別〕

機能

指定したサービスグループに対応する入力キューの処理の保留を解除します。

オプション

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

入力キューの処理の保留を解除するサービスグループの名称を指定します。

サービスグループ名は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場
合は，次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処
理数を増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数のサービスグループ名を指定するときは，引用符（"）で囲んで，サービスグループ
名とサービスグループ名との間を空白で区切ります。同一サービスグループ名は，重複
して指定できません。

サービスグループ名は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外のサービスグループ名を混在して指定できません。一括
指定の場合は，引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべてのサービスグループに対応する入力キューの処理の保留を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべてのサービスグループに対応する入力キュー
の処理の保留を解除します。

〈複数指定の例〉seg1，seg2，seg3を指定する場合
-g "seg1△ seg2△ seg3"

〈一括指定の例〉segで始まるすべてのサービスグループを指定する場合
-g "seg*"

● -k　保留解除種別　　～《insc》

保留解除種別を指定します。

　insc：入力キューの入力とスケジュールの保留を解除します。

　in：入力キューの入力の保留だけ解除します。

　sc：入力キューのスケジュールの保留だけ解除します。
815



13.　運用コマンドの詳細
mcftrlsiq
出力メッセージ

注意事項

KFCA11074-Wメッセージ，KFCA11075-Wメッセージまたは KFCA11076-Wメッセー
ジが出力された場合，入力キューの処理の保留は解除されています。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftrlsiqコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftrlsiqコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftrlsiqコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftrlsiqコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10383-E 指定したサービスグループは登録されていません 標準エラー出力

KFCA10524-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11073-W 該当するサービスグループはすでに保留解除されています 標準エラー出力

KFCA11074-W MHPユーザサーバが終了処理中のためサービスグループを閉
塞します

標準エラー出力

KFCA11075-W MHPユーザサーバが起動されていないためサービスグループ
を閉塞します

標準エラー出力

KFCA11076-W MHPユーザサーバが閉塞中のためサービスグループを閉塞し
ます

標準エラー出力

KFCA11088-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA11089-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA11800-W SPP資源のため入力キューは保留，または保留解除できませ
ん

標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftrlsoq

名称

論理端末の出力キュー処理の保留解除

形式
mcftrlsoq 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -l 論理端末名称 
          〔-k 保留種別種別〕

機能

指定した論理端末に対応する出力キューの処理の保留を解除します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftrlsoqコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

出力キューの処理を保留する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定できます。
一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の場合は，
引用符（"）で囲みます。

• ＊：すべての論理端末に対応する出力キューの処理の保留を解除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末に対応する出力キューの処理の
保留を解除します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"
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〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
-l "len*"

● -k　保留解除種別　　～《insc》

保留解除種別を指定します。

　insc：出力キューの入力とスケジュールの保留を解除します。

　in：出力キューの入力の保留だけ解除します。

　sc：出力キューのスケジュールの保留だけ解除します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10105-W 該当する論理端末はすでに保留解除されています 標準エラー出力

KFCA10122-W コマンド処理は正常に行われましたが状態引き継ぎ登録処理
に失敗しました

標準エラー出力

KFCA10123-W コマンド処理は正常に行われましたが，状態引き継ぎ個数が，
定義で指定された上限値を超えているため，状態引き継ぎ登
録ができませんでした

標準エラー出力

KFCA10350-I mcftrlsoqコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftrlsoqコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftrlsoqコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftrlsoqコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10391-E mcftrlsoqコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10526-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
818



13.　運用コマンドの詳細
mcftspqle
mcftspqle

名称

論理端末のメッセージキューの先頭スキップ

形式
mcftspqle -s MCF通信プロセス識別子 -l 論理端末名称
          -t メッセージ種別 〔-g〕

機能

指定した論理端末の指定したメッセージ種別の未送信メッセージのうち，先頭のメッ
セージを削除します。

mcftspqleコマンドを実行する前に，mcftdctleコマンドまたは dc_mcf_tdctle関数で論
理端末を閉塞しておいてください。TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを使用している場
合は，さらにmcftdctssコマンドでセションを終了しておいてください。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

● -l　論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

未送信メッセージのうち，先頭のメッセージを削除する論理端末の名称を指定します。

論理端末名称は，1回につき 8個まで指定できます。多数入力する運用を行う場合は，
次に示す複数指定または一括指定を使用して，一つの運用コマンドで行う並列処理数を
増やし，運用コマンド入力数を減らすように運用設計を行ってください。

複数の論理端末名称を指定するときは，引用符（"）で囲んで，論理端末名称と論理端末
名称との間を空白で区切ります。同一論理端末名称は，重複して指定できません。

また，論理端末名称は，＊を使って一括指定ができます。一括指定は一つだけ指定でき
ます。一括指定と一括指定以外の論理端末名称を混在して指定できません。一括指定の
場合も引用符 (")で囲んで指定します。

• ＊：すべての論理端末の先頭メッセージを削除します。
• 先行文字列＊：先行文字列で始まるすべての論理端末の先頭メッセージを削除します。

〈複数指定の例〉len1，len2，len3を指定する場合
-l "len1△ len2△ len3"

〈一括指定の例〉lenで始まるすべての論理端末を指定する場合
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-l "len*"

● -t　メッセージ種別

未送信メッセージのうち，先頭のメッセージを削除するメッセージの種別を指定します。

　IO：問い合わせ応答メッセージ

　PRIO：一方送信メッセージ（優先）

　NORM：一方送信メッセージ（一般）

● -g

未送信メッセージのうち，-tオプションで指定したメッセージ種別のメッセージグルー
プを削除します。

メッセージグループがない場合，またはこのオプションの指定を省略した場合は，未送
信メッセージのうち，-tオプションで指定したメッセージ種別の先頭のメッセージだけ
が削除されます。

なお，このオプションは，TP1/NET/XMAP3プロトコル使用時だけ指定できます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10101-E 指定した論理端末は閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA10102-E 指定した種別のキューにメッセージがありません 標準エラー出力

KFCA10350-I mcftspqleコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftspqleコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル，また
は標準エラー出
力

KFCA10371-I mcftspqleコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftspqleコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力
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KFCA10391-E mcftspqleコマンドはサポートされていません 標準エラー出力

KFCA10506-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftstalt

名称

代行送信の開始

形式
mcftstalt 〔-s MCF通信プロセス識別子〕 -f 代行元論理端末名称
            -t 代行先論理端末名称

機能

送信先の論理端末に障害が発生してメッセージを送信できない場合に，ほかの論理端末
が代行して送信先となります。

mcftstaltコマンドは，TP1/NET/XMAP3プロトコル，または TP1/NET/HNA-560/20プ
ロトコル使用時に使用できます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象の論理端末を制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定し
ます。代行元と代行先の端末が同じプロセスに対応しているときだけ指定できます。
MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftstaltコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

● -f　代行元論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

代行送信元の論理端末の名称を指定します。

指定する論理端末は，障害が発生して閉塞中の状態でなければなりません。

また，TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを指定している場合は，指定する論理端末に対
するセションが終了していなければなりません。

複数の代行元論理端末名称は指定できません。また，一括指定もできません。

● -t　代行先論理端末名称　　～〈1～ 8文字の識別子〉

代行送信先の論理端末の名称を指定します。すでに代行先として指定されている論理端
末名称は指定できません。

閉塞状態の論理端末は指定できません。
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また，TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを指定している場合は，指定する論理端末に対
するセションが，開始していなければなりません。

複数の代行先論理端末名称は指定できません。また，一括指定もできません。

出力メッセージ

上記のほかに，使用するプロトコルによってメッセージが出力されます。詳細について
は各プロトコルのマニュアルを参照してください。

注意事項
• TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを指定している場合，代行送信中に代行送信元の
論理端末のセションが開始されると，現在送信中のロジカルメッセージの送信完了を
待って，送信を終了します。

• TP1/NET/HNA-560/20プロトコルを指定している場合，代行送信中に代行送信先の
論理端末のセションが終了されると，その時点で代行送信を終了します。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10116-I メッセージの代行送信を開始します 標準出力

KFCA10350-I mcftstaltコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftstaltコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10371-I mcftstaltコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10373-E mcftstaltコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10382-E 指定した論理端末は登録されていません 標準エラー出力

KFCA10541-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力
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mcftstart

名称

MCF通信サービスの部分開始

形式
mcftstart -s MCF通信プロセス識別子

機能

MCF通信サービスを部分開始します。

MCF通信サービスに使用するファイルの一部を入れ替える場合，入れ替え後にこのコマ
ンドを実行し，入れ替え対象のMCF通信サービスを部分開始させます。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

部分開始するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定します。MCF通信
プロセス識別子は複数指定できません。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftstartコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー
出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー
出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー
出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10356-E タイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10359-W mcftstartコマンド入力元への応答に失敗しま
した

メッセージ
ログファイ
ル

KFCA10370-I mcftstartコマンドを正常に受け付けました 標準出力
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注意事項
• このコマンドは，MCF通信サービスの部分開始が完了するのを待たないで終了しま
す。

• 次のプロトコル製品以外を使用したMCF通信サービス（アプリケーション起動サー
ビスを含む）は，部分開始できません。部分開始を実行した場合，メッセージ
KFCA10391-Eを出力します。
• TP1/NET/TCP/IP
• TP1/NET/Secondary Logical Unit - TypeP2
• TP1/NET/OSAS-NIF

• MCF通信サービスの部分停止前のユーザタイマ監視要求は，要求先のMCF通信サー
ビスが部分停止状態になっても有効です。また，部分停止中のMCF通信サービスに
対するユーザタイマ監視要求も登録されます。MCF通信サービスが部分停止している
間は，タイマ監視は実行されませんが，部分停止中も経過時間に含まれます。そのた
め，部分停止後にMCF通信サービスを部分開始してタイマ監視を開始した場合，タ
イムアウトを検知し，UAPが起動されることがあります。

KFCA10372-E mcftstartコマンドが異常終了しました 標準エラー
出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー
出力

KFCA10391-E mcftstartコマンドはサポートされていません 標準エラー
出力

KFCA16523-I 部分開始中です メッセージ
ログファイ
ル

KFCA16524-I 部分開始しました メッセージ
ログファイ
ル

KFCA16525-E MCF部分開始中に OpenTP1終了コマンドが
実行されました

メッセージ
ログファイ
ル

KFCA16527-E MCF通信サービスが停止中ではありません 標準エラー
出力

KFCA16529-E 併用できない機能が使用されています 標準エラー
出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcftstop

名称

MCF通信サービスの部分停止

形式
mcftstop -s MCF通信プロセス識別子

機能

MCF通信サービスを部分停止します。

MCF通信サービスに使用するファイルの一部を入れ替える場合，入れ替え前にこのコマ
ンドを実行し，入れ替え対象のMCF通信サービスを部分停止させます。

なお，このコマンドの使用方法を誤ると，OpenTP1システムが異常終了する場合があり
ます。ご使用の前に，注意事項をよくご確認ください。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

部分停止するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指定します。MCF通信
プロセス識別子は複数指定できません。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcftstopコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー
出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー
出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー
出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー
出力

KFCA10356-E タイムアウトが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー
出力

KFCA10359-W mcftstopコマンド入力元への応答に失敗しま
した

メッセージ
ログファイ
ル
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注意事項

このコマンドの使用方法を誤ると，OpenTP1システムが異常終了する場合があります。
ご使用の前に，次に示す注意事項をよくご確認ください。

• このコマンドを入力する前に，必ず部分停止対象のMCF通信サービスの論理端末を
閉塞状態にし，またMCF通信サービスのコネクションを解放してください。MCF通
信サービスがメッセージ送受信中にこのコマンドを入力した場合，このコマンドが終
了しなくなったり，MCF通信サービスが異常終了したりすることがあります。

• このコマンドは，MCF通信サービスの部分停止が完了するのを待たないで終了しま
す。

• 次のプロトコル製品以外を使用したMCF通信サービス（アプリケーション起動サー
ビスを含む）は，部分停止できません。部分停止を実行した場合，メッセージ
KFCA10391-Eを出力します。
• TP1/NET/TCP/IP
• TP1/NET/Secondary Logical Unit - TypeP2
• TP1/NET/OSAS-NIF

• MCF通信サービスの部分停止前のユーザタイマ監視要求は，要求先のMCF通信サー
ビスが部分停止状態になっても有効です。また，部分停止中のMCF通信サービスに
対するユーザタイマ監視要求も登録されます。MCF通信サービスが部分停止している
間は，タイマ監視は実行されませんが，部分停止中も経過時間に含まれます。そのた
め，部分停止後にMCF通信サービスを部分開始してタイマ監視を開始した場合，タ
イムアウトを検知し，UAPが起動されることがあります。

KFCA10370-I mcftstopコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10372-E mcftstopコマンドが異常終了しました 標準エラー
出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー
出力

KFCA10391-E mcftstopコマンドはサポートされていません 標準エラー
出力

KFCA16521-I 部分停止中です メッセージ
ログファイ
ル

KFCA16522-I 部分停止しました メッセージ
ログファイ
ル

KFCA16526-E MCF通信サービスがオンライン中ではありま
せん

標準エラー
出力

KFCA16528-E 併用できない機能が使用されています 標準エラー
出力

メッセージ ID 内容 出力先
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• 保留中の論理端末またはサービスグループが一つでもある状態で，MCF通信サービス
の部分停止を実行すると，OpenTP1は異常終了します。MCF通信サービスの部分停
止は，すべての論理端末，サービスグループの保留を解除したあとに実行してくださ
い。
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mcftstptr
mcftstptr

名称

MCFトレース取得の終了

形式
mcftstptr -s MCF通信プロセス識別子

機能

MCFトレースの取得を終了し，取得したトレースデータをMCFトレースファイルへ出
力します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCFトレースの取得を終了するMCF通信プロセス識別子を指定します。

出力メッセージ

注意事項
• このコマンドを実行する前に，mcftstrtrコマンド（MCFトレース取得の開始コマン
ド）を実行していないと，障害が発生し，エラーメッセージを出力します。ただし，
MCF通信構成定義で，MCFトレースのディスク出力機能を使用するよう定義した場
合（mcfttrc -t "disk=yes"）は，mcftstrtrを実行していなくても，mcftstptrコマンド
を実行できます。この場合，MCFトレースファイル出力後，ディスク出力機能は停止
します。ディスク出力機能を再開するには，mcftstrtrを実行してください。

• -sオプションに同じMCF通信プロセス識別子を指定したmcftstptrコマンドを重複
して実行すると，障害が発生し，エラーメッセージを出力します。

• このコマンドを実行したあと，トレースデータ取得中にトレースバッファスワップが
発生した場合，およびMCFトレース終了要求が発生した場合は，MCFトレースはト
レースファイルに出力されません。MCFトレースを出力するには，MCFトレース取
得の開始コマンド（mcftstrtr）を実行してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10261-I トレースデータの取得を終了します メッセージログ
ファイル

KFCA10264-W トレースデータへの出力中のためコマンドを無視します メッセージログ
ファイル

KFCA10265-E トレースファイルへの出力に失敗したためコマンド処理を中
断します

メッセージログ
ファイル

KFCA10266-W トレースデータの取得を開始していません メッセージログ
ファイル
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mcftstrtr

名称

MCFトレース取得の開始

形式
mcftstrtr -s MCF通信プロセス識別子

機能

MCFトレースの取得を開始します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCFトレースを取得するMCF通信プロセス識別子を指定します。

出力メッセージ

注意事項
• MCFトレースの取得開始位置は，mcftstrtrコマンドからMCF通信プロセスへ制御
が移ってから設定されるため，mcftstrtrコマンド実行時よりは遅れます。

• -sオプションに同じMCF通信プロセス識別子を指定したmcftstrtrコマンドを重複し
て実行すると，障害が発生し，エラーメッセージを出力します。

• MCF通信構成定義で，MCFトレースのディスク出力機能を使用しないよう定義した
場合（mcfttrc -t "disk=no"）でも，このコマンドを実行すると，MCFトレースの取得
終了コマンド（mcftstptr）が実行されるまでは，ディスク出力機能を使用します。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10260-I トレースデータの取得を開始します メッセージログ
ファイル

KFCA10262-E トレースデータの取得準備に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10263-W トレースデータの取得中にトレース取得開始要求を受けまし
た

メッセージログ
ファイル

KFCA10269-E トレースファイルの入出力中に障害が発生したため，トレー
スファイル出力を中止します

メッセージログ
ファイル

KFCA10273-E トレースファイルの入出力中に障害が発生しました メッセージログ
ファイル
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mcftswptr

名称

MCFトレースファイルの強制スワップ

形式
mcftswptr 〔-s MCF通信プロセス識別子〕

機能

MCFトレースファイルを強制的にスワップします。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

処理対象のコネクションを制御するMCF通信サービスのMCF通信プロセス識別子を指
定します。MCF通信プロセス識別子は複数指定できません。

このオプションの指定を省略すると，すべてのMCFに対して，mcftswptrコマンドを実
行します。したがって，MCF通信サービスを検索するオーバヘッドが，運用コマンドの
処理に加わります。

MCF通信サービスが多い構成や運用コマンドを多数入力する運用を行う場合は，-sオプ
ションで，MCF通信プロセス識別子を指定する運用設計を行ってください。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10264-W トレースファイルへの出力中のためコマンドを無視します 標準エラー出力

KFCA10266-W トレースデータの取得を開始していません メッセージログ
ファイル

KFCA10267-W トレース環境定義のディスク出力指定をしていないためト
レースファイル出力をしません

標準エラー出力

KFCA10278-I トレースファイルの切り替えが終了しました メッセージログ
ファイル

KFCA10279-W トレースファイルの切り替えが失敗しました 標準エラー出力

KFCA10280-W トレースファイルの出力処理ができないためコマンドを無視
します

標準エラー出力

KFCA10350-I mcftswptrコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力
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KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcftswptrコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10370-I mcftswptrコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10372-E mcftswptrコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10508-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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mcfuevt

名称

アプリケーションプログラムの起動

形式
mcfuevt -s MCF通信プロセス識別子 -t 入力メッセージ

機能

アプリケーション属性定義で指定したアプリケーション（UCMDEVT）を起動し，-tオ
プションで指定した入力メッセージを渡します。

オプション

● -s　MCF通信プロセス識別子　　～〈数字（0～ 9），a～ f〉((01～ ef))

MCF通信プロセス識別子を指定します。

複数のMCF通信プロセス識別子は指定できません。

なお，UCMDEVTはプロトコルに依存しないアプリケーションのため，MCFアプリ
ケーション起動プロセス識別子を指定することをお勧めします。MCFアプリケーション
起動プロセス識別子を指定する場合，MCF通信構成定義のmcftenv定義コマンド
（MCF環境定義）に指定したアプリケーション起動プロセス識別子と同じものを指定し
てください。

● -t　入力メッセージ　　～〈1～ 80文字の文字列〉

UCMDEVTに渡す入力メッセージを，引用符（"）で囲んで指定します。

全角 1文字は，2文字として扱います。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA10350-I mcfuevtコマンドが入力されました 標準出力

KFCA10351-E MCF開始処理中です 標準エラー出力

KFCA10352-E MCF終了処理中です 標準エラー出力

KFCA10353-W 入力形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA10354-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA10355-W 引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA10356-E プロセス間でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA10357-E MCF内でタイムアウトが発生しました 標準エラー出力
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KFCA10358-E 内部関数のエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA10359-W mcfuevtコマンド入力元への応答に失敗しました メッセージログ
ファイル

KFCA10370-I mcfuevtコマンドを正常に受け付けました 標準出力

KFCA10372-E mcfuevtコマンドが異常終了しました 標準エラー出力

KFCA10380-E 相手プロセスの検索に失敗しました 標準エラー出力

KFCA10393-E アプリケーション（UCMDEVT）がありません 標準エラー出力

KFCA10394-E 入力メッセージ長が誤っています 標準エラー出力

KFCA10532-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA11513-E 定義コマンドのオペランド指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA16402-E コマンド処理中に RPC障害が発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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namalivechk

名称

OpenTP1起動確認とキャッシュ削除

形式
namalivechk ｛-l｜-c｝ 〔-t コネクト確立監視時間〕

機能

システム共通定義の all_nodeオペランド，および all_node_exオペランドに指定された
OpenTP1ノードのうち，-lオプションで表示された OpenTP1ノードを対象に起動を確
認します。ノード自動追加機能を使用している OpenTP1ノードでは，ノードリストお
よびシステム共通定義の all_node_exオペランドに登録されている OpenTP1ノードを対
象に，起動を確認します。

起動を検出できなかった OpenTP1ノード名をエラーログファイル，標準エラー出力，
および syslogファイルに出力します。さらに，起動を検出できなかった OpenTP1ノー
ドのすべてのサービス情報をキャッシュから削除し，そのノードとのコネクションを切
断します。

OpenTP1が動作中のときだけこのコマンドを実行できます。

オプション

● -l

起動確認対象になるすべての OpenTP1ノードのサービス情報を標準エラー出力へ出力
します。起動確認対象になる OpenTP1ノードは，システム共通定義の all_nodeオペラ
ンドのうち OpenTP1が未起動を検知していない OpenTP1ノード，および all_node_ex
オペランドに指定された OpenTP1ノードです。

このオプションは，-cオプションと同時に指定することはできません。

● -c

-lオプションで表示される OpenTP1ノードの起動を確認します。起動を確認した結果，
起動を検出できなかった OpenTP1ノードの情報をエラーログファイル，および標準エ
ラー出力へ出力します。また，システム共通定義の all_nodeオペランドに指定した
OpenTP1ノードで，起動を検出できなかった OpenTP1ノードを RPC抑止リストへ登
録します。さらに，これらの OpenTP1ノードとシステム共通定義の all_node_exオペラ
ンドに指定した OpenTP1ノードのサービス情報をキャッシュから削除します。RPC抑
止リストとは，OpenTP1システムが，未起動の OpenTP1ノードの情報を保持している
リストです。
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このオプションは，-lオプションと同時に指定することはできません。

● -t　コネクション確立監視時間　　～〈符号なし整数〉((1～ 65535))《8》（単位：秒）

このオプションで指定した時間内に起動を確認できない OpenTP1ノードは，未起動と
判断します。範囲外の値を指定した場合，8秒が仮定されます。

出力形式

● namalivechk -lを実行した場合

 
No.|         起動確認ノード         | ポート番号
aaa|bb....bb                        |    ccccc
 

• aaa：OpenTP1ノード項目番号（整数 3文字以内）
• bb....bb：起動確認対象の OpenTP1ノード名（英数字 32文字以内）
• ccccc：起動確認対象の OpenTP1ノードのポート番号（整数 5文字以内）

 

● namalivechk -cを実行した場合

 
No.|        起動未検出ノード        | ポート番号
aaa|bb....bb                        |    ccccc
 

• aaa：OpenTP1ノード項目番号（整数 3文字以内）
• bb....bb：起動を検出できない OpenTP1ノード名（英数字 32文字以内）
• ccccc：起動を検出できない OpenTP1ノードのポート番号（整数 5文字以内）

出力メッセージ

注意事項

同じ IPアドレスを使用するノードをシステム共通定義の all_nodeオペランド，または
all_node_exオペランドに複数指定している場合，namalivechkコマンドは実行しないで
ください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA33618-W ノードリストファイルが他プロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namalivechk)コマンドが受
け付けられません

標準エラー出力
836



13.　運用コマンドの詳細
namblad
namblad

名称

OpenTP1ノードの RPC抑止リスト操作

形式
namblad ｛-a｜-d｝ ノード名〔:ポート番号〕〔,ノード名〔:ポート番号〕…〕

機能

コマンドに指定したノードを RPC抑止リストに登録，または RPC抑止リストから削除
します。

オプション

● -a

コマンド引数に指定したノードを RPC抑止リストに登録します。

● -d

コマンド引数に指定したノードを RPC抑止リストから削除します。

コマンド引数

●ノード名　　～〈1～ 255文字の識別子〉

RPC抑止リストに登録または削除を行うノード名を指定します。システム共通定義の
all_nodeオペランド，または $DCCONFPATH/dcnamnd下のドメイン定義ファイルに
指定したノード名を指定してください。all_nodeオペランドに指定していないノード名
を指定した場合は，エラーが発生し，KFCA00675-Eメッセージが出力されます。

●ポート番号　　～〈符号なし整数〉((5001～ 65535))

システム共通定義，および $DCCONFPATH/dcnamnd下に作成したドメイン定義ファイ
ルの all_nodeオペランドに指定したノード名に対応するポート番号を指定してくださ
い。ポート番号を省略した場合，システム共通定義の name_portオペランドの指定値が
仮定されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00674-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00675-E 指定したノードは all_nodeに定義されていません 標準エラー出力

KFCA00676-E 指定したノードが重複しています 標準エラー出力

KFCA33618-W ノードリストファイルが他プロセスで使用中です 標準エラー出力
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注意事項
• UAPで実行する RPC処理と，このコマンドが同時に動作した場合，UAPで実行した

RPCの性能に影響を及ぼすことがあります。
• -aオプションを指定すると，コマンドに指定したノードを RPC抑止リストに登録し
ます。ネームサービスがコマンドに指定したノードの起動を検知すると，RPC抑止リ
ストから起動を検知したノードを削除することがあります。その場合，削除された
ノードが RPC抑止リストに登録されていないと，namsvinfコマンドなどの表示情報
で表示されるときがあります。

• このコマンドを実行した場合，コマンドに指定したノード上で稼働しているサービス
グループのサービス情報がキャッシュから削除されます。このとき，次の現象が起き
ます。

コマンドを実行したノードや，ほかのノード上で同一のサービスグループが動作して
いる場合

nambladコマンドやネームサービスから実行される RPC抑止リストからの削除
が行われても，最大 30分間，該当するノード上で動作しているサービスグルー
プに RPC処理が実行されないことがあります。

コマンドを実行したノードや，ほかのノード上で同一のサービスグループが動作して
いない場合

nambladコマンドやネームサービスから実行される RPC抑止リストからの削除
が行われたとき，そのあとに実行した RPCでサービス情報を検索します。その
ため，RPCの性能に影響を及ぼすことがあります。

• ノード自動追加機能を使用しているノードで nambladコマンドに指定できるノード名
は，ノードリストに登録されている IPアドレスだけです。なお，ノードリストに登録
されていないノードを nambladコマンドに指定した場合，KFCA00675-Eメッセージ
が出力されます。

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namblad)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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namchgfl

名称

ドメイン構成の変更（ドメイン定義ファイル使用）

形式
namchgfl 〔-n〕 〔-d 〔-t コネクション確立監視時間〕〕 〔-e〕

機能

OpenTP1のドメイン構成を，OpenTP1の動作中に変更します。all_nodeおよび
all_node_exのドメイン定義ファイルに，変更後のドメイン構成（ノードの並び）を定義
してください。その後，このコマンドを実行してください。コマンド正常終了後にドメ
イン定義ファイルのドメイン構成が有効になります。ドメイン定義ファイルの詳細につ
いては，「3.10.1(2)　namchgflコマンドを使用したドメイン構成の変更」を参照してく
ださい。

このコマンドは，システム共通定義の name_domain_file_useオペランドに Yを指定し
た場合だけ使用できます。name_domain_file_useオペランドに Nを指定した場合，こ
のコマンドはエラーになります。また，OpenTP1が動作中のときだけこのコマンドを実
行できます。

オプション

● -n

このオプションを指定した場合，共用メモリを変更しません。

このオプションは，共用メモリを変更しないで，all_nodeのドメイン定義ファイルに指
定しているノードが共用メモリ中のネームサービスが管理する領域に格納できるかどう
かの確認だけをしたいときに指定します。-eオプションを指定した場合は，all_node_ex
のドメイン定義ファイルに指定しているノードも確認対象になります。共用メモリの領
域に格納しきれない場合，標準エラー出力にメッセージを出力します。

システム共通定義に指定した all_nodeオペランド，および all_node_exオペランドの
ノードについては確認できません。

● -d

all_nodeのドメイン定義ファイルに指定しているノードの起動状況を確認する場合，指
定します。すべてのノードが起動していて，さらに共用メモリ中のネームサービスが管
理する領域に，all_nodeのドメイン定義ファイルに指定しているノードを格納できる場
合だけ，ドメイン構成を変更します。-eオプションを指定した場合は，all_node_exのド
メイン定義ファイルに指定しているノードも確認，変更対象になります。

未起動のノードがある場合，未起動のノードのノード情報を標準出力へ表示します。た
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だし，起動状況によって，各ノードのサービス情報を格納した領域から，サービス情報
を削除したり，RPC抑止リストを登録／除外したりはしません。all_nodeのドメイン定
義ファイル，および all_node_exのドメイン定義ファイルに，未起動のノードがない場
合（ノードが一つも指定されていないか，またはすべてのノードを起動状態と確認した
場合）は，ノード情報にはヘッダ部分も含め何も出力しません。

システム共通定義に指定した all_nodeオペランド，および all_node_exオペランドの
ノードについては確認および変更できません。

ドメイン定義ファイルに指定しているノードに未起動のノードがあっても共用メモリを
変更したい場合は，このオプションを指定しないでください。

● -t　コネクション確立監視時間　　～〈符号なし整数〉((1～ 65535))《8》（単位：秒）

指定した時間内に起動を確認できない OpenTP1ノードを未起動と判断します。

確認，または確認と変更をする場合の指定方法について次に示します。

（凡例）
○：実施します。
×：実施しません。

注※
共用メモリの領域サイズが，ドメイン定義ファイルのノードを格納しきれない場合は，共用メ
モリを変更しません。

● -e

all_nodeのドメイン定義ファイル，および all_node_exのドメイン定義ファイルに指定
されたノードを，起動確認およびドメイン構成変更の対象にします。このオプションを
指定しない場合，all_nodeのドメイン定義ファイルに指定されたノードだけを，起動確
認およびドメイン構成変更の対象にします。

出力形式

「namchgfl -d -e」と指定した場合の出力形式を次に示します。

 
all_node 情報
No.|        未起動ノード             | ポート番号
aaa|bb....bb                        |    ccccc
aaa|bb....bb                        |    ccccc

共用メモリの
領域サイズ確認

ノードの
起動状況確認

共用メモリの
変更

指定方法

○ × × namchgfl -n

○ ○ × namchgfl -n -d

○ × ○ namchgfl

○ ○ ○※ namchgfl -d
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all_node_ex 情報
No.|        未起動ノード             | ポート番号
aaa|bb....bb                        |    ccccc
aaa|bb....bb                        |    ccccc
 

• aaa：ノードの項目番号（整数 3文字以内）
• bb....bb：未起動のノード名（英数字 32文字以内）
• ccccc：未起動のノードのポート番号（整数 5文字以内）

出力メッセージ

注意事項
• namchgflコマンドを実行すると，ノード数を増やして大きな構成にできます。

OpenTP1起動時より増やせるノード数は，次のとおりです。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00654-E 定義ファイルに指定した all_nodeの数が許容範囲を超えてい
ます

標準エラー出力

KFCA00655-E 定義ファイルに指定した all_node_exの数が許容範囲を超え
ています

標準エラー出力

KFCA00656-E 指定されたノード名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA00657-E 指定されたポート番号に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA00658-W 重複するノード情報が定義されています 標準エラー出力

KFCA00659-I コマンド（namchgfl）を開始しました 標準出力

KFCA00660-I 起動確認（namchgfl）を開始しました 標準出力

KFCA00661-I 起動確認（namchgfl）を終了しました 標準出力

KFCA00662-I ドメイン構成の書き換え（namchgfl）を終了しました 標準出力

KFCA00663-E name_domain_file_useに Nを指定しているため，コマンド
（namchgfl）をできません

標準エラー出力

KFCA00665-E 解析処理中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00666-E 指定されたノード名は未定義です 標準エラー出力

KFCA00669-W ディレクトリが存在しません。オペランドが指定されていな
いとして，処理を続行します

標準エラー出力

KFCA00670-I ノードが指定されていません。自ノードだけで構成する
OpenTP1システムとして続行します

標準出力

KFCA00671-I ドメイン定義ファイルに指定されたノードの確認
（namchgfl）を終了しました

標準出力

KFCA00672-E コマンド（namchgfl）が異常終了しました 標準エラー出力

KFCA33600-E ノード自動追加機能を使用しているノードでコマンド
（namchgfl）は実行できません

標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namchgfl)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力
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• all_node
システム共通定義の all_node_extend_numberオペランドに指定した値（省略値は
64）まで増やせます。

• all_node_ex
システム共通定義の all_node_ex_extend_numberオペランドに指定した値（省略値
は 64）まで増やせます。

• all_nodeのドメイン定義ファイルからノードを削除する場合は，そのノードの SPPを
すべて停止してから，namchgflコマンドを実行してください。SPP起動中にノード
を削除した場合は，トランザクション処理などで障害が発生するおそれがあります。

• 次のどれかの場合は，KFCA00672-Eメッセージを出力してコマンドが異常終了しま
す。
• コマンド引数の指定に誤りがある。
• ドメイン定義ファイルに指定した内容に誤りがある。
• ドメイン定義ファイルに指定したノードが，共用メモリ中のネームサービスが管理
する領域に格納しきれない。

• ドメイン定義ファイルに指定したノードのうち，未起動と判断されたノードが一つ
以上ある。

• ノード自動追加機能を使用しているマネジャノードおよびエージェントノードでは，
namchgflコマンドは実行できません。実行した場合はエラーとなり，KFCA33600-E
メッセージが出力されます。
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namdomainsetup

名称

ドメイン代表スケジュールサービスの登録と削除

形式
namdomainsetup 〔-d〕ドメインデータファイル名 ホスト名

機能

ドメイン代表スケジュールサービスをドメインデータファイルに登録します。ドメイン
代表スケジュールサービスは，最大 3個登録できます。

また，ドメインデータファイルからドメイン代表スケジュールサービスを削除します。

オプション

● -d

指定したホスト名で起動するドメイン代表スケジュールサービスをドメインデータファ
イルから削除します。

コマンド引数

●ドメインデータファイル名　　～〈パス名〉

ドメインデータファイル名を完全パス名で指定します。ドメインデータファイルとは，
DNSが管理する hosts情報ファイルのことです。

●ホスト名　　～〈1～ 255文字の識別子〉

ドメイン代表スケジュールサービスを起動するホストの名称を指定します。このオプ
ションにホストのエイリアス名を指定してはなりません。

注意事項
• namdomainsetupコマンドはスーパユーザしか実行できません。
• コマンド実行後は，DNSを再起動してください。
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nammstr

名称

マネジャノードの変更

形式
nammstr 〔-g〕｛-u|-d ノード名〔:ポート番号〕｜-c ノード名〔:ポート番号〕｝
〔-w 最大応答待ち時間〕〔-f〕〔-e〕

機能

ノード自動追加機能使用時に，マネジャノードとして動作させるノードを変更します。
マネジャノードが障害などの原因で停止し，システム内で動作させるマネジャノードを
変更したい場合などに使用します。

また，このコマンドはノード自動追加機能を使用していないノードでは実行できません。
実行した場合はエラーとなり，KFCA33601-Eメッセージが出力されます。

オプション

● -g

このオプションが指定された場合，再確認メッセージ（KFCA00644-R）の出力を抑止し
ます。

● -u

コマンドを実行したエージェントノードを，一時的にマネジャノードとして動作させま
す（動作モードの昇格）。また，ノードリストに登録されているノードに対して，コマン
ドを実行したノードがマネジャノードとして動作する旨を通知します。

このオプションは，エージェントノードで指定できます。マネジャノードでは指定でき
ません。また，-d，-cオプションと同時に指定できません。

このオプションを指定した場合，コマンドはコマンドを実行したノードがマネジャノー
ドと認識しているノードの稼働状況を確認します。マネジャノードが稼働している場合，
エラーとなります。

このオプションで変更した動作モードは，OpenTP1がオンラインの間だけ有効です。
OpenTP1の再起動後は，システム共通定義の name_service_modeオペランドの指定で
動作します。

● -d ノード名〔:ポート番号〕

コマンドを実行したマネジャノードを，一時的にエージェントノードとして動作させま
す（動作モードの降格）。また，ノードリストに登録されているノードに対して，コマン
ドを実行したノードがエージェントノードとして動作する旨を通知します。
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このオプションは，エージェントノードで指定できます。マネジャノードでは指定でき
ません。また，-u，-c，または -eオプションと同時に指定できません。

このオプションに指定するノード名には，コマンドを実行したノードに認識させたいマ
ネジャノードのホスト名，または IPアドレスを指定します。ポート番号には，ノード名
に対応するポート番号を指定します。ポート番号を省略した場合，システム共通定義の
name_portオペランドの指定値が仮定されます。また，システム共通定義の
all_node_exオペランドに指定したノード名は指定できません。指定した場合はエラーと
なり，KFCA33603-Eメッセージが出力されます。

このオプションを指定した場合，コマンドは指定されたノードに対してノードリスト要
求を送信し，マネジャノードの動作状況を確認します。要求の送信に失敗したときや，
-wオプションに指定した時間内にコマンドで指定したノードから応答を受信できなかっ
たときは，エラーとなります。

このオプションで変更した動作モードは，OpenTP1がオンラインの間だけ有効です。
OpenTP1の再起動後は，システム共通定義の name_service_modeオペランドの指定で
動作します。

● -c　ノード名〔:ポート番号〕

このオプションで指定したノードをマネジャノードとして認識させます。

このオプションは，エージェントノードで指定できます。マネジャノードでは指定でき
ません。また，-u，-dオプションと同時に指定できません。

このオプションのノード名には，自ノードに認識させたいマネジャノードのホスト名，
または IPアドレスを指定します。ポート番号には，ノード名に対応するポート番号を指
定します。ポート番号を省略した場合，システム共通定義の name_portオペランドの指
定値が仮定されます。また，システム共通定義の all_node_exオペランドに指定した
ノード名は指定できません。指定した場合はエラーとなり，KFCA33603-Eメッセージ
が出力されます。

このオプションを指定した場合，コマンドは指定されたノードに対してノードリスト要
求を送信し，マネジャノードの動作状況を確認します。要求の送信に失敗したときや，
-wオプションに指定した時間内にコマンドで指定したノードから応答を受信できなかっ
たときは，エラーとなります。

このオプションで変更した動作モードは，OpenTP1がオンラインの間だけ有効です。
OpenTP1の再起動後は，システム共通定義の all_nodeオペランド，またはドメイン定
義ファイルに指定したすべてのノードに対してノードリスト要求を送信し，最初にノー
ドリストを返信してきたノードをマネジャノードと認識します。

● -w　最大応答待ち時間　　～〈符号なし整数〉((1～ 1800))《8》（単位：秒）

-dまたは -cオプションに指定したノードにノードリスト要求を送信してから，応答が返
るまでの最大応答待ち時間を指定します。このオプションに指定した時間内に応答を受
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信できなかった場合，エラーとなります。

このオプションは，-dまたは -cと同時に指定してください。

● -f

このオプションを -uオプションと同時に指定した場合，自ノードがマネジャノードと認
識しているノードの稼働状況を確認しません。

このオプションを -dまたは -cオプションと同時に指定した場合，コマンドに指定された
ノードに対してマネジャノードの動作状況を確認しません。

● -e

このオプションは，-uまたは -cオプションと同時に指定します。-dオプションと同時に
指定できません。このコマンドを実行する前に，マネジャノードと認識していたノード
の情報を，動作モードの変更（昇格または降格）をする際にノードリストから削除しま
す。削除するノードのサービス情報がグローバルキャッシュに登録されている場合，
サービス情報も削除します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00609-E ネームサービスで管理できる最大ノード数を超えるため，
ノードを追加できません

標準エラー出力

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E nammstrコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00629-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA00636-E ノード情報を取得できませんでした 標準エラー出力

KFCA00644-R コマンド (nammstr)を実行します 標準出力

KFCA00679-E 現在の動作モードで指定したオプションは使用できません 標準エラー出力

KFCA00681-E マネジャノードを設定できません 標準エラー出力

KFCA00682-I マネジャノードを設定しました 標準出力

KFCA00684-E システム内で既にマネジャノードが動作しています 標準エラー出力

KFCA00685-I ネームサービスの動作モードを変更しました 標準出力

KFCA33601-E ノード自動追加機能を使用していないノードでコマンド
(nammstr)は実行できません

標準エラー出力

KFCA33603-E 指定したノードは all_node_exオペランド，または
all_node_exのドメイン定義ファイルに指定されています

標準エラー出力

KFCA33605-E マネジャノード変更通知に失敗しました 標準エラー出力

KFCA33606-E 他の処理がノード情報を更新しているため，コマンド
(nammstr)は続行できません

標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
nammstr
注意事項
• nammstrコマンドを実行するノードの UAPをすべて停止してから，nammstrコマ
ンドを実行してください。UAP動作中にこのコマンドを実行した場合，RPCの通信
障害や，トランザクション処理などで障害が発生するおそれがあります。

• nammstrコマンドは，OpenTP1開始中および終了中は実行できません。実行した場
合はエラーとなり，KFCA00681-Eメッセージが出力されることがあります。

• nammstrコマンドによる動作モードの変更（昇格，降格），およびマネジャノードの
変更は，OpenTP1が稼働中の間だけ有効です。OpenTP1を再起動すると，システム
共通定義に指定した動作モードに戻ります。ノードリストの引き継ぐと，nammstrコ
マンドによる動作モードの状態，およびマネジャノードの指定先がノードリストファ
イルに引き継がれます。また，再起動時にも前回起動時の動作モードを引き継げます。

• -dまたは -cオプションのノード名には，システム共通定義の all_node_exオペランド
に指定したノードを指定できません。指定した場合はエラーとなり，KFCA33603-E
メッセージが出力されます。

• OpenTP1システム内でマネジャノードが稼働しているときに，-uオプションと -fオ
プションでエージェントノードをマネジャノードに強制的に昇格させると，同一の
OpenTP1システム内に複数のマネジャノードが稼働している状態になります。この
とき，マネジャノード間で何らかのメッセージ送受信が行われると，OpenTP1シス
テム内のノード間でノードリストの不整合が発生し，RPCが正常に行われないおそれ
があります。-fオプションを指定する場合は，OpenTP1システム内でマネジャノード
が停止していることを確認してください。

KFCA33618-W ノードリストファイルが他プロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(nammstr)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
namndchg
namndchg

名称

ドメイン構成の変更（システム共通定義使用）

形式
namndchg 〔-l〕

機能

OpenTP1のドメイン構成を，OpenTP1の動作中に変更できます。ドメイン構成の変更
は，システム共通定義の all_nodeオペランドに変更するドメイン構成（ノードの並び）
を定義します。その後，このコマンドを実行してください。コマンド正常終了後に変更
したドメイン構成が有効になります。

また，all_nodeオペランドの指定内容を標準出力に出力します。

OpenTP1が動作中のときだけコマンドを実行できます。

オプション

● -l

コマンドを実行したノードのノード名とポート番号，およびシステム共通定義の
all_nodeオペランドで指定している現在のノード名とポート番号を標準出力に出力しま
す。

出力形式

「namndchg -l」と指定した場合の出力形式を次に示します。

 
all_node information (aa....aa)
port number          node name 
bbbbb                cc....cc
 

• aa....aa：all_nodeオペランド登録時間（整数 19文字）
yyyy/mm/dd hh:mm:ssの形式で表示します。

• bbbbb：ポート番号（整数 5文字以内）
• cc...cc：ノード名（英数字 255文字以内）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00601-E ネームサービス実行中に共用メモリが不足しました 標準エラー出力

KFCA00604-W all_nodeオペランドで指定したノード名は重複しています 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
namndchg
注意事項
• namndchgコマンドを実行すると，ノード数を増やして大きな構成にできます。

OpenTP1起動時より増やせるノード数は，システム共通定義の
all_node_extend_numberオペランドに指定した値（省略値は 64）までです。

• システム共通定義の all_nodeオペランドからノードを削除する場合は，そのノードの
SPPをすべて停止してから，namndchgコマンドを実行してください。SPP起動中に
ノードを削除した場合は，トランザクション処理などで障害が発生する場合がありま
す。

• ノード自動追加機能を使用しているマネジャノードおよびエージェントノードでは，
namndchgコマンドは実行できません。実行した場合はエラーとなり，
KFCA33600-Eメッセージが出力されます。

• システム共通定義の all_node_exオペランドは，OpenTP1起動時に指定した内容だけ
が有効となります。したがって，namndchgコマンドによって OpenTP1の動作中に
指定内容を変更することはできません。
ただし，システム共通定義の all_nodeオペランドで，次の変更操作を行った場合，
namndchgコマンドの実行後，all_node_exオペランドから該当するノードが削除さ
れます。
• システム共通定義の all_node_exオペランドに指定しているノードを，システム共
通定義の all_nodeオペランドへ移動する変更操作を行った場合

• システム共通定義の all_node_exオペランドに指定しているノードを，システム共
通定義の all_nodeオペランドにも追加する変更操作を行った場合

all_nodeオペランドでの変更操作の例と，namndchgコマンド実行後の all_nodeおよ
び all_node_exオペランドについて，次の表に示します。

KFCA00606-E all_nodeオペランドで指定したノード名は定義されていませ
ん

標準エラー出力

KFCA00607-E all_nodeオペランドで指定したポート番号が誤っています 標準エラー出力

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00615-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA00616-E all_nodeオペランドの数が指定数を超えています 標準エラー出力

KFCA00620-E namndchgコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00663-E name_domain_file_useに Yを指定しているため，コマンド
（namndchg）を続行できません

標準エラー出力

KFCA33600-E ノード自動追加機能を使用しているノードでコマンド
（namndchg）は実行できません

標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namndchg)コマンドが受け
付けられません

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
849



13.　運用コマンドの詳細
namndchg
表 13-9　all_nodeオペランドでの変更操作の例と，namndchgコマンド実行後の
all_nodeおよび all_node_exオペランド

all_nodeオペラン
ドに対する操作

変更操作の例 コマンド実行後

all_nodeオペラ
ンド

all_node_ex
オペランド

追加 all_node_exオペランドに指定していない
ノードを all_nodeオペランドに追加した場
合

該当するノード
を追加

変更なし

all_node_exオペランドに指定しているノー
ドを all_nodeオペランドへ移動した場合

該当するノード
を追加

該当するノー
ドを削除

all_node_exオペランドに指定しているノー
ドを all_nodeオペランドにも追加した場合

該当するノード
を追加

該当するノー
ドを削除

削除 all_nodeオペランドに指定しているノードを
削除した場合

該当するノード
を削除

変更なし

all_nodeオペランドに指定しているノードを
all_node_exオペランドに移動した場合

該当するノード
を削除

変更なし
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13.　運用コマンドの詳細
namndopt
namndopt

名称

ノードのオプション情報の変更

形式
namndopt ｛-d｜-p｛high｜low｝ノード名〔:ポート番号〕｜-l｝

機能

ノード自動追加機能使用時に，指定したノードのオプション情報（ノードの優先度）を
変更します。

オプション

● -d

コマンド引数に指定したノードのオプション情報をすべてデフォルト値に設定します。

● -p　｛high｜ low｝

コマンド引数に指定したノードの優先度を指定します。

　high：コマンド引数に指定したノードを優先選択ノードに設定します。

　low：コマンド引数に指定したノードを優先選択ノードから除外します。

● -l

ノードリストの内容（ノードリスト情報，およびノードのオプション情報）を標準出力
に出力します。

コマンド引数

●ノード名　　～〈1～ 255文字の識別子〉

オプション情報を変更するノード名を指定します。

●ポート番号　　～〈符号なし整数〉((5001～ 65535))

オプション情報を変更するノードのポート番号を指定します。ポート番号を省略した場
合，システム共通定義の name_portオペランドの指定値が仮定されます。
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13.　運用コマンドの詳細
namndopt
出力形式

• 1：登録ノード数分繰り返し出力されます。
• 2：登録ノードリスト数分繰り返し出力されます。
• 3：ノードリストの状態を示します。
• 4：オプションノード数分繰り返します。
• 5：ノードリストオプションの状態を示します。
• aaaa：最大ノード数
• bb：最大ノードリスト数
• cc：登録ノードリスト数
• dd：ノードリスト通番
• eeee：登録ノード数
• fff.fff.fff.fff：ノードアドレス（IPアドレス）
• ggggg：ポート番号
• h：動作モード
• M…マネジャノード
• A…エージェントノード
• N…ノーマルノード
• *…システム共通定義の name_manager_nodeオペランドに指定されたノードをマ
ネジャノードと認識していない

• iiii：ノード ID
• jjjjj：RPC抑止リスト
• INACT…登録
• ACT…未登録

• k：優先度
• H…High
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13.　運用コマンドの詳細
namndopt
• -…Low

• llll：オプションノード数
• mmm.mmm.mmm.mmm：ノードアドレス (IPアドレス )
• nnnnn：ポート番号
• o：優先度情報
• H…High
• -…Low

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E namndoptコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33601-E ノード自動追加機能を使用していないノードでコマンド
(namndopt)は実行できません

標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33618-W ノードリストファイルが他プロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，（namndopt）コマンドが受け
付けられません

標準エラー出力

KFCA33620-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA33621-E オプション指定可能なノード数の上限値（512）に達したた
め，オプションを指定できません

標準エラー出力

KFCA33625-E 指定したノードにはオプションが設定されていません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
namndrm
namndrm

名称

停止ノード情報の削除

形式
namndrm 〔-g〕〔-n ノード名〔:ポート番号〕〔,ノード名〔:ポート番号〕…〕〕
〔-f〕

機能

ノード自動追加機能でノードリストに登録したノード情報のうち，システム停止や障害
などの理由で停止しているノード情報を，ノードリストから削除します。

エージェントノードがマネジャノードからノードリストを受信できていない状態では，
ノードリスト要求の送信先ノード（システム共通定義の name_manager_nodeオペラン
ドに指定されたノード）からノード情報を削除します。

なお，このコマンドは，マネジャノードで実行してください。

オプション

● -g

このオプションが指定された場合，再確認メッセージ（KFCA00644-R）の出力を抑止し
ます。

● -n　ノード名〔:ポート番号〕〔,ノード名〔:ポート番号〕…〕

ノードリストから削除する停止したノードのホスト名または IPアドレスを指定します。
ポート番号には，ノード名に対応するポート番号を指定します。ノードリストに登録さ
れているノードは，namsvinfコマンドに -bオプションを指定して実行し，確認してく
ださい。ワイルドカードは使用できません。

ポート番号を省略した場合，システム共通定義の name_portオペランドの指定値が仮定
されます。停止中ではないノードを指定した場合，エラーとなります。

-nオプションを省略した場合，ノードリストに登録しているマネジャノードを除くすべ
ての停止ノードの情報を削除します。

● -f

稼働しているノードの情報をノードリストから強制削除します。削除するノードのサー
ビス情報がグローバルキャッシュに登録されている場合，サービス情報も削除します。
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13.　運用コマンドの詳細
namndrm
出力メッセージ

注意事項
• namndrmコマンドを実行するノードの UAPをすべて停止してから，namndrmコマ
ンドを実行してください。UAP動作中にこのコマンドを実行した場合，RPCの通信
障害や，トランザクション処理などで障害が発生するおそれがあります。

• namndrmコマンドは，ノード自動追加機能を使用していないノードでは実行できま
せん。実行した場合はエラーとなり，KFCA33601-Eメッセージが出力されます。

• namndrmコマンド実行時に，サービスグループ情報の検索などでノードリストを参
照する処理が動作していると，エラーが発生して KFCA33606-Eメッセージが出力さ
れます。この場合，再度コマンドを実行してください。

• エージェントノードのノードリストからマネジャノードを削除すると，エージェント
ノードはマネジャノードを認識していない状態となります。このとき，マネジャノー
ドを認識するまで，現在のノードリストに登録されているノード群だけを RPCの実
行範囲とします。新たに OpenTP1システムに追加したノードを RPCの実行範囲にし
たい場合，nammstrコマンド（-cオプションを指定）でエージェントノードにマネ
ジャノードを認識させてください。

• namndrmコマンドでエージェントノードのノードリストからマネジャノードを削除
する場合は，-nオプションを指定してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E namndrmコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00628-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA00638-I ノード情報を削除しました 標準出力

KFCA00639-E 指定したノードは動作中のため，ノード情報を削除できませ
ん

標準エラー出力

KFCA00644-R コマンド (namndrm)を実行します 標準出力

KFCA00676-E 指定したノードが重複しています 標準エラー出力

KFCA00680-E 指定したノードは OpenTP1に登録されていません 標準エラー出力

KFCA33601-E ノード自動追加機能を使用していないノードでコマンド
(namndrm)は実行できません

標準エラー出力

KFCA33603-E 指定したノードは all_node_exオペランド，または
all_node_exのドメイン定義ファイルに指定されています

標準エラー出力

KFCA33606-E 他の処理がノード情報を更新しているため，コマンド
(namndrm)は続行できません

標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33618-W ノードリストファイルが他プロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namndrm)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
namndrm
• エージェントノードのノードリストからノードリスト情報を強制的に削除する場合は，
必ず -fオプションを指定してください。なお，指定したノードが稼働している場合な
ど，システム内のノードの動作状況によっては，いったん削除したノードリスト情報
が再度ノードリストに登録されることがあります。

• エージェントノードのノードリスト要求の送信先ノード（システム共通定義の
name_manager_nodeオペランドに指定されたノード）からノードリスト情報を削除
する場合は，必ず -fオプションを指定してください。

• namndrmコマンドでは，システム共通定義の all_node_exオペランドに指定した
ノードを削除できません。指定した場合はエラーとなり，KFCA33603-Eメッセージ
が出力されます。
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13.　運用コマンドの詳細
namnlcre
namnlcre

名称

ノードリストファイルの初期設定

形式
namnlcre ノードリストファイル名

機能

OpenTP1ファイルシステム上に，ノードリストファイルを割り当てます。

コマンド引数

●ノードリストファイル名　　～〈パス名〉

作成するノードリストファイル名を完全パス名で指定します。指定したノードリスト
ファイルが OpenTP1ファイルシステム上にすでにある場合は，エラーになります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E namnlcreコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33607-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA33611-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力
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namnldel
namnldel

名称

ノードリストファイルの削除

形式
namnldel ノードリストファイル名

機能

指定したノードリストファイルを削除します。

コマンド引数

●ノードリストファイル名　　～〈パス名〉

削除するノードリストファイル名を完全パス名で指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E namnldelコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33610-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA33611-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33622-E ノードリストの引き継ぎ機能で使用するファイルへのアクセ
スに失敗しました

標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
namnldsp
namnldsp

名称

ノードリストファイルの内容表示

形式
namnldsp ノードリストファイル名

機能

ノードリストファイルの内容を標準出力に出力します。

コマンド引数

●ノードリストファイル名　　～〈パス名〉

内容表示するノードリストファイル名を完全パス名で指定します。

出力形式

• 1：登録ノード数分繰り返し出力されます。
• 2：登録ノードリスト数分繰り返し出力されます。
• 3：ノードリストの状態を示します。
• 4：オプションノード数分繰り返します。
• 5：ノードリストオプションの状態を示します。
• aaaa：最大ノード数
• bb：最大ノードリスト数
• cc：登録ノードリスト数
• dd：ノードリスト通番
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• eeee：登録ノード数
• fff.fff.fff.fff：ノードアドレス（IPアドレス）
• ggggg：ポート番号
• h：動作モード
• M…マネジャノード
• A…エージェントノード
• N…ノーマルノード
• *…システム共通定義の name_manager_nodeオペランドに指定されたノードをマ
ネジャノードと認識していない

• iiii：ノード ID
• jjjjj：RPC抑止リスト
• INACT…登録
• ACT…未登録

• k：優先度情報
• H…High
• -…Low

• llll：オプション情報を指定しているノード数
• mmm.mmm.mmm.mmm：ノードアドレス (IPアドレス )
• nnnnn：ポート番号
• o：優先度情報
• H…High
• -…Low

出力メッセージ

注意事項

このコマンドは，オンライン処理への影響を極力抑えるため，ノードリストファイルの
排他処理は行わずに情報を参照します。このため，タイミングによってはノードリスト
情報の一部が表示されない場合があります。その際には再度コマンドを実行してくださ
い。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00611-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA00620-E namnldspコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA33609-I ヘルプメッセージ 標準出力
標準エラー出力

KFCA33611-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力

KFCA33612-E ノードリストファイルへのアクセスでエラーが発生しました 標準エラー出力
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namsvinf

名称

OpenTP1のサーバ情報の表示

形式
namsvinf ｛-b｜〔-r〕〔-w 最大応答待ち時間〕｝〔-x〕

機能

システム共通定義の all_nodeオペランド，および all_node_exオペランドに指定された
OpenTP1ノードに対して起動確認をして，起動結果および OpenTP1の情報（IPアドレ
ス，およびネームサービスのポート番号）を表示します。

ノード自動追加機能を使用しているノードでは，ノードリストおよびシステム共通定義
の all_node_exオペランドに登録されている OpenTP1ノードに対して起動確認をしてか
ら，起動結果および OpenTP1の情報（IPアドレス，およびネームサービスのポート番
号）を表示します。なお，エージェントノードがマネジャノードからノードリストを受
信できていない状態では，ノードリスト要求の送信先ノード（システム共通定義の
name_manager_nodeオペランドに指定されたノード）に登録されている OpenTP1
ノードに対して起動確認をして，起動結果および OpenTP1の情報（IPアドレス，およ
びネームサービスのポート番号）を表示します。

オプション

● -b

起動確認のための通信をしないで，共用メモリ上の RPC抑止リストの登録状況を出力し
ます。登録状況に対する出力内容は次のとおりです。

RPC抑止リストに登録：D

RPC抑止リストに未登録：A

このオプションは，-rまたは -wオプションと同時には指定できません。指定した場合は
エラーとなります。

このオプションを省略した場合は起動確認のための通信をします。ネームサービス定義
の name_global_lookupオペランドに Yが指定されているときはグローバル検索の範囲
まで起動確認をします。

● -r

起動確認を終えた OpenTP1ノードから順に出力します。

このオプションは，-bオプションと同時には指定できません。指定した場合はエラーと
なります。
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このオプションを省略した場合，すべての OpenTP1ノードの起動結果がそろった時点
で一括して起動結果を出力します。

● -w　最大応答待ち時間　　～〈符号なし整数〉((0～ 3600))《8》（単位：秒）

all_nodeオペランドに指定した OpenTP1ノードで起動する OpenTP1に all_node情報
取得要求を送信してから，応答が返るまでの待ち時間および起動確認の応答待ち時間の
最大値を指定します。-wオプションを指定した場合，最大応答待ち時間の値は省略でき
ません。最大応答待ち時間内に応答が返ってこない OpenTP1ノードの起動状況は「S
（送信可能）」となります。

このオプションを -bオプションと同時には指定できません。指定した場合はエラーとな
ります。

すべてのオプションを省略した場合，起動確認のための通信をして，すべてのノードの
起動確認結果がそろった時点で起動結果を一覧表示します。

● -x

ノード自動追加機能に関連する情報を表示します。このオプションは，ノード自動追加
機能を使用しているマネジャノード，およびエージェントノードで実行できます。ノー
ド自動追加機能を使用していない OpenTP1ノードで実行した場合はエラーとなり，
KFCA33602-Eメッセージが出力されます。

出力形式

●すべてのオプションを省略した場合

• 1，および 2：それぞれ 1行で表示します。
• 2：起動確認の対象となるノードが複数ある場合，ノードの数だけ繰り返し表示しま
す。

情報は，すべてのノードの起動確認が完了した時点で一括して出力します。そのため，
出力するまでのノードの状態によっては時間が掛かることがあります。

-bオプションと -rオプションの指定を共に省略すると，起動確認が完了するまでは，確
認の進ちょく状況を示すメッセージを標準出力に出力します。コマンド入力からノード
情報出力終了までの流れを次に示します。

1. コマンド入力
2.「namsvinf:asking node information...」を出力
3.「namsvinf:checking alive...」を出力
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4. ノード情報出力開始
5. ノード情報出力終了

• a：ネームサービス定義の name_global_lookupオペランドの指定（Yまたは N）（1
文字）

• bb：表示ノード情報識別子（2文字）
• EX…コマンドを実行したノードの all_node_exオペランドに指定されたノード情報
• 空白…all_nodeオペランドに指定されたノード情報
• △ H…all_nodeオペランドにサービス情報優先度指定キーワードが指定されたノー
ド情報（△：空白）

• ccc.ccc.ccc.ccc：ff...ffの IPアドレス（10進ドット記法）
10進ドット記法への変換失敗時は，***.***.***.***を出力します。

• ddddd：ff...ffのポート番号（5文字）
• yyyy/mm/dd hh:mm:ss.mmmmmm：起動通知時刻（年 /月 /日 /時 :分 :秒 .マイクロ
秒）

• e：ff...ffの起動状況（1文字）
• A…正常稼働
• D…未起動
• S…送信可能

-bオプション指定時は，all_nodeオペランドに指定されたノードの起動状況として A
または Dを表示します。all_node_exオペランドに指定されたノードの起動状況は表
示しません。

• ff...ff：コマンドを実行したノードの all_nodeオペランドに指定されたノード名（255
文字以内）

• gggg：ff...ffの all_nodeオペランドに指定された OpenTP1ノードの項番（4文字）
左側に表示される IPアドレス（ccc.ccc.ccc.ccc）ごとに任意の項番を割り当てます。

• hhh.hhh.hhh.hhh：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドの IPアドレス
（10進ドット記法）
10進ドット記法への変換失敗時は，***.***.***.***を出力します。

• iiiii：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドに指定されたノードのポート番
号（5文字）

• j：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドのノードの起動状況（1文字）
• A…正常稼働
• D…未起動
• S…送信可能

• kk...kk：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドのノード名（255文字以内）
ノード名の取得に失敗した場合は，*を 64文字出力します。

bb～ ff...ffに表示されるノード情報が同一の場合は，2行目以降の bb～ ff...ffは空白と
なります。
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gggg～ kk...kkは，次のどれかの場合に空白となります。

• ff...ffに指定された all_nodeオペランドにノード名が未指定の場合。
• name_global_lookupオペランドに Nが指定されている場合。
• namsvinfコマンドで表示するノードの起動状況※が D（未起動）または S（送信可
能）の場合。

注※
namsvinfコマンドが表示するノードの起動状況については，表 13-10を参照し
てください。

コマンドを実行したノードの all_nodeオペランドのノード情報を表示したあとに
all_node_exオペランドのノード情報を表示します。

namsvinfコマンドが表示するノードの起動状況
namsvinfコマンドが表示する起動状況は，-bオプションの指定の有無によって意味
が異なります。それぞれの起動状況を表示する主な要因を -bオプションの指定の有
無に分けて，次の表に示します。

表 13-10　namsvinfコマンドが表示するノードの起動状況

-bオプションの指定有
無

表示する起動状況 起動状況を表示する主な要因

-bオプションの指定を
省略した場合

A（正常稼働） 結果表示されたノードがこの機能をサポートしている
バージョンのノードであり，起動確認のメッセージの送
信が正常に終了し，かつ，応答メッセージの受信が正常
に終了したため，正常に稼働している状態と判断できた
ことを示します。

D（未起動） 結果表示されたノードへの起動確認のメッセージを送信
しましたが，通信障害，送信先が未起動などの要因で正
しく送信できなかったため，正常に稼働している状態と
判断できなかったことを示します。

S（送信可能） 起動確認のメッセージの送信は正常に終了しましたが，
応答メッセージが受信できなかったため，送信可能状態
と判断したことを示します。
次のどちらかの要因が考えられます。
• 結果表示されたノード上で動作している OpenTP1が
この機能をサポートしていないバージョンである。

• 結果表示されたノードからの応答メッセージが通信障
害などの要因で正常に受信できない，または，受信応
答待ち時間を満了した状態である。

-bオプションを指定し
た場合
（起動確認のための通
信は行いません）

A（正常稼働） 結果表示されたノードは RPC抑止リストに登録されて
いません。

D（未起動） 結果表示されたノードが RPC抑止リストに登録されて
います。

空白 結果表示されたノードは all_node_exオペランドに指定
されています。
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-rオプションおよび -wオプションの指定の有無によって，起動状況の表示が変わること
はありません。ただし，-wオプションの指定値が小さい場合，受信時間を満了したとき
起動状況の表示が変わることがあります。

● -rオプションを指定した場合

オプションをすべて省略した場合と出力レコードのフォーマットは同じですが，起動確
認の完了のたびにノード情報を表示するため，レコードの表示順序は不定となります。
bb～ ff...ff部分は全レコード分を表示します。

● -xオプションを指定した場合

• 1，および 2：それぞれ 1行で表示します。
• 2：起動確認の対象となるノードが複数ある場合，ノードの数だけ繰り返し表示しま
す。

• a：ネームサービス定義の name_global_lookupオペランドの指定（Yまたは N）（1
文字）

• mm....mm：自ノードの動作モード
• MANAGER…マネジャノード
• AGENT…エージェントノード

• pppp/pp/pp pp:pp:pp：自ノードのノードリストの最終更新時刻（年 /月 /日 時 :分 :
秒）

• nnn：ノードリストに登録されているノード数
• bb：表示ノード情報識別子（2文字）
• EX…コマンドを実行したノードの all_node_exオペランドに指定されたノード情報
• 空白…ノードリストに登録されているノードリスト情報

• ccc.ccc.ccc.ccc：ff...ffの IPアドレス（10進ドット記法）
10進ドット記法への変換失敗時は，***.***.***.***を出力します。

• ddddd：ff...ffのポート番号（5文字）
• yyyy/mm/dd hh:mm:ss.mmmmmm：起動通知時刻（年 /月 /日 /時 :分 :秒 .マイクロ
秒）

• e：ff...ffの起動状況（1文字）
• A…正常稼働
• D…未起動
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• S…送信可能

-bオプション指定時は，all_nodeオペランドに指定されたノードの起動状況として A
または Dを表示します。all_node_exオペランドに指定されたノードの起動状況は表
示しません。

• o：自ノードのノードリストに登録されているノードの動作モード
• M…マネジャノード
• A…エージェントノード
• N…ノーマルノード
• *…システム共通定義の name_manager_nodeオペランドに指定されたノードをマ
ネジャノードと認識していない

• 空白…コマンドを実行したノードの all_node_exオペランドに指定されたノード

• qqqq/qq/qq qq:qq:qq：マネジャノードのノードリストに登録された時刻（年 /月 /日 
時 :分 :秒）

• ff...ff：コマンドを実行したノードの all_nodeオペランドに指定されたノード名（255
文字以内）

• gggg：ff...ffの all_nodeオペランドに指定されたノードの項番（4文字）
左側に表示される IPアドレス（ccc.ccc.ccc.ccc）ごとに任意の項番を割り当てます。

• hhh.hhh.hhh.hhh：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドの IPアドレス
（10進ドット記法）
10進ドット記法への変換失敗時は，***.***.***.***を出力します。

• iiiii：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドに指定されたノードのポート番
号（5文字）

• j：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドのノードの起動状況（1文字）
• A…正常稼働
• D…未起動
• S…送信可能

• kk...kk：ccc.ccc.ccc.cccに指定された all_nodeオペランドのノード名（255文字以内）
ノード名の取得に失敗した場合は，*を 64文字出力します。

出力メッセージ

注意事項

ノード自動追加機能を使用している場合，エージェントノードがマネジャノードから
ノードリストを受信できていない状態で namsvinfコマンドを実行したとき，ノードリス
ト要求送信先ノード（システム共通定義の all_nodeオペランドに指定されたノード）が

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namsvinf)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力
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表示されます。
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namunavl

名称

OpenTP1起動通知情報の強制的無効化

形式
namunavl ｛ -l ｜ 〔-g〕-n "ノード名"〔,"ノード名"…〕｝

機能

このオペランドの引数に指定したノード上で起動する OpenTP1からの起動通知情報を，
強制的に無効化します。このコマンドを使用すると，通信先からの起動通知を受け取ら
ない場合でも，コマンド実行後は新たにコネクションを確立し直すため，正常に通信で
きるようになります。

オプション

● -l

このオプションが指定された場合，OpenTP1起動時に通信障害となって起動通知できな
かった IPアドレスを出力します。出力された IPアドレスには起動通知されていないた
め，その IPアドレスで起動する OpenTP1では正常に通信できなくなる場合がありま
す。その場合には，通信できなくなった OpenTP1で namunavlコマンドを実行する必
要があります。

起動通知が通信障害となっているかどうかは，システムログ中の KFCA00642-Wメッ
セージが出力されているかどうかで判断できます。

● -g

このオプションが指定された場合，再確認メッセージ（KFCA00644-R）の出力を抑止し
ます。

● -n "ノード名 "〔,"ノード名 "…〕　　～〈1～ 255文字の識別子〉

起動通知された情報（通知時刻）を無効化する OpenTP1が起動するノード名を指定し
ます。このオプションを省略することはできません。また，繰り返して指定することも
できません。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA33619-E ネームサービス起動中のため，(namunavl)コマンドが受け付
けられません

標準エラー出力
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注意事項
• namunavlコマンドは，システム共通定義の name_notifyオペランドの値とは関係な
く，OpenTP1動作中にだけ実行できます。

• namunavlコマンドに指定できるノード名は，実行するノードでのシステム共通定義
の all_nodeオペランドまたは all_node_exオペランドに指定されているノードだけで
す。誤って現在通信している OpenTP1のノード名を指定した場合には，正常に通信
できなくなることがあるので注意してください。

• 正常に動作中のノード，または正常に通信できるノードを namunavlコマンドの -n
オプションの引数に設定しないでください。ノード A上で正常に動作中のノード Bを
namunavlコマンドの -nオプションの引数に指定した場合，ノード B上で，
namunavlコマンドの -nオプションにノード Aを指定して実行してください。

• 同じ IPアドレスを使用するノードをシステム共通定義の all_nodeオペランド，また
は all_node_exオペランドに複数指定している場合，それらのノードを namunavlコ
マンドに指定しないでください。

• ノード自動追加機能を使用しているノードで namunavlコマンドに指定できるノード
名は，ノードリストに登録されている IPアドレス，およびシステム共通定義の
all_node_exオペランドに登録されているノードだけです。
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prcdlpath

名称

UAP共用ライブラリのサーチパス名の変更

形式
prcdlpath {-d | 追加パス名〔:追加パス名〕…}

機能

サービス関数動的ローディング機能に使用する UAP共用ライブラリのサーチパスに指定
した追加パス名を追加し，サーチパス名を変更します。

このコマンドを実行すると，サーチパス変更前のユーザサーバと，サーチパス変更後に
起動されたユーザサーバが併存することになります。このような状態が望ましくない場
合は，ユーザが責任を持って，該当するユーザサーバを終了してから，サーチパスを変
更してください。

オプション

● -d

prcdlpathコマンドで設定した追加パス名を無効化します。

コマンド引数

●追加パス名　～〈パス名〉

追加パス名を指定します。追加パス名は，絶対パスで指定してください。

追加パス名は，複数指定できます。複数の追加パス名を指定するときは，追加パス名と
追加パス名との間を ':'で区切ります。

なお，環境変数を使用した場合は，環境変数展開後の追加パス名で最大 255文字指定で
きます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを使用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00735-E サーチパスの保存に失敗しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00751-E コマンドの文法が間違っています 標準エラー出力

KFCA00755-E プロセス間通信ができません 標準エラー出力

KFCA00756-E 引数が誤っています 標準エラー出力
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注意事項

● prcdlpathコマンドで指定する追加パス名は，OSのライブラリサーチパス（環境変
数）の先頭に追加される形で，この環境変数に設定されます。このため，サービス関
数動的ローディング機能でUAP共用ライブラリを検索する場合，prcdlpathコマンド
で指定した追加パス名が示すディレクトリを最初に検索します。この場合，そのディ
レクトリにUAP共用ライブラリがなかったとき，サーチパスに元々設定されていた
ディレクトリに存在する，UAP共用ライブラリが読み込まれることがあります。

● prcdlpathコマンドで指定した追加パス名が有効になる UAPは，SPPとMHPだけで
す。

● prcdlpathコマンドで指定した追加パス名が有効になる範囲は，UAPプロセスの起動
時から終了時までです。
次に，ライブラリサーチパスを読み込むときの例を示します。この例では，OpenTP1
のサービス関数動的ローディング機能を使用して libusr.soを読み込もうとすると，
(b)の libusr.soが読み込まれます。

（例）
UAP共用ライブラリが存在するディレクトリ：
　　/OpenTP1/aplib/libusr.so　…(a)
　　/usr/aplib/libusr.so　…(b)
OSのライブラリサーチパス（環境変数）：/OpenTP1/aplib
prcdlpathコマンドで設定した追加パス名：/usr/aplib

● OpenTP1の誤動作を避けるために，追加パス名が示すディレクトリに存在するライ
ブラリ名が，OpenTP1が提供するライブラリ群（$DCDIR/libの下）のライブラリ名
と重複しないようにしてください。

● prcdlpathコマンドを繰り返し実行した場合，有効になる追加パス名は最後に実行し
た prcdlpathコマンドで設定した追加パス名だけです。以前に prcdlpathコマンドで
設定した追加パス名に加えて，新たに追加パスを設定したい場合は，prcdlpathlsコマ
ンドで現在設定されているパスを確認し，そのパスを追加パス名に含めた上で，再度
prcdlpathコマンドを実行してください。

KFCA00757-E ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA00758-E ディレクトリではありません 標準エラー出力

KFCA00774-I メッセージヘルプ 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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prcdlpathls

名称

prcdlpathコマンドで指定したサーチパス名の表示

形式
prcdlpathls

機能

prcdlpathコマンドで指定したサーチパス名を表示します。

なお，次のときは，何も表示されません。

• prcdlpathコマンドの実行前
• prcdlpathコマンドに -dオプションを付けて実行したあと

出力形式
 
aa...aa
 

• aa...aa：prcdlpathコマンドで指定したサーチパス

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを利用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00751-E コマンドの文法が間違っています 標準エラー出力

KFCA00755-E プロセス間通信ができません 標準エラー出力

KFCA00756-E 引数が誤っています 標準エラー出力

KFCA00775-I メッセージヘルプ 標準出力
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prckill

名称

OpenTP1のプロセスの強制停止

形式
prckill プロセスID〔プロセスID〕…

機能

プロセスをユーザサービス定義，またはユーザサービスデフォルト定義の
prc_abort_signalオペランドで指定したシグナル番号で強制停止します。

コマンド引数

●プロセス ID

停止させるプロセスのプロセス IDを指定します。

出力メッセージ

注意事項

場合によっては，prc_abort_signalオペランドで指定したシグナル番号以外で，プロセ
スが異常終了することがあります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを使用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00751-E prckillコマンドの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA00760-E プロセス ID，またはステータスが不正です 標準エラー出力

KFCA00794-I メッセージヘルプ 標準出力
873



13.　運用コマンドの詳細
prcls
prcls

名称

サーバの状態表示

形式
prcls 〔｛-a
        ｜-g サービスグループ名
        ｜-l 実行形式ファイル名
        ｜-s サーバ名
        ｜-p プロセスID
        ｜-x ｝〕

機能

指定したサーバの状態を標準出力に出力します。

オプション

● -a

すべてのサーバの状態を表示します。

● -g　サービスグループ名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

サービスグループ名で指定したサーバの状態を表示します。

● -l　実行形式ファイル名　　～〈1～ 14文字の識別子〉

実行形式ファイル名で指定したサーバの状態を表示します。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名で指定したサーバの状態を表示します。

● -p　プロセス ID　　～〈符号なし整数〉

プロセス IDで指定したサーバの状態を表示します。

上記オプションの指定をすべて省略すると，プロセスサービスが管理しているユーザ
サーバの状態が表示されます。

● -x

ユーザサーバのプロセスごとのサービス実行状態を表示します。

出力形式

● -xオプションを指定した場合
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• aa....aa：プロセス ID（10けた以内）
• bb...bb：サーバ名（8文字以内）
• cc...cc：サービス関数が呼び出されたときの時刻
サービス関数を実行するたびに時刻を更新します。時刻は，1970年 1月 1日 0時 0
分 0秒からの通算秒を，TZ環境変数に合わせて表示しています。このプロセスが 1
回もサービス関数を実行していない場合，表示は次のようになります。
 
Thu Jan  1 09:00:00 1970　（TZ環境変数がJST-9の場合）
 

• dd...dd：サービス関数がリターンしたときの時刻
サービス関数を実行するたびに時刻を更新します。時刻は，1970年 1月 1日 0時 0
分 0秒からの通算秒を，TZ環境変数に合わせて表示しています。このプロセスが 1
回もサービス関数を実行していない場合，表示は次のようになります。
 
Thu Jan  1 09:00:00 1970　（TZ環境変数がJST-9の場合）
 

• ee...ee：プロセスが起動されてからの，サービス関数の通算実行回数
4294967295回を超えた場合は 0に戻ります。

● -xオプション以外を指定した場合

• a：サーバの状態
• D…サーバ開始処理中，または終了処理中
• L…サーバ実行中
• ＊…デバッガプロセス

• bb...bb：プロセス ID（10けた以内）
• cc...cc：ユーザ ID（10けた以内）
プロセスサービスから生成された子プロセス以外のプロセスの場合は，'＊ 'が表示さ
れます。

• dd...dd：グループ ID（10けた以内）
プロセスサービスから生成された子プロセス以外のプロセスの場合は，'＊ 'が表示さ
れます。

• ee...ee：サーバ名（8文字以内）
• ff...ff：実行形式ファイル名（14文字以内）
• utodbgpp…該当するサーバと連動しているデバッガの実行形式ファイル
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• gg...gg：サービスグループ名（31文字以内）

出力メッセージ

注意事項

-xオプションの指定は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。
TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了承
ください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを利用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00751-E prclsコマンドの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA00752-E 実行形式ファイル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA00753-E サーバ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA00754-E プロセス IDが誤っています 標準エラー出力

KFCA00759-E サービスグループ名が誤っています 標準エラー出力

KFCA00791-I ヘルプメッセージ 標準出力
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prcpath

名称

ユーザサーバ，およびユーザサーバから起動されるコマンドのサーチパス名の変更

形式
prcpath 変更パス名〔:変更パス名〕…

機能

ユーザサーバプロセスを起動するときに使用するサーチパス，およびユーザサーバから
起動されるコマンドに使用するサーチパスを，指定した変更パス名に変更します。

prcpathコマンドを実行すると，サーチパス変更前のユーザサーバと，サーチパス変更後
に起動されたユーザサーバが併存することになります。このような状態が望ましくない
場合は，ユーザが責任を持って，該当するユーザサーバを終了してから，サーチパスを
変更してください。

コマンド引数

●変更パス名　～〈パス名〉

サーチパス名を指定します。サーチパス名は，絶対パスで指定してください。

複数のサーチパス名を指定できます。複数のサーチパス名を指定するときは，サーチパ
ス名とサーチパス名との間を ':'で区切ります。また，追加する場合は，既存のパスを含
めて指定してください。

なお，指定できるサーチパス名の長さは，':'を含めて 255文字までです。

補足

現在稼働中のユーザサーバがあるディレクトリとは別のディレクトリ下に，新しいユー
ザサーバを作る場合の手順を次に示します。

1. 現在稼働中のユーザサーバを dcsvstopコマンドで終了します。
2. 別のディレクトリ下にユーザサーバを設定します。
3. prcpathコマンドで新しいディレクトリにパスを変更します。
4. 新しいユーザサーバを dcsvstartコマンドで起動します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを利用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00729-E サーチパスの保存に失敗しました 標準エラー出力
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KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00755-E プロセス間通信ができません 標準エラー出力

KFCA00756-E 引数が誤っています 標準エラー出力

KFCA00757-E ファイルがありません 標準エラー出力

KFCA00758-E ディレクトリではありません 標準エラー出力

KFCA00792-I ヘルプメッセージ 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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prcpathls

名称

ユーザサーバ，およびユーザサーバから起動されるコマンドのサーチパス名の表示

形式
prcpathls

機能

ユーザサーバプロセスを起動するときに使用するサーチパス，およびユーザサーバから
起動されるコマンドに使用するサーチパスを標準出力に出力します。

出力形式
 
aa...aa
 

• aa...aa：ユーザサーバのサーチパス名

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを利用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00755-E プロセス間通信ができません 標準エラー出力
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prctctrl

名称

prcteeプロセスの停止と再開始

形式
prctctrl　｛-e | -s｝〔-i 確認間隔〕 〔-c 確認回数〕

機能

prcteeプロセスの停止や停止後の再開始を行います。prcteeプロセスは，OpenTP1の標
準出力，標準エラー出力のリダイレクトを行う常駐プロセスです。$DCDIR/bin/prcout
に定義しているオプションで起動します。

prcteeプロセスを停止したり，再開始したりする場合，-iオプションに指定した確認間
隔で，-cオプションに指定した回数だけ，prcteeプロセスが停止または再開始したかど
うかを確認します。指定どおりに確認しても停止，または再開始が確認できなかった場
合は，KFCA00773-Eメッセージ（要因：TIME_OUT）を出力し，確認を終了します。

prcteeプロセスについては，13章の「prctee」を参照してください。

オプション

● -e

prcteeプロセスを停止します。

● -s

prcteeプロセスを再開始します。

● -i　確認間隔　　～〈符号なし整数〉((1～ 60))《1》（単位：秒）

prcteeプロセスが停止，または再開始したかどうかを確認する間隔を指定します。

● -c　確認回数　　～〈符号なし整数〉((1～ 60))《10》

prcteeプロセスが停止，または再開始したかどうかを確認する回数を指定します。

注意事項
• このコマンドはスーパユーザで実行してください。なお，実行時には環境変数

DCDIR，環境変数 DCCONFPATHを設定してください。
• このコマンドで prcteeプロセスが出力する OpenTP1の標準出力，および標準エラー
出力のファイル出力先を変更できます。詳細については，「3.5　標準出力ファイルに
関する運用」を参照してください。

• オンライン中でも，このコマンドを実行すると prcteeプロセスを停止できますが，停
止中に出力したメッセージはなくなります。したがって，このコマンドは，メッセー
880



13.　運用コマンドの詳細
prctctrl
ジが頻繁に出力されないタイミングを選んで実行してください。
• このコマンドで prcteeプロセスを停止させたあとに，次に示す操作のどれかを実行す
ると，prcteeプロセスは再開始されます。
• OpenTP1の開始
• OpenTP1の停止
• dcsetupコマンド
• dcresetコマンド

• dcsetupコマンドに -dオプションを指定して実行（-nオプションを指定，または問合
せに nを指定）したあとの環境で，このコマンドに -sオプションを指定して実行した
場合，確認間隔×確認回数経過後に KFCA00773-Eメッセージ（要因：TIME_OUT）
を出力してエラーとなります。
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prctee

名称

OpenTP1の標準出力，標準エラー出力のリダイレクト

形式
prctee　〔ファイル長　出力ファイル名〕

機能

OpenTP1の標準出力，標準エラー出力をファイル出力し，世代管理します。

コマンド引数

●ファイル長　　～〈符号なし整数〉((10～ 65535))《1024》

標準出力，標準エラー出力をするファイル長をキロバイト単位で指定します。

指定した出力長を基に 2世代管理をします。メッセージの出力内容によっては出力ファ
イル長が指定値を超える場合があります。0を指定した場合，2世代管理はしないで単調
増加ファイルとなります。

●出力ファイル名　　～〈パス名〉

標準出力，標準エラー出力をするファイル名を絶対パス名で指定します。世代管理をす
る場合は，ファイル名のあとに "1"または "2"が付加されます。

ファイル名を省略すると $DCDIR/spool/prclog1と $DCDIR/spool/prclog2が作成されま
す。

注意事項
• このコマンドは，コマンドラインやシェルから実行しないで，必ず $DCDIR/bin/

prcoutに指定し，dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンドで実行してください。
prcteeコマンドをコマンドラインやシェルから実行した場合，OpenTP1の標準出力
および標準エラー出力の欠落など，正しくメッセージが出力されないおそれがありま
す。$DCDIR/bin/prcoutの詳細な指定方法については，「3.5　標準出力ファイルに関
する運用」を参照してください。

• dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンドを実行すると，$DCDIR/bin/prcoutに定義
された prcteeコマンドが実行され，OpenTP1の標準出力および標準エラー出力をリ
ダイレクトする prcteeプロセス（常駐プロセス）が開始されます。

• prcoutファイルを修正する場合は，dcsetupコマンドまたは prctctrlコマンド実行前
に /BeTRAN/bin下にある prcoutファイルを直接変更してください。dcsetupコマン
ドまたは prctctrlコマンド実行後に OpenTP1ホームディレクトリ /bin下の prcout
ファイルを修正しても有効となりません。

• コマンド引数のファイル長と出力ファイル名を省略する場合は，両方を省略してくだ
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さい。片方だけ省略することはできません。
• 標準出力，標準エラー出力は，プロセスでパイプを使用して受け取るため，高負荷で
書き込みを繰り返し行うとメッセージが破棄されることがあります。
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prfed

名称

トレース情報ファイルの編集出力

形式
prfed 〔-d〕 〔-m〕 〔-v〕 〔-T 〔開始時刻〕〔,終了時刻〕〕 〔-r ランID〕
      〔-p プロセスID〔,プロセスID〕…〕
      〔トレースデータファイル名〔 トレースデータファイル名〕…〕

機能

prfトレース情報を入力し，トレース情報を編集出力します。

オプション

● -d

詳細情報をダンプ形式で出力します。

-vオプションと同時に指定した場合，詳細情報はアスキー文字列および 16進数字でそれ
ぞれ出力します。ただし，アスキー文字列はダブルクォーテーション（"）で囲み，印字
できない文字はピリオド（.）で表示します。また，詳細情報のアスキー文字列にダブル
クォーテーション（"）が現れるごとに，ダブルクォーテーション（"）を１文字追加出力
します。

● -m

TP1/Message Queueのイベント IDの情報を出力します。

● -v

編集結果を csv形式で出力します。

● -T　〔開始時刻〕〔,終了時刻〕

指定された時刻内に取得されたトレース情報だけ出力します。

開始時刻は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指
定します。

開始時刻，または終了時刻のどちらか一方を必ず指定してください。開始時刻の指定を
省略すると，先頭から指定した終了時刻までが出力範囲となります。終了時刻の指定を
省略すると，指定した開始時刻から最後までが出力範囲となります。

開始時刻，および終了時刻は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。
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mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-Tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -r　ラン ID

指定されたラン IDを持つ情報だけ編集出力します。

● -p　プロセス ID

指定されたプロセス IDの情報だけ編集出力します。プロセス IDは複数指定できます。

コマンド引数

●トレースデータファイル名　　～〈パス名〉

prfgetコマンドで取り出したトレースデータが格納されているファイルを指定します。
トレースデータファイル名を指定しない場合，標準入力からデータを入力します。また，
複数のノードで取得されたトレースデータファイルを同時に指定した場合は，取得時刻
順に並べ替えて出力することができます。

出力形式

●オプションを省略した場合
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各出力項目の説明は，次に示す「-dオプションを指定した場合」を参照してください。

● -dオプションを指定した場合

トレースデータとして LCK性能検証用トレース情報ファイル，および TRNイベントト
レース情報ファイルを指定した場合の出力形式を次に示します。

LCK性能検証用トレース情報ファイルを指定した場合の出力形式

TRNイベントトレース情報ファイルを指定した場合の出力形式

• 1，および 2：1行で表示します。
• aaa：レコード状態（3文字）
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• Rec…正常レコード
• Err…エラーレコード

• bbbb：ノード ID（4文字以内）
• cc....cc：ラン ID（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• dd....dd：トレース情報を取得したプロセスのプロセス ID（10進 10けた以内）
• eeeee：該当プロセスでのトレース通番（10進 5けた以内）
• ffffff：イベント ID（16進 6けた（先頭の 0xを含む））
• gggg：トレースを取得した時刻（年）
• hh：トレースを取得した時刻（月）
• ii：トレースを取得した時刻（日）
• jj：トレースを取得した時刻（時）
• kk：トレースを取得した時刻（分）
• ll：トレースを取得した時刻（秒）
• mmm：トレースを取得した時刻（ミリ秒）
• nnn：トレースを取得した時刻（マイクロ秒）
• ooo：トレースを取得した時刻（ナノ秒）
• AA....AA：イベントの発生したサーバ名（8文字以内）
• pp....pp：リターンコード（10進 11けた以内（先頭の符号を含む））
• qqqq：クライアント OpenTP1識別子（4文字以内）
• rr....rr：クライアント通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• ssss：サーバ OpenTP1識別子（4文字以内）
• tttt：ルート OpenTP1識別子（4文字以内）
• uu....uu：ルート通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• vv....vv：サービスグループ名（32文字以内）
• ww....ww：サービス名（32文字以内）
• xx....xx：グローバルトランザクション ID（128文字以内）
該当するイベント IDを取得していない場合は，'＊ 'で表示されます。

• y：ダンプ情報
• BB....BB：イベント種別（32文字以内）

trn_prf_event_trace_conditionオペランドに xafuncを指定した場合は，XA関数名が
出力されます。trn_prf_event_trace_conditionオペランドに trnserviceを指定した場
合は，次に示すイベント種別が出力されます。

イベント タイミング イベント種別

トランザクション管理サービス 開始中 trnd starting

開始完了 trnd started

終了中 trnd ending

終了完了 trnd ended

トランザクション回復サービス 開始中 trnrvd starting
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• CCC：取得タイミング（3文字以内）
• DD....DD：リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子（33文字以内）
• EE....EE：OpenTP1がリソースマネジャに対して割り当てたトランザクション識別
子（16進 80けた）

• FF....FF：内部コード 1（6文字以内）
• GGGG：内部コード 2（4文字以内）
• HH....HH：リソースマネジャ名（10文字以内）
• III：排他要求元種別（3文字）
• UAPからの排他要求時：usr
• OpenTP1内部での排他要求時：dam，tam，mqaまたは trn

• JJ....JJ：排他資源名称（16文字以内）
• KK：排他制御モード（2文字）
• LL....LL：要求種別（20文字以内）
• MM....MM：オプションフラグ（25文字以内）
• NN....NN：内部情報 1（16文字）
• OO....OO：内部情報 2（16文字）
• PP....PP：内部情報 3（16進 10けた（先頭の 0xを含む））

注　トレースで取得されていない項目は '＊ 'で表示されます。

● -mオプションを指定した場合

開始完了 trnrvd started

回復開始 trnrvd recovery started

回復終了 trnrvd recovery ended

終了中 trnrvd ending

終了完了 trnrvd ended

リソースマネジャ監視サービス 開始中 trnrmd starting

開始完了 trnrmd started

終了中 trnrmd ending

終了完了 trnrmd ended

イベント タイミング イベント種別
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• 1，および 2：1行で表示します。
• aaa：レコード状態（3文字）
• Rec…正常レコード
• Err…エラーレコード

• bbbb：ノード ID（4文字以内）
• cc....cc：ラン ID（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• dd....dd：トレース情報を取得したプロセスのプロセス ID（10進 10けた以内）
• eeeee：該当プロセスでのトレース通番（10進 5けた以内）
• ffffff：イベント ID（16進 6けた（先頭の 0xを含む））
• gggg：トレースを取得した時刻（年）
• hh：トレースを取得した時刻（月）
• ii：トレースを取得した時刻（日）
• jj：トレースを取得した時刻（時）
• kk：トレースを取得した時刻（分）
• ll：トレースを取得した時刻（秒）
• mmm：トレースを取得した時刻（ミリ秒）
• nnn：トレースを取得した時刻（マイクロ秒）
• ooo：トレースを取得した時刻（ナノ秒）
• AA....AA：イベントの発生したサーバ名（8文字以内）
• pp....pp：リターンコード（10進 11けた以内（先頭の符号を含む））
• qqqq：クライアント OpenTP1識別子（4文字以内）
• rr....rr：クライアント通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• ssss：サーバ OpenTP1識別子（4文字以内）
• tttt：ルート OpenTP1識別子（4文字以内）
• uu....uu：ルート通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• vv....vv：サービスグループ名（32文字以内）
• ww....ww：サービス名（32文字以内）
• xx....xx：グローバルトランザクション ID（128文字以内）※

• zz....zz：キュー名（48文字以内）※
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• BB....BB：メッセージ識別子（16進 66けた（先頭の 0xを含む））※

• CC....CC：メッセージトークン（16進 18けた（先頭の 0xを含む））※

• y：ダンプ情報

注　トレースで取得されていない項目は '＊ 'で表示されます。

注※　該当するイベント IDを取得していない場合は，'＊ 'で表示されます。

● -vオプションを指定した場合

各出力項目の説明は，あとに示す「-dオプション，-mオプション，および -vオプショ
ンを指定した場合」を参照してください。

● -dオプションおよび -vオプションを指定した場合

各出力項目の説明は，あとに示す「-dオプション，-mオプション，および -vオプショ
ンを指定した場合」を参照してください。

● -mオプションおよび -vオプションを指定した場合

各出力項目の説明は，あとに示す「-dオプション，-mオプション，および -vオプショ
ンを指定した場合」を参照してください。

● -dオプション，-mオプション，および -vオプションを指定した場合
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• 1，および 2：1行で表示します。
• 2：トレースを取得したレコードごとに表示されます。
• aaa：レコード状態（3文字）
• Rec…正常レコード
• Err…エラーレコード

• bbbb：ノード ID（4文字以内）
• cc....cc：ラン ID（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• dd....dd：トレース情報を取得したプロセスのプロセス ID（10進 10けた以内）
• eeeee：該当プロセスでのトレース通番（10進 5けた以内）
• ffffff：イベント ID（16進 6けた（先頭の 0xを含む））
• gggg：トレースを取得した時刻（年）
• hh：トレースを取得した時刻（月）
• ii：トレースを取得した時刻（日）
• jj：トレースを取得した時刻（時）
• kk：トレースを取得した時刻（分）
• ll：トレースを取得した時刻（秒）
• mm....mm：トレースを取得した時刻（ナノ秒）
• nn....nn：イベントの発生したサーバ名（8文字以内）
• oo....oo：リターンコード（10進 11けた以内（先頭の符号を含む））
• pppp：クライアント OpenTP1識別子（4文字以内）
• qq....qq：クライアント通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• rrrr：サーバ OpenTP1識別子（4文字以内）
• ssss：ルート OpenTP1識別子（4文字以内）
• tt....tt：ルート通信番号（16進 10けた（先頭の 0xを含む））
• uu....uu：サービスグループ名（32文字以内）
• vv....vv：サービス名（32文字以内）
• ww....ww：グローバルトランザクション ID（128文字以内）
該当するイベント IDを取得していない場合は，'＊ 'で表示されます。

• xx....xx：キュー名（48文字以内）
• yy....yy：メッセージ識別子（16進 66けた（先頭の 0xを含む））
• zz....zz：メッセージトークン（16進 18けた（先頭の 0xを含む））
• AA....AA：詳細情報のアスキー文字列（256文字以内）
• BB....BB：詳細情報の 16進数字列（8文字ごとの△（半角スペース）を含み，575文
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字以内）
なお，トレースデータとして TRNイベントトレース情報ファイルを指定した場合の
詳細情報の構成は，次の表に示すとおりです。

注※
イベント種別は，次の表に示すとおりです。なお，表に記載されていないイベント種別は，
OpenTP1保守情報です。

項目 位置 長さ（バイト）

保守情報 1 0 4

保守情報 2 4 4

保守情報 3 8 4

保守情報 4 12 4

保守情報 5 16 4

リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子 20 36

トランザクション識別子 56 40

イベント種別※ 96 2

取得タイミング 0x10：IN，0x20または 0x30：OUT 98 1

保守情報 6 99 9

保守情報 7 108 4

保守情報 8 112 16

イベント種別 イベント名称

0x1001 trnd starting

0x1002 trnd started

0x1003 trnrmd starting

0x1004 trnrmd started

0x1005 trnrvd starting

0x1006 trnrvd started

0x1007 trn preending

0x1008 trn preended

0x1009 trnd ending

0x100a trnd ended

0x100b trnrmd ending

0x100c trnrmd ended

0x100d trnrvd ending

0x100e trnrvd ended

0x100f trnrvd recover started
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0x1010 trnrvd recover ended

0x2001 xa_open

0x2002 xa_close

0x2003 xa_start

0x2004 xa_end

0x2005 xa_rollback

0x2006 xa_prepare

0x2007 xa_commit

0x2008 xa_recover

0x2009 xa_forget

0x200a xa_complete

0x200b ax_reg

0x200c ax_unreg

0x2021 xa_done

0x2022 xa_ready

0x2023 xa_start_2

0x2024 xa_wait

0x2025 xa_wait_recovery

0x2041 ax_add_branch

0x2042 ax_commit

0x2043 ax_done

0x2044 ax_end

0x2045 ax_forget_branch

0x2046 ax_get_branch_info

0x2047 ax_prepare

0x2048 ax_ready

0x2049 ax_recover

0x204a ax_reg_2

0x204b ax_rollback

0x204c ax_set_branch_info

0x204d ax_start

0x204e ax_start_2

0x3000 dc_trn_begin

0x3001 dc_trn_chained_commit

0x3002 dc_trn_chained_rollback

イベント種別 イベント名称
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注　トレースで取得されていない項目は '＊ 'で表示されます。

出力メッセージ

注意事項
• このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。

TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了
承ください。

• オプションを省略した場合の出力形式で示されている表示例では，1レコード当たり
4行で出力されているように見えますが，実際は 2行で出力されています。このため，

0x3003 dc_trn_unchained_commit

0x3004 dc_trn_unchained_rollback

0x3005 dc_trn_get_xid

0x3006 dc_trn_info

0x4000 tx_begin

0x4001 tx_commit

0x4002 tx_open

0x4003 tx_close

0x4004 tx_rollback

0x4005 tx_info

0x4006 tx_set_commit_return

0x4007 tx_set_transaction_control

0x4008 tx_set_transaction_timeout

0x5000 trncmt

0x5001 trnrbk

0x5002 trnfgt

0x5003 trnstics

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26750-E コマンドが実行できませんでした 標準エラー出力

KFCA26751-E コマンドの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA26760-E prfトレースファイルのオープンに失敗しました 標準エラー出力

KFCA26761-E prfトレースファイルをアクセス中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA26762-E prfトレースファイルをアクセス中にデータ不正を検出しまし
た

標準エラー出力

KFCA26770-I ヘルプメッセージ 標準出力

イベント種別 イベント名称
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使用中のターミナルモードによっては表示がずれることがあります。このようなとき
は，vt100などのカラム数が 80けたのターミナルモードで使用してください。

• -dオプションを指定した場合の出力形式で示されている表示例のダンプデータ部分
は，システムまたはユーザによる固有データが含まれないレコードでは出力されませ
ん。

• 次に示すトレースは，プロセス内で同一のトレース番号を使用します。このため，こ
れらのトレースだけをコマンドで編集すると，「出力形式」に出力される該当プロセス
でのトレース通番（eeeee）は連番とならないことがあります。
• 性能検証用トレース
• XAR性能検証用トレース
• JNL性能検証用トレース
• LCK性能検証用トレース
• MCF性能検証用トレース
• TRNイベントトレース
• NAMイベントトレース
• プロセスサービスイベントトレース
• FILイベントトレース

トレース情報の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
• prfedコマンドの引数に，2ギガバイトを超えるトレースデータファイルを指定しない
でください。2ギガバイトを超えるトレースデータファイルを編集する場合は，次に
示す方法で prfedコマンドを実行してトレースファイルを編集してください。

標準入力からトレースデータを入力する場合
prfget 〔-a〕> prfトレース収集ファイル
cat prfトレース収集ファイル | prfed 〔各オプション〕 > トレース編集結果ファイ
ル

prfトレースファイル取得ディレクトリ（$DCDIR/spool/dcprfinf）下で実行する場合
prfgetコマンドを使用しないで，直接，prfトレースファイルを入力する方法で
す。直接，prfトレースファイルを入力するため，OpenTP1の停止後に実行して
ください。OpenTP1の起動中に実行した場合，prfトレースデータの入力でエ
ラーになることがあります。
cd $DCDIR/spool/dcprfinf
prfed 〔各オプション〕 prfトレースファイル〔 prfトレースファイル ....〕
895



13.　運用コマンドの詳細
prfget
prfget

名称

トレース情報ファイルの取り出し

形式
prfget 〔-a〕 〔-f ｛_tr｜_nm｜_xr｜_pr｜_mc｜_fl｜_jl｜_lk｝〕

機能

prfトレースファイルに格納されているトレース情報を取り出します。取り出す範囲は，
前回取り出したトレース情報の次のトレース情報からコマンドが入力された時点までに
なります。

オプション

● -a

prfトレースファイルに格納されているすべてのトレース情報を取り出します。通常は，
いちばん新しいラン IDで，取り出されていないトレース情報だけが取り出されますが，
このオプションを指定することで，古いラン IDを持つトレース情報を取り出すことがで
きます。

● -f　｛_tr｜ _nm｜ _xr｜ _pr｜ _mc｜ _fl｜ _jl｜ _lk｝

イベントトレース情報を取得します。

　_tr：TRNイベントトレース情報を取得します。

　_nm：NAMイベントトレース情報を取得します。

　_xr：XARイベントトレース情報を取得します。

　_pr：プロセスサービスのイベントトレース情報を取得します。

　_mc：MCF性能検証用トレース情報を取得します。

　_fl：FILイベントトレース情報を取得します。

　_jl：JNL性能検証用トレース情報を取得します。

　_lk：LCK性能検証用トレース情報を取得します。

イベントトレース情報を取り出す場合以外は，このオプションを指定しないでください。
また，このオプションには _tr，_nm，_xr，_pr，_mc，_fl，_jlまたは _lk以外は指定し
ないでください。イベントトレース情報の取り出し方法については，マニュアル
「OpenTP1 解説」の，イベントトレースについての説明を参照してください。
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出力メッセージ

注意事項
• このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。

TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了
承ください。

• 前回取り出した情報の次の情報が失われている場合は，取り出していないいちばん古
い情報からコマンドが入力された時点までが対象になります。

• prfgetコマンドは，トレース情報の取り出しに成功すると，引き継ぎファイル※を作
成することで最終位置を記憶します。そのため，引き継ぎファイルの作成に失敗する
と，すでに取り出したトレース情報を取り出すことがあります。

• prfgetコマンドが動作中に，並行して prfgetコマンドを動作させることはできませ
ん。

注※
引き継ぎファイルの内容は，最後に出力した prfファイルのファイルヘッダと同一
の内容になっています。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26750-E コマンドが実行できませんでした 標準エラー出力

KFCA26751-E コマンドの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA26760-E prfトレースファイルのオープンに失敗しました 標準エラー出力

KFCA26761-E prfトレースファイルをアクセス中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA26762-E prfトレースファイルをアクセス中にデータ不正を検出しまし
た

標準エラー出力

KFCA26771-I ヘルプメッセージ 標準出力
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queinit

名称

メッセージキュー用物理ファイルの割り当て

形式
queinit 〔-r〕 〔-s レコード長〕 〔-n レコード数〕 物理ファイル名

機能

メッセージキューサービスがメッセージキューとして使用する物理ファイルを割り当て
ます。

queinitコマンドを入力する前に OpenTP1ファイルシステムを初期設定していない場合
は，初期設定してください。

オプション

● -r

指定したファイルがすでにあり，再び物理ファイルを割り当てるときに指定します。こ
のオプションの指定を省略すると，指定したファイルがすでにあった場合，エラーにな
ります。

● -s　レコード長

～ ((ファイルシステム初期設定時に指定したセクタ長～ 32768（32K）バイトで，セク
タ長の倍数 ))《2048》（単位：バイト）

レコード長を指定します。

● -n　レコード数　　～ ((1～ 262144))《4096》

レコード長に指定した長さのレコード領域を，何レコード分確保するかを指定します。

コマンド引数

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

物理ファイルとして割り当てるファイル名を完全パス名で指定します。
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quels

名称

キューグループの状態表示

形式
quels 〔-f〕 〔-q メッセージキューサービス名〕 〔キューグループID〕

機能

キューグループごとに，物理ファイル，およびキューファイルの状態を標準出力に出力
します。ただし，quelsコマンドを入力する前に，メッセージキューサービスが起動され
ている必要があります。

オプション

● -f

キューグループごとに，キューファイルの状態を表示するときに指定します。

このオプションの指定を省略すると，物理ファイルの状態だけが表示されます。

● -q　メッセージキューサービス名　　～〈識別子〉《que》

状態を表示するキューグループ IDを管理しているメッセージキューサービスの名称を指
定します。

コマンド引数

●キューグループ ID　　～〈識別子〉

状態を表示するキューグループ IDを指定します。

このコマンド引数の指定を省略すると，-qオプションで指定したメッセージキューサー
ビスが管理するすべてのキューグループの状態が表示されます。

出力形式

• 1：-fオプションがあるときだけ，キューファイル数分繰り返し表示されます。
• aaaaaaaa：キューグループ ID
• bbbb：物理ファイルのレコード長
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• cccc：物理ファイルのレコード数
• dddd：使用中のレコード数
• eeee：未使用のレコード数
• ff....ff：物理ファイルのパス名
• gg：キューファイルのレコード数が物理ファイルのレコード数に占める割合（％）（小
数点以下切り捨て）

• hhhh：キューファイル中の保持メッセージ数
• iii：キューファイル中の取り出し待ちメッセージ数
• jjj：キューファイル中の仕掛り中のメッセージ数
• kk：キューファイル中の READY状態のメッセージ数
• llllllll：キューファイル名

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01323-E コマンド引数の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01324-E キューグループ IDの形式が誤っています 標準エラー出力

KFCA01325-E 指定したキューグループ IDはありません 標準エラー出力

KFCA01326-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01329-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01339-E メッセージキューサービス名の指定が誤っています 標準エラー出力

KFCA01360-E プログラムに異常が発生しました 標準エラー出力，
メッセージログ
ファイル

KFCA01361-E 実行環境が整っていません 標準エラー出力
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querm

名称

メッセージキュー用物理ファイルの削除

形式
querm 物理ファイル名

機能

queinitコマンドで，メッセージキュー用に割り当てた物理ファイルを削除します。

ただし，指定した物理ファイルがオンラインで使用中の場合は，削除できません。この
場合，エラーメッセージが出力されます。

コマンド引数

●物理ファイル名　　～〈パス名〉

削除する物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。
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rapdfgen

名称

リモート API機能に使用する定義の自動生成

形式
rapdfgen rapリスナーサービス定義ファイル名 ｜ -m rapクライアントマネジャサー
ビス定義ファイル名

機能

リモート API機能を実行するために必要な定義を生成します。

ユーザ作成の rapリスナーサービス定義に対してこのコマンドを実行すると，rapリス
ナー用ユーザサービス定義と rapサーバ用ユーザサービス定義を，$DCCONFPATH下
に出力します。また，ユーザ作成の rapクライアントマネジャサービス定義に対してこ
のコマンドを実行すると，rapクライアントマネジャ用ユーザサービス定義を
$DCCONFPATH下に出力します。rapリスナーサービス定義，および rapクライアン
トマネジャサービス定義の詳細については，マニュアル「OpenTP1 システム定義」を参
照してください。

それぞれの出力ファイル名を次に示します。

• rapリスナー用ユーザサービス定義：rapリスナーサービス定義名
• rapサーバ用ユーザサービス定義：rapリスナーサービス定義名 +S
• rapクライアントマネジャ用ユーザサービス定義：rapクライアントマネジャサービ
ス定義名

オプション

● -m rapクライアントマネジャサービス定義ファイル名　　～〈パス名〉

rapクライアントマネジャサービス定義を格納しているファイル名を指定します。

rapクライアントマネジャサービス定義ファイル名は 1から 8文字の識別子です。完全
パス名で指定されていない場合 (先頭が '/'で始まらない場合 )の定義ファイルの格納先
は，カレントディレクトリであると仮定されます。

コマンド引数

● rapリスナーサービス定義ファイル名　　～〈パス名〉

rapリスナーサービス定義を格納しているファイル名を指定します。

rapリスナーサービス定義ファイル名は 1から 7文字の識別子です。完全パス名で指定
されていない場合 (先頭が '/'で始まらない場合 )の定義ファイルの格納先は，カレント
ディレクトリであると仮定されます。
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出力メッセージ

注意事項
• rapリスナーサービス定義および rapクライアントマネジャサービス定義は，

$DCCONFPATH下には置かないでください。これらの定義ファイルは，rapdfgenコ
マンドの入力となる定義ファイルであり，$DCCONFPATH下に置いた場合，コマン
ドによって作成された rapリスナー用ユーザサービス定義または rapクライアントマ
ネジャ用ユーザサービス定義に上書きされてしまいます。$DCCONFPATH下に置い
た場合の動作は保証しません。

• rapdfgenコマンドによって作成された rapリスナー用ユーザサービス定義，rapサー
バ用ユーザサービス定義，および rapクライアントマネジャ用ユーザサービス定義は，
$DCCONFPATH下にあることを前提としているため，$DCCONFPATH下から
$DCUAPCONFPATH下に移動しないでください。$DCUAPCONFPATH下に移動し
た場合の動作は保証しません。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26911-E rapdfgenコマンドでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA26912-E 定義の指定値に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA26919-I rapdfgenコマンドの使用方法 標準出力
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rapls

名称

rapリスナーおよび rapサーバの状態表示

形式
rapls rapリスナー名 〔〔rapリスナー名〕…〕

機能

指定した rapリスナーおよび rapサーバの情報を，標準出力に出力します。

コマンド引数

● rapリスナー名

状態を表示したい rapリスナー名を指定します。

出力形式

• aa...aa：rapリスナー名（7文字以内）
• bbbb：rapリスナーの状態
• Init…サービス開始中
• Serv…サービス中
• Term…サービス終了中

• ccccc：ポート番号
• ddd：稼働中のサーバ数
• eee：稼働中のサーバ数のうち現在サービス実行中のサーバ数
• ff...ff：コネクト中のクライアント数
• ggg：稼働中のリカバリ用待機サーバ数
• hhh：稼働中のリカバリ用待機サーバ数のうち，現在サービス実行中のサーバ数
• iiiii：サーバのプロセス ID
• j：サーバの実行状態
• I…サーバ開始中または再開始処理中
• F…未スケジュール
• S…サービス実行中
• T…サーバ終了処理中

• k：サーバのトランザクションモード
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• T…トランザクションモード
• －…非トランザクションモード

• l：サーバの RPC実行モード
• －…通常 RPC実行モード
• C…連鎖 RPC実行モード

• mmm.mmm.mmm.mmm：該当するサーバでサービス中のクライアントの IPアドレ
ス

• yyyy/mm/dd HH:MM:SS：各処理時刻

なお，サーバの実行状態が 'S'（サービス実行中）以外の場合，サーバ割り当て時刻およ
びサーバ最終要求受付時刻には '----/--/-- --:--:--'が表示されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26911-E コマンド実行中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA26922-I raplsコマンドの使用方法 標準出力

KFCA27750-E コマンド実行中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA27751-W 指定された rapリスナーは未起動です 標準エラー出力
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rapsetup

名称

リモート API機能の実行環境の設定

形式
rapsetup 〔-d〕 〔ユーザプログラムファイルディレクトリ〕

機能

リモート API機能を実行するために必要な環境設定をします。

オプション

● -d

OpenTP1実行環境からリモート API機能の実行環境を削除します。

コマンド引数

●ユーザプログラムファイルディレクトリ　　～〈パス名〉

ユーザプログラムファイルを格納するディレクトリを指定します。省略した場合は，
$DCDIR/aplibが仮定されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26911-E rapsetupコマンドでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA26918-I rapsetupコマンドの使用方法 標準出力
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rpcdump

名称

RPCトレースの出力

形式
rpcdump 〔｛-r｜-m｝〕 〔｛-c｜-f｝〕 〔-d 電文長〕
        〔-t 〔開始〕〔,終了〕〕
        〔-s サービスグループ名〔,サービス名〕…〕
        〔-b ノード識別子〔,ノード識別子〕…〕
        〔-v サーバ名〔,サーバ名〕…〕
        〔-p プロセスID〔,プロセスID〕…〕
        〔-x xid〔,xid〕…〕
        〔-n 〔開始トレース番号〕〔,終了トレース番号〕〕
        〔RPCトレースファイル名〕

機能

指定した RPCトレースファイルのトレース情報を編集して，標準出力に出力します。

オプション

● -r

編集した結果を RPCトレースファイルの形式で出力します。

● -m

RPCトレースの概要情報を出力します。

このオプションを指定すると，-c，-f，および -dオプションの指定は無効になります。

● -c

コール元とコール先のコール関係を抽出して編集し，コール関係にあるトレース情報単
位に出力します。トレース情報単位の出力順序は，ほかのオプションの出力条件に従っ
て時系列にソートした順序です。

ほかのオプションを指定して抽出されたトレース情報とコール関係にあるトレース情報
は，ほかのオプションの出力条件に合わなくても出力されます。

● -f

RPCの一連のフローを抽出して編集し，ネスト関係にあるトレース情報単位に出力しま
す。トレース情報単位の出力順序は，ほかのオプションの出力条件に従って時系列に
ソートした順序です。

ほかのオプションを指定して抽出されたトレース情報と同一のフロー内のトレース情報
は，ほかのオプションの出力条件に合わなくても出力されます。
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-c，および -fオプションを両方とも指定をしないと，RPCトレース情報が時系列に表示
されます。

● -d　電文長　　～ ((0～ 4096))

指定した長さの電文の内容を出力します。

このオプションの指定を省略すると，すべての電文の内容が出力されます。

● -t　〔開始〕〔，終了〕

トレース情報の出力範囲をトレース取得日時で指定します。

開始には，出力を開始する日時を指定します。終了には出力を終了する日時を指定しま
す。

開始，および終了は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの
範囲で指定します。

開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
RPCトレースファイルの先頭から指定した終了時刻までが出力範囲になります。終了の
指定を省略すると，指定した開始時刻から RPCトレースファイルの最後までが出力範囲
になります。

開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見なさ
れます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見なされ
ます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省略した
場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合は，
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「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -s　サービスグループ名〔，サービス名〕　　～〈1～ 31文字の識別子〉

特定のサービスのコール先トレース情報も含めたトレース情報を編集して出力する場合，
サービスグループ名，およびサービス名を指定します。

サービスグループに複数のサービスを指定できます。複数のサービスを指定する場合，
サービス名とサービス名との間をコンマ（，）で区切ります。

サービス名の指定を省略すると，指定したサービスグループのすべてのサービスのト
レース情報が編集されて出力されます。

サービス名だけを指定することはできません。

XATMIリクエスト／レスポンス型通信のサービスを指定する場合，サービスグループ名
には SPPのサービス定義で指定した名称を指定します。XATMI会話型通信のサービス
名は指定できません。

● -b　ノード識別子　　～〈4文字の識別子〉

指定したノード識別子の OpenTP1ノードで取得したトレース情報を出力します。シス
テム共通定義に指定したノード識別子を指定してください。

複数のノード識別子を指定する場合は，ノード識別子名とノード識別子名との間をコン
マ（，）で区切ります。

● -v　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

指定したサーバで取得したトレース情報を出力します。

複数のサーバ名を指定する場合は，サーバ名とサーバ名との間をコンマ（，）で区切りま
す。

● -p　プロセス ID　　～ ((0～ 2147483647))

指定したプロセスで取得したトレース情報を出力します。

複数のプロセスを指定する場合は，プロセス IDとプロセス IDとの間をコンマ（，）で
区切ります。

● -x　xid　　～〈1～ 8けたの 16進数字〉((0～ ffffffff))

指定したグローバルトランザクション識別子のシーケンシャル番号のトレース情報が出
力されます。

複数の xidを指定する場合は，xidと xidとの間をコンマ（，）で区切ります。
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● -n　〔開始トレース番号〕〔，終了トレース番号〕　　～ ((1～ 2147483647))

開始トレース番号から終了トレース番号までのトレース情報を出力します。

トレース番号とは，RPCトレースファイル内のトレース情報の通番です。

開始トレース番号の指定を省略すると，RPCトレースファイルの先頭から指定した終了
トレース番号までが出力範囲となります。

終了トレース番号の指定を省略すると，指定した開始トレース番号から RPCトレース
ファイルの最後までが出力範囲となります。

開始トレース番号，または終了トレース番号のどちらか一方は，必ず指定してください。

コマンド引数

● RPCトレースファイル名　　～〈パス名〉

トレース情報を編集する RPCトレースファイルの名称を指定します。次のどれかの名称
を指定してください。

• システム共通定義，またはユーザサービス定義の rpc_trace_nameで指定したファイ
ルの名称

• rpcmrgコマンドの実行結果を格納したファイルの名称
• -rオプション指定の rpcdumpコマンドの実行結果を格納したファイルの名称

このコマンド引数の指定を省略すると，$DCDIR/spool/rpctrから編集されて出力されま
す。

なお，パス名に含まれる RPCトレースファイルの名称（デフォルト：rpctr）の最大長
は，13文字です。

出力形式

● -mオプションを指定した場合

• 1：ノード識別子，サーバ名，サービスグループ名，サービス名で特定される RPC電
文，または XATMI会話型の電文ごとに概要情報を編集して出力します。

• ff...ff：RPCトレースファイルの名称
• oo...oo：編集対象となった最も古いトレース情報の日時
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• nn...nn：編集対象となった最新のトレース情報の日時
• aaaa：RPCトレースを取得したノード識別子（4文字）
• bb...bb：RPCトレースを取得したサーバ名（8文字以内）
• cc...cc：RPC電文受信先のサービスグループ名（31文字以内）

XATMI会話型の電文の場合は '****'が表示されます。
• dd...dd：RPC電文受信先のサービス名（31文字以内）

XATMI会話型の電文の場合は '****'が表示されます。
• eee：プロセス ID（10進数　左詰め）
• ff...ff：RPC要求電文，または XATMI要求電文の送信電文数（10進数　左詰め）
• gg...gg：RPC要求電文，または XATMI要求電文の受信電文数（10進数　左詰め）
• hh...hh：RPC応答電文，または XATMI応答電文の送信電文数（10進数　左詰め）
• ii...ii：RPC応答電文，または XATMI応答電文の受信電文数（10進数　左詰め）
• jj...jj：RPCエラー応答電文，または XATMIエラー電文の送信電文数（10進数　左
詰め）

• kk...kk：RPCエラー応答電文，または XATMIエラー電文の受信電文数（10進数　
左詰め）

● -r，および -mオプションを両方とも指定しない場合

• 1：RPC要求電文の送信時，または受信時にだけ表示します。
• 2：XATMI会話型通信時には，表示されないことがあります。
• 3：受信側のトレース情報の場合は送信元の情報を，送信側のトレース情報の場合は受
信先の情報を表示します。

• 4：XATMI関数を使用した通信のときだけ表示されます。ただし，電文種別，電文の
送信状態によっては表示されない項目があります。
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• 5：電文が終わるまで繰り返し表示します。
• 6：-dオプションで指定した電文の長さが 0の場合は表示されません。
• aa...aa ：RPCトレース種別
• Send…RPCの要求電文を送信しました
• Receive…RPCの要求電文を受信しました
• Send-Reply…RPCの応答電文を送信しました
• Recv-Reply…RPCの応答電文を受信しました
• Send-Error…RPCのエラー応答電文を送信しました
• Recv-Error…RPCのエラー応答電文を受信しました
• XATMI-R/R-Send…XATMIリクエスト／レスポンス型の要求電文を送信しました
• XATMI-R/R-Recv…XATMIリクエスト／レスポンス型の要求電文を受信しました
• XATMI-R/R-Send-Reply…XATMIリクエスト／レスポンス型の応答電文を送信し
ました

• XATMI-R/R-Recv-Reply…XATMIリクエスト／レスポンス型の応答電文を受信しま
した

• XATMI-R/R-Send-Error…XATMIリクエスト／レスポンス型のエラー電文を送信し
ました

• XATMI-R/R-Recv-Error…XATMIリクエスト／レスポンス型のエラー電文を受信し
ました

• XATMI-CNV-Send…XATMI会話型の要求電文を送信しました
• XATMI-CNV-Recv…XATMI会話型の要求電文を受信しました
• XATMI-CNV-Send-Error…XATMI会話型のエラー電文を送信しました
• XATMI-CNV-Recv-Error…XATMI会話型のエラー電文を受信しました

• bbb：RPCトレースファイル内のトレース通番（10進数）
• ccc：ネスト表示（10進数）

RPCネストコールのルートで 1を表示し，ネスト数が増えるごとに 1を加えた値を表
示します。
CUP，他システム，および TP1/Server Base 03-00以前のシステムから RPCの電文
を受信した場合，または XATMI会話型の電文の場合は，0を表示します。ただし，
CUPからトランザクションを起動した場合は，CUPからの要求を受け付けるシステ
ムプロセスからの RPC要求がルートとなり，1を表示します。

• dd...dd：サーバ名（8文字以内）
シェル起動 SUPの場合は '****'が表示されます。

• eeee：OpenTP1ノードのノード識別子（4文字）
• fff.fff：RPCトレース取得元のノードアドレス（10進数　左詰め）
• ggggg：RPCトレース取得元のプロセス ID（10進数　左詰め）
• hhhhh：RPCトレース取得元の BSDソケットのポート番号（10進数　左詰め）
• ii...ii：RPCトレースファイルに電文を出力した時刻
（xxx.xxx  x hh:mm:ss xxxx   yyy:zzz）
出力例：Wed Jan  1 12:34:56 2003   789:012
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最後の「yyy:zzz」はそれぞれ次の情報を示しています。
yyy：ミリ秒
zzz：マイクロ秒
出力例では，電文を出力した時刻が 2003年 1月 1日水曜日 12時 34分 56.789012秒
であることを示しています。

• jj...jj：サービスグループ名（31文字以内）
• kk...kk：サービス名（31文字以内）
• ll...ll：連鎖 RPC表示
• Chained…連鎖 RPC実行中です
• Unchained…連鎖 RPCではありません

• mmm：グローバルトランザクション識別子のシーケンス番号（16進数　左詰め）
• nn...nn ：RPCの形態
• Reply…同期応答型 RPC
• Noreply…非応答型 RPC
• Nowait…非同期応答型 RPC
• Chained…連鎖 RPC

• oo：サービス要求のプライオリティ値（10進数　左詰め）
• xx...xx：通信相手の表示
• Send　source…通信相手は RPC電文を送信（RPCトレース出力元は RPC電文を
受信）

• Receive　destination…通信相手は RPC電文を受信（RPCトレース出力元は RPC
電文を送信）

• ppp.ppp：送信元，受信先のノードアドレス（10進数　左詰め）
• q：ネットワークの種類
• rrrrr：送信元，受信先の BSDソケットのポート番号（10進数　左詰め）
• sss：送信元のスレッド ID（10進数　左詰め）
• ttttt：電文のロケーション（16進数）
• uu...uu：1行につき最大 16バイトの電文本体（16進数）
• vv...vv：電文本体を ASCIIコードに変換した表示（16文字以内）
ただし，変換の結果，印字できない文字は，ピリオド（．）で表示します。

• AA...AA：XATMIのサービス名（31文字以内）
• BB...BB：バッファのタイプ名

X_OCTET，X_COMMON，または X_C_TYPEのどれかが表示されます。意味につ
いては，XATMIのマニュアルを参照してください。

• CC....CC：バッファのサブタイプ名（16文字以内）
バッファのタイプが X_OCTETの場合は表示されません。

• DD...DD：XATMI関数で指定した tpflagsの値（16進数）
値が 0の場合は表示されません。

• EE...EE：XATMI関数で発生したエラーコード（tperror）（16進数）
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• FF...FF：tprecv関数で発生したイベント
TREV_SENDONLY，TREV_SVCERR，TREV_SVCFAIL，TREV_SVCSUCC，ま
たは TREV_DISCONIMMのどれかが表示されます。意味については，XATMIのマ
ニュアルを参照してください。

• GG...GG：XATMI会話型通信時の call description（16進数）

出力メッセージ

注意事項
• rpcdumpコマンドで RPCトレースを出力すると，受信情報が送信情報より先に出力
されることがあります。これは，電文の送信完了後に，送信情報を RPCトレース
ファイルに書き込んでいるためです。

• -t，-s，-b，-v，-p，-n，および -xオプションで指定した条件は，すべて AND条件と
なります。

• rpcdumpコマンドは，RPCトレースファイルを退避するなどして，RPCトレースの
書き込みが行われない状態で入力してください。RPCトレース取得中に rpcdumpコ
マンドを入力すると，タイミングによっては RPCトレースファイルのアクセスエ
ラーが発生する場合があります。これは，RPCトレース編集中に RPCトレース書き
込みファイルが切り替わった時に発生します。

• システム共通定義，ユーザサービスデフォルト定義，またはユーザサービス定義に指
定した rpc_trace_sizeオペランドの指定値よりも大きい電文が送受信された場合，
rpcdumpコマンドが何も出力しなかったり，出力情報に抜けがあったりすることがあ
ります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00308-E RPCトレースファイルにデータがありません 標準エラー
出力

KFCA00310-E 指定した RPCトレースファイルはありません 標準エラー
出力

KFCA00312-E RPCトレースファイルに対するアクセスエ
ラーが発生しました

標準エラー
出力

KFCA00314-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00352-E RPCトレースファイルのデータが正しくあり
ません

標準エラー
出力
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rpcmrg

名称

RPCトレースのマージ

形式
rpcmrg RPCトレースファイル名 〔RPCトレースファイル名〕…

機能

指定した複数の RPCトレースファイルのトレース情報は時系列に並べられ，RPCト
レースファイルの形式で標準出力に出力されます。

指定した複数の RPCトレースファイルに同じトレース情報がある場合は，重複した情報
を削除します。

コマンド引数

● RPCトレースファイル名　　～〈パス名〉

マージする RPCトレースファイルの名称を指定します。次のどれかの名称を指定してく
ださい。

• システム共通定義，またはユーザサービス定義の rpc_trace_nameで指定したファイ
ルの名称

• rpcmrgコマンドの実行結果を格納したファイルの名称
• -rオプション指定の rpcdumpコマンドの実行結果を格納したファイルの名称

なお，パス名に含まれる RPCトレースファイルの名称（デフォルト：rpctr）の最大長
は，13文字です。

出力メッセージ

注意事項
• 各 OpenTP1で管理している時刻がずれている場合，実際に取得した順序と異なる順
序にトレース情報が並べられることがあります。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00308-E RPCトレースファイルにデータがありません 標準エラー出力

KFCA00310-E 指定した RPCトレースファイルはありません 標準エラー出力

KFCA00312-E RPCトレースファイルに対するアクセスエラーが発生しまし
た

標準エラー出力

KFCA00350-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00352-E RPCトレースファイルのデータが正しくありません 標準エラー出力
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• 次に示す条件を満たす場合，rpcmrgコマンドが何も出力しない，または出力情報に抜
けが発生します。
システム共通定義，ユーザサービスデフォルト定義，またはユーザサービス定義に指
定した rpc_trace_sizeオペランドの指定値よりも大きい電文が送受信された場合，ま
たは指定した複数の RPCトレースファイルにまたがって電文が出力された場合。
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rpcstat

名称

一時クローズ処理の実行状態の表示

形式
rpcstat

機能

OpenTP1管理下のプロセスの一時クローズ処理の実行状況を表示します。このコマンド
で表示する情報は，統計情報ではなくコマンド入力時点での一時クローズ処理の実行状
況です。

出力形式

• aa..aa：プロセス ID
• bb..bb：サーバ名称
• cc..cc：プロセス間通信で使用できるソケットの最大数
• dd..dd：ソケットの一時クローズ開始数パーセンテージ（単位：%）
• ee..ee：ソケットの一時クローズ非対象数パーセンテージ（単位：%）
• ff..ff：プロセス間通信で使用中のソケット数
• gg..gg：一時クローズ済みソケット数
• hh..hh：一時クローズ要求中ソケット数
• ii..ii：一時クローズ送信拒否ソケット数
• jj..jj：受信用ポート番号

注意事項
• シェル起動の SUPの情報は出力されません。
• 一時クローズ状態確認機能をサポートしていない OpenTP1でこのコマンドを実行す
ると，すべての値に 0が表示されます。

• OpenTP1が起動される前であっても，OpenTP1が使用する共用メモリが存在する場
合は，このコマンドを使用して情報を出力できます。
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rtsedit

名称

RTSログファイルの編集出力

形式
rtsedit ｛〔-m〕｜〔-e 項目ID〔,項目ID〕…〔-q〕〕
        〔-t〔開始時刻〕〔,終了時刻〕〕
        〔-u 編集単位〔-s サーバ名〕〔-v サービス名〕〕
        〔-i 編集時間間隔〕
        〔-o 出力先ファイル名〔-l 行〕〕｝
          RTSログファイル名〔〔△RTSログファイル名〕…〕

機能

RTSログファイルからリアルタイム統計情報を収集し，編集後，CSV形式でファイルま
たは標準出力へ出力します。

オプション

● -m

コマンド引数で指定される RTSログファイルの管理情報を標準出力に出力します。

-mオプションを指定した場合，ほかのオプションは指定できません。

● -e　項目 ID　　～〈符号なし整数〉((1000～ 2147483647))

編集する項目 IDを指定します。

項目 IDの詳細については，「付録 E.5　リアルタイム統計情報」を参照してください。

● -q

-eオプションで指定した項目 IDのリアルタイム統計情報が存在しない区間の，項目数，
最大値，最小値および平均値に '-'を出力します。

このオプションは，-eオプションを指定した場合だけ有効です。

このオプションの指定を省略した場合，リアルタイム統計情報が存在しない区間に '-'を
出力しません。

● -t　〔開始時刻〕〔,終了時刻〕

編集範囲を指定します。開始時刻には，編集対象とするリアルタイム統計情報の開始時
刻を指定します。終了時刻には編集対象とするリアルタイム統計情報の終了時刻を指定
します。

開始時刻は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指
定します。
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開始時刻，または終了時刻のどちらか一方を必ず指定してください。開始時刻の指定を
省略すると，RTSログファイルの先頭から指定した終了時刻までが出力範囲になります。
終了時刻の指定を省略すると，指定した開始時刻から RTSログファイルの最後までが出
力範囲になります。

開始時刻，および終了時刻は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始時刻，または終了時刻の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻
と見なされます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と
見なされます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。
省略した場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合
は，「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，指定したファイル内のすべての情報を編集出力しま
す。

● -u　編集単位　　～〈all〉

編集単位を指定します。

　sys：システム全体で取得したリアルタイム統計情報を編集します。

　svc：サーバ単位，またはサービス単位で取得したリアルタイム統計情報を編集しま
す。

　all：すべてのリアルタイム統計情報（システム全体，全サーバ，および全サービス）
を編集します。
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● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の文字列〉

リアルタイム統計情報を編集したいサーバ，ポート番号，論理端末，または取得対象名 1
の名称を指定します。

-sオプションの指定は，-uオプションで svcを指定した場合に有効です。

● -v　サービス名　　～〈1～ 63文字の文字列〉

リアルタイム統計情報を編集したいサービス，ポート番号，論理端末，または取得対象
名 2の名称を指定します。

-vオプションの指定は，-uオプションで svcを指定した場合に有効です。

-uオプション，-sオプション，および -vオプションと編集対象の組み合わせを，以降の
表に示します。

表 13-11　rtseditコマンドのオプションと編集対象の組み合わせ

（凡例）
－：指定できません。

注※
リアルタイム統計情報サービス定義の rtsput定義コマンド，または rtsstatsコマンドで，-uオ
プションに objを指定して登録した取得対象の統計情報を編集対象とする場合の指定方法です。

● -i　編集時間間隔　　～〈符号なし整数〉((10～ 31536000))

統計情報を編集し，CSVファイルへ出力する間隔を，秒で指定します。

-iオプションの指定を省略した場合，RTSログファイルにリアルタイム統計情報を取得
した際の出力時間間隔（リアルタイム統計情報サービス定義の rts_trcput_intervalオペ
ランドの指定値）が -iオプションに仮定されます。

-uオプション
の指定

-sオプションの
指定

-vオプションの
指定

編集対象となるリアルタイム統計情報

sys － － システム全体の統計情報

svc サーバ名 サービス名 指定したサーバおよびサービスの統計情報

指定を省略 指定したサーバの統計情報

ポート番号※ IPアドレス※ 指定したサービス情報参照先ノードの統計情
報

論理端末名※ 指定を省略※ 指定した論理端末の統計情報

指定を省略 サービス名 指定したサービスの統計情報

サービスグルー
プ名※

指定したサービスグループの統計情報

指定を省略 システム全体を除いた，すべての統計情報

all － － すべての統計情報
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-iオプションの指定を省略して，かつコマンド引数に複数の RTSログファイルを指定し
た場合は，複数の RTSログファイルへの出力時間間隔のうち，最大値が -iオプションに
仮定されます。

-iオプションの指定値による，有効になる CSVファイルへの編集時間間隔の例を，次の
表に示します。

表 13-12　有効になる CSVファイルへの編集時間間隔の例

RTSログファイルへの出力時間間隔は，-mオプションを指定した rtseditコマンドを実
行すると確認できます。

● -o　出力先ファイル名　　～〈1～ 65文字のパス名〉

編集結果を出力する CSV形式のファイル名を指定します。

このオプションを省略した場合は，標準出力に出力します。

● -l　行　　～〈符号なし整数〉((1024～ 65535))

1ファイル（-oオプションに指定した CSV形式のファイル）に出力する行数を指定しま
す。

CSV形式のファイルの世代番号は 1から 999999までです。-lオプションで指定した行
数を出力したあとは，CSV形式のファイルの世代番号を 1ずつ増加させて出力を続けま
す。世代番号が 999999のファイルに出力したあとは，出力処理を終了します。

-lオプションの指定は，-oオプションを指定した場合に有効となります。

-lオプションの指定を省略した場合，CSV形式のファイルの世代番号を変更しないで，
すべてのデータを 1ファイルに出力します。

コマンド引数

● RTSログファイル名　　～〈1～ 65文字のパス名〉

RTSログファイルの名称を指定します。

例 RTSログファイルへの出力時間間隔（秒） -iオプション
の指定値

有効になる編
集時間間隔
（秒）

RTSログファ
イル 1

RTSログファ
イル 2

RTSログファ
イル 3

例 1 600 300 200 1000 1000

例 2 600 300 200 100 100

例 3 100 200 300 指定を省略 300
921



13.　運用コマンドの詳細
rtsedit
出力形式

● -mオプションを指定した場合（標準出力）

• 1：RTSログファイルごとに繰り返し表示します。
• aa...aa：読み込んだ RTSログファイルの名称
• bbbb：ノード識別子
• cccc/cc/cc cc:cc:cc：RTSログファイルの更新時間
• dd...dd：出力時間間隔
各 RTSログファイルの出力時間間隔を秒単位で出力します。

• ee...ee：読み込んだ RTSログファイルのバージョン番号
バージョンが 07-00の TP1/Server Baseで取得した RTSログファイルの場合は "1"
が，バージョンが 07-01以降の TP1/Server Baseで取得した RTSログファイルの場
合は "2"が出力されます。

 

● -mオプションを指定しない場合（CSV形式）

• 1，および 2：1行で表示します。
• 2：リアルタイム統計情報を取得しているサーバまたはサービスごとに，統計情報分繰
り返し表示します。

• aa...aa：読み込んだ RTSログファイル名
• bbbb/bb/bb bb:bb:bb：出力ファイルの作成時刻
• cccc/cc/cc cc:cc:cc：-tオプションで指定した開始時刻

-tオプションの指定を省略した場合は，'-'を表示します。
• dddd/dd/dd dd:dd:dd：-tオプションで指定した終了時刻

-tオプションの指定を省略した場合は，'-'を表示します。
• ee...ee：編集時間間隔
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RTSログファイルへの出力時間間隔と，-iオプションの指定値に基づいた，有効にな
る CSVファイルへの編集時間間隔

• ffff：ノード識別子
• gggg/gg/gg gg:gg:gg：リアルタイム統計情報の編集開始時刻
• hhhh/hh/hh hh:hh:hh：リアルタイム統計情報の編集終了時刻
• ii...ii：編集するサーバの名称
サーバ名に「_SYSTEM」が表示されて，かつサービス名に「△△△△」が表示され
た場合は，システム全体の統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対
象名 1を指定しないで取得したリアルタイム統計情報を示します。

• jj...jj：編集するサービスのサービス名
「****」が表示された場合は，サービス以外の処理単位で取得したリアルタイム統計情
報を示します。「△△△△」が表示された場合は，サーバ単位で取得したリアルタイム
統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対象名 2を指定しないで取得
したリアルタイム統計情報を示します。

• kk...kk：リアルタイム統計情報種別
• ll...ll：項目名
• mm...mm：項目 ID
• nn...nn：項目数
編集対象となるリアルタイム統計情報がない場合※は '-'を表示します。オーバフロー
が発生した場合は '****'を表示します。

• oo...oo：最大値
編集対象となるデータ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合
は '****'を表示します。

• pp...pp：最小値
編集対象となるデータ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合
は '****'を表示します。

• qq...qq：平均値
編集対象となるデータ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合
は '****'を表示します。

• rr...rr：リアルタイム統計情報の単位
• vv-rr：バージョン番号－リビジョン番号

注※
次に示す理由で編集対象となるリアルタイム統計情報がない場合に，-eオプション
および -qオプションを指定したときは，項目数，最大値，最小値および平均値に '-'
を表示します。
• -iオプションの指定値（編集時間間隔）が，RTSログファイルの出力時間間隔よ
りも小さい

• -iオプションの指定値（編集時間間隔）と RTSログファイルの出力時間間隔は等
しいが，リアルタイム統計情報の取得時に遅延が発生したため，編集時間間隔の
区間中に編集対象となるデータが存在しなかった
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• リアルタイム統計情報の出力の一時的な停止や，取得項目の削除によって，リア
ルタイム統計情報を取得していない区間が存在する

• コマンド引数に，取得時間が連続していない複数の RTSログファイルを指定した

出力メッセージ

注意事項
• バージョンが 07-00の TP1/Server Baseで取得した RTSログファイルを指定して編
集した場合，ジャーナル情報の write（項目 ID：1104）および read（項目 ID：
1107）の最大値，最小値，および平均値を '-'ではなく 0で出力します。

• バージョンが 07-00の TP1/Server Baseで取得した RTSログファイルとバージョン
が 07-01以降の TP1/Server Baseで取得した RTSログファイルを混在させ，RTSロ
グファイルの出力時間間隔よりも長い間隔に編集する場合，ジャーナル情報の write
（項目 ID：1104）および read（項目 ID：1107）の最小値は 0が出力されます。また，
平均値は実際の値よりも小さくなることがあります。

• コマンド引数に運用中の RTSログファイルを指定した場合，正しい情報が出力されな
いことがあります。

• KFCA32729-Eメッセージが出力された場合は，-lオプションの指定値を大きくする
か，またはコマンド引数に指定した RTSログファイルの個数を減らしたあとで，
rtseditコマンドを再実行してください。

• 異なる OpenTP1システム上で取得した RTSログファイルを複数指定する場合，ノー
ド IDが同一の RTSログファイルは指定しないでください。ノード IDが同一の RTS

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32714-E プロセスメモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32719-E コマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32720-E コマンドのオプションに指定された値が不正です 標準エラー出力

KFCA32721-E コマンドのコマンド引数の指定値が不正です 標準エラー出力

KFCA32725-E ファイル操作でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32726-E 指定されたファイルはすでに存在します 標準エラー出力

KFCA32727-E 指定されたファイルは RTSログファイルではありません 標準エラー出力

KFCA32728-E RTSログファイルの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32729-E 出力ファイルの世代数の限度を超えたので終了します 標準エラー出力

KFCA32730-E RTSログファイルへアクセス中に不正データを検出しました 標準エラー出力

KFCA32731-E 指定されたファイルは存在しません 標準エラー出力

KFCA32735-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32744-E ファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA32745-E 指定されたファイル名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32759-E RTSログファイルの内容が重複しているため編集できません 標準エラー出力
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ログファイルを指定すると，ノード IDが同一の統計情報として編集するか，または
KFCA32759-Eメッセージを出力してコマンドの処理を終了します。

• 次に示す条件での，RTSログファイル，-tオプションおよび -iオプションの指定の関
係を次の図に示します。
• RTSログファイルの出力時間間隔：30分
• -tオプションの指定値：084500,105500

図 13-3　RTSログファイルとオプションの指定の関係
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rtsls

名称

リアルタイム統計情報の標準出力への出力

形式
rtsls 〔-c〕〔-n 世代番号〕〔-m〕〔-l〕
      〔-e 項目ID〔,項目ID〕…
     ｜ -u 出力単位〔-s サーバ名〕〔-v サービス名〕〕

機能

RTSサービス用の共用メモリ上に取得した，リアルタイム統計情報サービスの管理情報，
およびリアルタイム統計情報を，標準出力に出力します。

出力するリアルタイム統計情報については，「付録 E.5　リアルタイム統計情報」を参照
してください。

オプション

● -c

標準出力へのリアルタイム統計情報の出力を CSV形式で行います。

● -n　世代番号　　～〈符号なし整数〉((1～ 3))

出力するリアルタイム統計情報の，RTSサービス用の共用メモリの世代番号を指定しま
す。

-nオプションの指定を省略した場合，取得が終了している世代番号の統計情報を出力し
ます。

● -m

リアルタイム統計情報サービスの管理情報を標準出力に出力します。

● -l

リアルタイム統計情報を取得しているサービス名および項目 IDの一覧を出力します。

● -e　項目 ID　　～〈符号なし整数〉((1000～ 2147483647))

出力するリアルタイム統計情報の項目 IDを指定します。

項目 IDについては，「付録 E.5　リアルタイム統計情報」を参照してください。

● -u　出力単位　　～〈all〉

出力単位を指定します。
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　sys：システム全体で取得したリアルタイム統計情報を出力します。

　svc：サーバ単位，またはサービス単位で取得したリアルタイム統計情報を出力しま
す。

　all：すべてのリアルタイム統計情報（システム全体，全サーバ，および全サービス）
を出力します。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の文字列〉

リアルタイム統計情報を出力したいサーバ，ポート番号，論理端末，または取得対象名 1
の名称を指定します。

-sオプションの指定は，-uオプションで svcを指定した場合に有効です。

● -v　サービス名　　～〈1～ 63文字の文字列〉

リアルタイム統計情報を出力したいサービス，ポート番号，論理端末，または取得対象
名 2の名称を指定します。

-vオプションの指定は，-uオプションで svcを指定した場合に有効です。

-uオプション，-sオプション，および -vオプションと出力対象の組み合わせを，以降の
表に示します。

表 13-13　rtslsコマンドのオプションと出力対象の組み合わせ

（凡例）
－：指定できません。

注※
リアルタイム統計情報サービス定義の rtsput定義コマンド，または rtsstatsコマンドで，-uオ
プションに objを指定して登録した取得対象の統計情報を出力対象とする場合の指定方法です。

-uオプションの
指定

-sオプションの
指定

-vオプションの
指定

出力対象となるリアルタイム統計情報

sys － － システム全体の統計情報

svc サーバ名 サービス名 指定したサーバおよびサービスの統計情報

指定を省略 指定したサーバの統計情報

ポート番号※ IPアドレス※ 指定したサービス情報参照先ノードの統計
情報

論理端末名※ 指定を省略※ 指定した論理端末の統計情報

指定を省略 サービス名 指定したサービスの統計情報

サービスグルー
プ名※

指定したサービスグループの統計情報

指定を省略 システム全体を除いた，すべての統計情報

all － － すべての統計情報
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-eオプション，または -uオプションの指定を省略すると，-uオプションで allを指定し
たと仮定されます。

出力形式

● -mオプションを指定した場合

出力形式を次に示します。

-mオプションおよび -cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形
式）。

• aaaa：OpenTP1のノード識別子
• bbbbbbbb：RTSサービス用の共用メモリの識別子（10進数）
• cccccccccc：RTSサービス用の共用メモリの番号（10進数）
• ddddd：リアルタイム統計情報サービスの状態
• START：開始状態

• eeee：最大取得サービス数（10進数）
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_service_maxオペランドで指定した最大取
得サービス数を表示します。

• ffff：統計情報を取得中のサービス数（10進数）
• gggg：未使用のサービス数（10進数）
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_service_maxオペランドで指定した最大取
得サービス数から，統計情報を取得中のサービス数を引いた値を表示します。
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• hhhh：最大取得項目数（10進数）
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_item_maxオペランドで指定した最大取得
項目数を表示します。

• iiiiii：取得時間間隔（10進数）
• jjj：スワップメッセージの出力要否
• YES：スワップメッセージを出力する
• NO：スワップメッセージを出力しない

• kk：RTSサービス用の共用メモリの，統計情報の取得領域の世代数（10進数）
• ll：統計情報を取得中の，RTSサービス用の共用メモリの，統計情報の取得領域の世
代番号（10進数）

• mmmm/mm/mm mm:mm:mm：統計情報の取得開始時間
統計情報の取得を開始していない場合は，'-'を表示します。

• nnnn/nn/nn nn:nn:nn：統計情報の取得終了時間
統計情報取得を終了していない場合は，'-'を表示します。

• ooo：RTSログファイルへの出力要否
• YES：RTSログファイルに出力する
• NO：RTSログファイルに出力しない

• ppppppp：RTSログファイルのサイズ（10進数）
• qq：RTSログファイルの世代数（10進数）
• rr：統計情報を出力中の RTSログファイルの世代番号（10進数）
• ss....ss：RTSログファイル名

● -lオプションを指定した場合

出力形式を次に示します。

-lオプションおよび -cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形
式）。

• 1：データのタイトル部分を表示します。
• 2：リアルタイム統計情報を取得しているサーバまたはサービス分繰り返し表示しま
す。

• aaaa：OpenTP1のノード識別
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• bb....bb：サーバ名
サーバ名に「_SYSTEM」が表示されて，かつサービス名に「△△△△」が表示され
た場合は，システム全体の統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対
象名 1を指定しないで取得したリアルタイム統計情報を示します。

• cc....cc：サービス名
「****」が表示された場合は，サービス以外の処理単位で取得したリアルタイム統計情
報を示します。「△△△△」が表示された場合は，サーバ単位で取得したリアルタイム
統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対象名 2を指定しないで取得
したリアルタイム統計情報を示します。

• dddd：取得中のリアルタイム統計情報の項目数（10進数）
• eeee：未使用項目数（10進数）
リアルタイム統計情報サービス定義の rts_item_maxオペランドで指定した最大取得
項目数から，取得中のリアルタイム統計情報の項目数を引いた値を表示します。

• ffffffffff：取得中のリアルタイム統計情報の項目 ID（10進数）

● -eオプションを指定した場合

出力形式を次に示します。

-eオプションおよび -cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形
式）。

• 1：データのタイトル部分を表示します。
• 2：項目 IDごとにリアルタイム統計情報を取得しているサーバまたはサービス分繰り
返し表示します。

• aaaa：OpenTP1のノード識別子
• bbbb/bb/bb bb:bb:bb：統計情報の取得開始時間
• cccc/cc/cc cc:cc:cc：統計情報の取得終了時間
• dd....dd：サーバ名
サーバ名に「_SYSTEM」が表示されて，かつサービス名に「△△△△」が表示され
た場合は，システム全体の統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対
象名 1を指定しないで取得したリアルタイム統計情報を示します。

• ee....ee：サービス名
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「****」が表示された場合は，サービス以外の処理単位で取得したリアルタイム統計情
報を示します。「△△△△」が表示された場合は，サーバ単位で取得したリアルタイム
統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対象名 2を指定しないで取得
したリアルタイム統計情報を示します。

• fff：リアルタイム統計情報種別
• gg....gg：項目名

CSV形式の場合だけ表示します。
• hhhhhhhhhh：項目 ID（10進数）
• iiiiiiiiii：統計情報の発生件数（10進数）
オーバフローが発生した場合は '****'を表示します。

• jjjjjjjjjj：統計情報の最大値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• kkkkkkkkkk：統計情報の最小値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• llllllllll：統計情報の平均値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• mm....mm：リアルタイム統計情報の単位
• n：RTSサービス用の共用メモリの，統計情報の取得領域の世代番号

● -uオプションを指定した場合

出力形式を次に示します。

-uオプションおよび -cオプションを指定したときの出力形式を次に示します（CSV形
式）。

• 1：データのタイトル部分を表示します。
• 2：リアルタイム統計情報を取得しているサーバまたはサービス分繰り返し表示しま
す。

• 3：サーバまたはサービスで取得しているリアルタイム統計情報分繰り返し表示しま
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す。
• aaaa：OpenTP1のノード識別子
• bbbb/bb/bb bb:bb:bb：統計情報の取得開始時間
• cccc/cc/cc cc:cc:cc：統計情報の取得終了時間
• dd....dd：サーバ名
サーバ名に「_SYSTEM」が表示されて，かつサービス名に「△△△△」が表示され
た場合は，システム全体の統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対
象名 1を指定しないで取得したリアルタイム統計情報を示します。

• ee....ee：サービス名
「****」が表示された場合は，サービス以外の処理単位で取得したリアルタイム統計情
報を示します。「△△△△」が表示された場合は，サーバ単位で取得したリアルタイム
統計情報を示します。「----」が表示された場合は，取得対象名 2を指定しないで取得
したリアルタイム統計情報を示します。

• fff：リアルタイム統計情報種別
• gg....gg：項目名

CSV形式の場合だけ出力します。
• hhhhhhhhhh：項目 ID（10進数）
• iiiiiiiiii：統計情報の発生件数（10進数）
オーバフローが発生した場合は '****'を表示します。

• jjjjjjjjjj：統計情報の最大値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• kkkkkkkkkk：統計情報の最小値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• llllllllll：統計情報の平均値（10進数）
データ値がない場合は '-'を表示します。オーバフローが発生した場合は '****'を表示
します。

• mm....mm：リアルタイム統計情報の単位
• n：RTSサービス用の共用メモリの，統計情報の取得領域の世代番号

 

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32712-E リアルタイム統計情報サービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32714-E プロセスメモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32719-E コマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32720-E コマンドのオプションに指定された値が不正です 標準エラー出力

KFCA32722-E 共用メモリを利用できないため処理を実行できません 標準エラー出力
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rtsls
注意事項
• -nオプションで指定した世代番号のリアルタイム統計情報の取得を開始していない場
合，リアルタイム統計情報は出力されません。

• -nオプションで指定した世代番号のリアルタイム統計情報の取得が終了していない場
合は，統計情報取得の開始時間から rtslsコマンドの実行までのリアルタイム統計情報
を出力します。

KFCA32723-E リアルタイム統計情報サービスが開始していないため処理を
実行できません

標準エラー出力

KFCA32736-I ヘルプメッセージ 標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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rtssetup
rtssetup

名称

リアルタイム統計情報サービスの実行環境の設定

形式
rtssetup 〔-d 〕〔サーバ格納先パス〕

機能

リアルタイム統計情報サービスを実行するために必要な環境設定をします。

オプション

● -d

OpenTP1実行環境からリアルタイム統計情報サービスの実行モジュール（rtssupおよび
rtsspp）および，ユーザサービス定義ファイル（RTSSUPおよび RTSSPP）を削除しま
す。

コマンド引数

●サーバ格納先パス　　～〈パス名〉

リアルタイム統計情報サービスの管理サーバ（RTSSUPおよび RTSSPP）を格納するパ
スを指定します。

サーバ格納先パスの指定を省略した場合は，$DCDIR/aplibが仮定されます。

出力メッセージ

注意事項
• 次に示すどちらかの場合，rtssetupコマンドは環境設定をしません。
• サーバ格納先パスに，rtssetupコマンドが作成する実行モジュール（rtssupおよび

rtsspp）と同一名称のファイルやディレクトリがある場合
• 環境変数 $DCCONFPATHで指定したパスに，rtssetupコマンドが作成するユーザ
サービス定義ファイル（RTSSUPおよび RTSSPP）と同一名称のファイルやディレ
クトリがある場合

• ユーザサービスデフォルト定義の uidオペランドに OpenTP1管理者以外のユーザを
指定する場合，リアルタイム統計情報サービス定義の rts_log_file_nameオペランド

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32719-E コマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32738-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32739-E コマンドの実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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rtssetup
には，uidオペランドに指定したユーザが書き込み権限を持つパスを指定してくださ
い。
リアルタイム統計情報サービスは，どのユーザ IDで起動したかには関係なく，RTS
ログファイルの出力先に対する書き込み権限があれば正常に動作し，権限がなければ
KFCA32734-Wメッセージを出力して RTSログファイルへの出力機能を停止します。
また，rtssetupコマンドで作成する定義ファイル（RTSSUPおよび RTSSPP）には
uidオペランド，および groupsオペランドを指定していません。このため，ユーザ
サービスデフォルト定義に uidオペランド，および groupsオペランドが指定されて
いる場合は，指定されたユーザおよびグループでリアルタイム統計情報サービスを起
動します。

• rtssetupコマンドが作成する実行モジュール（rtssupおよび rtsspp）およびユーザ
サービス定義ファイル（RTSSUPおよび RTSSPP）は，dcsetupコマンドでは削除で
きません。dcsetupコマンドを実行して，OpenTP1を OSから削除する前に，
rtssetupコマンドで実行モジュールおよびユーザサービス定義ファイルを削除してく
ださい。
実行モジュールおよびユーザサービス定義ファイルを残して OpenTP1を OSから削
除した場合，再度 OpenTP1を OSに登録したあとで，rtssetupコマンドで実行モ
ジュールおよびユーザサービス定義ファイルを削除および作成してください。
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rtsstats
rtsstats

名称

リアルタイム統計情報の設定変更

形式
rtsstats｛-a 〔-r〕｜-d ｝
        ｛-u sys｜
          -u srv -s サーバ名｜
          -u svc -s サーバ名 -v サービス名｜
          -u obj 〔-o 取得対象名1〕〔-b 取得対象名2〕｝
         〔-e 項目ID〔,項目ID〕…〕
         〔-f リアルタイム取得項目定義ファイル名〕

機能

リアルタイム統計情報の取得対象および取得項目の設定を変更します。

オプション

● -a

リアルタイム統計情報の取得対象および取得項目を追加します。

● -r

指定したリアルタイム統計情報の取得対象に取得項目を追加する場合に，それまでの取
得項目をすべて削除してから新しく取得項目を追加します。

-rオプションの指定を省略すると，それまでの取得項目を継続した上で新しく取得項目
を追加します。

● -d

リアルタイム統計情報の取得対象，または取得項目を削除します。

● -u　｛sys｜ srv｜ svc｜ obj｝

設定を変更するリアルタイム統計情報の取得対象の種別を指定します。

sys
システム全体の統計情報として取得する情報を変更します。
sysを指定した場合，リアルタイム統計情報サービス定義で指定した
rts_service_maxオペランドの値は消費しません。

srv
指定したサーバの統計情報の設定を変更します。
-sオプションにユーザサーバ名を指定して取得対象を追加した場合，次に示す統計
情報を取得します。
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rtsstats
• サーバ単位での統計情報
• 指定したユーザサーバのユーザサービス定義の serviceオペランドに定義されてい
るすべてのサービスの統計情報

• サービス以外の処理の統計情報

このため，取得対象の数は，serviceオペランドに指定したサービスの数に 2を加え
たものになります。
システムサーバや SUPなどの，サービスを持たないサーバ名を指定した場合は，
サーバ単位の統計情報だけを変更します。

svc
指定したユーザサーバのサービス単位で取得する統計情報を変更します。

obj
-oオプションと -bオプションを組み合わせて，統計情報の取得対象オブジェクトの
設定を変更します。
取得対象オブジェクトとオプションの組み合わせについては，-oオプションおよび
-bオプションの説明を参照してください。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字で先頭が英字の英数字列〉

設定を変更するサーバの名称を指定します。

-uオプションに srvまたは svcを指定した場合，必ず -sオプションを指定してくださ
い。-uオプションに sysまたは objを指定した場合，-sオプションは指定できません。

● -v　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

設定を変更するサービスの名称を指定します。

-uオプションに svcを指定した場合，必ず -vオプションを指定してください。-uオプ
ションに sys，srv，または objを指定した場合，-vオプションは指定できません。

● -o　取得対象名 1　　～〈1～ 8文字の文字列〉

　-b　取得対象名 2　　～〈1～ 63文字の文字列〉

-uオプションに objを指定した場合に，設定を変更する取得対象オブジェクト名を指定
します。

-oオプションおよび -bオプションで設定を変更できる取得対象オブジェクトを次の表に
示します。-uオプションに objを指定した場合は，必ず次の表に従って指定してくださ
い。
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rtsstats
表 13-14　rtsstatsコマンドのオプションと設定を変更できる取得対象オブジェクト

注※
システム共通定義の all_nodeオペランド，またはドメイン定義ファイルに指定したノードの IP
アドレスとポート番号を指定してください。

-uオプションに sys，srv，または svcを指定した場合，-oオプションおよび -bオプショ
ンは指定できません。

● -e　項目 ID　　～〈1000～ 9999の 10進数〉

追加または削除する項目の項目 IDを指定します。

項目 IDは 64個まで指定できます。項目 IDについては，「付録 E.5　リアルタイム統計
情報」を参照してください。

● -f　リアルタイム取得項目定義ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

追加または削除する項目を定義したリアルタイム取得項目定義ファイル名を指定します。

項目を追加する場合，指定したリアルタイム取得項目定義で Yを指定した項目を追加し
ます。

項目を削除する場合，指定したリアルタイム取得項目定義で Yを指定した項目を残して，
それ以外の項目を削除します。

出力メッセージ

-oオプションの指
定値

-bオプションの指定値 設定を変更できる取得対象オブジェクト

ポート番号※ IPアドレス※ 指定したサービス情報の参照先ノード

論理端末名 指定を省略 指定した論理端末

指定を省略 サービスグループ名 指定したサービスグループ名

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32712-E リアルタイム統計情報サービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32714-E プロセスメモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32719-E コマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32720-E コマンドのオプションに指定された値が不正です 標準エラー出力

KFCA32722-E 共用メモリを利用できないため処理を実行できません 標準エラー出力

KFCA32723-E リアルタイム統計情報サービスが開始していないため処理を
実行できません

標準エラー出力

KFCA32724-E 指定したリアルタイム統計情報の取得対象は登録されていま
せん

標準エラー出力

KFCA32737-I ヘルプメッセージ 標準出力
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rtsstats
注意事項
• rtsstatsコマンドを使用するためには，リアルタイム統計情報サービスの拡張機能
（RTSSPP）を開始している必要があります。
• rtsstatsコマンドで追加できるリアルタイム統計情報の取得対象の上限数は，リアル
タイム統計情報サービス定義の rts_service_maxオペランドに指定した値までです。
rts_service_maxオペランドの指定値は，オンライン中に変更できません。

• 一つの取得対象で取得できる項目の上限数は，リアルタイム統計情報サービス定義の
rts_item_maxオペランドに指定した値までです。rts_item_maxオペランドの指定値
は，オンライン中に変更できません。

• -aオプションを指定した場合に，-eオプションと -fオプションの指定を共に省略した
ときは，リアルタイム統計情報を格納する領域の確保だけを行い，取得する項目は設
定しません。この場合でも，リアルタイム統計情報の取得対象数は 1増加します。

• -dオプションを指定した場合に，-eオプションまたは -fオプションを指定したとき
は，取得する項目がすべて削除されても，リアルタイム統計情報の格納領域を解放し
ません。
格納領域を解放して取得対象の数を減らしたい場合は，-dオプションを指定し，-eオ
プションと -fオプションの指定を共に省略した rtsstatsコマンドを実行してくださ
い。

• リアルタイム統計情報サービス定義の rts_item_maxオペランドには，
dc_rts_utrace_put関数での取得項目数分の余裕を持った値を指定してください。
dc_rts_utrace_put関数で取得する項目は，rtsstatsコマンドによる取得の追加，およ
び削除ができないためです。

• rtsstatsコマンドによる取得対象や取得項目の変更は，すでにリアルタイム統計情報
の取得を終了した世代を含めた，RTSサービス用の共用メモリ上のすべての世代に対
して行われます。

• -uオプションに srvを指定した rtsstatsコマンドを実行して複数の取得対象を変更す

KFCA32742-E リアルタイム統計情報の取得対象の登録数が最大数に達して
いるため，取得対象の追加はできません

標準エラー出力

KFCA32743-E リアルタイム統計情報の取得項目の登録数が最大数に達して
いるため，項目の追加はできません

標準エラー出力

KFCA32752-E リアルタイム統計情報サービスの拡張機能が開始していない
ため処理を実行できません

標準エラー出力

KFCA32754-E RPCの実行でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32755-E リアルタイム統計情報サービスの拡張機能からの応答待ちで
タイムアウトが発生しました

標準エラー出力

KFCA32756-E リアルタイム統計情報サービスの拡張機能のサービス要求格
納領域が不足したため，処理を実行できません

標準エラー出力

KFCA32758-E 指定された定義ファイルの解析でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32760-E コマンドのオプションに指定された引数の数が不正です 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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rtsstats
る場合，一部の取得対象で，取得対象や取得項目が最大数に達して KFCA32742-E
メッセージまたは KFCA32743-Eメッセージが出力されたときでも，それ以外の，正
常に変更できる取得対象では処理を続行します。
取得対象または取得項目の最大数を超過したことで，複数の取得対象で取得対象また
は取得項目の登録ができなかった場合，エラーメッセージには最初にエラーが発生し
た取得対象名しか表示されません。登録できなかった取得対象または取得項目につい
ては，rtslsコマンドを使用して共用メモリの構成を確認してください。

• -uオプションに svcを指定した場合，-sオプションに指定したサーバ名や，-vオプ
ションに指定したサービス名が存在するかどうかのチェックは行いません。また，-u
オプションに objを指定した場合，-oオプションや -bオプションに指定した値が妥当
であるかどうかのチェックは行いません。不要な取得対象を登録した場合は，rtslsコ
マンドを実行して取得対象の構成を確認し，-dオプションを指定した rtsstatsコマン
ドを実行して削除してください。

• -uオプションに srvを指定して rtsstatsコマンドを実行したあとに，ユーザサービス
定義の serviceオペランドにサービスを追加または削除した場合，追加または削除し
たサービスは，統計情報の取得対象に反映されません。rtsstatsコマンドを実行した
あとに追加または削除したサービスを統計情報の取得対象にする場合は，rtsstatsコ
マンドを再実行してください。
また，rtsstatsコマンドを実行したあとに，サービス関数動的ローディング機能で
サービスを追加または削除した場合も，追加または削除したサービスは統計情報の取
得対象に反映されません。rtsstatsコマンドを実行したあとに，追加または削除した
サービスを統計情報の取得対象にする場合は，rtsstatsコマンドを再実行してくださ
い。
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scdchprc
scdchprc

名称

プロセス数の変更

形式
scdchprc ｛-a｜-s サーバ名｝ 〔-p 常駐プロセス数〔,最大プロセス数〕〕

機能

ユーザサーバ，および一部のシステムサーバの常駐プロセス数または最大プロセス数を
該当サーバ運用中に変更します。変更によってプロセス数の過不足が生じる場合，プロ
セスを終了または生成します。変更内容の有効期間は該当サーバが終了（強制終了を含
む）するまでです。システムの全面回復では引き継がれません。また，現在の設定値の
表示だけすることもできます。

オプション

● -a

デバッガと連動しているサーバを除く，すべてのキュー受信型のユーザサーバ，および
MHPをコマンドの対象とします。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

指定されたサーバをコマンドの対象とします。

システムサービスを指定する場合，このオプションを使用します。

指定できるシステムサービスのサーバ名は次のとおりです。

トランザクショナル RPC実行プロセス
サーバ名：_clttrn

CUP実行プロセス
サーバ名：_cltcon

● -p　常駐プロセス数〔,最大プロセス数〕　　～〈符号なし整数〉((0～ 1024))

変更後の常駐プロセス数または最大プロセス数を，ユーザサービス定義の
parallel_countオペランドの形式で指定します。

常駐プロセス数だけを指定した場合，最大プロセス数も同じ値に変更されます。その他
の指定規則については，ユーザサービス定義の parallel_countオペランドと同じです。
ユーザサービス定義の parallel_countオペランドについては，マニュアル「OpenTP1 シ
ステム定義」を参照してください。

なお，このオプションを省略した場合は，表示形式に従い現在の設定値を表示します。
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scdchprc
表示形式
 
サーバ数    aaaa                       1
サーバ名    起動時    変更後
bb....bb   cccc,dddd   eeee,ffff       2
 

• 1：-aオプション指定時だけ表示します。
• 2：-aオプション指定時は，この行をサーバ数の分だけ繰り返し表示します。
• aaaa：表示するサーバ数（10進数 4けた以内）
• bb....bb：サーバ名称（英数字 8けた以内）
• cccc：該当サーバ起動時の常駐プロセス数（10進数 4けた以内）
• dddd：該当サーバ起動時の最大プロセス数（10進数 4けた以内）
• eeee：scdchprcコマンドによる変更後の常駐プロセス数（10進数 4けた以内）
起動時から変更されていないサーバの場合，'****'が表示されます。

• ffff：scdchprcコマンドによる変更後の最大プロセス数（10進数 4けた以内）
起動時から変更されていないサーバの場合，'****'が表示されます。

出力メッセージ

注意事項
• このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。

TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，ご了
承ください。

• このコマンドは，ユーザサービス定義の parallel_countオペランドの指定値を変更す
るものではありません。

• コマンドの終了と実際のプロセス数の増減とは同期しません。また，プロセス数を減
少させる場合は，プロセスを正常終了させるので，プロセスの実行状態によってはプ
ロセス数の減少に時間が掛かる場合もあります。

• 最大プロセス数を起動中プロセス数よりも小さく変更する場合，該当サーバのサービ
ス要求滞留数に関係なく起動中プロセスを減らします（マルチサーバロードバランス
機能を無視して減らします）。

• 常駐プロセス数を大きくした場合，OpenTP1またはシステムの最大プロセス数を超
えるときはコマンドエラーとなります。

• 起動時は常駐サーバ（常駐プロセス数＝最大プロセス数）であるサーバを，非常駐

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00843-I コマンド処理を正常に処理しました メッセージログ
ファイル

KFCA00844-E コマンド処理に失敗しました メッセージログ
ファイル，
標準エラー出力

KFCA00883-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力
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サーバ（常駐プロセス数＜最大プロセス数）に変更した場合でも，非常駐プロセスに
関する次の定義オペランドに変更は反映されません。

ユーザサービス定義
termed_after_service
servcie_wait_time

ユーザサービスデフォルト定義
termed_after_service
servcie_wait_time

• 次のサーバは，scdchprcコマンドの対象外です。-sオプションに指定した場合，
KFCA00844-Eメッセージを出力してコマンドがエラーになります。
• SUP
• ソケット受信型サーバ
• デバッガ連動しているサーバ
• システムサービス（次のサーバを含む）
・RAPサーバ
・RTSSPP（リアルタイム統計情報サービスの拡張機能のサーバ）

• -aオプション指定時は，ユーザサーバプロセスの起動および訂正が集中するため，シ
ステムの負荷が増加することがあります。
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名称

スケジュールの閉塞

形式
scdhold ｛-a｜-s サーバ名 〔-c サービス名〕｜-ap｜-s サーバ名 -p｝

機能

スケジュールサービスの下で動作するサーバ，またはサービスのスケジュールを閉塞し
ます。ただし，サービスのスケジュールは，ユーザサービス定義に service_hold=Y
（サービス単位に閉塞する）と指定した場合だけ閉塞できます。

なお，MHP（ユーザサービス定義で type=MHPを指定したサーバ，またはユーザサー
ビスデフォルト定義で type=MHPを指定してある場合にユーザサービス定義の typeオ
ペランドの指定を省略したサーバ），およびシステムサービスに対するスケジュールは閉
塞できません。MHPに対するスケジュールはmcftdctsvコマンドで閉塞してください。

オプション

● -a

スケジュールサービスの下で動作する，MHPおよびシステムサービス以外のすべての
サーバのスケジュールを閉塞します。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名に指定したサーバのスケジュールを閉塞します。

● -c　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

-sオプションで指定したサーバの，指定したサービスのスケジュールが閉塞されます。

ユーザサービス定義で service_hold=Y（サービス単位に閉塞する）と指定していない
サーバの場合は，エラーメッセージ（KFCA00890-E）が出力されます。

このオプションの指定を省略すると，-sオプションで指定したサーバのスケジュールが
閉塞されます。

● -ap

スケジュールサービスの下で動作するすべてのサーバ（MHP，およびシステムサービス
は除く）のスケジュールを閉塞します。ただし，クライアントからのサービス要求は受
け付けます。
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● -s　サーバ名　-p　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名に指定されたサーバのスケジュールを閉塞します。ただし，該当するサーバへ
のサービス要求は受け付けます。

出力メッセージ

注意事項

次のサーバは，scdholdコマンドの対象外です。次のサーバを -sオプションに指定した
場合，KFCA00893-Eメッセージを出力してコマンドがエラーになります。

• SUP
• ソケット受信型サーバ
• デバッガ連動しているサーバ
• システムサービス（次のサーバを含む）
• RAPサーバ
• RTSSPP（リアルタイム統計情報サービスの拡張機能のサーバ）

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00881-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA00890-E scdholdコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00891-E scdholdコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00892-E scdholdコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00893-E 指定したサーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00894-E バージョン不一致のため scdholdコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00895-E 一括閉塞処理に失敗しました 標準エラー出力

KFCA00897-E 指定したサーバは閉塞済みです 標準エラー出力
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名称

スケジュールの状態表示

形式
scdls 〔｛-a｜-s サーバ名｜-ac｜-s サーバ名 -c｜-ae｜-s サーバ名 -e｜
          -b 〔スケジュールバッファグループ名〕｜ -p｝ [-t]〕

機能

スケジュールサービスの下で動作するサーバのスケジュール状態，またはサービスの状
態を標準出力に出力します。

メッセージ格納バッファプールの状態をスケジュールバッファグループ単位で標準出力
に出力します。

また，サービス要求を受信するスケジューラデーモンの負荷状態を標準出力に出力しま
す。

オプション

● -a

scdlsコマンド入力時点で起動中のシステムサービス以外のすべてのサーバのスケジュー
ル状態が表示されます。オプションの指定を省略すると，-aが仮定されます。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名を指定します。指定したサーバのスケジュール状態が表示されます。

● -ac

スケジュールサービスの下で動作するすべてのサーバの，すべてのサービスの状態が表
示されます。

ユーザサービス定義に service_hold=N（サービス単位に閉塞しない）と指定したサーバ
は，サーバの状態だけが表示されます。

● -s　サーバ名　-c　　～〈1～ 8文字の識別子〉

指定したサーバのサービスの状態が表示されます。

ユーザサービス定義に service_hold=N（サービス単位に閉塞しない）と指定したサーバ
は，サーバの状態だけが表示されます。

● -ae

スケジュールサービスの下で動作するすべてのサーバの，すべてのサービスの状態が表
示されます。
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ユーザサービス定義にサービス単位に閉塞する service_hold=Y，またはユーザサービス
定義にサービス単位の動作を指定する scdsvcdef定義コマンドを指定したサーバの場合だ
け，サービスの状態が表示されます。

● -s　サーバ名　-e　　～〈1～ 8文字の識別子〉

指定したサーバのサービスの状態が表示されます。

ユーザサービス定義にサービス単位に閉塞する service_hold=Y，またはユーザサービス
定義にサービス単位の動作を指定する scdsvcdef定義コマンドを指定したサーバの場合だ
け，サービスの状態が表示されます。

● -b　スケジュールバッファグループ名

スケジュールバッファグループの使用するメッセージ格納バッファプールの状態とその
スケジュールバッファグループ内のユーザサーバのスケジュール状態が表示されます。

スケジュールサービス定義で指定したスケジュールバッファグループ名を指定してくだ
さい。

スケジュールバッファグループ名を省略した場合は，すべてのスケジュールバッファグ
ループが表示の対象になります。

● -p

サービス要求を受信するスケジューラデーモンの負荷状態が表示されます。

● -t

最後にスケジュールキューからサービス要求を取り出した時刻が表示されます。-bオプ
ションまたは -pオプションと併せて指定できません。

出力形式

●スケジュール状態が表示された場合

• 1：scdls -aの場合だけ表示されます。
• 3：scdls -aの場合で，スケジュールサービスの下で動作するサーバが複数あるとき，
サーバの数だけ繰り返し表示されます。

• 2および 3：1行で表示します。ただし，表示するディスプレイによって途中で改行さ
れる場合があります。

• 4：-tオプションを指定した場合に，サーバの数だけ繰り返し表示します。
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• aaaa：スケジュールサービスの下で動作するサーバの数（10進数，4けた以内）
• bb...bb：サーバ名（8文字以内）
• c：該当するサーバの状態
• S…サーバ準備中
• A…スケジューリングできる状態
• E…サーバ終了処理中
• H…サーバ閉塞中
• P…サービス要求を受け付けられる状態で閉塞中

• dd...dd：スケジュールキューに滞留しているサービス要求数（10進数，7けた以内）
• ee...ee：スケジュールキューに滞留したサービス要求の最大数（10進数，7けた以内）
• ff...ff：メッセージ格納用プールの現在の使用サイズ（10進数，10けた以内）
• gg...gg：メッセージ格納用プールの現在の未使用サイズ（10進数，10けた以内）
• hh...hh：メッセージ格納用プールの最大使用サイズ（10進数，10けた以内）
• ii...ii：メッセージ格納用プールの現在の最大連続未使用サイズ（10進数，10けた以
内）

• jj...jj：サービスグループ名（31文字以内）
• kk...kk：最後にスケジュールキューから取り出した時刻
時刻は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒を，TZ環境変数に合わせて表示
しています。サービス要求を，スケジュールキューから一度も取り出していない場合，
表示は次のようになります。

（例）
Thu Jan  1 09:00:00 1970（TZ環境変数が JST-9の場合）

注
• 該当するサーバの状態が Eの場合，dd...dd～ ii...iiには 0が表示されることがあ
ります。

• MHPのスケジュール状態について，サーバ名，サーバの状態，およびサービスグ
ループ名以外はスケジュールサービスの制御情報となるため無視してください。

• dd...dd，ee...eeの表示が 6けたを超える場合，または ff...ff，gg...gg，hh...hh，
ii...iiの表示が 8けたを超える場合，ヘッダ情報とデータ情報がずれて表示される
ときがあります。

●サービス状態が表示された場合
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• 1：scdls -acの場合だけ出力されます。
• 2：scdls -acの場合で，スケジュールサービスの下で動作するサーバが複数あるとき，
サーバの数だけ繰り返し表示されます。

• 3：ユーザサービス定義にサービス単位に閉塞する（service_hold=Y）と指定したサー
バの場合に，サービスの数だけ繰り返し表示します。-eオプションを指定した場合は，
6の形式で表示します。

• 4および 5：1行で表示します。ただし，表示するディスプレイによって途中で改行さ
れる場合があります。

• 6：ユーザサービス定義にサービス単位に閉塞する service_hold=Y，またはサービス
単位でキュー制御する scdsvcdef定義コマンドが指定された場合に，サービスの数だ
け繰り返し表示します。2の形式のあとに，改行しないで続けて表示します。-cオプ
ションを指定した場合は，3の形式で表示します。

• 7：-tオプションを指定した場合に，サービスの数だけ繰り返し表示します。3または
6の形式のあとに，改行しないで続けて表示します。

• aaaa：スケジュールサービスの下で動作するサーバの数（10進数，4けた以内）
• bb...bb ：サーバ名（8文字以内）
• c：該当するサーバの状態
• S…サーバ準備中
• A…スケジューリングできる状態
• E…サーバ終了処理中
• H…サーバ閉塞中
• P…サービス要求を受け付けられる状態で閉塞中

• dd...dd ：サービスグループ名（31文字以内）
• e：サービスの状態
• S…サーバ準備中
• A…スケジューリングできる状態
• E…サーバ終了処理中
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• H…サービス閉塞中
• P…サービス要求を受け付けられる状態で閉塞中

• ff...ff ：サービス名（31文字以内）
• gg...gg：該当サービスのスケジュールキューに滞留しているサービス要求数（10進
数，7けた以内）※

• hh...hh：該当サービスのスケジュールキューに滞留したサービス要求数の最大値（10
進数，7けた以内）※

• ii...ii：該当サービスが使用しているメッセージ格納バッファプールサイズ（10進数，
10けた以内，単位：バイト）※

• jj...jj：該当サービスが使用したメッセージ格納バッファプールサイズの最大値（10進
数，10けた以内，単位：バイト）※

• kk...kk：該当サービスが同時実行しているサービス数（10進数，4けた以内）※

• ll...ll：該当サービスが同時実行したサービス数の最大値（10進数，4けた以内）※

• mm...mm：該当サービスを最後にスケジュールキューから取り出した時刻※

時刻は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒を，TZ環境変数に合わせて表示
しています。該当サービスのサービス要求を，スケジュールキューから一度も取り出
していない場合，表示は次のようになります。

（例）
Thu Jan  1 09:00:00 1970（TZ環境変数が JST-9の場合）

注※
ユーザサービス定義にサービス単位でキュー制御する scdsvcdef定義コマンドが指
定されていない場合は，「**...**」が表示されます。

注
gg...gg，hh...hhの表示が 6けたを超える場合，または ii...ii，jj...jjの表示が 8けた
を超える場合，ヘッダ情報とデータ情報がずれて表示されるときがあります。

●メッセージ格納バッファプールの状態が表示された場合

• 1，2，3，4，および 5：1行で表示します。
• 1：スケジュールバッファグループ名を省略した場合だけ出力します。
• 5：該当のスケジュールバッファを共用しているサーバの数だけ繰り返して出力しま
す。

スケジュールバッファグループ名を省略したときに，スケジュールバッファグループが
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複数ある場合は，2～ 5をスケジュールバッファグループの数だけ繰り返して表示しま
す。

• aaaa：スケジュールバッファグループ数（10進数，4けた以内）
• bb...bb：スケジュールバッファグループ名（8文字以内の識別子）
• cc...cc：スケジュールバッファグループのメッセージ格納バッファプール長（10進数，

10けた以内，単位：バイト）
• dd...dd：メッセージ格納バッファプールの現在の使用サイズ（10進数，10けた以内，
単位：バイト）

• ee...ee：メッセージ格納バッファプールの現在の最大使用サイズ（10進数，10けた以
内，単位：バイト）
ただし，メッセージをメッセージ格納バッファプールに格納するときに，バッファ
プール不足が発生した場合は，'********'を表示します。

• ff...ff：サーバ名（8文字以内の識別子）
• g：サーバの状態（1文字）
• S…サーバ準備中
• A…スケジューリングできる状態
• E…サーバ終了処理中
• H…サーバ閉塞中
• P…サービス要求を受け付けられる状態で閉塞中

• hh...hh：該当サーバのスケジュールキューに滞留しているサービス要求数（10進数，
7けた以内）

• ii...ii：該当サーバのスケジュールキューに滞留したサービス要求の最大値（10進数，
7けた以内）

• jj...jj：該当サーバが使用しているメッセージ格納バッファプールサイズ（10進数，10
けた以内，単位：バイト）

• kk...kk：該当サーバが使用したメッセージ格納バッファプールサイズの最大値（10進
数，10けた以内，単位：バイト）

注
hh...hh，ii....iiの表示が 6けたを超える場合，または cc...cc，dd...dd，ee...ee，
jj...jj，kk...kkの表示が 8けたを超える場合，ヘッダ情報とデータ情報がずれて表示
されるときがあります。

●スケジューラデーモンの負荷状態が表示された場合

• 1，および 2：1行で表示します。ただし，表示するディスプレイによって途中で改行
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される場合があります。
• 2：マルチスケジューラ機能によってスケジューラデーモンが複数起動される場合は，
スケジューラデーモン数だけ繰り返し表示されます。

• aa...aa：スケジューラデーモンのサーバ名（8文字以内）
• bb...bb：スケジューラデーモンの識別子（14文字以内）
マルチスケジューラグループ名とポート番号を "："で区切った文字列で表示します。
マスタスケジューラデーモンの場合，マルチスケジューラグループ名が "********"と
なり，スケジュールサービス定義の scd_portオペランドを指定していないとポート番
号が "*****"となります。

• cc...cc：動作している処理スレッド数（10進数，5けた以内）
• dd...dd：動作している処理スレッド数の最大値（10進数，5けた以内）
• ee:ee:ee：動作している処理スレッド数が最大値となった時刻（8文字）
処理スレッドが動作していない場合には "**:**:**"を表示します。

• ff...ff：処理スレッド不足が発生した回数（10進数，10けた以内）
• gg...gg：処理スレッド不足が連続発生した回数の最大値（10進数，10けた以内）
• hh...hh：処理スレッド不足が連続発生した回数が最大値となった時刻（8文字）
処理スレッド不足が発生していない場合には "**:**:**"を表示します。

• ii...ii：処理スレッドがサービス要求を受信してからスケジュール処理が完了するまで
に掛かった時間（11けた，うち小数点以下 6けた）
OSの時刻を再設定するなどしてスケジュール処理に掛かった時間が 0未満となった
場合には "*****.******"を表示します。

• jj...jj：処理スレッドがサービス要求を受信してからスケジュール処理が完了するまで
に掛かった時間の最大値（11けた，うち小数点以下 6けた）

• kk...kk：処理スレッドがサービス要求を受信してからスケジュール処理が完了するま
でに掛かった時間が最大値となった時刻（8文字）
サービス要求を受信していない場合には "**:**:**"を表示します。

• ll...ll：単位時間に受信したサービス要求数（10進数，10けた以内）
スケジューラデーモンが 10秒ごとに行うインタバル処理間に受信したサービス要求
数となります。インタバル処理に時間が掛かった場合には，単位時間が 10秒以上と
なることがあります。

• mm...mm：単位時間に受信したサービス要求数の最大値（10進数，10けた以内）
• nn...nn：単位時間に受信したサービス要求数が最大値となった時刻（8文字）
サービス要求を受信していない場合には "**:**:**"を表示します。

注
スケジューラデーモンの負荷状態で表示する情報は，処理性能への影響を極力抑え
るため，排他処理をしないで更新，参照します。このため，タイミングによっては
表示される情報が不正になる可能性があります。その際には再度コマンドを実行し
てください。このオプションで表示されるサービス要求に関する情報は，スケ
ジューラデーモンを経由したサービス要求が対象となります。サービス要求が自
ノードの SPPにスケジュールされた場合にスケジューラデーモンを経由しないこと
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があるため，情報が更新されないことがあります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00880-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA00890-E scdlsコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00891-E scdlsコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00892-E scdlsコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00893-E 指定したサーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00894-E バージョン不一致のため scdlsコマンドが実行できません 標準エラー出力
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scdrles

名称

スケジュールの再開始

形式
scdrles ｛-a｜-s サーバ名 〔-c サービス名〕｜-ap｜-s サーバ名 -p｝

機能

スケジュールサービスの下で動作するサーバ，またはサービスのスケジュールを再開始
します。ただし，サービスのスケジュールは，ユーザサービス定義に service_hold=Y
（サービス単位に閉塞する）と指定した場合だけ再開始できます。

なお，MHP（ユーザサービス定義で type=MHPを指定したサーバ，またはユーザサー
ビスデフォルト定義で type=MHPを指定してある場合にユーザサービス定義の typeオ
ペランドの指定を省略したサーバ），およびシステムサービスに対するスケジュールの閉
塞は解除できません。MHPに対するスケジュールの閉塞はmcftactsvコマンドで解除し
てください。

オプション

● -a

スケジュールサービスの下で動作するサーバのうち，MHPおよびシステムサービス以外
の，閉塞されているすべてのサーバのスケジュールを閉塞解除します。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名に指定したサーバのスケジュールが閉塞解除されます。

● -c　サービス名　　～〈1～ 31文字の識別子〉

-sオプションで指定したサーバの，指定したサービスのスケジュールが再開始されます。

ユーザサービス定義で service_hold=Y（サービス単位に閉塞する）と指定されていない
サーバの場合は，エラーメッセージ（KFCA00890-E）が出力されます。

このオプションの指定を省略すると，-sオプションで指定したサーバのスケジュールが
再開始されます。

● -ap

スケジュールサービスの下で動作するサーバのうち，-pオプション指定の scdholdコマ
ンドで閉塞されているサーバ（MHP，およびシステムサービスは除く）のスケジュール
が再開始されます。
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● -s　サーバ名　-p　　～〈1～ 8文字の識別子〉

サーバ名に指定したサーバのスケジュールが再開始されます。ただし，-pオプション指
定の scdholdコマンドでスケジュールが閉塞されていない場合は，コマンドエラーとな
ります。

出力メッセージ

注意事項

scdrlesコマンドで複数のサービスグループを指定したり，scdrlesコマンドを連続して
実行したりすると，プロセス起動が多発して CPU利用率が上昇します。このような場
合，scdrlesコマンドを実行する間隔を空けるなど，CPU利用率の上昇に伴う弊害を回
避するように運用設計してください。

次のサーバは，scdrlesコマンドの対象外です。次のサーバを -sオプションに指定した場
合，KFCA00893-Eメッセージを出力してコマンドがエラーになります。

• SUP
• ソケット受信型サーバ
• デバッガ連動しているサーバ
• システムサービス（次のサーバを含む）
• RAPサーバ
• RTSSPP（リアルタイム統計情報サービスの拡張機能のサーバ）

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00882-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA00890-E scdrlesコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00891-E scdrlesコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00892-E scdrlesコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

KFCA00893-E 指定したサーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00894-E バージョン不一致のため scdrlesコマンドが実行できません 標準エラー出力

KFCA00896-E 一括閉塞解除処理に失敗しました 標準エラー出力

KFCA00897-E 指定したサーバは閉塞されていません 標準エラー出力
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scdrsprc

名称

プロセスの停止および再起動

形式
scdrsprc ｛-s サーバ名 ｜ -a｝

機能

スケジュールサービス下で動作するユーザサーバプロセスを停止および再起動します。

オプション

● -s サーバ名

プロセスを停止および再起動させるユーザサーバ名を指定します。

● -a

スケジュールサービスの下で動作するキュー受信型のユーザサーバ，およびMHPをコ
マンドの対象とします。

出力メッセージ

注意事項
• scdrsprcコマンドの実行は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提で
す。TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できませんので，
ご了承ください。

• scdrsprcコマンドは，正常に要求を受け付けた時点でリターンします。そのため，コ
マンドがリターンした時点では，対象ユーザサーバのプロセスの入れ替えがすべて完

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00884-I ヘルプメッセージ 標準エラー出
力

KFCA00890-E scdrsprcコマンドの処理でエラーが発生しま
した

標準エラー出
力

KFCA00891-E scdrsprcコマンドの使用方法が正しくありま
せん

標準エラー出
力

KFCA00892-E スケジューラが動作できないため，scdrsprc
コマンドを実行できません

標準エラー出
力

KFCA00893-E scdrsprcコマンドで指定されたサーバ名，
サービスグループ名，またはサービス名が不
正です

標準エラー出
力

KFCA00894-E スケジューラの scdrsprcコマンドとデーモン
のプログラムのバージョンが不一致です

標準エラー出
力
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了しているわけではありません。
• scdrsprcコマンド実行時に，サービス要求待ち状態のプロセスはすぐに終了します
が，サービス要求実行中のプロセスは，サービスが完了してから終了します。

• 新しいプロセスの起動は，次のタイミングで行われます。
• スケジューラデーモンの一定インタバル処理（間隔は 10秒）のタイミング
この場合，全プロセスの入れ替えには時間が掛かるときがあります。

• 新たなサービス要求を受信したタイミング
• サーバの閉塞解除（scdrles：スケジュールの再開始）のタイミング

• 次のサーバは，scdrsprcコマンドの対象外です。-sオプションに指定した場合，
KFCA00893-Eを出力してコマンドがエラーになります。
• SUP
• ソケット受信型サーバ
• ユーザサービス定義およびユーザサービスデフォルト定義に次のオペランドを指定
しているサーバ
・termed_after_service = Y
・service_wait_time = ユーザサーバの非常駐プロセスのサービス要求待ち時間
• デバッガ連動しているサーバ
• システムサービス（次のサーバを含む）
・RAPサーバ
・RTSSPP（リアルタイム統計情報サービスの拡張機能のサーバ）

• -aオプション指定時は，ユーザサーバプロセスの停止および再起動が集中するため，
システムの負荷が増加することがあります。
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stsclose

名称

ステータスファイルのクローズ

形式
stsclose ｛-n 論理ファイル名｜-f 物理ファイル名｝

機能

オープン状態のステータスファイルをクローズします。

現用で使用中のファイルはクローズできません。

ただし，stscloseコマンドでクローズできるファイルは，ステータスサービス定義で指定
したステータスファイルだけです。ステータスサービスが動作中のときにクローズでき
ます。

オプション

● -n　論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

クローズする論理ファイルの名称を指定します。指定した論理ファイルを構成する A系
ファイルと B系ファイルを両方同時にクローズします。

次の場合に指定できます。

• A系ファイル，B系ファイルのどちらかが BLOCKADE，または STANDBY状態の場
合

• A系ファイル，B系ファイルの両方とも BLOCKADE，または STANDBY状態の場合

論理ファイル名を指定すると，ステータスファイル実体のパス名を意識する必要はあり
ません。

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

クローズする物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

ステータスファイルに障害が発生した場合に，閉塞状態になった系ではなく，
STANDBY状態の系をクローズするときに指定します。

なお，「stsclose -f　A系物理ファイル名」，「stsclose -f　B系物理ファイル名」と 2回
stscloseコマンドを実行するのは，「stsclose -n　論理ファイル名」と実行するのと同じ
ことです。
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01050-E プロセス間通信でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01070-E stscloseコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01084-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力
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stsfills

名称

ステータスファイルの内容表示

形式
stsfills -f 物理ファイル名 〔-cx〕

機能

ステータスファイルの内容を，オフラインで標準出力に出力します。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

物理ファイルの名称を，完全パス名で指定します。

● -c

ステータスファイルをチェックします。チェック内容を次に示します。

• レコード（先頭，終端）整合性チェック番号によるレコード破壊チェック
• stsinitコマンド実行時のファイル管理情報によるレコード長，レコード数チェック
• ステータスファイル管理情報によるファイル更新完了チェック
• ステータスファイル管理情報内のレコード数，レコード種別チェック

チェック結果が不正の場合，指定したステータスファイルの内容を表示したあとに，エ
ラーメッセージを出力します。

-cオプションの指定を省略すると，ステータスファイルはチェックされません。

● -x

ステータスファイルを排他的にオープンします。そのため，ステータスサービス開始時
に stsfillsコマンドを実行すると，OpenTP1が排他エラーで異常終了する場合がありま
す。

-xオプションの指定を省略すると，ステータスファイルは排他的にオープンされません。
そのため，指定したステータスファイルを OpenTP1で使用中の場合，正しい状態が表
示されない場合があります。

出力形式

• aa....aa：物理ファイル名（63けた以内）
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• bb...bb：初期設定日時
「年 /月 /日△時 :分 :秒」の形式で表示します。「年」は西暦の下 2けたを表示しま
す。

• cc...cc：現用決定日時
「年 /月 /日△時 :分 :秒」の形式で表示します。「年」は西暦の下 2けたを表示しま
す。
現用ファイルとして使用されていない場合，「--/--/-- --:--:--」を表示します。

• ddddd：レコード長（10進数）
• ee...ee：レコード数（10進数）
• fff：ファイル内のレコード使用率
• gg...gg：ファイル内の連続空きレコード数（10進数）
• hh...hh：ファイル内の管理レコード数（10進数）

注
障害が発生したファイルや破壊されたファイルに対する表示内容は，不正となる場
合があります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01070-E stsfillsコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01088-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01091-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力
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stsinit

名称

ステータスファイルの作成，初期設定

形式
stsinit -f 物理ファイル名 〔-s レコード長〕 〔-c レコード数〕

機能

OpenTP1ファイルを作成し，ステータスサービスが使用できる形式に初期設定します。

ステータスサービスがオンラインで使用中（現用，または予備の状態）のステータス
ファイルは初期設定できません。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

初期設定する物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

ステータスサービス定義のステータスファイル名に指定した名称と同じ名称を指定して
ください。

● -s　レコード長　　～ ((512～ 32768))《4608》（単位：バイト）

ステータスファイルのレコード長を指定します。OpenTP1ファイルシステム作成時
（filmkfsコマンド）に指定したセクタ長の倍数を指定してください。

● -c　レコード数　　～ ((32～ 4194304))《256》

ステータスファイルのレコード数を指定します。

注意事項
• ステータスサービスが起動中のときだけ，現用ステータスファイルを管理しています。
そのため，オンライン中に使用した現用のステータスファイルを初期設定しないよう
に注意してください。

• 一つの論理ファイルを構成する A系と B系の物理ファイルは，レコード長とレコード
数が同じになるように初期設定してください。

• 論理ファイルごとであれば，レコード数を変えてもかまいません。ただし，レコード
長は変更できません。

• レコード長は，仮定値を使用することをお勧めします。レコード長が 4608バイトよ
り短いとステータスファイルの入出力回数が増加します。4608バイトより長いとス
テータスファイルの使用効率が悪くなります。

• ステータスファイルのレコード数は OpenTP1のシステム構成に依存します。オンラ
イン中の場合は stslsコマンドで，オフラインの場合は stsfillsコマンドでステータス
ファイルのレコード使用率を確認できます。レコード使用率を参考にしてレコード数
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を変更してください。オンライン中にステータスファイルのレコード使用率が高く
なった場合，現用のファイルよりレコード数の多いステータスファイルを予備のファ
イルとして初期設定できます。
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stsls

名称

ステータスファイルの状態表示

形式
stsls 〔｛-n 論理ファイル名｜-f 物理ファイル名｜-a｜-l｜-p｝〕

機能

ステータスファイルの状態を，オンライン中に標準出力に出力します。

オプション

● -n　論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

状態を表示する論理ファイルの名称を指定します。

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

状態を表示する物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

● -a

ステータスサービスが使用中のすべてのステータスファイルの状態を，短縮形式で表示
します。

● -l

ステータスサービスが使用中のすべての論理ファイルの状態を表示します。

● -p

ステータスサービスが使用中のすべての物理ファイルの状態を表示します。

すべてのオプションの指定を省略すると，ステータスサービスが使用中のすべてのス
テータスファイルの状態が表示されます。

出力形式

オプションの指定を省略した場合の出力形式を次に示します。

• 1：は物理ファイル状態表示部です。
• 2：は論理ファイル状態表示部です。
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• aaaaaaaa：論理ファイル名（8文字以内）
• bbbbbbbb：論理ファイル状態
• ACTIVE…現用ファイル
• BLOCKADE…障害閉塞ファイル
• CLOSE…無効ファイル
• NONE…ファイル実体がない状態
• STANDBY…予備ファイル

• ccc：ファイル内のレコード使用率（1～ 3けたの％表示）
• dddddddd：ファイル内の連続空きレコード数（10進数）
• eeeeeeee：ファイル内管理レコード数（10進数）
• f：物理ファイルが A系か B系かの表示
• A…A系
• B…B系

• gggggggg：物理ファイル状態
• a…現用ファイル
• b…障害閉塞ファイル
• c…クローズファイル
• i…初期設定状態
• l…論理エラー
• n…ファイル実体がない状態
• o…オープンファイル
• p…物理エラー
• r…障害情報によるファイル状態回復
• s…予備ファイル
• u…使用済みファイル

各状態を示すアルファベットは，物理ファイルの状態によって表示位置が異なります。
• hhhhhhhh：レコード長（10進数）
• iiiiiiii：レコード数（10進数）
• jj...jj ：物理ファイル名（63文字以内）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01050-E プロセス間通信でエラーが発生しました 標準出力

KFCA01070-E stslsコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01085-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01091-E メモリ不足です 標準エラー出力
965



13.　運用コマンドの詳細
stsls
注意事項

ステータスサービスが動作中のときだけ，ステータスファイルの状態を管理しています。

このため，ステータスサービスが動作中に次に示すクローズ状態のファイルに対し
stsinitコマンド，または stsrmコマンドを実行しても，stslsコマンドで表示されるファ
イル状態は変わりません。

• CLOSE
• NONE
• BLOCKADE

なお，stsinitコマンド，または stsrmコマンドを実行したあとに stsopenコマンドでス
テータスファイルをオープンしてから，stslsコマンドを実行すると，現在のファイル状
態を表示できます。

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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stsopen

名称

ステータスファイルのオープン

形式
stsopen ｛-n 論理ファイル名｜-f 物理ファイル名｝

機能

stsinitコマンドで初期設定したステータスファイル，または stscloseコマンドでクロー
ズしたステータスファイルをオープンします。

ただし，stsopenコマンドでオープンできるステータスファイルは，ステータスサービス
定義で指定したステータスファイルだけです。ステータスサービスが動作中のときに
オープンできます。

現用のステータスファイルが片系運転の場合，閉塞状態の系の物理ファイルを stsinitコ
マンドで初期設定したあと，stsopenコマンドを実行すると，現用のステータスファイル
として回復できます。

オプション

● -n　論理ファイル名　　～〈1～ 8文字の識別子〉

オープンする論理ファイルの名称を指定します。指定した論理ファイルを構成する A系
ファイルと B系ファイルを両方同時にオープンします。

次の場合に指定できます。

• A系ファイル，B系ファイルのどちらかが CLOSE，NONE，または BLOCKADEの
場合

• A系ファイル，B系ファイルの両方とも，CLOSE，NONE，または BLOCKADEの
場合

論理ファイル名を指定すると，ステータスファイル実体のパス名を意識する必要はあり
ません。

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

オープンする物理ファイルの名称を完全パス名で指定します。

ステータスファイルに障害が発生し，閉塞状態になったステータスファイルを再作成し
たあと，および容量を拡張するために stsinitコマンドで初期設定した物理ファイルを
オープンするときに指定します。

なお，「stsopen -f　A系物理ファイル名」，「stsopen -f　B系物理ファイル名」と 2回
stsopenコマンドを実行するのは，「stsopen -n　論理ファイル名」と実行するのと同じ
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ことです。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01008-E ステータスファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01050-E プロセス間通信でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01070-E stsopenコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01083-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01091-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力
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stsrm

名称

ステータスファイルの削除

形式
stsrm -f 物理ファイル名

機能

ステータスファイルを削除します。

ステータスサービスがオンラインで使用中（現用，または予備の状態）のステータス
ファイルは削除できません。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

削除する物理ファイルの名称を指定します。

出力メッセージ

注意事項

ステータスサービスが起動中のときだけ，現用ステータスファイルを管理しています。
そのため，stsrmコマンドを実行する場合，次のことに注意してください。

• オンライン中に使用した現用のステータスファイルを削除しないでください。
• 障害が発生して閉塞状態になったステータスファイルだけを削除してください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01070-E stsrmコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01082-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01091-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力
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stsswap

名称

ステータスファイルのスワップ

形式
stsswap

機能

ステータスファイルの状態を切り替えます。

現用のステータスファイルを予備とし，両系とも予備のステータスファイルを現用とし
ます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01040-E 物理ファイルでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01050-E プロセス間通信でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01062-I stsswapコマンドの処理を開始します 標準出力

KFCA01063-I stsswapコマンドの処理を完了しました 標準出力

KFCA01064-E スワップ処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01070-E stsswapコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01086-I ヘルプメッセージ 標準出力，
標準エラー出力

KFCA01091-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01099-E OpenTP1関数コールでエラーが発生しました 標準エラー出力
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tamadd

名称

TAMテーブルの追加

形式
tamadd 〔-o ローディング契機〕 〔-a アクセス形態〕 〔-i〕 〔-j〕
        TAMテーブル名 TAMファイル名

機能

指定した TAMテーブルをオンラインに追加登録します。

追加登録後の TAMテーブル状態は，論理閉塞状態となります。

オプション

● -o　ローディング契機　　～〈英字〉  《start》

TAMテーブルをロードする契機を指定します。

　start：tamaddコマンド実行時にロードします。

　cmd：tamloadコマンド実行時にロードします。

　lib：dc_tam_open関数発行時にロードします。

● -a　アクセス形態　　～〈英字〉  《read》

TAMテーブルのアクセス形態を指定します。

　read：参照型

　rewrite：追加・削除できない更新型

　write：追加・削除できる更新型

　reclck：テーブル排他を確保しない，追加・削除できる更新型

● -i

指定する TAMテーブルを，I/O障害処理続行型テーブルにする場合に指定します。この
場合，TAMファイルの更新時に入出力エラーが発生しても，同一オンラインでは該当す
る TAMファイルを障害閉塞状態にしません。そのため，入出力エラー発生後も該当する
TAMファイルをアクセスできます。ただし，オンライン再開始時には，TAMファイル
の状態に不整合が生じるのを防ぐ必要があります。そのため，前回のオンラインで障害
が発生したままの TAMテーブル（I/O障害処理続行型テーブル）は，オンライン再開始
時，オンラインから切り離されます。オンライン再開始後，TAMファイルを回復して，
再びオンラインへ追加登録してください。
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このオプションの指定を省略すると，TAMファイルの更新時に入出力エラーが発生した
場合，該当する TAMファイルは障害閉塞状態となります。

● -j

TAMレコード更新時に，部分ジャーナルを取得します。

更新の部分ジャーナルは，更新前レコードと更新後レコードを比較して，取得されます。
32バイト単位でレコードを先頭から比較します。先頭から比較して，比較結果が異なっ
たところが，ジャーナル取得開始位置になります。次にレコードの最後から 32バイト単
位で比較します。最後から比較して最初に比較結果が異なったところがジャーナル取得
終了位置になります。

1レコードで更新する部分が複数ある場合は，ジャーナルの取得範囲が広くなります。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

追加登録する TAMテーブルの名称を指定します。

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

TAMテーブルに対応する TAMファイルの名称を完全パス名で指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01700-E 指定したファイルは TAMファイルではありません 標準エラー出力

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01706-E TAMファイル名の長さが 64文字以上です 標準エラー出力

KFCA01709-E TAMファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01710-E スペシャルファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01713-E 指定したファイルはありません 標準エラー出力

KFCA01715-E 指定した TAMファイルはスペシャルファイル名ではありま
せん

標準エラー出力

KFCA01716-E 指定したファイルはほかのプロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA01749-I TAMテーブルの登録を完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力
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注意事項
• ローディング契機に startを指定した場合，次回再開始時，該当する TAMテーブルの
ローディング契機は TAMサービス開始時となります。

• オンラインから一度切り離した TAMテーブルを再び追加登録する場合，OpenTP1が
次の項目についてチェックします。ファイル属性が異なると，tamaddコマンドはコ
マンドエラーとなります。
• レコード長
• キー長
• キー開始位置
• 最大レコード数
• インデクス種別
• ハッシュエントリ数
• レコード内キー領域の有無

• UAPでオープンしたままの状態で TAMテーブルをオンラインから切り離したあと，

KFCA01758-E 指定した TAMテーブル名はすでに登録されています 標準エラー出力

KFCA01760-E 指定した TAMファイル名はすでに登録されています 標準エラー出力

KFCA01761-E I/Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01762-E レコード破壊が発生しました 標準エラー出力

KFCA01764-E TAMテーブルの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01772-E 指定したスペシャルファイル名は OpenTP1ファイルシステ
ム用に初期化されていません

標準エラー出力

KFCA01773-E ファイルシステム作成時のシステムと運用コマンド実行時の
システムのバージョンが異なっています

標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02856-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02857-E 指定した TAMテーブルを登録するための空き領域がありま
せん

標準エラー出力

KFCA02858-E オープンしてある OpenTP1ファイルが多過ぎます 標準エラー出力

KFCA02866-E 指定した TAMファイルのレコード長が最大レコード長を超
えています

標準エラー出力

KFCA02868-E ローディング契機の引数が誤っています 標準エラー出力

KFCA02870-E アクセス形態の引数が誤っています 標準エラー出力

KFCA02886-E 指定した TAMテーブルは，前回とテーブル属性が異なるた
め登録できません

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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再びオンラインに追加すると，該当する UAPで再び TAMテーブルをオープンし直す
まで，オープンしたときの -uオプション指定の有無の状態を引き継ぎます。再びオン
ラインに TAMテーブルを追加し，オープンし直した場合，再追加時の -uオプション
指定の有無の状態が有効になります。そのため，オンライン追加時に -uオプションを
指定した TAMテーブルは，TAMテーブルをオープンした UAPが終了したあと，オ
ンラインから切り離すか，または TAMテーブルを再びオンラインに追加するときに，
前回追加したときと同じオプションを指定することをお勧めします。

• オンラインから一度切り離した TAMテーブルを再び追加登録する場合，"-a reclck"
で登録されていた TAMテーブルを "-a reclck"以外に変更したり，"-a reclck"以外で
登録されていた TAMテーブルを "-a reclck"に変更したりすることはできません。変
更した場合，tamaddコマンドは KFCA02886-Eメッセージを出力します。
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tambkup

名称

TAMファイルのバックアップ

形式
tambkup 〔-d〕 〔-o〕 ｛TAMファイル名 ファイル名｜-s TAMファイル名｝

機能

指定した TAMファイルの内容を，指定したファイルまたは標準出力にバックアップ出力
します。

バックアップした TAMファイルの内容は，tamrstrコマンドでリストアできます。

また，指定した TAMファイルのレコードを，指定したファイルに TAMデータファイル
の形式で出力します。

オプション

● -d

TAMファイル内の有効レコードから，TAMデータファイルを作成します。作成する
TAMデータファイルには，キー値を基に昇順にソートされたデータが格納されます。

-dオプションを指定した tambkupコマンドは，オンライン正常終了時，または
tamholdコマンドと tamrmコマンドの実行後に実行してください。

TAMファイル内に有効レコードがない場合は，エラーとなります。

TAMファイル内のレコード破壊を検知した場合は，エラーとなります。

● -o

オンライン中に，バックアップします。

このオプションは，対象となる TAMファイルがオンライン状態のときに有効です。

このオプションの指定を省略すると，オフライン状態でバックアップすることになりま
す。この場合，次に示す手順でバックアップしてください。

1. tamholdコマンドを実行して TAMテーブルを論理閉塞します。
2. tamrmコマンドを実行して，論理閉塞した TAMテーブルをオンラインから切り離し
ます。

3. -oオプションを指定しない tambkupコマンドを実行して，TAMファイルをバック
アップします。
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● -s

バックアップを標準出力に出力する場合に指定します。

-dオプションと -oオプションは，同時には指定できません。

コマンド引数

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

バックアップ元の TAMファイルの名称を完全パス名で指定します。

●ファイル名　　～〈パス名〉

バックアップ先のファイルの名称を指定します。

-dオプションを指定したときは，TAMデータファイル名を指定します。

-sオプションを指定した場合は，このコマンド引数は指定できません。

注意事項
• -dオプションを指定した tambkupコマンドを実行して TAMファイルを入れ替えた
場合，ジャーナルの世代を合わせておく必要があります。ジャーナルの世代を合わせ
ないで，TAMファイルの回復（tamfrcコマンドの実行），およびオンラインの再開始
処理をした場合，動作は保証できません。

• 次の場合，TAMファイルの内容を入れ替える前の情報は，再開始時に TAMファイル
には反映されません。
tamholdコマンドと tamrmコマンドを実行してオンラインから切り離した TAMファ
イルに対して，-dオプションを指定した tambkupコマンドを実行して TAMファイ
ルの内容を入れ替えたあと，tamaddコマンドでオンラインに追加登録した場合

• オンラインで使用中の TAMファイルに対して，-oオプションを指定しない tambkup
コマンドは使用できません。

• オンラインバックアップが完了すると，KFCA01738-Iメッセージが出力されます。
このメッセージは，通常は標準出力に出力されますが，-sオプションを指定した場合
は，標準エラー出力に出力されます。出力されたメッセージには，回復対象ジャーナ
ルファイルの世代番号とブロック番号が含まれています。この世代番号とブロック番
号からのアンロードジャーナルファイルが，TAMファイルの回復時に必要となりま
す。

• tambkupコマンドでは，バックアップする TAMファイルのサイズによってメモリ所
要量が異なります。次に示す見積もり式に従って，メモリ所要量を算出してください
（単位：バイト）。
400000＋ A＋ B

（凡例）
A：レコード数×レコード長。-dオプション指定時だけ，Aの値を加算してくだ
さい。
B：対象の TAMファイルサイズ。TAMファイルサイズの見積もり式については，
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「付録H.6　TAMファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。
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tamcre

名称

TAMファイルの初期設定

形式
tamcre -r レコード長 -l キー領域長 -k キー開始位置 -m 最大レコード数
     〔-t〕 〔-u ハッシュエントリ使用率 〔-x〕〔-y〕〕  〔-s〕
     〔-d TAMデータファイル名〕 TAMファイル名

機能

指定したオプションに従って TAMファイルを初期作成します。

オプション

● -r　レコード長　　～〈符号なし整数〉((1～ 1000000000))

TAMファイルのレコード長を指定します。

● -l　キー領域長　　～〈符号なし整数〉((1～ 1000000000))

キーの長さを指定します。

● -k　キー開始位置　　～〈符号なし整数〉((0～ 1000000000))

レコードの先頭からキーの開始位置までの長さを指定します。

-sオプションを指定する場合は，必ず 0を指定してください。

● -m　最大レコード数　　～〈符号なし整数〉((1～ 1000000000))

TAMテーブル内の最大レコード数を指定します。

● -t

TAMテーブルをツリー形式で作成する場合に指定します。

このオプションの指定を省略すると，TAMテーブルはハッシュ形式で作成されます。省
略する場合は，必ず -uオプションを指定してください。

● -u　ハッシュエントリ使用率　　～〈符号なし整数〉((1～ 100))

ハッシュ域として使用するインデクスの使用率を指定します。

このオプションの指定を省略する場合は，必ず -tオプションを指定してください。

● -x

通常，ハッシュ形式で TAMファイルを作成する場合，初期データがあるときはシノニム
領域を最適化して TAMファイルおよび共用メモリ容量を削減しています。
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このオプションを指定すると，このシノニム領域を最適化しません。

このオプションは，次の場合に指定してください。

• ハッシュ形式で，オンライン中にコマンドで追加および削除をする TAMテーブルと
して使用する場合

• ハッシュ形式で，UAPがレコードの追加および削除をする TAMテーブルとして使用
する場合

● -y

ハッシュ形式の TAMファイルで使用するハッシュ関数を変更します。次のような場合に
指定してください。

• キー長の割にキー値に変化がないキーを使用する場合
• TAMファイル作成後に，tamhslsコマンドで得られるシノニム情報が非常に大きい場
合

● -s

レコードの内容からキー領域を削除する場合に指定します。

このオプションを指定した場合，TAMファイルのレコード長は，「オプションで指定し
たレコード長 -キー領域長」となります。

● -d　TAMデータファイル名　　～〈パス名〉

TAMテーブルを作るためのデータを格納するファイルの名称を指定します。

このオプションの指定を省略すると，物理ファイルの割り当てだけが行われます。

コマンド引数

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

TAMテーブルを格納する OpenTP1ファイルシステム上に作成する物理ファイルの名称
を指定します。

TAMサービス定義の定義コマンド tamtableに指定した物理ファイル名と同じ名称を指
定してください。

すでにある TAMファイル名を指定すると，エラーメッセージ（KFCA02836-E）が出力
されます。まだ作成されていない TAMファイル名を指定し直してください。

注意事項
• -tオプションと -uオプションを同時に指定するとエラーになります。
• tamcreコマンドでハッシュ形式の TAMファイルを初期設定する場合，-mオプショ
ンで指定した最大レコード数分のインデクス領域を確保し，-uオプション（ハッシュ
エントリ使用率）で指定した分をハッシュ領域とします。また，データファイルから
読み込むデータからシノニム領域を使用するレコード数を求め，そのレコード数分を
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シノニム領域として確保します。そのため，レコード数の合計は，-mオプションで指
定した最大レコード数を超えます。ただし，領域は増えても，使用できるレコード数
は最大レコード数までです。

• -yオプションを指定すると，キー値からレコードを検索するためのハッシュ関数が変
わり，ハッシュ値が分散する精度が上がることが期待できます。しかし，-yオプショ
ンを指定しないで作成した TAMファイルで使用するハッシュ関数と比べると，ハッ
シュ関数自体の性能は下がることがあります。

• tamcreコマンドでは，作成する TAMファイルのサイズによってメモリ所要量が異な
ります。次に示す見積もり式に従って，メモリ所要量を算出してください（単位：バ
イト）。
400000＋ A＋ B＋ C

（凡例）
A：レコード数×レコード長。-dオプション指定時だけ，Aの値を加算してくだ
さい。
B：対象の TAMファイルサイズ。TAMファイルサイズの見積もり式については，
「付録 H.6　TAMファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。
C：32ビット版の OSの場合は「レコード数× 8」，64ビット版の OSの場合は
「レコード数× 16」
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tamdel

名称

TAMファイルの削除

形式
tamdel TAMファイル名

機能

指定した TAMファイルを削除します。

コマンド引数

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

削除する TAMファイルの名称を完全パス名で指定します。
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tamfrc

名称

TAMファイルの回復

形式
tamfrc 〔-s〕 〔-e〕 〔-g〕 〔-k キー〕 〔-m〕 〔-j〕
       ｛-f 回復対象定義ファイル名｜TAMテーブル名 TAMファイル名｝
       ジャーナルファイル名 〔〔△ジャーナルファイル名〕…〕

機能

指定したジャーナルファイルを入力し，TAMファイルを回復します。

オプション

● -s

前回の TAM FRCを引き継ぎません。

このオプションの指定を省略すると，前回の TAM FRCが引き継がれます。

● -e

TAM FRC終了時に引き継ぎファイルを削除します。

このオプションを指定して TAM FRCを実行した場合，次回の TAM FRC実行時には，
必ず -sオプションを指定してください。

このオプションの指定を省略すると，引き継ぎファイルは削除されません。

● -g

-sオプションの指定があり，かつジャーナル世代番号が 1であるアンロードジャーナル
ファイルの指定がない場合でも，TAM FRCを実行します。

上記の場合，このオプションの指定を省略すると，処理は中断されます。

-sオプションの指定がない場合，このオプションを指定しても無視されます。

● -k　キー　　～ ((001～ 999))《001》

複数の TAM FRCを同時に実行する場合，それぞれ別のキーとなるように指定してくだ
さい。

また，damfrcコマンド，およびmqafrcコマンドをこのコマンドと同時に，または連続
して実行する場合もそれぞれ別のキーとなるように指定してください。

前回の TAM FRCを引き継ぐ場合は，前回指定したキーを指定してください。
982



13.　運用コマンドの詳細
tamfrc
● -m

ファイルの回復に必要なジャーナルレコードをファイル上で集積します。

このオプションの指定を省略すると，メモリ上にバッファが確保されて，ジャーナルレ
コードが集積されます。

● -j

jnlcolcコマンドで集積したジャーナルファイルを使用して，TAM FRCを実行します。

このオプションを指定した場合，-s，-e，および -mオプションを指定してはなりませ
ん。

このオプションの指定を省略すると，jnlunlfgコマンドで作成したアンロードジャーナ
ルファイルを使用して，TAM FRCが実行されます。

● -f 回復対象定義ファイル名　　～〈パス名〉

回復する TAMファイルを定義したファイルの名称を指定します。

回復対象定義ファイルは次の形式で，テキストエディタを使用して作成します。

 
〔△〕TAMテーブル名△TAMファイル名 （改行）
〔〔△〕TAMテーブル名△TAMファイル名 （改行）〕
 

TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉
回復する TAMテーブル名

TAMファイル名　　～〈1～ 63文字のパス名〉
回復先の TAMファイル名（完全パス名で指定）
バックアップファイルをリストアしたファイルを指定します。オンラインバック
アップファイルをリストアしたファイル，またはオフラインバックアップファイル
をリストアしたファイルのどちらかを指定してください。混在はできません。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

回復する TAMテーブルの名称を指定します。

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

回復する TAMファイルの名称を完全パス名で指定します。

●ジャーナルファイル名　　～〈パス名〉

TAM FRC実行時に使用するジャーナルファイルの名称を指定します。

-jオプションを指定した場合は，集積ジャーナルファイルの名称を，-jオプションの指定
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を省略した場合は，アンロードジャーナルファイルの名称を指定します。

複数世代のジャーナルを処理する場合，複数のジャーナルファイルを指定します。

ただし，集積ジャーナルファイルの場合は複数指定はできません。

オンラインバックアップしたファイルを回復する場合，すべてのアンロードジャーナル
ファイルを指定する必要はありません。オンラインバックアップ完了時に出力された
メッセージ（KFCA01738-I）に含まれる，回復対象ジャーナルファイルの世代番号とブ
ロック番号以降のアンロードジャーナルファイルを指定してください。

なお，オフライン状態でバックアップしたファイルを回復する場合は，すべてのアン
ロードジャーナルファイルを指定してください。

注意事項
• tamfrcコマンドの指定が誤っている場合，メッセージ IDが付いていないメッセージ
を出力し，tamfrcコマンドの正しい使用方法を示すことがあります。

• TAMファイル名で指定する TAMファイルのファイル属性（テーブル形式，レコード
長，最大レコード数，キー値有無など）は，オンラインでアクセスした TAMテーブ
ルに対応する TAMファイルのファイル属性と一致していなければなりません。一致
していないと，tamfrcコマンドの動作は保証できません。

• tamfrcコマンドは，jnlcolcコマンドを内部で使用しています。そのため，jnlcolcコ
マンドに関するエラーメッセージが出力されることがあります。マニュアル
「OpenTP1 メッセージ」に従って対処してください。
• -dオプションを指定した tambkupコマンドを実行して TAMファイルの内容を入れ
替えた場合，ジャーナルの世代を合わせておく必要があります。ジャーナルの世代を
合わせないで tamfrcコマンドを実行した場合の動作は保証できません。

• -fオプションで回復対象定義ファイル名を指定した場合は，コマンドの引数に TAM
テーブル名と TAMファイル名を指定しないでください。

• tamfrcコマンドは，条件によってカレントディレクトリにテンポラリファイルを作成
します。そのため，カレントディレクトリには書き込み権を設定してください。また，
テンポラリファイルのディスク容量は，次のようになります。

1. 回復しようとする TAMファイルがオフラインバックアップ※ 1で取得したものを

リストアしたファイルであり，tamfrcコマンドに -jオプションを指定していない
場合
最大　4096+a　　 (単位：バイト )

2. 回復しようとする TAMファイルがオンラインバックアップ※ 2で取得したものを

リストアしたファイルであり，tamfrcコマンドに -jオプションを指定していない
場合
最大　96+4096+a　(単位：バイト )

3. 上記 1，2以外の場合（tamfrcコマンドに -jオプションを指定した場合）
テンポラリファイルを作成しません。

（凡例）
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a：tamfrc実行時に指定したアンロードジャーナルファイルの総ディスク容量※ 3

注※ 1
TAMファイルのバックアップ時，オフラインの状態（-oオプションなし）で
tambkupコマンドを実行した場合。

注※ 2
TAMファイルのバックアップ時，tambkupコマンドに -oオプションを指定した
場合。

注※ 3
アンロードジャーナルファイルの総ディスク容量は，UNIXの lsコマンドで参照
できます。複数個指定した場合は，その合計になります。

• jnlunlfgコマンドに -tオプションを指定して取得したアンロードジャーナルファイル
を指定しないでください。
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tamhold

名称

TAMテーブルの論理閉塞

形式
tamhold TAMテーブル名

機能

指定した TAMテーブルを論理閉塞します。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

論理閉塞する TAMテーブルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01750-I TAMテーブルの論理閉塞を完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02852-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02860-E 指定した TAMテーブルはすでに障害閉塞されています 標準エラー出力

KFCA02861-E 指定した TAMテーブルはすでに論理閉塞されています 標準エラー出力

KFCA02874-W トランザクション実行中のため，論理閉塞処理を再試行しま
す

標準エラー出力
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tamhsls

名称

ハッシュ形式の TAMファイルおよび TAMテーブルのシノニム情報の表示

形式
tamhsls ｛ -m TAMテーブル名 ｜ TAMファイル名 ｝

機能

指定したハッシュ形式の TAMテーブルおよび TAMファイルのシノニムに関する情報を
表示します。

オプション

● -m

OpenTP1オンライン中に，ローディング済み TAMテーブルのシノニムに関する情報を
表示します。このオプション指定時は，コマンド引数にローディング済み TAMテーブル
名を指定してください。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

シノニムに関する情報を表示させたいローディング済みハッシュ形式の TAMテーブルの
名称を指定します。ツリー形式の TAMテーブルを指定した場合，情報は表示されませ
ん。

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

シノニムに関する情報を表示させたいハッシュ形式の TAMファイルの名称を完全パス名
で指定します。ツリー形式の TAMファイルを指定した場合，情報は表示されません。

出力形式
 
HASH FUNCTION NO = a
     RECNO  EFFECT  SYN_COUNT  KEY
    bb...bb  cc...cc     dd...dd  ee...ee
 

• a：使用されているハッシュ関数番号
• 0…従来のハッシュ関数
• 1…新しいハッシュ関数

• bb...bb：TAMテーブル内レコード番号
• cc...cc：有効無効表示
• 0…未使用
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• 2…使用中

• dd...dd：このレコード（ハッシュ領域）につながるシノニム領域のレコード数。UAP
で TAMテーブルのレコードにアクセスするとき，まずキー値をハッシュ関数を使用
してハッシュ値に変換し，レコード番号とします。次に，変換したレコード番号の
キー値 ee...eeと UAPが指定したキー値を比較します。ee...eeが UAPが指定した
キー値ではない場合，dd...dd個あるシノニム領域のレコードをシーケンシャルサーチ
します。

• ee...ee：このレコード（ハッシュ領域）のキー値（16進数表示）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01700-E 指定したファイルは TAMファイルではありません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01709-E TAMファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01710-E スペシャルファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA01711-E OpenTP1ファイルシステムとして初期化されていません 標準エラー出力

KFCA01715-E 指定した TAMファイルはスペシャルファイル名ではありま
せん

標準エラー出力

KFCA01716-E 指定したファイルはほかのプロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA01773-E バージョン不正 標準エラー出力

KFCA02811-E コマンド実行中にプロセス固有領域のメモリ不足が発生しま
した

標準エラー出力

KFCA02812-E 入出力エラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02818-E TAMファイルから入力できません 標準エラー出力

KFCA02835-E レコード破壊が発生しました 標準エラー出力

KFCA26205-E TAMコマンドの使用方法が誤っています 標準エラー出力

KFCA26206-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA26207-E TAMシノニム情報取得時にエラーが発生しました 標準エラー出力
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tamlckls

名称

TAM排他資源名称の変換

形式
tamlckls 資源名称 〔資源名称〕…

機能
• テーブル資源の場合：TAMテーブル名称
• レコード資源の場合：TAMテーブル名称およびレコードのキー値

コマンド引数

●資源名称　　～〈文字列〉

変換したい資源名称を指定します。資源名称は次のとおりです。

テーブル資源：先頭が 'T'で始まる 6バイトの文字列

レコード資源：先頭が 'R'で始まる 16バイトの文字列

どちらも lcklsコマンド，またはデッドロック情報ファイルなどの出力情報です。

出力形式
 
Resource Name =[aa...aa]
               --> TAM Table name = [bb...bb]
               --> TAM Record Key (Length=[cc])
               [dd...dd] :ee...ee               1
 

• 1：この行は 16バイトまで出力されます。16バイトを超えた場合は，複数行に出力さ
れます。16バイトに満たない部分は '00'で埋められます。

• aa...aa：引数に指定された資源名称
• bb...bb：資源名称に対応した TAMテーブル名称
• cc：レコード資源の場合のレコードのキー値の長さ
• dd...dd：レコード資源の場合のレコードのキー値 (16バイトの 16進数字 )
• ee...ee：レコード資源の場合のレコードのキー値。印字可能な文字の場合はキャラク
タ，印字不可の文字の場合は ' . 'で出力されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA20203-E 排他情報取得処理中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA20204-I ヘルプメッセージ 標準出力
989



13.　運用コマンドの詳細
tamlckls
KFCA20205-E コマンドの引数に誤りがあります 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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tamload

名称

TAMテーブルのロード

形式
tamload TAMテーブル名

機能

指定した TAMテーブルをメモリ上にロードします。

ただし，ロードできるのは，TAMサービス定義でローディング契機に cmdを指定した
TAMテーブルだけです。ローディング契機が cmd以外の場合，エラーとなります。

TAMテーブル状態が障害閉塞状態の場合に tamloadコマンドを入力すると，エラーとな
ります。また，障害閉塞状態以外の場合でも，-fオプション指定の tamrlesコマンドで
閉塞を解除した TAMテーブルを，tamloadコマンドでロードしようとすると，エラーに
なります。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

TAMテーブルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01700-E 指定したファイルは TAMファイルではありません 標準エラー出力

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01761-E I／ Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01762-E レコード破壊が発生しました 標準エラー出力

KFCA01764-E TAMテーブルの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力
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KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02851-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02867-E ローディング契機が運用コマンド入力時以外です 標準エラー出力

KFCA02869-E TAMテーブルはロードされています 標準エラー出力

KFCA02871-I TAMテーブルのロードが完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA02882-E TAMテーブルは障害閉塞状態のためロードできません 標準エラー出力

KFCA02897-E 障害回復待ち状態のため処理を続行できません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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tamls
tamls

名称

TAMテーブルの状態表示

形式
tamls 〔-a〕 〔TAMテーブル名〕

機能

TAMテーブルの状態を標準出力に出力します。

オプション

● -a

次に示す情報を出力する場合に指定します。

• TAMファイル名
• TAMファイル状態
• アクセスタイプ
• ローディング契機
• TAMレコード長
• レコード内キー領域
• キー長
• セキュリティ
• I/O障害処理形態
• キー開始位置

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

TAMテーブルの名称を指定します。

このコマンド引数の指定を省略すると，すべての TAMテーブルの状態が表示されます。

出力形式

● -aオプションを指定した場合
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• 1：TAMテーブル名の指定を省略すると，TAMテーブルの数だけ繰り返し表示され
ます。

• aa...aa：TAMファイル状態
• normal…未閉塞
• failure shutdown…障害閉塞

• bb...bb：TAMテーブル状態
• normal…未閉塞
• logical shutdown…論理閉塞
• failure shutdown…障害閉塞
• failure recovery…障害回復待ち

• cc...cc：インデクス種別
• tree…ツリー形式
• hash…ハッシュ形式

• dd...dd：アクセス形態
• read …参照型
• rewrite…追加・削除できない更新型
• write…追加・削除できる更新型
• reclck…テーブル排他を確保しない，追加・削除できる更新型

• ee...ee：ローディング契機
• start…tamaddコマンド実行時
• cmd…tamloadコマンド実行時
• lib…dc_tam_open関数発行時

• f ：アクセス権限のチェック
• Y…チェックする
• N…チェックしない

• gg...gg：入出力エラー時の TAMファイルの障害処理形態
• continue…処理を続行
• stop…障害閉塞状態として処理を中止

• hh...hh：ジャーナルを取得するモード
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• condense…部分ジャーナルを取得するモード
• no　condense…レコード全体をジャーナルに取得するモード

● -aオプションの指定を省略した場合

• 1：TAMテーブル名の指定を省略すると，TAMテーブルの数だけ繰り返し表示され
ます。

• aa...aa：TAMテーブル状態
• normal …未閉塞状態
• logical shutdown…論理閉塞状態
• failure shutdown…障害閉塞状態
• failure recovery…障害回復待ち状態

• bb...bb：インデクス種別
• tree…ツリー形式
• hash…ハッシュ形式

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01761-E I／ Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01764-E TAMテーブルの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02854-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02878-E 指定したテーブルは TAMテーブルではありません 標準エラー出力
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tamrles

名称

TAMテーブルの閉塞解除

形式
tamrles 〔-o〕 〔-f〕 TAMテーブル名

機能

指定した TAMテーブルの閉塞状態を解除します。

tamrmコマンドでオンラインから切り離されているか，または tamunloadコマンドで
アンロードされている場合は，閉塞状態解除後の TAMテーブル状態は未閉塞状態となり
ます。

-fオプション指定の tamrlesコマンドで障害閉塞状態を解除した TAMテーブルに対し
て，tamholdコマンドを実行後，オプション指定なしの tamrlesコマンドを実行すると
エラーとなります。

オプション

● -o

障害閉塞した TAMテーブルの閉塞状態を解除します。その後，オンライン中にアクセス
できる状態となります。

TAMテーブルのステータスが障害閉塞状態以外の場合に指定すると，エラーとなりま
す。

TAMサービス開始時，ファイルのオープンからロードまでの間に障害閉塞された TAM
テーブルの閉塞状態は解除できません。

なお，-fオプションと同時に指定できません。

● -f

障害閉塞した TAMテーブルの閉塞状態を解除します。ただし，解除後オンライン中にア
クセスしようとしてもエラーとなります。オンライン中にアクセスできるようにするた
めには，一度オンラインから TAMテーブルを切り離し，ファイルを回復したあと，再び
TAMテーブルを追加する必要があります。

TAMテーブルのステータスが障害閉塞状態以外の場合に指定すると，エラーとなりま
す。

TAMサービス開始時，ファイルのオープンからロードまでの間に障害閉塞された TAM
テーブルの閉塞状態は，解除できません。
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tamrles
なお，-oオプションと同時には指定できません。

-fオプション指定の tamrlesコマンド実行後に実行する運用コマンド，および発行する
関数と，その後の処理について次に示します。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

閉塞状態を解除する TAMテーブルの名称を指定します。

出力メッセージ

実行する運用コマンド，
発行する関数

処理

tamls failure recovery（障害回復待ち状態）を表示

tamrm，tamrles，
tamunload，tamhold

未閉塞状態として扱う

tamload エラー

tamhold実行後の tamls failure recovery（障害回復待ち状態）を表示

tamhold実行後の tamrles エラー

-oオプション指定の tambkup エラー

dc_tam_get_inf関数 リターン値　DCTAM_STS_OHLD（障害閉塞状態）を返す

tamhold実行後の
dc_tam_get_inf関数

リターン値　DCTAM_STS_LHLD（論理閉塞状態）を返す

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01751-I TAMテーブルの閉塞解除を完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力
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KFCA02853-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02859-E 指定した TAMテーブルは閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA02863-E 指定した TAMテーブルは障害閉塞状態のため，-o，または -f
オプションを指定してください

標準エラー出力

KFCA02864-E 指定した TAMテーブルは論理閉塞状態のため，-o，または -f
オプションの指定は必要ありません

標準エラー出力

KFCA02881-E TAMテーブルは未ロードのため障害閉塞の解除はできませ
ん。TAMテーブルを削除してください

標準エラー出力

KFCA02896-E 複数のオプションは指定できません 標準エラー出力

KFCA02897-E 障害回復待ち状態のため処理を続行できません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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tamrm
tamrm

名称

TAMテーブルの切り離し

形式
tamrm TAMテーブル名

機能

指定した TAMテーブルをオンラインから切り離します。

tamrmコマンドを実行する前に，tamholdコマンドで，TAMテーブルを論理閉塞して
ください。

障害閉塞状態の TAMテーブルもオンラインから切り離すことができます。

TAMサービス定義の tam_max_tblnumに指定した最大数分の TAMファイルをオンラ
インで使用した場合は，tamrmコマンドでオンラインから切り離しても，新たに
tamaddコマンドでの追加登録はできません。ただし，オンラインから切り離した TAM
テーブルとファイル属性が同じ TAMテーブルの場合は，追加登録ができます。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

削除する TAMテーブルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01748-I TAMテーブルの削除を完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01761-E I／ Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力
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注意事項

TAMテーブルをオンラインから切り離した状態で，オンラインダウンなどの要因で，オ
ンラインを再開始した場合，TAMテーブルのファイル属性（レコード長，レコード数な
ど）は引き継がれません。

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02855-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02859-E 指定した TAMテーブルは閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA02875-W トランザクション実行中のため，削除処理を再試行します 標準エラー出力

KFCA02893-E トランザクションが完了しないため，再試行処理を中断しま
す

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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tamrstr
tamrstr

名称

TAMファイルのリストア

形式
tamrstr ｛ファイル名 TAMファイル名｜-s TAMファイル名｝

機能

tambkupコマンドでバックアップしたファイルの内容を，ファイルまたは標準入力から
TAMファイルにリストアします。

オプション

● -s

リストア元が標準入力の場合に指定します。

コマンド引数

●ファイル名　　～〈パス名〉

リストア元のファイルの名称を指定します。

-sオプションを指定した場合は，このコマンド引数は指定できません。

● TAMファイル名　　～〈パス名〉

リストア先の TAMファイルの名称を完全パス名で指定します。

注意事項

tamrtsrコマンドでは，リストアする TAMファイルのサイズによってメモリ所要量が異
なります。次に示す見積もり式に従って，メモリ所要量を算出してください（単位：バ
イト）。

400000＋ A× 2

（凡例）
A：対象の TAMファイルサイズ。TAMファイルサイズの見積もり式については，
「付録 H.6　TAMファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。
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tamunload

名称

TAMテーブルのアンロード

形式
tamunload TAMテーブル名

機能

指定した TAMテーブルをアンロードします。障害閉塞状態の TAMテーブルもアンロー
ドできます。

tamunloadコマンドを実行する前に，tamholdコマンドで TAMテーブルを論理閉塞し
てください。

コマンド引数

● TAMテーブル名　　～〈1～ 32文字の識別子〉

TAMテーブルの名称を指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01701-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA01703-E TAMサービスのアドレス情報を検索できません 標準エラー出力

KFCA01704-E TAMサービスが起動されていません 標準エラー出力

KFCA01707-E TAMテーブル名が誤っています 標準エラー出力

KFCA01712-E コマンドで指定した引数の数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01753-E タイムアウトとなりました 標準エラー出力

KFCA01757-E TAMテーブル名の文字数が 32文字を超えています 標準エラー出力

KFCA01765-E TAMサーバの V／ Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA01767-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA01770-E TAMサービスが終了処理中です 標準エラー出力

KFCA01771-W トランザクション実行中のため，アンロードを再試行します 標準エラー出力

KFCA01775-E 定義解析中にエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA02850-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA02859-E 指定した TAMテーブルは閉塞されていません 標準エラー出力

KFCA02867-E ローディング契機が運用コマンド入力時以外です 標準エラー出力
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KFCA02872-I TAMテーブルのアンロードが完了しました メッセージログ
ファイル

KFCA02873-E TAMテーブルはアンロード済です 標準エラー出力

KFCA02893-E トランザクションが完了しないため，再試行処理を中断しま
す

標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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tptrnls
tptrnls

名称

OSI TP通信の未決着トランザクション情報の表示

形式
tptrnls

機能

XATMIを使用した OSI TP通信を行う未決着トランザクションの IDおよびそのステー
タスなどの情報を表示し，OSI TP通信をわたるトランザクションブランチの情報を OSI 
TP形式で表示します。

出力形式

これは一つのトランザクションブランチに対する形式です。したがって，未決着トラン
ザクションが複数あればこの出力は複数回出力されます。また，一つのトランザクショ
ンブランチから複数の OSI TP通信を行っていれば，〔　〕で囲まれた部分は繰り返し出
力されます。

• aa...aa：グローバルトランザクション ID（文字列）※ 1

• bb...bb：トランザクションブランチ ID（文字列）※ 1

• cc...cc：トランザクションブランチのステータス（文字列）※ 2

• dd...dd：トランザクションを処理しているプロセスのプロセス ID（10進数）※ 3

• ee...ee：トランザクションブランチを開始したサーバ名（文字列）※ 3

• ff...ff：トランザクションブランチを開始したサービス名（文字列）※ 3

• gg...gg：アトミックアクション識別子のマスタ AP名称（16進数字）※ 4

• hh...hh：アトミックアクション識別子のマスタ AE修飾子（10進数）※ 4

• ii...ii：アトミックアクション識別子のサフィックス（アトミックアクション番号）
（10進数）
• jj...jj：ブランチ識別子のスーペリア AP名称（16進数字）※ 4

• kk...kk：ブランチ識別子のスーペリア AE修飾子（10進数）※ 4

• ll...ll：ブランチ識別子のサフィックス（ブランチ番号）（10進数）
• mm...mm：相手 AE名称（16進数字）※ 4
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tptrnls
注※ 1
trnlsコマンドで出力される TRNGID，TRNBIDと同じです。

注※ 2
trnlsで出力される第 1状態と同じです。

注※ 3
trnlsコマンドで出力される PID，サーバ，サービスと同じです。

注※ 4
TP1/NET/OSI-TP-Extendedに定義した項目と同じです。

出力メッセージ

注意事項
• このコマンドは OpenTP1システム起動中にだけ使用できます。
• このコマンド実行中にエラーが発生した場合，このコマンドは KFCA03770-Eメッ
セージを出力して終了します。

• このコマンドの実行時，XATMIに関連する未決着トランザクションブランチの情報
が一つもない場合，このコマンドは KFCA03771-Iメッセージを出力して終了します。

• このコマンドはオプションおよび引数をとりません。このコマンドにオプションや引
数を与えても無視されます。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA03770-E XATMIのコマンド実行に失敗しました 標準エラー出力

KFCA03771-I XATMIに関連する未決着トランザクションはありません 標準出力
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名称

トランザクションのコミット

形式
trncmt ｛-t 〔-af〕｜-T トランザクショングローバル識別子 〔-afq〕｝

機能

trnlsコマンドを実行して表示された情報中のステータスが READY状態のときに，トラ
ンザクションブランチを強制的にコミットし，ほかのトランザクションブランチに連絡
完了後，トランザクションを終了します。ルートトランザクションブランチがコミット
された場合に実行してください。

trncmtコマンドは，グローバルトランザクションを構成している各トランザクションブ
ランチが何らかの要因（通信障害など）でトランザクションを決着できないときに実行
します。

trncmtコマンドを実行してトランザクションをコミットする場合，ほかのトランザク
ションとの不整合を発生させないために，グローバルトランザクション内のほかのトラ
ンザクションブランチもコミットしてください。通信障害が発生している場合，トラン
ザクションブランチ間の連絡が完了するまでトランザクションを終了できません。この
とき，-fオプションを指定すると，トランザクションを強制的に終了できます。通信障
害が一時的な場合，-fオプションは指定しないで trncmtコマンドを実行してください。

オプション

● -t

該当する計算機のトランザクションマネジャが管理しているトランザクションで，
READY（p，n）状態のすべてのトランザクションのコミットを受け付けます。さらに，
コミットするトランザクションに関する情報を標準出力に出力します。

● -a

トランザクションに関する全情報を標準出力に出力します。

このオプションの指定を省略すると，トランザクションに関する情報のうち，OpenTP1
のシステムノード IDからサービス名までが標準出力に出力されます。

● -f

トランザクションを強制終了します。

-fオプションの指定を省略すると，トランザクションは強制終了されません。
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● -T　トランザクショングローバル識別子　　～〈16文字の英数字〉

指定されたトランザクショングローバル識別子を持つトランザクションが，READY（p，
n）状態であればコミットを受け付けます。さらに，コミットするトランザクションに関
する情報を標準出力に出力します。

ただし，-qオプションを指定した場合は，トランザクション第 1状態が READYで，ト
ランザクション第 2状態が u以外であれば，コミットを受け付けます。

トランザクショングローバル識別子は，trnls -tコマンドで知ることができます。

● -q

トランザクション第 1状態が READYで，トランザクション第 2状態が u以外であれ
ば，コミットを受け付けます。

このオプションは，-Tオプションを指定した場合だけ指定できます。また，-tオプショ
ンと組み合わせて指定できません。

出力形式

-aオプションを指定した場合，trnlsコマンドの出力形式「「trnls -ta」と指定した場合」
と同じです。その他の場合は，trnlsコマンドの出力形式「-a，および -cオプションを指
定しない場合」と同じです。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trncmtコマンドの処理エラーです 標準エラー出力

KFCA00976-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trncmtコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00979-E trncmtコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力
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trndlinf

名称

未決着トランザクション情報ファイルの削除

形式
trndlinf -d 日数

機能

未決着トランザクション情報ファイルを削除します。

オプション

● -d　日数　　～ ((1～ 24855))

削除する日数を指定します。

trndlinfコマンド実行時刻から起算して，「24時間×日数」以前に作成された未決着トラ
ンザクション情報ファイルが削除されます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trndlinfコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00972-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trndlinfコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00979-E trndlinfコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力
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名称

トランザクションの強制終了

形式
trnfgt ｛-t 〔-a〕｜-T トランザクショングローバル識別子 〔-aq〕｝

機能

トランザクションを強制終了します。

オプション

● -t

該当する計算機のトランザクションマネジャが管理しているトランザクションのうち，
HEURISTIC_FORGETTING（p，n）状態のすべてのトランザクションの終了を受け付
けます。さらに，終了するトランザクションに関する情報を標準出力に出力します。

● -a

トランザクションに関する全情報を標準出力に出力します。

このオプションの指定を省略すると，トランザクションに関する情報のうち，OpenTP1
のシステムノード IDからサービス名までを標準出力に出力します。

● -T　トランザクショングローバル識別子　　～〈16文字の英数字〉

指定したトランザクショングローバル識別子を持つトランザクションのステータスが
HEURISTIC_FORGETTING（p，n）状態の場合，トランザクションの終了を受け付け
ます。さらに，終了するトランザクションに関する情報を標準出力に出力します。

ただし，-qオプションを指定した場合は，トランザクション第 1状態が
HEURISTIC_FORGETTINGで，トランザクション第 2状態が u以外であれば，トラン
ザクションの終了を受け付けます。

トランザクショングローバル識別子は，trnls -tコマンドで知ることができます。

● -q

トランザクション第 1状態が HEURISTIC_FORGETTINGで，トランザクション第 2
状態が u以外であれば，トランザクションの終了を受け付けます。

このオプションは，-Tオプションを指定した場合だけ指定できます。また，-tオプショ
ンと組み合わせて指定できません。
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出力形式

-aオプションを指定した場合，trnlsコマンドの出力形式「「trnls -ta」と指定した場合」
と同じです。その他の場合は，trnlsコマンドの出力形式「-a，および -cオプションを指
定しない場合」と同じです。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trnfgtコマンドの処理エラーです 標準エラー出力

KFCA00974-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trnfgtコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00979-E trnfgtコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力
1010



13.　運用コマンドの詳細
trnlnkrm
trnlnkrm

名称

リソースマネジャの登録と削除

形式
trnlnkrm
｛〔-A 追加するOpenTP1提供RM名〔,追加するOpenTP1提供RM名〕…〕
  〔-D 削除するOpenTP1提供RM名〔,削除するOpenTP1提供RM名〕…〕
  〔-a 追加するOpenTP1提供以外のRM名
   〔,追加するOpenTP1提供以外のRM名〕…〕
 -s RMスイッチ名〔,RMスイッチ名〕…
 -o 'RM関連オブジェクト名〔 RM関連オブジェクト名〕…'
 〔,'RM関連オブジェクト名〔 RM関連オブジェクト名〕…'〕…
 〔-d 削除するOpenTP1提供以外のRM名
   〔,削除するOpenTP1提供以外のRM名〕…〕
｜〔-n〕｝
〔-C 'コンパイルオプション名〔 コンパイルオプション名〕…'〕
〔-B 'リンケージオプション名〔 リンケージオプション名〕…'〕〔-l〕〔-f〕
〔-P〕

機能

OpenTP1で使用するリソースマネジャを追加，または削除し，トランザクションサービ
ス制御用実行形式プログラム，クライアントサービス実行形式プログラム，および標準
トランザクション制御用オブジェクトファイル（dc_trn_allrm.o）を再作成します。

OpenTP1のプログラムプロダクトをインストールするとき，トランザクションサービス
制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式プログラムには，リ
ソースマネジャが提供する XAインタフェース用オブジェクトファイルはリンケージさ
れていません。dcsetupコマンド実行時，インストールされている OpenTP1のプログラ
ムプロダクトを判断し，自動的に OpenTP1提供リソースマネジャ（DAM，TAM，
MCF，ISAM，およびMQA）の XAインタフェース用オブジェクトファイルをリンケー
ジします（リソースマネジャ XATMIは OpenTP1が提供するリソースマネジャですが，
自動的にリンケージされません）。OpenTP1下で実行するトランザクションがそのほか
のリソースマネジャをアクセスする場合は，dcsetupコマンド実行後，OpenTP1を開始
する前に trnlnkrmコマンドで OpenTP1提供以外のリソースマネジャを登録し，トラン
ザクションサービス制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式
プログラムを再作成する必要があります。なお，OpenTP1以外が提供するリソースマネ
ジャを使用する場合については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照
してください。

OpenTP1は最大 32個のリソースマネジャを登録できます。

トランザクションサービス制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実
行形式プログラムには，OpenTP1下で動作する UAPがアクセスする，すべてのリソー
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スマネジャの XAインタフェース用オブジェクトファイルをリンケージしておく必要が
あります。すべてリンケージしていないと，OpenTP1にリンケージされていないリソー
スマネジャをアクセスする UAPを起動時，またはそのリソースマネジャが提供する関数
発行時にエラーとなることがあります。

trnlnkrmコマンドは，OpenTP1がオンライン中の場合は実行できません。

また，OpenTP1が再開始待ちの場合は，trnlnkrmコマンドに -fオプションを指定して
ください。ただし，-fオプション指定の trnlnkrmコマンドが正常終了したあとは，
OpenTP1は再開始できません。

trnlnkrmコマンドでリソースマネジャの登録状態を変更した場合，標準トランザクショ
ン制御用オブジェクトファイルをリンケージしている UAPは，再びリンケージする必要
があります。

trnlnkrmコマンドは，Cコンパイラを次に示す順序で検索します。

1. /bin/ccおよび /lib/ccom
/bin/ccと /lib/ccomの両方が必要です。

2. /usr/bin/cc
3. /usr/vac/bin/cc

上記の検索順序で Cコンパイラが見つからない場合には，trnlnkrmコマンドを実行する
プロセスの環境変数 PATHの指定値に従います。trnlnkrmコマンドを実行するプロセス
の環境変数 PATHの指定値を優先させたい場合は，-Pオプションを指定してください。

オプション

● -A　追加する OpenTP1提供 RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

追加する OpenTP1提供のリソースマネジャの名称を指定します。

OpenTP1提供のリソースマネジャ名を次に示します。

　OpenTP1_DAM：TP1/FS/Direct Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_TAM：TP1/FS/Table Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MCF：TP1/Message Controlのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MQA：TP1/Message Queueのリソースマネジャ名

　OpenTP1_ISM：ISAM/Bのリソースマネジャ名

　OpenTP1_XATMI：XATMI OSI通信機能のリソースマネジャ名

このオプションで指定したリソースマネジャに対しては，RMスイッチ名，RM関連オブ
ジェクト名を指定する必要はありません。
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複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。

● -D　削除する OpenTP1提供 RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

削除する OpenTP1提供のリソースマネジャの名称を指定します。

OpenTP1提供のリソースマネジャ名を次に示します。

　OpenTP1_DAM：TP1/FS/Direct Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_TAM：TP1/FS/Table Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MCF：TP1/Message Controlのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MQA：TP1/Message Queueのリソースマネジャ名

　OpenTP1_ISM：ISAM/Bのリソースマネジャ名

　OpenTP1_XATMI：XATMI OSI通信機能のリソースマネジャ名

このオプションで指定したリソースマネジャに対しては，RMスイッチ名，RM関連オブ
ジェクト名を指定する必要はありません。

複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。

● -a　追加する OpenTP1提供以外の RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

追加する OpenTP1提供以外のリソースマネジャの名称を指定します。OpenTP1提供の
リソースマネジャを指定しないでください。

このオプションで指定したリソースマネジャに対しては，RMスイッチ名，RM関連オブ
ジェクト名を指定する必要があります。

複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。

● -s　RMスイッチ名

～〈先頭が英字，またはアンダスコアで始まる 1～ 32文字の英数字〉

追加する OpenTP1提供以外のリソースマネジャのスイッチ名を指定します。

スイッチ名は，追加するリソースマネジャの仕様書を参照してください。

複数の RMスイッチ名を指定する場合は，RMスイッチ名と RMスイッチ名との間をコ
ンマ（，）で区切ります。

RMスイッチ名と RM名は指定した順に対応します。

● -o　RM関連オブジェクト名　　～〈英数字〉

追加する OpenTP1提供以外のリソースマネジャに関連のあるオブジェクトファイル
（XAインタフェース用オブジェクトファイル）の名称を指定します。
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一つのリソースマネジャに対して複数の RM関連オブジェクト名を指定できます。

RM関連オブジェクト名は，追加するリソースマネジャの仕様書を参照してください。

RM関連オブジェクト名にコンマ（，）を指定する必要がある場合は，コンマ（，）の前
に '¥'を挿入してください。

複数の RM関連オブジェクト名を指定する場合は，RM関連オブジェクト名と RM関連
オブジェクト名との間を空白で区切ります。

複数のリソースマネジャに対する RM関連オブジェクト名を指定する場合は，一つのリ
ソースマネジャに対する RM関連オブジェクト名の集まりをアポストロフィ（’）で囲
み，それぞれの集まりの間をコンマ（，）で区切ります。

RM関連オブジェクト名と RM名は指定した順に対応します。

● -d　削除する OpenTP1提供以外の RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

削除する OpenTP1提供以外のリソースマネジャの名称を指定します。OpenTP1提供の
リソースマネジャを指定しないでください。

このオプションで指定したリソースマネジャに対しては，RMスイッチ名，RM関連オブ
ジェクト名を指定する必要はありません。

複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。

● -n

OpenTP1に登録しているリソースマネジャは変更しないで，トランザクションサービス
制御用実行形式プログラム，およびクライアントサービス実行形式プログラムを再作成
します。

● -C　コンパイルオプション名　　～〈1～ 512文字の文字列〉

コンパイル実行時に使用するコンパイルオプションを指定します。

指定するコンパイルオプション名はアポストロフィ（’）で囲み，コンパイルオプション
名にコンマ（，）を指定する必要がある場合は，コンマ（，）の前に '¥'を挿入してくだ

さい。

複数のコンパイルオプション名を指定する場合は，コンパイルオプション名とコンパイ
ルオプション名との間を空白で区切ります。

通常，このオプションを指定する必要はありません。

● -B　リンケージオプション名　　～〈1～ 512文字の文字列〉

ライブラリリンケージ実行時に使用するリンケージオプションを指定します。

指定するリンケージオプション名はアポストロフィ（’）で囲み，リンケージオプション
名にコンマ（，）を指定する必要がある場合は，コンマ（，）の前に '¥'を挿入してくだ
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さい。

複数のリンケージオプション名を指定する場合は，リンケージオプション名とリンケー
ジオプション名との間を空白で区切ります。trnlnkrmコマンドでは，ccコマンドを使用
してリンケージを行っています。このため，指定できるリンケージオプションは，ccコ
マンドで指定できるオプションとなります。

通常，このオプションを指定する必要はありません。

● -l

trnlnkrmコマンドの実行経過を標準出力に出力します。

● -f

OpenTP1の状態に関係なく，trnlnkrmコマンドを強制的に実行します。ただし，
OpenTP1のトランザクションサービス制御用実行形式プログラム，およびクライアント
サービス実行形式プログラムを再作成するため，OpenTP1がオンライン中の場合は，実
行できません。

このオプションは，OpenTP1を正常終了以外（計画停止 A，計画停止 B，強制停止，異
常終了）で終了したあと，使用するリソースマネジャを変更して OpenTP1を正常開始
する場合にだけ指定してください。

このオプションを指定した trnlnkrmコマンドが正常終了したあとは，OpenTP1は再開
始できません。

● -P

trnlnkrmコマンドを実行するプロセスの環境変数 PATHの指定値に従って，使用する C
コンパイラを決定します。環境変数 PATHの指定値の順番に「cc」を探して，最初に見
つけた「cc」を使用します。

すべてのオプションの指定を省略すると，trnlnkrmコマンドの指定方法が標準出力に出
力されます。

注意事項
• trnlnkrmコマンドが正常終了したあとでは，OpenTP1は再開始できません。必ず正
常開始してください。

• オプションを複数の行に分けて指定する場合は，オプションとオプションとの間に継
続符号 '¥'を挿入して改行してください。一つのオプションの指定値の途中（例えば，
-oオプションで複数の RM関連オブジェクト名を指定する場合の，RM関連オブジェ
クト名と RM関連オブジェクト名との間）で改行すると，コマンドが正しく動作しな
いことがあります。
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trnls

名称

トランザクションの状態表示

形式
trnls ｛-t 〔-｛a｜c｝〕
      ｜-T トランザクショングローバル識別子〔-｛a｜c｝〕
      ｜-bc
      ｜-B システムノードID 〔-｛a｜c｝〕
      ｜-rc
      ｜-R RM名+RM拡張子 〔-｛a｜c｝〕｝

機能

トランザクションマネジャが管理しているトランザクションに関する情報，またはトラ
ンザクションブランチ数を表示します。

トランザクションに関する情報を次に示します。

1. トランザクショングローバル識別子
システムノード IDとグローバルトランザクション番号（グローバルトランザクショ
ンを管理するためにシステムで一意に付けた番号）を合わせた識別子

2. トランザクションブランチ識別子
システムノード IDとトランザクションブランチ番号（トランザクションブランチを
管理するためにシステムで一意に付けた番号）を合わせた識別子

3. トランザクション第 1状態
トランザクションブランチの処理状態

4. トランザクション第 2状態
トランザクションブランチのプロセスに関する状態

5. トランザクション第 3状態
トランザクションブランチの通信状態

6. プロセス ID
トランザクションブランチが動作しているプロセスのプロセス ID

7. サーバ名
トランザクションブランチを起動しているサーバの名称

8. サービス名
トランザクションブランチを起動しているサービスの名称

9. トランザクション記述子
同一トランザクショングローバル識別子を持つトランザクションブランチを区別する
ためのインデクス番号

10.ブランチ記述子
一つのトランザクションブランチから分岐したトランザクションブランチを区別する
ためのインデクス番号

11.親トランザクション記述子
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該当するトランザクションブランチを生成したトランザクションのトランザクション
記述子

トランザクションブランチ数の表示内容を次に示します。

1. トランザクショングローバル識別子
システムノード IDとグローバルトランザクション番号（グローバルトランザクショ
ンを管理するためにシステムで一意に設けた番号）を合わせた識別子

2. システムノード ID
OpenTP1のシステムノード ID

3. リソースマネジャ名
トランザクションブランチ下で使用しているリソースマネジャの名称

4. トランザクションブランチ数
処理中のトランザクションブランチの数

オプション

● -t

すべてのトランザクションに関する情報を表示します。

● -a

トランザクションに関する全情報を表示します。

● -c

同時に指定したオプションに合わせて，トランザクションブランチ数を表示します。

-a，および -cオプションの指定を省略すると，トランザクションに関する情報のうち，
1.～ 8.が表示されます。

● -T　トランザクショングローバル識別子　　～〈16文字の英数字〉

指定したトランザクショングローバル識別子を持つトランザクションに関する情報を表
示します。

トランザクショングローバル識別子は，trnls -tコマンドで知ることができます。

● -b

分岐したトランザクションに関する情報を表示します。

● -B　システムノード ID　　～〈8文字の英数字〉

指定したシステムノード IDの計算機へブランチしたトランザクションに関する情報を表
示します。

● -r

リソースマネジャに接続しているトランザクションに関する情報を表示します。
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● -R　RM名＋ RM拡張子　　～〈1～ 33文字の英数字〉

指定した名称のリソースマネジャに接続しているトランザクションに関する情報を表示
します。

OpenTP1提供のリソースマネジャ名を次に示します。

　OpenTP1_DAM ：TP1/FS/Direct Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_TAM ：TP1/FS/Table Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MCF  ：TP1/Message Controlのリソースマネジャ名
あるMCFに接続しているトランザクションに関する情報を表示させる場合，MCF
の RM名＋MCFの RM拡張子（表示させたいMCFのマネジャプロセス識別子）
を指定します。

　OpenTP1_MQA：TP1/Message Queueのリソースマネジャ名

　OpenTP1_ISM：ISAM/Bのリソースマネジャ名

「RM拡張子」は，トランザクションサービス定義の定義コマンド trnstringの -iオプ
ションを指定した場合に付けてください。

出力形式

●「trnls -ta」と指定した場合

• 1，および 2：1行で表示します。
• 2：トランザクションが複数ある場合，トランザクションの数だけ繰り返し表示しま
す。

• aaaaaaaa：OpenTP1のシステムノード ID（8文字）
• bbbbbbbb：グローバルトランザクション番号（8けた）
• cccccccc：トランザクションブランチ番号（8けた）
• dd...dd：トランザクション第 1状態（20文字以内）
• BEGINNING…トランザクションブランチ開始処理中状態
• ACTIVE…実行中状態
• SUSPENDED…中断中状態
• IDLE…同期点処理へ移行状態
• PREPARE…コミット（1相目）処理中状態
• READY…コミット（2相目）処理待ち状態
• HEURISTIC_COMMIT…ヒューリスティック決定コミット処理中状態
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• HEURISTIC_ROLLBACK…ヒューリスティック決定ロールバック処理中状態
• COMMIT…コミット処理中状態
• ROLLBACK_ACTIVE…ロールバック処理待ち状態
• ROLLBACK…ロールバック処理中状態
• HEURISTIC_FORGETTING…ヒューリスティック決定後のトランザクションブラ
ンチ終了処理中状態

• FORGETTING…トランザクションブランチ終了処理中状態

• e：トランザクション第 2状態（1文字）
• u…ユーザサーバプロセスでのユーザサーバ実行中状態
• r…トランザクション回復プロセスでのトランザクションブランチ回復処理実行中状
態

• p…トランザクション回復プロセスでの他トランザクションブランチの回復処理完了
待ち状態
なお，第 1状態が READYでルートトランザクションブランチが同一計算機内にな
い場合，ユーザの指示待ち状態です。また，XAリソースサービスを使用している
場合，XAリソースサービスの指示待ち状態です。

• f：トランザクション第 3状態（1文字）
• s…送信中※

• r…受信中※

• n…送受信中※ではありません

• gg...gg：プロセス ID（10進数）
• hh...hh：サーバ名（8文字以内）
• ii...ii：サービス名（32文字以内）　ただし，SUPの場合は空白
• jjjjjjjjjj：トランザクション記述子（10進数）
• kkkkkkkkkk：ブランチ記述子（10進数）　ただし，ルートトランザクションブラン
チの場合は，'**********'が表示されます。

• llllllllll：親トランザクション記述子（10進数）　ただし，ルートトランザクションブ
ランチの場合は，'**********'が表示されます。

注※
送信中，受信中とは，トランザクションブランチ間の同期合わせのことです。

●「trnls -tc」，または「trnls -T　トランザクショングローバル識別子 -c」と指定した場
合

• 1：グローバルトランザクションの数だけ繰り返し表示します。
• aaaaaaaa：OpenTP1のシステムノード ID（8文字）
• bbbbbbbb：グローバルトランザクション番号（8けた）
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• ccccc：グローバルトランザクション内のトランザクションブランチ数（10進数）

●「trnls -bc」，または「trnls -B　システムノード ID -c」と指定した場合

• 1：トランザクションが実行されている計算機の数だけ繰り返し表示します。
• aaaaaaaa：OpenTP1のシステムノード ID（8文字）
• bbbbb：該当する計算機で現在実行されているトランザクションブランチ数（10進
数）

●「trnls -rc」，または「trnls　-R　RM名＋ RM拡張子　-c」と指定した場合

• 1：トランザクションを実行中のリソースマネジャの数だけ繰り返し表示します。
• aa...aa：リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子（33文字以内）
• bbbbb：該当するリソースマネジャで，現在実行されているトランザクションブラン
チ数（10進数）

● -a，および -cオプションを指定しない場合

• 1：トランザクションの数だけ繰り返し表示します。
• aaaaaaaa：OpenTP1のシステムノード ID（8文字）
• bbbbbbbb：グローバルトランザクション番号（8けた）
• cccccccc：トランザクションブランチ番号（8けた）
• dd...dd：トランザクション第 1状態（20文字以内）
詳細は「「trnls -ta」と指定した場合」を参照してください。

• e：トランザクション第 2状態（1文字）
詳細は「「trnls -ta」と指定した場合」を参照してください。

• f：トランザクション第 3状態（1文字）
詳細は「「trnls -ta」と指定した場合」を参照してください。

• gg...gg：プロセス ID（10進数）
• hh...hh：サーバ名（8文字以内）
• ii...ii：サービス名（32文字以内）　ただし，SUPの場合は空白

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trnlsコマンドの処理エラーです 標準エラー出力
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注意事項

CUPから起動するトランザクションは，クライアントサービス定義の parallel_countオ
ペランドで指定した最大プロセス数まで同時に実行できます。このプロセス上で実行し
ているトランザクションの状態は，trnlsコマンドで確認できます。trnlsコマンドを実
行すると，サーバ名は '_clttrn'と表示されます。

KFCA00975-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trnlsコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00979-E trnlsコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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trnlsrm

名称

リソースマネジャの情報の表示

形式
trnlsrm 〔-o ファイル名〔,ファイル名〕…〕〔-s〕

機能

OpenTP1，UAP，またはトランザクション制御用オブジェクトに登録されているリソー
スマネジャの情報を表示します。

オプション

● -o　ファイル名　　～〈完全パス名〉

指定したファイルに登録されているリソースマネジャの情報を標準出力に出力します。

指定できるファイルは，UAPの実行形式プログラムを格納しているファイル，またはト
ランザクション制御用オブジェクトファイルだけです。

複数のファイルを指定する場合は，ファイル名とファイル名との間をコンマ（，）で区
切ってください。

● -s

OpenTP1に登録されているリソースマネジャの情報を標準出力に出力します。

すべてのオプションの指定を省略すると，-sオプションが仮定されます。

出力形式

• 1，および 2：登録されているリソースマネジャの数だけ繰り返し表示します。ただ
し，同一ファイルに対する表示の場合，ファイル名は先頭行だけに表示します。

• 2：RM関連オブジェクトが二つ以上ある場合，RM関連オブジェクトの数だけ繰り返
し表示します。

• aa...aa ：「システム」，または指定したファイル名（パス名は除く）
• bb...bb ：リソースマネジャ名（31文字以内）
• c ：リソースマネジャの第 1属性
• B…OpenTP1提供のリソースマネジャ
• N…OpenTP1提供以外のリソースマネジャ
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• d ：リソースマネジャの第 2属性
• O…1相コミット制御可能
• N…1相コミット制御不可能

• ee...ee：RMスイッチ名（32文字以内）
OpenTP1提供のリソースマネジャの場合は，'********'が表示されます。

• ff...ff：RM関連オブジェクト名
OpenTP1提供のリソースマネジャの場合は，'********'が表示されます。
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trnmkobj

名称

トランザクション制御用オブジェクトファイルの作成

形式
trnmkobj -o トランザクション制御用オブジェクト名
       〔-R OpenTP1提供RM名〔,OpenTP1提供RM名〕…〕
       〔-r OpenTP1提供以外のRM名〔,OpenTP1提供以外のRM名〕…〕
       〔-C 'コンパイルオプション名〔△コンパイルオプション名〕…'〕
       〔-l〕〔-P〕

機能

UAPがアクセスするリソースマネジャに従って，$DCDIR/spool/trnrmcmd/userobj下
に「トランザクション制御用オブジェクト名 .o」という名称でトランザクション制御用
オブジェクトファイルを作成します。作成したトランザクション制御用オブジェクト
ファイルと，リソースマネジャが提供するオブジェクトファイル（XAインタフェース用
オブジェクトファイル）を UAPにリンケージしてください。リンケージすると，
OpenTP1下でリソースマネジャにアクセスするトランザクションを実行できます。

なお，トランザクション制御用オブジェクトファイルを UAPにリンケージするための cc
コマンドを実行するときは，「トランザクション制御用オブジェクト名 .o」を -Lオプ
ションの前に指定してください。

OpenTP1下でリソースマネジャにアクセスしないトランザクションを実行する UAPの
場合，または OpenTP1下でトランザクションを実行しない UAPの場合は，trnmkobj
コマンドを実行する必要はありません。

ただし，グローバルトランザクションを構成するすべての UAPに，同じリソースマネ
ジャをリンケージすると，コミット処理を最適化（プロセス間通信を抑止）できて，ト
ランザクション性能が向上します。

また，OpenTP1に登録されているすべてのリソースマネジャから成る標準トランザク
ション制御用オブジェクトファイル（$DCDIR/spool/trnrmcmd/userobj/dc_trn_allrm.o）
を使用する場合は，trnmkobjコマンドを実行する必要はありません。

-R，および -rオプションの指定を両方とも省略した場合，OpenTP1に登録されている
リソースマネジャと同一のリソースマネジャを使用して，トランザクション制御用オブ
ジェクトファイルを作成します。

trnlnkrmコマンドでリソースマネジャの登録状態を変更した場合，次のどちらかのファ
イルをリンケージしている UAPは，再びリンケージする必要があります。

• 標準トランザクション制御用オブジェクトファイル
• -R，および -rオプションの指定を両方とも省略した trnmkobjコマンドで作成したト
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ランザクション制御用オブジェクトファイル

トランザクション制御用オブジェクトは，同一のリソースマネジャを使用するUAP間で
共用できます。そのため，UAPごとに trnmkobjコマンドを実行する必要はありません。

OpenTP1に登録されていないリソースマネジャは指定できません。

trnmkobjコマンドは，Cコンパイラを次に示す順序で検索します。

1. /bin/ccおよび /lib/ccom
/bin/ccと /lib/ccomの両方が必要です。

2. /usr/bin/cc
3. /usr/vac/bin/cc

上記の検索順序で Cコンパイラが見つからない場合には，trnmkobjコマンドを実行する
プロセスの環境変数 PATHの指定値に従います。trnmkobjコマンドを実行するプロセス
の環境変数 PATHの指定値を優先させたい場合は，-Pオプションを指定してください。

オプション

● -o　トランザクション制御用オブジェクト名　　～〈1～ 12文字の英数字〉

トランザクション制御用オブジェクトの名称を指定します。

● -R　OpenTP1提供 RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

UAPからアクセスする OpenTP1提供のリソースマネジャの名称を指定します。

OpenTP1に登録されていないリソースマネジャは指定できません。

OpenTP1提供のリソースマネジャ名を次に示します。

　OpenTP1_DAM ：TP1/FS/Direct Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_TAM ：TP1/FS/Table Accessのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MCF ：TP1/Message Controlのリソースマネジャ名

　OpenTP1_MQA：TP1/Message Queueのリソースマネジャ名

　OpenTP1_ISM ：ISAM/Bのリソースマネジャ名

複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。

● -r　OpenTP1提供以外の RM名　　～〈1～ 31文字の英数字〉

UAPからアクセスする OpenTP1提供以外のリソースマネジャの名称を指定します。

OpenTP1に登録されていないリソースマネジャは指定できません。

複数の RM名を指定する場合は，RM名と RM名との間をコンマ（，）で区切ります。
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● -C　コンパイルオプション名　　～〈1～ 512文字の文字列〉

コンパイル実行時に使用するコンパイルオプションを指定します。

指定するコンパイルオプション名はアポストロフィ（’）で囲み，コンパイルオプション
名にコンマ（，）を指定する必要がある場合は，コンマ（，）の前に '¥'を挿入してくだ

さい。複数のコンパイルオプション名を指定する場合は，コンパイルオプション名とコ
ンパイルオプション名との間を空白で区切ります。

通常，このオプションを指定する必要はありません。

● -l

trnmkobjコマンドの実行経過を標準出力に出力します。

● -P

trnmkobjコマンドを実行するプロセスの環境変数 PATHの指定値に従って，使用する C
コンパイラを決定します。環境変数 PATHの指定値の順番に「cc」を探して，最初に見
つけた「cc」を使用します。

すべてのオプションの指定を省略すると，trnmkobjコマンドの指定方法が標準出力に出
力されます。
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trnrbk

名称

トランザクションのロールバック

形式
trnrbk ｛-t 〔-af〕｜-T トランザクショングローバル識別子〔-afq〕｝

機能

trnlsコマンドを入力して表示された情報中のステータスが READY状態のときに，トラ
ンザクションブランチを強制的にロールバックし，ほかのトランザクションブランチに
連絡完了後，トランザクションを終了します。ルートトランザクションブランチがロー
ルバックされた場合に実行してください。

trnrbkコマンドは，グローバルトランザクションを構成している各トランザクションブ
ランチが何らかの要因（通信障害など）でトランザクションを決着できないときに実行
します。

trnrbkコマンドを実行してトランザクションをロールバックする場合，ほかのトランザ
クションとの不整合を発生させないために，グローバルトランザクション内のほかのト
ランザクションブランチもロールバックしてください。通信障害が発生している場合，
トランザクションブランチ間の連絡が完了するまでトランザクションを終了できません。
このとき，-fオプションを指定すると，トランザクションを強制的に終了できます。通
信障害が一時的な場合，-fオプションは指定しないで trnrbkコマンドを実行してくださ
い。

オプション

● -t

該当する計算機のトランザクションマネジャが管理しているトランザクションで，
READY（p，n）状態のすべてのトランザクションのロールバックを受け付けます。さら
に，ロールバックするトランザクションに関する情報を標準出力に出力します。

● -a

トランザクションに関する全情報を標準出力に出力します。

このオプションの指定を省略すると，トランザクションに関する情報のうち，OpenTP1
のシステムノード IDからサービス名までが標準出力に出力されます。

● -f

トランザクションを強制終了します。

-fオプションの指定を省略すると，トランザクションは強制終了されません。
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● -T　トランザクショングローバル識別子　　～〈16文字の英数字〉

指定されたトランザクショングローバル識別子を持つトランザクションが，READY（p，
n）状態であればロールバックを受け付けます。さらに，ロールバックするトランザク
ションに関する情報を標準出力に出力します。

ただし，-qオプションを指定した場合は，トランザクション第 1状態が READYで，ト
ランザクション第 2状態が u以外であれば，ロールバックを受け付けます。

トランザクショングローバル識別子は，trnls -tコマンドで知ることができます。

● -q

トランザクション第 1状態が READYで，トランザクション第 2状態が u以外であれ
ば，ロールバックを受け付けます。

このオプションは，-Tオプションを指定した場合だけ指定できます。また，-tオプショ
ンと組み合わせて指定できません。

出力形式

-aオプションを指定した場合，trnlsコマンドの出力形式「「trnls -ta」と指定した場合」
と同じです。その他の場合は，trnlsコマンドの出力形式「-a，および -cオプションを指
定しない場合」と同じです。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trnrbkコマンドの処理エラーです 標準エラー出力

KFCA00977-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trnrbkコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力

KFCA00979-E trnrbkコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力
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trnstics

名称

トランザクション統計情報の取得開始，終了

形式
trnstics ｛-s｜-e｝

機能

トランザクション統計情報のジャーナルファイルへの取得の開始，または終了を指示し
ます。

-sオプションを指定すると，trnsticsコマンドが正常終了したあとに開始されるトランザ
クションから，トランザクション統計情報を取得します。trnsticsコマンドが正常終了す
る前に，すでに開始されていたトランザクションに関しては，トランザクション統計情
報を取得できません。

また，トランザクション統計情報は，ユーザサービス定義の trn_statistics_itemオペラ
ンドに nothing以外を指定したユーザサービスが実行したトランザクションでだけ取得
できます。

-eオプションを指定すると，trnsticsコマンドが正常終了したあとに開始されるトラン
ザクションから，トランザクション統計情報を取得しません。

なお，OpenTP1再開始時は，trnsticsコマンドの指定は引き継げません。OpenTP1再
開始時は，OpenTP1再開始前のトランザクションサービス定義の trn_tran_statistics
（トランザクションブランチごとの統計情報を取得するかどうか）オペランドの指定に従
います。

オプション

● -s

トランザクション統計情報のジャーナルファイルへの取得を開始します。

● -e

トランザクション統計情報のジャーナルファイルへの取得を終了します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00970-E trnsticsコマンドの処理でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00973-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA00978-E trnsticsコマンドの使用方法が正しくありません 標準エラー出力
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注意事項

トランザクション統計情報を取得する場合，取得情報の種類が多くなるほどトランザク
ションの性能が劣化するので注意してください。

KFCA01099-E trnsticsコマンドの実行環境が整っていません 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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usmdump

名称

共用メモリダンプの出力

形式
usmdump 〔-a〕 〔-i 利用者識別子〕 〔ファイル名〕

機能

OpenTP1稼働中の共用メモリの内容をダンプ退避用ディレクトリ（$DCDIR/spool/
save）の UNIXファイルにダンプ出力します。出力したファイルは，compressコマンド
で圧縮します。ただし，適用 OSが Linuxの場合は，gzipコマンドで圧縮します。

オプション

● -a

確保している共用メモリのすべての情報をダンプ出力します。-aオプションを省略した
場合，共用メモリ上で実際に使用されている領域だけをダンプ出力します。

● -i　利用者識別子

ダンプ出力する共用メモリの利用者識別子を指定します。指定する利用者識別子によっ
て，ダンプ出力する共用メモリの情報が異なります。利用者識別子には，次のどれかを
指定します。

　all：OpenTP1が管理しているすべての共用メモリの情報をダンプ出力します。

　BTN：静的共用メモリおよび動的共用メモリの情報をダンプ出力します。

　dcshmls -rコマンドを実行した結果 OWNERに指定された情報：OWNERに指定され
たサービスの共用メモリプールの情報をダンプ出力します。例えば，DAMサービスが確
保している共用メモリプールの情報をダンプ出力する場合は，damと指定します。

dcshmls -rコマンドを実行すると，静的共用メモリおよび動的共用メモリの情報の
OWNERには，btnが表示されますが，静的共用メモリおよび動的共用メモリの情報を
ダンプ出力する場合は，-iオプションを省略するか，または -iオプションに BTNを指定
してください。

このオプションを省略した場合，BTNが指定された場合と同じ動作になります。

コマンド引数

●ファイル名　～〈31バイト以内の文字列〉《shmdump》

共用メモリの情報をダンプ出力するときの出力先ファイル名を指定します。指定した
ファイル名で，共用メモリの情報を $DCDIR/spool/saveに出力します。なお，
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usmdump
"$DCDIR/spool/save/指定ファイル名 "と指定する場合，完全パス名の長さが 255バイ
ト以内になるようにしてください。このコマンド引数を省略した場合，shmdumpが指
定されたと仮定し，$DCDIR/spoolに shmdumpというファイル名で共用メモリの情報
を出力します。
1032



13.　運用コマンドの詳細
xarevtr
xarevtr

名称

XARイベントトレース情報の表示

形式
xarevtr 〔-a〕〔-f XARイベントトレース情報ファイル〕

機能

指定した XARイベントトレース情報ファイルを編集して，コンソールに表示します。

オプション

● -a

XARイベントトレース情報のコンソール表示を詳細形式で表示します。このオプション
を省略した場合，XARイベントトレース情報の 6～ 10行目，および 12行目の表示が省
略されます。

● -f　XARイベントトレース情報ファイル

コンソールに表示する XARイベントトレース情報ファイルを指定します。このオプショ
ンを省略した場合，$DCDIR/spool/dcxarinf/trace/xarevtr1，または $DCDIR/spool/
dcxarinf/trace/xarevtr2のうち，更新時刻の新しいファイルが編集対象ファイルとして
仮定されます。

出力形式

• aa....aa：日時（ctime形式）
• bb....bb：マイクロ秒（10進数）
• cc....cc：アプリケーションサーバ名称（16文字以内の文字列）
• dddd：表示番号（10進数）
• ee....ee：プロセス ID（10進数）
• ff....ff：トランザクション管理テーブル番号（10進数）
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• gg....gg：内部保守情報（10進数，または 20文字以内の文字列）
• hh....hh：要求コード名称（32文字以内）
• xar_start…トランザクションブランチの開始処理
• xar_call…トランザクションブランチ内からの RPCの実行
• xar_end…トランザクションブランチの終了処理
• xar_prepare…トランザクションブランチのコミット準備処理（2相コミットの 1相
目）

• xar_commit…トランザクションブランチのコミット処理（2相コミットの 2相目）
• xar_rollback…トランザクションブランチのロールバック処理
• xar_recover…Prepared状態，Heuristically Completed状態のトランザクションブ
ランチを通知

• xar_forget…Heuristically Completed状態のトランザクションブランチを破棄
• xar_tbl_reserve…内部保守情報（テーブル満杯時のエントリ解放を検知）
• xar_trnrcvr…内部保守情報（rapコネクション切断，または rapサーバダウンを検
知）

• ii：情報取得位置（2文字）
• IN…関数の入り口
• OK…関数の出口（正常終了時）
• ER…関数の出口（異常終了時）

• jj....jj：XAリターンコード文字列（20文字以内の文字列），またはリターンコード
（10進数）
• kk....kk：アプリケーションサーバ XID情報　GTRIDの先頭 64バイト以内（16進
数）

• ll....ll：アプリケーションサーバ XID情報　BQUALの先頭 64バイト以内（16進数）
• mm....mm：アプリケーションサーバ XID詳細情報　フォーマット ID（16進数）
• nn....nn：アプリケーションサーバ XID詳細情報　GTRIDサイズ（16進数）
• oo....oo：アプリケーションサーバ XID詳細情報　BQUALサイズ（16進数）
• pp....pp：アプリケーションサーバ XID　GTRID詳細情報（16進数および文字）
• qq....qq：アプリケーションサーバ XID　BQUAL詳細情報（16進数および文字）
• rr....rr：OpenTP1 XID情報　TRNGID文字列（16文字以内）
• ss....ss：OpenTP1 XID情報　TRNBID文字列（16文字以内）
• tt....tt：OpenTP1 XID詳細情報（16進数）

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32029-E プロセス固有領域のメモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32100-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32101-E XARイベントトレース情報ファイルが見つかりません 標準エラー出力
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KFCA32102-E ファイル操作でエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32103-E xarevtrコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32104-E xarevtrコマンドを実行できません 標準エラー出力

KFCA32105-E xarevtrコマンド実行中にエラーが発生しました 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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xarfills

名称

XARファイルの状態表示

形式
xarfills XARファイル名

機能

XARファイルの状態を標準出力に出力します。

コマンド引数

● XARファイル名　　～〈パス名〉

XARファイル名を指定します。

出力形式

• aa....aa：XARファイルのレコード長（単位：バイト）
• bb....bb：XARファイルのレコード数
• cc....cc：トランザクションブランチ数
• dd....dd：XARファイルに格納できる最大 RIサイズ（10進数）
• ee....ee：XARファイル状態
• RUNNING…正常状態
• HOLD…閉塞状態
• INIT…初期状態

• ff....ff：XARファイルを作成した時刻
曜日△月△日△時：分：秒：年（西暦）の形式

• gg....gg：オンラインを開始した時刻
曜日△月△日△時：分：秒：年（西暦）の形式

• hh....hh：最後に XARファイルをクローズした時刻
曜日△月△日△時：分：秒：年（西暦）の形式

• ii....ii：XARファイル名
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出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32017-E プロセス固有領域のメモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32025-E 指定した XARファイルのパス名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32026-E 指定した XARファイルのスペシャルファイルに対するアクセ
ス権がありません

標準エラー出力

KFCA32027-E XARファイルのオープンでシステムの上限値を超えました 標準エラー出力

KFCA32028-E XARファイルに対して I/Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32030-E ファイルシステム作成時のシステムとバージョンが異なって
います

標準エラー出力

KFCA32031-E XARファイルを割り当てるスペシャルファイルは OpenTP1
ファイルシステムとして初期化されていません

標準エラー出力

KFCA32036-E 指定した XARファイルは存在しません 標準エラー出力

KFCA32037-E 指定した XARファイルはほかのプロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA32038-E XARファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA32103-E xarfillsコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32111-E 指定されたファイルは XARファイルではありません 標準エラー出力

KFCA32112-I ヘルプメッセージ 標準出力
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xarforce

名称

XARトランザクション状態の変更

形式
xarforce ｛-c｜-r｜-f｝
         ｛-t OpenTP1トランザクションID｜
           -u クライアントトランザクションID｜
           -n エントリ番号｝

機能

指定した OpenTP1トランザクション ID，クライアントトランザクション ID，およびエ
ントリ番号に対応するトランザクションの状態を変更します。

オプション

● -c

XAリソースサービスで管理しているトランザクションの状態をヒューリスティックコ
ミットに決着します。このオプションで状態を変更できるトランザクションは，xarlsコ
マンドで出力されたトランザクション状態が，プリペアのトランザクションです。

● -r

XAリソースサービスで管理しているトランザクションの状態をヒューリスティックロー
ルバックに決着します。このオプションで状態を変更できるトランザクションは，xarls
コマンドで出力されたトランザクション状態が，プリペアのトランザクションです。

● -f

XAリソースサービスで管理しているトランザクションを無効にします。このオプション
で無効にできるトランザクションは，xarlsコマンドで出力されたトランザクション状態
が，ヒューリスティックハザード，ヒューリスティックコミット，ヒューリスティック
ロールバック，またはヒューリスティックミックスのトランザクションです。

● -t　OpenTP1トランザクション ID　　～〈80文字の 16進数〉

状態を変更する OpenTP1トランザクション IDを指定します。OpenTP1トランザク
ション IDは，xarlsコマンドの -a，または -pオプションで出力された OpenTP1トラン
ザクション IDを指定します。

● -u　クライアントトランザクション ID　　～〈280文字の 16進数〉

状態を変更するクライアントトランザクション IDを指定します。クライアントトランザ
クション IDは，xarlsコマンドの -a，または -pオプションで出力された IDを指定しま
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す。

● -n　エントリ番号　　～〈1～ 8192の 10進数〉

状態を変更するトランザクションのエントリ番号を指定します。エントリ番号は xarlsコ
マンドの -a，または -pオプションで出力された番号を指定します。

出力メッセージ

注意事項
• エントリ番号を指定してコマンドを実行する場合，XAリソースサービスに対するア
クセスを停止してから実行してください。

各オプションとトランザクション状態の対応を次に示します。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32103-E コマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32123-E 共用メモリを利用できないため処理を実行できません 標準エラー出力

KFCA32124-E XAリソースサービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32126-E XAリソースサービスが閉塞しています 標準エラー出力

KFCA32127-E RPCでタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA32128-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA32130-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32133-E 指定したトランザクション IDのトランザクションは存在しま
せん

標準エラー出力

KFCA32134-E 指定したエントリ番号のトランザクションは存在しません 標準エラー出力

KFCA32135-E 指定したトランザクション IDのトランザクション状態は変更
できません

標準エラー出力

KFCA32136-E 指定したエントリ番号のトランザクション状態は変更できま
せん

標準エラー出力

KFCA32137-I トランザクション IDのトランザクションをコミットしました 標準出力

KFCA32138-I トランザクション IDのトランザクションをロールバックしま
した

標準出力

KFCA32139-I トランザクション IDのトランザクションを無効にしました 標準出力

KFCA32140-I エントリ番号のトランザクションをコミットしました 標準出力

KFCA32141-I エントリ番号のトランザクションをロールバックしました 標準出力

KFCA32142-I エントリ番号のトランザクションを無効にしました 標準出力

KFCA32143-E XAリソースサービスが起動していません 標準エラー出力

KFCA32144-E OpenTP1システムが起動していません 標準エラー出力

KFCA32156-E xarforceコマンド実行中にエラーを検知しました 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
xarforce
（凡例）
A：Active状態
I：Idle状態
P：Prepared状態
R：Rollback only状態
H：Heuristic complete状態
○：指定できます。
－：指定できません。

オプション トランザクション状態

A I P R H

-c － － ○ － －

-r － － ○ － －

-f － － － － ○
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13.　運用コマンドの詳細
xarhold
xarhold

名称

XAリソースサービスの閉塞

形式
xarhold

機能

XAリソースサービスを閉塞状態にします。

出力メッセージ

注意事項
• XAリソースサービスに組み込まれていた XARファイルのクローズ処理で異常が発生
しても，強制的に XAリソースサービスを閉塞状態にします。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32007-I XAリソースサービスを閉塞しました 標準出力

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32103-E xarholdコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32121-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32124-E XAリソースサービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32126-E XAリソースサービスが閉塞しています 標準エラー出力

KFCA32127-E RPCでタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA32128-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA32143-E XAリソースサービスが起動していません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
xarinit
xarinit

名称

XARファイルの作成

形式
xarinit -f 物理ファイル名 -n レコード数 〔-s レコード長〕

機能

OpenTP1ファイルシステム内に XARファイルを作成し，オンラインで使用できるよう
に初期設定します。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

作成する物理ファイル名を完全パス名で指定します。すでに存在する物理ファイルを指
定するとエラーになります。

● -n　レコード数　　～〈符号なし整数〉((1～ 8192))

作成する XARファイルのレコード数を指定します。

● -s　レコード長　　～〈符号なし整数〉（単位：バイト）

作成する XARファイルのレコード長を指定します。OpenTP1ファイルシステム作成時
（filmkfsコマンド）に指定したセクタ長（UNIX通常ファイルの場合 512バイト）の倍
数を指定してください。このオプションの指定を省略すると，OpenTP1ファイルシステ
ムのセクタ長が XARファイルのレコード長になります。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32017-E プロセス固有領域のメモリ不足で処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32025-E 指定した XARファイルのパス名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32026-E 指定した XARファイルのスペシャルファイルに対するアクセ
ス権がありません

標準エラー出力

KFCA32027-E XARファイルのオープンでシステムの上限値を超えました 標準エラー出力

KFCA32028-E XARファイルに対して I/Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32030-E ファイルシステム作成時のシステムとバージョンが異なって
います

標準エラー出力

KFCA32031-E XARファイルを割り当てるスペシャルファイルは OpenTP1
ファイルシステムとして初期化されていません

標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
xarinit
注意事項
• MSDTC連携機能を使用する（XAリソースサービス定義で xar_msdtc_use=Yと指定
する）場合，-sオプションには 1024バイト以上を指定することをお勧めします。

• MSDTC連携機能を使用する場合，クライアントの環境によっては XARファイルの
レコード長の不足が原因となって，KFCA32045-Eメッセージを出力してトランザク
ションの決着処理に失敗することがあります。この場合，次に示す手順で XARファ
イルを再作成してください。
1. OpenTP1を終了します。
2. KFCA32045-Eメッセージの「必要な XARファイルのレコード長」に表示された
値を xarinitコマンドの -sオプションに指定して，XARファイルを再作成します。

3. OpenTP1を正常開始します。

• バージョンが 07-01以降の TP1/Server Baseで作成した XARファイルは，07-00以
前の TP1/Server Baseで使用しないでください。TP1/Server Base 07-01から，XAR
ファイルの構成が変更されるためです。07-01以降の TP1/Server Baseで作成した
XARファイルを 07-00以前の TP1/Server Baseで使用した場合の動作は保証しませ
ん。

KFCA32032-E 指定された XARファイル名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32033-E 指定された XARファイルはすでに存在します 標準エラー出力

KFCA32034-E OpenTP1ファイルシステムのファイル容量が不足しました 標準エラー出力

KFCA32035-E OpenTP1ファイルシステムのファイル数の上限値を超えまし
た

標準エラー出力

KFCA32037-E 指定した XARファイルはほかのプロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA32103-E xarinitコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32106-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32107-E レコード数の指定に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32108-E 指定された XARファイル名の長さが 64文字以上です 標準エラー出力

KFCA32162-E レコード長の指定に誤りがあります 標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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13.　運用コマンドの詳細
xarls
xarls

名称

XARトランザクション情報の表示

形式
xarls 〔-c｜ 〔-a｜-p プロセスID〕 〔-r〕〕

機能

XAリソースサービスが管理するすべてのトランザクションの状態をコンソールに表示し
ます。

オプション

● -c

XAリソースサービスの管理情報を表示します。

● -a

XAリソースサービスの管理情報と，XAリソースサービスで管理しているすべてのトラ
ンザクションの状態を表示します。

● -p　プロセス ID　　～〈10進数〉

トランザクションのプロセス IDを指定します。指定したプロセス IDに対応するトラン
ザクションの状態を表示します。

● -r

XAリソースサービスが管理するすべてのトランザクションの状態，RI，および XID内
のトランザクション情報を表示します。

出力形式

●トランザクション情報が表示された場合
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13.　運用コマンドの詳細
xarls
• AA....AA：エントリ番号（10進数）
• BB....BB：トランザクション開始時間（ctime形式）
• CC....CC：プロセス ID（10進数）
• XX....XX：rapリスナーのポート番号（10進数）
• DD....DD：トランザクション状態
• A…アクティブ
• I…アイドル
• P…プリペア
• HH…ヒューリスティックハザード
• HC…ヒューリスティックコミット
• HR…ヒューリスティックロールバック
• HM…ヒューリスティックミックス
• ***…初期状態

• EE....EE：ロールバックオンリーマーク
• INIT…初期状態
• RBONLY1…マーク付きトランザクションあり
• RBONLY2…トランザクションなし
• RBONLY3…マークなしトランザクションあり

• FF....FF：ロールバックオンリーになった時間（ctime形式）
• GG....GG：OpenTP1トランザクション ID（80文字の 16進数）
• HH....HH：トランザクショングローバル識別子（16文字の文字列）
• II....II：トランザクションブランチ識別子（16文字の文字列）
• JJ....JJ：クライアントトランザクション ID（280文字の 16進数）
• KK....KK：DID情報（32文字の 16進数）

DIDとは，MSDTCで管理するトランザクション識別子です。DID情報を持たないト
ランザクションブランチの場合は '****'を表示します。

• LL....LL：ノード ID情報（32文字の 16進数）
ノード ID情報を持たないトランザクションブランチの場合は '****'を表示します。

• MM....MM：MSDTC連携で使用する回復情報（16進数（文字数は可変長））
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13.　運用コマンドの詳細
xarls
回復情報を持たないトランザクションブランチの場合は '****'を表示します。

●管理部情報が表示された場合

• aa....aa：XARのバージョン（10進数）
• bb....bb：XARの閉塞状態（文字列）
• RUNNING…正常状態
• HOLD…閉塞状態

• cc....cc：トランザクションブランチ数（10進数）
• dd....dd：アイドル状態のトランザクションブランチ監視時間（10進数）
• ee....ee：トレースレコード番号（10進数）
• ff....ff：イベントレベル（10進数）
• gg....gg：レコード最大数（10進数）
• hh....hh：書き込み可能ファイル番号（10進数）
• 1…オンライン用 XARファイル
• 2…バックアップ用 XARファイル
• 3…書き込み可能ファイルなし

• ii....ii：XARファイルに格納できる最大 RIサイズ（10進数）
• jj....jj：XARファイル状態（文字列）
• RUNNING…正常状態
• HOLD…閉塞状態
• INIT…初期状態
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13.　運用コマンドの詳細
xarls
• kk....kk：物理ファイル名（文字列）
• ll....ll：XARファイルのレコード数（10進数）
• mm....mm：XARファイルのレコード長（10進数）
• nn....nn：ファイル作成時刻（ctime形式）
• oo....oo：オンライン開始時刻（ctime形式）
• pp....pp：最終クローズ時刻（ctime形式）

出力メッセージ

注意事項

このコマンドで出力される情報は，処理性能への影響を極力抑えるため，排他処理をし
ないで情報を参照します。このため，XAリソースサービスで管理しているトランザク
ションの解放処理中にコマンドを実行した場合は，トランザクション状態に ***が表示

されます。***が表示されたトランザクションは，10進数および 16進数の情報につい
ては 0が表示されます。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32103-E xarlsコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32123-E 共用メモリを利用できないため処理を実行できません 標準エラー出力

KFCA32124-E XAリソースサービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32129-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32131-E トランザクションは存在しません 標準エラー出力

KFCA32132-E 指定したプロセス IDのトランザクションは存在しません 標準エラー出力

KFCA32143-E XAリソースサービスが起動していません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
xarrles
xarrles

名称

XAリソースサービスの閉塞解除

形式
xarrles

機能

定義ファイルに指定した XARファイルを XAリソースサービスに組み込み，XAリソー
スサービスの閉塞状態を解除します。

出力メッセージ

注意事項
• 定義ファイルに指定する XARファイルには，次の制限があります。
• XAリソースサービスが閉塞状態になる前に使用していた XARファイルと同じセク
タ長でなければならない。

• XAリソースサービスが閉塞状態になる前に使用していた XARファイルと同じレ
コード数でなければならない。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32008-I XAリソースサービスの閉塞を解除しました 標準出力

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32103-E xarrlesコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32120-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32122-E XAリソースサービスの閉塞解除に失敗しました 標準エラー出力

KFCA32124-E XAリソースサービスの V/Rが誤っています 標準エラー出力

KFCA32125-E XAリソースサービスが閉塞していません 標準エラー出力

KFCA32127-E RPCでタイムアウトが発生しました 標準エラー出力

KFCA32128-E RPCでネットワーク障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA32144-E OpenTP1システムが起動していません 標準エラー出力
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13.　運用コマンドの詳細
xarrm
xarrm

名称

XARファイルの削除

形式
xarrm -f 物理ファイル名

機能

OpenTP1ファイルシステム内の XARファイルを削除します。指定したファイルが使用
中の場合は，削除できません。

オプション

● -f　物理ファイル名　　～〈パス名〉

削除する物理ファイル名を完全パス名で指定します。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA32017-E プロセス固有領域のメモリ不足で処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32025-E 指定した XARファイルのパス名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32026-E 指定した XARファイルのスペシャルファイルに対するアクセ
ス権がありません

標準エラー出力

KFCA32027-E XARファイルのオープンでシステムの上限値を超えました 標準エラー出力

KFCA32028-E XARファイルに対して I/Oエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA32029-E メモリ不足のため処理を続行できません 標準エラー出力

KFCA32030-E ファイルシステム作成時のシステムとバージョンが異なって
います

標準エラー出力

KFCA32031-E XARファイルを割り当てるスペシャルファイルは OpenTP1
ファイルシステムとして初期化されていません

標準エラー出力

KFCA32032-E 指定された XARファイル名に誤りがあります 標準エラー出力

KFCA32036-E 指定した XARファイルは存在しません 標準エラー出力

KFCA32037-E 指定した XARファイルはほかのプロセスで使用中です 標準エラー出力

KFCA32038-E XARファイルに対するアクセス権がありません 標準エラー出力

KFCA32103-E xarrmコマンドの使用方法が不正です 標準エラー出力

KFCA32108-E 指定された XARファイル名の長さが 64文字以上です 標準エラー出力

KFCA32109-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA32111-E 指定されたファイルは XARファイルではありません 標準エラー出力
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付録 A　入出力キューのダンプファイルの形式
付録 A　入出力キューのダンプファイルの形式
mcftdmpquコマンドを実行すると，ダンプファイルにはメッセージが連続して出力され
ます。ダンプファイルの形式を次の図に示します。

図 A-1　ダンプファイルの形式

図 A-1に示すメッセージの形式を説明します。

• アイキャッチャ（4バイト）
出力したメッセージが入力キューのメッセージか，出力キューのメッセージかを示し
ます。
ITQ△：入力キューのメッセージです。
OTQ△：出力キューのメッセージです。

• MCF使用領域（960バイト）
MCFが使用する領域です。

• メッセージ情報（512バイト）
出力したメッセージについての情報を格納する領域です。
構造体 dc_mcf_dump_infoで参照できます。構造体 dc_mcf_dump_infoの形式を次に
示します。

• セグメント長（4バイト），セグメント
セグメントの長さを示す領域と，セグメント長で示される長さのセグメントです。セ
グメント長とセグメントで一組となり，セグメント数分繰り返します。
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付録 A　入出力キューのダンプファイルの形式
• メッセージ終了識別子（4バイト）
メッセージの終了を示す領域で，'NULL'が格納されています。

 

構造体 dc_mcf_dump_infoの形式

 
/*************************************************************/
/*            入出力キューダンプ メッセージ情報              */
/*************************************************************/
struct dc_mcf_dump_info {

  char    le_name[16];               /* 入力元論理端末名称※1 */
  char    cn_name[16];              /* 入力元コネクションID */
  char    mcf_sid[3];                /* MCF識別子 */
  char    ap_name[9];                /* アプリケーション名※2 */

  char    ap_kind[5];              /* アプリケーション種別※2 */
                    /* value<"mcf "=システムアプリケーション */
                    /*       "user"=ユーザ アプリケーション> */
  char    sg_name[32];                 /* サービスグループ名 */
  char    sv_name[32];                 /* サービス名 */
  char    map_name[9];                 /* マップ名 */
  char    yobi1[2];                    /* 予備1 */
  struct {                         /* メッセージ書き込み時間 */
    unsigned int  tvsec;     /* 1970年1月1日からの通算秒 */
    int    tvsec;                    /* 秒以下 */
  } write_time;
  struct {                            /* 入力通番構造体 */
    unsigned int  time;              /* 入力通番取得時刻 */
                            /* (1970年1月1日からの通算秒) */
    int    no_in_time;         /* 同時刻での枝番(初期値=1) */
    char    yobi1[8];                /* 予備1 */
  } recv_no;

  struct {                           /* 出力通番構造体※1 */
    int    no;                      /* 出力通番 */
    char    type[2];                 /* 出力通番識別 */
                                     /* value<"n"=一般 */
                                     /*       "p"=優先 */
                                     /*       "o"=応答> */
    char    yobi1[2];                /* 予備1 */
  } send_no;

  char    exec_ap_name[9];   /* 起動先アプリケーション名※1※3 */

  char    exec_ap_kind[5];   /* 起動先アプリケーション種別※1※3 */
                             /* value<"mcf "=システムアプリケーション */
                             /*       "user"=ユーザ アプリケーション> */
  char    send_le_name[16];         /* 出力先論理端末名称 */
  char    yobi2[326];               /* 予備2 */
};
 

注※ 1
出力キューダンプのときだけ設定されます。

注※ 2
SPPからメッセージを送信した場合は，アプリケーション名に '*******'，アプリ
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付録 A　入出力キューのダンプファイルの形式
ケーション種別に '****'が設定されます。

注※ 3
アプリケーションを起動しなかった場合は，起動先アプリケーション名に '*******'，
起動先アプリケーション種別に '****'が設定されます。
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付録 B　OpenTP1のイベント
付録 B　OpenTP1のイベント
OpenTP1では，開始，終了などのイベントを JP1イベントサービス機能に登録できま
す。登録したイベントは，JP1ジョブ管理機能で利用できます。JP1イベントサービス
機能についてはマニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を，JP1ジョブ管理機能について
は，JP1/AJS関連のマニュアルを参照してください。

付録 B.1　イベント登録の方法
OpenTP1のイベントを JP1イベントサービス機能へ登録するには，システム共通定義
で jp1_use=Yと指定します。

付録 B.2　登録できる OpenTP1のイベント
JP1イベントサービス機能に登録できる OpenTP1のイベントを次の表に示します。

表 B-1　JP1イベントサービス機能に登録できる OpenTP1のイベント

注※
詳細情報のデータはテキスト形式です。形式を次に示します。

ss△ nnnn△mm...mm△ ¥0
ss：システム識別子（0～ 2バイト）
nnnn：ノード識別子（4バイト）
mm...mm：上記の詳細情報欄の文字列（5～ 10バイト）

イベント イベント ID
（基本コード

だけ）

メッセージ  詳細情報※ 登録するタイミング

開始 0x00010000 NULL "start" ユーザサーバのスケジューリング
開始後

正常終了 0x00010001 NULL "end_normal" システムサービス終了後

計画停止 A 0x00010001 NULL "end_planA" システムサービス終了後

計画停止 B 0x00010001 NULL "end_planB" システムサービス終了後

強制停止 0x00010001 NULL "end_force" システムサービス終了後

異常終了 0x00010002 NULL "end_error" 異常終了決定直後，または終了処
理開始前

メッセージ
ログ出力

0x00010003 OpenTP1
メッセージ

NULL メッセージログ出力直後
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付録 C　監査イベントの出力情報
監査イベントの出力情報を次の表に示します。

表 C-1　監査イベントの出力情報

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容

OpenTP1開始 メッセージ ID（msgid） KFCA33400-I

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

dcstartの実行ユーザ名またはユーザ ID

オブジェクト（obj） ノード識別子

動作情報（op） Start

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

290+2*a

OpenTP1待機状態 メッセージ ID（msgid） KFCA33401-I

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

スーパユーザのユーザ名またはユーザ
ID

オブジェクト（obj） ノード識別子

動作情報（op） Start

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－
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付録 C　監査イベントの出力情報
リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

326+2*a

OpenTP1正常終了 メッセージ ID（msgid） KFCA33402-I

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

dcstopの実行ユーザ名またはユーザ ID

オブジェクト（obj） ノード識別子

動作情報（op） Stop

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

289+2*a

OpenTP1異常終了 メッセージ ID（msgid） KFCA33403-E

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） Failure

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

システムダウンにつながったプロセスの
PID
（該当プロセスがプロセスサービスの場
合は，0を出力）

オブジェクト（obj） ノード識別子
（ノード識別子が取得できない場合は，
"****"を出力）

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

321

プロセスサービス
の重大なエラー

メッセージ ID（msgid） KFCA33404-E

コンポーネント（compid） prc

監査事象種別（ctgry） Failure

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

プロセスサービスの PID

オブジェクト（obj） ノード識別子
（ノード識別子が取得できない場合は，
"****"を出力）

動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

331

ユーザサーバ開始 メッセージ ID（msgid） KFCA33405-I

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

dcsvstartの実行ユーザ名またはユーザ
ID

オブジェクト（obj） ユーザサーバ名

動作情報（op） Start

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

285+2*(a+b)

備考 次のサーバの開始，終了についても出力
する。
rapサーバ，rapリスナー，rapクライ
アントマネジャ，TP1/EE，RTSSPP，
RTSSUP，MQCゲートウェイサーバ，
mqrspp，mqrsup

ユーザサーバ正常
終了

メッセージ ID（msgid） KFCA33406-I

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

dcsvstopの実行ユーザ名またはユーザ
ID

オブジェクト（obj） ユーザサーバ名

動作情報（op） Stop

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

284+2*(a+b)

備考 次のサーバの開始，終了についても出力
する。
rapサーバ，rapリスナー，rapクライ
アントマネジャ，TP1/EE，RTSSPP，
RTSSUP，MQCゲートウェイサーバ，
mqrspp，mqrsup

ユーザサーバ異常
終了

メッセージ ID（msgid） KFCA33407-E

コンポーネント（compid） adm

監査事象種別（ctgry） Failure

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

ダウンしたユーザサーバプロセスの PID

オブジェクト（obj） ユーザサーバ名

動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

313+2*b

備考 次のサーバの開始，終了についても出力
する。
rapサーバ，rapリスナー，rapクライ
アントマネジャ，TP1/EE，RTSSPP，
RTSSUP，MQCゲートウェイサーバ，
mqrspp，mqrsup

ユーザサーバ閉塞 メッセージ ID（msgid） KFCA33408-I

コンポーネント（compid） scd

監査事象種別（ctgry） Failure

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

スケジューラサービスの PID

オブジェクト（obj） ユーザサーバ名

動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

348+2*b

ユーザサーバの
サービス閉塞

メッセージ ID（msgid） KFCA33409-I

コンポーネント（compid） scd

監査事象種別（ctgry） Failure

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

スケジューラサービスの PID

オブジェクト（obj） ユーザサーバ名，サービス名

動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

365+2*(b(ユーザサーバ名 )+b(サービス
名 ))

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
クライアントユー
ザ認証成功

メッセージ ID（msgid） KFCA33410-I

コンポーネント（compid） nam

監査事象種別（ctgry） Authentication

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

ネームサービスの PID

オブジェクト（obj） 受信したログイン名

動作情報（op） Login

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

364+2*b

備考 システム共通定義の client_uid_checkオ
ペランドに Yが指定されたときに出力す
る。

クライアントユー
ザ認証失敗

メッセージ ID（msgid） KFCA33411-W

コンポーネント（compid） nam

監査事象種別（ctgry） Authentication

監査事象結果（result） Failure

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

ネームサービスの PID

オブジェクト（obj） 受信したログイン名

動作情報（op） Login

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

360+2*b

備考 システム共通定義の client_uid_checkオ
ペランドに Yが指定されたときに出力す
る。

サービス関数の実
行開始

メッセージ ID（msgid） KFCA33412-I

コンポーネント（compid） rpc

監査事象種別（ctgry） AccessControl

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

要求先ユーザサーバの PID

オブジェクト（obj） 要求先サービス名

動作情報（op） Enforce

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

要求先サービスグループ名

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○
（送信元の受信ポート番号を出力）

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

552+2*(b+c)+FSV+FSVG

備考 • XATMIの SPP，および SPP.NETで
は取得されない。

• 製品間のバージョンによって，次の
サーバについても出力される可能性が
ある。
クライアント拡張サービス，rapサー
バ，rapリスナー，rapクライアント
マネジャ，TP1/EE，MQCゲートウェ
イサーバ，mqrspp，mqrsup

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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サービス関数の実
行完了

メッセージ ID（msgid） KFCA33413-I

コンポーネント（compid） rpc

監査事象種別（ctgry） AccessControl

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

要求先ユーザサーバの PID

オブジェクト（obj） 要求先サービス名

動作情報（op） Enforce

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

要求先サービスグループ名

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○
（送信元の受信ポート番号を出力）

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

553+2*(b+c)+FSV+FSVG

備考 • XATMIの SPP，および SPP.NETで
は取得されない。

• 製品間のバージョンによって，次の
サーバについても出力される可能性が
ある。
クライアント拡張サービス，rapサー
バ，rapリスナー，rapクライアント
マネジャ，TP1/EE，MQCゲートウェ
イサーバ，mqrspp，mqrsup

不正電文の破棄 メッセージ ID（msgid） KFCA33414-W

コンポーネント（compid） rpc

監査事象種別（ctgry） AnomalyEvent

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

不正電文を検知したプロセスの PID

オブジェクト（obj） 受信ポート番号

動作情報（op） Occur

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子
（ノード識別子が取得できない場合は，
"****"を出力）

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○
（UNIXドメイン通信の場合は，0を出
力）

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

542

RPC呼び出し完了 メッセージ ID（msgid） KFCA33415-I

コンポーネント（compid） rpc

監査事象種別（ctgry） AccessControl

監査事象結果（result） Success/Failure

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

要求元ユーザサーバの PID

オブジェクト（obj） 要求先サービス名

動作情報（op） Enforce

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

要求先サービスグループ名

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○
（送信元の受信ポート番号を出力）

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） ○
（RPC要求先が確定する前にエラーを検
知した場合，出力しない）

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

○
（RPC要求先が確定する前にエラーを検
知した場合，出力しない）

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

709+2*(b+c)+FSV+FSVG

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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備考 • dc_rpc_callの戻り値が
DCRPCER_PROTO，または
DCRPCER_INVALID_ARGSの場合，
監査ログは出力しない。

• 製品間のバージョンによって，次の
サーバについても出力される可能性が
ある。
クライアント拡張サービス，rapサー
バ，rapリスナー，rapクライアント
マネジャ，TP1/EE，MQCゲートウェ
イサーバ，mqrspp，mqrsup

RPC応答の受信
（dc_rpc_poll_any
_replies関数の使
用時）

メッセージ ID（msgid） KFCA33416-I

コンポーネント（compid） rpc

監査事象種別（ctgry） AccessControl

監査事象結果（result） Success/Failure

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

dc_rpc_poll_any_replies()発行元ユーザ
サーバの PID

オブジェクト（obj） 要求先サービス名
（非同期応答型 RPCの応答を受信する前
にエラーを検知した場合は，"********"
を出力）

動作情報（op） Enforce

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

要求先サービスグループ名
（非同期応答型 RPCの応答を受信する前
にエラーを検知した場合は，"********"
を出力）

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

538+2*(b+c)+FSV+FSVG

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
備考 製品間のバージョンによって，次のサー
バについても出力される可能性がある。
クライアント拡張サービス，rapサーバ，
rapリスナー，rapクライアントマネ
ジャ，TP1/EE，MQCゲートウェイサー
バ，mqrspp，mqrsup

rapの不正電文の
破棄

メッセージ ID（msgid） KFCA33417-W

コンポーネント（compid） scs

監査事象種別（ctgry） AnomalyEvent

監査事象結果（result） Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

不正電文を検知したプロセスの PID

オブジェクト（obj） 受信ポート番号

動作情報（op） Occur

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ノード識別子

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

○

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） ○

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

○

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

535

OpenTP1ファイル
システムに対する
アクセスエラー

メッセージ ID（msgid） KFCA33418-W

コンポーネント（compid） fil

監査事象種別（ctgry） ContentAccess

監査事象結果（result） Failure

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

ファイルにアクセス要求を行ったプロセ
スのユーザ名またはユーザ ID

オブジェクト（obj） OpenTP1ファイル名
（OpenTP1ファイルシステム名が取得で
きない場合，この項目は出力しない）

動作情報（op） Refer/Add/Update/Delete

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
オブジェクトロケーション情報
（objloc）

OpenTP1ファイルシステム名
（OpenTP1ファイルシステム名が取得で
きない場合，この項目は出力しない）

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

345+2*a+b+c

コマンドの実行 メッセージ ID（msgid） KFCA33419-I

コンポーネント（compid） cmd

監査事象種別（ctgry） Maintenance

監査事象結果（result） Success/Failure/Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

コマンドを実行したユーザ名またはユー
ザ ID

オブジェクト（obj） コマンド名

動作情報（op） Maintain

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

306+2*(a+b)+CPARM

OpenTP1サービス
開始

メッセージ ID（msgid） KFCA33420-I

コンポーネント（compid） nts

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

サービスログオンアカウント

オブジェクト（obj） サービス名（Windowsのサービス名称）

動作情報（op） Start

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

268+2*(a+b)

備考 Windows版だけ出力する

OpenTP1サービス
停止

メッセージ ID（msgid） KFCA33421-I

コンポーネント（compid） nts

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

サービスログオンアカウント

オブジェクト（obj） サービス名（Windowsのサービス名称）

動作情報（op） Stop

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

259+2*(a+b)

備考 Windows版だけ出力する

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
（凡例）
○：出力されます。
－：該当しません。

ログメッセージサイズの計算式の変数の意味
ログメッセージサイズの変数には，各項目に出力される値の文字数を代入してくだ
さい。なお，FSV，FSVG，CPARM，およびmsgは，自由記述（msg）の出力情報
です。各変数の意味を次に示します。

UAPからユーザが
任意に取得する監
査ログの取得

メッセージ ID（msgid） KFCA34000-x～ KFCA34999-x

コンポーネント（compid） ユーザ指定値
（「*AA」の形式（AA：監査ログ出力
APIで指定した値）で出力）

監査事象種別（ctgry） ユーザ指定値

監査事象結果（result） Success/Failure/Occurrence

サブジェクト識別情報（subj:（euid，
pid））

監査ログ出力 APIを発行したユーザサー
バのユーザ名またはユーザ ID

オブジェクト（obj） サービス名

動作情報（op） ユーザ指定値

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

ユーザサーバ名

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

○

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト（to:ipv4） －

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：バイ
ト）

290+a+b+c+msg

変数 意味

a サブジェクト識別情報に出力される値の文字数

b オブジェクト情報に出力される値の文字数

c オブジェクトロケーション情報に出力される値の文字数

FSV 要求元サービス名に出力される値の文字数

FSVG 要求元サービスグループ名に出力される値の文字数

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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付録 C　監査イベントの出力情報
ログメッセージサイズの計算方法
ログメッセージサイズは，各イベントのログメッセージサイズの計算式を基に算出
します。計算した結果に「共通部分＝環境変数 DCDIRの文字数」を加えた値が，
各イベントのログメッセージサイズになります。

（例）
ここでは，OpenTP1開始（メッセージ IDは KFCA33400-I）の場合のログ
メッセージサイズの計算方法について説明します。この例では，dcstartコマン
ドの実行ユーザ名は「tp1user」とします。また，環境変数 DCDIRは「/usr/
OpenTP1」で，共通部分は「12」とします。

ログメッセージサイズに関する注意事項
ログのメッセージサイズは多めに見積もられています。このため，実際に出力され
るログのサイズは，見積もりの計算結果よりも少なくなる場合があります。

CPARM コマンドのパラメータに出力される値の文字数

msg 自由記述の文字数

計算式   = 290＋2*a
         = 290+2*7
         = 304
 
共通部分 = 12
 
ログサイズ = 304 + 12

           = 316

変数 意味
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情
報

アンロードジャーナルファイル上でメッセージ制御機能が取得したジャーナル情報（AJ，
GJ，IJ，MJ，OJ，CJ）を次に示します。また，メッセージ制御機能のジャーナル取得
条件，およびジャーナルの必要量の計算式を示します。

ジャーナルのレコードサイズは，32ビット版で 4バイト，64ビット版で 8バイトの倍数
となるように調整します。レコードのサイズが 4バイトまたは 8バイト境界になってい
ない場合，jnleditコマンドによる編集結果の入力・出力メッセージ以降のデータに，無
効なデータが出力されます。

MCFジャーナルレコード形式で使用している属性を示す記号を次の表に示します。

表 D-1　属性表記記号の意味

付録 D.1　AJレコード形式

属性表記記号 意味

char 文字属性を持つ 1バイトの領域を示します。

uchar 符号なし属性を持つ 1バイトの領域を示します。

char［＊］ 文字属性の領域を示します。

＊の部分に指定がない場合は，可変長であることを示します。

10進数が記述してある場合は，バイト数を示します。

この領域を参照するときは，文字数を指定する文字列操作をしてください。

ulong 符号なし数値属性を持つ 4バイトの領域を示します。

項目 位置
（バイト）

属性 説明

予備 0 char［24］ 予備領域です。

出力論理端末名 24 char［16］ 出力メッセージを送信した出力論理端末名で
す。

アプリケーション名 40 char［10］ 出力論理端末に出力メッセージを送信したアプ
リケーション名です。
SPPの場合は取得されません。

予備 50 char［18］ 予備領域です。

ジャーナル取得時刻 68 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す。
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒）
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D.2　GJレコード形式

ジャーナル取得時刻 72 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す。
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒以
下）

予備 76 char［4］ 予備領域です。

出力メッセージ種別 80 char 出力メッセージの種別を次の文字で示します。
n：一般一方送信メッセージ
o：問い合わせメッセージ
p：優先一方送信メッセージ

出力通番の有無種別 81 uchar このメッセージが出力通番を持っているかどう
かを次の値で示します。
0x00：出力通番を持たないメッセージ
0x01：出力通番を持つメッセージ

予備 82 char［2］ 予備領域です。

メッセージ出力通番 84 ulong 出力メッセージを送信した時の出力通番です。
出力通番の有無種別が 0x01のときに有効です。

予備 88 char［24］ 予備領域です。

項目 位置
（バイト）

属性 説明

予備 0 char［8］ 予備領域です。

入力論理端末名 8 char［16］ 入力メッセージを受信した入力論理端末名で
す。

予備 24 char［16］ 予備領域です。

アプリケーション名 40 char［10］ 入力メッセージを処理するアプリケーション名
です。

予備 50 char［2］ 予備領域です。

メッセージ入力通番 52 char［12］ 入力論理端末から受け取ったメッセージの入力
通番です。
この情報は文字列ではありません。12バイト
の領域として扱ってください。

予備 64 char［4］ 予備領域です。

ジャーナル取得時刻 68 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す。
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒）

ジャーナル取得時刻 72 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す。
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒以
下）

項目 位置
（バイト）

属性 説明
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D.3　IJレコード形式

予備 76 char［4］ 予備領域です。

マップ名 80 char［9］ NEXTマップがある場合は，そのマップ名を示
します。

予備 89 char［15］ 予備領域です。

入力メッセージサイズ 104 ulong 入力論理端末から受け取ったメッセージの大き
さをバイト単位で示します。

入力メッセージ 108 char［］ 入力論理端末から受け取ったメッセージが設定
されています。
この情報は可変長で，入力メッセージサイズが
示す大きさです。

項目 位置
（バイト）

属性 説明

予備 0 char［8］ 予備領域です。

入力論理端末名 8 char［16］ 入力メッセージを受信した入力論理端末名で
す。

予備 24 char［16］ 予備領域です。

アプリケーション名 40 char［10］ 入力メッセージを処理するアプリケーション名
です。

予備 50 char［2］ 予備領域です。

メッセージ入力通番 52 char［12］ 受け取ったメッセージの入力通番です。この情
報は文字列ではありません。12バイトの領域
として扱ってください。

予備 64 char［4］ 予備領域です。

ジャーナル取得時刻 68 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算
秒）。

ジャーナル取得時刻 72 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算
秒以下）。

予備 76 char［4］ 予備領域です。

マップ名 80 char［9］ NEXTマップがある場合は，そのマップ名を示
します。

入力メッセージ種別 89 char 入力メッセージ種別を次の文字で示します。
i：問い合わせメッセージ
n：一方受信メッセージ

項目 位置
（バイト）

属性 説明
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D.4　MJレコード形式

順序識別子 90 char 入力メッセージが分割されている場合の順序を
示す識別子です。次の文字で示します。
s：入力メッセージは分割されていません。
f：先頭メッセージです。
このあとにメッセージ（m，l）を受け取ってい
ます。
m：中間メッセージです。
このあとにメッセージ（m，l）を受け取ってい
ます。
l：最終メッセージです。
あとにメッセージを受け取っていません。

予備 91 char［13］ 予備領域です。

入力メッセージサイズ 104 ulong 入力論理端末が受け取ったメッセージの大きさ
をバイト単位で示します。

入力メッセージ 108 char［］ 入力論理端末が受け取ったメッセージが設定さ
れています。
この情報は可変長で，入力メッセージサイズが
示す大きさです。

項目 位置
（バイト）

属性 説明

予備 0 char［8］ 予備領域です。

入力論理端末名 8 char［16］ 入力時の場合は，メッセージを受信した入力論理
端末名を示します。

出力論理端末名 24 char［16］ 出力時の場合は，メッセージの送信先の出力論理
端末名を示します。

予備 40 char［28］ 予備領域です。

ジャーナル取得時刻 68 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻です
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒）。

ジャーナル取得時刻 72 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻です
（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算秒以
下）。

予備 76 char［4］ 予備領域です。

コネクション名 80 char［16］ メッセージを受信，または送信したコネクション
名です。

メッセージジャーナ
ル種別

96 char メッセージジャーナルの種別を次の文字で示しま
す。
i：入力編集前のメッセージジャーナル
o：出力編集後のメッセージジャーナル

項目 位置
（バイト）

属性 説明
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D.5　OJレコード形式

順序識別子 97 char 入力，または出力メッセージが分割されている場
合の順序を示す識別子を次の文字で示します。
s：メッセージは分割されていません。
f：先頭メッセージです。
このあとにメッセージ（m，l）を受け取ってい
ます。
m：中間メッセージです。
このあとにメッセージ（m，l）を受け取ってい
ます。
l：最終メッセージです。
あとにメッセージを受け取っていません。

予備 98 char［14］ 予備領域です。

入力または出力メッ
セージサイズ

112 ulong 入力，または出力メッセージの大きさをバイト単
位で示します。

入力または出力メッ
セージ

116 char［］ 入力，または出力論理端末が受け取ったメッセー
ジが設定されています。
この情報は可変長で，入力，または出力メッセー
ジサイズが示す大きさです。

項目 位置
（バイト）

属性 説明

予備 0 char［24］ 予備領域です。

出力論理端末名，また
は起動先アプリケー
ション名

24 char［16］ 出力メッセージを送信した先の出力論理端末
名，またはアプリケーション起動した，起動先
アプリケーション名です。

アプリケーション名 40 char［10］ 出力メッセージを送信したアプリケーション名
です。
SPPの場合は取得されません。

予備 50 char［18］ 予備領域です。

ジャーナル取得時刻 68 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算
秒）。

ジャーナル取得時刻 72 ulong MCFジャーナルバッファに書き出した時刻で
す（1970年 1月 1日 0時 0分 0秒からの通算
秒以下）。

予備 76 char［4］ 予備領域です。

マップ名 80 char［9］ 出力メッセージを送信した時に指定したマップ
名です。

項目 位置
（バイト）

属性 説明
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
付録 D.6　メッセージ制御機能のジャーナル取得条件

出力メッセージ種別 89 char 出力メッセージの種別を次の文字で示します。
n：一般一方送信メッセージ
o：問い合わせメッセージ
p：優先一方送信メッセージ
△：アプリケーション起動メッセージ

予備 90 char 予備領域です。

出力通番の有無種別 91 char このメッセージが出力通番を持っているかどう
かを次の値で示します。
0x00：出力通番を持たないメッセージ
0x01：出力通番を持つメッセージ

メッセージ出力通番 92 ulong 出力メッセージを送信した時の出力通番です。
出力通番の有無種別が 0x01のときに有効です。

予備 96 char［8］ 予備領域です。

送信メッセージサイズ 104 ulong 論理端末，または起動先アプリケーションに送
信したメッセージの大きさをバイト単位で示し
ます。

送信メッセージ 108 char［］ 論理端末，または起動先アプリケーションに送
信したメッセージが設定されています。
この情報は可変長で，メッセージサイズが示す
大きさです。

種別 取得条件 取得プロ
セス

取得タイミング

AJ MCF通信構成定義
mcftalcle -o aj=yes
を指定した場合

通信プロ
セス

メッセージ出力時（送信完了
時）

GJ MCFアプリケーショ
ン定義
mcfaalcap -j gj=yes
を指定した場合

UAPプロ
セス

メッセージ受信時
（dc_mcf_receive()関数内で
取得）

IJ MCFアプリケーショ
ン定義
mcfaalcap -j ij=yes
を指定した場合

通信プロ
セス

メッセージ入力時（入力
キューへの登録前）

MJ mcftactmjコマンドを
入力した場合

通信プロ
セス

メッセージ入力時（入力
キューへの登録前）
メッセージ出力時（出力
キューから読み込み後）

項目 位置
（バイト）

属性 説明
1077



付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
OJ MHP：MCFアプリ
ケーション定義

mcfaalcap -j 
oj=yes
を指定した場合

SPP：ユーザサービス
定義（またはユーザ
サービスデフォルト定
義）

mcf_spp_oj=Y
を指定した場合

UAPプロ
セス

メッセージ送信時
（dc_mcf_send()関数内で取
得），またはアプリケーショ
ン起動要求時
（dc_mcf_execap()関数内で
取得）

CJ
（出力通番）

出力通番を指定して
メッセージ送信をした
場合

UAPプロ
セス

メッセージ送信時
（dc_mcf_send()関数内で取
得）

CJ
（最終出力通番）

出力通番を指定して
メッセージ送信をした
場合

通信プロ
セス

メッセージ出力時（送信完了
時）

CJ
（無効出力通番）

出力通番指定のメッ
セージを送信した論理
端末がMCF構成変更
再開始時に削除されて
いる場合

MCFマネ
ジャプロ
セス

MCF構成変更再開始時

CJ
（QUE※）

MCFアプリケーショ
ン定義
mcfaalcap -g
quekind=disk
を指定した場合

通信プロ
セス

メッセージ入力時（入力
キューへの登録後）

CJ
（QUE※）

MCFアプリケーショ
ン定義
mcfaalcap -g 
quekind=
diskを指定した場合，
およびMCF通信構成
定義
mcftalcle -k 
quekind=disk
を指定した場合

UAPプロ
セス

同期点

CJ
（QUE※）

MCF通信構成定義
mcftalcle -k 
quekind=disk
を指定した場合

通信プロ
セス

メッセージ出力時（出力
キュー消去完了時）

種別 取得条件 取得プロ
セス

取得タイミング
1078



付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
注※
メッセージキューサーバが取得する場合の回復用ジャーナル

付録 D.7　メッセージ制御機能が取得するジャーナルの必要
量の計算式

CJ
（QUE※）

MCFアプリケーショ
ン定義
mcfaalcap -g
quekind=disk
を指定した場合，およ
びMCF通信構成定義
mcftalcle -k
quekind=disk
を指定した場合

MCFマネ
ジャプロ
セス

正常終了時

CJ
（QUE※）

入力キューにメッセー
ジが滞留していたサー
ビスグループ，または
出力キューにメッセー
ジが滞留していた論理
端末がMCF構成変更
再開始時に削除されて
いた場合

MCFマネ
ジャプロ
セス

MCF構成変更再開始時

種別 計算式（単位：バイト）

AJ 176

GJ 32ビット版の場合：↑（204＋ seg）／ 4↑× 4
64ビット版の場合：↑（204＋ seg）／ 8↑× 8

IJ 32ビット版の場合：↑（172＋ seg）／ 4↑× 4
64ビット版の場合：↑（172＋ seg）／ 8↑× 8

MJ 32ビット版の場合：↑（180＋ seg）／ 4↑× 4
64ビット版の場合：↑（180＋ seg）／ 8↑× 8

OJ 32ビット版の場合：↑（204＋ seg）／ 4↑× 4
64ビット版の場合：↑（204＋ seg）／ 8↑× 8

CJ
（出力通番）

トランザクション外の場合：128
（アプリケーション定義　mcfaalcap -n　trnmode=nontrnを指定したMHP）
トランザクションの場合：160
（上記以外）

CJ
（最終出力通
番）

144

CJ
（無効出力通
番）

144

種別 取得条件 取得プロ
セス

取得タイミング
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
（凡例）

↑↑
小数点以下を切り上げます。

seg
セグメント長（メッセージは，複数に分割できます。この分割の単位をセグメ
ントと呼びます。一つのメッセージは，一つのセグメントから構成される場合
と複数のセグメントから構成される場合があります。IJ，GJ，MJ，OJは，セ
グメント単位に取得されます）

msg
受信，または送信したメッセージ長

ql
キューファイル物理レコード長（queinitコマンドの -sで指定した値）

qio
遅延書き込み最大レコード長（メッセージキューサービス定義の
que_io_maxrecsizeオペランドの指定値）

hmsg
保持メッセージ数（メッセージキューサービス定義の quegrpコマンドの -mで
指定した値）

CJ
（QUE※）

32ビット版の場合：↑ {88＋ (24× (↑msg／ ql↑＋↑ 960／ ql↑ ))＋ qio}／ 4
↑× 4
64ビット版の場合：↑ {88＋ (24× (↑msg／ ql↑＋↑ 1072／ ql↑ ))＋ qio}／ 8
↑× 8
（メッセージ入力時，通信プロセスで取得）

CJ
（QUE※）

32ビット版の場合：↑ {260＋Σ{(24× (↑msg／ ql↑＋↑ 960／ ql↑ ))}＋
Σqio}／ 4↑× 4
64ビット版の場合：↑ {260＋Σ{(24× (↑msg／ ql↑＋↑ 1072／ ql↑ ))}＋
Σqio}／ 8↑× 8
（同期点取得時，UAPプロセスで取得）
Σ：該当するトランザクションで，受信または送信したメッセージに対する見積もり
（32ビット版の場合，24×（↑ msg／ ql↑＋↑ 960／ ql↑））の総和

CJ
（QUE※）

32ビット版の場合：↑ {88＋ (24× (↑msg／ ql↑＋↑ 960／ ql↑ ))＋ qio}／ 4
↑× 4
64ビット版の場合：↑ {88＋ (24× (↑msg／ ql↑＋↑ 1072／ ql↑ ))＋ qio}／ 8
↑× 8
（メッセージ出力時，通信プロセスで取得）

CJ
（QUE※）

32ビット版の場合：260＋（24× hmsg）
64ビット版の場合：↑｛260＋（24× hmsg）｝／ 8↑× 8
（正常終了時，MCFマネジャプロセスで取得）

CJ
（QUE※）

32ビット版の場合：260＋（24× dmsg）
64ビット版の場合：↑｛260＋（24× dmsg）｝／ 8↑× 8
（MCF構成変更再開始時，MCFマネジャプロセスで取得）

種別 計算式（単位：バイト）
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付録 D　メッセージ制御機能で取得するジャーナル情報
dmsg
MCF構成変更再開始をする前に削除した，論理端末やアプリケーションに滞留
していたメッセージ数

注※
メッセージキューサーバが取得する場合の回復用ジャーナル
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付録 E　統計情報の詳細
付録 E　統計情報の詳細

付録 E.1　システム統計情報
システム統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-1　システム統計情報の詳細

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※

RPC情報 RPCコール
（レスポンスタ
イム）

クライアント側で dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_to内で
サーバに要求を送信してからサーバから応答を受け取る
までの時間。
dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toが成功した場合に取得
します。
同期応答型

dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toの要求開始から応
答を受け取るまでの時間。dc_rpc_callおよび
dc_rpc_call_to内でサーバへの要求送信が失敗し，
サーバへの要求送信をリトライした場合，リトライ
した時間も含みます。

連鎖
dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toの要求開始から応
答を受け取るまでの時間。

＜発生件数＞
dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_to発行回数

1

ユーザサービ
ス実行
（実行時間）

dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toで要求したサービス関
数の実行開始から，サービス関数で returnを発行するま
での時間。
dc_rpc_mainloopの中で取得します。
＜発生件数＞
dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_to発行回数

2

RPCタイムア
ウト

RPCの応答待ちの処理で発生したタイムアウトエラー。
＜発生件数＞
上記タイムアウトエラーの発生件数

3

RPC障害 RPCの処理の内部で発生した障害。
＜発生件数＞
上記障害の発生件数

4

1082



付録 E　統計情報の詳細
スケジュー
ル情報

スケジュール
待ち
（待ち行列長）

該当するユーザサーバ（SPP）のスケジュールキューに
滞留したサービス要求数。
この値が大きい場合は，ユーザサービス定義の
parallel_countオペランドに指定する常駐プロセス数を
大きくします。また，非常駐プロセスがある場合は，必
要に応じて balance_countオペランドの指定値を小さく
して非常駐プロセスを起動しやすくします。
この値が小さい場合は，必要であればユーザサービス定
義の parallel_countオペランドに指定する常駐プロセス
数を小さくします。また，非常駐プロセスがある場合は，
必要に応じて balance_countオペランドの指定値を大き
くして非常駐プロセスを起動しにくくします。平均値と
最大値に差がある場合は parallel_countオペランドに指
定する常駐プロセス数と非常駐プロセス数の比率や最大
プロセス数を調整します。
＜発生件数＞
クライアントが該当するユーザサーバに対して行った
サービス要求（dc_rpc_call）の回数

11

スケジュール
（メッセージサ
イズ）

該当するユーザサーバ（SPP）が受信したサービス要求
メッセージ長。
メッセージ長にはシステムが付加する制御情報（512バ
イト）が加算されています。
ユーザサービス定義の message_buflenオペランドには
メッセージサイズ（最大）の値を指定することをお勧め
します。
ユーザサービス定義の message_store_buflenオペランド
には，下記の範囲の値を指定することをお勧めします。
　　メッセージサイズ（平均）×待ち行列長（最大）
　　　　≦　　message_store_buflen　　≦
　　メッセージサイズ（最大）×待ち行列長（最大）
＜発生件数＞
クライアントが該当するユーザサーバに対して行った
サービス要求（dc_rpc_call）の回数

12

メッセージ格
納バッファ
プールの使用
中サイズ

該当するユーザサーバ（SPP）のメッセージ格納バッ
ファプールの使用中サイズ長。ただし，メッセージ格納
バッファプールを共用している場合は所属しているスケ
ジュールバッファグループの共用メッセージ格納バッ
ファプールの値となります。
＜発生件数＞
クライアントが該当するユーザサーバに対して行った
サービス要求（dc_rpc_call）の回数

13

メッセージ格
納バッファ
プール不足に
よってスケ
ジュールでき
なかったメッ
セージサイズ

該当するユーザサーバ（SPP）へのサービス要求のうち，
メッセージ格納バッファプール不足によって，スケ
ジュールできなかったサービス要求メッセージ長。
＜発生件数＞
クライアントが該当するユーザサーバに対して行った
サービス要求（dc_rpc_call）のうち，メッセージ格納
バッファプール不足でスケジュールできなかったサービ
ス要求の回数

14

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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付録 E　統計情報の詳細
ロック情報 ロック取得
（待ち時間）

ロック待ちが発生した時の待ち状態になってから待ち状
態が解除されるまでの時間。
ここでいうロックとは，dc_lck_getと，DAM，TAM，お
よびMQAが発行するロックサービスの内部ロックを指
します。
＜発生件数＞
ロック待ちの発生件数

21

ロック待ち
（待ち行列長）

ロック待ちが発生した時の待ち行列長。
＜発生件数＞
ロック待ちの発生件数

22

デッドロック デッドロックの発生件数。
＜発生件数＞
上記に同じ

23

DAM情報 read（入力
長）

dc_dam_readを発行した単位での DAMファイルのデー
タの入力長。
＜発生件数＞
dc_dam_read発行回数

31

readエラー dc_dam_readの中で OSとのインタフェース部分で発生
した障害。API引数不正などのエラーは発生件数として
カウントされません。
＜発生件数＞
上記の障害発生件数

32

write（出力
長）

dc_dam_writeまたは dc_dam_rewriteを発行した単位で
の DAMファイルのデータの出力長。
＜発生件数＞
dc_dam_write，dc_dam_rewrite発行回数

33

writeエラー 実際のディスクとの I/O時に発生した出力障害。API引
数不正などのエラーは発生件数としてカウントされませ
ん。
＜発生件数＞
上記の発生件数

34

更新バッファ
使用（更新サ
イズ）

回復用ジャーナル（FJ）のジャーナル量。DAMを使用
した際のジャーナル量を計算することでジャーナルファ
イルの大きさ，数をチューニングします。
＜発生件数＞
上記ジャーナルの取得回数

35

トランザク
ションブラン
チ内最初の
DAM　API発
行（全トラン
ザクションブ
ランチ数）

DAMを使用するトランザクション数。この最大値は
DAMを使用するトランザクションのピークに当たりま
す。この最大値を DAMサービス定義の
dam_tran_process_countに指定すると，トランザクショ
ン用メモリ（TP1/Server Baseの動的共用メモリ量）が
最適になります。
＜発生件数＞
取得しません。

36

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※

1084



付録 E　統計情報の詳細
共用メモリ
キャッシュブ
ロック確保要
求

リソースマネジャ用共用メモリプール内に確保する DAM
ファイルのデータ用ブロックを確保した回数。
＜発生件数＞
上記の発生件数

38

共用メモリ確
保
（共用メモリ
プール使用率）

定期的にリソースマネジャ用共用メモリプールの使用率
を取得。この値を参考にリソースマネジャ用共用メモリ
のサイズ（DAMサービス定義の dam_cache_size）を決
定することをお勧めします。ただし，この統計情報は，
ディファード更新指定の DAMファイルを更新するトラ
ンザクションだけを出力します。
最大値が 100％に近くなると UAPがダウンすることが多
くなるため，その時は dam_cache_sizeを大きくする必要
があります。
＜発生件数＞
ディファード更新指定の DAMファイルを更新したトラ
ンザクション数を 10で割った回数

39

プロセス情
報

UAP異常終了 UAPプロセスの異常終了。
＜発生件数＞
異常終了した UAPプロセスの累積値

41

システムサー
バ異常終了

システムサービスプロセスの異常終了。
＜発生件数＞
異常終了したシステムサービスプロセスの累積値

42

プロセス生成
（全プロセス
数）

一定間隔での OpenTP1システムで起動されているシステ
ムサービスと UAPプロセス数。
＜発生件数＞
取得しません。

43

TAM情報 TAMファイ
ル実更新
（書き込みバイ
ト数）

オンライン中に TAMファイルに対して実更新したデータ
のバイト数（通算値）。
1回当たりの平均実更新バイト数は次の式で求めます。
• 1回当たりの平均実更新バイト数 =(今回の最大値－前
回の最大値 )÷発生件数

前回取得データがない場合は，次の式で求めます。
• 1回当たりの平均実更新バイト数 =(最大値－最小値 )
÷（発生件数－ 1）

＜発生件数＞
TAMファイルにデータを更新した回数の総和。TAM
ファイルに実更新を行う契機はタイマ起動，cpd，
tamholdなどがあります。

51

コミット，
ロールバック
（レコード参照
件数）

1回のトランザクションで参照したレコード数。この値は
TAMサーバコミット処理で統計出力しているため，
dc_tam_readの発行有無にかかわらず発生件数はカウン
トされます。したがって，dc_tam_readを発行しないシ
ステムでは発生件数だけカウントされ，最大値，最小値，
および平均値は 0となります。
＜発生件数＞
TAMに関するコミット，ロールバックの回数

55

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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付録 E　統計情報の詳細
コミット，
ロールバック
（レコード更新
件数）

1回のトランザクションで更新したレコード数。この値は
TAMサーバコミット処理で統計出力しているため，
dc_tam_writeの発行有無にかかわらず発生件数はカウン
トされます。したがって，dc_tam_writeを発行しないシ
ステムでは発生件数だけカウントされ，最大値，最小値，
および平均値は 0となります。
＜発生件数＞
TAMに関するコミット，ロールバックの回数

56

トランザク
ション情報

コミット トランザクションのコミット決着。
＜発生件数＞
トランザクションのコミット決着回数

61

ロールバック トランザクションのロールバック決着。
＜発生件数＞
トランザクションのロールバック決着回数

62

ネーム情報 キャッシュ
ヒット

サービス情報キャッシュ領域に設定されたサービス情報
のそのノードでの参照回数。
サービス情報キャッシュ領域とはネームサービスと異
なったノードで起動されたサーバとのサービス情報を設
定している領域をいい，サーバとの RPCに必要なアドレ
ス情報をサービス情報といいます。
クライアントからサービス情報の参照が要求され，かつ
クライアントと同じノードのネームサービスにサービス
の情報が設定されていなかった場合に設定されます。
＜発生件数＞
上記の情報の参照回数

71

ローカルヒッ
ト

サービス情報ローカル領域に設定されたサービス情報の
そのノードでの参照回数。
サービス情報ローカル領域とはネームサービスと同一の
ノードで起動されたサーバのサービス情報を設定してい
る領域をいいます。サーバが起動された場合に設定され
ます。
＜発生件数＞
上記の情報の参照回数

72

lookup そのノードでのサービス情報の参照要求。
サービス情報ローカル領域，サービス情報キャッシュ領
域のどちらの場合も，どの領域にもサービス情報が設定
されていない場合もカウントされます。
＜発生件数＞
上記の参照要求回数

73

チェックポ
イントダン
プ情報

チェックポイ
ントダンプ取
得
（取得間隔）

チェックポイント契機間隔。前回のチェックポイントか
ら今回のチェックポイントまでの時間間隔をいいます。
チェックポイントは，一定のジャーナルブロックの出力
数によって発生するため，その頻度を時間で評価します。
＜発生件数＞
チェックポイントダンプ契機数

81

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※

1086



付録 E　統計情報の詳細
チェックポイ
ントダンプ有
効化
（取得時間）

チェックポイントダンプ取得契機発生から有効化までの
時間。チェックポイントダンプ取得契機が発生し，各シ
ステムサーバで取得処理を開始してから有効化が完了す
るまでの時間をいいます。
＜発生件数＞
チェックポイントダンプ契機数

82

メッセージ
キュー情報

readメッセー
ジ
（入力長）

キューファイルから読み込んだメッセージ長。
＜発生件数＞
読み込んだメッセージ長

91

writeメッ
セージ
（出力長）

キューファイルに書き込んだメッセージ長。
＜発生件数＞
書き込んだメッセージ長

92

readエラー 物理ファイルからの入力での FILサーバでの障害（異常
ケース）。
＜発生件数＞
上記の障害発生件数

93

writeエラー 物理ファイルへの出力での FILサーバでの障害（異常
ケース）。
＜発生件数＞
上記の障害発生件数

94

空きバッファ
待ち

該当するキューファイルに要求が集中し，必要な入出力
バッファが不足した回数。この値によってメッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ数を見直してくだ
さい。
＜発生件数＞
上記の発生件数

95

実 read メッセージが入出力バッファにない場合の物理ファイル
からの入力。この値を少なくするには，メッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ数を大きくしてく
ださい。
＜発生件数＞
上記の入力回数

96

実 write 物理ファイルへの出力。
この値と上記の writeメッセージの回数を比較すると，
write要求がどれだけまとめて I/Oされたかがわかりま
す。
I/O回数を少なくする場合は，メッセージキューサービス
定義の入出力バッファ数を大きくしてください。
遅延書き込み機能使用時は，物理ファイルへの出力は
「遅延書き込み（実 write回数）」でカウントされるため，
この件数は 0にすることが理想的です。
＜発生件数＞
上記の出力回数

97

遅延書き込み
（実 write回
数）

遅延書き込み機能使用時の遅延書き込みによる物理ファ
イルへの出力。
＜発生件数＞
上記の出力回数

99

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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物理ファイル
単位の遅延書
き込み
（遅延書き込み
対象となった
レコード数）

メッセージキューサービス定義の入出力バッファ数
（quegrp -nオプション）チューニング用取得値。
＜発生件数＞
遅延書き込み対象となったレコード数

151

物理ファイル
単位の遅延書
き込み
（遅延書き込み
対象となった
メッセージの
割合）

メッセージキューサービス定義の入出力バッファ数
（quegrp -nオプション）チューニング用取得値。
＜発生件数＞
遅延書き込み対象となったメッセージの割合

152

ジャーナル
情報

バッファ満杯 システムでジャーナルバッファは並列ディスクアクセス
数× 2＋ 1あり，この内 1面がカレントバッファに当た
ります。
ジャーナルレコードをこのカレントバッファにバッファ
リングしようとした時にバッファの空きエリアが小さく，
該当するバッファにバッファリングできない状態をいい
ます。
＜発生件数＞
上記事象の発生件数

102

空きバッファ
待ち

ジャーナルバッファがすべて満杯，または出力中の場合
にジャーナルレコードをすぐにはバッファリングできな
いで，バッファが空くのを待っている状態。
＜発生件数＞
上記事象の発生件数

103

ジャーナル出
力
（ブロック長）

ジャーナルブロックのデータ長。
この値から単位時間に発生したジャーナル量の目安を得
ることができます。
＜発生件数＞
ジャーナルブロックの出力回数

104

ジャーナル出
力
（非バス部分
データ長）

OpenTP1内部情報。
＜発生件数＞
上記事象の発生回数

105

入出力待ち
（待ちバッファ
面数）

ジャーナル出力完了時に出力待ちをしているバッファ面
数。ただし，平均値の小数点以下が切り捨てられないよ
うに，100倍した値を出力しています。
＜発生件数＞
ジャーナル出力完了回数

107

write ジャーナルデータだけでなく，ジャーナルスワップ時の
ファイル管理情報も含めたシステムの内部的な出力回数。
＜発生件数＞
上記の出力回数

108

writeエラー ジャーナルファイルへの出力時に起きた障害。
＜発生件数＞
上記の障害発生回数

109

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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スワップ（ス
ワップ時間）

ジャーナルファイルをスワップする際のオーバヘッド時
間。
＜発生件数＞
ジャーナルファイルをスワップした回数

110

ジャーナル入
力
（データ長）

ジャーナルファイルから入力したデータ長。
＜発生件数＞
ジャーナルファイルからデータを入力した回数

111

read ジャーナルデータだけでなく，ジャーナルスワップ時の
ファイル管理情報も含めたシステムの内部的な入力回数。
＜発生件数＞
上記の入力回数

113

readエラー ジャーナルファイルからの入力時に起きた障害。
＜発生件数＞
上記の障害発生回数

114

MCF情報 メモリキュー
へのメッセー
ジ入力

OpenTP1ノード内のメモリキューに対するメッセージ書
き込み。
＜発生件数＞
上記のメッセージ書き込み回数

121

ディスク
キューへの
メッセージ入
力

OpenTP1ノード内のディスクキューに対するメッセージ
書き込み。
＜発生件数＞
上記のメッセージ書き込み回数

122

メモリキュー
からのメッ
セージ出力

OpenTP1ノード内のメモリキューからのメッセージ取り
出し。
＜発生件数＞
上記のメッセージ取り出し回数

123

ディスク
キューからの
メッセージ出
力

OpenTP1ノード内のディスクキューからのメッセージ取
り出し。
＜発生件数＞
上記のメッセージ取り出し回数

124

コネクション
障害によるコ
ネクション切
断

OpenTP1ノード内で発生したコネクション障害。
＜発生件数＞
上記障害の発生件数

125

共用メモリ
管理情報

静的共用メモ
リ使用サイズ

静的共用メモリブロックの確保・解放処理後の静的共用
メモリブロックの総使用サイズ。
＜発生件数＞
編集対象時間内に取得した統計情報ジャーナルの件数＋
静的共用メモリ確保・解放関数発行回数

131

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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静的共用メモ
リプール必要
最大サイズ

静的共用メモリブロックの使用サイズの最大値。ブロッ
クの確保・解放処理後にそれ以前のプールサイズを更新
した場合に取得します。プールサイズとは，いったん確
保した共用メモリを解放したことによってプール内が虫
食い状態となった場合のこの虫食い部分を含めた使用中
共用メモリのサイズの合計です。
したがって，システム環境定義の static_shmpool_sizeに
設定する値はこの値以上にしてください。
＜発生件数＞
静的共用メモリ使用サイズと同じ（ただし，それ以前の
プールサイズを更新した場合）

132

動的共用メモ
リ使用サイズ

動的共用メモリブロックの確保・解放処理後の動的共用
メモリブロックの総使用サイズ。
＜発生件数＞
編集対象時間内に取得した統計情報ジャーナルの件数＋
動的共用メモリ確保・解放関数発行回数

133

動的共用メモ
リプール必要
最大サイズ

動的共用メモリブロックの使用サイズの最大値。
ブロックの確保・解放処理後にそれ以前のプールサイズ
を更新した場合に取得します。システム環境定義の
dynamic_shmpool_sizeに設定する値はこの値以上にして
ください。
＜発生件数＞
動的共用メモリ使用サイズと同じ（ただし，それ以前の
プールサイズを更新した場合）

134

MQAサー
ビス情報

getメッセー
ジ（入力長）

アプリケーションがキューから読み込んだメッセージ長。
＜発生件数＞
下記事象の発生回数
• APからの非検索MQGET命令で取り出しに成功
• APからの検索MQGET命令で検索に成功

161

putメッセー
ジ（出力長）

アプリケーションおよびMQTサーバがキューに登録し
たメッセージ長。
＜発生件数＞
APおよびMQTサーバのキューへのメッセージ登録回数

162

readエラー メッセージをファイルから入力したときの I/Oエラー。
＜発生件数＞
上記エラーの発生回数

163

writeエラー メッセージをファイルに出力するときの I/Oエラー。
＜発生件数＞
上記エラーの発生回数

164

空きバッファ
待ち

バッファ不足発生回数。
この値がカウントされている場合は入出力バッファ数を
大きくしてください。
＜発生件数＞
上記事象の発生回数

165

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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実 read メッセージをファイルから読み込んだ I/O。
この値がカウントされている場合は入出力バッファを大
きくし，メッセージ GET時，I/Oを減らしてください。
＜発生件数＞
上記事象の発生回数

166

実 write メッセージをファイルに書き込んだ I/O。
＜発生件数＞
上記事象の発生回数

167

書き込み依頼
時間

メッセージをファイルに書き込む時の書き込み処理時間
（I/O時間＋MQAI/Oプロセスへの依頼処理）。
＜発生件数＞
メッセージのファイル書き込み依頼回数

169

1回のトリガ
契機の起動
メッセージ数

トリガ生成時，キューにたまっていたメッセージ数。
＜発生件数＞
トリガメッセージ生成回数

170

メッセージ転
送開始待ち時
間

MQPUTを発行してから，メッセージの転送を開始する
までの時間。
＜発生件数＞
転送メッセージ数

171

メッセージ到
着待ち時間

MQPUTを発行してから，メッセージの転送が完了する
までの時間。
＜発生件数＞
転送メッセージ数

172

ISTサービ
ス情報

入力長 dc_ist_readを発行した単位での ISTテーブルのデータ入
力長についての情報。
＜発生件数＞
dc_ist_read発行回数

191

出力長 dc_ist_writeを発行した単位での ISTテーブルのデータ
出力長についての情報。
＜発生件数＞
dc_ist_write発行回数

192

ほかのノード
からの更新を
受けた回数

ほかのノードが行った ISTテーブルに対する更新を，自
ノードに反映させるための更新メッセージを受け取った
回数。
＜発生件数＞
上記発生件数

193

ほかのノード
へ更新した回
数

ISTテーブルを更新してほかのノードへ更新の伝播を
行った回数。
＜発生件数＞
上記発生件数

194

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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注※
dcreportコマンド実行時に指定する引数です。

システム統計情報の編集内容を次の表に示します。

表中の「単位」は事象の発生件数（取得値がある場合は取得値の単位）です。なお，シ
ステム統計情報の発生件数が 0の場合，編集値は意味のない値になります。

XATMI
サービス情
報

XATMIコー
ル
（レスポンスタ
イム）

XATMIインタフェースを使用した OSI TP通信で，クラ
イアント側でサービス要求を送信してから応答を受信す
るまでの時間。
同期応答型

tpcallでサービス要求を送信してから応答を受信する
までの時間。

非同期応答型
tpacallでサービス要求を送信してから tpgetrplyで
応答を受信するまでの時間。

非応答型
不正な値となります。

＜発生件数＞
tpcallまたは tpacall発行回数。ただし，サービス要求送
信前にエラーリターンした場合は含みません。

211

XATMIユー
ザサービス実
行時間

XATMIインタフェースを使用した OSI TP通信で，サー
バ側でサービス関数の実行開始からサービス関数で
returnを発行するまでの時間。
＜発生件数＞
ユーザサービス実行回数

212

XATMIサー
ビス障害回数

XATMIインタフェースを使用した OSI TP通信で発生し
た障害の件数。
クライアント側

トランザクション内ではサービス要求送信後，トラ
ンザクション決着まで，トランザクション外では
サービス要求送信後，サービスからの応答受信まで
の間に発生した障害。
障害には通信障害，サーバ UAP障害，サービスから
のエラー応答受信などがあります。

サーバ側
トランザクション内ではサービス要求受信後，トラ
ンザクション決着まで，トランザクション外では
サービス要求受信後，サービス関数終了までの間に
発生した障害。
障害には通信障害クライアント UAP障害，クライア
ントからのロールバック指示受信などがあります。

＜発生件数＞
上記障害の発生件数

213

統計情報種
別

事象（取得値） 詳細内容 dcreport
編集用 ID

※
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表 E-2　システム統計情報の編集内容

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用

ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小

RPC情報 RPC
コール
（レスポ
ンスタ
イム）

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

○ 1

ユーザ
サービ
ス実行
（実行時
間）

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

○ 2

RPCタ
イムア
ウト

○ × × × 件数 ○ 3

RPC障
害

○ × × × 件数 ○ 4

スケ
ジュール
情報

スケ
ジュー
ル待ち
（待ち行
列長）

○ ○ ○ ○ 要求数 ○ 11

スケ
ジュー
ル
（メッ
セージ
サイズ）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 12

メッ
セージ
格納
バッ
ファ
プール
の使用
中サイ
ズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 13
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メッ
セージ
格納
バッ
ファ
プール
不足で
スケ
ジュー
ルでき
なかっ
たメッ
セージ
サイズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 14

ロック情
報

ロック
取得
（待ち時
間）

○ ○ ○ ○ ミリ秒 × 21

ロック
待ち
（待ち行
列長）

○ ○ ○ ○ 要求数 × 22

デッド
ロック

○ × × × 件数 × 23

DAM情
報

read
（入力
長）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 31

readエ
ラー

○ × × × 件数 ○ 32

write
（出力
長）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 33

writeエ
ラー

○ × × × 件数 ○ 34

更新
バッ
ファ使
用（更
新サイ
ズ）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 35

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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トラン
ザク
ション
ブラン
チ内最
初の
DAM　
API発
行
（全トラ
ンザク
ション
ブラン
チ数）

×※ 2 ○ ○ ○ トラン
ザク
ション
ブラン
チ数

○ 36

共用メ
モリ
キャッ
シュブ
ロック
確保要
求

○ × × × 件数 ○ 38

共用メ
モリ確
保（共
用メモ
リプー
ル使用
率）※ 3

○ ○ ○ ○ ％ × 39

プロセス
情報

UAP異
常終了

○ × × × 件数 × 41

システ
ムサー
バ異常
終了

○ × × × 件数 × 42

プロセ
ス生成
（全プロ
セス数）

×※ 2 ○ ○ ○ プロセ
ス数

× 43

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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TAM情
報

TAM
ファイ
ル実更
新（書
き込み
バイト
数）

○ ○ ○ ○ バイト × 51

コミッ
ト，
ロール
バック
（レコー
ド参照
件数）

○ ○ ○ ○ 件数 ○ 55

コミッ
ト，
ロール
バック
（レコー
ド更新
件数）

○ ○ ○ ○ 件数 ○ 56

トランザ
クション
情報

コミッ
ト

○ × × × 件数 ○ 61

ロール
バック

○ × × × 件数 ○ 62

ネーム情
報

キャッ
シュ
ヒット

○ × × × 件数 ○ 71

ローカ
ルヒッ
ト

○ × × × 件数 ○ 72

lookup ○ × × × 件数 ○ 73

チェック
ポイント
ダンプ情
報

チェッ
クポイ
ントダ
ンプ取
得（取
得間隔）

○ ○ ○ ○ ミリ秒 × 81

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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チェッ
クポイ
ントダ
ンプ有
効化
（取得時
間）

○ ○ ○ ○ ミリ秒 × 82

メッセー
ジキュー
情報

read
メッ
セージ
（入力
長）

○ ○ ○ ○ バイト × 91

write
メッ
セージ
（出力
長）

○ ○ ○ ○ バイト × 92

readエ
ラー

○ × × × 件数 × 93

writeエ
ラー

○ × × × 件数 × 94

空き
バッ
ファ待
ち

○ × × × 件数 × 95

実 read ○ × × × 件数 × 96

実 write ○ × × × 件数 × 97

遅延書
き込み
（実
write回
数）

○ ○ ○ ○ 回数 × 99

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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物理
ファイ
ル単位
の遅延
書き込
み（遅
延書き
込み対
象と
なった
レコー
ド数）

○ ○ ○ ○ レコー
ド数

× 151

物理
ファイ
ル単位
の遅延
書き込
み（遅
延書き
込み対
象と
なった
メッ
セージ
の割合）

○ ○ ○ ○ ％ × 152

ジャーナ
ル情報

バッ
ファ満
杯

○ × × × 件数 ○ 102

空き
バッ
ファ待
ち

○ × × × 件数 ○ 103

ジャー
ナル出
力（ブ
ロック
長）

○ ○ ○ ○ バイト × 104

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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ジャー
ナル出
力（非
バス部
分デー
タ長）※
4

○ ○ ○ ○ バイト × 105

入出力
待ち
（待ち
バッ
ファ面
数）

○ ○ ○ ○ 面数×
100

× 107

write ○ × × × 件数 × 108

writeエ
ラー

○ × × × 件数 × 109

スワッ
プ（ス
ワップ
時間）

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

× 110

ジャー
ナル入
力
（データ
長）

○ ○ ○ ○ バイト × 111

read ○ × × × 件数 × 113

readエ
ラー

○ × × × 件数 × 114

MCF情
報

メモリ
キュー
への
メッ
セージ
入力

○ × × × 件数 × 121

ディス
ク
キュー
への
メッ
セージ
入力

○ × × × 件数 × 122

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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付録 E　統計情報の詳細
メモリ
キュー
からの
メッ
セージ
出力

○ × × × 件数 × 123

ディス
ク
キュー
からの
メッ
セージ
出力

○ × × × 件数 × 124

コネク
ション
障害に
よるコ
ネク
ション
切断

○ × × × 件数 × 125

共用メモ
リ管理情
報

静的共
用メモ
リ使用
サイズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 131

静的共
用メモ
リプー
ル必要
最大サ
イズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 132

動的共
用メモ
リ使用
サイズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 133

動的共
用メモ
リプー
ル必要
最大サ
イズ

○ ○ ○ ○ バイト ○ 134

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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付録 E　統計情報の詳細
MQA
サービス
情報

getメッ
セージ
（入力
長）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 161

put
メッ
セージ
（出力
長）

○ ○ ○ ○ バイト ○ 162

readエ
ラー

○ － － － 件数 ○ 163

writeエ
ラー

○ － － － 件数 ○ 164

空き
バッ
ファ待
ち

○ － － － 件数 ○ 165

実 read ○ － － － 件数 ○ 166

実 write ○ － － － 件数 ○ 167

書き込
み依頼
時間

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

○ 169

1回のト
リガ契
機の起
動メッ
セージ
数

○ ○ ○ ○ 回数 ○ 170

メッ
セージ
転送開
始待ち
時間

○ ○ ○ ○ ミリ秒 ○ 171

メッ
セージ
到着待
ち時間

○ ○ ○ ○ ミリ秒 ○ 172

ISTサー
ビス情報

入力長 ○ ○ ○ ○ バイト ○ 191

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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付録 E　統計情報の詳細
（凡例）
○：システムジャーナルファイルに出力できます。またはユーザサーバ単位に編集できます。
×：システムジャーナルファイルに出力できません。またはユーザサーバ単位に編集できませ
ん。
－：編集出力しません。

注※ 1
dcreportコマンド実行時に指定する引数です。

注※ 2
dcreportコマンド実行時は出力されます。

注※ 3
この統計情報は，ディファード更新指定の DAMファイルを更新しない場合は出力されません。
また，この統計情報の出力回数は 10回のディファード更新処理に 1回の割合です。

出力長 ○ ○ ○ ○ バイト ○ 192

ほかの
ノード
からの
更新を
受けた
回数

○ × × × 回数 × 193

ほかの
ノード
へ更新
した回
数

○ × × × 回数 × 194

XATMI
サービス
情報

XATMI
コール
レスポ
ンスタ
イム

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

○ 211

XATMI
ユーザ
サービ
ス実行
時間

○ ○ ○ ○ マイク
ロ秒

○ 212

XATMI
サービ
ス障害
回数

○ × × × 回数 ○ 213

統計情報
種別

編集内容 単位 ユーザ
サーバ
単位の
編集

dcreport
編集用
ID※ 1

事象
（取得
値）

発生件
数

編集値

平均 最大 最小
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 4
OpenTP1内部情報です。

付録 E.2　トランザクション統計情報
トランザクション統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-3　トランザクション統計情報の詳細

付録 E.3　レスポンス統計情報
（1） レスポンス統計情報の詳細

レスポンス統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-4　レスポンス統計情報の詳細

項目 詳細内容

ブランチ実行時間
（同期点処理時間を含
む）

サービスをトランザクションとして開始してから，同期点処理が完了するま
での実時間
＜発生件数＞
取得しません。

ブランチ同期点処理実
行時間

トランザクションとして実行したサービスの終了後に実行される，同期点処
理の実時間（上記ブランチ実行時間に含まれる時間）
＜発生件数＞
取得しません。

ブランチ本体決着方法 サービスで実行したトランザクションブランチの決着方法
＜発生件数＞
コミット決着した件数およびロールバック決着した件数

子ブランチを含む決着
方法

サービスから分岐したトランザクションブランチ（子ブランチ）を含めた決
着方法
＜発生件数＞
コミット決着，ロールバック決着，およびコマンドによる決着の件数

ブランチ決着プロセス
種別

トランザクションの決着処理が行われたプロセス種別
＜発生件数＞
ユーザサーバプロセスで行われた件数およびトランザクション回復プロセス
で行われた決着処理件数

項目 詳細内容

RPC種別 ジャーナルを出力したノードから該当するサービスに対して呼び出した RPC
の，種別ごとの呼び出し回数
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
レスポンスタイムとは次の時間を表します。
レスポンスタイム =サービス実行時間 +サービス待ち時間 +通信時間

サービス実行時間とサービス待ち時間には，通信時間は含まれません。

注※ 2
MHPのサービス実行時間，およびサービス待ち時間は取得されません。

なお，レスポンス統計情報では，成功した RPCについてだけ回数を数えています。タイ
ムアウトなどでエラーになった RPCについては回数に含みません。

（2） レスポンス統計情報の出力結果例

サービスの実行形態によって，レスポンス統計情報の出力結果が異なります。実行形態
ごとの統計情報の例を次に示します。

（a）サービスの要求元とは別ノードにサービスがある場合

サービスの要求元とは別ノードにサービスがある場合の例を次の図に示します。

レスポンスタイム※ 1 dc_rpc_callを呼び出してから応答電文を受け取るまでの時間。ただし，次に
示すとおり，時間はフラグによって異なります。
DCNOFLAGS（同期応答型 RPC）：dc_rpc_callを呼び出してから応答電文
を受け取るまでの時間
DCRPC_CHAINED（連鎖 RPC）：dc_rpc_callを呼び出してから応答電文を
受け取るまでの時間
DCRPC_NOWAIT（非同期応答型 RPC）：dc_rpc_callを呼び出してから応
答を out領域に書き込むまでの時間
DCRPC_NOREPLY（非応答型 RPC）：取得しません。

サービス実行時間※ 2 サービス関数の実行時間。非応答型 RPCの場合は取得しません。

サービス待ち時間※ 2 スケジュールキューに要求が入ってから取り出されるまでの時間。非応答型
RPCの場合は取得しません。

項目 詳細内容
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付録 E　統計情報の詳細
図 E-1　サービスの要求元とは別ノードにサービスがある場合の例

図 E-1の各ホストで取得されたジャーナルを編集すると，ホストごとのレスポンス統計
情報の出力結果は次のようになります。

●ホスト Aのジャーナルを編集した場合
1105



付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
図 E-1の t10－ t1の値が入ります。

注※ 2
図 E-1の t9－ t3の値が入ります。

注※ 3
図 E-1の t3－ t2の値が入ります。

出力項目について説明します。

RPC種別ごとの件数
ホスト Aからサービスグループ Aのサービス Aに対して，同期応答型で 1回呼び出
したことを表しています。

レスポンスタイム
ホスト Aの SUPが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です。

サービス実行時間
サービスグループ Aのサービス Aが処理を開始してから，応答送信をするまでの時
間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。

サービス待ち時間
ホスト Aの SUPからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるま
での時間です。

●ホスト Bのジャーナルを編集した場合
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
0が入ります。

注※ 2
図 E-1の t9－ t3の値が入ります。

注※ 3
図 E-1の t3－ t2の値が入ります。

注※ 4
図 E-1の t8－ t4の値が入ります。

注※ 5
図 E-1の t7－ t6の値が入ります。
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 6
図 E-1の t6－ t5の値が入ります。

出力項目について説明します。

サービスグループ Aのサービス A

RPC種別ごとの件数
ホスト Bからサービスグループ Aのサービス Aを 1回も呼び出していないこと
を表しています。

レスポンスタイム
ホスト Aの SUPが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です
が，ホスト Bのジャーナルを編集しているため，この値は取得できません。そ
のため 0が入ります。

サービス実行時間
サービスグループ Aのサービス Aが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。

サービス待ち時間
ホスト Aの SUPからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出され
るまでの時間です。

サービスグループ Bのサービス B

RPC種別ごとの件数
ホスト Bからサービスグループ Bのサービス Bに対して，同期応答型で 1回呼
び出したことを表しています。

レスポンスタイム
ホスト Bの SPP Aが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です。

サービス実行時間
サービスグループ Bのサービス Bが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。

サービス待ち時間
ホスト Bの SPP Aからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出され
るまでの時間です。

●ホスト Cのジャーナルを編集した場合
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
0が入ります。

注※ 2
図 E-1の t9－ t3の値が入ります。

注※ 3
図 E-1の t3－ t2の値が入ります。

出力項目について説明します。

RPC種別ごとの件数
ホスト Cからサービスグループ Bのサービス Bを 1回も呼び出していないことを表
しています。

レスポンスタイム
ホスト Bの SPP Aが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間ですが，
ホスト Cのジャーナルを編集しているため，この値は取得できません。そのため 0
が入ります。

サービス実行時間
サービスグループ Bのサービス Bが処理を開始してから，応答送信をするまでの時
間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。

サービス待ち時間
ホスト Bの SPP Aからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるま
での時間です。
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付録 E　統計情報の詳細
各ホストのジャーナルと，ジャーナルから得られるレスポンス統計情報の関係は次のよ
うになります。

• ホスト Aのジャーナルを編集すると，ホスト Bで動作した SPP Aの統計情報を得ら
れます。

• ホスト Bのジャーナルを編集すると，ホスト Cで動作した SPP Bの統計情報を得ら
れます。

• ホスト Bのジャーナルを編集しても，SPP Aの統計情報は得られません。
• ホスト Cのジャーナルを編集しても，SPP Bの統計情報は得られません。

（b）自ノード内でサービスを実行する場合

自ノード内でサービスを実行する場合の例を次の図に示します。

図 E-2　自ノード内でサービスを実行する場合の例

図 E-2のホストで取得されたジャーナルを編集すると，レスポンス統計情報の出力結果
は次のようになります。
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
図 E-2の t10－ t1の値が入ります。

注※ 2
図 E-2の t9－ t3の値が入ります。

注※ 3
図 E-2の t3－ t2の値が入ります。

注※ 4
図 E-2の t8－ t4の値が入ります。

注※ 5
図 E-2の t7－ t6の値が入ります。
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 6
図 E-2の t6－ t5の値が入ります。

出力項目について説明します。

サービスグループ Aのサービス A

RPC種別ごとの件数
自ノードからサービスグループ Aのサービス Aに対して，同期応答型で 1回呼
び出したことを表しています。

レスポンスタイム
SUPが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です。

サービス実行時間
サービスグループ Aのサービス Aが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。
イベント回数は，SUP側と SPP A側の両方に rpc_response_statistics=Yが指
定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。

サービス待ち時間
SUPからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるまでの時間
です。
イベント回数は，SUP側と SPP A側の両方に rpc_response_statistics=Yが指
定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。

サービスグループ Bのサービス B

RPC種別ごとの件数
自ノードからサービスグループ Bのサービス Bに対して，同期応答型で 1回呼
び出したことを表しています。

レスポンスタイム
SPP Aが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です。

サービス実行時間
サービスグループ Bのサービス Bが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。
イベント回数は，SPP A側と SPP B側の両方に rpc_response_statistics=Yが
指定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。

サービス待ち時間
SPP Aからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるまでの時
間です。
イベント回数は，SPP A側と SPP B側の両方に rpc_response_statistics=Yが
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付録 E　統計情報の詳細
指定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。

（c）クライアントから実行する場合

クライアントからサービスを実行する場合の例を次の図に示します。

図 E-3　クライアントからサービスを実行する場合の例

図 E-3のホストで取得されたジャーナルを編集すると，レスポンス統計情報の出力結果
は次のようになります。
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 1
0が入ります。

注※ 2
図 E-3の t9－ t3の値が入ります。

注※ 3
図 E-3の t3－ t2の値が入ります。

注※ 4
図 E-3の t8－ t4の値が入ります。

注※ 5
図 E-3の t7－ t6の値が入ります。
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付録 E　統計情報の詳細
注※ 6
図 E-3の t6－ t5の値が入ります。

出力項目について説明します。

サービスグループ Aのサービス A

RPC種別ごとの件数
自ノードからサービスグループ Aのサービス Aを 1回も呼び出していないこと
を表しています。クライアントが同一ノード内であっても，クライアントはレ
スポンス統計情報を取得できないため，回数として数えられません。

レスポンスタイム
CUPが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間ですが，クライア
ントはレスポンス統計情報を取得できないため，この値は取得できません。そ
のため 0が入ります。

サービス実行時間
サービスグループ Aのサービス Aが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。

サービス待ち時間
CUPからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるまでの時間
です。

サービスグループ Bのサービス B

RPC種別ごとの件数
自ノードからサービスグループ Bのサービス Bに対して，同期応答型で 1回呼
び出したことを表しています。

レスポンスタイム
SPP Aが dc_rpc_callを呼び出して応答を受け取るまでの時間です。

サービス実行時間
サービスグループ Bのサービス Bが処理を開始してから，応答送信をするまで
の時間です。ただし，応答送信をした際の通信時間は含まれません。
イベント回数は，SPP A側と SPP B側の両方に rpc_response_statistics=Yが
指定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。

サービス待ち時間
SPP Aからの要求が，スケジュールキューに入ってから取り出されるまでの時
間です。
イベント回数は，SPP A側と SPP B側の両方に rpc_response_statistics=Yが
指定されているため，2となっています。
平均値についても，（最大値 +最小値）÷ 2の値となっています。
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付録 E　統計情報の詳細
付録 E.4　通信遅延時間統計情報
通信遅延時間統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-5　通信遅延時間統計情報の詳細

付録 E.5　リアルタイム統計情報
（1） リアルタイム統計情報の詳細

リアルタイム統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-6　リアルタイム統計情報の詳細

項目 詳細内容

通信遅延時間 レスポンスタイムからサーバ側の処理時間を引いた値。通信（要求送信＋応
答送信）に掛かった時間
＜発生件数＞
同期型 RPC（連鎖 RPCも含む）の発行回数

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報

チェックポイ
ントダンプ情
報
（CPD）

チェックポイントダンプ
取得
（Collection of cpd）

件数 チェックポイントダンプ契機数。

時間 前回のチェックポイントから今回の
チェックポイントまでの時間間隔
（チェックポイント契機間隔）。チェッ
クポイントは，一定のジャーナルブ
ロックの出力数によって発生するため，
その頻度を時間で評価します。

チェックポイントダンプ
有効化
（Validation of cpd）

件数 チェックポイントダンプ契機数。

時間 チェックポイントダンプ取得契機が発
生し，各システムサーバで取得処理を
開始してから有効化が完了するまでの
時間。

ジャーナル情
報
（JNL）

バッファ満杯
（Buffer full occurrences）

件数 ジャーナルレコードをカレントバッ
ファにバッファリングしようとしたと
きにバッファの空きエリアが小さく，
バッファリングできない状態。システ
ムでジャーナルバッファは 3面あり，
このうち 1面がカレントバッファに当
たります。
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付録 E　統計情報の詳細
空きバッファ待ち
（Waits for an available 
buffer）

件数 ジャーナルバッファが 3面とも満杯，
または出力中の場合にジャーナルを
バッファリングができないため，バッ
ファが空くのを待っている状態。

ジャーナル出力（ブロッ
ク）
（Journal output）

回数 ジャーナルブロックの出力回数。

データ長 ジャーナルブロックのデータ長。この
値から単位時間に発生したジャーナル
量の目安が得ることができます。

入出力待ち
（I/O waits）

回数 ジャーナル出力の完了回数。

バッファ面数
× 100

ジャーナル出力の完了時に出力待ちを
しているバッファ面数。ただし，平均
値の小数点以下が切り捨てられないよ
うに，バッファ面数を 100倍した値が
出力されます。

write
（Write）

回数 ジャーナルの出力だけではなく，
ジャーナルスワップ時のファイル管理
情報の出力も含めた出力回数。

時間 ジャーナルファイルの書き込み処理に
掛かった時間。

スワップ
（Swap）

回数 ジャーナルファイルをスワップした回
数。

時間 ジャーナルファイルのスワップ処理に
掛かった時間。

ジャーナル入力
（Journal input）

回数 ジャーナルファイルからデータを入力
した回数。

データ長 ジャーナルファイルから入力したデー
タ長。

read
（Read）

回数 ジャーナルの入力だけではなく，
ジャーナルスワップ時のファイル管理
情報の入力も含めた入力回数。

時間 ジャーナルファイルの読み込み処理に
掛かった時間。

ロック情報
（LCK）

ロック取得
（Lock acquisition）

件数 ロック待ちの発生件数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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付録 E　統計情報の詳細
時間 ロック待ちが発生して，待ち状態に
なってから待ち状態が解除されるまで
の時間。このロックとは，dc_lck_get
関数，DAM，TAM，およびMQAが
発行するロックサービスの内部ロック
を指します。

ロック待ち
（Lock wait）

件数 ロック待ちの発生件数。

行列長 ロック待ちが発生した時の待ち行列長。

デッドロック
（Deadlock）

件数 デッドロックの発生件数。システム
サーバが検出したデッドロックは，
サービス単位の統計情報としては取得
されません。

ネーム情報
（NAM）

グローバルキャッシュ
ヒット
（Global Cache hits）

回数 サービスグループの情報を検索したと
きに，グローバルキャッシュ領域に格
納されているサービスグループの情報
を参照した回数。ただし，参照した回
数と実際に通信した回数は一致しない
ことがあります。※ 1

ローカルキャッシュヒッ
ト
（Local Cache hits）

回数 サービスグループの情報を検索したと
き，ローカルキャッシュ領域に格納さ
れているサービスグループの情報を参
照した回数。ただし，参照した回数と
実際に通信した回数は一致しないこと
があります。※ 1

サービス情報の検索回数
（Lookup）

回数 UAPで RPCを実行するときに，グ
ローバルキャッシュ領域やローカル
キャッシュ領域のサービスグループの
情報を検索した回数。
なお，グローバルキャッシュ領域，
ローカルキャッシュ領域に該当する
サービスグループの情報が格納されて
いない場合，グローバルキャッシュ
ヒット回数，およびローカルキャッ
シュヒット回数はカウントされません
が，サービス情報の検索回数はカウン
トされます。そのため，グローバル
キャッシュヒット回数，ローカル
キャッシュヒット回数とサービス情報
の検索回数の値は一致しないことがあ
ります。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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共用メモリ管
理情報
（OSL）

静的共用メモリの使用サ
イズ
（Common static 
memory(acquired)）

回数 静的共用メモリ確保・解放関数発行回
数に 1を加算した数。

メモリブロッ
クのサイズ

静的共用メモリブロックの確保・解放
処理後の静的共用メモリブロックの総
使用サイズ。

静的共用メモリプールの
必要最大サイズ（現在使
用中の最高位メモリブ
ロックまでのサイズ）
（Common static 
memory(pool)）

回数 プールサイズを更新した回数に 1を加
算した数。

メモリブロッ
クのサイズ

静的共用メモリブロックの使用サイズ
の最大値。ブロックの確保・解放処理
後に，それ以前のプールサイズを更新
した場合に取得します。
プールサイズとは，いったん確保した
共用メモリを解放したことで，プール
内が虫食い状態となった場合，この虫
食い部分を含めた使用中共用メモリの
サイズの合計です。
したがって，システム環境定義の
static_shmpool_sizeオペランドに設定
する値はこの値以上にしてください。
この情報は，リアルタイム統計情報
サービス定義の rts_trcput_intervalオ
ペランドで指定した取得間隔ではなく，
取得を開始してからの通算で情報を取
得します。

動的共用メモリの使用サ
イズ
（Common dynamic 
memory(acquired)）

回数 動的共用メモリ確保・解放関数発行回
数に 1を加算した数。

メモリブロッ
クのサイズ

動的共用メモリブロックの確保・解放
処理後の動的共用メモリブロックの総
使用サイズ。

動的共用メモリプールの
必要最大サイズ（現在使
用中の最低位メモリブ
ロックまでのサイズ）
（Common dynamic 
memory(pool)）

回数 プールサイズを更新した回数に 1を加
算した数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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メモリブロッ
クのサイズ

動的共用メモリブロックの使用サイズ
の最大値。ブロックの確保・解放処理
後に，それ以前のプールサイズを更新
した場合に取得します。システム環境
定義の dynamic_shmpool_sizeオペラ
ンドにはこの値以上の値を指定してく
ださい。
この情報は，リアルタイム統計情報
サービス定義の rts_trcput_intervalオ
ペランドで指定した取得間隔ではなく，
取得を開始してからの通算で取得しま
す。

プロセス情報
（PRC）

プロセス生成
（Process generations）

回数 OpenTP1システムが起動したプロセ
ス数。非常駐サーバのプロセスの起動
もカウントされます。
プロセスサービスが起動したプロセス
数だけをカウントするため，プロセス
サービス自体や，プロセスサービスが
起動していないプロセスはカウントし
ません。

UAP異常終了
（UAP abnormal 
terminations）

回数 UAPプロセスのユーザサーバごとの異
常終了回数。ユーザサーバがダウンし
た場合はカウントされますが，
dc_rpc_closeのあとに異常終了したプ
ロセスはカウントしません。プロセス
の終了とカウントされる項目との関係
については，表 E-7を参照してくださ
い。

システムサーバ異常終了
（System server abnormal 
terminations）

回数 システムサービスプロセスの異常終了
回数。システムサービスプロセスが異
常終了し，OpenTP1がシステムダウ
ンした場合，この情報は取得されない
ことがあります。
注

OpenTP1が提供しているサーバ
のうち，SPPとして動作している
もの（TP1/EE，rapサーバ，
RTSSUPなど）がダウンした場
合，「システムサーバ異常終了」で
はなく，「UAP異常終了」にカウ
ントされます。

プロセスの終了とカウントされる項目
との関係については表 E-7を参照して
ください。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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付録 E　統計情報の詳細
プロセス終了
（Process terminations）

回数 正常終了したプロセス，-fオプション
を指定した dcsvstopコマンドまたは
prckillコマンドで停止したプロセス，
および実時間監視タイムアウトで強制
停止したプロセスの終了回数。
「UAP異常終了」と「システムサーバ
異常終了」の回数は含みません。プロ
セスの終了とカウントされる項目との
関係については，表 E-7を参照してく
ださい。

起動プロセス数
（Number of processes）

回数 一定間隔での監視回数。通常は 60秒
ごとに監視しますが，dcstart，
dcstop，dcsvstart，dcsvstop，
eesvstart，eesvstopコマンドなど実行
した場合は 2秒ごとに監視します。

プロセス数 OpenTP1システムで起動しているシ
ステムサービスと UAPプロセスの数。
プロセスサービスが起動したプロセス
数だけをカウントするため，プロセス
サービス自体や，プロセスサービスが
起動していないプロセスはカウントし
ません。この情報は，リアルタイム統
計情報サービス定義の
rts_trcput_intervalオペランドで指定
した取得間隔ではなく，取得を開始し
てからの通算で取得します。

メッセージ
キュー情報
（QUE）

readメッセージ
（Read message）

回数 キューファイルからメッセージを読み
込んだ回数。

メッセージ長 キューファイルから読み込んだメッ
セージ長。

writeメッセージ
（Write message）

回数 キューファイルにメッセージを書き込
んだ回数。

メッセージ長 キューファイルに書き込んだメッセー
ジ長。

readエラー
（Read errors）

件数 物理ファイルからの入力で障害が発生
した件数（異常ケース）。

writeエラー
（Write errors）

件数 物理ファイルへの出力で障害が発生し
た件数（異常ケース）。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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付録 E　統計情報の詳細
空きバッファ待ち
（Waits for an available 
buffer）

件数 該当するキューファイルに要求が集中
し，必要な入出力バッファが不足した
件数。この値によってメッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ
数を見直してください。

実 read
（Real reads）

回数 入出力バッファにメッセージがない場
合の，物理ファイルからの入力の発生
回数。この値を小さくする場合は，
メッセージキューサービス定義の入出
力バッファ数を大きくしてください。

実 write
（Real writes）

回数 物理ファイルへの出力の発生回数。こ
の値と「writeメッセージ」の回数を
比較すると，どれだけまとめて write
要求が I/Oされたかがわかります。I/O
回数を少なくする場合は，メッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ
数を大きくしてください。遅延書き込
み機能を使用する場合，物理ファイル
への出力は「遅延書き込み（実 write
回数）」でカウントされます。このた
め，「実 write」の値は 0にすることが
理想的です。

遅延書き込み（回数）
（Number of delay 
writings）

回数 遅延書き込み機能を使用する場合，遅
延書き込み要求が発生した回数。

回数 遅延書き込み機能を使用する場合，遅
延書き込み要求 1回に対して行われた
物理ファイルへの書き込み（実 write）
回数。

物理ファイル単位の遅延
書き込み（レコード）
（Number of delay writing 
records）

回数 遅延書き込み機能を使用する場合，
個々の物理ファイルに対して遅延書き
込み要求が発生した回数。

レコード数 遅延書き込み対象となったレコード数。
この情報は物理ファイル単位に取得し
ますが，表示は物理ファイル全体の情
報です。物理ファイル単位では表示さ
れません。この値からメッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ
数をチューニングできます。

物理ファイル単位の遅延
書き込み（メッセージ）
（Delay writing record 
rate）

回数 遅延書き込み機能を使用する場合，
個々の物理ファイルに対して遅延書き
込み要求が発生した回数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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メッセージの
割合

全体のメッセージ数に対する，遅延書
き込み対象となったメッセージの割合。
この情報は物理ファイル単位に取得し
ますが，表示は物理ファイル全体の情
報です。物理ファイル単位では表示さ
れません。この値からメッセージ
キューサービス定義の入出力バッファ
数をチューニングできます。

RPC情報
（RPC）

RPCコール（同期応答型）
（RPC calls）

回数 同期応答型 dc_rpc_callおよび同期応
答型 dc_rpc_call_toの呼び出し回数。
同期応答型 dc_rpc_callおよび同期応
答型 dc_rpc_call_toが成功した場合に
取得します。

時間 クライアント側の同期応答型
dc_rpc_callおよび同期応答型
dc_rpc_call_to内で，サーバに要求を
送信してからサーバから応答を受け取
るまでの時間。同期応答型 dc_rpc_call
および同期応答型 dc_rpc_call_toが成
功した場合に取得します。同期応答型
dc_rpc_callおよび同期応答型
dc_rpc_call_to内でサーバへの要求送
信が失敗して，サーバへの要求送信を
リトライした場合，リトライした時間
も含みます。

RPCコール（連鎖 RPC
型）
（RPC calls(chained)）

回数 連鎖 RPCの開始から連鎖 RPC終了ま
での連鎖 dc_rpc_callおよび連鎖
dc_rpc_call_toの呼び出し回数。連鎖
dc_rpc_callおよび連鎖 dc_rpc_call_to
が成功した場合に取得します。

時間 クライアント側の連鎖 RPCの開始か
ら連鎖 RPCの終了までの連鎖
dc_rpc_callおよび連鎖 dc_rpc_call_to
内で，サーバに要求を送信してから
サーバから応答を受け取るまでの時間。
連鎖 dc_rpc_callおよび連鎖
dc_rpc_call_toが成功した場合に取得
します。

ユーザサービス実行
（Execution of user 
service）

回数 dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toで要
求したサービス関数の実行回数。サー
ビスリトライ機能を使用してサービス
関数をリトライした場合，サービス関
数をリトライした回数は含みません。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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付録 E　統計情報の詳細
時間 dc_rpc_callおよび dc_rpc_call_toで要
求したサービス関数の実行開始から，
サービス関数で returnを発行するまで
の時間。dc_rpc_mainloopの中で取得
します。サービスリトライ機能を使用
してサービス関数をリトライした場合，
サービス関数をリトライした時間を含
みます。

RPCタイムアウト
（RPC overtimes）

件数 RPCの応答待ちの処理で発生したタイ
ムアウトエラーの発生件数。

スケジュール
情報
（SCD）

スケジュール待ち
（Schedule Waits）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）の回数。

行列長 該当するユーザサーバ（SPP）のスケ
ジュールキューに滞留したサービス要
求数。
この値が大きい場合は，ユーザサービ
ス定義の parallel_countオペランドの
指定値を大きくしてください。また，
非常駐プロセスがある場合は，必要に
応じて balance_countオペランドの指
定値を小さくして非常駐プロセスを起
動しやすくしてください。
この値が小さい場合は，必要であれば
ユーザサービス定義の parallel_count
オペランドに指定する常駐プロセス数
を小さくしてください。また，非常駐
プロセスがある場合は，必要に応じて
balance_countオペランドの指定値を
大きくして非常駐プロセスを起動しに
くくしてください。平均値と最大値に
差がある場合は parallel_countオペラ
ンドに指定する常駐プロセス数と非常
駐プロセス数の比率や最大プロセス数
を調整してください。

スケジュール
（Schedule）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）の回数。

メッセージ長 該当するユーザサーバ（SPP）が受信
したサービス要求メッセージ長。メッ
セージ長にはシステムが付加する制御
情報（512バイト）が加算されていま
す。※ 2

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
1124
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メッセージ格納バッファ
プールの使用中サイズ
（Size of using buffer）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）の回数。

バッファプー
ルのサイズ

該当するユーザサーバ（SPP）のメッ
セージ格納バッファプールの使用中サ
イズ長。ただし，メッセージ格納バッ
ファプールを共用している場合は所属
しているスケジュールバッファグルー
プの共用メッセージ格納バッファプー
ルの値となります。

メッセージ格納バッファ
プールの不足でスケ
ジュールできなかった
メッセージサイズ
（Message size in case of 
lack of buffer）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）のうち，メッセージ格
納バッファプール不足でスケジュール
できなかったサービス要求の回数。

メッセージ長 該当するユーザサーバ（SPP）への
サービス要求のうち，メッセージ格納
バッファプールの不足でスケジュール
できなかったサービス要求メッセージ
長。

スケジュール滞留
（Schedule Stay）

回数 スケジュールキューからサービス要求
を取り出した回数。

時間 該当するユーザサーバに対して行った
サービス要求（dc_rpc_call）がスケ
ジュールキューに格納されてから取り
出されるまでの時間。

サービス単位のスケ
ジュール待ち
（Schedule Waits of 
service）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）の回数。ユーザサービ
ス定義に scdsvcdef定義コマンドを指
定した場合にだけ取得されます。

行列長 該当するユーザサーバ（SPP）のスケ
ジュールに滞留したサービス要求数。
ユーザサービス定義に scdsvcdef定義
コマンドを指定した場合にだけ取得さ
れます。

サービス単位のメッセー
ジ格納バッファプールの
使用中サイズ
（Size of using buffer of 
service）

回数 クライアントが，該当するユーザサー
バに対して行ったサービス要求
（dc_rpc_call）の回数。ユーザサービ
ス定義に scdsvcdef定義コマンドを指
定した場合にだけ取得されます。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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バッファプー
ルのサイズ

該当するユーザサーバ（SPP）のメッ
セージ格納バッファプールの使用中サ
イズ長。ただし，メッセージ格納バッ
ファプールを共用している場合は，所
属しているスケジュールバッファグ
ループの共用メッセージ格納バッファ
プールの値となります。ユーザサービ
ス定義に scdsvcdef定義コマンドを指
定した場合にだけ取得されます。

同時実行サービス数
（Parallel Service）

回数 スケジュールキューからサービス要求
を取り出した回数。ユーザサービス定
義に scdsvcdef定義コマンドを指定し
た場合にだけ取得されます。

サービス数 該当するユーザサーバ（SPP）が同時
実行しているサービス要求数。ユーザ
サービス定義に scdsvcdef定義コマン
ドを指定した場合にだけ取得されます。

トランザク
ション情報
（TRN）

コミット
（Commits）

件数 トランザクションのコミット決着数。

ロールバック
（Rollbacks）

件数 トランザクションのロールバック決着
数。

コマンドによるコミット
（Commit settlement by 
command）

件数 コマンドによるトランザクションのコ
ミット決着数。

コマンドによるロール
バック
（Rollback settlement by 
command）

件数 コマンドによるトランザクションの
ロールバック決着数。

コマンドによるハザード
（Hazard settlement by 
command）

件数 コマンドによるトランザクションの
ヒューリスティックハザード決着数。

コマンドによるミックス
（Mixed settlement by 
command）

件数 コマンドによるトランザクションの
ヒューリスティックミックス決着数。

ブランチ実行時間
（Branch execution time）

回数 トランザクションブランチの実行回数。

時間 サービスをトランザクションとして開
始してから，同期点処理が完了するま
での実時間。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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ブランチ同期点処理の実
行時間
（Branch synchronous 
point processing time）

回数 同期点処理の実行回数。

時間 トランザクションとして実行したサー
ビスの終了後に実行される，同期点処
理の実時間（上記ブランチ実行時間に
含まれる時間）。

リアルタイム
統計情報
（RTS）

任意区間の実行
（Arbitrary section）

回数 dc_rts_utrace_putの呼び出し回数。

時間 DCRTS_STARTフラグを設定した
dc_rts_utrace_putの呼び出しから
DCRTS_ENDフラグを設定した
dc_rts_utrace_putの呼び出しまでの
時間。任意区間の情報はシステム全体
の統計情報としては取得しません。

DAM情報
（DAM）

read
（Read）

回数 dc_dam_readの呼び出し回数。
dc_dam_readが成功した場合に取得し
ます。

データ長 dc_dam_readの引数に指定したバッ
ファ長。

readエラー
（Read errors）

件数 DAMキャッシュブロック，または
ディスクから読み込んだ DAMブロッ
クに異常を検出した回数，およびディ
スクからの読み込みでエラーが発生し
た回数。APIの引数が不正などのエ
ラーは，カウントしません。

write
（Write）

回数 dc_dam_write，dc_dam_rewriteの呼
び出し回数。dc_dam_write，
dc_dam_rewriteが成功した場合に取
得します。

データ長 dc_dam_write，dc_dam_rewriteの引
数に指定したバッファ長。

writeエラー
（Write errors）

件数 DAMキャッシュブロックのデータを
ディスクへ書き込むときにエラーが発
生した件数。トランザクションがコ
ミットしたタイミングによっては，
サービス単位に取得できない場合もあ
ります。なお，APIの引数が不正など
のエラーは，カウントしません。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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FJ出力回数
（FJ output frequency）

回数 回復用ジャーナル（FJ）の出力回数。
トランザクションがコミットしたタイ
ミングによっては，サービス単位に取
得できない場合もあります。

ジャーナルサ
イズ

回復用ジャーナル（FJ）のジャーナル
量。トランザクションがコミットした
タイミングによっては，サービス単位
に取得できない場合もあります。

同時実行 DAMトランザク
ションブランチ数
（Number of DAM 
transaction branches）

回数 DAMに関連するトランザクションブ
ランチ数。

トランザク
ション数

トランザクション内で最初に実行した
DAMサービスの関数が，その時点で
動作している DAMに関連するトラン
ザクションブランチ数。DAMに関連
するトランザクションブランチ数が，
DAMサービス定義の
dam_tran_process_countオペランド
の指定値よりも少ない場合は，
dam_tran_process_countオペランド
の指定値を出力します。この項目の最
大値が，同時に実行した DAMに関連
するトランザクションブランチ数の最
大値になります。この値を DAMサー
ビス定義の dam_tran_process_count
オペランドに指定するか，
dam_cache_sizeオペランドまたは
dam_cache_size_fixオペランドの計算
式に用いると DAMキャッシュ用の共
用メモリが最適な値になります。

DAMキャッシュブロック
の確保回数
（DAM cache-block 
securing frequency）

回数 DAMキャッシュブロックを確保した
回数。

DAMキャッシュ用の共用
メモリの使用率
（Common memory for 
DAM use rate）

回数 ディファード更新指定の DAMファイ
ルを更新したトランザクション数を 10
で割った値。

共用メモリ
プール使用率

DAMキャッシュ用の共用メモリの使
用率。ただし，この値はディファード
更新指定の DAMファイルを更新する
トランザクション内だけで取得します。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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TAM情報
（TAM）

TAMファイル実更新
（Table file real renewal）

回数 TAMファイルにデータを更新した回
数。TAMファイルに更新する契機はタ
イマ起動，cpd，tamholdコマンドな
どがあります。1回の更新契機で複数
の TAMファイルを更新した場合は 1
回とカウントします。

データのバイ
ト数

オンライン中に TAMファイルに対し
て実更新したデータのバイト数。バイ
ト数は 1回の更新契機で書き込んだ総
量であり，複数の TAMファイルを更
新した場合はその合計となります。

TAMファイル実更新時間
（Table file real renewal 
time）

回数 TAMファイルにデータを更新した回
数。TAMファイルに更新する契機はタ
イマ起動，cpd，tamholdコマンドな
どがあります。1回の更新契機で複数
の TAMファイルを更新した場合は 1
回とカウントします。

時間 TAMファイル更新の処理時間。1回の
更新契機での更新処理時間をマイクロ
秒単位で取得します。

コミット，ロールバック
（レコード参照）
（Number of tam record 
references）

回数 TAMに関するコミット，ロールバック
の回数。

レコード数 1回のトランザクションで参照したレ
コード数。この値は TAMサーバのコ
ミット処理で統計出力しているため，
dc_tam_readの呼び出し有無に関係な
く発生件数をカウントします。した
がって，dc_tam_readを呼び出さない
システムでは発生件数だけをカウント
して，最大値，最小値，および平均値
は 0となります。

コミット，ロールバック
（レコード更新）
（Number of tam record 
renewal）

回数 TAMに関するコミット，ロールバック
の回数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
1129



付録 E　統計情報の詳細
レコード数 1回のトランザクションで更新したレ
コード数。この値は TAMサーバのコ
ミット処理で統計出力しているため，
dc_tam_writeの呼び出し有無に関係な
く発生件数をカウントします。した
がって，dc_tam_writeを呼び出さない
システムでは発生件数だけをカウント
して，最大値，最小値，および平均値
は 0となります。

read
（Read）

回数 dc_tam_readの呼び出し回数。
dc_tam_readが成功した場合に取得し
ます。※ 3

データ長 dc_tam_readを呼び出した単位で
TAMファイルのデータの入力長。※ 3

readエラー
（Read errors）

件数 dc_tam_readの中で，OSとのインタ
フェース部分で発生した障害の件数。
APIの引数が不正などのエラーは発生
件数としてカウントしません。※ 3

write
（Write）

回数 dc_tam_write，dc_tam_rewriteの呼
び出し回数。dc_tam_write，
dc_tam_rewriteが成功した場合に取得
します。※ 4

データ長 dc_tam_write，dc_tam_rewriteを呼
び出した単位での TAMファイルの
データの出力長。※ 4

writeエラー
（Write errors）

件数 dc_tam_write，dc_tam_rewriteの中
で OSとのインタフェース部分で発生
した障害の件数。APIの引数が不正な
どのエラーは発生件数としてカウント
しません。※ 4

XAリソース
サービス情報
（XAR）

Start()要求
（Start() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション開始要求の
回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクション開始要求の実
行を開始してから，終了するまでの時
間。

Start()要求エラー
（Start() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション開始要求で
障害が発生した件数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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Call()要求
（Call() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，サービス要求の回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのサービス要求の実行を開始して
から，終了するまでの時間。

Call()要求エラー
（Call() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，サービス要求で障害が発生し
た件数。

End()要求
（End() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション終了要求の
回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクション終了要求の実
行を開始してから，終了するまでの時
間。

End()要求エラー
（End() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション終了要求で
障害が発生した件数。

Prepare()要求
（Prepare() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのプリペア
処理要求の回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクションのプリペア処
理要求の実行を開始してから，終了す
るまでの時間。

Prepare()要求エラー
（Prepare() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのプリペア
処理要求で障害が発生した件数。

Commit()要求
（Commit() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのコミット
処理要求の回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクションのコミット処
理要求の実行を開始してから，終了す
るまでの時間。

Commit()要求エラー
（Commit() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのコミット
処理要求で障害が発生した件数。

Rollback()要求
（Rollback() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのロール
バック処理要求の回数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクションのロールバッ
ク処理要求の実行を開始してから，終
了するまでの時間。

Rollback()要求エラー
（Rollback() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクションのロール
バック処理要求で障害が発生した件数。

Recover()要求
（Recover() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，プリペア処理済みまたは
ヒューリスティック決定したトランザ
クション通知要求の回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのプリペア処理済みまたはヒュー
リスティック決定したトランザクショ
ン通知要求の実行を開始してから，終
了するまでの時間。

Recover()要求エラー
（Recover() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，プリペア処理済みまたは
ヒューリスティック決定したトランザ
クション通知要求で，障害が発生した
件数。

Forget()要求
（Forget() request）

回数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション破棄要求の
回数。

時間 rapサーバがアプリケーションサーバ
からのトランザクション破棄要求の実
行を開始してから，終了するまでの時
間。

Forget()要求エラー
（Forget() request error）

件数 アプリケーションサーバから rapサー
バへの，トランザクション破棄要求で
障害が発生した件数。

MCF情報
（MCF）

スケジュール待ち
（Schedule Stay）

回数 MHPが入力キューからメッセージを
取り出した回数。

時間 MCF通信プロセスが入力キューに登
録してからMHPで取り出すまでの処
理待ち時間。

ユーザサービス実行
（Execution of user 
service）

回数 MHPがサービスを実行した回数。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）
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注※ 1
ネームサービスでは，システム共通定義の all_nodeオペランドに指定されたノードで稼働して
いるサービスグループの情報をグローバルキャッシュ領域に，自ノード上で稼働しているサー
ビスグループの情報をローカルキャッシュ領域に格納します。UAPやコマンドで RPCを実行
するとき，要求するサービスグループの情報をグローバルキャッシュ領域とローカルキャッ
シュ領域から検索します。

注※ 2
ユーザサービス定義のmessage_buflenオペランドにはメッセージサイズ（最大）の値を指定
することをお勧めします。ユーザサービス定義のmessage_store_buflenオペランドには，次に
示す範囲の値を指定することをお勧めします。
メッセージ長（平均）×スケジュール待ち行列長（最大）<= message_store_buflen <= 

メッセージ長（最大）×スケジュール待ち行列長（最大）

注※ 3
TAMテーブルにアクセスする dc_dam_readも含まれます。

注※ 4
TAMテーブルにアクセスする dc_dam_write，dc_dam_rewriteも含まれます。

プロセスの終了とカウントされるリアルタイム統計情報の項目を次の表に示します。

表 E-7　プロセスの終了とカウントされるリアルタイム統計情報の項目

時間 サービス関数の実行開始から，サービ
ス関数で returnを発行するまでの時
間。

プロセスと終了状態 カウントされる項目

UAPプロセスが CPU時間監視タイムアウトで終了 UAP異常終了

OpenTP1が提供しているサーバのうち，SPPとして動作している
もの（TP1/EE，rapサーバ，RTSSUP，RTSSPP）がダウン

UAPプロセスダウン

システムダウンしないシステムサービスダウン（trnrvd（トランザ
クション回復サービス），clttrnd（トランザクショナル RPC実行
プロセス）など）

システムサーバ異常終了

UAPプロセスの正常終了 プロセス終了

UAPプロセスを -fオプションを指定した dcsvstopコマンド，ま
たは prckillコマンドで強制終了

UAPプロセスが実時間監視タイムアウトで終了

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情報の
項目名
（Event）

取得情報
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リアルタイム統計情報の編集内容を次の表に示します。

表 E-8　リアルタイム統計情報の編集内容

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）

チェック
ポイント
ダンプ情
報
（CPD）

チェックポイン
トダンプ取得
（Collection of 
cpd）

件数
（events）

○ × 100
0

rts_cpd
_collct_
cpd

× × ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

チェックポイン
トダンプ有効化
（Validation of 
cpd）

件数
（events）

○ × 100
1

rts_cpd
_validt
_cpd

× × ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ジャーナ
ル情報
（JNL）

バッファ満杯
（Buffer full 
occurrences）

件数
（events）

○ × 110
0

rts_jnl
_buf_fu
ll

× × ○

空きバッファ待
ち
（Waits for an 
available 
buffer）

件数
（events）

○ × 110
1

rts_jnl
_wait_
buf

× × ○

ジャーナル出力
（ブロック）
（Journal 
output）

回数
（times）

○ × 110
2

rts_jnl
_jnl_ou
tput

× × ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

入出力待ち
（I/O waits）

回数
（times）

○ × 110
3

rts_jnl
_io_wai
t

× × ○
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バッファ面
数× 100
（面数×
100）
（surfaces）

× ○

write
（Write）

回数
（times）

○ × 110
4

rts_jnl
_write

× × ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○ × × ○

スワップ
（Swap）

回数
（times）

○ × 110
5

rts_jnl
_swap

× × ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ジャーナル入力
（Journal 
input）

回数
（times）

○ × 110
6

rts_jnl
_jnl_in
put

× × ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

read
（Read）

回数
（times）

○ × 110
7

rts_jnl
_read

× × ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○ × × ○

ロック情
報
（LCK）

ロック取得
（Lock 
acquisition）

件数
（events）

○ × 120
0

rts_lck
_lock_a
cqst

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ロック待ち
（Lock wait）

件数
（events）

○ × 120
1

rts_lck
_lock_
wait

○ ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
行列長
（events）

× ○

デッドロック
（Deadlock）

件数
（events）

○ × 120
2

rts_lck
_deadl
ock

○ ○ ○

ネーム情
報
（NAM）

グローバル
キャッシュヒッ
ト
（Global Cache 
hits）

回数
（times）

○ × 130
0

rts_na
m_glob
al_cach
e_hit

○ ○ ○

ローカルキャッ
シュヒット
（Local Cache 
hits）

回数
（times）

○ × 130
1

rts_na
m_loca
l_cache
_hit

○ ○ ○

サービス情報の
検索回数
（Lookup）

回数
（events）

○ × 130
2

rts_na
m_look
up

○ ○ ○

共用メモ
リ管理情
報
（OSL）

静的共用メモリ
の使用サイズ
（Common 
static memory 
(acquired)）

回数
（times）

○ × 140
0

rts_osl
_stame
m_acq

× × ○

メモリブ
ロックのサ
イズ（バイ
ト）
（bytes）

× ○

静的共用メモリ
プールの必要最
大サイズ（現在
使用中の最高位
メモリブロック
までのサイズ）
（Common 
static memory 
(pool)）

回数
（times）

○ × 140
1

rts_osl
_stame
m_pol

× × ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
メモリブ
ロックのサ
イズ（バイ
ト）
（bytes）

× ○

動的共用メモリ
の使用サイズ
（Common 
dynamic 
memory 
(acquired)）

回数
（times）

○ × 140
2

rts_osl
_dynm
em_acq

× × ○

メモリブ
ロックのサ
イズ（バイ
ト）
（bytes）

× ○

動的共用メモリ
プールの必要最
大サイズ（現在
使用中の最低位
メモリブロック
までのサイズ）
（Common 
dynamic 
memory (pool)）

回数
（times）

○ × 140
3

rts_osl
_dynm
em_pol

× × ○

メモリブ
ロックのサ
イズ（バイ
ト）
（bytes）

× ○

プロセス
情報
（PRC）

プロセス生成
（Process 
generation）

回数
（times）

○ × 150
0

rts_prc
_prc_ge
nert

× ○ ○

UAP異常終了
（UAP 
abnormal 
terminations）

回数
（times）

○ × 150
1

rts_prc
_uap_a
bnml

× ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
システムサーバ
異常終了
（System server 
abnormal 
terminations）

回数
（times）

○ × 150
2

rts_prc
_sys_a
bnml

× × ○

プロセス終了
（Process 
terminations）

回数
（times）

○ × 150
3

rts_prc
_prc_te
rm

× ○ ○

起動プロセス数
（Number of 
processes）

回数
（times）

○ × 150
4

rts_prc
_prc_n
um

× × ○

プロセス数
（Process）

× ○

メッセー
ジキュー
情報
（QUE）

readメッセー
ジ
（Read 
message）

回数
（times）

○ × 160
1

rts_que
_read

× ○ ○

メッセージ
長（バイト）
（bytes）

× ○

writeメッセー
ジ
（Write 
message）

回数
（times）

○ × 160
2

rts_que
_write

× ○ ○

メッセージ
長（バイト）
（bytes）

× ○

readエラー
（Read errors）

件数
（events）

○ × 160
3

rts_que
_read_
err

× ○ ○

writeエラー
（Write errors）

件数
（events）

○ × 160
4

rts_que
_write_
err

× ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
空きバッファ待
ち
（Waits for an 
available 
buffer）

件数
（events）

○ × 160
5

rts_que
_wait_
buf

× ○ ○

実 read
（Real reads）

回数
（times）

○ × 160
6

rts_que
_real_r
ead

× ○ ○

実 write
（Real writes）

回数
（times）

○ × 160
7

rts_que
_real_
write

× ○ ○

遅延書き込み
（Number of 
delay 
writings）

回数
（times）

○ × 165
0

rts_que
_delay_
wrt

× × ○

回数
（times）

× ○

物理ファイル単
位の遅延書き込
み（レコード）
（Number of 
delay writing 
records）

回数
（times）

○ × 165
1

rts_que
_delay_
rec

× × ○

レコード数
（レコード）
（records）

× ○

物理ファイル単
位の遅延書き込
み（割合）
（Delay writing 
record rate）

回数
（times）

○ × 165
2

rts_que
_delay_
msg

× × ○

メッセージ
の割合（％）
（%）

× ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
RPC情報
（RPC）

RPCコール
（同期応答型）
（RPC calls）

回数
（times）

○ × 170
0

rts_rpc
_rpc_ca
ll

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

RPCコール
（連鎖 RPC型）
（RPC 
calls(chained)）

回数
（times）

○ × 170
1

rts_rpc
_rpc_ca
ll_chai
ned

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ユーザサービス
実行
（Execution of 
user service）

回数
（times）

○ × 173
0

rts_rpc
_usr_sr
vc

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

RPCタイムア
ウト
（RPC 
overtimes）

件数
（events）

○ × 173
1

rts_rpc
_rpc_ov
rtim

○ ○ ○

スケ
ジュール
情報
（SCD）

スケジュール待
ち
（Schedule 
Waits）

回数
（times）

○ × 180
0

rts_scd
_scd_w
ait

○
※

○ ○

行列長
（events）

× ○

スケジュール
（Schedule）

回数
（times）

○ × 180
1

rts_scd
_sched
ule

○ ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
メッセージ
長（バイト）
（bytes）

× ○

メッセージ格納
バッファプール
の使用中サイズ
（Size of using 
buffer）

回数
（times）

○ × 180
2

rts_scd
_using
_buf

○
※

○ ○

バッファ
プールのサ
イズ（バイ
ト）（bytes）

× ○

メッセージ格納
バッファプール
の不足でスケ
ジュールできな
かったメッセー
ジサイズ
（Message size 
in case of lack 
of buffer）

回数
（times）

○ × 180
3

rts_scd
_lack_b
uf

○ ○ ○

メッセージ
長（バイト）
（bytes）

× ○

スケジュール滞
留
（Schedule 
Stay）

回数
（times）

○ × 180
4

rts_scd
_scd_st
ay

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

サービス単位の
スケジュール待
ち
（Schedule 
Waits of 
service）

回数
（times）

○ × 180
5

rts_scd
_svc_sc
d_wait

○ ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
行列長
（events）

× ○

サービス単位の
メッセージ格納
バッファプール
の使用中サイズ
（Size of using 
buffer of 
service）

回数
（times）

○ × 180
6

rts_scd
_svc_u
sing_b
uf

○ ○ ○

バッファ
プールのサ
イズ（バイ
ト）
（bytes）

× ○

同時実行サービ
ス数
（Parallel 
Service）

回数
（times）

○ × 180
7

rts_scd
_parall
el

○ ○ ○

サービス数
（counts）

× ○

トランザ
クション
情報
（TRN）

コミット
（Commits）

件数
（events）

○ × 190
0

rts_trn
_comm
it

○ ○ ○

ロールバック
（Rollbacks）

件数
（events）

○ × 190
1

rts_trn
_rollba
ck

○ ○ ○

コマンドによる
コミット
（Commit 
settlement by 
command）

件数
（events）

○ × 190
2

rts_trn
_cmt_c
md

× × ○

コマンドによる
ロールバック
（Rollback 
settlement by 
command）

件数
（events）

○ × 190
3

rts_trn
_rbk_c
md

× × ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
コマンドによる
ハザード
（Hazard 
settlement by 
command）

件数
（events）

○ × 190
4

rts_trn
_haz_c
md

× × ○

コマンドによる
ミックス
（Mixed 
settlement by 
command）

件数
（events）

○ × 190
5

rts_trn
_mix_c
md

× × ○

ブランチ実行時
間
（Branch 
execution 
time）

回数
（times）

○ × 190
6

rts_trn
_branc
h

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ブランチ同期点
処理の実行時間
（Branch 
synchronous 
point 
processing 
time）

回数
（times）

○ × 190
7

rts_trn
_sync_
point

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

リアルタ
イム統計
情報
（RTS）

任意区間の実行
（Arbitrary 
section）

回数
（times）

○ × 100
000
0～
214
748
364
7

－ ○ ○ ×

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
DAM情報
（DAM）

read
（Read）

回数
（times）

○ × 200
0

rts_da
m_read

○ ○ ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

readエラー
（Read errors）

件数
（events）

○ × 200
1

rts_da
m_read
_err

○ ○ ○

write
（Write）

回数
（times）

○ × 200
2

rts_da
m_writ
e

○ ○ ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

writeエラー
（Write errors）

件数
（events）

○ × 200
3

rts_da
m_writ
e_err

○ ○ ○

FJ出力回数
（FJ output 
frequency）

回数
（times）

○ × 200
4

rts_da
m_fj

○ ○ ○

ジャーナル
サイズ（バ
イト）
（bytes）

× ○

同時実行 DAM
トランザクショ
ンブランチ数
（Number of 
DAM 
transaction 
branches）

回数
（times）

○ × 200
5

rts_da
m_trn_
branch

○ ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
トランザク
ション数
（トランザク
ション）
（transacti
on）

× ○

DAMキャッ
シュブロックの
確保回数
（DAM 
cache-block 
securing 
frequency）

回数
（times）

○ × 200
6

rts_da
m_cach
e_block

○ ○ ○

DAMキャッ
シュ用の共用メ
モリの使用率
（Common 
memory for 
DAM use rate）

回数
（times）

○ × 200
7

rts_da
m_shm
_pool

× × ○

共用メモリ
プール使用
率（％）
（%）

× ○

TAM情報
（TAM）

TAMファイル
実更新
（Table file real 
renewal）

回数
（times）

○ × 210
0

rts_ta
m_real
_renew

× × ○

データのバ
イト数（バ
イト）
（bytes）

× ○

TAMファイル
実更新時間
（Table file real 
renewal time）

回数
（times）

○ × 210
1

rts_ta
m_real
_renew
_time

× × ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
1145



付録 E　統計情報の詳細
時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

コミット，ロー
ルバック（レ
コード参照）
（Number of 
tam record 
references）

回数
（times）

○ × 210
2

rts_ta
m_rec_
refer

× ○ ○

レコード数
（レコード）
（records）

× ○

コミット，ロー
ルバック（レ
コード更新）
（Number of 
tam record 
renewal）

回数
（times）

○ × 210
3

rts_ta
m_rec_
renew

× ○ ○

レコード数
（レコード）
（records）

× ○

read
（Read）

回数
（times）

○ × 210
4

rts_ta
m_read

○ ○ ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

readエラー
（Read errors）

件数
（events）

○ × 210
5

rts_ta
m_read
_err

○ ○ ○

write
（Write）

回数
（times）

○ × 210
6

rts_ta
m_writ
e

○ ○ ○

データ長
（バイト）
（bytes）

× ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
writeエラー
（Write errors）

件数
（events）

○ × 210
7

rts_ta
m_writ
e_err

○ ○ ○

XAリソー
スサービ
ス情報
（XAR）

Start()要求
（Start() 
request）

回数
（times）

○ × 250
0

rts_xar
_start

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Start()要求エ
ラー
（Start() 
request error）

件数
（events）

○ × 250
1

rts_xar
_start_
err

× ○ ○

Call()要求
（Call() 
request）

回数
（times）

○ × 250
2

rts_xar
_call

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Call()要求エ
ラー
（Call() request 
error）

件数
（events）

○ × 250
3

rts_xar
_call_e
rr

× ○ ○

End()要求
（End() 
request）

回数
（times）

○ × 250
4

rts_xar
_end

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

End()要求エ
ラー
（End() request 
error）

件数
（events）

○ × 250
5

rts_xar
_end_e
rr

× ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
Prepare()要求
（Prepare() 
request）

回数
（times）

○ × 250
6

rts_xar
_prepa
re

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Prepare()要求
エラー
（Prepare() 
request error）

件数
（events）

○ × 250
7

rts_xar
_prepa
re_err

× ○ ○

Commit()要求
（Commit() 
request）

回数
（times）

○ × 250
8

rts_xar
_comm
it

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Commit()要求
エラー
（Commit() 
request error）

件数
（events）

○ × 250
9

rts_xar
_comm
it_err

× ○ ○

Rollback()要求
（Rollback() 
request）

回数
（times）

○ × 251
0

rts_xar
_rollba
ck

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Rollback()要求
エラー
（Rollback() 
request error）

件数
（events）

○ × 251
1

rts_xar
_rollba
ck_err

× ○ ○

Recover()要求
（Recover() 
request）

回数
（times）

○ × 251
2

rts_xar
_recove
r

× ○ ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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（凡例）
SVC：サービス単位
SRV：サーバ単位
SYS：システム全体

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Recover()要求
エラー
（Recover() 
request error）

件数
（events）

○ × 251
3

rts_xar
_recove
r_err

× ○ ○

Forget()要求
（Forget() 
request）

回数
（times）

○ × 251
4

rts_xar
_forget

× ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

Forget()要求エ
ラー
（Forget() 
request error）

件数
（events）

○ × 251
5

rts_xar
_forget
_err

× ○ ○

MCF情報
（MCF）

スケジュール待
ち（Schedule 
Stay）

回数
（times）

○ × 230
0

rts_mcf
_ap_sc
d_stay

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

ユーザサービス
実行
（Execution of 
user service）

回数
（times）

○ × 230
1

rts_mcf
_ap_us
r_srvc

○ ○ ○

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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○：該当します。
×：該当しません。

注※
サービス単位で取得した情報は，回数だけが有効になります。

（2） リアルタイム統計情報の詳細（取得対象を指定した場合）

取得対象を指定した場合のリアルタイム統計情報の詳細を次の表に示します。

表 E-9　リアルタイム統計情報の詳細（取得対象を指定した場合）

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情
報の項目名（Event）

取得情報

ネーム情報
（NAM）

指定参照先ノードへ
のサービス検索の送
信回数
（Lookup to specified 
node）

件数 ノードごとにカウントしたサービス情報検索要
求の送信回数。
UAPやコマンドで RPCを実行するとき，要求
するサービスグループの情報を検索するため，
システム共通定義の all_nodeオペランドに指定
したノードにサービス情報検索要求を送信する
ことがあります。

指定参照先ノードか
らのサービス検索の
応答受信回数
（Response of Lookup 
from specified node）

件数 ノードごとにカウントしたサービス情報検索要
求の応答を受信した回数。UAPやコマンドで
RPCを実行するとき，要求するサービスグルー
プの情報を検索するため，システム共通定義の
all_nodeオペランドに指定したノードにサービ
ス情報検索要求を送信することがあります。

MCF情報
（MCF）

受信メッセージの処
理待ち（Residence 
time on input 
message）※ 1

回数 MHPが入力キューからメッセージを取り出し
た回数。

時間 MCF通信プロセスが入力キューに登録してか
らMHPで取り出すまでの処理待ち時間。

同期型送信メッセー
ジの処理待ち
（Residence time on 
output message of 
synchronous）※ 1

回数 MCF通信プロセスが同期型送信メッセージを
処理した回数。

時間 UAPが同期型送信メッセージを送信要求して
から，MCF通信プロセスで処理するまでの処
理待ち時間。

問い合わせ応答型送
信メッセージの処理
待ち（Residence 
time on output 
message of response）
※ 1

回数 MCF通信プロセスが問い合わせ応答型送信
メッセージを処理した回数。
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注※ 1
論理端末単位で取得する場合の情報です。

注※ 2
サービスグループ単位で取得する場合の情報です。

リアルタイム統計情報の取得対象の指定形式を次の表に示します。

時間 UAPが問い合わせ応答型送信メッセージを送
信要求し，そのトランザクションがコミット決
着した時点から，MCF通信プロセスで処理す
るまでの処理待ち時間。

優先分岐型送信メッ
セージの処理待ち
（Residence time on 
output message of 
priority）※ 1

回数 MCF通信プロセスが優先分岐型送信メッセー
ジを処理した回数。

時間 UAPが優先分岐型送信メッセージを送信要求
し，そのトランザクションがコミット決着した
時点から，MCF通信プロセスで処理するまで
の処理待ち時間。

一般分岐型送信メッ
セージの処理待ち
（Residence time on 
output message of 
normal）※ 1

回数 MCF通信プロセスが一般分岐型送信メッセー
ジを処理した回数。

時間 UAPが一般分岐型送信メッセージを送信要求
し，そのトランザクションがコミット決着した
時点から，MCF通信プロセスで処理するまで
の処理待ち時間。

入力キュー滞留数
（Number on input 
message queue）※ 2

回数 MCF通信プロセスが入力キューへメッセージ
を登録，およびMHPが入力キューからメッ
セージを取り出した回数。

数 入力キューへ滞留しているメッセージの数。こ
の値が大きい場合は，ユーザサービス定義の
parallel_countオペランドの指定値を大きくし
てください。

リアルタイム
統計情報種別
（Type）

編集内容 詳細内容

リアルタイム統計情
報の項目名（Event）

取得情報
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付録 E　統計情報の詳細
表 E-10　リアルタイム統計情報の取得対象の指定形式

注※ 1

統計情報を取得する場合
-uオプションに objを指定した rtsput定義コマンド，または rtsstatsコマンド
で，-oオプションに指定します。 

統計情報を表示，編集する場合
-uオプションに svcを指定した rtslsコマンド，または rtseditコマンドで，-s
オプションに指定します。

注※ 2

統計情報を取得する場合
-uオプションに objを指定した rtsput定義コマンド，または rtsstatsコマンド
で，-bオプションに指定します。 

リアルタイム統計
情報種別（Type）

リアルタイム統計情報の項目名（Event） 情報取得対象の指定形式

取得対象名 1※ 1 取得対象名 2
※ 2

ネーム情報
（NAM）

指定参照先ノードへのサービス検索の送
信回数
（Lookup to specified node）

ポート番号※ 3 IPアドレス※
3

指定参照先ノードからのサービス検索の
応答受信回数
（Response of Lookup from specified 
node）

MCF情報
（MCF）

受信メッセージの処理待ち
（Residence time on input message）

論理端末名 なし

同期型送信メッセージの処理待ち
（Residence time on output message of 
synchronous）

問い合わせ応答型送信メッセージの処理
待ち
（Residence time on output message of 
response）

優先分岐型送信メッセージの処理待ち
（Residence time on output message of 
priority）

一般分岐型送信メッセージの処理待ち
（Residence time on output message of 
normal）

入力キュー滞留数
（Number on input message queue）

なし サービスグ
ループ名
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付録 E　統計情報の詳細
統計情報を表示，編集する場合
-uオプションに svcを指定した rtslsコマンド，または rtseditコマンドで，-v
オプションに指定します。

注※ 3
システム共通定義の all_nodeオペランド，またはドメイン定義ファイルに指定した
ノードの IPアドレスとポート番号を指定してください。

　

取得対象を指定した場合のリアルタイム統計情報の編集内容を次の表に示します。

表 E-11　リアルタイム統計情報の編集内容（取得対象を指定した場合）

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位※

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）

ネーム情
報
（NAM）

指定参照先ノー
ドへのサービス
検索の送信回数
（Lookup to 
specified node）

件数
（events）

○ × 130
3

rts_na
m_nod
e_look
up

× × ×

指定参照先ノー
ドからのサービ
ス検索の応答受
信回数
（Response of 
Lookup from 
specified node）

件数
（events）

○ × 130
4

rts_na
m_nod
e_look
up_res
ponce

× × ×

MCF情報
（MCF）

受信メッセージ
の処理待ち
（Residence 
time on input 
message）

回数
（times）

○ × 235
0

rts_mcf
_in_ms
g_scd_
wait

× × ×

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○
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付録 E　統計情報の詳細
同期型送信メッ
セージの処理待
ち（Residence 
time on output 
message of 
synchronous）

回数
（times）

○ × 235
1

rts_mcf
_out_m
sg_syn
c_scd_
wait

× × ×

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

問い合わせ応答
型送信メッセー
ジの処理待ち
（Residence 
time on output 
message of 
response）

回数
（times）

○ × 235
2

rts_mcf
_out_m
sg_resp
_scd_w
ait

× × ×

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

優先分岐型送信
メッセージの処
理待ち
（Residence 
time on output 
message of 
priority）

回数
（times）

○ × 235
3

rts_mcf
_out_m
sg_prio
_scd_w
ait

× × ×

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

一般分岐型送信
メッセージの処
理待ち
（Residence 
time on output 
message of 
normal）

回数
（times）

○ × 235
4

rts_mcf
_out_m
sg_nor
m_scd_
wait

× × ×

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位※

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 E　統計情報の詳細
（凡例）
SVC：サービス単位
SRV：サーバ単位
SYS：システム全体
○：該当します。
×：該当しません。

注※
任意オブジェクト指定のリアルタイム統計情報の取得単位は，取得対象名 1，2に指定した単位
になります。

時間（マイ
クロ秒）
（microsec）

× ○

入力キュー滞留
数（Number 
on input 
message 
queue）

回数
（times）

○ × 238
0

rts_mcf
_que_s
cd_wai
t_num

× × ×

数（num） × ○

リアルタ
イム統計
情報種別
（Type）

編集内容 項目
ID

オペラ
ンド名

取得単位※

リアルタイム統
計情報の項目名
（Event）

取得情報
（Units）

出力単位 （E
vent 
id）

S
V
C

S
R
V

S
Y
S

累計
（T
otal
）

最大
（Maximum）

最小
（Minimum）

平均
（Average）
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
ここでは，OpenTP1が出力するファイルの一覧を，製品別に示します。

（1） TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）

TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）が出力するファイルの一覧を次の表に
示します。各ファイルの詳細な説明については，表 F-2を参照してください。

表 F-1　TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）が出力するファイル一覧

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 監査ログ
ファイル

（log_audit_pathオペ
ランドの指定値）/
audit.log

デフォルト：
$DCDIR/auditlog/
audit.log

07-02 D，
F，H

テキス
ト

監査イベントが発
生したとき

○

2 監査ログ
ファイル
のバック
アップ
ファイル

（log_audit_pathオペ
ランドの指定値）/
auditNNN.log

（NNN：001～ 255）
デフォルト：
$DCDIR/auditlog/
auditNNN.log

（NNN：001～ 255）

07-02 K テキス
ト

監査ログファイル
のサイズが
log_audit_sizeオ
ペランドの指定値
を超えたとき

○

3 OpenTP1
自動起動
判定ファ
イル

$DCDIR/spool/
.automode

初期 J バイナ
リ

OpenTP1を開始
したとき

×

4 namdオ
ンライン
チェック
ファイル

$DCDIR/spool/
.namonl

07-06 J 空ファ
イル

OpenTP1を起動
したとき

×

5 カレント
ワークパ
ス制御
ファイル
1

UNIX版：
$DCDIR/spool/
.dccurrent_path

Windows版：
$DCDIR¥spool¥dccurr
ent_path

UNIX
版：
06-02
Windo
ws版：
07-00

J バイナ
リ

prcdを起動した
とき（dcstartコ
マンドの実行時で
はありません）

×

6 prcdポー
ト情報格
納ファイ
ル

$DCDIR/spool/
.portid

初期 J バイナ
リ

prcdを起動した
とき（dcstartコ
マンドの実行時で
はありません）

×
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7 prcpath
コマンド
の引き継
ぎファイ
ル

$DCDIR/spool/
.prcsvpath

03-02 J バイナ
リ

prcpathコマンド
を実行したとき

×

8 コマンド
ログ

$DCDIR/spool/
cmdlog/cmdlogN

（N：1または 2）

UNIX
版：
07-00
Windo
ws版：
06-50

C，
E，H

テキス
ト

取得対象のコマン
ドを実行したとき

△

9 トレース
情報ダン
プファイ
ル
ロック
ファイル
（内部用
ファイル）

$DCDIR/spool/

dcdfmtrN，dcdfmtrl
（N：1または 2）

07-00 J バイナ
リ

dcdefchkコマン
ドを実行したとき

×

1
0

FILイベ
ントト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcfilinf/_fl_NNN

（NNN：001～ 003）

07-03 D，
F，H

バイナ
リ

prf_traceオペラ
ンドに Y，かつ
fil_prf_trace_opti
onオペランドに 1
を設定し，
fil_prf_trace_dela
y_timeオペラン
ドの値以上のファ
イルアクセス処理
時間を必要したと
き

△

1
1

jnlchgfg
コマンド
の退避コ
アファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
chgfg_N

（N：ダウンしたコマンド
の PID）

07-03 A バイナ
リ

jnlchgfgコマンド
が異常終了したと
き

△

1
2

jnlcuefプ
ロセスの
退避コア
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
cuef_N

（N：ダウンしたプロセス
の PID）

07-03 A バイナ
リ

内部コマンドのプ
ロセスが異常終了
したとき

△

1
3
ジャーナ
ルファイ
ルの不正
ジャーナ
ル情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
cuef_N

（N：不正ジャーナルを検
知したコマンドプロセス
の PID）

07-03 A バイナ
リ

jnlunlfgコマン
ド，jnlchgfgコマ
ンド，または
jnllsコマンドが
不正ジャーナルを
検知したとき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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1
4

jnllsコマ
ンドの退
避コア
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
ls_N

（N：ダウンしたコマンド
の PID）

07-03 A バイナ
リ

jnllsコマンドが
異常終了したとき

△

1
5
被アーカ
イブ
ジャーナ
ルノード
の不正
ジャーナ
ル情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/r_N

（N：不正なデータを検知
したジャーナルの世代番
号）

初期 J テキス
ト

OpenTP1のリラ
ンで起動する際
に，読み込んだブ
ロックにエラーが
あったとき

×

1
6

jnlunlfg
コマンド
の退避コ
アファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
unlfg_N

（N：ダウンしたコマンド
の PID）

07-03 A バイナ
リ

jnlunlfgコマンド
が異常終了したと
き

△

1
7
ジャーナ
ルメッ
セージ
キュー管
理ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/jnlqid

初期 J バイナ
リ

ジャーナルサービ
スがメッセージ
キューを作成した
とき

×

1
8

JNL性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/prfinf/
_jl_NNN

（NNN：001～ 256）

07-03 D，
F，H

バイナ
リ

prf_traceオペラ
ンドに Yを設定
し，
jnl_prf_event_tra
ce_levelオペラン
ドに 00000001ま
たは 00000002を
設定したとき

△

1
9
デッド
ロック，
タイムア
ウト情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dclckinf

初期 B テキス
ト

TAM，DAMまた
は dc_lck_xxx関
数を使用している
場合に，デッド
ロックまたは排他
待ちタイムアウト
が発生したとき

△

2
0

LCK性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dclckinf/prf/
_lk_NNN

（NNN：001～ 256）

07-03 D，
F，H

バイナ
リ

トランザクション
処理を実行してい
るときや排他処理
を実行していると
き

△

2
1
メッセー
ジログ通
知機能用
ソケット
ファイル

$DCDIR/spool/
dcloginf/.logntf

03-03 J バイナ
リ

メッセージログ通
知機能を動作した
とき

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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2
2
メッセー
ジログ
ファイル

$DCDIR/spool/dclogN

（N：1または 2）
初期 C，

E，H
テキス
ト

OpenTP1を動作
したとき

×

2
3

NAMイ
ベントト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcnaminf/_nm_NNN

（NNN：001～ 003）

07-02 D，
F，H

バイナ
リ

prf_traceオペラ
ンドに Yを設定
し，
nam_prf_trace_le
velオペランドに
00000000以外を
設定したとき

△

2
4
プロセス
サービス
イベント
トレース
情報ファ
イル

$DCDIR/spool/
dcprcinf/_pr_NNN

（NNN：001～ 003）

07-02 D，
F，H

バイナ
リ

prf_traceオペラ
ンドに Yを設定
し，prc_prf_trace
オペランドに Y
を設定したとき

△

2
5

prfgetコ
マンドの
引き継ぎ
ファイル

06-01より前，
06-50より前（Windows
版）：
$DCDIR/spool/
dcprfinf/getinf

06-01～ 07-02：
$DCDIR/spool/

dcprfinf/getinf，
_trinf

07-02以降：
$DCDIR/spool/

dcprfinf/getinf，
_trinf，_nminf，
_prinf，_xrinf

初期 J バイナ
リ

prfgetコマンドを
-aオプションなし
で実行したとき

×

2
6
性能検証
用トレー
ス情報
ファイル

06-01より前，06-50より
前（Windows版）：
$DCDIR/spool/
dcprfinf/prf00N

（N：1～ 3）
06-01以降：
$DCDIR/spool/
dcprfinf/prf_NNN

（NNN：001～ 256）

初期 D，
F，H

バイナ
リ

OpenTP1を動作
したとき

△

2
7

rapの
ロック
ファイル

$DCDIR/spool/

dcrapinf/（rapリス
ナー名）

初期 J バイナ
リ

リモート API
サービスを開始す
るとき

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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2
8

rap不正
メッセー
ジファイ
ル

03-05-/T，03-06-/R，
05-03-/J以降：
$DCDIR/spool/

dcrapinf/（rapリス
ナー名）.msg
05-04-/G，06-00以降：
$DCDIR/spool/

dcrapinf/（rapリス
ナー名）.msg，（rapク
ライアントマネジャ名）
.msg

上記以外の 06-00より前：
$DCDIR/spool/

dcrapinf/（サーバ名）
_（プロセス ID）

初期 J，E テキス
ト

リモート API
サービスで不正
メッセージを受信
したとき

△

2
9

RTSログ
ファイル

（rts_log_file_name

オペランドの指定値）N
（N：1～ 10）
デフォルト：
$DCDIR/spool/
dcrtsinf/rtslogN

（N：1～ 10）

07-00 D，
F，H

バイナ
リ

rts_log_fileオペ
ランドに Yを設
定し，RTSSUP
を起動したとき

△

3
0

RTSログ
ファイル
のバック
アップ
ファイル

（rts_log_file_name

オペランドの指定値）
N.bk

（N：1～ 10）
デフォルト：
$DCDIR/spool/
dcrtsinf/rtslogN.bk

（N：1～ 10）

07-02 K バイナ
リ

RTSSUPを起動
したとき

△

3
1
サーバリ
カバリ
ジャーナ
ル

$DCDIR/spool/dcsjl 初期 J バイナ
リ

オンライン中の任
意のタイミング

×

3
2
トランザ
クション
リカバリ
ジャーナ
ル

$DCDIR/spool/
dctjlinf

初期 J バイナ
リ

オンライン中の任
意のタイミング

×

3
3
未決着ト
ランザク
ション情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/

dctrninf/（ファイル
名）

初期 B テキス
ト

OpenTP1をリラ
ンで起動するとき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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3
4

TRNイベ
ントト
レース情
報ファイ
ル（prf
トレース）

$DCDIR/spool/
dctrninf/trace/prf/
_tr_NNN

（NNN：001～ 256）

UNIX
版：
06-01
Windo
ws版：
07-00

D，
F，H

バイナ
リ

トランザクション
処理を実行してい
るとき

△

3
5

TRNイベ
ントト
レース
ファイル

$DCDIR/spool/
dctrninf/trace/
trnevtrN

（N：1または 2）

初期 D，
F，H

バイナ
リ

XA関数でエラー
が発生したとき

×

3
6
複数ファ
イル管理
ファイル
（内部用
ファイル）

$DCDIR/spool/
dcusmctl

初期 J バイナ
リ

OpenTP1システ
ムダウン時，およ
び dcstopコマン
ドで -fオプション
および -dオプ
ションを指定して
意図的に資料を取
得して強制停止
し，共用メモリダ
ンプファイルが出
力されたとき

×

3
7

XAR性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcxarinf/_xr_NNN

（NNN：001～ 256）

07-02 D，
F，H

バイナ
リ

prf_traceオペラ
ンドに Yを設定
し，
xar_prf_trace_lev
elオペランドに
00000000以外を
指定して XAリ
ソースサービスを
使用するとき

△

3
8

XARイベ
ントト
レース情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcxarinf/trace/
xarevtrN

（N：1または 2）

06-00 D，
F，H

バイナ
リ

XAリソースサー
ビスを動作させた
とき

△

3
9

XARイベ
ントト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/
dcxarinf/trace/
xarevtrM.bkN

（M：1または 2，N：1～
3）

06-00 K バイナ
リ

XAリソースサー
ビスを動作させた
とき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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4
0
エラーロ
グ情報

07-05より前：
$DCDIR/spool/
errlog/errlogN

（N：1または 2）
07-05以降：
$DCDIR/spool/
errlog/errlogN

および
$DCDIR/spool/
errlog/errlogN.nam

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

テキス
ト

OpenTP1を動作
したとき

×

4
1
システム
内部排他
制御用
ディレク
トリ

$DCDIR/spool/
olkfifs

初期 J テキス
ト

dcmakeupコマン
ドを実行したと
き，または
OpenTP1を開始
したとき

×

4
2
システム
内部同期
制御用
ディレク
トリ

$DCDIR/spool/
olkrsfs

初期 J テキス
ト

dcmakeupコマン
ドを実行したと
き，または
OpenTP1を開始
したとき

×

4
3
内部制御
用資源
（FIFO
ファイル）
の制御
ファイル

$DCDIR/spool/
oslcntl

初期 J バイナ
リ

dcmakeupコマン
ドを実行したと
き，または
OpenTP1を開始
したとき

×

4
4

RPCログ
ファイル

$DCDIR/spool/
rpclogN

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

テキス
ト

通信エラー（内部
通信含む）が発生
したとき

×

4
5

RPCト
レース
ファイル

（rpc_trace_nameオペ
ランドの指定値）
デフォルト：
$DCDIR/spool/rpctrN

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

バイナ
リ

dc_rpc_call関数
または，
dc_rpc_call_to関
数を発行したとき

○

4
6

FILイベ
ントト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_fl_MMM.bkN

（MMM：001～ 003，N：
1または 2）

07-03 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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4
7

JNL性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_jl_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

07-03 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

4
8

LCK性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_lk_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

07-03 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

4
9

NAMイ
ベントト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_nm_MMM.bkN

（MMM：001～ 003，N：
1または 2）

07-02 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

5
0
プロセス
サービス
イベント
トレース
情報ファ
イルの
バック
アップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_pr_MMM.bkN

（MMM：001～ 003，N：
1または 2）

07-02 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

5
1

TRNイベ
ントト
レース情
報ファイ
ル（prf
トレース）
のバック
アップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_tr_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

UNIX
版：
06-01
Windo
ws版：
07-00

K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

5
2

XAR性能
検証用ト
レース情
報ファイ
ルのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/
_xr_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

07-02 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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5
3
退避コア
ファイル

（prc_coresave_path

オペランドの指定値）/
（サーバ名）N

（N：1～ 3）
デフォルト：
$DCDIR/spool/save/

（サーバ名）N

（N：1～ 3）

初期 C，H バイナ
リ

プロセスがダウン
したとき※

△

5
4

OpenTP1
デバッグ
情報ファ
イル 1

UNIX版：
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）/
（サーバ名）N.deb

（N：1～ 3）
デフォルト：
$DCDIR/spool/save/

（サーバ名）N.deb

（N：1～ 3）
Windows版：
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）¥
（サーバ名）.Ndb

（N：1～ 3）
デフォルト：
%DCDIR%¥spool¥save¥

（サーバ名）.Ndb

（N：1～ 3）

初期 C，H テキス
ト

プロセスがダウン
したとき※

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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5
5

OpenTP1
デバッグ
情報ファ
イル 2

UNIX版：
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）/
_sysosN.deb
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）/
_systp1N.deb
（N：1～ 3）
デフォルト：
$DCDIR/spool/save/
_sysosN.deb
$DCDIR/spool/save/
_sy_systp1N.deb
（N：1～ 3）
Windows版：
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）
¥_sysosN.deb
（N：1～ 3）
（prc_coresave_path

オペランドの指定値）
¥_systp1N.deb

（N：1～ 3）
デフォルト：
%DCDIR%¥spool¥save¥
_sysosN.deb
%DCDIR%¥spool¥_systp
1N.deb
（N：1～ 3）

初期 C，H テキス
ト

prcdがダウンし
たとき（dcstopコ
マンドに -fオプ
ションおよび -d
オプションを指定
して実行したとき
も含みます）

△

5
6
トレース
情報ダン
プファイ
ル
ロック
ファイル
（内部用
ファイル）

$DCDIR/spool/save/

dcmtrdpN，dcmtrdpl
（N：1または 2）

初期 C，
E，H

バイナ
リ

OpenTP1を動作
したとき

×

5
7
性能検証
用トレー
ス情報
ファイル
のバック
アップ
ファイル

06-01より前：
$DCDIR/spool/save/
prf_MMM.bkN

（MMM：001～ 003，N：
1または 2）
06-01以降：
$DCDIR/spool/save/
prf_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

07-00 K バイナ
リ

OpenTP1を停止
したとき

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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5
8
スケ
ジュール
キュー情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
scdqidN

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

バイナ
リ

キュー受信型サー
バを起動，終了，
閉塞，および閉塞
解除したとき

×

5
9
共用メモ
リダンプ
ファイル

$DCDIR/spool/

（usmdumpコマンド実行
時に指定した出力ファイ
ル名）
デフォルト：
$DCDIR/spool/
shmdump

DAM，TAM，IST，RTS
または TP1/Message 
Queueを使用し，かつ -i
オプション指定時のファ
イル名を次に示します。
shmdump.dam.Z，
shmdump.tam.Z，
shmdump.ist.Z，
shmdump.rts.Z，
shmdump.mXX.Z

（XX：00～ ff）

初期 L バイナ
リ

usmdumpコマン
ド実行時に引数で
ファイル名称を省
略したとき

○

6
0
共用メモ
リダンプ
ファイル

$DCDIR/spool/
shmdumpN

（N：1～ 3）
DAM，TAM，IST，RTS
または TP1/Message 
Queueを使用し，かつ -i
オプション指定時のファ
イル名を次に示します。
shmdump.damN.Z，
shmdump.tamN.Z，
shmdump.istN.Z，
shmdump.rtsN.Z，
shmdump.mXXN.Z

（N：1～ 3，XX：00～
ff）

初期 E バイナ
リ

システムがダウン
したとき，ならび
に dcstopコマン
ドに -fオプション
および -dオプ
ションを指定して
実行したとき

△

6
1
トランザ
クション
制御用オ
ブジェク
ト

$DCDIR/spool/
trnrmcmd/userobj

初期 J バイナ
リ

dcsetupコマン
ド，trnlnkrmコ
マンド，または
trnmkobjコマン
ドを実行したとき

▲

6
2
共用メモ
リ情報
ファイル

$DCDIR/tmp/dcommenv 初期 J バイナ
リ

OpenTP1を起動
したとき

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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6
3
内部制御
用資源
（FIFO
ファイル）

$DCDIR/tmp/olkmsg 初期 J テキス
ト

ユーザサービスデ
フォルト定義また
はユーザサービス
定義の
schedule_method
オペランドに
namedpipeを設
定したとき

×

6
4

jnlcolcコ
マンドの
引き継ぎ
ファイル

（jnlcolcコマンドを実
行したカレントパス）/
jnlcolcNNN

（NNN：001～ 999）

初期 J バイナ
リ

jnlcolcコマンドに
-lオプションを指
定しないで実行し
たとき

○

6
5

jnlcolcコ
マンドの
引き継ぎ
ファイル
のバック
アップ
ファイル

（jnlcolcコマンドを実
行したカレントパス）/
jnlcolcNNN.bak

（NNN：001～ 999）

初期 J バイナ
リ

jnlcolcコマンドに
-lオプションを指
定しないで実行
し，かつ指定した
引き継ぎファイル
がすでにあるとき

○

6
6

jnlrputコ
マンドの
引き継ぎ
ファイル

（jnlrputコマンドを実
行したカレントパス）/
jnlrputNNN

（NNN：001～ 999）

初期 J バイナ
リ

jnlrputコマンド
に -eオプション
を指定し，かつ -l
オプションを指定
しないで実行した
とき

○

6
7

jnlrputコ
マンドの
引き継ぎ
ファイル
のバック
アップ
ファイル

（jnlrputコマンドを実
行したカレントパス）/
jnlrputNNN.bak

（NNN：001～ 999）

初期 J バイナ
リ

次の条件を満たし
たとき
jnlrputコマンド
に -eオプション
を指定し，かつ -l
オプションを指定
しないで実行して
いる
指定した引き継ぎ
ファイルがすでに
ある

○

6
8
カレント
ワークパ
ス制御
ファイル
2

UNIX版：
（カレントワークパス）/
.dcdir_path

Windows版：
（カレントワークパス）/
dcdir_pat

UNIX
版：
06-02
Windo
ws版：
07-00

J バイナ
リ

prcdを起動した
とき（dcstartコ
マンドの実行時で
はありません）

×

6
9

dcrasget
コマンド
用ワーク
ファイル

（取得先ディレクトリ）/
work

UNIX
版：
06-01
Windo
ws版：
06-50

J バイナ
リ

dcrasgetコマンド
を実行したとき

□
（dc
rasg
et）

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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（凡例）
A：単調増加（削除機能がないタイプ）
B：単調増加（削除機能があるタイプ）
C：ラウンドロビン（バックアップ取得機能がないタイプ）
D：ラウンドロビン（バックアップ取得機能があるタイプ）
E：ラウンドロビン（一定量に達した直後の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
F：ラウンドロビン（一定量に達する直前の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
H：ラウンドロビン（切り替わった先のファイルのデータを，削除してから先頭から書き込む
タイプ）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
K：バックアップファイル
L：コマンド実行などで 1回ごとに出力し，最大容量が決まっているファイル
○：ユーザ判断で削除できます。
△：削除してはいけません。ただし，障害調査が不要であれば，ユーザ判断で削除できます。
▲：削除してはいけません。ただし，ユーザが作成したファイルであれば，ユーザ判断で削除
できます。
□：コマンド終了時に削除します。（　）内は該当するコマンド名です。
×：削除してはいけません。

注※
次の条件でコマンドを実行した場合のプロセスダウンも含みます。
・dcstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定
・dcsvstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定

TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）が出力するファイルの説明を次の表に
示します。
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表 F-2　TP1/Server Base（UNIX版・Windows版共通）が出力するファイルの説明

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 監査ログ
ファイル

＜ログサービス定義＞
• log_audit_outオペラン
ド
監査ログ機能を使用す
るかどうかを指定

• log_audit_pathオペラ
ンド
監査ログファイルの出
力先ディレクトリ

• log_audit_sizeオペラン
ド
監査ログファイルの最
大サイズ

• log_audit_countオペラ
ンド
監査ログファイルの最
大数

• log_audit_messageオ
ペランド
監査ログを取得する項
目のメッセージ ID

log_audit_siz
eオペランド
の指定値

1世代 監査ログファイルです。
log_audit_outオペランド
に Yを設定した場合に取
得します。
監査ログの取得対象とな
るイベントの詳細につい
ては，マニュアル
「OpenTP1 システム定義」
の監査イベントを取得す
る定義についての説明を
参照してください。

＜ユーザサービス定義＞
＜ユーザサービスデフォ
ルト定義＞
• log_audit_out_suppress
オペランド
このユーザサーバから
出力される監査ログを
抑止する場合に指定

• log_audit_messageオ
ペランド
監査ログを取得する項
目のメッセージ ID

＜ rap リスナーサービス
定義＞
• log_audit_out_suppress
オペランド
rapリスナーおよび rap
サーバから出力される
監査ログを抑止する場
合に指定

• log_audit_messageオ
ペランド
監査ログを取得する項
目のメッセージ ID
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＜ rap クライアントマネ
ジャサービス定義＞
• log_audit_out_suppress
オペランド
rapクライアントマネ
ジャから出力される監
査ログを抑止する場合
に指定

• log_audit_messageオ
ペランド
監査ログを取得する項
目のメッセージ ID

2 監査ログ
ファイルの
バックアッ
プファイル

監査ログファイル（項番
1）と同様

log_audit_siz
eオペランド
の指定値

最大で
log_au
dit_cou
ntオペ
ランド
の指定
値－ 1
世代

監査ログファイルのバッ
クアップファイルです。

3 OpenTP1
自動起動判
定ファイル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

4 namdオン
ライン
チェック
ファイル

＜ネームサービス定義＞
• namnlfil定義コマンド
ノードリストファイル
の指定

0 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。ノード
リスト引き継ぎ機能を使
用する場合に作成する内
部ファイルです。

5 カレント
ワークパス
制御ファイ
ル 1

なし 数バイト（可
変）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

6 prcdポート
情報格納
ファイル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

7 prcpathコ
マンドの引
き継ぎファ
イル

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_take_over_svpath
オペランド
リラン時に prcpathコ
マンドでのサーチパス
の変更を引き継ぐかど
うかを指定

268バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。prcpath
コマンド実行時に，引数
に指定したサーチパスを
保存するファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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8 コマンドロ
グ

なし 1024キロバ
イト

2世代 コマンド実行時に取得す
る，コマンド履歴の情報
を出力するファイルです。
コマンドログを出力する
運用コマンドについては，
「12.1.4　運用コマンドの
一覧」を参照してくださ
い。
なお，MCFのコマンド
は，デフォルトでは取得
しません。環境変数
DCMCFCMDLOGに Yを
指定して取得します。

9 • トレース
情報ダン
プファイ
ル

• ロック
ファイル
（内部用
ファイ
ル）

なし 64キロバイ
ト（ダンプ
ファイル），
272バイト
（ロックファ
イル）

3ファ
イル
（ダンプ
ファイ
ル：2
世代，
ロック
ファイ
ル：1
ファイ
ル）

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
dcdefchkコマンド実行時
のモジュールトレースを
格納するファイルおよび
ロックファイルです。

1
0

FILイベン
トトレース
情報ファイ
ル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

• fil_prf_trace_optionオ
ペランド
FILイベントトレース
を取得するかどうかを
指定

• fil_prf_trace_delay_time
オペランド
FILイベントトレース
取得条件となるファイ
ルアクセス処理時間の
しきい値

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

最大 1メガバ
イト

3世代 FILイベントトレース情
報ファイルです。
prf_traceオペランドに Y，
fil_prf_trace_optionオペ
ランドに 1を設定した場
合に，FILイベントト
レース情報を取得します。
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定した場合
は，バックアップファイ
ルを取得しません。

1
1

jnlchgfgコ
マンドの退
避コアファ
イル

なし プロセスのメ
モリ使用量※
1

単調増
加

jnlchgfgコマンドの退避コ
アファイルです。jnlchgfg
コマンドが異常終了した
場合に取得します。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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1
2

jnlcuefプ
ロセスの退
避コアファ
イル

なし プロセスのメ
モリ使用量※
1

単調増
加

jnlcuefプロセスの退避コ
アファイルです。jnlcuef
プロセスが異常終了した
場合に取得します。

1
3

ジャーナル
ファイルの
不正ジャー
ナル情報
ファイル

＜システムジャーナル
サービス定義＞
• jnl_max_datasizeオペ
ランド
最大レコードデータ長

jnl_max_dat
asizeオペラ
ンドの指定値

単調増
加

ジャーナルファイルの不
正ジャーナル情報ファイ
ルです。jnllsコマンドが
不正ジャーナルを検知し
た場合に取得します。

1
4

jnllsコマン
ドの退避コ
アファイル

なし プロセスのメ
モリ使用量※
1

単調増
加

jnllsコマンドの退避コア
ファイルです。jnllsコマ
ンドが異常終了した場合
に取得します。

1
5

被アーカイ
ブジャーナ
ルノードの
不正ジャー
ナル情報
ファイル

＜システムジャーナル
サービス定義＞
• jnl_max_datasizeオペ
ランド
最大レコードデータ長

• jnl_dualオペランド
ジャーナルファイルを
二重化するかどうかを
指定

jnl_max_dat
asizeオペラ
ンドの指定値

1ファ
イル

被アーカイブジャーナル
ノードの不正ジャーナル
情報ファイルです。
OpenTP1のリランで起動
する際に読み込んだブ
ロックにエラーがあった
場合（異常時）に取得し
ます。※ 2

1
6

jnlunlfgコ
マンドの退
避コアファ
イル

なし プロセスのメ
モリ使用量※
1

単調増
加

jnlunlfgコマンドの退避コ
アファイルです。jnlunlfg
コマンドが異常終了した
場合に取得します。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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1
7

ジャーナル
メッセージ
キュー管理
ファイル

＜システムジャーナル
サービス定義＞
• jnl_dualオペランド
ジャーナルファイルを
二重化するかどうかを
指定

• jnl_max_file_dispersion
オペランド
並列アクセス化する場
合の最大分散数

＜アーカイブジャーナル
サービス定義＞
• jnl_dualオペランド
ジャーナルファイルを
二重化するかどうかを
指定

• jnl_max_file_dispersion
オペランド
並列アクセス化する場
合の最大分散数

• 被アーカイ
ブジャーナ
ルノードの
場合
16バイト
×
(jnl_max
_file_di
spersion

オペランド
の指定値×
n＋ 1)

（n：
jnl_dual=
Yの場合は
2，Nの場
合は 1）

• アーカイブ
ジャーナル
ノードの場
合
16バイト
×
(jnl_max
_file_di
spersion

オペランド
の指定値×
n× r＋
1)

（n：
jnl_dual=
Yの場合は
2，Nの場
合は 1）
（r：グロー
バルアーカ
イブジャー
ナルサービ
ス定義の
jnldfsv定
義コマンド
の -aで指
定したリ
ソースグ
ループ数）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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1
8

JNL性能検
証用トレー
ス情報ファ
イル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

• jnl_prf_event_trace_leve
lオペランド
JNL性能検証用トレー
スを取得するかどうか
を指定

＜ JNL性能検証用トレー
ス定義＞
• prf_file_sizeオペランド
トレースファイルのサ
イズ

• prf_file_countオペラン
ド
トレースファイルの世
代数

• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

JNL性能検証用トレース
情報ファイル。prf_trace
オペランドに Y，
jnl_prf_event_trace_level
オペランドに 00000001ま
たは 00000002を設定した
場合に，JNL性能検証用
トレース情報を取得しま
す。
07-03以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

1
9

デッドロッ
ク，タイム
アウト情報
ファイル

＜ロックサービス定義＞
• lck_deadlock_infoオペ
ランド
デッドロック情報とタ
イムアウト情報を出力
するかどうかを指定

• lck_deadlock_info_remov
eオペランド
システム開始時にデッ
ドロック情報ファイル
とタイムアウト情報
ファイルを削除するか
どうかを指定

• lck_deadlock_info_remov
e_levelオペランド
デッドロック情報ファ
イルとタイムアウト情
報ファイルの削除レベ
ル

数キロバイト
（可変）

可変 デッドロック，タイムア
ウト情報ファイルです。
lck_deadlock_infoオペラ
ンドに Yを指定した場合
に，デッドロック情報，
排他待ちタイムアウト情
報を取得します。
lck_deadlock_info_remov
eオペランド，
lck_deadlock_info_remov
e_levelオペランドを設定
することで，OpenTP1起
動時にファイルを削除し
ます。デフォルトでは削
除しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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2
0

LCK性能
検証用ト
レース情報
ファイル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

＜ロックサービス定義＞
• lck_prf_trace_levelオ
ペランド
LCK性能検証用トレー
ス情報の取得レベル

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

＜ LCK性能検証用トレー
ス定義＞
• prf_file_sizeオペランド

LCK性能検証用トレー
ス情報ファイルのサイ
ズ

• prf_information_level
オペランド
LCK性能検証用トレー
ス関連のメッセージの
表示レベルを指定

• prf_file_countオペラン
ド
LCK性能検証用トレー
ス情報ファイルの世代
数

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

LCK性能検証用トレース
情報ファイルです。
prf_traceオペランドに Y
を設定した場合に，トラ
ンザクション処理に伴う
各種排他制御のトレース
情報を取得します。デ
フォルトで取得します。
07-03以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

2
1

メッセージ
ログ通知機
能用ソケッ
トファイル

＜ログサービス定義＞
• log_notify_outオペラン
ド
メッセージログ通知機
能を使用するかどうか
を指定

• log_notify_xxxオペラ
ンド
log_notify_xxxに対応
した情報を付加するか
どうかを指定

0 1ファ
イル

メッセージログ通知機能
で使用するソケットファ
イルです。

2
2

メッセージ
ログファイ
ル

＜ログサービス定義＞
• log_filesizeオペランド
メッセージログファイ
ルの最大サイズ

log_filesize
オペランドの
指定値

2世代 OpenTP1のメッセージロ
グファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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2
3

NAMイベ
ントトレー
ス情報ファ
イル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

• nam_prf_trace_levelオ
ペランド
NAMイベントトレース
情報の取得レベル

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

最大 10メガ
バイト

3世代 NAMイベントトレース情
報ファイルです。
prf_traceオペランドに Y，
nam_prf_trace_levelオペ
ランドに 00000000以外を
設定した場合に，NAMイ
ベントトレース情報を取
得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

2
4

プロセス
サービスイ
ベントト
レース情報
ファイル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_prf_traceオペラン
ド
プロセスサービスのイ
ベントトレースを取得
するかどうかを指定

最大 1メガバ
イト

3世代 プロセスサービスイベン
トトレース情報ファイル。
prf_traceオペランドに Y，
prc_prf_traceオペランド
に Yを設定した場合に，
プロセスサービスイベン
トトレース情報を取得し
ます。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

2
5

prfgetコマ
ンドの引き
継ぎファイ
ル

なし 128バイト 06-01
より
前：
1ファ
イル
06-01
～
07-02
より
前：
2ファ
イル
07-02
以降：
5ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。prfget
コマンド実行時に，取得
済みトレースデータの位
置を記録するための内部
ファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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2
6

性能検証用
トレース情
報ファイル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_file_sizeオペランド
トレースファイルのサ
イズ

• prf_information_level
オペランド
トレースファイル関連
のメッセージの出力レ
ベル

• prf_file_countオペラン
ド
トレースファイルの世
代数

• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

prf_file_size
オペランドの
指定値

06-01
より
前：
3世代
06-01
以降：
prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

性能検証用トレース情報
ファイルです。prf_trace
オペランドに Yを設定し
た場合に，性能検証用ト
レース情報を取得します。
デフォルトは取得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

2
7

rapのロッ
クファイル

なし 16バイト×
(1＋ rap

サーバ数 )

rapリ
スナー
数

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。rapリス
ナー，rapサーバ間で同期
を取るためのロック用
ファイルです。

2
8

rap不正
メッセージ
ファイル

なし 03-05-/T，
03-06-/R，
05-03-/J，
05-04-/G，
06-00以降：
最大 1メガバ
イト
上記以外の
06-00より
前：
単調増加

バー
ジョン
によっ
て異な
ります。
※ 3

リモート APIサービスで
不正メッセージを受信し
たときに作成するトラブ
ルシュート用ファイルで
す。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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2
9

RTSログ
ファイル

＜リアルタイム統計情報
サービス定義＞
• rts_log_fileオペランド
取得した統計情報を
RTSログファイルに出
力するかどうかを指定

• rts_log_file_nameオペ
ランド
RTSログファイル名

• rts_log_file_sizeオペラ
ンド
RTSログファイルのサ
イズ

• rts_log_file_countオペ
ランド
RTSログファイルの世
代数

• rts_log_file_backupオ
ペランド
RTSログファイルの
バックアップファイル
を作成するかどうかを
指定

最大で
rts_log_file_s
izeオペラン
ドの指定値

rts_log
_file_co
untオ
ペラン
ドの指
定値

リアルタイム統計情報ロ
グファイルです。
rts_log_fileオペランドに
Yを設定した場合に，リ
アルタイム統計情報を取
得します。
07-02以降の場合は，
rts_log_file_backupオペ
ランドに Yを設定すると，
RTSSUPの起動時にバッ
クアップファイルを取得
します。

3
0

RTSログ
ファイルの
バックアッ
プファイル

リアルタイム統計情報
（RTS）ログファイル（項
番 29）と同様

最大で
rts_log_file_s
izeオペラン
ドの指定値

rts_log
_file_co
untオ
ペラン
ドの指
定値×
1世代

リアルタイム統計情報ロ
グファイルのバックアッ
プファイルです。
rts_log_file_backupオペ
ランドに Nを設定した場
合は，バックアップファ
イルを取得しません。

3
1

サーバリカ
バリジャー
ナル

なし 数バイト～数
キロバイト
（可変）

可変 各種のジャーナル情報を，
システムサービスごとに
取得するファイルです。

3
2

トランザク
ションリカ
バリジャー
ナル

なし 数バイト～数
キロバイト
（可変）

可変 トランザクションに関す
る各種のジャーナル情報
を，トランザクションブ
ランチ（UAPプロセス）
ごとに取得するファイル
です。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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3
3

未決着トラ
ンザクショ
ン情報ファ
イル

＜トランザクションサー
ビス定義＞
• trn_tran_recovery_list
オペランド
全面回復時，未決着ト
ランザクション情報を
取得するかどうかを指
定

• trn_recovery_list_remov
eオペランド
OpenTP1開始時，未決
着トランザクション情
報ファイルを削除する
かどうかを指定

• trn_recovery_list_remov
e_levelオペランド
未決着トランザクショ
ン情報ファイルの削除
レベル

数キロバイト
（単調増加）

可変 未決着トランザクション
情報ファイルです。
trn_tran_recovery_listオ
ペランドに Yを指定した
場合に，未決着トランザ
クション情報を取得しま
す。
trn_recovery_list_remove
オペランド，
trn_recovery_list_remove
_levelオペランドを設定す
ることで，OpenTP1起動
時にファイルを削除しま
す。デフォルトでは削除
しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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3
4

TRNイベ
ントトレー
ス情報ファ
イル（prf
トレース）

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

＜トランザクションサー
ビス定義＞
• trn_prf_event_trace_leve

lオペランド
TRNイベントトレース
の取得レベル

• trn_prf_event_trace_con
ditionオペランド
取得する TRNイベント
トレースの種類

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

＜ TRNイベントトレース
定義＞
• prf_file_sizeオペランド

TRNイベントトレース
情報のトレースファイ
ルのサイズ

• prf_information_level
オペランド
TRNイベントトレース
関連のメッセージの表
示レベルを指定

• prf_file_countオペラン
ド
TRNイベントトレース
情報のトレースファイ
ルの世代数

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

TRNイベントトレース情
報ファイルです。
prf_traceオペランドに Y
を設定した場合に，TRN
イベントトレース情報
（トランザクションブラン
チで発行される XA関数や
トランザクションサービ
スの各種イベント）を取
得します。デフォルトで
取得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

3
5

TRNイベ
ントトレー
スファイル

なし 1024キロバ
イト

2世代 TRNイベントトレース
ファイルです。トランザ
クション処理に関するト
レース情報を取得します。
内容は非公開です。

3
6

複数ファイ
ル管理ファ
イル（内部
用ファイ
ル）

なし 16バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。共用メ
モリダンプファイルのカ
レントの世代を記録する
ための世代管理ファイル
です。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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3
7

XAR性能
検証用ト
レース情報
ファイル

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド
性能検証用トレース情
報を取得するかどうか
を指定

＜性能検証用トレース定
義＞
• prf_trace_backupオペ
ランド
トレースファイルの
バックアップ取得

＜ XAリソースサービス定
義＞
• xar_prf_trace_levelオ
ペランド
XAR性能検証用トレー
ス情報の取得レベル

＜ XAR性能検証用トレー
ス定義＞
• prf_file_sizeオペランド

XAR性能検証用トレー
ス情報ファイルのサイ
ズ

• prf_information_level
オペランド
XAR性能検証用トレー
ス関連のメッセージの
表示レベルを指定

• prf_file_countオペラン
ド
XAR性能検証用トレー
ス情報ファイルの世代
数

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

XAR性能検証用トレース
情報ファイルです。
prf_traceオペランドに Y，
xar_prf_trace_levelオペ
ランドに 00000000以外を
設定した場合に，XAR性
能検証用トレース情報を
取得します。
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定した場合
は，バックアップファイ
ルを取得しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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3
8

XARイベ
ントトレー
ス情報ファ
イル

＜トランザクションサー
ビス定義＞
• trn_xar_useオペランド

XAリソースサービスを
使用するかどうかを指
定

＜ XAリソースサービス定
義＞
• xar_eventtrace_levelオ
ペランド
XARイベントトレース
情報の出力レベル

• xar_eventtrace_record
オペランド
XARイベントトレース
情報ファイルの最大出
力レコード数

xar_eventt
race_recor

dオペランド
の指定値×
224＋ 8

2世代 XARイベントトレース情
報ファイルです。
trn_xar_useオペランドに
Yを設定した場合に，
XARイベントトレース情
報を取得します。

3
9

XARイベ
ントトレー
ス情報ファ
イルのバッ
クアップ
ファイル

XARイベントトレース情
報ファイル（項番 38）と
同様

xar_eventt
race_recor

dオペランド
の指定値×
224＋ 8

2× 3
世代

XARイベントトレース情
報ファイルのバックアッ
プファイルです。

4
0

エラーログ
情報

なし 06-01より
前：
64キロバイ
ト
06-01以降か
ら 07-05より
前：
1メガバイト
07-05以降：
・ファイル名
が $DCDIR/
spool/errlog/
errlogNの場
合
1メガバイト
・ファイル名
が $DCDIR/
spool/errlog/
errlogN.nam
の場合
10メガバイ
ト
（N：1また
は 2）

2世代 OpenTP1の内部トレース
情報です。内容について
は非公開です。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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4
1

システム内
部排他制御
用ディレク
トリ

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_process_countオペ
ランド
最大同時起動サーバプ
ロセス数

0 prc_pro
cess_co
untオ
ペラン
ドの指
定値×
2

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

4
2

システム内
部同期制御
用ディレク
トリ

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_process_countオペ
ランド
最大同時起動サーバプ
ロセス数

0 prc_pro
cess_co
untオ
ペラン
ドの指
定値＋
83

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

4
3

内部制御用
資源
（FIFOファ
イル）の制
御ファイル

なし 32バイト
（32ビット，
64ビット）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

4
4

RPCログ
ファイル

なし 1メガバイト 2世代 設計調査用通信トレース
情報です。

4
5

RPCト
レースファ
イル

＜システム共通定義＞
• rpc_traceオペランド

RPCトレースを取得す
るかどうかを指定

• rpc_trace_nameオペラ
ンド
RPCトレースを取得す
るファイル名

• rpc_trace_sizeオペラン
ド
RPCトレースを取得す
るファイルのサイズ

最大で
rpc_trace_siz
eオペランド
の指定値

2世代 RPCトレースファイルで
す。rpc_traceオペランド
に Yを設定した場合に，
RPCのサービス要求情報
（dc_rpc_call関数または，
dc_rpc_call_to関数発行時
の送受信メッセージの内
容およびイベント情報）
を取得します。

4
6

FILイベン
トトレース
情報ファイ
ルのバック
アップファ
イル

FILイベントトレース情
報ファイル（項番 10）と
同様

最大 1メガバ
イト

3× 2
世代

FILイベントトレース
ファイルのバックアップ
ファイルです。prf_trace
オペランドに Y，
fil_prf_trace_optionオペ
ランドに 1を設定した場
合に取得します。
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定した場合
は，バックアップファイ
ルを取得しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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4
7

JNL性能検
証用トレー
ス情報ファ
イルのバッ
クアップ
ファイル

JNL性能検証用トレース
情報ファイル（項番 18）
と同様

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

JNL性能検証用トレース
情報ファイルのバック
アップファイルです。
prf_traceオペランドに Y，
jnl_prf_event_trace_level
オペランドに 00000001ま
たは 00000002を設定した
場合に取得します。
07-03以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定した場合
は，バックアップファイ
ルを取得しません。

4
8

LCK性能
検証用ト
レース情報
ファイルの
バックアッ
プファイル

LCK性能検証用トレース
情報ファイル（項番 20）
と同様

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

LCK性能検証用トレース
情報ファイルのバック
アップファイルです。
prf_traceオペランドに Y
を設定した場合に取得し
ます。
07-03以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

4
9

NAMイベ
ントトレー
ス情報ファ
イルのバッ
クアップ
ファイル

NAMイベントトレース情
報ファイル（項番 23）と
同様

最大 10メガ
バイト

3× 2
世代

NAMイベントトレース
ファイルのバックアップ
ファイルです。prf_trace
オペランドに Y，
nam_prf_trace_levelオペ
ランドに 00000000以外を
設定した場合に取得しま
す。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

5
0

プロセス
サービスイ
ベントト
レース情報
ファイルの
バックアッ
プファイル

プロセスサービスイベン
トトレース情報ファイル
（項番 24）と同様

最大 1メガバ
イト

3× 2
世代

プロセスサービスイベン
トトレースファイルの
バックアップファイルで
す。prf_traceオペランド
に Y，prc_prf_traceオペ
ランドに Yを設定した場
合に取得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
1184



付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
5
1

TRNイベ
ントトレー
ス情報ファ
イル（prf
トレース）
のバック
アップファ
イル

TRNイベントトレース情
報ファイル（prfトレー
ス）（項番 34）と同様

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

TRNイベントトレース
ファイルのバックアップ
ファイルです。prf_trace
オペランドに Yを設定し
た場合に取得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。

5
2

XAR性能
検証用ト
レース情報
ファイルの
バックアッ
プファイル

XAR性能検証用トレース
情報ファイル（項番 37）
と同様

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

XAR性能検証用トレース
情報ファイルのバック
アップファイルです。
prf_traceオペランドに Y
を設定した場合に取得し
ます。prf_trace_backup
オペランドに Nを設定し
た場合は，バックアップ
ファイルを取得しません。

5
3

退避コア
ファイル

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_coresave_pathオペ
ランド
コアファイル格納パス

• prc_corecompressオペ
ランド
コアファイルの格納時
に OpenTP1で自動的に
圧縮

＜ユーザサービス定義＞
＜ユーザサービスデフォ
ルト定義＞
• core_shm_suppressオ
ペランド
コアファイルへの共用
メモリダンプの出力を
抑止するかどうかを指
定

＜環境変数＞
• CORE_NOSHM
共用メモリのコアファ
イル出力抑止（AIX版）
共用メモリのコアファ
イル出力抑止の詳細に
ついては，「リリース
ノート」を参照してく
ださい。

プロセスのメ
モリ使用量※
1

3世代 ダウンしたシステムサー
バ，ユーザサーバの退避
コアファイルです。なお，
dcsvstopコマンドの -fオ
プションおよび -dオプ
ションまたは prckillコマ
ンドを実行して終了した
ユーザサーバ，または実
時間監視タイムアウトで
終了したユーザサーバの
コアファイルの場合は世
代管理されません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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5
4

OpenTP1
デバッグ情
報ファイル
1

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_coresave_pathオペ
ランド
コアファイル格納パス

可変 3世代 ダウンしたシステムサー
バ，ユーザサーバのデ
バッグ情報ファイルです。

5
5

OpenTP1
デバッグ情
報ファイル
2

＜プロセスサービス定義
＞
• prc_coresave_pathオペ
ランド
コアファイル格納パス

可変 3世代 ダウンした prcdのデバッ
グ情報ファイルです。

5
6

トレース情
報ダンプ
ファイル

なし 64キロバイ
ト（モジュー
ルトレース），
272バイト
（トレース制
御用ファイ
ル）

3ファ
イル
（モ
ジュー
ルト
レー
ス：2
世代，
トレー
ス制御
用ファ
イル：
1ファ
イル）

内部調査用のトレース情
報ダンプファイルです。

5
7

性能検証用
トレース情
報ファイル
のバック
アップファ
イル

性能検証用トレース情報
ファイル（項番 26）と同
様

prf_file_size
オペランドの
指定値

06-01
より
前：
3× 2
世代
06-01
以降：
prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

性能検証用トレース情報
ファイルのバックアップ
ファイルです。prf_trace
オペランドに Yを設定し
た場合に取得します。
07-02以降の場合は，
prf_trace_backupオペラ
ンドに Nを設定すると，
バックアップファイルを
取得しません。バック
アップの抑止対象は次の
ファイルです。
• 性能検証用トレース情
報ファイル

• TRNイベントトレース
ファイル

• NAMイベントトレース
ファイル

• XAR性能検証用トレー
ス情報ファイル

• プロセスサービスイベ
ントトレース

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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5
8

スケジュー
ルキュー情
報ファイル

＜スケジュールサービス
定義＞
• scd_server_countオペ
ランド
最大ユーザサーバ数

(scd_server_
countオペラ
ンド＋ 4)×
16＋ 32（バ
イト，最大）

2世代 OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

5
9

共用メモリ
ダンプファ
イル

なし マシン状況や
OpenTP1シ
ステム稼働状
況によって可
変

1世代
※ 4

OpenTP1が確保した共用
メモリのダンプ情報です。

6
0

共用メモリ
ダンプファ
イル

なし マシン状況や
OpenTP1シ
ステム稼働状
況によって可
変

3世代
※ 4

OpenTP1が確保した共用
メモリのダンプ情報です。

6
1

トランザク
ション制御
用オブジェ
クト

なし 数キロバイト
～数十キロバ
イト（可変）

1ファ
イル以
上

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
trnlnkrmコマンドの延長
で作成するオブジェクト
（dc_trn_allrm.o）ファイ
ル，または trnmkobjコマ
ンドの延長でユーザが作
成するオブジェクトファ
イルです。
ユーザ任意のファイルが
作成されるのは，
trnmkobjコマンドを実行
した場合だけです。

6
2

共用メモリ
情報ファイ
ル

なし 544バイト
（32ビット，
64ビット）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

6
3

内部制御用
資源
（FIFOファ
イル）

＜スケジュールサービス
定義＞
• scd_server_countオペ
ランド
最大ユーザサーバ数

0 scd_ser
ver_co
untオ
ペラン
ドの指
定値

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

6
4

jnlcolcコマ
ンドの引き
継ぎファイ
ル

なし 抽出する回復
ジャーナルの
サイズに依存

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。jnlcolc
コマンドで複数ジャーナ
ルの回復ジャーナルを抽
出する場合に作成する引
き継ぎファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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注※ 1
メモリ使用量はコーディング次第であるため可変です。HP-UX版，およびWindows版以外は
共用メモリダンプが付与されるため，さらに容量が大きくなります。

注※ 2
終端ブロックがない場合にも取得します。そのため，OpenTP1強制停止など終端ブロックを書
き込む契機が発生しなかった場合は，ブロックエラーの有無に関係なく出力します。

注※ 3
製品バージョンごとに，次のように異なります。
03-05-/T，03-06-/R，05-03-/J，05-04-/G，06-00以降：
リモート APIサービスで不正メッセージを受信したプロセス数（ただし，rapサーバは rapリ
スナーと同じファイルに出力します）。
上記以外の 06-00より前：
リモート APIサービスで不正メッセージを受信したプロセス数。

6
5

jnlcolcコマ
ンドの引き
継ぎファイ
ルのバック
アップファ
イル

なし 名称変更前の
引き継ぎファ
イルのサイズ

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。jnlcolc
コマンド実行時，指定し
た引き継ぎファイルがす
でにある場合に既存の
ファイルを
「jnlcolc***.bak」に名
称変更して作成するファ
イルです。

6
6

jnlrputコ
マンドの引
き継ぎファ
イル

なし トランザク
ション未決着
UJのサイズ
に依存

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。jnlrput
コマンドで複数ジャーナ
ルのトランザクション決
着 UJを抽出する場合に作
成する引き継ぎファイル
です。

6
7

jnlrputコ
マンドの引
き継ぎファ
イルのバッ
クアップ
ファイル

なし 名称変更前の
引き継ぎファ
イルのサイズ

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。jnlrput
実行時，指定した引き継
ぎファイルがすでにある
場合に既存のファイルを
「jnlrput***.bak」に名
称変更して作成するファ
イルです。

6
8

カレント
ワークパス
制御ファイ
ル 2

なし DCDIRに依
存

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

6
9

dcrasgetコ
マンド用
ワークファ
イル

なし 収集する情報
に依存

収集す
る情報
に依存

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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注※ 4
圧縮後に圧縮元ファイルを消去しますが，圧縮直後は圧縮元ファイルと圧縮ファイルの二つが
存在します。このため，最大圧縮元ファイルの 2倍のディスク容量を必要とします。

（2） TP1/Server Base（UNIX版固有）

TP1/Server Base（UNIX版固有）が出力するファイルの一覧を次の表に示します。各
ファイルの詳細な説明については，表 F-4を参照してください。

表 F-3　TP1/Server Base（UNIX版固有）が出力するファイル一覧

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 通信制御
ファイル

$DCDIR/.tact/* 初期 J ローカ
ルソ
ケット

プロセスを起動し
たとき

×

2 inittabの
バック
アップ
ファイル

$DCDIR/conf/
Inittab/inittabN

（N：1～ 3）

初期 K テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき※
1

○

3 dccspool
用制御
ファイル

$DCDIR/spool/
.dccspool_time

06-02 J 空 dccspoolコマンド
を実行したとき

□
（dc
cspo
ol）

4 prctee用
パイプ
ファイル

$DCDIR/spool/
.prc_fifo

05-00 J バイナ
リ

prcteeプロセスを
起動したとき

×

5 prcteeプ
ロセスの
pid格納
ファイル

$DCDIR/spool/
.prc_tee

初期 J バイナ
リ

prcteeプロセスを
起動したとき

×

6 prcdlpath
コマンド
の引き継
ぎファイ
ル

$DCDIR/spool/
.prcdlpath

07-04 J バイナ
リ

prcdlpathコマン
ドを実行したとき

×

7 prcteeプ
ロセス起
動エラー
時の出力
ファイル

$DCDIR/spool/
.prcerr.log

07-00 A テキス
ト

prcteeプロセスの
起動に失敗したと
き

△

8 prcdの
PAUSE
判定ファ
イル

$DCDIR/spool/
.prcnopause

初期 J バイナ
リ

OpenTP1を開始
したとき

×

9 Linux用
prcdの
pid格納
ファイル

$DCDIR/spool/
.prcpid

06-00 J バイナ
リ

prcdを起動した
とき（dcstartコ
マンドの実行時で
はありません）

×
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1
0

prcteeプ
ロセスの
エラー出
力ファイ
ル

$DCDIR/spool/
.prctee.log

07-00 A テキス
ト

betarn.logへの出
力エラーが発生し
たとき

△

1
1
被アーカ
イブ
ジャーナ
ルノード
接続情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/coninf

初期 J テキス
ト

アーカイブジャー
ナルノードと接
続，または切断し
たとき

△

1
2
アーカイ
ブジャー
ナルノー
ド接続情
報ファイ
ル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/coninf

初期 J テキス
ト

被アーカイブ
ジャーナルノード
と接続，または切
断したとき

△

1
3
アーカイ
ブジャー
ナルノー
ドの不正
ジャーナ
ル情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
an_X

（n：不正なデータを検知
したジャーナルのリソー
スグループの通番。この
通番はグローバルアーカ
イブジャーナルサービス
定義の jnldfsv定義コマン
ドの -aオプションに指定
したリソースグループに，
順に割り当てられる値で
す。
X：不正なデータを検知し
たジャーナルの世代番号）

初期 J テキス
ト

OpenTP1のリラ
ンで起動する際
に，読み込んだブ
ロックにエラーが
あったとき

×

1
4
アーカイ
ブジャー
ナルファ
イルの不
正ジャー
ナル情報
ファイル

$DCDIR/spool/
dcjnlinf/errinf/
cuef_N

（N：不正ジャーナルを検
知したコマンドプロセス
の PID）

07-03 A バイナ
リ

jnlunlfgコマン
ド，jnlchgfgコマ
ンド，または
jnllsコマンドが
不正ジャーナルを
検知したとき

△

1
5

GWFロ
グファイ
ル

$DCDIR/spool/
gwflogN

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

テキス
ト

ゲートウェイサー
ビスに関する内部
関数でエラーリ
ターンしたとき

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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1
6

UAPト
レース編
集出力
ファイル

（prc_coresave_path

オペランドの指定値）/
（サーバ名）N.uat

（N：1～ 3）
デフォルト：
$DCDIR/spool/save/

（サーバ名）N.uat

（N：1～ 3）

初期 C，H テキス
ト

プロセスがダウン
したとき※ 2

△

1
7

UAPト
レース
データ
ファイル
のバック
アップ
ファイル

$DCDIR/spool/save/

trc/（サーバ名）
_N.uatmap

（N：1～ 3）
サーバ異常終了時：
$DCDIR/spool/save/

trc/（サーバ名）
N.uatmap

（N：1～ 3）

07-03 K バイナ
リ

ユーザサーバがダ
ウンしたとき，ま
たは OpenTP1が
起動したとき

△

1
8

prcd管理
プロセス
の pid
ファイル

$DCDIR/tmp/home/

（サーバ名）/.prc.PID

初期 J 空 各プロセスを開始
したとき

×

1
9

UAPト
レース
データ
ファイル

$DCDIR/tmp/home/

（サーバ名）.ID/
dcuat.map

07-03 C バイナ
リ

UAPプロセスを
起動したとき

△

2
0
同一マシ
ン内
DCDIR
管理情報

Linux版：
/opt/OpenTP1/etc/
.OpenTP1

AIX版または HI-UX/
WE2版：
/usr/etc/BeTRAN

初期 J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき

×

2
1
同一マシ
ン内
DCDIR
管理シェ
ル

Linux版：
/opt/OpenTP1/etc/
dcpwon

AIX版または HI-UX/
WE2版：
/usr/bin/dcpwon

初期 J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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2
2
通信制御
ファイル

1. Linux版の場合：
/opt/OpenTP1/etc/
so_unix

2. Solaris版，かつ OSの
バージョンが 10以上，か
つ Zone環境（仮想サー
バ）の場合：
/etc/OpenTP1/
so_unix

3. 上記以外：
/dev/OpenTP1/
so_unix

1.の場
合：
05-03
2.の場
合：
07-00
3.の場
合：
03-02

J ローカ
ルソ
ケット

プロセスを起動し
たとき

×

2
3

dcsetup
用バッ
ファファ
イル 1

/tmp/.admdPID/* 初期 J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき

□
（dc
setu
p）

2
4

dcsetup
用バッ
ファファ
イル 2

/etc/
tp1admtabwk_mdHMS
（mdHMS：ファイル作成
時の月日時分秒の時間情
報）

07-04 J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき

△

2
5
リアルタ
イム出力
機能
（betran.
log）

HP-UX版，AIX版，また
は Solaris版：
/tmp/betran.log

Linux (IPF)版：
$DCDIR/spool/
betran.log

Linux (x86)：
$DCDIR/spool/
prclogN

（N：1または 2）
HI-UX/WE2版：
コンソールに出力してい
るのでこのファイルはあ
りません。

初期 A テキス
ト

OpenTP1を動作
したとき

×

2
6

namdom
ainsetup
コマンド
実行時の
一時ファ
イル

/tmp/TP1dmfilwork

（PID）
初期 J テキス

ト
namdomainsetup
コマンドを実行し
たとき

□
（n
amd
oma
inse
tup）

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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（凡例）
A：単調増加（削除機能がないタイプ）
C：ラウンドロビン（バックアップ取得機能がないタイプ）
E：ラウンドロビン（一定量に達した直後の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
H：ラウンドロビン（切り替わった先のファイルのデータを，削除してから先頭から書き込む
タイプ）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
K：バックアップファイル
○：ユーザ判断で削除できます。
△：削除してはいけません。ただし，障害調査が不要であれば，ユーザ判断で削除できます。
□：コマンド終了時に削除します。（　）内は該当するコマンド名です。
×：削除してはいけません。

注※ 1
Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用する場合，/etc/initディレクトリ下の OpenTP1
のファイルのバックアップは実施しないため，$DCDIR/conf/Inittab/inittabN（N：1～ 3）を
取得しません。

注※ 2
次の条件でコマンドを実行した場合のプロセスダウンも含みます。
・dcstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定
・dcsvstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定

注※ 3
Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で実行した場合だけとなります。

2
7

dcsetup
用排他
ファイル

Linux版：
/var/spool/
.OpenTP1.HiRDB/
.lock

AIX版または HI-UX/
WE2版：
/usr/spool/
.OpenTP1.HiRDB/
.lock

初期 J バイナ
リ

dcsetupコマンド
を実行したとき

×

2
8

jnlsortコ
マンド実
行時の一
時ファイ
ル

（jnlsortコマンドを実
行したカレントパス）/
sort_I＋プロセス ID

（jnlsortコマンドを実
行したカレントパス）/
sort_o＋プロセス ID

初期 J テキス
ト

jnlsortコマンド
に -gオプション
を指定しないで実
行したとき

□
（jn
lsort
）

2
9

OpenTP1
制御ファ
イル 1

hitachi.OpenTP1sb.dcpw
on.conf

07-04-
01

J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき※
3

×

3
0

OpenTP1
制御ファ
イル 2

hitachi.OpenTP1sb.dcpw
on.conf
(XX：通し番号）

07-04-
01

J テキス
ト

dcsetupコマンド
を実行したとき※
3

×

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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TP1/Server Base（UNIX版固有）が出力するファイルの説明を次の表に示します。

表 F-4　TP1/Server Base（UNIX版固有）が出力するファイルの説明

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 通信制御
ファイル

なし 通信メッセー
ジサイズ

起動プ
ロセス
数

ローカルマシン上で通信
を実行する際に使用する
ファイルです。

2 inittabの
バックアッ
プファイル

なし /etc/inittab
ファイルのサ
イズ

3世代 /etc/inittabファイルの
バックアップです。※ 1

3 dccspool用
制御ファイ
ル

なし 0 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

4 prctee用パ
イプファイ
ル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

5 prcteeプロ
セスの pid
格納ファイ
ル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

6 prcdlpath
コマンドの
引き継ぎ
ファイル

＜プロセスサービス定義＞
• prc_take_over_dlpath
オペランド
リラン時に prcdlpath
コマンドでのサーチパ
スの変更を引き継ぐか
どうかを指定

268バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
prcdlpathコマンド実行時
に，引数に指定したサー
チパスを保存するファイ
ルです。

7 prcteeプロ
セス起動エ
ラー時の出
力ファイル

なし 単調増加 1ファ
イル

prcteeプロセス起動エ
ラー時の prcdの情報を出
力するファイルです。

8 prcdの
PAUSE判
定ファイル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

9 Linux用
prcdの pid
格納ファイ
ル

なし 数バイト（固
定）

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

1
0

prcteeプロ
セスのエ
ラー出力
ファイル

なし 単調増加 1ファ
イル

betran.logへの出力エ
ラーに関する情報を出力
するファイルです。
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1
1

被アーカイ
ブジャーナ
ルノード接
続情報ファ
イル

＜グローバルアーカイブ
ジャーナルサービス定義＞
• jnldfsv定義コマンド
グローバルアーカイブ
ジャーナルサービスの
リソースグループ数の
指定

124バイト グロー
バル
アーカ
イブ
ジャー
ナル
サービ
ス定義
の
jnldfsv
定義コ
マンド
の -aオ
プショ
ンに指
定した
リソー
スグ
ループ
数

被アーカイブジャーナル
ノードとの接続情報ファ
イルです。グローバル
アーカイブジャーナル機
能を使用した場合に，
アーカイブジャーナル
ノードとの接続情報を取
得します。

1
2

アーカイブ
ジャーナル
ノード接続
情報ファイ
ル

なし 124バイト×
アーカイブ
ジャーナル
ノードに接続
する被アーカ
イブジャーナ
ルノード数

アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
に接続
する被
アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
数

アーカイブジャーナル
ノードとの接続情報ファ
イルです。グローバル
アーカイブジャーナル機
能を使用した場合に，被
アーカイブジャーナル
ノードとの接続情報を取
得します。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
1195



付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
1
3

アーカイブ
ジャーナル
ノードの不
正ジャーナ
ル情報ファ
イル

＜アーカイブジャーナル
サービス定義＞
• jnl_arc_max_datasize
オペランド
アーカイブ時の転送
データの最大長

• jnl_dualオペランド
ジャーナルファイルを
二重化するかどうかを
指定

jnl_arc_max_
datasizeオペ
ランドの指定
値

jnl_dua
l=Nの
場合：
アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
に接続
する被
アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
数
jnl_dua
l=Yの
場合：
アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
に接続
する被
アーカ
イブ
ジャー
ナル
ノード
数× 2

アーカイブジャーナル
ノードの不正ジャーナル
情報ファイルです。
OpenTP1のリランで起動
する際に読み込んだブ
ロックにエラーがあった
場合（異常時）に取得し
ます。※ 2

1
4

アーカイブ
ジャーナル
ファイルの
不正ジャー
ナル情報
ファイル

＜グローバルアーカイブ
ジャーナルサービス定義＞
• jnl_arc_max_datasize
オペランド
アーカイブ時の転送
データの最大長

jnl_arc_max_
datasizeオペ
ランドの指定
値

単調増
加

アーカイブジャーナル
ファイルの不正ジャーナ
ル情報ファイルです。
jnllsコマンドが不正
ジャーナルを検知した場
合に取得します。

1
5

GWFログ
ファイル

なし 0.1メガバイ
ト

2世代 設計調査用通信トレース
情報です。ただし，ゲー
トウェイサービスは
Linux版，および solaris
版は未サポートです。ま
た，すべての OSで，
07-00以降はサポート対
象外です。

1
6

UAPト
レース編集
出力ファイ
ル

＜プロセスサービス定義＞
• prc_coresave_pathオペ
ランド
コアファイル格納パス

可変 3世代 ダウンしたシステムサー
バ，ユーザサーバの UAP
トレース情報ファイルで
す。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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1
7

UAPト
レースデー
タファイル
のバック
アップファ
イル

＜ユーザサービス定義＞
＜ユーザサービスデフォル
ト定義＞
＜システム共通定義＞
＜各システムサービス定義
＞
• uap_trace_maxオペラ
ンド
UAPトレースのレコー
ド数

• uap_trace_file_putオペ
ランド
UAPトレースのトレー
ス情報をファイルに出
力するか指定

32ビット版
の場合：
((uap_trace_
maxオペラ
ンドの指定値
＋ 1)× 256)
＋ 128（バイ
ト）
64ビット版
の場合：
((uap_trace_
maxオペラ
ンドの指定値
＋ 1)× 264)
＋ 144（バイ
ト）

6世代
（正常終
了時・
異常終
了時は
3世代）

システムサーバ，および
ユーザサーバの UAPト
レース情報を出力する，
UAPトレース編集出力
ファイルの元データファ
イルのバックアップファ
イルです。

1
8

prcd管理プ
ロセスの
pidファイ
ル

なし 0 プロセ
ス数分

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

1
9

UAPト
レースデー
タファイル

＜ユーザサービス定義＞
＜ユーザサービスデフォル
ト定義＞
＜システム共通定義＞
＜各システムサービス定義
＞
• uap_trace_maxオペラ
ンド
UAPトレースのレコー
ド数

• uap_trace_file_putオペ
ランド
UAPトレースのトレー
ス情報をファイルに出
力するか指定

32ビット版
の場合：
((uap_trace_
maxオペラ
ンドの指定値
＋ 1)× 256)
＋ 128（バイ
ト）
64ビット版
の場合：
((uap_trace_
maxオペラ
ンドの指定値
＋ 1)× 264)
＋ 144（バイ
ト）

1世代 システムサーバ，および
ユーザサーバの UAPト
レース情報を出力する，
UAPトレース編集出力
ファイルの元データファ
イルです。

2
0

同一マシン
内 DCDIR
管理情報

なし 同一マシン上
に登録してい
る DCDIRに
依存

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

2
1

同一マシン
内 DCDIR
管理シェル

なし 同一マシン上
に登録してい
る DCDIRに
依存

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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2
2

通信制御
ファイル

＜システム共通定義＞
• rpc_multi_tp1_in_same_

hostオペランド
同一ホスト内に複数の
OpenTP1を稼働させ，
これらを同一グローバ
ルドメイン（システム
共通定義の all_nodeオ
ペランドで指定した
ノード名の集合）とし
て運用するかどうかを
指定

通信メッセー
ジサイズ

起動プ
ロセス
数

ローカルマシン上で通信
を実行する際に使用する
ファイルです。

2
3

dcsetup用
バッファ
ファイル 1

なし DCDIRの長
さや /etc/
inittabのサ
イズに依存し
ます。

12ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。※ 1

2
4

dcsetup用
バッファ
ファイル 2

なし DCDIRの長
さや /etc/
inittabのサ
イズに依存し
ます。

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。※ 3

2
5

リアルタイ
ム出力機能
（betran.lo
g）

なし 単調増加
（ラップアラ
ウンド方式に
変更した場合
は 65535キ
ロバイト）

1世代
（ラップ
アラウ
ンド方
式に変
更した
場合は
2世代）

標準出力，標準エラー出
力の情報を出力するログ
ファイルです。また，
07-00より前の場合では，
prcteeプロセスのエラー
内容もこのファイルに出
力します。ファイル名称，
格納ディレクトリ，ファ
イル容量が変更できます。
詳細については，ソフト
ウェア添付資料または
「3.5　標準出力ファイル
に関する運用」を参照し
てください。

2
6

namdomai
nsetupコ
マンド実行
時の一時
ファイル

なし ドメインデー
タファイル名
に指定した
hostsファイ
ル中のホスト
名に指定した
ホスト名と一
致した行数分
のサイズ

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
namdomainsetupコマン
ドを実行した場合，指定
したドメインデータファ
イル中に指定したホスト
名が登録済みかどうかを
チェックするときに一時
的に作成するファイルで
す。

2
7

dcsetup用
排他ファイ
ル

なし 0 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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注※ 1
Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用する場合は，/etc/initディレクトリ下の
OpenTP1のファイルのバックアップは実施しないため，inittabのバックアップファイルを取
得しません。

注※ 2
終端ブロックがない場合にも取得します。そのため，OpenTP1強制停止など終端ブロックを書
き込む契機が発生しなかった場合は，ブロックエラーの有無に関係なく出力します。

注※ 3
Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で使用する場合は，/etc/tp1admtabwk_mdHMS
（mdHMS：ファイル作成時の月日時分秒の時間情報）を取得しません。

注※ 4
Red Hat Enterprise Linux Server 6以降で実行した場合だけとなります。

（3） TP1/Server Base（Windows版固有）

TP1/Server Base（Windows版固有）が出力するファイルの一覧を次の表に示します。
各ファイルの詳細な説明については，表 F-6を参照してください。

2
8

jnlsortコマ
ンド実行時
の一時ファ
イル

なし • sort_I＋プ
ロセス ID
256バイト
×ソート対
象ブロック
件数

• sort_o＋プ
ロセス ID
256バイト
×ソート対
象ブロック
件数

• sort_I
＋プ
ロセ
ス ID
で 1
ファ
イル

• sort_o
＋プ
ロセ
ス ID
で 1
ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。OSの
sortコマンドでソートす
る前後のジャーナルブ
ロック情報ファイルです。

2
9

OpenTP1
制御ファイ
ル 1

なし 数バイト。
$DCDIRの
長さに依存し
ます。

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。※ 4

3
0

OpenTP1
制御ファイ
ル 2

なし 数バイト。
$DCDIRの
長さに依存し
ます。

OpenT
P1ディ
レクト
リ数分

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。※ 4

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
表 F-5　TP1/Server Base（Windows版固有）が出力するファイル一覧

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 修正パッ
チログ
ファイル

TP1/Server Base：
%DCDIR%¥patchlogbas
e.txt

DAM：
%DCDIR%¥patchlogdam
.txt

TAM：
%DCDIR%¥patchlogtam
.txt

EXT1：
%DCDIR%¥patchlogext
1.txt

HAF：
%DCDIR%¥patchloghaf
.txt

07-00 A テキス
ト

修正パッチの実行
の延長で取得しま
す。

△

2 prcteeプ
ロセスの
エラー時
の出力
ファイル

%DCDIR%¥spool¥betra
n.err

05-00-/
E

A テキス
ト

OpenTP1を起動
したとき

×

3 rawデバ
イス用
ロック
ファイル

%DCDIR%¥spool¥dcntb
inf¥rawlock_N

（N：ドライブ文字）

06-50 J 空 rawデバイスを初
回オープンしたと
き

×

4 退避モ
ジュール
（UMT）
トレース
ファイル

%DCDIR%¥spool¥save¥
trc¥_zx.umt

（z：1～ 8文字のサーバ
名，x：通番）

初期 I バイナ
リ

OpenTP1を起動
したとき

○

5 退避 UAP
トレース
ファイル

%DCDIR%¥spool¥save¥

trc¥（サーバ名）N.uat

（N：1～ 10）

初期 C，I バイナ
リ

プロセスダウンし
たとき※，および
OpenTP1起動時
に退避します。

△

6 共用メモ
リファイ
ル

%DCDIR%¥spool¥shm¥N

（N：1から始まる数字）
初期 J バイナ

リ
OpenTP1を起動
したとき。次回オ
ンライン時には削
除して，再作成し
ます。

×

7 GUI用
ロック
ファイル

%DCDIR%¥tp1_tools¥C
ontrol.lck

%DCDIR%¥tp1_tools¥E
nvironment.lck

06-50 J 空 GUI機能を使用
したとき。GUI
終了時に削除しま
す。

×

8 admshow
ppログ
ファイル

%temp%¥admshowpp.lo
g

07-01 J テキス
ト

dcsetupコマンド
の延長で取得しま
す。

×
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
（凡例）
A：単調増加（削除機能がないタイプ）
C：ラウンドロビン（バックアップ取得機能がないタイプ）
E：ラウンドロビン（一定量に達した直後の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
H：ラウンドロビン（切り替わった先のファイルのデータを，削除してから先頭から書き込む
タイプ）
Ｉ：ラウンドロビン（OpenTP1起動時に新しいファイルに切り替わるタイプ）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
○：ユーザ判断で削除できます。
△：削除してはいけません。ただし，障害調査が不要であれば，ユーザ判断で削除できます。

9 dcsetup
ログファ
イル

%temp%¥dcsetup.log 初期 A テキス
ト

インストーラ，修
正パッチ動作の延
長で取得します。

△

1
0

dcsetupm
lログ
ファイル

%temp%¥dcsetupml.lo
g

06-50 A テキス
ト

dcsetupmlコマン
ド，インストーラ
動作の延長で取得
します。

△

1
1

trnlnkrm
ログファ
イル

%temp%¥trnlnkrm.log 初期 A テキス
ト

trnlnkrmコマン
ドの実行，
dcsetupmlコマン
ドの実行，インス
トーラ，修正パッ
チ動作の延長で取
得します。

△

1
2
標準出力
リダイレ
クトファ
イル

（redirect_file_name

オペランドの指定値）N
（N：1または 2）
デフォルト：
%DCDIR%¥spool¥prclo
gN

（N：1または 2）

05-00-/
E

C，
E，H

テキス
ト

OpenTP1を動作
したとき

○

1
3

UAPト
レース
ファイル

（カレントワークパス）
¥tmp¥home¥_z.x¥_zPP
PPP.uat

（z：1～ 8文字のサーバ
名，PPPPP：PID，x：通
番）

初期 I バイナ
リ

ユーザサーバの起
動の延長で作成し
ます。

○

1
4
モジュー
ル
（UMT）
トレース
ファイル

（カレントワークパス）
¥tmp¥home¥_z.x¥_zPP
PPP.umt

（z：1～ 8文字のサーバ
名，PPPPP：PID，x：通
番）
プロセスサーバの場合：
%DCDIR%¥spool¥save¥
_prcPPPPP.umt

（PPPPP：PID）

初期 I バイナ
リ

OpenTP1の起動，
ユーザサーバの起
動の延長で作成し
ます。

○

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
×：削除してはいけません。

注※
次の条件でコマンドを実行した場合のプロセスダウンも含みます。
・dcstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定
・dcsvstopコマンドに -fオプションおよび -dオプションを指定

TP1/Server Base（Windows版固有）が出力するファイルの説明を次の表に示します。

表 F-6　TP1/Server Base（Windows版固有）が出力するファイルの説明

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 修正パッチ
ログファイ
ル

なし 単調増加。
パッチ実行の
たびに上書き
されます。

5ファ
イル
（BAS
E：1
世代，
DAM：
1世代，
TAM：
1世代，
EXT1：
1世代，
HAF：
1世代）

修正パッチの実行ログ
ファイルです。修正パッ
チの実行で取得します。

2 prcteeプロ
セスのエ
ラー時の出
力ファイル

なし 単調増加 1ファ
イル

prcteeプロセスのエラー
時の情報を出力するファ
イルです。

3 rawデバイ
ス用ロック
ファイル

なし 0 rawデ
バイス
使用数

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
OpenTP1ファイルシステ
ムに rawデバイスを使用
する場合に作成する内部
ファイルです。

4 退避モ
ジュール
（UMT）ト
レースファ
イル

なし 4160バイト
（プロセス
サーバの場合
は，73696バ
イト）

10世代
×サー
バ起動
数

モジュール（UMT）ト
レースファイルのバック
アップファイルです。

5 退避 UAP
トレース
ファイル

なし 可変 10世代 ダウンしたシステムサー
バ，ユーザサーバの UAP
トレース情報ファイルで
す。

6 共用メモリ
ファイル

なし マシン状況や
OpenTP1シ
ステム稼働状
況によって可
変となりま
す。

1世代 OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
OpenTP1が確保した共用
メモリのファイルです。
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7 GUI用ロッ
クファイル

なし 0 2ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
OpenTP1の GUI機能使
用時に，重複起動防止の
ために作成するファイル
です。

8 admshowp
pログファ
イル

なし 正常時は 0バ
イト。エラー
発生時は可
変。コマンド
実行ごとに上
書きします。

1世代 OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。内部コ
マンドのエラーログです。
dcsetupコマンドの延長で
動作する内部コマンドが
出力します。コマンド内
部でエラー発生時にエ
ラー内容を出力します。

9 dcsetupロ
グファイル

なし 単調増加。コ
マンド実行ご
とに上書きし
ます。

1世代 dcsetupコマンドのトレー
スファイルです。インス
トーラ動作の延長，修正
パッチ動作の延長で取得
します。

1
0

dcsetupml
ログファイ
ル

なし 単調増加。コ
マンド実行ご
とに上書きし
ます。

1世代 dcsetupコマンドのトレー
スファイルです。
dcsetupmlコマンドの実
行，インストーラ動作の
延長で取得します。

1
1

trnlnkrm
ログファイ
ル

なし 単調増加。コ
マンド実行ご
とに上書きし
ます。

1世代 trnlnkrmコマンドのト
レースファイルです。
trnlnkrmコマンド，
dcsetupmlコマンドの実
行，インストーラ動作の
延長，修正パッチ動作の
延長で取得します。

1
2

標準出力リ
ダイレクト
ファイル

＜システム環境定義＞
• redirect_fileオペランド

OpenTP1配下のプロセ
スの標準出力・標準エ
ラー出力先を指定

• redirect_file_nameオペ
ランド
標準出力・標準エラー
出力を出力するファイ
ル名を指定

• redirect_file_sizeオペ
ランド
標準出力・標準エラー
出力をするファイル長
を指定

最大で
redirect_file_
sizeオペラン
ドの指定値
（ただし，単
調増加ファイ
ルに変更可）

2世代
（単調増
加ファ
イルに
変更し
た場合
は 1世
代）

標準出力，標準エラー出
力の情報を出力するログ
ファイルです。
redirect_fileオペランドに
Yを設定した場合だけ出
力します。また，システ
ム共通定義の prc_portオ
ペランド，rpc_port_base
オペランドを設定した場
合は出力しません。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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（4） TP1/FS/Direct Access

TP1/FS/Direct Accessが出力するファイルの一覧を次の表に示します。各ファイルの詳
細な説明については，表 F-8を参照してください。

表 F-7　TP1/FS/Direct Accessが出力するファイル一覧

（凡例）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
□：コマンド終了時に削除します。（　）内は該当するコマンド名です。
×：削除してはいけません。

TP1/FS/Direct Accessが出力するファイルの説明を次の表に示します。

1
3

UAPト
レースファ
イル

＜ユーザサービス定義＞
＜ユーザサービスデフォ
ルト定義＞
• uap_trace_maxオペラ
ンド
UAPトレース格納最大
数

可変 1世代
×サー
バ起動
数

オンライン中プロセスの
UAPトレースファイルで
す。

1
4

モジュール
（UMT）ト
レースファ
イル

なし 4160バイト
（プロセス
サーバの場合
は，73696バ
イト）

1世代
×サー
バ起動
数

オンライン中プロセスの
モジュール（UMT）ト
レースファイルです。

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 damd生
存確認
ファイル

$DCDIR/tmp/damlive 初期 J バイナ
リ

damdが起動した
とき

×

2 論理ファ
イル回復
時の一時
ファイル

（damfrcコマンド実行
ディレクトリ）/
.dcdamPPPPPPP

（PPPPPPP：PIDの下 7
けた）

初期 J バイナ
リ

damfrcコマンド
の -cオプション
未指定かつオンラ
イン中バックアッ
プファイル指定で
実行したとき

□
（da
mfrc
）

3 オンライ
ン DAM
バック
アップ取
得時の一
時ファイ
ル

（dambkup -o -s実行
ディレクトリ）/
bkTTTTPPPP

（TTTT：通算秒の下 4け
た，PPPP：プロセス ID
の下 4けた）

初期 J バイナ
リ

dambkupオプ
ションに -oオプ
ションと -sオプ
ションを指定して
実行したとき

□
（da
mbk
up）

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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表 F-8　TP1/FS/Direct Accessが出力するファイルの説明

（5） TP1/FS/Table Access

TP1/FS/Table Accessが出力するファイルの一覧を次の表に示します。各ファイルの詳細
な説明については，表 F-10を参照してください。

表 F-9　TP1/FS/Table Accessが出力するファイル一覧

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 damd生存
確認ファイ
ル

なし 32ビット版の
場合：

136バイト
64ビット版の
場合：

224バイト

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。damdが
起動しているかどうかを
確認するためのファイル
です。

2 論理ファイ
ル回復時の
一時ファイ
ル

なし 96バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。damfrc
コマンドの -cオプション
未指定かつオンライン中
バックアップファイル指
定で実行したときにコマ
ンドを実行したディレク
トリ下に内部情報を一時
ファイルに出力します。

3 オンライン
DAMバッ
クアップ取
得時の一時
ファイル

なし バックアップ対
象の DAMファ
イルサイズ＋
128バイト

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
dambkupコマンドに，-o
オプションおよび -sオプ
ションを指定して実行し
たときに，DAMファイル
のバックアップ内容を標
準出力へ出力する前に一
時的にバックアップデー
タを格納するファイルで
す。

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 オンライ
ン TAM
バック
アップ取
得時の一
時ファイ
ル

$DCDIR/tmp/.dctamdN

（N：1～ 9999999）
初期 J バイナ

リ
tambkupコマン
ドに -oオプショ
ンを指定して実行
したとき

□
（ta
mbk
up）
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（凡例）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
□：コマンド終了時に削除します。（　）内は該当するコマンド名です。
×：削除してはいけません。

TP1/FS/Table Accessが出力するファイルの説明を次の表に示します。

表 F-10　TP1/FS/Table Accessが出力するファイルの説明

（6） TP1/Online Tester

TP1/Online Testerが出力するファイルの一覧を次の表に示します。各ファイルの詳細な

2 共用メモ
リ情報
ファイル
（TAM用）

$DCDIR/tmp/
tammemfile

初期 J バイナ
リ

OpenTP1を起動
したとき

×

3 論理ファ
イル回復
時の一時
ファイル

（tamfrcコマンド実行
ディレクトリ）/
.dctamPID

初期 J バイナ
リ

tamfrcコマンド
の -ｊオプション
未指定かつオンラ
イン中バックアッ
プファイル指定で
実行したとき

□
（ta
mfrc
）

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 オンライン
TAMバッ
クアップ取
得時の一時
ファイル

なし バックアップ
対象の TAM
ファイルサイ
ズ

1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。
tambkupコマンドに -oオ
プションを指定して実行
したときに，TAMファイ
ルのバックアップ内容を
一時的に格納するファイ
ルです。

2 共用メモリ
情報ファイ
ル（TAM
用）

なし 4バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。

3 論理ファイ
ル回復時の
一時ファイ
ル

なし 96バイト 1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。tamfrc
コマンドの -jオプション
未指定かつオンライン中
バックアップファイル指
定で実行したときにコマ
ンドを実行したディレク
トリ下に内部情報を一時
ファイルに出力します。

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
説明については，表 F-12を参照してください。

表 F-11　TP1/Online Testerが出力するファイル一覧

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 XATMI
送信デー
タファイ
ル

$DCDIR/spool/uto/

（テストユーザ ID）/
（ユーザサーバ名）/xsd

（サービス名）

初期 J バイナ
リ

クライアントから
の tpsend関数に
よる XATMI要求
を受け付けたとき

○

2 MCF送
信メッ
セージ
ファイル

$DCDIR/spool/uto/

（テストユーザ ID）/
（ユーザサーバ名）/
sendmsg

初期 J バイナ
リ

クライアントから
表 F-12に記載さ
れているMCFの
関数発行による要
求を受け付けたと
き

○

3 UTOト
レース
ファイル

$DCDIR/spool/uto/

（テストユーザ ID）/
traceN

（N：1または 2）

初期 C，
E，H

バイナ
リ

オンラインテスタ
を使用して，
UAPの動作確認
を実行したとき

○

4 一時記憶
データ
ファイル

$DCDIR/spool/uto/

（テストユーザ ID）/
utotmp（論理端末名称）

初期 J バイナ
リ

クライアントから
dc_mcf_tempput
関数発行によって
一時記憶データを
受け取ったとき

○

5 テスト
データ定
義ファイ
ル

utofilcreオペランドの -o
オプションに指定した
ファイルパス
または
utofilcreオペランドの -e
オプションに指定したテ
ストデータ定義ファイル
内に指定したファイルパ
ス
次のテスタファイルを作
成できます。
• RPC要求データファイ
ル

• RPC応答データファイ
ル

• XATMI要求データファ
イル

• XATMI応答データファ
イル

• XATMI受信データファ
イル

• 非同期型受信データ
ファイル

• 同期型受信データファ
イル

初期 J バイナ
リ

utofilcreコマンド
を実行したとき

○
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
（凡例）
C：ラウンドロビン（バックアップ取得機能がないタイプ）
E：ラウンドロビン（一定量に達した直後の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
H：ラウンドロビン（切り替わった先のファイルのデータを，削除してから先頭から書き込む
タイプ）
Ｊ：制御ファイル，一時ファイル
○：ユーザ判断で削除できます。

TP1/Online Testerが出力するファイルの説明を次の表に示します。

6 MCF受
信メッ
セージ
ファイル
（非同期型
と同期型
がありま
す）

utomsgoutコマンドの -r
オプションに指定した
ファイルパス

初期 J バイナ
リ

utomsgoutコマン
ドに -rオプショ
ンを指定して実行
したとき

○

7 RPC応答
データ
ファイル

utosppsvcコマンドの
RPC応答データファイル
名に指定したファイルパ
ス

初期 J バイナ
リ

utosppsvcコマン
ドに RPC応答
データファイル名
を指定して実行し
たとき

○

8 UTOト
レース
マージ
ファイル

utotrcmrgコマンドの -o
オプションに指定した
ファイルパス

初期 J バイナ
リ

utotrcmrgに -o
オプションを指定
して実行したとき

○

9 XATMI
応答デー
タファイ
ル

utoxsppsvcコマンドの
XATMI応答データファイ
ル名に指定したファイル
パス

初期 J バイナ
リ

utoxsppsvcに
XATMI応答デー
タファイル名を指
定して実行したと
き

○

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
表 F-12　TP1/Online Testerが出力するファイルの説明

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 XATMI送
信データ
ファイル

＜ユーザサービス定義＞
ユーザサーバ名が出力先
パスの一部となります。
サービス名がファイル名
の一部となります。
＜環境変数＞
テストユーザ ID
（DCUTOKEY）の設定値
が出力先パスの一部とな
ります。

XATMI送信
データ長＋
68バイト

テスト
ユーザ
ID，
ユーザ
サーバ
名およ
びサー
ビス名
の組み
合わせ
ごとに
1ファ
イル

XATMI送信データファイ
ルです。クライアントが
tpsend関数を発行した際
の送信データをファイル
に格納します。

2 MCF送信
メッセージ
ファイル

＜テスタサービス定義＞
• max_message_file_size
オペランド
MCF送信メッセージ
ファイルの最大容量を
指定

max_messag
e_file_sizeオ
ペランドの指
定値

テスト
ユーザ
IDごと
に 1
ファイ
ル

MCF送信メッセージを格
納するファイルです。
MCFシミュレート機能を
使用した場合，次の関数
を発行したときの送信
メッセージを格納します。
• dc_mcf_execap関数
• dc_mcf_reply関数
• dc_mcf_send関数
• dc_mcf_sendsync関数
• dc_mcf_sendrecv関数

3 UTOト
レースファ
イル

＜テスタサービス定義＞
• max_trace_file_sizeオ
ペランド
UAPトレース情報を取
得するトレースファイ
ルの最大容量を指定

max_trace_fi
le_sizeオペ
ランドの指定
値

2世代 UTOトレースファイルで
す。UAPトレース情報を
取得します。

4 一時記憶
データファ
イル

＜テスタサービス定義＞
utotmp論理端末名称が
ファイル名となります。
＜環境変数＞
テストユーザ ID
（DCUTOKEY）の設定値
が出力先パスの一部とな
ります。

128バイト テスト
ユーザ
IDと
utotmp
論理端
末名称
の組み
合わせ
ごとに
1ファ
イル

OpenTP1の動作を制御す
るファイルです。クライ
アントが dc_mcf_tempput
関数を発行した際の一時
記憶データをファイルに
格納します。
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
5 • RPC要
求データ
ファイル

• RPC応
答データ
ファイル

• XATMI
要求デー
タファイ
ル

• XATMI
応答デー
タファイ
ル

• XATMI
受信デー
タファイ
ル

• 非同期型
受信デー
タファイ
ル

• 同期型受
信データ
ファイル

なし ユーザ任意 1ファ
イル

オンラインテスタで使用
する，テストデータ定義
ファイルです。

6 MCF受信
メッセージ
ファイル
（非同期型
と同期型が
あります）

なし ユーザ任意 1ファ
イル

MCF受信メッセージを格
納するファイルです。オ
ンラインテスタが出力し
た送信メッセージ情報を
編集して作成するMCF受
信メッセージです。
• 非同期型

MHPの dc_mcf_receive
関数に渡すメッセージ。

• 同期型
UAPの
dc_mcf_recvsync関数
や dc_mcf_sendrecv関
数などに渡すメッセー
ジ。

7 RPC応答
データファ
イル

なし ユーザ任意 1ファ
イル

RPC応答データファイル
です。RPCインタフェー
スのサーバ UAPシミュ
レート機能を使用時，
サービス要求元へ返す応
答データとして使用する
ファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
1210



付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
（7） TP1/Message Control

TP1/Message Controlが出力するファイルの一覧を次の表に示します。各ファイルの詳
細な説明については，表 F-14を参照してください。

表 F-13　TP1/Message Controlが出力するファイル一覧

8 UTOト
レースマー
ジファイル

なし トレースファ
イル名に指定
したファイル
の合計サイズ

1ファ
イル

UTOトレースマージファ
イルです。utotrcmrgコマ
ンドで複数の UTOトレー
スファイルを一つのファ
イルにマージしたときに
作成するファイルです。

9 XATMI応
答データ
ファイル

タイプトバッファ定義全
般

タイプトバッ
ファ定義ファ
イルや
XATMI要求
データファイ
ルを基に作成
されるため不
定

1ファ
イル

XATMI応答データファイ
ルです。サービス実行中
に受け取る受信データや
サービス実行後の応答
データとして使用する
ファイルです。

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否

1 システム
サービス
共通情報
定義ファ
イルの
バック
アップ
ファイル

$DCDIR/.mcfdef/mcf 05-05 K テキス
ト

dcsetupコマンド
に -dオプション
を指定して実行し
たとき

×

2 システム
サービス
情報定義
ファイル
のバック
アップ
ファイル

$DCDIR/.mcfdef/
mcfu*

05-05 K テキス
ト

dcsetupコマンド
に -dオプション
を指定して実行し
たとき

×

3 MCF通
信サーバ
実行形式
プログラ
ムのバッ
クアップ
ファイル

$DCDIR/.mcfserv/
mcfu*

05-05 K バイナ
リ

dcsetupコマンド
に -dオプション
を指定して実行し
たとき

×

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
（凡例）
D：ラウンドロビン（バックアップ取得機能があるタイプ）
F：ラウンドロビン（一定量に達する直前の出力で，新しいファイルに切り替わるタイプ）
H：ラウンドロビン（切り替わった先のファイルのデータを，削除してから先頭から書き込む
タイプ）
Ｉ：ラウンドロビン（OpenTP1起動時に新しいファイルに切り替わるタイプ）
K：バックアップファイル
○：ユーザ判断で削除できます。
△：削除してはいけません。ただし，障害調査が不要であれば，ユーザ判断で削除できます。
×：削除してはいけません。

4 MCFダ
ンプファ
イル※ 1

$DCDIR/spool/
mcfdKAXXZZ

（K：プロセス識別子，
AXX：MCF識別子，ZZ：
01～ 99）

初期 H，I バイナ
リ

TP1/Message 
Controlや TP1/
Messagingで内部
矛盾などの障害を
検出したとき

△

5 MCFト
レース
ファイル
※ 1

$DCDIR/spool/
mcftAXXZZ

（AXX：MCF識別子，
ZZ：01～ 99）

初期 H，I バイナ
リ

MCF通信プロセ
ス動作時に共用メ
モリ上のトレース
バッファの一つが
満杯になったとき

△

6 MCF性
能検証用
トレース
情報ファ
イル※ 1

$DCDIR/spool/
dcmcfinf/_mc_NNN

（NNN：000～ 256）

07-01 D，F バイナ
リ

MCF通信プロセ
スまたは UAPが
動作し，トレース
バッファが満杯に
なったとき

△

7 MCF構
成変更準
備停止時
のバック
アップ
ファイル
※ 2

システムサービス共通情
報定義の
DCMCFQUEBAK指定値
デフォルト：$DCDIR/
spool/mcf/mcfquebak

07-03 K バイナ
リ

MCF構成変更準
備停止（dcstop -b 
-q）を実行したと
き

○※
3

8 MCF性
能検証用
トレース
情報ファ
イルの
バック
アップ
ファイル
※ 1

$DCDIR/spool/save/
_mc_MMM.bkN

（MMM：001～ 256，N：
1または 2）

07-01 K バイナ
リ

OpenTP1が停止
したとき

△

9 マッピン
グエラー
情報ファ
イル※ 4

$DCDIR/spool/save/
dcmap_errXXX

（XXX：TP1/NET/
XMAP3のMCF通信プロ
セスのプロセス ID）

初期 H，I テキス
ト

マッピング時にエ
ラーが発生したと
き

△

項
番

名称 ファイル名または
ディレクトリ名

バー
ジョン

タイ
プ

ファイ
ル形式

取得
タイミング

削除
可否
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
注※ 1
TP1/Message Control，TP1/NET/Library，プロトコル製品，および TP1/Messagingで出力す
るファイルです。

注※ 2
TP1/Message Control，TP1/NET/Library，およびプロトコル製品で出力するファイルです。

注※ 3
MCF構成変更再開始完了後に削除できます。

注※ 4
TP1/NET/XMAP3で出力するファイルです。

TP1/Message Controlが出力するファイルの説明を次の表に示します。

表 F-14　TP1/Message Controlが出力するファイルの説明

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明

1 システム
サービス共
通情報定義
ファイルの
バックアッ
プファイル

システムサービス共通情
報定義（$DCDIR/lib/
sysconf/mcf）

$DCDIR/lib/
sysconf/mcf
のファイルサ
イズになりま
す。

1ファ
イル

システムサービス共通情
報定義のバックアップ
ファイルです。

2 システム
サービス情
報定義ファ
イルのバッ
クアップ
ファイル

システムサービス情報定
義

システムサー
ビス情報定義
ファイルのサ
イズになりま
す。

システ
ムサー
ビス情
報定義
ファイ
ルの数

システムサービス情報定
義のバックアップファイ
ルです。

3 MCF通信
サーバ実行
形式プログ
ラムのバッ
クアップ
ファイル

なし MCF通信プ
ロセスプログ
ラム・MCF
アプリケー
ション起動プ
ロセスプログ
ラム
（$DCDIR/
lib/servers/
mcfu*）の
ファイルサイ
ズになりま
す。

MCF
通信
サーバ
実行形
式プロ
グラム
の数

MCF通信サーバ実行形式
プログラムのバックアッ
プファイルです。
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
4 MCFダン
プファイル
※ 1

なし MCFの「リ
リースノー
ト」に記載さ
れている
MCFダンプ
ファイル見積
もり計算式の
とおり

MCF
マネ
ジャプ
ロセス，
MCF
通信プ
ロセス，
UAPが
出力す
るファ
イル数
は次の
とおり。
TP1/
NET/
Library 
07-03
より
前：
99ファ
イル
TP1/
NET/
Library 
07-04
以降：
3ファ
イル

MCFで障害が発生した場
合にメモリの情報を取得
するファイルです。トラ
ブルシュートの目的で使
用します。正常処理中に
は出力されません。

5 MCFト
レースファ
イル※ 1

＜MCF通信構成定義のト
レース定義＞
mcfttrc定義コマンドの -t
オプション
• sizeオペランド
トレースバッファサイ
ズ

• bufcntオペランド
トレースバッファ数

• trccntオペランド
トレースファイル数

• diskオペランド
ディスク出力機能使用
有無

mcfttrc定義コマンドの
-mオプション
ファイル数の扱い

size指定値×
bufcnt指定
値

-mオプ
ション
に del
を指定
してい
ると
き：
trccnt
オペラ
ンドの
指定値
-mオプ
ション
に off
を指定
してい
ると
き：99
ファイ
ル

MCF内で発生したイベン
トや送受信データの情報
を取得するファイルです。
トラブルシュートの目的
で使用します。disk=no
（または省略）の場合はト
レースファイルは作成さ
れません。07-00以降は
disk=yesがデフォルトで
す。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
6 MCF性能
検証用ト
レース情報
ファイル※
1

＜システム共通定義＞
• prf_traceオペランド

PRFトレースの取得有
無

＜ユーザサービスデフォ
ルト定義＞
• mcf_prf_traceオペラン
ド

＜ユーザサービス定義＞
• mcf_prf_traceオペラン
ド
ユーザサーバごとの
PRFトレースの取得有
無

＜MCF性能検証用トレー
ス定義＞
• prf_file_sizeオペランド
トレースファイルのサ
イズ

• prf_file_countオペラン
ド
トレースファイルの世
代数

＜システムサービス定義
＞
• mcf_prf_traceオペラン
ド
MCF通信プロセスごと
の PRFトレースの取得
有無

＜システムサービス共通
情報定義＞
• mcf_prf_trace_levelオ
ペランド
MCF性能検証用トレー
ス情報の取得レベル

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値

MCF性能検証用トレース
情報ファイルです。性能
検証およびトラブル
シュートの目的で使用し
ます。システム共通定義
の prf_traceオペランドに
Yを設定し，かつシステ
ムサービス共通情報定義
でmcf_prf_trace_levelオ
ペランドに 00000001を設
定した場合に性能検証用
トレース情報を取得しま
す。デフォルトでは取得
しません。

7 MCF構成
変更準備停
止時のバッ
クアップ
ファイル※
2

＜システムサービス共通
情報定義＞
putenv DCMCFQUEBAK 
バックアップファイル名
　～ <パス名
><<$DCDIR/spool/mcf/
mcfquebak>>

296＋キュー
グループ数×
16＋論理端
末数× 20＋
サービスグ
ループ数×
44＋未送信 /
未処理メッ
セージ数× (
平均メッセー
ジ長＋ 1036)
（バイト）

1ファ
イル

MCF構成変更再開始機能
使用時の未送信・未処理
メッセージのバックアッ
プファイルです。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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付録 F　OpenTP1が出力するファイル一覧
注※ 1
TP1/Message Control，TP1/NET/Library，プロトコル製品，および TP1/Messagingで出力す
るファイルです。

注※ 2
TP1/Message Control，TP1/NET/Library，およびプロトコル製品で出力するファイルです。

注※ 3
TP1/NET/XMAP3で出力するファイルです。

注※ 4
マッピングエラーが発生した TP1/NET/XMAP3のMCF通信プロセスの数を指します。ただ
し，OpenTP1の開始で，マッピングサービスプロセスのプロセス IDが変わるたびに増加しま
す。

8 MCF性能
検証用ト
レース情報
ファイルの
バックアッ
プファイル
※ 1

MCF性能検証用トレース
情報ファイル（項番 6）と
同様

prf_file_size
オペランドの
指定値

prf_file
_count
オペラ
ンドの
指定値
× 2世
代

MCF性能検証用トレース
情報ファイルのバック
アップファイルです。シ
ステム共通定義の
prf_traceオペランドに Y，
mcf_prf_trace_levelオペ
ランドに 00000001を設定
した場合に取得します。
07-02以降の場合は，性能
検証用トレース定義の
prf_trace_backup=Nを設
定すると，バックアップ
ファイルを取得しません。

9 マッピング
エラー情報
ファイル※
3

＜マッピングサービス属
性定義＞
ERRLOG4=｛YES｜
NO｝
• YES
エラー情報を取得しま
す。

• NO
エラーコード 4（軽いエ
ラー）のマッピングエ
ラーが発生した場合は，
エラー情報を取得しま
せん。

論理マップの
領域サイズと
物理マップ
ファイルのサ
イズに依存し
ます。

MCF
通信プ
ロセス
の数※ 4

マッピング時に発生した
エラー情報を取得する
ファイルです。トラブル
シュートの目的で使用し
ます。

項
番

名称 関連する定義 サイズ 最大
ファイ
ル数

説明
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付録 G　メッセージキュー用物理ファイルの見積もり式
付録 G　メッセージキュー用物理ファイルの見積もり
式

UAPは，メッセージ制御機能（TP1/Message Control）を使って論理メッセージをやり
取りするとき，入出力キューとしてディスクキューを使用できます。ディスクキューを
使用すると，論理メッセージはメッセージキュー用物理ファイル上に書き込まれます。
このメッセージキュー用物理ファイルのサイズは，queinitコマンドで指定したレコード
長，およびレコード数で決定されます。ここでは，メッセージキュー用物理ファイルの
見積もり式について示します。

付録 G.1　レコード長の見積もり式
レコード長 =↑（↑（a+976+8× b+36× c）/c↑）/d↑× d

↑↑：小数点以下を切り上げます。

a：1論理メッセージのサイズ

b：1論理メッセージのセグメント数

c：1論理メッセージを格納するレコード数

d：ファイルシステム初期化時に指定したセクタ長

付録 G.2　レコード数の見積もり式
レコード数 =e× c＋ 1

e：該当物理ファイルに格納する論理メッセージの最大数

c：1論理メッセージを格納するレコード数

注意事項
1論理メッセージは，1レコードに格納することも，複数レコードにわたって格納す
ることもできます。ただし，1レコードには 1論理メッセージしか格納できません。
扱う論理メッセージのサイズが一定でない場合は，1論理メッセージを格納するレ
コード数を複数レコードに分割して格納できるように，レコード長およびレコード
数を見積もることをお勧めします。

付録 G.3　見積もり例
メッセージのサイズが 4096バイト，セグメント数が 3の論理メッセージを，100論理
メッセージ格納する場合の物理ファイルのレコード長およびレコード数を見積もります。
ただし，1論理メッセージを 1レコードに納め，ファイルシステムのセクタ長は 512バ
イトとします。
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付録 G　メッセージキュー用物理ファイルの見積もり式
• レコード長 =↑（↑（4096+976+8× 3+36× 1）/1↑）/512↑× 512=5632
• レコード数 =100× 1+1=101

（凡例）↑↑：小数点以下を切り上げます。
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
OpenTP1ファイルの見積もり式について説明します。

付録 H.1　ステータスファイルのサイズの見積もり式
ステータスファイルのサイズを見積もるために必要なステータスファイルのレコード数
を，1キー当たりのステータスファイルの使用容量とキー数から算出します。算出したレ
コード数をほかのサービスが使用するレコード数に加算してください。

1キー当たりのステータスファイルの使用容量とキー数は，被アーカイブノード，アーカ
イブノード，MCFサービスごとに求めます。算出結果を stsinitコマンド（ステータス
ファイル初期設定）の -cオプションに指定してください。なお，算出結果は必要最低限
の数です。安全のため，算出結果の 1.2倍の値を指定してください。

ステータスファイルのレコード数の算出式を次に示します。

各サービスに必要なレコード数の総和＋ステータスファイルの管理に必要なレコード数

（凡例）

各サービスに必要なレコード数
各サービスに必要なレコード数は，次の式で算出できます。

↑（1キー当たりのステータスファイルの使用容量／（レコード長※－40））↑
×キー数

↑↑：小数点以下を切り上げます。

ステータスファイルの管理に必要なレコード数
ステータスファイルの管理に必要なレコード数は，次の式で算出できます。
＜レコード長が 512以下の場合＞
↑（各サービスに必要なレコード数／472）↑＋23

＜レコード長が 513以上の場合＞
↑（各サービスに必要なレコードの総数＋8776＋↑（8192／（レコード長※－
40））↑×16）／（レコード長※－40）↑

↑↑：小数点以下を切り上げます。

注※
レコード長の単位：バイト

1キー当たりのステータスファイルの使用容量とキー数について説明します。
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
● 被アーカイブノードの場合

表 H-1　各サービスの 1キー当たりのステータスファイルの使用容量とキー数（被アー
カイブノードの場合）

（凡例）
A：システム環境定義の server_countオペランドの指定値
B：スケジュールサービス定義の scd_hold_recovery_countオペランドの指定値
C：DAMサービス定義の damfile定義コマンドに指定した論理ファイルの総数
D：DAMサービス定義 dam_added_fileオペランドの指定値
E：メッセージキューサービス定義の quegrp定義コマンドに指定した物理ファイル
の総数
F：MCFマネジャ定義のmcfmexpコマンドの -gオプションの指定値
G：MCFマネジャ定義のmcfmexpコマンドの -lオプションの指定値

サービス 1キー当たりのステータスファイルの使用
容量

（単位：バイト）

キー数

システムマネジャ A× 128＋ 2432 1

スケジュールサービス B× 144＋ 128 1

トランザクションジャーナルサービス 2048 1

トランザクションサービス 1280×（RM数＋ RM拡張子）＋ 2048 1

DAMサービス （C＋ D）× 288＋ 256 1

メッセージキューサービス E× 120＋ 36 1

（F＋ G）× 40 1

（G＋ H＋ 1）× 48 1

ジャーナルサービス 8192 1

8192 J

17008 L

L

チェックポイントダンプサービス 90 L

126 L

32 L

TAMサービス N× 136＋ 64 1

オンラインテスタ P× 160＋ 132 1

サーバリカバリジャーナルサービス 512× Q＋ 128 1

ISTサービス V× 8 1

XAリソースサービス 64 1
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
H：MCFマネジャ定義のmcfmcnameコマンドに指定したMCF通信サービスの総
数
J：↑（5＋ 3× K）／ 63↑－ 1（↑↑：小数点以下を切り上げます）
K：システムジャーナルサービス定義の jnladdfg定義コマンドで指定するジャーナ
ルファイルグループの総数
L：ジャーナルサービス定義の jnldfsv -cで指定するチェックポイントダンプサービ
ス定義のファイルの総数
M：チェックポイントダンプサービス定義の jnladdfg定義コマンドで指定する
ジャーナルファイルグループの総数
N：TAMサービス定義の tam_max_tblnumオペランドの指定値
P：テスタサービス定義に指定する uto_server_countオペランドの指定値
Q：ジャーナルサービス定義の jnldfsv -cで指定するチェックポイントダンプサービ
ス定義のファイルの総数
V：↓（（2347＋Σ（W× Y）＋Σ（16× Y））／ 8）↓（↓↓：小数点以下を切
り捨てます）
W：ISTサービス定義に指定した各 ISTテーブルのレコード長（単位：バイト）
Y：ISTサービス定義に指定した各 ISTテーブルのレコード数

● アーカイブノードの場合

表 H-2　各サービスの 1キー当たりのステータスファイルの使用容量とキー数（アーカ
イブノードの場合）

（凡例）
A：システム環境定義の server_countオペランドの指定値

S：グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の jnldfsv -aで指定するアーカイ
ブジャーナルサービス定義のファイルの総数
T：アーカイブジャーナルサービス定義の jnladdfgで指定するジャーナル関係ファ
イルグループの総数
U：アーカイブジャーナルサービス定義の jnl_max_file_dispersionオペランドの指
定値

サービス 1キー当たりのステータスファイルの使用
容量

（単位：バイト）

キー数

システムマネジャ A× 128＋ 2432 1

ジャーナルサービス 8192 1

8192 R
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
● MCFサービスの場合

表 H-3　 1キー当たりのステータスファイルの使用量とキー数（MCFサービスの場合）

（凡例）
L：MCFマネジャ定義の通信サービス定義（mcfmcname定義コマンド）に指定し
たMCF通信サービス名の数
M：MCFマネジャ定義の状態引き継ぎ定義（mcfmsts定義コマンド）に指定した
サービスグループ数の上限値
N：MCFマネジャ定義の状態引き継ぎ定義（mcfmsts定義コマンド）に指定した
サービス数の上限値
O：MCF通信構成定義の状態引き継ぎ定義（mcftsts定義コマンド）に指定したア
プリケーション数の上限値
P：MCF通信構成定義の状態引き継ぎ定義（mcftsts定義コマンド）に指定した論
理端末数の上限値
Q：PATHSTSオペランドに YESを指定したマッピングサービス属性定義に対応す
るマッピングサービス識別子のマッピングサービス定義中の記述数

項目 1キー当たりのステータスファイルの使用容量
（単位：バイト）

キー数

MCFサー
ビス

L× 128 L

224 L

296+R× 16+S× 20+T× 44※ 1

↑（84+68× U）/32↑ +↑ V/128↑※ 1

4※ 1

各通信プロセス 80×↑M／ 1818↑× 48 ↑（↑M／ 1818↑）／ 1363
↑

80×↑ N／ 1818↑× 48 ↑（↑N／ 1818↑）／ 1363
↑

MIN（48+M× 36：65536） ↑M／ 1818↑

MIN（48+N× 36：65536） ↑ N／ 1818↑

80+↑ O／ 4092↑× 48 ↑（↑ O／ 4092↑）／ 1363
↑

80+↑ P／ 4092↑× 48 ↑（↑ P／ 4092↑）／ 1363
↑

MIN（48+O× 36：65536） ↑ O／ 4092↑

MIN（48+P× 36：65536） ↑ P／ 4092↑

4 1

64 1

48+1024× Q 1
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
R：MCFマネジャ定義の入出力キュー定義（mcfmqgid定義コマンド）に指定した
キューグループの総数
S：MCF通信構成定義の論理端末定義（mcftalcle定義コマンド）に指定した論理端
末の総数
T：MCFアプリケーション定義のアプリケーション属性定義（mcfaalcap定義コマ
ンド）に指定したサービスグループの総数
U：MCFマネジャ定義のmcfmcomnコマンドの -nオプションの指定値
V：MCFマネジャ定義のmcfmcomnコマンドの -lオプションの指定値
MIN（x：y）：xと yとを比較し，小さい方の値
↑↑：小数点以下を切り上げます。

注
MQAサービスおよび ISAMサービスのステータスファイルのサイズについては，
マニュアル「TP1/Message Queue 使用の手引」，マニュアル「索引順編成ファイル
管理 ISAM」，またはそれぞれの製品の「リリースノート」を参照して，算出してく
ださい。

注※
MCF構成変更再開始機能を使用する場合に加算します。

付録 H.2　システムジャーナルファイルのサイズの見積もり
式
システムジャーナルファイルのサイズを見積もるために，オンライン開始から終了まで
に発生するジャーナル総量を求めます。オンライン中に発生するジャーナル総量の算出
式を次に示します。

（トランザクション当たりの平均ジャーナル量）×（オンライン開始から終了までの総
トランザクション数）
＋オンライン開始から終了までにdcstatsコマンドによって取得する統計情報のジャー
ナル量
＋（UAPのOpenTP1のRPC，1回当たりのジャーナル量）
×（オンライン開始から終了までのUAPから発行するOpenTP1のRPCの回数の総和）（単
位：バイト）

算出式で使用する値について次に説明します。

●トランザクション当たりの平均ジャーナル量
表H-4に示す条件によって発生するジャーナルレコードの和を使用して次に示す算出
式で求めます。
｛↑（j＋240）／4096↑×na＋↑（（a－j×na）＋240）／4096↑｝×4096（単
位：バイト）

（凡例）
j：システムジャーナルサービス定義で指定した jnl_max_datasizeオペランドの
指定値
a：表H-4に示す各ジャーナルレコードのうち，条件によって発生するものの総
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
和
na：↓ a／ j↓
↑↑：小数点以下を切り上げます
↓↓：小数点以下を切り捨てます

TP1/Message Queueが使用する 1トランザクション当たりのジャーナル量について
は，マニュアル「TP1/Message Queue 使用の手引」または「リリースノート」を参照
してください。

●オンライン開始から終了までに dcstatsコマンドによって取得する統計情報のジャー
ナル量
表 H-5に示す値と次に示す算出式で求めます。
（↑（j＋240）／4096↑×nb＋↑（（b－j×nb）＋240）／4096↑）×4096×N
（単位：バイト）

（凡例）
j：システムジャーナルサービス定義で指定した jnl_max_datasizeオペランドの
指定値
b：表H-5によって求めた 1回分の統計情報ジャーナル長
nb：↓ b／ j↓
N：システム統計情報の取得から終了までの時間を dcstatsコマンドの -mオプ
ションで指定した時間で割った値（統計情報の取得回数）
↑↑：小数点以下を切り上げます

● UAPの OpenTP1の RPC，1回当たりのジャーナル量
表 H-6に示す値と次の算出式によって求めます。ただし，UAPの RPCでの統計情報
を取得しない場合は 0になります。
｛↑（j＋240）／4096↑×nc＋↑（（c－j×nc）＋240）／4096↑｝×4096（単
位：バイト）

（凡例）
j：システムジャーナルサービス定義で指定した jnl_max_datasizeオペランドの
指定値
c：表 H-6よって求めた 1回分の統計情報ジャーナル長
nc：↓ c／ j↓
↑↑：小数点以下を切り上げます
↓↓：小数点以下を切り捨てます

　

実際に用意するジャーナルファイルの総容量は，次の算出式の結果になります。

オンライン中に発生するジャーナル総量×1.2（安全のため）＋81920（単位：バイト）

ただし，一つのジャーナルファイルは次の算出式の容量以上にしてください。

（12＋↑（j＋336）／4096）↑×4096（単位：バイト）
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
（凡例）
j：システムジャーナルサービス定義で指定した jnl_max_datasizeオペランドの指
定値
↑↑：小数点以下を切り上げます

上記で求めたジャーナルファイルの総容量を二つ以上のジャーナルファイルに分けて割
り当てた場合，オンラインを終了するまでジャーナルをアンロードする必要はありませ
ん。しかし，実際にこのジャーナルファイル総容量を割り当てることができない場合は，
この総容量の 1／ n（n>0）の容量を総容量として，二つ以上のジャーナルファイルに分
けて割り当ててください。

ただし，このときも一つのジャーナルファイルの容量は，上記の算出式の容量以上を確
保してください。この場合，一つのジャーナルファイルはオンライン終了までに n回再
使用されることになり，それだけジャーナルファイルをアンロードする運用が必要にな
ります。

また，ジャーナルファイルの障害に備え，なるべく予約のジャーナルファイルも割り当
ててください。予約のジャーナルファイルも上記の算出式に示す容量以上の確保が必要
です。

ジャーナルファイルを二重化する場合（システムジャーナルサービス定義の jnl_dualオ
ペランドに Yを指定）は，上記に示したジャーナルファイルはすべて二つずつ必要です
ので，ジャーナルファイル総容量としては 2倍になります。

二重化するジャーナルファイルのペアは，同じ容量にしてください。異なる容量であっ
ても OpenTP1は動作しますが，ジャーナルファイル容量としては小さい方の容量で動
作することになり，むだな領域が発生します。
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
表 H-4　1トランザクション当たりのジャーナル量

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別

固有部 1トランザクションブラ
ンチごとに無条件

672＋ 56×
tb＋ 40× tr
＋ 1216×
（tc＋ tu）＋
8×（ts＋ tt
＋ tu）＋ 224
× tx＋ 208
× ty＋ 1384
×（tz＋ tv）

tb：発行済みトランザク
ショナル RPC数
tr：アクセス済み RM数
tc：発行済み CRM経由
RPC数
ts：tb=0の場合 0，tb>0の
場合 1
tt：tr=0の場合 0，tr>0の
場合 1
tu：tc=0でかつ CRM経由
RPCで呼ばれてトランザク
ションを開始したブランチ
でない場合 0，tc>0または
CRM経由 RPCで呼ばれて
トランザクションを開始し
たブランチの場合 1
tx：UJ取得後の RPC発行
回数
ty：UJ取得後初めてアクセ
スする RM数
tz：UJ取得後の CRM経由
RPC発行数
tv：tu=1または tz=0の場
合 0，tu=0かつ tz>0の場合
1

cj，hj，pj，tj

UAP履
歴情報を
取得する
場合

UAP履歴情報を取得し
ているトランザクショ
ンブランチの場合，そ
の取得 1回

114＋ ul ul：UAP履歴情報長 uj

DAMを
使用して
いる場合

トランザクション内で
DAMファイルを更新す
る場合，そのトランザ
クションブランチごと

128＋Σ（24
＋ du）

du：DAMファイルのブ
ロック長
Σ：該当トランザクション
ブランチでの更新の総和

fj
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DAMサービス定義の
dam_update_block_ove
rオペランドで flushを
指定している場合，ト
ランザクション内で
DAMファイルを更新す
るとき，そのトランザ
クションブランチで
DAMファイルの更新件
数が一括更新ブロック
数（DAMサービス定義
の dam_update_block
オペランドの指定値）
を超えるごと

128＋Σ（24
＋ du× 2）

du：DAMファイルのブ
ロック長
Σ：該当トランザクション
ブランチでの更新件数（前
回ジャーナル出力後からの
更新件数）

fj

DAMサービス定義の
damfile定義コマンドの
-dオプションを指定し
た場合，このオプショ
ンを指定した DAM
ファイルを更新したと
き

DAMサービス定義の
dam_io_intervalオペラ
ンドの指定値の間隔お
よびチェックポイント
ダンプの有効化完了時
ごと

64× 2 － xj

オンラインバックアッ
プ（dambkupコマンド
の -oオプション指定）
を実行するごと

64 － xj

TAMを
使用して
いる場合

トランザクション内で
TAMファイルを更新す
る場合，そのトランザ
クションブランチごと

128＋Σ（64
＋ tu× 2）

tu：TAMファイルのレコー
ド長
Σ：該当トランザクション
ブランチでの更新の総和

cj

MCFを
使用して
いる場合

MCF通信構成定義の
mcftalcle -o aj=yesを指
定した論理端末にメッ
セージを送信し，その
送信完了するごと（通
信プロセスで）

176 － aj

トランザクション内の
UAPプロセスから出力
論理端末へ出力通番指
定の論理メッセージを
送信するごと

160 － cj

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別
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トランザクション外
（mcfaalcap -n 
trnmode=notrnを指
定）のUAPプロセスか
ら出力端末へ出力通番
指定の論理メッセージ
を送信するごと

128 －

通信プロセスで論理
メッセージを受信する
ごと

↑｛88＋ 24
×（↑ mc／
ql↑）＋ mc
※ 1｝／ 4↑
× 4

mc：受信した論理メッセー
ジの長さ
ql：キューファイル物理レ
コード長

通信プロセスで論理
メッセージを送信する
ごと

112 －

トランザクションブラ
ンチ完結ごと

↑｛260＋ 24
× Sn＋Σ
（24×（↑mc
／ ql↑））＋
Σmc※ 2｝／
4↑× 4

mc：送信した論理メッセー
ジの長さ
ql：キューファイル物理レ
コード長
Sn：該当トランザクション
で受信した論理メッセージ
数
Σ：該当トランザクション
で送信した論理メッセージ
の総和

通信プロセスで DISK
キューを使用して出力
通番指定の論理メッ
セージを送信するごと

144 －

mcfallcap -j gj=yesを指
定したアプリケーショ
ン（MHPサービス）か
らメッセージ受信を行
うごと

↑（204＋
mg）／ 4↑
× 4

mg：受信するメッセージセ
グメント長

gj

通信プロセスで
mcfallcap -j ij=yesを指
定したアプリケーショ
ンに対応するメッセー
ジを受信するごと

Σ（↑（172
＋ si）／ 4↑
× 4）

si：単一セグメントの場合は
入力メッセージ長と同じ値
複数セグメントの場合はお
のおののセグメント長と同
じ値
Σ：セグメント対応に
ジャーナルを取得するため
その総和

ij

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別
1228



付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
mcftactmjコマンドが
実行された論理端末に
mcftdctmjコマンドが
実行されるまでの間に
通信プロセスでその論
理端末にメッセージを
受信およびメッセージ
を送信するごと

Σ（↑（180
＋ sm）／ 4
↑× 4）

sm：単一セグメントの場合
は受信または送信メッセー
ジ長と同じ値
複数セグメントの場合はお
のおののセグメント長と同
じ値
Σ：セグメント対応に
ジャーナルを取得するため
その総和

mj

SPPの場合：アプリ
ケーションプログラム
の起動，メッセージの
再送，メッセージの送
信を行うごと
MHPの場合：
mcfallcap -j oj=yesを指
定したアプリケーショ
ン（MHPサービス）か
らアプリケーションプ
ログラムの起動，応答
メッセージの送信，
メッセージの再送，
メッセージの送信を行
うごと

↑（204＋
mo）／ 4↑×
4

mo：送信するメッセージセ
グメント長

oj

統計情報 トランザクションサー
ビス定義の
trn_tran_statisticsオ
ペランドに Yを指定，
または trnsticsコマン
ドの -sオプションを実
行（統計情報の取得は
次のトランザクション
から）した場合，ユー
ザサービス定義の
trn_statistics_itemオ
ペランドに none以外を
指定しているトランザ
クションごと

276 － sj

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別
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（凡例）
－：該当しません。

注※ 1
メッセージキューサービス定義の que_io_maxrecsizeオペランドの指定値がmcよ
りも大きい場合，加算してください。

注※ 2
メッセージキューサービス定義の que_io_maxrecsizeオペランドの指定値がΣmc
よりも大きい場合，加算してください。

　

ISAMを
使用して
いる場合

トランザクション内で
ISAMファイルを更新
する場合，トランザク
ションブランチごと

104＋
Σ1(52)
＋Σ2(40＋
iu× 2)
＋Σ3(40)
＋Σ4(32＋
iu)
＋Σ5(24)

iu：ISAMファイルのレ
コード長
Σ1：該当トランザクション
ブランチでのオープン，ク
ローズ関数の発行の総和
Σ2：該当トランザクション
ブランチでのレコード更新
関数の発行の総和
Σ3：該当トランザクション
ブランチでのロック関数の
発行の総和
Σ4：該当トランザクション
ブランチでのレコード追加
関数の発行の総和
Σ5：該当トランザクション
ブランチでのレコード削除
関数の発行の総和

fj

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別
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表 H-5　dcstatsコマンドによって取得する統計情報のジャーナル量

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別

統計情報 dcstatsコマンドの実行
によって，システム統
計情報のジャーナル出
力開始から -rオプショ
ンを指定した dcstatsコ
マンドの実行までの間
に dcstatsコマンドの
mオプションで指定し
た時間間隔ごと

（80＋ ak×
24）× as

ak：dcstatsコマンドの -k
に指定した統計情報種別を
次に示す値に置き換えたと
きの和（ただし，-kを省略
した場合は 117）
rpc：4
lck：3
prc：3
nam：3
que：11
scd：4
mcf：5
mqa：12
dam：9
tam：6
trn：2
cpd：2
jnl：21
osl：19
ist：7
xat：3
as：dcstatsコマンドに -a
を指定した場合は，全ユー
ザサーバ数＋ 1
dcstatsコマンドに -sを指定
した場合は，dcstatsコマン
ドに指定したユーザサーバ
数＋ 1
dcstatsコマンドに -aオプ
ション，または -sオプショ
ンを指定しない場合で，
dcstatsコマンドにユーザ
サーバを指定したときは指
定したユーザサーバ数，指
定しないときは 1

sj
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表 H-6　RPC1回当たりのジャーナル量

（凡例）
－：該当しません。

付録 H.3　チェックポイントダンプファイルのサイズの見積
もり式
チェックポイントダンプファイルのサイズの見積もり方法を次に示します。

表 H-7　チェックポイントダンプファイルのサイズ

（凡例）
↑↑：小数点以下を切り上げます

Sz2：（640×（rm数＋ 1）＋ 64× Br）× Tr
Cn：MCFマネジャ定義のmcfmcomn定義コマンドの -nオプションで指定した出
力通番使用論理端末数
Pn：メッセージキューサービス定義で指定した物理ファイルの数
Pr：queinitコマンドの -nオプションで指定したレコード数
Br：トランザクションサービス定義の trn_max_subordinate_countオペランドで指
定した 1トランザクション当たりの最大接続分岐数
rm数：リソースマネジャ数（OpenTP1の RMだけ）
Tr：トランザクションサービス定義の trn_tran_process_countオペランドで指定し

分類 条件 ジャーナルレ
コード長

変数の説明 条件に一致し
たときに取得
されるジャー
ナルレコード

種別

統計情報 システム共通定義の
rpc_delay_statisticsオ
ペランドに Yを指定し
ている場合 RPCごと

80 － sj

ユーザサービス定義の
rpc_response_statistics
オペランドに Yを指定
している場合 RPCごと

272× 2 －

項目 チェックポイントダンプファイルのサイズ
（単位：バイト）

MCFサービス （↑ Sz1／ 4096↑＋ 3）× 4096

トランザクション
ジャーナルサービス

（↑ Sz2／ 4096↑＋ 3）× 4096
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付録 H　OpenTP1ファイルの見積もり式
たトランザクションブランチ数

なお，アーカイブジャーナルノードでは，チェックポイントダンプファイルは必要あり
ません。

TP1/Message Queueが使用するチェックポイントダンプファイル容量については，マ
ニュアル「TP1/Message Queue 使用の手引」または「リリースノート」を参照してくだ
さい。

付録 H.4　アーカイブジャーナルファイルのサイズの見積も
り式
アーカイブジャーナルファイルの容量の見積もり方法を次に示します。

まず，次の算出式でアーカイブジャーナルファイルへアーカイブするジャーナルの総量
を求めます。

Σ（個々の被アーカイブノードがオンライン中に発生するジャーナル総量）（単位：バ
イト）

個々の被アーカイブノードがオンライン中に発生するジャーナル総量については，「付録
H.2　システムジャーナルファイルのサイズの見積もり式」を参照してください。各ノー
ドのシステムジャーナルファイルの容量を見積もった値を使用します。

実際に用意するアーカイブジャーナルファイルの総容量の算出式を次に示します。

アーカイブジャーナルファイルへアーカイブするジャーナルの総量×1.2（安全のため）
＋16384（単位：バイト）

ただし，一つのアーカイブジャーナルファイルは次に示す算出式に示す容量以上にして
ください。

（4＋256×このアーカイブジャーナルファイルへアーカイブする被アーカイブノードの
数）×4096（単位：バイト）

上記で求めたジャーナルファイルの総容量を二つ以上のジャーナルファイルに分けて割
り当てた場合，オンラインが終了するまでジャーナルをアンロードする必要がなくなり
ます。なお，実際にこのアーカイブジャーナルファイルの総容量を割り当てることがで
きない場合は，この総容量の 1／ n（n>0）の容量を総容量とし，二つ以上のアーカイブ
ジャーナルファイルに分けて割り当ててください。このとき，一つのアーカイブジャー
ナルファイルはオンライン終了までに n回使用されることになり，それだけアーカイブ
ジャーナルファイルをアンロードする運用が必要になります。

また，アーカイブジャーナルファイルの障害に備え，なるべく予約してあるアーカイブ
ジャーナルファイルも割り当ててください。予約してあるアーカイブジャーナルファイ
ルも上記の算出式（一つのアーカイブジャーナルファイルの算出式）以上の容量を確保
してください。

なお，一つのアーカイブジャーナルファイルはファイルグループになります。すなわち，
一つのアーカイブジャーナルファイルの容量とは，ファイルグループの容量を表してい
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ます。

アーカイブジャーナルファイルを二重化する場合（アーカイブジャーナルサービス定義
の jnl_dualオペランドに Yを指定）は，アーカイブジャーナルファイルがすべて二つ必
要です。このため，アーカイブジャーナルファイルの総容量は 2倍になります。二重化
するアーカイブジャーナルファイルのペアは，同じ容量にしてください。それぞれが異
なる容量であっても OpenTP1は動作しますが，アーカイブジャーナルファイルとして
は小さい方の容量で動作することになり，残りがむだになります。

アーカイブジャーナルファイルの並列アクセス機能を使用しない場合は，ファイルグ
ループの容量がそのまま物理ファイルの容量になります。

アーカイブジャーナルファイルの並列アクセス機能を使用する場合は，ファイルグルー

プの容量を 1／m※（m※ >1）にしたアーカイブジャーナルファイルが，ファイルグ
ループごとに最小分散数以上必要です。このときの物理ファイルの容量は，要素ファイ
ルの容量になります。

注※
mはアーカイブジャーナルサービス定義の jnl_max_file_dispersionオペランドの指
定値（並列アクセス化する場合の最大分散数）です。

付録 H.5　DAMファイルのサイズの見積もり式
DAMファイルのサイズの見積もり式について説明します。

DAMファイルの最大サイズは，次に示す計算式を満たす最大値になります。

DAMファイルの最大サイズ =F-D>0を満たす最大値
• F=Msize× 1048576－［4096＋ 2×｛↑ 64× Fnum／ Ssize↑× Ssize＋↑
（12× Fnum＋ 28）／ Ssize↑× Ssize＋↑ 16008／ Ssize↑× Ssize｝］
• D=（Blen＋ 8）×（Bnum＋ 1）

（凡例）
Msize：filmkfsコマンドの -nオプションの指定値
Fnum：filmkfsコマンドの -lオプションの指定値
Ssize：filmkfsコマンドの -sオプションの指定値
Blen：作成する DAMファイルブロック長（単位：バイト）
Bnum：作成する DAMファイルブロック数
↑↑：小数点以下を切り上げます

damloadコマンドのコマンド引数には，上記の計算式を満たす Blen（ブロック長），お
よび Bnum（ブロック数）を指定してください。

DAMファイルのうち，ユーザが使用できるサイズは，Blen（ブロック長）× Bnum
（ブロック数）（単位：バイト）になります。
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付録 H.6　TAMファイルのサイズの見積もり式
TAMファイルのサイズの見積もり式について説明します。

TAMファイルは，レコードのデータ部以外に，管理部およびインデクス部が存在しま
す。そのため，TAMファイルのサイズを算出する場合，管理部およびインデクス部のサ
イズも考慮する必要があります。また，インデクスタイプ（ツリー形式またはハッシュ
形式）によってもサイズが異なります。

次に TAMファイルサイズ算出式を示します。

管理部サイズ＋インデクス部サイズ＋データ部サイズ

（凡例）

管理部サイズ
OpenTP1ファイルシステムのセクタ長

インデクス部サイズ（ツリー形式の場合）
↑ s（（↑ w（152＋キー長）↑ w）×最大レコード数）↑ s

インデクス部サイズ（ハッシュ形式の場合）
↑ s（（↑ w（152＋キー長）↑ w）×（M＋ N））↑ s

データ部サイズ（ツリー形式の場合）

↑ s（（レコード長※＋ 5）×最大レコード数）↑ s

データ部サイズ（ハッシュ形式の場合）

↑ s（（レコード長※＋ 5）×（M＋ N））↑ s

M
最大レコード数×ハッシュエントリ使用率の計算結果を整数値に切り下げたも
の（ただし，1未満となる場合は 1）

N
最大レコード数－ 1

S
OpenTP1ファイルシステムのセクタ長

↑ s↑ s
OpenTP1ファイルシステムのセクタ長の整数倍に切り上げた値

↑ w↑ w
32ビットの場合：4の整数倍に切り上げた値
64ビットの場合：8の整数倍に切り上げた値

注※
レコード長の単位：バイト
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付録 I　レコードロック数の見積もり式
OpenTP1ではオンラインで使用するファイルの排他管理のため，ロックを行っていま
す。ロックをすると OpenTP1システム内にレコードロックが登録されます。レコード
ロックに登録できる数については，maxuprc× nofiles×ユーザライセンス数になりま
す。

OpenTP1で登録するレコードロック数の見積もり式を次に示します。

アーカイブジャーナルノードでない場合
ジャーナルファイル数＋ステータスファイル数
＋各ユーザサーバプロセスでオープンするDAMファイルの合計
＋各プロセスでアクセスするキュー物理ファイル数の合計
＋同時実行ユーザサーバ数
＋トランザクションサービス定義のtrn_recovery_process_countオペランドの
指定値＋3
＋TAMファイルの合計×2
＋TP1/Message Queueのキューファイル数×2

アーカイブジャーナルノードの場合
ジャーナルファイル数＋ジャーナルサーバリソースグループ数＋ステータスファイ
ル数＋3

（凡例）

ジャーナルファイル数
システムジャーナルサービス定義，またはアーカイブジャーナルサービス定義
のどちらか一方，およびチェックポイントダンプサービス定義の jnladdpfコマ
ンドの数の和（二重化の場合は 2倍）

ステータスファイル数
ステータスサービス定義の sts_file_name_[1～ 7]オペランドに指定した数

各ユーザサーバプロセスでオープンする DAMファイルの合計（i：ユーザサーバプ
ロセスの数）

各プロセスでアクセスするキュー物理ファイル数の合計（j：MCF通信サーバの数，
k：ユーザサーバの数）
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ジャーナルサーバのリソースグループ数
グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の定義コマンド jnldfsv -aで指定
したリソースグループ数
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付録 J　UNIXのメッセージ送受信関数で使用する資
源の見積もり式

OpenTP1では，ユーザサーバのスケジュール，性能検証用トレースデータの入出力処
理，およびジャーナルファイルへのジャーナルデータの入出力処理に UNIXのメッセー
ジ送受信関数（msgsnd関数，msgrcv関数のシステムコールによるプロセス間通信機能）
を使用しています。

OpenTP1で使用される各資源の見積式を次に示します。必要に応じて，各資源に対応す
るシステムパラメタを修正してください。なお，システムパラメタ名については，「リ
リースノート」，および OSのマニュアルを参照してください。

（凡例）
分散数：システムジャーナルサービス定義，またはアーカイブジャーナルサービス定義の
jnl_max_file_dispersionオペランドの指定値

資源 被アーカイブノード アーカイブノード

メッセージ IDの
数

分散数× JDUAL＋
SVMAX＋ PRFNUM＋ 7
マルチ OpenTP1環境の場合
は，算出結果に OpenTP1環
境の数を乗算してください。

1メッセージのサ
イズ

56バイト 56バイト

メッセージ ID当
たりの最大待ち合
わせメッセージの
総バイト数

次に示す計算式 Aまたは計
算式 Bによって求めた値の
うち，大きい方の値を設定
してください。
計算式 A

56×システムジャーナ
ルファイルのファイル
グループ数×分散数×
JDUAL

計算式 B
（PROC＋ 1サービスグ
ループに対して，同時
に発生するサービス要
求の最大数＋同時に異
常終了するサーバプロ
セス数＋ 4）× 56

56×アーカイブジャーナルファイルのファイルグ
ループ数×分散数× JDUAL

OpenTP1のすべ
てのメッセージの
うちの最大待ち合
わせメッセージ数

（PROC× 2＋ a＋ 2＋
PRFNUM× 8）＋同時に異
常終了するサーバプロセス
数
マルチ OpenTP1環境の場合
は，算出結果に OpenTP1環
境の数を乗算してください。

アーカイブジャーナルファイルのファイルグルー
プ数×分散数× JDUAL＋ 19
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SVMAX：スケジュールサービス定義の scd_server_countオペランドの指定値
PRFNUM：システム共通定義の prf_traceオペランドの指定値が Yの場合は 9，指定値が Nの
場合は 0
JDUAL：システムジャーナルサービス定義の jnl_dualオペランドの指定値が Yの場合は 2，
指定値が Nの場合は 1
r：グローバルアーカイブジャーナルサービス定義の jnldfsv定義コマンドの -aオプションで指
定したリソースグループ数
PROC：プロセスサービス定義の prc_recovery_residentオペランドの指定値が Yの場合は 1，
指定値が Nの場合は起動するユーザサーバ数
a：OpenTP1に対して同時に発生するサービス要求の最大数 =（同時に発生するサービス要求
の最大数× SPP数）＋（システムジャーナルファイルのファイルグループ数×分散数×
JDUAL）
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付録 K　OpenTP1ファイルシステムの見積もり式
OpenTP1ファイルシステムとして割り当てる容量は，filmkfsコマンドの -nオプション
で指定します。OpenTP1ファイルシステムの見積もり式を次に示します。

↑（（T＋（t×2×s）＋4096＋2×（↑s（64×L）↑s＋↑s（12×L＋28）↑s＋↑s
（16008）↑s））／（1024×1024））↑

（凡例）
↑↑：小数点以下を切り上げます
T：各 OpenTP1ファイルの容量の合計値
t：Tのファイル数
s：filmkfsコマンドの -sオプションで指定する値（UNIXファイルの場合は 512）
↑ s↑ s：filmkfsコマンドの -sオプションで指定する値（UNIXファイルの場合は
512）の整数倍に切り上げた値
L：filmkfsコマンドの -lオプションで指定する値

OpenTP1ファイルの容量は，次の表に示す各 OpenTP1ファイルの算出式の合計値で
す。

算出式には，OpenTP1ファイルの作成時に付加される管理情報（2セクタ長分の領域）
が含まれていません。したがって，実際に作成されたときのファイル容量は算出結果に 2
セクタ長分を加えた値になります。

表 K-1　OpenTP1ファイル容量の算出式

OpenTP1ファイル名 OpenTP1ファイル容量の算出式
（単位：バイト）

ステータスファイル stsinitの -sオプションで指定した値× stsinitの -cオプションで指定し
た値

• システムジャーナルファ
イル

• チェックポイントダンプ
ファイル

• アーカイブジャーナル
ファイル

• トランザクションリカバ
リファイル

• サーバリカバリジャーナ
ルファイル

jnlinitコマンドの -nオプションで指定した値× 4096＋ 12288

ノードリストファイル 94208（バイト )

DAMファイル （damloadコマンドで指定したブロック数＋ 1）×（damloadコマンドで
指定したブロック長＋ 8）
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（凡例）
S：OpenTP1ファイルシステムのセクタ長（UNIXファイルの場合 512）
↑ s↑ s：Sの整数倍に切り上げた値
↑ w↑ w：4の整数倍に切り上げた値
L：tamcreコマンドの -lオプションで指定した値
M：tamcreコマンドの -mオプションで指定した値
R：tamcreコマンドの -rオプションで指定した値
T：M× U／ 100の計算結果を整数値に切り下げた値（ただし，1未満となる場合はM=1）
U：tamcreコマンドの -uオプションで指定した値

TAMファイル ツリー形式の場合
S＋↑ s（（↑ w（152＋ L）↑ w）×M）↑ s＋↑ s（（R＋ 5）×
M）↑ s

ハッシュ形式の場合
S＋↑ s（（↑ w（152＋ L）↑ w）×（T＋M－ 1））↑ s＋↑ s
（（R＋ 5）×（T＋M－ 1））↑ s

メッセージキューファイル queinitコマンドの -sオプションで指定した値× queinitコマンドの -nオ
プションで指定した値

XARファイル xarinitコマンドの -nオプションで指定した値× xarinitコマンドの -sオ
プションで指定した値（xarinitコマンドの -sオプションの指定を省略し
た場合は，OpenTP1ファイルシステムのセクタ長）

MQAファイル キューファイル容量の見積もり方法については，マニュアル「TP1/
Message Queue 使用の手引」を参照してください。

ISAMファイル ファイル容量の求め方については，マニュアル「索引順編成ファイル管理 
ISAM」を参照してください。

OpenTP1ファイル名 OpenTP1ファイル容量の算出式
（単位：バイト）
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
OpenTP1では，性能検証およびトラブルシュートの効率向上を目的として，性能検証用
トレース情報を取得しています。

ここでは，性能検証用トレース情報の取得，取得例，および解析例について説明します。

付録 L.1　性能検証用トレースの取得情報
ここでは，性能検証用トレース情報とMCF性能検証用トレース情報の取得タイミング
と，イベント ID別の取得内容について説明します。また，MCF性能検証用トレース情
報については，MCF固有のダンプ出力情報についても説明します。

（1） 性能検証用トレース情報の取得

OpenTP1は，次の表のイベント IDで示すタイミングでトレース情報を取得します。ま
た，次の表には，1トランザクションで必要なトレースデータ長も示しています。

表 L-1　性能検証用トレース情報の取得タイミング

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）

0x0001～ 0x0040 dc_prf_utrace_put関数発行時 320

0x1000 dc_rpc_call関数での，サービス要求の送信直前 192

0x1001 dc_rpc_mainloop関数での，サービス関数を呼び出す前 192

0x1002 dc_rpc_mainloop関数での，サービス関数がリターンしたあ
と

64

0x1003 dc_rpc_mainloop関数での，クライアントに応答を返信した
直後

128

0x1004 dc_rpc_call関数がリターンする直前
同期，非同期，非応答にかかわりなく取得します。

192

0x1005 非同期 rpcの応答メッセージを受け付けたとき 192

0x1006 dc_rpc_poll_any_replies関数の入り口 64

0x1007 dc_rpc_poll_any_replies関数のリターン直前 128

0x1008 dc_rpc_discard_further_replies関数の受信メッセージ破棄
時

192

0x1009 dc_rpc_discard_specific_reply関数の受信メッセージ破棄時 192

0x2000 サービス関数が同一ノードの場合，サービス関数のプロセス
への連絡（msgsnd）の前

192

0x2001 サービス関数が別ノードの場合，サーバノードへ送信する直
前

128

0x2002 送信されたサービス要求を受信するとき 128
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0x2003 サービス関数のプロセスへの連絡（msgsnd）の前 192

0x2004 他ノードへ転送する場合
（このノードにサービス要求がありましたが，サービス関数
が実行できない状態にあり，別ノードに転送する場合）

128

0x2005 スケジュールキューからサービス要求を取り出した直後 192

0x2007 他ノードから転送されたサービス要求を受信したとき 128

0x4000 プリペアメッセージの送信時 256

0x4001 プリペアメッセージの受信時 192

0x4002 プリペア完了メッセージの送信時 256

0x4003 プリペア完了メッセージの受信時 192

0x4004 コミットメッセージの送信 256

0x4005 コミットメッセージの受信 192

0x4006 コミット完了メッセージの送信 256

0x4007 コミット完了メッセージの受信 192

0x4008 ロールバックメッセージの送信 256

0x4009 ロールバックメッセージの受信 192

0x400a ロールバック完了メッセージの送信 256

0x400b ロールバック完了メッセージの受信 192

0x400c リードオンリーメッセージの送信 256

0x400d リードオンリーメッセージの受信 192

0x400e リカバリメッセージの送信 256

0x400f リカバリメッセージの受信 192

0x4010 リカバリ応答メッセージの送信 256

0x4011 リカバリ応答メッセージの受信 192

0x4012 アドレス解決メッセージの送信 256

0x4013 アドレス解決メッセージの受信 192

0x4014 RMスレッドメッセージの送信 256

0x4015 RMスレッドメッセージの受信 192

0x4016 ヒューリスティックメッセージの送信 256

0x4017 ヒューリスティックメッセージの受信 192

0x4018 リソースマネジャ接続先選択関数（dc_trn_rm_select関数）
がリターンする直前

128

0x4100 トランザクションの開始時 192

0x4150 トランザクションの終了時 192

0x4a00 トランザクションブランチの開始要求呼び出し直後 128

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0x4a01 トランザクションブランチの開始要求リターン直前 128

0x4a02 トランザクションブランチ内からの RPC実行要求呼び出し
直後

128

0x4a03 トランザクションブランチ内からの RPC実行要求リターン
直前

128

0x4a04 トランザクションブランチの終了要求呼び出し直後 128

0x4a05 トランザクションブランチの終了要求リターン直前 128

0x4a06 トランザクションブランチのコミット準備要求呼び出し直後 128

0x4a07 トランザクションブランチのコミット準備要求リターン直前 128

0x4a08 トランザクションブランチのコミット要求呼び出し直後 128

0x4a09 トランザクションブランチのコミット要求リターン直前 128

0x4a0a トランザクションブランチのロールバック要求呼び出し直後 128

0x4a0b トランザクションブランチのロールバック要求リターン直前 128

0x4a0c Prepared状態，Heuristically Completed状態のトランザク
ションブランチ通知要求呼び出し直後

64

0x4a0d Prepared状態，Heuristically Completed状態のトランザク
ションブランチ通知要求リターン直前

64

0x4a0e Heuristically Completed状態のトランザクションブランチ
破棄要求呼び出し直後

128

0x4a0f Heuristically Completed状態のトランザクションブランチ
破棄要求リターン直前

128

0x4b00 トランザクションブランチの開始直前 64

0x4b01 トランザクションブランチの開始直後 64

0x4b02 トランザクションブランチ内からの RPC実行直前 64

0x4b03 トランザクションブランチ内からの RPC実行直後 64

0x4b04 トランザクションブランチの終了直前 64

0x4b05 トランザクションブランチの終了直後 64

0x4b06 トランザクションブランチのコミット準備直前 64

0x4b07 トランザクションブランチのコミット準備直後 64

0x4b08 トランザクションブランチのコミット直前 64

0x4b09 トランザクションブランチのコミット直後 64

0x4b0a トランザクションブランチのロールバック直前 64

0x4b0b トランザクションブランチのロールバック直後 64

0x4b0c Prepared状態，Heuristically Completed状態のトランザク
ションブランチ通知直前

64

0x4b0d Prepared状態，Heuristically Completed状態のトランザク
ションブランチ通知直後

64

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0x4b0e Heuristically Completed状態のトランザクションブランチ
破棄直前

64

0x4b0f Heuristically Completed状態のトランザクションブランチ
破棄直後

64

0x5001 リモート API機能使用時，クライアントからのコネクショ
ン確立要求受信時

128

0x5002 リモート API機能使用時，rapリスナーから rapサーバへ
の rapサーバ割り当て要求送信前

128

0x5003 rapリスナーから rapサーバへのコネクション引き継ぎ要求
受信後

128

0x5004 リモート API機能使用時，クライアントからの API代理実
行要求受信時

128

0x5005 リモート API機能使用時，API代理実行応答送信前 128

0x5006 リモート API機能使用時，クライアントからの rapサーバ
割り当て解除およびコネクション切断要求受信時

128

0x5007 リモート API機能使用時，rapサーバからの rapサーバ割
り当て解除応答受信時

128

0x5008 リモート API機能使用時，rapリスナーから rapクライア
ントへの rapサーバ割当解除応答送信時

128

0x5200 リモート API機能使用時，rapサーバが RPC代理実行する
直前

128

0x5201 リモート API機能使用時，rapサーバが RPC代理実行した
直後

128

0x6400 資源の排他の要求受付時 256

0x6401 資源の排他の要求リターン時 256

0x6410 排他待ち直前 128

0x6411 排他待ち解除直後 128

0x6420 資源名指定の排他解除要求受付時 256

0x6421 資源名指定の排他解除要求リターン時 256

0x6430 全資源の排他解除要求受付時 256

0x6431 全資源の排他解除要求リターン時 256

0x6805 OpenTP1ファイルからの入力処理が完了したとき 192

0x6807 OpenTP1ファイルへの出力処理が完了したとき 192

0x6905 OpenTP1ファイルに対して，read()システムコールの処理
が完了したとき

192

0x6907 OpenTP1ファイルに対して，write()システムコールの処理
が完了したとき

192

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0x6909 OpenTP1ファイルに対して，lseek()システムコールの処理
が完了したとき

192

0xb001 プロセス生成時（子プロセスで取得） 64

0xb002 プロセス消滅時 64

0xb003 プロセス生成時（親プロセスで取得） 64

0xb010 プロセス生成依頼入り口 64

0xb012

0xb011 プロセス生成依頼出口 64

0xb013

0xb014 プロセス情報登録依頼入り口 64

0xb015 プロセス情報登録依頼出口 64

0xb016 プロセス情報登録依頼入り口（TP1/Resource Manager 
Monitor用）

64

0xb017 プロセス情報登録依頼出口（TP1/Resource Manager 
Monitor用）

64

0xb018 プロセス起動完了報告入り口 64

0xb019 プロセス起動完了報告出口 64

0xb01a プロセス起動完了報告待ち合わせ入り口 64

0xb01b プロセス起動完了報告待ち合わせ出口 64

0xb01c プロセス終了報告入り口 64

0xb01d プロセス終了報告出口 64

0xb01e プロセス終了報告入り口（TP1/Resource Manager Monitor
用）

64

0xb01f プロセス終了報告出口（TP1/Resource Manager Monitor
用）

64

0xb020 プロセス終了報告待ち合わせ入り口 64

0xb021 プロセス終了報告待ち合わせ出口 64

0xb022 プロセス強制停止依頼入り口 64

0xb024

0xb023 プロセス強制停止依頼出口 64

0xb025

0xb026 プロセスサービス終了指示入り口 64

0xb027 プロセスサービス終了指示出口 64

0xb110 プロセス生成プロセスサーバ処理入り口 64

0xb111 プロセス生成プロセスサーバ処理出口 64

0xb114 プロセス情報登録プロセスサーバ処理入り口 64

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0xb115 プロセス情報登録プロセスサーバ処理出口 64

0xb118 プロセス起動完了報告プロセスサーバ受付入り口 64

0xb119 プロセス起動完了報告プロセスサーバ受付出口 64

0xb11a プロセス起動完了報告待ち合わせプロセスサーバ処理入り口 64

0xb11b プロセス起動完了報告待ち合わせプロセスサーバ処理出口 64

0xb11c プロセス終了報告プロセスサーバ受付入り口 64

0xb11d プロセス終了報告プロセスサーバ受付出口 64

0xb120 プロセス終了報告待ち合わせプロセスサーバ処理入り口 64

0xb121 プロセス終了報告待ち合わせプロセスサーバ処理出口 64

0xb122 プロセス強制停止プロセスサーバ処理入り口 64

0xb124

0xb123 プロセス強制停止プロセスサーバ処理出口 64

0xb125

0xb126 プロセスサービス終了処理入り口 64

0xb127 プロセスサービス終了処理出口 64

0xb130 プロセスサービスによる一定間隔定期処理入り口 64

0xb131 プロセスサービスによる一定間隔定期処理出口 64

0xb132 プロセスサービスによるプロセス終了検知処理入り口 64

0xb133 プロセスサービスによるプロセス終了検知処理出口 64

0xc001 ジャーナルレコードヘッダ作成後 128

0xc002 ジャーナルブロックヘッダ作成後 128

0xc101 I/Oプロセスへのメッセージ送信直前 128

0xc102 I/Oプロセスからの応答メッセージを受信した直後 64

0xc103 I/Oプロセスへの RPCによるサービス要求直前 128

0xc104 I/Oプロセスからの RPC応答を受信した直後 64

0xc201 I/O要求のメッセージを受信した直後 128

0xc202 ジャーナルファイルへの出力処理直前 64

0xc203 ジャーナルファイルへの出力処理直後 64

0xc204 I/O要求プロセスへ I/O終了のメッセージを通知する直前 64

0xc205 I/O要求の RPCを受信した直後 128

0xc206 I/O要求プロセスへ I/O終了の RPC応答を送信する直前 128

0xc301 ジャーナルバッファリング処理開始時 64

0xc302 ジャーナルバッファリング処理終了時 64

0xc401 ジャーナルバッファの空き待ち直前 64

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0xc402 ジャーナルバッファの空き待ち直後 64

0xd000 TP1/Message Queue MQPUTリターン直前 256

0xd001 TP1/Message Queue MQGETリターン直前 256

0xd002 TP1/Message Queue 転送メッセージ登録のリターン直前 256

0xd003 TP1/Message Queue 転送メッセージ取り出しのリターン直
前

256

0xf000 ネームサーバが自ノードのプロセスからサービス情報送信要
求を受信したあと

128

0xf001 ネームサーバが他ノードへサービス情報を送信する前 128

0xf002 ネームサーバが他ノードへサービス情報を送信したあと 128

0xf003 ネームサーバが他ノードからサービス情報を受信したあと 128

0xf004 ネームサーバが自ノードのプロセスからサービス情報削除要
求を受信したあと

128

0xf005 ネームサーバが他ノードへサービス情報削除要求を送信する
前

128

0xf006 ネームサーバが他ノードへサービス情報削除要求を送信した
あと

128

0xf007 ネームサーバが他ノードからサービス情報削除要求を受信し
たあと

128

0xf008 ネームサーバが自ノードのプロセスからサービス情報削除要
求を受信したあと

64

0xf009 ネームサーバが他ノードへサービス情報削除要求を送信する
前

128

0xf00a ネームサーバが他ノードへサービス情報削除要求を送信した
あと

128

0xf00b ネームサーバが自ノードのプロセスからユーザサーバ負荷情
報の変更要求を受信したあと

128

0xf00c ネームサーバが他ノードへユーザサーバ負荷情報の変更要求
を送信する前

128

0xf00d ネームサーバが他ノードへユーザサーバ負荷情報の変更要求
を送信したあと

128

0xf00e ネームサーバが他ノードからユーザサーバ負荷情報の変更要
求を受信したあと

128

0xf010 ネームサーバがサービス情報検索要求を受信したあと 128

0xf011 ネームサーバが他ノードへサービス情報検索要求を送信する
前

128

0xf012 ネームサーバが他ノードへサービス情報検索要求を送信した
あと

128

0xf013 ネームサーバが他ノードからサービス情報検索要求を受信し
たあと

128

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
1248



付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
0xf014 ネームサーバが他ノードへサービス情報検索結果を送信する
前

128

0xf015 ネームサーバが他ノードからサービス情報検索結果を受信し
たあと

128

0xf016 ネームサーバがサービス情報検索結果を送信する前 128

0xf017 ネームサーバが他ノードからサービス情報検索結果を受信し
たあと

128

0xf018 ネームサーバが他ノードへサービス情報検索要求を送信する
前

128

0xf019 ネームサーバが他ノードへサービス情報検索要求を送信した
あと

128

0xf01a ネームサーバが他ノードからサービス情報検索結果を受信し
たあと

128

0xf020 ネームサーバが RPC実行時のサービス情報検索要求を受信
したあと

128

0xf021 ネームサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索
要求を送信する前

128

0xf022 ネームサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索
要求を送信したあと

128

0xf023 ネームサーバが他ノードから RPC実行時のサービス情報検
索要求を受信したあと

128

0xf024 ネームサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索
結果を送信する前

128

0xf025 ネームサーバが他ノードから RPC実行時のサービス情報検
索結果を受信したあと

128

0xf026 ネームサーバが RPC実行時のサービス情報検索結果を送信
する前

128

0xf027 name_global_lookupオペランドに Yを指定した場合にネー
ムサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索要求
を送信する前

128

0xf028 name_global_lookupオペランドに Yを指定した場合にネー
ムサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索要求
を送信したあと

128

0xf029 ネームサーバが他ノードへ RPC実行時のサービス情報検索
結果を送信する前

128

0xf030 ネームサーバが他ノードへノード情報を送信する前 64

0xf031 ネームサーバが他ノードへノード情報を送信したあと 64

0xf032 ネームサーバが他ノードからノード情報を受信したあと 64

0xf033 コマンドが他ノードへマネジャノード変更通知を送信する前 64

0xf034 コマンドが他ノードへマネジャノード変更通知を送信したあ
と

128

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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0xf035 ネームサーバが他ノードからマネジャノード変更通知を受信
したあと

64

0xf100 RPC抑止リストからノードを削除したあと 64

0xf101 RPC抑止リストへノードを登録したあと 64

0xf102 サービス情報をグローバルキャッシュから削除したあと
（ノード停止検出時）

128

0xf103 サービス情報をグローバルキャッシュへ登録したあと 128

0xf104 サービス情報をグローバルキャッシュから削除したあと
（ノード停止検出時以外）

128

0xf105 他ノードで動作しているユーザサーバの負荷情報を変更した
あと

128

0xf106 サービス情報検索処理を開始したあと 128

0xf107 サービス情報検索処理を終了する前 128

0xf108 RPC実行時に行うサービス情報検索処理を開始したあと 128

0xf109 RPC実行時に行うサービス情報検索処理を終了する前 128

0xf10c ノード情報をノードリストに登録したあと 64

0xf10d ノード情報をノードリストから一時削除したあと 64

0xf10e ノード情報をノードリストから削除したあと 64

0xf10f ほかの処理でノード情報が参照されていたため，ノード情報
をノードリストから削除しなかったとき

64

0xf110 ネームサーバのノードリストファイルの書き込みが完了した
あと

128

0xf111 ネームサーバのノードリストファイルからノードリストの引
き継ぎ機能が完了したあと

64

0xf112 ネームサーバがノードリストの引き継ぎ機能を無効にしたあ
と

64

0xf113 ネームサーバのノードリストファイルをオープンしたあと 128

0xf114 namdオンラインチェックファイルをオープンしたあと 64

0xf200 自ノードのネームサーバへサービス情報送信要求を送信する
前

128

0xf201 自ノードのネームサーバへサービス情報送信要求を送信した
あと

128

0xf202 自ノードのネームサーバへサービス情報削除要求を送信する
前

128

0xf203 自ノードのネームサーバへサービス情報削除要求を送信した
あと

128

0xf204 自ノードのネームサーバへサービス情報削除要求を送信する
前

64

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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イベント ID別の取得内容を，次の表に示します。

0xf205 自ノードのネームサーバへサービス情報削除要求を送信した
あと

64

0xf206 自ノードのネームサーバへユーザサーバの負荷情報変更要求
を送信する前

128

0xf207 自ノードのネームサーバへユーザサーバの負荷情報変更要求
を送信したあと

128

0xf210 自ノードのネームサーバへサービス情報検索要求を送信する
前

128

0xf211 自ノードのネームサーバへサービス情報検索要求を送信した
あと

128

0xf212 自ノードのネームサーバからサービス情報検索結果を受信し
たあと

128

0xf213 自ノードのネームサーバへサービス情報検索要求を送信する
前

128

0xf214 自ノードのネームサーバへサービス情報検索要求を送信した
あと

128

0xf215 自ノードのネームサーバからサービス情報検索結果を受信し
たあと

128

0xf216 RPC実行時，自ノードのネームサーバへサービス情報検索
要求を送信する前

128

0xf217 RPC実行時，自ノードのネームサーバへサービス情報検索
要求を送信したあと

128

0xf218 RPC実行時，自ノードのネームサーバからサービス情報検
索結果を受信したあと

128

0xf219 ノードリストファイルをオープンする前 128

0xf21a ノードリストファイルをオープンしたあと 128

0xf21b ノードリストファイルを読み込む前 64

0xf21c ノードリストファイルの読み込みが完了したあと 128

0xf21d ノードリストファイルの書き込み前 128

0xf21f ノードリストファイルのクローズ前 64

0xf220 ノードリストファイルのクローズしたあと 64

イベント ID タイミング トレースデータ長
（単位：バイト）
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表 L-2　イベント ID別の取得内容（性能検証用トレース）

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子

0x1000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x1001 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x1002 ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － － －

0x1003 ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － － －

0x1004 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

0x1005 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x1006 ○ － － ○ ○ － － － － － － －

0x1007 ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － － －

0x1008 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x1009 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

0x2000 ○ ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x2001 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

0x2002 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x2003 ○ ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x2004 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

0x2005 ○ ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x2007 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － －

0x4000 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4001 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4002 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4003 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4004 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4005 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4006 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4007 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4008 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4009 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x400a ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －
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0x400b ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x400c ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x400d ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x400e ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x400f ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4010 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4011 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4012 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4013 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4014 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4015 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4016 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － －

0x4017 ○ ○ － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4018 － － － － － ○ － ○ － － － －

0x4100 ○ － － ○ － － － － ○ － － －

0x4150 ○ － － ○ － － － ○ ○ － － －

0x4a00 － － － － － － － － － － － －

0x4a01 － － － － － － － ○ － － － －

0x4a02 － － － － － － － － － － － －

0x4a03 － － － － － － － ○ － － － －

0x4a04 － － － － － － － － － － － －

0x4a05 － － － － － － － ○ － － － －

0x4a06 － － － － － － － － － － － －

0x4a07 － － － － － － － ○ － － － －

0x4a08 － － － － － － － － － － － －

0x4a09 － － － － － － － ○ － － － －

0x4a0a － － － － － － － － － － － －

0x4a0b － － － － － － － ○ － － － －

0x4a0c － － － － － － － － － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0x4a0d － － － － － － － ○ － － － －

0x4a0e － － － － － － － － － － － －

0x4a0f － － － － － － － ○ － － － －

0x4b00 － － － － － － － － － － － －

0x4b01 － － － － － － － ○ － － － －

0x4b02 － － － － － － － － － － － －

0x4b03 － － － － － － － ○ － － － －

0x4b04 － － － － － － － － － － － －

0x4b05 － － － － － － － ○ － － － －

0x4b06 － － － － － － － － － － － －

0x4b07 － － － － － － － ○ － － － －

0x4b08 － － － － － － － － － － － －

0x4b09 － － － － － － － ○ － － － －

0x4b0a － － － － － － － － － － － －

0x4b0b － － － － － － － ○ － － － －

0x4b0c － － － － － － － － － － － －

0x4b0d － － － － － － － ○ － － － －

0x4b0e － － － － － － － － － － － －

0x4b0f － － － － － － － ○ － － － －

0x5001 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5002 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5003 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5004 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5005 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5006 － ○ － ○ ○ － － － － － － －

0x5007 － ○ － ○ ○ － － ○ － － － －

0x5008 － ○ － ○ ○ － － ○ － － － －

0x5200 － － － － － － － － － － － －

0x5201 － － － － － － － ○ － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0x6400 － － － － － － － － ○ － － －

0x6401 － － － － － － － ○ ○ － － －

0x6410 － － － － － － － － － － － －

0x6411 － － － － － － － ○ － － － －

0x6420 － － － － － － － － ○ － － －

0x6421 － － － － － － － ○ ○ － － －

0x6430 － － － － － － － － ○ － － －

0x6431 － － － － － － － ○ ○ － － －

0x6805 － － － － － － － ○ － － － －

0x6807 － － － － － － － ○ － － － －

0x6905 － － － － － － － ○ － － － －

0x6907 － － － － － － － ○ － － － －

0x6909 － － － － － － － ○ － － － －

0xb001 － － － － － － － － － － － －

0xb002 － － － － － － － － － － － －

0xb003 － － － － － － － － － － － －

0xb010 － － － － － － － － － － － －

0xb011 － － － － － － － － － － － －

0xb012 － － － － － － － － － － － －

0xb013 － － － － － － － － － － － －

0xb014 － － － － － － － － － － － －

0xb015 － － － － － － － － － － － －

0xb016 － － － － － － － － － － － －

0xb017 － － － － － － － － － － － －

0xb018 － － － － － － － － － － － －

0xb019 － － － － － － － － － － － －

0xb01a － － － － － － － － － － － －

0xb01b － － － － － － － － － － － －

0xb01c － － － － － － － － － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0xb01d － － － － － － － － － － － －

0xb01e － － － － － － － － － － － －

0xb01f － － － － － － － － － － － －

0xb020 － － － － － － － － － － － －

0xb021 － － － － － － － － － － － －

0xb022 － － － － － － － － － － － －

0xb023 － － － － － － － － － － － －

0xb024 － － － － － － － － － － － －

0xb025 － － － － － － － － － － － －

0xb026 － － － － － － － － － － － －

0xb027 － － － － － － － － － － － －

0xb110 － － － － － － － － － － － －

0xb111 － － － － － － － － － － － －

0xb114 － － － － － － － － － － － －

0xb115 － － － － － － － － － － － －

0xb118 － － － － － － － － － － － －

0xb119 － － － － － － － － － － － －

0xb11a － － － － － － － － － － － －

0xb11b － － － － － － － － － － － －

0xb11c － － － － － － － － － － － －

0xb11d － － － － － － － － － － － －

0xb120 － － － － － － － － － － － －

0xb121 － － － － － － － － － － － －

0xb122 － － － － － － － － － － － －

0xb123 － － － － － － － － － － － －

0xb124 － － － － － － － － － － － －

0xb125 － － － － － － － － － － － －

0xb126 － － － － － － － － － － － －

0xb127 － － － － － － － － － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0xb130 － － － － － － － － － － － －

0xb131 － － － － － － － － － － － －

0xb132 － － － － － － － － － － － －

0xb133 － － － － － － － － － － － －

0xc001 － － － － － － － － － － － －

0xc002 － － － － － － － － － － － －

0xc101 － － － － － － － － － － － －

0xc102 － － － － － － － － － － － －

0xc103 － － － － － － － － － － － －

0xc104 － － － － － － － － － － － －

0xc201 － － － － － － － － － － － －

0xc202 － － － － － － － － － － － －

0xc203 － － － － － － － － － － － －

0xc204 － － － － － － － － － － － －

0xc205 － － － － － － － － － － － －

0xc206 － － － － － － － － － － － －

0xc301 － － － － － － － － － － － －

0xc302 － － － － － － － － － － － －

0xc401 － － － － － － － － － － － －

0xc402 － － － － － － － － － － － －

0xd000 － － － － － － － ○ － ○ ○ ○

0xd001 － － － － － － － ○ － ○ ○ ○

0xd002 － － － － － － － ○ － ○ ○ ○

0xd003 － － － － － － － ○ － ○ ○ ○

0xf000 － － － － － － － － － － － －

0xf001 － － － － － － － － － － － －

0xf002 － － － － － － － ○ － － － －

0xf003 － － － － － － － － － － － －

0xf004 － － － － － － － － － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0xf005 － － － － － － － － － － － －

0xf006 － － － － － － － ○ － － － －

0xf007 － － － － － － － － － － － －

0xf008 － － － － － － － － － － － －

0xf009 － － － － － － － － － － － －

0xf00a － － － － － － － ○ － － － －

0xf00b － － － － － － － － － － － －

0xf00c － － － － － － － － － － － －

0xf00d － － － － － － － ○ － － － －

0xf00e － － － － － － － － － － － －

0xf010 － － － － － － － － － － － －

0xf011 － － － － － － － － － － － －

0xf012 － － － － － － － ○ － － － －

0xf013 － － － － － － － － － － － －

0xf014 － － － － － － － － － － － －

0xf015 － － － － － － － － － － － －

0xf016 － － － － － － － － － － － －

0xf017 － － － － － － － － － － － －

0xf018 － － － － － － － － － － － －

0xf019 － － － － － － － ○ － － － －

0xf01a － － － － － － － － － － － －

0xf020 － － － － － － － － － － － －

0xf021 － － － － － － － － － － － －

0xf022 － － － － － － － ○ － － － －

0xf023 － － － － － － － － － － － －

0xf024 － － － － － － － － － － － －

0xf025 － － － － － － － － － － － －

0xf026 － － － － － － － － － － － －

0xf027 － － － － － － － － － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
識
別
子
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0xf028 － － － － － － － ○ － － － －

0xf029 － － － － － － － － － － － －

0xf030 － － － － － － － － － － － －

0xf031 － － － － － － － ○ － － － －

0xf032 － － － － － － － － － － － －

0xf033 － － － － － － － － － － － －

0xf034 － － － － － － － ○ － － － －

0xf035 － － － － － － － － － － － －

0xf100 － － － － － － － － － － － －

0xf101 － － － － － － － － － － － －

0xf102 － － － － － － － － － － － －

0xf103 － － － － － － － － － － － －

0xf104 － － － － － － － － － － － －

0xf105 － － － － － － － － － － － －

0xf106 － － － － － － － － － － － －

0xf107 － － － － － － － ○ － － － －

0xf108 － － － － － － － － － － － －

0xf109 － － － － － － － ○ － － － －

0xf10c － － － － － － － － － － － －

0xf10d － － － － － － － － － － － －

0xf10e － － － － － － － － － － － －

0xf10f － － － － － － － － － － － －

0xf110 － － － － － － － ○ － － － －

0xf111 － － － － － － － － － － － －

0xf112 － － － － － － － ○ － － － －

0xf113 － － － － － － － ○ － － － －

0xf114 － － － － － － － ○ － － － －

0xf200 － － － － － － － － － － － －

0xf201 － － － － － － － ○ － － － －

イベント ID クライ
アント

OpenTP
1識別子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サーバ
OpenTP
1識別子

ル
ー
ト
Op
en
TP
1
識
別
子

ル
ー
ト
通
信
番
号

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
名

サ
ー
ビ
ス
名

リ
タ
ー
ン
コ
ー
ド

グロー
バルト
ランザ
クショ
ン識別
子

キ
ュ
ー
名

メ
ッ
セ
ー
ジ
ト
ー
ク
ン
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（凡例）
○：情報を取得します。
－：情報を取得しません。

（2） MCF性能検証用トレース情報の取得

OpenTP1は，次の表のイベント IDで示すタイミングでメッセージ送受信のトレース情
報を取得します。また，次の表には，イベント発生時に必要なトレースデータ長も示し
ています。

0xf202 － － － － － － － － － － － －

0xf203 － － － － － － － ○ － － － －

0xf204 － － － － － － － － － － － －

0xf205 － － － － － － － ○ － － － －

0xf206 － － － － － － － － － － － －

0xf207 － － － － － － － ○ － － － －

0xf210 － － － － － － － － － － － －

0xf211 － － － － － － － ○ － － － －

0xf212 － － － － － － － ○ － － － －

0xf213 － － － － － － － － － － － －

0xf214 － － － － － － － ○ － － － －

0xf215 － － － － － － － ○ － － － －

0xf216 － － － － － － － － － － － －

0xf217 － － － － － － － ○ － － － －

0xf218 － － － － － － － ○ － － － －

0xf219 － － － － － － － － － － － －

0xf21a － － － － － － － － － － － －

0xf21b － － － － － － － － － － － －

0xf21c － － － － － － － ○ － － － －

0xf21d － － － － － － － － － － － －

0xf21f － － － － － － － － － － － －

0xf220 － － － － － － － ○ － － － －

イベント ID クライ
アント
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
表 L-3　MCF性能検証用トレース情報の取得タイミング

（凡例）
C：MCF通信サービスプロセスで取得します。
U：ユーザサーバプロセスで取得します。

注※ 1
非トランザクション属性のMHPの場合には取得されません。このとき，トレースデータ長は
192バイトとなります。

注※ 2
COBOL言語で作成した UAP作成用プログラムの文法に誤りがあると，取得されない場合があ
ります。

注※ 3
送信メッセージの通番編集 UOCの場合は，ユーザサーバプロセスで取得します。

イベント ID タイミング 取得プロセス トレースデータ長
（単位：バイト）

0xa000 メッセージ受信直後 C 128

0xa001 メッセージ送信直前 C 128

0xa020 受信メッセージの入力キューへの格納直前（IJ
を取得する場合は，IJを取得する直前）

C 128

0xa021 MHPでのメッセージ受信直後（GJを取得す
る場合は，GJを取得する直前）

U 128

0xa022 送信メッセージの出力キューへの格納直後
（OJを取得する場合は，OJを取得する直前）

U 128

0xa023 トランザクションのコミット処理開始直前
（PJを取得する直前）

U 256

0xa024 トランザクションのコミット処理準備完了直後
（HJを取得する直前）

U 256

0xa025 トランザクションのロールバック直前（BJを
取得する直前）

U 256

0xa026 トランザクションの同期点処理終了直後（TJ
を取得する直前）

U 128

0xa027 メッセージ送信完了直後（AJを取得する場合
は，AJを取得する直前）

C 128

0xa050 MHPサービス関数を呼び出す直前 U 320※ 1

0xa051 MHPサービス関数がリターンした直後 U 320※ 1

0xa060 関数が呼び出された直後※ 2 U 128

0xa061 関数がリターンする直前※ 2 U 128

0xa070 UOCを呼び出す直前 C※ 3 128

0xa071 UOCがリターンした直後 C※ 3 128
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
イベント ID別の取得内容を，次の表に示します。

表 L-4　イベント ID別の取得内容（MCF性能検証用トレース）

（凡例）
○：情報を取得します。
－：情報を取得しません。

注※ 1
MCF固有情報の詳細は，表 L-5を参照してください。

イベン
ト ID

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Op
enT
P1
識
別
子

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
通
信
番
号

サ
ー
バ
Op
enT
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子
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ト
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子
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ト
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ザ
ク
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子
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MC
F
固
有
情
報※

1

0xa000 － － － － － － － － － － － － ○

0xa001 － － － － － － － － － － － － ○

0xa020 － － － － － － － － － － － － ○

0xa021 － － － － － － － － － － － － ○

0xa022 － － － － － － － － － － － － ○

0xa023 － － － － － － － － ○ － － － ○

0xa024 － － － － － － － － ○ － － － ○

0xa025 － － － － － － － － ○ － － － ○

0xa026 － － － － － － － － － － － － ○

0xa027 － － － － － － － － － － － － ○

0xa050 － － － － － ○ ○ － ○※
1

－ － － －

0xa051 － － － － － ○ ○ － ○※
1

－ － － －

0xa060 － － － － － － － － － － － － ○

0xa061 － － － － － － － ○ － － － － ○

0xa070 － － － － － － － － － － － － ○

0xa071 － － － － － － － ○※
2

－ － － － ○
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
注※ 2
送信メッセージの通番編集 UOCの場合には取得されません。

MCF固有のイベント ID別のダンプ出力情報を，次の表に示します。

表 L-5　イベント ID別のダンプ出力情報（MCF性能検証用トレース）

（凡例）
－：情報を取得しません。

注※ 1

イベント ID Offset

0x0000～
0x0003

0x0004～
0x0007

0x0008～
0x000f

0x0010～
0x0017

0x0018～
0x001f

0xa000 MCF識別子 スレッド ID － 入力元論理端
末名

プロトコル
データ種別
※ 1

0xa001 MCF識別子 スレッド ID － 出力先論理端
末名

MAP名※
2，プロトコ
ルデータ種
別※ 1

0xa020 MCF識別子 スレッド ID アプリケー
ション名

入力元論理端
末名

"IJ"

0xa021 － － アプリケー
ション名

入力元論理端
末名

"GJ"

0xa022 － － アプリケー
ション名

出力先論理端
末名

"OJ"

0xa023 － － － － "PJ"

0xa024 － － － － "HJ"

0xa025 － － － － "BJ"

0xa026 － － － － "TJ"

0xa027 MCF識別子 スレッド ID アプリケー
ション名

出力先論理端
末名

"AJ"

0xa050 － － － － －

0xa051 － － － － －

0xa060 MCF識別子 スレッド ID － － API名称※
3

0xa061 MCF識別子 スレッド ID アプリケー
ション名

論理端末名 API名称※
3

0xa070 MCF識別子 スレッド ID － － UOC名称※
3

0xa071 MCF識別子 スレッド ID － － UOC名称※
3
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
TP1/NET/OSAS-NIFを使用している場合にだけ，プロトコルデータ種別を取得します。

注※ 2
TP1/NET/XMAP3を使用している場合にだけ，MAP名（マップ名称）を取得します。

注※ 3
MCF提供関数別の API名称出力情報については表 L-6を，UOC別の UOC名称出力情報につ
いては表 L-7を参照してください。

MCFの関数別 API名称の出力情報を，次の表に示します。

表 L-6　MCFの関数別の API名称出力情報

MCF提供関数 C言語ライブラリ関数名 API名称出力情報

アプリケーションに関するタイマ起動要求の削除 dc_mcf_adltap "TDLTAP"

アプリケーション情報通知 dc_mcf_ap_info "APINFO"

アプリケーション情報通知 dc_mcf_ap_info_uoc "APINFO_U"

MHPのコミット dc_mcf_commit "COMMIT"

継続問い合わせ応答の終了 dc_mcf_contend "CONTEND"

アプリケーションプログラムの起動 dc_mcf_execap "EXECAP"

メッセージの受信 dc_mcf_receive "RECEIVE"

同期型のメッセージの受信 dc_mcf_recvsync "RECVSYNC"

応答メッセージの送信 dc_mcf_reply "REPLY"

メッセージの再送 dc_mcf_resend "RESEND"

MHPのロールバック dc_mcf_rollback "ROLLBACK"

メッセージの送信 dc_mcf_send "SEND"

同期型のメッセージの送受信 dc_mcf_sendrecv "SENDRECV"

同期型のメッセージの送信 dc_mcf_sendsync "SENDSYNC"

コネクションの確立 dc_mcf_tactcn "TACTCN"

論理端末の閉塞解除 dc_mcf_tactle "TACTLE"

コネクションの解放 dc_mcf_tdctcn "TDCTCN"

論理端末の閉塞 dc_mcf_tdctle "TDCTLE"

論理端末の出力キュー削除 dc_mcf_tdlqle "TDLQLE"

一時記憶データの受け取り dc_mcf_tempget "TEMPGET"

一時記憶データの更新 dc_mcf_tempput "TEMPPUT"

ユーザタイマ監視の取り消し dc_mcf_timer_cancel "TIMERCAN"

ユーザタイマ監視の設定 dc_mcf_timer_set "TIMERSET"

コネクションの状態表示 dc_mcf_tlscn "TLSCN"

MCF通信サービス情報通知 dc_mcf_tlscom "TLSCOM"

論理端末の状態取得 dc_mcf_tlsle "TLSLE"

サーバ型コネクションの確立要求の受付状態取得 dc_mcf_tlsln "TLSLN"
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
MCFのUOC別 UOC名称の出力情報を，次の表に示します。

表 L-7　MCFの UOC別の UOC名称出力情報

付録 L.2　性能検証用トレース情報の取得例
ここでは，性能検証用トレースの取得例を，使用する製品別に示します。なお，実際の
トレースの出力方法は，システム構成によって変わります。

（1） TP1/Server Baseの取得例

ノード Aからノード Bに RPCを行う場合の例，およびその場合の TP1/Server Baseの
性能検証用トレースの取得例を次に示します。

図 L-1　TP1/Server Baseでノード Aからノード Bに RPCを行う場合の例

サーバ型コネクションの確立要求の受付終了 dc_mcf_tofln "TOFLN"

サーバ型コネクションの確立要求の受付開始 dc_mcf_tonln "TONLN"

UOCの種類 UOC名称出力情報

送信メッセージの通番編集 UOC "SEND_UOC"

上記以外の UOC UOC関数のアドレスを設定するシステム提供変数
名称

MCF提供関数 C言語ライブラリ関数名 API名称出力情報
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
図 L-2　TP1/Server Baseの性能検証用トレースの取得例
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
（2） TP1/Message Controlの取得例

相手システムからメッセージを受信してメッセージを送信する場合の，TP1/Message 
Controlの性能検証用トレースの取得例を次に示します。
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
図 L-3　TP1/Message Controlの性能検証用トレースの取得例
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
（3） TP1/Message Queueの取得例

相手システムからメッセージを受信して応答メッセージを送信する場合の，TP1/
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
Message Queueの性能検証用トレースの取得例を次に示します。

図 L-4　TP1/Message Queueの性能検証用トレースの取得例
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付録 L　性能検証用トレース情報の取得・解析
付録 L.3　性能検証用トレース情報の解析例

（1） 性能検証用トレースの編集コマンド

性能検証用トレースを編集するには prfedコマンド，または dcalzprfコマンドを使用し
ます。それぞれのコマンドの利用方法，出力内容については，「13.　運用コマンドの詳
細」の「prfed」または「dcalzprf」を参照してください。

性能検証用トレースを編集する際，コマンドにトレース情報を絞り込むための引数を渡
せます。性能検証用トレースは，トレース情報を絞り込まないで編集すると，多大な情
報が出力され，コマンド処理に時間が掛かる場合があります。そのため，解析作業をス
ムーズに行えるよう，あらかじめわかっている情報から，トレース情報を極力絞り込む
ことをお勧めします。特に，トレースが取得された時間帯やプロセス IDで絞り込める
と，編集出力される情報量を抑えることができます。

prfedコマンドは，時刻を軸とした一次元での編集結果を出力します。一方，dcalzprfコ
マンドは出力形式が csvとなっており，時刻とプロセスを軸とした二次元での編集結果
を出力します。また，prfedコマンドに比べてトレース情報の選択オプションが豊富であ
1272
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り，効率の良い絞り込みができます。これらの特長によって，prfedコマンドに比べて，
dcalzprfコマンドは容易に性能検証用トレースを解析できます。

（2） トレース情報の見方

性能検証用トレースを編集出力すると，さまざまな情報が表示されます。各項目の意味
を次の表に示します。

表 L-8　性能検証用トレースの出力項目

項目 説明

ノード ID トレース情報を取得したプロセスが所属していた OpenTP1システムのノード
IDです。複数ノードの性能検証用トレースをまとめて編集した際に，どの
ノードに所属していたプロセスかを判別するために使用します。

ラン ID トレース情報を取得したプロセスが所属していた OpenTP1システムのラン
IDです。複数回のオンラインの性能検証用トレースをまとめて編集した際に，
いつのオンラインの時に取得されたトレース情報なのかを判別するために使用
します。

トレース通番 トレース情報を取得したプロセスが取得していた性能検証用トレース情報の通
番です。1～ 65535まで 1ずつ，トレース情報を取得するたびに増加します。
65535の次は 1に戻ります。
同一プロセスのトレースについて，連続性を確認するために使用します。

イベント ID 各トレース情報の識別子です。トレースの取得個所ごとに決められており，ど
この処理で取得されたトレース情報なのかを判別するために使用します。

サーバ名 トレース情報を取得したプロセスのサーバ名です。

リターンコード OpenTP1提供関数のリターンコードです。処理の成功・失敗などを判別する
ために使用します。 

クライアント
OpenTP1識別子

ノード間の通信でのクライアント側の OpenTP1識別子（ノード ID）です。

クライアント通信番号 他ノードや他プロセスに通信するときに，OpenTP1システム が付加する番号
です。同一の OpenTP1システムで一意になります。
クライアント OpenTP1識別子とクライアント通信番号をセットにして検索す
ることで，通信の流れを追跡できます。

サーバ OpenTP1識別
子

ノード間の通信でのサーバ側の OpenTP1識別子（ノード ID）です。

ルート OpenTP1識別
子

通信が複数のノードにまたがっている場合，その通信のルートとなるノードの
OpenTP1識別子（ノード ID）です。
ノードを何度またがっても，同じ識別子が使用されます。

ルート通信番号 他ノードや，他プロセスに通信するときに OpenTP1システム が付加する番
号です。同一の OpenTP1システムで一意になります。
ノードを何度またがっても，同じ識別子が使用されます。
ルート OpenTP1識別子とルート通信番号をセットにして検索することで，一
連の通信の流れを追跡できます。

サービスグループ名 RPC要求先のサービスグループ名です。

サービス名 RPC要求先のサービス名です。
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（3） 性能検証用トレースの利用例

性能検証用トレースには，ノード間の通信の際にクライアント・サーバ同士を関連づけ
るためのキーとして，クライアント通信番号やルート通信番号などが含まれています。
ノードをまたがって OpenTP1の処理を追いかける場合，このキーを基に，クライアン
ト・サーバそれぞれで取得したトレースを関連づけることができます。

クライアント・サーバそれぞれのノードで取得されるトレースの内容について次に示し
ます。

グローバルトランザク
ション ID

グローバルトランザクションを識別するための IDです。グローバルトランザ
クション IDをキーに検索することで，一連のトランザクションの流れを追跡
できます。

イベント種別 トランザクションサービスが取得しているトレース情報に付加されている情報
です。XA関数の出入り口情報や，トランザクションサービスに関係するイベ
ント情報が出力されます。
出力されているイベントによって処理の進行状況がわかり，ボトルネックの調
査などに利用できます。

項目 説明
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なお，OpenTP1識別子と通信番号はセットで比較してください。OpenTP1識別子だけ
の場合，ノードは特定できますが，どの通信なのかを特定するのは困難です。また，通
信番号だけの場合は，ノードの特定が困難です。

（4） dcalzprfコマンドでの性能検証用トレース解析

dcalzprfコマンドには，性能検証用トレースを編集・解析するためのさまざまな機能が
あります。

dcalzprfコマンドで出力された CSVファイルは，表計算ソフトを使用して参照・編集す
ると，時間とプロセスを軸とした二次元的な情報表示ができます。これによって，ト
レースデータの流れがわかりやすくなります。また，表計算ソフトのフィルタリング機
能を使用すれば，dcalzprfコマンドで絞り込めなかったデータを直接，絞り込めます。

ここでは，dcalzprfコマンドでのトレース解析方法を紹介します。
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（a）イベント間の時刻差算出（-Cオプション，および -Fオプション）

dcalzprfコマンドでは，出力される各イベントとイベントの間の時刻差を，編集出力時
に算出できます。時刻差の算出には，-Cオプションおよび -Fオプションを使用します。
-Cオプションに時刻差を計算する始点となるイベント IDを指定し，-Fオプションに終
点となるイベント IDを指定します。

例えば，「-C 0x4005 -F 0x4006」と指定して編集出力をすると，始点を 0x4005（コミッ
ト電文の受信イベント）から 0x4006（コミット完了電文の送信イベント）までの時刻
差，つまりコミット処理に掛かった時間を算出できます。そのほか，「-C 0x4100 -F 
0x4150」と指定すると，トランザクション開始から終了までの時間を，「-C 0x1000 -F 
0x1004」と指定すると，RPCでサービスの呼び出しに掛かった時間をそれぞれ算出でき
ます。

ただし，時刻差を算出できるのは，同一プロセス上のイベント同士だけです。別プロセ
ス上のレコードに出力されるイベント同士は，-Cオプションおよび -Fオプションでは時
刻差を算出できません。
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図 L-5　通常の prfトレース発行順の場合の編集結果

一部の prfトレースの情報に抜けが発生した場合，抜けたトレースのイベント IDを -C
オプションまたは -Fオプションに指定しても，時刻差を算出できません。
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図 L-6　トレースの一部に抜けが発生している場合の編集結果

-Cオプションおよび -Fオプションの両方で指定したイベント IDのトレースに連続で抜
けが発生した場合，本来よりも長い時刻差で算出されることがあります。
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図 L-7　トレースに連続で抜けが発生している場合の編集結果

また，始点と終点を -Cオプションおよび -Fオプションにそれぞれ複数指定すれば，複
数種類のイベント IDの時刻差を取得できます。しかし，トレースが「始点 -始点 -終点
-終点」の順序になっている場合は，仮にトレースに抜けがないときでも，意図したイベ
ントの時刻差とは異なる時刻差が算出されることがあります。この場合，-Cオプション
および -Fオプションを一つずつ指定すると，正しい時刻差が算出されます。
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図 L-8　「始点 -始点 -終点 -終点」の順序になっている場合の編集結果

（b）別プロセス同士のイベント時刻差算出（-dオプション）

別プロセス同士のイベント時刻差を算出する場合は，-dオプションを使うと便利です。
-dオプションは，指定された起点時刻から各レコードまでの時刻差を編集出力時に表示
します。起点時刻との時刻差はマイクロ秒で表示されており，レコード同士の時刻を引
き算することで，レコード間の時刻を容易に算出できます。
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（c） -Cオプション，-Fオプション，および -dオプションで算出した時刻差の表示について

CSVファイルの参照・編集に表計算ソフトを使用している環境で，-Cオプションおよび
-Fオプションで算出される時刻差や，-dオプションで算出される時刻差が大きい値の場
合，指数表記で表示されるときがあります。また，けた落ちが発生することもあります。
そのため，時刻差が大きくなり過ぎないよう，トレース情報を絞り込むことをお勧めし
ます。-Cオプションおよび -Fオプションにイベント IDを指定，また，-dオプションに
起点時刻を指定して，トレース情報を絞り込むことで，時刻差の値を小さくできます。
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付録 M　シナリオテンプレートの詳細
シナリオテンプレートの詳細をアルファベット順に説明します。なお，
OpenTP1_ScenarioScaleoutシナリオテンプレートはスケールアウトのサンプルシナリ
オテンプレートです。

シナリオテンプレートから実行される OpenTP1コマンドの優先順位を下げないために，
シナリオテンプレートの「優先順位」を「3」に設定してください。優先順位の設定につ
いては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 - Scenario Operation」
を参照してください。

異常時の対処
シナリオ実行時に異常が発生すると，エラーメッセージが出力されることがありま
す。エラーメッセージに従って対処してください。エラーメッセージの詳細につい
ては，マニュアル「OpenTP1 メッセージ」を参照してください。

付録 M.1　OpenTP1_AddNode
名称

OpenTP1_AddNode

概要
OpenTP1ノードのドメイン定義ファイルへの追加

機能
ドメイン構成を更新するノードのドメイン定義ファイルに，新しく追加する
OpenTP1ノードのホスト名およびポート番号を追加します。
新しく追加した OpenTP1ノードのホスト名およびポート番号を，自ホストのドメ
イン定義ファイルに追加する場合に，このシナリオテンプレートをシナリオの配下
に複写して，シナリオの一部として利用します。
このシナリオテンプレートを実行したあとに OpenTP1_UpdateDomainシナリオテ
ンプレートを実行すると，ドメイン構成が更新されます。
このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件は，システム共通定義の
name_domain_file_useオペランドに Yを指定していることです。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
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この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● ADD_HOST_NAME　　～〈1～ 255文字の文字列〉
OpenTP1システムに新しく追加する OpenTP1ノードのホスト名を指定しま
す。

● PORT_NUMBER　　～（（5001～ 65535））
新しく追加する OpenTP1ノードのネームサーバが使用するポート番号を指定
します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.2　OpenTP1_ChangeNodeID
名称

OpenTP1_ChangeNodeID

概要
OpenTP1のノード IDの設定

機能
新しく追加する OpenTP1のノード IDを設定します。
このシナリオテンプレートを実行すると，システム共通定義の node_idオペランド
に指定したノード IDを設定します。このシナリオテンプレートを実行する前に，シ
ステム共通定義の node_idオペランドに次のように指定してください。
 
set node_id = @DCNODE_ID@
 

スケールアウトや OpenTP1の環境設定でノード IDを変更する場合に，このシナリ
オテンプレートをシナリオの配下に複写して，シナリオの一部として利用します。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
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OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● NODE_ID　　～〈4文字の文字列〉
設定する OpenTP1のノード IDを指定します。
OpenTP1システムで一意になるように指定してください。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.3　OpenTP1_Deploy
名称

OpenTP1_Deploy

概要
OpenTP1の登録

機能
指定した OpenTP1ディレクトリ下の OpenTP1を，OSに登録します。
スケールアウト，ローリングアップデートなどで OpenTP1を OSに登録する場合に
利用します。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリ
オの一部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
登録する OpenTP1ディレクトリ名を指定します。
OpenTP1システムで一意になるように指定してください。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
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トでシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
スーパユーザです。

付録 M.4　OpenTP1_ScenarioAddNode
名称

OpenTP1_ScenarioAddNode

概要
ドメインの新規追加

機能
OpenTP1システムのドメイン構成を更新するノードのドメイン定義ファイルに，新
しく OpenTP1ノードを追加します。
新しく追加した OpenTP1ノードを，ドメイン構成を更新するノードに追加する場
合に利用します。これによって，クライアントは新しく追加した OpenTP1ノード
のサービスを利用できます。
このシナリオテンプレートは，次に示すシナリオテンプレートで構成されています。
• OpenTP1_AddNode
• OpenTP1_UpdateDomain

このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件を次に示します。
• システム共通定義の name_domain_file_useオペランドに Yを指定している
• ドメイン構成を更新するノードがオンラインである

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。
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● ADD_HOST_NAME　　～〈1～ 255文字の文字列〉
OpenTP1システムに新しく追加する OpenTP1のホスト名を指定します。

● PORT_NUMBER　　～（（5001～ 65535））
OpenTP1システムに新しく追加する OpenTP1ノードのネームサーバが使用す
るポート番号を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.5　OpenTP1_Start
名称

OpenTP1_Start

概要
OpenTP1の起動

機能
新しく追加した OpenTP1を起動します。前回の終了モードが正常終了の場合は正
常開始，異常終了の場合は再開始します。
スケールアウト，ローリングアップデートなどで OpenTP1を起動する場合に利用
します。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの
一部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。
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実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.6　OpenTP1_StartUAP
名称

OpenTP1_StartUAP

概要
UAPの起動

機能
ユーザサーバを起動します。
スケールアウトなどでユーザサーバを起動する場合に利用します。このシナリオテ
ンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一部としても利用できま
す。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

●USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
起動するユーザサーバ名を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.7　OpenTP1_Stop
名称
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OpenTP1_Stop

概要
OpenTP1の停止

機能
OpenTP1を停止して，OpenTP1ノードの空いているリソースを解放します。
スケールイン，ローリングアップデートなどで OpenTP1を停止する場合に利用し
ます。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一
部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.8　OpenTP1_StopUAP
名称

OpenTP1_StopUAP

概要
UAPの停止

機能
ユーザサーバを停止します。
スケールインなどでユーザサーバを停止する場合に利用します。このシナリオテン
プレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一部としても利用できます。
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入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

●USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
停止するユーザサーバ名を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.9　OpenTP1_Undeploy
名称

OpenTP1_Undeploy

概要
OpenTP1の削除

機能
指定した OpenTP1ディレクトリ下の OpenTP1を，OSから削除します。
ローリングアップデートで OpenTP1を OSから削除する場合に利用します。このシ
ナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一部としても利
用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
削除する OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。
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● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
スーパユーザです。

付録 M.10　OpenTP1_UpdateDomain
名称

OpenTP1_UpdateDomain

概要
ドメイン構成の更新

機能
OpenTP1システムのドメイン構成を，OpenTP1の動作中に更新します。
OpenTP1_AddNodeシナリオテンプレートなどでドメイン定義ファイルに追加した
新しいノードをシステムに追加する場合に，このシナリオテンプレートをシナリオ
の配下に複写して，シナリオの一部として利用します。
このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件を次に示します。
• システム共通定義の name_domain_file_useオペランドに Yを指定している
• OpenTP1がオンラインである

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
OpenTP1ディレクトリ名を指定します。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
1290



付録 M　シナリオテンプレートの詳細
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 M.11　OpenTP1_ScenarioScaleout
名称

OpenTP1_ScenarioScaleout

概要
スケールアウトのサンプルシナリオテンプレート

機能
OpenTP1をインストールしたあとに実行すると，OpenTP1の環境設定をして，
OpenTP1およびサンプル SPPを起動します。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
登録する OpenTP1ディレクトリ名を指定します。
OpenTP1システムで一意になるように指定してください。

● DCCONFPATH
OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1ノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● GROUP_NAME
OpenTP1グループ名を指定します。
入力シナリオ変数 USER_NAMEを指定した場合は，必ず入力シナリオ変数
GROUP_NAMEも指定してください。

● BETRAN_FILE1
A系の OpenTP1ファイルシステムのパスを指定します。
キャラクタ型スペシャルファイルを指定する場合は，シナリオテンプレートを
実行する前に，パーティションを割り当ててください。

● BETRAN_FILE2
B系の OpenTP1ファイルシステムのパスを指定します。
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キャラクタ型スペシャルファイルを指定する場合は，シナリオテンプレートを
実行する前に，パーティションを割り当ててください。

● USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
起動するユーザサーバ名を指定します。
サンプルシナリオテンプレートを使用する場合は，basesppを指定してくださ
い。

● NODE_ID　　～〈4文字の文字列〉
設定する OpenTP1のノード IDを指定します。
OpenTP1システムで一意になるように指定してください。

● PORT_NUMBER　　～（（5001～ 65535））
OpenTP1システムに新しく追加する OpenTP1ノードのネームサーバが使用す
るポート番号を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
環境設定をする OpenTP1のディレクトリを作成するシナリオジョブ，および
OpenTP1を OSに登録するシナリオジョブは，スーパユーザが実行します。それ以
外のシナリオジョブは，入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管
理者が実行します。
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数字

1トランザクションで必要なトレースデータ
長 1242

A

AJレコード形式 1072

C

CPU障害 403

D

damadd 478
dambkup 481
damchdef 483
damchinf 484
damdel 486
DAM FRC 258
damfrc 487
DAM FRCを 1回で実行するとき 258
DAM FRCを複数回に分けて実行するとき 

258
damhold 492
damload 494
damls 496
damlsコマンドによる状態表示 256
damrles 498
damrm 500
damrstr 502
DAMファイルの運用 255
DAMファイルの回復 258
DAMファイルのキャッシュブロック数の設
定 259

DAMファイルのサイズの見積もり式 1234
DAMファイルの作成 255
DAMファイルの状態管理 255
DAMファイルの状態表示 255
DAMファイルの追加と削除 256
DAMファイルの排他 259

DAMファイルのバックアップ 257
DAMファイルのバックアップとリストア 

257
DAMファイルのブロック長の拡張 260
DAMファイルのユーザデータの抽出 261
DAMファイルのリストア 257
dcalzprf 505
dcauditsetup 519
dccspool 522
dcdefchk 525
dcdefchkコマンドのチェック処理の流れ 14
dcjchconf 528
dcjcmdex 531
dcjnamch 533
dcmakeup 535
dcmapchg 536
dcmapls 538
dcmstart 542
dcmstop 545
dcndls 548
dcpplist 551
dcrasget 552
dcreport 554
dcreset 557
dcsetup 558
dcshmls 561
dcstart 565
dcstats 568
dcstop 571
dcsvstart 574
dcsvstop 576

F

filbkup 578
filchgrp 581
filchmod 583
filchown 586
fills 588
fillsコマンドによる状態表示 255
filmkfs 592
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filrstr 594
filstatfs 597
FILイベントトレース情報ファイル 22
FILイベントトレース情報ファイルのバック
アップファイル 22

G

GJレコード形式 1073

I

I/O障害処理続行型テーブル 264
IJレコード形式 1074

J

jnladdpf 600
jnlardis 602
jnlarls 603
jnlatunl 606
jnlchgfg 609
jnlclsfg 612
jnlcolc 615
jnlcopy 620
jnldelpf 624
jnledit 626
jnlinit 636
jnlls 638
jnlmcst 647
jnlmcstコマンドで取得できる稼働統計情報 

236
jnlmkrf 653
jnlopnfg 655
jnlrinf 658
jnlrm 660
jnlrput 661
jnlrputコマンドで出力できるデータ 233
jnlsort 675
jnlstts 678
jnlsttsコマンドで編集できる稼働統計情報 

234
jnlswpfg 693
jnlunlfg 695
JNL性能検証用トレース情報ファイル 21

JNL性能検証用トレース情報ファイルの
バックアップファイル 21

JP1連携時の運用 173

L

LAN障害 395
lckls 701
lckpool 703
lckrminf 704
LCK性能検証用トレース情報ファイル 21
LCK性能検証用トレース情報ファイルの
バックアップファイル 21

logcat 705
logcon 708

M

MCF 31
mcfaactap 710
mcfaclcap 712
mcfadctap 714
mcfadltap 717
mcfalsap 719
mcfalstap 722
mcfreport 725
mcfstats 729
mcfstats，mcfreportで取得できる稼働統計
情報 238

mcftactcn 733
mcftactle 736
mcftactmj 739
mcftactsg 741
mcftactss 743
mcftactsv 746
mcftchcn 748
mcftdctcn 750
mcftdctle 753
mcftdctmj 756
mcftdctsg 758
mcftdctss 760
mcftdctsv 762
mcftdlqle 764
mcftdlqsg 767
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mcftdmpqu 769
mcftedalt 772
mcftendct 774
mcfthldiq 777
mcfthldoq 780
mcftlsbuf 783
mcftlscn 786
mcftlscom 790
mcftlsle 793
mcftlsln 798
mcftlssg 800
mcftlssv 803
mcftlstrd 805
mcftlsutm 807
mcftofln 811
mcftonln 813
mcftrlsiq 815
mcftrlsoq 817
mcftspqle 819
mcftstalt 822
mcftstart 824
mcftstop 826
mcftstptr 829
mcftstrtr 830
mcftswptr 831
mcfuevt 833
MCFアプリケーション起動プロセスプログ
ラムファイル 18,332

MCF稼働統計情報 236,238
MCF稼働統計情報の出力 647,729
MCF稼働統計情報の編集 725
MCF稼働統計情報の編集内容（jnlmcstコマ
ンド） 237

MCF稼働統計情報の編集内容（mcfreport
コマンド） 239

MCF稼働統計情報ファイル 22
MCF共用メモリダンプファイル 26
MCF構成変更再開始機能使用時の OpenTP1
の終了と再開始 299

MCF構成変更再開始機能使用時の構成変更
手順 301

MCF構成変更再開始機能使用時の準備 296

MCF構成変更再開始機能使用時の障害対策 
312

MCF構成変更再開始機能使用時の流れ 295
MCF構成変更再開始機能使用時のメッセー
ジのバックアップとリストア 309

MCF構成変更再開始機能に関する運用 295
MCF構成変更準備停止 45
MCFサービス名の登録 35
MCF性能検証用トレース情報の取得 1260
MCF性能検証用トレース情報ファイル 21
MCF性能検証用トレース情報ファイルの
バックアップファイル 21

MCFダンプファイル 26
MCF通信サービスに関する運用 270
MCF通信サービスのMCFメイン関数の作
成方法 31

MCF通信サービスの開始の待ち合わせ 270
MCF通信サービスの状態参照と開始待ち合
わせ 790

MCF通信サービスの状態表示 270
MCF通信サービスの部分入れ替え 152
MCF通信サービスの部分開始 824
MCF通信サービスの部分停止 826
MCF通信プロセスプログラムファイル 

18,332
MCFトレース取得の開始 830
MCFトレース取得の終了 829
MCFトレースの一時出力 110
MCFトレースのスワップ 110
MCFトレースファイル 21
MCFトレースファイルの強制スワップ 831
MCFメイン関数 31
MCFメイン関数のディレクトリへの組み込
み方法の概要 35

MJレコード形式 1075

N

namalivechk 835
namblad 837
namchgfl 839
namdomainsetup 843
nammstr 844
namndchg 848
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namndopt 851
namndrm 854
namnlcre 857
namnldel 858
namnldsp 859
namsvinf 861
namunavl 868
NAMイベントトレース情報ファイル 22
NAMイベントトレース情報ファイルのバッ
クアップファイル 22

O

OJレコード形式 1076
OpenTP1_AddNode 1282
OpenTP1_ChangeNodeID 1283
OpenTP1_Deploy 1284
OpenTP1_ScenarioAddNode 1285
OpenTP1_ScenarioScaleout 1291
OpenTP1_Start 1286
OpenTP1_StartUAP 1287
OpenTP1_Stop 1287
OpenTP1_StopUAP 1288
OpenTP1_Undeploy 1289
OpenTP1_UpdateDomain 1290
OpenTP1オンラインの運用 49
OpenTP1が異常終了した場合 400
OpenTP1が停止しない場合 399
OpenTP1管理者による環境設定 12
OpenTP1管理者の環境設定 15,330
OpenTP1管理者の設定 360
OpenTP1管理者の登録 5,328
OpenTP1起動確認とキャッシュ削除 835
OpenTP1起動確認とキャッシュ削除機能 

120
OpenTP1起動通知情報の強制的無効化 868
OpenTP1グループの設定 5,328
OpenTP1実行時に作成されるファイル 21
OpenTP1実行時に作成されるファイルと
ディレクトリ 334

OpenTP1障害 397
OpenTP1ディレクトリの作成 6,328,360
OpenTP1デバッグ情報ファイル 26
OpenTP1内部処理用のファイル 28

OpenTP1の OSへの登録 329,360
OpenTP1の OSへの登録と削除 558
OpenTP1のイベント 1055
OpenTP1の運用コマンド一覧 455
OpenTP1の運用コマンドが応答待ちタイム
アウトになる場合 401

OpenTP1の運用コマンドが正常終了しない
場合 401

OpenTP1ノードの RPC抑止リスト操作 
837

OpenTP1ノードの状態表示 344,548
OpenTP1の開始 565
OpenTP1の開始と終了 41,341
OpenTP1の環境設定 328
OpenTP1の環境設定手順 3
OpenTP1のサーバ情報の表示 861
OpenTP1の実行形式ファイル 19
OpenTP1の終了 571
OpenTP1のドメイン 116
OpenTP1のドメインに関する運用 116
OpenTP1の内部制御用資源の確保と解放 

535
OpenTP1のファイルの運用 207
OpenTP1の付加機能の運用 317
OpenTP1のプロセスの強制停止 873
OpenTP1の連続運転に関する運用 150
OpenTP1ファイル以外のファイルの作成 

17,332,363
OpenTP1ファイルグループの変更 209,581
OpenTP1ファイルシステムの運用 208
OpenTP1ファイルシステムのガーベジコレ
クション 210

OpenTP1ファイルシステムの作成 208
OpenTP1ファイルシステムの状態表示 

208,597
OpenTP1ファイルシステムの初期設定 

16,331,360,592
OpenTP1ファイルシステムの属性変更の手
順 211

OpenTP1ファイルシステムの内容表示 
208,588

OpenTP1ファイルシステムのバックアップ 
209,578
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OpenTP1ファイルシステムの見積もり式 
1240

OpenTP1ファイルシステムのリストア 
209,594

OpenTP1ファイルシステム領域 
8,208,329

OpenTP1ファイルシステム領域の作成 
8,329

OpenTP1ファイルシステム領域の所有者と
アクセス権 8,330

OpenTP1ファイル障害 380
OpenTP1ファイル所有者の変更 209,586
OpenTP1ファイルのアクセス許可モードの
変更 210,583

OpenTP1ファイルの再作成 211
OpenTP1ファイルの作成 16,331,362
OpenTP1ファイルの見積もり式 1219
OpenTP1プログラムファイル 19
OpenTP1を開始できない場合 397
OSI TP通信の未決着トランザクション情報
の表示 1004

OSへの登録と削除 6

P

prcdlpath 870
prcdlpathls 872
prcdlpathコマンドで指定したサーチパス名
の表示 872

prckill 873
prcls 874
prcpath 877
prcpathls 879
prctctrl 880
prctee 882
prfed 884
prfget 896

Q

queinit 898
quels 899
querm 901

R

rapdfgen 902
rapls 904
rapsetup 906
rapクライアントマネジャの起動と停止 147
rapリスナーおよび rapサーバの起動と停止 

146
rapリスナーおよび rapサーバの状態表示 

146,904
RI 156
RMM 319
rpcdump 907
rpcmrg 915
rpcstat 917
RPCトレースに関する運用 109
RPCトレースの出力 109,907
RPCトレースのマージ 109,915
RPCトレースファイル 21
RPC抑止リスト 835
rtsedit 918
rtsls 926
rtssetup 934
rtsstats 936
RTSログファイル 22
RTSログファイルの編集出力 918

S

scd_announce_server_statusと
scd_this_node_firstオペランドの組み合わ
せ 60

scdchprc 941
scdhold 944
scdls 946
scdrles 954
scdrsprc 956
stsclose 958
stsfills 960
stsinit 962
stsls 964
stsopen 967
stsrm 969
stsswap 970
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T

tamadd 971
tambkup 975
tamcre 978
tamdel 981
TAM FRC 266
tamfrc 982
TAM FRCを 1回で実行するとき 267
TAM FRCを複数回に分けて実行するとき 

267
tamhold 986
tamhsls 987
tamlckls 989
tamload 991
tamls 993
tamrles 996
tamrm 999
tamrstr 1001
tamunload 1002
TAMデータファイル 262
TAMデータファイルの形式と TAMファイ
ルのデータ部のレコード形式との関係 263

TAMデータファイルを作成 266
TAMテーブルのアンロード 1002
TAMテーブルの切り離し 999
TAMテーブルの状態管理 264
TAMテーブルの状態表示 264,993
TAMテーブルの追加 971
TAMテーブルの追加と切り離し 264
TAMテーブルの閉塞解除 996
TAMテーブルのロード 991
TAMテーブルのロードとアンロード 265
TAMテーブルの論理閉塞 986
TAMテーブルの論理閉塞と閉塞解除 264
TAM排他資源名称の変換 989
TAMファイルからの TAMデータファイル
の作成 266

TAMファイル作成後のシノニム情報の表示 
268

TAMファイルの運用 262
TAMファイルの回復 266,982
TAMファイルのサイズの見積もり式 1235
TAMファイルの削除 266,981

TAMファイルの作成 262
TAMファイルの初期設定 978
TAMファイルの排他 267
TAMファイルのバックアップ 265,975
TAMファイルのバックアップとリストア 

265
TAMファイルのリストア 266,1001
TAMファイルのレコード数の拡張 268
TP1/Message Control 31
TP1/Message Control実行のための準備 31
TP1/Message Controlを使用する場合の環境
設定の手順 4

TP1/Message Queueを使用する場合の環境
設定の手順 4

TP1/Multi 328
TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する運用 

144
TP1/NET/OSI-TP-Extendedを使用する場合
の環境設定の手順 4

tptrnls 1004
trncmt 1006
trndlinf 1008
trnfgt 1009
trnlnkrm 1011
trnls 1016
trnlsrm 1022
trnmkobj 1024
trnrbk 1027
trnstics 1029
TRNイベントトレース情報ファイル 22
TRNイベントトレース情報ファイルのバッ
クアップファイル 22

U

UAPが異常終了する場合 396
UAPが終了しない場合 396
UAP共用ライブラリ 70
UAP共用ライブラリのサーチパス名の変更 

870
UAP障害 396
UAPトレースデータファイル 22
UAPトレースデータファイルのバックアッ
プファイル 22
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UAPトレースの出力 109
UAPトレース編集出力ファイル 26
UAPの作成に使うファイル 19
UAPのデッドロックが発生する場合 396
UAPを開始できない場合 396
UNIXのメッセージ送受信関数で使用する資
源の見積もり式 1238

usmdump 1031

X

xarevtr 1033
xarfills 1036
xarforce 1038
xarhold 1041
xarinit 1042
xarls 1044
xarrles 1048
xarrm 1049
XARイベントトレース情報の表示 1033
XAR性能検証用トレース情報ファイル 21
XAR性能検証用トレース情報ファイルの
バックアップファイル 21

XARトランザクション状態の変更 1038
XARトランザクション情報の表示 1044
XARファイルの削除 1049
XARファイルの作成 1042
XARファイルの状態表示 1036
XAリソースサービス使用時のトランザク
ション統計情報の取得 74

XAリソースサービスの運用 157
XAリソースサービスの開始 161
XAリソースサービスの再開始 161
XAリソースサービスの終了 163
XAリソースサービスのトランザクション管
理 156

XAリソースサービスのトレース 172
XAリソースサービスの閉塞 1041
XAリソースサービスの閉塞解除 1048
XAリソースサービスを使用する運用 156

あ

アーカイブジャーナルノード 329

アーカイブジャーナルファイル情報の表示 
350
アーカイブジャーナルファイルのアンロード 

348
アーカイブジャーナルファイルのオープンと
クローズ 350

アーカイブジャーナルファイルの構成，およ
び作成と定義 345
アーカイブジャーナルファイルの再使用 349
アーカイブジャーナルファイルのサイズの見
積もり式 1233

アーカイブジャーナルファイルの状態遷移 
352
アーカイブジャーナルファイルのステータス
変更 351

アーカイブジャーナルファイルのスワップ 
351
アーカイブジャーナルファイルの使い方 346
アーカイブ状態の表示 350,603
アプリケーション異常終了回数の初期化 

275,712
アプリケーション起動サービスのMCFメイ
ン関数の作成方法 33

アプリケーション起動サービス用のMCFメ
イン関数 33,34
アプリケーションに関する運用 275
アプリケーションに関するタイマ起動要求の
削除 276,717
アプリケーションに関するタイマ起動要求の
表示 276,722
アプリケーションの状態表示 275,719
アプリケーションの閉塞 714
アプリケーションの閉塞解除 710
アプリケーションの閉塞と閉塞解除 275
アプリケーションプログラムの起動 

276,833
アプリケーション閉塞とサービス閉塞のメッ
セージ 56

アプリケーション閉塞のメッセージの扱い 
56
アンロード 222,348
アンロードジャーナルファイル 223
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アンロードジャーナルファイル，およびグ
ローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの時系列ソート，およびマージ 
675
アンロードジャーナルファイル，またはグ
ローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの編集出力 626

アンロードジャーナルファイル，またはグ
ローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルのレコード出力 661
アンロードジャーナルファイル格納ディレク
トリの運用 225
アンロードジャーナルファイルの時系列ソー
ト，およびマージ 233
アンロードジャーナルファイルの複写 

233,620
アンロードジャーナルファイルの編集出力 

233
アンロードジャーナルファイルのレコード出
力 233

アンロードジャーナルファイルを入力するコ
マンド一覧 228,349
アンロード済み状態 222,348
アンロードチェックの抑止 227,348
アンロード待ち状態 222,348

い

異常終了 45,342
異常終了時のメッセージ 55
異常終了時のメッセージの扱い 55
一時クローズ処理の実行状態の表示 917
イベント登録の方法 1055
インストール 5,328
インストール時，または OSへの登録時に作
成されるファイルとディレクトリ 
19,20,333

う

上書きできない状態 222,245
上書きできる状態 222,245
運用コマンド 376,451
運用コマンド実行時の環境 364

運用コマンド入力時の注意事項 475
運用コマンドの一覧 454
運用コマンドの概要 452
運用コマンドの記述形式 452
運用コマンドの詳細 477
運用コマンドの使用方法の表示 454
運用コマンドの入力方法 452

お

オープン 214
オープンとクローズコマンドによる状態の変
化（アーカイブジャーナルファイル） 351
オープンとクローズコマンドによる状態の変
化（システムジャーナルファイル） 230
オープンとクローズコマンドによる状態の変
化（チェックポイントダンプファイル） 
246
オプション 452
オプションフラグ 452
オンライン中に DAMファイルを追加する手
順 259
オンライン中に TAMファイルを追加する手
順 268
オンライン中のアーカイブジャーナルファイ
ルの状態遷移 350
オンライン中のアーカイブジャーナルファイ
ルの状態遷移表 352
オンライン中のシステムジャーナルファイル
の状態遷移 229
オンライン中のステータスファイルの状態遷
移 213
オンライン中のステータスファイルの状態遷
移表 215
オンライン中のチェックポイントダンプファ
イルの状態遷移表 249
オンラインテスタ用ディレクトリ 20
オンラインバックアップ 257,265
オンライン前トランザクション回復機能 325

か

ガーベジコレクション 210
開始 42,341,368
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開始形態 42
開始形態の決定 42
開始と終了 368
開始方法 42
開始方法の決定 42
開始モード 42
回復用ジャーナルの取得 220
書き込み中の状態 244
各種定義ファイル 18,332
各種定義ファイルディレクトリ 19
片系運転可 219,243
片系運転可と片系運転不可の障害時のファイ
ルグループの状態の相違 247

片系運転可のオンライン中のチェックポイン
トダンプファイルの状態遷移表 250
片系運転不可 219,243
片系運転不可のオンライン中のチェックポイ
ントダンプファイルの状態遷移表 251

片系だけのオンライン操作の相違 248
稼働統計情報の出力 234,354,678
環境設定 1
監査イベントの一覧と出力ポイント 89
監査イベントの出力情報 1056
監査ログ機能の環境設定 81,519
監査ログに出力される情報 86
監査ログの運用 81
監査ログの運用例 104
監査ログの出力方式 83
監査ログファイルの見積もり例 84
監視対象リソースマネジャ用コマンド作成時
の注意 319

き

起動通知情報の無効化 120
キャッシュブロック数のしきい値の設定 483
キャッシュブロック数の取得 484
キューグループの状態表示 294,899
キューに関する運用 294
強制正常終了 44
強制停止 45,50,342
共用メモリ使用状況の表示 115,561
共用メモリダンプの出力 1031
共用メモリダンプファイル 25

共用メモリに関する運用 115
共用ライブラリの変更 361

く

クローズ 214
グローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイル 348
グローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイル，およびアンロードジャーナル
ファイルの時系列ソート，およびマージ 
353
グローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルの編集出力 353

グローバルアーカイブアンロードジャーナル
ファイルのレコード出力 354
グローバルジャーナルサービス機能 345
グローバルジャーナルに関する運用 345

け

計画系切り替え 370
計画停止 341
計画停止 A 44
計画停止 B 45
系切り替え機能 366
系切り替え機能使用時の運用 365
系切り替え機能使用時のオンラインタイミン
グ 372
系切り替え機能使用時の準備 366
系切り替えの方法 370
継続問い合わせ応答処理 281
現用 212,221,347

こ

構成変更時の注意 151
構造体 dc_mcf_dump_infoの形式 1053
交代用 PAGECモジュール読み込みパス 286
交代用物理マップ読み込みパス 286
コネクションに関する運用 273
コネクションの解放 750
コネクションの確立 733
コネクションの確立と解放 273
コネクションの切り替え 273,748
1301



索引
コネクションの状態表示 273,786
コマンド引数 453
コマンド名 452
コマンドログ 79
コマンドログ取得のための準備 39
コマンドログディレクトリ 19

さ

サーチパスの引き継ぎ 52
サーチパス名の表示と変更 51
サーバ型コネクションの確立要求の受付開始 

813
サーバ型コネクションの確立要求の受付終了 

811
サーバに関する運用 50
サーバの開始 574
サーバの終了 576
サーバの状態表示 51,874
サーバリカバリジャーナルディレクトリ 19
サーバリカバリジャーナルファイルの運用 

242
サーバリカバリジャーナルファイルの回復 

242
サービスグループ自動閉塞後に到着したメッ
セージ 55

サービスグループに関する運用 282
サービスグループの状態表示 282,800
サービスグループの入力キュー削除 

284,767
サービスグループの入力キュー処理の保留 

777
サービスグループの入力キュー処理の保留解
除 815

サービスグループの入力キュー処理の保留と
保留解除 283
サービスグループの入力キューの内容出力 

284
サービスグループの入力キューの内容複写 

283
サービスグループの閉塞 758
サービスグループの閉塞解除 741
サービスグループの閉塞と閉塞解除 282
サービスに関する運用 285

サービスの状態表示 285,803
サービスの閉塞 762
サービスの閉塞解除 746
サービスの閉塞と閉塞解除 285
サービス閉塞のメッセージの扱い 57
再開始 42
再開始中読み込み済ジャーナル関係のファイ
ル情報の表示 658
作成，初期設定する OpenTP1ファイルと使
用する運用コマンド 16,331
サンプルシナリオテンプレートのカスタマイ
ズ 190

サンプルシナリオテンプレートの登録 188
サンプルシナリオテンプレートの利用 186

し

資源の表示 287
システム環境変数 175
システム管理情報ディレクトリ 19
システム共通定義の変更 10,30
システムサービス情報定義ファイルの作成 

35
システムジャーナルファイル情報の表示 229
システムジャーナルファイルのアンロード 

222
システムジャーナルファイルの運用 217
システムジャーナルファイルのオープンとク
ローズ 229
システムジャーナルファイルの再使用 228
システムジャーナルファイルのサイズの見積
もり式 1223
システムジャーナルファイルの作成と定義 

218
システムジャーナルファイルの状態遷移 231
システムジャーナルファイルのステータス変
更 230

システムジャーナルファイルのスワップ 230
システムジャーナルファイルの使い方 220
システム定義のオペランドの指定 528
システム定義の作成 329
システム定義のチェック 525
システム統計情報 1082
システム統計情報のジャーナル出力 232
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システム統計情報の取得開始，終了 568
システム統計情報の標準出力へのリアルタイ
ム編集出力 554
システム統計情報の編集内容 1093
システム内部同期制御用ディレクトリ 20
システム内部排他制御用ディレクトリ 20
実行環境の設定 145
実行系 OpenTP1の終了 368
実行系と待機系の OpenTP1が使用するホス
ト名称の組み合わせ 366

自動アンロード機能の制御 606
自動アンロード機能を使用したアンロード 

223
自動開始 42
自動系切り替え 370
シナリオ 173
シナリオテンプレート 173
シナリオテンプレートからの OpenTP1コマ
ンドの実行 531
シナリオテンプレートを利用したシステムの
運用 173

シナリオの登録 174
シナリオ変数 174
自ノードの優先 59
シフト方式 83
ジャーナルアンロードチェックの抑止 

227,348
ジャーナル関係のファイル情報の表示 638
ジャーナル関係のファイルのアンロード 695
ジャーナル関係のファイルのオープン 655
ジャーナル関係のファイルの回復 653
ジャーナル関係のファイルのクローズ 612
ジャーナル関係のファイルの削除 660
ジャーナル関係のファイルの初期設定 636
ジャーナル関係のファイルのステータス変更 

609
ジャーナル関係のファイルのスワップ 693
ジャーナル関係の物理ファイルの削除 624
ジャーナル関係の物理ファイルの割り当て 

600
ジャーナル情報ディレクトリ 19
ジャーナルファイルレス機能 239

ジャーナルファイルレス機能を使用する運用 
239
ジャーナルファイルレスモード 240
集積ジャーナルファイル 239,354
集積ジャーナルファイルを使用して DAM 

FRCを実行するとき 259
集積ジャーナルファイルを使用して TAM 

FRCを実行するとき 267
終了 44,341,368
終了方法 46,50,342
終了モード 44,50,341
受信仕掛り中，または送信仕掛り中に

mcftdctleコマンドを入力したときの動作 
277
手動開始 42
障害時に作成されるファイル 25
障害時に取得する情報 404
障害対策 377
障害発生時の現象と原因 378
初期設定する OpenTP1ファイル 362

す

スーパユーザによる環境設定 5
スケールアウトの運用 175
スケールインの運用 182
スケジュールキュー上のサービス要求，およ
び入出力キュー上のメッセージの扱い 46
スケジュールキュー情報ファイル 21
スケジュールキューの監視 61
スケジュールキューの滞留監視 65
スケジュールキューの滞留監視判定式 68
スケジュールに関する運用 54
スケジュールの再開始 954
スケジュールの自動閉塞 55
スケジュールの状態表示 54,946
スケジュールの閉塞 944
スケジュールの閉塞，および再開始 54
スケジュールバッファグループ 115
ステータスファイルの運用 212
ステータスファイルのオープン 967
ステータスファイルのオープンとクローズ 

214
ステータスファイルのクローズ 958
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ステータスファイルのサイズの見積もり式 
1219
ステータスファイルの削除 215,969
ステータスファイルの作成，初期設定 962
ステータスファイルの作成と定義 212
ステータスファイルの状態遷移 215
ステータスファイルの状態表示 214,964
ステータスファイルのスワップ 970
ステータスファイルの使い方 212
ステータスファイルの内容表示 214,960
ステータスファイルの容量が不足したとき 

215
スワップ 213
スワップ機能 163
スワップ先のファイルグループがないとき 

230,351

せ

正常開始 42
正常終了 44,50,341
性能検証用トレース情報解析 505
性能検証用トレース情報の解析例 1272
性能検証用トレース情報の取得 1242
性能検証用トレース情報の取得例 1265
性能検証用トレース情報ファイル 21
性能検証用トレース情報ファイルのバック
アップファイル 21

性能検証用トレースに関する運用 111
製品情報の表示 551
セションの開始 743
セションの開始と終了 286
セションの終了 760
全面回復時に引き継がれる情報 408
全面回復による再開始 42

そ

属性表記記号の意味 1072
属性変更の手順 211

た

待機 221,347
待機系 OpenTP1の終了 368

代行送信の開始 822
代行送信の開始と終了 281
代行送信の終了 772
退避コアファイル 25
退避コアファイルディレクトリ 19
タイマ起動引き継ぎ決定 UOC 33
ダンプファイルの形式 1052

ち

チェックポイントダンプ取得契機のスキップ
回数の監視 251

チェックポイントダンプの取得先がないとき 
246
チェックポイントダンプファイル情報の表示 

246
チェックポイントダンプファイルの運用 243
チェックポイントダンプファイルのオープン
とクローズ 246

チェックポイントダンプファイルのサイズの
見積もり式 1232
チェックポイントダンプファイルの削除 245
チェックポイントダンプファイルの作成と定
義 243

チェックポイントダンプファイルの自動オー
プン 246
チェックポイントダンプファイルの使用順序 

244
チェックポイントダンプファイルの状態遷移 

248
チェックポイントダンプファイルの使い方 

244
チェックポイントダンプファイルの二重化 

247

つ

通常作成されるファイル 21
通信障害 395
通信制御装置，端末，回線障害 395
通信遅延時間統計情報 1116
通信遅延時間統計情報の編集内容 236
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て

定義オブジェクトファイルの作成 36
定義オブジェクトファイルの作成方法の概要 

37
定義解析用ファイル 19
定義の作成 145
停止ノード情報の削除 854
ディスクキューのメッセージの扱い 55
ディファード更新機能 256,478
デッドロック，タイムアウト情報ファイル 

25
デッドロック情報ファイルディレクトリ 19
デッドロック情報ファイルとタイムアウト情
報ファイルの削除 75,704

と

統計情報の詳細 1082
登録できる OpenTP1のイベント 1055
途中の世代のシステムジャーナルファイルを
使用して DAM FRCを実行するとき 258
ドメイン構成の変更 116
ドメイン構成の変更（システム共通定義使
用） 848
ドメイン構成の変更（ドメイン定義ファイル
使用） 839
ドメイン代表スケジュールサービス 119
ドメイン代表スケジュールサービスの登録 9
ドメイン代表スケジュールサービスの登録と
削除 843
ドメイン代表スケジュールサービスのポート
番号の登録 9
ドメイン通信の環境設定 9
ドメイン定義ファイル 117
ドメイン定義ファイルの更新 533
ドメインデータファイル 9,119
トラブルシュート情報の削除 522
トランザクションジャーナルディレクトリ 

19
トランザクション情報ディレクトリ 19
トランザクション制御用オブジェクト格納
ディレクトリ 19

トランザクション制御用オブジェクトファイ
ルの作成 29,319,1024
トランザクション統計情報 1103
トランザクション統計情報の取得開始，終了 

73,1029
トランザクション統計情報の編集内容 235
トランザクションに関する運用 72
トランザクションの回復待ち合わせ
（Oracle9i RAC機能使用時） 324
トランザクションの強制決着 72
トランザクションの強制終了 72,1009
トランザクションのコミット 1006
トランザクションの状態表示 72,1016
トランザクションのロールバック 1027
トランザクションリカバリジャーナルファイ
ルの運用 242
トランザクションリカバリジャーナルファイ
ルの回復 242
トレース情報ダンプファイル 21
トレース情報ファイルの取り出し 896
トレース情報ファイルの編集出力 884
トレースデータファイル名 885
トレースに関する運用 109

な

内部制御用資源の確保 16,330

に

入出力キューのダンプファイルの形式 1052
入出力キューの内容複写 769
入出力キューの内容複写ファイル 26
入力シナリオ変数 174
入力シナリオ変数から設定する環境変数 174

ね

ネットワークの状態表示 798

の

ノード間負荷バランス 57
ノード間負荷バランスの拡張機能 61
ノードのオプション情報の変更 851
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ノードリストファイルの削除 858
ノードリストファイルの初期設定 857
ノードリストファイルの内容表示 859

は

排他情報の表示 75,701
排他制御用テーブルのプール情報の表示 

75,703
排他に関する運用 75
パス名の変更 286
ハッシュ形式の TAMファイルおよび TAM
テーブルのシノニム情報の表示 987
バッファグループの使用状況表示 286,783

ひ

被アーカイブジャーナルノード 329
被アーカイブジャーナルノードのシステム
ジャーナルファイルのアンロード 355
被アーカイブジャーナルノードのファイル回
復 355
ヒューリスティック決定 72
標準出力，標準エラー出力のリダイレクト 

882
標準出力ファイルに関する運用 76
標準用 PAGECモジュール読み込みパス 286
標準用物理マップ読み込みパス 286

ふ

ファイル回復用ジャーナルの集積 
239,354,615
ファイルグループ 345
ファイルグループがオープン状態 220,347
ファイルグループがクローズ状態 220,347
ファイルグループが使用可能状態 220,347
ファイルグループが使用不可能状態 

220,347
ファイル障害 394
付加機能 317
負荷状態の参照 58
複数の DAM FRCを同時に実行するとき 

258
不正ジャーナル情報ファイル 26

物理ファイルと論理ファイルの対応 212
物理ファイルの削除 486
物理ファイルの作成 212
物理ファイルの初期設定 494
物理ファイルのバックアップ 481
物理ファイルのリストア 502
フラグ引数 452
プロセスサービスイベントトレース情報ファ
イル 22
プロセスサービスイベントトレース情報ファ
イルのバックアップファイル 22
プロセスサービス情報ディレクトリ 19
プロセスサービスの再起動および定義の反映 

557
プロセス数の変更 61,941
プロセスの停止および再起動 956
プロトコルと UOCを定義するMCFメイン
関数 31

へ

閉塞 213
並列アクセス機能 345

ほ

保守資料の取得 552

ま

マップファイル 286
マップファイルのパス名変更 536
マップファイルのロード済み資源の表示 538
マネジャノードの変更 844
マルチ OpenTP1の運用 359
マルチ OpenTP1の環境設定 360
マルチノードエリア，サブエリアの開始 542
マルチノードエリア，サブエリアの終了 545
マルチノード機能使用時の OpenTP1障害 

402
マルチノード機能使用時の運用 327
マルチノード機能使用時の通信障害 395
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み

未決着トランザクション情報ファイル 26
未決着トランザクション情報ファイルの削除 
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